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 InstallScript 言語リ フ ァ レンス
InstallShield を利用する と、 シンプルかつパワフルなプログラム言語 InstallScript を利用し て簡単にイ ンス ト ールを

作成する こ とが可能です。 InstallScript は C 言語に似ています。 InstallScript は定義済みフ ォーマ ッ ト と統制された

構文を持ちます。 特定のプロパテ ィ を持つ決ま ったデータ型を利用し ます。 また、 カス タム関数を作成する こ と

もできます。

しかし、 InstallScript が C 言語が持つプログラム機能のすべてを備えているわけではあり ません。 InstallScript の唯

一の目的はイ ンス ト ールを作成する こ と です。 また、 イ ンス ト レーシ ョ ンにおいて世界中で InstallScript 以上に優

れたプログラム言語はあ り ません。 開発者のプログラ ミ ング経験には関係な く 、 InstallScript を使ってイ ンス ト

レーシ ョ ンのビルド を素早 く 習得する こ とができます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript 関数、 イベン ト 、 変数の中には、 特定のプロジ ェ ク ト  タ イプに使用が限定されている

ものがあ り ます。

テーブル 1 • InstallScript 言語リ フ ァ レンス

Section 説明

統合コ ンパイ ラ InstallScript 統合コ ンパイ ラについての一般情報です。

コマン ド ラ イ ン コ ンパイ ラ DOS プロンプ ト または DOS バッ チフ ァ イルから起動できる 

InstallScript コマン ド ラ イ ン コ ンパイ ラについての詳細が含まれて

います。

セ ッ ト ア ッ プ スク リ プ ト InstallScript 言語およびスク リ プ ト の構造を紹介し ます。

言語キーワー ド InstallScript がコマン ド と し て利用する言語である言語キーワー ド

のバッ クグラウン ド を提示し ます。 言語キーワー ドはアク シ ョ ン

を操作するために InstallScript コ ンパイ ラによ って解釈されるか、

またはステー ト メ ン ト の一部と し て認識されます。
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 51



InstallScript Language Reference

統合コ ンパイ ラ
メ モ • 関数の中には、 InstallShield Professional で利用可能でも InstallShield では利用できないものもあり ます。 関

数のリ ス ト は、 サポー ト されていない関数 を参照し て く ださい。

InstallShield ヘルプ ラ イブ ラ リは、 InstallShield と イ ン タ ラ ク ト するよ う設計されているので、 InstallShield 内からヘ

ルプを開 く こ と をお勧めし ます。 ヘルプ フ ァ イルを別のフ ォルダーやシステムにコ ピーする と、 多 く の機能が正

常に機能し ないこ とがあ り ます。

統合コ ンパイ ラ
リ リースをビルド し ないでコ ンパイルする場合、 InstallShield に統合されている InstallScript コ ンパイ ラ を使用し ま

す。

定義済み定数 InstallScript で予約されている各定義済み定数の識別と説明です。

これらの定数は、 ビル ト イ ン関数に渡されてビル ト イ ン関数に

よ って戻される特定のリ テ ラル値を表し ます。

定義済みのスク リ プ ト 変数 InstallScript で使用できるスク リ プ ト 変数についての情報です。

データ型および定義済み構造 InstallScript でサポー ト されているデータ タ イプ と定義済み構造に

ついてのコ ンテンツです。

プ リ プロセ ッサ デ ィ レ ク テ ィ ブ スク リ プ ト がコ ンパイルされる時に実行される InstallScript コ ンパ

イ ラに対する指示である、 プ リ プロセ ッサ命令について説明し ま

す。 プ リ プロセ ッサ命令はコ ンパイ ラに対し て、 コ ンパイル内の

別のソースフ ァ イルを含む、 定数を定義する、 コ ンパイルタ イム

条件に基づいてステー ト メ ン ト を含む、 または除 く 、 そし てユー

ザー定義のエラー メ ッ セージを表示する といった指示を出し ます。

フ ロー制御 スク リ プ ト 内での実行のフ ロー制御方法についての情報を提供し

ます。

イベン ト  ハン ド ラー InstallScript プロジ ェ ク ト イ ンス ト レーシ ョ ンプログラムは 

InstallScript エンジンによ って制御され、 決められた順序で一連の

イベン ト が生成されます。

関数 関数イ ンス ト ールスク リ プ ト で使用できる異なる タ イプの関数の

説明です。 InstallScript で利用できるビル ト イ ン関数についての詳

細およびその例も、 こ こで参照する こ とができます。

演算子 InstallScript でサポー ト されている演算子についての情報を提供し

ます。

オブジ ェ ク ト およびオブジ ェ ク ト  ハン ド

ラー

InstallScript でサポー ト されているオブジ ェ ク ト と、 スク リ プ ト  

コー ドの残りから エラー処理を分離する方法について説明し ます。

テーブル 1 • InstallScript 言語リ フ ァ レンス ( 続き )

Section 説明
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コ マン ド ラ イ ン コ ンパイ ラ
タ スク スク リ プ ト を コ ンパイルするには、 以下の手順に従います :

[ ビルド ] メ ニューで [ コ ンパイル ] を ク リ ッ ク し ます。

[ 出力 ] ウ ィ ン ド ウにコ ンパイ ラ メ ッ セージが表示されます。

コ マン ド ラ イ ン コ ンパイ ラ
InstallShield 内部から起動できる統合コ ンパイ ラの他にも、 InstallShield には DOS プロンプ ト または DOS バッ チ 

フ ァ イルから起動できる コマン ド ラ イ ン コ ンパイ ラが含まれています。 このプログラムは Compile.exe と呼ばれ、

次のフ ォルダーに保存されています。

InstallShield Program Files フ ォルダー /System

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のデザイ ンが完了する と、 Compile.exe を使用し て、 InstallShield 内部からスク リ プ ト を

コ ンパイルする場合とは異なるオプシ ョ ンを使ってイ ンス ト ール スク リ プ ト を コ ンパイルする こ とができます。

Compile.exe で使用できる構文やコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターおよびスイ ッ チについては、 「Compile.exe」 を参照

し て く ださい。

メ モ • ISCmdBld.exe を使用し て、 コマン ド ラ イ ンから リ リースをビルド する と、 ビルド エンジンは自動的にスク

リ プ ト を コ ンパイルし ます。 し たがって、 InstallShield のプロジ ェ ク ト に指定されている コ ンパイ ラ オプシ ョ ン以

外のオプシ ョ ンを使用する必要がない場合、 Compile.exe を直接使用する必要はあ り ません。 詳細については、

「ISCmdBld.exe」 を参照し て く だ さい。
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コマン ド ラ イ ン コ ンパイ ラ
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セ ッ ト ア ッ プ スク リ プ ト
セ ッ ト ア ッ プ スク リ プ ト
セ ッ ト ア ッ プスク リ プ ト とは、 イベン ト ハン ド ラー、 またこれらのイベン ト ハン ド ラーが呼び出す関数、 そ し て

イベン ト ハン ド ラーと関数が利用するデータの集合です。 これらの要素はシンプル且つパワフルなプログラム言

語、 InstallScript 言語で表記されます。 InstallScript は C 言語に似ています。 InstallScript は定義済みフ ォーマ ッ ト と

統制された構文を持ちます。 特定のプロパテ ィ を持つ決ま ったデータ型を利用し ます。 また、 カス タム関数を作

成する こ と もできます。

しかし、 InstallScript が C 言語が持つプログラム機能のすべてを備えているわけではあり ません。 InstallScript の唯

一の目的はセ ッ ト ア ッ プを作成する こ と です。 そ し て効率的に、 効果的に実行し ます。

開発者のプログラ ミ ング経験には関係な く 、 InstallScript を使ってセ ッ ト ア ッ プのビルド を素早 く 習得する こ とが

できます。

InstallScript の制限事項
コ ンパイルされたスク リ プ ト  フ ァ イル (setup.inx) の制限事項は以下のとお り です :

• ステー ト メ ン ト の 大数 : 約 4,294,967,295 ( この制限を越える と、 セ ッ ト ア ッ プの初期化中にエラー － 5009 

が発生する場合があ り ます。 )

• グローバル変数の 大数 : 約 196,605 ( 数値 65,535、 バリ アン ト  65,535、 文字列 65,535)

• typedefs の 大数 : 約 65,535

• prototypes の 大数 : 約 65,535

• 関数の 大数 : 約 65,535

• 関数ご とのステー ト メ ン ト の 大数 : 約 65,535

• 関数ご とのローカル変数の 大数 : 約 196,605 ( 数値 65,535、 バリ アン ト  65,535、 文字列 65,535)

スク リ プ ト  フ ァ イル (.rul) の制限は次の通り です :

• 大行幅 : 1,024 文字

• ネス ト されたイ ン クルー ド フ ァ イルの 大数 : 80

• イ ン クルー ド フ ァ イルの 大数 : 2,048

• 識別子の長さ制限 : 63 文字

• マク ロ展開の 大数 : 100

• マク ロ展開テキス ト の長さ制限 : 256 文字

• フ ァ イル名の長さ制限 : 256 文字

• ネス ト された #if ステー ト メ ン ト の 大数 : 10

• 関数ご とのパラ メ ーターの 大数 : 16

これらの .rul 制限が 1 つ以上超える と、 コ ンパイ ラ エラーが発生し ます。
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ヒ ン ト • 前述の制限のいずれかに到達し た場合は、 コー ド を削除するか、 イ ンス ト ール スク リ プ ト を複数のプロ

ジ ェ ク ト に分割し、 個別のイ ンス ト ールを作成し て メ イ ン イ ンス ト ール ( 親イ ンス ト ール ) から子イ ンス ト ール

を呼び出す方法で、 イ ンス ト ール スク リ プ ト のサイズを削減し て く ださい。

スク リ プ ト の構造
各スク リ プ ト には宣言と関数ブロ ッ クが含まれます。 宣言は関数宣言の前、 または関数ステー ト メ ン ト と その関

数の begin ステー ト メ ン ト の間に配置する こ とができます。

スク リ プ ト の大まかな概要を以下に示し ます。

// 定数定義、 グローバルデータ宣言、 そして関数宣言

// 関数ブロ ッ ク

宣言
各スク リ プ ト はグローバルデータ宣言で始ま り ます。 こ こでは、 定数を定義し、 利用する各グローバル変数と

ユーザー定義関数を宣言し ます。 宣言は InstallScript コ ンパイ ラに対し て、 スク リ プ ト が一覧にある項目を後で利

用する こ と を指示し ます。 宣言はまた、 関数と その属性または値との関連も ビルド し ます。 ビル ト イ ン関数に関

し ては、 InstallScript コ ンパイ ラが既に関数名を認識し ているので宣言の必要はあ り ません。

次に示すのは定数定義、 データ宣言、 そ し て関数宣言の一例です。

// 定数定義

#define PRODUCT "InstallShield"

#define LIMIT 100

// 変数宣言

CHAR cVal;

NUMBER nVal;

STRING szName;

// 関数宣言

prototype DisplayMsg (NUMBER, STRING);

prototype GetName (BYREF STRING);

プログラム ブロ ッ ク
プログラムブロ ッ クは InstallShield Professional 5.5 またはそれ以前を使って書かれたスク リ プ ト で利用されます。

プログラムブロ ッ クは InstallScript カス タムアクシ ョ ン、 またはイベン ト ド リ ブン型スク リ プ ト では利用する こ と

ができません。 実行される コー ドはイベン ト ハン ド ラーと エン ト リ ポイ ン ト 関数のみです。

program

// イベン ト ド リ ブン型スク リ プ ト では、 プログラムブロ ッ クはオプシ ョ ンで空白の状態です。

endprogram
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関数ブロ ッ ク

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

プロ ト タ イプ ステー ト メ ン ト を使って宣言されたすべての関数は、 セ ッ ト ア ッ プ スク リ プ ト で endprogram キー

ワー ド に続 く 関数ブロ ッ ク内で定義する必要があ り ます。 追加グローバルデータ宣言は、 関数ブロ ッ ク内の 

endproram ステー ト メ ン ト と 初の関数宣言の間または関数宣言の間で行う こ とができます。 しかし関数ブロ ッ ク

内で宣言されたデータは、 データ宣言の後に定義された関数のみが利用する こ とができます。

識別子
演算子とは、 スク リ プ ト 内の定数、 変数、 そ し て関数を象徴するのに作成する名前です。 識別子を作成する際、

次の構文ルールを遵守し て く だ さい :

• 識別子の長さに決ま りはあ り ませんが、 初の 63 文字のみが重要です。 

• 識別子の 初の文字はアルフ ァベ ッ ト   (a-z、 A-Z) またはアンダースコアでな く てはな り ません。 

• 残りの文字はアルフ ァベ ッ ト  (a-z, A-Z) 、 数字 (0-9)、 あるいはアンダースコ アの何れも可能です。 

• 各識別子は固有である必要があ り ます。 InstallScript で予約語と なっている識別子を作成し ないよ う に注意し

て く ださい。 

構文の区切り規則
その他のプログラム言語と同様に、 InstallScript にもその利用法を統一する構文規則があ り ます。 InstallScript の基

本の構文は C  プログラム言語のそれに似ています。

次の区切り規則は、 スク リ プ ト のすべてのセクシ ョ ンに適用されます :

• ほとんどのステー ト メ ン ト はセ ミ コ ロン (;) で終了し ます。 これには end;、 exit;、 および return; など多 く の 1 

語ステー ト メ ン ト が含まれます。 

• #define や #include といったプ リ プロセ ッサ ステー ト メ ン ト はセ ミ コ ロンで終了し てはな り ません。 

• キーワー ド program、 endprogram、 および begin は単独で別々の行に配置され、 区切り を受け付けません。 各

関数ブロ ッ クで始まる関数行は区切り を受け付けません。 

• start: または starthere: の様に、 コ ロン (:) を使ってラベルを終了し ます。 

• パラ メ ーターリ ス ト を括弧で囲みます。 複数のパラ メ ーターはカ ンマで区切り ます。 

コ メ ン ト の書き込み
InstallScript は、 スク リ プ ト でのコ メ ン ト 作成方法を 2 種類提供し ます。 どち らかの方法を使って説明テキス ト を

スク リ プ ト へ追加または除外する、 またはテス ト やデバッ グの目的でスク リ プ ト の特定部分を 「コ メ ン ト アウ ト 」

する こ とができます。
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注意 • ひとつの例外を除いて、 コ メ ン ト はスク リ プ ト の任意の場所で始める こ とができます : #ifdef ステー ト メ ン

ト や #ifndef ステー ト メ ン ト と同じ行にコ メ ン ト を配置する こ とはできません。 必要な場合、 コ メ ン ト を これらの

ステー ト メ ン ト の前または後に書かな く てはな り ません。 そ う でない場合、 コ ンパイ ラはエラーを戻し ます。

テキス ト のブロ ッ ク

コ メ ン ト 作成方法の 1 つはテキス ト のブロ ッ ク を一対の文字  /* と */ で括る方法です。 この方法はコ メ ン ト を複

数行にわたって書き込むのに有効です :

/* これは InstallScript 関数 PlaceBitmap の利用法を

 * 示すサンプルコードの行です。 */

一行ご と

2 つめは、 行に文字  // を挿入する方法です。 コ ンパイ ラはその行についてのみ 2 つのスラ ッ シュの右側部分をす

べて無視し ます。

// これは InstallScript 関数 PlaceBitmap を

// 説明するサンプルコードのラ インです。

空白の使用
C 言語や、 その他のプログラム言語と同様に、 InstallScript は文字列リ テ ラル内以外は空白スペース ( スペースや

タ ブ、 改行 ) を認識し ません。 スク リ プ ト を読みやす く するために空白スペースの利用をお勧めし ます。

空白スペースを利用し ないコー ド

例えば、 次のコー ド セクシ ョ ンは詰ま っていて判読しづらいです :

#define DISK_DRIVE "C:\\"

STRING szDrive, svString;

NUMBER nSpace, nResult;

szDrive = DISK_DRIVE;

nSpace = GetDiskSpace(szDrive);

nResult = NumToStr (svString, nSpace);

if (nResult < 0) then

MessageBox ("NumToStr が失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

endif;

SprintfBox(INFORMATION, " 情報 ", " デ ィ スク容量 : %s", svString);

空白スペースを利用し たコー ド

字下がり と共に空白スペースを追加する と、 同じ コー ドが大変読みやす く な り ます :

#define DISK_DRIVE "C:\\"

STRING szDrive, svString;

NUMBER nSpace, nResult;

szDrive = DISK_DRIVE;

nSpace = GetDiskSpace(szDrive);

nResult = NumToStr (svString, nSpace);
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if (nResult < 0) then

MessageBox ("NumToStr が失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

endif;

SprintfBox(INFORMATION, " 情報 ",

" デ ィ スク容量 : %s", svString);

ハンガ リー表記
InstallShield ヘルプ ト ピ ッ クはハンガ リー表記の拡張された形式を採用し ています。 これは、 短 く 、 データ型を示

す小文字のプレ フ ィ ッ クスを含む命名規則です。 例えば、 iPointSize は整数変数を象徴し、 szFileName は文字列変

数を示し ます。

ハンガ リー表記は、 スク リ プ ト 例ですべての変数のデータ タ イプを示すのに利用されています。 関数構文説明で

は、 パラ メ ーターで渡される可能性のあるデータ型を示すパラ メ ーター名にハンガ リー表記が利用されています。

たと えば、 BatchDeleteEx の構文説明では 2 つのパラ メ ーターを受け付ける こ と を示し ます : 

BatchDeleteEx ( szKey, nOptions );

szKey と認識される 初のパラ メ ーターは文字列変数または定数が可能です。 nOptions と認識される 2 番目のパ

ラ メ ーターは数値変数または定数が可能です。

変数パラ メ ーター

この様に変数パラ メ ーターが必要な場合、 言語リ フ ァ レンスは 2 文字セ ッ ト と なった特定のプレ フ ィ ッ クスを採

用し ます。

• 1 番目の文字はデータの種類を示し ます。 

• 2 番目の文字、 v は変数です。 

GetDir の構文説明では、 初のパラ メ ーターは文字列変数または定数が可能ですが、 2 番目のパラ メ ーターは変数

でな く てはな り ません。

GetDir ( szPath, svDir );

変数パラ メ ーターを必要とする関数は、 一般的にこれらのパラ メ ーターで呼び出し元へデータ を戻し ます。

プレ フ ィ ッ クス テーブル

ハンガ リー表記は変数の種類を認識するのに有効です。 スク リ プ ト で変数名を作成する場合には、 是非ハンガ

リー表記をご利用下さい。 下のテーブルは InstallShield で利用される各プレ フ ィ ッ クスについて説明し ます。

テーブル 1 • プレ フ ィ ッ クス テーブル

前に追加する データ型 関数構文で使用される状況

b ブール型 (BOOL) ブール型定数、 リ テ ラル、 または変数。

bv ブール型 (BOOL) ブール型変数のみ。 定数、 リ テ ラルは無効で

す。

c 文字 (CHAR) 文字定数、 リ テ ラル、 または変数。
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エスケープシーケンス
エスケープ シーケンスは文字列にタ ブや改行、 および引用符など特定の特殊文字を挿入するのに使用する一連の

文字です。 InstallScript のエスケープ シーケンスは C で使う それと よ く 似ています。 エスケープ文字と呼ばれる円

記号で始め、 特別な意味を持つ 1 つ以上の文字が後に続きます。 円記号の後にエスケープ シーケンスで使用する

以外の文字が続 く 場合、 円記号は無視されます。

文字列に改行文字を挿入する

も よ く 使用されるエスケープ シーケンスは \n で、 これは文字列に改行文字を挿入し ます。 「これは第 1 行目

で、 これは第 2 行目です」 とい う文字列は、 一行で表示または印刷されます。 ただ し、 「これは第 1 行目で、 \n こ

れは第 2 行目です」 とい う文字列は、 下のよ う に表示または印刷されます。

これは第 1 行目で、 

これは第 2 行目です。

const 定数 定数また リ テ ラル。 変数は無効です。

h ハン ドル (HWND) ハン ドル変数。

i 整数 (INT) 整数定数、 リ テ ラル、 または変数

l 長い整数 (LONG) 長い整数定数、 リ テ ラル、 または変数

lv 長い整数 (LONG) 長い整数変数のみ。 定数、 リ テ ラルは無効で

す。

list リ ス ト  (LIST) リ ス ト 変数。

n 数値 (NUMBER) 数値定数、 リ テ ラル、 または変数

nv 数値 (NUMBER) 数値変数のみ。 定数、 リ テ ラルは無効です。

p ポイ ン ター (POINTER) ポイ ン ター変数。

pstruct 定義済み構造タ イプへのポイ ン

ター

利用されません。

s 短い整数 (SHORT) 長い整数定数、 リ テ ラル、 または変数

sz 文字列 (STRING) 数値定数、 リ テ ラル、 または変数

sv 文字列 (STRING) 文字列変数のみ。 定数、 リ テ ラルは無効です。

struct 定義済み構造タ イプ 利用されません。

テーブル 1 • プレ フ ィ ッ クス テーブル ( 続き )

前に追加する データ型 関数構文で使用される状況
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メ モ • \n エスケープ シーケンスが使えるのは、 複数行の静的テキス ト フ ィ ールドのみです。 たと えば AskText の 

szQuestion 引数に \n を挿入し て、 文字列を手動でフ ォーマ ッ ト できます。 \n は、 MessageBox と SprintfBox でも

使用できます。

改行のエスケープ シーケンスは大文字と小文字を区別し ます。 つま り \N と入力し ても改行文字は 挿入されませ

ん 。

パーセン ト 記号 (%) も InstallScript で特別の機能があり ます。 これは変数に保管される値の画面での表示方法を示

す Sprintf や SprintfBox などの関数と一緒に使われる一連の文字、 書式指定子 の 初の文字と し て使われます。

サポー ト されているエスケープシーケンス

以下の表に、 InstallScript でサポー ト されているエスケープ シーケンス一覧を示し ます。

UNC (Universal Naming Convention) パス

InstallScript 文字列で UNC (Universal Naming Conversion) パスを指定するには、 パス名の 初に  2 つ の円記号 エス

ケープ シーケンス ( つま り、 4 つの円記号 — \\\\) を使用し て、 ダブル円記号を作成する必要があ り ます。 た と え

ば、 \\MyServer\Public\Readme.txt とい うパスを指定するには次のよ う に入力し ます :

"\\\\MyServer\\Public\\Readme.txt"

二重引用符の埋め込み
文字列リ テ ラルの一部と し て二重引用符を挿入するには 2 種類の方法があり ます。 二重引用符から文字列リ テ ラ

ルを始める場合、 \" エスケープ文字を使って二重引用符を埋め込みます。 単一引用符のあとに二重引用符を入力

し て リ テ ラルを始める こ と もできます。

// これら 2 つのステー ト メ ン トは両方、 埋め込み二重引用符をもたら します

szQuote1 = " 誰が、 \" 三日坊主は負け犬だ \" と言いましたか ?";

szQuote2 = ' " やめた。 " と言った人です。 '; "';

単一引用符を埋め込むには、 \' エスケープシーケンスを利用するか、 文字列リ テ ラルを二重引用符で始めます : 

テーブル 2 • サポー ト されているエスケープシーケンス

エスケープシーケンス 実行されるアクシ ョ ン

\n ラ イ ン フ ィ ー ド を挿入し ます。

\' 文字列に単一の引用符を挿入し ます。

\" 文字列に二重引用符を挿入し ます。

\r 改行のみを挿入し ます。 ラ イ ン フ ィ ー ドは挿入されません。

\t タ ブ文字を挿入し ます。

\ooo ASCII 文字 ( 整数ではない ) を、 8 進表記で示し ます。

\\ 円記号を挿入し ます。
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// これら 2 つのステー ト メ ン トは両方、 埋め込み単一引用符をもたら します

szQuote1 = ' 誰が、 \' 良い人は 後に完了します \' と言いましたか ?';

szQuote2 = "' 私の勝ち。 ' と言った人です。 ";

メ モ • セ ッ ト ア ッ プスク リ プ ト には標準 U.S. キーボー ド で、 セ ミ コ ロン (;) キーの右側にある標準の引用符 (" と ') 

を利用し な く てはな り ません。 た と えば、 このヘルプ フ ァ イルのスク リ プ ト 例以外の部分で使われている活版印

刷で使う引用符 (“”、 は利用できません。

書式指定子
書式指定子は、 Sprintf や SprintfBox の関数と一緒に使用し て、 変数に保管される値の表示を コ ン ト ロールし ます。

書式指定子はパーセン ト 記号 (%) で始め、 少な く と も 1 つか 2 つの文字を後に続けます。 書式指定子は下の形式に

従います。

% [-] [#] [0] [width] [.precision] type

形式指定の各フ ィ ールド には特定の形式オプシ ョ ンを表す 1 つの文字または数字が入り ます。 た と えば タ イプ

フ ィ ールドは、 Sprintf または SprintfBox が関連付けられた引数を文字、 文字列または数字と し て解釈するかど う

かを判断し ます。 初の文字の % と タ イプ フ ィ ールドは両方と も必須です。 カ ッ コで括られた項目はオプシ ョ ン

です。 も簡単な形式指定には、 パーセン ト 記号と %s などの種類文字が入り ます。

次の例では、 svString の値がメ ッ セージボ ッ クスに表示されます。 svFormat に割り当てられる形式指定子の %s 

は、 svString  の値を文字列と し て表すべきである こ と を SprintfBox に示し ます。

STRING szTitle, szFormat, szString;

szTitle  = " フ ォーマ ッ ト 指定のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。 ";

szFormat = "%s";

szString = " これが文字列です。 ";

SprintfBox(INFORMATION, szTitle, szFormat, szString);

svFormat に割り当てられる値には、 変数値と一緒に表示される リ テラル文字 ( エスケープ シーケンス を含む ) が

含まれます。 次の例では、 ラベルの ID が数値変数の左に表示されます。 nNumber = 100;

STRING szTitle, szFormat;

NUMBER nNumber;

szTitle  = " フ ォーマ ッ ト 指定のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。 ";

szFormat = "nNumber = %d.";

nNumber = 100;

SprintfBox(INFORMATION, szTitle, szFormat, nNumber);

メ モ • パーセン ト 記号を印刷するには、 svFormat に割り当てられた文字列にパーセン ト 記号を 2 つ挿入する必要

があ り ます。 印刷する数字が 100 と想定する と、 次の形式特定文字列に “nNumber = 100%” と表示されます :
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svFormat = "nNumber = %d%%."

各書式指定子には一致する変数があ り ます。 変数は文字列の後に左から右にリ ス ト されます。 初の変数は文字

列の 初の書式指定子と一致し、 2 番目の変数は文字列の 2 番目の形式指定子と一致し ます。 ラ ン タ イム時に 

InstallShield は各変数の内容を、 一致する形式指定子の場所にある文字列に挿入し ます。

予約語
予約語予約語と予約文字は InstallScript では特殊な意味を持ち、 これらは意図された目的以外で利用する こ とがで

きません。 InstallScript には次のよ う なク ラスの予約語があ り ます :

• 関数

テーブル 3 • 書式指定子フ ィ ールド

フ ィ ールド 意味

- パーセン ト 文字の後にハイ フ ンを含める と、 出力値は左に配置されてブラ ン ク ま

たはゼロのフ ィ ールドの幅の右にパデ ィ ングされます。 このフ ィ ールド を省略す

る と、 出力値は右揃えにな り、 左にパデ ィ ングされます。

# この記号は、 16 新数値の前に 0x ( 小文字 ) または 0X ( 大文字 ) を付けます。

0 ゼロの出力値をパデ ィ ングし てフ ィ ールド幅を埋めます。 このフ ィ ールド を省略

する と、 出力値はブ ラ ン クでパデ ィ ングされます。

width このフ ィ ールド に配置する 低文字数を入力し ます。 width ( 幅 ) フ ィ ールド を負

ではない整数で入力し ます。 幅指定を入力する と、 値が切り捨てられる こ とはあ

り ません。 出力値の文字数が指定された幅よ り大きいか、 このフ ィ ールド を省略

する と、 precision ( 精度 ) フ ィ ールドの値によ って、 値の各文字が表示されます。

precision このフ ィ ールド に配置する 低桁数を入力し ます。 引数の桁数が入力する精度値

よ り少ない場合、 左の出力値はゼロでパデ ィ ングされます。 桁数が精度値を越え

た場合、 値は切り捨てられません。 この値にゼロを入力するか完全に省略する

か、 あるいはピ リ オ ド (.) が後に続 く 数字がない状態で表示されている場合、 値

は 1 に設定されます。 文字列の場合、 大文字数が変換されます。

種類 対応する引数を文字か文字列か数字でフ ォーマ ッ ト し ます。 2 つの書式指定子文

字の組み合わせが表示される と、 そのう ちの 1 つまたはも う 1 つを使用できます

が、 同時に両方を使用する こ とはできません。 これは必須フ ィ ールド です。 この

フ ィ ールド には次の文字の 1 つを入力する必要があ り ます。

• c — CHAR 型の単一文字を フ ォーマ ッ ト し ます。 Sprintf 関数はゼロの数値を

持つ文字を無視し ます。

• d, i — INT または NUMBER 型の単一整数を フ ォーマ ッ ト し ます。

• ld, li — LONG 型の単一の符号な し 16 進数整数を フ ォーマ ッ ト し ます。

• lx, lX — LONG 型の単一の符号な し 16 進数整数を フ ォーマ ッ ト し ます。

• s — 文字列 (STRING 型 ) を フ ォーマ ッ ト し ます。
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 63



InstallScript Language Reference

セ ッ ト ア ッ プ スク リ プ ト
• 言語キーワー ド

• 定義済み定数

• システム変数

• イベン ト  ハン ド ラー

• 定義済みのスク リ プ ト 変数
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言語キーワー ド
言語キーワー ドはスク リ プ ト 内で InstallScript がコマン ド と し て利用する言語です。 言語キーワー ドはアクシ ョ ン

を操作するために InstallScript コ ンパイ ラによ って解釈されるか、 またはステー ト メ ン ト の一部と し て認識されま

す。 既に定義されている目的以外には次のキーワー ド を利用する こ とはできません ( た と えば、 これらのキー

ワー ド を変数名と し て利用する こ とはできません ):

abort
スク リ プ ト が abort ステー ト メ ン ト を検出し た場合、 セ ッ ト ア ッ プが終了し ます。 abort ステー ト メ ン ト は、 エン

ド ユーザーが E ｓ ｃ  キーまたは InstallScript ダイアログの [ キャ ンセル ] ボタ ンを押し てイ ンス ト ールを中止し た

場合に、 InstallShield デフ ォル ト  exit ハン ド ラー (OnCanceling) でも検出されます。

メ モ • abort ステー ト メ ン ト はイ ンス ト レーシ ョ ンを終了し、 サイ レン ト モー ド にてアン イ ンス ト ーラーを実行す

る こ と で中止されたイ ンス ト レーシ ョ ンを削除し ます。 exit ステー ト メ ン ト はイ ンス ト レーシ ョ ンを中止し ます

が、 ターゲッ ト システムからは何も削除し ません。

abort ステー ト メ ン ト が OnFirstUIAfter イベン ト の後に開始し た場合、 ロールバッ クは呼び出されません。

BOOL
ブール値データ、 TRUE (1) または FALSE (0) のどち らか。 この種類の変数は、 指定値以外の値を格納するために

使用できません。 C++ と同様に、 InstallScript ではゼロ以外の値を TRUE と評価し ます。 値がゼロの場合のみ、

FALSE と評価されます。 通常は、 1 の値で TRUE を示し ます。

cdecl

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

cdecl キーワー ドは cdecl 呼び出し規則を使う外部 DLL 関数を宣言する と きに利用し ます。 例 :

prototype cdecl POINTER Msvcrt.memcpy( byref string, pointer, long );

InstallShield Professional の以前のバージ ョ ンではセ ッ ト ア ッ プエンジンは常に stdcall 規則を使用し ていま し たが、

一貫性のない DLL 規則を無視する こ とがあ り ま し た。

ほとんどの Windows API 関数は stdcall (WINAPI) 呼び出し規則を利用し ます。 呼び出し規則についてのよ り詳しい

情報は、 Microsoft マニュアルをご覧下さい。

exit
セ ッ ト ア ッ ププログラムが実行し ているスク リ プ ト で exit ステー ト メ ン ト を検出する と、 そのプロセスは終了し

ます。 各セ ッ ト ア ッ プ スク リ プ ト は、 大で 1 つの exit ステー ト メ ン ト を含みます。 イ ンス ト ールが完了する前

に終了する原因と な り得る条件式をスク リ プ ト に含む場合、 exit の代わり に abort を利用し な く てはな り ません。
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export
セ ッ ト ア ッ プエンジンが直接呼び出す関数のプロ ト タ イプは何れも export と し てマーク し な く てはな り ません。

次はその一例です :

export prototype NewFeature1_Installing();

external
キーワー ド external は予約されてお り、 利用できない場合があり ます。

for...endfor
for ステー ト メ ン ト は、 単数または複数のステー ト メ ン ト を決められた回数実行するために利用し ます。 これは

キーワー ド for と共に、 for 構造にあるステー ト メ ン ト を実行する回数を指定する式で始ま り ます。 for 構造はキー

ワー ド endfor で終了し ます。

メ モ • for ステー ト メ ン ト 自体はセ ミ コ ロンで終了される こ とはな く 、 セ ミ コ ロンは endfor ステー ト メ ン ト の後に

必要です。

for...endfor の利用法

次の例では、 関数 MessageBox が 10 回呼び出されます。 初に渡すと き、 iCount が 1 に設定されます。 1 は指定

された範囲内 (1 から 10)  にあるので、 メ ッ セージボ ッ クスが表示されます。 そ し て iCount は 1 ご とに増やされ、

for ステー ト が再び解決されます。 このと き、 iCount = 2 ( 指定された範囲内 ) で、 メ ッ セージボ ッ クスが 2 度目に

表示されます。

iCount が 10 回渡された後、 その値は 11 と な り ます。 この値は指定された範囲を超えるので、 for ステー ト メ ン ト

は終了し ます。

for iCount = 1 to 10

MessageBox (" これは 10 回表示されます。 ", INFORMATION);

endfor;

増分を調整する

デフ ォル ト 増分値は 1 ですが、 キーワー ド step を利用し て増分を調整する こ とができます。 下の例では、 ループ

が実行されるたびに step が  iCount の値を 10 増加させます。 初に渡すと き、 iCount = 10 で、 2 回目は iCount = 

20、 3 回目は  iCount = 30、 といった要領です。

for iCount = 10 to 100 step 10

MessageBox (" これは 10 回表示されます。 ", INFORMATION);

endfor;

高い番号から低い番号へのカウン ト ダウン

キーワー ド to の代わり に downto を利用し て、 高い番号から低い番号へカウン ト ダウンする こ とはできません。

次の例では、 メ ッ セージボ ッ クスが 3 回表示されます。 初にループが始まった と き、 ｊ  は 20 に設定されてい

ます。

downto は制御する変数が減少するよ う、 また step 5 がループご とに 5 減少と指定し ているので、 ループが 2 回目

に入ったと き j は 15 と な り ます。 3 回目には、 j は 10 と な り ます。
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for j = 20 downto 10 step 5

MessageBox (" これは 3 回表示されます。 ", INFORMATION);

endfor;

メ モ • for ステー ト メ ン ト 内でラベルを定義する こ とはできません。

goto
goto キーワー ドは指定し たラベルの直後にあるステー ト メ ン ト に直接ブラ ンチするのに利用されます。 次の部分

コー ド では、 goto ステー ト メ ン ト によ って AskText ステー ト メ ン ト を使ってスク リ プ ト が続行されます。

名前 :

AskText(" 会社名 :", "", szSrc);

if (szSrc = "") then

MessageBox(" 会社名を入力して く ださい。 ", SEVERE);

goto Name;

endif;

メ イ ンプログラムの goto ステー ト メ ン ト では、 メ イ ンプログラムで宣言されたラベルを指定し な く てはな り ませ

ん。 関数内の goto ステー ト メ ン ト はその関数内で宣言されたラベルを指定し な く てはな り ません。

メ モ • try...catch...endcatch ステー ト メ ン ト 内で goto ステー ト メ ン ト を使用する こ とはできません。

if
スク リ プ ト が 複数のオプシ ョ ンから選択できるよ う にするには、 if ステー ト メ ン ト を利用し ます。 if ステー ト メ

ン ト は下の例の通り、 キーワー ド if、 評価する条件、 キーワー ド then と endif そ し て後にはセ ミ コ ロンが続きま

す。

if (condition) then

// 条件が true の場合、 ステー ト メ ン トが実行されます。

endif;

条件は次のう ちいづれかが可能です :

• ブール型または 整数定数、 変数、 またはリ テ ラル。

• ブール型または整数結果を もたらす式。

• 整数結果を戻す関数。

条件の周りの括弧はオプシ ョ ンですが、 読み易 く するために利用する こ と をお勧めし ます。

ヒ ン ト • 多 く の InstallScript 関数はそれが失敗し た際に負の値を戻し ます。 InstallScript 関数の結果を if ステー ト メ

ン ト の条件と し て利用する と き、 下に示し たよ う なステー ト メ ン ト を利用し て問題点をテス ト し て下さい。

if (FunctionA (ParameterOne) < 0) then

// 問題点を処理するステー ト メ ン ト

else

// 関数が成功した場合のステー ト メ ン ト
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endif;

InstallScript は次の if ステー ト メ ン ト 構造を提供し ます :

• goto を含む if 構造

• if-then 構造

• if-then-else 構造

• ネス ト された if-then-else 構造

• elseif 構造

goto を含む if 構造
InstallScript は goto ステー ト メ ン ト と共にだけ利用できる if ステー ト メ ン ト の特別の形式をサポー ト し ます。

 if condition goto labelname;

この特殊構造は次の特徴を持ちます :

• 条件の後には必ず goto ステー ト メ ン ト を続けます。

• キーワー ド then は利用されません。

• キーワー ド endif は利用されません。

次の例では、 szSrc がヌル文字列 ("") である限り会社名の入力をユーザーへ要求し ます。

 名前 :

AskText(" 会社名 :", "", szSrc);

if (szSrc = "") goto Name;

if-then 構造
もシンプルな if  ステー ト メ ン ト は、 式を評価し て式が true の場合に指定されたアクシ ョ ンを実行する もので

す。 式が true でない場合、 InstallShield はステー ト メ ン ト 全体を無視し ます。 例 :

if (szStringA = " 終了 ") then

AskYesNo (" 終了してもよろ しいですか ?", NO );

endif;

szStringA が "exit" に等しい場合、 テス ト は TRUE (1) 評価し、 AskYesNo 関数が呼び出されます。 szStringA  がそ

の他を含む場合、 結果は FALSE (0) と な り、 ステー ト 全体が無視されます。

下のサンプルコー ドは、 変数 nDialog と定数 DLG_ER を比較し ます。 これが等しい場合、 InstallShield は 

MessageBox 関数を実行し ます。

if (nDialog = DLG_ERR) then

MessageBox (" エラーが発生しました ", WARNING);

endif;

ヒ ン ト • 評価する式を括弧に入れる こ と で、 if ステー ト メ ン ト が読み易 く な り まが、 InstallScript では括弧はオプ

シ ョ ンです。
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if-then-else 構造
if ステー ト メ ン ト は、 条件が失敗し た場合に実行する単数また複数のステー ト メ ン ト を指定する こ と もできます。

このオプシ ョ ンは、 次の例の様にキーワー ド else で示されます。

if (condition) then

// 条件が true の場合、 ステー ト メ ン トが実行されます。

else

// 条件が false の場合、 ステー ト メ ン ト が実行されます。

endif;

下の例では、 szStringA が "exit" に等しい場合、 テス ト は TRUE (1) 評価し、 AskYesNo 関数が呼び出されます。

szStringA が "exit" と等し く ない場合、 結果は FALSE (0) と な り、 else ステー ト メ ン ト に続いて MessageBox 関数

が呼び出されます。

if szStringA = " 終了 " then

AskYesNo (" 終了してもよろ しいですね ?", NO );

else

MessageBox (" お待ち く ださい ...", INFORMATION );

endif;

ネス ト された if-then-else 構造
ひとつの if ステー ト メ ン ト が別のステー ト メ ン ト に組み込まれている、 ネス ト された if ステー ト メ ン ト を作成す

る こ とができます。

if (first condition) then

if (second condition) then

// 初と 2 番目の条件が true の場合に実行する

// ステー ト メ ン ト

else

// 初条件が True で、 2 番目の条件が False の場合に実行する

// ステー ト メ ン ト

endif;

else

if (third condition) then

// 初の条件が false で、 3 番目の条件が false の場合に実行する

// ステー ト メ ン ト

else

// 初の条件が false で、 3 番目の条件が false の場合に実行する

// ステー ト メ ン ト

endif;

endif;

次の例では、 szStringA の値が " 終了 " の場合、 AskYesNo が呼び出されます。 szStringA の値が " 終了 " の場合、

プログラムはメ ッ セージボ ッ クスを表示し ます。 szStringA がこれらの値のいづれと も異なる場合、 ラベル 

UserErrorHandler へと続きます。

if szStringA = " 終了 " then

AskYesNo (" 終了してもよろ しいですか ?", NO );

else

if szStringA = " 続行 " then

MessageBox (" お待ち く ださい ...", INFORMATION );

else

UserErrorHandler;

endif;

endif;
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elseif 構造
InstallScript では elseif ステー ト メ ン ト を利用し て if 構造体を作成する こ とができます。 if ステー ト メ ン ト の 1 つ

の else ブラ ンチにはまた別の if ステー ト メ ン ト があ り ます :

if (first condition) then

// 初の条件が false で、 2 番目の条件が true の場合に

// ステー ト メ ン ト

elseif (second condition) then

// 初の条件が false で、 2 番目の条件が true の場合に

// 実行されるステー ト メ ン ト

elseif (third condition) then

// 初と 2 番目の条件が false で、 3 番目の条件が

// True の場合に実行されるステー ト メ ン ト

//

endif;

次の例では、 szStringA が “exit” と等しい場合、 AskYesNo が呼び出されます。 szStringA が “exit” と等し く ない場

合、 プログラムは elseif ステー ト メ ン ト を続行し て szStringA が “continue” であるかをテス ト し ます。szStringA が 

“continue” と等しい場合、 結果は TRUE と な り、 MessageBox が呼び出されます。 szStringA が “continue” と等し く

ない場合、 プログラムは次の elseif に移動する といった要領で続きます。

if szStringA = " 終了 " then

AskYesNo (" 終了してもよろ しいですね ?", NO );

elseif szStringA = " 続行 " then

MessageBox (" お待ち く ださい ...", INFORMATION );

elseif szStringA = " 再起動 " then

goto StartHere;

endif;

メ モ • if ステー ト メ ン ト の中のラベルを定義する こ とはできません。

method

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

method キーワー ド は、 次の構文において、 オブジ ェ ク ト スク リ プ ト のメ ソ ッ ド を宣言するために使用されます。

method < 戻り変数タ イプ > < メ ソ ッ ド名 > ( < 引数変数タ イプ > );

例 :

method STRING MyMethod ( STRING, NUMBER );

[ 新しい メ ソ ッ ドの追加 ] ダイアログ ボ ッ クスを使用し てオブジ ェ ク ト プロジ ェ ク ト に メ ソ ッ ド を追加する と、 メ

ソ ッ ドの宣言がオブジ ェ ク ト スク リ プ ト に自動的に配置されます。

property()

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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property() キーワー ドは、 次の構文において、 オブジ ェ ク ト スク リ プ ト のプロパテ ィ および get や put プロシー

ジャ を宣言するために使用されます。

例 :

property(get,put) STRING MyProperty ( NUMBER );

[ 新しいプロパテ ィ の追加 ] ダイアログ ボ ッ クスを使用し て、 オブジ ェ ク ト プロジ ェ ク ト にプロパテ ィ を追加する

と、 プロパテ ィ の宣言がオブジ ェ ク ト スク リ プ ト に自動的に配置されます。

prototype
prototype キーワー ドは、 コー ドの行に関数定義が含まれている こ と を InstallScript コ ンパイ ラに通知し ます。 こ

のキーワー ドの使用方法については、 「関数の宣言」 を参照し て く だ さい。

repeat...until
repeat ステー ト メ ン ト は、 C 言語の do...while ループに類似し ています。 これは InstallScript while ステー ト メ ン ト

にも大変よ く 似ています。

repeat と InstallScript の while には 2 つの大きな違いがあり ます :

• repeat ステー ト メ ン ト は少な く と も 1 回はループ し な く てはな り ません。 while ステー ト メ ン ト は全 く ループ

し ない場合もあ り ます。

• while ステー ト メ ン ト は、 式が false と評価し た場合に終了し ます。 repeat ステー ト メ ン ト は、 式が true と評

価し た場合に終了し ます。

タ スク repeat ループを作成するには :

1. while ループ と同じ要領で、 条件テス ト に利用する変数を設定し ます。 

2. 区切り を利用せずに、 同じ行内に repeat と入力し ます。 

3. 繰り返す演算をビルド し ます。 

4. テス ト 変数を変更する演算を追加し ます ( 例えば、 nCount = nCount +1、 または nCount = SomeVariable)。 

5. カ ッ コ内に条件テス ト を含む until ステー ト メ ン ト でループを終了し ます。 

次の例は repeat ループ構文のデモンス ト レーシ ョ ンを行います :

テーブル 1 • Property() キーワー ド宣言

アクセス権 宣言

読み取り専用 property(get) < 戻り変数タ イプ > < プロパテ ィ名 > ( < 引数変数タ イプ > );

書き込み専用 property(put) < 戻り変数タ イプ > < プロパテ ィ名 > ( < 引数変数タ イプ > );

読み取り / 書き込み property(get,put) < 戻り変数タ イプ > < プロパテ ィ名 > ( < 引数変数タ イプ > );
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nCount = 1;

repeat

MessageBox (" カウン トは 5 未満です ", INFORMATION);

nCount = nCount + 1;

until (nCount = 5);

メ モ • repeat ステー ト メ ン ト の中のラベルを定義する こ とはできません。

return
return ステー ト メ ン ト を利用し て、 ユーザー定義の関数から値を戻すこ とができます ( 関数プロ ト タ イプが void 

リ ターン タ イプを指定し ない場合 )。 return ステー ト メ ン ト が検出される と、 プログラム フ ローは関数が呼び出さ

れた位置へ戻し ます。 呼び出しからユーザー定義関数へ戻るのに利用し た と き、 return ステー ト メ ン ト  は指定さ

れた値を呼び出し側に戻すこ とができます。

ほとんどのビル ト イ ン関数の戻り値は関数が成功し たこ と を示す 0 ( ゼロ )、 または失敗し たこ と を示すゼロ以下 

(< 0) を示し ます。 次に示し た様に、 関数ブロ ッ クの end ステー ト メ ン ト の上にある return ステー ト メ ン ト を利用

し て戻り値に番号を割り当てる こ と も可能です :

return -1;

end;

この属性では、 ローカル変数そのものが破棄された場合でも ローカル変数の値を呼び出し側へ戻すこ とが可能で

す。

function MyFunction(ParamOne, ParamTwo)

NUMBER nNumber;

begin

nNumber = (ParamOne + ParamTwo);

// を参照して く ださい。 を参照して く ださい。

return nNumber;

end;

set
set キーワー ドは、 CreateObject 関数が戻し た リ フ ァ レンスへの OBJECT 変数の割り当ての前に配置し な く てはな

り ません。 例 :

function OnBegin()

OBJECT oMSI;

begin

// create the object

set oMSI = CreateObject("WindowsInstaller.Installer");

// オブジェ ク ト ( ユーザーのシステム上の MSI バージ ョ ンを表示する ) を利用します

MessageBox(" ご利用の MSI バージ ョ ンは : " + oMSI.Version, INFORMATION);

// オブジェ ク ト を開放します

set oMSI = NOTHING;

end;
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メ モ • COM オブジ ェ ク ト の例外処理を さ らに制御するために、 try-catch-endcatch キーワー ド を使用する こ とがで

きます。

stdcall

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用されます。 stdcall キーワー ドは stdcall 呼び出し規則

を使う外部 DLL 関数を宣言する と きに利用し ます。 例 :

prototype stdcall POINTER kernel32.lstrcpy( byref string, byref string);

呼び出し規則が指定されない場合、 stdcall と見な されます。

ほとんどの Windows API 関数は stdcall (WINAPI) 呼び出し規則を利用し ます。 呼び出し規則についてのよ り詳しい

情報は、 Microsoft マニュアルをご覧下さい。

switch...endswitch
switch ステー ト メ ン ト は elseif 構造 ステー ト メ ン ト と類似し ています。 switch ステー ト メ ン ト は、 式の値に従っ

てコー ドの異なるセクシ ョ ンの 1 つを実行するのに利用し ます。 switch ステー ト メ ン ト は式を評価し、 そ し て定

数値が式の結果と一致する case ステー ト メ ン ト にブ ラ ンチ し ます。 case ステー ト メ ン ト に一致する ものがなかっ

た時、 デフ ォル ト ステー ト メ ン ト が指定し てある場合はコ ン ト ロールはデフ ォル ト へ渡し ます。

Switch ステー ト メ ン ト の作成

タ スク switch ステー ト メ ン ト を作成するには :

1. キーワー ド switch と、 続けて評価する式を タ イプ し ます。 式には定数、 変数、 算術式、 論理式、 または関数

結果が利用でき、 それらはかっ こで囲む必要があ り ます。 この行を区切らないで下さい。 

2. 各オプシ ョ ンには、 キーワー ド case および 1 つまたは複数の定数を入力し て、 後にコ ロンをつけます。 複数

の定数が指定された場合、 コ ンマで区切り ます。 こ こでは定数のみを指定する こ とができます。 変数名、 文

字列 ID、 関数結果、 またはその他の種類の式をキーワー ド case の後に指定する と エラーが発生し ます。 

3. 各 case の後にはコ ロン と、 そのオプシ ョ ンで実行されるひとつまたは複数のステー ト メ ン ト を続けます。 各

ステー ト メ ン ト をセ ミ コ ロンで終了し ます。 

4. すべてのステー ト メ ン ト が指定された後、 キーワー ド default と コ ロン (:) を続けて、 式がどのケースにも一致

し ない場合にプログラムを コ ン ト ロールし ます。 

5. ブロ ッ ク を キーワー ド endswitch と セ ミ コ ロン (;) で閉じ ます。 

スク リ プ ト 例

次の部分スク リ プ ト は、 実行される コ ンピ ューターの現在のビデオ解像度を表示し ます。

STRING szMsg, svResult;

NUMBER nvResult;
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GetSystemInfo (VIDEO, nvResult, svResult);

switch (nvResult)

case IS_UNKNOWN: 

szMsg = " ユーザーのビデオは不明です。 ";

case IS_EGA:

szMsg = "EGA 解像度。 ";

case IS_VGA:

szMsg = "VGA 解像度。 ";

case IS_SVGA:

szMsg = "Super VGA (800 x 600) 解像度。 ";

case IS_XVGA:

szMsg = "XVGA (1024 x 768) 解像度。 ";

case IS_UVGA:

szMsg = "1024 x 768 以上の解像度。 ";

デフ ォルト :

szMsg = " エラー ";

endswitch;

MessageBox (szMsg, INFORMATION);

メ モ • switch ステー ト メ ン ト が実行される度に、 ひとつの case ブロ ッ クのみが実行されます。 InstallShield が case 

ブロ ッ ク を実行し た後、 endswitch の後に次のステー ト メ ン ト を実行し ます。 switch ブロ ッ クは while ループ内で

利用する と非常に便利です。 case ステー ト メ ン ト を フ ラグと し て利用する こ と で、 オプシ ョ ン終了位置を作成す

る こ とができます。

try、 catch 　 および endcatch
try、 catch および endcatch は例外処理に使用するキーワー ド です。 例外処理についての詳細は、 「例外処理」 を参

照し て く ださい。

メ モ • try...catch...endcatch ステー ト メ ン ト 内で goto ステー ト メ ン ト を使用する こ とはできません。 また、

try...catch...endcatch ステー ト メ ン ト 内でラベルを定義する こ とはできません。

void
void 編集を void と言う タ イプで宣言できない点で、 本当のデータ タ イプ とは言えません。 void は関数プロ ト タ イ

プでのみ利用され、 次に示す例の様に関数が値を戻さ ないこ と を示し ます。

prototype void Subroutine(int);

function void Subroutine(int);

begin

// 処理を行う、 しかし

// 値を戻さない

end;
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while...endwhile
単一または複数のステー ト メ ン ト を特定の条件が true である限り繰り返し実行する場合は while ステー ト メ ン ト

を利用し ます。 ステー ト メ ン ト が 初に実行された と きに条件が true でない場合、 ループは実行されません。

タ スク while ループを作成するには :

1. 初期状態への条件と し て利用する変数を設定し ます。 

2. キーワー ド while を入力し、 後に括弧で括った条件テス ト を続けます。 この行を区切らないで下さい。 

3. 繰り返す演算をビルド し ます。 

4. テス ト 変数を変更する演算を追加し ます ( 例えば、 nCount = nCount +1、 または nCount = SomeVariable)。 

5. endwhile と セ ミ コ ロンを続けてロープを終了し ます。 

次の例では、 メ ッ セージボ ッ クスが 4 回表示されます。

nCount = 1;

while (nCount < 5)

MessageBox (" これはまだ True です。 ", INFORMATION);

nCount = nCount + 1;

endwhile;

nCount には 1 の初期値が割り当てられているため、 while ステー ト メ ン ト が TRUE の初回実行を評価する と、 メ ッ

セージ ボ ッ クスが表示されて nCount は 1 増分されます。 4 番目がループを通過する と、 nCount は 5 に等し く な

り ます。 while ステー ト メ ン ト で FALSE が評価される と、 プログラムは endwhile の後のステー ト メ ン ト と一緒に

続行されます。

メ モ • hwile ブロ ッ ク内のラベルを定義する こ とはできません。 しかし、 InstallScript で while ステー ト メ ン ト をネ

ス ト する こ とができます。 各 while ブロ ッ クは endwhile で終了し な く てはな り ません。

Nested while の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/* このスク リ プ ト はネス ト された while ループを説明します。

 * 特定タ イプのフ ァ イルを検索し、

 * 各フ ァ イルの行数を表示します。 */

#define SOURCEDIR "c:\\example";

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_Nested while(HWND);
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function ExFn_Nested while(hMSI)

LIST listID;

STRING svTarget, svResult, filename, svLine, szPath, szFileName;

NUMBER nResult, nOp,nFileHandle,count;

begin

count = 0;

nOp = RESET;

svTarget = SOURCEDIR;

listID = ListCreate (STRINGLIST);

while FindAllFiles (svTarget, "*.txt", svResult, nOp) = 0;

// フ ァ イル名を完全指定パスで取得します

StrGetTokens(listID,svResult,"\\");

ListCurrentString(listID,filename);

// フ ァ イル モード を通常に設定します。

OpenFileMode(FILE_MODE_NORMAL);

szFileName = filename;

szPath  = svTarget;

// 次のスク リ プ ト は編集のためフ ァ イルを開きます。

OpenFile(nFileHandle, szPath, szFileName);

/*------------------------------------------------------------------*\

 *

 * 次のスク リ プ トは開いたフ ァ イルからテキス トの各行を呼び出し、

 * 行数を検出するカウン ト を増やします。

 *

\*------------------------------------------------------------------*/

while (GetLine (nFileHandle, svLine) = 0)

count = count + 1;

endwhile;

SprintfBox(INFORMATION," フ ァ イルの行総数は ",

" フ ァ イル %s の行数は %d です。 ",filename,count);

count = 0;

// 次のスク リ プ ト はフ ァ イルを閉じます

CloseFile(nFileHandle);

// 後のフ ァ イルの場所でフ ァ イルの検索を続けます。

nOp = CONTINUE;

if (FindAllFiles (svTarget, "*.txt", svResult, nOp) < 0) then

abort;

endif;

endwhile;

end;
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フ ロー制御
ほとんどのプログラム言語と同様に、 InstallScript はステー ト メ ン ト を 初のステー ト メ ン ト から始ま って 後の

ステー ト メ ン ト で終わる関数ブロ ッ ク内で順に処理し ます。 関数ブロ ッ ク内の線的な実行の流れは、 ブ ラ ンチや

反復を行う条件ステー ト メ ン ト で制御する こ とができます。

一般的にブラ ンチは １  つのパスまたは別のパスへと実行を導 く  if ステー ト メ ン ト で利用されます。 反復は、 単数

または複数のステー ト メ ン ト を設定し た回数、 または指定し た条件に一致する限り繰り返し実行するループス

テー ト メ ン ト で実行されます。

スク リ プ ト 内で実行フ ローを制御するため、 InstallShield は次のキーワー ド を提供し ます :

• abort 

• exit 

• for...endfor 

• goto 

• if...then...else...endif 

• repeat...until 

• return 

• switch...endswitch 

• while...endwhile
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定義済み定数
定義済みの定数とは、 InstallScript によ って予約されている識別子で、 特定のリ テ ラル値を表し ます。 InstallScript 

では定義済みの定数を使用し て、 ビル ト イ ン関数に渡されてビル ト イ ン関数によ って返される一定のデータ値を

表し ます。 リ テ ラル値でな く これらの定義済みの定数を使用する と、 セ ッ ト ア ッ プスク リ プ ト が読みやす く な り

ます。

InstallShield によ って定義済みの定数に割り当てられている値は変更できません。 ただ し、 定義済みの定数の値は、

SprintfBox を呼び出すこ とによ り表示する こ とができます。 次の例では、 定義済みの定数 

FEATURE_FIELD_SELECTED の値を表示し ます ：

SprintfBox (INFORMATION, "", "%d", FEATURE_FIELD_SELECTED);

定義済みの定数の代わり に リ テ ラル値を使用する こ と もできますが、 関数を示す場合は常に定義済みの定数を使

用する こ とが強 く 推奨されます。

InstallScript で使用される定義済みの定数を次のリ ス ト に示し ます。

•

•

•

•

AFTER
AFTER は定義済みの定数で、 １  つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わす

ために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• EzBatchAddString

• EzBatchAddPath

• ConfigAdd

• ConfigMove

• ListAddItem

• ListAddString

• PathAdd

• PathMove

• BatchAdd

• PathMove

• BatchMoveEx

• FileInsertLine

• EzConfigAddDriver
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• EzConfigAddString

ALLCONTENTS
ALLCONTENTS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DeleteDir

ALLCONTROLS
ALLCONTROLS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• CtrlSetFont

APPEND
APPEND は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わす

ために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FileInsertLine

ASKDESTPATH
ASKDESTPATH は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• AskDestPath

ASKOPTIONS
ASKOPTIONS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• AskOptions

• PlaceWindow
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ASKPATH
ASKPATH は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• AskPath

• PlaceWindow

ASKTEXT
ASKTEXT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• AskText

• PlaceWindow

BACK
BACK は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わすた

めに使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• AskDestPath

• AskOptions

• AskPath

• AskText

• FeatureDialog

• SdAskDestPath

• SdAskOptions

• SdAskOptionsList

• SdBitmap

• SdDisplayTopics

• SdFeatureDialog

• SdFeatureDialog2

• SdFeatureDialogAdv

• SdFeatureMult
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• SdLicense

• SdOptionsButtons

• SdRegisterUser

• SdRegisterUserEx

• SdSelectFolder

• SdShowAnyDialog

• SdShowDlgEdit1

• SdShowDlgEdit2

• SdShowDlgEdit3

• SdShowFileMods

• SdShowInfoList

• SdStartCopy

• SdWelcome

• SelectFolder

• Welcome

BACKBUTTON
BACKBUTTON は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Disable

• Enable

• Is

BACKGROUND
BACKGROUND は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• PlaceWindow

• SetColor

• Enable

• SizeWindow
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• Disable

BACKGROUNDCAPTION
BACKGROUNDCAPTION は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetTitle

BASEMEMORY

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

BASEMEMORY は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo

BEFORE
BEFORE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わす

ために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• PathMove

• FileInsertLine

• EzBatchAddPath

• EzBatchAddString

• BatchAdd

• BatchMoveEx

• EzConfigAddDriver

• EzConfigAddString

• ConfigAdd

• ConfigMove

• ListAddItem

• ListAddString
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• PathAdd

BIF_BROWSEFORCOMPUTER

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

BIF_BROWSEFORCOMPUTER は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SelectDirEx

BIF_BROWSEFORPRINTER

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

BIF_BROWSEFORPRINTER は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SelectDirEx

BIF_DONTGOBELOWDOMAIN

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

BIF_DONTGOBELOWDOMAIN は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SelectDirEx

BIF_EDITBOX

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

BIF_EDITBOX は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• SelectDirEx

BIF_RETURNFSANCESTORS

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

BIF_RETURNFSANCESTORS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SelectDirEx

BIF_RETURNONLYFSDIRS

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

BIF_RETURNONLYFSDIRS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SelectDirEx

BIF_STATUSTEXT

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

BIF_STATUSTEXT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SelectDirEx

BILLBOARD
BILLBOARD は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 85



InstallScript Language Reference

定義済み定数
次の関数と共に利用し ます

• Disable

• PlaceWindow

BITMAPICON
BITMAPICON は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• PlaceBitmap

BK_BLUE
BK_BLUE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetColor

BK_GREEN
BK_GREEN は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetColor

BK_MAGENTA
BK_MAGENTA は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetColor

BK_ORANGE
BK_ORANGE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• SetColor

BK_PINK
BK_PINK は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わす

ために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetColor

BK_RED
BK_RED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わす

ために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetColor

BK_SMOOTH
BK_SMOOTH は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetColor

BK_SOLIDBLACK
BK_SOLIDBLACK は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetColor 

BK_SOLIDBLUE
BK_SOLIDBLUE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• SetColor

BK_SOLIDGREEN
BK_SOLIDGREEN は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetColor

BK_SOLIDMAGENTA
BK_SOLIDMAGENTA は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetColor

BK_SOLIDORANGE
BK_SOLIDORANGE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetColor

BK_SOLIDPINK
BK_SOLIDPINK は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetColor

BK_SOLIDRED
BK_SOLIDRED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
88 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

定義済み定数
次の関数と共に利用し ます

• SetColor

BK_SOLIDWHITE
BK_SOLIDWHITE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetColor

BK_SOLIDYELLOW
BK_SOLIDYELLOW は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetColor

BK_YELLOW
BK_YELLOW は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetColor

BLACK
BLACK は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わす

ために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetTitle

BLUE
BLUE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わすた

めに使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• SetColor

• SetTitle

BOOTUPDRIVE
BOOTUPDRIVE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo

BUTTON_CHECKED
BUTTON_CHECKED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• CtrlSetState

• CtrlGetState

BUTTON_UNCHECKED
BUTTON_UNCHECKED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• CtrlSetState

• CtrlGetState

BYTES
BYTES は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わす

ために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• ConvertSizeToUnits

• StrConvertSizeUnit
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CANCEL
CANCEL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わす

ために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SelectDir

CANCELBUTTON
CANCELBUTTON は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Disable

• Enable

• Is

CDROM
CDROM は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わす

ために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo

CDROM_DRIVE
CDROM_DRIVE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetValidDrivesList

CENTERED
CENTERED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• PlaceWindow
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• PlaceBitmap

CHECKBOX
CHECKBOX は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DialogSetInfo

CHECKBOX95
CHECKBOX95 は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DialogSetInfo

CHECKLINE
CHECKLINE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DialogSetInfo

CHECKMARK
CHECKMARK は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DialogSetInfo

CLEAR_FILE_ATTR
CLEAR_FILE_ATTR は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• XCopyFile
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COLORS
COLORS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo

COMMAND
COMMAND は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• BatchMoveEx

• ConfigFind

• EzBatchAddString

• BatchAdd

• BatchDeleteEx

COMMON
COMMON は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• ProgDefGroupType

COMPACT
COMPACT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetupType

• SdSetupType

COMPARE_DATE
COMPARE_DATE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• FileCompare

COMPARE_MD5_SIGNATURE
COMPARE_MD5_SIGNATURE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FileCompare

COMPARE_SIZE
COMPARE_SIZE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FileCompare

COMPARE_VERSION
COMPARE_VERSION は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FileCompare

COMP_NORMAL
COMP_NORMAL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• XCopyFile

COMP_UPDATE_DATE
COMP_UPDATE_DATE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• XCopyFile

COMP_UPDATE_SAME
COMP_UPDATE_SAME は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• XCopyFile

COMP_UPDATE_VERSION
COMP_UPDATE_VERSION は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• XCopyFile

CONTINUE
CONTINUE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FileGrep

• BatchFind

• FindFile

• ConfigFind

• PathFind

COPY_ERR_CREATEDIR
COPY_ERR_CREATEDIR は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• CopyFile

• XCopyFile
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COPY_ERR_MEMORY
COPY_ERR_MEMORY は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• CopyFile

• XCopyFile

COPY_ERR_NODISKSPACE
COPY_ERR_NODISKSPACE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• CopyFile

• XCopyFile

COPY_ERR_OPENINPUT
COPY_ERR_OPENINPUT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• CopyFile

• XCopyFile

COPY_ERR_OPENOUTPUT
COPY_ERR_OPENOUTPUT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• CopyFile

• XCopyFile

COPY_ERR_TARGETREADONLY
COPY_ERR_TARGETREADONLY は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返さ

れた りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• CopyFile

• XCopyFile

CPU
CPU は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わすた

めに使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo

CS_OPTION_FLAG_NO_NEW_INSTALL_HIGHLIGHT
CS_OPTION_FLAG_NO_NEW_INSTALL_HIGHLIGHT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イン関数によ って

渡された り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• CreateShortcut

• ReplaceShortcut

CS_OPTION_FLAG_NO_STARTSCREEN_PIN
CS_OPTION_FLAG_NO_STARTSCREEN_PIN は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡され

た り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• CreateShortcut

• ReplaceShortcut

CS_OPTION_FLAG_PREVENT_PINNING
CS_OPTION_FLAG_PREVENT_PINNING は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された

り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• CreateShortcut

• ReplaceShortcut
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CS_OPTION_FLAG_REPLACE_EXISTING
CS_OPTION_FLAG_REPLACE_EXISTING は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された

り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• CreateShortcut

• ReplaceShortcut

CS_OPTION_FLAG_RUN_MAXIMIZED
CS_OPTION_FLAG_RUN_MAXIMIZED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• CreateShortcut

• ReplaceShortcut

CS_OPTION_FLAG_RUN_MINIMIZED
CS_OPTION_FLAG_RUN_MINIMIZED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• CreateShortcut

• ReplaceShortcut

CURRENTROOTKEY
CURRENTROOTKEY は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• VarRestore

• VarSave

CUSTOM
CUSTOM は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• SetupType

• SdSetupType

DATA_COMPONENT
DATA_COMPONENT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SilentReadData

• SilentWriteData

DATA_LIST
DATA_LIST は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SilentWriteData

DATA_NUMBER
DATA_NUMBER は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SilentReadData

• SilentWriteData

DATA_STRING
DATA_STRING は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SilentReadData

• SilentWriteData
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DATE
DATE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わすた

めに使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo

DEFAULT
DEFAULT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• switch...endswitch

DEFWINDOWMODE
DEFWINDOWMODE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Enable

DELETE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

DEFAULT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り、 または 1 つ

または複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ

とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions

• SERVICE_IS_PARAMS

DELETE_EOF
DELETE_EOF は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• FileDeleteLine

DIALOGCACHE
DIALOGCACHE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Disable

• Enable

DIFXAPI_ERROR
DIFXAPI_ERROR は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のイベン ト  ハン ド ラーと使用するために提供されている値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• OnDIFxLogCallback

DIFXAPI_INFO
DIFXAPI_INFO は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のイベン ト  ハン ド ラーと使用するために提供されている値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• OnDIFxLogCallback

DIFXAPI_SUCCESS
DIFXAPI_SUCCESS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のイベン ト  ハン ド ラーと使用するために提供されている

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• OnDIFxLogCallback

DIFXAPI_WARNING
DIFXAPI_WARNING は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のイベン ト  ハン ド ラーと使用するために提供されている

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• OnDIFxLogCallback

DIRECTORY
DIRECTORY は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• ParsePath

DIR_WRITEABLE
DIR_WRITEABLE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Is

DISABLE_ALLUSERBTN

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

DISABLE_ALLUSERBTN は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

DISABLE_ALLUSERBTN  定数は、 [ すべてのユーザー ] オプシ ョ ンを、 通常は有効である と こ ろを無効 ( または非

表示 ) にする こ と を示し ます。 この変数のデフ ォル ト 値は、 FALSE です。 イ ンス ト ールが管理者権限またはパ

ワーユーザー権限な し で実行されている場合、 この変数の値に関わらず、 [ すべてのユーザー ] オプシ ョ ンは常に

非表示と な り ます。

次の関数と共に利用し ます

• SdCustomerInformation

• SdCustomerInformationEx

DISABLE_PERUSERBTN
DISABLE_PERUSERBTN は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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DISABLE_PERUSERBTN 定数は、 [ ユーザーご と ] オプシ ョ ンを、 通常は有効である と こ ろを無効 ( または 

HIDE_DISABLED_BTNS が TRUE の場合は非表示 ) にする こ と を示し ます。 この変数のデフ ォル ト 値は、 FALSE で

す。 Windows 9x プ ラ ッ ト フ ォーム上では、 この変数の値に関わらず、 [ ユーザーご と ] オプシ ョ ンは常に非表示と

な り ます。

次の関数と共に利用し ます

• SdCustomerInformation

• SdCustomerInformationEx

DISK
DISK は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わすた

めに使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• ParsePath

DISK1FEATURE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

DISK1FEATURE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

DISK1FEATURE は、 メ ンテナンスセ ッ ト ア ッ プやアン イ ンス ト レーシ ョ ンに必要なフ ァ イルを含むコ ンポーネン

ト を指定し ます。 ( この機能はメ デ ィ ア ビルダーによ って .cab フ ァ イルに自動的に配置され、 IDE には表示されま

せん。 )

次の関数と共に利用し ます

• FeatureSelectItem

• FeatureIsItemSelected

DISK_INFO_QUERY_ALL
DISK_INFO_QUERY_ALL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetDiskInfo
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DISK_INFO_QUERY_BYTES_PER_CLUSTER
DISK_INFO_QUERY_BYTES_PER_CLUSTER は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡され

た り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetDiskInfo

DISK_INFO_QUERY_DISK_FREE_SPACE
DISK_INFO_QUERY_DISK_FREE_SPACE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された

り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetDiskInfo

DISK_INFO_QUERY_DISK_TOTAL_SPACE
DISK_INFO_QUERY_DISK_TOTAL_SPACE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された

り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetDiskInfo

DISK_INFO_QUERY_DRIVE_TYPE
DISK_INFO_QUERY_DRIVE_TYPE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返さ

れた りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetDiskInfo

DISK_TOTALSPACE
DISK_TOTALSPACE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo
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DISK_TOTALSPACE_EX
DISK_TOTALSPACE_EX は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo

DLG_ASK_OPTIONS
DLG_ASK_OPTIONS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetDialogTitle

DLG_ASK_PATH
DLG_ASK_PATH は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetDialogTitle

DLG_ASK_TEXT
DLG_ASK_TEXT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetDialogTitle

DLG_ASK_YESNO
DLG_ASK_YESNO は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetDialogTitle
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DLG_CENTERED
DLG_CENTERED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DefineDialog

DLG_CLOSE
DLG_CLOSE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• WaitOnDialog

DLG_DIR_DIRECTORY
DLG_DIR_DIRECTORY は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• CtrlDir

DLG_DIR_DRIVE
DLG_DIR_DRIVE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• CtrlDir

DLG_DIR_FILE
DLG_DIR_FILE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• CtrlDir
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DLG_ENTER_DISK
DLG_ENTER_DISK は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetDialogTitle

DLG_ERR
DLG_ERR は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• WaitOnDialog

• EzDefineDialog

• ReleaseDialog

• CtrlGetState

• DefineDialog

DLG_ERR_ALREADY_EXISTS
DLG_ERR_ALREADY_EXISTS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DefineDialog

• EzDefineDialog

DLG_ERR_ENDDLG
DLG_ERR_ENDDLG は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• ReleaseDialog

DLG_INFO_ALTIMAGE
DLG_INFO_ALTIMAGE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• DialogSetInfo

DLG_INFO_ALTIMAGE_HIDPI
DLG_INFO_ALTIMAGE_HIDPI は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DialogSetInfo

DLG_INFO_ALTIMAGE_REVERT_IMAGE
DLG_INFO_ALTIMAGE_REVERT_IMAGE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された

り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DialogSetInfo

DLG_INFO_ALTIMAGE_VERIFY_BMP
DLG_INFO_ALTIMAGE_VERIFY_BMP は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DialogSetInfo

DLG_INFO_CHECKSELECTION
この定数は現在使用されていません。 InstallScript のチ ェ ッ クボ ッ クス コ ン ト ロールは、 現在の Windows テーマを

使って自動的に作成され、 高 DPI デ ィ スプレ イ と互換性を持つ 新で統一性のある外観を持ちます。

DLG_INFO_KUNITS
DLG_INFO_KUNITS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DialogSetInfo
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DLG_INFO_USEDECIMAL
DLG_INFO_USEDECIMAL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DialogSetInfo

DLG_INIT
DLG_INIT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• WaitOnDialog

DLG_MSG_ALL
DLG_MSG_ALL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DefineDialog

DLG_MSG_INFORMATION
DLG_MSG_INFORMATION は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetDialogTitle

DLG_MSG_SEVERE
DLG_MSG_SEVERE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetDialogTitle
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DLG_MSG_STANDARD
DLG_MSG_STANDARD は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DefineDialog

DLG_MSG_WARNING
DLG_MSG_WARNING は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetDialogTitle

DLG_STATUS
DLG_STATUS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetDialogTitle

DLG_USER_CAPTION
DLG_USER_CAPTION は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetDialogTitle

DOINSTALL_OPTION_NOHIDEPROGRESS
DOINSTALL_OPTION_NOHIDEPROGRESS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された

り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DoInstall
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DOINSTALL_OPTION_NOHIDESPLASH
DOINSTALL_OPTION_NOHIDESPLASH は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された

り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DoInstall

DOINSTALL_OPTION_NOLANGSWITCH
DOINSTALL_OPTION_NOLANGSWITCH は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された

り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DoInstall

DOINSTALL_OPTION_NOSETBATCHINSTALL
DOINSTALL_OPTION_NOSETBATCHINSTALL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡さ

れた り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DoInstall

DOTNETFRAMEWORKINSTALLED
DOTNETFRAMEWORKINSTALLED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返

された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Is

DOTNETSERVICEPACKINSTALLED
DOTNETSERVICEPACKINSTALLED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Is
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DRIVE
DRIVE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わすた

めに使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo

DRIVE_CDROM
DRIVE_CDROM は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetDiskInfo

DRIVE_FIXED
DRIVE_FIXED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetDiskInfo

DRIVE_NO_ROOT_DIR
DRIVE_NO_ROOT_DIR は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetDiskInfo

DRIVE_RAMDISK
DRIVE_RAMDISK は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetDiskInfo
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DRIVE_REMOTE
DRIVE_REMOTE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetDiskInfo

DRIVE_REMOVABLE
DRIVE_REMOVABLE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetDiskInfo

DRIVE_UNKNOWN
DRIVE_UNKNOWN は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetDiskInfo

DRIVER_PACKAGE_DELETE_FILES
DRIVER_PACKAGE_DELETE_FILES は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返

された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DIFxDriverPackageUninstall

DRIVER_PACKAGE_FORCE
DRIVER_PACKAGE_FORCE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DIFxDriverPackageInstall

• DIFxDriverPackagePreinstall

• DIFxDriverPackageUninstall
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DRIVER_PACKAGE_LEGACY_MODE
DRIVER_PACKAGE_LEGACY_MODE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DIFxDriverPackageInstall

• DIFxDriverPackagePreinstall

DRIVER_PACKAGE_ONLY_IF_DEVICE_PRESENT
DRIVER_PACKAGE_ONLY_IF_DEVICE_PRESENT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡

された り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DIFxDriverPackageInstall

• DIFxDriverPackagePreinstall

DRIVER_PACKAGE_REPAIR
DRIVER_PACKAGE_REPAIR は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DIFxDriverPackageInstall

• DIFxDriverPackagePreinstall

• DIFxDriverPackageUninstall

DRIVER_PACKAGE_SILENT
DRIVER_PACKAGE_SILENT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DIFxDriverPackageInstall

• DIFxDriverPackagePreinstall

EDITBOX_CHANGE
EDITBOX_CHANGE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• CtrlGetSubCommand

EFF_BOXSTRIPE
EFF_BOXSTRIPE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetDisplayEffect

EFF_FADE
EFF_FADE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetDisplayEffect

EFF_HORZREVEAL
EFF_HORZREVEAL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetDisplayEffect

EFF_HORZSTRIPE
EFF_HORZSTRIPE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetDisplayEffect

EFF_NONE
EFF_NONE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• SetDisplayEffect

EFF_REVEAL
EFF_REVEAL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetDisplayEffect

EFF_VERTSTRIPE
EFF_VERTSTRIPE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetDisplayEffect

END_OF_FILE
END_OF_FILE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FileGrep

END_OF_LIST
END_OF_LIST は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• ListCurrentItem

• ListCurrentString

• ListGetFirstItem

• ListSetIndex

• ListDeleteItem

• ListDeleteString

• ListFindItem
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• ListFindString

• ListCurrentString

• ListGetNextItem

• ListGetNextString

• ListSetCurrentItem

• ListSetCurrentString

ENTERDISK
ENTERDISK は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• EnterDisk

• PlaceWindow

EQUALS
EQUALS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わす

ために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• VerCompare

• FileCompare

ERROR_ACCESS_DENIED

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ERROR_ACCESS_DENIED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetExtendedErrInfo
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ERROR_CIRCULAR_DEPENDENCY

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ERROR_CIRCULAR_DEPENDENCY は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返

された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetExtendedErrInfo

ERROR_DATABASE_DOES_NOT_EXIST

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ERROR_DATABASE_DOES_NOT_EXIST は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された

り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetExtendedErrInfo

ERROR_DEPENDENT_SERVICES_RUNNING

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ERROR_DEPENDENT_SERVICES_RUNNING は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡され

た り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetExtendedErrInfo

ERROR_DUP_NAME

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ERROR_DUP_NAME は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetExtendedErrInfo
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ERROR_FILE_NOT_FOUND

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ERROR_FILE_NOT_FOUND は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetExtendedErrInfo

ERROR_INVALID_HANDLE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ERROR_INVALID_HANDLE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetExtendedErrInfo

ERROR_INVALID_PARAMETER

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ERROR_INVALID_PARAMETER は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返さ

れた りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetExtendedErrInfo

ERROR_INVALID_SERVICE_ACCOUNT

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ERROR_INVALID_SERVICE_ACCOUNT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetExtendedErrInfo
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ERROR_INVALID_SERVICE_CONTROL

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ERROR_INVALID_SERVICE_CONTROL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetExtendedErrInfo

ERROR_PATH_NOT_FOUND

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ERROR_PATH_NOT_FOUND は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetExtendedErrInfo

ERROR_SERVICE_ALREADY_RUNNING

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ERROR_SERVICE_ALREADY_RUNNING は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された

り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetExtendedErrInfo

ERROR_SERVICE_CANNOT_ACCEPT_CTRL

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ERROR_SERVICE_CANNOT_ACCEPT_CTRL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡され

た り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetExtendedErrInfo
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ERROR_SERVICE_DATABASE_LOCKED

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ERROR_SERVICE_DATABASE_LOCKED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された

り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetExtendedErrInfo

ERROR_SERVICE_DEPENDENCY_DELETED

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ERROR_SERVICE_DEPENDENCY_DELETED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡され

た り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetExtendedErrInfo

ERROR_SERVICE_DEPENDENCY_FAIL

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ERROR_SERVICE_DEPENDENCY_FAIL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetExtendedErrInfo

ERROR_SERVICE_DISABLED

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ERROR_SERVICE_DISABLED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetExtendedErrInfo
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ERROR_SERVICE_DOES_NOT_EXIST

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ERROR_SERVICE_DOES_NOT_EXIST は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetExtendedErrInfo

ERROR_SERVICE_EXISTS

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ERROR_SERVICE_EXISTS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetExtendedErrInfo

ERROR_SERVICE_LOGON_FAILED

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ERROR_SERVICE_LOGON_FAILED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返

された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetExtendedErrInfo

ERROR_SERVICE_NOT_ACTIVE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ERROR_SERVICE_NOT_ACTIVE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返さ

れた りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetExtendedErrInfo
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ERROR_SERVICE_NO_THREAD

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ERROR_SERVICE_NO_THREAD は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返さ

れた りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetExtendedErrInfo

ERROR_SERVICE_REQUEST_TIMEOUT

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ERROR_SERVICE_REQUEST_TIMEOUT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された

り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetExtendedErrInfo

ERROR_TIMEOUT

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ERROR_TIMEOUT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetExtendedErrInfo

ERR_ABORT
ERR_ABORT は、 定義済みの定数で、 1 つまたは複数のイベン ト  ハン ド ラーによ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• OnNextDisk
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ERR_BOX_BADPATH
ERR_BOX_BADPATH は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetErrorMsg

• SetErrorTitle

ERR_BOX_BADTAGFILE
ERR_BOX_BADTAGFILE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetErrorMsg

• SetErrorTitle

ERR_BOX_DISKID
ERR_BOX_DISKID は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetErrorTitle

• SetErrorMsg

ERR_BOX_DRIVEOPEN
ERR_BOX_DRIVEOPEN は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetErrorTitle

• SetErrorMsg

ERR_IGNORE
ERR_IGNORE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数またはイベン ト  ハン ド ラーによ って渡され

た り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• SdExceptions

ERR_NO
ERR_NO は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数またはイベン ト  ハン ド ラーによ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SdExceptions

ERR_PERFORM_AFTER_REBOOT
ERR_PERFORM_AFTER_REBOOT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数またはイベン ト  ハン ド

ラーによ って渡された り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ と

はできません。

次の関数と共に利用し ます

• SdExceptions

ERR_RETRY
ERR_RETRY は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数またはイベン ト  ハン ド ラーによ って渡された

り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• OnNextDisk

• SdExceptions

ERR_YES
ERR_YES は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数またはイベン ト  ハン ド ラーによ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SdExceptions

EXCLUDE_SUBDIR
EXCLUDE_SUBDIR は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• XCopyFile

• FindAllDirs

EXCLUSIVE
EXCLUSIVE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SdAskOptionsList

• AskOptions

• SdAskOptions

EXISTS
EXISTS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わす

ために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• ExistsDir

• ExistsDisk

EXIT
EXIT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わすた

めに使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Do

• HandlerEx

EXTENDEDMEMORY
EXTENDEDMEMORY は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo
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EXTENSION_ONLY
EXTENSION_ONLY は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• ParsePath

FALSE
FALSE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わす

ために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• AskOptions

• CtrlSetMultCurSel

• DialogSetInfo

• FeatureAddItem

• FeatureGetData

• FeatureIsItemSelected

• FeatureSelectItem

• FeatureTotalSize

• LongPathToQuote

• SdDiskSpace2

• SelectDir

• SdShowMsg

• SQLDatabaseBrowse

• SQLRTConnect

• SQLRTConnect2

• SQLRTConnectDB

• SQLRTGetDatabases

• SQLRTGetServers

• SQLRTGetServers2

• SQLRTPutConnectionAuthentication

• SQLRTTestConnection

• SQLRTTestConnection2
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• SQLServerSelectLogin

• SQLServerSelectLogin2

FEATURE_FIELD_CDROM_FOLDER

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FEATURE_FIELD_CDROM_FOLDER は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返

された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureGetData

FEATURE_FIELD_DESCRIPTION

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FEATURE_FIELD_DESCRIPTION は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返さ

れた りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureGetData

• FeatureSetData

FEATURE_FIELD_DISPLAYNAME

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FEATURE_FIELD_DISPLAYNAME は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返

された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureGetData

• FeatureSetData
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FEATURE_FIELD_ENCRYPT

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FEATURE_FIELD_ENCRYPT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureGetData

• FeatureSetData

FEATURE_FIELD_FILENEED

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FEATURE_FIELD_FILENEED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureGetData

FEATURE_FIELD_FLAGS

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FEATURE_FIELD_FLAGS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureGetData

FEATURE_FIELD_FTPLOCATION

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI
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FEATURE_FIELD_FTPLOCATION は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返

された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureGetData

FEATURE_FIELD_GUID

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FEATURE_FIELD_GUID は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureGetData

FEATURE_FIELD_HANDLER_ONINSTALLED

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FEATURE_FIELD_HANDLER_ONINSTALLED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡され

た り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureGetData

FEATURE_FIELD_HANDLER_ONINSTALLING

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FEATURE_FIELD_HANDLER_ONINSTALLING は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡され

た り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureGetData
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FEATURE_FIELD_HANDLER_ONUNINSTALLED

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FEATURE_FIELD_HANDLER_ONUNINSTALLED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡さ

れた り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureGetData

FEATURE_FIELD_HANDLER_ONUNINSTALLING

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FEATURE_FIELD_HANDLER_ONUNINSTALLING は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡

された り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureGetData

FEATURE_FIELD_HTTPLOCATION

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FEATURE_FIELD_HTTPLOCATION は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返

された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureGetData
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FEATURE_FIELD_IMAGE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FEATURE_FIELD_IMAGE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureSetData

FEATURE_FIELD_MISC

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FEATURE_FIELD_MISC は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureGetData

• FeatureSetData

FEATURE_FIELD_PASSWORD

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FEATURE_FIELD_PASSWORD は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureGetData
132 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

定義済み定数
FEATURE_FIELD_SELECTED

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FEATURE_FIELD_SELECTED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureGetData

• FeatureSetData

FEATURE_FIELD_SIZE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FEATURE_FIELD_SIZE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureGetData

• FeatureSetData

FEATURE_FIELD_STATUS

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FEATURE_FIELD_STATUS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureGetData

• FeatureSetData
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FEATURE_FIELD_VISIBLE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FEATURE_FIELD_VISIBLE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureGetData

• FeatureSetData

FEATURE_INFO_ATTRIBUTE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FEATURE_INFO_ATTRIBUTE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数

の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFileInfo

FEATURE_INFO_COMPONENT_FLAGS

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FEATURE_INFO_COMPONENT_FLAGS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済み

の定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFileInfo

FEATURE_INFO_COMPSIZE_HIGH

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :
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• InstallScript

• InstallScript MSI

FEATURE_INFO_COMPSIZE_HIGH は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返

された り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの

定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFileInfo

FEATURE_INFO_COMPSIZE_LOW

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FEATURE_INFO_COMPSIZE_LOW は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返

された り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの

定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFileInfo

FEATURE_INFO_DATE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FEATURE_INFO_DATE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFileInfo

FEATURE_INFO_DATE_EX

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FEATURE_INFO_DATE_EX は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• FeatureFileInfo

FEATURE_INFO_DESTINATION

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FEATURE_INFO_DESTINATION は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返さ

れた り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定

数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFileInfo

FEATURE_INFO_FTPLOCATION

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FEATURE_INFO_FTPLOCATION は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返さ

れた り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定

数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFileInfo

FEATURE_INFO_HTTPLOCATION

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FEATURE_INFO_HTTPLOCATION は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返

された り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの

定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFileInfo
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FEATURE_INFO_LANGUAGE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FEATURE_INFO_LANGUAGE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数

の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFileInfo

FEATURE_INFO_MD5_SIGNATURE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FEATURE_INFO_MD5_SIGNATURE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返

された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFileInfo

FEATURE_INFO_MISC

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FEATURE_INFO_MISC は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り、

または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を

変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFileInfo
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FEATURE_INFO_ORIGSIZE_HIGH

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FEATURE_INFO_ORIGSIZE_HIGH は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返さ

れた りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFileInfo

FEATURE_INFO_ORIGSIZE_LOW

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FEATURE_INFO_ORIGSIZE_LOW は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返さ

れた りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFileInfo

FEATURE_INFO_OS

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FEATURE_INFO_OS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り、 ま

たは 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変

更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFileInfo

FEATURE_INFO_OVERWRITE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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FEATURE_INFO_OVERWRITE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数

の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFileInfo

FEATURE_INFO_PLATFORM_SUITE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FEATURE_INFO_PLATFORM_SUITE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済み

の定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFileInfo

FEATURE_INFO_TIME

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FEATURE_INFO_TIME は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り、

または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を

変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFileInfo

FEATURE_INFO_VERSIONLS

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FEATURE_INFO_VERSIONLS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数

の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• FeatureFileInfo

FEATURE_INFO_VERSIONMS

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FEATURE_INFO_VERSIONMS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数

の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFileInfo

FEATURE_INFO_VERSIONSTR

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FEATURE_INFO_VERSIONSTR は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数

の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFileInfo

FEATURE_OPCOST_UNINSTALL_FILE
FEATURE_OPCOST_UNINSTALL_FILE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureAddUninstallCost

• FeatureSpendUninstallCost
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FEATURE_OPCOST_UNINSTALL_REGORINI
FEATURE_OPCOST_UNINSTALL_REGORINI は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡され

た り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureAddUninstallCost

• FeatureSpendUninstallCost

FEATURE_OPCOST_UNINSTALL_UNREGFILE
FEATURE_OPCOST_UNINSTALL_UNREGFILE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡さ

れた り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureAddUninstallCost

• FeatureSpendUninstallCost

FEATURE_VALUE_CRITICAL

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FEATURE_VALUE_CRITICAL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureGetData

FEATURE_VALUE_HIGHLYRECOMMENDED

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FEATURE_VALUE_HIGHLYRECOMMENDED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡され

た り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureGetData
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FEATURE_VALUE_STANDARD

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FEATURE_VALUE_STANDARD は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返さ

れた りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureGetData

フ ァ イル属性

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FILE_ADD_FILE
FILE_ADD_FILE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions

FILE_ADD_SUBDIRECTORY
FILE_ADD_SUBDIRECTORY は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

テーブル 1 • フ ァ イルの属性

属性 説明

FILE_ATTR_NORMAL フ ァ イルは標準フ ァ イルです。

FILE_ATTR_ARCHIVED フ ァ イルはアーカ イブ されています。

FILE_ATTR_DIRECTORY フ ァ イルはデ ィ レ ク ト リ です。

FILE_ATTR_HIDDEN フ ァ イルは隠し フ ァ イルです。

FILE_ATTR_READONLY フ ァ イルは読み取り専用です。

FILE_ATTR_SYSTEM フ ァ イルシステムフ ァ イルです。
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定義済み定数
次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions

FILE_ALL_ACCESS
FILE_ALL_ACCESS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions

FILE_APPEND_DATA
FILE_APPEND_DATA は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions

FILE_ATTR_ARCHIVED
FILE_ATTR_ARCHIVED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetFileInfo

FILE_ATTR_HIDDEN
FILE_ATTR_HIDDEN は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetFileInfo

FILE_ATTR_NORMAL
FILE_ATTR_NORMAL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• SetFileInfo

FILE_ATTR_READONLY
FILE_ATTR_READONLY は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetFileInfo

FILE_ATTR_SYSTEM
FILE_ATTR_SYSTEM は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetFileInfo

FILE_ATTRIBUTE
FILE_ATTRIBUTE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetFileInfo

• SetFileInfo

FILE_BIN_CUR
FILE_BIN_CUR は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SeekBytes

FILE_BIN_END
FILE_BIN_END は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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定義済み定数
次の関数と共に利用し ます

• SeekBytes

FILE_BIN_START
FILE_BIN_START は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SeekBytes

FILE_DATE
FILE_DATE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetFileInfo

• SetFileInfo

FILE_DELETE_CHILD
FILE_DELETE_CHILD は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions

FILE_EXECUTE
FILE_EXECUTE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions

FILE_EXISTS
FILE_EXISTS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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定義済み定数
次の関数と共に利用し ます

• Is

FILE_INSTALLED
FILE_INSTALLED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• VerSearchAndUpdateFile

FILE_IS_LOCKED
FILE_IS_LOCKED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• VerUpdateFile

• VerSearchAndUpdateFile

FILE_LINE_LENGTH
FILE_LINE_LENGTH は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FileInsertLine

• FileGrep

FILE_LIST_DIRECTORY
FILE_LIST_DIRECTORY は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions

FILE_LOCKED
FILE_LOCKED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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定義済み定数
次の関数と共に利用し ます

• Is

FILE_MD5_SIGNATURE
FILE_MD5_SIGNATURE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetFileInfo

FILE_MODE_APPEND
FILE_MODE_APPEND は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• OpenFileMode

• CreateFile

FILE_MODE_APPEND_UNICODE
FILE_MODE_APPEND_UNICODE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返さ

れた りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• OpenFileMode

FILE_MODE_BINARY
FILE_MODE_BINARY は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• WriteBytes

• OpenFileMode

FILE_MODE_BINARYREADONLY
FILE_MODE_BINARYREADONLY は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返さ

れた りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• OpenFileMode

FILE_MODE_NORMAL
FILE_MODE_NORMAL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• OpenFileMode

FILE_NOT_FOUND
FILE_NOT_FOUND は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• VerGetFileVersion

• FileGrep

• FileInsertLine

• FileCompare

• FileDeleteLine

• VerFindFileVersion

FILE_NO_VERSION
FILE_NO_VERSION は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• VerGetFileVersion

• VerSearchAndUpdateFile

• VerFindFileVersion

• VerUpdateFile

FILE_RD_ONLY
FILE_RD_ONLY は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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定義済み定数
次の関数と共に利用し ます

• VerUpdateFile

• FileDeleteLine

• FileInsertLine

• VerSearchAndUpdateFile

FILE_READ_ATTRIBUTES
FILE_READ_ATTRIBUTES は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions

FILE_READ_DATA
FILE_READ_DATA は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions

FILE_READ_EA
FILE_LIST_DIRECTORY は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions

FILE_SHARED_COUNT

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FILE_SHARED_COUNT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetFileInfo
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FILE_SIZE
FILE_SIZE (FILE_SIZE_LOW と同じ です ) は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された

り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetFileInfo

FILE_SIZE_HIGH
FILE_SIZE_HIGH は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetFileInfo

FILE_SIZE_LOW
FILE_SIZE_LOW は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetFileInfo

FILE_SRC_OLD
FILE_SRC_OLD は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• VerSearchAndUpdateFile

• VerUpdateFile

FILE_TIME
FILE_TIME は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetFileInfo

• SetFileInfo
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FILE_TRAVERSE
FILE_TRAVERSE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions

FILE_WRITE_ATTRIBUTES
FILE_WRITE_ATTRIBUTES は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions

FILE_WRITE_DATA
FILE_WRITE_DATA は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions

FILE_WRITE_EA
FILE_WRITE_EA は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions

FILE_WRITEABLE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• Installscript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

FILE_WRITEABLE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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定義済み定数
次の関数と共に利用し ます

• Is

FILENAME
FILENAME は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• ParsePath

FILENAME_ONLY
FILENAME_ONLY は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• ParsePath

FIXED_DRIVE
FIXED_DRIVE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetValidDrivesList

FONT_AVAILABLE
FONT_AVAILABLE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Is

FULL
FULL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わすた

めに使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• PathAdd

• PathFind

• PathMove

• PathDelete

FULLSCREEN
FULLSCREEN は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• PlaceBitmap

FULLSCREENSIZE
FULLSCREENSIZE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• PlaceBitmap

FULLWINDOWMODE
FULLWINDOWMODE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Enable

FUNCTION_EXPORTED

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FUNCTION_EXPORTED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Is
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GBYTES
GBYTES は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わす

ために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• ConvertSizeToUnits

• StrConvertSizeUnit

GENERIC_ALL
GENERIC_ALL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions

GENERIC_EXECUTE
GENERIC_EXECUTE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions

GENERIC_READ
GENERIC_READ は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions

GENERIC_WRITE
GENERIC_WRITE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions
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GREATER_THAN
GREATER_THAN は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FileCompare

• VerCompare

GREEN
GREEN は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わす

ために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetColor

• SetTitle

GTFIS_OPTION_DELETE_TEMP_FILE
GTFIS_OPTION_DELETE_TEMP_FILE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetTempFileNameIS

GTFIS_OPTION_DONT_CREATE_DIR
GTFIS_OPTION_DONT_CREATE_DIR は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetTempFileNameIS

GTFIS_OPTION_DONT_RESOLVE_TEXTSUBS
GTFIS_OPTION_DONT_RESOLVE_TEXTSUBS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡さ

れた り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetTempFileNameIS
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GTFIS_OPTION_NONE
GTFIS_OPTION_NONE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetTempFileNameIS

HELP

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

HELP は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わすた

めに使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Do

• HandlerEx

HIDE_DISABLED_BTNS
HIDE_DISABLED_BTNS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

HIDE_DISABLED_BTNS 定数は、 [ ユーザーご と ] および [ すべてのユーザー ] オプシ ョ ンを無効にするのではな く 、

非表示にする こ と を示し ます。 この変数のデフ ォル ト 値は、 TRUE です。 この変数が TRUE に設定される と、 オプ

シ ョ ンのどち らかが無効である場合、 両方のオプシ ョ ンが非表示と な り ます。

次の関数と共に利用し ます

• SdCustomerInformation

• SdCustomerInformationEx

HKEY_CLASSES_ROOT
HKEY_CLASSES_ROOT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBSetDefaultRoot
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• RegDBSetKeyValueEx

• RegDBDeleteKey

• RegDBDeleteValue

• RegDBGetKeyValueEx

• RegDBKeyExist

• RegDBCreateKeyEx

HKEY_CURRENT_USER
HKEY_CURRENT_USER は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBSetDefaultRoot

HKEY_LOCAL_MACHINE
HKEY_LOCAL_MACHINE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

メ モ • Windows NT 4.0 では、 HKEY_LOCAL_MACHINE の下に直接キーを作成する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBConnectRegistry

• InstallationInfo

• RegDBSetDefaultRoot

HKEY_USERS
HKEY_USERS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

メ モ • Windows NT 4.0 では、 HKEY_USERS の下に直接キーを作成する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBSetDefaultRoot

• RegDBConnectRegistry
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HKEY_USER_SELECTABLE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

HKEY_USER_SELECTABLE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBSetDefaultRoot

HOURGLASS
HOURGLASS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Disable

• Enable

HWND_DESKTOP
HWND_DESKTOP は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetWindowHandle

HWND_INSTALL
HWND_INSTALL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetWindowHandle

IDCANCEL

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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IDCANCEL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SelectDir

• SelectDirEx

IDOK

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

IDOK は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わすた

めに使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SelectDir

• SelectDirEx

IDS_IFX_ERROR_INVALID_MEDIA_PASSWORD

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

IDS_IFX_ERROR_INVALID_MEDIA_PASSWORD は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡さ

れた り、 返された り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。

定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SdLoadString

IFX_ONNEXTDISK_PACKAGE_CAPTION

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

IFX_ONNEXTDISK_PACKAGE_CAPTION は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された

り、 返された り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義

済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SdLoadString
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IFX_ONNEXTDISK_PACKAGE_MSG

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

IFX_ONNEXTDISK_PACKAGE_MSG は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返

された り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの

定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SdLoadString

INCLUDE_SUBDIR
INCLUDE_SUBDIR は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FindAllDirs

• XCopyFile

INDVFILESTATUS
INDVFILESTATUS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Disable

• SetStatusWindow

• Enable

INFORMATION
INFORMATION は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• MessageBox

• SprintfBox
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IS_PERMISSIONS_OPTION_64BIT_OBJECT
IS_PERMISSIONS_OPTION_64BIT_OBJECT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡され

た り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions

IS_PERMISSIONS_OPTION_ALLOW_ACCESS
IS_PERMISSIONS_OPTION_ALLOW_ACCESS  は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡さ

れた り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions

IS_PERMISSIONS_OPTION_DENY_ACCESS
IS_PERMISSIONS_OPTION_DENY_ACCESS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡され

た り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions

IS_PERMISSIONS_OPTION_NO_APPLYDOWN
IS_PERMISSIONS_OPTION_NO_APPLYDOWN は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡さ

れた り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions

IS_PERMISSIONS_TYPE_FILE
IS_PERMISSIONS_TYPE_FILE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions
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IS_PERMISSIONS_TYPE_FOLDER
IS_PERMISSIONS_TYPE_FOLDER は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返

された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions

IS_PERMISSIONS_TYPE_REGISTRY
IS_PERMISSIONS_TYPE_REGISTRY は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions

ISDIFX_OPTION_DONT_ASSOCIATE
ISDIFX_OPTION_DONT_ASSOCIATE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DIFxDriverPackageInstall

• DIFxDriverPackageUninstall

ISDIFX_OPTION_DONT_RESOLVE_TEXTSUBS
ISDIFX_OPTION_DONT_RESOVE_TEXTSUBS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡され

た り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DIFxDriverPackageGetPath

• DIFxDriverPackageInstall

• DIFxDriverPackagePreinstall

• DIFxDriverPackageUninstall

ISDIFX_OPTION_LOG_IN_DRIVER_PACKAGE_PATH
ISDIFX_OPTION_LOG_IN_DRIVER_PACKAGE_PATH は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って

渡された り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• DIFxDriverPackageInstall

• DIFxDriverPackagePreinstall

ISDIFX_OPTION_NO_REPAIR
ISDIFX_OPTION_NO_REPAIR は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DIFxDriverPackageInstall

• DIFxDriverPackagePreinstall

ISERR_GEN_FAILURE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ISERR_GEN_FAILURE は定義済みの定数で、 ビル ト イ ン関数が失敗し、 失敗の原因についてよ り具体的な説明が提

供されないと きに、 そのビル ト イ ン関数によ って返される値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値

を変更する こ とはできません。

ISERR_SUCCESS

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

ISERR_SUCCESS は定義済みの定数で、 ビル ト イ ン関数が成功し たと きに、 ビル ト イ ン関数によ って返される値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

ISLANG_AFRIKAANS
ISLANG_AFRIKAANS は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言

語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_AFRIKAANS_STANDARD
ISLANG_AFRIKAANS は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言

語識別子」 をご覧 く ださい。
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ISLANG_ALBANIAN
ISLANG_ALBANIAN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言

語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ALBANIAN_STANDARD
ISLANG_ALBANIAN_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につ

いては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ALL
ISLANG_ALL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFilterLanguage 

ISLANG_ARABIC
ISLANG_ARABIC は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言語

識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ARABIC_ALGERIA
ISLANG_ARABIC_ALGERIA は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法について

は、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ARABIC_BAHRAIN
ISLANG_ARABIC_BAHRAIN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法について

は、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ARABIC_EGYPT
ISLANG_ARABIC_EGYPT は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、

「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ARABIC_IRAQ
ISLANG_ARABIC_IRAQ は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、

「言語識別子」 をご覧 く ださい。
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ISLANG_ARABIC_JORDAN
ISLANG_ARABIC_JORDAN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法について

は、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ARABIC_KUWAIT
ISLANG_ARABIC_KUWAIT は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、

「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ARABIC_LEBANON
ISLANG_ARABIC_LEBANON は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法について

は、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ARABIC_LIBYA
ISLANG_ARABIC_LIBYA は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、

「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ARABIC_MOROCCO
ISLANG_ARABIC_MOROCCO は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法について

は、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ARABIC_OMAN
ISLANG_ARABIC_OMAN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、

「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ARABIC_QATAR
ISLANG_ARABIC_QATAR は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、

「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ARABIC_SAUDIARABIA
ISLANG_ARABIC_SAUDIARABIA は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につ

いては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。
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ISLANG_ARABIC_SYRIA
ISLANG_ARABIC_SYRIA は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、

「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ARABIC_TUNISIA
ISLANG_ARABIC_TUNISIA は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法について

は、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ARABIC_UAE
ISLANG_ARABIC_UAE は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、

「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ARABIC_YEMEN
ISLANG_ARABIC_YEMEN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、

「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_BASQUE
ISLANG_BASQUE は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言語

識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_BASQUE_STANDARD
ISLANG_BASQUE_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につい

ては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_BELARUSIAN
ISLANG_BELARUSIAN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、

「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_BELARUSIAN_STANDARD
ISLANG_BELARUSIAN_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法に

ついては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。
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ISLANG_BULGARIAN
ISLANG_BULGARIAN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、

「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_BULGARIAN_STANDARD
ISLANG_BULGARIAN_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につ

いては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_CATALAN
ISLANG_CATALAN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言

語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_CATALAN_STANDARD
ISLANG_CATALAN_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につい

ては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_CHINESE
ISLANG_CHINESE は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言語

識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_CHINESE_HONGKONG
ISLANG_CHINESE_HONGKONG は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につい

ては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_CHINESE_PRC
ISLANG_CHINESE_PRC は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、

「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_CHINESE_SINGAPORE
ISLANG_CHINESE_SINGAPORE は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につい

ては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。
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ISLANG_CHINESE_TAIWAN
SLANG_CHINESE_TAIWAN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法について

は、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_CROATIAN
ISLANG_CROATIAN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言

語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_CROATIAN_STANDARD
ISLANG_CROATIAN_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につ

いては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_CZECH
ISLANG_CZECH は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言語識

別子」 をご覧 く だ さい。

ISLANG_CZECH_STANDARD
ISLANG_CZECH_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法について

は、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_DANISH
ISLANG_DANISH は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言語

識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_DANISH_STANDARD
ISLANG_DANISH_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法について

は、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_DUTCH
ISLANG_DUTCH は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言語識

別子」 をご覧 く だ さい。
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ISLANG_DUTCH_BELGIAN
ISLANG_DUTCH_BELGIAN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法について

は、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_DUTCH_STANDARD
ISLANG_DUTCH_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法について

は、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ENGLISH
ISLANG_ENGLISH は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言語

識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ENGLISH_AUSTRALIAN
ISLANG_ENGLISH_AUSTRALIAN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につ

いては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ENGLISH_BELIZE
ISLANG_ENGLISH_BELIZE は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法について

は、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ENGLISH_CANADIAN
ISLANG_ENGLISH_CANADIAN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につい

ては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ENGLISH_CARIBBEAN
ISLANG_ENGLISH_CARIBBEAN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につい

ては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ENGLISH_IRELAND
ISLANG_ENGLISH_IRELAND は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法について

は、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。
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ISLANG_ENGLISH_JAMAICA
ISLANG_ENGLISH_JAMAICA は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法について

は、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ENGLISH_NEWZEALAND
ISLANG_ENGLISH_NEWZEALAND は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につ

いては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ENGLISH_SOUTHAFRICA
ISLANG_ENGLISH_SOUTHAFRICA は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につ

いては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ENGLISH_TRINIDAD
ISLANG_ENGLISH_TRINIDAD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法について

は、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ENGLISH_UNITEDKINGDOM
ISLANG_ENGLISH_UNITEDKINGDOM は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法

については、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ENGLISH_UNITEDSTATES
ISLANG_ENGLISH_UNITEDSTATES は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法に

ついては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ESTONIAN
ISLANG_ESTONIAN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言

語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ESTONIAN_STANDARD
ISLANG_ESTONIAN_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につ

いては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。
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ISLANG_FAEROESE
ISLANG_FAEROESE は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言

語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_FAEROESE_STANDARD
ISLANG_FAEROESE_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につ

いては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_FARSI
ISLANG_FARSI は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言語識

別子」 をご覧 く だ さい。

ISLANG_FARSI_STANDARD
ISLANG_FARSI_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法について

は、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_FINNISH
ISLANG_FINNISH は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言語

識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_FINNISH_STANDARD
ISLANG_FINNISH_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につい

ては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_FRENCH
ISLANG_FRENCH は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言語

識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_FRENCH_BELGIAN
ISLANG_FRENCH_BELGIAN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法について

は、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 171



InstallScript Language Reference

定義済み定数
ISLANG_FRENCH_CANADIAN
ISLANG_FRENCH_CANADIAN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法について

は、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_FRENCH_LUXEMBOURG
ISLANG_FRENCH_LUXEMBOURG は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につ

いては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_FRENCH_STANDARD
ISLANG_FRENCH_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につい

ては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_FRENCH_SWISS
ISLANG_FRENCH_SWISS は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、

「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_GERMAN
ISLANG_GERMAN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言語

識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_GERMAN_AUSTRIAN
ISLANG_GERMAN_AUSTRIAN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につい

ては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_GERMAN_LIECHTENSTEIN
ISLANG_GERMAN_LIECHTENSTEIN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法に

ついては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_GERMAN_LUXEMBOURG
ISLANG_GERMAN_LUXEMBOURG は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につ

いては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。
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ISLANG_GERMAN_STANDARD
ISLANG_GERMAN_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につい

ては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_GERMAN_SWISS
ISLANG_GERMAN_SWISS は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、

「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_GREEK
ISLANG_GREEK は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言語識

別子」 をご覧 く だ さい。

ISLANG_GREEK_STANDARD
ISLANG_GREEK_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法について

は、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_HEBREW
ISLANG_HEBREW は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言語

識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_HEBREW_STANDARD
ISLANG_HEBREW_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につい

ては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_HUNGARIAN
ISLANG_HUNGARIAN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、

「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_HUNGARIAN_STANDARD
ISLANG_HUNGARIAN_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につ

いては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。
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ISLANG_ICELANDIC
ISLANG_ICELANDIC は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言

語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ICELANDIC_STANDARD
ISLANG_ICELANDIC_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につ

いては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_INDONESIAN
ISLANG_INDONESIAN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、

「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_INDONESIAN_STANDARD
ISLANG_INDONESIAN_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法に

ついては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ITALIAN
ISLANG_ITALIAN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言語

識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ITALIAN_STANDARD
ISLANG_ITALIAN_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につい

ては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ITALIAN_SWISS
ISLANG_ITALIAN_SWISS は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、

「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_JAPANESE
ISLANG_JAPANESE は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言

語識別子」 をご覧 く ださい。
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ISLANG_JAPANESE_STANDARD
ISLANG_JAPANESE_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につ

いては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_KOREAN
ISLANG_KOREAN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言語

識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_KOREAN_JOHAB
ISLANG_KOREAN_JOHAB は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、

「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_KOREAN_STANDARD
ISLANG_KOREAN_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につい

ては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_LATVIAN
ISLANG_LATVIAN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言語

識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_LATVIAN_STANDARD
ISLANG_LATVIAN_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につい

ては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_LITHUANIAN
ISLANG_LITHUANIAN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、

「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_LITHUANIAN_STANDARD
ISLANG_LITHUANIAN_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法に

ついては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。
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ISLANG_NORWEGIAN
ISLANG_NORWEGIAN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、

「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_NORWEGIAN_BOKMAL
ISLANG_NORWEGIAN_BOKMAL は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につい

ては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_NORWEGIAN_NYNORSK
ISLANG_NORWEGIAN_NYNORSK は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につ

いては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_POLISH
ISLANG_POLISH は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言語

識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_POLISH_STANDARD
ISLANG_POLISH_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法について

は、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_PORTUGUESE
ISLANG_PORTUGUESE は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、

「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_PORTUGUESE_BRAZILIAN
ISLANG_PORTUGUESE_BRAZILIAN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法に

ついては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_PORTUGUESE_STANDARD
ISLANG_PORTUGUESE_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法に

ついては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。
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ISLANG_ROMANIAN
ISLANG_ROMANIAN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言

語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_ROMANIAN_STANDARD
ISLANG_ROMANIAN_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につ

いては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_RUSSIAN
ISLANG_RUSSIAN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言語

識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_RUSSIAN_STANDARD
ISLANG_RUSSIAN_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につい

ては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_SERBIAN_CYRILLIC
ISLANG_SERBIAN_CYRILLIC は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法について

は、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_SERBIAN_LATIN
ISLANG_SERBIAN_LATIN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、

「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_SLOVAK
ISLANG_SLOVAK は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言語

識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_SLOVAK_STANDARD
ISLANG_SLOVAK_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につい

ては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。
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ISLANG_SLOVENIAN
ISLANG_SLOVENIAN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言

語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_SLOVENIAN_STANDARD
ISLANG_SLOVENIAN_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につ

いては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_SPANISH
ISLANG_SPANISH は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言語

識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_SPANISH_ARGENTINA
ISLANG_SPANISH_ARGENTINA は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につい

ては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_SPANISH_BOLIVIA
ISLANG_SPANISH_BOLIVIA は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法について

は、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_SPANISH_CHILE
ISLANG_SPANISH_CHILE は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、

「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_SPANISH_COLOMBIA
ISLANG_SPANISH_COLOMBIA は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につい

ては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_SPANISH_COSTARICA
ISLANG_SPANISH_COSTARICA は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につい

ては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。
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ISLANG_SPANISH_DOMINICANREPUBLIC
ISLANG_SPANISH_DOMINICANREPUBLIC は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用

方法については、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_SPANISH_ECUADOR
ISLANG_SPANISH_ECUADOR は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につい

ては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_SPANISH_ELSALVADOR
ISLANG_SPANISH_ELSALVADOR は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につ

いては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_SPANISH_GUATEMALA
ISLANG_SPANISH_GUATEMALA は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につ

いては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_SPANISH_HONDURAS
ISLANG_SPANISH_HONDURAS は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につい

ては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_SPANISH_MEXICAN
ISLANG_SPANISH_MEXICAN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法について

は、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_SPANISH_MODERNSORT
ISLANG_SPANISH_MODERNSORT は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につ

いては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_SPANISH_NICARAGUA
ISLANG_SPANISH_NICARAGUA は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につい

ては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。
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ISLANG_SPANISH_PANAMA
ISLANG_SPANISH_PANAMA は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法について

は、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_SPANISH_PARAGUAY
ISLANG_SPANISH_PARAGUAY は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につい

ては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_SPANISH_PERU
ISLANG_SPANISH_PERU は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、

「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_SPANISH_PUERTORICO
ISLANG_SPANISH_PUERTORICO は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につ

いては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_SPANISH_TRADITIONALSORT
ISLANG_SPANISH_TRADITIONALSORT は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方

法については、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_SPANISH_URUGUAY
ISLANG_SPANISH_TRADITIONALSORT は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方

法については、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_SPANISH_VENEZUELA
ISLANG_SPANISH_VENEZUELA は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につい

ては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_SWEDISH
ISLANG_SWEDISH は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言語

識別子」 をご覧 く ださい。
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ISLANG_SWEDISH_FINLAND
ISLANG_SWEDISH_FINLAND は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法について

は、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_SWEDISH_STANDARD
ISLANG_SWEDISH_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につい

ては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_THAI
ISLANG_THAI は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言語識別

子」 をご覧 く だ さい。

ISLANG_THAI_STANDARD
ISLANG_THAI_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法について

は、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_TURKISH
ISLANG_TURKISH は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言語

識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_TURKISH_STANDARD
ISLANG_TURKISH_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につい

ては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_UKRAINIAN
ISLANG_UKRAINIAN は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、 「言

語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_UKRAINIAN_STANDARD
ISLANG_UKRAINIAN_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法につ

いては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。
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ISLANG_VIETNAMESE
ISLANG_VIETNAMESE は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法については、

「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISLANG_VIETNAMESE_STANDARD
ISLANG_VIETNAMESE_STANDARD は Windows language ID に対応する定義済みの定数です。 この定数の使用方法に

ついては、 「言語識別子」 をご覧 く ださい。

ISOSL_ALL
ISOSL_ALL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFilterOS

ISOSL_SUPPORTED
ISOSL_SUPPORTED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFilterOS

ISOSL_WIN7_SERVER2008R2
ISOSL_WIN7_SERVER2008R2 は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFilterOS

ISOSL_WIN8
ISOSL_WIN8 は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFilterOS
182 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

定義済み定数
ISOSL_WIN81
ISOSL_WIN81 は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFilterOS

ISOSL_WIN10
ISOSL_WIN10 は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFilterOS

ISOSL_WINSERVER2003
ISOSL_WINSERVER2003 は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFilterOS

ISOSL_WINVISTA

メ モ • ISOSL_WINVISTA_SERVER2008 は ISOSL_WINVISTA に優先し ます。

ISOSL_WINME は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFilterOS

ISOSL_WINVISTA_SERVER2008
ISOSL_WINVISTA_SERVER2008 は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返さ

れた りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• FeatureFilterOS

ISOSL_WINXP
ISOSL_WINXP は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFilterOS

ISOS_ST_ALL

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ISOS_ST_ALL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFilterOS

ISOS_ST_BACKOFFICE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ISOS_ST_BACKOFFICE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFilterOS

ISOS_ST_DATACENTER

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ISOS_ST_DATACENTER は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• FeatureFilterOS

ISOS_ST_ENTERPRISE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ISOS_ST_ENTERPRISE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFilterOS

ISOS_ST_PROC_ARCH_32

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ISOS_ST_PROC_ARCH_32 は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFilterOS

ISOS_ST_PROC_ARCH_AMD64

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ISOS_ST_PROC_ARCH_AMD64 は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFilterOS

ISOS_ST_PROC_ARCH_IA64

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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ISOS_ST_PROC_ARCH_IA64 は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFilterOS

ISOS_ST_SERVER

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ISOS_ST_SERVER は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFilterOS

ISOS_ST_SERVER2003_R2

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ISOS_ST_SERVER2003_R2 は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFilterOS

ISOS_ST_SMALLBUSINESS

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ISOS_ST_SMALLBUSINESS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFilterOS
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ISOS_ST_SMALLBUSINESS_RESTRICTED

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ISOS_ST_SMALLBUSINESS_RESTRICTED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された

り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFilterOS

ISOS_ST_TERMINAL

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ISOS_ST_TERMINAL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFilterOS

ISOS_ST_WORKSTATION

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ISOS_ST_WORKSTATION は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFilterOS

ISOS_ST_XP_HOME

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ISOS_ST_XP_HOME は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFilterOS
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ISOS_ST_XP_PRO

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ISOS_ST_XP_PRO は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFilterOS

ISUS_AGENT_FEATURE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

この定数は現在使用されていません。 FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト を追加する方法につ

いては、 ナレ ッ ジベースを参照し て く だ さい。

ISUS_MAIN_FEATURE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

この定数は現在使用されていません。 FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト を追加する方法につ

いては、 ナレ ッ ジベースを参照し て く だ さい。

ISUS_TEXTSUB_HOST

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

この定数は現在使用されていません。 FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト を追加する方法につ

いては、 ナレ ッ ジベースを参照し て く だ さい。

ISUS_TEXTSUB_INTERVAL

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

この定数は現在使用されていません。 FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト を追加する方法につ

いては、 ナレ ッ ジベースを参照し て く だ さい。
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ISUS_TEXTSUB_LANGUAGE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

この定数は現在使用されていません。 FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト を追加する方法につ

いては、 ナレ ッ ジベースを参照し て く だ さい。

ISUS_TEXTSUB_LOGO

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

この定数は現在使用されていません。 FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト を追加する方法につ

いては、 ナレ ッ ジベースを参照し て く だ さい。

ISUS_TEXTSUB_MANAGER

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

この定数は現在使用されていません。 FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト を追加する方法につ

いては、 ナレ ッ ジベースを参照し て く だ さい。

ISUS_TEXTSUB_VERSION

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

この定数は現在使用されていません。 FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト を追加する方法につ

いては、 ナレ ッ ジベースを参照し て く だ さい。

ISUS_UPDATEMANAGER_FEATURE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

この定数は現在使用されていません。 FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト を追加する方法につ

いては、 ナレ ッ ジベースを参照し て く だ さい。
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IS_386
IS_386 は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わすた

めに使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo

IS_486
IS_486 は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わすた

めに使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo

IS_ALPHA
IS_ALPHA は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo

IS_CDROM
IS_CDROM は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo

IS_EGA
IS_EGA は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わす

ために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo
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IS_FIXED
IS_FIXED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo

IS_FOLDER
IS_FOLDER は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• QueryProgItem

• ReplaceFolderIcon

IS_ITEM
IS_ITEM は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わす

ために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• QueryProgItem

• ReplaceFolderIcon

IS_PENTIUM
IS_PENTIUM は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo

IS_REMOTE
IS_REMOTE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo
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IS_REMOVABLE
IS_REMOVABLE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo

IS_SVGA
IS_SVGA は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わす

ために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo

IS_UNKNOWN
IS_UNKNOWN は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo

IS_UVGA
IS_UVGA は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わす

ために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo

IS_VGA
IS_VGA は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わす

ために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo
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IS_WINDOWS
IS_WINDOWS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo

IS_WINDOWS9X
IS_WINDOWS9X は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo

IS_WINDOWSNT
IS_WINDOWSNT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo

IS_XVGA
IS_XVGA は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わす

ために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo

KBYTES
KBYTES は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わす

ために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• ConvertSizeToUnits

• StrConvertSizeUnit
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KEY_CREATE_LINK
KEY_CREATE_LINK は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions

KEY_CREATE_SUB_KEY
KEY_CREATE_SUB_KEY は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions

KEY_ENUMERATE_SUB_KEYS
KEY_ENUMERATE_SUB_KEYS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions

KEY_NOTIFY
GENERIC_WRITE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions

KEY_QUERY_VALUE
KEY_QUERY_VALUE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions
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KEY_SET_VALUE
KEY_SET_VALUE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions

LAAW_OPTION_CHANGEDIRECTORY
LAAW_OPTION_CHANGEDIRECTORY は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• LaunchApplication

LAAW_OPTION_FIXUP_PROGRAM
LAAW_OPTION_CHANGEDIRECTORY は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• LaunchApplication

LAAW_OPTION_HIDDEN
LAAW_OPTION_HIDDEN は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DoInstall

• LaunchAppAndWait

• LaunchApplication

• WaitForApplication

LAAW_OPTION_MAXIMIZED
LAAW_OPTION_MAXIMIZED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• DoInstall

• LaunchAppAndWait

• LaunchApplication

• WaitForApplication

LAAW_OPTION_MINIMIZED
LAAW_OPTION_MINIMIZED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DoInstall

• LaunchAppAndWait

• LaunchApplication

• WaitForApplication

LAAW_OPTION_NO_CHANGEDIRECTORY
LAAW_OPTION_NO_CHANGEDIRECTORY は旧式の定義済み定数です。

LAAW_OPTION_NOWAIT
LAAW_OPTION_NOWAIT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DoInstall

• LaunchAppAndWait

• LaunchApplication

• WaitForApplication

LAAW_OPTION_SET_BATCH_INSTALL

プロジ ェ ク ト • この定数は、 InstallScript プロジ ェ ク ト のイベン ト  ド リ ブン型コー ド および InstallScript MSI プロ

ジ ェ ク ト で使用できます。 基本の MSI、 InstallScript MSI、 またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト の 

InstallScript カス タム アクシ ョ ンでは使用できません。
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LAAW_OPTION_SET_BATCH_INSTALL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DoInstall

• LaunchAppAndWait

• LaunchApplication

• WaitForApplication

LAAW_OPTION_SHOW_HOURGLASS
LAAW_OPTION_SHOW_HOURGLASS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DoInstall

• LaunchAppAndWait

LAAW_OPTION_USE_CALLBACK
LAAW_OPTION_USE_CALLBACK は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返さ

れた りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DoInstall

• LaunchAppAndWait

• LaunchApplication

• WaitForApplication

LAAW_OPTION_USE_SHELLEXECUTE
LAAW_OPTION_USE_SHELLEXECUTE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• LaunchApplication
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LAAW_OPTION_WAIT
LAAW_OPTION_WAIT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DoInstall

• LaunchAppAndWait

• LaunchApplication

• WaitForApplication

LAAW_OPTION_WAIT_INCL_CHILD
LAAW_OPTION_WAIT_INCL_CHILD は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返

された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DoInstall

• LaunchAppAndWait

• LaunchApplication

• WaitForApplication

LANGUAGE_SUPPORTED
LANGUAGE_SUPPORTED は、 イ ンス ト ーラーでサポー ト される言語を指定するのに使用される定義済み定数です。

言語は 0x で始まる 4 桁の 16 進数言語コー ド です。 たと えば、 英語の値は 0x0409 です。

STANDARD_SELECTED_LANGUAGE を使ってこの形式で文字列を作成するには、 次のよ う なステー ト メ ン ト を使用

し ます :

Sprintf (szLang, "0x%.04lx", STANDARD_SELECTED_LANGUAGE);

定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Is

LANGUAGE
LANGUAGE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo

LESS_THAN
LESS_THAN は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FileCompare

• VerCompare

LINE_NUMBER
LINE_NUMBER は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FileDeleteLine

• FileInsertLine

LISTBOX_ENTER
LISTBOX_ENTER は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• CtrlGetSubCommand

LISTBOX_SELECT
LISTBOX_SELECT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• CtrlGetSubCommand

LISTFIRST
LISTFIRST は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• ListSetIndex

LISTLAST
LISTLAST は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• ListSetIndex

LISTNEXT
LISTNEXT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• ListSetIndex

LISTPREV
LISTPREV は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• ListSetIndex

LIST_NULL
LIST_NULL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• ListCreate

LOCKEDFILE
LOCKEDFILE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• XCopyFile

• InstallationInfo

• VerUpdateFile

• DeinstallStart

LOGGING
LOGGING は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DeinstallStart

• Disable

• Enable

• InstallationInfo

LOWER_LEFT
LOWER_LEFT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• PlaceBitmap

• PlaceWindow

LOWER_RIGHT
LOWER_RIGHT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• PlaceBitmap

• PlaceWindow

LWTF_OPTION_APPEND_TO_FILE
LWTF_OPTION_APPEND_TO_FILE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数との間でやり取り される

値を表すのに利用し ます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 201



InstallScript Language Reference

定義済み定数
次の関数と共に利用し ます

• ListWriteToFileEx

LWTF_OPTION_WRITE_AS_ANSI
LWTF_OPTION_WRITE_AS_ANSI は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数との間でやり取り される値

を表すのに利用し ます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

メ モ • InstallShield の初期のバージ ョ ンでは、この定数は LWFT_OPTION_WRITE_AS_ANSI と呼ばれていま し た (LWFT 

が、 LWTF の代わり に使用されていま し た )。 後方互換性を維持するために、 これらの定数は現在も使用する こ と

ができます。 これらの定数は同じ方法で定義されています。

次の関数と共に利用し ます

• ListWriteToFileEx

LWTF_OPTION_WRITE_AS_UNICODE
LWTF_OPTION_WRITE_AS_UNICODE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数との間でやり取り され

る値を表すのに利用し ます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

メ モ • InstallShield の初期のバージ ョ ンでは、 この定数は LWFT_OPTION_WRITE_AS_UNICODE と呼ばれていま し た 

(LWFT が、 LWTF の代わり に使用されていま し た )。 後方互換性を維持するために、 これらの定数は現在も使用す

る こ とができます。 これらの定数は同じ方法で定義されています。

次の関数と共に利用し ます

• ListWriteToFileEx

MAGENTA
MAGENTA は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetColor

• SetTitle

MATH_COPROCESSOR
MATH_COPROCESSOR は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
202 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

定義済み定数
次の関数と共に利用し ます

• Is

MBYTES
MBYTES は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わす

ために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• ConvertSizeToUnits

• StrConvertSizeUnit

MEDIA_FIELD_ADDREMOVE_NOMODIFY

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

MEDIA_FIELD_ADDREMOVE_NOMODIFY は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された

り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• MediaGetData

• MediaGetDataEx

MEDIA_FIELD_ADDREMOVE_NOREMOVE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

MEDIA_FIELD_ADDREMOVE_NOREMOVE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された

り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• MediaGetData

• MediaGetDataEx

MEDIA_FIELD_COMPANY_NAME

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 203



InstallScript Language Reference

定義済み定数
MEDIA_FIELD_COMPANY_NAME は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返さ

れた りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• MediaGetData

MEDIA_FIELD_MEDIA_FLAGS

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

MEDIA_FIELD_MEDIA_FLAGS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• MediaGetData

MEDIA_FIELD_PREVIOUS_VERSIONS

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

MEDIA_FIELD_PREVIOUS_VERSIONS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• MediaGetData

MEDIA_FIELD_PRODUCT_COMMENTS

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

MEDIA_FIELD_PRODUCT_COMMENTS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• MediaGetData

• MediaGetDataEx
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MEDIA_FIELD_PRODUCT_EXE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

MEDIA_FIELD_PRODUCT_EXE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• MediaGetData

MEDIA_FIELD_PRODUCT_ICON

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

MEDIA_FIELD_PRODUCT_ICON は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返さ

れた りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• MediaGetData

• MediaGetDataEx

MEDIA_FIELD_PRODUCT_NAME

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

MEDIA_FIELD_PRODUCT_NAME は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返さ

れた りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• MediaGetData

MEDIA_FIELD_PRODUCT_README

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

MEDIA_FIELD_PRODUCT_README は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返

された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• MediaGetData

• MediaGetDataEx

MEDIA_FIELD_PRODUCT_SUPPORT_CONTACT

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

MEDIA_FIELD_PRODUCT_SUPPORT_CONTACT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡

された り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• MediaGetData

• MediaGetDataEx

MEDIA_FIELD_PRODUCT_SUPPORT_PHONE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

MEDIA_FIELD_PRODUCT_SUPPORT_PHONE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡され

た り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• MediaGetData

• MediaGetDataEx

MEDIA_FIELD_PRODUCT_SUPPORT_URL

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

MEDIA_FIELD_PRODUCT_SUPPORT_URL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された

り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• MediaGetData

• MediaGetDataEx
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MEDIA_FIELD_PRODUCT_UPDATE_URL

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

MEDIA_FIELD_PRODUCT_UPDATE_URL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された

り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• MediaGetData

• MediaGetDataEx

MEDIA_FIELD_PRODUCT_URL

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

MEDIA_FIELD_PRODUCT_URL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• MediaGetData

• MediaGetDataEx

MEDIA_FIELD_PRODUCT_VERSION

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

MEDIA_FIELD_PRODUCT_VERSION は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• MediaGetData

MEDIA_FIELD_TARGETDIR

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

MEDIA_FIELD_TARGETDIR は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• MediaGetData

MEDIA_FLAG_FORMAT_DIFFERENTIAL

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

MEDIA_FLAG_FORMAT_DIFFERENTIAL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された

り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• MediaGetData

MEDIA_FLAG_FORMAT_PATCH

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

MEDIA_FLAG_FORMAT_PATCH は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返さ

れた りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• MediaGetData

MEDIA_FLAG_UPDATEMODE_SUPPORTED

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

MEDIA_FLAG_UPDATEMODE_SUPPORTED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡され

た り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

MEDIA_FLAG_UPDATEMODE_SUPPORTED フ ラグは常に設定されています。

次の関数と共に利用し ます

• MediaGetData

• MediaGetDataEx
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MEDIA_PASSWORD_KEY

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

MEDIA_PASSWORD_KEY は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の

値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• LogReadCustomString

• LogWriteCustomString

METAFILE
METAFILE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SizeWindow

MMEDIA_AVI
MMEDIA_AVI は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• PlayMMedia

• PlaceWindow

• SizeWindow

MMEDIA_MIDI
MMEDIA_MIDI は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• PlayMMedia
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MMEDIA_PLAYASYNCH
MMEDIA_PLAYASYNCH は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• PlayMMedia

MMEDIA_PLAYCONTINUOUS
MMEDIA_PLAYCONTINUOUS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• PlayMMedia

MMEDIA_PLAYSYNCH
MMEDIA_PLAYSYNCH は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• PlayMMedia

MMEDIA_STOP
MMEDIA_STOP は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• PlayMMedia

MMEDIA_SWF
MMEDIA_SWF は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• PlayMMedia

• PlaceWindow

• SizeWindow
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MMEDIA_WAVE
MMEDIA_WAVE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• PlayMMedia

MODIFY

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

MODIFY は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わす

ために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SdWelcomeMaint

NEXT
NEXT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わすた

めに使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• AskDestPath

• AskOptions

• AskPath

• AskText

• FeatureDialog

• SdAskDestPath

• SdAskOptions

• SdAskOptionsList

• SdBitmap

• SdDisplayTopics

• SdFeatureDialog

• SdFeatureDialog2

• SdFeatureDialogAdv
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• SdFeatureMult

• SdLicense

• SdOptionsButtons

• SdRegisterUser

• SdRegisterUserEx

• SdSelectFolder

• SdShowAnyDialog

• SdShowDlgEdit1

• SdShowDlgEdit2

• SdShowDlgEdit3

• SdShowFileMods

• SdShowInfoList

• SdStartCopy

• SdWelcome

• SelectFolder

• Welcome

NEXTBUTTON
NEXTBUTTON は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Disable

• Enable

• Is

NO
NO は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わすため

に使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SdConfirmNewDir

• SdConfirmRegistration

• AskYesNo
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NONEXCLUSIVE
NONEXCLUSIVE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SdAskOptionsList

• AskOptions

• SdAskOptions

NORMALMODE
NORMALMODE は、 定義済みの定数で、 セ ッ ト ア ッ プがサイ レン ト  モー ド で実行されているかど うかをテス ト す

るのに利用する こ とができます。 詳細については、 InstallShield システム変数 MODE を参照し て く だ さい。

NORMAL_PRIORITY_CLASS

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

NORMAL_PRIORITY_CLASS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数

の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_PARAMS

NOSET
NOSET は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わす

ために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• EzBatchAddString

NOTEXISTS
NOTEXISTS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• ExistsDir
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• ExistsDisk

NO_SUBDIR

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

NO_SUBDIR は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureFileEnum

NULL
NULL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わすた

めに使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• AddFolderIcon

• CreateShortcut

• GetShortcutInfo

• FindWindow

• QueryProgItem

• ReplaceFolderIcon

• ReplaceShortcut

NUMBERLIST
NUMBERLIST は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• ListCreate

OFF
OFF は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わすた

めに使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• StatusUpdate

OK
OK は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わすため

に使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• EnterDisk

ON
ON は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わすため

に使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• StatusUpdate

ONLYDIR
ONLYDIR は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DeleteDir

OTHER_FAILURE
OTHER_FAILURE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FileDeleteLine

• VerUpdateFile

• FileCompare

• FileGrep

• FileInsertLine
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OUT_OF_DISK_SPACE
OUT_OF_DISK_SPACE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• VerUpdateFile

• FileInsertLine

• FileDeleteLine

• VerSearchAndUpdateFile

PARALLEL
PARALLEL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo

PARTIAL
PARTIAL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• PathAdd

• PathFind

• PathMove

• PathDelete

PATH
PATH は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わすた

めに使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• ParsePath
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PATH_EXISTS
 » InstallScript 言語リ フ ァ レンス

PATH_EXISTS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Is

PCRESTORE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

PCRESTORE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Disable

• Enable

PERSONAL
PERSONAL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• ProgDefGroupType

READ_CONTROL
READ_CONTROL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り、 また

は 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更

する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_PARAMS

• SetObjectPermissions
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REBOOTED
REBOOTED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Is

RECORDMODE
RECORDMODE 定義済みの定数で、 セ ッ ト ア ッ プが Windows フ ォルダー内で自動的にサイ レン ト セ ッ ト ア ッ プ

フ ァ イル (.iss フ ァ イル ) を生成するかど うかをテス ト するのに利用し ます。 これはセ ッ ト ア ッ プイ ンプ ッ ト の記

録です。 詳細については、 InstallScript システム変数 MODE を参照し て く ださい。

RED
RED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わすた

めに使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetColor

• SetTitle

REGDBREMOTEREGCONNECTED
REGDBREMOTEREGCONNECTED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返

された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Is

REGDB_APPPATH
REGDB_APPPATH は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem

• RegDBGetItem

• RegDBSetItem
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REGDB_APPPATH_DEFAULT
REGDB_APPPATH_DEFAULT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem

• RegDBGetItem

• RegDBSetItem

REGDB_BINARY
REGDB_BINARY は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBSetAppInfo

• RegDBGetKeyValueEx

• RegDBSetKeyValueEx

• RegDBGetAppInfo

• RegDBSetKeyValueEx

REGDB_ERR_CONNECTIONEXISTS
REGDB_ERR_CONNECTIONEXISTS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBConnectRegistry

REGDB_ERR_CORRUPTEDREGISTRY
REGDB_ERR_CORRUPTEDREGISTRY は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBConnectRegistry
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REGDB_ERR_INITIALIZATION
REGDB_ERR_INITIALIZATION は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBConnectRegistry

REGDB_ERR_INVALIDHANDLE
REGDB_ERR_INVALIDHANDLE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返さ

れた りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBConnectRegistry

REGDB_ERR_INVALIDNAME
REGDB_ERR_INVALIDNAME は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBConnectRegistry

REGDB_KEYPATH_APPPATHS
REGDB_KEYPATH_APPPATHS は定義済みの定数で、 その値は 一般アプ リ ケーシ ョ ンパスキーのレジス ト リの場所

です ( ルー ト キーを除 く )。 これは Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\App Paths\ です。 この定数を使っ

て、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと きにキーを指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更す

る こ とはできません。

REGDB_KEYPATH_DOTNET_10
REGDB_KEYPATH_DOTNET_10 は定義済みの定数で、 その値は .NET Framework のバージ ョ ン 1.0 のレジス ト リ キー

の場所 ( ルー ト  キーを含まない ) です。 この定数は、 次のよ う に定義されています。

Software\Microsoft\NET Framework Setup\Full\v1.0.3705\1033\Microsoft .NET Framework Full v1.0.3705 (1033)\

定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと

きにキーを指定する こ とができます。 この定義済み定数は Is 関数を使用し た場合にもサポー ト されます。

次の関数と共に利用し ます

• Is
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REGDB_KEYPATH_DOTNET_11
REGDB_KEYPATH_DOTNET_11 は定義済みの定数で、 その値は .NET Framework のバージ ョ ン 1.1 のレジス ト リ キー

の場所 ( ルー ト  キーを含まない ) です。 この定数は、 次のよ う に定義されています。

Software\Microsoft\NET Framework Setup\NDP\v1.1.4322\

定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと

きにキーを指定する こ とができます。 この定義済み定数は Is 関数を使用し た場合にもサポー ト されます。

次の関数と共に利用し ます

• Is

REGDB_KEYPATH_DOTNET_20
REGDB_KEYPATH_DOTNET_20 は定義済みの定数で、 その値は .NET Framework のバージ ョ ン 2.0 のレジス ト リ キー

の場所 ( ルー ト  キーを含まない ) です。 この定数は、 次のよ う に定義されています。

Software\Microsoft\NET Framework Setup\NDP\v2.0.50215\

定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと

きにキーを指定する こ とができます。 この定義済み定数は Is 関数を使用し た場合にもサポー ト されます。

次の関数と共に利用し ます

• Is

REGDB_KEYPATH_DOTNET_30
REGDB_KEYPATH_DOTNET_30 は定義済みの定数で、その値は .NET Framework 3.0 の RTM バージ ョ ンのレジス ト リ 

キーの場所 ( ルー ト  キーを含まない ) です。 この定数は、 次のよ う に定義されています。

Software\Microsoft\NET Framework Setup\NDP\v3.0\Setup\

ヒ ン ト • .NET Framework 3.0 の RTM バージ ョ ンがイ ンス ト ールされているかど うかを検出するには、

REGDB_KEYPATH_DOTNET_30 変数を使用し ます。 .NET Framework 3.0 の SP1、 またはそれ以降のサービス パッ ク

がイ ンス ト ールされているかど うかを検出するには、 REGDB_KEYPATH_DOTNET_30_SP を使用し ます。

定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと

きにキーを指定する こ とができます。 この定義済み定数は Is 関数を使用し た場合にもサポー ト されます。

次の関数と共に利用し ます

• Is
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REGDB_KEYPATH_DOTNET_30_SP
REGDB_KEYPATH_DOTNET_30_SP は定義済みの定数で、 その値は .NET Framework 3.0 SP1 またはそれ以降のサービ

ス パッ クのレジス ト リ キーの場所 ( ルー ト  キーは含みません ) です。 この定数は、 次のよ う に定義されていま

す。

Software\Microsoft\NET Framework Setup\NDP\v3.0\

ヒ ン ト • .NET Framework 3.0 の SP1 またはそれ以降のサービス パッ クがイ ンス ト ールされているかど うかを クエ

リする と き、 REGDB_KEYPATH_DOTNET_30_SP 変数を使用できます。 .NET Framework 3.0 の RTM バージ ョ ンがイ

ンス ト ールされているかど うかを検出するには、 REGDB_KEYPATH_DOTNET_30 を使用し ます。

定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと

きにキーを指定する こ とができます。 この定義済み定数は Is 関数を使用し た場合にもサポー ト されます。

次の関数と共に利用し ます

• Is

REGDB_KEYPATH_DOTNET_35
REGDB_KEYPATH_DOTNET_35 は定義済みの定数で、 その値は .NET Framework のバージ ョ ン 3.5 のレジス ト リ キー

の場所 ( ルー ト  キーを含まない ) です。 この定数は、 次のよ う に定義されています。

Software\Microsoft\NET Framework Setup\NDP\v3.5\

定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと

きにキーを指定する こ とができます。 この定義済み定数は Is 関数を使用し た場合にもサポー ト されます。

次の関数と共に利用し ます

• Is

REGDB_KEYPATH_DOTNET_40_CLIENT
REGDB_KEYPATH_DOTNET_40_CLIENT は定義済みの定数で、 その値は .NET Framework Client Profile のバージ ョ ン 

4.0 のレジス ト リ キーの場所 ( ルー ト  キーを含まない ) です。 この定数は、 次のよ う に定義されています。

Software\Microsoft\NET Framework Setup\NDP\v4\Client

定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと

きにキーを指定する こ とができます。 この定義済み定数は Is 関数を使用し た場合にもサポー ト されます。

次の関数と共に利用し ます

• Is
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REGDB_KEYPATH_DOTNET_40_FULL
REGDB_KEYPATH_DOTNET_40_FULL は定義済みの定数で、 その値は .NET Framework のバージ ョ ン 4.0 のレジス ト

リ キーの場所 ( ルー ト  キーを含まない ) です。 この定数は、 次のよ う に定義されています。

Software\Microsoft\NET Framework Setup\NDP\v4\Full

定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと

きにキーを指定する こ とができます。 この定義済み定数は Is 関数を使用し た場合にもサポー ト されます。

次の関数と共に利用し ます

• Is

REGDB_KEYPATH_ISUNINSTINFO
ISUNINSTINFO は定義済みの定数で、 その値は InstallShield Uninstall Information キーのレジス ト リの場所 ( ルー ト  

キーは含みません ) です。 この定数は、 次のよ う に定義されています。

Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Uninstall\InstallShield Uninstall Information

定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと

きにキーを指定する こ とができます。 この定義済み定数は Is 関数を使用し た場合にもサポー ト されます。

次の関数と共に利用し ます

• Is

REGDB_KEYPATH_RUN
REGDB_KEYPATH_RUN は定義済みの定数で、 その値は 一般アプ リ ケーシ ョ ンパスキーのレジス ト リの場所です (

ルー ト キーを除 く )。 これは Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Run\ です。 この定数を使って、 レジス

ト リ関連の一般関数を呼び出すと きにキーを指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはで

きません。

REGDB_KEYPATH_RUNONCE
REGDB_KEYPATH_RUNONCE は定義済みの定数で、 その値は 一般アプ リ ケーシ ョ ンパスキーのレジス ト リの場所

です ( ルー ト キーを除 く )。 これは Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\RunOnce\ です。 . この定数を使っ

て、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと きにキーを指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更す

る こ とはできません。

REGDB_KEYPATH_RUNONCEEX
REGDB_KEYPATH_RUNONCEEX は定義済みの定数で、 その値は 一般アプ リ ケーシ ョ ンパスキーのレジス ト リの場

所です ( ルー ト キーを除 く )。 これは Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\RunOnceEx\ です。 この定数を

使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと きにキーを指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変

更する こ とはできません。
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REGDB_KEYPATH_SHAREDDLLS
REGDB_KEYPATH_SHAREDDLLS は定義済みの定数で、 その値は 一般アプ リ ケーシ ョ ンパスキーのレジス ト リの場

所です ( ルー ト キーを除 く )。 これは Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\SharedDLLs\ です。 この定数を

使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと きにキーを指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変

更する こ とはできません。

REGDB_KEYPATH_UNINSTALL
REGDB_KEYPATH_UNINSTALL は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ンの一般アン イ ンス ト ールキーのレ

ジス ト リの場所です ( ルー ト キーを除 く )。 これは Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Uninstall\ です。 こ

の定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと きにキーを指定する こ とができます。 定義済みの定数

の値を変更する こ とはできません。

REGDB_KEYPATH_WINCURRVER
REGDB_KEYPATH_WINCURRVER は定義済みの定数で、 その値は Windows NT の現在のバージ ョ ンキーのレジス ト

リの場所です ( ルー ト キーを除 く )。 これは Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\ です。 この定数を使っ

て、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと きにキーを指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更す

る こ とはできません。

REGDB_KEYPATH_WINCURRVER_AUTO
このシステム変数の値は Windows 95、 Windows 98、 および Windows Me では REGDB_KEYPATH_WINCURRVER であ

り、 Windows NT、 Windows 2000、 および Windows XP 以降では REGDB_KEYPATH_WINNTCURRVER です。

REGDB_KEYPATH_WINNTCURRVER
REGDB_KEYPATH_WINNTCURRVER は定義済みの定数で、 その値は Windows NT の現在のバージ ョ ンキーのレジス

ト リの場所です ( ルー ト キーを除 く )。 これは Software\Microsoft\Windows NT\CurrentVersion\ です。 この定数を

使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと きにキーを指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変

更する こ とはできません。

REGDB_KEYS
REGDB_KEYS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBQueryKey
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REGDB_NAMES
REGDB_NAMES は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBQueryKey

REGDB_NUMBER
REGDB_NUMBER は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBGetAppInfo

• RegDBGetKeyValueEx

• RegDBSetKeyValueEx

• RegDBSetAppInfo

REGDB_STRING
REGDB_STRING は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBGetAppInfo

• RegDBGetKeyValueEx

• RegDBSetKeyValueEx

• RegDBSetAppInfo

REGDB_STRING_EXPAND
REGDB_STRING_EXPAND は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBSetAppInfo

• RegDBGetKeyValueEx

• RegDBSetKeyValueEx
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• RegDBGetAppInfo

REGDB_STRING_MULTI
REGDB_STRING_MULTI は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBGetAppInfo

• RegDBGetKeyValueEx

• RegDBSetKeyValueEx

• RegDBSetAppInfo

REGDB_UNINSTALL_COMMENTS
REGDB_UNINSTALL_COMMENTS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返

された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem

• RegDBGetItem

• RegDBSetItem

REGDB_UNINSTALL_CONTACT
REGDB_UNINSTALL_CONTACT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返さ

れた りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem

• RegDBGetItem

• RegDBSetItem

REGDB_UNINSTALL_DISPLAYICON
REGDB_UNINSTALL_DISPLAYICON は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem
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• RegDBGetItem

• RegDBSetItem

REGDB_UNINSTALL_DISPLAY_VERSION

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

REGDB_UNINSTALL_DISPLAY_VERSION は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された

り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem

• RegDBGetItem

• RegDBSetItem

REGDB_UNINSTALL_HELPLINK
REGDB_UNINSTALL_HELPLINK は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返さ

れた りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem

• RegDBGetItem

• RegDBSetItem

REGDB_UNINSTALL_HELPTELEPHONE
REGDB_UNINSTALL_HELPTELEPHONE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された

り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem

• RegDBGetItem

• RegDBSetItem

REGDB_UNINSTALL_INSTALLDATE
REGDB_UNINSTALL_INSTALLDATE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 227



InstallScript Language Reference

定義済み定数
次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem

• RegDBGetItem

• RegDBSetItem

REGDB_UNINSTALL_INSTALLLOC

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

REGDB_UNINSTALL_INSTALLLOC は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返

された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem

• RegDBGetItem

• RegDBSetItem

REGDB_UNINSTALL_INSTALLSOURCE
REGDB_UNINSTALL_INSTALLSOURCE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された

り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem

• RegDBGetItem

• RegDBSetItem

REGDB_UNINSTALL_LANGUAGE
REGDB_UNINSTALL_LANGUAGE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返

された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem

• RegDBGetItem

• RegDBSetItem
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REGDB_UNINSTALL_LOGFILE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

REGDB_UNINSTALL_LOGFILE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数

の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem

• RegDBGetItem

• RegDBSetItem

REGDB_UNINSTALL_MAINT_OPTION

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

REGDB_UNINSTALL_MAINT_OPTION は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem

• RegDBGetItem

• RegDBSetItem

REGDB_UNINSTALL_MAJOR_VERSION

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

REGDB_UNINSTALL_MAJOR_VERSION は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された

り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem

• RegDBGetItem

• RegDBSetItem
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REGDB_UNINSTALL_MAJOR_VERSION_OLD

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

REGDB_UNINSTALL_MAJOR_VERSION_OLD は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡され

た り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem

• RegDBGetItem

• RegDBSetItem

REGDB_UNINSTALL_MINOR_VERSION

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

REGDB_UNINSTALL_MINOR_VERSION は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem

• RegDBGetItem

• RegDBSetItem

REGDB_UNINSTALL_MINOR_VERSION_OLD

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

REGDB_UNINSTALL_MINOR_VERSION_OLD は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡され

た り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem

• RegDBGetItem

• RegDBSetItem
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REGDB_UNINSTALL_MODIFYPATH
REGDB_UNINSTALL_MODIFYPATH は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem

• RegDBGetItem

• RegDBSetItem

REGDB_UNINSTALL_NAME
REGDB_UNINSTALL_NAME は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem

• RegDBGetItem

• RegDBSetItem

REGDB_UNINSTALL_NOMODIFY
REGDB_UNINSTALL_NOMODIFY は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返さ

れた りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem

• RegDBGetItem

• RegDBSetItem

REGDB_UNINSTALL_NOREMOVE
REGDB_UNINSTALL_NOREMOVE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返

された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem

• RegDBGetItem

• RegDBSetItem
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REGDB_UNINSTALL_NOREPAIR
REGDB_UNINSTALL_NOREPAIR は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返さ

れた りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem

• RegDBGetItem

• RegDBSetItem

REGDB_UNINSTALL_PRODUCTGUID

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

REGDB_UNINSTALL_PRODUCTGUID は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem

• RegDBGetItem

• RegDBSetItem

REGDB_UNINSTALL_PRODUCTID
REGDB_UNINSTALL_PRODUCTID は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返

された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem

• RegDBGetItem

• RegDBSetItem

REGDB_UNINSTALL_PUBLISHER
REGDB_UNINSTALL_PUBLISHER は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返

された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem
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• RegDBGetItem

• RegDBSetItem

REGDB_UNINSTALL_README
REGDB_UNINSTALL_README は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem

• RegDBGetItem

• RegDBSetItem

REGDB_UNINSTALL_REGCOMPANY
REGDB_UNINSTALL_REGCOMPANY は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem

• RegDBGetItem

• RegDBSetItem

REGDB_UNINSTALL_REGOWNER
REGDB_UNINSTALL_REGOWNER は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返

された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem

• RegDBGetItem

• RegDBSetItem

REGDB_UNINSTALL_STRING

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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REGDB_UNINSTALL_STRING は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数

の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem

• RegDBGetItem

• RegDBSetItem

REGDB_UNINSTALL_SYSTEMCOMPONENT
REGDB_UNINSTALL_SYSTEMCOMPONENT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡され

た り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem

• RegDBGetItem

• RegDBSetItem

REGDB_UNINSTALL_URLINFOABOUT
REGDB_UNINSTALL_URLINFOABOUT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem

• RegDBGetItem

• RegDBSetItem

REGDB_UNINSTALL_URLUPDATEINFO
REGDB_UNINSTALL_URLUPDATEINFO は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された

り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem

• RegDBGetItem

• RegDBSetItem
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REGDB_UNINSTALL_VERSION

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

REGDB_UNINSTALL_VERSION は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返さ

れた りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBDeleteItem

• RegDBGetItem

• RegDBSetItem

REGDB_VALUENAME_APPPATH
REGDB_VALUENAME_APPPATH は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ンパスキーの下にあるパス値名、

つま り、 Path です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと きに値名を指定する こ とができ

ます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

REGDB_VALUENAME_APPPATHDEFAULT
REGDB_VALUENAME_APPPATHDEFAULT は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ンパスキーの下にあるデ

フ ォル ト 値名、 ヌル文字列 ("") です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと きに値名を指

定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

REGDB_VALUENAME_INSTALL
REGDB_VALUENAME_INSTALL は、 値が Install の定義済み定数です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関

数を呼び出すと きに値を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

REGDB_VALUENAME_INSTALLSUCCESS
REGDB_VALUENAME_INSTALLSUCCESS は、 値が InstallSuccess の定義済み定数です。 この定数を使って、 レジス

ト リ関連の一般関数を呼び出すと きに値を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはでき

ません。

REGDB_VALUENAME_SP
REGDB_VALUENAME_INSTALL は、 値が SP の定義済み定数です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数

を呼び出すと きに値を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_COMMENTS
REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_COMMENTS は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ール 

キーの下にある コ メ ン ト 値名 Comments です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと きに

値名を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_CONTACT
REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_CONTACT は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ール 

キーの下にある連絡先の値名 Contact です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと きに値

名を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_DISPLAYICON
REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_DISPLAYICON は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ー

ル キーの下にある表示アイ コ ン値名 DisplayIcon です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出す

と きに値名を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_DISPLAYNAME
REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_DISPLAYNAME は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ー

ル キーの下にある表示名の値名 DisplayName です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと

きに値名を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_DISPLAYVERSION
REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_DISPLAYVERSION は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス

ト ール キーの下にある表示バージ ョ ン値名 DisplayVersion です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数

を呼び出すと きに値名を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_HELPLINK
REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_HELPLINK は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ール 

キーの下にあるヘルプ リ ン ク値名 HelpLink です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと き

に値名を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_HELPTELEPHONE
REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_HELPTELEPHONE は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス

ト ール キーの下にある電話番号値名 HelpTelephone です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び

出すと きに値名を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_INSTALLDATE
REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_INSTALLDATE は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ー

ル キーの下にある イ ンス ト ール日の値名 InstallDate です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び

出すと きに値名を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_INSTALLLOCATION
REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_INSTALLLOCATION は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス

ト ール キーの下にある イ ンス ト ール場所の値名 InstallLocation です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般

関数を呼び出すと きに値名を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_INSTALLSOURCE
REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_INSTALLSOURCE は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス

ト ール キーの下にある イ ンス ト ール ソースの値名 InstallSource です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般

関数を呼び出すと きに値名を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_LANGUAGE
REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_LANGUAGE は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ール 

キーの下にある言語の値名 Language です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと きに値名

を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_LOGFILE
REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_LOGFILE は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ール 

キーの下にあるログ フ ァ イル値名 LogFile です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと きに

値名を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_LOGMODE
REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_LOGMODE は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ール 

キーの下にあるログ モー ド値名 LogMode です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと きに

値名を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_MAJORVERSION
REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_MAJORVERSION は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス

ト ール キーの下にある メ ジャー バージ ョ ン値名 VersionMajor です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関

数を呼び出すと きに値名を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_MAJORVERSION_OLD
REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_MAJORVERSION_OLD は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ン

ス ト ール キーの下にある メ ジャー バージ ョ ン値名 MajorVersion です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般

関数を呼び出すと きに値名を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_MINORVERSION
REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_MINORVERSION は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス

ト ール キーの下にあるマイナー バージ ョ ン値名 VersionMinor です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関

数を呼び出すと きに値名を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_MINORVERSION_OLD
REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_MINORVERSION_OLD は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ン

ス ト ール キーの下にあるマイナー バージ ョ ン値名 MinorVersion です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般

関数を呼び出すと きに値名を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_MODIFYPATH
REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_MODIFYPATH は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ー

ル キーの下にある変更パス値名 ModifyPath です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと き

に値名を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_NOMODIFY
REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_NOMODIFY は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ール 

キーの下にある変更な し値名 NoModify です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと きに値

名を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_NOREMOVE
REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_NOREMOVE は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ール 

キーの下にある削除な し値名 NoRemove です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと きに

値名を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_NOREPAIR
REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_NOREPAIR は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ール 

キーの下にある修復な し値名 NoRepair です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと きに値

名を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_PRODUCTGUID
REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_PRODUCTGUID は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス

ト ール キーの下にある製品 GUID 値名 ProductGuid です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出

すと きに値名を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_PRODUCTID
REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_PRODUCTID は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ール 

キーの下にある製品 ID 値名 ProductId です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと きに値

名を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_PUBLISHER
REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_PUBLISHER は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ール 

キーの下にある発行者値名 Publisher です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと きに値名

を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_README
REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_README は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ール 

キーの下にある Readme 値名 Readme です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと きに値名

を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_REGCOMPANY
REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_REGCOMPANY は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ー

ル キーの下にある会社の値名 RegCompany です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと き

に値名を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_REGOWNER
REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_REGOWNER  は定義済みの定数で、その値はアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ール 

キーの下にある所有者の値名 RegOwner です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと きに

値名を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_SYSTEMCOMPONENT
REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_SYSTEMCOMPONENT は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ン アン イ

ンス ト ール キーの下にあるシステム コ ンポーネン ト 値名 SystemComponent です。 この定数を使って、 レジス ト

リ関連の一般関数を呼び出すと きに値名を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはでき

ません。
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REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_UNINSTALLSTRING
REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_UNINSTALLSTRING は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ンアン イ ンス

ト ールキーの下にあるアン イ ンス ト ール文字列値名 UninstallString です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一

般関数を呼び出すと きに値名を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_URLINFOABOUT
REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_URLINFOABOUT は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ンアン イ ンス

ト ールキーの下にある URL 情報の値名 URLInfoAbout です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び

出すと きに値名を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_URLUPDATEINFO
REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_URLUPDATEINFO は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ンアン イ ンス

ト ールキーの下にある URL 日付情報の値名 URLDateInfo です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を

呼び出すと きに値名を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_VERSION
REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_VERSION は定義済みの定数で、 その値はアプ リ ケーシ ョ ンアン イ ンス ト ール

キーの下にあるアプ リ ケーシ ョ ン バージ ョ ン値名 Version です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数

を呼び出すと きに値名を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

REGDB_VALUENAME_UNINSTALLKEY
REGDB_VALUENAME_UNINSTALLKEY は、 値が UninstallKey と し て定義済みの定数です。 この定数を使って、 レジ

ス ト リ関連の一般関数を呼び出すと きに値名を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とは

できません。

REGDB_VALUENAME_WINCURRVER_REGORGANIZATION
REGDB_VALUENAME_WINCURRVER_REGORGANIZATION は定義済みの定数で、 その値は Windows (Windows 95、

Windows 98、 および Windows Me) の登録済み組織値名、 または Windows NT (Windows 95、 Windows 98、 および 

Windows Me) の現在のバージ ョ ンキー "RegisteredOrganization" です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般

関数を呼び出すと きに値名を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

REGDB_VALUENAME_WINCURRVER_REGOWNER
REGDB_VALUENAME_WINCURRVER_REGOWNER は定義済みの定数で、 その値は Windows (Windows 95、 Windows 98、

および Windows Me) 登録済みのオーナー値名、 または Windows NT (Windows 95、 Windows 98、 および Windows Me) 

の現在のバージ ョ ンキー "RegisteredOwner" です。 この定数を使って、 レジス ト リ関連の一般関数を呼び出すと き

に値名を指定する こ とができます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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REGDB_WINCURRVER_REGORGANIZATION
REGDB_WINCURRVER_REGORGANIZATION は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡され

た り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBGetItem

REGDB_WINCURRVER_REGOWNER
REGDB_WINCURRVER_REGOWNER は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegDBGetItem

REGFONT_OPTION_DEFAULT
REGFONT_OPTION_DEFAULT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegisterFontResource

REGFONT_OPTION_DONTBROADCASTFONTCHANGEMSG
REGFONT_OPTION_DONTBROADCASTFONTCHANGEMSG は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数

との間でやり取り される値を表すのに利用し ます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegisterFontResource

REGFONT_OPTION_DONTUPDATEREGISTRY
REGFONT_OPTION_DONTUPDATEREGISTRY は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡さ

れた り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RegisterFontResource
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REGISTRYFUNCTIONS_USETEXTSUBS
REGISTRYFUNCTIONS_USETEXTSUBS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された

り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Disable

• Enable

REMOTE_DRIVE
REMOTE_DRIVE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetValidDrivesList

REMOVE
REMOVE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• PlaceBitmap

REMOVEABLE_DRIVE
REMOVEABLE_DRIVE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetValidDrivesList

REMOVEALL

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

REMOVEALL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• SdWelcomeMaint

REPAIR

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

REPAIR は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わす

ために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SdWelcomeMaint

REPLACE
REPLACE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• ConfigAdd

• AddFolderIcon

• FileInsertLine

• BatchAdd

• ReplaceFolderIcon

RESET
RESET は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わす

ために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FindFile

RESTART
RESTART は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• FileGrep

• PathFind

• ConfigFind

• BatchFind

ROOT
ROOT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わすた

めに使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• DeleteDir

RUN_MAXIMIZED
RUN_MAXIMIZED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• AddFolderIcon

• ReplaceFolderIcon

RUN_MINIMIZED
RUN_MINIMIZED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• QueryProgItem

• AddFolderIcon

• ReplaceFolderIcon

SELECTFOLDER
SELECTFOLDER は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SelectFolder
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SELFREGISTER
SELFREGISTER は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• VerUpdateFile

• XCopyFile

SELFREGISTERBATCH
SELFREGISTERBATCH は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Enable

• Disable

SELFREGISTRATIONPROCESS
SELFREGISTRATIONPROCESS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返さ

れた りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Do

SERIAL
SERIAL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わす

ために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo

SERVICE_ADAPTER

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SERVICE_ADAPTER は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り、 ま

たは 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変

更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_PARAMS

SERVICE_ALL_ACCESS

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SERVICE_ALL_ACCESS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り、

または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を

変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_PARAMS

SERVICE_AUTO_START

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SERVICE_AUTO_START は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り、

または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を

変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_PARAMS

SERVICE_BOOT_START

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SERVICE_BOOT_START は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り、

または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を

変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_PARAMS
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SERVICE_CHANGE_CONFIG

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SERVICE_CHANGE_CONFIG は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数

の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_PARAMS

SERVICE_CONTINUE_PENDING

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SERVICE_CONTINUE_PENDING は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返さ

れた り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定

数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_STATUS

SERVICE_DEMAND_START

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SERVICE_DEMAND_START は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の

値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_PARAMS

SERVICE_DISABLED

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 247



InstallScript Language Reference

定義済み定数
SERVICE_DISABLED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り、 ま

たは 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変

更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_PARAMS

SERVICE_ENUMERATE_DEPENDENTS

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SERVICE_ENUMERATE_DEPENDENTS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済み

の定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_PARAMS

SERVICE_ERROR_CRITICAL

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SERVICE_ERROR_CRITICAL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数

の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_PARAMS

SERVICE_ERROR_IGNORE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SERVICE_ERROR_IGNORE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の

値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_PARAMS
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SERVICE_ERROR_NORMAL

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SERVICE_ERROR_NORMAL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の

値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_PARAMS

SERVICE_ERROR_SEVERE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SERVICE_ERROR_SEVERE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の

値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_PARAMS

SERVICE_FILE_SYSTEM_DRIVER

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SERVICE_FILE_SYSTEM_DRIVER は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返さ

れた り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定

数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_PARAMS

SERVICE_FLAG_DIFX_32

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト
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SERVICE_FLAG_DIFX_32 は、 システム変数 ENABLED_ISERVICES でビ ッ ト  フ ラグと し て設定する こ とができる値を

表すために使用される定義済みの定数です。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

SERVICE_FLAG_DIFX_AMD64

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

SERVICE_FLAG_DIFX_AMD64 は、 システム変数 ENABLED_ISERVICES でビ ッ ト  フ ラグと し て設定する こ とができる

値を表すために使用される定義済みの定数です。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

SERVICE_FLAG_DIFX_IA64

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

SERVICE_FLAG_DIFX_IA64 は、 システム変数 ENABLED_ISERVICES でビ ッ ト  フ ラグと し て設定する こ とができる値

を表すために使用される定義済みの定数です。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

SERVICE_FLAG_ISFONTREG

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

SERVICE_FLAG_ISFONTREG は、 システム変数 ENABLED_ISERVICES でビ ッ ト  フ ラグと し て設定する こ とができる

値を表すために使用される定義済みの定数です。 式 ENABLED_ISERVICES & SERVICE_FLAG_ISFONTREG がゼロ以

外の値に等しい場合、 グローバルフ ォ ン ト 登録が現在有効になっています。 定義済みの定数の値を変更する こ と

はできません。

SERVICE_INTERACTIVE_PROCESS

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SERVICE_INTERACTIVE_PROCESS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済み

の定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_PARAMS

SERVICE_INTERROGATE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SERVICE_INTERROGATE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の

値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_PARAMS

SERVICE_ISFONTREG
SERVICE_ISFONTREG は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Disable

SERVICE_ISUPDATE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

この定数は現在使用されていません。 FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト を追加する方法につ

いては、 ナレ ッ ジベースを参照し て く だ さい。

SERVICE_KERNEL_DRIVER

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SERVICE_KERNEL_DRIVER は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の

値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_PARAMS
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SERVICE_PAUSED

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SERVICE_PAUSED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り、 ま

たは 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変

更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_STATUS

SERVICE_PAUSE_CONTINUE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SERVICE_PAUSE_CONTINUE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数

の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_PARAMS

SERVICE_PAUSE_PENDING

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SERVICE_PAUSE_PENDING は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の

値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_STATUS

SERVICE_QUERY_CONFIG

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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SERVICE_QUERY_CONFIG は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の

値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_PARAMS

SERVICE_QUERY_STATUS

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SERVICE_QUERY_STATUS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の

値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_PARAMS

SERVICE_RECOGNIZER_DRIVER

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SERVICE_RECOGNIZER_DRIVER は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返さ

れた り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定

数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_PARAMS

SERVICE_RUNNING

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SERVICE_RUNNING は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り、 ま

たは 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変

更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_STATUS
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SERVICE_START

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SERVICE_START は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り、 また

は 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更

する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_PARAMS

SERVICE_START_PENDING

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SERVICE_START_PENDING は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の

値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_STATUS

SERVICE_STOP

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SERVICE_STOP は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り、 または 

1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する

こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_PARAMS

SERVICE_STOPPED

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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SERVICE_STOPPED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り、 ま

たは 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変

更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_STATUS

SERVICE_STOP_PENDING

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SERVICE_STOP_PENDING は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の

値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_STATUS

SERVICE_SYSTEM_START

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SERVICE_SYSTEM_START は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の

値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_PARAMS

SERVICE_USER_DEFINED_CONTROL

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SERVICE_USER_DEFINED_CONTROL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済み

の定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_PARAMS
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SERVICE_WIN32_OWN_PROCESS

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SERVICE_WIN32_OWN_PROCESS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返

された り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの

定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_PARAMS

SERVICE_WIN32_SHARE_PROCESS

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SERVICE_WIN32_SHARE_PROCESS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済み

の定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_PARAMS

SETUPTYPE
SETUPTYPE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetupType

SETUPTYPE_INFO_DESCRIPTION
SETUPTYPE_INFO_DESCRIPTION は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返

された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureSetupTypeGetData
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SETUPTYPE_INFO_DISPLAYNAME
SETUPTYPE_INFO_DISPLAYNAME は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返

された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureSetupTypeGetData

SETUPTYPE_STR_COMPACT
SETUPTYPE_STR_COMPACT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureStandardSetupTypeSet

SETUPTYPE_STR_COMPLETE
SETUPTYPE_STR_COMPLETE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返さ

れた りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureStandardSetupTypeSet

SETUPTYPE_STR_CUSTOM
SETUPTYPE_STR_CUSTOM は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureStandardSetupTypeSet

SETUPTYPE_STR_TYPICAL
SETUPTYPE_STR_TYPICAL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• FeatureStandardSetupTypeSet
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SETUP_PACKAGE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SETUP_PACKAG は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り、 また

は 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更

する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Is

SEVERE
SEVERE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わす

ために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• MessageBox

• SprintfBox

SHAREDFILE
SHAREDFILE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• XCopyFile

• VerUpdateFile

• DeinstallStart

• InstallationInfo

• System

SILENTMODE
SILENTMODE は、 定義済みの定数で、 セ ッ ト アプがサイ レン ト  モー ド で実行されているかど うかをテス ト するの

に利用する こ とができます。 詳細については、 InstallShield システム変数 MODE を参照し て く だ さい。
258 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

定義済み定数
SKIN_LOADED

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SKIN_LOADED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Is

SQL_BATCH_INSTALL
SQL_BATCH_INSTALL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SQLRTGetBatchList

SQL_BATCH_UNINSTALL
SQL_BATCH_UNINSTALL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SQLRTGetBatchList

SQL_BROWSE_ALIAS
SQL_BROWSE_ALIAS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SQLRTGetBrowseOption

• SQLRTSetBrowseOption

SQL_BROWSE_ALL
SQL_BROWSE_ALL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• SQLRTGetBrowseOption

• SQLRTSetBrowseOption

SQL_BROWSE_LOCAL
SQL_BROWSE_LOCAL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SQLRTGetBrowseOption

• SQLRTSetBrowseOption

SQL_BROWSE_REMOTE
SQL_BROWSE_REMOTE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SQLRTGetBrowseOption

• SQLRTSetBrowseOption

SQL_ERROR_GET_SCHEMA_VERSION
SQL_ERROR_GET_SCHEMA_VERSION は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SQLRTGetComponentScriptError

• SQLRTGetComponentScriptError2

SQL_ERROR_SCRIPT_COMMAND_ERROR
SQL_ERROR_SCRIPT_COMMAND_ERROR は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された

り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SQLRTGetComponentScriptError

• SQLRTGetComponentScriptError2
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SQL_ERROR_SCRIPT_CONNECTION_NOT_OPEN
SQL_ERROR_SCRIPT_CONNECTION_NOT_OPEN は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡

された り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SQLRTGetComponentScriptError

• SQLRTGetComponentScriptError2

SQL_ERROR_SCRIPT_UNABLE_OPEN_FILE
SQL_ERROR_SCRIPT_UNABLE_OPEN_FILE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡され

た り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SQLRTGetComponentScriptError

• SQLRTGetComponentScriptError2

SQL_ERROR_SET_SCHEMA_VERSION
SQL_ERROR_SET_SCHEMA_VERSION は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SQLRTGetComponentScriptError

• SQLRTGetComponentScriptError2

SRCINSTALLDIR

メ モ • SRCTARGETDIR は、 SRCINSTALLDIR を置換し ます。

SRCINSTALLDIR は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• VarRestore

• VarSave
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SRCTARGETDIR

メ モ • SRCTARGETDIR は、 SRCINSTALLDIR を置換し ます。

SRCTARGETDIR は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• VarRestore

• VarSave

SSP_PROPERTY_NO_NEW_INSTALL_HIGHLIGHT
SSP_PROPERTY_NO_NEW_INSTALL_HIGHLIGHT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡

された り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetShortcutProperty

SSP_PROPERTY_NO_STARTSCREEN_PIN
SSP_PROPERTY_NO_STARTSCREEN_PIN は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された

り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetShortcutProperty

SSP_PROPERTY_PREVENT_PINNING
SSP_PROPERTY_PREVENT_PINNING は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetShortcutProperty

STANDARD_RIGHTS_ALL
STANDARD_RIGHTS_ALL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions

STANDARD_RIGHTS_EXECUTE
STANDARD_RIGHTS_EXECUTE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返さ

れた りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions

STANDARD_RIGHTS_READ
STANDARD_RIGHTS_READ は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の

値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions

STANDARD_RIGHTS_REQUIRED
STANDARD_RIGHTS_REQUIRED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返さ

れた り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定

数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_PARAMS

• SetObjectPermissions

STANDARD_RIGHTS_WRITE
STANDARD_RIGHTS_WRITE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返され

た り、 または 1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数

の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetObjectPermissions
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STATUS
STATUS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わす

ために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• PlaceWindow

• Enable

• Disable

STATUSBAR
STATUSBAR は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetColor

STATUSBBRD
STATUSBBRD  は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Enable

• Disable

STATUSDLG
STATUSDLG は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• PlaceWindow

• Enable

• Disable

STATUSEX
STATUSEX は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• PlaceWindow

• Enable

• Disable

STATUSOLD
STATUSOLD は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• PlaceWindow

• Enable

• Disable

STRINGLIST
STRINGLIST は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• ListCreate

STYLE_BOLD
STYLE_BOLD は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetFont

• SetFont

STYLE_ITALIC
STYLE_ITALIC は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetFont

• SetFont
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STYLE_NORMAL
STYLE_NORMAL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetFont

• SetFont

STYLE_SHADOW
STYLE_SHADOW は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値

を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetFont

STYLE_UNDERLINE
STYLE_UNDERLINE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetFont

• SetFont

SW_MAXIMIZE
SW_MAXIMIZE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• ShowProgramFolder

SW_MINIMIZE
SW_MINIMIZE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• ShowProgramFolder
266 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

定義済み定数
SW_RESTORE
SW_RESTORE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• ShowProgramFolder

SW_SHOW
SW_SHOW は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• ShowProgramFolder

SYNCHRONIZE
SYNCHRONIZE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り、 または 

1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する

こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_PARAMS

• SetObjectPermissions

SYS_BOOTMACHINE
SYS_BOOTMACHINE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• System

• RebootDialog

• SdFinishReboot

SYSTEM_DPI
SYSTEM_DPI は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo

SYSTEM_DPI_SCALING
SYSTEM_DPI_SCALING は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo

TBYTES
TBYTES は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わす

ために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• ConvertSizeToUnits

• StrConvertSizeUnit

TILED
TILED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わすた

めに使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• PlaceBitmap

TIME
TIME は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わすた

めに使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo

TRUE
TRUE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わすた

めに使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• AskOptions

• CtrlSetMultCurSel

• DialogSetInfo

• FeatureAddItem

• FeatureGetData

• FeatureIsItemSelected

• FeatureSelectItem

• FeatureTotalSize

• LongPathToQuote

• SdDiskSpace2

• SelectDir

• SdShowMsg

• SQLDatabaseBrowse

• SQLRTConnect

• SQLRTConnect2

• SQLRTConnectDB

• SQLRTGetDatabases

• SQLRTGetServers

• SQLRTGetServers2

• SQLRTPutConnectionAuthentication

• SQLRTTestConnection

• SQLRTTestConnection2

• SQLServerSelectLogin

• SQLServerSelectLogin2

TTFONTFILEINFO_FONTTITLE
TTFONTFILEINFO_FONTTITLE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返さ

れた りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetTrueTypeFontFileInfo
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TYPICAL
TYPICAL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SdSetupType

• SetupType

UPDATE_SERVICE_INSTALL

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

この定数は現在使用されていません。 FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト を追加する方法につ

いては、 ナレ ッ ジベースを参照し て く だ さい。

UPDATESERVICECOMPONENT

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

この定数は現在使用されていません。 FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト を追加する方法につ

いては、 ナレ ッ ジベースを参照し て く だ さい。

UPPER_LEFT
UPPER_LEFT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• PlaceBitmap

• PlaceWindow

UPPER_RIGHT
UPPER_RIGHT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• PlaceBitmap

• PlaceWindow
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URL

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

URL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わすた

めに使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Is

USER_ADMINISTRATOR
USER_ADMINISTRATOR は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Is

USER_INADMINGROUP
USER_INADMINGROUP は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Is

USER_POWERUSER

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

USER_POWERUSER は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Is

USE_LOADED_SKIN

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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USE_LOADED_SKIN は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Disable

• Enable

VALID_PATH
VALID_PATH は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Is

VERSION_COMPARE_RESULT_NEWER

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

VERSION_COMPARE_RESULT_NEWER は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• VerProductCompareVersions

VERSION_COMPARE_RESULT_NEWER_NOT_SUPPORTED

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

VERSION_COMPARE_RESULT_NEWER_NOT_SUPPORTED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数に

よ って渡された り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはでき

ません。

次の関数と共に利用し ます

• VerProductCompareVersions
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VERSION_COMPARE_RESULT_NOT_INSTALLED

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

VERSION_COMPARE_RESULT_NOT_INSTALLED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡

された り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• VerProductCompareVersions

VERSION_COMPARE_RESULT_OLDER

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

VERSION_COMPARE_RESULT_OLDER は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• VerProductCompareVersions

VERSION_COMPARE_RESULT_SAME

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

VERSION_COMPARE_RESULT_SAME は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、

返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• VerProductCompareVersions

VERSION_PREVIOUS_VERSION_DELIMITER

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

VERSION_PREVIOUS_VERSION_DELIMITER は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡され

た り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• VerProductCompareVersions
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VER_DLL_NOT_FOUND
VER_DLL_NOT_FOUND は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• VerSearchAndUpdateFile

VER_UPDATE_ALWAYS
VER_UPDATE_ALWAYS は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• VerUpdateFile

• VerSearchAndUpdateFile

VER_UPDATE_COND
VER_UPDATE_COND は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りす

る値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• VerSearchAndUpdateFile

VIDEO
VIDEO は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わす

ために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo

VIRTUAL_MACHINE_TYPE
VIRTUAL_MACHINE_TYPE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された

りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo
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VOLUMELABEL
VOLUMELABEL は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を

表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo

WARNING
WARNING は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• MessageBox

• SprintfBox

WEB_BASED_SETUP

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

WEB_BASED_SETUP は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Is

WELCOME
WELCOME は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Welcome

WHITE
WHITE は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わす

ために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• SetTitle

WILL_REBOOT
WILL_REBOOT は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数またはイベン ト  ハン ド ラーによ って渡され

た り、 返された りする値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• RebootDialog

• SdFinishReboot

WINDOWS_SHARED
WINDOWS_SHARED は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする

値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Is

WINMAJOR
WINMAJOR は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表

わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo

WINMINOR
WINMINOR は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わ

すために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• GetSystemInfo

WOW64FSREDIRECTION

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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WOW64FSREDIRECTION は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り

する値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• Disable

• Enable

WRITE_DAC
WRITE_DAC は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り、 または 1 

つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する

こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_PARAMS

• SetObjectPermissions

WRITE_OWNER
WRITE_OWNER は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された り、 または 

1 つまたは複数のシステム変数に割り当てられる値を表わすために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する

こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SERVICE_IS_PARAMS

• SetObjectPermissions

YELLOW
YELLOW は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わす

ために使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。

次の関数と共に利用し ます

• SetColor

• SetTitle

YES
YES は定義済みの定数で、 1 つまたは複数のビル ト イ ン関数によ って渡された り、 返された りする値を表わすた

めに使用されます。 定義済みの定数の値を変更する こ とはできません。
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次の関数と共に利用し ます

• AskYesNo

• SdLicense

• SdConfirmNewDir

• SdConfirmRegistration

_MAX_PATH

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

MAX_PATH は、 Windows API 関数に渡されるパス変数の 大の長さ を表すために使用される定義済み定数です。 次

のサンプルコー ド行は、 _MAX_PATH の使用例を具体的に説明し ます :

string szPath[_MAX_PATH]; /* 変数宣言 */

...

Kernel32.GetTempPathA( _MAX_PATH, szPath ); /* Windows API 関数呼び出し */
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定義済みのスク リ プ ト 変数
このセクシ ョ ンでは、 スク リ プ ト のコ ンパイル中に予約されている定義済みのスク リ プ ト 変数の一覧を示し ます。

• __FILE__

• __LINE__

• BASICMSI

• INSTALLSCRIPTMSI

• INSTALLSCRIPTMSIEEUI

• ISUS_PRODUCT_CODE

• SERVICE_IS_PARAMS

• SERVICE_IS_STATUS

• SUITE_HOSTED

__FILE__
スク リ プ ト のコ ンパイル中に、 この予約識別子は __FILE__ が属する ソースフ ァ イルの完全修飾名を含む文字列と置

き換えられます。 __FILE__  は文字列定数が可能な場所であれば、 スク リ プ ト の任意の位置で指定する こ とができま

すが、 簡単なデバッ グで __LINE__ と共に利用する と便利です。 例えば、 下に示し たステー ト メ ン ト を構築し てテス

ト 中にソースフ ァ イル内の有効な場所へコ ピーする こ と で、 セ ッ ト ア ッ プを実行し ている 中にセ ッ ト ア ッ プの

特定部分をスク リ プ ト の特定セクシ ョ ンへ容易に関連付ける こ とができます。

SprintfBox (INFORMATION, "", " フ ァ イル : %s\n 行 :%ld";, 

 __FILE__, __LINE__);

パスはセ ッ ト ア ッ プの実行開始位置ではな く 、 フ ァ イルを コ ンパイルする場所である こ とにご注意 く だ さい。 必

要であれば、 2 番目のパラ メ ーターで  __FILE__ を使って ParsePath 関数を呼び出し、 完全修飾フ ァ イル名の正確な

部分を呼び出すこ と もできます。 下の部分コー ドはフ ァ イル名を抽出し て、 それを表示し ます。

ParsePath (svReturnString, __FILE__, FILENAME);

MessageBox (svReturnString, INFORMATION);

よ り完全で強力なデバッ グには、 InstallShield の [ ビルド ] メ ニューから [ デバッ グ ] を ク リ ッ ク し て [InstallScript 

デバッ ガー ] を利用し て く だ さい。 詳細については、 InstallScript デバッ ガーヘルプを参照し て く だ さい。

__LINE__
セ ッ ト ア ッ プのコ ンパイル中、 この予約された識別子は __LINE__ がある ソースフ ァ イル行の番号によ って置き換え

られます。 __LINE__  は数値定数が可能な場所であれば、 スク リ プ ト の任意の位置で指定する こ とができますが、 簡

単なデバッ グで  __FILE__  と共に利用する と便利です。 例えば、 下に示し たステー ト メ ン ト を構築し てテス ト 中に

ソースフ ァ イル内の有効な場所へコ ピーする こ と で、 セ ッ ト ア ッ プを実行し ている 中にセ ッ ト ア ッ プの特定部

分をスク リ プ ト の特定セクシ ョ ンへ容易に関連付ける こ とができます。

 SprintfBox (INFORMATION, "", " フ ァ イル : %s\n 行 :%ld", __FILE__, __LINE__);

よ り完全で強力なデバッ グには、 InstallShield の [ ビルド ] メ ニューから [ デバッ グ ] を ク リ ッ ク し て [InstallScript 

デバッ ガー ] を利用し て く だ さい。 詳細については、 InstallScript デバッ ガーヘルプを参照し て く だ さい。
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BASICMSI
BASICMSI スク リ プ ト 変数は基本の MSI プロジ ェ ク ト で定義されますが、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト と 

InstallScript プロジ ェ ク ト では定義されていないため、 ゼロ と評価されます。 

メ モ • BASICMSI はプ リ プロセ ッサ スイ ッ チではあり ません。 そのためこのスク リ プ ト 変数を使用し て、 再コ ンパ

イルせずに別のプロジ ェ ク ト タ イプで別の動作をするスク リ プ ト  コー ド を作成する こ とができます。

BASICMSI を使って、 異なるプロジ ェ ク ト の種類で別々の動作を行う単一のスク リ プ ト を書 く こ とができます。 そ

のためには次のよなコー ド をスク リ プ ト に含みます。 

if( BASICMSI ) then

// 基本の MSI プロジェ ク トのコード

else

//InstallScript MSI プロジェ ク ト または InstallScript プロジェ ク トのコード

endif;

INSTALLSCRIPTMSI
INSTALLSCRIPTMSI は InstallScript MSI や基本の MSI プロジ ェ ク ト では定義されていますが、 InstallScript プロジ ェ

ク ト では未定義と な り、 ゼロ評価し ます。

メ モ • INSTALLSCRIPTMSI はプ リ プロセ ッサ スイ ッ チではあり ません。 そのためこのスク リ プ ト 変数を使用し て、

再コ ンパイルせずに 2 つのプロジ ェ ク ト タ イプで別の動作をするスク リ プ ト  コー ド を作成する こ とができます。

INSTALLSCRIPTMSI を使って、 異なるプロジ ェ ク ト の種類で別々の動作を行う単一のスク リ プ ト を書 く こ とがで

きます。 そのためには次のよ う なコー ド をスク リ プ ト に含みます。 

if( INSTALLSCRIPTMSI ) then

//InstallScript MSI プロジェ ク ト または基本の MSI プロジ ェ ク ト のコード

else

//InstallScript プロジ ェ ク ト のコード ...

endif;

INSTALLSCRIPTMSIEEUI
INSTALLSCRIPTMSIEEUI 変数は、 InstallScript MSI イ ンス ト ールで InstallScript エンジンが埋め込みユーザー イ ン

ターフ ェ イス (UI) と し て使用されるかど うかを イ ンス ト ールの実行時に判別できるよ う に設定されます。 この実

装は、 新しいス タ イルの InstallScript UI と も呼ばれます。

InstallScript MSI イ ンス ト ールで InstallScript エンジンが埋め込みユーザー イ ン ターフ ェ イス (UI) と し て使用され

る場合、 INSTALLSCRIPTMSIEEUI は TRUE に設定されます。 埋め込みユーザー イ ン ターフ ェ イス ハン ド ラーが使

用されない場合、 この変数は FALSE に設定されます。

ヒ ン ト • InstallScript MSI イ ンス ト ールで InstallScript エンジンを埋め込みユーザー イ ン ターフ ェ イス (UI) と し て使

用する と きの情報については、 「InstallScript MSI イ ンス ト ールで InstallScript エンジンを外部または埋め込み UI ハ

ン ド ラーと し て使用する」 を参照し て く だ さい。
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INSTALLSCRIPTMSIEEUI を使って、 異なるユーザー イ ン ターフ ェ イスのス タ イルで別々の動作を行う単一スク リ

プ ト を作成する こ とができます。 そのためには次のよ う なコー ド をスク リ プ ト に含みます。 

if( INSTALLSCRIPTMSIEEUI ) then

// 新しいスタ イルの InstallScript MSI インス ト ールのコード

//( 埋め込み UI ハン ド ラーと しての InstallScript エンジン )...

else

// 従来スタ イルの InstallScript MSI インス ト ールのコード

//( 外部 UI ハン ド ラーと しての InstallScript エンジン )...

endif;

ISUS_PRODUCT_CODE
ISUS_PRODUCT_CODE 変数は、 初期化の時に PRODUCT_GUID が設定される読み取り専用のスク リ プ ト 変数です。

し たがって、 カス タ マイズし た場合は、 セ ッ ト ア ッ プを実行するたびにこのスク リ プ ト 変数を カス タ マイズする

必要があ り ます。 メ ンテナンス モー ドの間も同様です。

SERVICE_IS_PARAMS

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SERVICE_IS_PARAMS 変数は、 イ ンス ト ールの初期化中に ServiceInitParams への呼び出しによ って自動的に初期化

されます。

メ モ • InstallScript サービス関数は内部的に Windows API 関数 OpenSCManager、 CreateService、 または 

ChangeServiceConfig を呼び出し ます。 次の構造化された変数 SERVICE_IS_PARAMS のメ ンバーは、 これらの 

Windows API 関数に対応する引数を指定し ます。

• SERVICE_IS_PARAMS.lpMachineName

• SERVICE_IS_PARAMS.lpDatabaseName

• SERVICE_IS_PARAMS.dwDesiredAccess

• SERVICE_IS_PARAMS.dwServiceType

• SERVICE_IS_PARAMS.dwStartType

• SERVICE_IS_PARAMS.dwErrorControl

• SERVICE_IS_PARAMS.lpLoadOrderGroup

• SERVICE_IS_PARAMS.lpdwTagId

• SERVICE_IS_PARAMS.lpDependencies

• SERVICE_IS_PARAMS.lpServiceStartName

• SERVICE_IS_PARAMS.lpPassword

次の SERVICE_IS_PARAMS のメ ンバーは、 希望の状態に達するサービスを待っている間にイ ンス ト ーラーがどのよ

う に動作するかを制御し ます。 詳細については、 各メ ンバーの説明を参照し て く だ さい。

• SERVICE_IS_PARAMS.nWaitHintMin

• SERVICE_IS_PARAMS.nWaitHintMax

• SERVICE_IS_PARAMS.nStartServiceWaitCount
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• SERVICE_IS_PARAMS.nStopServiceWaitCount

SERVICE_IS_PARAMS スク リ プ ト 変数には次のメ ンバーがあ り ます。

テーブル 1 • SERVICE_IS_PARMS のパラ メ ーター

メ ンバー 説明

dwServiceType このメ ンバーは、 これらの定義済み定数に設定できます。

• SERVICE_WIN32_OWN_PROCESS

• SERVICE_WIN32_SHARE_PROCESS

• SERVICE_KERNEL_DRIVER

• SERVICE_FILE_SYSTEM_DRIVER

• SERVICE_ADAPTER

• SERVICE_RECOGNIZER_DRIVER

• SERVICE_INTERACTIVE_PROCESS

dwStartType このメ ンバーは、 これらの定義済み定数に設定できます。

• SERVICE_BOOT_START

• SERVICE_SYSTEM_START

• SERVICE_AUTO_START

• SERVICE_DEMAND_START

• SERVICE_DISABLED

dwErrorControl このメ ンバーは、 これらの定義済み定数に設定できます。

• SERVICE_ERROR_IGNORE

• SERVICE_ERROR_NORMAL

• SERVICE_ERROR_SEVERE

• SERVICE_ERROR_CRITICAL

nWaitHintMin 小 dwWaitHint 待機時間を ミ リ秒で指定し ます。 サービスが dwWaitHint を 

nWaitHintMin よ り小さ く 指定する と、 nWaitHintMin が代わり に待機時間と し て使用

されます。 これは、 サービスの開始と停止の両方に適用されます。

このメ ンバー変数のデフ ォル ト 値は 1000 (1 秒 ) で、 ServiceInitParams を呼び出すこ

とによ って設定されます。 サービスがどのよ う に dwWaitHint を設定するかは、

MDSN のマニュアルを参照し て く だ さい。
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追加情報

Windows API 関数の OpenSCManager、 CreateService、 ChangeServiceConfig についての詳細は、 Windows API マニュ

アルを参照し て く だ さい。

SERVICE_IS_STATUS

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

nWaitHintMax 大 dwWaitHint 待機時間を ミ リ秒で指定し ます。 サービスが dwWaitHint を 

nWaitHintMax よ り長 く 指定する と、 nWaitHintMax が代わり に待機時間と し て使用さ

れます。 これは、 サービスの開始と停止の両方に適用されます。

このメ ンバー変数のデフ ォル ト 値は 10000 (10 秒 ) で、 ServiceInitParams を呼び出す

こ とによ って設定されます。 サービスがどのよ う に dwWaitHint を設定するかは、

MDSN のマニュアルを参照し て く だ さい。

nStartServiceWaitCount サービスがタ イムアウ ト を開始する時間を秒で指定し ます。 この値を、 サービスが

意図し た状態に達し た、 し ないに関わらず、 これらの値を特定の値に変更し て、 一

定の間隔後強制的にイ ンス ト ーラーを停止するよ う に設定する こ とができます。

重要 • nWaitHintMax と異な り、 サービスが長い dwWaitHint を指定し た場合、 イ ンス

ト ーラーはこのパラ メ ーターの値に関係な く この待機を中断し ません。 し たがっ

て、 この値を ServiceInitParams で設定された INFINITE のデフ ォル ト 値から変更され

ないこ と をお勧めし ます。 代わり に nWaitHintMax を更新し て、 不必要な待機を防ぐ

よ う にし ます。

nStopServiceWaitCount サービスがタ イムアウ ト を停止する時間を秒で指定し ます。 この値を、 サービスが

意図し た状態に達し た、 し ないに関わらず、 これらの値を特定の値に変更し て、 一

定の間隔後強制的にセ ッ ト ア ッ プを停止するよ う に設定する こ とができます。 

重要 • nWaitHintMax と異な り、 サービスが長い dwWaitHint を指定し た場合、 イ ンス

ト ーラーはこのパラ メ ーターの値に関係な く この待機を中断し ません。 し たがっ

て、 この値を ServiceInitParams で設定された INFINITE のデフ ォル ト 値から変更され

ないこ と をお勧めし ます。 代わり に nWaitHintMax を更新し て、 不必要な待機を防ぐ

よ う にし ます。

テーブル 1 • SERVICE_IS_PARMS のパラ メ ーター ( 続き )

メ ンバー 説明
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ServiceGetServiceState を呼び出し た と き、 この構造化された変数はサービスについての ID 情報を戻し ます。 こ

のシステム変数は SERVICE_IS_STATUS タ イプで、 以下のメ ンバーを含みます :

テーブル 2 • SERVICE_IS_STATUS のパラ メ ーター

メ ンバー 意味

dwServiceType サービスの種類。 このメ ンバーには次の値のひとつが可能です。

• SERVICE_FILE_SYSTEM_DRIVER Ñ  サービスはフ ァ イル システ

ム ド ラ イバーです。

• SERVICE_KERNEL_DRIVER Ñ  サービスはデバイス ド ラ イバー

です。

• SERVICE_WIN32_OWN_PROCESS Ñ  サービスは独自のプロセス

で実行し ます。

• SERVICE_WIN32_SHARE_PROCESS Ñ  サービスは他のサービス

と プロセスを共有し ます。

サービス タ イプが  SERVICE_WIN32_OWN_PROCESS または 

SERVICE_WIN32_SHARE_PROCESS のどち らかの場合、 次の種類も

指定されます。

• SERVICE_INTERACTIVE_PROCESS— サービスはデスク ト ッ プ と

対話できます。

dwCurrentState サービスの現在の状態。 このメ ンバーには次の値のひとつが可能で

す。 

• SERVICE_CONTINUE_PENDING Ñ  サービス継続は保留です。

• SERVICE_PAUSE_PENDING Ñ  サービス一時停止は保留です。

• SERVICE_PAUSED Ñ  サービスは一時停止されています。

• SERVICE_RUNNING Ñ  サービスは実行中です。

• SERVICE_START_PENDING Ñ  サービスが開始し ます。

• SERVICE_STOP_PENDING Ñ  サービスは停止中です。

• SERVICE_STOPPED Ñ  サービスは実行し ていません。

dwWin32ExitCode サービスが開始または停止し たと きに発生するエラーをレポー ト す

る為に利用する Win32 エラーコー ド です。 サービス特有のエラー

コー ド を戻すためには、 サービスがこの値を 

ERROR_SERVICE_SPECIFIC_ERROR へ設定し て 

dwServiceSpecificExitCode メ ンバーがエラーコー ド を含むこ と を示

さ な く てはな り ません。 サービスが実行中で、 通常終了し た場合は

この値を  NO_ERROR に設定し ます。

dwServiceSpecificExitCode サービスが開始または停止された時にエラーが発生し た場合に戻

す、 サービス特有のエラーコー ド。 この値は dwWin32ExitCode メ ン

バーが  ERROR_SERVICE_SPECIFIC_ERROR に設定されていない限り

無視されます。
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dwControlAccepted の制御コー ド

このテーブルに、 dwControlAccept スク リ プ ト 変数で使用可能な制御コー ドの一覧を示し ます。

dwCheckPoint サービスが時間のかかる開始、 停止、 ポーズ、 または続行処理に間

にその進行状況をレポー ト するため、 定期的に増加させる値。 例え

ば、 ス ター ト ア ッ プの際に初期化の各段階を完了するご とにサービ

スはこの値を増加させます。 サービスでの処理を引き起こすユー

ザーイ ン ターフ ェ イスプログラムはこの値を利用し て、 時間のかか

る処理の 中にサービスの進行状況を追跡し ます。 サービスが開

始、 停止、 ポーズ、 または続行処理保留を持たない場合、 この値は

無効およびゼロです。 

dwWaitHint 増加された dwCheckPoint 値または dwCurrentState での変更点を

使って、 サービスが Windows API 関数 SetServiceStatus への次の呼

出を行う前に保留開始、 停止、 ポーズ、 または続行処理にかかる予

測される ミ リ秒単位の時間。 dwWaitHint が渡し た値と 

dwCheckPoint が指定し た時間が増加されていない場合、 または 

dwCurrentState が変更されなかった場合、 サービスコ ン ト ロールマ

ネージャーまたはサービスコ ン ト ロールプログラムはエラーが発生

し たものと見な し ます。

dwControlsAccepted コ ン ト ロールはサービスがそのハン ド ラー関数で受け取り並びに処

理するよ う コー ド し ます。 Windows API 関数 ControlServic でコ ン ト

ロールコマン ド を指定する こ と で、 ユーザーイ ン ターフ ェ イスは

サービスを制御する こ とができます。 デフ ォル ト で、 すべてのサー

ビスは SERVICE_CONTROL_INTERROGATE 値を受け付けます。

Table 3 に、 このメ ンバーで使用可能な制御コー ドのリ ス ト を示し

ます。

テーブル 3 • dwControlsAccepted の制御コー ド

制御コー ド 説明

SERVICE_ACCEPT_NETBINDCHANGE サービスは、 停止や再開する こ と な く バイ ン ド に変更を受け付け

る こ とができるネ ッ ト ワーク コ ンポーネン ト です。

この制御コー ドは、 サービスが 

SERVICE_CONTROL_NETBINDADD、

SERVICE_CONTROL_NETBINDREMOVE、

SERVICE_CONTROL_NETBINDENABLE、 そ し て 

SERVICE_CONTROL_NETBINDDISABLE 通知を受け取る こ と を可能

にし ます。

テーブル 2 • SERVICE_IS_STATUS のパラ メ ーター ( 続き )

メ ンバー 意味
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dwControlAccept の値は次の拡張制御コー ド を含むこ と も可能です。 これは Windows API 関数 

RegisterServiceCtrlHandlerEx と共に利用できるサービス ハン ド ラー関数によ ってのみサポー ト されています。

SERVICE_ACCEPT_PARAMCHANGE サービスは停止または再開する こ と な く ス ター ト ア ッ プパラ メ ー

ターを再び読み込むこ とが可能です。

この制御コー ドは、 サービスが 

SERVICE_CONTROL_PARAMCHANGE 通知を受け取る こ と を可能に

し ます。

SERVICE_ACCEPT_PAUSE_CONTINUE サービスはポーズや続行する こ とが可能です。

この制御コー ドは、 サービスが SERVICE_CONTROL_PAUSE およ

び SERVICE_CONTROL_CONTINUE 通知を受け取る こ と を可能にし

ます。

SERVICE_ACCEPT_SHUTDOWN サービスはシステムがシャ ッ ト ダウン し た と きに通知し ます。

この制御コー ドは、 サービスが SERVICE_CONTROL_SHUTDOWN 

通知を受け取る こ と を可能にし ます。 Windows API 関数 

ControlService はこの通知を送る こ とができないこ とに注意し て

下さい。 システムのみがこれを送る こ とができます。

SERVICE_ACCEPT_STOP サービスは停止する こ とが可能です。

この制御コー ドは、 サービスが SERVICE_CONTROL_STOP 通知を

受け取る こ と を可能にし ます。

テーブル 4 • dwControlAccept の拡張制御コー ド

制御コー ド 説明

SERVICE_ACCEPT_HARDWAREPROFILECHA

NGE

サービスはコ ンピ ューターのハー ド ウ ェ ア プロ フ ァ イルが変更さ

れた時に通知されます。 システムがサービスへ 

SERVICE_CONTROL_HARDWAREPROFILECHANGE 通知を送る こ と

を可能にし ます。

SERVICE_ACCEPT_POWEREVENT サービスはコ ンピ ューターのパワー状態が変更された時に通知さ

れます。 これはシステムがサービスへ 

SERVICE_CONTROL_POWEREVENT 通知を送る こ と を可能にし ま

す。

SERVICE_ACCEPT_SESSIONCHANGE Whistler の場合 : サービスはコ ンピ ューターのセ ッ シ ョ ン状態が変

更された時に通知されます。 これはシステムがサービスへ 

SERVICE_CONTROL_SESSIONCHANGE 通知を送る こ と を可能にし

ます。

テーブル 3 • dwControlsAccepted の制御コー ド ( 続き )

制御コー ド 説明
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SUITE_HOSTED

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SUITE_HOSTED 変数を使って、 InstallScript イ ンス ト ールが、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ール内の InstallScript パッ ケージ と し て実行されているかど うかを判別できます。

InstallScript イ ンス ト ールが、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内の InstallScript 

パッ ケージ と し て実行されている場合、 SUITE_HOSTED には、 ゼロ以外の値が設定されます。 SUITE_HOSTED 変

数にゼロが設定された場合、 InstallScript イ ンス ト ールは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ

ンス ト ール内にある InstallScript パッ ケージ と し て実行されていないこ と を意味し ます。 例 :

if SUITE_HOSTED then

// スイー ト / ア ドバンス ト UI またはア ドバンス ト UI インス ト ール内の 

// InstallScript パッケージと して実行されている

// InstallScript インス ト ールのコード

else

// スイー ト / ア ドバンス ト UI またはア ドバンス ト UI インス ト ール内の 

// InstallScript パッケージと してではな く 、 スタ ン ド アロンで実行されている

// InstallScript インス ト ールのコード

endif;
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 287



InstallScript Language Reference

定義済みのスク リ プ ト 変数
288 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

データ型および定義済み構造
データ型および定義済み構造
データ型

InstallScript では、 次のデータ型をサポー ト し ています。 一部のデータ型は大文字と小文字に関わらず利用できま

す :

テーブル 1 • データ型

データ型 説明

binary

BINARY

文字列変数で指定されたバイナリ データ を外部 DLL 関数に渡す、 または DLL 

関数から読み取る こ と を示し ます。 STRING または WSTRING データ型とは異な

り、 BINARY データ型が指定される と、 InstallScript エンジンはデータ を文字列

の文字と し て解釈せず、 データ型の変換または検証も行いません。 このため、

有効な文字列で構成されているかど うかに関わらずにバイナリ データ を渡すと

きに、 このデータ型が使用されます。

このデータ型は、 外部 DLL 関数のプロ ト タ イプでのみ使用できます。 このデー

タ型を変数イ ンス タ ンス と し て、 または非 DLL InstallScript 関数のパラ メ ー

ターと し て使用する と、 コ ンパイル エラー C8116 エラーが発生し ます。

標準 InstallScript 文字列を BINARY データ型を通し て渡すと、 文字列内の文字

が ASCII 文字と し て渡されます。 つま り、 有効な文字列の文字においてバイナ

リ型は STRING データ型に似ていますが、 WSTRING データ型とは異な り ます。

BOOL ブール値データ、 TRUE (1) または FALSE (0) のどち らか。 この種類の変数は、

指定値以外の値を格納するために使用できません。 C++ と同様に、 InstallScript 

ではゼロ以外の値を TRUE と評価し ます。 値がゼロの場合のみ、 FALSE と評価

されます。 通常は、 1 の値で真を示し ます。

char

CHAR

文字データ、 8 ビ ッ ト の単一符号付き文字。 スク リ プ ト に リ テ ラル文字がある

と、 一重引用符または二重引用符で囲まなければな り ません。 文字列に、 数字

の ASCII 値を割り当てる こ とができます。 char 変数を文字と し て表示するに

は、 書式指定子 “%c” を関数 SprintfBox と一緒に使用し ます。 char 変数の数値

を表示するには、 指定子 “%d” を使用し ます。

InstallScript の文字変数タ イプには符号が付きます。 し たがって、 拡張 ASCII 文

字は数値と し て解析される と負の数にな り ます。 この問題を回避するには、 数

値変数に値を割り当てます。 その後、 数値を解析する前に数値変数と値 255 を 

AND (&) で組み合わせます。

HWND ウ ィ ン ド ウのハン ドル。 HWND 変数タ イプには、 Windows で使用可能な他のタ

イプのハン ドルも格納できます。 HWND 変数は、 通常 CmdGetHwndDlg または 

GetWindowHandle 関数を使って初期化されます。 内部では HWND 変数が、 デー

タ型である NUMBER と同一です。

int

INT

数値型と同じ です。 便宜上、 用意されているだけです。
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LIST InstallScript リ ス ト へのポイ ン ター。 LIST 変数は、 常に ListCreate および 

ListDestroy 関数を使用し て初期化および初期化解除されます。 内部では LIST 

変数が、 データ型である NUMBER と同一です。

long

LONG

NUMBER 型と同等。 便宜上、 用意されているだけです。

LPSTR POINTER 型と同等。 便宜上、 用意されているだけです。

詳細については、 「ポイ ン ター」 を参照し て く だ さい。

LPWSTR WPOINTER 型と同等。 便宜上、 用意されているだけです。

詳細については、 「ポイ ン ター」 を参照し て く だ さい。

number

NUMBER

署名済み 4 バイ ト 整数。 Number は、 数値データ を格納するのに推奨される

データ型です。 他のプログラ ミ ング言語で使用される LONG 変数タ イプ と類似

し ています。 -2,147,483,648 から +2,147,483,647 までの間の値を格納できます。

InstallScript のすべての数値データ型は、 NUMBER 変数タ イプに相当し ます。

object

OBJECT

COM オブジ ェ ク ト へのリ フ ァ レンス。 リ フ ァ レンスは、 CreateObject 関数に

よ って戻され、 set キーワー ド を使用し てオブジ ェ ク ト 変数に割り当てられま

す。

pointer

POINTER

データへのポイ ン ター。 文字列変数へのポイ ン ターの場合、 ポイ ン ト 先のデー

タは ANSI 文字列です。 ポイ ン ター変数は、 通常 (&) 演算子のア ド レスを使用

し て初期化され、 変数のア ド レスをポイ ン ターの変数に割り当てます。

詳細については、 「ポイ ン ター」 を参照し て く だ さい。

short

SHORT

NUMBER 型と同等。 便宜上、 用意されているだけです。

テーブル 1 • データ型 ( 続き )

データ型 説明
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string

STRING

Unicode 文字の配列 (1 文字につき 2 バイ ト )。 C++ 言語内の文字配列に類似し

ている文字列変数は NULL で終了し ます。 ただ し、 InstallShield では、 同一文字

列変数内で複数の NULL で終了する文字列を使用できません。 文字列変数は、

高 65,535 までの文字数を明示し て宣言できます。 サイズを明示し ないで宣言

された文字列変数は、 InstallShield によ って自動的にサイズが決定されます。

セ ッ ト ア ッ プ内での文字列の連結は、 連結演算子であるプ ラス記号 (+) を使用

し て実行し ます。 連結する文字列は、 以下のステー ト メ ン ト のよ う に、 演算子

の両側にオペラ ン ド と し て配置されます。 演算子は、 szFirstName の値に 

szLastName の値を追加し て、 結果と し て作成される文字列を szFullName に割

り当てます。

szFullName = szFirstName + szLastName;

文字列変数を表示するには、 SprintfBox 関数を書式指定子 “%s” と一緒に使用す

るか、 MessageBox 関数を使用し ます。

メ モ • InstallScript コー ド内で STRING と し て文字列変数を宣言できます。

InstallScript コー ド内でこの方法で宣言された文字列変数は、 文字列テーブルで 

Unicode 文字列と し て格納されます。 ただ し、 InstallScript コー ド外部で渡され

る構造体で Unicode 文字列を格納する場合 ( た と えば DLL 関数 )、 InstallScript 

コー ド内で構造メ ンバーと し て文字列を宣言する と きに、 WSTRING 型を使用

し な く てはならない場合があり ます。 詳細については、 「データ構造体」 を参

照し て く だ さい。

variant

VARIANT

文字、 文字列、 数値、 オブジ ェ ク ト 参照など、 任意の種類のデータ。 可能な限

り他のデータ タ イプを使用する こ とが推奨されます。 VARIANT データ タ イプ

は、 例の様にスク リ プ ト 定義関数の宣言で配列を引数と し て扱う場合にのみ使

用し ます。

prototype number AverageValue( variant );

function OnBegin()

number nAverage , nArray(10);

begin

/* こ こへ要素を配列 . するための値を割り当てます。 */

/* 関数に配列を渡します。 */

nAverage = AverageValue( nArray );

end;

VARIANT データ型をデータ構造内で定義する こ とはできません。

テーブル 1 • データ型 ( 続き )

データ型 説明
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メ モ • InstallScript には、 符号な しのデータ型や浮動ポイ ン ト データ型はあ り ません。

void

VOID

void 編集を void と言う タ イプで宣言できない点で、 本当のデータ タ イプ とは

言えません。 void は関数プロ ト タ イプでのみ利用され、 次に示す例の様に関数

が値を戻さ ないこ と を示し ます。

prototype void Subroutine(int);

function void Subroutine(int);

begin

// 処理を行う、 しかし

// 値を戻さない

end;

wpointer

WPOINTER

文字列データへのポイ ン ター。 Unicode 文字列データへのポイ ン ターが必要な

と き以外は、 常に POINTER 型を使用する必要があ り ます。 ポイ ン ター変数は、

通常 (&) 演算子のア ド レスを使用し て初期化され、 変数のア ド レスをポイ ン

ターの変数に割り当てます。

詳細については、 「ポイ ン ター」 を参照し て く だ さい。

wstring

WSTRING

STRING  と同じ ですが、 STRING と違ってワイ ド文字列引数または Unicode 文

字列引数が必要な DLL 関数呼び出しの宣言に使用できる点が異な り ます。 例 : 

prototype long Kernel32.GetWindowsDirectoryW(BYREF wstring, int);

次の例のよ う に、 WSTRING 引数で文字列変数を渡すこ とができます。 例 :

wstring svWinDir;

...

GetWindowsDirectoryW(svWinDir, 1024);

メ モ • InstallScript コー ド内で STRING と し て文字列変数を宣言できます。

InstallScript コー ド内でこの方法で宣言された文字列変数は、 文字列テーブルで 

Unicode 文字列と し て格納されます。 ただ し、 InstallScript コー ド外部で渡され

る構造体で Unicode 文字列を格納する場合 ( た と えば DLL 関数 )、 InstallScript 

コー ド内で構造メ ンバーと し て文字列を宣言する と きに、 WSTRING 型を使用

し な く てはならない場合があり ます。 詳細については、 「データ構造体」 を参

照し て く だ さい。

テーブル 1 • データ型 ( 続き )

データ型 説明
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定義済み構造

InstallScript では、 次の事前定義構造をサポー ト し ています。

テーブル 2 • 定義済み構造

定義済み構造 説明

_FONTFILEINFO これは、 OnInstalledFontFile および OnUninstallingFontFile イベン ト  ハン ド

ラーに渡されるデータ構造です。 次のメ ンバーを持ちます :

• string szFileName[_MAX_PATH]— システム上にイ ンス ト ールされる フ ォ

ン ト  フ ァ イルへの完全パス

• string szFaceName[_MAX_PATH]— イ ンス ト ールされる フ ォ ン ト の

フ ェース名 (InstallShield でフ ォ ン ト  フ ァ イルの名前を指定する場合 )

構造内の情報は、 イベン ト  ハン ド ラーが使用できるよ う にイベン ト  ハン

ド ラーに渡されます。 その後、 構造の値がイ ンス ト ールで使用されます。

このため、 構造メ ンバーを変更し ても イ ンス ト ールには影響し ません。

_LAAW_PARAMETERS このデータ構造のメ ンバーのリ ス ト 、 その使用目的、 並びに利用可能な値

については、 LAAW_PARAMETERS を参照し て く ださい。

_SERVICE_IS_PARAMS このデータ構造のメ ンバーのリ ス ト 、 その使用目的、 並びに利用可能な値

については、 SERVICE_IS_PARAMS を参照し て く ださい。

_SERVICE_IS_STATUS このデータ構造のメ ンバーのリ ス ト 、 その使用目的、 並びに利用可能な値

については、 SERVICE_IS_STATUS を参照し て く ださい。

ISURL_COMPONENTS URL の構成要素と なる部分を含むデータ構造です。 この構造は、 Windows 

API 構造 URL_COMPONENTS に類似し ます。 この構造の使用例について

は、 ParseUrl を参照し て く だ さい。 この構造には次のメ ンバーが含まれま

す。

• szScheme— スキーム名を含む文字列値。

• nInternetScheme— イ ン ターネ ッ ト プロ ト コルスキームを示す数値。

これは HTTPS には 4 と等し く 、 HTTP では 3 と等し く な り ます。

• szUserName— ユーザー名を含む文字列値。

• szPassword— パスワー ド を含む文字列値。

• szHostName— ホス ト 名を含む文字列値。

• nInternetPort— ポー ト 番号。

• szUrlPath—URL パスを含む文字列値。

• szExtraInfo— その他の情報を含む文字列値 ( 例えば、 ?something また

は #something)。

PROCESS_INFORMATION このデータ構造のメ ンバーのリ ス ト 、 その使用目的、 並びに利用可能な値

については、 LAAW_PROCESS_INFORMATION を参照し て く だ さい。
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Arrays
InstallScript データ型はいずれも配列と し て宣言し て使用できます。 変数を配列と し て宣言するには、 宣言の変数

名をかっ こ を括り、 かっ この中には配列サイズを指定する こ とができます。 次の例は nArray を 10 NUMBER 要素

を含む配列と し て宣言し ています。

NUMBER nArray(10);

配列サイズを宣言し ない場合は、 次のよ う にな り ます。

NUMBER nArray();

配列サイズは 0 にデフ ォル ト の設定されます。 スク リ プ ト の配列のサイズを変更するには、 Resize 演算子を使用

し ます。 配列のサイズを取得するには、 SizeOf オペレータ を使用し ます。

次の構文を使って、 配列要素に値を割り当てます。

構文

< 配列変数名 >(< 配列インデッ クス >) = < 値 >;

例 :

nArray(0) = 1; /* 配列インデッ クス作成は 0 で開始します。 */

nArray(5) = 17;

配列を引数とするスク リ プ ト 定義の関数を宣言する と きは、 次に示すよ う に、 配列をパラ メ ーターデータ型と し

て使用し ないで く だ さい。

prototype NUMBER AverageValue ( NUMBER() ); /* これはコンパイルされません。 */

代わり に、 以下のよ う に VARIANT データ型を使用し ます。

prototype NUMBER AverageValue( VARIANT );

function OnBegin()

NUMBER nAverage, nArray(10);

begin

/* こ こへ要素を配列 . するための値を割り当てます。 */

/* 関数に配列を渡します。 */

nAverage = AverageValue( nArray );

end;

定数データ
定数は、 定義された値を持つデータ項目です。 InstallShield では 2 つのタ イプの定数をサポー ト し ます。

STARTUPINFO このデータ構造のメ ンバーのリ ス ト 、 その使用目的、 並びに利用可能な値

については、 LAAW_STARTUPINFO を参照し て く だ さい。

テーブル 2 • 定義済み構造 ( 続き )

定義済み構造 説明
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• TRUE や RESET などの 事前定義定数 は InstallScript の一部です。 これらの定数はビル ト イ ン関数の関数パラ

メ ーターや戻り値に使用され、 スク リ プ ト で定義し直すこ とはできません。 定義済みの定数を再定義し よ う

とする と コ ンパイ ラエラーが発生し ます。

• ユーザー定義定数は各スク リ プ ト に対し、 プログラマーが必要に応じ て宣言し ます。 ユーザー定義定数は

初に宣言し た後で再定義できますが、 通常はあま り いいプログラ ミ ング方法ではあり ません。

ユーザー定義定数は、 #define プ リ プロセ ッサステー ト メ ン ト を使って宣言し ます。 (InstallScript では、 C++ 言語で

サポー ト し ているよ う な const キーワー ド を変数宣言に使用できません。 ) 文字列定数は引用符で括り ます。 数値

の定数は引用符を使わず、 数字だけを含みます。 宣言された文字列定数は、 文字列リ テラルが使用できる場所で

あればど こでも使用できます。 同様に、 数値定数も、 数値リ テラルが使用できる場所であればど こ でも使用でき

ます。

次の例では、 文字列定数と数値定数を宣言し ます。

#define COMPANY_NAME "Example_Company"

#define MAXCOUNT  1000

定数名は、 InstallScript 識別子規則に従う必要があ り ます。 規則では、 定数識別子はすべて大文字で作成し ます。

InstallScript の定義済み定数はこの規則に従います。

データ構造体
データ構造は、 メ ンバーと呼ばれる論理的に関連付けられた変数で構成される名前付きのデータ アイテムです。

多 く のプログラム言語では、 データ構造体はレ コー ド と呼ばれ、 レ コー ド内の変数はフ ィ ールド と呼ばれます。

InstallScript のデータ構造体はその形式と機能の点で C に類似し ています。 これには様々なデータ タ イプのメ ン

バーを含むこ とができ、 データ構造体内のメ ンバーはメ ンバー演算子 (.) を利用し て直接参照する こ とができま

す。

データ構造体の定義

データ構造体を定義するには、 キーワー ド typedef を使ってデータ構造の名前を使って追跡し ます。 構造内の

フ ィ ールドは begin...end ブロ ッ ク内で定義し な く てはな り ません。 下の例では、 EMPLOYEE と呼ばれる構造を定

義し ています。 EMPLOYEE のデータ構造には 3 つの変数 ( 従業員の名前の文字列変数、 従業員の部署の文字列、

および従業員の内線番号の数値変数 ) が含まれます。

typedef EMPLOYEE

begin

STRING szName[50];

STRING szDepartment[50];

NUMBER nExtension;

end;

データ構造を定義する と きは、 実際は新しいデータ型を定義し ています。 プログラム内のデータ構造を利用利す

るには、 まずその種類の変数を宣言し な く てはな り ません。 そのためには、 定義されたデータ構造の名前をデー

タ型と し て利用し、 次に識別子を続けます。 下の例では、 EMPLOYEE 型の変数を作成し ます。

EMPLOYEE structEmployee;

構造変数のメ ンバーを参照するには、 メ ンバー演算子 (.) を使用し ます。 ). 下の例では、 リ テ ラル値が 

structEmployee の各メ ンバーに割り当てられています。

 structEmployee.szName = "I. S. Coder";

 structEmployee.szDepartment = " 開発 ";

 structEmployee.nExtension = 555;
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制限

構造体には次の制限が適用されます :

• 代入演算子を使って newstruct = struct1 の様に、 ある構造の内容を別の構造へ割り当てる こ とはできません。

その代わり、 一要素づつ構造を コ ピーし な く てはな り ません。

• InstallScript のオー ト サイズ機能は typedef ステー ト メ ン ト では使用できないため、 構造内ですべての STRING 

宣言のサイズを指定し て く だ さい。

• 関数の内部で構造を宣言する こ とはできません。

• 構造内で BYREF 演算子を利用する こ と も、 また BYREF 演算子を使って宣言し たパラ メ ーターの構造番号を

渡すこ と もできません。 ユーザー定義関数のユーザー定義構造の番号を変更するには、 ポイ ン ターを構造へ

パス し てから 構造ポイ ン ター演算子 (->) を使って関数内のデータへアクセス し ます。

• ポイ ン ターへデータ構造のア ド レスが割り当てられる前にこれを参照する と、 ラ ン タ イムエラーが発生し ま

す。

構造体における Unicode サポー ト

InstallScript の構造体には、 文字列、 ポイ ン ター、 その他の構造体をはじめとする任意の基本データ タ イプを含め

る こ とができます。 構造体に Unicode 文字列を含む必要があり、 その構造体が外部 DLL に渡される場合、

InstallScript エンジンはその構造内の文字列メ ンバー タ イプを区別し て、 構造体サイズと メ ンバー オフセ ッ ト を正

し く 計算し ます。 Unicode と し て保存し て渡す必要がある文字列メ ンバーは、 WSTRING タ イプを使って宣言でき

ます。

Unicode 文字列が STRING 型で宣言し て、文字列を構造内で使用する と、InstallScript エンジンはその文字列を外部 

DLL に渡すと きに ANSI と し て処理し ます。 その結果、 構造体のサイズと メ ンバーのオフセ ッ ト に誤りが生じ る こ

とがあ り、 DLL がその構造体に関連するデータの読み取り または書き込みが正し く 行われません。

構造体のポイ ン ター メ ンバーは、 WPOINTER と し て宣言できます。 これによ って、 構造体で Unicode 文字列への

ポイ ン ターを格納できます。

例

C と同様に、 InstallScript ではデータ構造のネス ト や埋め込みが可能です。 例えば、 長方形の左上と右下の座標を

定義づけるのに利用できる構造を作成する こ とにし ます。 各座標は 2 つの座標 (x 値と y 値 ) を持ちます。 4 つの

メ ンバー ( 左上の角の位置 x と ｙ  、 そし て右下の角の位置 ｘ  と ｙ ) から成る構造を定義する こ とができます。

しかし、 各 ｘ  と ｙ  ペアが論理単位であるため、 縦横の位置を定義する 2 つのメ ンバーを もつ POINT と呼ばれる

構造をまず定義づける場合もあ り ます。 その場合、 POINT 型の 2 つのメ ンバーを含む RECT と呼ばれる構造を定

義づける こ とができます。 POINT のひとつは左上の座標、 そ し ても う ひとつは右下の座標を定義づけます。 これ

ら 2 つの構造体は次の通り です :

// ポイン ト構造を定義します。

typedef POINT

begin

SHORT nX;

SHORT nY;

end;

// ネス ト されたポイン ト 構造を使って長方形構造を定義づけます。

typedef RECT

begin

POINT UpperLeft;

POINT LowerRight;
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end;

構造へのポイ ン ターによ って構造が参照される と き、 構造ポイ ン ター演算子 ( -> ) を使って構造メ ンバーを指定し

な く てはな り ません。 下の例では、 RECT 型の変数が宣言され構造へのポイ ン ターが宣言された後、 RECT 変数の

ア ド レスがポイ ン ターへ割り当てられます。 後に、 構造ポイ ン ター演算子を使って各メ ンバーを 0 に初期化し

ます。

RECT Rectangle;

RECT POINTER pRect;

pRect = &Rectangle;

pRect->UpperLeft.nX = 0;

pRect->UpperLeft.nY = 0;

pRect->LowerRight.nX = 0;

pRect->LowerRight.nY = 0;

次のスク リ プ ト では、 構造ポイ ン ター、 ネス ト 構造、 および構造ポイ ン ター演算子を使って修飾参照する構造ポ

イ ン ターについて、 よ り完成されたデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

// 構造体を使ってポイン ト を定義します。

typedef POINT

begin

SHORT nX;

SHORT nY;

end;

// ネス ト構造を使って長方形を定義づけます。

typedef RECT

begin

POINT UpperLeft;

POINT LowerRight;

end;

// 長方形構造変数を宣言します。

RECT Rectangle;

// RECT 構造へポイン ターを定義します。

RECT POINTER pRect;

// 構造内容を表示するよ う関数を宣言します。

prototype ShiftRectBy2(RECT POINTER);

. を参照して く ださい。 を参照して く ださい。

// 長方形構造へのポイン ターを取得します。

pRect = &Rectangle;

// 長方形を定義するポイン ト を定義します。

pRect->UpperLeft.nX = 100;

pRect->UpperLeft.nY = 400;

pRect->LowerRight.nX = 200;

pRect->LowerRight.nY = 100;

// ShiftRectBy2 を呼び出す前にポイン ト x 値と ｙ  値を表示します。

SprintfBox (INFORMATION,

 "BEFORE calling ShiftRectBy2",

 "pRect->UpperLeft.nX = %d\n" +

 "pRect->UpperLeft.nY = %d\n" +

 "pRect->LowerRight.nX = %d\n" +
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 "pRect->LowerRight.nY = %d\n",

 pRect->UpperLeft.nX,

 pRect->UpperLeft.nY,

 pRect->LowerRight.nX,

 pRect->LowerRight.nY

 );

// 長方形を上方向へ 2、 右方向へ 2 シフ ト させます。

ShiftRectBy2(pRect);

// ShiftRectBy2 を呼び出した後にポイン ト  x 値と ｙ  値を表示します。

SprintfBox (INFORMATION,

 "AFTER calling ShiftRectBy2",

 "pRect->UpperLeft.nX = %d\n" +

 "pRect->UpperLeft.nY = %d\n" +

 "pRect->LowerRight.nX = %d\n" +

 "pRect->LowerRight.nY = %d\n",

 pRect->UpperLeft.nX,

 pRect->UpperLeft.nY,

 pRect->LowerRight.nX,

 pRect->LowerRight.nY

 );

// 長方形シフ ト関数を定義します。

function ShiftRectBy2(pR)

begin

pR->UpperLeft.nX = pR->UpperLeft.nX + 2;

pR->UpperLeft.nY = pR->UpperLeft.nY + 2;

pR->LowerRight.nX = pR->LowerRight.nX + 2;

pR->LowerRight.nY = pR->LowerRight.nY + 2;

end;

言語識別子
InstallShield は Windows がサポー ト するすべての言語に対応する言語定数を提供し ます。 しかし、 これらの定数の

ほとんどは言語特定のコ ンポーネン ト の指定や、 言語フ ィ ルタ リ ングでサポー ト されていません。

InstallScript 定数は次の状況で利用する こ とが可能です。

FeatureFilterLanguage のパラ メ ーター

InstallScript 言語定数は関数 FeatureFilterLanguage への 2 番目のパラ メ ーターと し て利用する こ とができます。 こ

の状況では、 言語定数はどのフ ァ イルを フ ィ ルターするのか、 あるいはフ ィ ルターを解除するのかを指定し ます。

これには、 サポー ト されている言語テーブル で一覧と なっているサポー ト されている言語定数のみを利用し て く

ださい。 サポー ト されていない言語用のコ ンポーネン ト はメ デ ィ アのビルド中にフ ィ ルタ ( 除外 ) され イ ンス

ト ールされていない為、 サポー ト されていない言語定数を コ ンポーネン ト のフ ィ ルタ リ ングに利用し ても効果は

得られません。

GetSystemInfo の戻り値

言語定数は、 nItem パラ メ ーターで定数 LANGUAGE と共に呼び出し た場合、 関数 GetSystemInfo が nvResult に戻

す値と し て利用されます。 Windows はすべての言語定数をサポー ト するので、 この状況では ISRTDefs.h に リ ス ト

されている言語定数はどれでも利用する こ とができます。
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メ モ • これらの戻り値に基づいた言語のフ ィ ルタ リ ングを含むイ ンス ト レーシ ョ ンの場合、 switch ステー ト メ ン ト

を使って、 この関数によ って戻される定数を言語フ ィ ルタ リ ングでサポー ト されている定数の 1 つに変換する必

要があ り ます。

言語定数リ フ ァ レンス

InstallShield でサポー ト されている言語定数の完全な リ ス ト 、 そ し て対応する数値については ISRTDefs.h フ ァ イル

を参照し て く ださい。 このフ ァ イルは InstallShield Program Files フ ォルダー内、 Script\Include フ ォルダーにあり ま

す。

サポー ト されている言語と InstallScript の定義済み定数のリ ス ト は、 InstallScript の言語サポー ト  をご覧 く だ さい。

メ モ • セ ッ ト ア ッ プがメ ッ セージやプロンプ ト を表示するのに利用する言語は、 システム変数 

SELECTED_LANGUAGE に格納されています。

セ ッ ト ア ッ プの初期化中にエン ド ユーザーがイ ンス ト ール言語を選択する言語選択ダイアログが複数言語イ ンス

ト ールで利用される と き、 言語ダイアログは対応する Windows の名前を表示し ます。 なぜなら、 これらの名前は 

Windows によ って生成され、 イ ンス ト ールが実行される Windows のバージ ョ ンにローカ ラ イズされるためです。

ポイ ン ター
ポイ ン ターとは別の変数のア ド レスを含む変数です。 ポイ ン ターを宣言するには、 以下の 2 つのサンプル コー ド

で示されるよ う に、 キーワー ド POINTER または WPOINTER を使って、 変数名を続けます :

POINTER pPointerName;

WPOINTER pWPointerName;

データ構造のメ ンバーへアクセスするのに利用するポイ ン ターを宣言するには、 キーワー ド POINTER または 

WPOINTER の前に構造タ イプを配置し ます :

typedef RECT

begin

SHORT sX;

SHORT sY;

end;

RECT Rectangle;

RECT POINTER pRect;

ア ド レス演算子 (&) を利用し て変数のア ド レスをポイ ン ター変数へ割り当てます :

pPointerName = &MyStructure;

pNum = &nvNumber;

pString = &svString;

構造へのポイ ン ターをパラ メ ーターと し て扱う関数を定義する際、 以下に示し た通り、 関数プロ ト タ イプで 構造

名を POINTER または WPOINTER と共に利用し て下さい : 構造へのポイ ン ターをそのパラ メ ーターと し て指定する

関数プロ ト タ イプは、 いづれも構造宣言の後に宣言し な く てはならない点に注意し て く だ さい。

 typedef RECT

begin

SHORT sX;
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SHORT sY;

end;

RECT Rectangle;

RECT POINTER pRect;

prototype SizeRectangle(RECT POINTER);

. を参照して く ださい。 を参照して く ださい。

pRect = &Rectangle;

SizeRectangle(pRect);

. を参照して く ださい。 を参照して く ださい。

function SizeRectangle(pRectangle)

begin

pRectangle->sX = 10;

pRectangle->sY = 5;

end;

文字列へのポイ ン タ を InstallScript コー ド外部で実装される関数に渡す

InstallScript コ ンパイ ラーでは、 Unicode または ANSI 文字列へのポイ ン ターをスク リ プ ト 外部で実装される関数に

渡すこ とができます。 た と えば、 文字列へのポイ ン ターをパラ メ ーターで受け付ける DLL 関数を呼び出す場合、

C または C++ 言語で DLL 関数のプロ ト タ イプは以下のよ う にな り ます :

void __stdcall MyDllFunction(LPCSTR pszString);

InstallScript では、 関数は以下のよ う にプロ ト タ イプ化されます :

prototype DLL.MyDllFunction(POINTER);

ア ド レス演算子 (&) を使って関数を呼び出し て、 ポイ ン ターを文字列に渡すこ とができます :

DLL.MyDllFunction(&myString);

スク リ プ ト  エンジンがこの関数呼び出し を行う と き、 文字列 myString 内のデータはポイ ン ター値を通し て 

MyDllFunction に渡されます。 MyDllFunction は、 myString に含まれる文字列の ANSI 表記へのポイ ン ターを受け取

り ます。

ポイ ン ター型 WPOINTER ( またはオプシ ョ ンで、 wpointer または LPWSTR) を使って、 Unicode 文字列へのポイ ン

ターをスク リ プ ト 外部に渡すこ とができます。 た と えば、 DLL が Unicode 文字列を使用する場合、 C または C++ 

言語でそのプロ ト タ イプを以下のよ う に変更できます :

void __stdcall MyDllFunction(LPCWSTR pszString);

InstallScript では、 Unicode 文字列を使用する DLL へ Unicode 文字列ポイ ン ターを渡すために必要な変更は、 プロ

ト タ イプだけです。 これには、 以下のとお り WPOINTER 型が含まれます :

prototype DLL.MyDllFunction(WPOINTER);

実行中のスク リ プ ト で DLL 関数が呼び出される と、 エンジンは ANSI バージ ョ ンではな く 、 myString に格納され

ている文字列の Unicode のコ ピーへのポイ ン ターを渡し ます。
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ポイ ン ターの代わり に STRING および WSTRING を使用する

ほとんどの場合、 文字列を外部 DLL 関数に渡す場合にポイ ン ターは不要です。 STRING および WSTRING 型を 　

POINTER または WPOINTER の位置で使用する こ とができます。 DLL 関数が ANSI 文字列を受け付ける場合、

STRING 型を使用し ます。 DLL 関数が Unicode 文字列を受け付ける場合、 WSTRING 型を使用し ます。 BYREF およ

び BYVAL を使って、 外部 DLL 関数による変更が可能な文字列または変更が不可能な文字列を渡すこ とができま

す。

し たがって、 関数に以下のプロ ト タ イプを使用する と、 値またはリ フ ァ レンス ( 必要に応じ てプロ ト タ イプを 

BYREF に変更 ) によ って ANSI 文字列が渡されます。

prototype DLL.MyDllFunction(byval string);

パラ メ ーター型を BYVAL WSTRING  に変更する と、 ANSI バージ ョ ンの代わり に文字列の Unicode バージ ョ ンを渡

すこ とが可能と な り ます。
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変数データ
変数とは、 プログラムの実行中にその値を変更する こ とのできる名前が付けられたデータ項目です。

変数宣言

フ ォーマ ッ ト

変数は次のフ ォーマ ッ ト で宣言し な く てはな り ません :

data_type VariableName1[, VariableName2 [,...]];

規則

変数宣言は次の規則に従わな く てはな り ません :

• 変数命は 大 32 文字が可能です。 

• 複数の変数名を単一の宣言で指定する場合、 名前はコ ンマで区切らな く てはな り ません。 

• 各変数宣言の終わり にはセ ミ コ ロンを付けな く てはな り ません。

注意 • InstallScript 変数と関数の名前は大文字と小文字を区別し ます。 例えば、 svItemCounter  は svITEMCOUNTER 

と同じ です。

変数宣言の例

次の例では、 7 つの変数が宣言されます。 後の宣言は 3 つの数値変数を作成し ます。

BOOL bValidEntry;

LONG lPopulation;

// 文字列のサイズは明示されます

STRING szUserName[128];

// 文字列はオー ト サイズ化されます

STRING szMessage;

NUMBER nFileSize, nDirSize, nDiskSpace;

文字列変数の宣言

サイズを明示し て、 または明示せずに文字列変数を宣言する こ とができます。 サイズを明示せずに宣言された文

字列変数は、 割り当てられた値を受け入れるよ う にセ ッ ト ア ッ プの 中に自動的にサイズが調整されます。 文字

列サイズを 明示的に宣言し な く てはならない外部関数 (DLL または Windows API) へ渡される文字列変数以外、 す

べての文字列変数にはオー ト サイズの利用を推奨し ます。 文字列の 大文字制限は 65534 です。

グローバル変数と ローカル変数の違い
変数はグローバル変数、 またはローカル変数のいずれかです :
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• メ イ ンプログラムブロ ッ ク以外、 また関数の外で宣言されていれば、 それはグローバル変数です。 グローバ

ル変数は、 その宣言に続 く セ ッ ト ア ッ プスク リ プ ト のすべてのステー ト メ ン ト で利用する こ とができます。

• 関数宣言と その関数内のキーワー ド begin の間で宣言されていれば、 それはローカル変数です。 ローカル変数

は、 それが宣言された関数の中でのみ利用する こ とが可能です

プロジ ェ ク ト • InstallScript イベン ト は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト と マージモジュールプロジ ェ ク ト では使用され

ていません。 し たがって、 これらのプロジ ェ ク ト タ イプのすべての InstallScript コー ド を InstallScript カス タムア

クシ ョ ンに書き込む必要があ り ます。 グローバル変数は、 これらのカス タム アクシ ョ ンが起動されたと きの状態

を共有し ません。

メ モ • InstallScript システム変数はグローバル変数なので、 メ イ ンプログラム及びスク リ プ ト のすべての関数で有

効です。

次の例では、 変数 nVisibleEverywhere はスク リ プ ト 中の任意のステー ト メ ン ト によ って参照する こ とができます。

変数 nVisibleOnlyToFunctions は関数によ ってのみ参照する こ とができます。 nVisibleOnlyToSecondFunction はメ イ

ンプログラム、 あるいは FirstFunction によ って参照する こ とができません。 変数 szString は FirstFunction のロー

カル変数です。

prototype FirstFunction();

prototype SecondFunction();

NUMBER nVisibleEverywhere;

. を参照して く ださい。 を参照して く ださい。

nVisibleEverywhere = 10;

FirstFunction();

SecondFunction();

. を参照して く ださい。 を参照して く ださい。

NUMBER nVisibleOnlyToFunctions;

function FirstFunction()

STRING szString;

begin

szString = "FirstFunction のローカル ";

nVisibleOnlyToFunctions = 20;

end;

NUMBER nVisibleOnlyToSecondFunction;

function SecondFunction()

begin

nVisibleOnlyToSecondFunction = 30;

end;
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スク リ プ ト 内の識別子は固有でな く てはな り ませんが、 ローカル変数とグローバル変数は同じ名前を共有する こ

と、 またある関数が別の関数でローカル変数と し て宣言されている同じ名前を使ってローカル変数を宣言する こ

と も可能です。 これらの例外は、 InstallShield が関連付けられる関数に基づいてローカル変数名を認識する為に許

可されています。 下の例では、 グローバル変数 szVal は同じ名前のローカル変数を持つ AFunction の動作による影

響を受けません。 関数 MessageBox は文字列はグローバル変数 szVal へ割り当てられた値 “YES” を表示し ます。

STRING szVal;

prototype AFunction();

. を参照して く ださい。 を参照して く ださい。

szVal = "YES";

AFunction();

MessageBox(szVal, INFORMATION);

. を参照して く ださい。 を参照して く ださい。

function AFunction()

STRING szVal;

begin

szVal = "NO";

end;

関数定義内のパラ メ ーター名はローカル変数とみな されます。 グローバル変数が、 そのパラ メ ーターが同じ名前

のグローバル変数を持つ関数へ渡された と き、 そのグローバル変数の値が変更される こ とはあり ません ( 関数プ

ロ ト タ イプでパラ メ ーターを BYREF 演算子を使って指定し た場合を除 く )。 次の例では、 AFunction はグローバル

変数 szVal 上に影響を与えません。 スク リ プ ト は文字列 “YES” を表示し ます。

STRING szVal;

prototype AFunction(STRING);

. を参照して く ださい。 を参照して く ださい。

szVal = "YES";

AFunction(szVal);

MessageBox(szVal, INFORMATION);

. を参照して く ださい。 を参照して く ださい。

function AFunction(szVal)

begin

szVal = "NO";

end;

文字列変数
文字列変数に関する情報については、 次の ト ピ ッ ク を参照し て く だ さい。

• 文字列索引作成

• 文字列サイズと Autosize
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文字列索引作成
文字列変数はヌルター ミ ネータ を使った Unicode 文字配列です。 文字列名と、 その後に角かっ こ で囲まれたイ ン

デッ クス値を指定し て、 文字列内で各文字を参照する こ とができます。 文字列の 初の文字は 0 位置でである こ

とに注意し て く だ さい。

下の例では、 関数 BlankLeadingZeros は文字列イ ンデッ クス法を利用し て、 数字が象徴する文字列の先頭のゼロを

空白文字に置換し ます。

prototype BlankLeadingZeros(BYREF STRING);

function BlankLeadingZeros(szString)

INT iVal, iLength;

begin

iVal = 0;

iLength = StrLength (szString);

while (szString[iVal] = "0") && (iVal <= iLength)

szString[iVal] = " ";

iVal++;

endwhile;

end;

文字列サイズと Autosize

InstallShield オー ト サイズ

サイズ仕様な し で文字列変数を宣言する と き、 InstallShield はその変数用の文字列バッ フ ァーのサイズを自動的に

設定し ます。 バッ フ ァーの割り当ては、 初に文字列を変数へ割り当てた と きに行われます。 後でその変数によ

り長い文字列を割り当てた場合、 InstallShield は有効な メ モ リの限界まで長い文字列を許容できるよ う に、 メ モ リ

割り当てを増やし ます。 しかし、 後でオー ト サイズされた変数よ り も短い文字列を割り当てた場合、 InstallShield 

はメ モ リ割り当てを減ら し ません。

注意 • InstallShield のオー ト サイズ機能は typedef ステー ト メ ン ト では動作し ないので、 構造ですべての STRING 宣

言のサイズを指定し な く てはな り ません。 

文字列サイズを指定する

文字列サイズを指定する と き、 ヌルター ミ ネータ 1 文字の位置を宣言し な く てはな り ません。 例えば、 文字列に 

128 文字を含む場合は、 ヌルター ミ ネータのスペースを考慮し て 129 文字で長さ を宣言し な く てはな り ません。

この理由から、 小文字列サイズは 2 と な り ます。

サイズを宣言し た文字列を利用する と き、 その文字列が別の文字列と どのよ う に利用されるかを考慮に入れな く

てはな り ません。 た と えば、 次の関数呼び出し を参考にし て下さい :

STRING szQuestion[20], szDefault[20], svResult[50];

begin

szQuestion = " 会社名を入力します ";

szDefault = "My Software Company";

AskText (szQuestion, szDefault, svResult);
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文字列 svResult のサイズは文字列 szDefault のサイズと同じかそれよ り も大き く な く てはな り ません。 そ う でない

場合、 szDefault が受け入れた場合、 関数が戻す svResult 変数へ収ま り ません。 も簡単な競合の回避方法は、

InstallShield が (typedef ステー ト メ ン ト の文字列以外 ) すべての文字列をオー ト サイズするよ う 設定する こ と です。

注意 • リ フ ァ レンスによ って関数に渡されるオー ト サイズ文字列変数は呼び出された関数の中では自動サイズ調整

されません。 関数が現在のパラ メ ーターのサイズよ り大きい長さの値を割り当てよ う とする と、 ラ ン タ イム エ

ラー 401 が発生し ます。

システム変数
システム変数は、 ソースパス、 ターゲッ ト パス、 Windows フ ォルダー、 および Windows システムフ ォルダーのよ

う な情報を含む、 あらかじめ定義されたスク リ プ ト 変数です。 イ ンス ト ールは、 イ ンス ト ール プロセスが始ま っ

た時にこれらのシステム変数を自動的に初期化するので、 スク リ プ ト で宣言する必要はあり ません。

プロジ ェ ク ト • Windows Installer デ ィ レ ク ト リ プロパテ ィ の多 く  (INSTALLDIR、AppDataFolder、 および TempFolder 

など ) は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の InstallScript コー ド で変数と し て直接使用できます。

システム変数と テキス ト 置換

システム変数の中には、 対応するテキス ト 置換を持つものがあり ます。 イ ンス ト ールは内部的にテキス ト 置換を

使用し て、 下のテーブルで表示されているよ う に特定のシステム変数の値を設定し ます。 定義済みのテキス ト 置

換を使用するのと同じ方法で、 これらのテキス ト 置換をスク リ プ ト で使用する こ とができます。
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書き込み可能なシステム変数と テキス ト 置換

テーブル 1 • 書き込み可能なシステム変数と テキス ト 置換

スク リ プ ト 変数 対応するテキス ト 置換 Comments

ALLUSERS <PERUSER_INSTALL>

DISK1TARGET <DISK1TARGET>

IFX_COMPANY_NAME <IFX_COMPANY_NAME> このテキス ト 置換がオブジ ェ ク ト  

スク リ プ ト で定義されている場合、

メ イ ンのイ ンス ト ーラやイ ンス ト ー

ラのその他のオブジ ェ ク ト ではな

く 、 そのオブジ ェ ク ト にだけテキス

ト 置換が適用されます。

メ イ ンのイ ンス ト ーラで定義されて

いる場合は、 オブジ ェ ク ト には適用

されません。

IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION <IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION

>

このテキス ト 置換がオブジ ェ ク ト  

スク リ プ ト で定義されている場合、

メ イ ンのイ ンス ト ーラやイ ンス ト ー

ラのその他のオブジ ェ ク ト ではな

く 、 そのオブジ ェ ク ト にだけテキス

ト 置換が適用されます。

メ イ ンのイ ンス ト ーラで定義されて

いる場合は、 オブジ ェ ク ト には適用

されません。

IFX_INSTALLED_VERSION <IFX_INSTALLED_VERSION> このテキス ト 置換がオブジ ェ ク ト  

スク リ プ ト で定義されている場合、

メ イ ンのイ ンス ト ーラやイ ンス ト ー

ラのその他のオブジ ェ ク ト ではな

く 、 そのオブジ ェ ク ト にだけテキス

ト 置換が適用されます。

メ イ ンのイ ンス ト ーラで定義されて

いる場合は、 オブジ ェ ク ト には適用

されません。

IFX_MULTI_INSTANCE_SUFFIX <IFX_MULTI_INSTANCE_SUFFIX>
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IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME <IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME> このテキス ト 置換がオブジ ェ ク ト  

スク リ プ ト で定義されている場合、

メ イ ンのイ ンス ト ーラやイ ンス ト ー

ラのその他のオブジ ェ ク ト ではな

く 、 そのオブジ ェ ク ト にだけテキス

ト 置換が適用されます。

メ イ ンのイ ンス ト ーラで定義されて

いる場合は、 オブジ ェ ク ト には適用

されません。

IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION <IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION> このテキス ト 置換がオブジ ェ ク ト  

スク リ プ ト で定義されている場合、

メ イ ンのイ ンス ト ーラやイ ンス ト ー

ラのその他のオブジ ェ ク ト ではな

く 、 そのオブジ ェ ク ト にだけテキス

ト 置換が適用されます。

メ イ ンのイ ンス ト ーラで定義されて

いる場合は、 オブジ ェ ク ト には適用

されません。

IFX_PRODUCT_KEY <IFX_PRODUCT_KEY> このテキス ト 置換がオブジ ェ ク ト  

スク リ プ ト で定義されている場合、

メ イ ンのイ ンス ト ーラやイ ンス ト ー

ラのその他のオブジ ェ ク ト ではな

く 、 そのオブジ ェ ク ト にだけテキス

ト 置換が適用されます。

メ イ ンのイ ンス ト ーラで定義されて

いる場合は、 オブジ ェ ク ト には適用

されません。

IFX_PRODUCT_NAME <IFX_PRODUCT_NAME> このテキス ト 置換がオブジ ェ ク ト  

スク リ プ ト で定義されている場合、

メ イ ンのイ ンス ト ーラやイ ンス ト ー

ラのその他のオブジ ェ ク ト ではな

く 、 そのオブジ ェ ク ト にだけテキス

ト 置換が適用されます。

メ イ ンのイ ンス ト ーラで定義されて

いる場合は、 オブジ ェ ク ト には適用

されません。

テーブル 1 • 書き込み可能なシステム変数と テキス ト 置換 ( 続き )

スク リ プ ト 変数 対応するテキス ト 置換 Comments
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IFX_PRODUCT_VERSION <IFX_PRODUCT_VERSION> このテキス ト 置換がオブジ ェ ク ト  

スク リ プ ト で定義されている場合、

メ イ ンのイ ンス ト ーラやイ ンス ト ー

ラのその他のオブジ ェ ク ト ではな

く 、 そのオブジ ェ ク ト にだけテキス

ト 置換が適用されます。

メ イ ンのイ ンス ト ーラで定義されて

いる場合は、 オブジ ェ ク ト には適用

されません。

IFX_SETUP_TITLE <IFX_SETUP_TITLE> このテキス ト 置換がオブジ ェ ク ト  

スク リ プ ト で定義されている場合、

メ イ ンのイ ンス ト ーラやイ ンス ト ー

ラのその他のオブジ ェ ク ト ではな

く 、 そのオブジ ェ ク ト にだけテキス

ト 置換が適用されます。

メ イ ンのイ ンス ト ーラで定義されて

いる場合は、 オブジ ェ ク ト には適用

されません。

IFX_SUPPORTED_VERSIONS <IFX_SUPPORTED_VERSIONS> このテキス ト 置換がオブジ ェ ク ト  

スク リ プ ト で定義されている場合、

メ イ ンのイ ンス ト ーラやイ ンス ト ー

ラのその他のオブジ ェ ク ト ではな

く 、 そのオブジ ェ ク ト にだけテキス

ト 置換が適用されます。

メ イ ンのイ ンス ト ーラで定義されて

いる場合は、 オブジ ェ ク ト には適用

されません。

SHELL_OBJECT_FOLDER <SHELL_OBJECT_FOLDER>

SRCDIR ( ローカルから読み出す ) <SRCDIR>

SRCDISK ( ローカルから読み出す

)

<SRCDISK>

TARGETDIR <TARGETDIR>

TARGETDISK <TARGETDISK>

UNINST <UNINST>

UNINSTALL_STRING <UNINSTALL_STRING>

テーブル 1 • 書き込み可能なシステム変数と テキス ト 置換 ( 続き )

スク リ プ ト 変数 対応するテキス ト 置換 Comments
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読み取り専用システム変数と テキス ト 置換

テーブル 2 • 読み取り専用システム変数と テキス ト 置換

スク リ プ ト 変数 対応するテキス ト 置換 Comments

COMMONFILES <COMMONFILES>

DISK1SETUPEXENAME <DISK1SETUPEXENAME>

ENGINECOMMONDIR <ENGINECOMMONDIR>

ENGINEDIR <ENGINEDIR>

FOLDER_APPDATA <FOLDER_APPDATA>

FOLDER_DOTNET_10 <FOLDER_DOTNET_10>

FOLDER_DOTNET_11 <FOLDER_DOTNET_11>

FOLDER_DOTNET_20 <FOLDER_DOTNET_20>

FOLDER_DOTNET_30 <FOLDER_DOTNET_30>

FOLDER_DOTNET_35 <FOLDER_DOTNET_35>

FOLDER_DOTNET_40 <FOLDER_DOTNET_40>

FOLDER_PERSONAL <PERSONALDIR>

FOLDER_TEMP <FOLDER_TEMP>

ISRES <ISRES> このテキス ト 置換がオブジ ェ ク ト  ス

ク リ プ ト で定義されている場合、 メ

イ ンのイ ンス ト ーラやイ ンス ト ーラ

のその他のオブジ ェ ク ト ではな く 、

そのオブジ ェ ク ト にだけテキス ト 置

換が適用されます。

メ イ ンのイ ンス ト ーラで定義されて

いる場合は、 オブジ ェ ク ト には適用

されません。
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ADDREMOVE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

コ ン ト ロール パネルの [ プログラムの追加と削除 ] ダイアログ ボ ッ クスから実行される時、 ADDREMOVE システ

ム変数はゼロ以外の値と等し く 、 それ以外の場合は FALSE と等し く なるよ う 設定されています。 このシステム変

数は読み取り専用です。 この変数に値を割り当てよ う とする と、 コ ンパイ ラー エラーの原因と な り ます。

ISUSER <ISUSER> このテキス ト 置換がオブジ ェ ク ト  ス

ク リ プ ト で定義されている場合、 メ

イ ンのイ ンス ト ーラやイ ンス ト ーラ

のその他のオブジ ェ ク ト ではな く 、

そのオブジ ェ ク ト にだけテキス ト 置

換が適用されます。

メ イ ンのイ ンス ト ーラで定義されて

いる場合は、 オブジ ェ ク ト には適用

されません。

MULTI_INSTANCE_COUNT <MULTI_INSTANCE_COUNT>

PACKAGE_LOCATION <PACKAGE_LOCATION>

PROGRAMFILES <PROGRAMFILES>

SELECTED_LANGUAGE <SELECTED_LANGUAGE>

SHAREDSUPPORTDIR <SHOW_PASSWORD_DIALOG>

SHOW_PASSWORD_DIALOG <SHOW_PASSWORD_DIALOG>

SUPPORTDIR <SUPPORTDIR>

WINDIR <WINDIR>

WINDISK <WINDISK>

WINSYSDIR <WINSYSDIR>

WINSYSDISK <WINSYSDISK>

テーブル 2 • 読み取り専用システム変数と テキス ト 置換 ( 続き )

スク リ プ ト 変数 対応するテキス ト 置換 Comments
312 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

変数データ
ADDREMOVE_COMBINEDBUTTON

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

このシステム変数の値はアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ール レジス ト リ キーの ModifyPath および UninstallString 

値が存在するかど うか、 またはそのデータ を指定するために MaintenanceStart 関数が利用し ます。 こ う し て [ プロ

グラムの追加と削除 ] ダイアログ ボ ッ クスのエン ト リ に [ 変更 ] および [ 削除 ] ボタ ンを別々に表示するか、 また

は共通の [ 変更 / 削除 ] ボタ ンを表示するかを示し ます。 この変数についての詳細は、 「MaintenanceStart」 を参照

し て く ださい。

このシステム変数は FALSE に初期化されます。

ADDREMOVE_HIDECHANGEOPTION

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

このシステム変数の値は、 MaintenanceStart 関数で、 アプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ール レジス ト リ キーの 

ModifyPath、 NoModify、 UninstallString の値を指定するために使用されます。 NoModify レジス ト リ値はコ ン ト ロー

ル パネルの [ プログラムの追加と削除 ] ダイアログ ボ ッ クスでアプ リ ケーシ ョ ンの [ 変更 ] ボタ ンを表示するか

ど うかを指定し ます。 ModifyPath および UninstallString レジス ト リ値は [ 変更 ] および [ 削除 ] ボタ ンの動作を指

定し ます。

このシステム変数は [ 一般情報 ] ビ ューの " 変更ボタ ンを無効にする " 設定で指定し た値に基づいて初期化されま

す。

ADDREMOVE_HIDEREMOVEOPTION

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

このシステム変数の値は、 MaintenanceStart 関数で、 アプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ール レジス ト リ キーの 

ModifyPath、 NoRemove、 UninstallString の値を指定するために使用されます。 NoRemove レジス ト リ値はコ ン ト

ロール パネルの [ プログラムの追加と削除 ] ダイアログ ボ ッ クスでアプ リ ケーシ ョ ンの [ 削除 ] ボタ ンを表示す

るかど うかを指定し ます。 ModifyPath および UninstallString レジス ト リ値は [ 変更 ] および [ 削除 ] ボタ ンの動作

を指定し ます。

このシステム変数は [ 一般情報 ] ビ ューの " 削除ボタ ンを無効にする " 設定で指定し た値に基づいて初期化されま

す。

ADDREMOVE_STRING_REMOVEONLY

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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このシステム変数の値は アプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ール レジス ト リ キーの  UninstallString  値にデータ を指

定するために MaintenanceStart 関数が利用し ます。 UninstallString 値はアプ リ ケーシ ョ ンの [ プログラムの追加と

削除 ] エン ト リ に [ 削除 ] ボタ ン が存在する場合、 その動作を指定し ます。 この変数についての詳細は、

「MaintenanceStart」 を参照し て く だ さい。

このシステム変数は文字列値 " -removeonly" に初期化されます。

ADDREMOVE_SYSTEMCOMPONENT

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

このシステム変数の値は アプ リ ケーシ ョ ンアン イ ンス ト ール レジス ト リキー の SystemComponent 値にデータ を

指定するために MaintenanceStart 関数が利用し ます。 SystemComponent 値はコ ン ト ロール パネルの [ プログラム

の追加と削除 ] ダイアログ ボ ッ クスでアプ リ ケーシ ョ ンのエン ト リ を表示するかど うかを指定し ます。

このシステム変数はエン ト リが表示される こ と を意味する FALSE に初期化されます。

ALLUSERS
ALLUSERS システム変数は、 ターゲッ ト  システム上の現在のユーザーまたはすべてのユーザーによるアプ リ ケー

シ ョ ンのイ ンス ト ールを許可する イ ンス ト ール作成の鍵と な り ます。 ALLUSERS の値は次を決定し ます :

• RegDBSetDefaultRoot(HKEY_USER_SELECTABLE) が呼び出された後に呼び出されるレジス ト リ関数が利用する

ルー ト キー

• アプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ール キーがその下に作成されるルー ト  キー

• レジス ト リ セ ッ ト の HKEY_USER_SELECTABLE ルー ト キーで指定されたレジス ト リ エン ト リの場所

• システム変数 DISK1TARGET の値 ( メ ンテナンスイ ンス ト ールと アン イ ンス ト ールを実行するためのイ ンス

ト ールフ ァ イルのい く つかを コ ピーし たものが配置されている フ ォルダーへのパスを指定し ます。 )

• デフ ォル ト の OnFirstUIBefore  コー ドが設定するシステム変数 TARGETDIR のデフ ォル ト 値

• シ ョ ー ト カ ッ ト を作成し た時に、 [ タ イプ ] プロパテ ィ  を [ 自動 ] に設定し て InstallShield で定義された

シ ョ ー ト カ ッ ト が、 個人のシ ョ ー ト カ ッ ト または一般シ ョ ー ト カ ッ ト のリ ス ト に表示するかど うか

• SdCustomerInformation と SdCustomerInformationEx ダイアログでのデフ ォル ト のオプシ ョ ン選択 

ALLUSERS は、 COM DLL フ ァ イルの登録に影響は与えません。

次のセクシ ョ ンは、 異なる種類のプロジ ェ ク ト における、 ALLUSERS の値の判別および設定方法の説明です。

InstallScript イ ンス ト ール

イ ンス ト ールが初回イ ンス ト ールと し て実行される と き、 InstallScript エンジンは、 初期化のプロセスで、

ALLUSERS 変数に使用する も適切な値を判別し、 それをその値で初期化し ます。

• ユーザーに管理者権限がない場合、 ALLUSERS は 0 に設定されます。 この設定によ り、 ユーザーご と イ ンス

ト ールが実行されます。

• それ以外の場合、 ALLUSERS は 1 に設定されます。 この設定によ り、 マシンご と イ ンス ト ールが実行されま

す。
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イ ンス ト ールがメ ンテナンス モー ド で実行された場合、 InstallScript エンジンは、 ALLUSERS 変数の値を、 初回イ

ンス ト ールがユーザーご とに実行されたか、 または、 マシンご とに実行されたかに基づいて ( アン イ ンス ト ール 

情報がイ ンス ト ールされている場所に基づいて ) 判別し ます。

ターゲッ ト  システム上の現在のユーザーまたはすべてのユーザーへアプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールする こ とが

できる InstallScript イ ンス ト ールの参考例は、 ALLUSERS Sample Project フ ォルダーにあるサンプル プロジ ェ ク ト

をご覧 く ださい。 このフ ォルダは、 InstallShield Program Files フ ォルダの Samples フ ォルダ内にあるサブ フ ォルダ

です。 デフ ォル ト 保存先は次の場所です :

C:\Program Files\InstallShield\2016\Samples\InstallScript\ALLUSERS Sample Project

基本の MSI と InstallScript MSI イ ンス ト ールの InstallScriptk カス タム アクシ ョ ン

ALLUSERS 変数の値を取得する

ALLUSERS InstallScript 変数は、 Windows Installer プロパテ ィ  ALLUSERS を次のよ う にクエ リ し て決定されます :

InstallScript エンジンが遅延カス タム アクシ ョ ンが実行中である と判別し たために Windows Installer プロパテ ィ  

ALLUSERS が判別できなかった場合、 予期し ないプロパテ ィ の値が返されるか、 MSIGetProperty によ ってエラー

の値が返されます。 この理由によ り、 InstallScript エンジンは、 変数に も適切な値を判別するよ う に試みます。

InstallScript エンジンは、 MsiGetMode を MSIRUNMODE_SCHEDULED、 MSIRUNMODE_ROLLBACK、 および 

MSIRUNMODE_COMMIT フ ラグと共に使用し て、 遅延カス タム アクシ ョ ンが実行中であるかど うかを判別し ます。

MsiGetMode は、 上記の値について True を返し、 カス タム アクシ ョ ンは遅延と仮定され、 InstallScript メ カニズム

が使用されます。

基本の MSI イ ンス ト ールで、 Property テーブルの ALLUSERS に値がない場合、 イ ンス ト ールが ALLUSERS ダイア

ログ (ALLUSERS Windows Installer プロパテ ィ を設定する CustomerInformation ダイアログなど ) を表示する前に実

行される InstallScript カス タム アクシ ョ ンでは ALLUSERS InstallScript 変数が 0 に設定されています。 このため、

InstallScript カス タム アクシ ョ ンはユーザーご との動作を示し ます。 し たがって、 すべての基本の MSI イ ンス ト ー

ルでは、 Property テーブルの ALLUSERS にデフ ォル ト の値を持たせる こ と をお勧めし ます。

テーブル 3 • ALLUSERS InstallScript 変数の値を取得する

Windows Installer プロパテ ィ InstallScript 変数 注

"" 0 カス タム アクシ ョ ン内にあるユー

ザーご と、 または、 マシンご との

依存スク リ プ ト  コー ドは、 ユー

ザーご と と し て動作し ます。

1 1 カス タム アクシ ョ ン内にあるユー

ザーご と、 または、 マシンご との

依存スク リ プ ト  コー ドは、 マシン

ご と と し て動作し ます。

その他の値 InstallScript エンジンは、 適切な値

を判別する試みを行います。
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ALLUSERS 変数の値を設定する

ALLUSERS InstallScript 変数がスク リ プ ト で設定された と き、 InstallScript エンジンはまず、 プラ ッ ト フ ォームおよ

び権限レベルを確認し て ALLUSERS InstallScript 変数を変更する こ とが許可されるかど うかを判別し ます。 ( エン

ド ユーザーが管理者またはパワー ユーザーでないと き、 ALLUSERS は変更できません。 )

ALLUSERS InstallScript 変数が変更可能な場合、 InstallScript エンジンは、 次のよ う に、 ALLUSERS Windows Installer 

プロパテ ィ を適切に更新する試みを行います :

InstallScript エンジンは、 Windows Installer プロパテ ィ が設定不可能な場合も、 ALLUSERS InstallScript 変数を設定

し ます。 これによ り、 Windows Installer プロパテ ィ と InstallScript 変数の同期で問題が発生する可能性があり ます。

し たがって、 カス タム アクシ ョ ンで ALLUSERS InstallScript 変数を変更する場合、 プロパテ ィ が正常に変更できる

よ う に、 Windows Installer プロパテ ィ も手動で設定する こ と をお勧めし ます。

以下は、 ユーザー アカウン ト 制御が有効になっている Windows Vista における様々なシナ リ オでの動作です :

テーブル 4 • ALLUSERS InstallScript 変数の値を設定する

InstallScript 変数 Windows Installer プロパテ ィ

1 1

0 ""

テーブル 5 • UAC が有効になっている Windows Vista での ALLUSERS の値

カス タム アクシ ョ
ンの種類 マニフ ェ ス ト

Property テーブル
の ALLUSERS の値

Windows Installer 
プロパテ ィ

結果の InstallScript 
変数 注

即時 高権限 2 1 1

即時 起動者 2 "" 0 InstallScript 変数は

変更できません。

マシンご との 

InstallScript アク

シ ョ ンは不可能で

す。

即時 高権限 1 1 1

即時 起動者 1 1 1 InstallScript 変数は

変更できません。

マシンご との 

InstallScript アク

シ ョ ンは失敗し ま

す。
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以下は、 Windows Vista 以前のシステムおよびユーザー アカウン ト 制御が無効になっている Windows Vista システ

ムにおける様々なシナ リ オでの動作です :

即時、

CustomerInformatio

n ダイアログの前 (

またはエン ド ユー

ザーがユーザーご

とのイ ンス ト ール

を選択 )

起動者 "" "" 0 InstallScript 変数は

変更できません。

マシンご との 

InstallScript アク

シ ョ ンは不可能で

す。

即時、

CustomerInformatio

n ダイアログの後

高権限 "" 1 1

遅延 起動者 任意 判別できません 0 InstallScript 変数は

変更できません。

ALLUSERS の判別

に InstallScript メ

ソ ッ ドが使用され

ます。

遅延 高権限 任意 判別できません 1 ALLUSERS の判別

に InstallScript メ

ソ ッ ドが使用され

ます。

テーブル 6 • Windows Vista 以前のシステムおよび UAC が無効になっている Windows Vista における ALLUSERS の値

カス タム アクシ ョ
ンの種類 ユーザー権限

Property テーブル
の ALLUSERS の値

Windows Installer 
プロパテ ィ

結果の InstallScript 
変数 注

即時 管理者 2 1 1

即時 制限あ り 2 "" 0 InstallScript 変数は

変更できません。

即時 管理者 1 1 1

テーブル 5 • UAC が有効になっている Windows Vista での ALLUSERS の値 ( 続き )

カス タム アクシ ョ
ンの種類 マニフ ェ ス ト

Property テーブル
の ALLUSERS の値

Windows Installer 
プロパテ ィ

結果の InstallScript 
変数 注
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結果の InstallScript 変数が 0 の場合、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンがユーザーご との環境で使用されます。 結

果の InstallScript 変数が 1 の場合、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンがマシンご との環境で使用されます。

即時 制限あ り 1 1 1 InstallScript 変数は

変更できません。

イ ンス ト ールは UI 

シーケンスで失敗

し、 マシンご との 

InstallScript カス タ

ム アク シ ョ ンは失

敗し ます。

即時、

CustomerInformatio

n ダイアログの前 (

またはエン ド ユー

ザーがユーザーご

とのイ ンス ト ール

を選択 )

管理者 "" "" 0 InstallScript 変数は

変更できません。

マシンご との 

InstallScript アク

シ ョ ンは不可能で

す。

即時、

CustomerInformatio

n ダイアログの後

管理者 "" 1 1

遅延 管理者 任意 判別できません 1 ALLUSERS の判別

に InstallScript メ

ソ ッ ドが使用され

ます。

遅延 制限あ り 任意 判別できません 0 InstallScript 変数は

変更できません。

ALLUSERS の判別

に InstallScript メ

ソ ッ ドが使用され

ます。

Windows 9x のすべ

て

な し 任意 任意 1 InstallScript 変数は

変更できません。

ALLUSERS の判別

に InstallScript メ

ソ ッ ドが使用され

ます。

テーブル 6 • Windows Vista 以前のシステムおよび UAC が無効になっている Windows Vista における ALLUSERS の値 ( 続き )

カス タム アクシ ョ
ンの種類 ユーザー権限

Property テーブル
の ALLUSERS の値

Windows Installer 
プロパテ ィ

結果の InstallScript 
変数 注
318 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

変数データ
InstallScript MSI イ ンス ト ールにおける イベン ト  ド リ ブン型 InstallScript コー ド

InstallScript MSI イ ンス ト ールの動作は、 ALLUSERS InstallScript 変数が変更された と き、 イ ンス ト ールが 

InstallScript カス タム アクシ ョ ンの説明に従って Windows Installer プロパテ ィ  ALLUSERS を更新し よ う と し た と き

を除き、 InstallScript イ ンス ト ールの動作とほぼ同じ です。

InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 Windows Installer プロパテ ィ  ALLUSERS は、 ALLUSERS InstallScript 変数の適

切な値を判別するためにクエ リ されません。 InstallScript エンジンは常に、 InstallScript イ ンス ト ールの説明に従っ

て値の判別が試みられます。

ALLUSERS によ って異なる InstallScript イ ンス ト ールのデフ ォル ト の動作

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

次のテーブルは、 ALLUSERS システム変数に基づいてイ ンス ト ールがどのよ う にイ ンス ト ールされるかについて

の情報です。

メ モ • My Docs は、 ユーザーが権利を持つイ ンス ト ール先の場所を指し ます。 この値は、 オペレーテ ィ ング シス

テムによ って異な り ます。

テーブル 7 • ALLUSERS

管理者 & パワー ユーザー ユーザー & ゲス ト

ALLUSERS のデフ ォル ト 設定 True False

自動設定で確認される ALLUSERS 

プロパテ ィ

マシンご と ユーザーご と

HKEY_USER_SELECTABLE_AUTO HKEY_LOCAL_MACHINE HKEY_CURRENT_USER

レジス ト リ セ ッ ト  データ HKEY_LOCAL_MACHINE HKEY_CURRENT_USER

DISK1TARGET Program Files\InstallShield 

Installation Information\GUID

My Docs\InstallShield Installation 

Information\GUID

アン イ ンス ト ール レジス ト リ キー HKEY_LOCAL_MACHINE\...\Uninstall

\GUID

HKEY_CURRENT_USER\...\Uninstall\

GUID

TARGETDIR Program Files\Company 

Name\Product Name

My Docs\Company Name\Product 

Name

エンジンのイ ンス ト ール Program Files\Common Files My Docs\...

COM 情報の登録 (.dll、 .ocx、 .exe) サポー ト する サポー ト し ない
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ADMINUSER

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます : 

• InstallScript カス タム アクシ ョ ンがある基本の MSI プロジ ェ ク ト

• InstallScript カス タム アクシ ョ ンがある InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

この情報は InstallShield プロジ ェ ク ト または、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト 内のイベン ト  ド リ ブン型の 

InstallScript コー ド には適用し ません。

ADMINUSER システム変数は、 Windows Installer プロパテ ィ  AdminUser の値に設定されます。

BATCH_INSTALL

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI — InstallScript ユーザー イ ン ターフ ェ イス (UI) のス タ イルが、 外部 UI ハン ド ラーと し て 

InstallScript エンジンを使用する従来型のス タ イルの場合

この情報は、 InstallScript UI に新しいス タ イル (InstallScript エンジンを埋め込み UI ハン ド ラーと し て使用するス タ

イル ) が使用されている InstallScript MSI プロジ ェ ク ト には適用し ません。 詳し く は、 「InstallScript MSI イ ンス ト ー

ルで InstallScript エンジンを外部エンジン と し て使用する方法と、 埋め込み UI ハン ド ラ と し て使用する方法の違

い」 を参照し て く だ さい。

BATCH_INSTALL システム変数がゼロ以外の値に設定されている と き、 それはターゲッ ト  システムが再起動し た後

に実行が必要な操作が 1 つ以上ある こ と を意味し ます。 BATCH_INSTALL は、 次の理由においてゼロ以外の値に設

定されている可能性があ り ます :

• ある フ ァ イルが既にターゲッ ト  システムに存在し、 ロ ッ ク されているため、 そのフ ァ イルを イ ンス ト ールで

きないと判断された。

• BATCH_INSTALL がスク リ プ ト から手動で非ゼロに設定された。 これは、 埋め込みイ ンス ト ールを完了するた

めに再起動が必要だ とオブジ ェ ク ト で判断された場合、 一部のオブジ ェ ク ト で発生する こ とがあり ます。

• LaunchApplication を呼び出し た と き LAAW_OPTION_SET_BATCH_INSTALL が使用され、 起動されたイ ンス ト ー

ルの完了に再起動が必要だ と関数で判別された。

• (ServiceAddService および関連する関数を使用し て ) イ ンス ト ールが Windows サービスを更新し よ う と試みた

が、 既存のサービスを終了できなかった。

• DIFx ド ラ イバ のイ ンス ト ールによ り、 DIFx の統合で、 再起動が必要である こ とが示された。

BATCH_INSTALL が FALSE に設定されている場合は、 ロ ッ ク されたフ ァ イルは見つからなかったこ と、 および、

イ ンス ト ール プロセスが正常に終了できる こ と を意味し ます。

詳しい情報は、 「イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールがターゲッ ト  システムを再起動する タ イ ミ ングを理解す

る」 をご覧 く ださい。
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CMDLINE
CMDLINE 変数は、 プロジ ェ ク ト  タ イプに応じ て異な り ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト の CMDLINE

InstallScript プロジ ェ ク ト では、 Setup.exe はユーザー定義のコマン ド ラ イ ン引数をすべて受け入れ、 ラ ン タ イムで

システム文字列変数の CMDLINE に割り当てます。

メ モ • InstallScript プロジ ェ ク ト における CMDLINE について、 以下の点にご注意 く だ さい :

• CMDLINE は、 ユーザー定義のコマン ド ラ イ ン引数のみを格納し ます。 InstallShield コ マン ド ラ イ ン引数 ( 定義

済み引数 ) は、 CMDLINE にコ ピーされません。

• イ ンス ト ールは、 ユーザー定義のコマン ド ラ イ ン引数を CMDLINE にコ ピーする際にすべての文字を小文字に

変換し ます。 CMDLINE を処理する際には、 大文字と小文字を区別し ないロジ ッ ク を使用し て く ださい。

ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に InstallScript パッ
ケージ と し て含まれている InstallScript イ ンス ト ールの CMDLINE

データは、 InstallScript パッ ケージを含むア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト のパッ

ケージに対する " コマン ド ラ イ ン " 設定と " サイ レン ト  コマン ド ラ イ ン " 設定で InstallScript パッ ケージに渡す

こ とができます。 データは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI のスク リ プ ト  イベン ト で 

CMDLINE 変数から解析されるよ う にな り ます。 詳細については、 「OnSuiteShowUI」 を参照し て く だ さい。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の CMDLINE

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 /z スイ ッ チを使って Setup.exe へ渡されたコマン ド ラ イ ン データはすべてシ

ステム文字列値 CMDLINE に格納されます。 例えば、 ユーザーが次のコマン ド ラ イ ンを実行し た と き、 CMDLINE 

は " カス タム データ " 文字列に設定されます。

Setup.exe /z" カスタム データ "

基本の MSI プロジ ェ ク ト の CMDLINE

基本の MSI プロジ ェ ク ト では、 /v コマン ド ラ イ ン引数 を使って Setup.exe を通し て Msiexec.exe へパブ リ ッ ク プ

ロパテ ィ を渡すこ とができます。

COMMONFILES
COMMONFILES システム変数には、 システムにイ ンス ト ールされたアプ リ ケーシ ョ ンが共有する フ ァ イルを保存

する、 Windows で定義されたフ ォルダーの完全修飾名が含まれています。 英語版 Windows では、 このフ ォルダー

は Common Files とい う名前で、 Program フ ァ イル フ ォルダーにあ り ます。 ( 他の言語版の Windows では、 Common 

Files フ ォルダー名はデフ ォル ト でローカ ラ イズされた名前に設定されています )。 Common Files フ ォルダーは、

アプ リ ケーシ ョ ンが共有する フ ァ イルと フ ォルダーのためのデフ ォル ト の場所と し てお勧めし ます。

64 ビ ッ ト  Windows システムで、 このフ ォルダーが 32 ビ ッ ト のアプ リ ケーシ ョ ンの共通フ ァ イルを格納し、 64 

ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンの共有フ ァ イルは COMMONFILES64 フ ォルダーにイ ンス ト ールする必要があ り ます。
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プロジ ェ ク ト • InstallScript イ ンス ト ールでセ ッ ト ア ッ プの初期化中、 COMMONFILES 変数の値は、 Windows API 関

数 SHGetSpecialFolderPath を CSIDL_COMMON_FILES パラ メ ーターと共に呼び出し て取得し ます。

基本の MSI と InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 COMMONFILES 変数の値は Windows Installer プロパテ ィ  

CommonFilesFolder に基づいて初期化されます。 遅延、 コ ミ ッ ト 、 およびロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンは、

このプロパテ ィ ーにアクセスする こ とはできません。 そのため、 対応する COMMONFILES 変数は、 遅延、 コ ミ ッ

ト 、 およびロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンでは空白です。 詳細は、 「遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ ク カス タム 

アクシ ョ ンで Windows Installer プロパテ ィ にアクセスする、 またはその設定を行う」 を参照し て く だ さい。

COMMONFILES64
COMMONFILES64 ステム変数には、 64 ビ ッ ト アプ リ ケーシ ョ ンで共有されている フ ァ イルを保存する、 Windows 

で 定義されたフ ォルダーの完全修飾名が含まれています。 英語版 Windows では、 このフ ォルダーは Common Files 

とい う名前で、 PROGRAMFILES64 フ ォルダー にあ り ます。 ( 他の言語版の Windows では、 Common Files フ ォル

ダー名はデフ ォル ト でローカ ラ イズされた名前に設定されています )。 Common Files フ ォルダーは、 アプ リ ケー

シ ョ ンが共有する フ ァ イルと フ ォルダーのためのデフ ォル ト の場所と し てお勧めし ます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript イ ンス ト ールでセ ッ ト ア ッ プの初期化中、 COMMONFILES64 変数の値は、 Windows API 

関数 SHGetSpecialFolderPath を CSIDL_COMMON_FILES パラ メ ーターと共に呼び出し て取得し ます。

基本の MSI と InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 COMMONFILES64 変数の値は Windows Installer プロパテ ィ  

CommonFiles64Folder に基づいて初期化されます。 遅延、 コ ミ ッ ト 、 およびロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンは、

このプロパテ ィ ーにアクセスする こ とはできません。 そのため、 対応する COMMONFILES64 変数は、 遅延、 コ

ミ ッ ト 、 およびロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンでは空白です。 詳細は、 「遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ ク カス

タム アクシ ョ ンで Windows Installer プロパテ ィ にアクセスする、 またはその設定を行う」 を参照し て く だ さい。

DISK1SETUPEXENAME
DISK1SETUPEXENAME は読み取り専用のシステム変数で、 フ ァ イル名と フ ァ イル名の拡張子が含まれていますが、

セ ッ ト ア ッ プラ ンチャー、 イ ンス ト ーラーの実行可能フ ァ イルのパスは含まれていません。 デフ ォル ト 値は 

Setup.exe です。

プロジ ェ ク ト • DISK1SETUPEXENAME は、 InstallScript プロジ ェ ク ト での使用が目的と されています。 この変数を

別のプロジ ェ ク ト の種類で使用し た場合、 変数が予定通り設定されず、 異なる動作やシナリ オの原因と な り ます。

DISK1TARGET
このシステム変数には、 メ ンテナンスイ ンス ト ールと アン イ ンス ト ールを実行するための特定のイ ンス ト レー

シ ョ ン フ ァ イル ( コ ンパイル済みスク リ プ ト フ ァ イルなど ) のコ ピーが配置されている フ ォルダーへのパスが含ま

れます。
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ENABLED_ISERVICES

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

現在有効な InstallShield サービスを示すビ ッ ト フ ラグのセ ッ ト を含むシステム変数。 た と えば、 式 

ENABLED_ISERVICES & SERVICE_FLAG_ISFONTREG がゼロ以外の値に等しい場合、 グローバル フ ォ ン ト 登録が現

在有効になっています。

ENGINECOMMONDIR

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ENGINECOMMONDIR システム変数は、 システムで実行中の 6.x、 7.x、 そ し て 9.x InstallScript セ ッ ト ア ッ プすべて 

(InstallScript MSI 以外 ) が利用する ラ ン タ イムフ ァ イルを含むフ ォルダーへの完全修飾パスを格納し ます。

このシステム変数の値は、 複数のオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト 間およびオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト と メ イ ンのセ ッ ト

ア ッ プ スク リ プ ト との間で共有されます。 このシステム変数は読み取り専用です。 この変数に値を割り当てよ う

とする と、 コ ンパイ ラー エラーの原因と な り ます。

ENGINEDIR

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ENGINEDIR システム変数はセ ッ ト ア ッ プで利用されているエンジンのバージ ョ ンに特有のラ ン タ イムフ ァ イルを

含むフ ォルダーへの完全修飾パスを格納し ます。 これは InstallShield Professional 6.x セ ッ ト ア ッ プによる ものでは

な く 、 7.00、 7.01、 または 9.00 です。

このシステム変数の値は、 複数のオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト 間およびオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト と メ イ ンのセ ッ ト

ア ッ プ スク リ プ ト との間で共有されます。 このシステム変数は読み取り専用です。 この変数に値を割り当てよ う

とする と、 コ ンパイ ラー エラーの原因と な り ます。

ERRORFILENAME
このシステム変数は、 エラーを含むフ ァ イル名を格納し ます。 た と えば、 ビル ト イ ン関数で特定のフ ァ イルを コ

ピーし ている間にエラーが生じ た場合、 InstallShield では、 ERRORFILENAME にエラーを生じ たフ ァ イル名を設定

し ます。 すべてのフ ァ イル処理関数で ERRORFILENAME を使用するわけではあ り ません。

FOLDER_APPDATA
FOLDER_APPDATA システム変数は、 オペレーテ ィ ングシステムで定義され、 アプ リ ケーシ ョ ン特有データの共有

リポジ ト リ と し て利用される フ ォルダーへの完全修飾名を格納し ます。
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このシステム変数は読み取り専用です。 この変数に値を割り当てよ う とする と、 コ ンパイ ラー エラーの原因と な

り ます。 このシステム変数の値は、 複数のオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト 間およびオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト と メ イ ンの

セ ッ ト ア ッ プ スク リ プ ト との間で共有されます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript イ ンス ト ールでセ ッ ト ア ッ プの初期化中、 FOLDER_APPDATA 変数の値は、 Windows 

API 関数 SHGetSpecialFolderPath を LPITEMIDLIST に CSIDL_APPDATA 値を使って呼び出し て取得し ます。

基本の MSI と InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 FOLDER_APPDATA 変数の値は Windows Installer プロパテ ィ  

AppDataFolder または LocalAppDataFolder に基づいて初期化されます。 遅延、 コ ミ ッ ト 、 およびロールバッ ク カス

タム アクシ ョ ンは、 これらのプロパテ ィ ーにアクセスする こ とはできません。 そのため、 対応する 

FOLDER_APPDATA 変数は、 遅延、 コ ミ ッ ト 、 およびロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンでは空白です。 詳細は、

「遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンで Windows Installer プロパテ ィ にアクセスする、 またはその

設定を行う」 を参照し て く だ さい。

FOLDER_APPLICATIONS
FOLDER_APPLICATIONS システム変数はアプ リ ケーシ ョ ン フ ォルダーのルー ト への完全修飾パスを格納し ます。

システム変数 ALLUSERS の値がゼロ以外の場合、 このシステム変数の値はシステム変数 PROGRAMFILES の値に

等し く な り ます。 ALLUSERS が FALSE の場合、 このシステム変数の値はシステム変数 FOLDER_APPDATA の値に

等し く な り ます。

このシステム変数は読み取り専用です。 この変数に値を割り当てよ う とする と、 コ ンパイ ラー エラーの原因と な

り ます。 このシステム変数の値は、 複数のオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト 間およびオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト と メ イ ンの

セ ッ ト ア ッ プ スク リ プ ト との間で共有されます。

FOLDER_APPLICATIONS64
FOLDER_APPLICATIONS64 システム変数は、 64 ビ ッ ト システムで、 アプ リ ケーシ ョ ン フ ォルダーのルー ト への完

全修飾パスを格納し ます。 システム変数 ALLUSERS の値がゼロ以外の場合、 このシステム変数の値はシステム変

数 PROGRAMFILES64 の値に等し く な り ます。 ALLUSERS が FALSE の場合、 このシステム変数の値はシステム変

数 FOLDER_APPDATA の値に等し く な り ます。

このシステム変数は読み取り専用です。 この変数に値を割り当てよ う とする と、 コ ンパイ ラー エラーの原因と な

り ます。 このシステム変数の値は、 複数のオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト 間およびオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト と メ イ ンの

セ ッ ト ア ッ プ スク リ プ ト との間で共有されます。

FOLDER_COMMON_APPDATA
FOLDER_COMMON_APPDATA システム変数は、 オペレーテ ィ ング システムで定義され、 アプ リ ケーシ ョ ン特有

データの共有リポジ ト リ と し て利用される フ ォルダーへの完全修飾名を格納し ます。

このシステム変数は読み取り専用です。 この変数に値を割り当てよ う とする と、 コ ンパイ ラー エラーの原因と な

り ます。 このシステム変数の値は、 複数のオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト 間およびオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト と メ イ ンの

セ ッ ト ア ッ プ スク リ プ ト との間で共有されます。
324 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

変数データ
プロジ ェ ク ト • InstallScript イ ンス ト ールでセ ッ ト ア ッ プの初期化中、 FOLDER_COMMON_APPDATA 変数の値は、

Windows API 関数 SHGetSpecialFolderPath を LPITEMIDLIST に CSIDL_COMMON_APPDATA 値を使って呼び出し て取

得し ます。

基本の MSI と InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 FOLDER_COMMON_APPDATA 変数の値は Windows Installer プロ

パテ ィ  CommonAppDataFolder に基づいて初期化されます。 遅延、 コ ミ ッ ト 、 およびロールバッ ク カス タム アク

シ ョ ンは、 このプロパテ ィ ーにアクセスする こ とはできません。 そのため、 対応する 

FOLDER_COMMON_APPDATA 変数は、 遅延、 コ ミ ッ ト 、 およびロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンでは空白です。

詳細は、 「遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンで Windows Installer プロパテ ィ にアクセスする、 ま

たはその設定を行う」 を参照し て く だ さい。

FOLDER_DESKTOP
FOLDER_DESKTOP システム変数は Desktop フ ォルダーへの完全修飾パスを格納し ます。 Desktop フ ォルダーは、

プログラム フ ォルダーと エン ド ユーザーのデスク ト ッ プに表示される項目を保持し ています。

グループ と フ ォルダーが確実に適切な場所に作成されるよ う に、 システム変数 ALLUSERS が変更される と き、 デ

フ ォル ト  グループまたはフ ォルダーの種類が [ 共通 ] から [ 個人 ]、 あるいは [ 個人 ] から [ 共通 ] に変更された

場合に、 FOLDER_DESKTOP がポイ ン ト する場所も変更されます。

FOLDER_DOTNET_10
FOLDER_DOTNET_10  システム変数は、 Microsoft .NET Framework 1.0 再配布可能フ ァ イルがある場所にフ ォルダー

の完全修飾パスを格納し ます :

<WINDIR>\Microsoft.NET\Framework\v1.0.3705\

このシステム変数は読み取り専用です。 この変数に値を割り当てよ う とする と、 コ ンパイ ラ エラーの原因と な り

ます。

FOLDER_DOTNET_11
The FOLDER_DOTNET_11 システム変数は、 Microsoft .NET Framework 1.1 再配布可能フ ァ イルがある場所にフ ォル

ダーの完全修飾パスを格納し ます :

<WINDIR>\Microsoft.NET\Framework\v1.1.4322\

このシステム変数は読み取り専用です。 この変数に値を割り当てよ う とする と、 コ ンパイ ラ エラーの原因と な り

ます。

FOLDER_DOTNET_20
The FOLDER_DOTNET_20 システム変数は、 Microsoft .NET Framework 2.0 再配布可能フ ァ イルがある場所にフ ォル

ダーの完全修飾パスを格納し ます :

<WINDIR>\Microsoft.NET\Framework\v2.0.50727\

このシステム変数は読み取り専用です。 この変数に値を割り当てよ う とする と、 コ ンパイ ラ エラーの原因と な り

ます。
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FOLDER_DOTNET_30
The FOLDER_DOTNET_30 システム変数は、 Microsoft .NET Framework 3.0 再配布可能フ ァ イルがある場所にフ ォル

ダーの完全修飾パスを格納し ます :

<WINDIR>\Microsoft.NET\Framework\v3.0

このシステム変数は読み取り専用です。 この変数に値を割り当てよ う とする と、 コ ンパイ ラ エラーの原因と な り

ます。

FOLDER_DOTNET_35
FOLDER_DOTNET_35 システム変数は、 Microsoft .NET Framework 3.5 再配布可能フ ァ イルがある場所にフ ォルダー

の完全修飾パスを格納し ます :

<WINDIR>\Microsoft.NET\Framework\v3.5

このシステム変数は読み取り専用です。 この変数に値を割り当てよ う とする と、 コ ンパイ ラ エラーの原因と な り

ます。

FOLDER_DOTNET_40
FOLDER_DOTNET_40 システム変数は、 Microsoft .NET Framework 4.0 再配布可能フ ァ イルがある場所にフ ォルダー

の完全修飾パスを格納し ます :

<WINDIR>\Microsoft.NET\Framework\v4.0.30319

このシステム変数は読み取り専用です。 この変数に値を割り当てよ う とする と、 コ ンパイ ラ エラーの原因と な り

ます。

FOLDER_FONTS

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript オブジ ェ ク ト

FOLDER_FONTS システム変数は Windows フ ォ ン ト フ ォルダーの完全修飾パスを格納し ます。

このシステム変数は読み取り専用です。 この変数に値を割り当てよ う とする と、 コ ンパイ ラー エラーの原因と な

り ます。 このシステム変数の値は、 複数のオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト 間およびオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト と メ イ ンの

セ ッ ト ア ッ プ スク リ プ ト との間で共有されます。

FOLDER_LOCAL_APPDATA
FOLDER_COMMON_APPDATA システム変数は、 オペレーテ ィ ング システムで定義され、 アプ リ ケーシ ョ ン特有

データの共有リポジ ト リ と し て利用される フ ォルダーへの完全修飾名を格納し ます。 一般的は値は、

C:\Users\<User>\Application Data (Windows Visa 以降の場合 )、 および C:\Documents and 

Settings\<User>\Application Data (Windows Vista 以前のシステムの場合 ) です。
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このシステム変数は読み取り専用です。 この変数に値を割り当てよ う とする と、 コ ンパイ ラー エラーの原因と な

り ます。 このシステム変数の値は、 複数のオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト 間およびオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト と メ イ ンの

セ ッ ト ア ッ プ スク リ プ ト との間で共有されます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript イ ンス ト ールでセ ッ ト ア ッ プの初期化中、 FOLDER_COMMON_APPDATA 変数の値は、

Windows API 関数 SHGetSpecialFolderPath を LPITEMIDLIST に CSIDL_LOCAL_APPDATA 値を使って呼び出し て取得

し ます。

基本の MSI と InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 FOLDER_LOCAL_APPDATA 変数の値は Windows Installer プロパ

テ ィ  LocalAppDataFolder に基づいて初期化されます。 遅延、 コ ミ ッ ト 、 およびロールバッ ク カス タム アクシ ョ ン

は、 このプロパテ ィ ーにアクセスする こ とはできません。 そのため、 対応する FOLDER_LOCAL_APPDATA 変数は、

遅延、 コ ミ ッ ト 、 およびロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンでは空白です。 詳細は、 「遅延 / コ ミ ッ ト / ロール

バッ ク カス タム アクシ ョ ンで Windows Installer プロパテ ィ にアクセスする、 またはその設定を行う」 を参照し て

く ださい。

FOLDER_PERSONAL

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FOLDER_PERSONAL システム変数は、 オペレーテ ィ ングシステムで定義され、 アプ リ ケーシ ョ ン特有データの共

有リポジ ト リ と し て利用される フ ォルダーへの完全修飾名を格納し ます。 一般的は値は、

C:\Users\<User>\Application Data (Windows Visa 以降の場合 )、 および C:\Documents and 

Settings\<User>\Application Data (Windows Vista 以前のシステムの場合 ) です。

このシステム変数は読み取り専用です。 この変数に値を割り当てよ う とする と、 コ ンパイ ラー エラーの原因と な

り ます。 このシステム変数の値は、 複数のオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト 間およびオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト と メ イ ンの

セ ッ ト ア ッ プ スク リ プ ト との間で共有されます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript イ ンス ト ールでセ ッ ト ア ッ プの初期化中、 FOLDER_PERSONAL 変数の値は、 Windows 

API 関数 SHGetSpecialFolderPath を LPITEMIDLIST に CSIDL_PERSONAL 値を使って呼び出し て取得し ます。

基本の MSI と InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 FOLDER_PERSONAL 変数の値は Windows Installer プロパテ ィ  

PersonalFolder に基づいて初期化されます。 遅延、 コ ミ ッ ト 、 およびロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンは、 この

プロパテ ィ ーにアクセスする こ とはできません。 そのため、 対応する FOLDER_PERSONAL 変数は、 遅延、 コ ミ ッ

ト 、 およびロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンでは空白です。 詳細は、 「遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ ク カス タム 

アクシ ョ ンで Windows Installer プロパテ ィ にアクセスする、 またはその設定を行う」 を参照し て く だ さい。

FOLDER_PROGRAMS
FOLDER_PROGRAMS システム変数は、 ス ター ト  メ ニューのプログラム フ ォルダーへの完全修飾パスを格納し ま

す。 ス ター ト  メ ニューから プログラムを選択する際に表示されます。

グループ と フ ォルダーが確実に適切な場所に作成されるよ う に、 システム変数 ALLUSERS が変更される と き、 デ

フ ォル ト  グループまたはフ ォルダーの種類が [ 共通 ] から [ 個人 ]、 あるいは [ 個人 ] から [ 共通 ] に変更された

場合に、 FOLDER_PROGRAMS がポイ ン ト する場所も変更されます。
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FOLDER_STARTMENU
FOLDER_STARTMENU システム変数は、 ス ター ト  メ ニュー フ ォルダーへの完全修飾パスを格納し ます。 ス ター ト  

メ ニュー フ ォルダーは、 Windows の [ ス ター ト ] ボタ ンを ク リ ッ クする と表示されます。

グループ と フ ォルダーが確実に適切な場所に作成されるよ う に、 システム変数 ALLUSERS が変更される と き、 デ

フ ォル ト  グループまたはフ ォルダーの種類が [ 共通 ] から [ 個人 ]、 あるいは [ 個人 ] から [ 共通 ] に変更された

場合に、 FOLDER_STARTMENU がポイ ン ト する場所も変更されます。

FOLDER_STARTUP
FOLDER_STARTUP システム変数は、 ス ター ト ア ッ プ フ ォルダーへの完全修飾パスを格納し ます。 ス ター ト ア ッ プ 

フ ォルダーには、 Window と同時に起動されるプログラム フ ォルダーや各種項目が格納されています。

グループ と フ ォルダーが確実に適切な場所に作成されるよ う に、 システム変数 ALLUSERS が変更される と き、 デ

フ ォル ト  グループまたはフ ォルダーの種類が [ 共通 ] から [ 個人 ]、 あるいは [ 個人 ] から [ 共通 ] に変更された

場合に、 FOLDER_STARTUP がポイ ン ト する場所も変更されます。

FOLDER_TEMP

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FOLDER_TEMP システム変数は、 一時フ ァ イルと し て利用される フ ォルダーの完全修飾名を格納し ます。 このフ ォ

ルダーは Windows 並びにシステム上の殆どのアプ リ ケーシ ョ ンが利用するので、 イ ンス ト ールが作成または削除

する こ とはあ り ません。 ( システム変数 SUPPORTDIR にパスが格納されている フ ォルダーは、 イ ンス ト ールの特

有フ ァ イルを格納するためにイ ンス ト ールによ って作成され、 イ ンス ト ールが完了し た後に削除されます。 )

このシステム変数は読み取り専用です。 この変数に値を割り当てよ う とする と、 コ ンパイ ラー エラーの原因と な

り ます。 このシステム変数の値は、 複数のオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト 間およびオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト と メ イ ンの

セ ッ ト ア ッ プ スク リ プ ト との間で共有されます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript イ ンス ト ールでセ ッ ト ア ッ プの初期化中、 FOLDER_TEMP 変数の値は、 Windows API 関

数 GetTempPath を呼び出し て取得し ます。

基本の MSI と InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 FOLDER_TEMP 変数の値は Windows Installer プロパテ ィ  

TempFolder に基づいて初期化されます。 遅延、 コ ミ ッ ト 、 およびロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンは、 このプロ

パテ ィ ーにアクセスする こ とはできません。 そのため、 対応する FOLDER_TEMP 変数は、 遅延、 コ ミ ッ ト 、 およ

びロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンでは空白です。 詳細は、 「遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ ク カス タム アクシ ョ

ンで Windows Installer プロパテ ィ にアクセスする、 またはその設定を行う」 を参照し て く だ さい。

HKEYCURRENTROOTKEY
このシステム変数の値はレジス ト リ関連の一般関数が使用するルー ト キーです。 システム変数と し て使われる値

は次の通り です。

• HKEY_CLASSES_ROOT 

• HKEY_CURRENT_USER 
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• HKEY_LOCAL_MACHINE 

• HKEY_USERS 

• HKEY_CURRENT_CONFIG 

• HKEY_DYN_DATA 

HKEYCURRENTROOTKEY を前回定義済みの定数の 1 つ、 定義済み定数 HKEY_USER_SELECTABLE、 またはシステ

ム変数 HKEY_USER_SELECTABLE_AUTO に等し く 設定する こ と でデフ ォル ト ルー ト キーを設定する こ とができま

す。

RegDBGetDefaultRoot とは異な り、 HKEYCURRENTROOTKEY の値が HKEY_USER_SELECTABLE と なる こ とはあり

ません。 一番 後にデフ ォル ト キーを設定し た と きに HKEY_USER_SELECTABLE を使用し た場合、 

HKEYCURRENTROOTKEY の値は ALLUSERS システム変数がゼロ以外の時は HKEY_LOCAL_MACHINE に、 また 

ALLUSERS が FALSE の時は HKEY_CURRENT_USER と な り ます。

HKEY_USER_SELECTABLE_AUTO
このシステム変数の値は ALLUSERS システム変数がゼロ以外の場合は HKEY_LOCAL_MACHINE、 また ALLUSERS 

が FALSE の場合は HKEY_CURRENT_USER です。

IFX_COMPANY_NAME

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

このシステム変数は、 文字列エン ト リ COMPANY_NAME が存在する場合はその値へ自動的に初期化されます。 こ

のエン ト リが存在し ない場合、 IFX_COMPANY_NAME は [ プロジ ェ ク ト 設定 ] プロパテ ィ  シー ト の [ アプ リ ケー

シ ョ ン ] ページ で指定し た会社名に初期化されます。

IFX_DISK1INSTALLED

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

システム変数はセ ッ ト ア ッ プの始ま り ではゼロ と等し く 設定されてお り、 セ ッ ト ア ッ プがメ ンテナンスセ ッ ト

ア ッ プまたはアン イ ンス ト ールに必要なフ ァ イルと共に機能を イ ンス ト ール、 または再イ ンス ト ールする場合に

はゼロ以外の値に リ セ ッ ト されます。 ( この機能はメ デ ィ ア ビルダーによ って .cab フ ァ イルに自動的に配置され、

IDE には表示されません。 )

IFX_INITIALIZED

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

セ ッ ト ア ッ プがイベン ト 型の場合、 システム変数はゼロ以外の値に等し く 設定され、 セ ッ ト ア ッ プが手続き型の

場合 (program...endprogram ブロ ッ ク を含む場合 ) は FALSE に設定されます。
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IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION システム変数は標準ダイアログのス タ テ ィ ッ ク テキス ト フ ィ ールドのプレース

ホルダー %VI、 および SdSubstituteProductInfo 関数へ渡す文字列を置換し ます。 このシステム変数は 

IFX_INSTALLED_VERSION の値へ自動的に初期化されます。 新しい値を IFX_INSTALLED_VERSION へ割り当てる場

合、 IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION の値は自動的には変更はされません。

IFX_INSTALLED_VERSION

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

このシステム変数のデータがパッ ク された DWORD の場合、 自動的にアプ リ ケーシ ョ ンのアン イ ンス ト ールレジ

ス ト リキーのバージ ョ ン値のデータに対応する文字列へ初期化されます。 キーまたは値が存在し ない、 あるいは

データがパッ ク されていない 　 DWORD の場合、 IFX_INSTALLED_VERSION はヌル文字列 ("") へ初期化されます。

IFX_KEYPATH_PRODUCT_INFO
このシステム変数は CreateInstallationInfo が作成し たアプ リ ケーシ ョ ン情報キーのレジス ト リ ロケーシ ョ ンを指定

し、 その値は RegDBGetAppInfo によ って読み取られ、 RegDBSetAppInfo によ って変更されます。 このシステム変

数は次の値に初期化されます。

Software\<IFX_COMPANY_NAME>\<IFX_PRODUCT_NAME>\<IFX_PRODUCT_VERSION>\.

IFX_MULTI_INSTANCE_SUFFIX

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

IFX_MULTI_INSTANCE_SUFFIX システム変数は、 OnFirstUIBefore イベン ト ハン ド ラー関数のデフ ォル ト コー ド で設

定されています。 IFX_MULTI_INSTANCE_SUFFIX は、 複数イ ンス タ ンス イ ンス ト ールに一意のターゲッ ト フ ォル

ダー名を構築するハン ド ラー関数で使用されます。 複数イ ンス タ ンス イ ンス ト ールに一意のアン イ ンス ト ール表

示名を構築する OnCustomizeUninstInfo ハン ド ラー関数でも使用されます。

IFX_PRODUCT_COMMENTS

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

このシステム変数の値がヌル文字列 ("") ではない場合、 MaintenanceStart 関数が この値を利用し てアプ リ ケー

シ ョ ンアン イ ンス ト ール レジス ト リキーの Comments 値にデータ を指定し ます。 このレジス ト リ値は コ ン ト ロー

ル パネルの [ プログラムの追加と削除 ] にアプ リ ケーシ ョ ンについての情報を提供し ます。
330 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

変数データ
このシステム変数は [ 一般情報 ] ビ ュー の "APR コ メ ン ト " 設定で指定し た値に初期化されます。

IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME
このシステム変数は標準ダイアログ静的テキス ト フ ィ ールドのプレースホルダー %P、 そ し て 

SdSubstituteProductInfo 関数へ渡す文字列を置換し ます。 このシステム変数は IFX_PRODUCT_NAME の値へ自動的

に初期化されます。 新しい値を IFX_PRODUCT_NAME へ割り当てる場合、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME の値は自

動的には変更はされません。

メ モ • システム変数  IFX_SETUP_TITLE は、 ビル ト イ ン ダイアログのタ イ ト ル バーにあるテキス ト を指定し ます。

IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

このシステム変数は標準ダイアログ静的テキス ト フ ィ ールドのプレースホルダー %VS、 そし て 

SdSubstituteProductInfo 関数へ渡す文字列を置換し ます。 このシステム変数は IFX_PRODUCT_VERSION の値へ自動

的に初期化されます。 新しい値を IFX_PRODUCT_VERSION へ割り当てる場合、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION 

の値は自動的には変更はされません。

IFX_PRODUCT_ICON

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

このシステム変数の値がヌル文字列 ("") ではない場合、 MaintenanceStart 関数が この値を利用し てアプ リ ケー

シ ョ ンアン イ ンス ト ール レジス ト リキーの DisplayIcon 値にデータ を指定し ます。 このレジス ト リ値は、 コ ン ト

ロール パネルの [ プログラムの追加と削除 ] でアプ リ ケーシ ョ ンについて表示されるアイ コ ンを指定し ます。

このシステム変数は [ 一般情報 ] ビ ューの [ プログラムの追加と削除 ] 領域の " アイ コ ンの表示 " 設定で指定し た

値に初期化されます。

IFX_PRODUCT_KEY

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

このシステム変数は、 文字列エン ト リ PRODUCT_KEY が存在する場合はその値へ自動的に初期化されます。 この

エン ト リが存在し ない場合、 IFX_PRODUCT_KEY は [ プロジ ェ ク ト 設定 ] プロパテ ィ  シー ト の [ アプ リ ケーシ ョ ン

] ページで指定し た実行可能フ ァ イル名に初期化されます。
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IFX_PRODUCT_NAME

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

このシステム変数は、 文字列エン ト リ PRODUCT_NAME が存在する場合はその値へ自動的に初期化されます。 こ

のエン ト リが存在し ない場合、 IFX_PRODUCT_NAME は [ プロジ ェ ク ト 設定 ] プロパテ ィ  シー ト の [ アプ リ ケー

シ ョ ン ] ページ で指定し た製品名に初期化されます。

IFX_PRODUCT_README

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

このシステム変数の値がヌル文字列 ("") ではない場合、 MaintenanceStart 関数が この値を利用し てアプ リ ケー

シ ョ ンアン イ ンス ト ール レジス ト リキーの Readme 値にデータ を指定し ます。 このレジス ト リ値は コ ン ト ロール 

パネルの [ プログラムの追加と削除 ] にアプ リ ケーシ ョ ンについての情報を提供し ます。

このシステム変数は [ 一般情報 ] ビ ュー の "README" 設定で指定し た値に初期化されます。

IFX_PRODUCT_REGISTEREDCOMPANY
システム変数 IFX_PRODUCT_REGISTEREDCOMPANY の値がヌル文字列 ("") ではない場合、 MaintenanceStart 関数がこ

の値を利用し てアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ール レジス ト リ キーの RegCompany 値にデータ を指定し ます。

このレジス ト リ値は コ ン ト ロール パネルの [ プログラムの追加と削除 ] にアプ リ ケーシ ョ ンについての情報を提

供し ます。

このシステム変数はレジス ト リ値 HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Microsoft\Windows キー

\CurrentVersion\RegisteredOrganization のデータに初期化されます。 この Windows キー は、 ターゲッ ト オペレー

テ ィ ングシステムが Windows XP 以降の場合は Windows NT で、 その他の Windows オペレーテ ィ ングシステムの場

合は Windows です。 このシステム変数の値はエン ド ユーザーが SdRegisterUser、 SdRegisterUserEx、

SdCustomerInformation および SdCustomerInformationEx ダイアログの [ 会社名 ] 編集ボ ッ クスで入力し た値によ っ

て変更されます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI イ ンス ト ールの場合、 IFX_PRODUCT_REGISTEREDCOMPANY の値が設定される と、

Windows Installer プロパテ ィ  COMPANYNAME が自動的に更新されます。

IFX_PRODUCT_REGISTEREDOWNER
システム変数 IFX_PRODUCT_REGISTEREDOWNER の値がヌル文字列 ("") ではない場合、 MaintenanceStart 関数がこの

値を利用し てアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ール レジス ト リ キーの RegOwner 値にデータ を指定し ます。 このレ

ジス ト リ値は コ ン ト ロール パネルの [ プログラムの追加と削除 ] にアプ リ ケーシ ョ ンについての情報を提供し ま

す。

このシステム変数はレジス ト リ値 HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Microsoft\Windows キー

\CurrentVersion\RegisteredOwner のデータに初期化されます。 この Windows キー は、 ターゲッ ト オペレーテ ィ ン

グシステムが Windows XP 以降の場合は Windows NT で、 その他の Windows オペレーテ ィ ングシステムの場合は 
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Windows です。 このシステム変数の値はエン ド ユーザーが SdRegisterUser、 SdRegisterUserEx、

SdCustomerInformation および SdCustomerInformationEx ダイアログの [ ユーザー名 ] 編集ボ ッ クスで入力し た値に

よ って変更されます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI イ ンス ト ールの場合、 IFX_PRODUCT_REGISTEREDOWNER の値が設定される と、

Windows Installer プロパテ ィ  USERNAME が自動的に更新されます。

IFX_PRODUCT_REGISTEREDSERIALNUM
システム変数 IFX_PRODUCT_REGISTEREDSERIALNUM の値がヌル文字列 ("") ではない場合、 MaintenanceStart 関数が

この値を利用し てアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ール レジス ト リ キーの ProductId 値にデータ を指定し ます。 こ

のレジス ト リ値は コ ン ト ロール パネルの [ プログラムの追加と削除 ] にアプ リ ケーシ ョ ンについての情報を提供

し ます。

このシステム変数の値はエン ド ユーザーが SdCustomerInformation および SdCustomerInformationEx ダイアログの [

シ リ アル番号 ] 編集ボ ッ クスに入力し た値によ って変更されます。

IFX_PRODUCT_SUPPORT_CONTACT

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

このシステム変数の値がヌル文字列 ("") ではない場合、 MaintenanceStart 関数が この値を利用し てアプ リ ケー

シ ョ ンアン イ ンス ト ール レジス ト リキーの Contact 値にデータ を指定し ます。 このレジス ト リ値は コ ン ト ロール 

パネルの [ プログラムの追加と削除 ] にアプ リ ケーシ ョ ンについての情報を提供し ます。

このシステム変数は [ 一般情報 ] ビ ュー の " サポー ト 連絡先 " 設定で指定し た値に初期化されます。

IFX_PRODUCT_SUPPORT_PHONE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

このシステム変数の値がヌル文字列 ("") ではない場合、 MaintenanceStart 関数が この値を利用し てアプ リ ケー

シ ョ ンアン イ ンス ト ール レジス ト リキーの HelpTelephone 値にデータ を指定し ます。 このレジス ト リ値は コ ン ト

ロール パネルの [ プログラムの追加と削除 ] にアプ リ ケーシ ョ ンについての情報を提供し ます。

このシステム変数は [ 一般情報 ] ビ ュー の " サポー ト 電話番号 " 設定で指定し た値に初期化されます。

IFX_PRODUCT_SUPPORT_URL

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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このシステム変数の値がヌル文字列 ("") ではない場合、 MaintenanceStart 関数が この値を利用し てアプ リ ケー

シ ョ ンアン イ ンス ト ール レジス ト リキーの HelpLink 値にデータ を指定し ます。 このレジス ト リ値は コ ン ト ロール 

パネルの [ プログラムの追加と削除 ] にアプ リ ケーシ ョ ンについての情報を提供し ます。

このシステム変数は [ 一般情報 ] ビ ュー の " サポー ト  URL" 設定で指定し た値に初期化されます。

IFX_PRODUCT_UPDATE_URL

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

このシステム変数の値がヌル文字列 ("") ではない場合、 MaintenanceStart 関数が この値を利用し てアプ リ ケー

シ ョ ンアン イ ンス ト ール レジス ト リキーの URLUpdateInfo 値にデータ を指定し ます。 このレジス ト リ値は コ ン ト

ロール パネルの [ プログラムの追加と削除 ] にアプ リ ケーシ ョ ンについての情報を提供し ます。

このシステム変数は [ 一般情報 ] ビ ュー の " 製品ア ッ プデー ト  URL" 設定で指定し た値に初期化されます。

IFX_PRODUCT_URL

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

このシステム変数の値がヌル文字列 ("") ではない場合、 MaintenanceStart 関数が この値を利用し てアプ リ ケー

シ ョ ンアン イ ンス ト ール レジス ト リキーの URLInfoAbout 値にデータ を指定し ます。 このレジス ト リ値は コ ン ト

ロール パネルの [ プログラムの追加と削除 ] にアプ リ ケーシ ョ ンについての情報を提供し ます。

このシステム変数は [ 一般情報 ] ビ ュー の " 発行元 / 製品 URL" 設定で指定し た値に初期化されます。

IFX_PRODUCT_VERSION

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

このシステム変数は、 文字列エン ト リ PRODUCT_VERSION が存在する場合はその値へ自動的に初期化されます。

このエン ト リが存在し ない場合、 IFX_PRODUCT_VERSION は [ プロジ ェ ク ト 設定 ] プロパテ ィ シー ト の [ アプ リ

ケーシ ョ ン ] ページ で指定し た製品バージ ョ ンに初期化されます。

IFX_SETUP_TITLE
このシステム変数はビル ト イ ン ダイアログ (Windows API 関数が直接生成するダイアログ以外 )、 そ し て 

MessageBox 関数が生成するすべてのメ ッ セージ ボ ッ クスのタ イ ト ル バーにあるテキス ト を指定し ます。 このシ

ステム変数は文字列エン ト リ TITLE_CAPTIONBAR の値へ自動的に初期化されます。 このエン ト リが存在し ない場

合、 IFX_SETUP_TITLE は次の内部コー ド と共に初期化されます :

Sprintf( IFX_SETUP_TITLE, SdLoadString( IDS_IFX_FORMAT_SETUP_TITLE ), IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME );

IFX_SETUP_TITLE の値を変更する と、 セ ッ ト ア ッ プが表示するすべてのダイアログのタ イ ト ルが自動的に リ セ ッ

ト されます。
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IFX_SUPPORTED_VERSIONS

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

このシステム変数は、 メ デ ィ アプロパテ ィ シー ト の [ ア ッ プデー ト ] ページまたは [ メ デ ィ アウ ィ ザー ド ] の [

ア ッ プデー ト ] パネルで指定し た、 ア ッ プデー ト を適用する製品バージ ョ ンの垂直線 (|) 区切り リ ス ト へ自動的に

初期化されます。

INFOFILENAME
BatchFileSave を使用し てバッ チフ ァ イルを保存し た り、 ConfigFileSave を使用し て Config.sys フ ァ イルを保存する

場合、 更新を行う前の状態でフ ァ イルのバッ クア ッ プを作成するよ う指定できます。 InstallShield は、 このバッ ク

ア ッ プ フ ァ イルの名前を、 システム変数 INFOFILENAME に割り当てます。 バッ クア ッ プ フ ァ イルがある こ と を

ユーザーに警告するには、 MessageBox 関数を使用し て INFOFILENAME の値を表示し ます。

INSTALLDIR

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

InstallScript プロジ ェ ク ト では、 TARGETDIR を使用し ます。

セ ッ ト ア ッ プの初期化中に、 イ ンス ト ールはシステム変数 INSTALLDIR にハー ド ド ラ イブ上のターゲッ ト  フ ォル

ダーへの完全修飾パスを割り当てます。 INSTALLDIR パスは、 [ 一般情報 ] ビ ューで INSTALLDIR 設定に指定され

たイ ンス ト ール先に基づいて解決されます。 デフ ォル ト では、 INSTALLDIR パスは .msi パッ ケージの Directory 

テーブル内の [ProgramFilesFolder]ISYourCompanyDir\ISYourProductDir のエン ト リ に基づいて解決されます。

INSTANCE_GUID

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

このシステム変数にはセ ッ ト ア ッ プの GUID (Globally Unique Identifier) を含みます。 これはアプ リ ケーシ ョ ンのア

ン イ ンス ト ールレジス ト リキーの名前と し て利用されます。 この変数の値は、 複数イ ンス タ ンス イ ンス ト ール以

外はラ ン タ イムに PRODUCT_GUID と等し く 設定されます。

このシステム変数の値は、 複数のオブジ ェ ク ト スク リ プ ト 間およびオブジ ェ ク ト スク リ プ ト と メ イ ンのイ ンス

ト ールスク リ プ ト との間で共有されます。 新しい値を このシステム変数に割り当てる こ とはできません。
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ISDIFXAPPID
この定義済みグローバルシステム変数は、 デバイス ド ラ イバーを イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールする場合

に関連付けるアプ リ ケーシ ョ ンを決定し ます。 ISDIFXAPPID は初期化中はデフ ォル ト で PRODUCT_GUID に設定さ

れてお り、 必要に応じ て変更し て代替アプ リ ケーシ ョ ン ID を指定する こ とができます。

メ モ • アプ リ ケーシ ョ ンの関連付けを指定する方法について詳細は、 DIFxAPI マニュアルの INSTALLERINFO 構造

を参照し て く ださい。

ISMSI_HANDLE
このシステム変数は現在実行中の .msi データベースのハン ドルへ設定されてお り、 現在実行中のデータベースへ

のハン ドルを必要とする Windows Installer API 関数への引数と し てイベン ト ハン ド ラー関数で利用する こ とが可能

です。 

たと えば、 OnBegin イベン ト  ハン ド ラー内の USERNAME プロパテ ィ の値を読み取るには、 次のよ う なコー ド を利

用する こ とができます :

function OnBegin()

STRING svUsername[256];

NUMBER nBuffer;

begin

nBuffer = 256;

MsiGetProperty(ISMSI_HANDLE, "USERNAME", svUsername, nBuffer);

MessageBox("USERNAME = " + svUsername, INFORMATION);

end;

プロジ ェ ク ト • ISMSI_HANDLE は基本の MSI プロジ ェ ク ト 、 また InstallScript カス タムアクシ ョ ンではサポー ト さ

れていません。

IS_NULLSTR_PTR
IS_NULLSTR_PTR 変数を使って、 ヌル ポイ ン ターを InstallScript 文字列と し てプロ ト タ イプ されているパラ メ ー

ターを通し て 外部 DLL 関数または Windows API に渡すこ とができます。 この機能は byval 文字列、 byref 文字列、

wstring、 およびバイナ リ データ タ イプで使用できます。

この機能は、 byref number パラ メ ーターには適用し ません。 NULL ポイ ン ターを byref number パラ メ ーターに指定

する場合、 そのパラ メ ーターをポイ ン ター データ型にプロ ト タ イプ化し て、 必要に応じ て数値変数のア ド レスま

たは NULL を渡さ な く てはな り ません。

IS_NULLSTR_PTR は、 IS_NULLSTR_PTR を値に持つグローバル文字列変数のイ ンス タ ンスです。 ただ し、 新しい値

を この変数に割り当てるためのステー ト メ ン ト はコ ンパイルし ますが、 割り当てはその効果を持ちません。 変数

の値は IS_NULLSTR_PTR のままです。

この変数を非 DLL 関数に渡すと、 関数は文字列 <IS_NULLSTR_PTR> を受け取り ます。

値 IS_NULLSTR_PTR を持つ文字列を外部 DLL 関数に渡すと、 IS_NULLSTR_PTR を使用し た と き と同じ結果と な り

ます。
336 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

変数データ
IS_NULLSTR_PTR 変数を使って Windows API にヌル ポイ ン ターを渡す

Windows 関数 WritePrivateProfileString を使い、 初の 3 つのパラ メ ーターに NULL を指定し て Windows 9x 上の INI 

フ ァ イル バッ フ ァーを フ ラ ッ シュできます。 ただし、 この関数は以下のよ う にプロ ト タ イプ化されているため、

この目的を達成する こ とは不可能に思われます。

prototype number KERNEL32.WritePrivateProfileString (byval string, byval string, byval string, byval string);

ポイ ン ター データ型を使って、 NULL を指定できますが、 有効な文字列を指定する と きに問題が起こ り ます。

InstallScript エンジンを使ってヌル ポイ ン ターを関数に渡す場合、 以下のコー ド を使用し ます :

KERNEL32.WritePrivateProfileString (IS_NULLSTR_PTR, IS_NULLSTR_PTR, IS_NULLSTR_PTR, szFile);

IS_NULLSTR_PTR 変数を使って 外部 DLL 関数ににヌル ポイ ン ターを渡す

IS_NULLSTR_PTR は、 文字列を受け付ける外部 DLL 関数と共に使用できます。 この場合、 DLL 関数は NULL ポイ

ン ターを受け取り ます。

ISRES
セ ッ ト ア ッ プを初期化する と、 イ ンス ト ールによ って _isres.dll がセ ッ ト ア ッ プから圧縮解除され、 ターゲッ ト シ

ステムの一時フ ォルダーにコ ピーされます。 フ ァ イルには固有の名前が付けられるので、 他の InstallShield イ ンス

ト ールと競合する こ とはあ り ません。 このフ ァ イルにはセ ッ ト ア ッ プ リ ソースが含まれてお り、 その完全修飾名

は ISRES システム変数に割り当てられます。

ISUSER
セ ッ ト ア ッ プの初期化中、 イ ンス ト ールは _isuser.dll が存在する場合にそれをセ ッ ト ア ッ プから圧縮解除し、 ター

ゲッ ト システムの一時フ ォルダー SUPPORTDIR にコ ピーし ます。 フ ァ イルには一意の名前が付けられるので、 他

の InstallShield イ ンス ト ールと競合する こ とはあ り ません。 このフ ァ イルにはユーザー定義セ ッ ト ア ッ プ リ ソース

が含まれてお り、 その完全修飾名は ISUSER システム変数に割り当てられます。

ISVERSION
セ ッ ト ア ッ プ スク リ プ ト の実行が開始される と、 イ ンス ト ールが実行中の Setup.exe のバージ ョ を取得し て、 そ

れをシステム変数 ISVERSION に割り当てます。 バージ ョ ン番号は Setup プログラムの [ バージ ョ ン情報 ] ダイア

ログ ボ ッ クスにも表示されます。

LAAW_PARAMETERS
LAAW_OPTION_USE_SHELLEXECUTE な し で LaunchApplication を呼び出すか、LaunchAppAndWait または LaunchApp 

を呼び出すと、 これらの関数は内部的に Windows API 関数 CreateProcess を呼び出し ます。 LAAW_PARAMETERS 

構造化された変数は CreateProcess の特定の引数、 そ し て起動されたアプ リ ケーシ ョ ンの実行中にテキス ト  ウ ィ

ン ド ウを表示するかど うかを指定し ます。 CreateProcess に関する詳細は、 Windows API マニュアル を参照し て く

ださい。
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LAAW_PARAMETERS システム変数はセ ッ ト ア ッ プの初期化中に LaunchAppAndWaitInitStartupInfo への呼び出しに

よ って自動的に初期化されます。

テーブル 8 • LAAW_PARAMETERS

メ ンバー 説明

bCallbackEndedWait コールバッ ク関数が LAAW_CALLBACK_RETURN_END_WAIT を返し

たため、 WaitForApp が待機を終了し たこ と を示し ます。

bInheritHandles CreateProcess へ対応する引数を設定し ます。

dwCreationFlags CreateProcess へ対応する引数を設定し ます。

lpCurrentDirectory CreateProcess へ対応する引数を設定し ます。 このメ ンバーは 

LaunchApplication または LaunchAndAppAndWait の szDirectory パラ

メ ーターに設定されます。

lpCurrentDirectory の値を手動で設定し ても、 LaunchApplication ま

たは LaunchAndAppAndWait には反映されません。

lpEnvironment CreateProcess へ対応する引数を設定し ます。

lpProcessAttributes CreateProcess へ対応する引数を設定し ます。

lpThreadAttributes CreateProcess へ対応する引数を設定し ます。

nCallbackInterval このメ ンバーは、 ミ リ秒単位の間隔でコールバッ ク を定義し ます。

LaunchApplicationInit または LaunchAppAndWaitInitStartupInfo 関数

を呼び出すと、 デフ ォル ト で 1000 (1 秒 ) に設定されます。

nLaunchResult アプ リ ケーシ ョ ンが起動されない場合、 nLaunchResult メ ンバーは 

CreateProcess の後に呼び出し た GetLastError の呼び出し結果を含

みます。 LaunchApp、 LaunchAppAndWait、 または LaunchApplication 

が成功し、 LAAW_OPTION_WAIT オプシ ョ ンが指定された と き、

nLaunchResult メ ンバーは起動されたアプ リ ケーシ ョ ンのリ ターン 

コー ド を含みます。

nTimeOut WaitForApplication が呼び出された と き、 タ イムアウ ト の値が内部

的に LaunchApplication または LaunchAndAppAndWait によ って使用

されたこ と を示し ます。 デフ ォル ト 値は INFINITE です。 この値を

カス タ マイズし て、 LaunchApplication または 

LaunchAndAppAndWait の待機タ イムアウ ト を設定できます。
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nTimeOutCheckInterval アプ リ ケーシ ョ ンを待機中、 イ ンス ト ールが WaitForApplication (

または 内部的に WaitForApplication を呼び出す LaunchApplication 

または LaunchAndAppAndWait) で タ イムアウ ト の間隔が過ぎたかど

うかを確認する頻度の間隔を示し ます。 この値は、 nTimeOut が 

INFINITE に設定されていて、 かつ LAAW_USE_CALLBACK が指定さ

れていないと き使用されません。 LAAW_USE_CALLBACK が指定さ

れている場合、 タ イムアウ ト / コールバッ クの確認する間隔は、

LAAW_PARAMETERS.nTimeOutCheckInterval と 

LAAW_PARAMETERS.nCallbackInterval の 2 つの値の小さい方が使用

されます。 デフ ォル ト 値は 1000 です。

nWaitForInputIdleMax Windows API WaitForInputIdle で、 アプ リ ケーシ ョ ンが初期化を完了

するのを待機する と きの 長時間 ( ミ リ秒 ) を指定し ます。 この構

造メ ンバーのデフ ォル ト 値は 2000 です。 この値を 0 に設定し て、

アプ リ ケーシ ョ ンが完了するのを待機し始める前に、 アプ リ ケー

シ ョ ンの初期化を待機し ないこ と を示すこ とができます。

LaunchApplication と LaunchAndAppAndWait は LAAW_OPTION_WAIT 

が指定されている場合のみアプ リ ケーシ ョ ンの初期化を待機する

ため、 この値は LAAW_OPTION_WAIT が指定されている場合のみ使

用されます。

nWaitResult WaitForApplication の呼び出しによ って発生し た 後の待機につい

ての追加情報を示し ます。 詳細については、 「WaitForApplication」

を参照し て く ださい。

szCommandLineResult CreateProcess の内部呼び出し で lpCommandLine パラ メ ーターと し

て使用された結果のコマン ド ラ イ ンが含まれます。 このメ ンバー

は、 LaunchApplication または LaunchAndAppAndWait が呼び出され

たと きに挿入されるので、 この関数が呼び出される前後に直接設

定された値は効果を持ちません。 また、 LaunchApplicationInit また

は LaunchAppAndWaitInitStartupInfo 関数を呼び出し た と き、 このメ

ンバーはヌル値 ("") に設定されます。

szStatusText

プロジ ェ ク ト • szStatusText メ ンバーを、 スイー ト / ア ド バンス ト  

UI イ ンス ト ールで呼び出される InstallScript アクシ ョ ンに使用する

こ とはできません。

この番号がヌル文字列 ("") 以外の場合、 起動されたアプ リ ケー

シ ョ ンの実行中にイ ンス ト ールがその内容を (SdShowMsg を呼び

出し て ) テキス ト ウ ィ ン ド ウに表示し ます。 szStatusText は 4 キロ

バイ ト 以上のデータ を受け付けませんので注意し て く ださい。

テーブル 8 • LAAW_PARAMETERS ( 続き )

メ ンバー 説明
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LAAW_PROCESS_INFORMATION
LaunchApplication、 LaunchAndAppAndWait、 または LaunchApp を呼び出すと、 この構造化された変数は起動し た処

理についての ID 情報を戻し ます。 PROCESS_INFORMATION システム変数には、 次のメ ンバーがあり ます。

LAAW_SHELLEXECUTEINFO
LAAW_SHELLEXECUTEINFO スク リ プ ト 変数は、 ShellExecuteEx が呼び出された と き LaunchApplication 関数によ っ

て使用される SHELLEXECUTEINFO 構造のイ ンス タ ンスです。 この構造のメ ンバーを カス タ マイズし て、

LaunchApplication を LAAW_OPTION_USE_SHELLEXECUTE パラ メ ーターと共に使用し た と きの動作を変更する こ と

ができます。

SHELLEXECUTEINFO 構造

typedef SHELLEXECUTEINFO

begin

    int     cbSize;

    int     fMask;

    HWND    hwnd;

    pointer lpVerb;

    pointer lpFile;

    pointer lpParameters;

    pointer lpDirectory;

    int     nShow;

    HWND    hInstApp;

    pointer lpIDList;

    pointer lpClass;

    HWND    hkeyClass;

    int     dwHotKey;

テーブル 9 • LAAW_PROCESS_INFORMATION

メ ンバー 説明

hProcess 新規に作成された処理へのハン ドル。 このハン ドルはプロセスオブジ ェ ク ト 上で

動作するすべての関数の過程を指定するのに利用し ます。 

hThread 新規プロセスのプ ラ イマ リ スレ ッ ドへのハン ドル。 このハン ドルはプロセスオブ

ジ ェ ク ト 上で動作するすべての関数のスレ ッ ド を指定するのに利用し ます。 

dwProcessId プロセスを識別するのに利用されるグローバルプロセス ID。 この値はプロセスが

作成された時点から終了される時点まで有効です。 

dwThreadId スレ ッ ド を識別するのに利用されるグローバルスレ ッ ド ID。 この値はスレ ッ ドが

作成された時点から終了される時点まで有効です。 
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    HWND    hIconMonitor;

    HWND    hProcess;

end;

LAAW_SHELLEXECUTEVERB
LAAW_SHELLEXECUTEVERB スク リ プ ト 変数は、 ShellExecuteEx が呼び出された と き LaunchApplication 関数によ っ

て使用される動詞を示す文字列です。 デフ ォル ト 値は open です。 デフ ォル ト で、 LAAW_SHELLEXECUTEINFO の 

lpVerb メ ンバーは、 この文字列をポイ ン ト し ます。

ヒ ン ト • Windows Vista 以降を実行中のシステム上で LAAW_OPTION_USE_SHELLEXECUTE を使用する場合で、 完全

な管理者アカウン ト  ( 実行する実行可能フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て [ 管理者と し て実行 ] を ク リ ッ ク し た場合と似

ています ) を使ってアプ リ ケーシ ョ ンを起動する と き、 スク リ プ ト で LaunchApplication を使用する前に 

LAAW_SHELLEXECUTEVERB を runas に設定し ます。

LAAW_SHELLEXECUTEVERB = "runas";

これによ って、 起動するアプ リ ケーシ ョ ンが関連設定を含むアプ リ ケーシ ョ ン マニフ ェ ス ト を持っているかど う

かにかかわらず、 アプ リ ケーシ ョ ンは確実に完全な管理者権限を使って実行されます。 これによ って、 同意また

は資格情報を要求するユーザー アカウン ト 制御 (UAC) のプロンプ ト が表示される こ とがあ り ます。

Windows Vista 以前のオペレーテ ィ ング システムを実行するマシン上で runas が使用された場合、 [ 別のユーザー

と し て実行 ] ダイアログ ボ ッ クスが表示されます。 この動作は、 実行する実行可能フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て [

別のユーザーと し て実行 ] を ク リ ッ ク し た と き と似ています。 このダイアログ ボ ッ クスを使って、 エン ド ユー

ザーはアプ リ ケーシ ョ ンを実行するために使用するユーザー アカウン ト を選択できます。

LAAW_STARTUPINFO
起動し た処理のために新しいウ ィ ン ド ウが作成された場合、 LaunchApplication、 LaunchAndAppAndWait、 または 

LaunchApp を呼び出すと、 LAAW_STARTUPINFO 構造化変数がメ イ ン ウ ィ ン ド ウのプロパテ ィ を指定し ます。 この

システム変数はイ ンス ト ールの初期化中に LaunchAppAndWaitInitStartupInfo への呼び出しによ って自動的に初期化

されます。

STARTUPINFO システム変数には次のメ ンバーがあ り ます。

テーブル 10 • LAAW_STARTUPINFO

メ ンバー 説明

cb 構造のサイズをバイ ト 単位で示し ます。

lpReserved 予約されています。 このメ ンバーを NULL に設定し ます。
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lpDesktop デスク ト ッ プの名前のみを指定する、 またはデスク ト ッ プの名前及びこの処理用のウ ィ ン

ド ウステーシ ョ ンの名前の両方を指定するヌルで終わる文字列へのポイ ン ター。lpDesktop 

がポイ ン ト する文字列に含まれる円記号は、 文字列にデスク ト ッ プ名とウ ィ ン ド ウステー

シ ョ ン名の両方が含まれる こ と を示し ます。 lpDesktop が NULL の場合、 新しい処理はデ

スク ト ッ プ及びウ ィ ン ド ウステーシ ョ ンの親処理を継承し ます。 lpDesktop が空白文字列

の場合、 処理はデスク ト ッ プ及びウ ィ ン ド ウステーシ ョ ンの親処理を継承し ません。 その

代わり、 システムは新しいデスク ト ッ プ及びウ ィ ン ド ウステーシ ョ ンを作成するべきか否

かを判断し ます。 匿名ユーザーが既にデスク ト ッ プを持っている場合、 システムは既存デ

スク ト ッ プを利用し ます。

lpTitle コ ン ソール プロセスでは、 新しいコ ン ソール ウ ィ ン ド ウが作成された場合、 これがタ イ

ト ル バーに表示される タ イ ト ルと な り ます。 ヌルの場合、 代わり に実行可能フ ァ イルの

名前がウ ィ ン ド ウタ イ ト ルと し て利用されます。 新しいコ ン ソール ウ ィ ン ド ウを作成し

ない GUI またはコ ン ソール プロセスでは、 このパラ メ ーターは NULL でな く てはな り ま

せん。

dwX dwFlags が STARTF_USEPOSITION を指定し ない限り無視されます。 新規ウ ィ ン ド ウが作成

される場合、 ウ ィ ン ド ウの左上の角の x オフセ ッ ト をピ クセル単位で指定し ます。 オフ

セ ッ ト は画面の左上の角からです。 GUI プロセスでは、 CreateWindow の x パラ メ ーターが 

CW_USEDEFAULT の場合にオーバーラ ッ プ し たウ ィ ン ド ウを作成する為、 新しいプロセス

が Windows API 関数の CreateWindow を 初に呼び出すのに指定の位置が使用されます。

dwY dwFlags が STARTF_USEPOSITION を指定し ない限り無視されます。 新規ウ ィ ン ド ウが作成

される場合、 ウ ィ ン ド ウの左上の角の ｙ  オフセ ッ ト をピ クセル単位で指定し ます。 オフ

セ ッ ト は画面の左上の角からです。 GUI 処理では、 CreateWindow の y パラ メ ーターが 

CW_USEDEFAULT の場合にオーバーラ ッ プ し たウ ィ ン ド ウを作成する為、 新しい処理が 

Windows API 関数の CreateWindow を 初に呼び出すのに指定の位置が使用されます。

dwXSize dwFlags が STARTF_USESIZE を指定し ない限り無視されます。 新規しいウ ィ ン ド ウが作成

される場合、 幅をピ クセル単位で指定し ます。 GUI プロセスでは、 CreateWindow の 

ｎ Width パラ メ ーターが CW_USEDEFAULT の場合にオーバーラ ッ プ し たウ ィ ン ド ウを作成

する為、 新しいプロセスが Windows API 関数の CreateWindow を 初に呼び出す際にのみ

使用されます。 

dwYSize dwFlags が STARTF_USESIZE を指定し ない限り無視されます。 新規しいウ ィ ン ド ウが作成

される場合、 高さ をピ クセル単位で指定し ます。 GUI プロセスでは、 CreateWindow の 

ｎ Hight パラ メ ーターが CW_USEDEFAULT の場合にオーバーラ ッ プ し たウ ィ ン ド ウを作成

する為、 新しいプロセスが CreateWindow を 初に呼び出す際にのみ使用されます。

dwXCountChars dwFlags が STARTF_USECOUNTCHARS を指定し ない限り無視されます。 コ ン ソール プロ

セスでは、 新しいコ ン ソール ウ ィ ン ド ウが作成される場合、 dwXCountChars が文字の列

にあるスク リーンバッ フ ァーの幅を指定し ます。 この値は、 GUI プロセスで無視されま

す。

テーブル 10 • LAAW_STARTUPINFO ( 続き )

メ ンバー 説明
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dwYCountChars dwFlags が STARTF_USECOUNTCHARS を指定し ない限り無視されます。 コ ン ソール プロ

セスでは、 新しいコ ン ソール ウ ィ ン ド ウが作成される場合、 dwYCountChars が文字の行

にあるスク リーン バッ フ ァーの高さ を指定し ます。 この値は、 GUI プロセスで無視されま

す。

dwFillAttribute dwFlags が STARTF_USEFILLATTRIBUTE を指定し ない限り無視されます。 制御アプ リ ケー

シ ョ ンに新しい制御ウ ィ ン ド ウが作成される場合、 初期テキス ト と背景色を指定し ます。

これらの値は GUI アプ リ ケーシ ョ ンでは無視されます。 この値には、

FOREGROUND_BLUE、 FOREGROUND_GREEN、 FOREGROUND_RED、

FOREGROUND_INTENSITY、 BACKGROUND_BLUE、 BACKGROUND_GREEN、

BACKGROUND_RED、 および BACKGROUND_INTENSITY の任意の組み合わせが可能です。

ISRTWindows.h で定義されていない、 これらの Windows 定数の利用法については、 「スク リ

プ ト で Windows 定数を使用する」 を参照し て下さい。 たと えば次の値の組み合わせは、 白

背景に赤色テキス ト を生成し ます :

FOREGROUND_RED| BACKGROUND_RED| BACKGROUND_GREEN| BACKGROUND_BLUE

テーブル 10 • LAAW_STARTUPINFO ( 続き )

メ ンバー 説明
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dwFlags これは特定の STARTUPINFO メ ンバーが利用されているか否かを判断するビ ッ ト フ ィ ール

ド で、 処理がウ ィ ン ド ウを作成する際に利用されます。 次の値の組み合わせを指定する こ

とができます :

• STARTF_FORCEONFEEDBACK Ñ LaunchApplication または LaunchAndAppAndWait が呼

び出されたあとの 2 秒間、 カーソルがフ ィ ー ド バッ ク モー ド である こ と を示し ます。

この 2 秒間の間に処理が初めの GUI 呼び出し を行う場合、システムは処理へにさ らに 

5 秒間追加し ます。 この 5 秒間の間に処理がウ ィ ン ド ウを表示する場合、 システムは

処理へウ ィ ン ド ウの描画を終える為のさ らなる 5 秒間を追加し ます。

システムは Windows API 関数 GetMessage への 初の呼び出しの後、 処理が描画中で

も フ ィ ー ドバッ ク カーソルをオフにし ます。

• STARTF_FORCEOFFFEEDBACK Ñ 処理開始中にフ ィ ー ドバッ ク カーソルが強制的にオ

フ と なったこ と を示し ます。 標準カーソルが表示されます。

• STARTF_RUNFULLSCREEN Ñ 処理はウ ィ ン ド ウ モー ド ではな く 、 フル画面モー ド で実

行する必要がある こ と を示し ます。

このフ ラグは x86 コ ンピ ューター上で実行されるアプ リ ケーシ ョ ンの制御にのみ有効

です。

• STARTF_USECOUNTCHARS Ñ この値が指定されなかった場合、 dwXCountChars と 

dwYCountChars メ ンバーは無視されます。

• STARTF_USEFILLATTRIBUTE Ñ この値が指定されなかった場合、 dwFillAttribute メ ン

バーは無視されます。

• STARTF_USEPOSITION Ñ この値が指定されなかった場合、 dwX と dwY メ ンバーは無

視されます。

• STARTF_USESHOWWINDOW Ñ この値が指定されなかった場合、 wShowWindow メ ン

バーは無視されます。

• STARTF_USESIZE Ñ この値が指定されなかった場合、 dwXSize と dwYSize メ ンバーは

無視されます。

• STARTF_USESTDHANDLES Ñ hStdInput、 hStdOutput、 および STARTUPINFO 構造の 

hStdError メ ンバーで指定されたハン ドルへの処理用に、 標準入力、 標準出力、 そ し

て標準エラーハン ド ラーを設定し ます。 適切に動作させるためには、

LAAW_PARAMETERS.bInheritHandles は TRUE に設定し な く てはな り ません。

この値が指定されなかった場合、 STARTUPINFO の hStdInput、 hStdOutput、 そ し て 

hStdError 各メ ンバー構造は無視されます。

wShowWindow dwFlags が STARTF_USESHOWWINDOW を指定し ない限り無視されます。 wShowWindow メ

ンバーには、 Winuser.h で定義された任意の SW_ 定数が可能です。 GUI プロセスでは、

wShowWindow は Windows API 関数 ShowWindow が 初に呼び出されたと きにデフ ォル ト 値

を指定し ます。 ShowWindow の  ShowWindow パラ メ ーターは無視されます。 ShowWindow 

の後に続 く 呼び出し では、 ShowWindow の ShowWindow パラ メ ーターが 

SW_SHOWDEFAULT に設定されている場合、 wShowWindow メ ンバーが利用されます。 

テーブル 10 • LAAW_STARTUPINFO ( 続き )

メ ンバー 説明
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例

LaunchAppAndWait を呼び出す前に、 起動されたアプ リ ケーシ ョ ンが (0,0) 座標で表示される こ と を指定し ます。 構

造は次の様にカス タ マイズし ます :

LAAW_STARTUPINFO.dwFlags = LAAW_STARTUPINFO.dwFlags | STARTF_USEPOSITION;

LAAW_STARTUPINFO.dwX = 0;

LAAW_STARTUPINFO.dwY = 0;

MAINTENANCE
イ ンス ト ールプログラムがメ ンテナンスモー ド を実行し ている場合、 このシステム変数は TRUE に設定され、 初

回イ ンス ト ールには FALSE に設定されます。

MAINT_OPTION

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

MAINT_OPTION システム変数は、 [ 一般情報 ] ビ ューの " メ ンテナンス エクスペ リ エンス " 設定で指定し た メ ンテ

ナンス オプシ ョ ンに対応し て、 次の値の 1 つに設定されます。

• MAINT_OPTION_STANDARD 

• MAINT_OPTION_MULTI_INSTANCE 

• MAINT_OPTION_NONE 

cbReserved2 予約済み。 ゼロでな く てはな り ません。

lpReserved2 予約済み。 NULL でな く てはな り ません。

hStdInput dwFlags が STARTF_USESTDHANDLES を指定し ない限り無視されます。

STARTF_USESTDHANDLES が指定された場合に処理への標準入力ハン ドルと し て利用され

るハン ドルを指定し ます。

hStdOutput dwFlags が STARTF_USESTDHANDLES を指定し ない限り無視されます。

STARTF_USESTDHANDLES が指定された場合に処理への標準出力ハン ドルと し て利用され

るハン ドルを指定し ます。

hStdError dwFlags が STARTF_USESTDHANDLES を指定し ない限り無視されます。

STARTF_USESTDHANDLES が指定された場合に処理への標準エラーハン ドルと し て利用さ

れるハン ドルを指定し ます。 

テーブル 10 • LAAW_STARTUPINFO ( 続き )

メ ンバー 説明
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MEDIA
このシステム変数は現在のフ ァ イルメ デ ィ アラ イブラ リ、 またはスク リ プ ト で作成し た機能セ ッ ト を格納し ます。

セ ッ ト ア ッ プの初期化中に、 MEDIA に 「DATA」 の値が割り当てられます。 この値は、 メ デ ィ アビルド で作成され

た DATAx.cab フ ァ イルに対応する ものです。 このシステム変数の値を変更し てスク リ プ ト 作成コ ンポーネン ト

セ ッ ト を参照するには、 FeatureMoveData を呼び出す前に値を 'DATA' に戻す必要があ り ます。

MODE
システム変数 MODE には次の定数値のひとつが含まれます ( 実行時に値を変更する こ とができないこ とにご注意

く ださい ):

次に示すよ う に、 MODE システム変数を if ステー ト メ ン ト で使用し、 モー ド ベースのスク リ プ ト のフ ローを コ ン

ト ロールできます。

if (MODE = SILENTMODE) then

// サイレン ト  セッ ト ア ッ プ アクシ ョ ン と イベン ト を実行します。

else

// 普通のセッ ト ア ッ プアクシ ョ ン と イベン ト を実行します。

endif;

メ モ • 基本の MSI プロジ ェ ク ト では、 ユーザーが Windows Installer 条件 “UILevel=2” を使ってイ ンス ト ールをサイ

レン ト モー ド で実行し ているかど うか判断する こ とができます。

MSI_TARGETDIR
MSI_TARGETDIR は InstallScript MSI プロジ ェ ク ト 用の管理イ ンス ト ール ( ユーザーが /a 引数を使って Setup.exe を

実行し た場合 ) のイ ンス ト ール先を意味し ます。

基本の MSI プロジ ェ ク ト では、 TARGETDIR プロパテ ィ  (InstallScript 変数ではない ) が管理イ ンス ト ールのイ ンス

ト ール先を含みます。

テーブル 11 • MODE

定数 意味

SILENTMODE Setup.exe がサイ レン ト モー ド で実行されている こ と を示し ます。 ( つま り、

ユーザーが /s 引数を使った Setup.exe を実行し ています。 )

NORMALMODE Setup.exe がノ ーマルモー ド で実行されている こ と を示し ます。

RECORDMODE Setup.exe によ って、 サイ レン ト セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イル (.iss フ ァ イル ) が自動

的に生成される こ と を示し ます。 .iss フ ァ イルは、 セ ッ ト ア ッ プの入力値を記

録し たもので、 デフ ォル ト では Windows フ ォルダーに配置されます。 ( つま り、

ユーザーが / ｒ  引数を使った Setup.exe を実行し た場合です。 )
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MULTI_INSTANCE_COUNT

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

このシステム変数は、 ターゲッ ト  システムに既にイ ンス ト ールされている現在実行中の複数イ ンス タ ンスセ ッ ト

ア ッ プのイ ンス タ ンスの数と等し く 設定されています。 新しい値を このシステム変数に割り当てる こ とはできま

せん。

PACKAGE_LOCATION

プロジ ェ ク ト • PACKAGE_LOCATION システム変数は、 InstallScript プロジ ェ ク ト にのみ適用されます。

このシステム変数はイ ンス ト ールが InstallShield 内で作成された自己展開実行可能フ ァ イルから実行される場合、

イ ンス ト ールの自己展開実行可能フ ァ イルの完全修飾フ ァ イル名を、 それ以外の場合はヌル文字列値 ("") を含み

ます。

PRODUCT_GUID
この読み取り専用システム変数は、 セ ッ ト ア ッ プの GUID を含みます。 これはプロジ ェ ク ト の ProductCode プロパ

テ ィ の値に初期化されます。 PRODUCT_GUID は、 デフ ォル ト で UNINSTALLKEY 変数の一部、 または 

DISK1TARGET デ ィ レ ク ト リ と SUPPORTDIR デ ィ レ ク ト リ の一部と し て利用されます。

PRODUCT_INSTALLED

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

このシステム変数は、 イ ンス ト ーラーの有効なログフ ァ イルが存在する場合はゼロ以外の値に設定されます。

セ ッ ト ア ッ プが標準メ ンテナンスオプシ ョ ンを使って実行し ている場合、 この変数は MAINTENANCE システム変

数と等し く な り ます。

PROGRAMFILES
PROGRAMFILES システム変数には、 Windows でアプ リ ケーシ ョ ンを保存するよ う定義されたフ ォルダーの完全修

飾名が含まれています。 英語版 Windows では、 このフ ォルダーは Program Files とい う名前で、 Windows がイ ンス

ト ールされている ド ラ イブのルー ト にあ り ます。 ( 他の言語版の Windows フ ォルダー名はデフ ォル ト でローカ ラ イ

ズされた名前に設定されています )。 Program Files フ ォルダーは、 アプ リ ケーシ ョ ン フ ォルダーのデフ ォル ト の場

所と し てお勧めし ます。

64 ビ ッ ト  Windows システムでは、 このフ ォルダーは 32 ビ ッ ト のアプ リ ケーシ ョ ン用のみで、 デフ ォル ト で 

Program Files (x86) とい う名前を持ちます。 64 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンは、 PROGRAMFILES64 フ ォルダにイ ンス

ト ールし な く てはな り ません。
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ヒ ン ト • 複数のアプ リ ケーシ ョ ンを配布し ている場合は、 Program Files 内に企業名のフ ォルダーを作り、 その中に

アプ リ ケーシ ョ ン フ ォルダーを作成する こ と もできます。

このシステム変数は読み取り専用です。 この変数に値を割り当てよ う とする と、 コ ンパイ ラー エラーの原因と な

り ます。 このシステム変数の値は、 複数のオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト 間およびオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト と メ イ ンの

セ ッ ト ア ッ プ スク リ プ ト との間で共有されます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript イ ンス ト ールでセ ッ ト ア ッ プの初期化中、 PROGRAMFILES 変数の値は、 Windows API 

関数 SHGetSpecialFolderPath を CSIDL_COMMON_FILES パラ メ ーターと共に呼び出し て取得し ます。

基本の MSI と InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 PROGRAMFILES 変数の値は Windows Installer プロパテ ィ  

ProgramFilesFolder に基づいて初期化されます。 遅延、 コ ミ ッ ト 、 およびロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンは、

このプロパテ ィ ーにアクセスする こ とはできません。 そのため、 対応する PROGRAMFILES 変数は、 遅延、 コ ミ ッ

ト 、 およびロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンでは空白です。 詳細は、 「遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ ク カス タム 

アクシ ョ ンで Windows Installer プロパテ ィ にアクセスする、 またはその設定を行う」 を参照し て く だ さい。

PROGRAMFILES64
PROGRAMFILES64 システム変数には、 Windows で 64 ビ ッ ト  システム上に 64 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンを保存す

るよ う定義されたフ ォルダーの完全修飾名が含まれています。 (32 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンは PROGRAMFILES 

フ ォルダーに格納されます。 ) 英語版 Windows では、 このフ ォルダーは Program Files とい う 名前で、 Windows がイ

ンス ト ールされている ド ラ イブのルー ト にあ り ます。 ( 他の言語版の Windows フ ォルダー名はデフ ォル ト でローカ

ラ イズされた名前に設定されています )。 Program Files フ ォルダーは、 アプ リ ケーシ ョ ン フ ォルダーのデフ ォル ト

の場所と し てお勧めし ます。

ヒ ン ト • 複数のアプ リ ケーシ ョ ンを配布し ている場合は、 Program Files 内に企業名のフ ォルダーを作り、 その中に

アプ リ ケーシ ョ ン フ ォルダーを作成する こ と もできます。

このシステム変数は読み取り専用です。 この変数に値を割り当てよ う とする と、 コ ンパイ ラー エラーの原因と な

り ます。 このシステム変数の値は、 複数のオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト 間およびオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト と メ イ ンの

セ ッ ト ア ッ プ スク リ プ ト との間で共有されます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript イ ンス ト ールでセ ッ ト ア ッ プの初期化中、 PROGRAMFILES64 変数の値は、 Windows API 

関数 SHGetSpecialFolderPath を CSIDL_PROGRAM_FILES パラ メ ーターと共に呼び出し て取得し ます。

基本の MSI と InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 PROGRAMFILES64 変数の値は Windows Installer プロパテ ィ  

ProgramFiles64Folder に基づいて初期化されます。 遅延、 コ ミ ッ ト 、 およびロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンは、

このプロパテ ィ ーにアクセスする こ とはできません。 そのため、 対応する PROGRAMFILES64 変数は、 遅延、 コ

ミ ッ ト 、 およびロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンでは空白です。 詳細は、 「遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ ク カス

タム アクシ ョ ンで Windows Installer プロパテ ィ にアクセスする、 またはその設定を行う」 を参照し て く だ さい。
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REGDB_OPTIONS
REGDB_OPTIONS  システム変数を使って、 一般的なレジス ト リ関数にいろいろなオプシ ョ ンを設定する こ とがで

きます。 次のテーブルは、 指定が可能なオプシ ョ ンを説明し ます :

オプシ ョ ンを追加するには、 １  つまたは複数のオプシ ョ ンをビ ッ ト 単位の OR (|) 演算子を使用し て次のよ う に組

み合わせます。 

テーブル 12 • REGDB_OPTIONS

オプシ ョ ン 意味

REGDB_OPTION_DISABLETEXTSUBS レジス ト リ関数に渡された文字列のテキス ト 置換を無

効にし ます。 このオプシ ョ ンは、 開き山かっ こ (<) と

閉じ山かっ こ (>) を含むレジス ト リ関数文字列で作業

し ている と きに使用し ますが、 テキス ト 置換と解釈す

べきではあ り ません。

REGDB_OPTION_NO_DELETE_OLD_MAJMIN_VERSION MaintenanceStart 関数が、 以下の定数のレガシ値が削

除されないよ う に防ぎます :

• REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_MAJORVERSION 

( アプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ール キーの下に

ある メ ジャー バージ ョ ン値名 )。 InstallShield 2009 

以前で作成されたイ ンス ト ールで、 この値は 

MajorVersion。

• REGDB_VALUENAME_UNINSTALL_MINORVERSION (

アプ リ ケーシ ョ ン アンイ ンス ト ール キーの下に

あるマイナー バージ ョ ン値名 )。 InstallShield 2009 

以前で作成されたイ ンス ト ールで、 この値は 

MinorVersion。

詳細については、 「InstallShield 2009 以前のプロジ ェ ク

ト をア ッ プグレー ド する」 の 「InstallScript イ ンス ト ー

ルのアン イ ンス ト ール キーにおける メ ジャーおよびマ

イナー バージ ョ ンのレジス ト リ エン ト リの変更」 セ

クシ ョ ンを参照し て く だ さい。

REGDB_OPTION_WOW64_64KEY すべての将来のレジス ト リ操作が、 (64 ビ ッ ト システ

ム上の ) レジス ト リの 32 ビ ッ ト 領域ではな く  64 ビ ッ

ト 領域に影響する こ と を指定し ます。 ３ ２  ビ ッ ト シス

テム上で、 このオプシ ョ ンを設定し ても影響はあ り ま

せん。

64 ビ ッ ト のレジス ト リの場所へのイ ンス ト ールに関す

る詳細は、 「64 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング システムを 

InstallScript イ ンス ト ールで ターゲッ ト にする」 を参照

し て く だ さい。

REGDB_OPTION_USE_DEFAULT_OPTIONS 以前設定されたオプシ ョ ンをすべて リ セ ッ ト  ( ク リ ア

) し ます。
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REGDB_OPTIONS = REGDB_OPTIONS | REGDB_OPTION_WOW64_64KEY

オプシ ョ ンを削除するには、 ビ ッ ト 単位の AND (&) 演算子と ビ ッ ト 単位の NOT (~) 演算子を使用し て削除するオプ

シ ョ ンを次のよ う に指定し ます。

REGDB_OPTIONS = REGDB_OPTIONS & ~REGDB_OPTION_WOW64_64KEY

メ モ • REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オプシ ョ ンを有効にする と、 レジス ト リ セ ッ ト のレジス ト リ エン ト リが作成

される場所に影響し ます。 例えば、 CreateRegistrySet 関数を呼び出す時にこのオプシ ョ ンを有効にし た場合、 レ

ジス ト リ セ ッ ト はレジス ト リの 64 ビ ッ ト 領域に作成されます。 イ ンス ト ールする特定の 64 ビ ッ ト  レジス ト リ 

セ ッ ト に対し て、 このオプシ ョ ンを有効にする場合、 その他のレジス ト リ エン ト リ またはレジス ト リ セ ッ ト がレ

ジス ト リの 64 ビ ッ ト 領域に誤って作成されないよ う に、 このオプシ ョ ンを無効にする こ とが推奨されます。 64 

ビ ッ ト のレジス ト リの場所へのイ ンス ト ールに関する詳細は、 「64 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング システムを 

InstallScript イ ンス ト ールで ターゲッ ト にする」 を参照し て く ださい。

InstallScript エンジンは、 レジス ト リの 64 ビ ッ ト  部分への製品の [ プログラムの追加と削除 ] 情報のイ ンス ト ール

をサポー ト し ないため、 特定のレジス ト リ関数、 た と えば CreateInstallationInfo、 MaintenanceStart、

RegDBGetItem、 RegDBSetItem、 RegDBGetAppInfo、 RegDBSetAppInfo、 および RegGetUninstCmdLine では 

EGDB_OPTION_WOW64_64KEY オプシ ョ ンがサポー ト されていません。

REINSTALLMODE
このシステム変数は、 再イ ンス ト ール関数の １  つが InstallScript イ ンス ト ールで呼び出された場合、 つま り 

FeatureReinstall、 FeatureUpdate、 FeaturePatch が現在のイ ンス ト ーラーのイ ンス タ ンスで呼び出された場合、 ゼ

ロ以外の値が入り ます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI イ ンス ト ールの場合、 FeatureReinstall 関数が呼び出される と、 このシステム変数

にはゼロ以外の値が入り ます。 FeatureUpdate および FeaturePatch は、 InstallScript MSI イ ンス ト ールでは定義され

ていないので、 呼び出さ ないよ う にし て く だ さい。

REMOVEALLMODE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

このシステム変数は、 アプ リ ケーシ ョ ンが完全にアン イ ンス ト ールされた場合、 つま り FeatureRemoveAll、

FeatureRemoveAllInMedia、 FeatureRemoveAllInMediaAndLog が現在のセ ッ ト ア ッ プのイ ンス タ ンスで呼び出された

場合、 ゼロ以外の値にな り、 それ以外の場合は FALSE にな り ます。 このシステム変数の値は、 複数のオブジ ェ ク

ト  スク リ プ ト 間およびオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト と メ イ ンのセ ッ ト ア ッ プ スク リ プ ト との間で共有されます。

メ モ • アプ リ ケーシ ョ ンが完全にアン イ ンス ト ールされた時、 スク リ プ ト  コー ドのみを実行するには、 次の if-

then ステー ト メ ン ト 内にコー ド を配置し ます :

if REMOVEALLMODE!=0 then

/* このコードは、 アンインス ト ール中にのみ実行されます。 */

endif;
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特定のコ ンポーネン ト がアン イ ンス ト ールされた時に特定のアン イ ンス ト ールアクシ ョ ンを実行するには、 コ ン

ポーネン ト の <ComponentName>_Uninstalling イベン ト を上書き し て、 このイベン ト で実行し ます。

REMOVEONLY

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

- removeonly を利用し て Setup.exe が実行された場合、 REMOVEONLY システム変数はゼロ以外の値に等し く 設定

され、 それ以外の場合は FALSE に等し く 設定されます。 OnMaintUIBefore イベン ト  ハン ド ラー関数のデフ ォル ト  

コー ドは、 REMOVEONLY の値に従って条件付で SdWelcomeMaint ダイアログを表示し ます。

このシステム変数は読み取り専用です。 この変数に値を割り当てよ う とする と、 コ ンパイ ラー エラーの原因と な

り ます。

SELECTED_LANGUAGE

プロジ ェ ク ト • SELECTED_LANGUAGE をサポー ト するプロジ ェ ク ト  タ イプは次のとお り です。

• InstallScript

• InstallScript MSI

この SELECTED_LANGUAGE システム変数の数値には、 イ ンス ト ーラーがプロンプ ト やメ ッ セージの表示に使用す

る言語の ID が含まれます。

このシステム変数には対応する <SELECTED_LANGUAGE> テキス ト 置換があ り、 4 桁の 16 進数と し てフ ォーマ ッ

ト された SELECTED_LANGUAGE の値が含まれます (0x プレ フ ィ ッ クスを含む )。 た と えば、

SELECTED_LANGUAGE が ISLANG_ENGLISH_UNITEDSTATES の場合、 テキス ト 置換の値は 0x0409 にな り ます。

SHAREDSUPPORTDIR

プロジ ェ ク ト • InstallScript プロジ ェ ク ト は SHAREDSUPPORTDIR をサポー ト し ます。

SHAREDSUPPORTDIR は読み取り専用の変数で、 InstallScript イ ンス ト ールと そのイ ンス ト ールに含まれるすべて

の InstallScript オブジ ェ ク ト との間で共有されるサポー ト フ ァ イルのすべてを含むデ ィ レ ク ト リ を識別し ます。

このシステム変数には、 対応する <SHAREDSUPPORTDIR> テキス ト 置換があり ます。

SHELL_OBJECT_FOLDER

プロジ ェ ク ト • 次のプロジ ェ ク ト  タ イプは、 SHELL_OBJECT_FOLDER をサポー ト し ます :
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• InstallScript

• InstallScript MSI

SHELL_OBJECT_FOLDER システム変数は、 実行時にスク リ プ ト を使って ( 通常は [ ス ター ト  メ ニュー ] フ ォル

ダーにある ) シ ェル オブジ ェ ク ト  フ ォルダー の名前を指定するのに使用されます。

[ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューにある フ ォルダーの " 表示名 " 設定で SHELL_OBJECT_FOLDER (InstallScript または 

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 ) または <SHELL_OBJECT_FOLDER> (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) を指定

できます。 その後、 シ ョ ー ト カ ッ ト が作成される前にスク リ プ ト で SHELL_OBJECT_FOLDER 変数を設定する こ と

によ り、 このフ ォルダーの表示名を実行時に定義する こ とができます。 通常、 シ ョ ー ト カ ッ ト はフ ァ イルの転送

時に作成されます。

プロジ ェ ク ト • InstallScrip プロジ ェ ク ト では、 " 表示名 " 設定で <SHELL_OBJECT_FOLDER> または 

SHELL_OBJECT_FOLDER のどち らかを指定できます。 どち らの場合も、 テキス ト 置換が使用されます。 ただ し、

山かっ この使用をお勧めし ます ( 例、 <SHELL_OBJECT_FOLDER>)。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 山括弧な しの SHELL_OBJECT_FOLDER を指定し な く てはな り ません。

InstallScript MSI イ ンス ト ールでこの機能を使用する場合、 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューに表示される フ ォルダーの "

キー名 " 設定で指定される文字は、 すべて大文字でな く てはな り ません ( 例、 NEWFOLDER1)。

イ ンス ト ールがメ ンテナンス モー ド でない場合、 SHELL_OBJECT_FOLDER は InstallScript エンジンの初期化中に 

IFX_PRODUCT_NAME と同じ値に初期化されます。 これらの変数は、 一旦初期化が完了する と同期されません。 し

たがって、 片方の変数を変更し てから、 も う片方の変数も変更する必要がある場合、 両方と も手動で変更し なけ

ればな り ません。 この種の手作業による変更はログ記録され、 次に メ ンテナンス操作が行われる と きにログから

読み取られます。 そのため、 表示名に SHELL_OBJECT_FOLDER 変数を使用するシ ョ ー ト カ ッ ト は、 アンイ ンス

ト ール中に削除される場合があ り ます。

SHOW_PASSWORD_DIALOG

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

メ デ ィ アウ ィ ザー ドの [ 一般オプシ ョ ン ] パネルまたはメ デ ィ ア プロパテ ィ  シー ト の [ 一般 ] ページで  [ セ ッ ト

ア ッ プの初期化中にパスワー ド ダイアログを表示する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ている場合、

SHOW_PASSWORD_DIALOG システム変数は TRUE にな り ます。 そ う でない場合は FALSE です。

SRCDIR
このシステム変数には、 Windows Installer パッ ケージを含むる ソースフ ォルダーへの完全修飾パスが格納されま

す。

SRCDIR は シーケンスが始ま った時に Windows Installer プロパテ ィ  SourceDir の値へ初期化され、 InstallScript カス

タム アクシ ョ ンの新しい値を割り当てる こ とはできません。
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SRCDISK
このシステム変数には、 ソースデ ィ スクが存在する ド ラ イブの名前が格納されます。 セ ッ ト ア ッ プの初期化時に、

InstallShield によ って、 セ ッ ト ア ッ プ スク リ プ ト  フ ァ イル Setup.inx を含むデ ィ スクが格納されている ド ラ イブの

名前が SRCDISK に代入されます。 た と えば、 A ド ラ イブのフ ロ ッ ピー デ ィ スクから Setup.exe を起動し、 この

デ ィ スクにフ ァ イル Setup.inx が含まれている場合、 InstallShield によ り値 “A:” が SRCDISK に代入されます。

InstallShield ではド ラ イブ名にコ ロン (:) が含まれる点に注意し て く だ さい。

メ モ • この変数で指定されている ド ラ イブのルー ト フ ォルダーを参照する場合、 変数に円記号 (\) を追加する必要

があ り ます (2 つの円記号で指定 )。 た と えば SRCDISK の値が A: の場合、 ステー ト メ ン ト  SRCDISK + "\\" は A: ド

ラ イブのルー ト フ ォルダーを参照し ます。

SUPPORTDIR
セ ッ ト ア ッ プの初期化中に、 イ ンス ト ールは一時フ ァ イルおよびイ ンス ト ールに圧縮されている フ ァ イルを コ

ピーする こ とが可能な ターゲッ ト  システム上のフ ォルダーを検索し ます。 イ ンス ト ールは SUPPORTDIR の値を、

そのフ ォルダーの完全修飾パスに設定し ます。

さ らに、 InstallShield の [ サポー ト  フ ァ イル／ビルボー ド ] ビ ューの言語非依存 ( または言語固有 ) フ ァ イル リ ス

ト に追加する フ ァ イルは、 イ ンス ト ールが初期化される時に SUPPORTDIR に圧縮解除され、 イ ンス ト ールが完了

し たと きに削除されます。

InstallScript プロジ ェ ク ト の特定のサポー ト  フ ァ イルにアクセスするには、 SUPPORTDIR 変数を直接使用し てか

ら、 フ ァ イル名を SUPPORTDIR 値に付加し て、 フ ァ イルの完全パスを取得し ます。 以下は、 InstallScript イベン ト  

コー ドの例です。

prototype STRING GetSupportFilePathIS(STRING);

function STRING GetSupportFilePathIS(szSupportFile)

begin

return SUPPORTDIR ^ szSupportFile;

end;

メ モ • InstallScript 変数 SUPPORTDIR は、 InstallScript オブジ ェ ク ト  スク リ プ ト 間で、 または InstallScript オブジ ェ

ク ト  スク リ プ ト と メ イ ンのイ ンス ト ール スク リ プ ト との間では共有されません。

プロジ ェ ク ト • Windows Installer プロパテ ィ  SUPPORTDIR の値は、 InstallScript システム変数 SUPPORTDIR の値と

は同じ ではあ り ませんので注意し て く だ さい。

イベン ト ド リ ブン型の InstallScript では、 SUPPORTDIR システム変数はサポー ト  フ ァ イルを含むフ ォルダーをポ

イ ン ト し ます。

基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンは個々のエンジンを初

期化し ます。 各エンジンは、 プラ イマ リ SUPPORTDIR がど こにあるか分かっていません。 また、 各エンジンはサ

ポー ト  フ ァ イルのそれ自身のコ ピーを抽出し ません。 カス タム アクシ ョ ンから抽出されたサポー ト  フ ァ イルを

見つける方法は、 「.msi データベースにフ ァ イルを配置し、 実行時に抽出する」 を参照し て く ださい。
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SYSINFO
セ ッ ト ア ッ プの初期設定中に、 イ ンス ト ールによ って SYSINFO 構造変数のメ ンバーが設定され、 ターゲッ ト  コ ン

ピ ューターのオペレーテ ィ ング プ ラ ッ ト フ ォームが特定されます。 この変数のメ ンバーに割り当てられている値

を調べる と、 スク リ プ ト で以下のよ う な情報を判断できます :

• オペレーテ ィ ング システム

• オペレーテ ィ ング システムのメ ジャーおよびマイナー バージ ョ ン

• オペレーテ ィ ング システムのサブバージ ョ ン

• Internet Explorer のバージ ョ ン

• イ ンス ト ール済みの 新サービス パッ ク

• エン ド ユーザーの管理者権限の有無 (Windows NT の場合 )

• エン ド ユーザーがパワーユーザーかど うか

• システムが 64 ビ ッ ト かど うか

• システムが仮想マシンかど うか

• システム言語の言語 ID、 ユーザー言語、 およびオペレーテ ィ ングシステム言語

以下の表に、 SYSINFO の各メ ンバーの意味を示し ます :

テーブル 13 • SYSINFO メ ンバー

メ ンバー 意味

SYSINFO.bIntel TRUE の場合、 プロセ ッサは Intel です。

SYSINFO.bIsVirtualMachine TRUE の場合、 仮想マシンが検出されます。

詳細については、 「イ ンス ト ールが仮想マシン上で実行されているかど う

かを検出する」 を参照し て く ださい。

SYSINFO.bIsWow64 イ ンス ト ールが 64 ビ ッ ト  プ ラ ッ ト フ ォームで実行されている場合、 この

値は、 ゼロ以外の値にな り ます。

SYSINFO.bShellExplorer TRUE の場合、 シ ェルはエクスプローラーです。

SYSINFO.bWinServer2003R2 このメ ンバーが TRUE のと き、 オペレーテ ィ ング システムは Windows 

Server 2003 R2 です。
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SYSINFO.nISOSL 値はターゲッ ト コ ンピ ューターのオペレーテ ィ ングシステムを示し ます。

使用できる値は次のとお り です。

• ISOSL_WINXP Ñ Windows XP Edition

• ISOSL_WINSERVER2003 Ñ Windows Server 2003

• ISOSL_WINVISTA_SERVER2008 ( または ISOSL_WINVISTA) Ñ Windows 

Vista と Windows Server 2008 は、 同じ メ ジャー バージ ョ ン番号と マイ

ナー バージ ョ ン番号を持つ点に注意し て く だ さい。 し たがって、

InstallScript を使って Windows Server 2008 と Windows Vista を区別す

るには、 SYSINFO.nOSProductType = VER_NT_WORKSTATION が、

Windows Vista の場合は TRUE、 Windows Server 2008 の場合は FALSE 

であるかど うかを確認し て く ださい。

• ISOSL_WIN7_SERVER2008R2 Ñ Windows 7 または Windows Server 2008 

R2

• ISOSL_WIN8—Windows Vista または Windows Server 8

• ISOSL_WIN81 — Windows 8.1 または Windows Server 2012 R2

• ISOSL_WIN10—Windows 10

メ モ • Windows のい く つかのク ラ イアン ト およびサーバー バージ ョ ンで

は、 同じ メ ジャー バージ ョ ン番号と マイナー バージ ョ ン番号が使用され

ています。

• Windows 8.1 と Windows Server 2012 R2 では、 同じ メ ジャー バージ ョ ン

番号と マイナー バージ ョ ン番号が使用されています。

• Windows 8 と Windows Server 2012 では、 同じ メ ジャー バージ ョ ン番号

と マイナー バージ ョ ン番号が使用されています。

• Windows 7 と Windows Server 2008 R2 では、 同じ メ ジャー バージ ョ ン

番号と マイナー バージ ョ ン番号が使用されています。

• Windows Vista と Windows Server 2008 は、 同じ メ ジャー バージ ョ ン番

号と マイナー バージ ョ ン番号を持ちます。

このため、 イ ンス ト ールの実行時、 これらの OS バージ ョ ンでは、 ク ラ イ

アン ト  バージ ョ ンは、 同等のサーバー バージ ョ ン と同じ ものと見な され

ます。 し たがって、 ク ラ イアン ト  バージ ョ ン向けと マーク されている コ

ンポーネン ト は、 サーバー バージ ョ ンにも イ ンス ト ールされます。 ク ラ

イアン ト  バージ ョ ン とサーバー バージ ョ ンを区別するには、

SYSINFO.nOSProductType と VER_NT_WORKSTATION が等しいかど う か確

認し ます。 ク ラ イアン ト  バージ ョ ンでは、 これらは等し く なっています 

(True)。 サーバー バージ ョ ンでは、 False です。

SYSINFO.nOSMajor オペレーテ ィ ングシステムのメ ジャーバージ ョ ン番号を示す値です。

SYSINFO.nOSMinor オペレーテ ィ ングシステムのメ ジャーバージ ョ ン番号を示す値です。

テーブル 13 • SYSINFO メ ンバー ( 続き )

メ ンバー 意味
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SYSINFO.nOSProductType 値は、 Windows OSVERSIONINFOEX 構造体の wProductType を現在のプ

ラ ッ ト フ ォームに定義されたとお り に示し ます。 使用できる値は次のとお

り です。

• VER_NT_WORKSTATION

• VER_NT_DOMAIN_CONTROLLER

• VER_NT_SERVER

また、 wProduct Type でサポー ト されているその他の任意の定数を #define 

し てテス ト する こ と もできます。 さ らに詳しい情報は、 MSDN Web サイ ト

の 「OSVERSIONINFOEX Structure」 を参照し て く だ さい。

SYSINFO.nOSSuiteMask 値は、 Windows OSVERSIONINFOEX 構造体の wSuitesMask を現在のプ ラ ッ

ト フ ォームに定義されたとお り に示し ます。 使用できる値は次のとお り で

す。

• VER_SUITE_BACKOFFICE

• VER_SUITE_DATACENTER

• VER_SUITE_ENTERPRISE

• VER_SUITE_PERSONAL

• VER_SUITE_SMALLBUSINESS

• VER_SUITE_SMALLBUSINESS_RESTRICTED

• VER_SUITE_TERMINAL

また、 wSuiteMask でサポー ト されているその他の任意の定数を #define し

てテス ト する こ と もできます。 さ らに詳しい情報は、 MSDN Web サイ ト の

「OSVERSIONINFOEX Structure」 を参照し て く だ さい。

テーブル 13 • SYSINFO メ ンバー ( 続き )

メ ンバー 意味
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SYSINFO.nSuites ターゲッ ト  コ ンピ ューター上のスイー ト  ( 複数可 ) を示す 1 つまたは複数

の ビ ッ ト フ ラグの組み合わせ。 利用可能なビ ッ ト フ ラグは次のとお り で

す。

• ISOS_ST_ALL

• ISOS_ST_XP_PRO

• ISOS_ST_XP_HOME

• ISOS_ST_SERVER

• ISOS_ST_SERVER2003_R2

• ISOS_ST_WORKSTATION

• ISOS_ST_BACKOFFICE

• ISOS_ST_DATACENTER

• ISOS_ST_ENTERPRISE

• ISOS_ST_SERVER2003_R2

• ISOS_ST_SMALLBUSINESS

• ISOS_ST_SMALLBUSINESS_RESTRICTED

• ISOS_ST_TERMINAL

• 0 ( ゼロ ) Ñ ターゲッ ト  マシンにスイー ト が検出されなかったこ と を

示し ます。

ビ ッ ト  フ ラグが設定されているかど うかを確認するには、 次の例にし た

がってビ ッ ト  ワイズ AND (&) 演算子を利用し ます。

if (SYSINFO.nSuites & ISOS_ST_XP_HOME) then

/* Windows XP Home Edition に固有の 

処理を実行します。 */

endif;

メ モ • こ こに リ ス ト されるスイー ト は、 Windows API の 

OSVERSIONINFOEX データ構造で指定する こ とができる ものです。

SYSINFO.nSystemDefaultUILangID 値はイ ンス ト ールされているオペレーテ ィ ングシステム言語の ID を示し

ます。

SYSINFO.nSystemLangID 値はシステム言語の ID を示し ます。

SYSINFO.nUserLangID 値はユーザー言語 ID を示し ます。

SYSINFO.nWinMajor Windows のメ ジャーバージ ョ ン番号を示す値です。

SYSINFO.nWinMinor Windows のマイナーバージ ョ ン番号を示す値です。

テーブル 13 • SYSINFO メ ンバー ( 続き )

メ ンバー 意味
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SYSINFO.szInstalledIEVersion システムの Internet Explorer バージ ョ ンを示す値。 このメ ンバーはバー

ジ ョ ン 4 以降でサポー ト されています。 イ ンス ト ールされているバージ ョ

ンが 4 よ り も古い場合、 値はヌル ("") と な り ます。

メ モ • バージ ョ ンが 4 よ り も古い場合にこの値がヌルになる事実に依存し

ないで く ださい。 今後はこのメ ンバー変数で 4 以前のバージ ョ ンの 

Internet Explorer の検出をサポー ト するよ う になる可能性があるため、 あ

えてバージ ョ ン 4 以降をテス ト し て く だ さい。

SYSINFO.WINNT.bAdmin_Logged_On このメ ンバーが TRUE の場合、 エン ド ユーザーは管理者権限を使って NT 

でログイ ン し ています。

SYSINFO.WINNT.bPowerUser_Logged

_On

このメ ンバーが TRUE の場合、 現在のユーザーはパワー ユーザー グルー

プに属し ます。

SYSINFO.WINNT.bWin10

メ モ • このメ ンバーは、 イベン ト  ベースの InstallScript コー ド に適用し、

InstallScript カス タム アクシ ョ ンには適用し ません。

このメ ンバーが TRUE のと き、 オペレーテ ィ ング システムは Windows 10 

です。

SYSINFO.WINNT.bWin81

メ モ • このメ ンバーは、 イベン ト  ベースの InstallScript コー ド に適用し、

InstallScript カス タム アクシ ョ ンには適用し ません。

このメ ンバーが TRUE のと き、 オペレーテ ィ ング システムは Windows 8.1 

または Windows Server 2012 R2 です。

SYSINFO.WINNT.bWin8

メ モ • このメ ンバーは、 イベン ト  ベースの InstallScript コー ド に適用し、

InstallScript カス タム アクシ ョ ンには適用し ません。

このメ ンバーが TRUE のと き、 オペレーテ ィ ング システムは Windows 8 ま

たは Windows Server 2012 です。

SYSINFO.WINNT.bWin7_Server2008R

2

メ モ • このメ ンバーは、 イベン ト  ベースの InstallScript コー ド に適用し、

InstallScript カス タム アクシ ョ ンには適用し ません。

このメ ンバーが TRUE のと き、 オペレーテ ィ ング システムは Windows ま

たは Windows Server 2008 R2 です。

テーブル 13 • SYSINFO メ ンバー ( 続き )

メ ンバー 意味
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例

次の部分的なコー ド では、 ターゲッ ト システムのオペレーテ ィ ング システムが Windows XP の場合、 メ ッ セージ

ボ ッ クスが表示されます。

if (SYSINFO.WINNT.bWinXP) then

MessageBox("Windows XP にインス ト ール中 ",INFORMATION);

endif;

SYSPROCESSORINFO
イ ンス ト ールの初期設定中に、 イ ンス ト ールによ ってこの構造体の変数のメ ンバーが設定され、 ターゲッ ト コ ン

ピ ューターのプロセ ッサについての情報が識別されます。 この変数のメ ンバーに割り当てられた値を調べて、 ス

ク リ プ ト は、 システム上のプロセ ッサの数またはプロセ ッサの種類などの情報を判断できます。

以下のテーブルでは、 SYSPROCESSORINFO の各メ ンバーの意味を示されています。

メ モ • これら メ ンバーはそれぞれ、 Windows SYSINFO 構造体にある メ ンバーに対応し ています。 これらのメ ンバー

は、 初期化中に、 64 ビ ッ ト  Windows システム上で Windows API GetSystemInfo または GetNativeSystemInfo 関数を

呼び出すこ と で設定されます。 この構造体に関し ては、 MSDN ラ イブ ラ リ にある文書を参照し て く ださい。 また、

SYSINFO.WINNT.bWinNT このメ ンバーは TRUE の場合は、 オペレーテ ィ ング システムは Windows 

NT (Windows XP を含む ) です。

SYSINFO.WINNT.bWinVista_

Server2008

(SYSINFO.WINNT.bWinVista)

SYSINFO.WINNT.bWinVista_Server2008 または SYSINFO.WINNT.bWinVista が 

TRUE の場合、 オペレーテ ィ ング システムは Windows Vista または 

Windows Server 2008 です。

Windows Server 2008 と Windows Vista の区別は、SYSINFO.nOSProductType 

が VER_NT_WORKSTATION に等しいかど うかを確認し ます。 TRUE のと き

は、 Windows Vista で、 FALSE のと きは、 Windows Server 2008 です。

SYSINFO.WINNT.bWinXP このメ ンバーが TRUE のと き、 オペレーテ ィ ング システムは Windows XP 

です。

SYSINFO.WINNT.bWinServer2003 このメ ンバーが TRUE のと き、 オペレーテ ィ ング システムは Windows 

Server 2003 または Windows Server 2008 R2 です。

SYSINFO.WINNT.nServicePack イ ンス ト ール済みのサービス パッ クの数。

イ ンス ト ールはこの情報を Windows API GetVersionEx を呼び出し、

nServicePackMajor 値を読み取って取得し ます。

テーブル 13 • SYSINFO メ ンバー ( 続き )

メ ンバー 意味
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Microsoft によ って文書化されているよ う に、 nProcessorType の使用は推奨し ません。 代わり に、 nProcessorLevel 

と nProcessorArchitecture を使用し て く だ さい。

テーブル 14 • SYSPROCESSORINFO

メ ンバー 意味

SYSPROCESSORINFO.nProcessorAr

chitecture

プロセ ッサ アーキテ クチャ を示し ます。 使用できる値は次のとお り で

す。

PROCESSOR_ARCHITECTURE_INTEL

PROCESSOR_ARCHITECTURE_IA64

PROCESSOR_ARCHITECTURE_AMD64

PROCESSOR_ARCHITECTURE_UNKNOWN

メ モ • InstallScript には、 この構造体メ ンバーの も一般的な値に対する

定数が含まれています。 ただし、 異例なケースで、 この構造体メ ンバー

に Windows によ って定義された他の値が含まれている こ と もあり ます。

その他に追加された可能性のある値については、 対応する SYSINFO メ ン

バーに関する Windows 文書を参照し て く だ さい。 

SYSPROCESSORINFO.nNumberOfPr

ocessors

システム上のプロセ ッサの数を示し ます。

SYSPROCESSORINFO.nProcessorTy

pe

プロセ ッサの種類を示し ます。 使用できる値は次のとお り です。

PROCESSOR_INTEL_386

PROCESSOR_INTEL_486

PROCESSOR_INTEL_PENTIUM

PROCESSOR_INTEL_IA64

PROCESSOR_AMD_X8664

メ モ • InstallScript には、 この構造体メ ンバーの も一般的な値に対する

定数が含まれています。 ただし、 異例なケースで、 この構造体メ ンバー

に Windows によ って定義された他の値が含まれている こ と もあり ます。

その他に追加された可能性のある値については、 対応する SYSINFO メ ン

バーに関する Windows 文書を参照し て く だ さい。 

SYSPROCESSORINFO.nProcessorLe

vel

システム上のアーキテ クチャ依存のプロセ ッサレベルを示し ます。 これ

はよ く 、 ベンダーによ って定義され、 表示目的で使用し ます。 これらの

メ ンバーの意味に関する詳しい情報は、 SYSINFO 構造体に関する 

Windows 文書を参照し て く だ さい。
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TARGETDIR
セ ッ ト ア ッ プの初期化中に、 イ ンス ト ールはシステム変数 TARGETDIR にハー ド デ ィ スク上のターゲッ ト  フ ォル

ダーへの完全修飾パスを割り当てます。 このフ ォルダーは Win.ini フ ァ イルが含まれる フ ォルダーで、 通常 

Windows フ ォルダーです。 InstallScript 関数の中には、 フ ァ イルの操作時にこの変数を使用する ものがあ り ます。

このよ う な関数を使用する場合、 事前に TARGETDIR 変数にターゲッ ト フ ォルダーを設定し てお く 必要があ り ま

す。 OnFirstUIBefore イベン ト ハン ド ラー関数のデフ ォル ト コー ドは、 値を TARGETDIR へ代入し ます。

このシステム変数の値は、 複数のオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト 間およびオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト と メ イ ンのセ ッ ト

ア ッ プ スク リ プ ト との間で共有されます。 つま り、 任意のスク リ プ ト でこのシステム変数に割り当てた値は、 明

示的に リ セ ッ ト されない限り、 次に実行されるどのスク リ プ ト のコー ド でも同じ値にな り ます。

TARGETDISK
セ ッ ト ア ッ プの初期化時に、 イ ンス ト ールによ って、 ターゲッ ト デ ィ スク ド ラ イブの名前がシステム変数 

TARGETDISK に代入されます。 このド ラ イブは Win.ini フ ァ イルが含まれる ド ラ イブで、 通常 C: ド ラ イブです。

InstallShield ではド ラ イブ名にコ ロン (:) が含まれる点に注意し て く だ さい。

メ モ • この変数で指定されている ド ラ イブのルー ト フ ォルダーを参照する場合、 変数に円記号 (\) を追加する必要

があ り ます (2 つの円記号で指定 )。た と えば TARGETDISK の値が C: の場合、ステー ト メ ン ト  TARGETDISK + "\\" 

は C: ド ラ イブのルー ト フ ォルダーを参照し ます。

UNINST

プロジ ェ ク ト • UNINST をサポー ト するプロジ ェ ク ト  タ イプは次のとお り です。

• InstallScript

• InstallScript MSI

UNINST システム変数は、 以前のバージ ョ ンの InstallShield ソ フ ト ウ ェ ア との互換性を目的と し て提供されていま

す。 ターゲッ ト  システムに存在する Setup.exe のコ ピーを起動し てアン イ ンス ト ールを実行する コマン ド ラ イ ン

を含みます。 デフ ォル ト の値は次のとお り です。

<UNINSTALL_STRING> -uninst

このコマン ド ラ イ ンを使用する と、 イ ンス ト ールは、 イ ンス ト ールが起動されたと きに OnUninstall イベン ト を実

行し ます。 詳細は、 Setup.exe の /uninst コマン ド ラ イ ン パラ メ ーター の情報を参照し て く だ さい。

このコマン ド ラ イ ンは、 DeinstallStart 関数によ って該当するレジス ト リ値に保存されます。 DeinstallStart 関数は、

以前のバージ ョ ンの InstallShield ソ フ ト ウ ェ ア との互換性を目的と し て提供されています。

SYSPROCESSORINFO.nProcessorRe

vision

システム上のアーキテ クチャ依存のプロセ ッサ リ ビジ ョ ンを示し ます。

これらのメ ンバーの意味に関する詳しい情報は、 SYSINFO 構造体に関す

る Windows 文書を参照し て く だ さい。

テーブル 14 • SYSPROCESSORINFO ( 続き )

メ ンバー 意味
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このシステム変数の値は、 複数のオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト 間およびオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト と メ イ ンのセ ッ ト

ア ッ プ スク リ プ ト との間で共有されます。

UNINST に独自のコマン ド ラ イ ンスイ ッ チを追加し て、 スク リ プ ト のアンイ ンス ト ールコー ド で処理する こ とがで

きます。 スイ ッ チを追加し てシステム変数 DISK1TARGET の値を変更する場合、 UNINST への追加を行う前に 

DISK1TARGET を変更し て く だ さい。 DISK1TARGET は UNINST に組み込まれているので、 DISK1TARGET を変更す

る と UNINSTALL は自動的に変更されます。

UNINSTALLKEY

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

プロジ ェ ク ト によ って異なる情報がある場合は、 その内容が説明されています。

UNINSTALLKEY システム変数には、 アン イ ンス ト ール情報を格納するのに使用し たレジス ト リ キーの名前が含ま

れています。 レジス ト リ キーは、 SOFTWARE\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Uninstall にあ り ます。

InstallScript イ ンス ト ールでは、 このキーは、 HKEY_USER_SELECTABLE_AUTO の下に配置され、 ALLUSERS スク リ

プ ト 変数の値で制御されます。 InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 イ ンス ト ールが管理者によ って実行されてい

る場合、 このキーは、 HKEY_LOCAL_MACHINE の下に配置され、 それ以外の場合、 HKEY_CURRENT_USER の下に配

置されます。

InstallScript のイ ンス ト ーラーでは、 デフ ォル ト 値は INSTANCE_GUID です。 InstallScript MSI イ ンス ト ーラーでは、

UNINSTALLKEY のデフ ォル ト 値は InstallShield_{ProductCode} です。

別のアン イ ンス ト ールキーを指定するには、 次の様にスク リ プ ト で UNINSTALLKEY へ新しい値を割り当てます :

UNINSTALLKEY = "Sample App";

他にイ ンス ト ールされているアプ リ ケーシ ョ ン との競合を避けるため、 必ずアプ リ ケーシ ョ ンに一意の値を使用

し て く ださい。

UNINSTALLKEY 変数がデフ ォル ト 値から変更されている場合、 イ ンス ト ールは製品の追加レジス ト リ キーを自動

的に作成し ます。

• InstallScript イ ンス ト ールの場合 — REGDB_KEYPATH_ISUNINSTINFO ^ INSTANCE_GUID

• InstallScript MSI イ ンス ト ールの場合 — REGDB_KEYPATH_ISUNINSTINFO ^ [ProductGuid]

このキーには、 UninstallKey (REGDB_VALUENAME_UNINSTALLKEY) と名づけられた単一の文字列値が含まれていま

す。 値データには、 UNINSTALLKEY 変数によ って決定された製品のアンイ ンス ト ール キーの名前が含まれていま

す。 この値を使って、 その他の製品がこの製品のカス タム アン イ ンス ト ール キーを使わずに製品のアン イ ンス

ト ール情報を検出および使用できるよ う にする こ とが可能です。

UNINSTALL_DISPLAYNAME
このシステム変数は [ プログラムの追加と削除 ] パネルの表示製品名を含みます。 この値は一般的に、[ 一般情報 ] 

ビ ューで指定された製品名です。
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別のアン イ ンス ト ール表示名を指定するには、 次の様にスク リ プ ト でデータ転送前に UNINSTALL_DISPLAYNAME 

へ新規値を割り当てて く だ さい。

UNINSTALL_DISPLAYNAME = "Sample App";

プロジ ェ ク ト • UNINSTALL_DISPLAYNAME は、 InstallScript および InstallScript MSI イ ンス ト ールプロジ ェ ク ト のみ

で利用する こ とができます。 基本の MSI プロジ ェ ク ト は ProductName プロパテ ィ の値を、 [ プログラムの追加と

削除 ] パネルの製品表示名と し て利用し ます。

UNINSTALL_STRING

プロジ ェ ク ト • UNINSTALL_STRING をサポー ト するプロジ ェ ク ト  タ イプは次のとお り です。

• InstallScript

• InstallScript MSI

UNINSTALL_STRING システム変数には、 アン イ ンス ト ールを実行するためにターゲッ ト  システムに配置されてい

るセ ッ ト ア ッ プラ ンチャー、 イ ンス ト ールの実行可能フ ァ イルを起動する コマン ド ラ イ ンが含まれます。 デフ ォ

ル ト の値は次のとお り です。

<DISK1TARGET>\<DISK1SETUPEXENAME> -runfromtemp -l<SELECTED_LANGUAGE>

セ ッ ト ア ッ プラ ンチャーは、 ([ 削除ボタ ンの無効化 ] プロパテ ィ を利用し て ) [ プログラムの追加と削除 ] の [ 削

除 ] ボタ ンを非表示にし ない限り、 自動的に UNINSTALL_STRING コマン ド ラ イ ンをレジス ト リへ書き込みます。

UNINSTALL_STRING に独自のコマン ド ラ イ ンスイ ッ チを追加し て、 スク リ プ ト のアン イ ンス ト ール コー ド で処理

する こ とができます。

UPDATEMODE
UPDATEMODE システム変数は、 InstallScript プロジ ェ ク ト にのみ適用されます。

このシステム変数は、 OnSetUpdateMode イベン ト ハン ド ラー関数によ って設定され、 OnShowUI イベン ト ハン ド

ラーが適切な UI イベン ト ハン ド ラーを呼び出すのに使用し ます。

WINDIR
WINDIR システム変数は、 メ イ ン オペレーテ ィ ング環境を含むフ ォルダーの完全修飾名を含みます ( 例、

C:\Windows)。

このシステム変数は読み取り専用です。 この変数に値を割り当てよ う とする と、 コ ンパイ ラー エラーの原因と な

り ます。 このシステム変数の値は、 複数のオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト 間およびオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト と メ イ ンの

セ ッ ト ア ッ プ スク リ プ ト との間で共有されます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript イ ンス ト ールでセ ッ ト ア ッ プの初期化中、 WINDIR 変数の値は、 Windows API 関数 

GetWindowsDirectory を呼び出し て取得し ます。
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 363



InstallScript Language Reference

変数データ
基本の MSI と InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 WINDIR 変数の値は Windows Installer プロパテ ィ  WindowsFolder 

に基づいて初期化されます。 遅延、 コ ミ ッ ト 、 およびロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンは、 このプロパテ ィ ーに

アクセスする こ とはできません。 そのため、 対応する WINDIR 変数は、 遅延、 コ ミ ッ ト 、 およびロールバッ ク カ

ス タム アクシ ョ ンでは空白です。 詳細は、 「遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンで Windows 

Installer プロパテ ィ にアクセスする、 またはその設定を行う」 を参照し て く だ さい。

WINDISK
WINDISK システム変数は、 メ イ ン オペレーテ ィ ング環境を含むデ ィ スク ド ラ イブの ID を含みます。 このド ラ イ

ブは、 通常 Windows プログラムを含む C ド ラ イブです。 InstallScript エンジンは、 ド ラ イブ名にコ ロン (:) を含み

ますので、 ご注意 く だ さい。

メ モ • この変数で指定されている ド ラ イブのルー ト フ ォルダーを参照する場合、 変数に円記号 (\) を追加する必要

があ り ます (2 つの円記号で指定 )。 た と えば WINDISK の値が C: の場合、 ステー ト メ ン ト  WINDISK + "\\" は C: ド

ラ イブのルー ト フ ォルダーを参照し ます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript イ ンス ト ールでセ ッ ト ア ッ プの初期化中、 WINDIR 変数の値は、 Windows API 関数 

SHGetSpecialFolderPath を CSIDL_WINDOWS パラ メ ーターと共に呼び出し て取得し ます。

基本の MSI および InstallScript MSI イ ンス ト ールの場合、 WINDIR 変数の値は、 InstallScript 関数 GetDisk を WINDIR 

と一緒に呼び出し て取得し ます。 値の取得に失敗し た場合、 この変数は Windows Installer プロパテ ィ  

WindowsVolume に基づいて初期化されます。 遅延、 コ ミ ッ ト 、 およびロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンは、 この

プロパテ ィ ーにアクセスする こ とはできません。 そのため、 対応する WINDIR 変数は、 遅延、 コ ミ ッ ト 、 および

ロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンでは空白です。 詳細は、 「遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ ク カス タム アクシ ョ ン

で Windows Installer プロパテ ィ にアクセスする、 またはその設定を行う」 を参照し て く だ さい。

WINSYSDIR
WINSYSDIR システム変数は、 System32 システム フ ォルダーの名前を含みます。 このフ ォルダーは、 Windows の

バージ ョ ンに合わせて、 アプ リ ケーシ ョ ン拡張機能 (DLL)、 デバイス ド ラ イバー、 および、 他の Windows システム

フ ァ イルを格納するために使用されます。

64 ビ ッ ト  Windows システム上では、 この変数は、 32 ビ ッ ト アプ リ ケーシ ョ ンによ って使用されている Windows シ

ステムフ ァ イルを格納する フ ォルダーをポイ ン ト し ます。 このフ ォルダーの名前は SysWOW64 です。 64 ビ ッ ト  

アプ リ ケーシ ョ ンが使用するシステム フ ァ イルには、 異なる Windows システム フ ォルダーがあ り ます。 システム

変数 WINSYSDIR64 は、 このフ ォルダーへのアクセスを提供し ます。

プロジ ェ ク ト • 32 ビ ッ ト  システムにおいて InstallScript イ ンス ト ールでセ ッ ト ア ッ プの初期化中、 WINSYSDIR 変

数の値は、 Windows API 関数 GetSystemFolder を呼び出し て取得し ます。 64 ビ ッ ト  システムにおいて InstallScript 

イ ンス ト ールでセ ッ ト ア ッ プの初期化中、 WINSYSDIR 変数の値は、 64 ビ ッ ト 実行可能フ ァ イルから Windows API 

関数 GetSystemWow64Directory を呼び出し て取得し ます。

32 ビ ッ ト  システムにおいて基本の MSI と InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 WINSYSDIR 変数の値は Windows 

Installer プロパテ ィ  SystemFolder に基づいて初期化されます。 64 ビ ッ ト  システムにおいて、 この変数は Windows 

Installer プロパテ ィ  System64Folder に基づいて初期化されます。 遅延、 コ ミ ッ ト 、 およびロールバッ ク カス タム 

アクシ ョ ンは、 このプロパテ ィ ーにアクセスする こ とはできません。 そのため、 対応する WINSYSDIR 変数は、 遅
364 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

変数データ
延、 コ ミ ッ ト 、 およびロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンでは空白です。 詳細は、 「遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ

ク カス タム アクシ ョ ンで Windows Installer プロパテ ィ にアクセスする、 またはその設定を行う」 を参照し て く だ

さい。

WINSYSDIR64
WINSYSDIR64 システム変数は 64 ビ ッ ト  System32 システム フ ォルダーの名前を含みます。 このフ ォルダーは、

Windows のバージ ョ ンに合わせて、 アプ リ ケーシ ョ ン拡張機能 (DLL)、 デバイス ド ラ イバー、 および、 他の 

Windows システムフ ァ イルを格納するために使用されます。

WINSYSDIR64 変数は 64 ビ ッ ト  System32 フ ォルダーに設定されていますが、 64 ビ ッ ト  Windows には、 自動的に 

32 ビ ッ ト アプ リ ケーシ ョ ン (InstallScript エンジンなど ) を 32 ビ ッ ト  SysWOW64 フ ォルダーにリ ダイ レ ク ト する機

能が含まれています。 し たがって、 InstallScript コー ド を使って、 WINSYSDIR64 の読み取り または書き込みを行う

場合、 場合によ って、 まず 初に、 定数 WOW64FSREDIRECTION を関数 Disable と Enable と一緒に使って、 フ ァ

イル システムのリ ダイ レ ク ト を無効にする必要があ り ます。 無効化を し なかった場合、 WINSYSDIR64 の読み取り

および書き込みは、 誤って 32 ビ ッ ト  SysWOW64 システムフ ォルダーにリ ダイ レ ク ト されます。 イ ンス ト ールが

利用する可能性のある Windows 機能にはフ ァ イル システム リ ダイ レ ク ト を有効にし てお く 必要があるため、

Windows ド キュ メ ンテーシ ョ ンではリ ダイ レ ク ト を無効にするのはそれが必要な場合のみにと どめる こ とが推奨

されています。 WINSYSDIR64 の読み取り または書き込みが完了し たら、 すぐにシステム フ ァ イルのリ ダイ レ ク ト

を有効にする こ と をお勧めし ます。

以下のコー ドは、 スク リ プ ト を通し てフ ァ イルを WINSYSDIR64 に転送する前後において、 どのよ う に リ ダイ レ ク

ト を有効化 / 無効化するかの例です。

Disable(WOW64FSREDIRECTION );

XCopyFile( SUPPORTDIR ^ "MyFile.dll", WINSYSDIR64, COMP_NORMAL );

Enable (WOW64FSREDIRECTION);

プロジ ェ ク ト • InstallScript プロジ ェ ク ト では、 WOW64FSREDIRECTION を使ってスク リ プ ト を変更する必要な く 、

フ ァ イルを 64 ビ ッ ト の System32 フ ォルダーにイ ンス ト ールする こ とができます。 この場所にイ ンス ト ールする

必要がある フ ァ イルがある場合、 フ ァ イルと レジス ト リ データ を コ ンポーネン ト に追加し て、 コ ンポーネン ト の 

"64 ビ ッ ト  コ ンポーネン ト " 設定で [ はい ] を選択し ます。 実行時に、 フ ァ イル システムのリ ダイ レ ク ト が、

System32 フ ァ イルに対し て、 自動的に無効にされます。 詳し く は、 「64 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング システムを 

InstallScript イ ンス ト ールで ターゲッ ト にする」 を参照し て く ださい。

64 ビ ッ ト  システムにおいて InstallScript イ ンス ト ールでセ ッ ト ア ッ プの初期化中、 WINSYSDIR64 変数の値は、 64 

ビ ッ ト 実行可能フ ァ イルから Windows API 関数 GetSystemFolder を呼び出し て取得し ます。

64 ビ ッ ト  システムにおいて基本の MSI と InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 WINSYSDIR64 変数の値は Windows 

Installer プロパテ ィ  System64Folder に基づいて初期化されます。 遅延、 コ ミ ッ ト 、 およびロールバッ ク カス タム 

アクシ ョ ンは、 このプロパテ ィ ーにアクセスする こ とはできません。 そのため、 対応する WINSYSDIR 変数は、 遅

延、 コ ミ ッ ト 、 およびロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンでは空白です。 詳細は、 「遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ

ク カス タム アクシ ョ ンで Windows Installer プロパテ ィ にアクセスする、 またはその設定を行う」 を参照し て く だ

さい。
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WINSYSDISK
WINSYSDISK システム変数は Windows システム フ ォルダを含むデ ィ スク ド ラ イブの名前を含みます ( 通常は C: ド

ラ イブ )。 このフ ォルダーは、 Windows のバージ ョ ンに合わせて、 アプ リ ケーシ ョ ン拡張機能 (DLL)、 デバイス ド

ラ イバー、 および、 他の Windows システムフ ァ イルを格納するために使用されます。 InstallScript エンジンではド

ラ イブ名にコ ロン (:) が含まれる点に注意し て く だ さい。 Windows システムフ ォルダーの詳細については、

InstallScript システム変数 WINSYSDIR の説明を参照し て く だ さい。

メ モ • この変数で指定されている ド ラ イブのルー ト フ ォルダーを参照する場合、 変数に円記号 (\) を追加する必要

があ り ます (2 つの円記号で指定 )。 た と えば WINSYSDISK の値が C: の場合、 ステー ト メ ン ト  WINSYSDISK + "\\" 

は C: ド ラ イブのルー ト  フ ォルダーを参照し ます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript イ ンス ト ールでセ ッ ト ア ッ プの初期化中、 WINSYSDIR 変数の値は、 Windows API 関数 

GetSystemFolder を呼び出し て取得し ます。

基本の MSI および InstallScript MSI イ ンス ト ールの場合、 WINSYSDIR 変数の値は、 InstallScript 関数 GetDisk を 

WINSYSDIR と一緒に呼び出し て取得し ます。 値の取得に失敗し た場合、 この変数は Windows Installer プロパテ ィ  

WindowsVolume に基づいて初期化されます。 遅延、 コ ミ ッ ト 、 およびロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンは、 この

プロパテ ィ ーにアクセスする こ とはできません。 そのため、 対応する WINSYSDIR 変数は、 遅延、 コ ミ ッ ト 、 およ

びロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンでは空白です。 詳細は、 「遅延 / コ ミ ッ ト / ロールバッ ク カス タム アクシ ョ

ンで Windows Installer プロパテ ィ にアクセスする、 またはその設定を行う」 を参照し て く だ さい。
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プ リ プロセ ッサ デ ィ レ ク テ ィ ブ
プ リ プロセ ッサ デ ィ レ ク テ ィ ブは、 スク リ プ ト がコ ンパイルされる時に実行される InstallScript コ ンパイ ラに対す

る指示です。 プ リ プロセ ッサ命令はコ ンパイ ラに対し て、 コ ンパイル内の別のソースフ ァ イルを含む、 定数を定

義する、 コ ンパイルタ イム条件に基づいてステー ト メ ン ト を含む、 または除 く 、 そ し てユーザー定義のエラー

メ ッ セージを表示する といった指示を出し ます。 InstallScript デ ィ レ ク テ ィ ブは C 言語のそれに似ていますが、 全

く 同じ とい う訳ではあ り ません。

プ リ プロセ ッサ デ ィ レ ク テ ィ ブはシャープ記号 (#) で始ま り、 スク リ プ ト 内の任意の場所に挿入できます。 それ

ぞれの デ ィ レ ク テ ィ ブは独立し た行と し、 セ ミ コ ロンで 終了し てはな り ません。

プ リ プロセ ッサ デ ィ レ クテ ィ ブの使用

スク リ プ ト でプ リ プロセ ッサ デ ィ レ ク テ ィ ブを使用する際には、 次のガイ ド ラ イ ンに従って く ださい。 プ リ プロ

セ ッサ デ ィ レ ク テ ィ ブは、 次の基準に準拠し ます。

• セ ミ コ ロンで終了し ない。

• 行を折り返さ ない。

• 長さが 250 文字を超えない。

メ モ • 条件 デ ィ レ ク テ ィ ブで利用される式は #define デ ィ レ ク テ ィ ブを使って定義された定数を含むこ とができま

す。 変数を含むこ とはできません。 

ブール演算子をプ リ プロセ ッサ デ ィ レ クテ ィ ブで使用する

次のブール演算子は #if、 #ifdef、 #ifndef、 そし て #elif  ステー ト メ ン ト でサポー ト されています :

• 論理 OR ( || ) 

• 論理 AND ( && ) 

• 関係 ( =、 !=、 >、 >=、 <、 <= ) 

InstallScript がサポー ト するプ リ プロセ ッサ デ ィ レ ク テ ィ ブ

InstallScript は 次のプ リ プロセ ッサ デ ィ レ ク テ ィ ブをサポー ト し ます :

テーブル 1 • プ リ プロセ ッサ命令

プ リ プロセ ッサ デ ィ レ ク テ ィ ブ 説明

#define シンボル定数を作成し ます。

#elif #else と #if を 1 つのステー ト メ ン ト に組み合わせます。

#else テス ト が失敗し た場合に代替手段を示し ます。

#endif プ リ プロセ ッサ条件 デ ィ レ ク テ ィ ブ (#if、 #ifdef、 #ifndef) を終了し

ます。

#error ユーザー定義のエラー メ ッ セージを表示し ます。
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#define
数値定数、 または文字列定数を定義するには、 #define を利用し ます。 定数を定義し てそれに値を割り当てる と き、

InstallShield はその位置に関わらず定数を置換し ます。 例えば、 次の #define ステー ト メ ン ト は MAX_SIZE の値を 

145 に設定し ます :

#define MAX_SIZE  145

次の例では文字列定数を #define デ ィ レ ク テ ィ ブで宣言し ます。

##define STR_MESSAGE " これはメ ッセージです。 "

STR_MESSAGE を一度定義すれば、 スク リ プ ト 上のど こでもそれを利用する こ とができます。 SprintfBox または 

MessageBox で表示する文字列メ ッ セージは 255 文字以下でな く てはな り ません。 255 文字以上を表示する場合、

表示する前に文字列を複数に分割し て く だ さい。 255 文字制限にはスペース、 エスケープシーケンス、 およびその

他の特殊文字が含まれます。

メ モ • 定数を定義する別の方法と し て、 [ セ ッ ト ア ッ プの設定 ] ダイアログ ボ ッ クスの [ コ ンパイル ] タ ブにある 

" プ リ プロセ ッサ定義 " フ ィ ールド を使用する こ と もできます。 [ セ ッ ト ア ッ プの設定 ] ダイアログ ボ ッ クスでプ

リ プロセ ッサ定義を追加または変更し た場合、 再コ ンパイル後に有効にな り ます。

制限

#define デ ィ レ ク テ ィ ブについて、 い く つかの制限があ り ます :

• InstallShield は、 数値や文字列の簡単な語彙置換を含むマク ロのみを定義する #define の利用をサポー ト し ま

す。 複数用語や演算子を利用する式を含むマク ロを定義する こ とはできません。 

• #define ステー ト メ ン ト で宣言する定数は数字で始める こ とはできません。 

• 多 く の InstallShield 関数は定義済みの定数を使用し ます。 定義済み定数を定義し よ う とすと、 InstallShield スク

リ プ ト コ ンパイ ラはエラー メ ッ セージを生成し ます 

• InstallShield はゼロ (0) の値を定義されていない定数に割り当てます。 

#if 条件ステー ト メ ン ト が true の場合にコ ンパイルし ます。

#ifdef 数値定数が定義されている場合にコ ンパイルし ます。

#ifndef 数値定数が定義されていない場合にコ ンパイルし ます。

#include 別のフ ァ イルの定数を含みます。

#undef #define を使って定義された定数の定義を解除し ます。

# 警告 コ ンパイ ラー警告とユーザー定義のエラー メ ッ セージを表示し ま

す。

テーブル 1 • プ リ プロセ ッサ命令

プ リ プロセ ッサ デ ィ レ ク テ ィ ブ 説明
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#elif
#elif コ ンパイルタ イム ステー ト メ ン ト は機能については elseif ラ ン タ イムステー ト メ ン ト と類似し ています。 #if 

ステー ト メ ン ト と #else ステー ト メ ン ト を組み合わせて、 別の条件を指定する こ とができます。 例 :

#if (A = 1)

// A が 1 と等しい場合はコンパイルします

. を参照して く ださい。 を参照して く ださい。

#elif (A = 2)

// A が 2 と等しい場合はコンパイルします

. を参照して く ださい。 を参照して く ださい。

#elif (B = 3)

// B が 3 と等しい場合はコンパイルします

. を参照して く ださい。 を参照して く ださい。

#else

// #elif 条件に true がひとつもない場合、 次の部分を 

// コンパイルします

. を参照して く ださい。 を参照して く ださい。

#endif

メ モ • #elif を利用する場合、 #endif ひとつだけでセクシ ョ ンを終了し ます。

#error
#error デ ィ レ クテ ィ ブを使って、 コ ンパイルを中止し てユーザー定義のエラー メ ッ セージを表示し ます。 表示す

る メ ッ セージは #error の直後に入力し、 デ ィ レ ク テ ィ ブから少な く と も 1 スペース離さ な く てはな り ません。

下の例では、 定数 PRODUCTID は 1 または 2 と同じ でな く てはな り ません。 PRODUCTID の値がその範囲内でない

場合、 定数 PRODUCTNAME は定義されず、 ユーザー定義のエラー メ ッ セージが表示されます。

#define PRODUCTID 1

#if (PRODUCTID = 1)

 #define PRODUCTNAME "Lite"

#elif (PRODUCTID = 2)

 #define PRODUCTNAME "Professional"

#endif

#ifndef PRODUCTNAME

 #error PRODUCTID out of range.

#endif

#if...#else...#endif
#if ステー ト メ ン ト を利用し てコ ンパイルする行を選択し て く ださい。 イ ンス ト レーシ ョ ンンの様々なセクシ ョ ン

のスイ ッ チをオンまたはオフにし て、 よ り柔軟なスク リ プ ト を作成する こ とができます。 #if ステー ト メ ン ト はラ

ン タ イム if ステー ト メ ン ト と同じ要領で動作し ます :

#if (A = 1)

// A が 1 と等しい場合はコンパイルします

. を参照して く ださい。 を参照して く ださい。

#else

// コンパイル
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. を参照して く ださい。 を参照して く ださい。

#endif

#if を利用する際には、 以下の制限事項に注意し て下さい :

• #if  ステー ト メ ン ト のフ ォーマ ッ ト は、 ラ ン タ イム if ステー ト メ ン ト のそれと同じ で、 #if  ステー ト メ ン ト は

キーワー ド #endif で終了し な く てはな り ません。 

• #if または #elif ステー ト メ ン ト では数値定数のみをテス ト する こ とができます。 

• InstallScript では、 #if ステー ト メ ン ト のネス ト は 大 10 階層まで可能です。 

#ifdef と #ifndef
指定し た式が #defin で定義されている場合のみ、 セクシ ョ ンを コ ンパイルするのに #ifdef ステー ト メ ン ト を利用

し て く ださい。 指定し た式が定義されていない場合のみ、 セクシ ョ ンを コ ンパイルするのに  #ifndef  ステー ト メ

ン ト を利用し て く だ さい。

例

#ifdef A

// A が定義されていればコンパイルする。

. を参照して く ださい。 を参照して く ださい。

#endif

#ifndef A

// A が定義されていればスキッ プする。 その他の場合はコンパイルする。

. を参照して く ださい。 を参照して く ださい。

#endif

#ifdef A // A が定義されていればコンパイルする。 . を参照して く ださい。 .#endif#ifndef A //A が定義されていればスキッ

プする。 その他の場合はコンパイルする。 . を参照して く ださい。 .#endif

#else と #elif と共に、 #ifdef と #ifndef を利用する こ と もできます。

#ifdef nFilePath

// ステー ト メ ン ト

#else

// ステー ト メ ン ト

#endif

メ モ • プ リ プロセ ッサ定義は、 [ プロジ ェ ク ト の設定 ] ダイアログ ボ ッ クスの [ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブにある [

プ リ プロセ ッサの定義 ] 編集ボ ッ クスで入力できます。 [ プロジ ェ ク ト の設定 ] ダイアログ ボ ッ クスでプ リ プロ

セ ッサ定義を追加または変更し た場合、 再コ ンパイル後に有効にな り ます。

制限

#ifdef と #ifndef ステー ト メ ン ト を利用する場合、 次の制限事項に注意し て下さい :

• #ifdef と #ifndef デ ィ レ ク テ ィ ブ と同じ行にコ メ ン ト を配置する こ とはできません。 

• #ifdef または #ifndef ステー ト メ ン ト を使って 0 ( ゼロ ) の値を持つ定数をテス ト し てはいけません。 

• #ifdef または #ifndef ステー ト メ ン ト では数値定数のみをテス ト する こ とができます。 
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#include
#include ステー ト メ ン ト を利用し て別のスク リ プ ト の内容を メ イ ンのイ ンス ト ールスク リ プ ト へ含みます。

#include を利用する際、 コ ンパイ ラは追加ソーススク リ プ ト を メ イ ン イ ンス ト レーシ ョ ンスク リ プ ト の一部と同様

に扱います。 追加スク リ プ ト またはイ ン クルー ド フ ァ イルは、 変数宣言、 その他のコ ンパイ ラ デ ィ レ ク テ ィ ブ、

そし てプログラムステー ト メ ン ト を含むこ とがあ り ます。

例えば、 ユーザー定義の定数定義すべてを含む新たなフ ァ イルを作成し、 それを #include ステー ト メ ン ト を使っ

てスク リ プ ト フ ァ イルへ挿入する こ とができます。 後程、 定数の何れかを再定義する必要がある場合、 そのすべ

ては中央にひとつにま とめられています。

InstallShield から コ ンパイルする際、 InstallShield は次に示す順番でイ ン クルー ド スク リ プ ト  フ ァ イルを検索し ま

す :

1. プロジ ェ ク ト のスク リ プ ト  フ ァ イル デ ィ レ ク ト リ

2. [ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クスの [ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブにある " イ ン クルー ド パス " 設定で指定された

デ ィ レ ク ト リ。

3. InstallShield イ ン クルー ド デ ィ レ ク ト リ

2 つのイ ン クルー ド フ ァ イルが同じ名前を持っているが、 異なる場所に存在する場合、 InstallShield は前述の順序

に従って 初に検出されたフ ァ イルに リ ン ク し ます。 また、 イ ン クルー ド フ ァ イルが相対パスで指定された場合、

InstallShield は前述のデ ィ レ ク ト リ に相対するパスを順番に検索し ます。

イ ン クルー ド フ ァ イルがこれらの場所で検出されなかった場合、 #include ステー ト メ ン ト で完全修飾フ ァ イル名

を指定し ます。 #include ステー ト メ ン ト を利用する と き、 フ ァ イル名またはパスを二重引用符で囲んで 

(“filename”) 指定し ます。

スク リ プ ト で #include デ ィ レ ク テ ィ ブを使用する際、 次の点にご注意 く だ さい :

• InstallShield では、 260 文字 ( フ ァ イル名を含む ) よ り長いパスを処理できません。

• InstallScript では、 イ ン クルー ド フ ァ イルのネス ト は 大 8 階層まで可能です。

• InstallShield プ リ プロセ ッサは #include デ ィ レ ク テ ィ ブで円記号を制御文字と し て認識し ません。 パスを指定

する場合、 フ ォルダー名を分けるには 2 つの円記号の変わり に 1 つの円記号を利用し て く ださい。

• スク リ プ ト で C 言語ヘ ッ ダー フ ァ イルを含まないで下さい。 InstallShield コ ンパイ ラは C の構造の一部を認

識し ません。 InstallScript のみを利用し てヘ ッ ダーフ ァ イルを作成し ます。

次の例では、 #include ステー ト メ ン ト を利用する イ ンス ト ールスク リ プ ト のセクシ ョ ンが Support.rul またはその

他のフ ァ イルの内容を含みます。 #include ステー ト メ ン ト が参照する各ソーススク リ プ ト は特定の目的で書かれた

もので、 スク リ プ ト がコ ンパイルされる時に追加されます。

// 次のインクルード フ ァ イルは、 インス ト レーシ ョ ンに特定のルーチンを含みます。

#include "SUPPORT.RUL"

// 変数とプロ ト タ イプ宣言を含むローカルインクルード フ ァ イル。

#include "DECLARE.RUL"

// LIBRARY デ ィ レク ト リからスク リ プ ト を含みます

#include "..\LIBRARY\SYSCHK.H"

// DIALOGS デ ィ レク ト リからスク リ プ ト を含みます

#include "..\DIALOGS\WELCOME\WELCOME.H"

#include "..\DIALOGS\REGINS\REGINS.H"
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プ リ プロセ ッサ デ ィ レ ク テ ィ ブ
#include "..\DIALOGS\ICONS\ICONS.H"

#undef
#define で以前に定義された定数を未定義にするには #undef デ ィ レ クテ ィ ブを利用し ます。 以前に #define デ ィ レ

クテ ィ ブ以外を使って定義された定数を この デ ィ レ ク テ ィ ブを使って指定し た場合、 スク リ プ ト を コ ンパイルし

たと きにエラーが発生し ます。 次の例では 2 つの定数が定義され、 2 番目が定義された場合に 初の定数が未定

義と な り ます。

#define NORMSETUP

#define BONUSPAK

. を参照して く ださい。 を参照して く ださい。

#ifdef NORMSETUP

MessageBox(' 標準セッ ト ア ッ プのコンパイル。 ',INFORMATION);

#else

MessageBox(' スーパーセッ ト ア ッ プのコンパイル。 ',INFORMATION);

#endif

#ifdef BONUSPAK

#undef NORMSETUP

#endif

#ifdef NORMSETUP

MessageBox(' 標準セッ ト ア ッ プのコンパイル。 ',INFORMATION);

#else

MessageBox(' スーパーセッ ト ア ッ プのコンパイル。 ',INFORMATION);

#endif

# 警告
#warning デ ィ レ ク テ ィ ブを使って、 コ ンパイ ラー警告およびユーザー定義のエラー メ ッ セージを表示し ます。 表

示する メ ッ セージは #warning の直後に入力し、 デ ィ レ ク テ ィ ブから少な く と も 1 スペース離さ な く てはな り ませ

ん。 

下の例では、 定数 PRODUCTID は 1 または 2 と同じ でな く てはな り ません。 PRODUCTID の値がその範囲内でない

場合、 定数 PRODUCTNAME は定義されず、 ユーザー定義の警告メ ッ セージが表示されます。 

#define PRODUCTID 1

#if (PRODUCTID = 1)

#define PRODUCTNAME "Lite"

#elif (PRODUCTID = 2)

#define PRODUCTNAME "Professional"

#endif

#ifndef PRODUCTNAME

#warning PRODUCTID が範囲外です。

#endif
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イベン ト  ハン ド ラー
イベン ト  ハン ド ラー

プロジ ェ ク ト • InstallScript イベン ト  ハン ド ラーは、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれている InstallScript パッ ケージには、 い

く つかの例外があ り ます。 詳細は次のとお り です。

イベン ト ハン ド ラーについて

InstallScript イ ンス ト ールは InstallScript エンジンによ って制御され、 決められた順序で一連のイベン ト が生成され

ます。 これらのイベン ト は、 イ ンス ト ールの支持を実行する ソ フ ト ウェ アハン ド ラーを ト リ ガーし ます。 た と え

ば、 イ ンス ト ールがロー ド された直後に Begin とい う イベン ト が生成されます。 このイベン ト は、 OnBegin とい う

イベン ト  ハン ド ラーの実行を ト リ ガーし ます。 このハン ド ラーは、 [Begin] イベン ト が発生する際に、 実行する操

作を指定し ます。 イ ンス ト レーシ ョ ンの他のイベン ト は、 別のハン ド ラーを ト リ ガーし ます。 いずれにし ても、

イベン ト ハン ド ラーは、 アプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールする作業を実行し ます。

InstallScript MSI イ ンス ト ールの一部は InstallScript エンジン、 および別の一部は Windows Installer エンジンによ っ

て駆動し ます。 InstallScript エンジンによ って駆動する部分は、 InstallScript イ ンス ト ールに類似する一連のイベン

ト  ハン ド ラーを使用し ます。

い く つかの種類のイベン ト  ハン ド ラーを使用できます :

• グローバル イベン ト  ハン ド ラー

• 機能イベン ト  ハン ド ラー

• その他のイベン ト ハン ド ラー

• 拡張イベン ト ハン ド ラー

InstallScript または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト を作成し た際、 InstallShield はデフ ォル ト のグローバル イベン ト  

ハン ド ラーを生成し ます。 各イベン ト ハン ド ラーは InstallScript 言語でスク リ プ ト された関数です。 同様に、 プロ

ジ ェ ク ト に機能を追加する際、 InstallShield は、 デフ ォル ト のイベン ト ハン ド ラーセ ッ ト をその機能用に作成し ま

す。 また、 イベン ト ハン ド ラーのいずれか、 またはすべてを上書き し た り、 カス タ マイズする こ とができます。

こ こで重要なこ とは、 イベン ト ド リ ブン型スク リ プ ト では、 InstallScript ビ ューではっ き り表示されていな く ても

イベン ト ハン ド ラー関数が呼び出される とい う点です。

イベン ト ハン ド ラーの呼び出し順序

グローバルイベン ト ハン ド ラーと機能イベン ト ハン ド ラーは常に決められた順序で呼び出されます。 イベン ト ハ

ン ド ラーはイ ンス ト レーシ ョ ンの種類 ( 通常イ ンス ト ール、 メ ンテナンスイ ンス ト ール、 管理イ ンス ト ール、 ま

たはパッ チイ ンス ト ール ) に従っで呼び出されます。 その他のイベン ト ハン ド ラーはイ ンス ト レーシ ョ ンの 中

に発生し ないイベン ト へも応答するので、 それらが呼び出される と きは特定の順序はあり ません。

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI メ ジャー ア ッ プグレー ドが製品の以前のバージ ョ ンをアンイ ンス ト ールする と き、

InstallScript イベン ト  ハン ド ラーが呼び出される こ とはあり ません。
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初回イ ンス ト ール

• OnBegin

• OnCCPSearch

• OnAppSearch

• OnFirstUIBefore

• OnGeneratingMSIScript (InstallScript MSI のみ )

• OnMoving

• 機能イ ンス ト ール中イベン ト  

• OnInstallFilesActionBefore

• OnGeneratedMSIScript (InstallScript MSI のみ )

• OnInstallFilesActionAfter

• 機能イ ンス ト ール済みイベン ト  

• OnMoved

• OnFirstUIAfter

• OnEnd

再開されたイ ンス ト ール

• OnResumeUIAfter (InstallScript MSI のみ )

• OnResumeUIBefore (InstallScript MSI のみ )

メ ンテナンス イ ンス ト ール

• OnBegin

• OnMaintUIBefore

• OnGeneratingMSIScript (InstallScript MSI のみ )

• OnMoving

• 機能のイ ンス ト ール中またはアン イ ンス ト ール中のイベン ト  

• OnInstallFilesActionBefore

• OnInstallFilesActionAfter

• 機能イ ンス ト ール済みまたはアン イ ンス ト ール済みイベン ト  

• OnMoved

• OnGeneratedMSIScript (InstallScript MSI のみ )

• OnMaintUIAfter

• OnEnd 
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イベン ト  ハン ド ラー
パッ チ イ ンス ト ール

• OnPatchUIBefore (InstallScript MSI のみ )

• OnGeneratingMSIScript (InstallScript MSI のみ )

• OnMoving

• 機能のイ ンス ト ール中またはアン イ ンス ト ール中のイベン ト

• OnInstallFilesActionBefore

• OnInstallFilesActionAfter

• 機能イ ンス ト ール済みまたはアン イ ンス ト ール済みイベン ト  

• OnMoved 

• OnGeneratedMSIScript (InstallScript MSI のみ )

• OnPatchUIAfter (InstallScript MSI のみ )

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれている 
InstallScript パッ ケージの除外

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に InstallScript イ ンス ト ールを InstallScript パッ

ケージ と し て含める場合、 それ自身のユーザー イ ン ターフ ェ イス (UI) が表示され、 InstallScript パッ ケージの UI 

は自動的に抑制されます。 これらの変更を可能にするために、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

イ ンス ト ールでは、 デフ ォル ト で、 い く つかのア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  またはスイー ト / ア ドバンス ト  Ｕ Ｉ  固有の 

InstallScript イベン ト および関数が使用され、 一部の標準 InstallScript イベン ト および関数は無視されます。 詳しい

情報は、 「InstallScript パッ ケージをア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する」

をご覧 く ださい。

イ ンス ト ール状態 ( 初回イ ンス ト ール、 メ ンテナンス、 またはア ッ プデー ト ) に応じ て、 OnSuiteShowUI は、

OnFirstUIBefore や OnFirstUIAfter などの UI イベン ト を無視し、 次のイベン ト を呼び出し ます :

• 初回イ ンス ト ール — OnSuiteInstallBefore、 OnSuiteInstallAfter 

• メ ンテナンス — OnSuiteMaintBefore、 OnSuiteMaintAfter 

• ア ッ プデー ト  — OnSuiteUpdateBefore、 OnSuiteUpdateAfter 

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで起動された、 その他すべてのイベン ト および

イベン ト の呼び出し シーケンスは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールから個別に

起動された InstallScript イ ンス ト ール、 または、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール

から実行可能パッ ケージ と し て起動された InstallScript イ ンス ト ール内のそれら と同一に保持されます。

イベン ト ハン ド ラー イ ンデ ッ クス
イベン ト ハン ド ラーは、 セ ッ ト ア ッ プ中に発生する イベン ト へ応答する形で呼び出される InstallScript 関数です。

これらのハン ド ラー名は予約済みです。 ( スク リ プ ト でこれらの関数をプロ ト タ イプ化する必要はあり ません。 )
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 375



InstallScript Language Reference

イベン ト  ハン ド ラー
プロジ ェ ク ト • 次のイベン ト  ハン ド ラーの一部は、 InstallScript または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト にのみ適用さ

れます。 両方に適用される ものもあ り ます。 サポー ト されているプロジ ェ ク ト は、 プロジ ェ ク ト の種類列を参照

し て く ださい。

テーブル 1 •  イベン ト ハン ド ラー イ ンデッ クス

イベン ト  ハン ド ラー プロジ ェ ク ト の種類

OnAbort InstallScript、 InstallScript MSI

OnAdminInstallUIAfter InstallScript MSI

OnAdminInstallUIBefore InstallScript MSI

OnAdminPatchUIAfter InstallScript MSI

OnAdminPatchUIBefore InstallScript MSI

OnAdvertisementAfter InstallScript MSI

OnAdvertisementBefore InstallScript MSI

OnAppSearch InstallScript、 InstallScript MSI

OnBegin InstallScript、 InstallScript MSI

OnCanceling InstallScript、 InstallScript MSI

OnCCPSearch InstallScript、 InstallScript MSI

OnCheckMediaPassword InstallScript

OnComponentError InstallScript、 InstallScript MSI

OnCustomizeUninstInfo InstallScript

OnDIFxLogCallback InstallScript

OnEnd InstallScript、 InstallScript MSI

OnError InstallScript MSI

OnException InstallScript MSI

OnFileError InstallScript

OnFileLocked InstallScript

OnFileReadOnly InstallScript
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OnFilesInUse InstallScript MSI

OnFilterComponents InstallScript、 InstallScript MSI

OnFirstUIAfter InstallScript、 InstallScript MSI

OnFirstUIBefore InstallScript、 InstallScript MSI

OnGeneratedMSIScript InstallScript MSI

OnGeneratingMSIScript InstallScript MSI

OnHelp InstallScript、 InstallScript MSI

OnIISComponentInstalled InstallScript、 InstallScript MSI

OnIISInitialize InstallScript、 InstallScript MSI

OnIISUninitialize InstallScript、 InstallScript MSI

OnIISVRootUninstalling InstallScript、 InstallScript MSI

OnInstalled InstallScript、 InstallScript MSI

OnInstalledFile InstallScript

OnInstalledFontFile InstallScript

OnInstallFilesActionAfter InstallScript、 InstallScript MSI

OnInstallFilesActionBefore InstallScript、 InstallScript MSI

OnInstalling InstallScript、 InstallScript MSI

OnInstallingFile InstallScript

OnInternetError InstallScript

OnLaunchAppAndWaitCallback InstallScript、 InstallScript MSI

OnLogonUserSetMsiProperties InstallScript MSI

OnMaintUIAfter InstallScript、 InstallScript MSI

OnMaintUIBefore InstallScript、 InstallScript MSI

OnMD5Error InstallScript

テーブル 1 •  イベン ト ハン ド ラー イ ンデッ クス ( 続き )

イベン ト  ハン ド ラー プロジ ェ ク ト の種類
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OnMoved InstallScript、 InstallScript MSI

OnMoveData InstallScript

OnMoving InstallScript、 InstallScript MSI

OnMsiSilentInstall InstallScript MSI

OnNetApiCreateUserAccount InstallScript、 InstallScript MSI

OnNextDisk InstallScript

OnOutOfDiskSpace InstallScript MSI

OnPatchUIAfter InstallScript MSI

OnPatchUIBefore InstallScript MSI

OnRebooted InstallScript

InstallScript MSI — InstallScript ユーザー イ

ン ターフ ェ イス (UI) のス タ イルが、 外部 

UI ハン ド ラーと し て InstallScript エンジン

を使用する従来型のス タ イルの場合

OnRemovingSharedFile InstallScript

OnResumeUIAfter InstallScript MSI

OnResumeUIBefore InstallScript MSI

OnRMFilesInUse InstallScript MSI

OnSelfRegistrationError InstallScript

OnSetTARGETDIR InstallScript

OnSetUpdateMode InstallScript

OnShowUI InstallScript

OnSuiteInstallAfter InstallScript

OnSuiteInstallBefore InstallScript

OnSuiteMaintAfter InstallScript

OnSuiteMaintBefore InstallScript

テーブル 1 •  イベン ト ハン ド ラー イ ンデッ クス ( 続き )

イベン ト  ハン ド ラー プロジ ェ ク ト の種類
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OnSuiteUpdateAfter InstallScript

OnSuiteUpdateBefore InstallScript

OnSuiteShowUI InstallScript

OnSQLBatchScripts InstallScript

OnSQLComponentInstalled InstallScript

OnSQLComponentUninstalled InstallScript

OnSQLLogin InstallScript

OnSQLServerInitialize InstallScript

OnSQLServerInitializeMaint InstallScript

OnUninstall InstallScript、 InstallScript MSI

OnUnInstalled InstallScript、 InstallScript MSI

OnUninstalledFile InstallScript

OnUnInstalling InstallScript、 InstallScript MSI

OnUninstallingDIFxDriverFile InstallScript

OnUninstallingFile InstallScript

OnUninstallingFontFile InstallScript

OnUpdateUIAfter InstallScript

OnUpdateUIBefore InstallScript

OnWarning InstallScript MSI

OnXMLComponentInstalled InstallScript

OnXMLComponentUninstalling InstallScript

OnXMLInitialize InstallScript

OnXMLUninitialize InstallScript

テーブル 1 •  イベン ト ハン ド ラー イ ンデッ クス ( 続き )

イベン ト  ハン ド ラー プロジ ェ ク ト の種類
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コ ンポーネン ト  イベン ト  ハン ド ラー
Windows Installer イ ンス ト ールは、 プロジ ェ ク ト の 上位レベルの構造にコ ンポーネン ト ではな く 機能を使用し ま

す。 し たがってコ ンポーネン ト  イベン ト  ハン ド ラーが機能イベン ト  ハン ド ラーと置換されています。 さ らに、

サポー ト されているすべてのコ ンポーネン ト 関数には、 その代替と なる機能があり ます。 詳細については、 「機能

関数」 および 「機能イベン ト  ハン ド ラー」 を参照し て く ださい。

グローバル イベン ト  ハン ド ラー
グローバルイベン ト ハン ド ラーは機能のイ ンス ト レーシ ョ ンまたはアン イ ンス ト レーシ ョ ンの前後に必要な処理

を行います。 次のカテゴ リ に分類される イベン ト ハン ド ラーが含まれます :

初期化ハン ド ラー
InstallScript プロジ ェ ク ト で、 以下のイベン ト ハン ド ラーはイ ンス ト ールエンジンによ って直接呼び出されます。

テーブル 2 • グローバルイベン ト ハン ド ラーのカテゴ リ

分類 説明

初期化ハン ド ラー イ ンス ト ールエンジンで直接呼び出されるイベン ト ハン ド ラー。

Before Move Data ハン ド ラー 機能がターゲッ ト コ ンピ ューターにイ ンス ト ール、 またはアン イ ンス ト ー

ルされる前に ト リ ガーされるイベン ト ハン ド ラー。

Move Data ハン ド ラー 機能がターゲッ ト コ ンピ ューターにイ ンス ト ール、 またはアン イ ンス ト ー

ルされる直前、 または直後に ト リ ガーされるイベン ト ハン ド ラー。

After Data Move ハン ド ラー 機能がターゲッ ト コ ンピ ューターにイ ンス ト ール、 またはアン イ ンス ト ー

ルされた後に ト リ ガーされるイベン ト ハン ド ラー。

テーブル 3 • Initialization ハン ド ラー

イベン ト  ハン ド ラー
プロジ ェ ク ト の
種類 説明

OnCheckMediaPassword InstallScript イ ンス ト ール ログ フ ァ イルにイ ンス ト ール メ デ ィ アのパス

ワー ドが既に記録されていない場合 ( イ ンス ト ールがメ ンテ

ナンスまたはアン イ ンス ト ール モー ド で実行される場合は

記録済み ) で、 リ リース ウ ィ ザー ドの [ パスワー ド ] パネル

で [ セ ッ ト ア ッ プの初期化中にパスワー ド ダイアログ ボ ッ

クスを表示する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されているか、 [

リ リース ] ビ ューの " パスワー ド ダイアログの表示 " プロ

パテ ィ が [ はい ] に設定されている と き、 エン ド ユーザーに

パスワー ド を問い合わせるために初期化中にフ レームワーク

によ って直接呼び出されます。
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OnCheckMediaPassword

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnCheckMediaPassword イベン ト  ハン ド ラー関数はセ ッ ト ア ッ プ エンジンによ って直接呼び出されます。 ハン ド

ラーのデフ ォル ト  コー ドは、 セ ッ ト ア ッ プ ログ フ ァ イルにパスワー ドが既に記録されていない場合 ( イ ンス ト ー

ルがメ ンテナンスまたはアン イ ンス ト ール モー ド で実行される場合は記録済み ) で、 リ リース ウ ィ ザー ドの [ パ

スワー ド ] パネルで [ セ ッ ト ア ッ プの初期化中にパスワー ド ダイアログ ボ ッ クスを表示する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クス

が選択されているか、 [ リ リース ] プロパテ ィ  シー ト の " パスワー ド ダイアログの表示 " プロパテ ィ が [ はい ] に

設定されている と き、 エン ド ユーザーにセ ッ ト ア ッ プのパスワー ド を問い合わせます。

このイベン ト  ハン ド ラーは手続き型スク リ プ ト  (program...endprogram ブロ ッ ク を含むスク リ プ ト ) を利用するセ ッ

ト ア ッ プの ( 適切な場所で ) 呼び出されます。

構文

OnCheckMediaPassword ( );

パラ メ ーター

な し。

戻り値

な し。

OnFilterComponents InstallScript、

InstallScript MSI

各機能のコ ンポーネン ト を言語およびプラ ッ ト フ ォーム別に

フ ィ ルターするため、 フ レームワークによ って直接呼び出さ

れます。 カス タムフ ィ ルターを実行するには、 このイベン ト

を上書き し ます。

OnIISCheckRequirements InstallScript このイベン ト  ハン ド ラーは現在使用されていません。

OnSetTARGETDIR InstallScript 初期化中 TARGETDIR をデフ ォル ト 値に初期化するためにフ

レームワークによ って直接呼び出されます。

OnSetUpdateMode InstallScript 初期化中、 どの UI イベン ト が OnShowUI によ って呼び出さ

れるのかを制御する UPDATEMODE  システム変数を適切に

設定するため、 にフ レームワークによ って直接呼び出されま

す。

テーブル 3 • Initialization ハン ド ラー

イベン ト  ハン ド ラー
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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OnFilterComponents

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

OnFilterComponents イベン ト  ハン ド ラーは、 機能フ ィ ルターを処理するため InstallScript エンジンによ って直接呼

び出されます。 機能フ ィ ルター処理とは、 言語とオペレーテ ィ ング システムの設定に基づいてフ ァ イル転送内の

機能コ ンポーネン ト を含むまたは除外する処理です。

構文

OnFilterComponents ( );

パラ メ ーター

な し。

戻り値

な し。

追加情報

デフ ォル ト では、 OnFilterComponents は FeatureFilterLanguage を呼び出し て、 SELECTED_LANGUAGE システム変

数で指定された言語以外の言語を持つすべてのコ ンポーネン ト を除外し、 FeatureFilterOS を呼び出し て SYSINFO 

変数の nISOSL メ ンバーによ って指定された以外のオペレーテ ィ ング システムを持つすべてのコ ンポーネン ト を

除外し ます。

このイベン ト  ハン ド ラーは手続き型スク リ プ ト   (program...endprogram ブロ ッ ク を含むスク リ プ ト ) を利用する イ

ンス ト ールでは呼び出されません。

OnSetTARGETDIR

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnSetTARGETDIR イベン ト  ハン ド ラー関数は、 システム変数 TARGETDIR の値を設定するためにセ ッ ト ア ッ プ エ

ンジンが直接呼び出し ます。

このイベン ト  ハン ド ラーは手続き型スク リ プ ト  (program...endprogram ブロ ッ ク を含むスク リ プ ト ) を使用するセ ッ

ト ア ッ プをはじめとする、 あらゆるセ ッ ト ア ッ プで呼び出されます。

構文

OnSetTARGETDIR ( );

パラ メ ーター

な し。
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戻り値

な し。

追加情報

• デフ ォル ト では、 初回イ ンス ト ール OnSetTARGETDIR は TARGETDIR を [ 一般情報 ] ビ ューの TARGETDIR 設

定で指定し た値に設定するか、 または InstallShield で値を指定し ていない場合は 

FOLDER_APPLICATIONS\IFX_COMPANY_NAME\IFX_PRODUCT_NAME に設定し ます。

<FOLDER_APPLICATIONS>、 <IFX_COMPANY_NAME>、 および <IFX_PRODUCT_NAME> は、 TARGETDIR が参照

された時に値が解決されるテキス ト 代替で、 OnSetTARGETDIR が呼び出された後にシステム変数 

IFX_COMPANY_NAME または IFX_PRODUCT_NAME の値を変更し た場合、 その変更は後に続 く  TARGETDIR へ

の参照に反映されます。 

• メ ンテナンスイ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールは TARGETDIR をログフ ァ イルに格納されている値に初期

化し、 デフ ォル ト の OnSetTARGETDIR が TARGETDIR の値を変更する こ とはあ り ません。 

OnSetUpdateMode

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnSetUpdateMode イベン ト  ハン ド ラー関数はセ ッ ト ア ッ プ エンジンが直接呼び出し、 セ ッ ト ア ッ プが既存イ ンス

ト レーシ ョ ンのア ッ プデー ト で、 システム変数 UPDATEMODE の値を適切に設定するかど うかを判断し ます。

このイベン ト  ハン ド ラーは手続き型スク リ プ ト  (program...endprogram ブロ ッ ク を含むスク リ プ ト ) を利用するセ ッ

ト ア ッ プの ( 適切な場所で ) 呼び出されます。

構文

OnSetUpdateMode ( );

パラ メ ーター

な し。

戻り値

な し。
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Before Move Data ハン ド ラー
次のイベン ト ハン ド ラーは、 フ ァ イルがターゲッ ト コ ンピ ューターに転送される前に ト リ ガーされます。 さ らに、

これらのイベン ト のほとんどは、 メ ンテナンスモー ド中にも ト リ ガーされます。

テーブル 4 • Before Move Data ハン ド ラー

イベン ト  ハン ド ラー
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

OnBegin InstallScript

InstallScript MSI

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : 初期化イベン ト の後にフ

レームワークによ って直接呼び出されます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 : [Begin] イベン ト に応

答し ます。 セ ッ ト ア ッ プ内であらかじめ定義できる 初の

イベン ト です。

OnAppSearch InstallScript

InstallScript MSI

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : OnBegin の後にフ レーム

ワークによ って直接呼び出されます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 : pplication Search イベ

ン ト に応答し ます。 イ ンス ト ールで ターゲッ ト コ ンピ ュー

ター上の特定のアプ リ ケーシ ョ ンを検索する必要がある場

合、 このハン ド ラーをセ ッ ト ア ッ プのコー ド に追加し ます。

OnCCPSearch InstallScript

InstallScript MSI

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : AppSearch の後にフ レー

ムワークによ って直接呼び出されます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 : Upgrade Compliance イ

ベン ト に応答し ます。 エン ド ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ン

を イ ンス ト ールするのに必須と なるアプ リ ケーシ ョ ンを検

索する必要があるイ ンス ト ールでこのハン ド ラーを コー ド

にし て下さい。
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OnFirstUIBefore InstallScript

InstallScript MSI
メ モ • InstallScript イ ンス ト ールが、 InstallScript パッ ケージ

と し て、ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

プロジ ェ ク ト に含まれている場合、 ア ドバンス ト  UI または

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 このイベン ト  

ハン ド ラーは呼び出されません。 詳しい情報は、

「InstallScript パッ ケージをア ドバンス ト  UI またはスイー ト

/ ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する」 をご覧 く だ さ

い。

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : セ ッ ト ア ッ プが初回イ ン

ス ト ールモー ド で実行中、 フ レームワークによ って呼び出

されます。 デフ ォル ト でこのイベン ト は、 エン ド ユーザー

がイ ンス ト ールパラ メ ーターを指定できる UI を表示し ま

す。 

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 : アプ リ ケーシ ョ ンの

初期イ ンス ト ールの際にエン ド ユーザーから情報を収集し

たダイアログを表示し て、 [First UI Before] イベン ト に応答

し ます。

OnMaintUIBefore InstallScript

InstallScript MSI
メ モ • InstallScript イ ンス ト ールが、 InstallScript パッ ケージ

と し て、ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

プロジ ェ ク ト に含まれている場合、 ア ドバンス ト  UI または

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 このイベン ト  

ハン ド ラーは呼び出されません。 詳しい情報は、

「InstallScript パッ ケージをア ドバンス ト  UI またはスイー ト

/ ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する」 をご覧 く だ さ

い。

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : イ ンス ト ールがメ ンテナ

ンス モー ド で実行中、 OnShowUI によ って呼び出されます。

OnShowUI を カス タ マイズし て、 このイベン ト が呼び出され

るかど うかを制御する こ とができます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 : アプ リ ケーシ ョ ンの

メ ンテナンス イ ンス ト ールの際に、 エン ド ユーザーから情

報を収集するためのダイアログを表示し て、

MaintenanceUIBefore イベン ト に応答し ます。

テーブル 4 • Before Move Data ハン ド ラー

イベン ト  ハン ド ラー
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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OnUpdateUIBefore InstallScript

メ モ • InstallScript イ ンス ト ールが、 InstallScript パッ ケージ

と し て、ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

プロジ ェ ク ト に含まれている場合、 ア ドバンス ト  UI または

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 このイベン ト  

ハン ド ラーは呼び出されません。 詳しい情報は、

「InstallScript パッ ケージをア ドバンス ト  UI またはスイー ト

/ ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する」 をご覧 く だ さ

い。

セ ッ ト ア ッ プがア ッ プデー ト モー ド で実行中、 OnShowUI に

よ って呼び出されます。 デフ ォル ト でこのイベン ト は、 エ

ン ド ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンを カ レン ト バージ ョ ンに

ア ッ プデー ト するための UI を表示し ます。

OnSuiteInstallBefore InstallScript OnSuiteShowUI イベン ト によ って、 OnSuiteInstallBefore イベ

ン ト が呼び出されます。 デフ ォル ト で、 OnSuiteInstallBefore 

は、 フ ァ イルの転送に必要な機能の選択など、 情報の初期

化のために呼び出されます。

メ モ • program...endprogram ス タ イルのイ ンス ト ールでは、

このイベン ト は自動的には呼び出されません。

OnSuiteMaintBefore InstallScript OnSuiteShowUI イベン ト によ って、 OnSuiteMaintBefore イベ

ン ト が呼び出されます。 デフ ォル ト で、 OnSuiteMaintBefore 

は、 フ ァ イルの転送に必要な機能の選択など、 情報の初期

化のために呼び出されます。

メ モ • program...endprogram ス タ イルのイ ンス ト ールでは、

このイベン ト は自動的には呼び出されません。

OnSuiteUpdateBefore InstallScript OnSuiteShowUI イベン ト によ って、 OnSuiteMaintBefore イベ

ン ト が呼び出されます。 デフ ォル ト で、 OnSuiteMaintBefore 

は、 フ ァ イルの転送に必要な機能の選択など、 情報の初期

化のために呼び出されます。

メ モ • program...endprogram ス タ イルのイ ンス ト ールでは、

このイベン ト は自動的には呼び出されません。

テーブル 4 • Before Move Data ハン ド ラー

イベン ト  ハン ド ラー
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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OnAppSearch

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

OnAppSearch イベン ト ハン ド ラーは Application Search イベン ト に応答し ます。 セ ッ ト ア ッ プで ターゲッ ト コ ン

ピ ューター上の特定のアプ リ ケーシ ョ ンを検索する必要がある場合、 このハン ド ラーをセ ッ ト ア ッ プのコー ド に

追加し ます。 たと えば、 コー ド で FindFile を呼び出し てキーフ ァ イルを検索し た り、 RegDBKeyExist を呼び出し て

レジス ト リ エン ト リ を検索する こ とができます。

次の OnAppSearch 関数は、 Notepad.exe を呼び出し たフ ァ イルがユーザーの Windows、 WinNT フ ォルダー、 あるい

はそのサブデ ィ レ ク ト リ で無効な場合、 イ ンス ト ールを中止し ます。

OnSQLLogin InstallScript MSI InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 : First UI Before イベン

ト に応答し ます。 このイベン ト ハン ド ラー関数は、 SQL ロ

グイ ン情報を指定するためのスク リ プ ト で使われるダイア

ログを作成し ます。 情報には、 ログイ ン ID とパスワー ドが

含まれます。

OnSQLServerInitialize InstallScript SQL Server サポー ト に必要な接続を確立するため、

OnFirstUIBefore によ って呼び出されます。 この関数は SQL 

Server ラ ン タ イムを初期化し、 各接続ご とにログイ ン ダイ

アログを表示し ながら、 必要な SQL Server への接続の確立

を試みます。

OnSQLServerInitializeMaint InstallScript SQL Server サポー ト に必要な接続を確立するため、

OnMaintUIBefore によ って呼び出されます。

OnIISInitialize InstallScript OnIISInitialize イベン ト は、 OnFirstUIBefore によ って呼び出

され、 IIS ラ ン タ イムを初期化し ます。

メ モ • program...endprogram ス タ イルのイ ンス ト ールでは、

このイベン ト は自動的には呼び出されません。

OnXMLInitialize InstallScript OnXMLInitialize イベン ト は、 OnFirstUIBefore によ って呼び

出され、 XML ラ ン タ イムを初期化し ます。

メ モ • program...endprogram ス タ イルのイ ンス ト ールでは、

このイベン ト は自動的には呼び出されません。

テーブル 4 • Before Move Data ハン ド ラー

イベン ト  ハン ド ラー
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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function OnAppSearch()

NUMBER nResult;

STRING svIgnore;

begin

nResult =

FindAllFiles(WindowsFolder, "Notepad.exe",

 svIgnore, RESET);

if (nResult < 0) then

MessageBox(" 認定するプログラムを検出できません。 " +

 " セッ ト ア ッ プを終了します。 ", SEVERE);

abort;

endif;

end;

メ モ • このイベン ト ハン ド ラーのコー ドは、 メ ンテナンスセ ッ ト ア ッ プ中またはアン イ ンス ト ール中には実行され

ません。

OnBegin

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

OnBegin イベン ト ハン ド ラーは、 セ ッ ト ア ッ プで 初に再定義できる Begin イベン ト に応答し ます。 スク リ プ ト で

他の要素を このハン ド ラーに含む前に実行し な く てはならないコー ド。 た と えば、 こ こ でユーザーのマシンが製

品のシステム要件と一致し たこ と を確認する こ とができます。

スク リ プ ト に iswi.h または ifx.h を 含むと きに OnBegin はプロ ト タ イプ化されます。 次の例に従って、 スク リ プ ト

で OnBegin を定義し て く だ さい :

#include "iswi.h"

function OnBegin()

// ローカル変数

begin

// 始ま りのコード

end;

たと えば、 イ ンス ト ールを続行する前に特定のレジス ト リキーが存在するか否かを確認する OnBegin 関数は次の

様に示されます :

// HKLM\Software\InstallShield が存在しない場合はインス ト ールを中止します。

function OnBegin()

NUMBER nReturn;

begin

// ルー ト キーの設定

RegDBSetDefaultRoot(HKEY_LOCAL_MACHINE);

// サブキーの存在を確認します。

nReturn = RegDBKeyExist("Software\\InstallShield");
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if (nReturn < 0) then

MessageBox(" ご利用のシステムは、 システム要件を満たしていません。 " +

 " セッ ト ア ッ プを終了します。 ", SEVERE);

abort;

endif;

end;

このイベン ト ハン ド ラーのコー ドは、 メ ンテナンスセ ッ ト ア ッ プやアン イ ンス ト ール中でも、 次の if-then 構造に

置かれていない場合には常に実行されます。

if (!MAINTENANCE) then

// メ ンテナンス以外のコード

endif;

このセ ッ ト ア ッ プによ り、 システム変数 MAINTENANCE は、 セ ッ ト ア ッ プの 初の実行時には FALSE にな り、 そ

れ以後のセ ッ ト ア ッ プの実行時には TRUE にな り ます。

OnCCPSearch

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

OnCCPSearch イベン ト ハン ド ラーは Upgrade Compliance イベン ト に応答し ます。 エン ド ユーザーがアプ リ ケー

シ ョ ンを イ ンス ト ールするのに必須と なるアプ リ ケーシ ョ ンを検索する必要があるセ ッ ト ア ッ プではこのハン ド

ラーを コー ド にし て下さい。 コー ドは、 た と えば特定のフ ァ イルを指定する FindFile の呼び出し を行います。 この

イベン ト ハン ド ラーのコー ドは、 メ ンテナンスセ ッ ト ア ッ プ中またはアン イ ンス ト ール中には実行されないので

注意し て く ださい。

OnFirstUIBefore

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

InstallScript イ ンス ト ールが、 InstallScript パッ ケージ と し て、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

プロジ ェ ク ト に含まれている場合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 このイ

ベン ト  ハン ド ラーは呼び出されません。 詳しい情報は、 「InstallScript パッ ケージをア ド バンス ト  UI またはスイー

ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する」 をご覧 く だ さい。

OnFirstUIBefore イベン ト ハン ド ラーは、 First UI Before イベン ト に応答し ます。 これは、 アプ リ ケーシ ョ ンの初回

イ ンス ト ール用の機能を イ ンス ト ールする前に処理し な く てはならないタ スク を実行し ます。

通常、 このハン ド ラーは次の処理のために InstallScript 関数を呼び出し ます :

• 画面をセ ッ ト ア ッ プする。

• [ よ う こそ ] ダイアログ、 ソ フ ト ウ ェ アラ イセンス、 およびイ ンス ト ールする ソ フ ト ウ ェ アについての情報を

エン ド ユーザーに表示する。
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• エン ド ユーザーから、 ユーザー登録、 イ ンス ト ール先のパス (InstallScript プロジ ェ ク ト では TARGETDIR、

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では INSTALLDIR)、 およびセ ッ ト ア ッ プの種類をはじめとする情報を取得する。

OnIISInitialize

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnIISInitialize は、 OnMoving の前に呼び出されます。 Web サイ ト と仮想ルー ト を イ ンス ト ールする前に、

OnIISVRootUninstalling と似た目的で、 これを上書き し た り、 IIS のバージ ョ ンをチ ェ ッ クする コー ド を追加し た り、

IIS を カス タ マイズし た りする こ とができます｡

OnMaintUIBefore

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

InstallScript イ ンス ト ールが、 InstallScript パッ ケージ と し て、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

プロジ ェ ク ト に含まれている場合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 このイ

ベン ト  ハン ド ラーは呼び出されません。 詳しい情報は、 「InstallScript パッ ケージをア ド バンス ト  UI またはスイー

ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する」 をご覧 く だ さい。

OnMaintUIBefore イベン ト  ハン ド ラーは、 Maintenance UI Before イベン ト に応答し ます。 このイベン ト  ハン ド ラー

では、 アプ リ ケーシ ョ ンのメ ンテナンス イ ンス ト ールによ って機能が再イ ンス ト ールされる前に発生する タ スク

が実行されます。

OnSQLLogin

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnSQLLogin イベン ト は、 First UI Before イベン ト に応答し ます。 このイベン ト ハン ド ラー関数は、 SQL ログイ ン

情報を指定するためのスク リ プ ト で使われるダイアログを作成し ます。 情報には、 ログイ ン ID とパスワー ド が含

まれます。

メ モ • OnSQLLogin イベン ト が呼び出される前に SQL ビル ト イ ン関数を呼び出す場合、 まず SQLRTInitialize2 関数

を呼び出し ます。 これは、 すべての SQL 関連の関数に適用し ます。 詳し く は、 「InstallScript と InstallScript MSI プ

ロジ ェ ク ト で SQL ラ ン タ イム関数を使用する」 を参照し て く だ さい。

OnSQLServerInitialize

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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OnSQLServerInitialize イベン ト は、 OnFirstUIBefore よ って、 SQL Server サポー ト に必要な接続を確立するために呼

び出されます。 この関数は SQL Server ラ ン タ イムを初期化し、 各接続ご とにログイ ン ダイアログを表示し なが

ら、 必要な SQL Server への接続の確立を試みます。 パラ メ ーター nBtn は NEXT または BACK がその前に表示さ

れたダイアログの結果かど うかを示し ます。 これは情報提供のみの目的です。

InstallShield のよ り新しいバージ ョ ンにア ッ プグレー ド し た時に OnFirstUIBefore をオーバーラ イ ド し て し まってい

るスク リ プ ト を使って作業し ていて、 そのスク リ プ ト が OnSQLServerInitialize を呼び出さ ない場合、

OnFirstUIBefore コー ド をスク リ プ ト フ ァ イルに追加する必要があ り ます。

メ モ • OnSQLServerInitialize イベン ト が呼び出される前に SQL ビル ト イ ン関数を呼び出す場合、 まず 

SQLRTInitialize2 関数を呼び出し ます。 これは、 すべての SQL 関連の関数に適用し ます。 詳し く は、 「InstallScript 

と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で SQL ラ ン タ イム関数を使用する」 を参照し て く だ さい。

OnSQLServerInitializeMaint

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnSQLServerInitializeMaint イベン ト は、 OnMaintUIBefore によ って、 SQL Server サポー ト に必要な接続を確立する

ために呼び出されます。 この関数は SQL Server ラ ン タ イムを初期化し、 ログフ ァ イルに格納されているログイ ン

認証情報を使って、 必要な SQL Server への接続の確立を試みます。

メ モ • program...endprogram ス タ イルのイ ンス ト ールでは、 このイベン ト は自動的には呼び出されません。

OnSuiteInstallBefore

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnSuiteShowUI イベン ト によ って、 OnSuiteInstallBefore イベン ト が呼び出されます。 デフ ォル ト で、

OnSuiteInstallBefore は、 フ ァ イルの転送に必要な機能の選択など、 情報の初期化のために呼び出されます。

メ モ • program...endprogram ス タ イルのイ ンス ト ールでは、 このイベン ト は自動的には呼び出されません。

OnSuiteMaintBefore

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnSuiteShowUI イベン ト によ って、 OnSuiteMaintBefore イベン ト が呼び出されます。 デフ ォル ト で、

OnSuiteMaintBefore は、 フ ァ イルの転送に必要な機能の選択など、 情報の初期化のために呼び出されます。

メ モ • program...endprogram ス タ イルのイ ンス ト ールでは、 このイベン ト は自動的には呼び出されません。
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OnSuiteUpdateBefore

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnSuiteShowUI イベン ト によ って、 OnSuiteMaintBefore イベン ト が呼び出されます。 デフ ォル ト で、

OnSuiteMaintBefore は、 フ ァ イルの転送に必要な機能の選択など、 情報の初期化のために呼び出されます。

メ モ • program...endprogram ス タ イルのイ ンス ト ールでは、 このイベン ト は自動的には呼び出されません。

OnUpdateUIBefore

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallScript イ ンス ト ールが、 InstallScript パッ ケージ と し て、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 

プロジ ェ ク ト に含まれている場合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 このイ

ベン ト  ハン ド ラーは呼び出されません。 詳しい情報は、 「InstallScript パッ ケージをア ド バンス ト  UI またはスイー

ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する」 をご覧 く だ さい。

OnUpdateUIBefore イベン ト ハン ド ラー関数は、 OnShowUI イベン ト ハン ド ラーによ って呼び出され、 ア ッ プデー ト  

セ ッ ト ア ッ プ用のフ ァ イル転送前のユーザーイ ン ターフ ェ イスを表示し ます。

このイベン ト  ハン ド ラーは手続き型スク リ プ ト   (program...endprogram ブロ ッ ク を含むスク リ プ ト ) を利用する

セ ッ ト ア ッ プでは呼び出されません。

構文

OnUpdateUIBefore ( );

パラ メ ーター

な し。

戻り値

な し。

OnXMLInitialize

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnXMLInitialize イベン ト は、 OnFirstUIBefore によ って呼び出され、 XML ラ ン タ イムを初期化し ます。

メ モ • program...endprogram ス タ イルのイ ンス ト ールでは、 このイベン ト は自動的には呼び出されません。
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Move Data ハン ド ラー
以下のイベン ト ハン ド ラーは、 ターゲッ ト コ ンピ ューターにすべての機能を イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ー

ルする直前、 その 中、 あるいはその直後に ト リ ガーされます。

テーブル 5 • Move Data ハン ド ラー

イベン ト  ハン ド ラー
プロジ ェ ク ト
の種類 説明

OnMoveData InstallScript OnShowUI によ って呼び出され、 フ ァ イル転送を行います。

イベン ト ハン ド ラーのデフ ォル ト コー ドは 

FeatureTransferData を呼び出し てフ ァ イルを転送し ます。

OnCustomizeUninstInfo InstallScript OnMoveData によ って呼び出され、 MaintenanceStart の呼び

出しの後、 アン イ ンス ト ール情報を カス タ マイズし ます。

OnMoving InstallScript

InstallScript 

MSI

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : FeatureTransferData また

は Feature MoveData を呼び出すイ ンス ト ールの結果と し て

呼び出されます。 このイベン ト は、 フ ァ イル転送操作が実

行されるご とに呼び出されます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 : GenerateMSIScript ア

クシ ョ ンが実行される直前に呼び出されます。

OnMoved InstallScript

InstallScript 

MSI

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : スク リ プ ト 内で 

FeatureTransferData が呼び出され、 データ転送が行われた

後、 フ レームワークによ って直接呼び出されます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 : ターゲッ ト コ ン

ピ ューターにすべての機能がイ ンス ト ールまたはアン イ ン

ス ト ールされる直後に生成される Moved イベン ト に応答し

ます。

OnInstallingFile InstallScript FeatureTransferData または FeatureMoveData の結果と し て

フ ァ イルがイ ンス ト ールされる直前に呼び出されます。

OnUninstallingFile InstallScript FeatureTransferData または FeatureMoveData の結果と し て

フ ァ イルがアン イ ンス ト ールされる直前に呼び出されます。

OnUninstallingFontFile InstallScript RegisterFontResource がログ記録し たフ ォ ン ト フ ァ イルがア

ン イ ンス ト ールされる時に呼び出されます。

OnUninstallingDIFxDriverFile InstallScript DIFxDriverPackageInstall または DIFxDriverPackagePreinstall 

関数によ ってイ ンス ト ールまたはプレ イ ンス ト ールされて

いる ド ラ イバーが、 アン イ ンス ト ール ログが有効になって

アン イ ンス ト ールされた場合に呼び出されます。

OnInstalledFile InstallScript FeatureTransferData または FeatureMoveData の結果と し て

フ ァ イルがイ ンス ト ールされた後に呼び出されます。
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OnInstalledFontFile InstallScript フ ォ ン ト フ ァ イルと し て メ デ ィ アに リ ス ト されている フ ァ

イルがイ ンス ト ールされた後に呼び出されます。

OnUninstalledFile InstallScript FeatureTransferData または FeatureMoveData の結果と し て

フ ァ イルがアン イ ンス ト ールされた後に呼び出されます。

OnSQLComponentInstalled InstallScript 各コ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされるご とに呼び出され、

その結果、 コ ンポーネン ト に付加されているすべての SQL 

スク リ プ ト が実行可能にな り ます。 SQLComponentInstalled 

は、 各コ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされるご とに呼び出

され、 その結果、 コ ンポーネン ト に付加されているすべて

の SQL スク リ プ ト が実行可能にな り ます。

OnSQLComponentUninstalled InstallScript 各コ ンポーネン ト がアン イ ンス ト ールされるご とに呼び出

され、 その結果、 コ ンポーネン ト に付加されているすべて

の SQL スク リ プ ト が実行可能にな り ます。

SQLComponentUninstalled イベン ト は、 各コ ンポーネン ト が

アン イ ンス ト ールされるご とに呼び出され、 その結果、 そ

のコ ンポーネン ト に付加されているすべての SQL スク リ プ

ト が実行可能にな り ます。

OnSQLBatchScripts InstallScript フ ァ イル転送の後にフ レームワークによ って自動的に呼び

出されます。

OnIISComponentInstalled InstallScript IISComponentInstalled は、 各コ ンポーネン ト がイ ンス ト ール

されるご とに呼び出され、 その結果、 コ ンポーネン ト に付

加されているすべての IIS イ ン フ ォ メ ーシ ョ ンがイ ンス

ト ール可能にな り ます。

OnIISVRootUninstalling InstallScript 各 IISVRoot が削除される前に呼び出されます。

OnXMLComponentInstalled InstallScript ISXMLComponentInstall は、 各コ ンポーネン ト がイ ンス ト ー

ルされるご とに呼び出され、 その結果、 コ ンポーネン ト に

付加されているすべての XML 情報がイ ンス ト ール可能にな

り ます。

OnXMLComponentUninstalling InstallScript XMLComponentUninstalling は、 各 .xml フ ァ イルが削除され

るご とに呼び出されます。

OnNetApiCreateUserAccount InstallScript OnMoving イベン ト の前に呼び出されます。 このイベン ト  

ハン ド ラー関数は、 リ ン ク されたラ イブラ リのリ ス ト で 

NetApiRT.obl が Isrt.obl の前に追加されない限り、 何も効果

を持ちません。

OnGeneratedMSIScript InstallScript 

MSI

実行されたあと、 MSI 標準アクシ ョ ン LaunchConditions に

応答し ます。

テーブル 5 • Move Data ハン ド ラー ( 続き )

イベン ト  ハン ド ラー
プロジ ェ ク ト
の種類 説明
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OnCustomizeUninstInfo

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnCustomizeUninstInfo イベン ト ハン ド ラー関数は、 MaintenanceStart を呼び出し た後、 OnMoveData イベン ト ハン

ド ラーのデフ ォル ト コー ド によ って呼び出され、 アン イ ンス ト ール情報を カス タ マイズし ます。

構文

OnCustomizeUninstInfo ( );

パラ メ ーター

な し。

戻り値

な し。

OnGeneratedMSIScript

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnGeneratingMSIScript イベン ト  ハン ド ラーは、 MSI 標準アクシ ョ ン LaunchConditions が実行された後に呼び出さ

れます。 このイベン ト ハン ド ラーは、 デフ ォル ト でコー ド を含みません。 これはレガシー イ ンス ト ールに含まれ

ます。

OnGeneratingMSIScript

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnGeneratingMSIScript InstallScript 

MSI

実行される前、 MSI 標準アクシ ョ ン LaunchConditions に応

答し ます。

OnInstallFilesActionBefore InstallScript 

MSI

呼び出される前は、 InstallFiles イベン ト  ハン ド ラー関数に

応答し ます。

OnInstallFilesActionAfter InstallScript 

MSI

呼び出された後は、 InstallFiles イベン ト  ハン ド ラー関数に

応答し ます。

テーブル 5 • Move Data ハン ド ラー ( 続き )

イベン ト  ハン ド ラー
プロジ ェ ク ト
の種類 説明
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OnGeneratingMSIScript イベン ト  ハン ド ラーは、 実行される前に MSI の標準のアクシ ョ ン、 LaunchConditions に応

答し ます。 このイベン ト ハン ド ラーは、 デフ ォル ト でコー ド を含みません。 これはレガシー イ ンス ト ールに含ま

れます。

OnIISComponentInstalled

OnIISComponentInstalled イベン ト ハン ド ラー関数は、 各コ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされるご とに呼び出され、

その結果、 コ ンポーネン ト に付加されているすべての IIS 情報がイ ンス ト ール可能にな り ます。

構文

OnIISComponentInstalled ( szComponent );

パラ メ ーター

戻り値

このイベン ト ハン ド ラー関数は、 現時点では常に ISERR_SUCCESS を戻し ます。

OnIISVRootUninstalling

OnIISVRootUninstalling イベン ト は、 仮想デ ィ レ ク ト リが削除される前にデ ィ レ ク ト リ ご とに呼び出されます。 ス

ク リ プ ト で IIS に関連する条件をチ ェ ッ ク し、 abort() を呼び出し てセ ッ ト アプを停止すこ とができます。

OnInstalledFile

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnInstalledFile イベン ト ハン ド ラー関数は、 FeatureTransferData または FeatureMoveData の結果と し てフ ァ イルが

イ ンス ト ールされた後に呼び出されます。

構文

OnInstalledFile ( szFilename );

テーブル 6 • OnIISComponentInstalled のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szComponent このパラ メ ーターには、 イ ンス ト ールされたコ ンポーネン ト の名前が付きま

す。
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パラ メ ーター

戻り値

な し。

OnInstalledFontFile

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnInstalledFontFile イベン ト ハン ド ラー関数は、 フ ォ ン ト フ ァ イルと し て メ デ ィ アに リ ス ト されている フ ァ イルが

イ ンス ト ールされた後に呼び出されます。

構文

OnInstalledFontFile ( pFontFileInfo );

パラ メ ーター

戻り値

な し。

OnInstallFilesActionAfter

OnInstallFilesActionAfter イベン ト ハン ド ラーは、 標準 Windows Installer InstallFiles アクシ ョ ンが実行される直後に

呼び出されます。

OnInstallFilesActionBefore

OnInstallFilesActionBefore イベン ト ハン ド ラーは、 標準 Windows Installer InstallFiles アクシ ョ ンが実行される直前に

呼び出されます。

テーブル 7 • OnInstalledFile のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFilename 転送されたフ ァ イルの完全修飾フ ァ イル名を指定し ます。

テーブル 8 • OnInstalledFontFile のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

pFontFileInfo イ ンス ト ール中のフ ォ ン ト  フ ァ イルについての情報を提供する _FONTFILEINFO 

構造 へのポイ ン ター。
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OnInstallingFile

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnInstallingFile イベン ト ハン ド ラー関数は、 FeatureTransferData または FeatureMoveData の結果と し てフ ァ イルが

イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールされる直前に呼び出されます。

このイベン ト ハン ド ラーのコー ドは、 メ ンテナンスセ ッ ト ア ッ プ中でも、 次の if-then 構造に置かれていない場合

には常に実行されます。

if !MAINTENANCE then

 \\ メ ンテナンス以外のコード

 endif;

構文

OnInstallingFile ( szFilename );

パラ メ ーター

戻り値

な し。

OnMoved

InstallScript プロジ ェ ク ト では、 OnMoved は、 FeatureTransferData および Feature MoveData が呼び出すイ ンス ト ー

ルの結果と し て呼び出されます。 このイベン ト は、 バッ チ自己登録を除 く 、 すべてのフ ァ イル転送操作が完了し

た際、 呼び出されます。 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 OnMoved は、 アクシ ョ ン GenerateMSIScript が実行さ

れる直前に、 呼び出されます。

このイベン ト ハン ド ラーのコー ドは、 メ ンテナンスセ ッ ト ア ッ プやアン イ ンス ト ール中でも、 次の if-then 構造に

置かれていない場合には常に実行されます。

if (!MAINTENANCE) then

// メ ンテナンス以外のコード

endif;

OnMoveData

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnMoveData イベン ト ハン ド ラーは、 フ ァ イル転送を処理する OnShowUI イベン ト ハン ド ラーが呼び出し ます。 デ

フ ォル ト では、 フ ァ イルを転送するのに OnMoveData は FeatureTransferData を呼び出し ます。

テーブル 9 • OnInstallingFile のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFilename ま もな く 転送される フ ァ イルの完全修飾フ ァ イル名を指定し ます。
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このイベン ト  ハン ド ラーは手続き型スク リ プ ト   (program...endprogram ブロ ッ ク を含むスク リ プ ト ) を利用する

セ ッ ト ア ッ プでは呼び出されません。

構文

OnMoveData ( );

パラ メ ーター

な し。

戻り値

な し。

OnMoving

InstallScript プロジ ェ ク ト では、 OnMoving は、 FeatureTransferData および Feature MoveData が呼び出すイ ンス

ト ールの結果と し て呼び出されます。 このイベン ト は、 フ ァ イル転送操作が実行されるご とに呼び出されます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 OnMoving は、 アクシ ョ ン GenerateMSIScript が実行される直前に、 呼び出さ

れます。

このイベン ト ハン ド ラーのコー ドは、 メ ンテナンスセ ッ ト ア ッ プ中でも、 次の if-then 構造に置かれていない場合

には常に実行されます。

if !MAINTENANCE then

 \\ メ ンテナンス以外のコード

 endif;

OnNetApiCreateUserAccount

OnNetApiCreateUserAccount イベン ト ハン ド ラー関数は、 OnMoving イベン ト の前に呼び出されます。 このイベン

ト  ハン ド ラー関数は、 リ ン ク されたラ イブラ リのリ ス ト で NetApiRT.obl が Isrt.obl の前に追加されない限り、 何も

効果を持ちません。

構文

OnNetApiCreateUserAccount()

パラ メ ーター

な し

戻り値

このイベン ト  ハン ド ラー関数は常に ISERR_SUCCESS を返し ます。
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追加情報

タ スク リ ン ク されたラ イブラ リのリ ス ト に NetApiRT.obl を追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ ビルド ] メ ニューで [ 設定 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. Libraries (.obl) ボ ッ クスで、 NetApiRT.obl を入力し ます。 これは、 必ず Isrt.obl の前に リ ス ト し ます。

NetApiRT.obl へのパスは以下の通り です :

<ISProductFolder>\Script\ISRT\Lib\NetApiRT.obl

OnSQLBatchScripts

OnSQLBatchScripts イベン ト は、 フ ァ イル転送後フ レームワークによ って自動的に呼び出されます。

OnSQLComponentInstalled

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnSQLComponentInstalled イベン ト は、 各コ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされるご とに呼び出され、 その結果、 そ

のコ ンポーネン ト に付加されているすべての SQL スク リ プ ト が実行可能にな り ます。 SQLComponentInstalled は、

各コ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされるご とに呼び出され、 その結果、 コ ンポーネン ト に付加されているすべて

の SQL スク リ プ ト が実行可能にな り ます。

OnSQLComponentUninstalled

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SQLComponentUninstalled イベン ト は、 各コ ンポーネン ト がアン イ ンス ト ールされるご とに呼び出され、 その結

果、 そのコ ンポーネン ト に付加されているすべての SQL スク リ プ ト が実行可能にな り ます。

SQLComponentUninstalled イベン ト は、 各コ ンポーネン ト がアン イ ンス ト ールされるご とに呼び出され、 その結

果、 そのコ ンポーネン ト に付加されているすべての SQL スク リ プ ト が実行可能にな り ます。

OnUninstalledFile

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnUninstalledFile イベン ト ハン ド ラー関数は、 FeatureTransferData または FeatureMoveData の結果と し てフ ァ イル

がアン イ ンス ト ールされた後に呼び出されます。

構文

OnUninstalledFile ( szFilename );
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パラ メ ーター

戻り値

な し。

OnUninstallingFile

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnUninstallingFile イベン ト ハン ド ラー関数は、 FeatureTransferData または FeatureMoveData の結果と し てフ ァ イル

がアン イ ンス ト ールされる直前に呼び出されます。

このイベン ト ハン ド ラーのコー ドは、 メ ンテナンスセ ッ ト ア ッ プ中でも、 次の if-then 構造に置かれていない場合

には常に実行されます。

if !MAINTENANCE then

 \\ メ ンテナンス以外のコード

 endif;

構文

OnUninstallingFile ( szFilename );

パラ メ ーター

戻り値

な し。

OnUninstallingDIFxDriverFile

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

テーブル 10 • OnUninstalledFile のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFilename アン イ ンス ト ールされたフ ァ イルの完全修飾フ ァ イル名を指定し ます。

テーブル 11 • OnUninstallingFile

パラ メ ーター 説明

szFilename ま もな く アン イ ンス ト ールされる フ ァ イルの完全修飾フ ァ イル名を指定し ま

す。
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OnUninstallingDIFxDriverFile イベン ト  ハン ド ラー関数は、 DIFxDriverPackageInstall または 

DIFxDriverPackagePreinstall 関数によ ってイ ンス ト ールまたはプレ イ ンス ト ールされている ド ラ イバーが、 アンイ

ンス ト ール ログが有効になってアン イ ンス ト ールされた場合に呼び出されます。

デフ ォル ト では、 イベン ト は DIFxDriverPackageUninstall 関数を使用し て ド ラ イバーをアン イ ンス ト ールし ます。

構文

OnUninstallingDIFxDriverFile ( byval string szDriver );

パラ メ ーター

戻り値

な し。

OnUninstallingFontFile

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnUninstallingFontFile イベン ト ハン ド ラー関数は、 RegisterFontResource によ ってログ記録されたフ ォ ン ト フ ァ イ

ルがアン イ ンス ト ールされた時に呼び出されます。

構文

OnUninstallingFontFile ( pFontFileInfo );

パラ メ ーター

戻り値

な し。

テーブル 12 • OnUninstallingDIFxDriverFile

パラ メ ーター 説明

szDriver イ ンス ト ールされた ド ラ イバー フ ァ イルの完全パスおよびフ ァ イル。

テーブル 13 • OnUninstallingFontFile

パラ メ ーター 説明

pFontFileInfo アン イ ンス ト ール中のフ ォ ン ト  フ ァ イルについての情報を提供する 

_FONTFILEINFO 構造 へのポイ ン ター。
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OnXMLComponentInstalled

OnXMLComponentInstalled は、 ISXMLComponentInstall イベン ト に関連付けられている イベン ト ハン ド ラー関数で

す。 ISXMLComponentInstall イベン ト は、 各コ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされるご とに呼び出され、 その結果、

コ ンポーネン ト に付加されているすべての XML 情報がイ ンス ト ール可能にな り ます。 

構文

OnXMLComponentInstalled ( szComponent );

パラ メ ーター

戻り値

このイベン ト ハン ド ラー関数は、 現時点では常に ISERR_SUCCESS を戻し ます。

OnXMLComponentUninstalling

OnXMLComponentUninstalling は、 XMLRTComponentUninstall イベン ト に関連付けられているイベン ト ハン ド ラー関

数です。 XMLRTComponentUninstall イベン ト は、 各 .xml フ ァ イルが削除されるご とに呼び出されます。 

構文

OnXMLComponentUninstalling ( szXmlComponent )

パラ メ ーター

戻り値

このイベン ト ハン ド ラー関数は、 現時点では常に ISERR_SUCCESS を戻し ます。

テーブル 14 • OnXMLComponentInstalled

パラ メ ーター 説明

szComponent このパラ メ ーターには、 イ ンス ト ールされたコ ンポーネン ト の名前が付きま

す。

テーブル 15 • OnXMLComponentUninstalling

パラ メ ーター 説明

szXmlComponent このパラ メ ーターには、 イ ンス ト ールされたコ ンポーネン ト の名前が付きま

す。
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After Data Move ハン ド ラー
次のイベン ト ハン ド ラーは、 フ ァ イルや他のデータがターゲッ ト コ ンピ ューターに転送された後に ト リ ガーされ

ます。

テーブル 16 • After Data Move ハン ド ラー

イベン ト  ハン ド ラー
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

OnFirstUIAfter InstallScript

InstallScript MSI

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : OnFirstUIAfter イベ

ン ト は、 イ ンス ト ールを初回イ ンス ト ールモー ド で

実行中、イ ンス ト ールのフ ァ イル転送後に OnShowUI 

によ って呼び出されます。 デフ ォル ト でこのイベン

ト は、 イ ンス ト ールが無事に完了し たこ と をエン ド

ユーザーに報告する UI を表示し ます。

メ モ • program...endprogram ス タ イルのイ ンス ト ール

では、 このイベン ト は自動的には呼び出されません。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 : First UI After  

イベン ト に応答し ます。

OnMaintUIAfter InstallScript

InstallScript MSI

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : OnMaintUIAfter イ

ベン ト は、 イ ンス ト ールを メ ンテナンス モー ド で実

行中、 イ ンス ト ールのフ ァ イル転送後に OnShowUI 

によ って呼び出されます。 デフ ォル ト でこのイベン

ト は、 メ ンテナンスイ ンス ト ールが無事に完了し た

こ と をエン ド ユーザーに報告する UI を表示し ます。

メ モ • program...endprogram ス タ イルのイ ンス ト ール

では、 このイベン ト は自動的には呼び出されません。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 : Maintenance UI 

After イベン ト に応答し ます。

OnUpdateUIAfter InstallScript OnUpdateUIAfter イベン ト は、 イ ンス ト ールをア ッ プ

デー ト モー ド で実行中、 イ ンス ト ールのフ ァ イル転

送後に OnShowUI  によ って呼び出されます。 デフ ォ

ル ト でこのイベン ト は、 メ ンテナンスイ ンス ト ール

が無事に完了し たこ と をエン ド ユーザーに報告する 

UI を表示し ます。 このイベン ト はプログラムで自動

的には呼び出されません。
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OnEnd InstallScript

InstallScript MSI

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : OnEnd イベン ト は、

セ ッ ト ア ッ プの 後に呼び出されます。 このイベン

ト はイ ンス ト ールが中止 (abort) された場合には呼び

出されません。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 : End イベン ト

に応答し ます。 セ ッ ト ア ッ プ内であらかじめ定義で

きる 後のイベン ト です。

OnSuiteInstallAfter InstallScript イ ンス ト ールでフ ァ イルの転送が完了し た後、

OnSuiteShowUI イベン ト によ って、

OnSuiteInstallAfter イベン ト が呼び出されます。

メ モ • program...endprogram ス タ イルのイ ンス ト ール

では、 このイベン ト は自動的には呼び出されません。

OnSuiteMaintAfter InstallScript メ ンテナンスでフ ァ イルの転送が完了し た後、

OnSuiteShowUI イベン ト によ って、OnSuiteMaintAfter 

イベン ト が呼び出されます。

メ モ • program...endprogram ス タ イルのイ ンス ト ール

では、 このイベン ト は自動的には呼び出されません。

OnSuiteUpdateAfter InstallScript ア ッ プグレー ド でフ ァ イルの転送が完了し た後、

OnSuiteShowUI イベン ト によ って、

OnSuiteUpdateAfter イベン ト が呼び出されます。

メ モ • program...endprogram ス タ イルのイ ンス ト ール

では、 このイベン ト は自動的には呼び出されません。

OnIISUninitialize InstallScript OnIISUninitialize イベン ト は、 OnMoveDataAfter に

よ って呼び出され、 IIS ラ ン タ イムを初期化し ます。

メ モ • program...endprogram ス タ イルのイ ンス ト ール

では、 このイベン ト は自動的には呼び出されません。

テーブル 16 • After Data Move ハン ド ラー ( 続き )

イベン ト  ハン ド ラー
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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OnEnd

OnEnd イベン ト ハン ド ラーは、 セ ッ ト ア ッ プで 後に再定義できる End イベン ト に応答し ます。 必要な任意のク

リーンア ッ プ コー ド を OnEnd 関数に配置する こ とができます。

スク リ プ ト に ifx.h または iswi.h を 含むと きに OnEnd はプロ ト タ イプ化されます。 次の例に従って、 スク リ プ ト で 

OnEnd を定義し て く だ さい :

#include "iswi.h"

function OnEnd()

// ローカル変数

begin

// ク リーンア ッ プ コード

end;

このイベン ト ハン ド ラーのコー ドは、 メ ンテナンスセ ッ ト ア ッ プ中でも、 次の if-then 構造に置かれていない場合

には常に実行されます。

if !MAINTENANCE then

 \\ メ ンテナンス以外のコード

 endif;

OnFirstUIAfter

プロジ ェ ク ト • InstallScript イ ンス ト ールが、 InstallScript パッ ケージ と し て、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア

ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に含まれている場合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ー

ルで、 このイベン ト  ハン ド ラーは呼び出されません。 詳しい情報は、 「InstallScript パッ ケージをア ドバンス ト  UI 

またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する」 をご覧 く だ さい。

OnFirstUIAfter イベン ト ハン ド ラーは、 First UI After イベン ト に応答し ます。 これは、 アプ リ ケーシ ョ ンの初回イ

ンス ト ール用の機能を イ ンス ト ールし た後に処理し な く てはならないタ スク を実行し ます。

OnIISUninitialize

OnIISUninitialize イベン ト は、 OnMoveDataAfter によ って呼び出され、 IIS ラ ン タ イムを初期化し ます。 endprogram 

ス タ イルのイ ンス ト ールでは、 このイベン ト は自動的には呼び出されません。

OnXMLUninitialize InstallScript OnXMLUninitialize イベン ト は、 OnMoveDataAfter に

よ って呼び出され、 XML ラ ン タ イムを初期化し ま

す。

メ モ • program...endprogram ス タ イルのイ ンス ト ール

では、 このイベン ト は自動的には呼び出されません。

テーブル 16 • After Data Move ハン ド ラー ( 続き )

イベン ト  ハン ド ラー
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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OnMaintUIAfter

プロジ ェ ク ト • InstallScript イ ンス ト ールが、 InstallScript パッ ケージ と し て、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア

ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に含まれている場合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ー

ルで、 このイベン ト  ハン ド ラーは呼び出されません。 詳しい情報は、 「InstallScript パッ ケージをア ドバンス ト  UI 

またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する」 をご覧 く だ さい。

OnMaintUIAfter イベン ト ハン ド ラーは、 Maintenance UI After イベン ト に応答し ます。 このイベン ト  ハン ド ラーで

は、 アプ リ ケーシ ョ ンのメ ンテナンス イ ンス ト ールによ って機能が再イ ンス ト ールされた後に発生する タ スクが

実行されます。

OnSuiteInstallAfter

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

イ ンス ト ールでフ ァ イルの転送が完了し た後、 OnSuiteShowUI イベン ト によ って、 OnSuiteInstallAfter イベン ト が

呼び出されます。

メ モ • program...endprogram ス タ イルのイ ンス ト ールでは、 このイベン ト は自動的には呼び出されません。

OnSuiteMaintAfter

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

メ ンテナンスでフ ァ イルの転送が完了し た後、 OnSuiteShowUI イベン ト によ って、 OnSuiteMaintAfter イベン ト が

呼び出されます。

メ モ • program...endprogram ス タ イルのイ ンス ト ールでは、 このイベン ト は自動的には呼び出されません。

OnSuiteUpdateAfter

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ア ッ プグレー ド でフ ァ イルの転送が完了し た後、 OnSuiteShowUI イベン ト によ って、 OnSuiteUpdateAfter イベン ト

が呼び出されます。

メ モ • program...endprogram ス タ イルのイ ンス ト ールでは、 このイベン ト は自動的には呼び出されません。
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OnUpdateUIAfter

プロジ ェ ク ト • InstallScript イ ンス ト ールが、 InstallScript パッ ケージ と し て、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア

ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に含まれている場合、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド バンス ト  UI イ ンス ト ー

ルで、 このイベン ト  ハン ド ラーは呼び出されません。 詳しい情報は、 「InstallScript パッ ケージをア ドバンス ト  UI 

またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する」 をご覧 く だ さい。

OnUpdateUIAfter イベン ト ハン ド ラー関数は、 OnShowUI イベン ト ハン ド ラーによ って呼び出され、 ア ッ プデー ト  

セ ッ ト ア ッ プ用のフ ァ イル転送後のユーザーイ ン ターフ ェ イスを表示し ます。

このイベン ト  ハン ド ラーは手続き型スク リ プ ト   (program...endprogram ブロ ッ ク を含むスク リ プ ト ) を利用する

セ ッ ト ア ッ プでは呼び出されません。

構文

OnUpdateUIAfter ( );

パラ メ ーター

な し。

戻り値

な し。

OnXMLUninitialize

OnXMLUninitialize イベン ト は、 OnMoveDataAfter によ って呼び出され、 XML ラ ン タ イムを初期化し ます。

endprogram ス タ イルのイ ンス ト ールでは、 このイベン ト は自動的には呼び出されません。

機能イベン ト  ハン ド ラー
機能イベン ト ハン ド ラーは、 単一機能のイ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールの直前に必要なプロセスを実行し

ます。 機能イベン ト とハン ド ラーの数は、 プロジ ェ ク ト に含まれる機能の数によ って異な り ます。

機能にイベン ト  ハン ド ラー関数を作成するには、 左側のイベン ト  カテゴ リ リ ス ト から機能名を選択し て、 右側

のイベン ト  リ ス ト から必要なイベン ト を選択し ます。 InstallShield は 2 番目の InstallScript フ ァ イルを作成し、

InstallScript ビ ューで FeatureEvents.rul を呼び出し ます。

FeatureEvents.rul でデフ ォル ト の機能のイベン ト  ハン ド ラーコー ド を変更し た場合、 Setup.rul に次のステー ト メ

ン ト を入れてイ ンス ト ールに変更を含める必要があ り ます。
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 #include "FeatureEvents.rul"

以下は機能イベン ト  ハン ド ラーのリ ス ト です。

プロジ ェ ク ト • Windows Installer が InstallScript MSI イ ンス ト ールで機能のイ ンス ト ールを制御するため、 機能イベ

ン ト ハン ド ラー関数が呼び出される順序を指定する こ とはできません。 さ らに、 機能イベン ト はすべての機能が

ターゲッ ト システムへコ ピーされるまで起動されません。

また、 機能アン イ ンス ト ール イベン ト  ハン ド ラー (OnUnInstalling と OnUnInstalled) は、 ロールバッ ク中に呼び出

されません。

テーブル 17 • 機能イベン ト ハン ド ラー

イベン ト  ハン ド ラー
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

OnInstalled InstallScript

InstallScript MSI

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : ターゲッ ト  システムで該

当する機能がイ ンス ト ールされた直後に生成される Installed 

イベン ト に応答し て実行し ます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 Windows Installer が

フ ァ イルを ターゲッ ト  システムに転送し た直後に実行し ま

す。

OnInstalling InstallScript

InstallScript MSI

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : ターゲッ ト  システムで機

能がイ ンス ト ールされる直前に生成される Installing イベン

ト に応答し て実行し ます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 Windows Installer が

フ ァ イルを ターゲッ ト  システムに転送する直前に実行し ま

す。

OnUnInstalled InstallScript

InstallScript MSI

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : ターゲッ ト  システムから

機能が削除された後に生成される UnInstalled イベン ト に応

答し て実行し ます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 Windows Installer が

フ ァ イルを ターゲッ ト  システムから削除し た後に実行し ま

す。

OnUnInstalling InstallScript

InstallScript MSI

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : ターゲッ ト  システムから

機能が削除される直前に生成される UnInstalling イベン ト に

応答し て実行し ます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 Windows Installer が

フ ァ イルを ターゲッ ト  システムから削除する前に実行し ま

す。
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OnInstalled

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : OnInstalled 機能イベン ト  ハン ド ラーはターゲッ ト  システムで該当する機能がイ

ンス ト ールされた直後に生成される Installed イベン ト に応答し て実行し ます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 OnInstalled 機能イベン ト  ハン ド ラーは Windows Installer がフ ァ イルを ター

ゲッ ト  システムに転送し た直後に実行し ます。

OnInstalled 機能イベン ト  ハン ド ラーは、 次の形式で InstallScript コー ド に リ ス ト されています :

MyFeatureName_Installed()

プロジ ェ ク ト • Windows Installer が InstallScript MSI イ ンス ト ールで機能のイ ンス ト ールを制御するため、 機能イベ

ン ト ハン ド ラー関数が呼び出される順序を指定する こ とはできません。 さ らに、 機能イベン ト はすべての機能が

ターゲッ ト システムへコ ピーされるまで起動されません。

また、 機能アン イ ンス ト ール イベン ト  ハン ド ラー (OnUnInstalling と OnUnInstalled) は、 ロールバッ ク中に呼び出

されません。

OnInstalling

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : OnInstalling 機能イベン ト  ハン ド ラーはターゲッ ト  システムで機能がイ ンス ト ー

ルされる直前に生成される Installin イベン ト に応答し て実行し ます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 OnInstalling 機能イベン ト  ハン ド ラーは Windows Installer がフ ァ イルを ター

ゲッ ト  システムに転送する直前に実行し ます。

OnInstalled 機能イベン ト  ハン ド ラーは、 次の形式で InstallScript コー ド に リ ス ト されています :

MyFeatureName_Installing()

プロジ ェ ク ト • Windows Installer が InstallScript MSI イ ンス ト ールで機能のイ ンス ト ールを制御するため、 機能イベ

ン ト ハン ド ラー関数が呼び出される順序を指定する こ とはできません。 さ らに、 機能イベン ト はすべての機能が

ターゲッ ト システムへコ ピーされるまで起動されません。

また、 機能アン イ ンス ト ール イベン ト  ハン ド ラー (OnUnInstalling と OnUnInstalled) は、 ロールバッ ク中に呼び出

されません。
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OnUnInstalled

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : OnUnInstalled 機能イベン ト  ハン ド ラーはターゲッ ト  システムから機能が削除さ

れる直前に生成される UnInstalling イベン ト に応答し て実行し ます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 OnUnInstalled 機能イベン ト  ハン ド ラーは Windows Installer がフ ァ イルを

ターゲッ ト  システムから削除する直前に実行し ます。

OnUnInstalled 機能イベン ト  ハン ド ラーは、 次の形式で InstallScript コー ド に リ ス ト されています :

MyFeatureName_UnInstalled()

プロジ ェ ク ト • Windows Installer が InstallScript MSI イ ンス ト ールで機能のイ ンス ト ールを制御するため、 機能イベ

ン ト ハン ド ラー関数が呼び出される順序を指定する こ とはできません。 さ らに、 機能イベン ト はすべての機能が

ターゲッ ト システムへコ ピーされるまで起動されません。

また、 機能アン イ ンス ト ール イベン ト  ハン ド ラー (OnUnInstalling と OnUnInstalled) は、 ロールバッ ク中に呼び出

されません。

OnUnInstalling

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : OnUnInstalling 機能イベン ト  ハン ド ラーはターゲッ ト  システムから機能が削除さ

れる直前に生成される UnInstalling イベン ト に応答し て実行し ます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 OnUnInstalling 機能イベン ト  ハン ド ラーは Windows Installer がフ ァ イルを

ターゲッ ト  システムから削除する直前に実行し ます。

OnUnInstalling 機能イベン ト  ハン ド ラーは、 次の形式で InstallScript コー ド にリ ス ト されています :

MyFeatureName_UnInstalling()

プロジ ェ ク ト • Windows Installer が InstallScript MSI イ ンス ト ールで機能のイ ンス ト ールを制御するため、 機能イベ

ン ト ハン ド ラー関数が呼び出される順序を指定する こ とはできません。 さ らに、 機能イベン ト はすべての機能が

ターゲッ ト システムへコ ピーされるまで起動されません。

また、 機能アン イ ンス ト ール イベン ト  ハン ド ラー (OnUnInstalling と OnUnInstalled) は、 ロールバッ ク中に呼び出

されません。
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その他のイベン ト ハン ド ラー
Miscellaneous イベン ト ハン ド ラーはセ ッ ト ア ッ プ中にユーザーがイ ンス ト ールを終了する といった、 予定されて

いないイベン ト によ って ト リ ガーされます。

テーブル 18 • その他のイベン ト ハン ド ラー

イベン ト  ハン ド ラー
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

OnAbort InstallScript、

InstallScript MSI

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : abort キーワー ド によ って

セ ッ ト ア ッ プが中止 (abort) される と き、 OnAbort イベン ト  

ハン ド ラーが呼び出されます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 : InstallScript の abort 

コ マン ド によ って生成される Abort イベン ト に応答し ます。

OnAdminInstallUIAfter InstallScript MSI Admin Install UI After イベン ト に応答し ます。

OnAdminInstallUIBefore InstallScript MSI アプ リ ケーシ ョ ンの管理イ ンス ト レーシ ョ ンの際にエン ド

ユーザーから情報を収集するダイアログを表示し て、

[Admin Install UI Before ] イベン ト に応答し ます。

OnAdminPatchUIAfter InstallScript MSI 管理パッ チのフ ァ イル転送後に呼び出されます。

OnAdminPatchUIBefore InstallScript MSI 管理パッ チのフ ァ イル転送前に呼び出されます。

OnAdvertisementAfter InstallScript MSI Advertisement After イベン ト に応答し ます。

OnAdvertisementBefore InstallScript MSI Advertisement After Before イベン ト に応答し ます。

OnCanceling InstallScript、

InstallScript MSI

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : OnCanceling イベン ト は、

イ ンス ト ールがキャ ンセルされた と きに送られます。 キャ

ンセルは通常、 エン ド ユーザーがダイアログの キャ ンセル 

ボタ ンを ク リ ッ ク、 または Esc キーを押し た場合に起こ り

ます。 Do(EXIT) の呼び出し も このイベン ト を ト リ ガーし ま

す。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 : エン ド ユーザーがビ

ル ト イ ン ダイアログで [ キャ ンセル ] ボタ ンを ク リ ッ ク し

た と きに生成される Cancel イベン ト に応答し ます。

OnComponentError InstallScript、

InstallScript MSI

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : OnComponentError イベン

ト は、 FeatureTransferData または FeatureMoveData  への呼

び出しがエラーを戻し た場合に、 フ レームワークによ って

呼び出されます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 : 一般フ ァ イル転送エ

ラーに応答し ます。

OnDIFxLogCallback InstallScript ビル ト イ ンの DIFx コールバッ ク機能によ ってログ記録され

た DIFx 関連のイベン ト が発生し た と きに呼び出されます。
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OnError InstallScript MSI このイベン ト は MSI が INSTALLMESSAGE_ERROR メ ッ セー

ジを送った と きに呼び出されます。 

OnException InstallScript MSI 手続き型スク リ プ ト によ って生成された例外に応答し ます。

OnFileError InstallScript OnFileError イベン ト は、 フ ァ イルのイ ンス ト ールまたはア

ン イ ンス ト ール中に未知のエラーが発生し た と きに呼び出

されます。

OnFileLocked InstallScript OnFileLocked イベン ト は、 他のアプ リ ケーシ ョ ンによ って

使用中のフ ァ イルが、 イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ー

ルの必要がある と き呼び出されます。 但し、 ロ ッ ク または

共有と マーク されている可能性がある フ ァ イルグループの

中にフ ァ イルが存在する場合は除きます。 この場合、 フ ァ

イルは再起動の後にイ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール

されます。

OnFileReadOnly InstallScript OnFileReadOnly イベン ト は、 読み取り専用フ ァ イルがイ ン

ス ト ールまたはアンイ ンス ト ールされる必要がある と き呼

び出されます。

OnFilesInUse InstallScript MSI OnFilesInUse イベン ト  ハン ド ラーは、 Windows Installer が 

INSTALLMESSAGE_FILESINUSE メ ッ セージを イ ンス ト ール

に送った と きに呼び出されます。

デフ ォル ト で、 OnFilesInUse イベン ト  ハン ド ラーは 

SdFilesInUse ダイアログを表示し ます。

OnHelp InstallScript、

InstallScript MSI

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : OnHelp イベン ト は、 エン

ド ユーザーが F1 キーを押すか、 Do(HELP) を呼び出し た場

合に呼び出されます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 : エン ド ユーザーが F1 

キーを押し た場合に発生する Help イベン ト に応答し ます。

OnInternetError InstallScript OnInternetError は、 イ ン ターネ ッ ト から フ ァ イルを イ ンス

ト ール中にエラーが発生し た際、 呼び出されます。

OnLaunchAppAndWaitCallba

ck

InstallScript、

InstallScript MSI

OnLaunchAppAndWaitCallback は、

LAAW_OPTION_USE_CALLBACK が LaunchAppAndWait 関数を

呼び出し た と きに指定される と、 イ ンス ト ールが起動する

アプ リ ケーシ ョ ンを待機中に呼び出されます。

テーブル 18 • その他のイベン ト ハン ド ラー ( 続き )

イベン ト  ハン ド ラー
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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OnLogonUserSetMsiProperti

es

InstallScript MSI OnLogonUserSetMsiProperties イベン ト  ハン ド ラーは、 「既

存のユーザー アカウン ト を作成または設定する機能を追加

する」 の InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で説明されているロ

グオン ユーザー サポー ト 用の Windows Installer プロパテ ィ

を設定し ます。

OnMD5Error InstallScript OnMD5Error イベン ト は、 イ ンス ト ール中のフ ァ イルの 

MD5 シグネチャが InstallShield CAB フ ァ イルにある MD5 値

と一致し ない場合に呼び出されます。 (MD5 はメ デ ィ アがビ

ルド される時に計算されます。 )

OnMsiSilentInstall InstallScript MSI ユーザーが InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の パッ ケージを

サイ レン ト モー ド で実行し た と きに発生する MSI Silent 

Install イベン ト に応答し ます。

OnNextDisk InstallScript OnNextDisk イベン ト は、 フ ァ イル転送中に、 セ ッ ト ア ッ プ

が必要なデータ フ ァ イルを検出できなかった と きに呼び出

されます。 例えば、 複数フ ロ ッ ピーまたは CD のイ ンス

ト ール中に次のデ ィ スクが必要な場合、 このイベン ト が発

生し ます。

OnOutOfDiskSpace InstallScript MSI 空きデ ィ スク容量が不足し ている ターゲッ ト システムへ応

答し ます。

OnPatchUIAfter InstallScript MSI Patch UI After イベン ト に応答し ます。

OnPatchUIBefore InstallScript MSI パッ チイ ンス ト ールの際にダイアログを表示し て [Patch UI 

Before] イベン ト に応答し ます。

OnRebooted InstallScript MSI 

(InstallScript ユー

ザー イ ン ターフ ェ

イス (UI) のス タ イ

ルが、 外部 UI ハン

ド ラーと し て 

InstallScript エンジ

ンを使用する従来

型のス タ イルの場

合 )

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 : OnRebooted イベン ト は、

システム再起動の後でセ ッ ト ア ッ プが自動的に実行する時

に呼び出されます。 これは、 この場合に呼び出される唯一

のイベン ト です。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 : ターゲッ ト  システム

が再起動された後で、 イ ンス ト ーラーが再開する場合に発

生する Rebooted イベン ト に応答し ます。

重要 • このイベン ト は、 InstallScript UI ス タ イルが ( 埋め込

み UI ハン ド ラーと し て InstallScript エンジンを使用する ) 

新しいス タ イルである InstallScript MSI イ ンス ト ールでは呼

び出されません。 詳し く は、 「InstallScript MSI イ ンス ト ー

ルで InstallScript エンジンを外部エンジン と し て使用する方

法と、 埋め込み UI ハン ド ラ と し て使用する方法の違い」 を

参照し て く だ さい。

テーブル 18 • その他のイベン ト ハン ド ラー ( 続き )

イベン ト  ハン ド ラー
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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OnAbort

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

OnAbort イベン ト ハン ド ラーは、 InstallScript abort ステー ト メ ン ト が生成し た Abort イベン ト に応答し ます。 これ

はターゲッ ト しすてむに加えられた変更をアン イ ンス ト ールし て終了し ます。 イベン ト ハン ド ラーでは、 例えば

イ ンス ト レーシ ョ ンが作成し た一時フ ァ イルの削除など、 必要に応じ た任意の追加ク リーンア ッ プ コー ド を配置

する こ とができます。

OnAdminInstallUIAfter

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnRemovingSharedFile InstallScript OnRemovingSharedFile イベン ト は、 共有フ ァ イルがアン イ

ンス ト ール中で、 かつフ ァ イルの参照カウン ト がゼロに達

し た と き フ ァ イルの転送中に呼び出されます。

OnResumeUIAfter InstallScript MSI Resume UI After イベン ト に応答し ます。

OnResumeUIBefore InstallScript MSI Resume UI Before イベン ト に応答し ます。

OnRMFilesInUse InstallScript MSI OnRMFilesInUse イベン ト  ハン ド ラーは、 再起動マネー

ジャーが有効になっていて、 Windows Installer 4.0 が 

INSTALLMESSAGE_RMFILESINUSE メ ッ セージを イ ンス ト ー

ルに送った と きに呼び出されます。

デフ ォル ト で、 OnRMFilesInUse イベン ト  ハン ド ラーは 

SdRMFilesInUse ダイアログを表示し ます。

OnSelfRegistrationError InstallScript OnSelfRegistrationError イベン ト  ハン ド ラーは、

Do(SELFREGISTRATIONPROCESS) の呼び出しがフ ァ イルを

正常に登録できなかった と きに、 フ レームワークによ って

直接呼び出されます。

OnWarning InstallScript MSI Windows Installer サービスがイ ンス ト ールのユーザーイ ン

ターフ ェ イスに INSTALLMESSAGE_WARNING メ ッ セージを

送る際に発生する Warning イベン ト に応答し ます。

テーブル 18 • その他のイベン ト ハン ド ラー ( 続き )

イベン ト  ハン ド ラー
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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OnAdminInstallUIAfter イベン ト ハン ド ラーは Admin Install UI After イベン ト に応答し ます。 アプ リ ケーシ ョ ンの管

理イ ンス ト ール用にデータ を転送する後に処理し な く てはならないにタ スク を実行し ます。 管理イ ンス ト ールを

実行するには、 ユーザーは /a スイ ッ チを使った Setup.exe を起動し ます。

一般的に、 このハン ド ラーは SdFinishEx を呼び出し てユーザーに対し て管理イ ンス ト ールが完了し た旨を報告し

ます。

OnAdminInstallUIBefore

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnAdminInstallUIBefore イベン ト ハン ド ラーは Admin Install UI Before イベン ト に応答し ます。 アプ リ ケーシ ョ ンの

管理イ ンス ト ール用にデータ を転送する前に処理し な く てはならないにタ スク を実行し ます。 管理イ ンス ト ール

を実行するには、 ユーザーは /a スイ ッ チを使った Setup.exe を起動し ます。

一般的に、 このハン ド ラーは SdWelcome または AdminAskPath 関数を呼び出し、 管理ユーザーに対し てイ ンス

ト ール先デ ィ レ ク ト リの入力を要求し ます。

OnAdminPatchUIAfter

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

AdminPatchUIAfter イベン ト は、 管理パッ チセ ッ ト ア ッ プ中、 フ ァ イル転送の後に呼び出されます。 デフ ォル ト で

このイベン ト は、 イ ンス ト ールが無事に完了し たこ と をエン ド ユーザーに報告する UI を表示し ます。

OnAdminPatchUIBefore

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnAdminInstallUIBefore イベン ト は、 管理パッ チセ ッ ト ア ッ プ中、 フ ァ イルの転送前に呼び出されます。 デフ ォル

ト でこのイベン ト は、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールパラ メ ーターを指定できる UI を表示し ます。

OnAdvertisementAfter

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnAdvertisementAfter イベン ト ハン ド ラーは Advertisement After イベン ト に応答し ます。 ユーザーが /j 引数を

使った Setup.exe を実行し た と きに起こ る、 ア ドバタ イズされたイ ンス ト ールを行った後にタ スク を実行し ます。
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OnAdvertisementBefore

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnAdvertisementBefore イベン ト ハン ド ラーは Advertisement Before イベン ト に応答し ます。 ユーザーが /j 引数を

使った Setup.exe を実行し たと きに起こ る、 ア ドバタ イズされたイ ンス ト ールを行う前にタ スク を実行し ます。

OnCanceling

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

OnCanceling イベン ト  ハン ド ラーは、 エン ド ユーザーがビル ト イ ン InstallScript ダイアログで [ キャ ンセル ] ボタ

ンを ク リ ッ ク し た と きに発生する Cancel イベン ト に応答し ます。

function OnCanceling( )

begin

if (YES = AskYesNo(

" セッ ト ア ッ プをキャンセルしてもよろ しいですか ?",

YES))

then abort;

endif;

end;

OnComponentError

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

OnComponentError イベン ト ハン ド ラーは、 イ ンス ト ールで一般的なフ ァ イル転送エラーがあった場合に生成され

る ComponentError イベン ト に応答し ます。

デフ ォル ト の OnComponentError 実装は、 OnComponentError で宣言され、 次のステー ト メ ン ト によ って値が割り

当てられた ErrorInfo オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ を使用ます :
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set ErrorInfo = ComponentErrorInfo( );

OnDIFxLogCallback

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnDIFxLogCallback イベン ト  ハン ド ラーは、 ビル ト イ ンの DIFx コールバッ ク機能によ ってログ記録された DIFx 関

連のイベン ト が発生し た と きに呼び出されます。 詳細は、 Windows マニュアルの DIFXAPISetLogCallback を参照し

て く ださい。

メ モ • このイベン ト は、 64 ビ ッ ト のド ラ イバーではサポー ト されていないため、 64 ビ ッ ト のド ラ イバーを イ ンス

ト ールし ても呼び出されません。

構文

OnDIFxLogCallback ( byval number nEventType, byval number nError, byval string szDescription );

テーブル 19 • OnComponentError のパラ メ ーター

プロパテ ィ 説明

ErrorInfo.Feature エラーが発生し たと きに転送されていた機能に関する情報を提供

するプロパテ ィ のオブジ ェ ク ト 。 特定の機能にエラーが関連づけ

られていない場合、 または機能が識別されない場合、 このプロパ

テ ィ は設定されません。 IsObject(ErrorInfo.Feature)  確認し てテス ト

を行って く ださい。

ErrorInfo.Feature.Description フ ァ イル転送エラーを説明する文字列。 この文字列は、 ヌル ("") 

である可能性があ り ます。

ErrorInfo.Feature.DisplayName エラーが発生し たと きに転送されていた機能の表示名。 この機能

に対し て表示名を指定し なかった場合、 この文字列はヌル ("") に

な り ます。

ErrorInfo.Feature.Name エラーが発生し たと きに転送されていた機能の名前。

ErrorInfo.FileError.Description ErrorInfo.LastError の文字列形式の説明。

ErrorInfo.FileError.File フ ァ イル関連のエラー : イ ンス ト ールが転送中にエラーが発生し た

フ ァ イルのパス と名前。

ErrorInfo.FileGroup エラーが発生し たと きに転送されていたコ ンポーネン ト の名前。

ErrorInfo.LastError フ ァ イル転送エラーの数値コー ド。
418 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

イベン ト  ハン ド ラー
パラ メ ーター

戻り値

な し。

OnError

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

このイベン ト は Windows Installer が INSTALLMESSAGE_ERROR メ ッ セージを送った と きに呼び出されます。

OnException

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnException イベン ト  ハン ド ラーは、 手続き型スク リ プ ト  ( 明示的な program...endprogram ブロ ッ ク を使用するス

ク リ プ ト ) によ って生成された例外に応答し ます。 デフ ォル ト の実装はエラー番号、 ソース、 そ し て Err オブジ ェ

ク ト  に格納された説明を表示し ます。

OnException はイベン ト ベースのスク リ プ ト では呼び出されません。 イベン ト ベースのスク リ プ ト の場合、 catch 

例外に try...catch...endcatch ブロ ッ ク を実装し な く てはな り ません。

テーブル 20 • OnDIFxLogCallback のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nEventType DIFxAPI に記載されたイベン ト  タ イプ。 次の値が使用できます。

• DIFXAPI_SUCCESS Ñ 操作が成功し たこ と を示す メ ッ セージをログ記録する

成功イベン ト 。

• DIFXAPI_INFO— 操作のコ ンテキス ト または進行状況について説明し た メ ッ

セージをログ記録する情報イベン ト 。

• DIFXAPI_WARNING— 致命的エラーではない問題の可能性について メ ッ セー

ジをログ記録する警告イベン ト 。

• DIFXAPI_ERROR— 致命的エラーについてのメ ッ セージをログ記録するエ

ラー イベン ト 。

nError エラーが存在すれば、 イベン ト に関連付けられた Win32 エラー コー ド を指定し

ます。 存在し ない場合はゼロを指定し ます。

szDescription エラーについて説明する文字列。
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OnFileError

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnFileError イベン ト ハン ド ラーは、 セ ッ ト ア ッ プに他のフ ァ イルエラーイベン ト を発生し ないフ ァ イルエラーが

あった場合に発生する ComponentError イベン ト に応答し ます ( 例 FileLocked または SelfRegistrationError)。 このイ

ベン ト はオブジ ェ ク ト で ト リ ガーされる こ とはないので、 InstallShield オブジ ェ ク ト を作成する際は注意し て く だ

さい。

このイベン ト  ハン ド ラーは手続き型スク リ プ ト  (program...endprogram ブロ ッ ク を含むスク リ プ ト ) を利用するセ ッ

ト ア ッ プの ( 適切な場所で ) 呼び出されます。

構文

OnFileError ( szFilename, nError );
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パラ メ ーター

戻り値

OnFileLocked

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnFileLocked イベン ト ハン ド ラーは、 FileLocked イベン ト に応答し ます。 このイベン ト は、 削除または上書きを必

要とする、 ロ ッ ク された ( 使用中の ) フ ァ イルが見つかった場合に生成されます。 このイベン ト はオブジ ェ ク ト で

ト リ ガーされる こ とはないので、 InstallShield オブジ ェ ク ト を作成する際は注意し て く だ さい。

このイベン ト ハン ド ラーは、 " フ ァ イルのロ ッ ク " プロパテ ィ が [ はい ] に設定されている フ ァ イルについては呼

び出されません。 この場合、 フ ァ イル操作はシステムの再起動後に自動的に実行されます。

このイベン ト  ハン ド ラーは手続き型スク リ プ ト  (program...endprogram ブロ ッ ク を含むスク リ プ ト ) を利用するセ ッ

ト ア ッ プの ( 適切な場所で ) 呼び出されます。

構文

OnFileLocked ( szFilename );

テーブル 21 • OnFileError のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFilename エラーが発生し たフ ァ イルの完全修飾フ ァ イル名を指定し ます。

nError エラーが発生し た と きに Windows API 関数 GetLastError が戻す値を指定し ま

す。

テーブル 22 • OnFileError の戻り値

戻り値 説明

ERR_IGNORE OnFileError イベン ト  ハン ド ラーによ ってセ ッ ト ア ッ プに戻されます。

OnFileError の 初の引数で指定されたフ ァ イルのイ ンス ト ールやアン イ ンス

ト ールのエラーを無視し、 該当する フ ァ イルの操作を行わずに続行するよ う

セ ッ ト ア ッ プに要求し ます。

ERR_RETRY OnFileError イベン ト  ハン ド ラーによ ってセ ッ ト ア ッ プに戻されます。

OnFileError の 初の引数で指定されたフ ァ イルのイ ンス ト ールやアン イ ンス

ト ールを再試行するよ う セ ッ ト ア ッ プに要求し ます。

ERR_ABORT OnFileError イベン ト ハン ド ラーによ ってセ ッ ト ア ッ プに戻され、 セ ッ ト ア ッ プ

を中止するよ う要求し ます。
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パラ メ ーター

戻り値

OnFileReadOnly

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnFileReadOnly は、 削除または上書きする フ ァ イルが読み込み専用に設定されている場合に発生する ReadOnly イ

ベン ト に応答し ます。 このイベン ト はオブジ ェ ク ト で ト リ ガーされる こ とはないので、 InstallShield オブジ ェ ク ト

を作成する際は注意し て く だ さい。

このイベン ト  ハン ド ラーは手続き型スク リ プ ト  (program...endprogram ブロ ッ ク を含むスク リ プ ト ) を利用するセ ッ

ト ア ッ プの ( 適切な場所で ) 呼び出されます。

構文

OnFileReadOnly ( szFilename );

テーブル 23 • OnFileLocked のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFilename ロ ッ ク されている フ ァ イルの完全修飾フ ァ イル名を指定し ます。

テーブル 24 • OnFileLocked の戻り値

戻り値 説明

ERR_IGNORE OnFileLocked イベン ト  ハン ド ラーによ ってセ ッ ト ア ッ プに戻されます。

OnFileLocked の 初の引数で指定されたフ ァ イルのイ ンス ト ールやアン イ ンス

ト ールのエラーを無視し、 該当する フ ァ イルの操作を行わずに続行するよ う

セ ッ ト ア ッ プに要求し ます。

ERR_RETRY OnFileLocked イベン ト  ハン ド ラーによ ってセ ッ ト ア ッ プに戻されます。

OnFileLocked の引数で指定されたフ ァ イルのイ ンス ト ールまたはアン イ ンス

ト ールを再試行するよ う セ ッ ト ア ッ プに要求し ます。

ERR_ABORT OnFileLocked イベン ト ハン ド ラーによ ってセ ッ ト ア ッ プに戻され、 セ ッ ト ア ッ

プを中止するよ う要求し ます。

ERR_PERFORM_AFTER_REBO

OT

OnFileLocked イベン ト ハン ド ラーによ ってセ ッ ト ア ッ プに戻され、 セ ッ ト ア ッ

プで ターゲッ ト  システムの再起動後にフ ァ イル操作を実行するよ う要求し ま

す。
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パラ メ ーター

戻り値

OnFilesInUse

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallScript MSI イ ンス ト ールで OnFilesInUse イベン ト  ハン ド ラーは、 Windows Installer が 

INSTALLMESSAGE_FILESINUSE メ ッ セージを イ ンス ト ールに送ったと き呼び出されます。

szMessage パラ メ ーターには Windows Installer から提供された文字列が含まれています。 このパラ メ ーターは使用

中のフ ァ イルを示し ます。 SdFilesInUse 関数はこの文字列を適切に解析し ます。

デフ ォル ト で、 OnFilesInUse イベン ト  ハン ド ラーは SdFilesInUse ダイアログを表示し ます。 イベン ト  ハン ド ラー

がダイアログが返し た値を返すと、 その値は Windows Installer に再度渡され、 メ ッ セージがどのよ う に処理された

か、 および Windows Installer が実行するべき操作が示されます。

構文

OnFilesInUse (szMessage);

テーブル 25 • OnFileReadOnly のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFilename 読み取り専用フ ァ イルの完全修飾フ ァ イル名を指定し ます。

テーブル 26 • OnFileReadyOnly の戻り値

戻り値 説明

ERR_YES OnRemovingSharedFile イベン ト ハン ド ラーによ ってセ ッ ト ア ッ プに戻され、

セ ッ ト ア ッ プでフ ァ イル操作を実行するよ う要求し ます。

ERR_NO OnRemovingSharedFile イベン ト ハン ド ラーによ ってセ ッ ト ア ッ プに戻され、

セ ッ ト ア ッ プでフ ァ イル操作を実行し ないよ う要求し ます。
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パラ メ ーター

戻り値

OnHelp

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

OnHelp イベン ト ハン ド ラーはエン ド ユーザーが F1 キーを押し た場合に生成される Help イベン ト に応答し ます。

function OnHelp( )

begin

/* MySetupHelp.chm が [ サポー ト フ ァ イル / ビルボード ] ビューにある と

 想定します。 */

LaunchAppAndWait( WINDIR ^ "Hh.exe",

SUPPORTDIR ^ "MySetupHelp.chm",

NOWAIT );

end;

OnInternetError

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

テーブル 27 • OnFilesInUse のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szMessage 使用中のフ ァ イルを示す Windows Installer から提供された文字列。 SdFilesInUse 

関数はこの文字列を解析し ます。

テーブル 28 • OnFilesInUse の文字列

戻り値 説明

IDCANCEL イ ンス ト ールをキャ ンセルする必要がある こ と を示し ます。

IDRETRY Windows Installer が使用中のフ ァ イルを再確認し て、 必要な場合、

INSTALLMESSAGE_FILESINUSE メ ッ セージを送る こ と を示し ます。

IDIGNORE Windows Installer がフ ァ イルが使用中である とい う事実を無視し て、 イ ンス

ト ールを続行する こ と を示し ます。
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OnInternetError  イベン ト  ハン ド ラーは、 セ ッ ト ア ッ プに他のフ ァ イル エラー イベン ト を発生し ないフ ァ イル エ

ラーがあった場合に発生する ComponentError イベン ト に応答し ます ( 例 FileLocked または SelfRegistrationError)。

このイベン ト はオブジ ェ ク ト で ト リ ガーされる こ とはないので、 InstallShield オブジ ェ ク ト を作成する際は注意し

て く ださい。

このイベン ト  ハン ド ラーは手続き型スク リ プ ト  (program...endprogram ブロ ッ ク を含むスク リ プ ト ) を利用するセ ッ

ト ア ッ プの ( 適切な場所で ) 呼び出されます。

構文

OnInternetError ( hInternet, szFilename, nError );

パラ メ ーター

戻り値

OnLaunchAppAndWaitCallback

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

テーブル 29 • OnInternetError のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

hInternet 内部ハン ドル - 無視する。

szFilename エラーが発生し たフ ァ イルの完全修飾フ ァ イル名を指定し ます。

nError エラーが発生し た と きに Windows API 関数 GetLastError が戻す値を指定し ま

す。

テーブル 30 • OnInternetError の戻り値

戻り値 説明

ERR_IGNORE OnInternetError イベン ト  ハン ド ラーによ ってセ ッ ト ア ッ プに戻されます。

OnInternetError の 2 番目の引数で指定されたフ ァ イルのイ ンス ト ールやアン イ

ンス ト ールのエラーを無視し、 該当する フ ァ イルの操作を行わずに続行するよ

う セ ッ ト ア ッ プに要求し ます。

ERR_RETRY OnInternetError イベン ト  ハン ド ラーによ ってセ ッ ト ア ッ プに戻されます。

OnInternetError の 2 番目の引数で指定されたフ ァ イルのイ ンス ト ールまたはア

ン イ ンス ト ールを再試行するよ う セ ッ ト ア ッ プに要求し ます。

ERR_ABORT OnInternetError イベン ト ハン ド ラーによ ってセ ッ ト ア ッ プに戻され、 セ ッ ト

ア ッ プを中止するよ う要求し ます。
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OnLaunchAppAndWaitCallback イベン ト  ハン ド ラーは、 LAAW_OPTION_USE_CALLBACK が LaunchApplication 関数を

呼び出し たと きに指定される と、 イ ンス ト ールが起動するアプ リ ケーシ ョ ンを待機中に呼び出されます。 イベン

ト は、 LAAW_PARAMETERS.nCallbackInterval パラ メ ーターで指定された時間の間隔で呼び出されます。

イ ンス ト ールが LAAW_OPTION_USE_CALLBACK が指定されている複数の LaunchApplication を含む場合、 同じ イベ

ン ト が各待機中に呼び出されます。 この場合、 LAAW_PARAMETERS.szCommandLineResult パラ メ ーターを使用し

て現在実行中の呼び出し を判断し ます。 LAAW_CALLBACK_RETURN_CONTINUE_TO_WAIT を戻し て待機を継続する

か、 または、 LAAW_CALLBACK_RETURN_END_WAIT を戻し て待機を即座に終了する こ とができます。

function number OnLaunchAppAndWaitCallback( )

begin

return LAAW_CALLBACK_RETURN_CONTINUE_TO_WAIT;

end;

メ モ • このイベン ト ハン ド ラーは、 イ ンス ト ールおよびオブジ ェ ク ト プロジ ェ ク ト で発生し ます。 このイベン ト に

指定されたオーバーラ イ ドはすべて、 上書き されたスク リ プ ト に適用し ます。 メ イ ンのイ ンス ト ールスク リ プ ト

のオーバーラ イ ドは、 含まれているオブジ ェ ク ト に影響し ません。 また、 オブジ ェ ク ト プロジ ェ ク ト のオーバー

ラ イ ド も、 メ イ ンのイ ンス ト ールスク リ プ ト に影響し ません。

OnLogonUserSetMsiProperties

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnLogonUserSetMsiProperties イベン ト  ハン ド ラーは、 「既存のユーザー アカウン ト を作成または設定する機能を

追加する」 の InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で説明されているログオン ユーザー サポー ト 用の Windows Installer プ

ロパテ ィ を設定し ます。 具体的に、 OnLogonUserSetMsiProperties は以下を設定し ます

• Windows Installer プロパテ ィ  IS_NET_API_LOGON_USERNAME は、InstallScript 変数 IFX_NETAPI_USER_ACCOUNT 

に設定されます。

• Windows Installer プロパテ ィ  IS_NET_API_LOGON_PASSWORD は、 InstallScript 変数 IFX_NETAPI_PASSWORD に

設定されます。

• Windows Installer プロパテ ィ  IS_NET_API_LOGON_GROUP は、 InstallScript 変数 IFX_NETAPI_GROUP に設定され

ます。

IFX_NETAPI_* 変数は、 SdLogonUserInformation および関連ダイアログの入力フ ィ ールドの値に設定されます。

OnMD5Error

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnMD5Error イベン ト ハン ド ラーは、 セ ッ ト ア ッ プがセ ッ ト ア ッ プヘ ッ ダーフ ァ イルに格納された値に対応し ない 

MD5 ハッ シュ値を持つフ ァ イルを抽出する時に MD5 の確認中に生成される MD5Error イベン ト に応答し ます。 こ

のイベン ト はオブジ ェ ク ト で ト リ ガーされる こ とはないので、 InstallShield オブジ ェ ク ト を作成する際は注意し て

く ださい。
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このイベン ト  ハン ド ラーは手続き型スク リ プ ト  (program...endprogram ブロ ッ ク を含むスク リ プ ト ) を利用するセ ッ

ト ア ッ プの ( 適切な場所で ) 呼び出されます。

ヒ ン ト • MD5 確認は破損し たフ ァ イルを検出し ます。 これは イ ン ターネ ッ ト でのイ ンス ト ール中に便利です。

MD5 確認を行わなかった場合、 フ ァ イル転送処理速度は速 く な り ます。 [ リ リース ウ ィ ザー ド ] の [ 一般オプシ ョ

ン ] パネルにある [ 詳細 ] ボタ ンを利用するか、 Setup.ini フ ァ イルの [ ス ター ト ア ッ プ ] セクシ ョ ンの CheckMD5 

キーを使って MD5 確認を有効または無効にする こ とができます。

構文

OnMD5Error ( szFilename );

パラ メ ーター

戻り値

追加情報

メ デ ィ アビルダーを実行後にデ ィ スク イ メ ージフ ォルダーに非圧縮フ ァ イルを格納する場合、 MD5Error イベン ト

はラ ン タ イム中に生成されます。 デフ ォル ト の OnMD5Error コー ド を変更し て、 ダイアログを表示するのではな

く 、 この MD5Error イベン ト を自動処理する こ とができます。 た と えば、 TARGETDIR にイ ンス ト ールされている 

ReplacedAfterBuild.txt に対し て MD5Error イベン ト を自動的に無視するには、 OnMD5Error コー ドの先頭に次の行を

追加し ます。

if szFilename = TARGETDIR ^ "ReplacedAfterBuild.txt" then

return ERR_IGNORE;

endif;

テーブル 31 • OnMD5Error のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFilename MD5 エラーを生成し たフ ァ イルの完全修飾フ ァ イル名を指定し ます。

テーブル 32 • OnMD5Error の戻り値

戻り値 説明

ERR_IGNORE OnMD5Error イベン ト  ハン ド ラーによ ってセ ッ ト ア ッ プに戻されます。

OnMD5Error の引数で指定されたフ ァ イルのイ ンス ト ールやアン イ ンス ト ール

のエラーを無視し、 該当する フ ァ イルの操作を行わずに続行するよ う セ ッ ト

ア ッ プに要求し ます。

ERR_RETRY OnMD5Error イベン ト  ハン ド ラーによ ってセ ッ ト ア ッ プに戻されます。

OnMD5Error の引数で指定されたフ ァ イルのイ ンス ト ールまたはアン イ ンス

ト ールを再試行するよ う セ ッ ト ア ッ プに要求し ます。

ERR_ABORT OnMD5Error イベン ト ハン ド ラーによ ってセ ッ ト ア ッ プに戻され、 セ ッ ト ア ッ

プを中止するよ う要求し ます。
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OnMsiSilentInstall

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallScript プロジ ェ ク ト で作成されたイ ンス ト ール プログラムは、 エン ド ユーザーが Setup.exe を実行する必要

があ り ます。 OnMsiSilentInstall イベン ト  ハン ド ラーは、 エン ド ユーザーが InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の .msi 

データベースを MsiExec.exe への /q オプシ ョ ンを使ってサイ レン ト  モー ド で実行し よ う と し た と きに、 これに応

答し ます。 デフ ォル ト の実装では、 エラー メ ッ セージを表示し てから イ ンス ト ールを中止し ます。

OnNextDisk

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

Windows Installer はデ ィ スク要求を処理するため、 このイベン ト は InstallScript MSI プロジ ェ ク ト ではサポー ト され

ていません。

OnNextDisk イベン ト ハン ド ラーは NextDisk イベン ト に応答し ます。 NextDisk イベン ト は、 複数のデ ィ ス ク を使用

するセ ッ ト ア ッ プで、 セ ッ ト ア ッ プを続行するため次のデ ィ スクが必要になった と きに発生し ます。

戻り値

OnOutOfDiskSpace

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnOutOfDiskSpace イベン ト ハン ド ラーは Out Of Disk Space イベン ト に応答し ます。 OnOutOfDiskSpace のデフ ォ

ル ト 実装は、 SdDiskSpace2 ダイアログを表示し てから イ ンス ト ールを終了し ます。

OnPatchUIAfter

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

テーブル 33 • OnNextDisk の戻り値

戻り値 説明

ERR_RETRY OnNextDisk イベン ト ハン ド ラーによ ってセ ッ ト ア ッ プに戻されます。

OnNextDisk の 初の引数で指定されたフ ァ イルを再度検索するよ う セ ッ ト ア ッ

プに要求し ます。

ERR_ABORT OnNextDisk イベン ト ハン ド ラーによ ってセ ッ ト ア ッ プに戻され、 セ ッ ト ア ッ プ

を中止するよ う要求し ます。
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OnPatchUIAfter イベン ト ハン ド ラーは、 パッ チイ ンス ト ール用のデータ転送後に呼び出されます。 OnPatchUIAfter 

のデフ ォル ト 実装によ って、 SdFinishEx 関数が呼び出されます。

OnPatchUIBefore

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnPatchUIBefore イベン ト ハン ド ラーは、 ユーザーがパッ チイ ンス ト ールを起動し た時に呼び出されます。

OnPatchUIBefore のデフ ォル ト 実装は、 SdPatchWelcome ダイアログ関数を呼び出し ます。

OnRebooted

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI — InstallScript ユーザー イ ン ターフ ェ イス (UI) のス タ イルが、 外部 UI ハン ド ラーと し て 

InstallScript エンジンを使用する従来型のス タ イルの場合

この情報は、 InstallScript UI に新しいス タ イル (InstallScript エンジンを埋め込み UI ハン ド ラーと し て使用するス タ

イル ) が使用されている InstallScript MSI プロジ ェ ク ト には適用し ません。 詳し く は、 「InstallScript MSI イ ンス ト ー

ルで InstallScript エンジンを外部エンジン と し て使用する方法と、 埋め込み UI ハン ド ラ と し て使用する方法の違

い」 を参照し て く だ さい。

OnRebooted イベン ト ハン ド ラーは、 ターゲッ ト システムが再起動された後で、 イ ンス ト ールを再開する時に生成

される Rebooted イベン ト に応答し ます。 セ ッ ト ア ッ プが再起動し た後に再開する際、 イ ンス ト ールが呼び出すイ

ベン ト  ハン ド ラーは OnRebooted だけです。

OnRemovingSharedFile

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnRemovingSharedFile イベン ト は、 RemovingSharedFile イベン ト に応答し ます。 RemovingSharedFile イベン ト は、

アン イ ンス ト レーシ ョ ン中に、 他のアプ リ ケーシ ョ ン と共有されている可能性がある フ ァ イルを削除し よ う とす

る と発生し ます。 このイベン ト はオブジ ェ ク ト で ト リ ガーされる こ とはないので、 InstallShield オブジ ェ ク ト を作

成する際は注意し て く だ さい。

このイベン ト  ハン ド ラーは手続き型スク リ プ ト  (program...endprogram ブロ ッ ク を含むスク リ プ ト ) を利用するセ ッ

ト ア ッ プの ( 適切な場所で ) 呼び出されます。

構文

OnRemovingSharedFile ( szFilename );
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パラ メ ーター

戻り値

OnResumeUIAfter

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnResumeUIAfter イベン ト ハン ド ラーは、 Resume UI After イベン ト に応答し ます。 これはアプ リ ケーシ ョ ンの再

イ ンス ト ールまたはマイナーア ッ プグレー ドの後に実行する必要のある タ スク を行います。

OnResumeUIAfter および OnResumeUIBefore イベン ト  ハン ド ラーは次の状況すべてが発生し た場合のみ呼び出さ

れます。

• アプ リ ケーシ ョ ンがターゲッ ト マシンに既にイ ンス ト ールされている。 

• パッ チが 実行されていない。 

• 次のプロパテ ィ の一つがコマン ド ラ イ ンで、 または Setup.ini の CmdLine プロパテ ィ で設定されている。

• ADDDEFAULT 

• ADDLOCAL 

• ADDSOURCE 

• ADVERTISE 

• COMPADDLOCAL 

• COMPADDSOURCE 

• FILEADDDEFAULT 

• FILEADDLOCAL 

• FILEADDSOURCE 

テーブル 34 • OnRemovingSharedFile のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFilename 共有フ ァ イルの完全修飾フ ァ イル名を指定し ます。

テーブル 35 • OnRemovingSharedFile の戻り値

戻り値 説明

ERR_YES OnRemovingSharedFile イベン ト ハン ド ラーによ ってセ ッ ト ア ッ プに戻され、

セ ッ ト ア ッ プでフ ァ イルを削除するよ う要求し ます。

ERR_NO OnRemovingSharedFile イベン ト ハン ド ラーによ ってセ ッ ト ア ッ プに戻され、

セ ッ ト ア ッ プでフ ァ イルを削除し ないよ う要求し ます。
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• REINSTALL 

• REMOVE 

OnResumeUIBefore

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnResumeUIBefore イベン ト ハン ド ラーは、 Resume UI Before イベン ト に応答し ます。 これはアプ リ ケーシ ョ ンの

再イ ンス ト ールまたはマイナーア ッ プグレー ドの前に実行する必要のある タ スク を行います。

OnResumeUIBefore および OnResumeUIAfter イベン ト  ハン ド ラーは次の状況すべてが発生し た場合のみ呼び出さ

れます。

• アプ リ ケーシ ョ ンがターゲッ ト マシンに既にイ ンス ト ールされている。 

• パッ チが 実行されていない。 

• 次のプロパテ ィ の一つがコマン ド ラ イ ンで、 または Setup.ini の CmdLine プロパテ ィ で設定されている。

• ADDDEFAULT 

• ADDLOCAL 

• ADDSOURCE 

• ADVERTISE 

• COMPADDLOCAL 

• COMPADDSOURCE 

• FILEADDDEFAULT 

• FILEADDLOCAL 

• FILEADDSOURCE 

• REINSTALL 

• REMOVE 

OnRMFilesInUse

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnRMFilesInUse イベン ト  ハン ド ラーは、 再起動マネージャーが有効になっていて、 Windows Installer 4.0 が 

INSTALLMESSAGE_RMFILESINUSE メ ッ セージを イ ンス ト ールに送った と きに InstallScript MSI イ ンス ト ールで呼び

出されます。

再起動マネージャーが使用できない、 または無効になっている と き、 INSTALLMESSAGE_RMFILESINUSE メ ッ セー

ジは送られませんので注意し て く だ さい。 詳しい情報は、 Windows Installe ｒ  ラ イブラ リの

「SecureCustomProperties Property」 を参照し て く だ さい。
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再起動マネージャーが使用できない、 または無効になっている と き、 も し く はターゲッ ト  システムに Windows 

Installer 3.x 以前がある と き、 Windows Installer は INSTALLMESSAGE_FILESINUSE メ ッ セージを イ ンス ト ールに送り

ます。

デフ ォル ト で、 OnRMFilesInUse イベン ト  ハン ド ラーは SdRMFilesInUse ダイアログを表示し ます。 イベン ト  ハン

ド ラーがダイアログが返し た値を返すと、 その値は Windows Installer に再度渡され、 メ ッ セージがどのよ う に処理

されたか、 および Windows Installer が実行するべき操作が示されます。

構文

OnRMFilesInUse (szMessage);

パラ メ ーター

戻り値

OnSelfRegistrationError

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

テーブル 36 • OnRMFilesInUse のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szMessage 使用中のフ ァ イルを示す Windows Installer から提供された文字列。

SdRMFilesInUse 関数はこの文字列を解析し ます。

テーブル 37 • OnRMFilesInUse の文字列

戻り値 説明

IDCANCEL イ ンス ト ールをキャ ンセルする必要がある こ と を示し ます。

IDRETRY Windows Installer が使用中のフ ァ イルを再確認し て、 必要な場合、

INSTALLMESSAGE_RMFILESINUSE メ ッ セージを送る こ と を示し ます。

メ モ • SdFilesInUse とは違い、 SdRMFilesInUse ダイアログはこの値を返し ませ

ん。

IDIGNORE Windows Installer がフ ァ イルが使用中である とい う事実を無視し て、 イ ンス

ト ールを続行する こ と を示し ます。

IDOK Windows Installer が再起動マネージャーを使用し て、 フ ァ イルをロ ッ ク し てい

る実行中のアプ リ ケーシ ョ ンをシャ ッ ト ダウンする試みを行う こ と を示し ま

す。 詳しい情報は、 Windows Installe ｒ  ヘルプ ラ イブ ラ リの

「INSTALLMESSAGE_RMFILESINUSE」 を参照し て く だ さい。
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OnSelfRegistrationError イベン ト  ハン ド ラーは、 Do(SELFREGISTRATIONPROCESS) の呼び出しがフ ァ イルを正常

に登録できなかった と きに、 フ レームワークによ って直接呼び出されます。

構文

OnSelfRegistrationError ( );

パラ メ ーター

な し。

戻り値

な し。

追加情報

デフ ォル ト の OnSelfRegistrationError コー ドは、 グローバル FileRegistrar オブジ ェ ク ト の次のプロパテ ィ を使用し

ます。

OnWarning

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

OnWarning イベン ト  ハン ド ラーは、 Windows Installer サービスが INSTALLMESSAGE_WARNING メ ッ セージを送信し

たと きに生成される Warning イベン ト に応答し ます。

テーブル 38 • Global FileRegistar オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ

プロパテ ィ 説明

FileRegistrar.Errors.Count 登録されなかった自己登録フ ァ イルの数

FileRegistrar.Errors(i) i-th の登録を解除されたフ ァ イルに関する情報を提供するプロパテ ィ

のオブジ ェ ク ト i は 1 から FileRegistrar.Errors Count の値までを示し ま

す。 )

FileRegistrar.Errors(i).File i-th の登録を解除されたフ ァ イルの名前

FileRegistrar.Errors(i).Description セ ッ ト ア ッ プが i-th の登録を解除されたフ ァ イルの登録を試みた際に

発生するエラーを説明する文字列この文字列は、 ヌル ("") である可能

性があり ます。

FileRegistrar.Errors(i).LastError セ ッ ト ア ッ プが i-th の登録解除されたフ ァ イルの登録を試みた際に発

生するエラーをの数値コー ド
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拡張イベン ト ハン ド ラー
拡張イベン ト  ハン ド ラーは、 特定の状況で ト リ ガーされます。

OnShowUI
この関数は、 セ ッ ト ア ッ プの UI シーケンスおよびフ ァ イル転送を制御し ます。

OnShowUI イベン ト はフ レームワークによ って直接呼び出され、 イ ンス ト ールの UI シーケンスおよびフ ァ イル転

送を開始し ます。 デフ ォル ト でこのイベン ト は、 メ ンテナンスが無事に完了し たこ と をエン ド ユーザーに報告す

る UI を表示し ます。

メ モ • program...endprogram ス タ イルのイ ンス ト ールでは、 このイベン ト は自動的には呼び出されません。

構文

OnShowUI ( );

パラ メ ーター

な し。

戻り値

な し。

テーブル 39 • 拡張イベン ト ハン ド ラー

イベン ト  ハン ド ラー
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

OnShowUI InstallScript イ ンス ト ールエンジンによ って直接呼び出され、 ユーザーイ ン

ターフ ェ イスおよびフ ァ イル転送を開始し ます。

OnSuiteShowUI InstallScript ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ー

ルで、 InstallScript パッ ケージが起動された と き、 OnShowUI イ

ベン ト の代わり に、 OnSuiteShowUI イベン ト が呼び出されます。

デフ ォル ト で、 OnSuiteShowUI イベン ト は、 ア ドバンス ト  UI ま

たはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールから InstallScript 

パッ ケージに渡される機能を初期化し、 フ ァ イルの転送を開始

し ます。

OnUninstall InstallScript、

InstallScript MSI

OnUninstall イベン ト  ハン ド ラーは、 イ ンス ト ールが /uninst パラ

メ ーターを使って実行された場合に呼び出されます。 これは、 /

uninst パラ メ ーターが使われた と きに呼び出される唯一のイベン

ト です。 OnUninstall イベン ト のデフ ォル ト  コー ドは、 以前にイ

ンス ト ールされた製品をアン イ ンス ト ールし ます。
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追加情報

次の手順を実行する こ と で、 手続き型スク リ プ ト を イベン ト 指向スク リ プ ト へ簡単に変換する こ とができます。

この場合、 ユーザー イ ン ターフ ェ イス イベン ト  ハン ド ラー (OnFirstUIBefore、 OnMaintUIBefore、

OnUpdateUIBefore、 OnFirstUIAfter、 OnMaintUIAfter、 OnUpdateUIAfter) も OnMoveData も呼び出されませんが、 必

要に応じ て他のすべての機能のイベン ト  ハン ド ラーが呼び出されます。

タ スク 手続き型スク リ プ ト を イベン ト ベースのスク リ プ ト へ変換するには、 次の手順に従います。

1. InstallShield でプロジ ェ ク ト を開き、 変換についてプロンプ ト された時に [ はい ] を ク リ ッ ク し ます。 

2. スク リ プ ト を開いて次の行を変更し ます。

program

変更後、

function OnShowUI

begin

3. また次の行も変更し ます。 

endprogram

変更後、

end

4. (InstallShield が提供するオブジ ェ ク ト には含まれない ) ユーザーイ ン ターフ ェ イス を含む任意のカス タム オ

ブジ ェ ク ト を表示する場合は、 オブジ ェ ク ト  UI を表示する場所にあるダイアログ シーケンスに 

ShowObjWizardPages への呼び出し を追加し ます :

ShowObjWizardPages( nResult );

この関数はフ ァ イル転送の前または後に呼び出すこ とができます。 フ ァ イル転送が行われたかど うか、 そ し

て MAINTENANCE システム変数の値に基づいて適切なオブジ ェ ク ト イベン ト が呼び出されます。 

5. InstallShield でスク リ プ ト を コ ンパイルするのに必要な変更を行う。 

希望であれば、 OnBegin イベン ト や OnEnd イベン ト を カス タ マイズする こ と もできます。

動作する理由

InstallScript では、 殆どのセ ッ ト ア ッ プイベン ト はメ イ ン UI イベン ト 、 OnShowUI によ って操作されます。 このイ

ベン ト のデフ ォル ト のコー ド を program...endprogram ブロ ッ ク内のコー ド と置換する と、 基本的にカス タム UI 

シーケンスを提供し ている こ とにな り ます。 OnShowUI はイ ンス ト ールが実行される と常に呼び出されるため、 イ

ンス ト ールは program...endprogram スク リ プ ト の場合と同様に動作し ます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール内の InstallScript 
パッ ケージを起動する

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 InstallScript パッ ケージが起動された と き、

OnShowUI イベン ト の代わり に、 OnSuiteShowUI イベン ト が呼び出されますので注意し て く だ さい。
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OnSuiteShowUI

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで、 InstallScript パッ ケージが起動された と き、

OnShowUI イベン ト の代わり に、 OnSuiteShowUI イベン ト が呼び出されます。 デフ ォル ト で、 OnSuiteShowUI イベ

ン ト は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールから InstallScript パッ ケージに渡される

機能を初期化し、 フ ァ イルの転送を開始し ます。 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ー

ルのセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーは、 通常、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール全体で、

ユーザー イ ン ターフ ェ イスを操作するため、 OnSuiteShowUI イベン ト によ っては、 通常、 ユーザー イ ン ターフ ェ

イスは表示されません。

イ ンス ト ール状態 ( 初回イ ンス ト ール、 メ ンテナンス、 またはア ッ プデー ト ) に応じ て、 OnSuiteShowUI では、

OnFirstUIBefore や OnFirstUIAfter などの UI イベン ト が無視され、 次のイベン ト が呼び出されます :

• 初回イ ンス ト ール —OnSuiteInstallBefore、 OnSuiteInstallAfter

• メ ンテナンス —OnSuiteMaintBefore、 OnSuiteMaintAfter

• ア ッ プデー ト —OnSuiteUpdateBefore、 OnSuiteUpdateAfter

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで起動された、 その他すべてのイベン ト および

イベン ト の呼び出し シーケンスは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールから個別に

起動された InstallScript イ ンス ト ール、 または、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール

から実行可能パッ ケージ と し て起動された InstallScript イ ンス ト ール内のそれら と同一に保持されます。

メ モ • program...endprogram ス タ イルのイ ンス ト ールでは、 このイベン ト は自動的には呼び出されません。

OnUninstall

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

OnUninstall イベン ト は、 イ ンス ト ールが /uninst パラ メ ーターを使って実行された場合に呼び出されます。 これは、

/uninst パラ メ ーターが使われた と きに呼び出される唯一のイベン ト です。 OnUninstall イベン ト のデフ ォル ト  コー

ドは、 以前にイ ンス ト ールされた製品をアン イ ンス ト ールし ます。
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関数
関数とは、 特定のタ スク を実行するために同時に実行される一連の指示の名前です。

関数の特徴

各関数には次の特徴があ り ます :

• 関数には名前が付いています。 各関数は固有の名前を持ちます。 関数の名前を呼び出すと、 どの一連の指示

が実行されるかがわかり、 また一貫し た結果が得られます。 ある関数の内部から別の関数を呼び出すこ と も

可能です。

• 関数は独立し たものです。 多 く の場合、 関数はプログラムの別の部分を参照する こ と無しにその指示を実行

する こ とができます。

• 関数は特定のタ スク を実行し ます。 タ スク とは、 例えばビ ッ ト マ ッ プを表示する、 フ ァ イル圧縮する、 また

はフ ォルダーを作成するなど、 スク リ プ ト が実行するべき単一の動作です。

• 関数はスク リ プ ト へ値を戻すこ とができます。 スク リ プ ト が実行された と き、 関数の指示を実行し ます。 指

示の結果に基づき、 関数はスク リ プ ト へ情報を返し ます。

関数の種類

InstallShield では、 セ ッ ト ア ッ プスク リ プ ト 内で 3 種類の関数を利用する こ とができます :

メ モ • C プログラム言語と同様に、 InstallScript はネス ト された関数ブロ ッ ク をサポー ト し ません。

ビル ト イ ン関数を使う
InstallShield はセ ッ ト ア ッ プ スク リ プ ト で利用できる何百ものビル ト イ ン関数を装備し てお り、 プログラム グルー

プやアイテムの作成、 フ ォルダーの操作、 リ ス ト での作業、 セ ッ ト ア ッ プ ステータ スの監視、 ダイアログの作成

やフ ァ イルの操作、 その他を行う こ とができます。 InstallShield スク リ プ ト コ ンパイ ラはこれらの関数名を既に認

識し ているので、 関数を利用する前に宣言する必要はあ り ません。

関数名と フ ォーマ ッ ト について理解する

ビル ト イ ン関数を呼び出すためには、 名前と そのフ ォーマ ッ ト について理解し ている必要があり ます。

テーブル 1 • 関数の種類

関数の種類 説明

ビル ト イ ン関数 InstallShield が提供する関数または標準ダイアログ用に

含まれいる関数です。

ユーザー定義関数 ユーザーが作成し た関数です。

DLL 呼び出し関数 DLL で呼び出すこ とができる関数です。
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要件に一致する関数を見つけるには、 利用可能関数が主要なカテゴ リ別に説明されている 「カテゴ リー別ビル ト

イ ン関数」 を参照し て く ださい。 [ カテゴ リー ] リ ン ク を ク リ ッ クする と、 そのカテゴ リーに関連する関数と説明

の一覧が表示されます。

すべてのビル ト イ ン関数は、 [ ビル ト イ ン関数 ] セクシ ョ ンにアルフ ァベ ッ ト 順に リ ス ト されています。 一覧にあ

る関数の説明をすべて表示するには、 その名前を ク リ ッ ク し ます。 その関数についてのヘルプ ト ピ ッ クは関数の

フ ォーマ ッ ト を提供し ます。

たと えば、 AskYesNo はビル ト イ ン関数で、 ダイアログに質問を表示し てエン ド ユーザーが [ はい ] または [ いい

え ] の何れかのボタ ンを ク リ ッ ク し て応答するまで待機し ます。 AskYesNo は次のフ ォーマ ッ ト を持ちます :

AskYesNo (szQuestion, nDefault);

フ ォーマ ッ ト は関数名の正しいスペルを表示し、 次に括弧で括られた関数のパラ メ ーターリ ス ト が続きます。 ビ

ル ト イ ン関数のヘルプ ト ピ ッ クでは、 各パラ メ ーターが ハンガ リー表記で表示されます。 これは、 その位置で渡

さ な く てはならないデータ タ イプを示し ます。 AskYesNo には 2 つのパラ メ ーター ( 初のパラ メ ーターは文字

列、 2 番目は数字 ) が必要です。

メ モ • C と同様に、 InstallScript も大文字と小文字を区別し ます。 ビル ト イ ン関数名を大文字にする と きには充分

な注意が必要です。

スク リ プ ト でビル ト イ ン関数を利用する

スク リ プ ト でビル ト イ ン関数を利用するには、 必要な数のパラ メ ーターを渡すこ と、 また各パラ メ ーターで渡す

データがその位置に示された タ イプである こ と を確認し て く だ さい。 不適切な数のパラ メ ーターを渡し た場合、

あるいはパラ メ ーター位置に不適切なデータ型を渡し た場合、 スク リ プ ト はコ ンパイルし ません。

各ビル ト イ ン関数の特定のマニュアルはそのパラ メ ーターの説明を提供し ます。 AskYesNo では、 szQuestion はダ

イアログに表示される質問で、 nDefault は [ はい ] と [ いいえ ] のどち らのボタ ンをデフ ォル ト で選択するかを示

し ます。 2 つの定義済み定数 (YES または NO) の一方を ｎ Default に渡すこ とができます。

[ はい ] ボタ ンがデフ ォル ト で選択されているダイアログを参考にし て下さい。 このダイアログを表示するには、

次のよ う に AskYesNo を呼び出し ます :

AskYesNo (" インス ト レーシ ョ ンが完了しました。 ReadMe フ ァ イルをお読みになり ますか ?", YES);

メ モ • パラ メ ーターと し て渡された文字列リ テ ラルは引用符、 または二重引用符で囲まな く てはな り ません。 例え

ば、 “ フ ァ イルの転送中です。 しばら く お待ち く だ さい ”、 ' これは文字列です '、 または 

“C:\\Myfolder\\Myfile.ext”。

ト ラブルシューテ ィ ング

次の事項に注意し て く だ さい。

• InstallScript 関数では割り当てステー ト メ ン ト をパラ メ－タ と し て渡すこ とができません。 さ らに && や || 演

算子を関数への引数の中で使用する こ とはできません。 

• 参照によ って関数に渡されるオー ト サイズ文字列変数は呼び出された関数の中ではオー ト サイズされません。

関数が現在のパラ メ ーターのサイズよ り大きい長さの値を割り当てよ う とする と、 ラ ン タ イム エラー 401 が

発生し ます。 このエラーを回避するためには、 リ フ ァ レンスが関数に値を渡すと きの特定の文字列サイズを

宣言し ます。
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カテゴ リー別ビル ト イ ン関数
InstallScript 言語では、 次のカテゴ リの関数が使用できます。

テーブル 2 • カテゴ リ別ビル ト イ ン関数

関数のカテゴ リ 説明

バッ チ フ ァ イル関数 バッ チフ ァ イルと共に機能し ます。

コ ンポーネン ト 関数 InstallShield では、 InstallShield Professional で使われていたコ ンポーネン

ト 関数にと ってかわり、 機能関数が用いられます。

構成フ ァ イル関数 デフ ォル ト のシステム構成フ ァ イルを変更し ます。

デバイス ド ラ イバー関数 DIFx を使用し てデバイス ド ラ イバーを イ ンス ト ールおよびアンイ ンス

ト ールし ます。

ダイアログ関数 InstallScript ダイアログおよび メ ッ セージ ボ ッ クスを作成し ます。

ダイアログのカス タ マイズ関数 InstallScript ダイアログを カス タ マイズし て、 InstallScript ダイアログの

テキス ト 、 コ ン ト ロール、 および動作を変更し ます。

拡張性関数 ダイナ ミ ッ ク リ ン ク ラ イブ ラ リ での関数の呼び出し、 Windows API の

呼び出し、 別のアプ リ ケーシ ョ ンやセ ッ ト ア ッ プ スク リ プ ト の起動、

メ モ リへの .dll フ ァ イルのロー ド またはアンロー ド を行います。

機能関数 フ ァ イル メ デ ィ アを制御し ます。 また、 スク リ プ ト で作成された機能

のセ ッ ト の作成、 処理も行います。

フ ァ イル関数と フ ォルダー関数 テキス ト フ ァ イル、 バイナリ フ ァ イル、 フ ォルダーと共に機能し ます。

FlexNet Connect の関数 FlexNet Connect を利用し て、 エン ド ユーザーに提供されているア ッ プ

デー ト について通知できるよ う にし ます。

情報関数 以下のよ う な動作環境で利用可能な リ ソースに関するデータ ( デ ィ スク

スペース、 メ モ リ、 オペレーテ ィ ングモー ド ) を提供し ます。

初期化フ ァ イル関数 初期化と プロ フ ァ イル フ ァ イルから、 または、 それらへの情報を取得

またはコ ピーを行います。

リ ス ト 操作関数 セ ッ ト ア ッ プ スク リ プ ト で リ ス ト を実装し ます。

ログフ ァ イル関数 ログフ ァ イルのカス タムログ記録セクシ ョ ンから情報を取得し、 また

そこへ情報を コ ピーし ます。

長いフ ァ イル名関数 長いフ ァ イル名を扱う オペレーテ ィ ングシステムが認識できるよ う、

短いフ ァ イル名から長いフ ァ イル名を作成し、 短いフ ァ イル名を長い

フ ァ イル名に変換し、 長いフ ァ イル名の周り に二重引用符を配置し ま

す。
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その他の関数 低位ハー ド ウ ェ ア イ ン ターフ ェ イス、 機能の作成と操作、 そ し てユー

ザー出力など様々な目的に利用できます。

オブジ ェ ク ト 関数 オブジ ェ ク ト を初期化し ます。 また、 オブジ ェ ク ト  ステータ ス情報の

取得および設定も行います。

パスバッ フ ァー関数 検索パスを含む文字列と共に機能し ます。 パス文字列関数は、 パス

バッ フ ァーと し て知られる一意の一時文字列変数で機能し ます。

レジス ト リ関数 レジス ト リへアクセス し、 レジス ト リキーの読み取り、 作成、 および

削除を行って、 アンイ ンス ト ール用のレジス ト リ関連パラ メ ーターを

設定する こ とができます。

共有およびロ ッ ク フ ァ イル関数 共有またはロ ッ ク フ ァ イルを処理し ます。

シ ェル関数 シ ョ ー ト カ ッ ト を作成、 既存のシ ョ ー ト カ ッ ト を削除、 およびシ ョ ー

ト カ ッ ト の構成を行います。

レジス ト リ関連の特殊関数 必要 小限のレジス ト リキーと値を設定し ます。 レジス ト リ関連の特

殊関数は、 アプ リ ケーシ ョ ンご とのパスキー、 アプ リ ケーシ ョ ンのア

ン イ ンス ト ールキー、 またはアプ リ ケーシ ョ ン情報キーを使ってのみ

動作し ます。

SQL 関数 カ タ ログへの接続、 SQL 関連のダイアログの作成、 および SQL ラ ン タ

イム エラーの取得など、 SQL タ スクの実行を行います。

文字列関数 文字列変数およびリ テ ラルを操作し ます。 文字列関数は C 言語標準関

数と同様に動作し ます。 戻り値もまた C  言語の規則に従います。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア

ド バンス ト  UI の対話関数

InstallScript パッ ケージを含むア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI イ ンス ト ールと イ ン タ ラ ク ト する、 または InstallScript アク

シ ョ ンを含むスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールと イ ン タ ラ ク ト

し ます。

テキス ト 置換 文字列を別の文字列に関連付けて ( 例、 "<MYTEXTSUB>" を 「テキス ト

サブ値」 に関連付ける ) 、 他の文字列内で前の文字列を後の文字列に置

換し ます ( 例、 「この文字列は <MYTEXTSUB> のテキス ト 置換をデモン

ス ト レーシ ョ ン し ます」 を 「この文字列は 『テキス ト サブ値』 のテキ

ス ト 置換をデモンス ト レーシ ョ ン し ます」 に変更する )。

アン イ ンス ト ール関数 イ ンス ト ール済みのアプ リ ケーシ ョ ンのアン イ ンス ト ールおよび / ま

たはメ ンテナンスセ ッ ト ア ッ プに必要なサービスを実行し ます。

ユーザー イ ン ターフ ェ イス関数 特定のエラー メ ッ セージや、 エラーボ ッ クスのタ イ ト ルを カス タ マイ

ズできます。 ただ し、 セ ッ ト ア ッ プの開発時に遭遇する こ とがある内

部エラー メ ッ セージの中には、 ユーザーイ ン ターフ ェ イス関数で変更

できないものがあり ます。

テーブル 2 • カテゴ リ別ビル ト イ ン関数 ( 続き )

関数のカテゴ リ 説明
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バッ チ フ ァ イル関数
バッ チフ ァ イルおよび構成フ ァ イルで作業をおこな う際、 普通のテキス ト フ ァ イルと し てこれら を扱う こ と もで

きますが、 バッ チフ ァ イルおよび構成フ ァ イルの変更を目的と し て設計された InstallScript 関数を使用する こ と も

できます。

Ez バッ チ関数と拡張バッ チ関数

InstallScript バッ チフ ァ イル関数には、 Ez と拡張の 2 種があ り ます。 Ez 関数には、 事前にプログラ ミ ングされた

機能が多数備わっているため、 素早 く 手軽に利用できます。 構成フ ァ イルとバッ チフ ァ イルへの変更を柔軟かつ

的確に制御する必要がある場合は、 拡張関数を使用し て く だ さい。

戻り値

InstallShield は、 バッ チ関数が失敗し た と きに メ ッ セージを表示し ませんが、 ゼロよ り も小さい値 (< 0) を返し ま

す。 戻り値によ って、 関数が正し く 実行されたかど うかが分かり ます。 戻り値をチ ェ ッ ク し て、 結果に基づいて

メ ッ セージを表示する こ とができます。

Ez バッ チ フ ァ イル関数
Ez バッ チフ ァ イル関数はデフ ォル ト のバッ チフ ァ イルへ変更を加えます。 BatchSetFileName への呼び出し で変更

されない限り、 デフ ォル ト バッ チフ ァ イルは Autoexec.bat フ ァ イルで、 起動シーケンス中にシステムによ って実

行されます。 各 Ez バッ チフ ァ イル関数は、 デフ ォル ト のバッ チフ ァ イルを開いて指定された変更を行った後、 自

動的に保存を行う点に注意し て く だ さい。 Ez バッ チフ ァ イル関数を利用する際は開いた り保存するための呼び出

し を行いません。

バージ ョ ンチ ェ ッ ク関数 特定フ ァ イルのバージ ョ ンの取得、 フ ァ イルの検出と そのバージ ョ ン

の取得、 または既存フ ァ イルを検索し てフ ァ イルのよ り新しいバー

ジ ョ ンのイ ンス ト ールを行います。 関数は圧縮済みフ ァ イルまたは非

圧縮済みフ ァ イルのどち らにも利用できます。

Windows Installer 関数 Windows Installer エンジンによ ってエクスポー ト されます。 これらの関

数を利用し て、 実行中のイ ンス ト ールのプロパテ ィ を クエ リ し た り操

作し た りする こ とができます。

テーブル 3 • Ez バッ チフ ァ イル関数

関数 説明

EzBatchAddPath PATH コマン ド で検索パス、 または環境変数に割り当てた値にデ ィ レ ク

ト リ を追加し て、 デフ ォル ト のバッ チフ ァ イルを変更し ます。

EzBatchAddString テキス ト の行をデフ ォル ト のバッ チフ ァ イルに追加し ます。

EzBatchReplace デフ ォル ト のバッ チフ ァ イルのステー ト メ ン ト を置き換えます。

テーブル 2 • カテゴ リ別ビル ト イ ン関数 ( 続き )

関数のカテゴ リ 説明
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拡張バッ チ フ ァ イル関数
拡張バッ チフ ァ イル関数は Ez バッ チフ ァ イル関数とは異な り、 バッ チフ ァ イルについて幅広い柔軟性を提供し、

よ り詳細なコ ン ト ロールを可能にし ます。 バッ チフ ァ イルについてよ り幅広 く 複雑な変更を加える必要がある と

きにこれらの関数を利用し ます。

これらの拡張関数を使ってバッ チフ ァ イルを編集するには、 まず BatchFileLoad を呼び出し てフ ァ イルを メ モ リー

にロー ド し ます。 バッ チフ ァ イルへの変更が完了し た時点で、 BatchFileSave を呼び出し てフ ァ イルを保存し な く

てはな り ません。

InstallScript カス タムアクシ ョ ンが初期化される際、 InstallShield はターゲッ ト システムのス ター ト ア ッ プバッ チ

フ ァ イル (Autoexec.bat) をデフ ォル ト バッ チフ ァ イルと し て選択し ます。 BatchSetFileName への呼び出し で変更さ

れない限り、 特に別のフ ァ イル名が指定されない場合は BatchFileLoad によ ってこのフ ァ イルがメ モ リ に読み込ま

れます。 デフ ォル ト バッ チフ ァ イルの完全修飾フ ァ イル名を決定するには、 BatchGetFileName を呼び出し ます。

関連する関数

コ ンポーネン ト 関数
Windows Installer に基づ く イ ンス ト レーシ ョ ンでは、 コ ンポーネン ト ではな く 機能がイ ンス ト ールプロジ ェ ク ト 構

成の 上位レベルと し て利用されるためです。 InstallShield ではコ ンポーネン ト に関連する関数は旧式の呼び名と

な り ます。 サポー ト されているすべてのコ ンポーネン ト 関数については、 スク リ プ ト では対応する 機能関数を利

用し て く ださい。

テーブル 4 • 拡張バッ チフ ァ イル関数

関数 説明

BatchAdd 環境変数をバッ チフ ァ イルに追加し ます。

BatchDeleteEx バッ チフ ァ イルの行を削除し ます。

BatchFileLoad 拡張バッ チ関数を使って編集するため、 バッ チフ ァ イルを メ モ リ にロー

ド し ます。

BatchFileSave BatchFileLoad を使ってロー ド し たバッ チフ ァ イルを保存し ます。

BatchFind バッ チフ ァ イルのアイテムを検索し ます。

BatchGetFileName デフ ォル ト のバッ チフ ァ イルの完全修飾フ ァ イル名を読み出し ます。

BatchMoveEx バッ チフ ァ イルの中のアイテムを移動し ます。

BatchSetFileName デフ ォル ト のバッ チフ ァ イルとするバッ チフ ァ イルを指定し ます。

テーブル 5 • 関連する関数

関数 説明

SdShowFileMods フ ァ イル変更の提案や手順についてのオプシ ョ ンを表示するダイアログ

を作成し ます。
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例えば、 ComponentAddItem 関数は FeatureAddItem と な り ます。 詳細および機能関連関数の一覧は、 「機能関数」

を参照し て く ださい。 

構成フ ァ イル関数
構成フ ァ イル関数は、 デフ ォル ト のシステム構成フ ァ イルを変更し ます。 構成フ ァ イル関数には 2 つのタ イプが

あ り ます。

• Ez Config.sys フ ァ イル関数

• 詳細構成フ ァ イル関数

Ez Config.sys フ ァ イル関数
Ez 構成フ ァ イル関数は、 デフ ォル ト システム構成フ ァ イルを変更し ます。 ConfigSetFileName への呼び出し で変更

されない限り、 デフ ォル ト システム構成フ ァ イルは Config.sys フ ァ イルで、 起動シーケンス中にシステムによ って

実行されます。

メ モ • これらの各関数はデフ ォル ト システム構成フ ァ イルを開いて、 割り当てられた タ スク を実行し た後、 フ ァ イ

ルを元のデ ィ スクへ保存し ます。 拡張構成フ ァ イル関数と同様に、 構成フ ァ イルのロー ド または保存は不要です。

テーブル 6 • Ez 構成フ ァ イル関数

関数 説明

EzConfigAddDriver デバイス ド ラ イバーのステー ト メ ン ト をデフ ォル ト のシステム構成フ ァ

イルに追加し ます。

EzConfigAddString ステー ト メ ン ト やテキス ト の行をデフ ォル ト のシステム構成フ ァ イルに

加えます。

EzConfigGetValue FILES や BUFFERS などのシステム構成フ ァ イルパラ メ ーターの値を取

得し ます。

EzConfigSetValue FILES や BUFFERS などのシステム構成フ ァ イルパラ メ ーターの値を設

定し ます。
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詳細構成フ ァ イル関数
詳細構成フ ァ イル関数は上級開発者向けで、 幅広い柔軟性を持ち、 E ｚ  構成フ ァ イル関数に比べてよ り詳細にシ

ステム構成フ ァ イルを制御する こ とができます。 これらの詳細関数を使ってシステム構成にアクセス、 並びに編

集するには、 まず ConfigFileLoad を呼び出し ます。 システム構成フ ァ イルの編集を終了し た時点で、

ConfigFileSave を呼び出し て変更を保存し ます。 関数 ConfigGetFileName と ConfigSetFileName は詳細構成フ ァ イル

関数、 及び Ez 構成フ ァ イル関数の両方で利用できます。

テーブル 7 • 詳細構成フ ァ イル関数

関数 説明

ConfigAdd メ モ リ にロー ド されたシステム構成フ ァ イルにステー ト メ ン ト を追加し

ます。

ConfigDelete アイテムをシステム構成フ ァ イルから削除し ます。

ConfigFileLoad システム構成フ ァ イルを編集用に メ モ リ にロー ド し ます。

ConfigFileSave ConfigFileLoad を使って メ モ リ にロー ド されたシステム構成フ ァ イルを

保存し ます。

ConfigFind システム構成フ ァ イル内のアイテムを検索し ます。

ConfigGetFileName デフ ォル ト システム構成フ ァ イルの完全修飾名を読み出し ます。

ConfigGetInt システム構成フ ァ イルの値を読み出し ます。

ConfigMove システム設定フ ァ イル内のアイテムを移動し ます。

ConfigSetFileName システム設定フ ァ イルの完全修飾フ ァ イル名を指定し ます。

ConfigSetInt システム設定フ ァ イルの値を設定し ます。
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関連する関数

デバイス ド ラ イバー関数
以下の関数は、 Windows Driver Install Frameworks (DIFx) を使用し てデバイス ド ラ イバーのイ ンス ト ールと アン イ ン

ス ト ールを処理し ます。 DIFx と DIFxAPI についての詳細は、 MSDN ラ イブラ リ を参照し て く だ さい。

ダイアログ関数
以下の一部の関数は、 [ はい / いいえ ] ダイアログやメ ッ セージ ボ ッ クスなどのシンプルなダイアログを作成し ま

す。 い く つかの関数では、 様々な種類の一般的なダイアログを簡単に表示する こ とができます。 その他の関数は、

スク リ プ ト  ダイアログ (Sd) 関数です。 Sd ダイアログは、 カス タム入力を含むダイアログを作成する特別な 

InstallScript 定義関数を使用し て作成されます。 その後、 選択し たアクシ ョ ンに基づいてスク リ プ ト に値を自動的

に返し ます。

テーブル 8 • 関連する関数

関数 説明

SdShowFileMods フ ァ イル変更の提案や手順についてのオプシ ョ ンを表示するダイアログ

を作成し ます。

テーブル 9 • デバイス ド ラ イバー関数

関数 説明

DIFxDriverPackageGetPath ド ラ イバー パッ ケージがド ラ イバー ス ト アにプレ イ ンス ト ールされた後で、 ド

ラ イバー パッ ケージの .inf フ ァ イルのパスを取得し ます。

DIFxDriverPackageInstall ド ラ イバー ス ト アに ド ラ イバー パッ ケージをプレ イ ンス ト ールし て、 ド ラ イ

バーをシステムにイ ンス ト ールし ます。

DIFxDriverPackagePreinstall プラグ アン ド プレ イ (PnP) 関数ド ラ イバーのド ラ イバー パッ ケージを ド ラ イ

バー ス ト アにプレ イ ンス ト ールし、 ド ラ イバー パッ ケージの .inf フ ァ イルをシ

ステムの .inf フ ァ イル デ ィ レ ク ト リ にイ ンス ト ールし ます。

DIFxDriverPackageUninstall システムから指定のド ラ イバー パッ ケージをアン イ ンス ト ールし、 ド ラ イバー 

ス ト アから ド ラ イバー パッ ケージを削除し ます。
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関数
メ モ • [ キャ ンセル ] ボタ ンがあるダイアログは、 ボタ ンを ク リ ッ ク し ても CANCEL 値を返し ません。 その代わ

り、 OnCanceling イベン ト ハン ド ラーが呼び出されます。

テーブル 10 • ダイアログ関数

関数
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

AdminAskPath InstallScript MSI 管理イ ンス ト ール時 ( エン ド ユーザーが InstallScript MSI 

プロジ ェ ク ト  /a 引数を使った Setup.exe を実行する場合 ) 

にエン ド ユーザーに対し てイ ンス ト ール先パスの入力を

求めるダイアログを表示し ます。

AskDestPath InstallScript、

InstallScript MSI

イ ンス ト ール先パス情報を要求するダイアログを表示し

ます。

AskOptions InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーに、 チ ェ ッ ク ボ ッ クスまたはラジオボタ

ンを使ってオプシ ョ ンを選択するよ う に求めるダイアロ

グを表示し ます。

AskPath InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーにパスを入力するよ う要求するダイアロ

グを表示し ます。

AskText InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーにテキス ト を入力するよ う要求するダイ

アログを表示し ます。

AskYesNo 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーに [ はい ] または [ いいえ ] ボタ ンを ク

リ ッ ク し て質問に答えるよ う要求する メ ッ セージ ボ ッ ク

スを表示し ます。

EnterDisk 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーに特定のデ ィ スク を要求する メ ッ セージ 

ボッ クスを表示し ます。

EnterDiskError 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

指定されたパス と フ ァ イルが存在するかど うかを確認し

ます。 指定されたパスにフ ァ イルが存在し ない場合、 関

数は適切なエラー メ ッ セージ ボ ッ クスを表示し てから、

指定されたフ ァ イルが存在するかど うかに従って success 

または failure を返し ます。

EnterLoginInfo InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーがユーザー名とパスワー ド を指定できる

ダイアログを表示し ます。 ダイアログは、 指定された情

報を検証または使用し ません。 また、 ダイアログが指定

された情報のエラーをチ ェ ッ クする こ と もあり ません。

EnterPassword InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーに対し てパスワー ド を問い合わせるダイ

アログを表示し ます。 エン ド ユーザーが編集ボ ッ クス内

に入力する文字はアス タ リ スク (*) と し て表示されます。
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関数
FeatureDialog InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーが機能を選択し てイ ンス ト ール先を指定

できるダイアログを表示し ます。

MessageBox 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

メ ッ セージを メ ッ セージ ボ ッ クスに表示し ます。

MessageBoxEx 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

メ ッ セージを メ ッ セージ ボ ッ クスに表示し ます。

RebootDialog InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーがコ ンピ ューターの再起動を選択できる

メ ッ セージ ボ ッ クスを表示し ます。

SdAskDestPath InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーが別のイ ンス ト ール先パスを選択できる

ダイアログを作成し ます。

SdAskDestPath2 InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーが別のイ ンス ト ール先パスを選択できる

ダイアログを作成し ます。

SdAskOptions InstallScript、

InstallScript MSI

標準 AskOptions 関数よ り柔軟性の高いダイアログを作成

し ます。

SdAskOptionsList InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーがリ ス ト のアイテムを選択および選択解

除できるダイアログを表示し ます。

SdBitmap InstallScript、

InstallScript MSI

ダイアログ上にビ ッ ト マ ッ プを表示し ます。

SdConfirmNewDir InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーが選択し たフ ォルダーを確認するよ う に

プロンプ ト する メ ッ セージ ボ ッ クスを表示し ます。

SdConfirmRegistration InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーに対し て、 SdRegisterUser または 

SdRegisterUserEx によ って表示されたダイアログに入力し

た情報の確認をプロンプ ト する メ ッ セージ ボ ッ クスを表

示し ます。

SdCustomerInformation InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーがイ ンス ト ール中の製品のユーザー名お

よび会社名を指定できるダイアログを表示し ます。 この

ダイアログには、 エン ド ユーザーが製品をすべてのユー

ザーにイ ンス ト ールするか、 または現在のユーザーにの

みイ ンス ト ールするかを指定できる ラジオボタ ンを含め

る こ と もできます。

テーブル 10 • ダイアログ関数 ( 続き )

関数
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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関数
SdCustomerInformationEx InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド  ユーザーがイ ンス ト ール中の製品のユーザー名、

会社名、 およびシ リ アル番号を指定できるダイアログを

表示し ます。 このダイアログには、 エン ド ユーザーが製

品をすべてのユーザーにイ ンス ト ールするか、 または現

在のユーザーにのみイ ンス ト ールするかを指定できる ラ

ジオボタ ンを含める こ と もできます。

SdDiskSpace2 InstallScript、

InstallScript MSI

次のいずれかを表示するダイアログを表示し ます :

• ボリ ューム、 必要なデ ィ スク容量、 利用可能なデ ィ

スク容量、 および必要なデ ィ スク容量と使用可能な

デ ィ スク容量との差異のリ ス ト 。

• ターゲッ ト  システムに、 イ ンス ト ールで必要なデ ィ

スク容量が不足し ている こ と を示す警告メ ッ セージ。

ダイアログには、 ボリ ューム、 必要な容量、 使用可

能容量および必要な容量と使用可能な容量の差につ

いてのリ ス ト ビ ューも表示されます。

SdDiskSpaceRequirements InstallScript、

InstallScript MSI

ボリ ュームのリ ス ト 、 必要なデ ィ スク容量、 利用可能な

デ ィ スク容量、 および必要なデ ィ スク容量と使用可能な

デ ィ スク容量との差異を表示し ます。

SdDiskSpace2 は、 この関数に優先し ます。

SdDisplayTopics InstallScript、

InstallScript MSI

ト ピ ッ クのリ ス ト を表示し ます。

SdExceptions InstallScript、

InstallScript MSI

共有フ ァ イル、 ロ ッ ク された （使用中） フ ァ イル、 または

読み取り専用フ ァ イルを検出し たこ と をエン ド ユーザー

に知らせる メ ッ セージ ボ ッ クスが表示されます。

SdFeatureDialog InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーがイ ンス ト ールする機能と イ ンス ト ール

先フ ォルダーを選択できるダイアログを表示し ます。

SdFeatureDialog2 InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーがイ ンス ト ールする フ ォルダー、 機能、

そ し てサブ機能を選択できるダイアログを表示し ます。

SdFeatureDialogAdv InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーがイ ンス ト ールする機能と イ ンス ト ール

先フ ォルダーを選択できるダイアログを表示し ます。

SdFeatureMult InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーがイ ンス ト ールする機能やサブ機能を選

択できるダイアログを表示し ます。 デ ィ スク容量に関す

る補足データ も備えているので、 イ ンス ト ールに 適な

場所を決定するのに役立ちます。

テーブル 10 • ダイアログ関数 ( 続き )

関数
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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関数
SdFeatureTree InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーがイ ンス ト ールする機能やサブ機能を選

択できる、 ツ リー コ ン ト ロールのあるダイアログを表示

し ます。 デ ィ スク容量に関する補足データ も備えている

ので、 イ ンス ト ールに 適な場所を決定するのに役立ち

ます。

SdFilesInUse InstallScript MSI 開いた状態でフ ァ イルをロ ッ ク し ているアプ リ ケーシ ョ

ンの一覧がある リ ス ト  ボ ッ クスを含むダイアログを表示

し ます。

SdFinish InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーにセ ッ ト ア ッ プが完了し たこ と を知らせ

て、 情報フ ァ イルの表示、 またはアプ リ ケーシ ョ ンの起

動オプシ ョ ンを選択できるダイアログを表示し ます。

SdFinishEx InstallScript、

InstallScript MSI

イ ンス ト ールが完了し たこ と をエン ド ユーザーに知らせ

るダイアログを表示し ます。

SdFinishReboot InstallScript、

InstallScript MSI

セ ッ ト ア ッ プが完了し たこ と をユーザーに知らせ、

Windows やコ ンピ ューターの再起動のオプシ ョ ンを選択で

きるダイアログを表示し ます。

SdFinishUpdate InstallScript、

InstallScript MSI

イ ンス ト ールが完了し たこ と を通知するダイアログを表

示し ます。 このダイアログには、 アプ リ ケーシ ョ ンの

ア ッ プデー ト を確認するためのオプシ ョ ンが含まれます。

メ モ • SdFinishUpdate はア ッ プデー ト の確認を行いませ

ん。 ア ッ プデー ト の確認をするためには、 InstallScript 

コー ド に FlexNet Connect API の呼び出し を追加し ます。

詳細は、 FlexNet Connect SDK ド キュ メ ン ト を参照し て く

だ さい。

SdFinishUpdateEx InstallScript、

InstallScript MSI

イ ンス ト ールが完了し たこ と を通知するダイアログを表

示し ます。 このダイアログには、 アプ リ ケーシ ョ ンの

ア ッ プデー ト を確認するためのオプシ ョ ンが含まれます。

メ モ • SdFinishUpdateEx はア ッ プデー ト の確認を行いませ

ん。 ア ッ プデー ト の確認をするためには、 InstallScript 

コー ド に FlexNet Connect API の呼び出し を追加し ます。

詳細は、 FlexNet Connect SDK ド キュ メ ン ト を参照し て く

だ さい。

テーブル 10 • ダイアログ関数 ( 続き )

関数
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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関数
SdFinishUpdateReboot InstallScript、

InstallScript MSI

イ ンス ト ールが完了し たこ と を通知するダイアログを表

示し ます。 ダイアログは、 エン ド ユーザーに対し てシス

テムの再起動オプシ ョ ンを提供し、 アプ リ ケーシ ョ ンの

ア ッ プデー ト も確認し ます。

メ モ • SdFinishUpdateReboot はア ッ プデー ト の確認を行い

ません。 ア ッ プデー ト の確認をするためには、

InstallScript コー ド に FlexNet Connect API の呼び出し を追

加し ます。 詳細は、 FlexNet Connect SDK ド キュ メ ン ト を

参照し て く だ さい。

SdLicense InstallScript、

InstallScript MSI

複数行編集フ ィ ールド に使用許諾契約書が記載されたダ

イアログを表示し ます。 ラ イセンス同意書は、 パラ メ ー

ター szLicenseFile で指定されるテキス ト フ ァ イルに格納

されます。

ダイアログは、 質問をス タ テ ィ ッ ク テキス ト  フ ィ ールド

に表示し ます。 エン ド ユーザーは、 [ はい ] または [ いい

え ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て質問に答えます。

SdLicenseEx 関数は、 この関数に優先し ます。

SdLicense2 InstallScript、

InstallScript MSI

複数行編集フ ィ ールド に使用許諾契約書が記載されたダ

イアログを表示し ます。 ラ イセンス同意書は、 パラ メ ー

ター szLicenseFile で指定されるテキス ト フ ァ イルに格納

されます。

このダイアログは 2 つのラジオボタ ンを表示し ます ( 使用

許諾契約書の条件に同意するためのボタ ン と、 同意し な

いためのボタ ン )。 エン ド ユーザーが使用許諾契約書の条

件に同意するための適切なボタ ンを ク リ ッ クする と、 [ 次

へ ] ボタ ンが有効にな り ます。

SdLicense2Ex 関数は、 この関数に優先し ます。

SdLicense2Ex InstallScript、

InstallScript MSI

複数行編集フ ィ ールド に使用許諾契約書が記載されたダ

イアログを表示し ます。 使用許諾契約書は、 パラ メ ー

ター szLicenseFile で指定されるテキス ト  フ ァ イル (.txt) 

またはリ ッ チテキス ト  フ ァ イル (.rtf) 形式で格納されま

す。

このダイアログは 2 つのラジオボタ ンを表示し ます ( 使用

許諾契約書の条件に同意するためのボタ ン と、 同意し な

いためのボタ ン )。 エン ド ユーザーが使用許諾契約書の条

件に同意するための適切なボタ ンを ク リ ッ クする と、 [ 次

へ ] ボタ ンが有効にな り ます。

テーブル 10 • ダイアログ関数 ( 続き )

関数
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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関数
SdLicense2Rtf InstallScript、

InstallScript MSI

複数行編集フ ィ ールド に使用許諾契約書が記載されたダ

イアログを表示し ます。 使用許諾契約書は、 パラ メ ー

ター szLicenseFile で指定されるテキス ト 形式またはリ ッ

チテキス ト 形式 (RTF) のフ ァ イルに格納されます。

このダイアログは 2 つのラジオボタ ンを表示し ます ( 使用

許諾契約書の条件に同意するためのボタ ン と、 同意し な

いためのボタ ン )。 エン ド ユーザーが使用許諾契約書の条

件に同意するための適切なボタ ンを ク リ ッ クする と、 [ 次

へ ] ボタ ンが有効にな り ます。

SdLicense2Ex 関数は、 この関数に優先し ます。

SdLicenseEx InstallScript、

InstallScript MSI

複数行編集フ ィ ールド に使用許諾契約書が記載されたダ

イアログを表示し ます。 使用許諾契約書は、 テキス ト  

フ ァ イル (.txt) またはリ ッ チ テキス ト  フ ァ イル (.rtf) で保

存されます。

ダイアログは、 質問をス タ テ ィ ッ ク テキス ト  フ ィ ールド

に表示し ます。 エン ド ユーザーは、 [ はい ] または [ いい

え ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て質問に答えます。

SdLicenseRtf InstallScript、

InstallScript MSI

複数行編集フ ィ ールド に使用許諾契約書が記載されたダ

イアログを表示し ます。 使用許諾契約書は、 パラ メ ー

ター szLicenseFile で指定されるテキス ト 形式またはリ ッ

チテキス ト 形式 (RTF) のフ ァ イルに格納されます。

ダイアログは、 質問をス タ テ ィ ッ ク テキス ト  フ ィ ールド

に表示し ます。 エン ド ユーザーは、 [ はい ] または [ いい

え ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て質問に答えます。

SdLicenseEx 関数は、 この関数に優先し ます。

SdLogonUserBrowse InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーが指定のド メ イ ンまたはサーバー、 およ

びユーザー名を選択できる メ ッ セージ ボ ッ クスを表示し

ます。 

SdLogonUserCreateUser InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーが SdLogonUserInformation ダイアログで [

新規ユーザー情報 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し し て、 新しい

ユーザー情報を入力できるダイアログを表示し ます。 

SdLogonUserInformation InstallScript、

InstallScript MSI

アカウン ト がイ ンス ト ール中に作成される場合、 エン ド

ユーザーに既存のユーザーアカウン ト 情報または新しい

ユーザー情報を入力するよ う プロンプ ト するダイアログ

を表示し ます。 

テーブル 10 • ダイアログ関数 ( 続き )

関数
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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関数
SdLogonUserListGroups InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーが指定のサーバーからグループを選択し

て、 SdLogonUserCreateUser ダイアログの " グループ " 

フ ィ ールド に挿入する こ とができるダイアログを表示し

ます。 

SdLogonUserListServers InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーがユーザーアカウン ト が関連付けられて

いる ド メ イ ンまたはサーバーを参照する こ とができるダ

イアログを表示し ます。

SdLogonUserListUsers InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーが指定のド メ イ ンまたはサーバーに既存

のユーザーを参照し て選択できるダイアログを表示し ま

す。

SdOptionsButtons InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーがさ まざまなオプシ ョ ンを選択できる

ユーザー定義のボタ ンを使ったダイアログを表示し ます。

SdOutOfDiskSpace InstallScript MSI Windows Installer の INSTALLMESSAGE_OUTOFDISKSPACE 

メ ッ セージによ って ト リ ガーされた と き、 このダイアロ

グはターゲッ ト システムのデ ィ スク容量が足り ないこ と

を示す メ ッ セージを表示し ます。

SdDiskSpace2 は、 この関数に優先し ます。

SdPatchWelcome InstallScript MSI パッ チ イ ンス ト ール中にエン ド ユーザーに 「よ う こそ」

メ ッ セージを表示するダイアログを作成し ます。

SdRegisterUser InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーがイ ンス ト ール中の製品のユーザー名お

よび会社名を指定できるダイアログを表示し ます。

SdRegisterUserEx InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド  ユーザーがイ ンス ト ール中の製品のユーザー名、

会社名、 およびシ リ アル番号を指定できるダイアログを

表示し ます。

SdRMFilesInUse InstallScript MSI 開いた状態でフ ァ イルをロ ッ ク し ているアプ リ ケーシ ョ

ンの一覧がある リ ス ト  ボ ッ クスを含むダイアログを表示

し ます。 ダイアログにはまた、 イ ンス ト ールが、 1) 再起

動マネージャーを使用し て、 フ ァ イルをロ ッ ク し ている

アプ リ ケーシ ョ ンを閉じ る試みをするか、 または 2) ロ ッ

ク されている フ ァ イルを上書きする試みをするか ( 結果と

し て、 イ ンス ト ールの完了に再起動が必要になる可能性

が高 く な り ます ) エン ド ユーザーが指定できる 2 つのラジ

オ ボタ ンがあ り ます。

SdSelectFolder InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーがプログラム フ ォルダーのリ ス ト から

フ ォルダーを選択できるダイアログを表示し ます。

テーブル 10 • ダイアログ関数 ( 続き )
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SdSetupCompleteError InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーに対し てイ ンス ト レールが完了する前に

中断されたこ と を通知するダイアログを表示し ます。

SdSetupType InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーが、 3 種類の標準セ ッ ト ア ッ プ ([ 標準 ]、 [

小 ]、 または [ カス タム ]) の中から 1 つを選択できるダ

イアログを表示し ます。

SdSetupType2 InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーが、 2 種類の標準セ ッ ト ア ッ プ タ イプ ([

標準 ] と [ カス タム ]) のどち らかを選択できるダイアログ

を表示し ます。

SdSetupTypeEx InstallScript MSI エン ド ユーザーが標準またはカス タム セ ッ ト ア ッ プの種

類を選択するためのダイアログを表示し ます。

SdShowAnyDialog InstallScript、

InstallScript MSI

リ ソース DLL から一般目的のダイアログを表示し ます。

SdShowAnyDialog を使ってダイアログを表示する と、 エン

ド ユーザーが入力し た内容を取得できません。

SdShowDlgEdit1 InstallScript、

InstallScript MSI

1 つの単一行編集フ ィ ールド と他の静的コ ン ト ロールを含

むダイアログを表示し ます。

SdShowDlgEdit2 InstallScript、

InstallScript MSI

2 つの単一行編集フ ィ ールド と他の静的コ ン ト ロールを含

むダイアログを表示し ます。

SdShowDlgEdit3 InstallScript、

InstallScript MSI

3 つの単一行編集フ ィ ールド と他の静的コ ン ト ロールを含

むダイアログを表示し ます。

SdShowFileMods InstallScript、

InstallScript MSI

フ ァ イルの変更をプレビ ューするダイアログを表示し、

こ こ でエン ド ユーザーは変更を承認、 拒否、 または変更

を フ ァ イルに書き出すよ う要求できます。

SdShowInfoList InstallScript、

InstallScript MSI

ダイアログでスク ロール可能な メ ッ セージのリ ス ト を表

示し ます。

SdShowMsg InstallScript、

InstallScript MSI

メ ッ セージを小さ なウ ィ ン ド ウに表示し ます。

SdStartCopy InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーが指定し たオプシ ョ ンや設定を表示する

ダイアログを表示し ます。

SdStartCopy2 InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーに対し て、 間もな く フ ァ イル転送処理が

始まる事を通知するダイアログを表示し ます。 ユーザー

は必要に応じ て設定を変更するために、 [ 戻る ] ボタ ンを

ク リ ッ ク し て前のダイアログに戻る こ とができます。

テーブル 10 • ダイアログ関数 ( 続き )
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SdWelcome InstallScript、

InstallScript MSI

一般目的に使用するあいさつを表示し ます。

SdWelcomeMaint InstallScript、

InstallScript MSI

メ ンテナンス セ ッ ト ア ッ プの 初に使用するダイアログ

を表示し ます。

SelectDir InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーがフ ォルダーを選択できるダイアログを

表示し ます。 SelectDir は、 フ ォルダーがない場合にそれ

を作成し ます。

SelectDirEx InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーがフ ォルダーを選択できるダイアログを

表示し ます。

SelectFolder InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーがプログラム フ ォルダーのリ ス ト から

フ ォルダーを選択できるダイアログを表示し ます。

SetupType InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーが [ 標準 ]、 [ 小 ]、 または [ カス タム ] 

セ ッ ト ア ッ プを選択できるダイアログを表示し ます。

SetupType2 InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーが、 2 種類の標準セ ッ ト ア ッ プ タ イプ ([

完全 ] と [ カス タム ]) のどち らかを選択できるダイアログ

を表示し ます。

SprintfBox 基本の MSI、

InstallScript、

InstallScript MSI

単数または複数の文字、 数値または文字列値で構成され

る フ ォーマ ッ ト された文字列を返し ます。

SQLBrowse InstallScript、

InstallScript MSI

ユーザーがネ ッ ト ワーク上で提供されているすべての 

SQL Server のリ ス ト を表示する こ とができるダイアログ

を作成し ます。 

SQLBrowse2 はこの関数に優先し ます。

SQLBrowse2 InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーが、 接続に指定されたデータベース テ ク

ノ ロジ用にネ ッ ト ワーク上で提供されているすべての

データベース サーバーのリ ス ト を表示できるよ う にする

ダイアログを作成し ます。

SQLServerLogin InstallScript、

InstallScript MSI

SQL ログイ ン情報を指定するスク リ プ ト で使われるダイ

アログを作成し ます。 情報には、 ログイ ン ID とパスワー

ドが含まれます。

SQLServerSelect InstallScript、

InstallScript MSI

ターゲッ ト にするサーバーを指定するダイアログを作成

し ます。

テーブル 10 • ダイアログ関数 ( 続き )
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SQLServerSelectLogin InstallScript、

InstallScript MSI

ターゲッ ト されたエン ド ユーザーが、 現在の接続に使用

する SQL Server および使用するログイ ンの資格情報を指

定できるログイ ン ダイアログを作成し ます。 ダイアログ

では、 DSN を通し てアクセス された SQL Server のリ ス ト

を含むコ ンボ ボ ッ クスが表示されます。 エン ド ユーザー

は、 このコ ンボ ボ ッ クスでサーバー名を入力する こ と も

できますし、 コ ンボ ボ ッ クスの隣にある [ 参照 ] ボタ ン

を ク リ ッ クする こ と もできます。 このボタ ンを ク リ ッ ク

する と、 イ ン ターネ ッ ト で提供されている SQL Servers 

がすべて表示されます。

SQLServerSelectLogin2 はこの関数に優先し ます。

SQLServerSelectLogin2 InstallScript、

InstallScript MSI

デフ ォル ト  スク リ プ ト で使用されるログイ ン ダイアログ

を作成し ます。 このダイアログで、 ターゲッ ト されたエ

ン ド ユーザーは、 現在の接続に使用する SQL Server と使

用するログイ ンの認証情報を指定できます。 ダイアログ

では、 DSN を通し てアクセス された SQL Server のリ ス ト

を含むコ ンボ ボ ッ クスが表示されます。 エン ド ユーザー

は、 このコ ンボ ボ ッ クスでサーバー名を入力する こ と も

できますし、 [ サーバー名 ] コ ンボ ボ ッ クスの隣にある [

参照 ] ボタ ンを ク リ ッ クする こ と もできます。 このボタ ン

を ク リ ッ クする と、 イ ン ターネ ッ ト で提供されている 

SQL Servers がすべて表示されます。

オプシ ョ ンで、 この関数は、 接続情報に関連付けられた

接続名も表示し ます。 またオプシ ョ ンで、 エン ド ユー

ザーは現在の接続にどのデータベース カ タ ログを使用す

るのかを指定する こ とができます。

SQLServerSelectLoginEx InstallScript、

InstallScript MSI

デフ ォル ト  スク リ プ ト で使用されるログイ ン ダイアログ

を作成し ます。 このダイアログで、 ターゲッ ト されたエ

ン ド ユーザーは、 現在の接続に使用する SQL Server と使

用するログイ ンの認証情報を指定できます。 ダイアログ

では、 DSN を通し てアクセス された SQL Server のリ ス ト

を含むコ ンボ ボ ッ クスが表示されます。 エン ド ユーザー

は、 このコ ンボ ボ ッ クスでサーバー名を入力する こ と も

できますし、 [ サーバー名 ] コ ンボ ボ ッ クスの隣にある [

参照 ] ボタ ンを ク リ ッ クする こ と もできます。 このボタ ン

を ク リ ッ クする と、 イ ン ターネ ッ ト で提供されている 

SQL Servers がすべて表示されます。

この関数は、 接続情報に関連付けられた接続名も表示し

ます。

SQLServerSelectLogin2 はこの関数に優先し ます。

テーブル 10 • ダイアログ関数 ( 続き )
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関数
ダイアログのカス タ マイズ関数
次の関数を使って新しい InstallScript ダイアログを作成およびカス タ マイズし て、 テキス ト 、 コ ン ト ロール、 およ

び InstallScript ダイアログの動作を変更できます。 一部の関数は、 カス タム ダイアログ プロセスを処理し ます。

作成する Windows ダイアログはいずれもセ ッ ト ア ッ プ スク リ プ ト で利用する こ とができます。 ダイアログには一

行、 または複数行編集ボ ッ クス、 あるいは単数、 または複数選択リ ス ト ボ ッ クス、 コ ンボボ ッ クス、 ラジオボタ

ン、 チ ェ ッ ク ボ ッ クス、 およびプ ッ シュボタ ンを標準コ ン ト ロールと し て含むこ とが可能です。 よ り高度なコ ン

ト ロールには、 CmdGetHwndDlg、 LOWORD、 および HIWORD 拡張関数を利用する こ とができます。

Welcome InstallScript、

InstallScript MSI

よ う こそ情報を表示するダイアログを表示し ます。

テーブル 11 • ダイアログのカス タ マイズ関数

関数 説明

CmdGetHwndDlg ダイアログのハン ドルを読み出し ます。

CtrlClear 編集、 ス タ テ ィ ッ ク、 リ ス ト ボ ッ クス、 またはコ ンボボ ッ クスコ ン ト ロールの

内容を削除し ます。

CtrlDir リ ス ト ボ ッ クスまたはコ ンボボ ッ クスにデ ィ レ ク ト リ一覧やフ ァ イル一覧を記

入し ます。

CtrlGetCurSel 選択されたアイテムを リ ス ト ボ ッ クスまたはコ ンボボ ッ クスから返し ます。

CtrlGetDlgItem カス タム ダイアログ内のコ ン ト ロールのウ ィ ン ド ウ ハン ドルを取得し ます。

CtrlGetMLEText 複数行編集フ ィ ールド またはス タ テ ィ ッ ク フ ィ ールドのテキス ト を取得し ま

す。

CtrlGetMultCurSel 選択されたアイテムを複数選択リ ス ト ボ ッ クスから返し ます。

CtrlGetState ダイアログのラジオ ボタ ン、 チ ェ ッ ク ボ ッ クス、 またはプ ッ シュ ボタ ン コ ン

ト ロールの状態を取得し ます。

CtrlGetSubCommand WaitOnDialog 関数呼び出し後のコ ン ト ロールで行われた操作を読み出し ます。

CtrlGetText 編集フ ィ ールド、 ス タ テ ィ ッ ク フ ィ ールド、 またはコ ンボボ ッ クスの編集

フ ィ ールドのテキス ト を読み出し ます。

CtrlGetUrlForLinkClicked エン ド ユーザーがク リ ッ ク し た リ ン クへの URL を取得し ます。

CtrlPGroups ターゲッ ト システムに存在するプログラムグループ名のリ ス ト を読み出し ま

す。

テーブル 10 • ダイアログ関数 ( 続き )
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CtrlSelectText 編集フ ィ ールド に表示されるテキス ト を選択し ます。

CtrlSetCurSel リ ス ト ボ ッ クスやコ ンボボ ッ クスの現在の選択を検出し設定し ます。

CtrlSetFont ダイアログのコ ン ト ロール用フ ォ ン ト を指定し ます。

CtrlSetList リ ス ト の内容を リ ス ト ボッ クスまたはコ ンボボッ クスに配置し ます。

CtrlSetMLEText テキス ト を複数行編集フ ィ ールド に設定し ます。

CtrlSetMultCurSel 現在の選択を複数選択リ ス ト ボ ッ クスに設定し ます。

CtrlSetState チ ェ ッ ク ボ ッ クス、 ラジオボタ ン、 またはプ ッ シュボタ ン コ ン ト ロールの現在

の状態を設定し ます。

CtrlSetText 編集フ ィ ールド、 ス タ テ ィ ッ ク テキス ト フ ィ ールド、 またはコ ンボボ ッ クスの

編集フ ィ ールドのテキス ト を設定し ます。

DefineDialog InstallShield にカス タム ダイアログを登録し ます。

DialogSetFont セ ッ ト ア ッ プ中に表示されるダイアログのフ ォ ン ト を設定し ます。

DialogSetInfo 一部のビル ト イ ン ダイアログ関数によ って表示されるダイアログの表示アイテ

ムを変更し ます。

EndCurrentDialog EndDialog を呼び出し て、 現在表示されているダイアログを閉じ ます。

EndDialog カス タム ダイアログを閉じ ます。

EzDefineDialog InstallShield にカス タム ダイアログを登録し ます。

GetCurrentDialogName 現在表示されているダイアログの名前を読み出し ます。 これは、 ダイアログが

定義された と きに EzDefineDialog への呼び出し で指定された名前です。

GetFont フ ォ ン ト のハン ドルを取得し ます。

HIWORD 32 ビ ッ ト 整数から高位の単語を読み出し ます。

LOWORD 32 ビ ッ ト 整数から低位の単語を読み出し ます。

ReleaseDialog ダイアログに関連付けられた メ モ リ を解放し ます。

SdGeneralInit [ 次へ ]、 [ 戻る ]、 および [ キャ ンセル ] ボタ ンの状態を有効または無効に設定

する処理を含む、 標準ダイアログの初期化を行います。 また、 この関数はコ ン

ト ロール ID 700 から 724、 および 202 を含むス タ テ ィ ッ ク コ ン ト ロール上の 

%P、 %VS、 および %VI イ ンス タ ンスすべてを置換し ます。

テーブル 11 • ダイアログのカス タ マイズ関数 ( 続き )
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拡張性関数
拡張性関数を使う と ダイナ ミ ッ ク リ ン ク ラ イブラ リ での関数呼び出し、 Windows API の呼び出し、 または別のアプ

リ ケーシ ョ ンやセ ッ ト ア ッ プスク リ プ ト の起動が可能にな り ます。 UseDLL 関数と UnUseDLL 関数を利用する と、

メ モ リへ DLL をロー ド またはアンロー ド し、 DLL を活用する こ とができます。 LaunchApp 関数と 

LaunchAppAndWait 関数を利用する と、 スク リ プ ト が実行中に別の Windows アプ リ ケーシ ョ ンまたは DOS アプ リ

ケーシ ョ ンを起動する こ とができます。

SdInit Sd ダイアログ関数を呼び出すセ ッ ト ア ッ プを作成し ます。

SdLoadString 指定された リ ソース ID に関連付けられた文字列値を返し ます。

SdMakeName カス タムダイアログのセクシ ョ ン名を作成し ます。 このセクシ ョ ン名は、

InstallShield Silent が使用する .iss フ ァ イルの書き込みや読み取り に使われます。

SdProductName 製品名をスク リ プ ト  ダイアログの特定の静的フ ィ ールド に挿入し ます。

SdSubstituteProductInfo すべての %P、 %VS、 そ し て %VI プレースホルダーをシステム変数 

IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、 そ し て 

IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION の値と置き換えます。 この関数は、 文字列

を表示する前にこの置換を自動的に実行し ない MessageBox などの関数を呼び

出す前に利用する こ とができます。

SilentReadData InstallShield Silent に、 カス タム ダイアログ用に .iss フ ァ イル ダイアログ デー

タ を読み込むよ う指示し ます。

SilentWriteData InstallShield Silent に、 カス タム ダイアログ用に .iss フ ァ イル ダイアログ デー

タへ書き込むよ う指示し ます。

WaitOnDialog カス タム ダイアログを示し ます。

テーブル 12 • 拡張性関数

関数 説明

CallDLLFx 関数を外部 DLL から呼び出し ます。

Delay セ ッ ト ア ッ プスク リ プ ト の実行を遅らせます。

LaunchApp 別のプログラムを起動し ます。 LaunchApplication はこの関数に優先し ます。

LaunchAppAndWait 別のプログラムを起動し て、 そのプログラムが終了するのを待ちます。

LaunchApplication はこの関数に優先し ます。

LaunchAppAndWaitInitStar

tupInfo

LAAW_STARTUPINFO システム変数と LAAW_PARAMETERS システム変数を適切なデ

フ ォル ト 値に初期化し ます。 LaunchApplicationInit はこの関数に優先し ます。

テーブル 11 • ダイアログのカス タ マイズ関数 ( 続き )

関数 説明
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機能関数
下の関数を利用し て、 フ ァ イルメ デ ィ アを制御し た り、 スク リ プ ト 作成の機能セ ッ ト を作成する こ とができます。

LaunchApplication Windows API 関数 CreateProcess または Windows API 関数 ShellExecuteEx を使用し

て、 指定されたアプ リ ケーシ ョ ンを起動し ます。 アプ リ ケーシ ョ ンが起動されたあ

と、 イ ンス ト ールで新しい WaitForApplication 関数を呼び出し て ( オプシ ョ ン )、 ア

プ リ ケーシ ョ ンが終了するのを待機する こ とができます。

LaunchApplicationInit LAAW_STARTUPINFO システム変数と LAAW_PARAMETERS システム変数を適切なデ

フ ォル ト 値に初期化し ます。 この関数はイ ンス ト ール初期化中に自動的に呼び出さ

れます。

UnUseDLL メ モ リから DLL をアンロー ド し ます。

UseDLL DLL を メ モ リ にロー ド し ます。

WaitForApplication 戻される前に、 実行中のアプ リ ケーシ ョ ンが終了するのを待機し ます。

テーブル 13 • 機能関数

関数
プロジ ェ ク ト の種
類 説明

FeatureAddCost InstallScript 機能が追加のイ ンス ト ール操作を含むよ う に指定し ます。

これは、 イ ンス ト ール中、 進行状況バーを更新する と き

に必要です。

メ モ • この関数は、 フ ァ イルメ デ ィ アにのみサポー ト され

ています。 FeatureGetData または FeatureSetData を使用

し て、 スク リ プ ト で作成された機能のサイズを設定し ま

す。

FeatureAddItem InstallScript、

InstallScript MSI

スク リ プ ト で作成された機能セ ッ ト に新しい機能を追加

し ます。

FeatureAddUninstallCost InstallScript 機能が追加のアンイ ンス ト ール操作を含むよ う に指定し

ます。 これは、 アンイ ンス ト ール中、 進行状況バーを更

新する と きに必要です。

FeatureCompareSizeRequired InstallScript、

InstallScript MSI

選択された機能に対し て充分なデ ィ スク空き容量がある

かを判断し ます。

FeatureDialog InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーが機能を選択し てイ ンス ト ール先を指定

できるダイアログを表示し ます。

テーブル 12 • 拡張性関数 ( 続き )

関数 説明
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FeatureError InstallScript、

InstallScript MSI

機能関数が失敗し た と き、 追加のエラー情報を返し ます。

FeatureErrorInfo InstallScript、

InstallScript MSI

機能関数が失敗し た と き、 追加のエラー情報を返し ます。

FeatureFileEnum InstallScript、

InstallScript MSI

指定された機能に関連付けられたコ ンポーネン ト でフ ァ

イルのリ ス ト をビルド し ます。

FeatureFileInfo InstallScript、

InstallScript MSI

関数内で参照される フ ァ イルメ デ ィ アに内のフ ァ イルに

ついて情報を読み出し ます。

FeatureFilterLanguage InstallScript、

InstallScript MSI

言語に基づいたフ ィ ルタ リ ングを有効または無効にし ま

す。

FeatureFilterOS InstallScript、

InstallScript MSI

オペレーテ ィ ングシステムに基づいたフ ィ ルタ リ ングを

有効または無効にし ます。

FeatureGetCost InstallScript、

InstallScript MSI

指定し た機能のためにターゲッ ト ド ラ イブ上で必要な総

容量をキロバイ ト  (KB) で読み出し ます。

FeatureGetCostEx はこの関数に優先し ます。

FeatureGetCostEx InstallScript、

InstallScript MSI

nvCostHigh および nvCostLow パラ メ ーターを使用し て、

指定された機能のコ ス ト をバイ ト 単位で取得し ます。

FeatureGetData InstallScript、

InstallScript MSI

機能に関する情報を取得し ます。

FeatureGetItemSize InstallScript、

InstallScript MSI

指定された機能の大き さ を決定し ます。

FeatureGetTotalCost InstallScript、

InstallScript MSI

指定された機能のイ ンス ト ールと アン イ ンス ト ールに必

要な総容量を判断し ます。

FeatureGetCostEx はこの関数に優先し ます。

FeatureInitialize InstallScript InstallShield の以前のバージ ョ ンで作成されたスク リ プ ト

との互換性の目的でのみサポー ト されています。

InstallShield では、 複数のフ ァ イル メ デ ィ ア ラ イブラ リの

使用を避ける こ とが推奨されます。

FeatureIsItemSelected InstallScript、

InstallScript MSI

特定の機能をエン ド ユーザーが選択し たかど うかを判断

し ます。

FeatureListItems InstallScript、

InstallScript MSI

機能のリ ス ト を フ ァ イルメ デ ィ アラ イブ ラ リ、 またはス

ク リ プ ト で作成された機能セ ッ ト に作成し ます。

テーブル 13 • 機能関数 ( 続き )

関数
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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FeatureLoadTarget InstallScript 有効なログ フ ァ イルが存在する任意のイ ンス ト ールの初

期化中に自動的に呼び出されます。

FeatureMoveData InstallScript フ ァ イルメ デ ィ アで選択し た機能に関連付けたフ ァ イル

を転送し、 圧縮解除し ます。

FeaturePatch InstallScript 差分メ デ ィ アを使用するイ ンス ト ールでのみ呼び出され

ます。 この関数は、 FeatureTransferData や 

FeatureMoveData への次の呼び出し を引き起こ し、

FeatureTransferData が呼び出される時に既にイ ンス ト ー

ルされている、 (Data1.hdr、 Data1.cab、 および Layout.bin 

は除 く ) メ ンテナンス / アン イ ンス ト ール機能のフ ァ イル

を含む、 すべての機能を再イ ンス ト ールし ます。

FeatureReinstall InstallScript、

InstallScript MSI

セ ッ ト ア ッ プを構成し て、 FeatureTransferData の次の呼

び出しが、 後にセ ッ ト ア ッ プを実行し た と きに指定さ

れたフ ァ イル転送を実行するよ う にし ます。

FeatureRemoveAll InstallScript、

InstallScript MSI

セ ッ ト ア ッ プを構成し て、 FeatureTransferData の次の呼

び出が、 セ ッ ト ア ッ プをアンイ ンス ト ールするよ う にし

ます。

FeatureRemoveAllInLogOnly InstallScript ア ッ プデー ト  イ ンス ト ール中に呼び出され、 セ ッ ト ア ッ

プ ログ フ ァ イルに記録された通り、 現在のメ デ ィ アに無

いが以前にイ ンス ト ールされているすべての機能を強制

的に削除し ます。

FeatureRemoveAllInMedia InstallScript 現在のメ デ ィ アにある、 以前にイ ンス ト ールされてたす

べての機能を強制的に削除するために、 メ ンテナンス イ

ンス ト ール中に利用されます。 この関数は通常、

SdWelcomeMaint ダイアログでユーザーが [ 削除 ] を選択

し た と きに呼び出されます。

FeatureRemoveAllInMediaAndL

og

InstallScript ア ッ プデー ト のイ ンス ト ール中に呼び出され、 以前にイ

ンス ト ールされた機能すべてを強制的に削除し ます。 こ

れには現在のメ デ ィ アに含まれる機能と、 現在のメ デ ィ

アには含まれていないが、 セ ッ ト ア ッ プ ログ フ ァ イルに

記録されている機能を含みます。

FeatureSaveTarget InstallScript、

InstallScript MSI

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト が使用するすべてのテキス ト

置換の現在の値を取得し て、 それら を イ ンス ト ール ログ 

フ ァ イルに格納し ます。

FeatureSelectItem InstallScript、

InstallScript MSI

機能を選択または選択解除し ます。

テーブル 13 • 機能関数 ( 続き )

関数
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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FeatureSelectNew InstallScript すべての新しい機能の選択状態について、 選択済みまた

は未選択のどち らかに設定し ます。

FeatureSetData InstallScript、

InstallScript MSI

指定された機能のプロパテ ィ およびデータ を設定し ます。

FeatureSetTarget InstallScript、

InstallScript MSI

フ ァ イル メ デ ィ ア ラ イブ ラ リのユーザー定義変数を指定

し ます。

FeatureSetupTypeEnum InstallScript、

InstallScript MSI

特定フ ァ イルメ デ ィ アラ イブ ラ リ に関連付けられセ ッ ト

ア ッ プの種類を列挙し ます。

FeatureSetupTypeGetData InstallScript、

InstallScript MSI

InstallShield イ ン ターフ ェ イス で作成された指定された

セ ッ ト ア ッ プに関連付けられたデータ を読み出し ます。

FeatureSetupTypeSet InstallScript、

InstallScript MSI

指定されたセ ッ ト ア ッ プの種類に関連付けられたすべて

の機能を選択し ます。

FeatureSpendCost InstallScript イ ンス ト ールの外部イベン ト によ って使用された特定の

コ ス ト について、 進行状況バーを更新し ます。

FeatureSpendUninstallCost InstallScript イ ンス ト ールの外部イベン ト によ って使用された特定の

アンイ ンス ト ール コス ト について、 進行状況バーを更新

し ます。

FeatureStandardSetupTypeSet InstallScript、

InstallScript MSI

現在のセ ッ ト ア ッ プ タ イプを、 nSetupType で指定される

標準セ ッ ト ア ッ プ タ イプに設定し ます。

FeatureTotalSize InstallScript、

InstallScript MSI

指定された機能およびサブ機能のバイ ト 単位での合計サ

イズを計算し ます。

FeatureTransferData InstallScript MSI 

(InstallScript ユー

ザー イ ン ターフ ェ

イス (UI) のス タ イ

ルが、 外部 UI ハン

ド ラーと し て 

InstallScript エンジ

ンを使用する従来

型のス タ イルの場

合 )

重要 • この関数は、 InstallScript UI ス タ イルが ( 埋め込み 

UI ハン ド ラーと し て InstallScript エンジンを使用する ) 新

しいス タ イルである InstallScript MSI プロジ ェ ク ト には適

用し ません。 詳し く は、 「InstallScript MSI イ ンス ト ールで 

InstallScript エンジンを外部エンジン と し て使用する方法

と、 埋め込み UI ハン ド ラ と し て使用する方法の違い」 を

参照し て く だ さい。

イベン ト 指向スク リ プ ト では、 選択状態および現在イ ン

ス ト ールされているかど うかに基づいて、 機能を適切に

イ ンス ト ールまたはアンイ ンス ト ールし ます。

テーブル 13 • 機能関数 ( 続き )

関数
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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スク リ プ ト を使用し て作成し た機能セ ッ ト と フ ァ イルメ デ ィ アラ イブ
ラ リ

セ ッ ト ア ッ プスク リ プ ト で FeatureAddItem 関数を呼び出し て、 実行時に機能を作成できます。 これらのスク リ プ

ト を使用し て作成し た機能は、 メ モ リ内にのみ存在し、 フ ァ イルメ デ ィ アラ イブラ リ とは直接関係があり ません。

フ ァ イルメ デ ィ アラ イブラ リ に保存された情報と異な り、 スク リ プ ト を使用し て作成し た機能は、 コ ンポーネン

ト やセ ッ ト ア ッ プの種類と直接関連を持たず、 関連付ける こ と もできません。

ただし、 スク リ プ ト を使用し て作成し た機能を、 機能のよ う なオプシ ョ ン と し て、 エン ド ユーザーに表示する こ

とができます。 エン ド ユーザーが機能のダイアログで機能を選択し た後、 スク リ プ ト を使用し て作成し た機能の

選択ステータ スをテス ト し、 結果に基づいて操作を実行する こ とができます。 た と えば、 XCopyFile または 

VerUpdateFile でフ ァ イルを イ ンス ト ールし、 フ ァ イルメ デ ィ アラ イブラ リの機能を選択するか、 フ ァ イルを作成

または編集する こ とができます。

スク リ プ ト を使用し て作成し た機能のビルド

スク リ プ ト を使用し て新し く 機能をビルド するには、 FeatureAddItem 関数を呼び出し ます。 その後、 フ ァ イルメ

デ ィ アラ イブラ リ内の機能と同様に、 InstallScript 機能関数を使用し て、 スク リ プ ト を使用し て作成し た機能のプ

ロパテ ィ を設定し、 プロパテ ィ にアクセス し ます ( 例外を以下に示し ます )。

スク リ プ ト を使用し て作成し た機能セ ッ ト を参照する

スク リ プ ト を使用し て作成された機能は、 その全体を指し て 「スク リ プ ト を使用し て作成し た機能セ ッ ト 」 と呼

ばれます。 これは、 フ ァ イルメ デ ィ アラ イブラ リの機能と同様に、 機能関数で処理されるためです。 メ デ ィ ア名

を機能関数に渡す場合は、 すべての機能をセ ッ ト と し て扱います。

FeatureUpdate InstallScript FeatureTransferData または FeatureMoveData  への次の呼

び出し で、 イ ンス ト ール済みのすべての機能を保持する

よ う にイ ンス ト ールを構成し ます。

FeatureValidate InstallScript フ ァ イル メ デ ィ ア ラ イブ ラ リ または指定された機能のパ

スワー ド を検証し ます。

SdSetupType InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーが、 3 種類の標準セ ッ ト ア ッ プ ([ 標準 ]、

[ 小 ]、 または [ カス タム ]) の中から 1 つを選択できる

ダイアログを表示し ます。

SdSetupType2 InstallScript、

InstallScript MSI

エン ド ユーザーが、 2 種類の標準セ ッ ト ア ッ プ タ イプ ([

標準 ] と [ カス タム ]) のどち らかを選択できるダイアログ

を表示し ます。 

SdSetupTypeEx InstallScript MSI [ 完全 ] および [ カス タム ] 以外のセ ッ ト ア ッ プ タ イプを

指定する際に、 エン ド ユーザーがセ ッ ト ア ッ プ タ イプを

選択できるダイアログを表示し ます。

テーブル 13 • 機能関数 ( 続き )

関数
プロジ ェ ク ト の種
類 説明
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メ モ • メ デ ィ ア名は FeatureAddItem の 初のパラ メ ーターで作成し ます。 同じ 「スク リ プ ト を使用し て作成し た

機能セ ッ ト 」 の一部と し て機能やサブ機能を作成する場合や、 スク リ プ ト で既存のスク リ プ ト を使用し て作成し

た機能を参照する場合は、 この値を使用し ます。

機能関数を利用する

この 2 種類の機能は大き く 異なるので、 スク リ プ ト を使用し て作成し た機能、 またはフ ァ イルメ デ ィ アラ イブ ラ

リ内の機能のどち ら を処理するかによ って、 機能関数を異なる方法で呼び出し ます。

フ ァ イルメ デ ィ アラ イブ ラ リ と スク リ プ ト を使用し て作成し た機能セ ッ ト 関数

これらの関数はフ ァ イルメ デ ィ アラ イブラ リ またはスク リ プ ト を使用し て作成し た機能の両方で利用する こ とが

できます。 

• FeatureGetData

• FeatureSetData

フ ァ イルメ デ ィ アラ イブラ リ関数

以下の関数は、 フ ァ イルメ デ ィ アラ イブラ リの機能のみに使用し、 スク リ プ ト を使用し て作成し た機能には使用

できません。

• FeatureCompareSizeRequired

• FeatureFilterLanguage

• FeatureFilterOS

• FeatureSetTarget

• FeatureSetupTypeEnum

• FeatureSetupTypeGetData

• FeatureSetupTypeSet

• FeatureTransferData

スク リ プ ト を使用し て作成し た機能セ ッ ト 関数

FeatureAddItem 関数は、 スク リ プ ト を使用し て作成し た機能セ ッ ト でのみ利用する こ とができます。

フ ァ イルメ デ ィ アラ イブ ラ リ
フ ァ イル メ デ ィ ア ラ イブ ラ リ には、 製品のフ ァ イル、 および InstallShield イ ン ターフ ェ イス で入力し たイ ンス

ト ールのコ ンポーネン ト 、 機能およびセ ッ ト ア ッ プの種類の設定情報がすべて含まれています。

フ ァ イルメ デ ィ アラ イブラ リはプロジ ェ ク ト のリ リースを作成し た際に生成されます。 これは、 InstallScript ヘ ッ

ダー フ ァ イル Data1.hdr で定義されます。 フ ァ イル メ デ ィ ア ラ イブ ラ リ には、 MEDIA システム変数に含まれるデ

フ ォル ト 値である メ デ ィ ア名もあ り ます。

フ ァ イルメ デ ィ アラ イブラ リの情報は、 InstallScript 機能関数を使って設定およびアクセスできます。
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メ モ • 一部の InstallScript 機能関数は、 スク リ プ ト 作成機能で使用するために特別に予約されています。

フ ァ イル関数と フ ォルダー関数
フ ァ イルと フ ォルダー関数を利用する と、 テキス ト フ ァ イル、 バイナリ フ ァ イル、 そ し てフ ォルダーを使った作

業を包括的に進める こ とができます。 関数の多 く は、 変数 TARGETDIR (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 )、

INSTALLDIR (InstallScript MSI および基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合 ) および SRCDIR をパス と し て使用し、 フ ァ

イル名のみをパラ メ ーターと し て受け付けます。 場所によ ってワイルド カー ド文字も利用する こ とができます。

テーブル 14 • フ ァ イル関数と フ ォルダー関数

関数 説明

ChangeDirectory 指定されたデ ィ レ ク ト リ を現在のデ ィ レ ク ト リ にし ます。

CloseFile 開いている フ ァ イルを閉じ ます。

CopyFile ある フ ォルダーから別のフ ォルダーへフ ァ イルを コ ピーし ます。

CreateDir 新規フ ォルダーを作成し ます

CreateFile 指定されたフ ァ イル名でフ ァ イルを作成し ます。

DeleteDir フ ォルダーを削除し ます。

DeleteFile フ ァ イルを削除し ます。

ExistsDir 指定されたデ ィ レ ク ト リが存在するかど うかを判断し ます。

ExistsDisk 指定されたデ ィ スクが存在するかど うかを判断し ます。

FileCompare フ ァ イルを別のフ ァ イルと比較し ます。

FileDeleteLine テキス ト フ ァ イルの行を削除し ます。

FileGrep テキス ト フ ァ イル内で指定されたテキス ト を検索し ます。

FileInsertLine テキス ト フ ァ イルに行を挿入し ます。

FindAllDirs 指定されたフ ォルダーの下にあるサブ フ ォルダーをすべて検出し ます。

FindAllFiles 指定されたフ ォルダーとサブ フ ォルダーの中のフ ァ イル要件に一致する フ ァ イルを

すべて検出し ます。

FindFile 指定されたフ ォルダー内でフ ァ イル要件に一致する 初のフ ァ イルを検出し ます。

GetFileInfo フ ァ イルの属性、 日付、 時間、 サイズを取得し ます。

GetLine 開いたフ ァ イルのテキス ト 行を取得し ます。
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GetTempFileNameIS Windows API GetTempFileName を呼び出し て一時フ ァ イルを作成し、 その関連アク

シ ョ ンを実行し ます。 GetTempFileName とは異な り、 存在し ないと き、

GetTempFileNameIS は szPathName で指定されたフ ォルダーを作成し ます。

Is フ ァ イルおよびパス チ ェ ッ ク サービスの提供、 数値演算コ プロセ ッサの検索、 管理

者権限のテス ト 、 ターゲッ ト  システム上に特定バージ ョ ンの .NET Framework または 

言語パッ クが存在するかど うかを判断、 および Microsoft Windows がネ ッ ト ワーク上

の共有コ ピーから実行し ているかど うかなどを判断し ます。

OpenFile 既存のフ ァ イルを開きます。

OpenFileMode OpenFile 関数を使ってフ ァ イルを開 く と きのモー ド を設定し ます。

ReadBytes バイナリ フ ァ イルから指定し たバイ ト 数を読み取り ます。

RenameFile フ ァ イルの名前を変更し ます。

SeekBytes フ ァ イルポイ ン ターをバイナリ フ ァ イルに置きます。

SetFileInfo フ ァ イルの属性、 日付、 並びに時間を設定し ます。

SetObjectPermissions フ ァ イル、 フ ォルダー、 またはレジス ト リ キーのアクセス許可を設定し ます。 フ ァ

イル、 フ ォルダー、 またはレジス ト リ キーは、 イ ンス ト ールの一部と し てイ ンス

ト ールでき、 また ターゲッ ト  システムに既に存在する場合もあ り ます。

WriteBytes 指定し たバイ ト 数を、 現在のフ ァ イルのポイ ン ターの場所にあるバイナリ フ ァ イル

に書き込みます。

WriteLine 文字列をテキス ト フ ァ イルに書き込みます。

XCopyFile 単数または複数のフ ァ イルを ソースフ ォルダーから ターゲッ ト フ ォルダーにコ ピー

し ます。 サブ フ ォルダーも指定できます。

テーブル 14 • フ ァ イル関数と フ ォルダー関数 ( 続き )

関数 説明
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関数
関連する関数

FlexNet Connect の関数
FlexNet Connect ( 以前は Update Service と呼ばれていま し た ) は、 い く つかのビル ト イ ン InstallScript 関数でサ

ポー ト されています。 

テーブル 15 • 関連する関数

関数 説明

SelectDir エン ド ユーザーがフ ォルダーを選択できるダイアログを表示し ます。 SelectDir は、

フ ォルダーがない場合にそれを作成し ます。

テーブル 16 • FlexNet Connect の関数

関数
プロジ ェ ク ト の
種類 説明

GetUpdateStatus 基本の MSI、

InstallScript MSI、

InstallScript

この関数は現在使用されていません。

GetUpdateStatusReboot 基本の MSI、

InstallScript MSI、

InstallScript

この関数は現在使用されていません。

SdFinishUpdate 基本の MSI、

InstallScript MSI、

InstallScript

イ ンス ト ールが完了し たこ と を通知するダイアログを表

示し ます。 このダイアログには、 アプ リ ケーシ ョ ンの

ア ッ プデー ト を確認するためのオプシ ョ ンが含まれま

す。

SdFinishUpdateEx はこの関数に優先し ます。

メ モ • SdFinishUpdate はア ッ プデー ト の確認を行いませ

ん。 ア ッ プデー ト の確認をするためには、 InstallScript 

コー ド に FlexNet Connect API の呼び出し を追加し ます。

詳細は、 FlexNet Connect SDK ド キュ メ ン ト を参照し て

く ださい。
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 467



InstallScript Language Reference

関数
SdFinishUpdateEx 基本の MSI、

InstallScript MSI、

InstallScript

イ ンス ト ールが完了し たこ と を通知するダイアログを表

示し ます。 このダイアログには、 アプ リ ケーシ ョ ンの

ア ッ プデー ト を確認するためのオプシ ョ ンが含まれま

す。

メ モ • SdFinishUpdateEx はア ッ プデー ト の確認を行いま

せん。 ア ッ プデー ト の確認をするためには、 InstallScript 

コー ド に FlexNet Connect API の呼び出し を追加し ます。

詳細は、 FlexNet Connect SDK ド キュ メ ン ト を参照し て

く ださい。

SdFinishUpdateReboot 基本の MSI、

InstallScript MSI、

InstallScript

イ ンス ト ールが完了し たこ と を通知するダイアログを表

示し ます。 ダイアログは、 エン ド ユーザーに対し てシ

ステムの再起動オプシ ョ ンを提供し、 アプ リ ケーシ ョ ン

のア ッ プデー ト も確認し ます。

メ モ • SdFinishUpdateReboot はア ッ プデー ト の確認を行

いません。 ア ッ プデー ト の確認をするためには、

InstallScript コー ド に FlexNet Connect API の呼び出し を

追加し ます。 詳細は、 FlexNet Connect SDK ド キュ メ ン

ト を参照し て く ださい。

SetUpdateStatus 基本の MSI、

InstallScript MSI、

InstallScript

この関数は現在使用されていません。

SetUpdateStatusReboot 基本の MSI、

InstallScript MSI、

InstallScript

この関数は現在使用されていません。

UpdateServiceCheckForUpdates InstallScript この関数は現在使用されていません。

FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト

を追加する方法については、 ナレ ッ ジベースを参照し て

く ださい。

UpdateServiceCreateShortcut InstallScript この関数は現在使用されていません。

FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト

を追加する方法については、 ナレ ッ ジベースを参照し て

く ださい。

テーブル 16 • FlexNet Connect の関数 ( 続き )

関数
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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関数
UpdateServiceEnableUpdateManag

erInstall

InstallScript この関数は現在使用されていません。

FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト

を追加する方法については、 ナレ ッ ジベースを参照し て

く ださい。

UpdateServiceGetAgentTarget InstallScript この関数は現在使用されていません。

FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト

を追加する方法については、 ナレ ッ ジベースを参照し て

く ださい。

UpdateServiceOnEnabledStateCha

nge

InstallScript この関数は現在使用されていません。

FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト

を追加する方法については、 ナレ ッ ジベースを参照し て

く ださい。

UpdateServiceRegisterProduct InstallScript この関数は現在使用されていません。

FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト

を追加する方法については、 ナレ ッ ジベースを参照し て

く ださい。

UpdateServiceRegisterProductEx InstallScript この関数は現在使用されていません。

FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト

を追加する方法については、 ナレ ッ ジベースを参照し て

く ださい。

UpdateServiceSetHost InstallScript この関数は現在使用されていません。

FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト

を追加する方法については、 ナレ ッ ジベースを参照し て

く ださい。

テーブル 16 • FlexNet Connect の関数 ( 続き )

関数
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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関数
情報関数
以下の情報関数は、 動作環境で利用可能な リ ソースに関するデータ ( デ ィ スク空き容量、 メ モ リ、 オペレーテ ィ

ング モー ド ) を提供し ます。

UpdateServiceSetLanguage InstallScript この関数は現在使用されていません。

FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト

を追加する方法については、 ナレ ッ ジベースを参照し て

く ださい。

テーブル 17 • 情報関数

関数 説明

GetDiskInfo 指定し たデ ィ スク ド ラ イブの情報を取得し ます。

GetDiskSpace 指定されたデ ィ スク ( 大 2 ギガバイ ト ) の使用可能な ( 未使用の ) バイ ト 数を返

し ます。

GetDiskSpaceEx デ ィ スクの空いている容量をバイ ト 、 キロバイ ト 、 メ ガバイ ト 、 またはギガバイ

ト で返し ます。

GetEnvVar 環境変数の現在値を返し ます。

GetExtendedErrInfo SetExtendedErrInfo が設定し たエラー情報を返し ます。

GetExtents 画面の寸法を返し ます。

GetMemFree この関数は古い形式のため、 使用できません。

GetSystemInfo システム情報を取得し ます。

GetTrueTypeFontFileInfo 特定の TrueType フ ォ ン ト  フ ァ イルについての情報を返し ます。

GetValidDrivesList ターゲッ ト システムの使用可能なすべてのド ラ イブの一覧を返し ます。

GetWindowHandle メ イ ン イ ンス ト ールウ ィ ン ド ウのハン ドルを返し ます。

Is フ ァ イルおよびパス チ ェ ッ ク サービスの提供、 数値演算コ プロセ ッサの検索、 管

理者権限のテス ト 、 ターゲッ ト  システム上に特定バージ ョ ンの .NET Framework ま

たは 言語パッ クが存在するかど うかを判断、 および Microsoft Windows がネ ッ ト

ワーク上の共有コ ピーから実行し ているかど うかなどを判断し ます。

SetExtendedErrInfo GetExtendedErrInfo を使って読み込むこ とが可能な、 エラー情報を設定し ます。

テーブル 16 • FlexNet Connect の関数 ( 続き )

関数
プロジ ェ ク ト の
種類 説明
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初期化フ ァ イル関数
初期化フ ァ イル関数は初期化と プロ フ ァ イルフ ァ イルから、 または初期化と プロ フ ァ イルフ ァ イルへ情報を取得、

またコ ピーし ます。 初期化フ ァ イルは特別な ASCII フ ァ イルで、 キー名値のペアを含みます。 キー名値ペアはア

プ リ ケーシ ョ ンのラ ン タ イムオプシ ョ ンを意味し ます。 プラ イベー ト 初期化フ ァ イルと システム初期化フ ァ イル

は、 アクセス し てア ッ プデー ト を行う こ とができます。 次のリ ス ト は各初期化フ ァ イル関数を簡単に説明し ます。

SetInstallationInfo システム変数  IFX_COMPANY_NAME、 IFX_PRODUCT_NAME、

IFX_PRODUCT_VERSION、 および IFX_PRODUCT_KEY の値を設定し ます。

テーブル 18 • 初期化フ ァ イル関数

関数 説明

AddProfString 非固有キーを .ini フ ァ イルのセクシ ョ ンに追加し ます。

GetProfInt .ini フ ァ イルの整数を返し ます。

GetProfString .ini フ ァ イルの文字列を返し ます。

GetProfStringList .ini フ ァ イルのキー名や文字列値のリ ス ト を読み出し ます。

ReplaceProfString プロ フ ァ イル ( .ini) フ ァ イルの文字列を置き換えます。

WriteProfInt 整数値を持つ文字列を .ini フ ァ イルに書き込みます。

WriteProfString 文字列を .ini フ ァ イルに書き込みます。

テーブル 17 • 情報関数 ( 続き )

関数 説明
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関連する関数

リ ス ト 操作関数
関連情報のグループを保管するにはリ ス ト を使用し ます。 InstallScript には文字列リ ス ト と数値リ ス ト の 2 種類の

リ ス ト があ り ます。 各リ ス ト の種類を処理する 2 組の関数があり ます。 "Item" で終わる リ ス ト 関数は番号リ ス ト

と一緒に使用し ます。 "String" で終わる リ ス ト 関数は文字列リ ス ト と一緒に使用し ます。 文字列リ ス ト で番号リ ス

ト 関数を使用し た り、 番号リ ス ト で文字列リ ス ト 関数を使用する こ とはできません。 以下はセ ッ ト ア ッ プスク リ

プ ト で リ ス ト を導入するための関数です。

テーブル 19 • 関連する関数

関数 説明

SdShowFileMods フ ァ イル変更の提案や手順についてのオプシ ョ ンを表示するダイアログを作成し

ます。

テーブル 20 • リ ス ト 操作関数

関数 説明

ListAddItem アイテムを リ ス ト に追加し ます。

ListAddString 文字列を リ ス ト へ追加し ます。

ListCount 文字列の番号や数値アイテムを指定された リ ス ト に返し ます。

ListCreate 新しい文字列または番号リ ス ト を作成し ます。

ListCurrentItem リ ス ト 内の現在のアイテムを返し ます。

ListCurrentString リ ス ト 内の現在の文字列を返し ます。

ListDeleteItem リ ス ト 内の現在のアイテムを削除し ます。

ListDeleteString リ ス ト 内の現在の文字列を削除し ます。

ListDestroy リ ス ト を破棄し ます。

ListFindItem 指定されたアイテムを数値リ ス ト 内の現在のアイテムにし ます。

ListFindKeyValueString 指定された値の文字列または数値リ ス ト を検索し ます。 初のリ ス ト で見つかっ

た文字列の位置に対応する追加リ ス ト から値が返されます。

ListFindString 指定されたアイテムを文字列リ ス ト 内の現在のアイテムにし ます。

ListGetFirstItem 番号リ ス ト から 1 番目のアイテムを読み出し ます。

ListGetFirstString 文字列リ ス ト から 1 番目の文字列を読み出し ます。
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関数
ログフ ァ イル関数

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ログフ ァ イル関数はログラ イルのカス タムログ記録セクシ ョ ンから情報を取得し、 またそこへ情報を コ ピーし ま

す。 スク リ プ ト へ、 カス タム値を読み込んでこれらの値に基づいたアクシ ョ ンを実行する コー ド を追加し ない限

り、 カス タムログフ ァ イルエン ト リはアプ リ ケーシ ョ ンのメ ンテナンスまたはアン イ ンス ト ールには影響し ませ

ん。 このログフ ァ イル関数はログフ ァ イルのメ ンテナンス / アン イ ンス ト ールセクシ ョ ン ( つま り、 イ ンス ト ー

ルされたフ ァ イルや作成されたレジス ト リ エン ト リ といったデータ をセ ッ ト ア ッ プが自動的に書き込むセクシ ョ

ンで、 メ ンテナンスやアン イ ンス ト ール中にそこからデータ を自動的に読み込みます ) からデータ を読み込んだ

り、 データ を書き込むこ とはできません。 次のリ ス ト は各ログフ ァ イル関数を簡単に説明し ます。

ListGetNextItem 番号リ ス ト から現在のアイテムの後のアイテム取得し ます。

ListGetNextString 文字列リ ス ト から現在のアイテムの後のアイテムを取得し ます。

ListReadFromFile テキス ト フ ァ イルを リ ス ト へ読み込みます。

ListSetCurrentItem 番号リ ス ト の現在のアイテムを設定し ます。

ListSetCurrentString 文字列リ ス ト の現在のアイテムを設定し ます。

ListSetIndex イ ンデッ クスを使って リ ス ト の現在のアイテムを設定し ます。

ListValid 指定された リ ス ト が有効かど うかを示し ます。

ListValidType 指定された リ ス ト が有効かど うか、 また指定されたの種類であるかど うかを示し

ます。

ListWriteToFile 文字列リ ス ト を フ ァ イルに書き込みます。

ListWriteToFileEx nOptions パラ メ ーターで提供し た定数にし たがって、 テキス ト  フ ァ イルに文字列

リ ス ト を Unicode または ANSI と し て書き込むか、 または追加し ます。

テーブル 21 • ログフ ァ イル関数

関数 説明

LogReadCustomNumber ログフ ァ イルのカス タムログ記録セクシ ョ ンから数値データ を読

み込みます。

LogReadCustomString ログフ ァ イルのカス タムログ記録セクシ ョ ンから文字列データ を

読み込みます。

テーブル 20 • リ ス ト 操作関数 ( 続き )

関数 説明
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長いフ ァ イル名関数
次の関数は長いフ ァ イル名を扱う オペレーテ ィ ングシステムが認識できるよ う、 短いフ ァ イル名から長いフ ァ イ

ル名を作成し、 短いフ ァ イル名を長いフ ァ イル名に変換し、 長いフ ァ イル名の周り に二重引用符を配置し ます。

その他の関数
次の関数は低位ハー ド ウ ェ アイ ン ターフ ェ イス、 機能の作成と操作、 そ し てユーザー出力など様々な目的に利用

できます。

LogWriteCustomNumber ログフ ァ イルのカス タムログ記録セクシ ョ ンへ数値データ を書き

込みます。

LogWriteCustomString ログフ ァ イルのカス タムログ記録セクシ ョ ンへ文字列データ を書

き込みます。

テーブル 22 • 長いフ ァ イル名関数

関数 説明

LongPathFromShortPath シ ョ ー ト フ ァ イル名から ロングフ ァ イル名を作成し ます。

LongPathToQuote 二重引用符をロングフ ァ イル名に挿入または削除し ます。

LongPathToShortPath ロングフ ァ イル名からシ ョ ー ト フ ァ イル名を作成し ます。

テーブル 23 • その他の関数

関数 説明

Do 現在定義されている EXIT ハン ド ラーおよび HELP ハン ド ラーを実行し ます。

DoInstall 別の InstallShield イ ンス ト ーラーを起動し ます。

FormatMessage 大きな負のエラーコー ド用のテ文字列エラー メ ッ セージを返し ます。

Handler この関数は現在使用されていません。 代わり に HandlerEx を使用し て く だ さい。

HandlerEx 終了イベン ト およびヘルプイベン ト に対応し て、 ブラ ンチする ラベルを指定し ま

す。

ISCompareServicePack ターゲッ ト の OS にイ ンス ト ールし たサービスパッ ク番号を指定し たサービスパッ

ク番号と比較し ます。

IsEmpty VARIANT 型の変数が初期化されたかど うかを確認し ます。

テーブル 21 • ログフ ァ イル関数 ( 続き )

関数 説明
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オブジ ェ ク ト 関数
オブジ ェ ク ト 関数を使用し て、 オブジ ェ ク ト の初期化、 およびオブジ ェ ク ト  ステータ ス情報の取得と設定をよ り

効率的に行う こ とができます。

MessageBeep 標準警告音を鳴ら し ます。

Resize InstallScript 配列のサイズを変更し ます。

SendMessage Windows メ ッ セージを別のウ ィ ン ド ウやアプ リ ケーシ ョ ンに送り ます。

SetObjectPermissions フ ァ イル、 フ ォルダー、 またはレジス ト リ キーのアクセス許可を設定し ます。

SizeOf InstallScript 配列のサイズを返し ます。

Sprintf 単数または複数の文字、 数値または文字列値で構成される フ ォーマ ッ ト された文

字列を返し ます。

SprintfMsiLog メ ッ セージを Windows Installer ログフ ァ イルへ直接書き込みます。

StreamFileFromBinary バイナ リキーを フ ァ イルを一緒にス ト リームし ます。

System コ ンピ ューターを再起動し ます。

VarInit VarSave および VarRestore 関数で使用される内部リ ス ト を初期化、 または再初期

化し ます。 この関数を呼び出すと、 前回 VarSave の呼び出し で保存されているが、

後に続 く  VarRestore 関数によ ってまだ使われていない情報が実質的にク リ ア され

ます。

VarRestore VarSave への 後の呼び出し で保存されたシステム変数 SRCDIR、 TARGETDIR 

(InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) および INSTALLDIR ( 基本の MSI および 

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) の値を復元し ます。

VarSave システム変数 SRCDIR、 TARGETDIR (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 )、 および 

INSTALLDIR ( 基本の MSI および InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) の現在の値を保

存し ます。

テーブル 24 • オブジ ェ ク ト 関数

関数 説明

CoCreateObject COM オブジ ェ ク ト を初期化し、 SET キーワー ド を使用し て、 型 OBJECT の変数に

割り当てる こ とができる参照を返し ます。

テーブル 23 • その他の関数 ( 続き )

関数 説明
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パスバッ フ ァー関数
パスバッ フ ァー関数は、 検索パスを含む文字列を使った作業を支援し ます。 パス文字列関数は、 パスバッ フ ァー

と し て知られる一意の一時文字列変数で機能し ます。 パスバッ フ ァーは InstallShield の内部で定義されます。 すべ

てのパス文字列関数はパスバッ フ ァーの内容に従って動作し ます。

CoCreateObjectDotNet CoCreateObjectDotNet 関数は現在使用されていません。 この関数の呼び出しは、

szAppDomain パラ メ ーターにヌル文字列 ("") を使って DotNetCoCreateObject 関数

を呼び出すのと同じ です。

詳細については、 「DotNetCoCreateObject」 を参照し て く だ さい。

CoGetObject 指定し た COM オブジ ェ ク ト へリ フ ァ レンスを返し ます (Visual Basic の GetObject 

関数と同様 )。 このリ フ ァ レンスは、 設定されたキーワー ド を利用し て OBJECT 型

の変数へ割り当てる こ とができます。

DotNetCoCreateObject アセンブ リ を COM 相互運用性を登録せずに .NET アセンブ リの関数を呼び出し ま

す。 この関数は、 CoCreateObjectDotNet 関数と違い、 .NET アセンブ リがロー ド され

実行される .NET アプ リ ケーシ ョ ンのド メ イ ンを指定する こ とができます。

DotNetUnloadAppDomain 指定された .NET アプ リ ケーシ ョ ン ド メ イ ンをアンロー ド し、 現在ロー ド されてい

るアセンブ リ をすべて指定されたアプ リ ケーシ ョ ン ド メ イ ンに リ リース し ます。

GetObject オブジ ェ ク ト を初期化し、 設定されたキーワー ド を使用し て、 OBJECT 型の変数に

割り当てる こ とができる参照を返し ます。

GetObjectByIndex nIndex が指定し たイ ンス ト ールまたはオブジ ェ ク ト のサブオブジ ェ ク ト を検索し、

設定されたキーワー ド を使用し て OBJECT 型の変数に割り当てられる リ フ ァ レン

スを返し ます。 

GetObjectCount オブジ ェ ク ト またはイ ンス ト ールに含まれるサブオブジ ェ ク ト の数を返し ます。

GetStatus オブジ ェ ク ト の現在のステータ ス (Status.Number の現在の値 ) を取得し ます。

IsObject OBJECT 型の変数に有効なオブジ ェ ク ト へのリ フ ァ レンスを割り当てられたかど う

かを、 CreateObject 関数または GetObject 関数を使用し て確認し ます。

SetStatus オブジ ェ ク ト  スク リ プ ト で呼び出され、 オブジ ェ ク ト の Status.Number や 

Status.Description プロパテ ィ を設定し ます。

SetStatusEx オブジ ェ ク ト  スク リ プ ト で呼び出され、 オブジ ェ ク ト のステータ ス プロパテ ィ を

設定し ます。

テーブル 24 • オブジ ェ ク ト 関数 ( 続き )

関数 説明
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パス関数はパス文字列のビルド と操作を支援し ます。 パス文字列を作成し たあと、 適切なフ ァ イルへ保存する こ

とができます。

レジス ト リ関数
次の関数を利用し てレジス ト リへアクセス し、 レジス ト リキーの読み取り、 作成、 そ し て削除を行って、 アン イ

ンス ト ール用のレジス ト リ関連パラ メ ーターを設定する こ とができます。

テーブル 25 • パスバッ フ ァー関数

関数 説明

PathAdd パスをパスバッ フ ァーの検索パスに追加し ます。

PathDelete パスバッ フ ァーからデ ィ レ ク ト リ を削除し ます。

PathFind パスバッ フ ァー内の特定パスや指定された名前を含むすべてのパ

スを検出し ます。

PathGet パスバッ フ ァーの現在の値を取得し ます。

PathMove パスバッ フ ァーを ソー ト し ます。

PathSet パスバッ フ ァーに値を割り当てます。

テーブル 26 • レジス ト リ関数

関数 説明

CreateInstallationInfo イ ンス ト ールするプログラムのアプ リ ケーシ ョ ン情報キーと アプ

リ ケーシ ョ ンご とのパスキーを作成し ます。

CreateRegistrySet [ リ ソース ] ペイ ンの [ レジス ト リ エン ト リ ] フ ォルダーで指定し

たレジス ト リ エン ト リの 1 つまたはすべてのセ ッ ト を作成し ます。

DeinstallSetReference この関数は現在使用されていません。

フ ァ イルがアン イ ンス ト ール中にロ ッ ク されているかど うかを確

認するには、nIsFlag パラ メ ーターに FILE_LOCKED 定数を使って Is 

関数を呼び出す、 および適切に応答するスク リ プ ト  コー ド を作成

し ます。

DeinstallStart この関数は現在使用されていません。

InstallationInfo この関数は現在使用されていません。 代わり に、

CreateInstallationInfo 関数を使用し て く だ さい。

MaintenanceStart <PRODUCT_GUID> レジス ト リキーを作成し てアン イ ンス ト ール機

能を有効にし ます。

RegDBConnectRegistry リ モー ト レジス ト リへの接続を開きます。
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RegDBCopyKeys szSourceKe が指定するキーの下にあるレジス ト リ キーおよび値を 

szTargetKey が指定するキーへコ ピーし ます。

RegDBCopyValues szSourceKe が指定するキーの下にあるレジス ト リ値を szTargetKey 

が指定するキーへコ ピーし ます。

RegDBCreateKeyEx レジス ト リ でキーを作成し ます。 ク ラスオブジ ェ ク ト をレジス ト

リキーと関連付ける こ と もできます ( 詳しい知識のあるユーザー

のみ )。

RegDBDeleteItem nItem の値に従ってアプ リ ケーシ ョ ンご とのパスキーまたはアプ リ

ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ール キーの下にある値を削除し ます。

RegDBDeleteKey レジス ト リから指定されたキーを削除し ます。

RegDBDeleteValue 指定されたレジス ト リキーから値を削除し ます。

RegDBDisConnectRegistry リ モー ト レジス ト リへの接続を終了し ます。

RegDBGetAppInfo アプ リ ケーシ ョ ン情報キーの下にある値を取得し ます。

RegDBGetDefaultRoot レジス ト リ関連の一般関数が利用するルー ト  キーを返し ます。

RegDBGetItem アプ リ ケーシ ョ ンご とのパスキーまたはアプ リ ケーシ ョ ンのアン

イ ンス ト ールキーにある値を読み出し ます。

RegDBGetKeyValueEx レジス ト リのキーから値を取得し ます。

RegDBGetUninstCmdLine szUninstallKey が指定し たアン イ ンス ト ール用の登録済みコマン ド

ラ イ ンを取得し、 svUninstCmdLine のコマン ド ラ イ ンを返し ます。

RegDBKeyExist レジス ト リキーの存在を確認し ます。

RegDBQueryKey キーを ク エ リ し て、 サブキーおよび値名を取得し ます。

RegDBQueryKeyCount サブキーの数または指定されたキーの下にある値を返し ます。

RegDBQueryStringMultiStringCount 指定されたキーの下にある特定の値によ って指定される複数文字

列値に含まれる文字列の数を返し ます。

RegDBSetAppInfo アプ リ ケーシ ョ ン情報キーの下に値を設定し ます。

RegDBSetDefaultRoot ルー ト キーを設定し ます。

RegDBSetItem アプ リ ケーシ ョ ンご とのパスキーまたはアプ リ ケーシ ョ ンのアン

イ ンス ト ールキーの下にある値を割り当てます。

テーブル 26 • レジス ト リ関数 ( 続き )

関数 説明
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サービス関数
次の関数を利用し てレジス ト リへアクセス し、 レジス ト リキーの読み取り、 作成、 そ し て削除を行って、 アン イ

ンス ト ール用のレジス ト リ関連パラ メ ーターを設定する こ とができます。

共有およびロ ッ ク フ ァ イル関数
共有フ ァ イルとい うのは、 複数のアプ リ ケーシ ョ ンで使用できる DLL、 .vbx、 ド ラ イバーなどのフ ァ イルです。

InstallShield はアン イ ンス ト ール中に共有フ ァ イルが削除されないよ う に保護し ます。

SHAREDFILE オプシ ョ ンを使った関数は、 すべてのフ ァ イルを共有フ ァ イルと し て処理するため、 関与するすべ

てのフ ァ イルのレジス ト リ参照カウン ト を増やし ます。 フ ァ イルがターゲッ ト デ ィ レ ク ト リ に存在し て、 0 よ り大

きい参照カウン ターを持つ場合、 InstallShield はレジス ト リ参照カウン ト を 1 増やし ます。 共有フ ァ イルがター

ゲッ ト デ ィ レ ク ト リ に存在せず、 参照カウン ターがない場合、 InstallShield はカウン ターを作成し て 1 に設定し ま

す。 共有フ ァ イルがターゲッ ト  デ ィ レ ク ト リ に存在するが、 参照カウン ターがない場合、 InstallShield はカウン

ターを作成し て、 アン イ ンス ト ール中に誤って削除されないよ う に、 これを 2 に初期化し ます。

RegDBSetKeyValueEx レジス ト リ エン ト リ を設定し ます。

SetInstallationInfo CreateInstallationInfo が使用する会社や製品情報を指定し ます。

SetObjectPermissions フ ァ イル、 フ ォルダー、 またはレジス ト リ キーのアクセス許可を

設定し ます。

テーブル 27 • サービス関数

関数 説明

ServiceAddService ターゲッ ト  システム上で登録されているサービスのリ ス ト にサー

ビスを追加し ます。

ServiceExistsService 指定されたサービスが登録されているかど うかを判別し ます。

ServiceGetServiceState 指定されたサービスの状態を取得し ます。

ServiceInitParams SERVICE_IS_PARAMS  システム変数のメ ンバーを次のデフ ォル ト 値

に初期化し ます。 この関数はセ ッ ト ア ッ プ初期化中に自動的に呼

び出されます。

ServiceRemoveService サービスを ターゲッ ト システムから削除し ます。

ServiceStartService サービスを開始し ます。 関数が呼び出されたと きにサービスが実

行中の場合、 イ ンス ト ールは停止し てサービスを再開始し ます。

ServiceStopService サービスを停止し ます。

テーブル 26 • レジス ト リ関数 ( 続き )

関数 説明
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共有フ ァ イルはロ ッ ク されている場合更新し てはいけません。 InstallShield フ ァ イル転送関数の一部は、 Windows 

またはシステムが再起動し た と きにフ ァ イル転送中にロ ッ ク されている .dll フ ァ イルと .exe フ ァ イルが記録およ

び更新できるよ う に、 SHAREDFILE オプシ ョ ンを使用し ます。

InstallShield では、 アプ リ ケーシ ョ ンまたはシステムによ ってフ ァ イルが使用されている場合、 フ ァ イルがロ ッ ク

されている と見な し ます。 ロ ッ ク されたフ ァ イルは必ずし も共有フ ァ イルではあり ません。

次の関数が共有フ ァ イルまたはロ ッ ク されたフ ァ イルを処理し ます。

テーブル 28 • 共有およびロ ッ ク フ ァ イル関数

関数 説明

Is フ ァ イルおよびパス チ ェ ッ ク サービスの提供、 数値演算コ プロ

セ ッサの検索、 管理者権限のテス ト 、 ターゲッ ト  システム上に特

定バージ ョ ンの .NET Framework または 言語パッ クが存在するかど

うかを判断、 および Microsoft Windows がネ ッ ト ワーク上の共有コ

ピーから実行し ているかど うかなどを判断し ます。

RebootDialog エン ド ユーザーが Windows の再起動やコ ンピ ューターの再起動を

選択できるダイアログを表示し ます。

SdFinishReboot イ ンス ト ールが完了し たこ と を知らせるダイアログを表示し て、

エン ド ユーザーが Windows の再起動やコ ンピ ューターの再起動を

選択できるよ う にし ます。

SetObjectPermissions フ ァ イル、 フ ォルダー、 またはレジス ト リ キーのアクセス許可を

設定し ます。

VerUpdateFile バージ ョ ン リ ソース情報を使用し てフ ァ イルをア ッ プデー ト し ま

す。 ロ ッ ク された .dll フ ァ イルと .exe フ ァ イルを更新し て、 関与

するすべてのフ ァ イルのレジス ト リ参照カウン ターを増分し ます。

XCopyFile フ ァ イルとサブデ ィ レ ク ト リ を ソースデ ィ レ ク ト リから ターゲッ

ト デ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます。 ロ ッ ク された共有フ ァ イルの処

理を結合し ます。 XCopyFile ではすべてのフ ァ イルが共有フ ァ イル

とみな され、 Windows またはシステムが再起動されたと きに、 更

新用のロ ッ ク された .dll および .exe フ ァ イルが記録されます。
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シ ェル関数
シ ェル関数は、 プログラムフ ォルダーの作成、 既存プログラムフ ォルダーの削除、 そ し て既存プログラムフ ォル

ダーへアイテムの追加を行います。 セ ッ ト ア ッ プの終わり に、 ユーザーがソ フ ト ウェ アへ素早 く アクセスできる

よ う、 アプ リ ケーシ ョ ンを適切なプログラムフ ォルダーへ追加し て下さい。 次の関数もまた様々なアイ コ ンオプ

シ ョ ンをサポー ト し ます。

テーブル 29 • シ ェル関数

関数 説明

AddFolderIcon シ ョ ー ト カ ッ ト またはプログラム フ ォルダーを [ ス ター ト ] メ

ニュー、 [ プログラム ] メ ニュー、 またはデスク ト ッ プに追加し ま

す。

SHELL_OBJECT_FOLDER はこの関数に優先し ます。

CreateProgramFolder プログラム フ ォルダーを作成し ます。

SHELL_OBJECT_FOLDER はこの関数に優先し ます。

CreateShortcut シ ョ ー ト カ ッ ト またはプログラム フ ォルダーを [ ス ター ト ] メ

ニュー、 [ プログラム ] メ ニュー、 またはデスク ト ッ プに追加し ま

す。

オプシ ョ ンで、 シ ョ ー ト カ ッ ト の Windows シ ェル プロパテ ィ を設

定し て、 シ ョ ー ト カ ッ ト を [ ス ター ト ] メ ニューにピン留めできる

機能を無効化するなどの動作を構成し ます。

CreateShortcutFolder プログラム フ ォルダーを作成し ます。

DeleteFolderIcon シ ョ ー ト カ ッ ト を フ ォルダーから削除し ます。

DeleteShortcut はこの関数に優先し ます。

DeleteProgramFolder シ ョ ー ト カ ッ ト  フ ォルダー ( つま り [ ス ター ト ] メ ニューの [ プロ

グラム ] フ ォルダーのサブ フ ォルダー ) と、 すべてのシ ョ ー ト カ ッ

ト やシ ョ ー ト カ ッ ト  フ ォルダーのすべてのサブ フ ォルダー、 およ

び内容を含むそのフ ォルダーの内容を削除し ます。

DeleteShortcutFolder はこの関数に優先し ます。

DeleteShortcut シ ョ ー ト カ ッ ト を フ ォルダーから削除し ます。

DeleteShortcutFolder シ ョ ー ト カ ッ ト  フ ォルダー ( つま り [ ス ター ト ] メ ニューの [ プロ

グラム ] フ ォルダーのサブ フ ォルダー ) と、 すべてのシ ョ ー ト カ ッ

ト やシ ョ ー ト カ ッ ト  フ ォルダーのすべてのサブ フ ォルダー、 およ

び内容を含むそのフ ォルダーの内容を削除し ます。

GetFolderNameList 指定されたフ ォルダー中のすべてのサブフ ォルダー名と シ ョ ー ト

カ ッ ト を取得し ます。

GetShortcutInfo 指定し たシ ョ ー ト カ ッ ト またはサブフ ォルダーの情報を返し ます。
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レジス ト リ関連の特殊関数
レジス ト リ関連の特殊関数は、 スク リ プ ト の作成者が 低必要なレジス ト リキー及び値の設定をよ り簡単に行え

るよ う にするために作られま し た。 レジス ト リ関連の特殊関数は、 以下に示すアプ リ ケーシ ョ ンご とのパスキー、

アプ リ ケーシ ョ ンのアン イ ンス ト ールキー、 またはアプ リ ケーシ ョ ン情報キーを使ってのみ機能し ます。 詳細に

ついては、 それぞれの関数の説明を参照し て く だ さい。

アプ リ ケーシ ョ ンご とのパスキー

<root key>\Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\App Paths\<per application paths key>

ProgDefGroupType システム変数 ALLUSERS の値を設定し ます。

QueryProgItem 指定し たシ ョ ー ト カ ッ ト またはサブフ ォルダーの情報を返し ます。

GetShortcutInfo はこの関数に優先し ます。

QueryShellMgr 現在のシ ェルマネージャーの名前を返し ます。

ReplaceFolderIcon 指定されたフ ォルダーのシ ョ ー ト カ ッ ト を置き換えます。

ReplaceShortcut はこの関数に優先し ます。

ReplaceShortcut 指定されたフ ォルダーのシ ョ ー ト カ ッ ト を置き換えます。

SelectFolder エン ド ユーザーがプログラム フ ォルダーのリ ス ト から フ ォルダー

を選択できるダイアログを表示し ます。

SetShortcutProperty イ ンス ト ール実行時に Windows シ ェルによる設定が必要な 1 つ以

上のシ ョ ー ト カ ッ ト  プロパテ ィ 設定し ます。

ShowProgramFolder 指定し たプログラムフ ォルダーを表示し ます。

テーブル 29 • シ ェル関数 ( 続き )

関数 説明
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関数
このキーは、 アプ リ ケーシ ョ ンご とのパスキー、 または App Paths キーと し て参照されます。 アプ リ ケーシ ョ ン

ご とのパスキーはパス情報を保管し、 これによ って Windows はアプ リ ケーシ ョ ンの実行可能フ ァ イルを見つける

こ とができます。 ALLUSERS システム変数が FALSE の場合、 または ProgDefGroupType(PERSONAL) を呼び出し た

場合のルー ト キーは HKEY_CURRENT_USER で、 その他の場合は HKEY_LOCAL_MACHINE です。

アプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ール キー

< ルー ト  キー >\Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Uninstall\<INSTANCE_GUID>

このキーは、 アプ リ ケーシ ョ ンのアン イ ンス ト ールキーと し て参照されます。 アプ リ ケーシ ョ ンのアン イ ンス

ト ールキーは、 アン イ ンス ト ール機能を可能にする情報を保管し ます。 ALLUSERS システム変数が FALSE の場

合、 または ProgDefGroupType(PERSONAL) を呼び出し た場合のルー ト キーは HKEY_CURRENT_USER で、 その他の

場合は HKEY_LOCAL_MACHINE です。

テーブル 30 • アプ リ ケーシ ョ ンご とのパスキー

関数 説明

CreateInstallationInfo アプ リ ケーシ ョ ン実行可能フ ァ イルの名前を使用し て、 アプ リ

ケーシ ョ ンご とのパスキーの作成に備えます。 キーは、

RegDBSetItem が呼び出されるまで作成されません ( 以下を参照 )。

イベン ト 指向のスク リ プ ト を使用する と、 デフ ォル ト の 

OnMoveData イベン ト  ハン ド ラーコー ド によ って 

CreateInstallationInfo 関数が呼び出されます。

RegDBDeleteItem アプ リ ケーシ ョ ンご とにパス キーと、 このキーの下にある [Path] 

または [DefaultPath] の値を削除し ます。

RegDBGetItem アプ リ ケーシ ョ ンご とのパスキーの下にある [Path] の値、 または 

[DefaultPath] の値を取出し ます。

RegDBSetItem アプ リ ケーシ ョ ンご とにパスキーを作成し、 [Path] の値または 

[DefaultPath] の値を このキーの下に設定し ます。

テーブル 31 • アプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ール キー

関数 説明

MaintenanceStart アプ リ ケーシ ョ ンのアン イ ンス ト ールキーを作成し、 

[UninstallString]、 [DisplayName] ([ プログラムの追加と削除 ] で表示

される名前 )、 および [LogFile] 値を このキーの下に設定し ます。

( イベン ト ベースのスク リ プ ト では、 MaintenanceStart がデフ ォル

ト  OnMoveData イベン ト  ハン ド ラーコー ド で呼び出されます。

RegDBDeleteItem アプ リ ケーシ ョ ンのアン イ ンス ト ール キーの下にある 

[DisplayName] ([ プログラムの追加と削除 ] に表示される名前 ) の

値を削除し ます。

RegDBGetItem アプ リ ケーシ ョ ンのアン イ ンス ト ールキーの下の [DisplayName] の

値を取出し ます。
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関数
アプ リ ケーシ ョ ン情報キー

< ルー ト  キー >\Software\< 会社キー >\< 製品キー >\< バージ ョ ン キー >

このキーは、 アプ リ ケーシ ョ ン情報キーと し て参照されます。 イ ンス ト ールは、 アプ リ ケーシ ョ ン情報キーを イ

ンス ト ールする各アプ リ ケーシ ョ ンに作成する必要があ り ます。 アプ リ ケーシ ョ ン情報キーは、 アプ リ ケーシ ョ

ンに関する情報を保管し ます。 ALLUSERS システム変数が FALSE の場合、 または ProgDefGroupType(PERSONAL) 

を呼び出し た場合のルー ト キーは HKEY_CURRENT_USER で、 その他の場合は HKEY_LOCAL_MACHINE です。

SQL 関数
SQL 関数を使用し て、 カ タ ログへの接続、 SQL 関連のダイアログの作成、 および SQL ラ ン タ イム エラーの取得

などのタ スクの実行する こ とができます。

RegDBSetItem [DisplayName] ([ プログラムの追加と削除 ] に表示される名前 ) の

値をアプ リ ケーシ ョ ンのアン イ ンス ト ールキーの下に設定し ます。

この値は、 MaintenanceStart ( イベン ト ベースのスク リ プ ト を使用

する と、 MaintenanceStart はデフ ォル ト の OnMoveData イベン ト  

ハン ド ラーコー ド内で呼び出されます ) によ っても設定されます。

テーブル 32 • アプ リ ケーシ ョ ン情報キー

関数 説明

CreateInstallationInfo 会社名、 製品名、 製品バージ ョ ン番号を使ってアプ リ ケーシ ョ ン

情報キーを作成し ます。 RegDBSetAppInfo 関数 ( 以下を参照 ) を呼

び出すまで、 このキーの下に値は設定されません。

イベン ト 指向のスク リ プ ト を使用する と、 デフ ォル ト の 

OnMoveData イベン ト  ハン ド ラーコー ド によ って 

CreateInstallationInfo 関数が呼び出されます。

RegDBGetAppInfo アプ リ ケーシ ョ ン情報キーの下にある値を取得し ます。

RegDBSetAppInfo アプ リ ケーシ ョ ン情報キーの下に値を設定し ます。

テーブル 31 • アプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ール キー ( 続き )

関数 説明
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関数
ヒ ン ト • SQL サポー ト と SQL 関連の InstallScript 関数については、 「InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

で SQL ラ ン タ イム関数を使用する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 33 • SQL 関数

関数
プロジ ェ ク ト
の種類 説明

SQLBrowse InstallScript、

InstallScript 

MSI

ユーザーがネ ッ ト ワーク上で提供されているすべて

の SQL Server のリ ス ト を表示する こ とができるダイ

アログを作成し ます。

SQLBrowse2 はこの関数に優先し ます。

SQLBrowse2 InstallScript、

InstallScript 

MSI

エン ド ユーザーが、 接続に指定されたデータベース 

テ ク ノ ロジ用にネ ッ ト ワーク上で提供されているす

べてのデータベース サーバーのリ ス ト を表示できる

よ う にするダイアログを作成し ます。

SQLDatabaseBrowse InstallScript、

InstallScript 

MSI

エン ド ユーザーが、 指定されたデータベース サー

バー上で使用できるすべてのデータベース カ タ ログ

を一覧表示する こ とができるダイアログを作成し ま

す。 この関数は SQLRTGetDatabases を呼び出し て、

InstallScript プロジ ェ ク ト の場合は SQLRT.dll を、

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合は ISSQLSRV.dll 

を使用し ます。

SQLRTComponentInstall InstallScript スク リ プ ト がイ ンス ト ール時に実行されるよ う にス

ケジュールされている場合、 指定されたコ ンポーネ

ン ト に関連付けられている SQL スク リ プ ト を実行し

ます。

SQLRTComponentUninstall InstallScript スク リ プ ト がアン イ ンス ト ールル時に実行されるよ

う にスケジュールされている場合、 指定されたコ ン

ポーネン ト に関連付けられている SQL スク リ プ ト を

実行し ます。

SQLRTConnect InstallScript 指定された認証情報を使用し て接続を確立し ます。

SQLRTConnect2 はこの関数に優先し ます。

SQLRTConnect2 InstallScript 接続を確立し ます。 イ ンス ト ール中にスク リ プ ト を

実行するために接続が利用される場合、 この関数を

フ ァ イル転送の前に呼び出す必要があ り ます。

SQLRTConnect2 は、 接続の確立に失敗し た場合、

データベース サーバー名を戻し ます。 この関数は 

SQLRT.dll を使用するため、 SQLRTInitialize2 が呼び

出されたあと でのみ、 呼び出すこ とができます。

SQLRTConnectDB InstallScript 特定のカ タ ログへの接続を確立し ます。
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SQLRTDoRollbackAll InstallScript ロールバッ ク中に実行されるよ う にスケジュールさ

れた SQL スク リ プ ト をすべて実行し ます。

SQLRTGetBatchList InstallScript SQLGetBatchList 関数は、 バッ チ モー ドが有効に

なっている と き実行が必要な SQL スク リ プ ト に関連

付けられている コ ンポーネン ト の一覧を返し ます。

バッ チ モー ド に関する詳細については、 「接続に関

連付けられている複数 SQL スク リ プ ト の実行順序を

指定する」 をご覧 く ださい。

SQLRTGetBatchMode InstallScript バッ チ モー ドが有効か無効かを返し ます。

SQLRTGetBrowseOption InstallScript SQL Server の参照コ ンボ ボ ッ クス と リ ス ト  ボ ッ ク

ス コ ン ト ロールの参照オプシ ョ ンの現在の値を返し

ます。 これらでは、 ローカル サーバー、 リ モー ト  

サーバー、 サーバー エイ リ アス、 およびこれらの

サーバーの組み合わせを表示できます。

SQLRTGetComponentScriptError InstallScript コ ンポーネン ト に関連付けられている SQL スク リ プ

ト の実行中に発生し た 後のエラーを取得し ます。

SQLRTGetComponentScriptError2 はこの関数に優先

し ます。

SQLRTGetComponentScriptError2 InstallScript コ ンポーネン ト に関連付けられている SQL スク リ プ

ト の実行中に発生し た 後のエラーを取得し ます。

この関数では、 SQLRTGetComponentScriptError 関数

で使用できないパラ メ ーター がい く つか使用できま

す (szScriptName、 szTechnology、 szServer および 

szDB)。

SQLRTGetConnectionAuthentication InstallScript、

InstallScript 

MSI

デフ ォル ト の SQL Server 接続認証タ イプを取得し ま

す。

SQLRTGetConnectionInfo InstallScript、

InstallScript 

MSI

接続情報 ( デフ ォル ト  サーバー、 データベース、 デ

フ ォル ト  ユーザー名、 デフ ォル ト  パスワー ド ) が含

まれた文字列を取得し ます。

SQLRTGetConnections InstallScript、

InstallScript 

MSI

設定フ ァ イルに存在する接続の文字列リ ス ト を取得

し ます。

テーブル 33 • SQL 関数 ( 続き )

関数
プロジ ェ ク ト
の種類 説明
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関数
SQLRTGetDatabases InstallScript、

InstallScript 

MSI

指定されたデータベース サーバーで提供されている

データベース カ タ ログのリ ス ト を返し ます。

SQLRTGetErrorMessage InstallScript 接続を開いている と きに、 SQL ラ ン タ イムで 後に

発生し たエラーについての説明を返し ます。

SQLRTGetLastError InstallScript SQL ラ ン タ イムで 後に発生し たエラーのテキス ト

を返し ます。

SQLRTGetLastError2 はこの関数に優先し ます。

SQLRTGetLastError2 InstallScript SQL ラ ン タ イムで 後に発生し たエラーについて詳

細な情報を返し、 適切な SQL エラー メ ッ セージを

ロー ド し ます。

SQLRTGetScriptErrorMessage InstallScript SQL スク リ プ ト が実行し ている と きに、 SQL ラ ン タ

イムで 後に発生し たエラーについての説明を返し

ます。

SQLRTGetServers InstallScript、

InstallScript 

MSI

イ ンス ト ールに含まれているすべてのデータベース 

テ ク ノ ロジについて、 ネ ッ ト ワークで提供されてい

るデータベース サーバーのリ ス ト を返し ます。

SQLRTGetServers2 はこの関数に優先し ます。

SQLRTGetServers2 InstallScript、

InstallScript 

MSI

接続に指定されたデータベース テ ク ノ ロジ用のデー

タベース サーバーのリ ス ト を返し ます。

szConnection が空のと き、 この関数は 

SQLRTGetServers のよ う に動作し ます。

SQLRTInitialize InstallScript SQLRT.dll をロー ド し、 設定フ ァ イルを使用し てこれ

を初期化し ます。 SQLRT の中で呼び出される 初の

関数である必要があ り ます。

SQLRTInitialize2 はこの関数に優先し ます。

SQLRTInitialize2 InstallScript、

InstallScript 

MSI

InstallScript プロジ ェ ク ト では SQLRT.dll フ ァ イルを

ロー ド し、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では 

ISSQLSRV.dll フ ァ イルをロー ド し ます。 また、 この

関数は設定フ ァ イルを使用し て、 .dll フ ァ イルを初期

化し ます。

この関数は、 SQLRT または ISSQLSRV で呼び出され

る 初の関数と し て指定する必要があ り ます。

テーブル 33 • SQL 関数 ( 続き )

関数
プロジ ェ ク ト
の種類 説明
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SQLRTPutConnectionAuthentication InstallScript、

InstallScript 

MSI

デフ ォル ト の SQL Server 接続認証タ イプを設定し ま

す。

SQLRTPutConnectionInfo InstallScript、

InstallScript 

MSI

接続情報 ( デフ ォル ト  サーバー、 デフ ォル ト  ユー

ザー名、 デフ ォル ト  パスワー ド ) を設定し て、 今後

使用できるよ う にし ます。 これは、 [ 戻る ] ボタ ンの

使用などユーザーが以前に何を入力し たかを思い出

す必要がある場合に便利です。

SQLRTPutConnectionInfo2 はこの関数に優先し ます。

SQLRTPutConnectionInfo2 InstallScript、

InstallScript 

MSI

接続情報 ( デフ ォル ト  サーバー、 デフ ォル ト  データ

ベース カ タ ログ、 デフ ォル ト  ユーザー名、 およびデ

フ ォル ト  パスワー ド ) を設定し て、 将来使用できる

よ う にし ます。 これは、 [ 戻る ] ボタ ンのよ う に、 エ

ン ド ユーザーが以前に入力し た情報を再び再現する

必要がある場合に便利です。

SQLRTServerValidate InstallScript 

MSI

イ ンス ト ールで指定された接続をテス ト し ます。

SQLRTSetBrowseOption InstallScript SQL Server の参照コ ンボ ボ ッ クス と リ ス ト  ボ ッ ク

ス コ ン ト ロールで、 ローカル サーバー、 リ モー ト  

サーバー、 サーバーのエイ リ アス、 またはこれらの

サーバーの組み合わせを表示するかど うかを指定で

きます。

SQLRTTestConnection InstallScript 

MSI

指定された認証情報を使ってイ ンス ト ールで指定さ

れた接続をすべてテス ト し ます。

SQLRTTestConnection2 はこの関数に優先し ます。

SQLRTTestConnection2 InstallScript 

MSI

接続を確立し ます。

SQLServerLogin InstallScript、

InstallScript 

MSI

SQL ログイ ン情報を指定するスク リ プ ト で使われる

ダイアログを作成し ます。 情報には、 ログイ ン ID と

パスワー ドが含まれます。

SQLServerSelect InstallScript、

InstallScript 

MSI

ターゲッ ト にするサーバーを指定するダイアログを

作成し ます。

テーブル 33 • SQL 関数 ( 続き )

関数
プロジ ェ ク ト
の種類 説明
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SQLServerSelectLogin InstallScript、

InstallScript 

MSI

ターゲッ ト されたエン ド ユーザーが、 現在の接続に

使用する SQL Server および使用するログイ ンの資格

情報を指定できるログイ ン ダイアログを作成し ま

す。 ダイアログでは、 DSN を通し てアクセス された 

SQL Server のリ ス ト を含むコ ンボ ボ ッ クスが表示さ

れます。 エン ド ユーザーは、 このコ ンボ ボ ッ クスで

サーバー名を入力する こ と もできますし、 コ ンボ 

ボ ッ クスの隣にある [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ クする

こ と もできます。 このボタ ンを ク リ ッ クする と、 イ

ン ターネ ッ ト で提供されている SQL Servers がすべ

て表示されます。

SQLServerSelectLogin2 はこの関数に優先し ます。

SQLServerSelectLogin2 InstallScript、

InstallScript 

MSI

デフ ォル ト  スク リ プ ト で使用されるログイ ン ダイア

ログを作成し ます。 このダイアログで、 ターゲッ ト

されたエン ド ユーザーは、 現在の接続に使用する 

SQL Server と使用するログイ ンの認証情報を指定で

きます。 ダイアログでは、 DSN を通し てアクセス さ

れた SQL Server のリ ス ト を含むコ ンボ ボ ッ クスが

表示されます。 エン ド ユーザーは、 このコ ンボ ボ ッ

クスでサーバー名を入力する こ と もできますし、 [

サーバー名 ] コ ンボ ボ ッ クスの隣にある [ 参照 ] ボ

タ ンを ク リ ッ クする こ と もできます。 このボタ ンを

ク リ ッ クする と、 イ ン ターネ ッ ト で提供されている 

SQL Servers がすべて表示されます。

オプシ ョ ンで、 この関数は、 接続情報に関連付けら

れた接続名も表示し ます。 またオプシ ョ ンで、 エン

ド ユーザーは現在の接続にどのデータベース カ タ ロ

グを使用するのかを指定する こ とができます。

テーブル 33 • SQL 関数 ( 続き )

関数
プロジ ェ ク ト
の種類 説明
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関数
文字列関数
文字列関数は、 文字列変数と リ テ ラルを操作する能力を提供し ます。 文字列関数は C 言語標準関数と同様に動作

し ます。 戻り値もまた C  言語の規則に従います。

SQLServerSelectLoginEx InstallScript、

InstallScript 

MSI

デフ ォル ト  スク リ プ ト で使用されるログイ ン ダイア

ログを作成し ます。 このダイアログで、 ターゲッ ト

されたエン ド ユーザーは、 現在の接続に使用する 

SQL Server と使用するログイ ンの認証情報を指定で

きます。 ダイアログでは、 DSN を通し てアクセス さ

れた SQL Server のリ ス ト を含むコ ンボ ボ ッ クスが

表示されます。 エン ド ユーザーは、 このコ ンボ ボ ッ

クスでサーバー名を入力する こ と もできますし、 [

サーバー名 ] コ ンボ ボ ッ クスの隣にある [ 参照 ] ボ

タ ンを ク リ ッ クする こ と もできます。 このボタ ンを

ク リ ッ クする と、 イ ン ターネ ッ ト で提供されている 

SQL Servers がすべて表示されます。

この関数は、 接続情報に関連付けられた接続名も表

示し ます。

SQLServerSelectLogin2 はこの関数に優先し ます。

テーブル 34 • 文字列関数

関数 説明

CopyBytes ある文字列から別の文字列へ、 指定し たバイ ト 数を コ ピーし ます。

GetCArrayFromISArray 指定された配列の実際のデータ をポイ ン ト するポイ ン ター配列へ

のポイ ン ターを返し ます。 この関数は、 追加メ モ リ を割り当てま

せんが、 既存の配列にあるデータにポイ ン ターを返し ます。

GetCHARArrayFromISStringArray 指定された配列に含まれる幅広い文字列に対応する ANSI 文字列へ

のポイ ン ター配列へポイ ン ターを返し ます。

GetDir パスや完全修飾フ ァ イル名から イ ンス ト ール先ド ラ イブを削除し

ます。

GetDisk パスや完全修飾フ ァ イル名からデ ィ スク ド ラ イブのイ ンス ト ール

先を取得し ます。

NumToStr 数値を文字列に変換し ます。

ParsePath パスから ド ラ イブ、 パス、 フ ァ イル名、 または拡張子を取得し ま

す。

テーブル 33 • SQL 関数 ( 続き )

関数
プロジ ェ ク ト
の種類 説明
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関数
StrAddLastSlash パス指定の末尾に円記号がない場合、 それを追加し ます。

StrCompare ある文字列を別の文字列と比較し ます。

StrConvertSizeUnit 指定された InstallScript サイズ単位定数の適切な表示文字列を返し

ます。

StrFind 文字列を、 別の文字列から探し ます。

StrFindEx パラ メ ーター szFindMe で渡された文字列がパラ メ ーター szString 

で渡された文字列内で検出されたかど うかを判断し ます。 関数は 

nStart が指定し た場所で検索を開始し ます。

StrGetTokens 指定し た区切り文字に基づいて文字列から ト ーク ンを取得し ます。

StrLength StrLengthChars と同様に、 指定の文字列変数で 初のヌル文字ま

での文字数 ( つま り、 UTF-16 エン コー ド文字列のコー ド ユニ ッ ト

数 ) を返し ます。

StrLengthChars StrLength と同様に、 指定の文字列変数で 初のヌル文字までの文

字数 ( つま り、 UTF-16 エン コー ド文字列のコー ド ユニ ッ ト 数 ) を

返し ます。

StrPutTokens 指定された文字列リ ス ト から リ ス ト  アイテムを抽出し て、 それを 

svString で指定された文字列に配置し ます。

StrRemoveLastSlash パス文字列の 後の円記号を削除し ます。

StrReplace nStart が指定し た場所から svResult を検索し、 見つかった szFind 

のイ ンス タ ンスすべてを szReplace で置換し ます。

StrSub 文字列のサブ文字列を返し ます。

STRTOCHAR 文字列の 初の文字を CHAR 型のデータ と し て返し ます。

StrToLower 文字列のすべての英文字を小文字に変換し ます。

StrToNum 文字列を数値に変換し ます。

StrToNumHex 文字列を数値に、 例えば 0x1A を 26 に変換し ます。

StrToUpper 文字列のすべての英文字を大文字に変換し ます。

StrTrim 文字列から先頭と行末の空白およびタ ブを削除し ます。

テーブル 34 • 文字列関数 ( 続き )

関数 説明
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関数
スイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ドバンス ト  UI の対
話関数

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

メ モ • これらすべての関数は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに InstallScript 

パッ ケージ と し て含める可能性がある InstallScript イ ンス ト ールに使用できます。 詳しい情報は、 「InstallScript 

パッ ケージをア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する」 をご覧 く だ さい。

さ らに、 FeatureConfigureFeaturesFromSuite 　 および SuiteReportError を除 く 、 これらすべての関数は、 スイー ト /

ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれている InstallScript アクシ ョ ンで使用できます。 詳細については、 「スイー

ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれる InstallScript コー ド を実行するアクシ ョ ンでの作業について」 を参

照し て く ださい。

FeatureConfigureFeaturesFromSuite は、 次のシナ リ オでも使用できますが、 その他のア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI の関数では、 エラーが返されます。

• 関数が、 直接起動された （つま り、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールから起

動されなかった） InstallScript イ ンス ト ールで呼び出された と き。

• 関数が、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに実行可能パッ ケージ と し て含め

られている InstallScript イ ンス ト ールで呼び出された と き。

InstallScript には、 InstallScript パッ ケージを含むア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール

と対話するための次の関数が含まれています。 これらの関数 (FeatureConfigureFeaturesFromSuite を除 く ) を使っ

て、 InstallScript アクシ ョ ンを通し て実行中のスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールと対話する こ とができま

す。

テーブル 35 • スイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ドバンス ト  UI の対話関数

関数 説明

FeatureConfigureFeaturesFrom

Suite

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ  ISFeatureInstall 

と ISFeatureRemove の値に基づいて、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ド

バンス ト  UI イ ンス ト ールで実行中の InstallScript パッ ケージに対し て機能を設

定し ます。 関数は、 OnSuiteInstallBefore event ([ イ ンス ト ール ] 操作の場合 ) と 

OnSuiteMaintBefore event ([ 変更 ] 操作の場合 ) のデフ ォル ト  コー ド によ って呼

び出されます。

SuiteFormatString 文字列内のア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ を、

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールからの値で解

決し ます。

SuiteGetProperty ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールからア ドバン

ス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の値を取得し ます。
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関数
テキス ト 置換

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

テキス ト 置換は、 文字列を別の文字列に関連付けて ( 例、 "<MYTEXTSUB>" を 「テキス ト サブ値」 に関連付ける ) 、

他の文字列内で前の文字列を後の文字列に置換し ます ( 例、 「この文字列は <MYTEXTSUB> のテキス ト 置換をデモ

ンス ト レーシ ョ ン し ます」 を 「この文字列は 『テキス ト サブ値』 のテキス ト 置換をデモンス ト レーシ ョ ン し ます」

に変更する )。 テキス ト 置換の関連付けは、 メ イ ン イ ンス ト ールと含まれているすべてのオブジ ェ ク ト のスク リ

プ ト に適用する こ と ( グローバル ) も、 発生するスク リ プ ト  フ ァ イル、 #include プ リ プロセ ッサ命令を使ってその

スク リ プ ト に含まれているスク リ プ ト  フ ァ イル、 およびスク リ プ ト が含まれるすべてのスク リ プ ト  フ ァ イルに適

用する こ と ( ローカル ) もできます。 オブジ ェ ク ト  スク リ プ ト で定義するローカル テキス ト 置換の関連付けは、

メ イ ン イ ンス ト ールやイ ンス ト ールに含まれるその他のオブジ ェ ク ト ではな く そのオブジ ェ ク ト だけに適用され

ます。 メ イ ン イ ンス ト ール スク リ プ ト で定義するローカル テキス ト 置換の関連付けは、 イ ンス ト ールに含まれ

るオブジ ェ ク ト ではな く メ イ ン イ ンス ト ールにのみ適用されます。

テキス ト 置換の関連付けは、 別のテキス ト 置換の関連付けに埋め込むこ とができます。 例えば、

"<MYTEXTSUB1>" を "My Text Sub 1 Value" に、 "<MYTEXTSUB2>" を "Text Sub <MYTEXTSUB1> Embedded" にと

い う よ う に関連付ける こ とができます。

InstallScript はテキス ト 置換の使用用に次の関数を含めます。

SuiteLogInfo ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで実行中の 

InstallScript パッ ケージまたはアクシ ョ ンについての情報を、 ア ド バンス ト  UI 

またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI デバッ グ ログに記録し ます。

SuiteReportError ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI のユーザー イ ン ターフ ェ イ

スで、InstallScript パッ ケージの実行中に発生し たエラーを通知する メ ッ セージ 

ボ ッ クスを表示し ます。

SuiteResolveString ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI の文字列 ID を、 ア ド バン

ス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで実行中の InstallScript 

パッ ケージまたはアクシ ョ ン内の対応する文字列値で置き換えます。

SuiteSetProperty ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのア ドバンス

ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の値を設定し ます。

テーブル 36 • テキス ト 置換関数

関数 説明

TextSubGetValue 指定し た文字列に関連付けられたテキス ト 置換文字列を取り出し ます。

TextSubParseTextSub 指定し た文字列で 初のテキス ト 置換を見つけます。

TextSubSetValue 指定し た文字列間でテキス ト 置換の関連付けを作成し ます。

テーブル 35 • スイー ト / ア ドバンス ト  UI およびア ドバンス ト  UI の対話関数 ( 続き )

関数 説明
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関数
アン イ ンス ト ール関数
次の関数は、 イ ンス ト ール済みのアプ リ ケーシ ョ ンのアン イ ンス ト ール及び / またはメ ンテナンスセ ッ ト ア ッ プ

に必要なサービスを実行し ます。

ユーザー イ ン ターフ ェ イス関数
ユーザーイ ン ターフ ェ イスを関数を使用し て、 特定のエラー メ ッ セージや、 エラー メ ッ セージボ ッ クスのタ イ ト

ルを カス タ マイズできます。 ただ し、 セ ッ ト ア ッ プの開発時に発生する こ とがある内部エラー メ ッ セージの中に

は、 ユーザーイ ン ターフ ェ イス関数で変更できないものがあり ます。

TextSubSubstitute 指定し た文字列変数でテキス ト 置換を実行し ます。

テーブル 37 • アン イ ンス ト ール関数

関数 説明

FeatureGetTotalCost 指定された機能のイ ンス ト ールと アン イ ンス ト ールに必要な総容

量を判断し ます。

FeatureTransferData 指定された機能のイ ンス ト ールやアン イ ンス ト ールを実行し ます。

InstallationInfo 会社名、 製品名、 および製品のバージ ョ ン番号に基づ く レジス ト

リキーを作成し ます。

RegDBGetItem アプ リ ケーシ ョ ンご とのパスキーまたはアプ リ ケーシ ョ ン アン イ

ンス ト ール キーにある値を取得し ます。

RegDBSetItem アプ リ ケーシ ョ ンご とのパスキーまたはアプ リ ケーシ ョ ンのアン

イ ンス ト ールキーの下にある値を割り当てます。

テーブル 38 • ビジュアルイ ン ターフ ェ イス関数

関数 説明

Disable ユーザーイ ン ターフ ェ イス オブジ ェ ク ト の表示を無効にし ます。

Enable ユーザーイ ン ターフ ェ イス オブジ ェ ク ト の表示を有効にし ます。

FindWindow ハン ドルをウ ィ ン ド ウへ読み出し ます。

PlaceBitmap イ ンス ト ール ウ ィ ン ド ウに画像を挿入し ます。

PlaceWindow ユーザーイ ン ターフ ェ イスオブジ ェ ク ト の位置を設定し ます。

テーブル 36 • テキス ト 置換関数 ( 続き )

関数 説明
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関数
バージ ョ ンチ ェ ッ ク関数
次の関数を使って、 Windows ベースのシステムに存在するバージ ョ ン情報にアクセスが可能です。 関数を利用す

るためには、 バージ ョ ン リ ソースについての背景知識が必要です。 Microsoft Windows ド キュ メ ン ト を参照し、

バージ ョ ン リ ソースについてよ り理解を深めて く だ さい。

PlayMMedia Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル (.swf)、 AVI フ ァ イル、 ま

たはサウン ド フ ァ イル (MIDI または WAVE) を再生し ます。

RGB 指定されたレ ッ ド、 グ リーン、 ブルーの値に基づいてカス タムカ

ラー値を返し ます。

SetColor 様々なユーザーイ ン ターフ ェ イスアイテムの色を変更し ます。

SetDialogTitle カス タム ダイアログのタ イ ト ルを作成し ます。

SetDisplayEffect ビ ッ ト マ ッ プ と メ タ フ ァ イルの画像の表示効果を設定し ます。

SetErrorMsg デ ィ スク エラーが発生し た と き、 この関数は EnterDiskError 関数

によ って表示される対応エラー メ ッ セージを設定し ます。

SetErrorTitle デ ィ スク エラーが発生し た と き、 この関数は EnterDiskError 関数

によ って表示されるエラー メ ッ セージのタ イ ト ルバーを設定し ま

す。

SetFont フ ォ ン ト の種類と ス タ イルを設定し ます。

SetStatusWindow ステータ スウ ィ ン ド ウのテキス ト を設定し、 進行状況イ ンジケー

ターに表示する完了パーセンテージの初期値を設定し ます。

SetTitle メ イ ンウ ィ ン ド ウのタ イ ト ルのテキス ト と色を設定し ます。

SizeWindow ほとんどのユーザーイ ン ターフ ェ イスオブジ ェ ク ト の大き さ を指

定し ます。

StatusUpdate 次のフ ァ イル転送操作後に進行状況イ ンジケーターに表示する完

了パーセン ト を設定し ます。

テーブル 39 • バージ ョ ンチ ェ ッ ク関数

関数 説明

VerCompare バージ ョ ン情報を含む 2 つの文字列を比較し ます。

VerFindFileVersion 指定されたフ ァ イルを検索し て、 フ ァ イルのバージ ョ ン と場所を

取得し ます。

テーブル 38 • ビジュアルイ ン ターフ ェ イス関数 ( 続き )

関数 説明
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関数
Windows Installer 関数
Windows Installer 関数または API は、 Windows Installer エンジンによ ってエクスポー ト される関数です。 これらの

関数を使用する と、 クエ リ を送った り、 実行中のイ ンス ト ーラーのテーブルを一時的に操作する こ とができます。

一時レ コー ド を実行中のデータベースに追加する主な用法と し て、 ユーザー イ ン ターフ ェ イス要素に実行時まで

使用できないデータ を自動入力する方法があ り ます。 た と えば Windows InstallerAPI を使用し て、 マ ッ プ された

ネ ッ ト ワーク ド ラ イブ、 ユーザー アカウン ト 、 デ ィ レ ク ト リ名、 またその他にイ ンス ト ーラーが特定のターゲッ

ト  システムで実行された場合にのみ使用可能になるデータ をダイアログの ListBox 制御に自動入力する こ とがで

きます。

Windows Installer 関数の詳細については、 Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リ を参照し て く だ さい。

VerGetFileLanguages 指定されたフ ァ イルがサポー ト する言語のリ ス ト を取得し ます。

VerGetFileVersion 指定されたフ ァ イルのバージ ョ ンを読み出し ます。

VerProductCompareVersions 製品バージ ョ ンを比較し ます。

VerProductGetInstalledVersion アプ リ ケーシ ョ ン アン イ ンス ト ール レジス ト リキーの Version 値

がパッ ク された DWORD の場合、 そのデータに対応する文字列を

返し ます。

VerProductIsVersionSupported バージ ョ ン文字列がサポー ト されているバージ ョ ンかど うかを

チ ェ ッ ク し ます。

VerProductNumToStr 指定のパッ ク された DWORD バージ ョ ンの文字列を返し ます。

VerProductStrToNum 指定の文字列のパッ ク された DWORD バージ ョ ンを返し ます。

VerProductVerFromVerParts nVersionMajor、 nVersionMinor、 および nVersionBuild が指定し た

バージ ョ ン部分に対応するパッ ク された DWORD を取得し ます。

VerProductVerPartsFromVer 指定のパッ ク された DWORD のバージ ョ ン部分を個別の数値と し

て取得し ます。

VerSearchAndUpdateFile 既存のフ ァ イルを、 それよ り新しいバージ ョ ン と置き換えます。

指定し たフ ァ イルが存在し ない場合、 それよ り新しいバージ ョ ン

がイ ンス ト ールされます。

VerUpdateFile 既存のフ ァ イルを、 それよ り新しいバージ ョ ン と置き換えます。

指定し たフ ァ イルが存在し ない場合、 それよ り新しいバージ ョ ン

がイ ンス ト ールされます。

テーブル 39 • バージ ョ ンチ ェ ッ ク関数 ( 続き )

関数 説明
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関数
Windows Installer API 関数
Windows Installer API 関数はメ イ ン スク リ プ ト から、 また InstallScript カス タムアクシ ョ ン 内から呼び出すこ とが

できます。 InstallScript では、 これらの Windows Installer API 関数をサポー ト し ます。

メ モ • Windows Installer API 関数は現在実行中のデータベースへのハン ド ルを引数とみな し ます。 InstallScript カス

タムアクシ ョ ンでは、 データベースハン ドルはカス タムアクシ ョ ンへ渡される HWND 引数です。 イベン ト ハン ド

ラー関数では、 実行中の .msi データベースへのハン ドルを格納するグローバル変数 ISMSI_HANDLE を利用する こ

とができます。

テーブル 40 • Windows Installer API 関数

MsiApplyPatch MsiGetLanguage MsiRecordSetInteger

MsiCloseHandle MsiGetLastErrorRecord MsiRecordSetStream

MsiCreateTransformSummaryInfo MsiGetMode MsiRecordSetString

MsiDatabaseApplyTransform MsiGetProperty MsiSequence

MsiDatabaseExport MsiGetSourcePath MsiSetComponentState

MsiDatabaseGenerateTransform MsiGetSummaryInformation MsiSetFeatureAttributes

MsiDatabaseGetPrimaryKeys MsiGetTargetPath MsiSetFeatureState

MsiDatabaseImport MsiInstallProduct MsiSetInstallLevel

MsiDatabaseIsTablePersistent MsiOpenDatabase MsiSetMode

MsiDatabaseMerge MsiOpenPackage MsiSetProperty

MsiDatabaseOpenView MsiPreviewBillboard MsiSetTargetPath

MsiDoAction MsiPreviewDialog MsiSummaryInfoGetProperty

MsiEnumComponentCosts MsiProcessMessage MsiSummaryInfoSetProperty

MsiEvaluateCondition MsiRecordClearData MsiVerifyDiskSpace

MsiFormatRecord MsiRecordDataSize MsiViewClose

MsiGetActiveDatabase MsiRecordGetFieldCount MsiViewExecute

MsiGetComponentState MsiRecordGetInteger MsiViewFetch

MsiGetFeatureCost MsiRecordGetString MsiViewGetColumnInfo

MsiGetFeatureState MsiRecordIsNull MsiViewGetError
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カテゴ リ別 Windows InstallShield API 関数

このセクシ ョ ンには、 InstallScript で使用可能な Windows Installer API 関数の関数シグネチャが含まれています。 関

数の利用法、 パラ メ ーター、 戻り値、 そ し てシーケンス制限に関する情報については、 Windows InstallShield ヘル

プラ イブラ リ をご覧下さい。

MsiGetFeatureValidStates MsiRecordReadStream

テーブル 40 • Windows Installer API 関数 ( 続き )
498 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

関数
MSI プロパテ ィ 関数と モー ド関数

機能関数と コ ンポーネン ト 関数

テーブル 41 • MSI プロパテ ィ 関数と モー ド関数

関数 説明

prototype INT MsiSetProperty(HWND, 

BYVAL STRING, BYVAL STRING);

Windows Installer プロパテ ィ の値を設定し ます。 プロパテ ィ が存在

し ない場合は、 作成し ます。 ( 具体例については、 プロパテ ィ の取

得と設定を参照し て く ださい。 )

prototype INT MsiGetProductInfo(BYVAL 

STRING, BYVAL STRING, BYVAL STRING, 

BYREF INT);

パブ リ ッ シュ、 並びにイ ンス ト ール済み製品について製品情報を

返し ます。

prototype INT MsiGetProperty(HWND, 

BYVAL STRING, BYREF STRING, BYREF 

INT);

Windows Installer プロパテ ィ の値を取得し ます。 プロパテ ィ が存在

し ない場合、 ヌル文字列 (””) を返し ます。

prototype INT MsiGetLanguage(HWND); 実行中のイ ンス ト ールの数値言語 ID を返し ます。

prototype BOOL MsiGetMode(HWND, INT); 内部ブール型イ ンス ト ーラーの状態を返し ます。

prototype INT MsiSetMode(HWND, INT, 

BOOL);

内部ブール型イ ンス ト ーラーの状態を設定し ます。

テーブル 42 • 機能関数と コ ンポーネン ト 関数

関数 説明

prototype INT MsiGetFeatureState(HWND, 

BYVAL STRING, BYREF INT, BYREF INT);

機能のイ ンス ト ール状態と アクシ ョ ン状態を取得し ます。

prototype INT MsiSetFeatureState(HWND, 

BYVAL STRING, INT);

機能のイ ンス ト ール状態を設定し ます。

prototype INT 

MsiSetFeatureAttributes(HWND, BYVAL 

STRING, INT);

機能の属性を設定し ます。

prototype INT 

MsiGetFeatureValidStates(HWND, BYVAL 

STRING, BYREF INT);

機能の有効なイ ンス ト ール状態を示すビ ッ ト フ ラグのセ ッ ト を返

し ます。

prototype INT 

MsiGetComponentState(HWND, BYVAL 

STRING, BYREF INT, BYREF INT);

コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール状態と アクシ ョ ン状態を取得し ま

す。
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デ ィ レ ク ト リ関数

データベース関数

MsiGetActiveDatabase を除いて、 これらの関数のほとんどについて 初の HWND 引数は特定のデータベース

ビ ューまたはレ コー ドへのハン ドルです。

prototype INT 

MsiSetComponentState(HWND, BYVAL 

STRING, INT);

コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール状態を設定し ます。

prototype INT MsiGetFeatureCost(HWND, 

BYVAL STRING, INT, INT, BYREF INT);

機能のデ ィ スク コス ト  (512 バイ ト 単位 )、 そし てオプシ ョ ンでそ

の親機能、 並びに子機能を返し ます。

prototype INT MsiSetInstallLevel(HWND, 

INT);

製品全体のイ ンス ト ールレベルを設定し ます。

テーブル 43 • デ ィ レ ク ト リ関数

関数 説明

prototype INT MsiGetSourcePath(HWND, 

BYVAL STRING, BYREF STRING, BYREF 

INT);

デ ィ レ ク ト リ テーブルで一覧と なっているデ ィ レ ク ト リの完全

ソースパスを返し ます。 ( デ ィ レ ク ト リ テーブルは、 ダイ レ ク ト エ

デ ィ ターで表示されます。 )

prototype INT MsiGetTargetPath(HWND, 

BYVAL STRING, BYREF STRING, BYREF 

INT);

デ ィ レ ク ト リ テーブルで一覧と なっているデ ィ レ ク ト リの完全

ターゲッ ト パスを返し ます。

prototype INT MsiSetTargetPath(HWND, 

BYVAL STRING, BYVAL STRING);

デ ィ レ ク ト リ テーブルで一覧と なっているデ ィ レ ク ト リの完全

ターゲッ ト パスを設定し ます。

prototype INT MsiVerifyDiskSpace(HWND); 現在のイ ンス ト レーシ ョ ンに充分なデ ィ スク容量があるかど うか

を確認し ます。

テーブル 44 • データベース関数

関数 説明

prototype INT MsiEvaluateCondition(HWND); プロパテ ィ 名と値を含む条件式を評価し ます。

prototype INT 

MsiGetActiveDatabase(HWND);

データベースビ ューを開 く のに利用できる、 実行中の .msi データ

ベースへのハン ドルを取得し ます。

prototype INT 

MsiDatabaseApplyTransform(HWND, BYVAL 

STRING, INT);

ト ラ ンスフ ォームをデータベースに適用し ます。 ト ラ ンスフ ォー

ムは、 オ リ ジナルデータベースを修正する こ と な く データベース

への変更を記録する手段です。

テーブル 42 • 機能関数と コ ンポーネン ト 関数 ( 続き )

関数 説明
500 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

関数
prototype INT MsiDatabaseExport(HWND, 

BYVAL STRING, BYVAL STRING, BYVAL 

STRING);

テキス ト アーカ イブフ ァ イルへのオープンデータベースから イ ン

ス ト ーラーテーブルをエクスポー ト し ます。

prototype INT 

MsiDatabaseGenerateTransform(HWND, 

BYVAL STRING, INT, INT);

2 つのデータベース間の差異を含む ト ラ ンスフ ォームフ ァ イルを生

成し ます。 ト ラ ンスフ ォームは、 オ リ ジナルデータベースを修正

する こ と な く データベースへの変更を記録する手段です。

prototype INT 

MsiDatabaseGetPrimaryKeys(HWND, BYVAL 

STRING, BYREF HWND);

指定し たテーブルのすべてのプラ イマ リキー列の名前を含むレ

コー ド を返し ます。 この関数は MsiCloseHandle を利用し て閉じ る

ハン ドルを返し ます。

prototype INT MsiDatabaseImport(HWND, 

BYVAL STRING, BYVAL STRING);

イ ンス ト ーラーテキス ト  アーカ イブテーブルをオープンデータ

ベースにイ ンポー ト し ます。

prototype INT 

MsiDatabaseIsTablePersistent(HWND, 

BYVAL STRING);

特定のテーブルの状態を説明する一覧表を返し ます。

prototype INT MsiDatabaseMerge(HWND, 

HWND, BYVAL STRING);

重複行を許可し て 2 つのデータベースを合併し ます。

prototype INT MsiDatabaseOpenView(HWND, 

BYVAL STRING, BYREF INT);

データベースク エ リ を準備し、 ビ ューオブジ ェ ク ト を作成し ます。

prototype INT MsiFormatRecord(HWND, 

HWND, BYREF STRING, BYREF INT);

フ ォーマ ッ ト 文字列を利用し てレ コー ド フ ィ ールド データ と プロ

パテ ィ を フ ォーマ ッ ト し ます。

prototype INT MsiViewModify(HWND, INT, 

HWND);

データベースレ コー ド を修正し ます。 イ ンス ト ールの実行には、

一時データベースの変更のみが可能です。

prototype INT MsiOpenDatabase(BYVAL 

STRING, BYVAL STRING, BYREF HWND);

データ アクセスのため、 データベースフ ァ イルを開きます。 この

関数は MsiCloseHandle を利用し て閉じ るハン ドルを返し ます。

prototype INT MsiViewClose(HWND); 実行済みデータベースビ ューを閉じ ます。

prototype INT MsiViewExecute(HWND, 

HWND);

SQL クエ リ を実行し ます。

prototype INT MsiViewFetch(HWND, BYREF 

HWND);

現在のデータベースビ ュー用のレ コー ド を取り出し ます。

prototype INT MsiRecordGetString(HWND, 

INT, BYREF STRING, BYREF INT);

指定し たレ コー ドの指定し たフ ィ ールド に格納されている文字列

を返し ます。

prototype INT MsiRecordSetString(HWND, 

INT, BYVAL STRING);

指定し たレ コー ドの指定し たフ ィ ールド に格納されている文字列

を設定し ます。

テーブル 44 • データベース関数 ( 続き )

関数 説明
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prototype INT MsiRecordReadStream(HWND, 

INT, CHAR, POINTER);

レ コー ド フ ィ ールドの文字列値を返し ます。

prototype INT MsiRecordSetStream(HWND, 

INT, BYVAL BINARY);

フ ァ イルから レ コー ド ス ト リームフ ィ ールド を設定し ます。 ス ト

リームデータは一時フ ィ ールド には挿入できません。

prototype INT MsiRecordGetInteger(HWND, 

INT);

指定し たレ コー ドの指定し たフ ィ ールド に格納されている整数を

返し ます。

prototype INT MsiRecordSetInteger(HWND, 

INT, INT);

指定し たレ コー ドの指定し たフ ィ ールド に格納されている整数を

設定し ます。

prototype INT MsiViewGetColumnInfo(HWND, 

INT, BYREF INT);

データベース列名または定義を含むレ コー ド を返し ます。

prototype INT 

MsiRecordGetFieldCount(HWND);

レ コー ドのフ ィ ールド ( 列 ) 番号を返し ます。

prototype INT MsiCloseHandle(HWND); レ コー ドハン ドルまたはデータベースを閉じ ます。

prototype MsiCloseAllHandles( ); 開いているすべてのハン ドルを閉じ ます。 診断目的である こ とが

前提であ り、 一般的なク リーンア ッ プの為に呼び出すこ とはでき

ません。

prototype INT MsiViewGetError(HWND, 

BYREF STRING, BYREF INT);

MsiViewModify が生成するエラーのエラーコー ド を返し ます。

テーブル 44 • データベース関数 ( 続き )

関数 説明
502 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

関数
概要情報ス ト リーム管理関数

その他の関数

テーブル 45 • 概要情報ス ト リーム管理関数

関数 説明

prototype 

MsiGetSummaryInformation(HWND, BYVAL 

STRING, INT, BYREF HWND);

イ ンス ト ーラーデータベースの概要情報データへのハン ドルを取

得し ます。 この関数は MsiCloseHandle を利用し て閉じ るハン ドル

を返し ます。

prototype INT 

MsiSummaryInfoGetProperty(HWND, INT, 

BYREF INT, BYREF INT, POINTER, BYREF 

STRING, BYREF INT);

概要上から単一のプロパテ ィ を取得し ます。

prototype INT 

MsiSummaryInfoSetProperty(HWND, INT, 

INT, INT, POINTER, BYREF STRING);

単一の概要情報プロパテ ィ を設定し ます。

テーブル 46 • その他の関数

関数 説明

prototype INT MsiApplyPatch(BYVAL 

STRING, BYVAL STRING, INT, BYVAL 

STRING);

パッ チを受け取る こ とができるパッ チパッ ケージが一覧にする各

製品に対し、 MsiApplyPatch 関数はイ ンス ト レーシ ョ ンを呼び出

し、 PATCH プロパテ ィ をパッ チパッ ケージのパスへ設定し ます。

prototype HWND MsiCreateRecord(INT); 特定し た数のフ ィ ールド を含む新規レ コー ド を作成し ます。 この

関数は MsiCloseHandle を利用し て閉じ るハン ドルを返し ます。

prototype INT MsiDoAction(HWND, BYVAL 

STRING);

ビル ト イ ンアクシ ョ ン、 カス タムアクシ ョ ン、 またはユーザーイ

ン ターフ ェ イスウ ィ ザー ド アクシ ョ ンを実行し ます。

prototype INT MsiEvaluateCondition(HWND, 

BYVAL STRING);

プロパテ ィ 名と値を含む条件式を評価し ます。

prototype INT MsiInstallProduct(BYVAL 

STRING, BYVAL STRING);

製品を イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールし ます。

prototype INT MsiOpenPackage(BYVAL 

STRING, BYREF HWND);

製品データベースへアクセスする関数と共に利用するパッ ケージ

を開きます。 ハン ドルが必要でな く なった時点で、 MsiCloseHandle 

関数をハン ドルと共に呼び出さ な く てはな り ません。

prototype INT MsiPreviewBillboard(HWND, 

BYVAL STRING, BYVAL STRING);

表示されたダイアログのホス ト コ ン ト ロール内でビルボー ド を表

示し ます。 ビルボー ド名を ヌルに指定する と、 ビルボー ド表示は

すべて削除されます。

prototype INT MsiPreviewDialog(HWND, 

BYVAL STRING);

ダイアログをモー ド レス、 非アク テ ィ ブ状態で表示し ます。
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Windows Installer API 関数の例
/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ラン タ イムに、 .msi データベースのテーブルにアクセスして 

 * テンポラ リ レコード を追加するのに利用される 

 * Windows API 関数のい く つかの例を示します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 ReadyToInstall ダイアログへ 

 *   ListBox コン ト ロールを追加し、 プロパテ ィ LISTBOXPROP に 

 *  そのコン ト ロールを関連付けます。

 *

 *  このスク リ プ トは、 ReadyToInstall ダイアログの ListBox コン ト ロールに

 *  プロパテ ィ テーブルにリ ス ト されているすべてのプロパテ ィの現在の値を

 *  挿入します。 ListBox にエン ドユーザーが選択したものは、

 *  LISTBOXPROP に格納されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "ifx.h"

 

//   InstallScript カスタムアクシ ョ ンのエン ト リポイン ト

export prototype PropDisplay(HWND);

 

function PropDisplay(hInstall)

HWND hDB, hViewlist, hRecordlist;

HWND hViewprop, hRecordprop;

NUMBER nBuffer, r;

STRING svPropname, svPropvalue;

begin

 

hDB = MsiGetActiveDatabase(hInstall);

 

// ListBox テーブルにビューを開きます

MsiDatabaseOpenView(hDB,

"SELECT * FROM `ListBox` WHERE `Property`='LISTBOXPROP'",

hViewlist);

MsiViewExecute(hViewlist, NULL);

// Property テーブルにビューを開きます

MsiDatabaseOpenView(hDB,

"SELECT * FROM `Property`", hViewprop);

MsiViewExecute(hViewprop, NULL);

prototype int MsiProcessMessage(HWND, int, 

HWND);

処理用にエラーレ コー ド を イ ンス ト ーラーへ送り ます。

prototype INT MsiSequence(HWND, BYVAL 

STRING, INT);

指定し たテーブル内で説明される様に、 別のアクシ ョ ンシーケン

スを実行し ます。

テーブル 46 • その他の関数 ( 続き )

関数 説明
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r = 0;

 

// 各 Property レコードに対して、 ListBox テーブルに

//   PROPNAME="value" レコード を追加します

while (MsiViewFetch(hViewprop, hRecordprop) != ERROR_NO_MORE_ITEMS)

 

nBuffer = 256; // サイズ バッ フ ァーを設定します

MsiRecordGetString(hRecordprop, 1, svPropname, nBuffer);

nBuffer = 256; // サイズ バッ フ ァーを リセッ ト します

MsiGetProperty(hInstall, svPropname, svPropvalue, nBuffer);

 

r = r + 1;

 

hRecordlist = MsiCreateRecord(4);

 

MsiRecordSetString(hRecordlist, 1, "LISTBOXPROP");

MsiRecordSetInteger(hRecordlist, 2, r);

MsiRecordSetString(hRecordlist, 3, svPropname);

MsiRecordSetString(hRecordlist, 4, svPropname + "=" + svPropvalue);

 

// 開いている .msi データベースは一時的にのみ変更が可能です

MsiViewModify(hViewlist, MSIMODIFY_INSERT_TEMPORARY, hRecordlist);

 

endwhile;

 

MsiViewClose(hViewlist);

MsiViewClose(hViewprop);

 end;
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演算子
演算子は、 加算などの単一または複数のオペラ ン ド を利用し て行う基本的な処理を指定する記号です。 オペラ ン

ド には定数、 変数、 または関数呼び出しが利用できます。 下の例では、 プラス記号 ( + ) はその左側にある変数と

右側にある値を加算する こ と を示し ます。

nCounter + 1;

演算子の機能

InstallScript のほとんどの演算子は C 言語で対応する演算子と非常に類似し た動作を行います。 C の様に、 + や ^ 

といった演算子の関数の中には、 オペラ ン ドのデータ型に依存する ものもあり ます。 例えば、 加算記号が数値オ

ペラ ン ド と共に利用された場合は、 加算が行われます。 加算記号が文字列オペラ ン ド と共に利用された場合は、

連結が行われます。

式

演算子と オペラ ン ドの組み合わせは式と呼ばれます。 上の例は演算子が 1 つだけ含まれたシンプルな式です。 下

のよ う な複雑な式では、 複数の演算子を指定し ます : 

nPrincipal * nRate - nFee;

複雑な式の評価

複雑な式では、 演算が行われる順番は演算子の優先順位に基づきます。 InstallScript 演算子の優先順位は C 言語の

それと同じ です。 C と同じ よ う に、 式を括弧で囲んで優先順位を変更する こ とができます。

結果

ほとんどの式はオペラ ン ドの既存値に基づいて新しい値を生成し ます。 その種類にかかわらず、 Trialware のリ

リースをビルド する と きに [ リ リース ] ビ ューの "Trialware ビルドの無効化 " プロパテ ィ がデフ ォル ト の [ いいえ

] に設定されている場合、 TestTools と呼ばれる フ ォルダーが、 選択された リ リース用に DiskImages フ ォルダーと

同じ フ ォルダーに作成されます。 算術式は数値を生成し、 ブール型の式は TRUE または FALSE を生成し ます。 文

字列式は文字列を生成し ます。

ア ド レス演算子 (&)
ア ド レス演算子は単一の演算子で、 スク リ プ ト 中の変数すべてのメ モ リーア ド レスを取得するのに利用する こ と

ができます。 演算子そのものは変数名の前に配置し、 スペースは挿入し ません。 ア ド レス演算子を使ってポイ ン

ター変数へ変数のア ド レスを割り当てた り、 関数の呼び出し で引数と し て変数のア ド レスを渡すこ とができます。

ア ド レスを C プログラムに送り、 一般的な C ポイ ン ターと同じ要領で操作する こ とができます。

次の例では、 データ構造のア ド レスがポイ ン ター変数へ割り当てられています :

typedef DIMENSIONS

begin

SHORT sLength;

SHORT sWidth;

end;

DIMENSIONS rectangle;

DIMENSIONS POINTER pointerObject;

begin
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pointerObject = &rectangle;

// を参照して く ださい。

end;

注意 • ローカル変数と共にア ド レス演算子を利用する場合、 宣言を行った関数が有効な期間のみローカル変数が存

在する こ とに注意し て く だ さい。 関数が戻された後、 ローカル変数のア ド レスは無効と な り ます。

パス追加演算子 (^)
パスを 2 つ組み合わせる場合、 またはパス と フ ァ イル名を組み合わせる場合はパス追加演算子 ( ^ ) を利用し ます。

フ ァ イル名またはサブデ ィ レ ク ト リ を追加する際、 パスに適切な数の円記号が追加されているかど うか演算子が

自動的に確認し ます。

次の様に入力し た場合 :

 szStringVar = "C:\\MyPath\\" ^ "YourPath\\FileName";

szStringVar からの出力は :

C:\MyPath\YourPath\FileName

MYPATH の後に円記号を追加し忘れた場合、 次のよ う に表示されます :

 szStringVar = "C:\\MyPath" ^ "YourPath\\FileName";

結果は有効な状態のままです。 InstallScript ＾  演算子は自動的に円記号を追加し ます。

メ モ • レジス ト リキーなど、 パス以外の文字列を組み合わせる際に ＾  演算子を利用し ないで下さい。 別の種類の

文字列には、 連結演算子 (+) を利用し ます。

算術演算子 (+、 -、 *、 /)
算術演算子はオペラ ン ド と共に加算や減算といった算術演算を行います。 算術演算子には、 単項と二項の二種類

あ り ます。 単項演算子は、 単一のオペラ ン ドの処理を行います。 二項演算子は、 2 つのオペラ ン ドの処理を行いま

す。 複数の演算子を含んだ複雑な式では、 評価の順番は演算子優先順位に従います。

算術演算子の優先順位
InstallScript コ ンパイ ラが複雑な式  ( シンプルな式を複数含むもの ) に遭遇し た と き、 これらの式を一度に評価し

ます。
508 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

演算子
演算子の優先順位

式が評価される順番は演算子の優先順位によ って決定付けられます。 コ ンパイ ラーは、 C 言語が利用するのと同

じ優先順位で算術演算子を評価し ます。

1. 負 (-) 単項。 

2. 乗算と除算。 

3. 加算と減算。 

4. 左から右への処理

優先順位が同じ レベルの演算子が複数同時に存在する場合、 左側にある演算子から先に処理されます。 た と えば、

15 / 3 * 7 式では、 InstallScript コ ンパイ ラはまず除算 (15 / 3) を行ってからその結果に 7 を乗算し ます。

処理に影響する括弧の利用

優先順位が低い演算子を 初に実行する場合は、 括弧で囲まな く てはな り ません。 例えば、 式 30 / 3 +7 で乗算の

前に加算を行う場合、 3 + 7 の前後に括弧を配置し ます。 式 30 / (3 + 7) の括弧によ って、 コ ンパイ ラは初めに 3 と 

7 を加算し て 10 と し、 そし て 30 を 10 で除算する こ と で結果を 3 と し ます。

ネス ト された括弧

式の中で括弧をネス ト する こ とができます。 InstallShield はネス ト された式の計算用に一時的に 20 箇所を確保し ま

す。 し たがって、 括弧の中で 19 レベルの演算をネス ト する こ とが可能です。 InstallShield スク リ プ ト コ ンパイ ラは

初に一番奥の演算行い、 順に外側を処理し ていきます。

式の実例

例えば、 式 36 - (3 * ( 2 + 6 - 4) ) では、 InstallScript コ ンパイ ラはまず 2 + 6 を行って 8 と し、 8 から 4 を減算、 そ

し て 4 に 3 を乗算し て 12 と し、 後に 36 から 12 を減算し て結果を 24 と し ます。

メ モ • 括弧の中では、 InstallShield はまず加算を行います、 なぜなら同じ優先順位を もつ 2 つの演算子のう ち一番

左側に位置し ているからです。

バイナ リ算術演算子
InstallScript コ ンパイ ラは、 次のテーブルに一覧表示されたバイナ リ算術演算子を認識し ます。

テーブル 1 • バイナリ算術演算子

記号 演算子 例 説明

+ 加算 x + y 2 つのオペラ ン ド を加算し ます。

- 減算 x - y 初のオペラ ン ドから 2 番目のオペラ ン ド

を減算し ます。

* 乗算 x * y 2 つのオペラ ン ド を乗算し ます。
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ヒ ン ト • 算術演算子の前後には空白を含み、 スク リ プ ト を読みやす く 見た目の統一を図って く だ さい。

単項算術演算子
単項演算子は、 単一のオペラ ン ド上で動作する算術演算子です。 InstallScript コ ンパイ ラは 2 つの単項演算子、 負  

( - ) と正 ( + ) を認識し ます。

負

負の単項演算子は式の記号を正から負へ、 または負から正へ入れ替えます。 式の前に負の単項演算子を利用し た

場合の結果は、 本質的には式を -1 で乗算するのと同じ です。

正

正の単項演算子は、 その式を 1 で乗算し た式と同じ結果を持ちます。 負の数字の記号が正に変わる こ とはあ り ま

せん。

代入演算子
次に示し たコー ドサンプルに見られるよ う に、 定数、 リ テラル、 変数、 式結果、 関数結果を同じ種類の変数へコ

ピーするには、 代入演算子 (=) を利用し ます。

STRING szName;

LONG nValue;

BOOL   bDone;

HWND hInstance;

INT iStyle;

LIST LISTINFO;

szName = "InstallShield";

nValue = 15;

bDone = FALSE;

hInstance = 0;

iStyle = DLG_MSG_STANDARD|DLG_CENTERED;

/ 除算 x / y 2 番目のオペラ ン ド で 1 番目のオペラ ン ド

が除算されます。

InstallShield は浮動小数点データ タ イプを持

たないので、 回答の小数点以下は省略され

ます。 例えば、 5/2 = 2.5 --> 2 と な り ます。

% 剰余 19 % 5 初のオペラ ン ド を 2 番目のオペラ ン ド で

除算し た余り を戻し ます。 例えば、 nResult 

= 19 % 5; results in nResult = 4 と な り ます。

テーブル 1 • バイナリ算術演算子 ( 続き )

記号 演算子 例 説明
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LISTINFO = ListCreate(STRINGLIST);

上の例のよ う に、 InstallShield は明らかな文字列の長さ無し で宣言された文字列変数のサイズを自動的に決定し ま

す。 デフ ォル ト では InstallShield は文字列変数を 256 バイ ト に自動設定し ます。 変数へ ( ヌルター ミ ネータ を含ん

で ) 256 バイ ト よ り も長い文字列を割り当てた場合、 InstallShield はその文字列変数用に確保する メ モ リ容量を増

やし ます。

長さ を明確にし て文字列変数を宣言する場合、 それに割り当てる文字列を受け取るのに充分な長さに設定し な く

てはな り ません。 次の例では、 文字列リ テ ラルは 51 文字含んでいます。 し たがって、 szStringVarA と 

szStringVarB は両方と も 52 以上の長さが宣言されな く てはな り ません。 これは、 文字列そのものと文字列の末尾

に自動的に追加される ヌルター ミ ネータ を含んだ充分な長さ です。

STRING szStringVarA[52], szStringVarB[52];

szStringVarA = " これは 51 文字から成るサンプル文字列です。 .";

szStringVarB = szStringVarA;

注意 • C++ とは異な り、 InstallScript は単一のステー ト メ ン ト 内で複数の代入演算子をサポー ト し ません。

InstallScript のステー ト メ ン ト  a = b = c は、 C++ ステー ト メ ン ト で言う a = b == c にあた り ます。 つま り、 初めの

演算子は代入演算子と し て、 また 2 番目の演算子は関係演算子と し て割り込んでいます。 b が c と等しい場合、

値 1 (TRUE) が a に割り当てられ、 b が c と等し く ない場合、 値 0 (FALSE) が a に割り当てられます。

ビ ッ ト 演算子 (&, |, ^, ~, <<, >> )
ビ ッ ト 、 またはビ ッ ト 単位演算子を使う と、 数値変数の各ビ ッ ト を操作する こ とができます。 効果的に演算子を

利用できるよ う、 バイナ リ表記を理解する必要があ り ます。 この ト ピ ッ クではバイナリ演算子の概要を説明し ま

すが、 バイナ リ表記については触れていません。

ビ ッ ト 演算子は、 1 つの点を除いて論理演算子と同じ働きを持ちます。 論理演算子は式に利用し ますが、 ビ ッ ト 演

算子はビ ッ ト で利用し ます。 InstallScript コ ンパイ ラは、 次のテーブルに一覧表示されたビ ッ ト 単位の演算子を認

識し ます。

テーブル 2 • ビ ッ ト 演算子

記号 演算子 説明

& BitAND BitAND は、 演算子両方のビ ッ ト が 1 の場合のみ 1 

(TRUE) の結果をだし ます。 その他の場合、 結果は 0 

(FALSE) です。

| BitOR OR を含むビ ッ ト は演算子のビ ッ ト が 0 の場合のみ 

0 の結果を出し ます。 その他の場合は、 結果は 1 で

す。

^ BitXOR OR を含まないビ ッ ト は、 オペラ ン ド内の対応する

ビ ッ ト が相違する場合 ( ひとつは 1、 他方は 0) に 1 

の結果を出し ます。 その他の場合は、 結果は 0 で

す。
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InstallScript でのシフ ト 処理は、 C 言語のそれと同様に動作し ます。 2 ビ ッ ト 右へシフ ト  (>> 2) させる と き、 一番

右側にある 2 つのビ ッ ト 値は失われます。 右の 2 つのビ ッ ト 位置へ別のビ ッ ト 値がシフ ト され、 記号ビ ッ ト が空

白ビ ッ ト へシフ ト されます。

シフ ト 処理を使って 2 で累乗、 または累除する こ とができます。 ｎ  スペース分整数を左にシフ ト させるのは、 そ

の数 を 2 の ｎ  乗で掛けた場合と同じ です。 n スペース分整数を右にシフ ト させるのは、 その数を 2 の n 乗で割っ

た場合と同じ です。 シフ ト 処理を使って 2 で累乗、 または累除する こ とができます。

BYREF 演算子
デフ ォル ト では、 ユーザー定義関数のパラ メ ーターは値が渡し ます。 つま り、 各パラ メ ーターが指定するデータ

のコ ピーが関数へ渡されます。 これは、 関数がコ ピー上で処理を行い、 元のデータは関数によ って変更される こ

とが無いためです。

メ モ • 1 つだけ例外があり ます : デフ ォル ト では、 DLL 関数へ渡される文字列変数はリ フ ァ レンスによ って渡され、

変数の値は関数によ って変更される場合があ り ます。

ユーザー定義関数を、 変数のコ ピーではな く パラ メ ーターで受け取った変数上で直接処理する場合、 次に表示し

た関数プロ ト タ イプでパラ メ ーター型を宣言し て BYREF 演算子を指定し なければな り ません。 

 prototype StrInvert( BYREF STRING );

BYREF 演算子はパラ メ ーターがリ フ ァ レンスによ って渡される こ と を示し ます。 つま り、 実際の変数は関数へ渡

され、 その変数に加えられた変更はいづれも、 関数が戻された際に呼び出し た関数によるアクセスが可能です。

リ フ ァ レンスによ って渡されたパラ メ ーターは変数を必要とする と こ ろから、 しばしば変数パラ メ ーターと呼ば

れます。 リ フ ァ レンスが定数やリ テ ラルを渡すこ とはあ り ません。

~ BitNOT BitNOT は単項演算子で、 オペラ ン ド内の各ビ ッ ト

を逆にし ます。 次の例に示し たとお り、 1 は 0 に、

0 は 1 と な り ます。

~00001100

結果は 11110011 です。

<< Shift left 指定されたビ ッ ト 数でビ ッ ト を左側に移動させま

す。 たと えば、 次に示し た式ではビ ッ ト を 3 スペー

ス分左側に移動し ます。

00001100 << 3

結果は 01100000 です。

>> Shift right 指定されたビ ッ ト 数でビ ッ ト を右側に移動させま

す。 たと えば、 次に示し た式ではビ ッ ト を 2 スペー

ス分右側に移動し ます。

00001100 >> 2

結果は 00000011 です。

テーブル 2 • ビ ッ ト 演算子 ( 続き )

記号 演算子 説明
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複数パラ メ ーターと共に BYREF を利用する

ユーザー定義関数が複数のパラ メ ーターを含む場合、 各変数パラ メ ーターと共に BYREF 演算子を指定し な く ては

な り ません。 下の例では、 初と 3 番目のパラ メ ーターがリ フ ァ レンスによ って渡され、 2 番目のパラ メ ーター

は値によ って渡されます :

 prototype StrChangeChar( BYREF STRING, CHAR, BYREF BOOL);

制限

リ フ ァ レンスがユーザー定義構成メ ンバーを渡すこ とはできません。 これはコ ンパイ ラエラーにつながり ます。

その代わり リ フ ァ レンスを使って構成全体へポイ ン ターをパス し てから、 構成ポイ ン ター演算子 (->) を利用し て

構成データ要素へアクセスまたはその変更を行う必要があ り ます。

参照によ って関数に渡されるオー ト サイズ文字列変数は呼び出された関数の中ではオー ト サイズされません。 関

数が現在のパラ メ ーターのサイズよ り大きい長さの値を割り当てよ う とする と、 ラ ン タ イム エラー 401 が発生し

ます。 このエラーを回避するためには、 リ フ ァ レンスが関数に値を渡すと きの特定の文字列サイズを宣言し ます。

BYVAL 演算子
キーワー ド BYVAL は関数プロ ト タ イプのパラ メ ーター要件で指定する こ とができ、 下の例の様に、 リ フ ァ レンス

ではな く 値によ って渡されるパラ メ ーターを示すこ とができます :

prototype DisplayString( BYVAL STRING );

パラ メ ーターが値によ って渡された と き関数はそのコ ピーを受け取り、 その値に加えられた変更はすべてローカ

ル関数と な り ます。

デフ ォル ト では、 ユーザー定義関数のパラ メ ーターは値によ って渡されるので、 関数プロ ト タ イプでこのキー

ワー ド を指定する必要はあ り ません。 (1 つだけ例外があり ます : デフ ォル ト では、 DLL 関数へ渡される文字列変

数はリ フ ァ レンスによ って渡され、 変数の値は関数によ って変更される場合があり ます。 ) 

変数のコ ピー上ではな く 、 パラ メ ーターで受け取った変数で直接ユーザー定義関数を操作する場合、 BYREF オペ

レータ を指定し な く てはな り ません。

文字列連結演算子 (+)
文字列連結演算子 (+) を利用し て、 1 つの文字列を別の文字列の後につなげる こ とができます。 連結された 2 つの

文字列は、 新しい 3  番目の文字列と な り ます。 次の例では、 2 つの文字列定数が連結され、 その結果が文字列値 

szThirdString に割り当てられます。 ステー ト メ ン ト が実行されたあと、 szThirdString の値は “ 初めの文字列 2 番目

の文字列 ” と な り ます。

szThirdString = " 初の文字列 " + "2 番目の文字列 ";

文字連結演算子式のオペラ ン ドは文字列リ テラル、 文字列定数、 あるいは文字列変数のいづれでも可能です。 次

の例では、 文字列定数と文字列リ テ ラルが連結されます。 結果の文字列値は szThirdString に割り当てられます。

#define FIRST_STRING " これが 初の文字列です "

STRING szThirdString;

// を参照して く ださい。 を参照して く ださい。

 szThirdString = FIRST_STRING + "2 番目の文字列 ";
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注意 • 文字列連結演算子式の結果を文字列変数へ割り当てる と き、 割り当てる文字列変数に対し て連結文字列が長

すぎないよ う に注意し な く てはな り ません。 文字列を不適切なサイズの変数へ割り当てるステー ト メ ン ト は、 ラ

ン タ イム エラー 401 を発生させます。

間接演算子 (*)
間接演算子は単項の演算子で、 ポイ ン ター変数が参照する メ モ リ位置に保存される値を取得するのに利用する こ

とができます。 間接演算子はポイ ン ター変数名の前に配置し、 スペースは挿入し ません。

次の例では、 nvalue は数値で、 pnumber は数値へのポイ ン ターです。 割り当てステー ト メ ン ト は pnumber がポイ

ン ト する数値を nvalue へコ ピーするのに利用されます。

nvalue = *pnumber;

間接演算子はまた、 次の例の様に数値をパラ メ ーターと し て扱う関数へ値を渡すのにも利用する こ とができます :

somefunction(*pnumber);

次の制限は間接演算子へ適用されます :

• 間接演算子は、 数値ポイ ン ターとのみ共に利用できます。 

• 間接演算子は、 値を メ モ リ位置へ割り当てるのに利用する こ とはできません。 

• 間接演算子は、 BYREF 演算子を と共に宣言されたパラ メ ーターを持つ関数への引数と し て利用する こ とはで

きません。

• 間接演算子はポイ ン ターを宣言するのに利用する こ とはできません。 

• 間接演算子は関数宣言で変数パラ メ ーターを宣言するのに利用する こ とはできません。 

論理演算子 (&&, ||, !)
論理演算子を利用する と、 複数の相関的な質問を同時に行う こ とができます。 例えば、 論理演算子を使って ｙ  が 

7 よ り も大き く 、 szFilePath が “C:\\Program Files\\Company Name” を含む場合を質問できます。 論理演算子は 

TRUE (1) または FALSE (0) の何れかの値を戻し ます。 関係演算子と同様に、 if や while ステー ト メ ン ト で も頻繁

に利用されます。

InstallScript コ ンパイ ラは、 下のテーブルに一覧表示された論理演算子を認識し ます。

テーブル 3 • 論理演算子

記号 演算子 例 説明

&& AND exp1 && exp2 exp1 と exp2 の両方が true の場合のみ True 

で、 その他の場合は false です。

|| または exp1 || exp2 exp1 または exp2 の何れかが true の場合は 

True で、 両方が false の場合のみ false (0) で

す。
514 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

演算子
論理演算子は、 算術演算子や関係演算子よ り もの優先順位が低いです。 論理演算子の中でも、 AND 演算子は OR 

演算子よ り も高い優先順位を持ちます。

注意 • C++ とは異な り、 InstallShield は論理式の完全なブール型の評価を行います。 次の if ステー ト メ ン ト を考慮

し て く ださい : 

if (iVar = 10) && (MyFunction( ) = 0) then

MessageBox("TRUE です。 ", INFORMATION);

endif;

論理演算子の左側にある式が false の場合でも MyFunction が呼び出されます。 シ ョ ー ト  サーキッ ト の論理演算評

価 (&& の右側にある式は、 && の左側の式が true の場合のみ解決される ) の効果を得るには、 下に示すよ う なネス

ト された if ステー ト メ ン ト を利用し ます : 

if (iVar = 10) then

if (MyFunction( ) = 0) then

MessageBox("TRUE です。 ", INFORMATION);

endif;

endif;

メ ンバー演算子 (.)
メ ンバー演算子を使って構造変数の各要素を参照し て下さい。 メ ンバー演算子は構造変数名と要素名の間に空白

無し で配置されな く てはな り ません。 下の例では、 リ テラル値は構造変数の各要素に割り当てられます。

typedef SETTINGSREC

begin

BOOL bSwitchOn;

STRING szMssg[255];

INT nVal;

end;

SETTINGSREC settings;

settings.bSwitchOn = FALSE;

settings.szMssg = "Off";

settings.nVal = 0;

関係演算子 (<、 >、 =、 <=、 >=、 !=)
関係演算子は条件ステー ト メ ン ト の内部で、 if ステー ト メ ン ト と while ステー ト メ ン ト など、 ある式を別の式と比

較し ます。 たと えば、 次のステー ト メ ン ト は "x は 20 よ り大きいか ?" を問い合わせます。

! NOT !exp1 exp1 が true の場合 False で、 exp1 が false 

の場合は true です。

テーブル 3 • 論理演算子 ( 続き )

記号 演算子 例 説明
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if (x > 20) then

この質問への解答は、 TRUE (1) または FALSE (0) の何れかです。 InstallScript コ ンパイ ラは、 下のテーブルに一覧

表示された関係演算子を認識し ます。

関係演算子を if...else ステー ト メ ン ト で利用する場合、 プログラムは次のいづれかのアクシ ョ ンに従います :

• 式が TRUE の場合、 if に続 く ステー ト メ ン ト は 実行されます。 else に続 く ステー ト メ ン ト は実行されません。 

• 式が FALSE の場合、 if に続 く ステー ト メ ン ト は 実行されません。 else に続 く ステー ト メ ン ト は実行されま

す。 

関係演算子は算術演算子よ り も全体的に優先順位が低いです。 関係演算子の間で、 以下、 以下または等しい、 以

上、 そし て以上または等しいは、 等値や非等値よ り も優先順位を も ちます。

注意 • 代入演算子と関係演算子を同じ条件式内で利用する こ とはできません。 た と えば、 次のスク リ プ ト は失敗し

ます :

if ((listID = ListCreate (NUMBERLIST)) = LIST_NULL) then .. を参照して く ださい。 endif;

ヒ ン ト • == を使って等値をテス ト する C とは違って、 InstallScript の代入演算子と関係演算子は同じ記号 ( = ) を利

用し ます。

関係演算子の優先順位
関係演算子は算術演算子よ り も全体的に優先順位が低いです。 つま り、 InstallShield は論理演算子の評価を始める

前にすべての算術演算子を処理し ます。 論理演算子は、 括弧を使って演算の順序が変更されていない限り左から

右へ評価されます。 関係演算子内の優先順位は次の通り です :

• 初に、 未満 ( < )、 未満または等しい ( <= )、 よ り大きい ( > )、 およびよ り大きいまたは等しい ( >= )。 

• そし て、 等値  ( = ) と非等値 ( != )。 

テーブル 4 • 関係演算子

記号 演算子 例 説明

= 等値 x = y x が y と等しい場合は True。

> よ り大きい x > y x が y 以上の場合は True。

< よ り小さい x < y x が y 未満の場合は True。

>= 以上または等しい x >= y x が y 以上、 または等しい場合は True。

<= 未満または等しい x <= y x が y 未満、 または等しい場合は True。

!= 非等値 x != y x が y と等し く ない場合は True。
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従って、 算術式と関係式を組み合わせる場合、 InstallShield スク リ プ ト コ ンパイ ラは次の順序で処理の順番を評価

し ます :

1. 負 ( マイナス ) 単項。 

2. 乗算と除算。 

3. 加算と減算。 

4. 未満 ( < )、 未満または等しい ( <= )、 よ り大きい ( > )、 およびよ り大きいまたは等しい ( >= )。 

5. 等値  ( = ) と非等値 ( != )。 

6 +7 > y 式では、 InstallScript コ ンパイ ラは 6 と 7 を加算し てから、 結果の 13 を ｙ  と比較し ます。 優先順位を変

更するには括弧を利用し て く だ さい。 と えば、 6 + (7 > y) 式では、 InstallScript コ ンパイ ラはまず 7 が ｙ  以上かど

うかを判断し ます。 7 が y 以上の場合は 1 (TRUE の数値 ) が 6 に加算され、 7 が ｙ  以上でない場合は 0 (FALSE の

数値 ) が 6 に加算されます。

ステー ト メ ン ト に算術演算子、 関係演算子、 そ し て論理演算子が含まれる場合、 コ ンパイ ラは次の順序で優先順

位を評価し ます :

1. 負 ( マイナス ) 単項が 初優先順位です。 

2. 乗算と除算が 2 番目の優先順位です。 

3. 加算と減算は 3 番目の優先順位です。 

4. 否定 ( ! ) は 4 番目の優先順位です。 

5. 未満 ( < )、 未満または等しい ( <= )、 よ り大きい ( > )、 およびよ り大きいまたは等しい ( >= ) は 5 番目の優先

順位です。 

6. 等値  ( = ) と非等値 ( != ) は 6 番目の優先順位です。 

7. AND ( &&) は 7 番目の優先順位です。 

8. OR ( || ) は 8 SP 1 番目の優先順位です。 

論理演算子は if ステー ト メ ン ト と while ステー ト メ ン ト 内で、 関係演算子と同様に利用し て く だ さい。 下の例で

は、 bInstallExample と bInstallHelp が true の場合に  nExampleSize と nHelpSize を加算し ます。

if (bInstallExample && bInstallHelp) then

nTotalSize = nExampleSize + nHelpSize;

endif;

次の例では、 bInstallProgram1 または bInstallProgram2 の いづれか が TRUE の場合、 bPublicFile を TRUE に設定し

ます。

if (bInstallProgram1 || bInstallProgram2) then

bPublicFile = TRUE;

endif;

メ モ • && 演算子や || 演算子を関数への引数の中で使用する こ とはできません。 その代わり前述の例に従い、 論理

式の値をブール型変数に割り当ててから引数と し て変数と共に関数を呼び出し て く だ さい。
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文字列演算子 (^、 +、 %)
文字列演算子を使う と、 関数を利用せずに文字列を直接操作する こ とができます。 文字列演算子は大文字と小文

字を区別し ない点に注意し て く だ さい。 InstallScript コ ンパイ ラは次の文字列演算子をサポー ト し ます :

メ モ • 文字列演算子のどち らの端にも、 式を括る括弧を使用し ないで下さい。 た と えば、 次のよ う なステー ト メ ン

ト は避けて く ださい :

szPath = szTestPath ^ (AUTOFILE + ".bat");

その代わり に次に示す様に、 文字列演算子を使って括弧を使わない式を作成し て く だ さい。

szFile = AUTOFILE + ".bat"; szPath = szTestPath ^ szFile;

文字列定数演算子 (@)
文字列エン ト リ を使って InstallScript  コー ド内から定められた言語のテキス ト 文字列にアクセスできます。 つま

り、 イ ンス ト ールの InstallScript コー ド と、 イ ンス ト ール中に表示する言語固有の文字列と を全 く 個別のものと し

て取り扱い、 各文字列はその文字列 ID を使って参照できます。 InstallScript で文字列識別子を使用する と き、 その

先頭にア ッ ト マーク (@) を付けな く てはな り ません。

[ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューは、 プロジ ェ ク ト 内の言語非依存文字列 ID の一覧と対応する言語固有の値が表示さ

れます。 詳細については、 「エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスをローカ ラ イズする」 を参照し て く だ さい。

InstallScript フ ァ イル (.rul) を含むプロジ ェ ク ト をビルド する と き、 InstallScript コー ド に @ 演算子を使用する文字

列エン ト リへの参照を 1 つ以上含まれている場合、 InstallShield はビルド時に文字列エン ト リ を検証し ます。 プロ

ジ ェ ク ト に含まれる InstallScript フ ァ イルの文字列 ID が [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューで定義されていない場合、

InstallShield はビルド警告 -7174 を表示し ます。

メ モ • @ 演算子は、 文字列 ID で大文字と小文字を区別し ません。 し たがって、 スク リ プ ト で文字列 ID を使用する

場合、 [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューで指定された文字列 ID の大文字小文字の区別と一致させる必要はあ り ません。

ただし、 大文字と小文字を混ぜて使用する こ と で、 ビルド時に、 スク リ プ ト 内の文字列エン ト リが [ 文字列エ

デ ィ ター ] ビ ューの対応文字列エン ト リ と一致し ないよ う に防ぐ こ とができます。 し たがって、 文字列 ID のすべ

てのイ ンス タ ンスで、 大文字を使用する こ と をお勧めし ます。

テーブル 5 • 文字列演算子 

演算子 説明

パス追加演算子 (^) パスまたはフ ァ イル名に追加パスを追加し ます。

文字列連結演算子 (+) 1 つの文字列に別の文字列を付け足し ます。

文字列検索演算子 ( % ) サブ文字列を、 別の文字列内で探し ます。

文字列定数演算子 (@) プロジ ェ ク ト の文字列エン ト リの 1 つに使用される文字列定数に

アクセス し ます。
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ヒ ン ト • 文字列が見つからなかった と きのエラー処理方法を用意する場合、 @ 演算子の代わり に、

LoadStringFromStringTable 関数を使用できます。

構造ポイ ン ター演算子 (->)
構造ポイ ン ター演算子は、 ポイ ン ター変数を使って構造内の個別の要素を参照するのに利用し ます。 構造ポイ ン

ター演算子はポイ ン ター変数名と要素名の間に空白無し で配置し な く てはな り ません。 下の例では、 リ テ ラル値

は構造の各要素に割り当てられます。

typedef DIMENSIONS

begin

SHORT sLength;

SHORT sWidth;

end;

DIMENSIONS Table;

NUMBER  nvNumValue;

DIMENSIONS POINTER pointerObject;

begin

pointerObject = &Table;

pointerObject->sLength = 500;

pointerObject->sWidth = 750;

注意 • ひとつの式で構造ポイ ン ターは 1 つだけ利用する こ とができます。 構造 A  が構造 B へのポイ ン ターである

メ ンバー (Bptr) を含み、 構造 B が構造 C へのポイ ン ターである メ ンバー (Cptr) を含む場合、 C のメ ンバーを A  か

ら参照する こ とはできません。 式 A.Btptr-Cptr-Cmember は InstallScript では無効です。 

文字列検索演算子 ( % )
ブール型の文字列検索演算子 (%) を利用し て、 ある文字列が別の文字列のサブ文字列であるかど うかを判断し ま

す。 次の例は、 szStringVarA をテス ト し て、 文字列 “sample” が含まれているかど う かを判別し ます。 含まれてい

る場合は、 MessageBox が呼び出されて メ ッ セージが表示されます。

szStringVarA = " これは、 サンプル文字列です。 ";

if (szStringVarA % "sample") then

MessageBox(" 変数は 'string' を含みます。 ",INFORMATION);

endif;

文字比較では大文字と小文字を区別し ません。 次の例では、 メ ッ セージボ ッ クスが表示されます。

typedef DIMENSIONS

begin

SHORT sLength;

SHORT sWidth;

end;

DIMENSIONS Table;

NUMBER  nvNumValue;

DIMENSIONS POINTER pointerObject;

begin

pointerObject = &Table;
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pointerObject->sLength = 500;

pointerObject->sWidth = 750;

メ モ • InstallScript 関数  StrFind  はまた、 サブ文字列が別の文字列に含まれているかど うかも判断し ます。 サブ文

字列が検出される と、 StrFind は文字列内にその位置を戻し ます。
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オブジ ェ ク ト およびオブジ ェ ク ト  ハン ド ラー
このセクシ ョ ンでは、 InstallScript がサポー ト するオブジ ェ ク ト と オブジ ェ ク ト  ハン ド ラーについて説明し ます。

オブジ ェ ク ト
InstallScript は、 次のよ う なオブジ ェ ク ト をサポー ト し ています。

Err オブジ ェ ク ト
Err オブジ ェ ク ト は例外処理 に使用し ます。 これには、 次のプロパテ ィ と メ ソ ッ ド があ り ます。

テーブル 1 • InstallScript オブジ ェ ク ト

オブジ ェ ク ト 説明

Err オブジ ェ ク ト 例外処理に使用し ます。

Objects オブジ ェ ク ト イ ンデッ クスまたは名前を使ってプロジ ェ ク ト の InstallShield オブジ ェ ク ト に

アクセス権を取得し ます。

Reboot オブジ ェ ク ト 再起動後、 イ ンス ト ールにコ マン ド ラ イ ンを渡し ます。 この情報は、 イ ンス

ト ールが再起動後実行されるよ う にイ ンス ト ールの終わり に適切なレジス ト リ

キーに書き込まれます。

TextSub オブジ ェ ク ト テキス ト 置換を作成し ます。
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プロパテ ィ

メ ソ ッ ド

テーブル 2 • Err オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ

プロパテ ィ 説明

数値 エラーを識別する番号。

ソース エラーのソースを識別する文字列。

説明 エラーについて説明する文字列。

HelpFile エラーについての追加情報が含まれるヘルプ フ ァ イルの完全修飾フ ァ イル名を

指定する文字列。

HelpContext エラーについての追加情報が含まれるヘルプ ト ピ ッ クの識別子を指定する番

号。

LastDllError このプロパテ ィ は Windows API 関数 GetLastError の戻り値を含みます。

テーブル 3 • Err オブジ ェ ク ト のメ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

Clear Err オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ 値を ク リ ア し ます。

Raise try キーワー ド後に実行する と、 スク リ プ ト プロセスは、 次の例外ハン ド ラー 

(catch/endcatch ブロ ッ ク内のコー ド ) へパス し ます。 それ以外の場合は、 プロ

セスはセ ッ ト ア ッ プエンジンの組込み例外ハン ド ラーへパス し ます。 また、 Err 

オブジ ェ ク ト プロパテ ィ の値を次のよ う にリ セ ッ ト し ます。

• Err.Raise( ); — NErr オブジ ェ ク ト プロパテ ィ 値を リ セ ッ ト し ません。

• Err.Raise( nNumber ); — NErr.Number の値を nNumber にリ セ ッ ト し ます。

• Err.Raise( nNumber, szSource ); —  NErr.Number の値を nNumber に、 Err.Source 

を szSource にリ セ ッ ト し ます。

• Err.Raise( nNumber, szSource, szDesc ); — NErr.Number の値を nNumber に、

Err.Source を szSource に、 Err.Description を szDesc に リ セ ッ ト し ます。

• Err.Raise( nNumber, szSource, szDesc, szHelpFile ); — NErr.Number の値を nNumber 

に、 Err.Source を szSource に、 Err.Description を szDesc に、 Err.HelpFile を 

szHelpFile に リ セ ッ ト し ます。

• Err.Raise( nNumber, szSource, szDesc, szHelpFile, nHelpContext ); — NErr.Number の値

を nNumber に、 Err.Source を szSource に、 Err.Description を szDesc に、

Err.HelpFile を szHelpFile に、 Err.HelpContext を nHelpContext に リ セ ッ ト し

ます。
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Objects オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

Objects オブジ ェ ク ト は、 イ ンデッ クスまたは名前を使ってプロジ ェ ク ト の InstallShield オブジ ェ ク ト にアクセス

するのに使用されます。 例 :

set obj1 = Objects(1);

set obj2 = Objects("New MFC 6.2 Runtime 1");

プロパテ ィ

Reboot オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

Reboot オブジ ェ ク ト は、 再起動後にコマン ド ラ イ ン引数を Setup.exe に渡すのに使用されます。 この情報は、 シ

ステム再起動後にイ ンス ト ールが実行するよ う に、 イ ンス ト ールの 後に適切なレジス ト リ キーに書き込まれま

す。 例えば、 次のステー ト メ ン ト は再起動の後にデバッ グ モー ド でイ ンス ト ールを実行し ます :

Reboot.CommandLine = "-d";

指定されたひとつまたは複数の引数は既存のコマン ド ラ イ ンに追加される点にご注意 く だ さい。 既存のコ マン ド

ラ イ ンは置換されません。 また、 現時点では既存のコマン ド ラ イ ンを変更し た り、 そこから テキス ト を削除し た

りする こ とはできません。

InstallScript MSI イ ンス ト ールで InstallScript 変数 CMDLINE へパラ メ ーターを渡し ま
す。

その他の Setup.exe コマン ド ラ イ ン と同様に、 InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 再起動後に Setup.exe フ ァ イル

が起動される と きに情報を InstallScript 変数 CMDLINE に渡す場合、 -z オプシ ョ ンを指定し た後に情報を含める必

要があ り ます。 た と えば、 次のコマン ド ラ イ ンは Setup.exe フ ァ イルがシステム再起動の後に起動する と きに、

reboot 文字列、 つま り CMDLINE に TEST1 TEST2 を追加し ます。

Reboot.CommandLine = -z"TEST1 TEST2"

複数の –z パラ メ ーターの使用はサポー ト されていないため、 InstallScript MSI イ ンス ト ールで CMDLINE 変数のた

めのすべての情報は、 単一の Reboot.CommandLine 呼び出し で指定し な く てはな り ません。

テーブル 4 • Objects オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ

プロパテ ィ 説明

Count プロジ ェ ク ト に含まれる InstallShield オブジ ェ ク ト の数。
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TextSub オブジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

TextSub オブジ ェ ク ト は、 テキス ト 置換を行う と きに使用されます。 これには、 次のプロパテ ィ と メ ソ ッ ドがあり

ます。

プロパテ ィ

メ ソ ッ ド

例

以下のコー ドは、

TextSub.Value( "SUBBED" ) = " 代替テキス ト ";

szString = "123<SUBBED>456<UNSUBBED>789";

TextSub.Substitute( szString );

gives szString に値 "123substituted text456UNSUBBED789" を与えます。

オブジ ェ ク ト  ハン ド ラー
InstallScript は、 次のよ う なオブジ ェ ク ト ハン ド ラーをサポー ト し ています。

テーブル 5 • TextSub オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ

プロパテ ィ 説明

Value( szIdentifier ) 識別子 szIdentifier と関連付けられた文字列値。

テーブル 6 • TextSub オブジ ェ ク ト のメ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

Substitute( szString ) szString の中のすべてのかぎ括弧付き識別子を、 それと関連付けられた文字列

に置換し ます。

テーブル 7 • InstallScript オブジ ェ ク ト  ハン ド ラー

オブジ ェ ク ト  ハン ド ラー 説明

InitProperties プロジ ェ ク ト にオブジ ェ ク ト が挿入された と きに実行されます。 これによ り、

オブジ ェ ク ト プロパテ ィ の値を読み取り または書き込むために使用されるオブ

ジ ェ ク ト スク リ プ ト の変数の値が初期化されます。

ReadProperties オブジ ェ ク ト プロジ ェ ク ト が開かれた と き と、 オブジ ェ ク ト を含むイ ンス ト ー

ルが起動された時に実行されます。 これによ り、 適切な ReadxxxxProperty 関数

が呼び出され、 プロパテ ィ バッ グオブジ ェ ク ト に保存されているプロパテ ィ 値

が取得されます
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InitProperties

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InitProperties ハン ド ラーは、 プロジ ェ ク ト にオブジ ェ ク ト が挿入される際に実行されます。 これによ り、 オブ

ジ ェ ク ト プロパテ ィ の値を読み取り または書き込むために使用されるオブジ ェ ク ト スク リ プ ト の変数の値が初期

化されます。

[ 新しいプロパテ ィ の追加 ] ダイアログ ボ ッ クスを使用し て、 オブジ ェ ク ト プロジ ェ ク ト にプロパテ ィ を追加する

と、 ダイアログの [ 既定値 ] 編集ボ ッ クスのエン ト リ に基づいた適切なステー ト メ ン ト が、 このハン ド ラーに自動

的に配置されます。

ReadProperties

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ReadProperties ハン ド ラーは、 オブジ ェ ク ト プロジ ェ ク ト が開かれる際と、 オブジ ェ ク ト を含むセ ッ ト ア ッ プが起

動される際に実行されます。 これによ り、 適切な ReadxxxxProperty 関数が呼び出され、 プロパテ ィ バッ グオブ

ジ ェ ク ト に保存されているプロパテ ィ 値が取得されます ( プロパテ ィ 値は、 WriteProperties ハン ド ラー によ って

呼び出される WritexxxxProperty 関数によ って、 プロパテ ィ バッ グオブジ ェ ク ト に保存されます )。

[ 新しいプロパテ ィ の追加 ] ダイアログを使用し て、 オブジ ェ ク ト プロジ ェ ク ト にプロパテ ィ を追加する と、 適切

な ReadxxxxProperty 関数がこのハン ド ラーに自動的に配置されます。

WriteProperties

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

WriteProperties ハン ド ラーは、 オブジ ェ ク ト プロジ ェ ク ト が保存またはビルド された時に実行されます。 このハン

ド ラーは、 適切な WritexxxxProperty 関数を呼び出し、 プロパテ ィ の値をプロパテ ィ バッ グオブジ ェ ク ト に保存し

ます ( プロパテ ィ 値は、 ReadProperties ハン ド ラー によ って呼び出される ReadxxxxProperty 関数によ って、 プロ

パテ ィ バッ グオブジ ェ ク ト から取得されます )。

[ 新しいプロパテ ィ の追加 ] ダイアログを使用し て、 オブジ ェ ク ト プロジ ェ ク ト にプロパテ ィ を追加する と、 適切

な WritexxxxProperty 関数がこのハン ド ラーに自動的に配置されます。

WriteProperties オブジ ェ ク ト プロジ ェ ク ト が保存またはビルド された と きに実行されます。 こ

のハン ド ラーは、 適切な WritexxxxProperty 関数を呼び出し、 プロパテ ィ の値を

プロパテ ィ バッ グオブジ ェ ク ト に保存し ます

テーブル 7 • InstallScript オブジ ェ ク ト  ハン ド ラー ( 続き )

オブジ ェ ク ト  ハン ド ラー 説明
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例外処理
例外処理を行う こ と で、 その他のスク リ プ ト コー ドからエラー処理を分離し ます。 InstallScript は Err オブジ ェ ク

ト とキーワー ド try、 catch、 並びに endcatch を利用し て例外処理をサポー ト し ます。

キーワー ド try に続 く コー ド を実行中に例外が発生し た場合、 スク リ プ ト  プロセスは次の例外ハン ド ラー ( つま

り、 catch/endcatch ブロ ッ クの内部のコー ド ) へパス し ます。 例外ハン ド ラーが実行される と、 プロセスはその 

endcatch キーワー ドの次の行へパス し ます。 try キーワー ド に続 く コー ド によ って例外が発生し なかった場合、 例

外ハン ド ラーのコー ドは省略され、 プロセスは endcatch キーワー ドの次の行から再開し ます。

例外は Err オブジ ェ ク ト の Raise メ ソ ッ ドの呼び出し で発生させる こ と も可能です。 これには 0 から 5 の引数が含

まれます。 対応する Err オブジ ェ ク ト プロパテ ィ の値をチ ェ ッ クする こ と で、 例外ハン ド ラーにある これらの引

数の値を読み出すこ と もできます。

メ モ • 発生し たたエラーは必ず負の数字でな く てはな り ません。 そ う でない場合、 イ ンス ト ールエンジンがエラー

を適切な COM エラーに変換し ます。 ですから、 投入されるエラーコー ドはすべて負の数字でな く てはな り ませ

ん。

次のコー ドサンプルは例外処理の実例です。

askfile:

AskText( " フ ァ イルへのパス ?", "", svPathName ); 

try

if (!Is( FILE_EXISTS, svPathName )) then

/* フ ァ イルが存在しない場合、 例外を発生する。

 (ERR_NOT_EXIST に #define ステー ト メ ン ト の値が

 提供されていなければなり ません。 エラー番号は

 負の数字でな く てはな り ません。 )*/

Err.Raise( ERR_NOT_EXIST ); 

endif;

if GetFileInfo ( svPathName, FILE_SIZE, 

nvFileSize, svResult )<0 then

/* フ ァ イル情報が得られなかった場合、

 例外を発生する。 (ERR_NO_INFO に #define ステー ト メ ン ト の値が

 提供されたはずです。 エラー

 番号は負の数字でな く てはな り ません。 )*/

Err.Raise ( ERR_NO_INFO );

endif;

SprintfBox ( INFORMATION, " フ ァ イル サイズ ", "%s のサイズは %ld です。 ",

svPathName, nvFileSize );

catch 

/* 例外ハン ド ラー。 */

nTemp = Err.Number;

/* その原因に基づいて例外を処理。 */

switch (nTemp)

case ERR_NOT_EXIST: 

if AskYesNo( svPathName + 

" が存在しません。 別のパスを入力しますか ?", YES )=YES then

bTryAgain = TRUE;

endif;

case ERR_NO_INFO:

MessageBox ( " 次のサイズを取得できませんでした " + 
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svPathName, INFORMATION ); 

bTryAgain = FALSE;

endswitch; 

endcatch; 

if bTryAgain then 

bTryAgain = FALSE;

goto askfile;

endif;

Try/catch/endcatch ブロ ッ クは次の要領でネス ト する こ とができます。

try

/* 通常プロセス、 パー ト  1。 */

try

/* 通常プロセス、 パー ト  2。 */

catch

/* パー ト  2 の例外処理。 */

endcatch;

/* 通常プロセス、 パー ト  3。 */

catch

/* パー ト 1、 パー ト 3 の例外処理。 */

endcatch;
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ビル ト イ ン関数 (A-D)
カテゴ リ別の関数一覧は、 「カテゴ リー別ビル ト イ ン関数」 を参照し て く だ さい。

AddFolderIcon
CreateShortcut 関数は AddFolderIcon 関数に優先し ます。

AddFolderIcon 関数を使って、 以下のよ う な タ スク を処理する こ とができます :

• [ ス ター ト ] メ ニュー、 [ プログラム ] メ ニュー、 またはデスク ト ッ プ上にシ ョ ー ト カ ッ ト またはフ ォルダー

を作成し ます。 szProgramFolder パラ メ ーターを使って、 シ ョ ー ト カ ッ ト またはフ ォルダーの適切な場所を指

定し ます。

• [ ス ター ト ] メ ニュー上に複数階層のサブ メ ニューを作成し て、 そのサブ メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト を含みま

す。

メ モ • AddFolderIcon を呼び出すためには、 そのシ ョ ー ト カ ッ ト  ターゲッ ト が既にターゲッ ト  システム上に存在し

ている必要があ り ます。

AddFolderIcon はイ ン ターネ ッ ト  シ ョ ー ト カ ッ ト の作成をサポー ト し ません。

構文

AddFolderIcon ( szProgramFolder, szItemName, szCommandLine, szWorkingDir, szIconPath, nIcon, szShortCutKey, nFlag );
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パラ メ ーター

テーブル 1 • AddFolderIcon のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szProgramFolder シ ョ ー ト カ ッ ト を含める フ ォルダーの名前を指定するか、 作成するプログラム 

フ ォルダーの名前を指定し ます。 フ ォルダーが存在し ない場合は、 イ ンス ト ー

ラーによ って作成されます。 このパラ メ ーターに、 複数レベルの階層メ ニュー

でサブ フ ォルダーを指定できます。 サブ フ ォルダーが存在し ない場合、

AddFolderIcon がサブ フ ォルダーを作成し、 必要に応じ て親フ ォルダーも作成し

ます。

シ ョ ー ト カ ッ ト を特定のフ ォルダーに追加する場合、 以下のよ う な完全修飾パ

スを指定し ます :

C:\\ProgramData\\Microsoft\\Windows\\Start Menu\\Programs

[ ス ター ト ] メ ニューにある [ プログラム ] メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト アイ コ ン

を追加するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

次の InstallScript システム変数の 1 つを このパラ メ ーターで渡すこ とができま

す :

• FOLDER_DESKTOP — デスク ト ッ プにシ ョ ー ト カ ッ ト を追加し ます。

• FOLDER_STARTUP — ス ター ト ア ッ プ メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト を追加し

ます。

• FOLDER_STARTMENU — ス ター ト メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト を追加し ます。

• FOLDER_PROGRAMS — ス ター ト \ プログラム メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト

を追加し ます。

InstallScript システム変数によ って識別される フ ォルダーの相対パスを指定する

こ と もできます。 例 :

FOLDER_PROGRAMS ^ “ACCESSORIES\\GAMES”

szItemName シ ョ ー ト カ ッ ト 名を指定し ます。 AddFolderIcon を呼び出し てシ ョ ー ト カ ッ ト を

プログラム フ ォルダーに追加する と、 szCommandLine で指定された リ ン ク 

デ ィ レ ク ト リ にリ ン ク フ ァ イルも作成されます。 エクスプローラー シ ェルで

は、 項目名に 「/、 \、 :、 ?、 <、 >,、 または |」 を使用できません。
530 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (A-D)
szCommandLine 次のう ちの 1 つを指定し ます :

• コ マン ド ラ イ ン パラ メ ーターをすべて含む、 シ ョ ー ト カ ッ ト に関連付けら

れた実行可能フ ァ イルの完全修飾名。 これは、 シ ョ ー ト カ ッ ト の [ プロパ

テ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスにある " リ ン ク先 " 値に追加されます。 Start 

Programs メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト を追加するには、 リ ン ク デ ィ レ ク ト

リの完全修飾パスを入力し ます。 こ こにアプ リ ケーシ ョ ンがそのアイ コ ン 

リ ン ク フ ァ イルを格納し ます。

• szItemName がサブ フ ォルダーの場合、 完全修飾パス。

注意 • コマン ド ラ イ ンに長いフ ァ イル名が含まれる場合は、 引用符で囲む必要

があり ます。 しかし、 コ マン ド ラ イ ンパラ メ ーターは引用符で囲んではな り ま

せん。 そのため、 szCommandLine 文字列を 2 つの個別の文字列から構築する こ

と をお勧めし ます。

szWorkingDir このシ ョ ー ト カ ッ ト  ターゲッ ト の作業デ ィ レ ク ト リ を入力し ます。

szItemName がサブ フ ォルダーの場合、 このパラ メ ーターは適用し ません。

AddFolderIcon は、 シ ョ ー ト カ ッ ト の [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [

シ ョ ー ト カ ッ ト ] タ ブにある [ 作業フ ォルダー ] ボ ッ クスにこのデ ィ レ ク ト リ

を書き込みます。 ヌル文字列 ("") を このパラ メ ーターに渡すと、 関数はこの [

作業フ ォルダー ] ボ ッ クスを空白のままにし て、 [ リ ン ク先 ] ボ ッ クスのパスが

使用されます。

注意 • LongPathToQuote を呼び出し てこのパスを引用符で囲まないよ う にし て

く だ さい。 InstallShield はこれらのパスも自動的に引用符で囲みます。

szIconPath シ ョ ー ト カ ッ ト に表示するアイ コ ンを含むフ ァ イルへの完全修飾パスを指定し

ます。

szItemName がサブ フ ォルダーの場合、 このパラ メ ーターは適用し ません。

注意 • LongPathToQuote を呼び出し てこのパスを引用符で囲まないよ う にし て

く だ さい。 InstallShield はこれらのパスも自動的に引用符で囲みます。

nIcon szIconPath で指定された実行可能フ ァ イルに含まれるアイ コ ン イ ンデッ クスを

指定し ます。 イ ンデッ クス 0 はフ ァ イルの 初のアイ コ ンを、 イ ンデッ クス 1 

は 2 番目のアイ コ ンを意味し ます。 以降の番号も同じ よ う に続きます。 アイ コ

ンを使用し ない場合、 このパラ メ ーターに 0 を指定し ます。

szItemName がサブ フ ォルダーの場合、 このパラ メ ーターは適用し ません。

テーブル 1 • AddFolderIcon のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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戻り値

AddFolderIcon の例
次の例から 1 つ選択し ます。

• ス ター ト メ ニューと ス ター ト プログラムメ ニューにある実行可能フ ァ イルへシ ョ ー ト カ ッ ト を配置する。

(AddFolderIcon の例 1)

• Startup メ ニューに複数階層のサブ メ ニューを作成し て、 そのメ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト を追加する。

(AddFolderIcon の例 2)

• デスク ト ッ プ上にサブ フ ォルダー、 並びに新規フ ォルダーの実行可能フ ァ イルをポイ ン ト するシ ョ ー ト カ ッ

ト を配置する。 (AddFolderIcon の例 3)

szShortCutKey シ ョ ー ト カ ッ ト に割り当てるシ ョ ー ト カ ッ ト  キーを文字列の形式で指定し ま

す。 シ ョ ー ト カ ッ ト に szShortCutKey を設定する と、 エン ド ユーザーが適切な

ホ ッ ト  キーを押し てシ ョ ー ト カ ッ ト を起動する こ とができます。

た と えば、 エン ド ユーザーが Ctrl と Alt キーを押し ながら数字の 1 を押すと製

品が起動するよ う に設定する場合は、 このパラ メ ーターに "Ctrl+Alt+1" を渡し

ます。

szItemName がサブ フ ォルダーの場合、 このパラ メ ーターは適用し ません。

nFlag このパラ メ ーターには、 次の定義済み定数のいずれかを指定し ます。 このパラ

メ ーターに複数の定義済み定数を渡す場合、 各定数をビ ッ ト 単位 OR 演算子 (|) 

で区切って く だ さい。

• REPLACE — フ ォルダー内の現在のアイ コ ンまたはシ ョ ー ト カ ッ ト を置換

し ます。

• RUN_MAXIMIZED — プログラムの起動時に 大化される こ と を示し ます。

• RUN_MINIMIZED — プログラムの起動時に 小化される こ と を示し ます。

• NULL — オプシ ョ ンがないこ と を示し ます。

テーブル 2 • AddFolderIcon の戻り値

戻り値 説明

0 関数が指定されたフ ォルダー内のシ ョ ー ト カ ッ ト を追加または置換し、 実行可

能フ ァ イルに関連付けたこ と を示し ます。

< 0 関数がシ ョ ー ト カ ッ ト の追加または置換、 また実行可能フ ァ イルとの関連付け

に失敗し たこ と を示し ます。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ と

ができます。 た と えば、 FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 

(0x80070005) です。

テーブル 1 • AddFolderIcon のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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AddFolderIcon の例 1

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * AddFolderIcon 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * この例ではスター ト メ ニューとスター ト プログラムメ ニューにある

 * 実行可能フ ァ イルへシ ョ ー ト カ ッ ト を配置します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 プ リ プロセッサ定数が、

 *  ターゲッ ト システム上の Windows Notepad 実行可能フ ァ イルの

 *  完全修飾名と有効なテキス ト  フ ァ イルを

 *  参照するよ うに設定して く ださい。

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

#define PROGRAM "C:\\Windows\\Notepad.exe"

#define PARAM  "C:\\Windows\\Readme.txt"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_AddFolderIcon(HWND);

function ExFn_AddFolderIcon(hMSI)

STRING szProgramFolder, szItemName, szCommandLine, szWorkingDir;

STRING szShortCutKey, szProgram, szParam, szIconPath;

NUMBER nIcon;

begin

// AddFolderIcon を呼び出すパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szProgramFolder = FOLDER_STARTMENU;

szItemName= "Notepad の例 1";

szProgram  = PROGRAM;

szParam  = PARAM;

LongPathToQuote (szProgram, TRUE);

LongPathToShortPath (szParam);

szCommandLine = szProgram + " " + szParam;

szWorkingDir = "";

szIconPath = "";

nIcon  = 0;

szShortCutKey = "";

// スター ト メ ニューへシ ョ ー ト カ ッ ト を追加します。

if (AddFolderIcon (szProgramFolder, szItemName, szCommandLine, szWorkingDir,

szIconPath, nIcon, szShortCutKey, REPLACE) < 0) then

MessageBox("AddFolderIcon が失敗しました。 ", SEVERE);
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else

SprintfBox (INFORMATION, "AddFolderIcon", "%s 無事に作成されました。 ",

 szItemName);

endif;

szProgramFolder = "";

szItemName= "Notepad の例 2";

// プログラム メ ニューへシ ョ ー ト カ ッ ト を追加します。

if (AddFolderIcon (szProgramFolder, szItemName, szCommandLine, szWorkingDir,

szIconPath, nIcon, szShortCutKey, REPLACE) < 0) then

MessageBox("AddFolderIcon が失敗しました。 ", SEVERE);

else

SprintfBox (INFORMATION, "AddFolderIcon", "%s 無事に作成されました。 ",

 szItemName);

endif;

end;

AddFolderIcon の例 2

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * AddFolderIcon 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * この例では、 Startup メ ニューに複数階層のサブ メ ニューを作成し、

 * そこに実行可能フ ァ イルへのシ ョ ー ト カ ッ ト を追加します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 プ リ プロセッサ定数が、

 *  ターゲッ ト システム上の Windows Notepad 実行可能フ ァ イルの

 *  完全修飾名と有効なテキス ト  フ ァ イルを適切に

 *  参照するよ うに設定して く ださい。

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

#define PROGRAM "C:\\Windows\\Notepad.exe"

#define PARAM  "C:\\Windows\\Readme.txt"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_AddFolderIcon(HWND);

function ExFn_AddFolderIcon(hMSI)

STRING szProgramFolder, szItemName, szCommandLine, szWorkingDir;

STRING szIconPath, szShortCutKey, szProgram, szParam;

NUMBER nIcon, nFlag, nResult;

begin

// Startup サブ メ ニューの完全修飾名を設定します。
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szProgramFolder = FOLDER_STARTUP ^ "SubMenu の例 ";

// シ ョ ー ト カ ッ ト のコマン ド ラ イン プロパテ ィ を構築します。

szProgram= PROGRAM;

szParam = PARAM;

LongPathToQuote (szProgram, TRUE);

LongPathToShortPath (szParam);

szCommandLine = szProgram + " " + szParam;

// AddFolderIcon へ渡すシ ョ ー ト カ ッ ト の他のプロパテ ィ を設定します。

szItemName = "Notepad の例 1";

szWorkingDir = "";

szIconPath = "";

nIcon  = 0;

szShortCutKey = "";

nFlag  = REPLACE|RUN_MAXIMIZED;

// サブ メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト を追加、 および必要に応じてサブ メ ニューを作成します。

nResult = AddFolderIcon (szProgramFolder, szItemName, szCommandLine,

szWorkingDir, szIconPath, nIcon,

szShortCutKey, nFlag);

// 結果をレポー ト します。

if (nResult < 0) then

MessageBox("AddFolderIcon が失敗しました。 ", SEVERE);

else

SprintfBox (INFORMATION, "AddFolderIcon", "%s 無事に作成されました。 ",

 szItemName);

endif;

end;

AddFolderIcon の例 3

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * AddFolderIcon 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * この例ではデスク ト ッ プ上にサブフ ォルダー、 並びに新規フ ォルダーの

 * 実行可能フ ァ イルを指定するアイ コンを配置します。 フ ォルダーは、

 * 実際のデ ィ レク ト リ をポイン ト するシ ョ ー ト カ ッ ト です。 このフ ォルダーから

 * ユーザーはプログラムを実行するシ ョ ー ト カ ッ ト を利用できます。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 プ リ プロセッサ定数が、

 *  ターゲッ ト システム上の Windows Notepad 実行可能フ ァ イルの

 *  完全修飾名と有効なテキス ト  フ ァ イルを

 *  参照するよ うに設定して く ださい。
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 *

\*-----------------------------------------------------------*/

#define FOLDER "C:\\Windows\\"

#define PROGRAM "C:\\Windows\\Notepad.exe"

#define PARAM "C:\\Windows\\Readme.txt"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_AddFolderIcon(HWND);

function ExFn_AddFolderIcon(hMSI)

 STRING szProgramFolder, szItemName, szCommandLine, szWorkingDir;

STRING szIconPath, szShortCutKey;

STRINGszProgram, szParam, szFolderDir;

NUMBER nIcon, nFlag, nResult;

begin

 // szProgramFolder はローカル システム上のデスク ト ッ プです。

 szProgramFolder = FOLDER_DESKTOP;

 szItemName= " フ ォルダー例 ";

 // フ ォルダー アイ コンが指定するフ ォルダーを作成します。

 szFolderDir = FOLDER ^ szItemName;

 CreateDir(szFolderDir);

 // フ ォルダー アイ コンのコマン ド ラ インはフ ォルダー パスでな く てはな り ません。

 // また、 パスが 8 文字以上である場合、

 // 引用符で囲む必要があり ます。

 szCommandLine = szFolderDir;

 LongPathToQuote(szCommandLine, TRUE);

 szWorkingDir = "";

 szIconPath = "";

 nIcon  = 0;

 szShortCutKey = "";

 nFlag = REPLACE|RUN_MINIMIZED;

 // フ ォルダー アイ コンを作成し、 そのアイ コンが指定する目的のフ ォルダーを表示します。

 nResult = AddFolderIcon (szProgramFolder, szItemName, szCommandLine,

szWorkingDir, szIconPath, nIcon, szShortCutKey,

nFlag);

 if (nResult < 0) then

MessageBox("AddFolderIcon が失敗しました。 ", SEVERE);

 else

SprintfBox (INFORMATION, "AddFolderIcon", "%s 無事に作成されました。 ",

szItemName);

 endif;

 // 作成したフ ォルダーを表示する。

 ShowProgramFolder (szFolderDir, SW_SHOW);

 // Example アイ コンを新し く 作成したフ ォルダーに追加します。

 szProgramFolder = szFolderDir;

 szItemName = " メ モ帳の例 ";
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 // 空白スペースが区切り文字と して間違えられないよ う注意して く ださい。

 szProgram  = PROGRAM;

 LongPathToQuote (szProgram, TRUE);

 szParam= PARAM;

 LongPathToShortPath (szParam);

 szCommandLine = szProgram + " " + szParam;

 szWorkingDir = "";

 szIconPath = "";

 nResult = AddFolderIcon (szProgramFolder, szItemName, szCommandLine,

szWorkingDir, szIconPath, nIcon, szShortCutKey,

 nFlag);

 if (nResult < 0) then

MessageBox("AddFolderIcon が失敗しました。 ", SEVERE);

 else

SprintfBox (INFORMATION, "AddFolderIcon", "%s 無事に作成されました。 ",

 szItemName);

 endif;

end;

AddProfString
AddProfString 関数は条件無し で .ini フ ァ イルへプロ フ ァ イル文字列を追加し ます。 AddProfString は、 System.ini 

フ ァ イル (device = ...) の [386Enh] セクシ ョ ンにあるよ う な非固有キー の追加のみに利用し ます。 AddProfString は

指定し た .ini フ ァ イルセク シ ョ ンの終わり に KEY=VALUE ラ イ ンを追加し ます。 既存キーの置換またはア ッ プデー

ト は行いません。 既存の非固有キーをア ッ プデー ト するには、 ReplaceProfString を呼び出し ます。 .ini フ ァ イルで

固有キーを追加、 または既存する固有キーの値をア ッ プデー ト するには、 WriteProfString を呼び出し ます。

構文

AddProfString ( szFileName, szSectionName, szKeyName, szValue );
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

• AddProfString は .ini フ ァ イルを変更するのに Windows API を利用し ません。Windows API は AddProfString で実

行可能な変更を行う こ とができません。

テーブル 3 • AddProfString のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFileName プロ フ ァ イル文字列を追加する .ini フ ァ イル名

を指定し ます。 szFileName が完全修飾名では

ない場合 ( ド ラ イブ指定とパスが含まれていな

い場合 )、 InstallShield は Windows フ ォルダーの

フ ァ イルを検索し ます。 フ ァ イルが存在し な

いと、 指定のフ ォルダーに作成されます。 パ

スがフ ァ イル名に含まれていない場合、 フ ァ

イルは Windows フ ォルダーに作成されます。

フ ァ イル名に存在し ないパスが含まれている

場合、 AddProfString は失敗し ます。

szSectionName .ini フ ァ イルセクシ ョ ンのセクシ ョ ン名を指定

し ます。 プロ フ ァ イル文字列はそのセクシ ョ

ンの 後に挿入されます。 セクシ ョ ンが存在

し ない場合は、 InstallShield によ って作成され

ます。 こ こで指定するセクシ ョ ン名は、 角括

弧 ( [ ] ) で囲まないで く だ さい。 szKeyName で

指定し たキーがセクシ ョ ンに既に存在する場

合でも、 プロ フ ァ イル文字列が挿入される こ

とに注意し て く ださい。

szKeyName 置換するキーの名前を指定し ます。 このパラ

メ ーターの値は、 プロ フ ァ イル文字列の等号

の左側 (szKeyName = szValue) に表示されます。

szValue キーに割り当てる値を指定し ます。 このパラ

メ ーターの値は、 プロ フ ァ イル文字列の等号

の右側 (szKeyName = szValue) に表示されます。

テーブル 4 • AddProfString の戻り値

戻り値 説明

0 AddProfString は .ini フ ァ イルへ指定されたプロ

フ ァ イル文字列を無事に追加し ま し た。

< 0 AddProfString はプロ フ ァ イル文字列を追加で

きませんで し た。
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• .ini フ ァ イルに加えた変更は、 アン イ ンス ト ール用にログ記録する こ とができます。 ただ し、 い く つかの重要

な制限事項があ り ます。 詳細は、 「 初期設定 (.ini) フ ァ イルエン ト リのアン イ ンス ト ール」 を参照し て く ださ

い。

AddProfString の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * 関数 AddProfString と GetProfString をデモンス ト レーシ ョ ン します。

 *

 * このスク リ プ トは、 フ ァ イルにプロフ ァ イル文字列を追加します。

 * 追加された文字列を読み出して表示します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を初めて実行した時、 ド ラ イブ C のルー ト に

 *  ISExampl.sys と名づけられた構成フ ァ イルを作成します。

 *  このフ ァ イルはスク リ プ ト解析が終了した時点で

 *  削除するこ とができます。

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

#define EXAMPLE_INI "C:\\ISExampl.ini"

// フ ァ イルに追加する新しいセクシ ョ ン、 キー、 および値。

#define NEW_SECTION " 新しいセクシ ョ ン "

#define NEW_KEY " 新しいキー "

#define NEW_VALUE " テス ト "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_AddProfString(HWND);

function ExFn_AddProfString(hMSI)

STRING svResult;

begin

// フ ァ イルへプロフ ァ イル文字列を追加します。

if (AddProfString (EXAMPLE_INI, NEW_SECTION, NEW_KEY, NEW_VALUE) != 0) then

// 文字列を追加できない場合は、 エラー メ ッセージを表示します。

MessageBox ("AddProfString が失敗しました。 ", SEVERE);

else

// フ ァ イルからキーの値を読み出します。

if (GetProfString (EXAMPLE_INI, NEW_SECTION, NEW_KEY, svResult) != 0) then

// 文字列読み出せない場合は、 エラー メ ッセージを表示します。

MessageBox ("GetProfString が失敗しました。 ", SEVERE);

else

// キーとその現在の値を表示します。

MessageBox (NEW_KEY + "=" + svResult, INFORMATION);
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endif;

endif;

end;

AdminAskPath

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

AdminAskPath 関数は、 管理イ ンス ト ール時 ( エン ド ユーザーが InstallScript MSI プロジ ェ ク ト  /a 引数を使った 

Setup.exe  を実行する場合 ) にエン ド ユーザーに対し てイ ンス ト ール先パスの入力を求めるダイアログを表示し ま

す。

構文

AdminAskPath ( szMsg, szDefaultPath, svResultPath );
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

AdminAskPath は AskPath ダイアログを使用し、 また AskPath と同じ ダイアログ リ ソースを使用し ます。 つま り、

[ ダイアログ エデ ィ ター ] の AskPath のレ イアウ ト で行った変更はすべて AdminAskPath に反映されます。

イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

AdminAskPath の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

//---------------------------------------------------------------------------

//

// InstallShield スク リ プ ト の例

//

// AdminAskPath 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

//

// InstallScript MSI プロジェ ク トの OnAdminInstallUIBefore イベン ト で

// フ ァ イルを圧縮およびコピーする先のターゲッ ト デ ィ レク ト リ を

テーブル 5 • AdminAskPath のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szMsg このダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 このダイアログにデ

フ ォル ト の指示を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡

し ます。

szDefaultPath 編集フ ィ ールド に表示するデフ ォル ト のパスを指定し ます。 エン ド ユー

ザーはこの文字列を変更できます。 OnAdminInstallUIBefore のデフ ォル ト 実

装では、 このパラ メ ーターに INSTALLDIR を渡し ます。

svResultPath ユーザーがデフ ォル ト のパスを利用、 修正、 または [ フ ォルダーの選択 ] ダ

イアログから代替パスを選択するか否かに関わらず、 結果のパス名を戻し

ます。 OnAdminInstallUIBefore のデフ ォル ト 実装では、 このパラ メ ーターに 

INSTALLDIR を渡し ます。

テーブル 6 • AdminAskPath の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) ユーザーが [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。

BACK (12) ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。
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// ユーザーにプロンプ ト します。

//

//---------------------------------------------------------------------------

function OnAdminInstallUIBefore( )

int nResult;

begin

Dlg_SdWelcome:

SdWelcome("", "");

Dlg_AdminAskPath:

// ユーザーにターゲッ ト  パスをプロンプ ト して、 それを INSTALLDIR に格納します

nResult = AdminAskPath("", INSTALLDIR, INSTALLDIR);

if (nResult = BACK) goto Dlg_SdWelcome;

// ステータス ダイアログを準備します

SetStatusExStaticText( SdLoadString( IDS_IFX_STATUSEX_STATICTEXT_FIRSTUI ) );

Enable(STATUSEX);

end;

AskDestPath

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

AskDestPath 関数は、 ダイアログを表示し ます。 このダイアログで、 エン ド ユーザーはイ ンス ト ールする フ ァ イル

のイ ンス ト ール先フ ォルダーを指定する こ とができます。 また、 このダイアログには [ 参照 ] ボタ ンがあり、 エン

ド ユーザーはシステム上の既存フ ォルダーを選択する こ とができます。

[ イ ンス ト ール先の選択 ] ダイアログから [ フ ォルダーの選択 ] ダイアログを開 く には、 エン ド ユーザーは、 [ 参照

] ボタ ンを ク リ ッ クする必要があ り ます。 [ フ ォルダーの選択 ] ダイアログは、 使用可能なフ ォルダーをすべて リ

ス ト 表示し ます。 エン ド ユーザーは既存のフ ォルダーから選択するか、 新し く フ ォルダー名を入力できます。 エ

ン ド ユーザーが存在し ないフ ォルダーの名前を入力し た場合、 そのフ ォルダーを新規作成する為のメ ッ セージ

ボ ッ クスが開きます。

メ モ • AskDestPath を呼び出す前に新規フ ォルダーが存在し ない場合、 サイ レン ト モー ド で実行する イ ンス ト ール

は新規フ ォルダーを作成し ます。 これによ って、 確認ダイアログは表示されません。 このステ ッ プを踏まない場

合は、 2 つの条件を処理するために 2 つの応答フ ァ イルが必要です。

エン ド ユーザーによ って選択されたフ ォルダーは、 書き込み可能である こ とが必要です。 書き込み不可フ ォル

ダーは選択できません。 エン ド ユーザーが書き込み不可能なフ ァ イルを選択できるよ う にするには、 AskPath 関数

を代わり に呼び出し ます。 

構文

AskDestPath ( szTitle, szMsg, svDir, nReserved );
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

テーブル 7 • AskDestPath のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル 「イ ンス ト ール先

の選択」 を表示するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 このパラ メ ーターに複数行の

ス タ テ ィ ッ ク テキス ト を入力するには、 改行する際に \n のエスケープシーケ

ンスを挿入し ます。 このダイアログにデフ ォル ト の指示を表示するには、 この

パラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

svDir ダイアログが開かれた際に表示するデフ ォル ト のパスを指定し ます。 エン ド

ユーザーが選択し たフ ォルダーへのパスを戻し ます。

メ モ • svDir によ って指定されたデフ ォル ト のフ ォルダーがエン ド ユーザーのシ

ステムに存在し ない場合、 エン ド ユーザーが [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 [

フ ォルダーの選択 ] ダイアログのステ ッ プに従ってフ ォルダーを作成し ない限

り、 フ ォルダーは作成されません。 し たがって、 必要に応じ てフ ォルダーを作

成する FeatureMoveData を呼び出す前に使用する予定のデフ ォル ト フ ォルダー

を指定する と きは何時でも、 フ ォルダーが存在するかど うかを判別するために 

AskDestPath が戻される と き  ExistsDir を呼び出す必要があり ます。 フ ォルダー

が存在し ない場合、 CreateDir を呼び出し て、 エン ド ユーザーのシステムでその

フ ォルダーを作成し ます。 イベン ト 指向のスク リ プ ト を実行する イ ンス ト ール

では FeatureTransferData が自動的に呼び出される こ とに注意し て く だ さい。

nReserved このパラ メ ーターの値は 0 ( ゼロ ) でな く てはいけません。

テーブル 8 • AskDestPath の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) エン ド ユーザーが、 [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。

BACK (12) エン ド ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。
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AskDestPath の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * AskDestPath 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 *  このスク リ プ トは AskDestPath を呼び出して、 インス ト ールがフ ァ イルを

 *  インス ト ールする場所へのパスを取得します。 そして、 そのパスが

 * メ ッセージボッ クスに表示されます。

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT"AskDestPath の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_AskDestPath(HWND);

function ExFn_AskDestPath(hMSI)

STRING szTitle, szMsg, svDir;

NUMBER nReturn;

begin

// インス ト ール用のデフ ォルト のパスを設定します。

svDir = INSTALLDIR;

// インス ト ール先のデ ィ レク ト リ を取得します。 ヌル文字列を 2 番目のパラ メーターで渡し、

// デフ ォルト のメ ッセージを表示します。

nReturn = AskDestPath (TITLE_TEXT, "", svDir, 0);

if (nReturn < 0) then

// エラーを報告します。

MessageBox ("AskDestPath に失敗。 ", SEVERE);

elseif (nReturn = NEXT) then

// 選択されたインス ト ール先デ ィ レク ト リ名を表示します。

MessageBox (svDir + " を選択しました。 ", INFORMATION);

endif;

end;

AskOptions

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript
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• InstallScript MSI

AskOptions 関数は、 エン ド ユーザーが １  つまたは複数のオプシ ョ ンを選択するためのダイアログを フ ォーマ ッ

ト し て表示し ます。 ダイアログは、 nValue の値に応じ て、 チ ェ ッ ク ボ ッ クスやオプシ ョ ンボタ ンなど、 大 9 種

類のコ ン ト ロール選択肢を表示し ます。

このダイアログのデフ ォル ト のタ イ ト ルは、 「機能の選択」 です。 タ イ ト ルバーの内容を変更するには、

AskOptions の前に SetDialogTitle を呼び出し て く だ さい。

メ モ • AskOptions 関数と一緒に PlaceWindow 関数を使う こ とはできません。 背景ウ ィ ン ド ウモー ド を有効にし ない

限り、 デフ ォル ト ではデスク ト ッ プ中央にダイアログが表示されます。 イ ンス ト ールがウ ィ ン ド ウ モー ドの場合、

背景ウ ィ ン ド ウの中央にダイアログが表示されます。

構文

AskOptions ( nValue, szMsg, szText1, bvCheck1, szText2, bvCheck2[, szTextn, bvCheckn] [,..., ...]);
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 545



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (A-D)
パラ メ ーター

テーブル 9 • AskOptions のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nValue 表示する制御のタ イプを指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数

のう ちの 1 つを渡し ます。

• EXCLUSIVE — オプシ ョ ンボタ ンを指定し ます。 これによ ってエン ド ユーザー

は 1 種類のオプシ ョ ンだけを選択する こ とができます。

• NONEXCLUSIVE — チ ェ ッ クボ ッ クスを指定し ます。 これによ ってエン ド ユー

ザーは複数のオプシ ョ ンを選択する こ とができます。

szMsg ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 このメ ッ セージを使用し て、 オ

プシ ョ ンを記述し た り、 ユーザーが １ つまたは複数のオプシ ョ ンを選択するかど

うかを尋ねた りする こ とができます。 メ ッ セージが長すぎて 1 行に収ま らないと

きは、 ニューラ イ ンエスケープシーケンス \n を使用し て改行を入れて く だ さい。

メ モ • 大メ ッ セージ文字列長はオペレーテ ィ ング システムによ って決定されま

す。 デフ ォル ト で、 szMsg テキス ト の表示は、 _Isres.dll の AskOptions ダイアログ 

リ ソースによ って 2 行に制限されています。 szMsg テキス ト で 2 行を超える行を

表示するには、 AskOptions ダイアログから カス タム ダイアログを作成し ます

szText1 初のチ ェ ッ ク ボ ッ クスまたはオプシ ョ ンボタ ンの横に表示するテキス ト ラベル

を指定し ます。 表示できる 大文字数はフ ォ ン ト によ って異な り ます。 指定され

た文字列がダイアログの静的テキス ト  フ ィ ールド に合う よ う にし て く だ さい。 文

字列が合わない場合、 短 く するか、 SdAskOptions を呼び出し て く だ さい。

アクセラ レーターキーを作成するには、 アンパサン ド (&) を該当する文字の前に

挿入し て く だ さい。 この文字は下線付きで表示され、 その機能を示し ます。 た と

えば、 カス タムのアクセラ レータキーを Alt + C に設定するには " カス タム (&C)"、

カス タムのアクセラ レータキーを Alt + S に設定するには " カス タム (&S) " を渡し

ます。

bvCheck1 ダイアログが開かれている際の 初のチ ェ ッ ク ボ ッ クスまたはオプシ ョ ン ボタ ン

の初期ステータ スを指定し ます。 ダイアログが閉じ ている際は、 初のチ ェ ッ ク 

ボ ッ クスまたはオプシ ョ ンボタ ンのステータ スを戻し ます。 このパラ メ ーターで

は、 次の定数をやり と り し ます :

• TRUE — 初のチ ェ ッ ク ボ ッ クスまたはオプシ ョ ン ボタ ンが選択されま し た。

• FALSE — 初のチ ェ ッ ク ボ ッ クスまたはオプシ ョ ン ボタ ンが選択されていま

せん。

szText2 2 番目ののチ ェ ッ ク ボ ッ クスまたはオプシ ョ ンボタ ンの横に表示するテキス ト ラ

ベルを指定し ます。 表示できる 大文字数はフ ォ ン ト によ って異な り ます。 指定

された文字列がダイアログの静的テキス ト  フ ィ ールド に合う よ う にし て く だ さ

い。 文字列が合わない場合、 短 く するか、 SdAskOptions を呼び出し て く だ さい。

szText1 で実行し た時と同じ手順で、 アクセラ レータ を作成し ます。
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戻り値

追加情報

イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

AskOptions の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

bvCheck2 ダイアログが開かれている際の 2 つ目のチ ェ ッ ク ボ ッ クスまたはオプシ ョ ン ボタ

ンの初期ステータ スを指定し ます。 ダイアログが閉じ ている際は、 2 つ目の

チ ェ ッ ク ボ ッ クスまたはオプシ ョ ン ボタ ンのステータ スを戻し ます。 このパラ

メ ーターでは、 次の定数をやり と り し ます :

• TRUE — 初のチ ェ ッ ク ボ ッ クスまたはオプシ ョ ン ボタ ンが選択されま し た。

• FALSE — 初のチ ェ ッ ク ボ ッ クスまたはオプシ ョ ン ボタ ンが選択されていま

せん。

7 種類までの追加オプシ ョ ンを定義できます。 各追加オプシ ョ ンは一対のパラ

メ ーター (AskOptions が戻った時のオプシ ョ ンのステータ スを示すラベルと数値変

数を決定付ける文字列パラ メ ーター ) が示し ます。 オプシ ョ ンの初期ステータ ス

を設定するには、 AskOptions を呼び出す前に、 TRUE または FALSE を数値変数に

割り当てます。

メ モ • nValue が EXCLUSIVE で複数のオプシ ョ ンの初期ステータ スが TRUE の場

合、 AskOptions は、 パラ メ ーターリ ス ト 内で TRUE にセ ッ ト されている 初のオ

プシ ョ ンをあらかじめ選択し ます。

テーブル 10 • AskOptions の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) エン ド ユーザーが、 [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。 制御のステー

タ スは、 個々の bvCheck 変数で返されます。

BACK (12) エン ド ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。 制御のステー

タ スは、 個々の bvCheck 変数で返されます。

テーブル 9 • AskOptions のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * AskOptions 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * AskOptions ダイアログが 2 回表示されます。 まず 初に

 * チェ ッ ク ボッ クスと共に表示され、 次にオプシ ョ ンボタ ン と

 * 共に表示されます。 この例では使用できるオプシ ョ ンの 大数 (9 つ )

 * を表示します。

 *

\*----------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_AskOptions(HWND);

function ExFn_AskOptions(hMSI)

STRING szMsg, szText1, szText2, szText3, szText4, szText5;

STRING szText6, szText7, szText8, szText9;

NUMBER nReturn, nValue,nvCheck1, nvCheck2, nvCheck3, nvCheck4;

NUMBER nvCheck5, nvCheck6, nvCheck7, nvCheck8, nvCheck9;

begin

szMsg = " 次のオプシ ョ ンから選択して く ださい。 ";

szText1 = " オプシ ョ ン 1";

szText2 = " オプシ ョ ン 2";

szText3 = " オプシ ョ ン 3";

szText4 = " オプシ ョ ン 4";

szText5 = " オプシ ョ ン 5";

szText6 = " オプシ ョ ン 6";

szText7 = " オプシ ョ ン 7";

szText8 = " オプシ ョ ン 8";

szText9 = " オプシ ョ ン 9";

nvCheck1 = TRUE;

nvCheck2 = FALSE;

nvCheck3 = FALSE;

nvCheck4 = FALSE;

nvCheck5 = FALSE;

nvCheck6 = FALSE;

nvCheck7 = FALSE;

nvCheck8 = FALSE;

nvCheck9 = FALSE;

// チェ ッ ク ボッ クス (NONEXCLUSIVE) ダイアログを表示します。

nValue = NONEXCLUSIVE;

AskOptions (nValue, szMsg, 

 szText1, nvCheck1, 

 szText2, nvCheck2,

 szText3, nvCheck3,

 szText4, nvCheck4,

 szText5, nvCheck5,

 szText6, nvCheck6,

 szText7, nvCheck7,

 szText8, nvCheck8,
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 szText9, nvCheck9);

// オプシ ョ ン ボタ ン (EXCLUSIVE) ダイアログを表示します。

nValue = EXCLUSIVE;

AskOptions (nValue, szMsg,

 szText1, nvCheck1,

 szText2, nvCheck2,

 szText3, nvCheck3,

 szText4, nvCheck4,

 szText5, nvCheck5,

 szText6, nvCheck6,

 szText7, nvCheck7,

 szText8, nvCheck8,

 szText9, nvCheck9);

end;

AskPath

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

AskPath 関数は、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ール先のパスを入力するためのダイアログを表示し ます。 このダイア

ログには、 1 行の編集フ ィ ールドがあ り、 こ こにデフ ォル ト のパスを表示できます。 エン ド ユーザーは、 3 つのオ

プシ ョ ンから選択できます。

• デフ ォル ト のパスを使用する。 

• デフ ォル ト のパスを編集する。 

• [ フ ォルダーの選択 ] ダイアログを表示し てフ ォルダーを選択する。 

[ フ ォルダーの選択 ] ダイアログを開 く には、 エン ド ユーザーは [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し な く てはな り ません。

[ フ ォルダーの選択 ] ダイアログは、 使用可能なフ ォルダーをすべて リ ス ト 表示し ます。 エン ド ユーザーは既存の

フ ォルダーから選択するか、 新し く フ ォルダー名を入力できます。 エン ド ユーザーが存在し ないフ ォルダー名を

入力し た場合は、 フ ォルダーが新たに作成されます。

注意 • AskPath は、 エン ド ユーザーが入力し たパスが存在するか否かを確認し ません。 AskPath を呼び出し た後、

CreateDir を呼び出し て、 パスを作成し ます。

メ モ • AskPath 関数と一緒に PlaceWindow 関数を使う こ とはできません。 背景ウ ィ ン ド ウモー ド を有効にされてい

ない場合、 デフ ォル ト でダイアログはデスク ト ッ プの中央に表示されます。 イ ンス ト ールがウ ィ ン ド ウ モー ドの

場合、 背景ウ ィ ン ド ウの中央にダイアログが表示されます。 

ダイアログのデフ ォル ト  タ イ ト ルは、 [ イ ンス ト ール先の選択 ] です。 このタ イ ト ルを変更するには、 AskPath の

前に、 SetDialogTitle を呼び出し て く だ さい。 

AskPath 関数は、 存在するけれど も書き込み不可能なフ ォルダー名を受け入れます。 エン ド ユーザーの書き込み

フ ォルダーに対する選択を制限するには、 AskDestPath 関数を代わり に呼び出し ます。 
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構文

AskPath (szMsg, szDefPath, svResultPath);

パラ メ ーター

戻り値

追加情報

AdminAskPath は AskPath ダイアログを使用し、 また AskPath と同じ ダイアログ リ ソースを使用し ます。 つま り、

[ ダイアログ エデ ィ ター ] の AskPath のレ イアウ ト で行った変更はすべて AdminAskPath に反映されます。

テーブル 11 • AskPath のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szMsg このダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 このダイアログにデフ ォル ト の指示

を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szDefPath 編集フ ィ ールド に表示するデフ ォル ト のパスを指定し ます。 エン ド ユーザーはこの文字列

を変更できます。

svResultPath ユーザーがデフ ォル ト のパスを利用、 修正、 または [ フ ォルダーの選択 ] ダイアログから

代替パスを選択するか否かに関わらず、 結果のパス名を戻し ます。 AskPath は、

svResultPath に配置する前に、 パスの末尾に円記号を追加し ます。 必要に応じ て、 AskPath 

が値を戻し た後に StrRemoveLastSlash を呼び出し て、 この円記号を削除する こ とができま

す。 ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し た場合、 svResultPath の値は予測不能にな り

ます。 し たがって、 szDefPath と svResultPath の両方に対し て同じ変数を使用し ている場

合、 AskPath からの戻り値が BACK と なる時の変数を必ず再初期化し て下さい。

メ モ • ダイアログで表示される編集フ ィ ールドはスク ロールできるので、 長い文字列にも

対応し ます。 編集フ ィ ールド に入力できる文字数は制限されていないので、 svResultPath 

で渡される変数は明白なサイズを設定せずに宣言し ます。 文字列変数が、 ユーザーが入力

し たテキス ト を保存するには短かすぎる場合、 この文字列は切り捨てられ、 エラー メ ッ

セージが表示されます。 なぜなら この関数は円記号と ヌルター ミ ネーターを文字列の末尾

に追加するため、 文字列のサイズは、 ユーザーが入力するパスよ り も 2 文字以上長 く する

必要があるからです。

テーブル 12 • AskPath の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) エン ド ユーザーが、 [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。

BACK (12) エン ド ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを選択し たこ と を示し ます。 SvResultPath は、 ヌル文

字列 ("") に設定されます。
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イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

AskPath の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * AskPath 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トはエン ドユーザーのコンピューターにある

 * フ ォルダーへのパスを取得します。 パスが存在しない場合は、 作成されます。

 * エン ドユーザーによる指示があった場合は、 その場所に

 * フ ォルダーが作成されます。 後に、 選択されたパスが表示されます。

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_AskPath(HWND);

function ExFn_AskPath(hMSI)

STRING szMsg, svResultPath[101];

BOOL bTargetDirOk;

begin

// インス ト ールダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

// AskPath ダイアログに表示する メ ッセージを作成します。

szMsg = " アプ リケーシ ョ ンのフ ォルダーを指定します。 ";

// 有効なパスインジケーターを初期化します。

bTargetDirOk = FALSE;

repeat

// ユーザーからパスを取得します。 デフ ォル トのパスは次のとおり です。

// システム変数 INSTALLDIR の現在の値です。

if (AskPath (szMsg, INSTALLDIR, svResultPath) = NEXT) then

// ターゲッ ト  システム上に

// ユーザーが入力したパスが存在するか？

if (ExistsDir (svResultPath) = 0) then

// 存在する場合、 ループを終了するよ う インジケーターを設定します。

bTargetDirOk = TRUE;

else

// パスが存在しない場合、 それを作成するべきか問い合わせます。

 if (AskYesNo (" フ ォルダーが存在しません。 作成しますか ?”,YES) = YES) then
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// フ ォルダー ( デ ィ レク ト リ ) を作成します。

if (CreateDir (svResultPath) = 0) then

// フ ォルダーが作成された場合、 ループを終了するよ う インジケーターを設定します。

bTargetDirOk = TRUE;

else

// フ ォルダーが作成されなかったこ と をエン ドユーザーへ報告します。

MessageBox (" 作成するこ とができませんでした "+ svResultPath, WARNING);

endif;

endif;

endif;

endif;

until bTargetDirOk;

// ターゲッ ト  フ ォルダーの名前を表示します。

MessageBox (" ターゲッ ト  フ ォルダーは " + svResultPath, INFORMATION);

// あとに続 く ダイアログ用に [ 戻る ] ボタ ンを有効にするこ と もできます。

Enable(BACKBUTTON);

end;

AskText

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

AskText 関数は、 ス タ テ ィ ッ ク テキス ト  フ ィ ールド と編集ボ ッ クスをそれぞれ 1 つ含むダイアログを表示し ま

す。 パラ メ ーター szQuestion のス タ テ ィ ッ クテキス ト フ ィ ールド用デフ ォル ト のテキス ト を指定し ます。 パラ

メ ーター szDefault の編集ボ ッ クス用デフ ォル ト のテキス ト を指定し ます。

メ モ • AskText 関数と一緒に PlaceWindow 関数を使う こ とはできません。 背景ウ ィ ン ド ウモー ド を有効にし ない限

り、 デフ ォル ト ではデスク ト ッ プ中央にダイアログが表示されます。 イ ンス ト ールがウ ィ ン ド ウ モー ドの場合、

背景ウ ィ ン ド ウの中央にダイアログが表示されます。 

このダイアログのデフ ォル ト のタ イ ト ルは、 [ 情報入力 ] です。 タ イ ト ルバーの内容を変更するには、 AskText の

前に SetDialogTitle を呼び出し て く だ さい。 

構文

AskText ( szQuestion, szDefault, svResult );
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

AskText 関数によ って表示されるダイアログは、 スキンを使って表示する こ とはできません。 スキンを指定し たか

し ないにかかわらず、 同じ よ う に表示されます。

AskText の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

テーブル 13 • AskText のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szQuestion 表示する質問またはステー ト メ ン ト を指定し ます。 このパラ メ ーターの文字列の

長さがス タ テ ィ ッ ク テキス ト  フ ィ ールドの幅を超える場合は、 1 つまたは複数

の改行が文字列に挿入され、 ダイアログ内に複数行にわたって表示されます。 希

望に応じ て、 1 つまたは複数のニューラ イ ンエスケープシーケンス ( \n ) を文字

列に挿入し て、 文字列を手動で形式設定できます。 このパラ メ ーターには、 デ

フ ォル ト 値があ り ません。

szDefault 編集ボ ッ クスのデフ ォル ト のテキス ト を指定し ます。 この編集フ ィ ールドはスク

ロールできるので、 長い文字列にも対応し ます。

svResult [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てダイアログを閉じ る際に、 エン ド ユーザーが入力

し たテキス ト が返されます。 ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し た場合、

svResult の値は予測不能にな り ます。 し たがって、 szDefault と svResult の両方に

対し て同じ変数を使用し ている場合、 AskText からの戻り値が BACK の時は、 再

初期化し ます。

メ モ • svResult で渡す文字列変数は編集ボ ッ クスに入力されるテキス ト に対応で

きる充分な長さが必要です。 そのため、 変数を宣言するには自動サイズ調整メ

ソ ッ ド を利用し ます。

テーブル 14 • AskText の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) エン ド ユーザーが、 [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。

BACK (12) エン ド ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。
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/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * AskText 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トはエン ドユーザーから会社名を取得します。

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

#define MSG_TEXT " 会社名を入力して く ださい。 "

#define DEFAULT_COMPANY "My Software Company"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_AskText(HWND);

function ExFn_AskText(hMSI)

STRING svCompany, szTitle;

NUMBER nResult;

begin

// 会社名を取得します。

nResult = AskText (MSG_TEXT, DEFAULT_COMPANY, svCompany);

if nResult = NEXT then

// ユーザーが入力した会社名を表示します。

MessageBox (" 会社 : " + svCompany, INFORMATION);

endif;

end;

AskYesNo

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

AskYesNo 関数は、 エン ド ユーザーが [ はい ] または [ いいえ ] のボタ ンを ク リ ッ ク し て質問に答える形式のメ ッ

セージボ ッ クスを表示し ます。 AskYesNo のメ ッ セージには、 ４  種類の項目が含まれます。

• クエスチ ョ ンマーク アイ コ ン

• 質問のテキス ト

• [ はい ] ボタ ン

• [ いいえ ] ボタ ン
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メ モ • デフ ォル ト のタ イ ト ルは 「質問」 です。 タ イ ト ルバーの内容を変更するには、 AskYesNo の前に 

SetDialogTitle を呼び出し て く だ さい。

AskYesNo メ ッ セージボ ッ クスは、 対応する Windows API 関数への直接呼び出しによ って作成されます。 この関数

は、 システム モ - ダル ダイアログを表示し ます。 一度表示されたモーダル ダイアログは、 エン ド ユーザーが閉

じ るまでフ ォーカスを保持し ます。

Windows はこのダイアログを表示するため、 イ ンス ト ールがダイアログ上にあるボタ ンのテキス ト を変更する こ

とはできません。 Windows が、 ボタ ンテキス ト をオペレーテ ィ ング システムの言語で表示 ( 英語システムでは 

"Yes" または "No") するため、 このテキス ト を手動でローカ ラ イズする必要はあり ません。 さ らに高度な柔軟性が

あるダイアログが必要な場合は、 Windows API 関数を直接呼び出すか、 カス タム ダイアログを使用し ます。

構文

AskYesNo (szQuestion, nDefault);

パラ メ ーター

戻り値

追加情報

AskYesNo 関数によ って表示されるダイアログは、 スキンを使って表示する こ とはできません。 スキンを指定し た

かし ないにかかわらず、 同じ よ う に表示されます。

テーブル 15 • AskYesNo のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szQuestion メ ッ セージボ ッ クスに表示する質問を指定し ます。 メ ッ セージが長すぎて １ 行に

収まらない場合は、 ニューラ イ ンエスケープシーケンス \n を メ ッ セージに埋め

込んで改行を挿入し ます。

nDefault デフ ォル ト で選択し たボタ ンを指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済

み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• YES— ダイアログが開 く と [ はい ] ボタ ンがハイ ラ イ ト 表示されます。

• NO— ダイアログが開 く と [ いいえ ] ボタ ンがハイ ラ イ ト 表示されます。

テーブル 16 • AskYesNo の戻り値

戻り値 説明

YES (1) ユーザーが [ はい ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。

NO (0) ユーザーが [ いいえ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。
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AskYesNo の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * AskYesNo 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト では、 ユーザーに対して ReadMe フ ァ イルを

 * 表示するかど うかを質問します。 [ はい ] の場合、 スク リ プ ト は

 * Windows Notepad を起動して ReadMe フ ァ イルを開きます。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 プ リ プロセッサ定数が、

 *  ターゲッ ト システム上の Windows Notepad 実行可能フ ァ イルの

 *  完全修飾名と有効なテキス ト  フ ァ イルを

 *  参照するよ うに設定して く ださい。

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

#define PROGRAM "C:\\Windows\\Notepad.exe"

#define PARAM  "C:\\Windows\\Readme.txt"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_AskYesNo(HWND);

function ExFn_AskYesNo(hMSI)

begin

// AskYesNo ダイアログを表示します。 デフ ォルト は [ はい ] に設定されています。

if (AskYesNo(" インス ト ールが完了しました。 Readme " +

" を読みますか？ ", YES )=YES then

LaunchApp(PROGRAM, PARAM);

endif;

end;
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BatchAdd
BatchAdd 関数は SET コマン ド またはその他の DOS コマン ド を、 BatchFileLoad と共に メ モ リ にロー ド されたバッ

チ フ ァ イルに挿入し ます。 nOptions パラ メ ーターを利用し てフ ァ イルの 初または 後のステー ト メ ン ト と し て

新規コマン ド を追加し た り、 既存のステー ト メ ン ト を新規コマン ド と置換し た り、 あるいは新規コ マン ドが既存

ステー ト メ ン ト の前 / 後に追加されるよ う指定し た り できます。

BatchAdd の前に BatchFileLoad を呼び出し て、 修正する フ ァ イルを メ モ リ にロー ド し ます。 フ ァ イルを変更し た

後、 BatchFileSave を呼び出し てデ ィ スクに保存し ます。

簡易バッ チフ ァ イル関数を拡張バッ チフ ァ イル関数と同時に使用し ないで く だ さい。 BatchFileLoad を呼び出し た

後、 BatchFileSave を呼び出し てフ ァ イルを保存するまで簡易バッ チフ ァ イル関数を使用する こ とはできません。

構文

BatchAdd ( szKey, szValue, szRefKey, nOptions );
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パラ メ ーター

テーブル 17 • BatchAdd のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szKey バッ チフ ァ イルへ追加するキーワー ド を指定し ます。

PATH、 TEMP、 そ し て MYENV はこのパラ メ ーターで利用

できる有効なキーの例です。

szValue バッ チフ ァ イルへ追加するキーの値を指定し ます。 この文

字列は 512 バイ ト 以内でな く てはな り ません。 512 バイ ト

以上の文字列を渡すと イ ンス ト ールエラーが発生し ます。

長い文字列を追加するには、 FileGrep 関数と FileInsertLine 

関数を利用し ます。

注意 • バッ チフ ァ イルは長いパスを全 く サポー ト し ません。

この関数を使用し て長いパスを持つ行を追加する場合は、

LongPathToShortPath を呼び出し て長いパスを短い同等の

パスに変換し てから、 バッ チフ ァ イルに配置する文字列に

追加し て く だ さい。 長いパス と長いフ ァ イル名についての

情報は、 「長いフ ァ イル名フ ォーマ ッ ト 」 を参照し て く だ

さい。

szRefKey バッ チフ ァ イルで ｓ ｚ Key を追加するのに関連する参照

キーを指定し ます。
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nOptions フ ァ イルのどの位置に行を挿入するかを指定し ます。 この

パラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し

ます。

• BEFORE ｓ ｚ RefKey— szRefKey を含む初めの行の前に

ステー ト メ ン ト が追加されます。 szRefKey がヌル文字

列 ("") の場合、 ステー ト メ ン ト はフ ァ イルの 初の行

と し て追加されます。

• AFTER— ｓ ｚ RefKey を含む 後の行の後にステー ト メ

ン ト が追加されます。 szRefKey がヌル文字列 ("") の場

合、 ステー ト メ ン ト はフ ァ イルの 後の行と し て追加

されます。

• REPLACE— ステー ト メ ン ト はフ ァ イルの既存行を置換

し ます。 複数の行に同じキーがある場合、 後の行の

みが置換されます。 ｓ ｚ Key がフ ァ イルにない場合、

新しい行が szRefKey の後に追加されます。 szRefKey 

がヌル文字列 ("") の場合、 新しい行がフ ァ イルの 後

の行と し て追加されます。

追加するステー ト メ ン ト が SET コマン ド でない場合、

ｓ ｚ Key でヌル文字列 ("") を渡し、 ｓ ｚ Value で完全なコ

マン ド を渡し、 そ し て以下に示すよ う にその他のオプシ ョ

ン定数のひとつと定数 COMMAND を組み合わせるには、

OR 演算子を利用し ます。

BatchAdd("", "PAUSE", "", COMMAND | AFTER);

メ モ • 定数 COMMAND と nOptions でパスする値と を OR 演

算子を利用し て組み合わせない限り、 BatchAdd は、 挿入す

る DOS キーワー ド SET をステー ト メ ン ト の初めに自動的

に追加し ます。 nOptions で REPLACE をあえて指定し ない

限り、 バッ チフ ァ イルに同じ行が重複する場合でも指定さ

れたステー ト メ ン ト が追加されます。

テーブル 17 • BatchAdd のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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戻り値

追加情報

InstallScript 参照キーは環境変数、 DOS コ マン ド、 またはプログラムフ ァ イル名のどれかです。 環境変数は PATH、

COMSPEC、 LIB、 その他の定義済みまたはユーザー定義の識別子といったキーワー ド です。 環境変数の値は DOS 

SET コマン ド を使って設定されます。 バッ チフ ァ イルに使われるステー ト メ ン ト は DOS コマン ド、 プログラム名 

( コマン ド ラ イ ンパラ メ ーターを含む / 含まず )、 あるいはコ メ ン ト の何れかでな く てはな り ません。 コマン ド と

環境変数の詳しい定義については、 ご使用のオペレーテ ィ ングシステムマニュアルを参照し て く だ さい。

BatchAdd の例
以下の例は、 次のイ ンス ト ールに適用し ます。

InstallScript/InstallScript MSI イ ンス ト ール

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 *  BatchAdd 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このサンプルスク リ プ ト では、 バッチフ ァ イルへ 3 つのステー ト メ ン ト を追加します。

 * まず、 PATH ステー ト メ ン ト を追加します。 次に、 環境変数 EXENV を設定する

 * コマン ド を追加します。 その後、 Windows を開始する既存のコマン ドの

 * 前に SHARE.EXE を起動するコマン ド を

 * 追加します。 後に、 元のフ ァ イルを

 * 編集済みフ ァ イルを元の名前の下に保存します。

 *

 * BatchAdd への呼び出しに失敗した場合、 セッ ト ア ッ プは

 * バッチフ ァ イルへの変更を保存せずに終了します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 ISExampl.bat と

 *       名づけられたバッチ フ ァ イルを、 ド ラ イブ C のルー ト に作成します。

 *       も効果的に行う ためには、 フ ァ イルに次の行を

 *       含めます :

 *

 *       PATH=C:\Windows

 *  Win

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

テーブル 18 • BatchAdd の戻り値

戻り値 説明

0 BatchAdd はバッ チフ ァ イルへ SET ステー ト メ

ン ト またはその他のコマン ド を無事に追加し

ま し た。

< 0 BatchAdd はバッ チフ ァ イルへ SET ステー ト メ

ン ト またはその他のコマン ド を追加する こ と

ができませんで し た。
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#define EXAMPLE_BAT "C:\\ISEXAMPL.BAT"

#define EXAMPLE_BAK "ISEXAMPL.BAK"

STRING szPath;

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

function OnBegin()

begin

// 編集するバッチ フ ァ イルをロード します。

if (BatchFileLoad (EXAMPLE_BAT) < 0) then

MessageBox (EXAMPLE_BAT + " をロード できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// C:\EXAPP\BIN への既存の検索パスの値を追加する

// SET PATH コマン ド を追加します。

szPath = "C:\\EXAPP\\BIN;%PATH%";

if (BatchAdd ("PATH", szPath, "PATH", AFTER) < 0) then

MessageBox ("BatchAdd の 初の呼び出しに失敗しました。 ", WARNING);

abort;

endif;

//SET EXENV = C:\OTHERAPP\BIN を追加します。 インス ト ールが

// 環境変数 EXENV がバッチフ ァ イルに既に存在する場合、

// 後の SET EXENV ステー ト メ ン トが置換されます。

szPath = "C:\\OTHERAPP\\BIN";

if (BatchAdd ("EXENV", szPath, "EXENV", REPLACE) < 0) then

MessageBox ("BatchAdd の 2 回目の呼び出しに失敗しました。 ", WARNING);

abort;

endif;

// コマン ド WIN の前にコマン ド SHARE.EXE を追加します。

if (BatchAdd ("", "SHARE.EXE", "WIN", BEFORE | COMMAND) < 0) then

MessageBox ("BatchAdd の 3 回目の呼び出しに失敗しました。 ", WARNING);

abort;

endif;

// 更新されたフ ァ イルを保存し、 元のフ ァ イルをバッ クア ッ プ します。

if (BatchFileSave(EXAMPLE_BAK) < 0) then

MessageBox (EXAMPLE_BAK + " を保存できませんでした。 ", SEVERE);

else

MessageBox (" バッチフ ァ イルが保存されました。 バッ クア ッ プが作成されました。 ",INFORMATION);

endif;

end;

以下の例は、 次のイ ンス ト ールに適用し ます。
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基本の MSI イ ンス ト ール

ヒ ン ト • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアク

シ ョ ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを

実行し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 *  BatchAdd 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このサンプルスク リ プ ト では、 バッチフ ァ イルへ 3 つのステー ト メ ン ト を追加します。

 * まず、 PATH ステー ト メ ン ト を追加します。 次に、 環境変数 EXENV を設定する

 * コマン ド を追加します。 その後、 Windows を開始する既存のコマン ドの

 * 前に SHARE.EXE を起動するコマン ド を

 * 追加します。 後に、 元のフ ァ イルを

 * 編集済みフ ァ イルを元の名前の下に保存します。

 *

 * BatchAdd への呼び出しに失敗した場合、 セッ ト ア ッ プは

 * バッチフ ァ イルへの変更を保存せずに終了します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 ISExampl.bat と

 *       名づけられたバッチ フ ァ イルを、 ド ラ イブ C のルー ト に作成します。

 *       も効果的に行う ためには、 フ ァ イルに次の行を

 *       含めます :

 *

 *       PATH=C:\Windows

 *  Win

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

#define EXAMPLE_BAT "C:\\ISEXAMPL.BAT"

#define EXAMPLE_BAK "ISEXAMPL.BAK"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_BatchAdd(HWND);

function ExFn_BatchAdd(hMSI)

STRING szPath;

begin

// 編集するバッチ フ ァ イルをロード します。

if (BatchFileLoad (EXAMPLE_BAT) < 0) then

MessageBox (EXAMPLE_BAT + " をロード できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// C:\EXAPP\BIN への既存の検索パスの値を追加する

// SET PATH コマン ド を追加します。

szPath = "C:\\EXAPP\\BIN;%PATH%";

if (BatchAdd ("PATH", szPath, "PATH", AFTER) < 0) then

MessageBox ("BatchAdd の 初の呼び出しに失敗しました。 ", WARNING);
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abort;

endif;

//SET EXENV = C:\OTHERAPP\BIN を追加します。 インス ト ールが

// 環境変数 EXENV がバッチフ ァ イルに既に存在する場合、

// 後の SET EXENV ステー ト メ ン トが置換されます。

szPath = "C:\\OTHERAPP\\BIN";

if (BatchAdd ("EXENV", szPath, "EXENV", REPLACE) < 0) then

MessageBox ("BatchAdd の 2 回目の呼び出しに失敗しました。 ", WARNING);

abort;

endif;

// コマン ド WIN の前にコマン ド SHARE.EXE を追加します。

if (BatchAdd ("", "SHARE.EXE", "WIN", BEFORE | COMMAND) < 0) then

MessageBox ("BatchAdd の 3 回目の呼び出しに失敗しました。 ", WARNING);

abort;

endif;

// 更新されたフ ァ イルを保存し、 元のフ ァ イルをバッ クア ッ プ します。

if (BatchFileSave(EXAMPLE_BAK) < 0) then

MessageBox (EXAMPLE_BAK + " を保存できませんでした。 ", SEVERE);

else

MessageBox (" バッチフ ァ イルが保存されました。 バッ クア ッ プが作成されました。 ",INFORMATION);

endif;

end;

BatchDeleteEx
BatchDeleteEx 関数は、 ｓ ｚ Key で指定された値を含むバッ チフ ァ イル内の行を削除し ます。

メ モ • BatchDeleteEx の前に BatchFileLoad を呼び出し て、 修正する フ ァ イルを メ モ リ にロー ド し ます。 フ ァ イルを

変更し た後、 BatchFileSave を呼び出し てデ ィ スクに保存し ます。

簡易バッ チフ ァ イル関数を拡張バッ チフ ァ イル関数と同時に使用し ないで く だ さい。 BatchFileLoad を呼び出し た

後、 BatchFileSave を呼び出し てフ ァ イルを保存するまで簡易バッ チフ ァ イル関数を使用する こ とはできません。

構文

BatchDeleteEx ( szKey, nOptions );
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パラ メ ーター

戻り値

BatchDeleteEx の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

テーブル 19 • BatchDeleteEx のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szKey 削除する単数または複数行を指定する参照

キーワー ド を指定し ます。

nOptions szKey が SET ステー ト メ ン ト またはコマン ド

で環境変数を指定するか否かを示し ます。 こ

のパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう

ちの 1 つを渡し ます。

• 0 — szKey は SET ステー ト メ ン ト の環境変

数である こ と を指定し ます。 環境変数は

定義済みの識別子 (PATH、 COMSPEC、 ま

た LIB など )、 あるいはユーザー定義の識

別子の何れかです。 たと えば、 ｓ ｚ Key の

値が "LIBPATH" で nOption が 0 に設定さ

れている場合、 次のステー ト メ ン ト が削

除されます :

SET LIBPATH=C:\Lang\Lib

• COMMAND — szKey が DOS コマン ド また

はプログラムフ ァ イル名のどち らかを指

定し ます。

テーブル 20 • BatchDeleteEx の戻り値

戻り値 説明

0 BatchDeleteEx は指定された値を含む行を無事

に削除し ま し た。

< 0 BatchDeleteEx は指定された値を含む行を削除

できませんで し た。
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 *

 * BatchDeleteEx 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 バッチ フ ァ イルからの行削除を行います。 まず、

 * BatchFileLoad を呼び出してフ ァ イルをロード します。 次に、 PATH コマン ド を持つ

 * 行をすべて削除します。 そして MyApp.exe ( たとえば C:\MyApps\MyApp.exe) を

 * 参照するすべての行を削除します。

 * 後に、 オリ ジナルフ ァ イルをバッ クア ッ プして

 * 編集されたフ ァ イルを元の名前の下に保存します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 ISExampl.bat と

 *       名づけられたバッチ フ ァ イルを、 ド ラ イブ C のルー ト に作成します。

 *       も効果的に行う ためには、 フ ァ イルに次の行を

 *       含めます :

 *

 *       SET PATH=C:\Windows

 *  C:\MyApps\MyApp.exe

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

#define EXAMPLE_BAT "C:\\ISExampl.bat"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_BatchDeleteEx(HWND);

function ExFn_BatchDeleteEx(hMSI)

STRING szBackupFile;

begin

// 編集するバッチ フ ァ イルをロード または作成します。

if (BatchFileLoad (EXAMPLE_BAT) < 0) then

MessageBox (EXAMPLE_BAT + " をロード できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// SET PATH= コマン ド をすべて削除します。

BatchDeleteEx ("PATH", 0);

// MyApp.exe への参照を含むすべての行を削除します。

BatchDeleteEx ("MyApp.exe", COMMAND);

// 編集されたバッチ フ ァ イルを保存します。

if (BatchFileSave("Example.bak") < 0) then

MessageBox (EXAMPLE_BAT+ " を保存できませんでした。 ", SEVERE);

else

MessageBox (" バッチ フ ァ イルが保存されました。 ",INFORMATION);

endif;

end;
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BatchFileLoad
BatchFileLoad 関数は指定し たバッ チフ ァ イルのコ ピーを メ モ リ にロー ド し、 フ ァ イル上の操作でその他の拡張

フ ァ イル関数を呼び出せるよ う にし ます。 szBatchFile で編集するバッ チフ ァ イルの名前を指定するか、

szBatchFile でヌル文字列 ("") を渡し てデフ ォル ト のバッ チフ ァ イルを編集し ます。 これはシステムが利用する 

Autoexec.bat フ ァ イルを起動するためにも と も と InstallShield が設定する ものです。

新規バッ チフ ァ イルを作成するのに BatchFileLoad の呼び出しが可能です。 そのためには、 szBatchFile で存在し な

いフ ァ イル名を渡し ます。 そ し て新規フ ァ イルを編集するのに他のバッ チ関数を呼び出し ます。 後に、

BatchFileSave を呼び出し てデ ィ スクへ新規フ ァ イルを保存し ます。

メ モ • 拡張バッ チフ ァ イル関数を利用する前に、 BatchFileLoad を呼び出し て変更する フ ァ イルを メ モ リ にロー ド

し な く てはな り ません。 フ ァ イルを変更し た後、 BatchFileSave を呼び出し てデ ィ スクに保存し ます。 デフ ォル ト

でイ ンス ト ールスク リ プ ト が利用するバッ チフ ァ イルの完全修飾フ ァ イル名を取得するには、 BatchGetFileName 

を呼び出し ます。 デフ ォル ト でイ ンス ト ールスク リ プ ト が別のバッ チフ ァ イルを利用するよ う に指定するには、

BatchSetFileName を呼び出し ます。

簡易バッ チフ ァ イル関数を拡張バッ チフ ァ イル関数と同時に使用し ないで く だ さい。 BatchFileLoad を呼び出し た

後、 BatchFileSave を呼び出し てフ ァ イルを保存するまで簡易バッ チフ ァ イル関数を使用する こ とはできません。

構文

BatchFileLoad ( szBatchFile );
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パラ メ ーター

戻り値

BatchFileLoad の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * BatchFileLoad と BatchFileSave 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

テーブル 21 • BatchFileLoad のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szBatchFile メ モ リ にロー ド するバッ チフ ァ イルの完全修

飾名を指定し ます。 現在のデフ ォル ト のバッ

チフ ァ イルをロー ド するには、 ヌル文字列 ("") 

を渡し ます。 このパラ メ ーターでフ ァ イルを

指定する と、 そのフ ァ イルがデフ ォル ト の

バッ チフ ァ イルと な り ます。 この関数を呼び

出し た後、 フ ァ イルを操作するのに拡張バッ

チフ ァ イル関数をすべて利用する こ とができ

ます。

BatchFileLoad を使った新しいバッ チフ ァ イル

を作成するには、 szBatchFile に存在し ない

フ ァ イル名を渡し ます。 そし て新規フ ァ イル

を編集するのに他のバッ チ関数を呼び出し ま

す。

テーブル 22 • BatchFileLoad の戻り値

戻り値 説明

0 BatchFileLoad がバッ チフ ァ イルバッ フ ァーを

初期化し ま し た。 szConfigFile が既存バッ チ

フ ァ イルを指定する場合、 フ ァ イルはバッ

フ ァーにロー ド されます。 それ以外の場合は

空のバッ フ ァーが作成されます。

< 0 BatchFileLoad はバッ チフ ァ イルバッ フ ァーを

初期化する こ とができませんで し た。
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 * このスク リ プ ト例では、 編集するためにバッチフ ァ イルを開 く 方法、

 * オリジナルフ ァ イルのバッ クア ッ プ作成方法、

 * そして編集したフ ァ イルの保存方法とその閉じ方を説明します。

 *

 * BatchFileSave のフ ァ イルバッ クア ッ プ機能がど うやって既存フ ァ イルの上書きを

 * 防ぐのかをデモンス ト レーシ ョ ン します。 このスク リ プ トは 2 つの

 * 異なるバッチ フ ァ イルをロード し保存します。 初のバッチフ ァ イルは

 * 特定のフ ァ イル名と共にバッ クア ッ プ されます。 2 番目のフ ァ イルは

 * ワイルド カード拡張子を使ってバッ クア ッ プされ、 BatchFileSave が

 * 3 桁の一意のフ ァ イル拡張子を生成します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 C ド ラ イブ のルー トへ

 *       2 つのフ ァ イル (ISExamp1.bat と ISExamp2.bat) を作成します。

 *       効果的に行う ためには、 ISExamp1.* または ISExamp2.* と

 *       名づけられた他のフ ァ イルを削除または移動する必要があり ます。

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

//  この例で使われているバッチフ ァ イルとバッ クア ッ プフ ァ イルの名前。

#define EXAMPLE1 "ISExamp1"

#define EXAMPLE2 "ISExamp2"

// バッチフ ァ イルの完全修飾名。

#define EXAMPLE1_BAT "C:\\" + EXAMPLE1 + ".bat"

#define EXAMPLE2_BAT "C:\\" + EXAMPLE2 + ".bat"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_BatchFileLoad(HWND);

function ExFn_BatchFileLoad(hMSI)

begin

// EXAMPLE1_BAT. をロード します。

if (BatchFileLoad (EXAMPLE1_BAT) < 0) then

MessageBox (EXAMPLE1_BAT + " をロード できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// 初のフ ァ イルを編集するには、 こ こに他のバッチフ ァ イル関数を使います。

// 拡張子 "bak" を持つ元のフ ァ イルのバッ クア ッ プを行い、

// 編集されたフ ァ イルを元の名前の下に保存します。 ISExamp1.bak が既に存在する場合、

// BatchFileSave は数字の付いた拡張子を生成します。

if (BatchFileSave (EXAMPLE1 + ".bak") < 0) then

MessageBox (EXAMPLE1_BAT+ " を保存できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

else

MessageBox (EXAMPLE1_BAT + " が保存されました。 ",INFORMATION);

endif;

// EXAMPLE2_BAT. をロード します。

if (BatchFileLoad (EXAMPLE2_BAT) < 0) then

MessageBox (EXAMPLE2_BAT + " をロード できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// 2 番目のフ ァ イルを編集するには、 こ こに他のバッチフ ァ イル関数を使います。

// 数字の付いた拡張子を使って元のバッチフ ァ イルをバッ クア ッ プ します。
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// そして編集済みフ ァ イルを元の名前の下に保存します。

if (BatchFileSave (EXAMPLE2 + ".*")< 0) then

MessageBox (EXAMPLE2_BAT + " を保存できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

else

MessageBox (EXAMPLE2_BAT + " が保存されました。 ",INFORMATION);

endif;

end;

BatchFileSave
BatchFileSave は BatchFileLoad 関数を使って メ モ リ にロー ド し たバッ チ フ ァ イルをデ ィ スクへ保存し ます。 フ ァ

イルはオ リ ジナル名の元に保存されます。 szBackupFile でフ ァ イル名が指定された場合、 編集されたフ ァ イルが

デ ィ スクに書き込まれる前にオ リ ジナルフ ァ イル名はそのフ ァ イル名に変更されます。szBackupFile にヌル文字列 

("") が含まれる場合、 オ リ ジナルフ ァ イルは変更されたフ ァ イルに置換されます。 拡張バッ チフ ァ イル関数を利

用し てバッ チフ ァ イルの変更を完了し た と きに BatchFileSave を呼び出さ無かった場合、 すべての変更点は失われ

ます。

メ モ • 簡易バッ チフ ァ イル関数を拡張バッ チフ ァ イル関数と同時に使用し ないで く だ さい。 BatchFileLoad を呼び

出し た後、 BatchFileSave を呼び出し てフ ァ イルを保存するまで簡易バッ チフ ァ イル関数を使用する こ とはできま

せん。

構文

BatchFileSave ( szBackupFile );
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パラ メ ーター

テーブル 23 • BatchFileSave のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szBackupFile 編集する前の状態でオ リ ジナルフ ァ イル

のパッ クア ッ プ コ ピーを保存するかど う

かを指定し ます。

• バッ クア ッ プフ ァ イルを作成し ない

場合、 このパラ メ ーターでヌル文字

列を指定し ます。

• オ リ ジナルフ ァ イルを特定の名前で

バッ クア ッ プするには、 そのフ ァ イ

ル名を このパラ メ ーターで渡し ます。

フ ァ イル名は不完全修飾 ( つま り、 ド

ラ イブ及び / またはパスを指定し な

い ) でな く てはな り ません。 特定名の

フ ァ イルが既に存在する場合、

BatchFileSave が次の箇条書き リ ス ト

に述べられた固有のフ ァ イル拡張子

を生成する こ とに注意し て く ださい。

• オ リ ジナルフ ァ イルを イ ンス ト ール

が生成し たフ ァ イル拡張子と と もに

バッ クア ッ プする場合は、 ワイルド

カー ド文字 "" を フ ァ イル拡張子と し

て指定し ます ( 例 "Batch.")。 そ し て

イ ンス ト ールが 001 から始まる数値

を拡張子と し て割り当てます。 その

拡張子を含むフ ァ イルが既に存在す

る場合、 固有のフ ァ イル名が作成さ

れるまで拡張子の値が 1 づつ追加さ

れます。 

バッ クア ッ プフ ァ イルが作成された後、

InstallShield はシステム変数 

INFOFILENAME でバッ クア ッ プ フ ァ イル

名を保存し ます。

メ モ • BatchFileLoad への 後の呼び出し

で指定されたバッ チフ ァ イルが存在し な

かった場合、 バッ クア ッ プフ ァ イルは 

BatchFileSave への呼び出し で作成された

バッ チフ ァ イルと同じにな り ます。

szBackupFile が元のバッ チ フ ァ イルの名

前を指定する場合、 バッ クア ッ プ フ ァ イ

ルは作成されません。
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戻り値

BatchFileSave の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * BatchFileLoad と BatchFileSave 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 編集するためにバッチフ ァ イルを開 く 方法、

 * オリジナルフ ァ イルのバッ クア ッ プ作成方法、

 * そして編集したフ ァ イルの保存方法とその閉じ方を説明します。

 *

 * BatchFileSave のフ ァ イルバッ クア ッ プ機能がど うやって既存フ ァ イルの上書きを

 * 防ぐのかをデモンス ト レーシ ョ ン します。 このスク リ プ トは 2 つの

 * 異なるバッチ フ ァ イルをロード し保存します。 初のバッチフ ァ イルは

 * 特定のフ ァ イル名と共にバッ クア ッ プ されます。 2 番目のフ ァ イルは

 * ワイルド カード拡張子を使ってバッ クア ッ プされ、 BatchFileSave が

 * 3 桁の一意のフ ァ イル拡張子を生成します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 C ド ラ イブ のルー トへ

 *       2 つのフ ァ イル (ISExamp1.bat と ISExamp2.bat) を作成します。

 *       効果的に行う ためには、 ISExamp1.* または ISExamp2.* と

 *       名づけられた他のフ ァ イルを削除または移動する必要があり ます。

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

//  この例で使われているバッチフ ァ イルとバッ クア ッ プフ ァ イルの名前。

#define EXAMPLE1 "ISExamp1"

#define EXAMPLE2 "ISExamp2"

// バッチフ ァ イルの完全修飾名。

#define EXAMPLE1_BAT "C:\\" + EXAMPLE1 + ".bat"

#define EXAMPLE2_BAT "C:\\" + EXAMPLE2 + ".bat"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

テーブル 24 • BatchFileSave の戻り値

戻り値 説明

0 BatchFileSave はメ モ リ にあるバッ チフ ァ イル

を無事デ ィ スクに保存し ま し た。

< 0 BatchFileSave はバッ チフ ァ イルをデ ィ スクに

保存する こ とができませんで し た。
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export prototype ExFn_BatchFileSave(HWND);

function ExFn_BatchFileSave(hMSI)

begin

// EXAMPLE1_BAT. をロード します。

if (BatchFileLoad (EXAMPLE1_BAT) < 0) then

MessageBox (EXAMPLE1_BAT + " をロード できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// 初のフ ァ イルを編集するには、 こ こに他のバッチフ ァ イル関数を使います。

// 拡張子 "bak" を持つ元のフ ァ イルのバッ クア ッ プを行い、

// 編集されたフ ァ イルを元の名前の下に保存します。 ISExamp1.bak が既に存在する場合、

// BatchFileSave は数字の付いた拡張子を生成します。

if (BatchFileSave (EXAMPLE1 + ".bak") < 0) then

MessageBox (EXAMPLE1_BAT+ " を保存できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

else

MessageBox (EXAMPLE1_BAT + " が保存されました。 ",INFORMATION);

endif;

// EXAMPLE2_BAT. をロード します。

if (BatchFileLoad (EXAMPLE2_BAT) < 0) then

MessageBox (EXAMPLE2_BAT + " をロード できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// 2 番目のフ ァ イルを編集するには、 こ こに他のバッチフ ァ イル関数を使います。

// 数字の付いた拡張子を使って元のバッチフ ァ イルをバッ クア ッ プ します。

// そして編集済みフ ァ イルを元の名前の下に保存します。

if (BatchFileSave (EXAMPLE2 + ".*")< 0) then

MessageBox (EXAMPLE2_BAT + " を保存できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

else

MessageBox (EXAMPLE2_BAT + " が保存されました。 ",INFORMATION);

endif;

end;

BatchFind
BatchFind 関数は、 ｓ ｚ RefKey で指定された参照キーすべてをバッ チフ ァ イル内で検索し ます。 nOptions  に定数 

RESTART を指定し た場合、 初に現れる参照キーが返されます。 次に現れる szRefKey を検出するには、 この関

数を nOptions で CONTINUE に設定し て繰り返し呼び出し ます。

メ モ • BatchFind の前に BatchFileLoad を呼び出し て、 修正する フ ァ イルを メ モ リ にロー ド し ます。 フ ァ イルを変更

し た後、 BatchFileSave を呼び出し てデ ィ スクに保存し ます。

簡易バッ チフ ァ イル関数を拡張バッ チフ ァ イル関数と同時に使用し ないで く だ さい。 BatchFileLoad を呼び出し た

後、 BatchFileSave を呼び出し てフ ァ イルを保存するまで簡易バッ チフ ァ イル関数を使用する こ とはできません。
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構文

BatchFind ( szRefKey, svResult, nOptions );
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戻り値

テーブル 25 • BatchFind のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szRefKey 検索する参照キーを指定し ます。 環境変数、

DOS コマン ド、 またはプログラム名を参照

キーとする こ とができます。 参照キーがフ ァ

イル名の場合でフ ァ イル拡張子を指定し な

かったと き、 関数はベースフ ァ イル名を持つ

参照キーすべてを戻し ます。 例えば、 Win.com 

を指定し たと き、 検索は参照キーのみを捜し

ます。 Win を指定し た と き、 バッ チフ ァ イルに

存在する Win.exe、 Win.dll、 Win.sys 等の参照

キーを戻し ます。

svResult バッ チフ ァ イルで検出された参照キーの値を

指定し ます。

nOptions 検索開始位置を指定し ます。 このパラ メ ー

ターに、 あらかじめ定義されている以下の定

数のう ちの 1 つを渡し ます。

• CONTINUE — バッ チフ ァ イルでの現在の位

置から検索をはじめます。

• RESTART — バッ チフ ァ イルの 初から検

索を開始し ます。

検索し ている参照キーが DOS コマン ド または

プログラム名 ( 環境変数ではない ) の場合 、 以

下の例のよ う に定数 COMMAND  と CONTINUE 

または RESTART と を組み合わせるのに OR を

使います。

BatchFind ("SCAN.EXE", svResult, COMMAND | 

RESTART);

テーブル 26 • BatchFind の戻り値

戻り値 説明

0 BatchFind は szRefKey の値を検出し て svResult 

で戻し ま し た。

< 0 BatchFind は szRefKey の値を見つけて svResult 

で戻すこ とができませんで し た。
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BatchFind の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * BatchFind 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 バッチフ ァ イルを検索してそのフ ァ イルが

 * SHARE.EXE を参照するコマン ド を含むか否かをレポー ト します。

 * そして、 すべての PATH と SET PATH ステー ト メ ン ト を探して表示します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 ISExampl.bat と

 *       名づけられたバッチ フ ァ イルを作成し、 C ド ラ イブのルー ト に

 *       保存します。 バッチ フ ァ イルは Share.exe を起動するコマン ド を含み、

 *       PATH 、 あるいは SET PATH= ステー ト メ ン ト を

 *       1 つ以上持ちます。

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

#define TARGET_BATCH "C:\\ISExampl.bat"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_BatchFind(HWND);

function ExFn_BatchFind(hMSI)

STRING svResult;

NUMBER nResult;

begin

// ターゲッ ト  バッチ フ ァ イルをロード します。

if (BatchFileLoad (TARGET_BATCH ) < 0) then

MessageBox (TARGET_BATCH + " をロード できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// SHARE.EXE コマン ド をチェ ッ ク します。

nResult = BatchFind ("SHARE.EXE", svResult, COMMAND);

if (nResult < 0) then

MessageBox ("SHARE.EXE コマン ドが見つかり ませんでした。 ", WARNING);

else

MessageBox ("SHARE.EXE コマン ドが見つかり ました。 ", INFORMATION);

endif;

// 初の PATH または SET PATH= ステー ト メ ン ト を検索します。 フ ァ イルの 初から

// 検索を開始するよ う、 3 番目のパラ メーターに RESTART を渡します。

nResult = BatchFind ("PATH", svResult, RESTART);

if (nResult < 0) then
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MessageBox ("PATH コマン ドが見つかり ませんでした。 ", WARNING);

else

// PATH コマン ドが存在する と きはループ します。

while (nResult = 0)

MessageBox (svResult, INFORMATION);

// 次の PATH コマン ド を検索します。 CONTINUE を 3 番目の

// パラ メーターに渡して、 後の検索結果に続けてステー ト メ ン ト

// で検索を続行します。

nResult = BatchFind ("PATH", svResult, CONTINUE);

endwhile;

MessageBox ("PATH コマン ドはこれ以上見当たり ません。 ", WARNING);

endif;

end;

BatchGetFileName
BatchGetFileName 関数はデフ ォル ト  バッ チ フ ァ イルの完全修飾名を読み出し ます。 これはも と も と InstallShield 

によ って システムが利用する起動フ ァ イル Autoexec.bat に設定されています。 デフ ォル ト でスク リ プ ト が別の

バッ チフ ァ イルを利用するよ う に指定するには、 BatchSetFileName を呼び出し ます。

メ モ • 簡易バッ チフ ァ イル関数を拡張バッ チフ ァ イル関数と同時に使用し ないで く だ さい。 BatchFileLoad を呼び

出し た後、 BatchFileSave を呼び出し てフ ァ イルを保存するまで簡易バッ チフ ァ イル関数を使用する こ とはできま

せん。

構文

BatchGetFileName ( svFileName );
576 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (A-D)
パラ メ ーター

戻り値

BatchGetFileName の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * BatchGetFileName 関数 と BatchSetFileName 関数の

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 デフ ォル ト構成フ ァ イルの完全修飾名を読み出します。

 * これはも と も と起動ド ラ イブ内のフ ァ イル

 * Autoexec.bat です。 そして C:\ISExampl.bat をデフ ォル トのバッチフ ァ イル

 * と します。 後に、 も う一度デフ ォルト のバッチフ ァ イルの名前を

 * 読み出して、 変更されたこ と を確認表示します。

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

#define DEFAULT_BATCH_FILE "C:\\ISExampl.bat"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_BatchGetFileName(HWND);

function ExFn_BatchGetFileName(hMSI)

STRING svFilename;

テーブル 27 • BatchGetFileName のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

svFileName svFileName でデ ィ フ ォル ト バッ チフ ァ イルの

完全修飾名を戻し ます。

テーブル 28 • BatchGetFileName の戻り値

戻り値 説明

0 BatchGetFileName デフ ォル ト バッ チフ ァ イル

の完全修飾フ ァ イル名を読み出し ま し た。

< 0 BatchGetFileName デフ ォル ト バッ チフ ァ イル

の完全修飾フ ァ イル名の読み出しに失敗し ま

し た。
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begin

// デフ ォルト のバッチ フ ァ イルの名前を取得します。

if (BatchGetFileName (svFilename) < 0) then

// エラーをレポー ト し、 中止します。

MessageBox ("BatchGetFileName の 初の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

else

// デフ ォルト のバッチ フ ァ イルの名前を表示します。

MessageBox (" デフ ォルト のバッチ フ ァ イルは " + svFilename + " です。 ",

 INFORMATION);

endif;

// C:\ISExampl.bat をデフ ォルトのバッチ フ ァ イルと します。

if (BatchSetFileName(DEFAULT_BATCH_FILE) < 0) then

// エラーを報告します。

MessageBox (" 新しいデフ ォルト のバッチ フ ァ イルを設定できませんでした。 ", SEVERE);

else

// デフ ォルト のバッチ フ ァ イルが変更されたこ と を確認します。

if (BatchGetFileName(svFilename) < 0) then

// エラーを処理します。

MessageBox ("BatchGetFileName の 2 回目の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

else

// デフ ォルト のバッチ フ ァ イルの名前を表示します。

MessageBox (" 現在のデフ ォルト のバッチ フ ァ イルは " + svFilename + " です。 ",

 INFORMATION);

endif;

endif;

end;

BatchMoveEx
BatchMoveEx 関数は ｓ ｚ Move が指定し た行をバッ チフ ァ イル内で移動させます。 パラ メ ーター nOptions はバッ

チフ ァ イルの 初または 後、 あるいは ｓ ｚ RefKey で指定された行の前後のいづれに配置するのかを指定し ま

す。

メ モ • BatchMoveEx を呼び出す前に BatchFileLoad を呼び出し て、 修正する フ ァ イルを メ モ リ にロー ド し ます。

フ ァ イルを変更し た後、 BatchFileSave を呼び出し てデ ィ スクに保存し ます。

簡易バッ チフ ァ イル関数を拡張バッ チフ ァ イル関数と同時に使用し ないで く だ さい。 BatchFileLoad を呼び出し た

後、 BatchFileSave を呼び出し てフ ァ イルを保存するまで簡易バッ チフ ァ イル関数を使用する こ とはできません。

構文

BatchMoveEx ( szMove, szRefKey, nOptions, nMoveOption );
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テーブル 29 • BatchMoveEx のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szMove 移動させる行を認識する参照キーを指定し ま

す。

szRefKey 移動させる行を配置するのに使う参照行を識

別するキーを指定し ます。 szRefKey がヌル文

字列 ("") の場合、 ｓ ｚ Move が指定する行は 

nOptions の値に従ってフ ァ イルの 初または

終わりへ移動し ます。

nOptions 行の移動先を指定し ます。 このパラ メ ーター

に、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し

ます。

• BEFORE — ｓ ｚ Move が指定し た行は 

szRefKey の参照キーを含む行の前に移動

し ます。 szRefKey がヌル文字列 ("") の場

合、 szMove が指定し た行はフ ァ イルの

初に移動し ます。

• AFTER — ｓ ｚ Move が指定し た行は 

szRefKey の参照キーを含む行の後に移動

し ます。 szRefKey がヌル文字列 ("") の場

合、 szMove が指定し た行はフ ァ イルの

後に移動し ます。

検索し ている参照キーが DOS コマン ド ま

たはプログラム名 ( 環境変数ではない ) の

場合 、 以下の例のよ う に定数 COMMAND  

と BEFORE または AFTER と を組み合わせ

るのに OR を使います。

BatchMoveEx (OPATHO, OSCAN.EXEO, BEFORE | 

COMMAND, 0);

nMoveOption szMove がコマン ド または環境変数の何れかを

指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定

義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• 0 — szMove が環境変数である と指定し ま

す。

• COMMAND — ｓ ｚ Move がコマン ド である

と指定し ます。
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BatchMoveEx の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * BatchMoveEx 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 バッチフ ァ イル内で行を移動させます。 まず、

 * BatchFileLoad を呼び出してフ ァ イルをロード します。 次に、 初めの

 * PATH コマン ド をフ ァ イルの 後まで移動します。 そして、

 * Windows を起動するステー ト メ ン ト の前に Share.exe を

 * 参照する 初のステー ト メ ン ト を移動します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 ISExampl.bat と

 *       名づけられたバッチ フ ァ イルを、 ド ラ イブ C のルー ト に作成します。

 *       も効果的に行う ためには、 フ ァ イルの 初の行は PATH コマン ド で、

 *       次のステー ト メ ン ト で Windows を起動し、

 *       後のステー ト メ ン トは Share.exe を実行します。

 *

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

#define TARGET_BATCH "C:\\ISExampl.bat"

#define BACKUP_BATCH "ISExampl.bak"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_BatchMoveEx(HWND);

function ExFn_BatchMoveEx(hMSI)

begin

// 編集するバッチ フ ァ イルをロード します。

if BatchFileLoad (TARGET_BATCH) < 0 then

MessageBox (TARGET_BATCH + " をロード できませんでした。 ", SEVERE);

テーブル 30 • BatchMoveEx の戻り値

戻り値 説明

0 BatchMoveEx がバッ チフ ァ イル内で指定され

た行の移動を完了し ま し た。

< 0 BatchMoveEx がバッ チフ ァ イル内で指定され

た行を移動する こ とができませんで し た。
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abort;

endif;

// PATH ステー ト メ ン ト をフ ァ イルの 後へ移動します。

if (BatchMoveEx ("PATH", "", AFTER, 0) < 0) then

MessageBox ("PATH ステー ト メ ン ト を移動できませんでした。 ", SEVERE);

else

MessageBox ("PATH ステー ト メ ン ト はフ ァ イルの 後に移動しました。 ", INFORMATION);

endif;

// WIN ステー ト メ ン ト の前に SHARE.EXE コマン ド を移動します。

if (BatchMoveEx ("SHARE.EXE", "WIN", BEFORE|COMMAND, COMMAND) < 0) then

MessageBox ("SHARE.EXE ステー ト メ ン ト を移動できませんでした。 ", SEVERE);

else

MessageBox ("SHARE.EXE ステー ト メ ン ト が WIN ステー ト メ ン トの前に移動しました。 ",

 INFORMATION);

endif;

// 更新されたフ ァ イルを保存し、 元のフ ァ イルをバッ クア ッ プ します。

if BatchFileSave (BACKUP_BATCH) < 0 then

MessageBox (BACKUP_BATCH + " を保存するこ とができませんでした。 ", SEVERE);

else

MessageBox (" バッチフ ァ イルが保存されました。 バッ クア ッ プが作成されました。 ", INFORMATION);

endif;

end;

BatchSetFileName
BatchSetFileName 関数は、 パラ メ ーターと し てヌル文字列 ("") を使って呼び出し たと き Ez バッ チ フ ァ イル関数

や BatchFileLoad が使用するバッ チフ ァ イルの名前を指定し ます。 InstallScript では、 このフ ァ イルはデフ ォル ト の

バッ チフ ァ イルと呼ばれます。 イ ンス ト ールの初期化中、 デフ ォル ト のバッ チ フ ァ イルはシステムが使用する起

動フ ァ イル Autoexec.bat フ ァ イルに設定されています。

BatchSetFileName はデフ ォル ト バッ チフ ァ イルの名前を割り当てるだけです。 指定されたフ ァ イルが存在するか

否かを確認、 あるいはフ ァ イルのメ モ リーへのロー ド を行いません。 そのため、 フ ァ イル名が無効な場合や、 指

定されたフ ァ イルが存在し ない場合でも関数は成功し ます。 無効なフ ァ イル名は、 後に続 く 簡易バッ チフ ァ イル

関数や詳細バッ チフ ァ イル関数の失敗の原因と な り ます。

メ モ • 簡易バッ チフ ァ イル関数を拡張バッ チフ ァ イル関数と同時に使用し ないで く だ さい。 BatchFileLoad を呼び

出し た後、 BatchFileSave を呼び出し てフ ァ イルを保存するまで簡易バッ チフ ァ イル関数を使用する こ とはできま

せん。

構文

BatchSetFileName ( szBatchFile );
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戻り値

BatchSetFileName の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * BatchGetFileName 関数 と BatchSetFileName 関数の

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 デフ ォル ト構成フ ァ イルの完全修飾名を読み出します。

 * これはも と も と起動ド ラ イブ内のフ ァ イル

 * Autoexec.bat です。 そして C:\ISExampl.bat をデフ ォル トのバッチフ ァ イル

 * と します。 後に、 も う一度デフ ォルト のバッチフ ァ イルの名前を

 * 読み出して、 変更されたこ と を確認表示します。

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

#define DEFAULT_BATCH_FILE "C:\\ISExampl.bat"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_BatchSetFileName(HWND);

テーブル 31 • BatchSetFileName のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szBatchFile イ ンス ト ールスク リ プ ト でデフ ォル ト と し て

使用されるバッ チフ ァ イルの完全修飾名を指

定し ます。

テーブル 32 • BatchSetFileName の戻り値

戻り値 説明

0 BatchSetFileName 指定されたフ ァ イルをデ

フ ォル ト バッ チフ ァ イルと し て設定し ま し た。

< 0 BatchSetFileName 指定されたフ ァ イルをデ

フ ォル ト バッ チフ ァ イルと し て設定する こ と

ができませんで し た。
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function ExFn_BatchSetFileName(hMSI)

STRING svFilename;

begin

// デフ ォルト のバッチ フ ァ イルの名前を取得します。

if (BatchGetFileName (svFilename) < 0) then

// エラーをレポー ト し、 中止します。

MessageBox ("BatchGetFileName の 初の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

else

// デフ ォルト のバッチ フ ァ イルの名前を表示します。

MessageBox (" デフ ォルト のバッチ フ ァ イルは " + svFilename + " です。 ",

 INFORMATION);

endif;

// C:\ISExampl.bat をデフ ォルトのバッチ フ ァ イルと します。

if (BatchSetFileName(DEFAULT_BATCH_FILE) < 0) then

// エラーを報告します。

MessageBox (" 新しいデフ ォルト のバッチ フ ァ イルを設定できませんでした。 ", SEVERE);

else

// デフ ォルト のバッチ フ ァ イルが変更されたこ と を確認します。

if (BatchGetFileName(svFilename) < 0) then

// エラーを処理します。

MessageBox ("BatchGetFileName の 2 回目の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

else

// デフ ォルト のバッチ フ ァ イルの名前を表示します。

MessageBox (" 現在のデフ ォルト のバッチ フ ァ イルは " + svFilename + " です。 ",

INFORMATION);

endif;

endif;

end;

CalculateAndAddFileCost
CalculateAndAddFileCost 関数は、 指定されたフ ァ イルのコス ト を判断し、 それを nvCostHigh および / または 

nvCostLow の現在の値に追加し ます。 これによ り、 ループの中で関数を複数回呼び出し て、 複数のフ ァ イルのコ

ス ト を計算および加算する こ とができます。 関数を呼び出し てシングルフ ァ イルのコス ト を判別する前に、

nvCostHigh および nvCostLow を ゼロに設定し ます。 この関数は通常、 サイズが認識されている フ ァ イルのコス ト

を判別する必要がある と きに使用され、 コス ト を FeatureAddCost に渡すこ とができるよ う にし ます。

メ モ • この関数は実際、 イ ンス ト ールによ って直接使用される情報の設定は行わないので注意し て く だ さい。 この

関数を呼び出し た後、 必要に応じ て FeatureAddCost を呼び出し て、 追加のコス ト を既存の機能に追加する必要が

あ り ます。

構文

CalculateAndAddFileCost ( nFileSizeHigh, nFileSizeLow, szTargetDir, nClusterSize, nvCostHigh, nvCostLow );
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戻り値

CallDLLFx

ヒ ン ト • CallDLLFx 関数は、 以前のバージ ョ ンの InstallShield で作成し たスク リ プ ト との互換性を目的と し てのみ

サポー ト されています。 CallDLLFx 関数の代わり に、 「.dll フ ィ ル関数の呼び出し」 で説明されている、 よ り柔軟性

のある方法を考慮し て く だ さい。

CallDLLFx 関数は指定し た .dll フ ァ イル内で関数を呼び出し ます。

テーブル 33 • CalculateAndAddFileCost のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nFileSizeHigh フ ァ イル サイズの上位 31 ビ ッ ト  ( バイ ト 数 )。

通常、 GetFileInfo を使って取得されます。

nFileSizeLow フ ァ イル サイズの下位 31 ビ ッ ト  ( バイ ト 数 )。

通常、 GetFileInfo を使って取得されます。

szTargetDir nClusterSize が 0 の場合、 これはフ ァ イルの

ターゲッ ト フ ォルダーにな り ます。 このパス

は、 ターゲッ ト ド ラ イブのク ラス タサイズを

判断する と きに利用されます。 nClusterSize が

ゼロ以外の場合、 このパラ メ ーターは無視さ

れます。

nClusterSize ターゲッ ト ド ラ イブのク ラス タサイズを指定

し ます。 このパラ メ ーターが 0 の場合、 関数

は szTargetDir から この情報を判断し ます。

nvCostHigh このフ ァ イルのイ ンス ト ール コス ト の上位 31 

ビ ッ ト  ( バイ ト 数 ) がこの変数の現在の値に追

加されます。

nvCostLow このフ ァ イルのイ ンス ト ール コス ト の下位 31 

ビ ッ ト  ( バイ ト 数 ) がこの変数の現在の値に追

加されます。

テーブル 34 • CalculateAndAddFileCost の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS 関数が成功し たこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS 関数の実行に失敗し たこ と を示し ます。
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構文

CallDLLFx ( szDLL, szFunction, lvValue, svValue );

呼び出された関数には次の決められた定義を使用する必要があり ます。 この定義では、 主要な InstallShield ウ ィ ン

ド ウの主要なウ ィ ン ド ウハン ドル は hwnd です。

LONG  APIENTRY  YourFunction (HWND hwnd, LPLONG lpIValue, LPSTR lpszValue);

パラ メ ーター

戻り値

CallDLLFx 関数は、 .dll の関数から長い整数を戻し ます。

CallDLLFx の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*-----------------------------------------------------------*\

*

* InstallShield スク リ プ トの例

*

* CallDLLFx 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

*

* メ モ : このスク リ プ ト では、 定数 DLL_FILE が

* フ ォーマ ッ ト が下のプロ ト タ イプ宣言に一致する Test とい う名前の

*      含む .dll フ ァ イルの完全修飾名に設定しな く てはな り ません。

**       その関数は 3 番目と 4 番目の

*       パラ メーターで渡される値を変更してから、

*       同じパラ メーターにその値を返します。

*

*

\*-----------------------------------------------------------*/

#define ID_NEXT 1 // ユーザーが [ 次へ ] ボタ ンをク リ ッ ク した場合に値を返します

テーブル 35 • CallDLLFx のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDLL 実行するための関数を含んだ .dll フ ァ イルの完

全修飾名を指定し ます。

szFunction ｓ ｚ DLL で指定し た .dll フ ァ イル内の関数名を

指定し ます。

lvValue .dll 関数へのリ フ ァ レンスが渡す長い整数変数

を指定し ます。

svValue .dll 関数へ渡す文字列変数を指定し ます。
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#define ID_CANCEL 2 // ユーザーが [ キャンセル ] ボタ ンをク リ ッ ク したと きに値を返します

#define ID_BACK 4 // ユーザーが [ 戻る ] ボタ ンをク リ ッ ク したと きに値を返します

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_CallDLLFx(HWND);

function ExFn_CallDLLFx(hMSI)

INT nValue, nResult;

STRING szString, szResult, szDLL, szValue, szReturn;

begin

// セッ ト ア ッ プウ ィ ン ドウのタ イ トルを設定します。

SetTitle ("CallDLLFx Example", 18, WHITE);

// .dll の場所を設定します。

szDLL = SUPPORTDIR ^ "MYDLL.DLL";

// .dll 関数を呼び出すパラ メーターを設定します。

nValue  = 3000;

szString = " テス ト文字列 ";

// ユーザーへ入力を表示します。

SprintfBox (INFORMATION,"", "Before - nValue: %i , szString: %s",

nValue, szString);

// .dll 関数の呼び出し。 値で渡します。

nResult = CallDLLFx(szDLL, "Test", nValue, szString);

// .dll 関数が戻した値を表示します。

SprintfBox(INFORMATION,"", "Returned - nValue: %i , szString: %s",

nValue, szString);

end;

ChangeDirectory
ChangeDirectory 関数は現在のデ ィ レ ク ト リ を設定し ます。

メ モ • 指定し たデ ィ レ ク ト リ を現在のデ ィ レ ク ト リ とする為に ChangeDirectory を呼び出し た後、 そのデ ィ レ ク ト

リ を削除する こ とはできません。 デ ィ レ ク ト リ を削除する前に、 ChangeDirectory を も う一度呼び出し て別の現在

のデ ィ レ ク ト リ を設定し な く てはな り ません。

構文

ChangeDirectory ( szPath );
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戻り値

ChangeDirectory の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ChangeDirectory 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 Windows フ ォルダーを現在の

テーブル 36 • ChangeDirectory のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szPath 現在のフ ォルダーと し て設定するデ ィ レ ク ト

リの名前を指定し ます。 その名前は完全修飾

名、 あるいは UNC パスのいづれでも構いませ

んが、 末尾に円記号を含むこ とはできません。

必要に応じ て、 ChangeDirectory の前に 

StrRemoveLastSlash を呼び出し ます。

メ モ • スク リ プ ト でフ ァ イルを指定する場合、

適切な値を持つ現在のフ ォルダーに頼らず、

常に ( 適切な InstallShield システム変数、 例え

ば SRCDIR を使って ) 完全パスを指定し て く だ

さい。 スク リ プ ト は現在のフ ォルダーを変更

する こ とが可能なコー ド を内部で実行するた

め、 その値は必ずし も予期し たものとは限り

ません。

テーブル 37 • ChangeDirectory の戻り値

戻り値 説明

0 ChangeDirectory は指定し たデ ィ レ ク ト リ を現

在のデ ィ レ ク ト リ に設定し ま し た。

< 0 ChangeDirectory は指定し たデ ィ レ ク ト リ を現

在のデ ィ レ ク ト リ に設定する こ とができませ

んで し た。
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 587



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (A-D)
 * デ ィ レク ト リ と し、 NotePad を起動して Readme.txt

 * フ ァ イルを表示します。

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ChangeDirectory(HWND);

function ExFn_ChangeDirectory(hMSI)

begin

// Windows フ ォルダーをデフ ォルト のデ ィ レク ト リ と します。 こ こで

// InstallShield システム変数 WINDIR は 

// Windows フ ォルダーをポイン ト しているこ とに注意して下さい。

ChangeDirectory (WINDIR);

// Notepad を起動して Windows Readme.txt フ ァ イルを参照します。

LaunchApp ("Notepad.exe", "Readme.txt" );

end;

CharReplace
CharReplace 関数は、 cFind 文字の全イ ンス タ ンスを svString 文字列の cReplace に置換し ます。 文字列イ ンデッ ク

スが nStart 以下の文字は例外と な り ます。 文字列の 初の文字の文字列イ ンデッ クスは 0 です。

構文

CharReplace ( svString, cFind, cReplace, nStart );
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戻り値

追加情報

cFind または cReplace にはヌル文字  ('\0') が可能です。 ヌル区切り文字列を処理するには、 cFind または cReplace 

を StrToChar('\0') と指定し ます。 こ こでは定数 NULL は '\0' ではな く  0 である こ と、 またヌル文字を指定すこ と

ができない点に注意し て く だ さい。 cFind または cReplace が '\0' の時、 CharReplace は文字列バッ フ ァーを戻す前

に自動的に 後の 2 文字を  '\0' に設定し ます。 従って、 文字列のサイズ ( 明確に設定し な く てはな り ません ) は

少な く と も保存する文字数よ り も 2 文字長 く な く てはな り ません。

CharReplace の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

//---------------------------------------------------------------------------

//

// InstallScript スク リ プ ト例

//

テーブル 38 • CharReplace のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

svString 文字を置換する文字列を指定し、 変更済み文字列を戻し ます。

cFind 置換する文字を指定し ます。 STRTOCHAR 関数を使って、 char 型リ テ ラルを 

cFind と指定し ます。 次の例を参照し て く だ さい。 

CharReplace( svString, STRTOCHAR('a'), STRTOCHAR('e'), nStart );

cReplace cFind を置換する文字を指定し ます。 STRTOCHAR 関数を使って、 char 型リ テ ラ

ルを cReplace と指定し ます。 次の例を参照し て く だ さい。 

CharReplace( svString, STRTOCHAR('a'), STRTOCHAR('e'), nStart );

nStart cFind の検索開始位置にある文字列イ ンデッ クスを指定し ます。 svString の 初の

文字の文字列イ ンデッ クスは 0 ( ゼロ ) です。 svString の cFind のすべてのイ ンス

タ ンスを置換する場合、 nStart に 0 を指定し ます。

テーブル 39 • CharReplace の戻り値

戻り値 説明

X cReplace による cFind の置換合計数。

< ISERR_SUCCESS 文字の置換に失敗し た関数。
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CharReplace 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

//

このサンプルは、 各バッ クスラ ッシュ 文字をスラ ッ シュに置換前と変換後の

サンプル パス文字列を表示します。

//

//---------------------------------------------------------------------------

function OnBegin()

STRING path_to_convert;

begin

// 変換するパスの例

path_to_convert = FOLDER_COMMON_APPDATA;

MessageBox(" 変換前のパス : " + path_to_convert,

INFORMATION);

// バッ クスラ ッ シュをスラ ッ シュに置換します

CharReplace(path_to_convert,

STRTOCHAR('\\'), STRTOCHAR('/'), 0);

MessageBox(" 変換後のパス : " + path_to_convert,

INFORMATION);

end;

CloseFile
CloseFile 関数は OpenFile への呼び出し で開いたフ ァ イルを閉じ ます。 フ ァ イルを閉じ た後に読み書きはできませ

ん。

構文

CloseFile ( nvFileHandle );
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戻り値

CloseFile の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * OpenFile 関数 と CloseFile 関数 のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * OpenFile はフ ァ イルを開 く ために呼び出されて、 リス ト へ

 * 読み込まれます。 リス ト が表示されます。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 プ リ プロセッサ定数が、

 *       既存のデ ィ レク ト リ内の既存フ ァ イルを参照するよ うに

 *       設定します。

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

#define EXAMPLE_FILE "Readme.txt"

#define EXAMPLE_DIR "C:\\Windows"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_CloseFile(HWND);

function ExFn_CloseFile(hMSI)

STRING svLine;

NUMBER nvFileHandle;

テーブル 40 • CloseFile のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nvFileHandle 閉じ る フ ァ イルのハン ドルを指定し ます。

テーブル 41 • CloseFile の戻り値

戻り値 説明

0 関数が問題な く フ ァ イルを閉じ たこ と を示し

ます。

< 0 関数がフ ァ イルを閉じ る こ とができなかった

こ と を示し ます。
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LIST listID;

begin

// フ ァ イル モード を通常に設定します。

OpenFileMode (FILE_MODE_NORMAL);

// テキス ト フ ァ イルを開きます。

if (OpenFile (nvFileHandle, EXAMPLE_DIR, EXAMPLE_FILE) < 0) then

MessageBox ("OpenFile が失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// 空白文字列リス ト を作成します。

listID = ListCreate (STRINGLIST);

// テキス ト フ ァ イルの行を文字列リス ト へ読み出します。

while GetLine (nvFileHandle, svLine) = 0

ListAddString (listID, svLine, AFTER);

endwhile;

// フ ァ イルを閉じます。

if (CloseFile (nvFileHandle) < 0) then

MessageBox ("CloseFile が失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

// フ ァ イルから読み出されたテキス ト を表示します。

SdShowInfoList ("","",listID);

end;

CmdGetHwndDlg
CmdGetHwndDlg 関数は ｓ ｚ DialogName が認識し たダイアログのウ ィ ン ド ウ ハン ドルを取得し ます。 ダイアログ

は EzDefineDialog または DefineDialog を使って既に定義済みで、 WaitOnDialog  を呼び出し て初期化されな く てはな

り ません。

CmdGetHwndDlg は一般的にカス タム ダイアログ用に DLG_INIT ルーチンで呼び出されます。 ダイアログのハン ド

ルは HWND 変数に割り当てられ、 必要とする他の関数によ って利用されます。

メ モ • ダイアログが WaitOnDialog 関数を使って初期化され、 ウ ィ ン ド ウハン ドルがそれに割り当てられている場

合、 そのハン ドルは  EndDialog への呼び出しによ って閉じ られない限り、 ダイアログのみに関連付けられます。

WaitOnDialog を呼び出し て以前スク リ プ ト で開閉し たダイアログを開いた時、新しいハン ドルを取得するためには 

CmdGetHwndDlg を も う一度呼び出さ な く てはな り ません。 古いハン ドルは既に無効です。

構文

CmdGetHwndDlg ( szDialogName );
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戻り値

CmdGetHwndDlg の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * CmdGetHwndDlg 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 *  このスク リ プ ト例ではカスタム ダイアログを表示します。 ダイアログ ボッ クス

 * 初期化で、 スク リ プ ト は次の処理を実行するために

 *  ダイアログのウ ィ ン ドウ ハン ドルを読み出す CmdGetHwndDlg

 * を呼び出します。

 *

 * -- ウ ィ ン ドウ タ イ ト ルバーのテキス ト を変更する。

 * -- ダイアログ中のボタ ンを有効、 あるいは無効にする。

 * -- ダイアログ ウ ィ ン ドウを 大化または元に戻すメ ッセージを送る。

 *

 * このスク リ プ ト で利用される [ カスタム ] ダイアログは、

 * InstallShield Sd ダイアログで、 

 * ビルト イン関数の SdBitmap によって表示されます。 このダイアログは

 * インス ト ールで既に圧縮済みのフ ァ イル _isres.dll に保存されているため、

 * カスタム ダイアログと してスク リ プ ト で利用するこ とができるからです。 

 * この例の要件に合わせて、

 * 静的テキス ト の [ 戻る ] および [ 次へ ] ボタ ンをスク リ プ ト が変更するこ とに注意して下さい。

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

// ダイアログのコン ト ロール

テーブル 42 • CmdGetHwdDlg のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDialogName EzDefineDialog または DefineDialog を使って定義されたダイアログを指定し ま

す。

テーブル 43 • CmdGetHwdDlg の戻り値

戻り値 説明

> 0 szDialogName で指定されたダイアログのウ ィ ン ド ウハン ドル。

< 0 CmdGetHwndDlg はハン ドルを読み出せませんで し た。 szDialogName が適切に定

義され初期化されたダイアログを参照するよ う確認し ます。
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#define RES_DIALOG_ID        12027   // カスタム ダイアログの ID

#define RES_PBUT_RESTORE1 // ダイアログの [ 次へ ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_CANCEL 9 // ダイアログの [ キャンセル ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_MAXIMIZE12 // ダイアログの [ 戻る ] ボタ ンの ID

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_CmdGetHwndDlg(HWND);

function ExFn_CmdGetHwndDlg(hMSI)

STRING szDialogName;

NUMBER nResult, nCmdValue, hwndDlg;

BOOL   bDone;

HWND hwndDlg;

begin

// このインス ト ールでカスタム ダイアログを認識するための名前を指定します。 

//

szDialogName = "CustomDialog";

// ダイアログを定義します。 ヌル文字列を 2 番目のパラ メーターで渡し、

// _ISUSER.DLL または _ISRES.DLL からダイアログを取得します。 ヌル文字列を

// 3 番目のパラ メータでヌル文字列を渡します。 これは、 ダイアログが

// 4 番目のパラ メーターにある ID によって識別されるためです。

nResult = EzDefineDialog (szDialogName, "", "", RES_DIALOG_ID);

if (nResult < 0) then

// エラーを報告し、 終了します。

MessageBox (" ダイアログの定義エラー ", SEVERE);

abort;

endif;

// ループを制御するのに使われるインジケーターを初期化します。

bDone = FALSE;

// 完了するまでループ します。

repeat

// ダイアログを表示して次のダイアログ イベン ト を戻します。

nCmdValue = WaitOnDialog (szDialogName);

// イベン ト に応答します。

switch (nCmdValue)

case DLG_CLOSE:

// ユーザーがウ ィ ン ドウの [ 閉じ る ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case DLG_ERR:

MessageBox (" ダイアログを表示できませんでした。 セ ッ ト ア ッ プがキャンセルされました。 ", SEVERE);

abort;

case DLG_INIT:

// このダイアログの [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ] ボタ ン と有効 / 無効状態を 

// 初期化して、 コン ト ロール ID 700-724 および 202 上で %P、 %VS、 %VI を 

// それぞれ IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、 および 

// IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION で 置換します。

hwndDlg = CmdGetHwndDlg (szDialogName);

SdGeneralInit(szDialogName, hwndDlg, 0, "");

// ボタ ンのスタテ ィ ッ ク テキス ト を設定します。

CtrlSetText (szDialogName, RES_PBUT_MAXIMIZE, " 大化 (&M)");
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CtrlSetText (szDialogName, RES_PBUT_RESTORE, " 元に戻す (&R)");

// Winsub からの呼び出し を利用して [ 元に戻す ] ボタ ンを無効にします。

_WinSubEnableControl (hwndDlg, RES_PBUT_RESTORE, 0);

case RES_PBUT_RESTORE:

// ウ ィ ン ドウを標準サイズに戻します。

SendMessage (hwndDlg, WM_SYSCOMMAND, SC_RESTORE, 0);

// Winsub からの呼び出し を利用して [ 元に戻す ] ボタ ンを無効にします。

_WinSubEnableControl (hwndDlg, RES_PBUT_RESTORE, 0);

// Winsub からの呼び出し を利用して [ 大化 ] ボタ ンを有効にします。

_WinSubEnableControl (hwndDlg, RES_PBUT_MAXIMIZE, 1);

case RES_PBUT_MAXIMIZE:

// ダイアログのウ ィ ン ドウを 大化します。

SendMessage (hwndDlg, WM_SYSCOMMAND, SC_MAXIMIZE, 0);

// Winsub からの呼び出し を利用して [ 大化 ] ボタ ンを無効にします。

_WinSubEnableControl (hwndDlg, RES_PBUT_MAXIMIZE, 0);

// Winsub からの呼び出し を利用して [ 元に戻す ] ボタ ンを有効にします。

_WinSubEnableControl (hwndDlg, RES_PBUT_RESTORE, 1);

case RES_PBUT_CANCEL:

// ユーザーが [ キャンセル ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

endswitch;

until bDone;

// ダイアログを閉じます

EndDialog (szDialogName);

// メ モ リからダイアログを解放します。

ReleaseDialog (szDialogName);

end;

CoCreateObject

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

CoCreateObject 関数は、 szProgID によ って名付けられた COM オブジ ェ ク ト を初期化し、 設定されたキーワー ド を

使用し て OBJECT 変数タ イプに割り当てる こ とができる リ フ ァ レンスを戻し ます。 

構文

CoCreateObject ( szProgID );
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 595



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (A-D)
パラ メ ーター

戻り値

設定されたキーワー ド を使用し て、 OBJECT とい う変数タ イプに割り当てられる リ フ ァ レンス。

追加情報

• オブジ ェ ク ト が正常に初期化されたかど うかを確認するには、 IsObject 関数を呼び出し ます。

• オブジ ェ ク ト 変数を NOTHING の値に設定するか、 CoCreateObject、 CoCreateObjectDotNet、 CoGetObject ま

たは DotNetCoCreateObject 関数を使用し てオブジ ェ ク ト を再割り当てする と、 任意のオブジ ェ ク ト 変数を解

放する こ とができます。 ただ し、 これによ ってオブジ ェ ク ト が参照する ラ イブラ リが自動的にロー ド解除さ

れるわけではあ り ません。 Windows API の CoFreeLibrary を手動で呼び出し てラ イブラ リ を解放する必要があ

り ます。 そ う し ないと ラ イブラ リは、 イ ンス ト ールが終了するまでロー ド されたままにな り ます。 詳細は、

「COM オブジ ェ ク ト を使用し てイ ンス ト ールを拡張する」 を参照し て く だ さい。

CoCreateObjectDotNet

プロジ ェ ク ト • CoCreateObjectDotNet 関数は、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプでサポー ト されています :

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript カス タム アクシ ョ ンを含む基本の MSI

CoCreateObjectDotNet 関数は現在使用されていません。 この関数の呼び出しは、 szAppDomain パラ メ ーターにヌ

ル文字列 ("") を使って DotNetCoCreateObject 関数を呼び出すのと同じ です。

詳細については、 「DotNetCoCreateObject」 を参照し て く だ さい。

CoGetObject

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

CoGetObject 関数は指定し た COM オブジ ェ ク ト へリ フ ァ レンスを戻し ます (Visual Basic の GetObject 関数と同様

)。 このリ フ ァ レンスは、 設定されたキーワー ド を利用し て変数タ イプ OBJECT へ割り当てる こ とができます。

構文

CoGetObject ( szFilename, szProgID );

テーブル 44 • CoCreateObject のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szProgID COM オブジ ェ ク ト のプログラム ID が初期化さ

れるよ う指定し ます。
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戻り値

• 設定されたキーワー ド を使用し て、 OBJECT 型の変数に割り当てられる リ フ ァ レンス。

• オブジ ェ ク ト 変数を NOTHING の値に設定するか、 CoCreateObject、 CoCreateObjectDotNet、 CoGetObject ま

たは DotNetCoCreateObject 関数を使用し てオブジ ェ ク ト を再割り当てする と、 任意のオブジ ェ ク ト 変数を解

放する こ とができます。 ただ し、 これによ ってオブジ ェ ク ト が参照する ラ イブラ リが自動的にロー ド解除さ

れるわけではあ り ません。 Windows API の CoFreeLibrary を手動で呼び出し てラ イブラ リ を解放する必要があ

り ます。 そ う し ないと ラ イブラ リは、 イ ンス ト ールが終了するまでロー ド されたままにな り ます。 詳細は、

「COM オブジ ェ ク ト を使用し てイ ンス ト ールを拡張する」 を参照し て く だ さい。

追加情報

オブジ ェ ク ト が正常に初期化されたかど うかを確認するには、 IsObject 関数を呼び出し ます。

CoGetObject の例
/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * CoGetObject 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * この例では、 IIS サーバー上での仮想デ ィ レク ト リの作成方法を 

 * 説明します。

 * 

\*-----------------------------------------------------------*/

#include "ifx.h"

#define VIRTUALDIR "My Virtual Dir"

#define VIRTUALDIRPATH "c:\inetpub\wwwroot\MyDir"

function OnBegin()

OBJECT objIIS_Root, objVirtDir; 

begin

set objIIS_Root = CoGetObject("IIS://localhost/W3SVC/1/Root", "");

if (IsObject(objIIS_Root)) then

テーブル 45 • CoGetObject のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFilename COM オブジ ェ ク ト の完全修飾名を指定し ます。

szProgID がヌルではない場合、 パラ メ ーター

にはヌル文字列 ("") が可能です。

szProgID COM オブジ ェ ク ト のプログラム ID を指定し ま

す。 szFilename がヌルではない場合、 パラ メ ー

ターにはヌル文字列 ("") が可能です。
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try

set objVirtDir = objIIS_Root.Create("IISWebVirtualDir", VIRTUALDIR);

if (IsObject(objVirtDir)) then

objVirtDir.Path = VIRTUALDIRPATH;

objVirtDir.AccessRead = TRUE;

objVirtDir.AccessScript = TRUE;

objVirtDir.SetInfo(); 

objVirtDir.AppCreate(TRUE);

objVirtDir.SetInfo();

 endif;

catch

MessageBox(" 仮想デ ィ レク ト リ を作成できませんでした。 ", INFORMATION);

endcatch;

endif;

end;

ConfigAdd
ConfigAdd 関数は、 ConfigFileLoad を使って メ モ リ にロー ド されたシステム構成フ ァ イルにステー ト メ ン ト を追加

し ます。 参照キーに関連するステー ト メ ン ト の位置を指定する、 あるいはステー ト メ ン ト を フ ァ イルの 初の行

または 終行と し て追加する こ と もできます。 フ ァ イルに既存する行を置換する こ と もできます。

メ モ • ConfigAdd を呼び出す前に、 まず ConfigFileLoad を呼び出し てシステム構成フ ァ イルを メ モ リへロー ド し な

く てはな り ません。 フ ァ イルを編集し た後、 ConfigFileSave を呼び出し てフ ァ イルを保存し ます。

Ez 構成フ ァ イル関数を拡張構成フ ァ イル関数と同時に使用し ないで く だ さい。 ConfigFileLoad を呼び出し た後、

ConfigFileSave を呼び出し て変更を保存するまで、 簡易構成フ ァ イル関数を利用する こ とはできません。

構文

ConfigAdd ( szKey, szValue, szRefKey, nOptions );
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戻り値

追加情報

ConfigAdd 関数がシステム構成フ ァ イルの行を置換する時、 2 つの行の参照キーを比較し ます。 参照キーは行を認

テーブル 46 • ConfigAdd のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szKey システム構成フ ァ イルに追加されたステー ト メ ン ト でキー

ワー ド を指定し ます。

szValue システム構成フ ァ イルに追加されたキーワー ドの値を指定し

ます。

szRefKey システム構成フ ァ イルで ｓ ｚ Key を追加するのに関連する参

照キーを指定し ます。 パラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し

たと き、 その文字列は nOptions で渡された定義済み定数に

従ってフ ァ イルの 初または 後の行と し て追加されます。

nOptions その行を参照キーを含む行の前後いづれに追加するのか、 あ

るいは既存する行を置換するのかを指定し ます。 このパラ

メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• BEFORE — ｓ ｚ RefKey を含む行の前にステー ト メ ン ト が

追加されます。 szRefKey がヌル文字列 ("") の場合、 ス

テー ト メ ン ト はフ ァ イルの 初の行と し て追加されま

す。

• AFTER — ｓ ｚ RefKey を含む行の後にステー ト メ ン ト が

追加されます。 szRefKey がヌル文字列 ("") の場合、 ス

テー ト メ ン ト はフ ァ イルの 後の行と し て追加されま

す。

• REPLACE — ステー ト メ ン ト はフ ァ イルの既存行を置換

し ます。 複数の行に同じキーがある場合、 後の行のみ

が置換されます。 置換する行がフ ァ イルに存在し ない場

合、 新しい行がフ ァ イルの 後の行と し て追加されま

す。

テーブル 47 • ConfigAdd の戻り値

戻り値 説明

0 ConfigAdd がステー ト メ ン ト を指定されたシステム構成フ ァ

イルへ追加し ま し た。

< 0 ConfigAdd がステー ト メ ン ト を指定されたシステム構成フ ァ

イルへ追加できませんで し た。
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識するサブ文字列です。 例えば、 次のステー ト メ ン ト の参照キーは Kybrd.drv です。

 DEVICE=C:\Windows\System\Kybrd.drv /1024 /C:345

次のステー ト メ ン ト では、 参照キーは PATH です :

 SET PATH=C:\Windows;C:\Windows\System

ConfigAdd の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ConfigAdd 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 構成フ ァ イルへ 2 つのステー ト メ ン ト を追加し

 * ます。 まず、 編集のためにフ ァ イルをロードする ConfigFileLoad を

 * 呼び出します。 次に、 DEVICE ステー ト メ ン ト を追加します。 その後、

 * DEVICEHIGH ステー ト メ ン ト を追加します。 後に、 元のフ ァ イルを

 * バッ クア ッ プして編集したフ ァ イルを保存します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 C ド ラ イブのルー トへ

 *       ISExampl.sys と名づけられた構成フ ァ イルを作成します。

 *       フ ァ イルは次の行を含みます :

 *

 *  DEVICE=C:\Exapp\Exapp.sys

 *  DEVICE=C:\Otherapp.exe

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

#define EXAMPLE_SYS "C:\\ISExampl.sys"

#define EXAMSYS_BAK "ISExampl.bak"

 // ConfigAdd へパラ メーターと して渡す変数。

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ConfigAdd(HWND);

function ExFn_ConfigAdd(hMSI)

 STRING szKey, szValue, szRefKey;

begin

// ターゲッ ト 構成フ ァ イルを メ モ リへロード します。

if ConfigFileLoad (EXAMPLE_SYS) < 0 then

MessageBox (EXAMPLE_SYS + " をロード できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// ConfigAdd の 初の呼び出し用のパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。
600 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (A-D)
szKey = "DEVICE";

szValue = "C:\\Exapp\\Exapp2.sys";

szRefKey = "Exapp.sys";

//  Exapp.sys を参照する初めのステー ト メ ン トの前に

// DEVICE=C:\Exapp\Exapp2.SYS 行を追加します。

if (ConfigAdd (szKey, szValue, szRefKey, BEFORE) < 0) then

MessageBox ("ConfigAdd の 初の呼び出しに失敗しました。 ", WARNING);

abort;

endif;

// ConfigAdd の 2 番目の呼び出し用のパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szKey = "DEVICEHIGH";

szValue = "C:\\Otherapp\\Otherapp.exe";

szRefKey = "Otherapp.exe";

// ステー ト メ ン ト  DEVICEHIGH=C:\Otherapp\Otherapp.exe と共に

// OtherApp.exe を参照する既存の 終行を置換します。

if (ConfigAdd (szKey, szValue, szRefKey, REPLACE) < 0) then

MessageBox ("ConfigAdd の 2 番目の呼び出しに失敗しました。 ", WARNING);

abort;

endif;

// 元のフ ァ イルをバッ クア ッ プ して、 編集したフ ァ イルを保存します。

if ConfigFileSave (EXAMSYS_BAK) < 0 then

MessageBox (EXAMPLE_SYS +" を保存できませんでした。 ", SEVERE);

else

MessageBox (EXAMPLE_SYS + " を更新し、 保存しました。 ",INFORMATION);

endif;

end;

ConfigDelete
ConfigDelete 関数は、 ConfigFileLoad への呼び出し で メ モ リ にロー ド されたシステム構成フ ァ イルから行を削除し

ます。 パラ メ ーター szKey は削除する行を特定する参照キーを指定し ます。 システム構成フ ァ イルを編集するた

めに拡張構成関数を利用し た後には、 変更を保存するために ConfigFileSave を呼び出さ な く てはな り ません。

メ モ • 簡易バッ チフ ァ イル関数を拡張バッ チフ ァ イル関数と同時に使用し ないで く だ さい。 BatchFileLoad を呼び

出し た後、 BatchFileSave を呼び出し てフ ァ イルを保存するまで簡易バッ チフ ァ イル関数を使用する こ とはできま

せん。

構文

ConfigDelete ( szKey );
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戻り値

ConfigDelete の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ConfigDelete 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 ステー ト メ ン ト を構成フ ァ イルから削除し

 * ます。 まず、 編集のためにフ ァ イルをロードする ConfigFileLoad を

 * 呼び出します。 次に、 FILES ステー ト メ ン ト を

 * 含む行を削除します。 後に、 元のフ ァ イルを

 * バッ クア ッ プして編集したフ ァ イルを保存します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 C ド ラ イブのルー トへ

 *       ISExampl.sys と名づけられた構成フ ァ イルを作成します。

 *       このフ ァ イルは少な く と も 1 つ以上 FILES ステー ト メ ン ト含まな く てはなり ません。

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

#define TARGET_CONFIG "C:\\ISExampl.sys"

#define BACKUP_CONFIG "ISExampl.bak"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

テーブル 48 • ConfigDelete のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szKey 削除する 1 行または複数行を特定する参照

キーを指定し ます。 Himem.sys、 FILES、 および 

STACKS を含む共通参照キー。

テーブル 49 • ConfigDelete の戻り値

戻り値 説明

0 ConfigDelete がシステム構成フ ァ イルから参照

キーを含む行を削除し ま し た。

< 0 ConfigDelete は指定された行を削除できません

で し た。
602 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (A-D)
export prototype ExFn_ConfigDelete(HWND);

function ExFn_ConfigDelete(hMSI)

STRING szMsg;

begin

// 編集する ターゲッ ト 構成フ ァ イルをロード します。

if (ConfigFileLoad (TARGET_CONFIG) < 0) then

MessageBox (TARGET_CONFIG + " をロード できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// キー "FILES" を含むフ ァ イルにある行をすべて削除します。

if (ConfigDelete ("FILES") < 0) then

MessageBox ("ConfigDelete が失敗しました。 ", SEVERE);

else

// 元のフ ァ イルをバッ クア ッ プ して、 編集したフ ァ イルを保存します。

if ConfigFileSave (BACKUP_CONFIG) < 0 then

MessageBox (TARGET_CONFIG + " を保存できませんでした。 ", SEVERE);

else

MessageBox (TARGET_CONFIG + " を更新し、 保存しました。 ",INFORMATION);

endif;

endif;

end;

ConfigFileLoad
ConfigFileLoad 関数は指定し たシステム構成フ ァ イルのコ ピーを メ モ リ にロー ド し、 フ ァ イル上での操作のために

その他の拡張構成フ ァ イル関数を呼び出せるよ う にし ます。 szConfigFile で編集するシステム構成フ ァ イルの名前

を指定するか、 szConfigFile でヌル文字列 ("") を渡し てデフ ォル ト のシステム構成フ ァ イルを編集し ます。 これは

システムが利用する Config.sys フ ァ イルを起動するために 初にイ ンス ト ールが設定する ものです。

メ モ • 拡張構成フ ァ イル関数を利用する前に、 ConfigFileLoad を呼び出し てシステム構成フ ァ イルを メ モ リ にロー

ド し な く てはな り ません。 フ ァ イルを変更し た後、 ConfigFileSave を呼び出し てデ ィ スクに保存し ます。 デフ ォル

ト システム構成フ ァ イルの完全修飾名を取得するには、 ConfigGetFileName を呼び出し ます。 別のフ ァ イルをデ

フ ォル ト システム構成フ ァ イルとするには、 ConfigSetFileName を呼び出し ます。

新規構成フ ァ イルを作成するのに ConfigFileLoad を呼び出すこ とはできません。 新しい構成フ ァ イルを作成するに

は、 CreateFile と CloseFile を使用し ます。 これは、 空白のフ ァ イルを作成し ます。 その後、 ConfigFileLoad および

その他の関数を使って、 必要に応じ てフ ァ イルをロー ド および変更し ます。

Ez 構成フ ァ イル関数を拡張構成フ ァ イル関数と同時に使用し ないで く だ さい。 ConfigFileLoad 関数を呼び出し た

後、 ConfigFileSave を使って変更を保存するまで、 Ez 構成フ ァ イル関数を利用する こ とはできません。

構文

ConfigFileLoad ( szConfigFile );
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戻り値

ConfigFileLoad の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ConfigFileLoad 関数と ConfigFileSave 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 編集するために構成フ ァ イルを開 く 方法、

 * オリジナルフ ァ イルのバッ クア ッ プ作成方法、

 * そして編集したフ ァ イルの保存方法とその閉じ方を説明します。

 *

 * ConfigFileSave のフ ァ イルバッ クア ッ プ機能がどのよ うに既存フ ァ イルの上書きを

 * 防ぐのかをデモンス ト レーシ ョ ン します。 このスク リ プ トは 2 つの

 * 異なる構成フ ァ イルをロード し保存します。 初のフ ァ イルは

 * 特定のフ ァ イル名と共にバッ クア ッ プ されます。 2 番目のフ ァ イルは

 * ワイルド カード拡張子を使ってバッ クア ッ プされ、 ConfigFileSave が

 * 3 桁の一意のフ ァ イル拡張子を生成します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 C ド ラ イブ のルー トへ

 *       2 つのフ ァ イル (ISExamp1.sys と ISExamp2.sys) を作成します。

 *       効果的に行う ためには、 ISExamp1.* または ISExamp2.* と

 *       名づけられた他のフ ァ イルを削除または移動する必要があり ます。

テーブル 50 • ConfigFileLoad のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szConfigFile メ モ リ にロー ド するシステム構成フ ァ イルの完全修飾名を指定し

ます。 デフ ォル ト システム構成フ ァ イルをロー ド するには、 この

パラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

テーブル 51 • ConfigFileLoad の戻り値

戻り値 説明

0 ConfigFileLoad が構成フ ァ イルバッ フ ァーを初期化し ま し た。

szConfigFile が既存構成フ ァ イルを指定する場合、 フ ァ イルはバッ

フ ァーにロー ド されます。 それ以外の場合は空のバッ フ ァーが作

成されます。

< 0 ConfigFileLoad は構成フ ァ イルバッ フ ァーを初期化する こ とができ

ませんで し た。
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 *

\*-----------------------------------------------------------*/

//  この例で使われている構成フ ァ イルとバッ クア ッ プ フ ァ イルの名前。

#define EXAMPLE1 "ISEXAMP1"

#define EXAMPLE2 "ISEXAMP2"

// 構成フ ァ イルの完全修飾名。

#define EXAMPLE1_SYS "C:\\" + EXAMPLE1 + ".sys"

#define EXAMPLE2_SYS "C:\\" + EXAMPLE2 + ".sys"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ConfigFileLoad(HWND);

function ExFn_ConfigFileLoad(hMSI)

begin

// EXAMPLE1_SYS をロード します。

if (ConfigFileLoad (EXAMPLE1_SYS) < 0) then

MessageBox (EXAMPLE1_SYS + " をロード できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// 初のフ ァ イルを編集するには、 こ こに他の構成関数を使います。

// 拡張子 'bak' を持つ元のフ ァ イルのバッ クア ッ プを行い、

// 編集されたフ ァ イルを元の名前の下に保存します。 ISExamp1.bak が既に存在する場合、

// ConfigFileSave は数字の付いた拡張子を生成します。

if (ConfigFileSave (EXAMPLE1 + ".bak") < 0) then

MessageBox (EXAMPLE1_SYS + " を保存できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

else

MessageBox (EXAMPLE1_SYS + " が保存されました。 ",INFORMATION);

endif;

// EXAMPLE2_SYS をロード します。

if (ConfigFileLoad (EXAMPLE2_SYS) < 0) then

MessageBox (EXAMPLE2_SYS + " をロード できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// 2 番目のフ ァ イルを編集するには、 こ こに他の構成関数を使います。

// 数字の付いた拡張子を使って元の構成フ ァ イルをバッ クア ッ プ します。

// そして編集済みフ ァ イルを元の名前の下に保存します。

if (ConfigFileSave (EXAMPLE2 + ".*")< 0) then

MessageBox (EXAMPLE2_SYS + " を保存できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

else

MessageBox (EXAMPLE2_SYS + " が保存されました。 ",INFORMATION);

endif;

end;
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ConfigFileSave
ConfigFileSave は ConfigFileLoad 関数を使って メ モ リ にロー ド し たシステム構成フ ァ イルをデ ィ スクへ保存し ます。

フ ァ イルはオ リ ジナル名の元に保存されます。 szBackupFile でフ ァ イル名が指定された場合、 編集されたフ ァ イル

がデ ィ スクに書き込まれる前にオ リ ジナルフ ァ イル名はそのフ ァ イル名に変更されます。 szBackupFile にヌル文字

列 ("") が含まれる場合、 オ リ ジナルフ ァ イルは変更されたフ ァ イルに置換されます。 拡張構成フ ァ イル関数を利

用し てシステム構成フ ァ イルの編集を完了し た と きに ConfigFileSave を呼び出さ無かった場合、 すべての変更点は

失われます。

メ モ • Ez 構成フ ァ イル関数を拡張構成フ ァ イル関数と同時に使用し ないで く ださい。 ConfigFileLoad 関数を呼び出

し た後、 ConfigFileSave を使って変更を保存するまで、 簡易構成フ ァ イル関数を利用する こ とはできません。

構文

ConfigFileSave ( szBackupFile );
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パラ メ ーター

戻り値

ConfigFileSave の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

テーブル 52 • ConfigFileSave のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szBackupFile 編集する前の状態でオ リ ジナルフ ァ イルのパッ クア ッ プ コ ピーを

保存するか否かを、 次の基準に従って指定し ます :

• バッ クア ッ プ フ ァ イルを作成し ない場合、 このパラ メ ーター

でヌル文字列を指定し ます。

• オ リ ジナルフ ァ イルを特定の名前でバッ クア ッ プするには、

そのフ ァ イル名を このパラ メ ーターで渡し ます。 フ ァ イル名

は不完全修飾 ( つま り、 ド ラ イブ及び / またはパスを指定し

ない ) でな く てはな り ません。 指定し た名前のフ ァ イルが既

に存在する場合、 ConfigFileSave が次の箇条書き リ ス ト に述

べられた固有のフ ァ イル拡張子を生成する こ とに注意し て く

だ さい。

• オ リ ジナルフ ァ イルを イ ンス ト ールが生成し たフ ァ イル拡張

子と と もにバッ クア ッ プする場合は、 ワイルド カー ド文字 

(*) を フ ァ イル拡張子と し て指定し ます ( 例えば、

"Config.*") 。 そ し てイ ンス ト ールが 001 から始まる数値を拡

張子と し て割り当てます。 その拡張子を含むフ ァ イルが既に

存在する場合、 固有のフ ァ イル名が作成されるまで拡張子の

値が 1 づつ追加されます。

バッ クア ッ プ フ ァ イルが作成された後、 InstallShield はシステム

変数 INFOFILENAME でバッ クア ッ プ フ ァ イル名を保存し ます。

テーブル 53 • ConfigFileSave の戻り値

戻り値 説明

0 ConfigFileSave フ ァ イルを メ モ リからデ ィ スクへ保存し ま し た。

< 0 ConfigFileSave はフ ァ イルをデ ィ スクに保存する こ とができませ

んで し た。
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 607



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (A-D)
 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ConfigFileLoad 関数と ConfigFileSave 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 編集するために構成フ ァ イルを開 く 方法、

 * オリジナルフ ァ イルのバッ クア ッ プ作成方法、

 * そして編集したフ ァ イルの保存方法とその閉じ方を説明します。

 *

 * ConfigFileSave のフ ァ イルバッ クア ッ プ機能がどのよ うに既存フ ァ イルの上書きを

 * 防ぐのかをデモンス ト レーシ ョ ン します。 このスク リ プ トは 2 つの

 * 異なる構成フ ァ イルをロード し保存します。 初のフ ァ イルは

 * 特定のフ ァ イル名と共にバッ クア ッ プ されます。 2 番目のフ ァ イルは

 * ワイルド カード拡張子を使ってバッ クア ッ プされ、 ConfigFileSave が

 * 3 桁の一意のフ ァ イル拡張子を生成します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 C ド ラ イブ のルー トへ

 *       2 つのフ ァ イル (ISExamp1.sys と ISExamp2.sys) を作成します。

 *       効果的に行う ためには、 ISExamp1.* または ISExamp2.* と

 *       名づけられた他のフ ァ イルを削除または移動する必要があり ます。

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

//  この例で使われている構成フ ァ イルとバッ クア ッ プ フ ァ イルの名前。

#define EXAMPLE1 "ISEXAMP1"

#define EXAMPLE2 "ISEXAMP2"

// 構成フ ァ イルの完全修飾名。

#define EXAMPLE1_SYS "C:\\" + EXAMPLE1 + ".sys"

#define EXAMPLE2_SYS "C:\\" + EXAMPLE2 + ".sys"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ConfigFileSave(HWND);

function ExFn_ConfigFileSave(hMSI)

begin

// EXAMPLE1_SYS をロード します。

if (ConfigFileLoad (EXAMPLE1_SYS) < 0) then

MessageBox (EXAMPLE1_SYS + " をロード できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// 初のフ ァ イルを編集するには、 こ こに他の構成関数を使います。

// 拡張子 'bak' を持つ元のフ ァ イルのバッ クア ッ プを行い、

// 編集されたフ ァ イルを元の名前の下に保存します。 ISExamp1.bak が既に存在する場合、

// ConfigFileSave は数字の付いた拡張子を生成します。

if (ConfigFileSave (EXAMPLE1 + ".bak") < 0) then

MessageBox (EXAMPLE1_SYS + " を保存できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

else

MessageBox (EXAMPLE1_SYS + " が保存されました。 ",INFORMATION);

endif;

// EXAMPLE2_SYS をロード します。

if (ConfigFileLoad (EXAMPLE2_SYS) < 0) then

MessageBox (EXAMPLE2_SYS + " をロード できませんでした。 ", SEVERE);
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abort;

endif;

// 2 番目のフ ァ イルを編集するには、 こ こに他の構成関数を使います。

// 数字の付いた拡張子を使って元の構成フ ァ イルをバッ クア ッ プ します。

// そして編集済みフ ァ イルを元の名前の下に保存します。

if (ConfigFileSave (EXAMPLE2 + ".*")< 0) then

MessageBox (EXAMPLE2_SYS + " を保存できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

else

MessageBox (EXAMPLE2_SYS + " が保存されました。 ",INFORMATION);

endif;

end;

ConfigFind
ConfigFind は ConfigFileLoad 関数を使って メ モ リ にロー ド し たシステム構成フ ァ イルを検索し ます。 szRefKey パラ

メ ーターは、 そのフ ァ イルにある検索ターゲッ ト を指定する参照キーです。 参照キーが検出される と、 その値が 

svResult で戻されます。 すべての szRefKey を検出するには、 この関数を nOptions で CONTINUE に設定し て繰り

返し呼び出し ます。 フ ァ イルの上部から検出を再開しするには、 nOptions で 定数 RESTART を指定し ます。 フ ァ

イルを編集し た後、 ConfigFileSave を呼び出し て保存し ます。

メ モ • Ez 構成フ ァ イル関数を拡張構成フ ァ イル関数と同時に使用し ないで く ださい。 ConfigFileLoad 関数を呼び出

し た後、 ConfigFileSave を使って変更を保存するまで、 簡易構成フ ァ イル関数を利用する こ とはできません。

構文

ConfigFind (szRefKey, svResult, nOptions);
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テーブル 54 • ConfigFind のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szRefKey 検索する参照キーを指定し ます。 参照キーが、

フ ァ イル拡張子を持たないフ ァ イル名の場合、

すべてのフ ァ イル拡張子が検索に含まれます。

例えば、 Win.com を指定し た と き、 検索はその

参照キーのみを捜し ます。 WIN を指定し た場

合、 フ ァ イル Win.exe、 Win.dll、 Win.sys、 などす

べてが戻されます。

svResult システム構成フ ァ イルで検出された参照キー

の値を戻し ます。

nOptions フ ァ イルの 初から検索を始めるのか、 前回

の検索終了地点から検索を続行するのかを指

示し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義

済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• RESTART— フ ァ イルの 初から検索を開

始し ます。

• CONTINUE— システム構成フ ァ イルでの現

在の位置から検索をはじめます。

• COMMAND—szRefKey の参照キーが環境変

数ではな く 、 コマン ド である こ と を示し

ます。 次の例の通り、 ビ ッ ト 単位 OR 演算

子 (|) を利用し て定数 COMMAND を 

RESTART や  CONTINUE と組み合わせる

こ とができます。

ConfigFind("Vga.drv", svResult, CONTINUE | 

COMMAND);

メ モ • システム構成フ ァ イルは、 環境変数と コ

マン ドのどち ら も含むこ とが可能です。 同じ

名前を持つ環境変数と コマン ド をを区別する

には、 定数 COMMAND を使って実行コマン ド

を検出中である こ と を指定し ます。
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戻り値

ConfigFind の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ConfigFind 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 バッチフ ァ イルを検索してそのフ ァ イルが

 * BUFFERS コマン ド を含むかど うかをレポー ト します。 そして

 * Abc44.sys が参照するすべてのコマン ド を表示します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 C ド ラ イブのルー トへ

 *       ISExampl.sys と呼ばれる構成フ ァ イルを作成します。

 *       構成フ ァ イルには、 次の行を含みます :

 *     含みます :

 *

 *  DEVICE=C:\Abc44.sys /e:300

 *  DEVICE=C:\Abc44.sys /s:off

 *  BUFFERS=50

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

#define EXAMPLE_SYS "C:\\ISExampl.sys"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ConfigFind(HWND);

function ExFn_ConfigFind(hMSI)

STRING svResult;

NUMBER nResult;

begin

// EXAMPLE_SYS. をロード します。

if (ConfigFileLoad (EXAMPLE_SYS) < 0) then

テーブル 55 • ConfigFind の戻り値

戻り値 説明

0 ConfigFind は指定された参照キーを検出し て 

svResult で戻し ま し た。

< 0 ConfigFind は指定された参照キーを検出する こ

とができませんで し た。
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MessageBox (EXAMPLE_SYS + " をロード できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// BUFFERS コマン ド をチェ ッ ク します。 フ ァ イル 上部で

// 検索を開始するよ う、 3 番目のパラ メーターに RESTART を渡します。

nResult = ConfigFind("BUFFERS", svResult, RESTART);

if (nResult < 0) then

MessageBox ("BUFFERS コマン ドが見つかり ませんでした。 .", WARNING);

else

MessageBox (svResult, INFORMATION);

endif;

// Abc44.sys を参照する初めのコマン ド を検出します。

nResult = ConfigFind ("Abc44.sys", svResult, COMMAND | RESTART);

if nResult < 0 then

MessageBox (" フ ァ イル Abc44.sys は参照されません。 ", WARNING);

else

// 一致するステー ト メ ン トが検出される限りループします。

while nResult = 0

// 一致するステー ト メ ン ト を表示します。

MessageBox (svResult, INFORMATION);

// Abc44.sys を参照する次のステー ト メ ン ト を検出します。

nResult = ConfigFind ("Abc44.sys", svResult, CONTINUE);

endwhile;

MessageBox (" これ以上 Abc44.sys で一致するものはあり ません。 ", WARNING);

endif;

end;

ConfigGetFileName
ConfigGetFileName 関数はデフ ォル ト システム構成フ ァ イルの完全修飾名を読み出し ます。 このフ ァ イルはも と も

と InstallShield によ って、 ターゲッ ト システムが起動し た と きに実行される Config.sys フ ァ イルへ設定されていま

す。 デフ ォル ト でスク リ プ ト が別のバッ チフ ァ イルを利用するよ う に指定するには、 ConfigSetFileName を呼び出

し ます。

メ モ • Ez 構成フ ァ イル関数を拡張構成フ ァ イル関数と同時に使用し ないで く ださい。 ConfigFileLoad 関数を呼び出

し た後、 ConfigFileSave を使って変更を保存するまで、 簡易構成フ ァ イル関数を利用する こ とはできません。

構文

ConfigGetFileName (svFileName);
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戻り値

ConfigGetFileName の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ConfigGetFileName 関数 と ConfigSetFileName 関数の

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 デフ ォル ト構成フ ァ イルの完全修飾名を読み出します。

 * デフ ォルト構成フ ァ イルは 初、 ブー ト  ド ラ イブ上の

 * Config.sys フ ァ イルです。 次いで、 C:\ISExampl.sys を

 * デフ ォルトの構成フ ァ イルにします。 後に、 も う一度

 * デフ ォルトの構成フ ァ イルの名前を読み出して変更されたこ と を

 * 表示します。

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

#define DEFAULT_CONFIG_FILE "C:\\ISExampl.sys"

テーブル 56 • ConfigGetFileName のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

svFileName デフ ォル ト システム構成フ ァ イルの完全修飾

名を戻し ます。

メ モ • ご く まれに InstallShield がデフ ォル ト の

構成フ ァ イルを決定できない場合があ り ます。

その場合、 svFileName はヌル文字列  ("") です。

テーブル 57 • ConfigGetFileName の戻り値

戻り値 説明

0 ConfigGetFileName デフ ォル ト システム構成

フ ァ イルの完全修飾名を読み出し ま し た。

< 0 ConfigGetFileName デフ ォル ト システム構成

フ ァ イルの完全修飾フ ァ イル名の読み出しに

失敗し ま し た。
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// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ConfigGetFileName(HWND);

function ExFn_ConfigGetFileName(hMSI)

STRING svFilename;

begin

// デフ ォルト の構成フ ァ イルの名前を取得して表示します。

if (ConfigGetFileName (svFilename) < 0) then

// エラーを報告し、 中止します。

MessageBox ("ConfigGetFileName の 初の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

else

// デフ ォルト の構成フ ァ イルの名前を表示します。

MessageBox (" デフ ォルト の構成フ ァ イルは " + svFilename + " です。 ",

 INFORMATION);

endif;

// C:\ISExampl.sys をデフ ォルト の構成フ ァ イルと します。

if (ConfigSetFileName (DEFAULT_CONFIG_FILE) < 0) then

// エラーを報告します。

MessageBox (" 新しいデフ ォルト の構成フ ァ イルを設定できませんでした。 ", SEVERE);

else

// デフ ォルト の構成フ ァ イルが変更されたこ と を確認します。

if (ConfigGetFileName (svFilename) = 0) then

// デフ ォルト の構成フ ァ イルの名前を表示します。

MessageBox (" 現在のデフ ォルト の構成フ ァ イルは " + svFilename +

 " です。 ", INFORMATION);

else

// エラーを報告します。

MessageBox ("ConfigGetFileName の 2 回目の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

endif;

end;

ConfigGetInt
ConfigGetInt 関数は ConfigFileLoad 関数を使って メ モ リ にロー ド し たシステム構成フ ァ イルから参照キーの整数値

を読み出し ます。 ConfigGetInt は、 等号 (=) の右に一つだけ値を持つコ マン ドから値を読み出し ます。

メ モ • ConfigGetInt は複数の値を持つコマン ド には作動し ません。 た と えば、 ConfigGetInt はステー ト メ ン ト  

FILES=20 を認識し、 数値 20 を戻し ます。 しかし これはステー ト メ ン ト  STACKS=9,128 を認識し ません。

ConfigGetInt を呼び出す前に、 まず ConfigFileLoad を呼び出し てシステム構成フ ァ イルを メ モ リへロー ド し な く て

はな り ません。 フ ァ イルを編集し た後、 ConfigFileSave を呼び出し てフ ァ イルを保存し ます。

Ez 構成フ ァ イル関数を拡張構成フ ァ イル関数と同時に使用し ないで く だ さい。 ConfigFileLoad 関数を呼び出し た

後、 ConfigFileSave を使って変更を保存するまで、 簡易構成フ ァ イル関数を利用する こ とはできません。
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構文

ConfigGetInt ( szKey, nvValue );

パラ メ ーター

戻り値

ConfigGetInt の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ConfigGetInt 関数と ConfigSetInt 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 構成フ ァ イルから FILES

 * 取得します。 FILES コマン ドが検出されなかった場合、

 * コマン ド FILES=40 がフ ァ イルに追加されます。 FILES コマン ドが

 * 検出された場合、 その値がテス ト されます。 値が 40 以下の場合、

 * コマン ドが FILES=40 と置換されます。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 C ド ラ イブのルー トへ

 *       ISExampl.sys と呼ばれる構成フ ァ イルを作成します。

 *       フ ァ イルは次の行を含みます :

 *

 *  FILES=20;

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

テーブル 58 • ConfigGetInt のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szKey 整数値を読み出すステー ト メ ン ト の参照キー

を指定し ます。

nvValue 参照キーの整数値を戻し ます。

テーブル 59 • ConfigGetInt の戻り値

戻り値 説明

0 ConfigGetInt は整数値を読み出し ま し た。

< 0 ConfigGetInt は整数値を読み出せませんで し

た。
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#define EXAMPLE_SYS "C:\\ISExampl.sys"

#define EXAMPLE_BAK "ISExampl.bak"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ConfigGetInt(HWND);

function ExFn_ConfigGetInt(hMSI)

NUMBER nvValue;

BOOL  bFileChanged;

begin

// 構成フ ァ イルをロード します。

if (ConfigFileLoad (EXAMPLE_SYS) < 0) then

MessageBox (EXAMPLE_SYS + " をロード できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// インジケーターを初期化し、 フ ァ イルが更新されたかど うかを表示します。

bFileChanged = FALSE;

// 構成フ ァ イル内でコマン ド "FILES" を検出します。

if (ConfigGetInt ("FILES", nvValue) < 0) then

// FILES コマン ドは検出されませんでした。 FILES コマン ド を追加します。

if ConfigAdd ("FILES", "40", "", AFTER) = 0 then

MessageBox ("FILES=40 が " + EXAMPLE_SYS + " へ追加されました。 ", INFORMATION);

bFileChanged = TRUE;

else

MessageBox ("FILES コマン ドが見つかり ません。 " + 

EXAMPLE_SYS + " を更新できません。 ", SEVERE);

endif;

else

// FILES コマン ドが検出されました。

if (nvValue >= 40) then

// FILES コマン ドの設定は OK です。

SprintfBox (INFORMATION, "ConfigGetInt の例 ",

 "FILES=%d、 変更は必要あり ません。 .", nvValue);

else

// FILES コマン ド を変更する必要があり ます。

if (ConfigSetInt ("FILES", 40) < 0) then

MessageBox (EXAMPLE_SYS + " を更新できませんでした。 ", SEVERE);

else

MessageBox ("FILES 設定は 40 に変更されました。 ", INFORMATION);

bFileChanged = TRUE;

endif;

endif;

endif;

// フ ァ イルが編集された場合はそれを保存します。

if bFileChanged then
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// 拡張子 'bak' を持つ元のフ ァ イルのバッ クア ッ プを行い、

// 編集されたフ ァ イルを元の名前の下に保存します。 ISExamp1.bak が既に存在する場合、

// ConfigFileSave は数字の付いた拡張子を生成します。

if (ConfigFileSave (EXAMPLE_BAK) < 0) then

MessageBox (EXAMPLE_SYS +" を保存できませんでした。 ", SEVERE);

else

MessageBox (EXAMPLE_SYS + " が保存されました。 ",INFORMATION);

endif;

endif;

end;

ConfigMove
ConfigMove は ConfigFileLoad 関数を使って メ モ リ にロー ド し たシステム構成フ ァ イル内の行を移動し ます。 行は

フ ァ イルの 初または 後の位置、 あるいはフ ァ イル内の特定行の前または後ろに移動させる こ とができます。

メ モ • ConfigMove 関数を呼び出す前に、 まず ConfigFileLoad を呼び出し て Config.sys フ ァ イルを メ モ リへロー ド し

な く てはな り ません。 フ ァ イルを編集し た後、 ConfigFileSave を呼び出し てフ ァ イルを保存し ます。

Ez 構成フ ァ イル関数を拡張構成フ ァ イル関数と同時に使用し ないで く だ さい。 ConfigFileLoad 関数を呼び出し た

後、 ConfigFileSave を使って変更を保存するまで、 簡易構成フ ァ イル関数を利用する こ とはできません。

構文

ConfigMove ( szMove, szRefKey, nOptions );
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 617



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (A-D)
パラ メ ーター

戻り値

ConfigMove の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

テーブル 60 • ConfigMove のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szMove 行の移動先を指定し ます。

szRefKey 移動させる行を配置するのに使う参照行を識

別するキーを指定し ます。 移動する行の位置

は nOption の値によ って決定されます。

nOptions szMove の行を szRefKey の参照キーを含む行の

前後いづれに移動するかを指定し ます。 この

パラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ち

の 1 つを渡し ます。

• BEFORE — szMove が指定する行を 

szRefKey を含む行の前に配置し ます。

szMove がヌル文字列  ("") の場合、 その行

はシステム構成フ ァ イルの 初の行の前

に配置されます。

• AFTER — szMove が指定する行を szRefKey 

を含む行の後に配置し ます。 szMove がヌ

ル文字列  ("") の場合、 その行はシステム

構成フ ァ イルの 後の行の後に配置され

ます。

テーブル 61 • ConfigMove の戻り値

戻り値 説明

0 ConfigMove がシステム構成フ ァ イル内で指定

された行の移動を完了し ま し た。

< 0 ConfigMove は行を移動できませんで し た。
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 * ConfigMove 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 構成フ ァ イル内で行を移動させます。

 * まず、 フ ァ イルをロードする ConfigFileLoad を呼び出します。 次に、

 * FILES ステー ト メ ン ト をフ ァ イルの 後に移動させます。 そして、

 * BUFFERS ステー ト メ ン ト をフ ァ イルの 後に移動させます。

 * 次に、 DOS ステー ト メ ン ト の前に Himem.sys を参照するステー ト メ ン ト を

 * 移動します。 後に、 元のフ ァ イルを

 * バッ クア ッ プして編集したフ ァ イルを保存します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 C ド ラ イブのルー トへ

 *       ISExampl.sys と呼ばれる構成フ ァ イルを作成します。

 *       フ ァ イルは次の行を含みます :

 *

 *  FILES=50

 *  DOS=HIGH,UMB

 *  DEVICE=C:\WINDOWS\SETVER.EXE

 *  BUFFERS=50

 *  Device=C:\Windows\Himem.sys

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

#define TARGET_CONFIG  "C:\\ISExampl.sys"

#define BACKUP_CONFIG  "ISExampl.bak"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ConfigMove(HWND);

function ExFn_ConfigMove(hMSI)

begin

// 編集する構成フ ァ イルをロード します。

if ConfigFileLoad (TARGET_CONFIG) < 0 then

MessageBox (TARGET_CONFIG + " をロード できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// FILES ステー ト メ ン ト をフ ァ イルの 後に移動します。

if (ConfigMove ("FILES", "", AFTER) < 0) then

MessageBox ("FILES ステー ト メ ン ト を移動できませんでした。 ", SEVERE);

else

MessageBox ("FILES ステー ト メ ン ト をフ ァ イルの終わりに移動します。 ",

 INFORMATION);

endif;

// BUFFERS ステー ト メ ン ト をフ ァ イルの 後に移動します。

if (ConfigMove ("BUFFERS", "", AFTER) < 0) then

MessageBox ("BUFFERS ステー ト メ ン ト を移動できませんでした。 ", SEVERE);

else

MessageBox ("BUFFERS ステー ト メ ン ト をフ ァ イルの終わりに移動します。 ",

 INFORMATION);

endif;

// Himem.sys ステー ト メ ン ト を DOS ステー ト メ ン ト の前に移動します。

if (ConfigMove ("Himem.sys", "DOS", BEFORE) < 0) then

MessageBox ("Himem.sys ステー ト メ ン ト を移動できませんでした。 ", SEVERE);

else
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 619



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (A-D)
MessageBox ("Himem.sys ステー ト メ ン トが DOS ステー ト メ ン トの前に移動しました。 ",

 INFORMATION);

endif;

// 更新されたフ ァ イルを保存し、 元のフ ァ イルをバッ クア ッ プ します。

if ConfigFileSave (BACKUP_CONFIG) < 0 then

MessageBox (BACKUP_CONFIG + " を保存するこ とができませんでした。 ", SEVERE);

else

MessageBox (" 構成フ ァ イルが保存されました。 バッ クア ッ プが作成されました。 ",INFORMATION);

endif;

end;

ConfigSetFileName
ConfigSetFileName 関数はデフ ォル ト システム構成フ ァ イルと し て利用する フ ァ イルの完全修飾名を指定し ます。

イ ンス ト ール初期化中に、 イ ンス ト ールはターゲッ ト システムが開始された と きに実行された Config.sys フ ァ イル

を認識し、 それをデフ ォル ト のシステム構成フ ァ イルと し ます。 これが、 イ ンス ト ールが編集する唯一のシステ

ム構成フ ァ イルの場合、 この関数を必ず呼び出さ な く てはな り ません。 簡易構成フ ァ イルはそのフ ァ イルを利用

し、 パラ メ ーターがヌル文字列が ("") のと き拡張構成関数  ConfigFileLoad がそのフ ァ イルを開きます。

しかし、 簡易構成フ ァ イル関数を使って起動 Config.sys フ ァ イル以外の構成フ ァ イルを変更する と き、 デフ ォル ト

システム構成フ ァ イルを変更するために ConfigSetFileName を呼び出さ な く てはな り ません。 た と えば、 起動時に

は利用されないターゲッ ト システム上の Config.sys フ ァ イルを作成する と仮定し ます。 アプ リ ケーシ ョ ンデ ィ レ ク

ト リ でフ ァ イル名を設定する こ とができます。 簡易構成フ ァ イル関数はそのフ ァ イル上で動作し ます。 ヌルパラ

メ ーターと共に ConfigFileLoad を呼び出し た場合、 そのフ ァ イルはメ モ リ にロー ド され、 そこで拡張フ ァ イル関数

を使って編集する こ とができます。

注意 • ConfigSetFileName 関数はメ モ リへシステム構成フ ァ イルをロー ド し ません。 ConfigFileLoad を使ってフ ァ イ

ルを メ モ リへロー ド し な く てはな り ません。 

ConfigSetFileName は指定し たフ ァ イル名を有効にはし ません。 無効なフ ァ イル名を指定し た と き、 この後すべて

の構成フ ァ イル関数が失敗し ます。 

メ モ • Ez 構成フ ァ イル関数を拡張構成フ ァ イル関数と同時に使用し ないで く ださい。 ConfigFileLoad 関数を呼び出

し た後、 ConfigFileSave を使って変更を保存するまで、 簡易構成フ ァ イル関数を利用する こ とはできません。

構文

ConfigSetFileName ( szConfigFile );
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ビル ト イ ン関数 (A-D)
パラ メ ーター

戻り値

ConfigSetFileName の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ConfigGetFileName 関数 と ConfigSetFileName 関数の

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 デフ ォル ト構成フ ァ イルの完全修飾名を読み出します。

 * デフ ォルト構成フ ァ イルは 初、 ブー ト  ド ラ イブ上の

 * Config.sys フ ァ イルです。 次いで、 C:\ISExampl.sys を

 * デフ ォルトの構成フ ァ イルにします。 後に、 も う一度

 * デフ ォルトの構成フ ァ イルの名前を読み出して変更されたこ と を

 * 表示します。

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

#define DEFAULT_CONFIG_FILE "C:\\ISExampl.sys"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ConfigSetFileName(HWND);

function ExFn_ConfigSetFileName(hMSI)

STRING svFilename;

テーブル 62 • ConfigSetFileName のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szConfigFile デフ ォル ト のシステム構成フ ァ イルと し て設

定する フ ァ イルの完全修飾名を指定し ます。

テーブル 63 • ConfigSetFileName の戻り値

戻り値 説明

0 ConfigSetFileName が指定し たシステム構成

フ ァ イルを読み出し ま し た。

< 0 ConfigSetFileName は指定されたフ ァ イルを読

み出せませんで し た。
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begin

// デフ ォルト の構成フ ァ イルの名前を取得して表示します。

if (ConfigGetFileName (svFilename) < 0) then

// エラーを報告し、 中止します。

MessageBox ("ConfigGetFileName の 初の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

else

// デフ ォルト の構成フ ァ イルの名前を表示します。

MessageBox (" デフ ォルト の構成フ ァ イルは " + svFilename + " です。 ",

 INFORMATION);

endif;

// C:\ISExampl.sys をデフ ォルト の構成フ ァ イルと します。

if (ConfigSetFileName (DEFAULT_CONFIG_FILE) < 0) then

// エラーを報告します。

MessageBox (" 新しいデフ ォルト の構成フ ァ イルを設定できませんでした。 ", SEVERE);

else

// デフ ォルト の構成フ ァ イルが変更されたこ と を確認します。

if (ConfigGetFileName (svFilename) = 0) then

// デフ ォルト の構成フ ァ イルの名前を表示します。

MessageBox (" 現在のデフ ォルト の構成フ ァ イルは " + svFilename +

 " です。 ", INFORMATION);

else

// エラーを報告します。

MessageBox ("ConfigGetFileName の 2 回目の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

endif;

end;

ConfigSetInt
ConfigSetInt は ConfigFileLoad 関数を使って メ モ リ にロー ド し たシステム構成フ ァ イル内の指定された整数値を変

更し ます。 ConfigSetInt は、 等号 (=) の右に一つだけ値を持つコマン ド の値を設定し ます。

メ モ • 関数は複数の値を持つコマン ド には動作し ません。 た と えば、 ConfigSetInt はステー ト メ ン ト  FILES=20 を認

識し、 20 を別の値に変更する こ とができますが、 ステー ト メ ン ト  STACKS=9,128 を認識し ません。

ConfigSetInt を呼び出す前に、 まず ConfigFileLoad を呼び出し てシステム構成フ ァ イルを メ モ リへロー ド し な く て

はな り ません。 フ ァ イルを編集し た後、 ConfigFileSave を呼び出し てフ ァ イルを保存し ます。

Ez 構成フ ァ イル関数を拡張構成フ ァ イル関数と同時に使用し ないで く だ さい。 ConfigFileLoad 関数を呼び出し た

後、 ConfigFileSave を使って変更を保存するまで、 簡易構成フ ァ イル関数を利用する こ とはできません。

構文

ConfigSetInt ( szKey, nValue );
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ビル ト イ ン関数 (A-D)
パラ メ ーター

戻り値

ConfigSetInt の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ConfigGetInt 関数と ConfigSetInt 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 構成フ ァ イルから FILES

 * 取得します。 FILES コマン ドが検出されなかった場合、

 * コマン ド FILES=40 がフ ァ イルに追加されます。 FILES コマン ドが

 * 検出された場合、 その値がテス ト されます。 値が 40 以下の場合、

 * コマン ドが FILES=40 と置換されます。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 C ド ラ イブのルー トへ

 *       ISExampl.sys と呼ばれる構成フ ァ イルを作成します。

 *       フ ァ イルは次の行を含みます :

 *

 *  FILES=20;

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

テーブル 64 • ConfigSetInt のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szKey 整数値を設定する コマン ドの参照キーワー ド

を指定し ます。

nValue szKey のコマン ド に設定する整数値を指定し ま

す。

テーブル 65 • ConfigSetInt の戻り値

戻り値 説明

0 ConfigSetInt がシステム構成フ ァ イル内で指定

された整数の設定を完了し ま し た。

< 0 ConfigSetInt は指定された整数を設定できませ

んで し た。
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#define EXAMPLE_SYS "C:\\ISExampl.sys"

#define EXAMPLE_BAK "ISExampl.bak"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ConfigSetInt(HWND);

function ExFn_ConfigSetInt(hMSI)

NUMBER nvValue;

BOOL  bFileChanged;

begin

// 構成フ ァ イルをロード します。

if (ConfigFileLoad (EXAMPLE_SYS) < 0) then

MessageBox (EXAMPLE_SYS + " をロード できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// インジケーターを初期化し、 フ ァ イルが更新されたかど うかを表示します。

bFileChanged = FALSE;

// 構成フ ァ イル内でコマン ド "FILES" を検出します。

if (ConfigGetInt ("FILES", nvValue) < 0) then

// FILES コマン ドは検出されませんでした。 FILES コマン ド を追加します。

if ConfigAdd ("FILES", "40", "", AFTER) = 0 then

MessageBox ("FILES=40 が " + EXAMPLE_SYS + " へ追加されました。 ", INFORMATION);

bFileChanged = TRUE;

else

MessageBox ("FILES コマン ドが見つかり ません。 " + 

EXAMPLE_SYS + " を更新できません。 ", SEVERE);

endif;

else

// FILES コマン ドが検出されました。

if (nvValue >= 40) then

// FILES コマン ドの設定は OK です。

SprintfBox (INFORMATION, "ConfigGetInt の例 ",

 "FILES=%d、 変更は必要あり ません。 .", nvValue);

else

// FILES コマン ド を変更する必要があり ます。

if (ConfigSetInt ("FILES", 40) < 0) then

MessageBox (EXAMPLE_SYS + " を更新できませんでした。 ", SEVERE);

else

MessageBox ("FILES 設定は 40 に変更されました。 ", INFORMATION);

bFileChanged = TRUE;

endif;

endif;

endif;

// フ ァ イルが編集された場合はそれを保存します。

if bFileChanged then

// 拡張子 'bak' を持つ元のフ ァ イルのバッ クア ッ プを行い、
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// 編集されたフ ァ イルを元の名前の下に保存します。 ISExamp1.bak が既に存在する場合、

// ConfigFileSave は数字の付いた拡張子を生成します。

if (ConfigFileSave (EXAMPLE_BAK) < 0) then

MessageBox (EXAMPLE_SYS +" を保存できませんでした。 ", SEVERE);

else

MessageBox (EXAMPLE_SYS + " が保存されました。 ",INFORMATION);

endif;

endif;

end;

ConvertSizeToUnits
ConvertSizeToUnits は、 nUnitsSrc の nSizeSrcHigh および nSizeSrcLow で指定されたサイズを nUnitsTarget の 

nvSizeTargetHigh および nvSizeTargetLow に変換し ます。 この関数を使って、 セ ッ ト ア ッ プが実行されるまで不明

な特定のサイズ値に使用する 適な単位を判断する こ と もできます。

構文

ConvertSizeToUnits ( nSizeSrcHigh, nSizeSrcLow, nUnitsSrc, nvSizeTargetHigh, nvSizeTargetLow, nvUnitsTarget );
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パラ メ ーター

戻り値

テーブル 66 • CovertSizeToUnits のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nSizeSrcHigh 変換されるサイズの上位 31 ビ ッ ト を指定し ま

す。

nSizeSrcLow 変換されるサイズの下位 31 ビ ッ ト を指定し ま

す。

nUnitsSrc nSizeSrcHigh および nSizeSrcLow の単位。 次の

値のう ち 1 つを指定し ます。 

• BYTES — 値はバイ ト です。

• KBYTES — 値はキロバイ ト です。

• MBYTES — 値はメ ガバイ ト です。

• GBYTES — 値はギガバイ ト です。

• TBYTES — 値はテラバイ ト です。

nvSizeTargetHigh 変換されたサイズの上位 31 ビ ッ ト を返し ま

す。

nvSizeTargetLow 変換されたサイズの下位 31 ビ ッ ト を戻し ま

す。

nUnitsTarget nvSizeTargetHigh および nvSizeTargetLow の単

位を指定し ます (-1 が指定された場合、 戻し ま

す )。 次の値のう ち 1 つを指定し ます。 (-1 ま

たは負の値を指定する こ と もできます。 この

場合、 関数は nUnitsTarget を nvSizeTargethigh 

が確実に 0 になるよ う に 小の単位に設定し

ます。 ):

• BYTES — 値はバイ ト です。

• KBYTES — 値はキロバイ ト です。

• MBYTES — 値はメ ガバイ ト です。

• GBYTES — 値はギガバイ ト です。

• TBYTES — 値はテラバイ ト です。

テーブル 67 • ConvertSizeToUnits の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS 関数が成功し たこ と を示し ます。
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ConvertWinHighLowSizeToISHighLowSize
The ConvertWinHighLowSizeToISHighLowSize 関数は、 nSizeWinHigh および nSizeWinLow で指定された署名な しの 64 

ビ ッ ト  Windows サイズを 対応する 62 ビ ッ ト  InstallShield 高および低サイズ値に変換し ます。

構文

ConvertWinHighLowSizeToISHighLowSize ( nSizeWinHigh, nSizeWinLow, nvSizeISHigh, nvSizeISLow);

< ISERR_SUCCESS 関数の実行に失敗し たこ と を示し ます。

ISERR_INVALID_ARG nSizeSrcHigh または nSizeSrcLow が負である こ

と を示し ます。

テーブル 67 • ConvertSizeToUnits の戻り値 ( 続き )

戻り値 説明
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戻り値

CopyBytes
CopyBytes 関数は、 ある文字列から別の文字列へ指定し たバイ ト 数を コ ピーし ます。 元の文字列と目的の文字列へ

のオフセ ッ ト イ ンデッ クスを指定する こ とができます。 CopyBytes は、 バイナ リ フ ァ イルを扱う際に便利です。

構文

CopyBytes ( svDest, nIndexDest, svSrc, nIndexSrc, nCount );

テーブル 68 • ConvertWinHighLowSizeToISHighLowSize のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nSizeWinHigh Windows 64 ビ ッ ト サイズ値の上位 31 ビ ッ ト を

指定し ます。

nSizeWinLow Windows 64 ビ ッ ト サイズ値の下位 31 ビ ッ ト を

指定し ます。

nSizeISHigh InstallShield 62 ビ ッ ト サイズ値の上位 31 ビ ッ

ト を返し ます。

nSizeISLow InstallShield 62 ビ ッ ト  サイズ値の下位 31 ビ ッ

ト を戻し ます。

テーブル 69 • ConvertWinHighLowSizeToISHighLowSize の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS 関数が成功し たこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS 関数の実行に失敗し たこ と を示し ます。
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戻り値

CopyBytes の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

テーブル 70 • CopyBytes のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

svDest 目的の文字列を指定し ます。

nIndexDest バイ ト を挿入する目的の文字列位置のオフ

セ ッ ト イ ンデッ クス  ( 始ま り点 ) を指定し ま

す。 文字列の初めのバイ ト 位置は 0。

svSrc 元の文字列を指定し ます。 サイズが 256 文字

を超える自動調整された文字列を渡さ ないで

下さい。 その代わり、 明確なサイズと共に文

字列を宣言し て く ださい。 文字列サイズにつ

いては、 「文字列サイズと Autosize」 を参照し

て く ださい。

nIndexSrc バイ ト を コ ピーし始める元の文字列位置のオ

フセ ッ ト  イ ンデッ クス ( 始ま り点 ) を指定し ま

す。 文字列の初めのバイ ト 位置は 0。

nCount svSrc から svDest へコ ピーするバイ ト の合計

数を指定し ます。 この値は svSrc - 1 サイズを

超えてはいけません。 例えば、 svSrc をサイズ 

512 で宣言し た場合 ( 大文字列長さの 511 を

使う ) 、 nCount で渡される値は 511 またはそ

れ以下でな く てはな り ません。

テーブル 71 • CopyBytes の戻り値

戻り値 説明

0 CopyBytes がある文字列から別の文字列へ、 指

定し たバイ ト 数を コ ピーし ま し た。

< 0 CopyBytes はバイ ト を コ ピーできませんで し

た。
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/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * CopyBytes 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 ターゲッ ト システムから現在の日付を

 * 設定します。 そして、 日付から年をコピーしてエン ドユーザーへ

 * 年を表示します。

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_CopyBytes(HWND);

function ExFn_CopyBytes(hMSI)

STRING svDate, svYear;

NUMBER nvResult, nIndexDate, nIndexYear, nCount;

begin

// ターゲッ ト システムから日付を取得します。

GetSystemInfo (DATE, nvResult, svDate);

// CopyBytes へ渡すパラ メーターをセ ッ ト ア ッ プします。 年は

// svDate の 後の 4 バイ ト にあり ます。

nIndexYear  = 0;

nCount      = 4;

nIndexDate = StrLength(svDate) - nCount;

// 年を表す 4 バイ ト を svYear へコピーします。

if (CopyBytes (svYear, nIndexYear, svDate, nIndexDate, nCount) < 0) then

// エラーを報告します。

MessageBox ("CopyBytes が失敗しました .", SEVERE);

else

// 年を表示します。

MessageBox (" 年は " + svYear, INFORMATION);

endif;

end;

CopyCHARArrayToISStringArray

説明

CopyCHARArrayToISStringArray 関数は ANSI 文字列の既存配列 (pCHARArray  がポイ ン ト する ) から vArray が指定

する既存文字列配列へ文字列を コ ピーし ます。

構文

CopyCHARArrayToISStringArray ( vArray, pCHARArray );
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戻り値

追加情報

GetCHARArrayFromISStringArray への以前の呼び出し で pCHARArray が戻された場合、 配列に含まれる文字列の変

更には注意が必要です。 文字列配列に含まれる文字列の長さはセ ッ ト ア ッ プが内部的に管理するため、 文字列の

長さ を変更する と CopyCHARArrayToISStringArray を呼び出し た際に、 文字列全体がオ リ ジナル配列へコ ピーされ

ません。

CopyFile
CopyFile 関数は szSrcFile によ って指定されたフ ァ イルのコ ピーを作成し ます。 新規フ ァ イルは szTargetFil で指定

し た名前がつけられます。 関数を動作させるためには、 ターゲッ ト 場所へコ ピーする フ ァ イル名を この関数の 

szTargetFile パラ メ ーターで指定し な く てはな り ません。

この関数を使って、 フ ァ イルを WINSYSDIR64 に転送する場合、 まず WOW64FSREDIRECTION を使用し てフ ァ イル 

システムのリ ダイ レ ク ト を無効にする必要があ り ます。 無効化を し ない場合、 WINSYSDIR64 に転送される フ ァ イ

ルは不適切に 32 ビ ッ ト  SysWOW64 システムフ ォルダーにリ ダイ レ ク ト されます。 イ ンス ト ールが利用する可能

性のある Windows 機能にはフ ァ イル システム リ ダイ レ ク ト を有効にし てお く 必要があるため、 Windows ド キュ メ

ンテーシ ョ ンではリ ダイ レ ク ト を無効にするのはそれが必要な場合のみにと どめる こ とが推奨されています。 必

要なフ ァ イルを WINSYSDIR64 へ転送し終わったら、 直ちにシステム フ ァ イルのリ ダイ レ ク ト を有効にする こ と を

お勧めし ます。 詳し く は、 「64 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング システムを InstallScript イ ンス ト ールで ターゲッ ト にす

る」 を参照し て く だ さい。

ヒ ン ト • コ ピーの 中にステータ ス ダイアログが表示される場合は、 CopyFile 関数を呼び出す前に Disable 関数を

利用し て [ キャ ンセル ] ボタ ンを無効にする こ とが、 強 く 推奨されます。 [ キャ ンセル ] ボタ ンを無効にし なかっ

た場合で、 エン ド ユーザーがフ ァ イルのコ ピー操作を途中でキャ ンセルし た場合、 OnCancelling イベン ト ハン ド

ラーは呼び出されません。 その代わり、 フ ァ イルのコ ピー操作はエラー コー ド を戻し ます。 この場合、 スク リ プ

ト によ って適切なイベン ト を呼び出し てから フ ァ イルのコ ピー操作を再開する必要があり ます。 Enable と Disable 

関数を利用し て [ キャ ンセル ] ボタ ンを有効および無効にする こ とができます。

テーブル 72 • CopyCHARArrayToISStringArray のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

vArray 文字列を コ ピーする文字列配列を指定し ます。

pCHARArray ANSI 文字列へのポイ ン ターの配列へのポイ ン

ターを指定し ます。 一般的に、 このポイ ン

ターは以前の GetCHARArrayFromISStringArray 

への呼び出し で戻されます。

テーブル 73 • CopyCHARArrayToISStringArray の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS この関数は常に  ISERR_SUCCESS を戻し ます。
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メ モ • フ ァ イル転送の際、 XCopyFile は CopyFile の代替と な り ます。 XCopyFile はバージ ョ ンチ ェ ッ ク を行い、 シ

ステム再開始の後にア ッ プデー ト できるよ う にロ ッ ク された .dll や .exe フ ァ イルをマーク し、共有 .dll と .exe フ ァ

イルのレジス ト リ参照カウン ターを増分し ます。 サブデ ィ レ ク ト リ を含むために XCopyFile を利用する こ と もでき

ます。

完全修飾でないフ ァ イル名を使用し て、 XcopyFile を使用中に SRCDIR と TARGETDIR の値を設定する場合、

CopyFile を呼び出す前に VarSave を使って現在の値を保存し、 それから VarRestore を使って復元し て く ださい。

ターゲッ ト  デ ィ レ ク ト リが存在し ない場合は、 CopyFile が作成し ます。

CopyFile と共にワイルド カー ド を使って一連のフ ァ イルの名前を変更する こ とはできません。 ただ し、 CopyFile を

使って単一のフ ァ イルの名前を変更する こ とは可能です。

構文

CopyFile (szSrcFile, szTargetFile);
632 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (A-D)
パラ メ ーター

テーブル 74 • CopyFile のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szSrcFile コ ピーする フ ァ イルの名前を指定し ます。 指定のフ ァ イルが完全修飾名、 つま

りパスが含まれる場合、 CopyFile はフ ァ イルを指定の場所から コ ピーし ます。

szSrcFile に完全修飾名ではないフ ァ イル名が含まれ、 パス情報がない場合、

CopyFile は SRCDIR システム変数によ って識別されたデ ィ レ ク ト リから コ ピー

し ます。 グループ化されたフ ァ イルを コ ピーするには、 このパラ メ ーターでワ

イルド カー ド文字を使って く だ さい。

このパラ メ ーターでは、 有効な URL を指定できます。 CGI または ASP 要求 (

た と えば、 "http://www.mydomain.net/login.asp?name=Me&pwd=wow") を渡す場

合、 その応答は szTargetFile パラ メ ーターで指定されたフ ァ イルへ送られます。

URL を渡すと き、 ワイルド カー ド文字を含まないで下さい。 URL が有効かど う

かを確認するには、 次を呼び出し ます :

Is (VALID_PATH, szURL);

szTargetFile szSrcFile が識別し たフ ァ イルのコ ピーへ渡す名前を指定し ます。 フ ァ イル名が

完全修飾名で、 パスが含まれる場合、 CopyFile はフ ァ イルをパスが指定する場

所にコ ピーし ます。 szSrcFile のフ ァ イル名が修飾されていない、 つま りパス情

報が含まれていない場合、 システム変数 TARGETDIR (InstallScript イ ンス ト ール

の場合 ) または INSTALLDIR ( 基本の MSI および InstallScript MSI イ ンス ト ール

の場合 ) が指定するデ ィ レ ク ト リ にコ ピーが作成されます。 ターゲッ ト デ ィ レ

ク ト リが存在し ない場合は、 それが作成されます。

このパラ メ ーターで URL は指定できません。 こ こで指定し ても、 関数が失敗し

て ISERR_INVALID_ARG を戻し ます。

メ モ • szSrcFile が指定する フ ァ イル名にワイルド カー ド文字が含まれている場

合、 szTargetFile のフ ァ イル名部分が無視される こ とはな く 、 szTargetFile 値は

各ソース フ ァ イルがコ ピーされる ターゲッ ト  パス と し て、 その既存名を使っ

て処理されます。 た と えば、 次のコー ドは D ド ラ イブの File.txt と名づけられ

たフ ォルダーにフ ァ イルを コ ピーし ます :

CopyFile ("C:\\*.*", "D:\\File.txt");

szTargetFile が修飾されないフ ァ イル名を指定する場合、 フ ァ イルは 

TARGETDIR (InstallScript イ ンス ト ールの場合 ) または INSTALLDIR ( 基本の MSI 

および InstallScript MSI イ ンス ト ールの場合 ) が指定するデ ィ レ ク ト リ にコ ピー

されます。 このため、 CopyFile をグループ化されたフ ァ イルのコ ピーや名前の

変更に利用する こ とができません。 szSrcFile が単数または複数のワイルド カー

ド文字を含む場合、 元のデ ィ レ ク ト リ と ターゲッ ト  デ ィ レ ク ト リは別々でな く

てはな り ません。
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戻り値

追加情報

WriteProfString または WriteProfInt を使って .ini フ ァ イルを変更後、 CopyFile を利用する前にキャ ッ シュのバッ

フ ァーを フ ラ ッ シュ し な く てはな り ません。 すべての .ini フ ァ イルがキャ ッ シュ されます。 この動作によ って、 特

定フ ァ イルへの変更の書き込みが遅 く な り ます。 この遅延は、 後に続 く フ ァ イル処理の妨げと なる場合があり ま

す。 この問題を回避するには、 ヌル パラ メ ーターで WriteProfString を呼び出し て、 以下の通り Windows が即座に 

.ini フ ァ イルへデータの書き込みを行う様に強制し ます。

WriteProfString ("C:\\Test.ini", "Windows",

"KeyboardDelay", "100");

// 全 4 つのパラ メーター用のヌル文字列 ("")

WriteProfString ("", "", "", "");

// CopyFile はこれで更新されたフ ァ イルにアクセスできます。

CopyFile ("C:\\Test.ini", "C:\\Temp\\Test.ini");

CopyFile の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * CopyFile 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは SOURCE_DIR で指定されたデ ィ レク ト リのフ ァ イルを

 * TARGET_DIR で指定されたデ ィ レク ト リへコピーします。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 プロセッサ定数を

 *       ターゲッ ト システム上の既存パスに

 *  設定する必要があり ます。

テーブル 75 • CopyFile の戻り値

戻り値 説明

0 関数がフ ァ イルを元のデ ィ レ ク ト リから ターゲッ ト デ ィ レ ク ト リへコ ピーし た

こ と を示し ます。

ISERR_INVALID_ARG 無効な引数が関数へ渡されたこ と を示し ます。

その他すべての負の値 関数が要求されたフ ァ イルを コ ピーできなかったこ と を示し ます。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ と

ができます。 た と えば、 FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 

(0x80070005) です。
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 *

\*-----------------------------------------------------------*/

#define SOURCE_DIR "C:\\Source"

#define TARGET_DIR "C:\\Target"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_CopyFile(HWND);

function ExFn_CopyFile(hMSI)

NUMBER nResult;

begin

// サブデ ィ レク ト リのフ ァ イルを含んで、 ソース デ ィ レク ト リにある

// すべてのフ ァ イルを ターゲッ ト  デ ィ レク ト リへコピーします。

nResult = CopyFile(SOURCE_DIR ^ "*.*", TARGET_DIR ^ "*.*");

// コピー処理の結果を報告します。

switch (nResult)

case 0:

MessageBox (" フ ァ イルが無事にコピーされました。 ", INFORMATION);

case COPY_ERR_CREATEDIR:

MessageBox (" ターゲッ ト デ ィ レク ト リ を作成するこ とができませんでした。 ", SEVERE);

case COPY_ERR_MEMORY:

MessageBox (" メ モリ容量が足り ません。 ", SEVERE);

case COPY_ERR_NODISKSPACE:

MessageBox (" デ ィ スク容量が足り ません。 ", SEVERE);

case COPY_ERR_OPENINPUT:

MessageBox (SOURCE_DIR + " の入力フ ァ イルを開 く こ とができませんでした。 ",

 SEVERE);

case COPY_ERR_OPENOUTPUT:

MessageBox (" ソースフ ァ イルをコピーするこ とができませんでした。 ", SEVERE);

case COPY_ERR_TARGETREADONLY:

MessageBox (" ターゲッ ト フ ァ イルが既に存在し、 また上書するこ と もできません。 ",

 SEVERE);

デフ ォルト :

MessageBox (" 原因不明のエラーが発生しました。 ", SEVERE);

endswitch;

end;

CreateDir
CreateDir 関数を呼び出し て、 ターゲッ ト ド ラ イブにサブデ ィ レ ク ト リ を作成し ます。 例えば  

C:\Programs\Winapps\Myapp の様に、 複数レベルにわたるサブデ ィ レ ク ト リ を含むパスを利用する こ と もできま

す。 パスにサブデ ィ レ ク ト リがない場合は、 CreateDir が作成し ます。 例えば、 C:\Programs\Winapps と 

C:\Programs\Winapps\Myapp のどち ら も存在し ない場合、 CreateDir は両方のサブデ ィ レ ク ト リ を作成し ます。

注意 • CreateDir は次の条件によ って失敗し ま し た。

• 不法なパスです。 

• ド ラ イブまたはパスにあるサブデ ィ レ ク ト リは書き込み禁止と なっています。 
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• ド ラ イブ名が無効です。 

• サブデ ィ レ ク ト リ を作成するためのネ ッ ト ワーク権限があり ません。 

構文

CreateDir ( szDirPath );

パラ メ ーター

戻り値

CreateDir の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * CreateDir 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * ユーザーは有効なデ ィ レク ト リの入力を求められます。 インス ト ールが

 * 指定されたデ ィ レク ト リが存在しない場合、 それを作成するため

 * CreateDir が呼び出されます。 次いで、 CreateDir が再び呼び出され、

 * 指定したデ ィ レク ト リの下に多階層デ ィ レク ト リ構造を

テーブル 76 • CreateDir のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDirPath 作成するサブデ ィ レ ク ト リの完全修飾パスを

指定し ます。 パス内の各レベルを円記号エス

ケープ文字 (\\) を使って分割し ます。

テーブル 77 • CreateDir の戻り値

戻り値 説明

0 関数がターゲッ ト ド ラ イブに指定し たデ ィ レ

ク ト リ を作成し た、 あるいは既存デ ィ レ ク ト

リ を指定し たこ と を示し ます。

< 0 デ ィ レ ク ト リが存在し ないこ と、 そし て関数

がそれを作成する こ とができなかったこ と を

示し ます。 大きな負の戻り値と関連付けられ

たエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ と

ができます。 たと えば、 FormatMessage を呼び

出し た場合の -2147024891 (0x80070005) です。
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 * 作成します。

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

#define DEFAULT_DIR "C:\\ISExampl"

#define SUBDIRS  "N_Dir\\A_Dir"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_CreateDir(HWND);

function ExFn_CreateDir(hMSI)

STRING svPath;

begin

// セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

// ユーザーへデ ィ レク ト リの作成を要求します。

AskPath (" 有効なパスを入力して く ださい。 ", DEFAULT_DIR, svPath);

// そのデ ィ レク ト リが既に存在するかど うかを確認します。

if (ExistsDir (svPath) != EXISTS) then

// デ ィ レク ト リが存在しません。 作成します。

if (CreateDir (svPath) < 0) then

// エラーをレポー ト し、 中止します。

MessageBox (" デ ィ レク ト リ を作成できませんでした ", SEVERE);

abort;

else

// 成功を報告します

SprintfBox (INFORMATION, "CreateDir", "%s が作成されました。 ", , svPath);

endif;

endif;

// 指定したデ ィ レク ト リの下に

// 多階層デ ィ レク ト リ構造すべてを作成します。

if (CreateDir (svPath ^ SUBDIRS) < 0) then

MessageBox (svPath + " の下のサブデ ィ レク ト リの作成に失敗しました。 ",

 WARNING);

else

SprintfBox (INFORMATION, "CreateDir", "%s が %s の下に作成されました。 ", SUBDIRS,

 svPath);

endif;

end;

CreateFile
CreateFile 関数は新しいフ ァ イルを作成し ます。 同じ名前のフ ァ イルが存在する と、 CreateFile はこれを上書き し

ます。 CreateFile を使ってフ ァ イルを作成する前に、 OpenFileMode でフ ァ イルモー ド を設定する必要があ り ます。
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CreateFile は新し く 作成されたフ ァ イルを ( バイナ リ フ ァ イルでは ) 読み取り / 書き込みモー ド、 または ( テキス

ト フ ァ イルでは ) 追加 モー ド で開いたままにするので、 GetLine、 ReadBytes、 WriteLine、 または WriteBytes のよ

う なその他の関数を使ってフ ァ イルから読み取った り、 フ ァ イルへ書き込んだ りする こ とができます。 既存の

フ ァ イルに書き込むには、 初に OpenFileMode 関数や OpenFile 関数を使って FILE_MODE_APPEND モー ド でフ ァ

イルを開 く 必要があ り ます。

メ モ • 読み取り / 書き込み 　 または追加モー ド に加え、 新し く 作成されたすべてのフ ァ イルは自動的に 

OF_SHARE_DENY_NONE モー ド で開きます。 これは、 フ ァ イルに対する他のプログラムの読み取り または書き込み

アクセスを拒否せずにフ ァ イルが開かれる とい う こ と です。 このモー ドは Windows API OpenFile にルー ト があ り

ます。

フ ァ イルからの読み取り またはフ ァ イルへの書き込みが終わったら、 CloseFile 関数でフ ァ イルを閉じ る必要があ

り ます。

構文

CreateFile (nvFileHandle, szPath, szFileName);
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

ログ記録が有効と なっている場合、 CreateFile 関数のアクシ ョ ンはアン イ ンス ト ールで記録されません。

CreateFile が作成し たフ ァ イルをアン イ ンス ト ールに記録する場合は、 ログ記録が有効と なっている間に、

XCopyFile を使って、 希望のフ ァ イル名を持つ開始フ ァ イルを ターゲッ ト システムに転送し ます。 ログ記録は、

Enable または Disable 関数を使って有効または無効にし ます。 ログ記録が有効と なっている場合、 XCopyFile アク

シ ョ ンがログされるので、 開始フ ァ イルがアン イ ンス ト ールに記録されます。 ログされた開始フ ァ イルを転送し

た後で、 CreateFile およびその他のフ ァ イル関連関数を使って、 そのフ ァ イルに書き込んだ り上書きする こ とがで

きます。 フ ァ イル名を変更する こ とはできません。 変更する と、 アン イ ンス ト ール時に検出されな く な り ます。

CreateFile の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

テーブル 78 • CreateFile のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nvFileHandle 新しいフ ァ イルのハン ドルを戻し ます。

szPath 新しいフ ァ イルを作成するサブデ ィ レ ク ト リ

への完全修飾パスを指定し ます。

メ モ • CreateFile では、 szPath で指定された

フ ォルダーが存在し ない場合、 エラーが発生

し ます。 フ ォルダーが存在するかど うか、

ExistsDir を呼び出し てテス ト し、 CreateDir を

呼び出し てフ ォルダーを作成する こ とができ

ます。 

szFileName 作成する フ ァ イルの名前を指定し ます。

テーブル 79 • 戻り値

戻り値 説明

0 関数が新しいフ ァ イルを正常に作成し たこ と

を示し ます。

< 0 関数が指定されたフ ァ イルを作成できなかっ

たこ と を示し ます。
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/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * CreateFile 関数と WriteLine 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * 文字列を保存するフ ァ イルを作成するため CreateFile が呼び出されます。 その後

 * 文字列は WriteLine 関数によってフ ァ イルに書き込まれます。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 プ リ プロセッサ定数が、

 *       EXAMPLE_DIR を設定して、 ターゲッ ト システム上の既存の

 *       デ ィ レク ト リ を参照するよ うにします。 EXAMPLE_FILE で、

 *       指定したフ ァ イルが既に存在する場合

 *       それが上書き されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define EXAMPLE_DIR  "C:\\"

#define EXAMPLE_FILE "ISExampl.txt"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_CreateFile(HWND);

function ExFn_CreateFile(hMSI)

STRING szTitle, szMsg;

NUMBER nvFileHandle;

begin

// フ ァ イル モード を追加に設定します。

OpenFileMode (FILE_MODE_APPEND);

// 新規フ ァ イルを作成して開いた状態にします。

if (CreateFile (nvFileHandle, EXAMPLE_DIR, EXAMPLE_FILE)  0) then

// エラーを報告します。

MessageBox ("CreateFile が失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

else

// フ ァ イルへ書き込むメ ッセージを設定します。

szMsg = " この行は、 サンプル InstallShield スク リ プ ト によって追加されました。 ";

// フ ァ イルへメ ッセージを追加します。

if (WriteLine(nvFileHandle, szMsg) < 0) then

// エラーを報告します。

MessageBox ("WriteLine が失敗しました。 ", SEVERE);

else

// 成功を報告します。

szTitle = "CreateFile & WriteLine";

szMsg = " 作成に成功し、 %s へ書き込みました。 ";

SprintfBox (INFORMATION, szTitle, szMsg, EXAMPLE_FILE);

endif;

endif;

// フ ァ イルを閉じます。

CloseFile (nvFileHandle);

end;
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CreateInstallationInfo
イベン ト ベースのスク リ プ ト では、 CreateInstallationInfo 関数が First UI Before イベン ト の後で自動的に呼び出さ

れます。 これはシステム変数 IFX_KEYPATH_PRODUCT_INFO および IFX_PRODUCT_KEY を使用し て、 イ ンス ト ール

するプログラム用のアプ リ リ ケーシ ョ ン情報キー、 およびアプ リ ケーシ ョ ンご とのパスキーを作成し ます。 アプ

リ ケーシ ョ ン情報キーは CreateInstallationInfo の呼び出しの結果と し て即座に作成されます。 アプ リ ケーシ ョ ンご

とのパスキーは、 続 く  RegDBSetItem の呼び出しによ ってそのキーの下に [Path] または [DefaultPath] の値が設定

されるまで作成されません。

CreateInstallationInfo は MaintenanceStart がアン イ ンス ト ール ログ フ ァ イルを初期化するために使用する会社名、

製品名、 バージ ョ ン番号と共に、 [ よ う こそ ] ダイアログに表示する製品名を作成し ます。 MaintenanceStart は、

スク リ プ ト 内で CreateInstallationInfo が先に呼び出されていないと エラーにな り ます。

CreateInstallationInfo はセ ッ ト ア ッ プ内で一度だけ呼び出し ます。 DoInstall を使用し て複数のイ ンス ト レールを立

ち上げる場合は、 各イ ンス ト ールご とに個別に CreateInstallationInfo を呼び出すこ とができます。

CreateInstallationInfo はレジス ト リ関連の特殊関数で、 特定の定義済みレジス ト リキーと一緒に動作するよ う に設

計されています。 詳細については、 「レジス ト リ関連の特殊関数」 を参照し て く だ さい。

メ モ • InstallScript エンジンは、 現在、 レジス ト リの 64 ビ ッ ト 部分にある [ プログラムの追加と削除 ] 情報の読み

書きをサポー ト し ません。 そのため、 REGDB_OPTIONS システム変数を使った REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オ

プシ ョ ンを このレジス ト リ関数で使用する こ とはできません。 REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オプシ ョ ンを有効に

し ても、 レジス ト リ エン ト リがこの関数によ って作成される場所に影響し ません。

構文

CreateInstallationInfo ( );

パラ メ ーター

な し
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戻り値

追加情報

• RegDBSetItem または RegDBGetItem を呼び出す前に、 CreateInstallationInfo を呼び出す必要があ り ます。 詳細

については、 これらの関数の説明を参照し て く だ さい。 

• アプ リ ケーシ ョ ンご とのパスキーは、 実際そのキーの下に値を設定するために RegDBSetItem が呼び出される

までは作成されません。 

• IFX_COMPANY_NAME、 IFX_PRODUCT_NAME、 IFX_PRODUCT_VERSION が空でも CreateInstallationInfo が失敗す

る こ とはな く な り ま し た。 CreateInstallationInfo が失敗するのは、 リ モー ト  レジス ト リ が接続されている場

合、 IFX_KEYPATH_PRODUCT_INFO が空の場合、 またはアプ リ ケーシ ョ ン情報のレジス ト リ キーを作成できな

い場合です。 

CreateObject

プロジ ェ ク ト • InstallScript プロジ ェ ク ト で CreateObject 関数は CoCreateObject に置換されま し た。

CreateObject 関数は、 szProgID によ って名付けられた登録済みの COM オブジ ェ ク ト を初期化し、 設定されたキー

ワー ド を使用し て OBJECT 変数タ イプに割り当てる こ とができる リ フ ァ レンスを戻し ます。

オブジ ェ ク ト が無事に初期化されたかど うかを確認する場合、 キーワー ド try-catch-endcatch を使う と COM オブ

ジ ェ ク ト の例外処理についてコ ン ト ロールの幅が広がり ます。

メ モ • CreateObject を動作させるためには、 COM オブジ ェ ク ト を ターゲッ ト  システム上に登録し な く てはな り ま

せん。

構文

CreateObject ( szProgID );

テーブル 80 • CreateInstallationInfo の戻り値

戻り値 説明

0 関数が成功し たこ と を示し ます。

< 0 関数がレジス ト リキーのう ち 1 つまたはそれ

以上を作成できなかったこ と を示し ます。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー

メ ッ セージテキス ト を取得する こ とができま

す。 たと えば、 FormatMessage を呼び出し た場

合の -2147024891 (0x80070005) です。
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戻り値

設定されたキーワー ド を使用し て、 OBJECT 型の変数に割り当てられる リ フ ァ レンス。

CreateProgramFolder
CreateProgramFolder 関数はターゲッ ト システム上に新規フ ォルダーを作成し ます。 フ ォルダーが [ ス ター ト プロ

グラム ] メ ニューに作成されま し た。

構文

CreateProgramFolder ( szFolderName );

テーブル 81 • CreateObject のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szProgID COM オブジ ェ ク ト の ProgID が初期化されるよ

う指定し ます。
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戻り値

CreateProgramFolder の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * CreateProgramFolder 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは、 ターゲッ ト システム上に

 * ExampleFolder と名づけられたプログラムフ ォルダーを作成します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_CreateProgramFolder(HWND);

function ExFn_CreateProgramFolder(hMSI)

STRING szFolderName, szTitle, szMsg;

begin

// CreateProgramFolder の呼び出し用パラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szFolderName = "ExampleFolder";

szTitle = "CreateProgramFolder";

szMsg        = "%s が無事に作成されました。 ";

テーブル 82 • CreateProgramFolder のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFolderName ターゲッ ト システムへ追加する フ ォルダーの

名前を指定し ます。

テーブル 83 • CreateProgramFolder の戻り値

戻り値 説明

0 関数によ って ターゲッ ト システムへフ ォル

ダーが追加されたこ と、 あるいはフ ォルダー

が既に存在する こ と を示し ます。

< 0 関数が指定されたプログラムフ ォルダーを追

加できなかったこ と を示し ます。
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// プログラム フ ォルダーを作成します。

if (CreateProgramFolder (szFolderName) < 0) then

MessageBox (" プログラム フ ォルダーを作成できませんでした。 ", SEVERE);

else

SprintfBox (INFORMATION, szTitle, szMsg, szFolderName);

endif;

end;

CreateRegistrySet
CreateRegistrySet 関数は、 特定のコ ンポーネン ト に関連付けられていない、 現在のメ デ ィ ア内の、 1 つまたはすべ

てのレジス ト リ セ ッ ト によ って指定されたレジス ト リ エン ト リ を作成し ます。 ( 現在のメ デ ィ アの名前は、 システ

ム変数の MEDIA に格納されます。 )

1 つ以上のコ ンポーネン ト に関連付けられたレジス ト リ セ ッ ト に対し て CreateRegistrySet を呼び出す必要はあり

ません。 この関数はこれらのレジス ト リ セ ッ ト には影響がないからです。 コ ンポーネン ト に関連付けられたレジ

ス ト リ セ ッ ト に保管されているレジス ト リ エン ト リは、 コ ンポーネン ト そのものがイ ンス ト ールされた時 ( た と

えば FeatureTransferData 呼び出しが行われた時 ) に作成されます。

メ モ • REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オプシ ョ ンを有効にする と、 レジス ト リ セ ッ ト のレジス ト リ エン ト リが作成

される場所に影響し ます。 例えば、 CreateRegistrySet 関数を呼び出す時にこのオプシ ョ ンを有効にし た場合、 レ

ジス ト リ セ ッ ト はレジス ト リの 64 ビ ッ ト 領域に作成されます。 これは、 OnMoving イベン ト が戻されたあと即座

にフ ァ イル転送中に作成されるデフ ォル ト  レジス ト リ セ ッ ト と、 コ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされた と き自動

的に作成される コ ンポーネン ト に関連付けられたレジス ト リのセ ッ ト を含みます。 し たがって、 これらのレジス

ト リ セ ッ ト からのデータが誤ってレジス ト リの 64 ビ ッ ト の部分で作成されるのを防ぐために、 このオプシ ョ ンを

スク リ プ ト 内の適切なレジス ト リ API の呼び出し中でのみ設定し、 スク リ プ ト の実行を続行する前にこのオプ

シ ョ ンを無効化する こ と を推奨し ます。

構文

CreateRegistrySet (szRegistrySet);
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戻り値

追加情報

• MEDIA システム変数の値は、 セ ッ ト ア ッ プ初期設定中に 「DATA」 に設定されます。 この変数の値を変更し て

スク リ プ ト 作成の機能セ ッ ト を参照するには、 CreateRegistrySet を呼び出す前に値を 'DATA' に戻す必要があ

り ます。 

• レジス ト リ セ ッ ト がビルド された メ デ ィ アに含まれていないコ ンポーネン ト にのみ割り当てられている場合 

( レジス ト リ セ ッ ト がどの機能にも含まれていない場合、 または " ビルド に含める " プロパテ ィ が [ いいえ ] 

に設定されている機能にのみ含まれる場合、 またはリ リース ウ ィ ザー ドの機能パネルを使ってビルド された

メ デ ィ アから除外し た機能にのみ含まれる場合 )、 レジス ト リ セ ッ ト のエン ト リはフ ァ イル転送中に自動的に

作成されず、 CreateRegistrySet の呼び出しによ ってイ ンス ト ールする こ とができます。 

CreateRegistrySet の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * CreateShellObjects 関数と CreateRegistrySet 関数の

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト 例を実行するには、 IDE の [ リ ソース ] ペインで

 *       レジス ト リ エン ト リおよびシ ェル オブジ ェ ク ト を指定するプロジ ェ ク ト を

 *       作成しな く てはなり ません。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

export prototype ExFn_CreateRegistrySet(HWND);

function ExFn_CreateRegistrySet(hMSI)

テーブル 84 • CreateRegistrySet のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szRegistrySet 現在のメ デ ィ アで、 特定のコ ンポーネン ト に関連付けられていな

いレジス ト リ セ ッ ト 名を指定し ます。 現在のメ デ ィ アで定義され

ていて、 特定のコ ンポーネン ト に関連付けられていないすべての

レジス ト リ セ ッ ト を作成する場合は、 このパラ メ ーターにヌル文

字列 ("") を渡し ます。

テーブル 85 • CreateRegistrySet の戻り値

戻り値 説明

0 関数が成功し たこ と を示し ます。

< 0 特定できないエラーが発生し たこ と を示し ます。
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NUMBER ndisk;

STRING szPassword;

STRING svDir;

begin

// フ ァ イルをコピーするためのデフ ォルト ターゲッ ト を設定します。

svDir = "C:\\temp";

// ユーザーから ターゲッ ト場所を取得します。

AskDestPath ("", "", svDir, 0);

// 指定されたターゲッ ト 場所を対応する

// システム変数に割り当てます。

INSTALLDIR = svDir;

// 進行状況インジケーターを有効にします。

SetStatusWindow (0, "");

Enable (STATUS);

StatusUpdate (ON, 100);

// フ ァ イルを転送します。

if (ComponentMoveData (MEDIA,ndisk,0) < 0 ) then

MessageBox (" データの移動エラー ", SEVERE);

abort;

endif;

// [ リ ソース ] ペインで定義されたレジス ト リ セッ ト を作成します。

if (CreateRegistrySet ("") < 0) then

MessageBox (" レジス ト リセッ ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// [ リ ソース ] ペインで定義されたシェル オブジェ ク ト を作成します。

if (CreateShellObjects ("") < 0) then

MessageBox (" シェル オブジェ ク ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

end;

CreateShellObjects
CreateShellObjects 関数は、 現在のメ デ ィ アに含まれていて、 特定のコ ンポーネン ト に 関連付けられていない 

シ ョ ー ト カ ッ ト を作成し ます。 この関数は、 ターゲッ ト システム上にフ ォルダーが存在し ない場合、 作成し た

シ ョ ー ト カ ッ ト を含むフ ォルダーも作成し ます。 ( 現在のメ デ ィ アの名前は、 システム変数の MEDIA に格納され

ます。 )

1 つ以上のコ ンポーネン ト に関連付けられたシ ョ ー ト カ ッ ト に対し て CreateShellObjects を呼び出す必要はあり ま

せん。 この関数はこれらのシ ョ ー ト カ ッ ト には影響し ないからです。 コ ンポーネン ト に関連付けられたシ ョ ー ト

カ ッ ト は、 コ ンポーネン ト そのものがイ ンス ト ールされた時 ( た と えば FeatureTransferData 呼び出し を使った場

合 ) に作成されます。 シ ョ ー ト カ ッ ト が作成される と、 シ ョ ー ト カ ッ ト を含むフ ォルダーも必要に応じ て作成さ

れます。
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注意 • この関数は、 InstallShield オブジ ェ ク ト のスク リ プ ト から呼び出された場合は機能し ません。 シ ェルオブ

ジ ェ ク ト の作成は、 InstallShield オブジ ェ ク ト プロジ ェ ク ト ではサポー ト されていません。

メ モ • CreateShellObjects は、 ターゲッ ト  システム上に空のフ ォルダーを作成し ません。 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] 

ビ ューのフ ォルダーが空の場合、 この関数はフ ォルダーを作成し ません。 この制限は、 FeatureTransferData を呼

び出し た時に自動的に作成されるシ ョ ー ト カ ッ ト と対応する フ ォルダーにも適用されます。 空のフ ォルダーを作

成するには、 CreateProgramFolder 関数をスク リ プ ト で呼び出し て く だ さい。

構文

CreateShellObjects (szReserved);

パラ メ ーター

戻り値

追加情報

MEDIA システム変数の値は、 セ ッ ト ア ッ プ初期設定中に 「DATA」 に設定されます。 この変数の値を変更し てスク

リ プ ト 作成コ ンポーネン ト セ ッ ト を参照するには、 CreateShellObjects を呼び出す前に値を 'DATA' に戻す必要が

あ り ます。

この関数は、 FeatureTransferData が呼び出された後に呼び出す必要があ り ます。

CreateShellObjects の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * CreateShellObjects 関数と CreateRegistrySet 関数の

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

テーブル 86 • CreateShellObjects のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szReserved このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ま

す。 他の値は使用できません。

テーブル 87 • CreateShellObjects の戻り値

戻り値 説明

0 関数が成功し たこ と を示し ます。

< 0 特定できないエラーが発生し たこ と を示し ま

す。
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 *

 * メ モ : このスク リ プ ト 例を実行するには、 IDE の [ リ ソース ] ペインで

 *       レジス ト リ エン ト リおよびシ ェル オブジ ェ ク ト を指定するプロジ ェ ク ト を

 *       作成しな く てはなり ません。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

export prototype ExFn_CreateShellObjects(HWND);

function ExFn_CreateShellObjects(hMSI)

NUMBER ndisk;

STRING szPassword;

STRING svDir;

begin

// フ ァ イルをコピーするためのデフ ォルト ターゲッ ト を設定します。

svDir = "C:\\temp";

// ユーザーから ターゲッ ト場所を取得します。

AskDestPath ("","",svDir,0);

// 指定されたターゲッ ト 場所を対応する

// システム変数に割り当てます。

INSTALLDIR = svDir;

// 進行状況インジケーターを有効にします。

SetStatusWindow (0, "");

Enable (STATUS);

StatusUpdate (ON, 100);

// フ ァ イルを転送します。

if (ComponentMoveData (MEDIA,ndisk,0) < 0 ) then

MessageBox (" データの移動エラー ",SEVERE);

abort;

endif;

// [ リ ソース ] ペインで定義されたレジス ト リ セッ ト を作成します。

if (CreateRegistrySet ("") < 0) then

MessageBox (" レジス ト リ セッ ト を作成できませんでした。 ",SEVERE);

abort;

endif;

// [ リ ソース ] ペインで定義されたシェル オブジェ ク ト を作成します。

if (CreateShellObjects ("") < 0) then

MessageBox (" シェル オブジェ ク ト を作成できませんでした。 ",SEVERE);

abort;

endif;

end;

CreateShortcut
CreateShortcut 関数を使って、 以下のよ う な タ スク を処理する こ とができます :
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• シ ョ ー ト カ ッ ト またはプログラム フ ォルダーをデスク ト ッ プまたは [ ス ター ト ] の [ プログラム ] メ ニュー、

またはデスク ト ッ プに追加し ます。 szShortcutFolder パラ メ ーターを使って、 シ ョ ー ト カ ッ ト の適切な場所を

指定し ます。

• [ ス ター ト ] メ ニュー上に複数階層のサブ メ ニューを作成し て、 そのサブ メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト を含みま

す。

• シ ョ ー ト カ ッ ト の Windows シ ェル プロパテ ィ を設定し て、 シ ョ ー ト カ ッ ト を [ ス ター ト ] メ ニューにピン留

めできる機能を無効化するなどの動作を構成し ます。

メ モ • CreateShortcut を呼び出すためには、 そのシ ョ ー ト カ ッ ト  ターゲッ ト が既にターゲッ ト  システム上に存在

し ている必要があ り ます。

CreateShortcut はイ ン ターネ ッ ト  シ ョ ー ト カ ッ ト の作成をサポー ト し ません。

構文

CreateShortcut (szShortcutFolder, szName, szCommandLine, szWorkingDir, szIconPath, nIcon, szShortCutKey, nFlag);
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テーブル 88 • CreateShortcut のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szShortcutFolder シ ョ ー ト カ ッ ト を含める フ ォルダーの名前を指定するか、 作成するプログラム 

フ ォルダーの名前を指定し ます。 フ ォルダーが存在し ない場合は、 イ ンス ト ー

ラーによ って作成されます。 このパラ メ ーターに、 複数レベルの階層メ ニュー

でサブ フ ォルダーを指定できます。 サブ フ ォルダーが存在し ない場合、

CreateShortcut がサブ フ ォルダーを作成し、 必要に応じ て親フ ォルダーも作成

し ます。

シ ョ ー ト カ ッ ト を特定のフ ォルダーに追加する場合、 以下のよ う な完全修飾パ

スを指定し ます :

C:\\ProgramData\\Microsoft\\Windows\\Start Menu\\Programs

[ ス ター ト ] メ ニューにある [ プログラム ] メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト アイ コ ン

を追加するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

次の InstallScript システム変数の 1 つを このパラ メ ーターで渡すこ とができま

す :

• FOLDER_DESKTOP — デスク ト ッ プにシ ョ ー ト カ ッ ト を追加し ます。

• FOLDER_STARTUP — ス ター ト ア ッ プ メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト を追加し

ます。

• FOLDER_STARTMENU — ス ター ト メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト を追加し ます。

• FOLDER_PROGRAMS — ス ター ト \ プログラム メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト

を追加し ます。

InstallScript システム変数によ って識別される フ ォルダーの相対パスを指定する

こ と もできます。 例 :

FOLDER_PROGRAMS ^ "ACCESSORIES\\GAMES"

szName シ ョ ー ト カ ッ ト 名を指定し ます。 CreateShortcut を呼び出し てシ ョ ー ト カ ッ ト

をプログラム フ ォルダーに追加する と、 szCommandLine で指定された リ ン ク 

デ ィ レ ク ト リ にリ ン ク フ ァ イルも作成されます。 Windows Shell では、 項目名に

「/、 \、 :、 ?、 <、 >、 または |」 を使用できません。
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szCommandLine 次のう ちの 1 つを指定し ます :

• コ マン ド ラ イ ン パラ メ ーターをすべて含む、 シ ョ ー ト カ ッ ト に関連付けら

れた実行可能フ ァ イルの完全修飾名。 これは、 シ ョ ー ト カ ッ ト の [ プロパ

テ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスにある " リ ン ク先 " 値に追加されます。 Start 

Programs メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト を追加するには、 リ ン ク デ ィ レ ク ト

リの完全修飾パスを入力し ます。 こ こにアプ リ ケーシ ョ ンがそのアイ コ ン 

リ ン ク フ ァ イルを格納し ます。

• szName がサブ フ ォルダーの場合、 完全修飾パス。

注意 • コマン ド ラ イ ンに長いフ ァ イル名が含まれる場合は、 引用符で囲む必要

があり ます。 しかし、 コ マン ド ラ イ ンパラ メ ーターは引用符で囲んではな り ま

せん。 そのため、 szCommandLine 文字列を 2 つの個別の文字列から構築する こ

と をお勧めし ます。

szWorkingDir このシ ョ ー ト カ ッ ト  ターゲッ ト の作業デ ィ レ ク ト リ を入力し ます。

szName がサブ フ ォルダーの場合、 このパラ メ ーターは適用し ません。

CreateShortcut は、 シ ョ ー ト カ ッ ト の [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [

シ ョ ー ト カ ッ ト ] タ ブにある [ 作業フ ォルダー ] ボ ッ クスにこのデ ィ レ ク ト リ

を書き込みます。 ヌル文字列 ("") を このパラ メ ーターに渡すと、 関数はこの [

作業フ ォルダー ] ボ ッ クスを空白のままにし て、 [ リ ン ク先 ] ボ ッ クスのパスが

使用されます。

注意 • LongPathToQuote を呼び出し てこのパスを引用符で囲まないよ う にし て

く だ さい。 InstallShield はこれらのパスも自動的に引用符で囲みます。

szIconPath シ ョ ー ト カ ッ ト に表示するアイ コ ンを含むフ ァ イルへの完全修飾パスを指定し

ます。

szItemName がサブ フ ォルダーの場合、 このパラ メ ーターは適用し ません。

注意 • LongPathToQuote を呼び出し てこのパスを引用符で囲まないよ う にし て

く だ さい。 InstallShield はこれらのパスも自動的に引用符で囲みます。

nIcon szIconPath で指定された実行可能フ ァ イルに含まれるアイ コ ン イ ンデッ クスを

指定し ます。 イ ンデッ クス 0 はフ ァ イルの 初のアイ コ ンを、 イ ンデッ クス 1 

は 2 番目のアイ コ ンを意味し ます。 以降の番号も同じ よ う に続きます。 アイ コ

ンを使用し ない場合、 このパラ メ ーターに 0 を指定し ます。

szName がサブ フ ォルダーの場合、 このパラ メ ーターは適用し ません。

テーブル 88 • CreateShortcut のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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szShortCutKey シ ョ ー ト カ ッ ト に割り当てるシ ョ ー ト カ ッ ト  キーを文字列の形式で指定し ま

す。 シ ョ ー ト カ ッ ト に szShortCutKey を設定する と、 エン ド ユーザーが適切な

ホ ッ ト  キーを押し てシ ョ ー ト カ ッ ト を起動する こ とができます。

た と えば、 エン ド ユーザーが Ctrl と Alt キーを押し ながら数字の 1 を押すと製

品が起動するよ う に設定する場合は、 このパラ メ ーターに "Ctrl+Alt+1" を渡し

ます。

szName がサブ フ ォルダーの場合、 このパラ メ ーターは適用し ません。

テーブル 88 • CreateShortcut のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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nFlag このパラ メ ーターには、 次の定義済み定数のいずれかを指定し ます。 このパラ

メ ーターに複数の定義済み定数を渡す場合、 各定数をビ ッ ト 単位 OR 演算子 (|) 

で区切って く だ さい。

• CS_OPTION_FLAG_REPLACE_EXISTING — 既存のシ ョ ー ト カ ッ ト を置換し ま

す。

• CS_OPTION_FLAG_RUN_MAXIMIZED — 起動時にシ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ

ト が 大化されます。

• CS_OPTION_FLAG_RUN_MINIMIZED — 起動時にシ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト

が 小化されます。

• CS_OPTION_FLAG_PREVENT_PINNING — Windows 7 以降のシステムで、 [ ス

ター ト ] メ ニューまたはタ スクバーにシ ョ ー ト カ ッ ト をピン留めする こ と

を防ぎます。 このオプシ ョ ンは、 エン ド ユーザーがタ スクバーおよび [ ス

ター ト ] メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト をピン留めするためのコ ンテキス ト  メ

ニュー コマン ド を隠し ます。

イ ンス ト ールの一部であるツールまたは従属的な製品のシ ョ ー ト カ ッ ト の

ピン留めを防ぎたい場合があり ます。

• CS_OPTION_FLAG_NO_NEW_INSTALL_HIGHLIGHT — エン ド ユーザーが製品

を Windows 7 以降のシステム上にイ ンス ト ールし た後、 シ ョ ー ト カ ッ ト を

新し く イ ンス ト ールされたプログラムと し て強調表示し ません。 これは、

ターゲッ ト  システム上で個別のアイテムに対し て [[ ス ター ト ] メ ニューの

カス タ マイズ ] ダイアログ ボ ッ クスで [ 新し く イ ンス ト ールされたプログ

ラムを強調表示する ]  チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し た場合と同じ効果を

持ちます。

イ ンス ト ールの一部であるツールまたは従属的な製品のシ ョ ー ト カ ッ ト の

オプシ ョ ンを使用し たい場合があり ます。

• CS_OPTION_FLAG_NO_STARTSCREEN_PIN — Windows 8 ターゲッ ト  システム

上で、 デフ ォル ト で [ ス タ ― ト ] 画面にシ ョ ー ト カ ッ ト をピン留めし ませ

ん。 この定数を渡すと、 イ ンス ト ールは Windows 8 で使用可能になった 

Windows シ ェル プロパテ ィ を設定し ます。

イ ンス ト ールの一部であるツールまたは従属的な製品のシ ョ ー ト カ ッ ト の

ピン留めを防ぎたい場合があり ます。

• NULL — オプシ ョ ンがないこ と を示し ます。

CS_OPTION_FLAG_PREVENT_PINNING および 

CS_OPTION_FLAG_NO_STARTSCREEN_PIN についての詳細は、 追加情報セク

シ ョ ンを参照し て く だ さい。

テーブル 88 • CreateShortcut のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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戻り値

Additional Information

2 つの nFlag 定数について、 以下にご注意 く だ さい。

CS_OPTION_FLAG_PREVENT_PINNING

ピン留めを行わないよ う にシ ョ ー ト カ ッ ト を構成し た場合、 [ ス ター ト ] メ ニューの も よ く 使われている製品の

リ ス ト に、 シ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト を含められな く な り ます。

特定の文字列を含むシ ョ ー ト カ ッ ト は、 タ スクバーまたは [ ス ター ト ] メ ニューにピン留めする こ とができませ

ん。 また、 それら を も よ く 使う製品リ ス ト に表示する こ と もできません。 例 :

• Documentation

• ヘルプ

• Install

• 削除

• Setup

• Support

CS_OPTION_FLAG_NO_STARTSCREEN_PIN

Windows 8 は、 アプ リ ケーシ ョ ンのアン イ ンス ト ールによ ってシ ョ ー ト カ ッ ト が削除された後でも、 シ ョ ー ト カ ッ

ト の [ ス ター ト ] 画面へのピン留めに関する情報を保持し ます。 そのため、 シ ョ ー ト カ ッ ト がイ ンス ト ール済みの

場合、 ターゲッ ト  システム上で CS_OPTION_FLAG_NO_STARTSCREEN_PIN 定数は効果を持ちません。 この機能を

テス ト する際、 シ ョ ー ト カ ッ ト と そのターゲッ ト が既にイ ンス ト ールされていない、 ク リーン マシン上でテス ト

するよ う にし て下さい。

CreateShortcut の例
次の例では、 CreateShortcut の使い方をデモンス ト レーシ ョ ン し ます :

• ス ター ト メ ニューと ス ター ト プログラムメ ニューにある実行可能フ ァ イルへシ ョ ー ト カ ッ ト を配置する。

(CreateShortcut 例 1)

テーブル 89 • CreateShortcut の戻り値

戻り値 説明

0 関数が指定されたフ ォルダー内のシ ョ ー ト カ ッ ト を追加または置換し、 実行可

能フ ァ イルに関連付けたこ と を示し ます。

< 0 関数がシ ョ ー ト カ ッ ト の追加または置換、 また実行可能フ ァ イルとの関連付け

に失敗し たこ と を示し ます。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ と

ができます。 た と えば、 FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 

(0x80070005) です。
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• Startup メ ニューに複数階層のサブ メ ニューを作成し て、 そのメ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト を追加する。

(CreateShortcut 例 2)

• デスク ト ッ プ上にサブ フ ォルダー、 並びに新規フ ォルダーの実行可能フ ァ イルをポイ ン ト するシ ョ ー ト カ ッ

ト を配置する。 (CreateShortcut 例 3)

CreateShortcut 例 1

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * CreateShortcut 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * この例ではスター ト メ ニューとスター ト プログラムメ ニューにある

 * 実行可能フ ァ イルへシ ョ ー ト カ ッ ト を配置します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 プ リ プロセッサ定数が、

 *  ターゲッ ト システム上の Windows Notepad 実行可能フ ァ イルの

 *  有効なテキス ト フ ァ イルの完全修飾名を

 *  参照するよ うに設定して く ださい。

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

#define PROGRAM "C:\\Windows\\Notepad.exe"

#define PARAM  "C:\\Windows\\Readme.txt"

function OnFirstUIAfter( )

STRING szShortcutFolder, szName, szCommandLine, szWorkingDir;

STRING szShortCutKey, szProgram, szParam, szIconPath;

NUMBER nIcon;

begin

// CreateShortcut の呼び出し用パラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szShortcutFolder = FOLDER_STARTMENU;

szName = " メ モ帳の例 1";

szProgram  = PROGRAM;

szParam  = PARAM;

LongPathToQuote (szProgram, TRUE);

LongPathToShortPath (szParam);

szCommandLine = szProgram + " " + szParam;

szWorkingDir = "";

szIconPath = "";

nIcon  = 0;

szShortCutKey = "";

// スター ト メ ニューへシ ョ ー ト カ ッ ト を追加します。

if (CreateShortcut (szShortcutFolder, szName, szCommandLine, szWorkingDir, szIconPath,
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nIcon, szShortCutKey, CS_OPTION_FLAG_REPLACE_EXISTING) < 0) then

MessageBox ("CreateShortcut が失敗しました。 ", SEVERE);

else

SprintfBox (INFORMATION, "CreateShortcut", "%s 無事に作成されました。 ",

 szName);

endif;

szShortcutFolder = "";

szName = " 別のメ モ帳の例 ";

// プログラム メ ニューへシ ョ ー ト カ ッ ト を追加します。

if (CreateShortcut (szShortcutFolder, szName, szCommandLine, szWorkingDir, szIconPath,

nIcon, szShortCutKey, CS_OPTION_FLAG_REPLACE_EXISTING) < 0) then

MessageBox ("CreateShortcut が失敗しました。 ", SEVERE);

else

SprintfBox (INFORMATION, "CreateShortcut", "%s 無事に作成されました。 ",

 szName);

endif;

end;

CreateShortcut 例 2

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * CreateShortcut 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * この例では、 Startup メ ニューに複数階層のサブ メ ニューを作成し、

 * そこに実行可能フ ァ イルへのシ ョ ー ト カ ッ ト を追加します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 プ リ プロセッサ定数が、

 *  ターゲッ ト システム上の Windows Notepad 実行可能フ ァ イルの

 *  完全修飾名と有効なテキス ト  フ ァ イルを適切に

 *  参照するよ うに設定して く ださい。

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

#define PROGRAM "C:\\Windows\\Notepad.exe"

#define PARAM  "C:\\Windows\\Readme.txt"

function OnFirstUIAfter( )

STRING szShortcutFolder, szName, szCommandLine, szWorkingDir;

STRING szIconPath, szShortCutKey, szProgram, szParam;

NUMBER nIcon, nFlag, nResult;

begin

// Startup サブ メ ニューの完全修飾名を設定します。

szShortcutFolder = FOLDER_STARTUP ^ "SubMenu 例 ";

// シ ョ ー ト カ ッ ト のコマン ド ラ イン プロパテ ィ を構築します。
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szProgram= PROGRAM;

szParam = PARAM;

LongPathToQuote (szProgram, TRUE);

LongPathToShortPath (szParam);

szCommandLine = szProgram + " " + szParam;

// CreateShortcut へ渡すシ ョ ー ト カ ッ ト の他のプロパテ ィ を設定します。

szName = " メ モ帳の例 2";

szWorkingDir = "";

szIconPath = "";

nIcon  = 0;

szShortCutKey = "";

nFlag  = CS_OPTION_FLAG_REPLACE_EXISTING|CS_OPTION_FLAG_RUN_MAXIMIZED;

// サブ メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト を追加、 および必要に応じてサブ メ ニューを作成します。

nResult = CreateShortcut (szShortcutFolder, szName, szCommandLine,

szWorkingDir, szIconPath, nIcon,

szShortCutKey, nFlag);

// 結果をレポー ト します。

if (nResult < 0) then

MessageBox ("CreateShortcut が失敗しました。 ", SEVERE);

else

SprintfBox (INFORMATION, "CreateShortcut", "%s 無事に作成されました。 ",

 szName);

endif;

end;

CreateShortcut 例 3

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * CreateShortcut 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * この例ではデスク ト ッ プ上にサブフ ォルダー、 並びに新規フ ォルダーの

 * 実行可能フ ァ イルをポイン ト するシ ョ ー ト カ ッ ト を配置します。 フ ォルダーは、

 * 実際のデ ィ レク ト リ をポイン ト するシ ョ ー ト カ ッ ト です。 このフ ォルダーから

 * エン ド ユーザーはプログラムを実行するシ ョ ー ト カ ッ ト を起動できます。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 プ リ プロセッサ定数が、

 *  ターゲッ ト システム上の Windows Notepad 実行可能フ ァ イルの

 *       有効なテキス ト フ ァ イルの完全修飾名を

 *  参照するよ うに設定して く ださい。

 *

\*-----------------------------------------------------------*/
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#define FOLDER "C:\\Windows\\"

#define PROGRAM "C:\\Windows\\Notepad.exe"

#define PARAM "C:\\Windows\\Readme.txt"

function OnFirstUIAfter( )

STRING szShortcutFolder, szName, szCommandLine, szWorkingDir;

STRING szIconPath, szShortCutKey;

STRINGszProgram, szParam, szFolderDir;

NUMBER nIcon, nFlag, nResult;

begin

 // szShortcutFolder はローカル システム上のデスク ト ッ プです。

 szShortcutFolder = FOLDER_DESKTOP;

 szName = " フ ォルダー例 3";

 // フ ォルダー アイ コンが指定するフ ォルダーを作成します。

 szFolderDir = FOLDER ^ szName;

 CreateDir(szFolderDir);

 // フ ォルダー アイ コンのコマン ド ラ インはフ ォルダー パスでな く てはな り ません。

 // また、 パスが 8 文字以上である場合、

 // 引用符で囲む必要があり ます。

 szCommandLine = szFolderDir;

 LongPathToQuote(szCommandLine, TRUE);

 szWorkingDir = "";

 szIconPath = "";

 nIcon  = 0;

 szShortCutKey = "";

 nFlag  = CS_OPTION_FLAG_REPLACE_EXISTING|CS_OPTION_FLAG_RUN_MINIMIZED;

 // フ ォルダー シ ョ ー ト カ ッ ト を作成し、 そのアイ コンが指定する目的のフ ォルダーを表示します。

 nResult = CreateShortcut (szShortcutFolder, szName, szCommandLine,

szWorkingDir, szIconPath, nIcon, szShortCutKey,

nFlag);

 if (nResult < 0) then

MessageBox ("CreateShortcut が失敗しました。 ", SEVERE);

 else

SprintfBox (INFORMATION, "CreateShortcut", "%s 無事に作成されました。 ",

szName);

 endif;

 // 作成したフ ォルダーを表示する。

 ShowProgramFolder (szFolderDir, SW_SHOW);

 // Example シ ョ ー ト カ ッ ト を新し く 作成したフ ォルダーに追加します。

 szShortcutFolder = szFolderDir;

 szName = " メ モ帳の例 3";

 // 空白スペースが区切り文字と して間違えられないよ う注意して く ださい。

 szProgram  = PROGRAM;

 LongPathToQuote (szProgram, TRUE);

 szParam= PARAM;

 LongPathToShortPath (szParam);

 szCommandLine = szProgram + " " + szParam;
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 szWorkingDir = "";

 szIconPath = "";

 nResult = CreateShortcut (szShortcutFolder, szName, szCommandLine,

szWorkingDir, szIconPath, nIcon, szShortCutKey,

nFlag);

 if (nResult < 0) then

MessageBox ("CreateShortcut が失敗しました。 ", SEVERE);

 else

SprintfBox (INFORMATION, "CreateShortcut", "%s 無事に作成されました。 ",

 szName);

 endif;

end;

CreateShortcutFolder
CreateShortcutFolder 関数はターゲッ ト システム上に新規フ ォルダーを作成し ます。 フ ォルダーが [ ス ター ト プロ

グラム ] メ ニューに作成されます。 フ ォルダーが既に存在する場合、 ハイ ラ イ ト 表示されます。

構文

CreateShortcutFolder (szShortcutFolder);

パラ メ ーター

戻り値

CreateShortcutFolder の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

テーブル 90 • CreateShortcutFolder のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szShortcutFolder ターゲッ ト システムへ追加する フ ォルダーの名前を指定し ます。

テーブル 91 • CreateShortcutFolder の戻り値

戻り値 説明

0 関数によ って ターゲッ ト システムへフ ォルダーが追加されたこ と、 あるいはフ ォル

ダーが既に存在する こ と を示し ます。

< 0 関数が指定されたプログラムフ ォルダーを追加できなかったこ と を示し ます。
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/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * CreateShortcutFolder 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは、 ターゲッ ト システム上に

 * ExampleFolder と名づけられたプログラムフ ォルダーを作成します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

function OnFirstUIAfter( )

STRING szShortcutFolder, szTitle, szMsg;

begin

// CreateShortcutFolder の呼び出し用パラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szShortcutFolder = "ExampleFolder";

szTitle = "CreateShortcutFolder";

szMsg        = "%s が無事に作成されました。 ";

// プログラム フ ォルダーを作成します。

if (CreateShortcutFolder (szShortcutFolder) < 0) then

MessageBox (" プログラム フ ォルダーを作成できませんでした。 ", SEVERE);

else

SprintfBox (INFORMATION, szTitle, szMsg, szShortcutFolder);

endif;

end;

CtrlClear
CtrlClear 関数は各種コ ン ト ロールの内容を ク リ ア し ます。 すなわち、 一行、 または複数行の編集フ ィ ールド、 ス

タ テ ィ ッ ク テキス ト  フ ィ ールド、 単－の、 または複数の選択リ ス ト ボ ッ クス、 あるいは、 カス タム ダイアログ

内コ ンボ ボ ッ クスの編集フ ィ ールドの内容を削除し ます。

構文

CtrlClear ( szDialogName, nControlID );
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パラ メ ーター

戻り値

CtrlClear の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * CtrlClear 関数、 CtrlGetText 関数、 および CtrlSetText 関数の

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 4 つのチェ ッ ク ボッ クスを含むカスタム ダイアログを

 * カスタムダイアログボッ クスを表示します。

 * また、 3 つのボタ ン ([ すべてク リア ]、 [ 完了 ]、 および [ キャンセル ]) が含まれます。

 * ダイアログの初期化時に、 スク リ プ トは CtrlSetText を呼び出して

 * 各編集コン ト ロールへデフ ォルト  テキス ト を配置します。

 *

 * ボタ ン操作

 *

 * すべてク リ ア      すべての編集ボッ クスをク リアする CtrlClear を呼び出します。

 *

 * 完了           編集ボッ クスの値を読み出す CtrlGetText を呼び出します。

 * すべてのフ ィ ールドがデータ を含む場合、

 *                ダイアログ ボッ クスが閉じ、 編集ボッ クスの値が

 * メ ッセージボッ クスに表示されます。

テーブル 92 • CtrlClear のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDialogName 削除する コ ン ト ロールを含むダイアログの名

前を指定し ます。

nControlID szDialogName が認識し たダイアログのコ ン ト

ロール ID を指定し ます。

テーブル 93 • CtrlClear の戻り値

戻り値 説明

0 CtrlClear が指定し たコ ン ト ロールの内容を削

除し ま し た。

< 0 CtrlClear はダイアログの内容を削除できませ

んで し た。
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 *

 * キャンセル  ダイアログを閉じます。 編集ボッ クス値が読み出されず、

 *                表示も されません。 .

 *

 * このスク リ プ ト で利用される [ カスタム ] ダイアログは、

 * 実際、 ビルト イン関数 SdRegisterUserEx が表示する 

 * SdRegisterUserEx このダイアログは

 * インス ト ールで既に圧縮済みのフ ァ イル _isres.dll に保存されており、

 * カスタム ダイアログと してスク リ プ ト で利用するこ とが 

 * 表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// 編集ボッ クスに表示する初期値。

#define USER_NAME    " ユーザー名 "

#define COMPANY_NAME " 会社名 "

#define SERIAL_NUM   "123"

// ダイアログ ID と コン ト ロール ID。

#define RES_DIALOG_ID        12002   // カスタム ダイアログの ID

#define RES_EDIT_NAME       301   // ユーザー名編集ボッ クスの ID

ne RES_EDIT_COMPANY    302   // 会社名編集ボッ クスの ID

#define RES_EDIT_SERIAL     303   // シ リアル番号編集ボッ クスの ID

#define RES_PBUT_DONE1 // ダイアログの [ 次へ ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_CANCEL 9 // ダイアログの [ キャンセル ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_CLEAR12 // ダイアログの [ 戻る ] ボタ ンの ID

 STRING szDialogName, svName, svCompany, svSerial;

 NUMBER nResult, nCmdValue;

 BOOL   bDone;

 HWND hwndDlg;

#include "ifx.h"

function OnBegin()

begin

 // このインス ト ールでカスタム ボッ クスを認識するための名前を指定します。

 szDialogName = "CustomDialog";

 // ダイアログを定義します。 ヌル文字列を 2 番目のパラ メーターで渡し、

 // _isuser.dll または _isres.dll からダイアログを取得します。 ヌル文字列を

 // 3 番目のパラ メータでヌル文字列を渡します。 これは、 ダイアログが

 // 4 番目のパラ メーターにある ID によって識別されるためです。

 nResult = EzDefineDialog (szDialogName, "", "", RES_DIALOG_ID);

 if (nResult < 0) then

// エラーを報告し、 終了します。

MessageBox (" ダイアログの定義エラー ", SEVERE);

abort;

 endif;

 // ループを制御するのに使われるインジケーターを初期化します。

 bDone = FALSE;

 // 完了するまでループ します。

 repeat

// ダイアログを表示して次のダイアログ イベン ト を戻します。
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nCmdValue = WaitOnDialog (szDialogName);

// イベン ト に応答します。

switch (nCmdValue)

 case IDCANCEL:

// ユーザーがウ ィ ン ドウの [ 閉じ る ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

 case DLG_ERR:

MessageBox (" ダイアログを表示できませんでした。 セッ ト ア ッ プがキャンセルされました。 ", SEVERE);

abort;

 case DLG_INIT:

// このダイアログの [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ] ボタ ン と有効 / 無効状態を初期化して、 

// 初期化して、 コン ト ロール ID 700-724 および 202 上で %P、 %VS、 %VI を 

// それぞれ IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、 および

// IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION で 置換します。

hwndDlg = CmdGetHwndDlg (szDialogName);

SdGeneralInit(szDialogName, hwndDlg, 0, "");

// ボタ ンのスタテ ィ ッ ク テキス ト を設定します。

CtrlSetText (szDialogName, RES_PBUT_CLEAR, " すべてク リ ア (&A)");

CtrlSetText (szDialogName, RES_PBUT_DONE, " 完了 (&D)");

// 編集コン ト ロールを初期化します。

CtrlSetText (szDialogName, RES_EDIT_NAME, USER_NAME);

CtrlSetText (szDialogName, RES_EDIT_COMPANY, COMPANY_NAME);

CtrlSetText (szDialogName, RES_EDIT_SERIAL, SERIAL_NUM);

 case RES_PBUT_CLEAR:

// 編集コン ト ロールをすべてク リ アします。

CtrlClear (szDialogName, RES_EDIT_NAME);

CtrlClear (szDialogName, RES_EDIT_COMPANY);

CtrlClear (szDialogName, RES_EDIT_SERIAL);

 case RES_PBUT_DONE:

// 編集ボッ クスからテキス ト を読み出します。

CtrlGetText (szDialogName, RES_EDIT_NAME, svName);

CtrlGetText (szDialogName, RES_EDIT_COMPANY, svCompany);

CtrlGetText (szDialogName, RES_EDIT_SERIAL, svSerial);

// 3 つのすべてのボッ クスにデータが入力されているこ と を確認します。

if (StrLength (svName) = 0) ||

 (StrLength (svCompany) = 0) ||

 (StrLength (svSerial) = 0) then

MessageBox (" すべてのフ ィ ールドに入力する必要があり ます。 ", WARNING);

else

 bDone = TRUE;

endif;

case RES_PBUT_CANCEL:

// ユーザーが [ キャンセル ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

 endswitch;

 until bDone;

 // ダイアログを閉じます
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 EndDialog (szDialogName);

 // メ モ リからダイアログを解放します。

 ReleaseDialog (szDialogName);

 // [ 完了 ] ボタ ンを使ってダイアログを閉じた場合、

 // 編集コン ト ロールからテキス ト を表示します。

 if (nCmdValue = RES_PBUT_DONE) then

SprintfBox (INFORMATION, " ユーザー情報 ",

" 名前 : %s\n\n 会社 : %s\n\n シ リアル番号 : %s",

svName, svCompany,svSerial);

 endif;

end;

CtrlDir
CtrlDir 関数は、 指定し たパスまたは szDir のフ ァ イル名に適合する フ ァ イルリ ス ト を リ ス ト ボ ッ クスまたはコ ンボ

ボ ッ クスコ ン ト ロールに入力し ます。 リ ス ト にはフ ァ イル名、 サブデ ィ レ ク ト リ、 そ し てデ ィ スク ド ラ イブを含

むこ とができます。 CtrlDir 関数はカス タム ダイアログでのみ利用できます。

構文

CtrlDir ( szDialogName, nControlID, szDir, nItems );
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パラ メ ーター

戻り値

CtrlDir の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

テーブル 94 • CtrlDir のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDialogName ダイアログの名前を指定し ます。

nControlID リ ス ト ボ ッ クスまたはコ ンボボ ッ クスコ ン ト

ロールのリ ソース ID を指定し ます。

szDir 完全修飾パスまたはフ ァ イル名を指定し ます。

ワイルド カー ド文字を含むこ と も可能です。

nItems コ ン ト ロールに表示する リ ス ト の種類を指定

し ます。 このパラ メ ーターには、 次の定義済

み定数のいずれかを指定し ます。 異なる タ イ

プの要素を含むには、 ビ ッ ト 単位 OR 演算子 

(|) を使ってこれらの定数を組み合わせます。

• DLG_DIR_FILE — フ ァ イル形式指定 szDir に

一致する フ ァ イルのリ ス ト を作成し ます。

• DLG_DIR_DIRECTORY — パス形式指定 szDir 

に存在するサブデ ィ レ ク ト リのリ ス ト を

作成し ます。

• DLG_DIR_DRIVE — ド ラ イブのリ ス ト を作成

し ます。

テーブル 95 • CtrlDir の戻り値

戻り値 説明

0 CtrlDir はダイアログに特定のコ ン ト ロールを

配置し ま し た。

< 0 CtrlDir は指定されたコ ン ト ロールを配置でき

ませんで し た。
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 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * CtrlDir 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 カスタム ダイアログのフ ァ イルリス ト を表示

 * 表示されます。 デ ィ レク ト リのリ ス トは CtrlDir への呼び出しで作成

 * されます。 これはリス ト をビルド してカスタム ダイアログの

 * リ ス ト  ボッ クス コン ト ロールへ配置します。 そしてユーザーがキーボード、

 * またはマウスを使って リス ト からアイテムを選択するこ とができます。 インス ト ールが

 * [ 次へ ] ボタ ンを使って閉じ られた場合、 選択されたアイテムは

 * メ ッセージボッ クスに表示されます。

 *

 * このスク リ プ ト で利用される [ カスタム ] ダイアログは、

 * 実際、 ビルト イン関数 SdAskOptions が表示する

 * InstallShield 標準ダイアログです。 このダイアログは

 * インス ト ールで既に圧縮済みのフ ァ イル _isres.dll に保存されており、

 * カスタム ダイアログと してスク リ プ ト で利用するこ とが 

 * 表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ダイアログ ID と コン ト ロール ID。

#define RES_DIALOG_ID        12033   // カスタム ダイアログの ID

#define RES_PBUT_NEXT  1  // [ 次へ ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_CANCEL          9   // [ キャンセル ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_BACK           12   //  [ 戻る ] ボタ ンの ID

#define RES_DIALOG_LISTBOX     401   // リス ト ボッ クスの ID

#define RES_STA_MSG_ABOVE      710   // スタテ ィ ッ ク メ ッセージ上のリス トの ID

#define RES_STA_MSG_BELOW      711   // スタテ ィ ッ ク メ ッセージ下のリ ス ト の ID

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_CtrlDir(HWND);

function ExFn_CtrlDir(hMSI)

STRING szDialogName, svSelection;

NUMBER nResult, nCmdValue;

BOOL bDone;

HWND hwndDlg;

begin

// このインス ト ールでカスタム ボッ クスを認識するための名前を指定します。

szDialogName = "CustomDialog";

// ダイアログを定義します。 ヌル文字列を 2 番目のパラ メーターで渡し、

// _isuser.dll または _isres.dll からダイアログを取得します。 ヌル文字列を

// 3 番目のパラ メータでヌル文字列を渡します。 これは、 ダイアログが

// 4 番目のパラ メーターにある ID によって識別されるためです。

nResult = EzDefineDialog (szDialogName, "", "", RES_DIALOG_ID);

// エラーを報告し、 終了します。

if (nResult < 0) then

MessageBox (" ダイアログの定義エラー ", SEVERE);

abort;

endif;

// ループを制御するのに使われるインジケーターを初期化します。

bDone = FALSE;
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// 完了するまでループ します。

repeat

// ダイアログを表示して次のダイアログ イベン ト を戻します。

nCmdValue = WaitOnDialog (szDialogName);

// イベン ト に応答します。

switch (nCmdValue)

case DLG_CLOSE:

// ユーザーがウ ィ ン ドウの [ 閉じ る ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case DLG_ERR:

MessageBox (" ダイアログを表示できませんでした。 セ ッ ト ア ッ プがキャンセルされました。 ", SEVERE);

abort;

case DLG_INIT:

// このダイアログの [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ] ボタ ン と有効 / 無効状態を初期化して、 

// 初期化して、 コン ト ロール ID 700-724 および 202 上で %P、 %VS、 %VI を 

// それぞれ IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、 および

// IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION で 置換します。

hwndDlg = CmdGetHwndDlg (szDialogName);

SdGeneralInit(szDialogName, hwndDlg, 0, "");

// リ ス ト ボッ クスの上と下に表示される メ ッセージを設定します。

CtrlSetText (szDialogName, RES_STA_MSG_ABOVE,

"Windows ド ラ イブのルー ト  デ ィ レク ト リで検出されたフ ァ イル :");

CtrlSetText (szDialogName, RES_STA_MSG_BELOW,

" フ ァ イルを選択してから、 [ 次へ ] ボタ ンをク リ ッ ク します ");

// Windows がある ド ラ イブのルー ト デ ィ レク ト リ内のすべての、

// フ ァ イル リス ト を作成し、 ダイアログのリス ト ボッ クス コン ト ロールへ

// 配置します。

if (CtrlDir (szDialogName, RES_DIALOG_LISTBOX, WINDISK^"*.*",

DLG_DIR_FILE) < 0) then

MessageBox ("CtrlDir が失敗しました。 ", SEVERE);

bDone = TRUE;

endif;

case RES_PBUT_CANCEL:

 // ユーザーが [ キャンセル ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

 Do (EXIT);

case RES_PBUT_NEXT:

// 表示するために現在の選択を取得します。

CtrlGetCurSel (szDialogName, RES_DIALOG_LISTBOX, svSelection);

bDone = TRUE;

case RES_PBUT_BACK:

bDone = TRUE;

endswitch;

until bDone;

// ダイアログを閉じます

EndDialog (szDialogName);

// メ モ リからダイアログを解放します。

ReleaseDialog (szDialogName);

// [ 次へ ] ボタ ンを使ってダイアログが閉じ られた場合、

// リス ト ボッ クスから選択されたアイテムを表示します。

if (nCmdValue = RES_PBUT_NEXT) then
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MessageBox ( " 選択したのは " + svSelection, INFORMATION);

endif;

end;

CtrlGetCurSel
CtrlGetCurSel 関数は、 現在選択し ているアイテムを カス タム ダイアログ内の、 選択リ ス ト ボ ッ クスまたはコ ンボ

ボ ッ クス コ ン ト ロールから読み出し ます。 複数選択のリ ス ト ボ ッ クスからアイテムを読み出すと きは 

CtrlGetMultCurSel 関数を利用し て く だ さい。

構文

CtrlGetCurSel ( szDialogName, nControlID, svText );

パラ メ ーター

戻り値

CtrlGetCurSel の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

テーブル 96 • CtrlGetCurSel のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDialogName 読み出すアイテムを含むカス タム ダイアログ

の名前を指定し ます。

nControlID 単一の選択リ ス ト ボ ッ クスまたはコ ンボボ ッ

クスコ ン ト ロールのリ ソース ID を指定し ます。

svText nControlID で指定されたコ ン ト ロールを使って

現在選択されているアイテムを戻し ます。

テーブル 97 • CtrlGetCurSel の戻り値 l

戻り値 説明

0 CtrlGetCurSel がダイアログから現在選択され

ている項目を読み出し ま し た。

< 0 CtrlGetCurSel は選択された項目を読み出すこ

とができませんで し た。
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/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * CtrlGetCurSel 関数と CtrlSetCurSel 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 編集ボッ クスと リス ト ボッ クスを持つ

 * カスタム ダイアログを表示します。 ダイアログが初期化された後、

 * スク リ プ トは Windows デ ィ スクのルー ト にある

 * フ ォルダー名をダイアログのリス ト ボッ クスに配置します。 そこで

 * そして CtrlSetCurSel を呼び出して "Windows" を選択フ ォルダーと します。

 *

 * ユーザーがリ ス ト ボッ クスから フ ォルダー名を選択するたびに

 * スク リ プ トは CtrlGetCurSel を呼び出して選択したアイテムを取得し、

 * 編集ボッ クスに配置できるよ うにします。 ダイアログが

 * [ 完了 ] ボタ ンを使って閉じ られた場合、 現在選択しているアイテムが

 * メ ッセージボッ クスに表示されます。

 *

 * このスク リ プ ト で利用される [ カスタム ] ダイアログは、

 * 実際、 ビルト イン関数 SdAskOptions が表示する

 * InstallShield 標準ダイアログです。 このダイアログは

 * インス ト ールで既に圧縮済みのフ ァ イル _isres.dll に保存されており、

 * カスタム ダイアログと してスク リ プ ト で利用するこ とが 

 * 表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// リス ト ボッ クスで選択済みとなるフ ォルダー。

#define PRESELECTED_FOLDER "windows"

// ダイアログ ID と コン ト ロール ID。

#define RES_DIALOG_ID        12008   // カスタム ダイアログの ID

#define RES_PBUT_NEXT  1  // [ 次へ ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_CANCEL          9   // [ キャンセル ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_BACK           12   //  [ 戻る ] ボタ ンの ID

#define RES_DIALOG_EDITBOX    301  // 編集ボッ クスの ID

#define RES_DIALOG_LISTBOX    401  // リス ト ボッ クスの ID

#define RES_STA_DESC710// ダイアログ上部のテキス ト  ID

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_CtrlGetCurSel(HWND);

function ExFn_CtrlGetCurSel(hMSI)

STRING szDialogName, svSelection, szDesc;

NUMBER nResult, nCmdValue;

BOOL bDone;

HWND hwndDlg;

begin

// このインス ト ールでカスタム ボッ クスを認識するための名前を指定します。

szDialogName = "CustomDialog";

// ダイアログを定義します。 ヌル文字列を 2 番目のパラ メーターで渡し、

//  _isuser.dll または _isres.dll からダイアログを取得します。 ヌル文字列を

// 3 番目のパラ メータでヌル文字列を渡します。 これは、 ダイアログが

// 4 番目のパラ メーターにある ID によって識別されるためです。

nResult = EzDefineDialog (szDialogName, "", "", RES_DIALOG_ID);
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if (nResult < 0) then

// エラーを報告し、 終了します。

MessageBox (" ダイアログの定義エラー ", SEVERE);

abort;

endif;

// 完了するまでループ します。

repeat

// ダイアログを表示して次のダイアログ イベン ト を戻します。

nCmdValue = WaitOnDialog (szDialogName);

// イベン ト に応答します。

switch (nCmdValue)

case DLG_CLOSE:

// ユーザーがウ ィ ン ドウの [ 閉じ る ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case DLG_ERR:

MessageBox (" ダイアログを表示できませんでした。 セ ッ ト ア ッ プがキャンセルされました。 ", SEVERE);

abort;

case DLG_INIT:

// このダイアログの [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ] ボタ ン と有効 / 無効状態を初期化して、 

// 初期化して、 コン ト ロール ID 700-724 および 202 上で %P、 %VS、 %VI を 

// それぞれ IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、 および

// IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION で 置換します。

hwndDlg = CmdGetHwndDlg (szDialogName);

SdGeneralInit(szDialogName, hwndDlg, 0, "");

// ウ ィ ン ドウのタ イ トルを設定します。

SetWindowText (hwndDlg, "Select Folder");

// ダイアログの上部に表示される メ ッセージを設定します。

szDesc = " ド ラ イブのルー トから既存フ ォルダーを指定します "

 + WINSYSDISK + "\n そして [ 次へ ] を押して続行します。 ";

CtrlSetText (szDialogName, RES_STA_DESC, szDesc);

// ダイアログのリス ト ボッ クスへ Windows ド ラ イブのルー ト にある

// すべてのフ ォルダーの名前を入力します。

CtrlDir (szDialogName, RES_DIALOG_LISTBOX,

WINSYSDISK + "\\*.*", DLG_DIR_DIRECTORY);

// 選択済みフ ォルダーを選びます。

CtrlSetCurSel (szDialogName, RES_DIALOG_LISTBOX,

PRESELECTED_FOLDER);

// 選択済みフ ォルダーの名前を編集ボッ クスへ配置します。

CtrlSetText (szDialogName, RES_DIALOG_EDITBOX, PRESELECTED_FOLDER);

case RES_DIALOG_LISTBOX:

// 現在のリ ス ト ボッ クスの選択部分を取得します。

CtrlGetCurSel (szDialogName, RES_DIALOG_LISTBOX, svSelection);

// 括弧を削除します。

StrSub (svSelection, svSelection, 1, StrLength(svSelection) - 2);

// 現在の選択部分を編集ボッ クスに配置します。

CtrlSetText (szDialogName, RES_DIALOG_EDITBOX, svSelection);

case RES_PBUT_BACK:

bDone = TRUE;
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case RES_PBUT_NEXT:

// 編集ボッ クスから選択部分を取得します。

CtrlGetText (szDialogName, RES_DIALOG_EDITBOX, svSelection);

// 編集ボッ クスに Windows デ ィ スクのルー ト に存在する

// フ ォルダーの名前が含まれているこ と を確認します。

if Is (PATH_EXISTS, WINSYSDISK + "\\"+ svSelection) then

bDone = TRUE;

else

MessageBox (" フ ォルダーが存在しません。 ", WARNING);

endif;

case RES_PBUT_CANCEL:

// ユーザーが [ キャンセル ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

endswitch;

until bDone;

// カスタム ダイアログを閉じます

EndDialog (szDialogName);

// メ モ リから カスタム ダイアログを削除します。

ReleaseDialog (szDialogName);

// [ 完了 ] ボタ ンを使って編集ボッ クスを閉じた場合、

// 選択した項目を表示します。

if (nCmdValue = RES_PBUT_NEXT) then

MessageBox (svSelection + " が選択されました。 ", INFORMATION);

endif;

end;

CtrlGetDlgItem
CtrlGetDlgItem は、 カス タム ダイアログ内のコ ン ト ロールのウ ィ ン ド ウ ハン ドルを取得し ます。 CtrlGetDlgItem は 

Windows API GetDlgItem と似ていますが、 CtrlGetDlgItem の場合、 ダイアログのウ ィ ン ド ウ ハン ドルの代わり に 

InstallScript ダイアログ名を指定できます。

構文

CtrlGetDlgItem (byval string szDialogName, byval HWND hDialog, byval number nCtrlId);
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戻り値

CtrlGetDlgItem は、 コ ン ト ロールのウ ィ ン ド ウ ハン ドルを返すか、 コ ン ト ロールが存在し ない場合、 またはエ

ラーが 発生し た場合は NULL を返し ます。 GetExtendedErrInfo は、 追加エラー情報を返す時があ り ます。

追加情報

複数のコ ン ト ロールを検索するために CtrlGetDlgItem を複数回にわたって呼び出す場合、 CmdGetHwndDlg を呼び

出し てダイアログのハン ドルを取得し、 それを各関数の呼び出しに渡すこ とが推奨されます。 単一コ ン ト ロール

のウ ィ ン ド ウ ハン ドルを検索する場合、 ダイアログ名を指定し、 hDialog を ヌル文字列 ("") と し て指定する こ とが

推奨されます。

CtrlGetMLEText
CtrlGetMLEText 関数は、 カス タム ダイアログの複数行編集フ ィ ールド コ ン ト ロールの内容を読み出し ます。

InstallShield は複数行編集フ ィ ールドの各行を listID が識別し た文字列リ ス ト に配置し ます。 CtrlGetText を呼び出

し て一行編集フ ィ ールド コ ン ト ロールの内容を読み出し ます。

構文

CtrlGetMLEText ( szDialogName, nControlID, listID );

テーブル 98 • CtrlGetDlgItem のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDialogName 読み出すハン ドルを持つコ ン ト ロールを含むダイアログの名前を指定し ます。

関数が呼び出される時点で、 そのダイアログが存在し ていな く てはな り ませ

ん。

hDialog がヌル文字列 ("") 以外の場合、 szDialogName にヌル文字列を指定でき

ます。

hDialog 読み出すハン ドルを持つコ ン ト ロールを含むダイアログのウ ィ ン ド ウ ハン ド

ルを指定し ます。 関数が呼び出される時点で、 そのダイアログが存在し てい

な く てはな り ません。

文字列 ("") を指定する と、 CtrlGetDlgItem が szDialogName を使って 

CmdGetHwndDlg を呼び出すこ と で、 ダイアログのハン ドルを判別し ます。

nCtrlId ウ ィ ン ド ウ ハン ドルを読み出すコ ン ト ロールの ID を指定し ます。
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戻り値

CtrlGetMLEText の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * CtrlSetMLEText 関数と CtrlGetMLEText 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 4 つのチェ ッ ク ボッ クスを含むカスタム ダイアログを

 * 表示します。 このスク リ プ ト は

 * ターゲッ ト システム上にすべてのプログラム フ ォルダーのリ ス ト を

 * 作成し、 CtrlSetMLEText を呼び出し、 そのリ ス ト をダイアログの複数行編集ボッ クスに

 * 配置します。 またダイアログは [ 保存 ] ボタ ンを含み、 エン ドユーザーがフ ォルダー名を

 * テキス ト フ ァ イルに保存するこ とができます。

 * オプシ ョ ンが選択されたと き、 スク リ プ トは CtrlGetMLEText を呼び出して、

 * 複数行編集ボッ クスから フ ォルダー名を取得します。

 *

 * このスク リ プ ト で利用される [ カスタム ] ダイアログは、

 * 実際、 ビルト イン関数 SdAskOptions が表示する

 * InstallShield 標準ダイアログです。 このダイアログは

 * インス ト ールで既に圧縮済みのフ ァ イル _isres.dll に保存されているため、

 * カスタム ダイアログと してスク リ プ ト で利用するこ とが 

テーブル 99 • CtrlGetMLEText のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDialogName 読み出す内容を含む複数行の編集コ ン ト ロールのカス タム ダイアログの名前

を指定し ます。

nControlID 複数行編集コ ン ト ロールのリ ソース ID を指定し ます。

listID nControlID が認識する編集フ ィ ールド行の文字列リ ス ト を戻し ます。 listID に

よ って識別される文字列リ ス ト は、 ListCreate への呼び出しによ って既に初期

化されている必要があ り ます。

テーブル 100 • CtrlGetMLEText の戻り値

戻り値 説明

0 CtrlGetMLEText は複数行フ ィ ールドの内容を読み出し ま し た。

< 0 CtrlGetMLEText はコ ン ト ロールの内容を読み出すこ とができませんで し た。
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 * 表示されます。

 *

 * メ モ : 複数行編集ボッ クスはリ ソースでは読み取り専用と定義

 *        されています。 その内容を編集するこ とはできません。

 *

 *        スク リ プ トはダイアログ ボッ クスの [ 次へ ] ボタ ンのスタテ ィ ッ ク テキス ト を

 *        変更し、 [ 戻る ] ボタ ンを無効にしてダイアログが例の目的を

 達成できるよ うにします。

 *

 *        GetGroupNameList 関数は、 ターゲッ ト システムが Explorer シ ェル以外の

 *        シ ェルで実行されている場合にエラーを返す場合があり ます。

 *

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ダイアログ ID と コン ト ロール ID。

#define RES_DIALOG_ID        12007   // カスタム ダイアログの ID

#define RES_PBUT_BACK           12   // [ 次へ ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_DONE            9   //  [ キャンセル ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_SAVE            1   // [ 戻る ] ボタ ンの ID

#define RES_DIALOG_EDITBOX     301   // 編集ボッ クスの ID

#define RES_TEXT               711   // 編集ボッ クス上のテキス ト  ID

// 複数行編集ボッ クスの上に表示する説明。

#define DESC_TEXT "[ 保存 ] をク リ ッ ク して、 デ ィ スク フ ァ イルへプログラムフ ォルダー名のリス ト を保存して下さい。 "

// エン ドユーザーが [ 保存 ] ボタ ンをク リ ッ ク した際、 プログラム名が

// 現在のド ラ イブのルー ト に保存されます。

#define FOLDER_LIST_FILE "\\ISExampl.txt"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_CtrlGetMLEText(HWND);

function ExFn_CtrlGetMLEText(hMSI)

STRING szDialogName;

NUMBER nCmdValue, nResult;

BOOL   bSave, bDone;

LIST  listFolders;

HWND  hwndDlg;

begin

// このインス ト ールでカスタム ボッ クスを認識するための名前を指定します。

szDialogName = "CustomDialog";

// ダイアログを定義します。 ヌル文字列を 2 番目のパラ メーターで渡し、

// _isuser.dll または _isres.dll からダイアログを取得します。 ヌル文字列を

// 3 番目のパラ メータでヌル文字列を渡します。 これは、 ダイアログが

// 4 番目のパラ メーターにある ID によって識別されるためです。

nResult = EzDefineDialog (szDialogName, "", "", RES_DIALOG_ID);

if (nResult < 0) then

// エラーを報告し、 終了します。

MessageBox (" ダイアログの定義エラー ", SEVERE);

abort;

endif;

// while ループを制御するのに使われるインジケーターを初期化します。
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bDone = FALSE;

// 完了するまでループ します。

repeat

// ダイアログを表示して次のダイアログ イベン ト を戻します。

nCmdValue = WaitOnDialog (szDialogName);

// イベン ト に応答します。

switch (nCmdValue)

case DLG_CLOSE:

// ユーザーがウ ィ ン ドウの [ 閉じ る ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

bDone = TRUE;

case DLG_ERR:

MessageBox (" ダイアログが失敗しました ", SEVERE);

bDone = TRUE;

case DLG_INIT:

// このダイアログの [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ] ボタ ン と有効 / 無効状態を初期化して、 

// 初期化して、 コン ト ロール ID 700-724 および 202 上で %P、 %VS、 %VI を 

// それぞれ IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、 および

// IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION で 置換します。

hwndDlg = CmdGetHwndDlg (szDialogName);

SdGeneralInit(szDialogName, hwndDlg, 0, "");

// ウ ィ ン ドウのタ イ トルを設定します。

SetWindowText (hwndDlg, "View Program Folders");

// Winsub からの呼び出し を利用して [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

_WinSubEnableControl (hwndDlg, RES_PBUT_BACK, 0);

// ダイアログのスタテ ィ ッ ク テキス ト 。

CtrlSetText (szDialogName, RES_TEXT, DESC_TEXT);

CtrlSetText (szDialogName, RES_PBUT_SAVE, " 保存 (&S)");

CtrlSetText (szDialogName, RES_PBUT_DONE, " 完了 (&D)");

// プログラム フ ォルダー名を保存する文字列リ ス ト を作成します。

listFolders = ListCreate (STRINGLIST);

if (listFolders = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

bDone = TRUE;

else

// リス トへフ ォルダー名を取得します。

nResult = GetGroupNameList (listFolders);

if (nResult = 0) then

// フ ォルダー名をダイアログ ボッ クスの

// 複数行編集ボッ クスから取得します。

nResult = CtrlSetMLEText (szDialogName, RES_DIALOG_EDITBOX,

 listFolders);

elseif (nResult != 0) then

// GetGroupNameList または CtrlSetMLEText からのハン ドル エラー。

MessageBox (" フ ォルダー名リ ス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

bDone = TRUE;

endif;

// ListID 文字列リス ト を破棄します。

ListDestroy (listFolders);

endif;
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case RES_PBUT_SAVE :

// プログラムフ ァ イル名を保存するインジケーターを初期化します。

bSave = FALSE;

if (AskYesNo(" リ ス ト を " + FOLDER_LIST_FILE + " と して保存しますか ?", YES)) then

// 既存フ ァ イルを確認します。

if (Is (FILE_EXISTS, FOLDER_LIST_FILE) = 1) then

// エン ドユーザーに対し、 既存フ ァ イルの上書きを問い合わせます。

if (AskYesNo (" 既存の " + FOLDER_LIST_FILE +

 " を上書き しますか ?", YES)) then

bSave = TRUE;

endif;

else

bSave = TRUE;

endif;

endif;

if bSave = TRUE then

// ダイアログからのリ ス ト を保存する文字列リス ト を作成します。

listFolders = ListCreate (STRINGLIST);

if (listFolders = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

else

// フ ォルダー名をダイアログ ボッ クスの

// 複数行編集ボッ クスから取得します。

nResult = CtrlGetMLEText (szDialogName, RES_DIALOG_EDITBOX,

 listFolders);

// リス ト をテキス ト フ ァ イルへ保存します。

ListWriteToFile (listFolders, FOLDER_LIST_FILE);

// ListID 文字列リス ト を破棄します。

ListDestroy (listFolders);

endif;

endif;

case RES_PBUT_DONE:

bDone = TRUE;

endswitch;

until bDone;

// カスタム ダイアログを閉じます

EndDialog (szDialogName);

// メ モ リから カスタム ダイアログを削除します。

ReleaseDialog (szDialogName);

end;

CtrlGetMultCurSel
CtrlGetMultCurSel 関数は、 複数選択リ ス ト ボ ッ クスコ ン ト ロール (LBS_MULTIPLESEL ス タ イルのリ ス ト ボ ッ クス

コ ン ト ロール ) から現在選択されている行を読み出し ます。 ( この関数は拡張選択リ ス ト ボ ッ クスコ ン ト ロール、

つま り LBS_EXTENDEDSEL ス タ イルのリ ス ト ボ ッ クスコ ン ト ロールをサポー ト し ません。 ) 複数選択リ ス ト ボ ッ ク
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スで選択し た各行は listID によ って認識された文字列リ ス ト に配置されます。 単一選択リ ス ト ボ ッ クスコ ン ト ロー

ルから選択し たテキス ト を読み出すには、 CtrlGetCurSel 関数を呼び出し ます。 CtrlGetMultCurSel はカス タム ダイ

アログでのみ利用できます。

構文

CtrlGetMultCurSel ( szDialogName, nControlID, listID );

パラ メ ーター

戻り値

CtrlGetMultCurSel の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * CtrlSetMultCurSel  関数と CtrlGetMultCurSel 関数の

テーブル 101 • CtrlGetMultCurSel のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDialogName その内容を読み出すリ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト

ロールを含むカス タム ダイアログの名前を指

定し ます。

nControlID 複数行編集コ ン ト ロールのリ ソース ID を指定

し ます。

listID nControlID が識別し た リ ス ト ボ ッ クスの行を戻

し ます。 listID によ って識別される文字列リ ス

ト は、 ListCreate への呼び出しによ って既に初

期化されている必要があ り ます。

テーブル 102 • CtrlGetMultCurSel の戻り値

戻り値 説明

0 CtrlGetMultCurSel は現在選択し た項目を読み

出し ま し た。

< 0 CtrlGetMultCurSel は項目を読み出すこ とがで

きませんで し た。
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 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トはターゲッ ト システム上のすべてのプログラムフ ォルダーの名前を

 * 読み出して、 リス トへ配置します。 ダイアログ ボッ クスが

 * 初期化される と き、 CtrlSetList 関数はこのリス ト を リス ト  ボッ クスで

 * 表示するよ うに設定します。 次いで、 CtrlSetMultCurSel 関数が

 * 呼び出されてユーザーが選択したフ ォルダーを

 * ハイ ラ イ ト表示します。

 *

 * その後このリ ス ト は破棄されます。 [ 次へ ] ボタ ンが押されたと き、

 * 新しいリス ト が作成されます。 CtrlGetMultCurSel はリ ス ト ボッ クスの要素を

 * 読み出し、 この新しい文字列リス トへそれらを

 * 割り当てます。 このリス トは、 標準ダイアログで表示されます。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を適切に実行するため、

 *       RES_DIALOG_ID 定数と RES_DIALOG_LISTBOX 定数を _isuser.dll で

 作成されたダイアログと リ ス ト  ボッ クスに設定しな く てはなり ません。

 *

 *       ターゲッ ト システムが Explorer シ ェル以外のシェルで実行

 *       されている場合、 この例で使われている GetGroupNameList 関数は

 *       エラーを返す場合があり ます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ダイアログ コン ト ロール ID。

#define RES_DIALOG_ID// ダイアログ自身の ID

#define RES_PBUT_NEXT  1  // [ 次へ ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_CANCEL          9   // [ キャンセル ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_BACK           12   //  [ 戻る ] ボタ ンの ID

#define RES_DIALOG_LISTBOX           // リス ト ボッ クスの ID

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_CtrlGetMultCurSel(HWND);

function ExFn_CtrlGetMultCurSel(hMSI)

STRING szDialogName, szDLL, szTitle, szMsg;

STRING szText, szDefFolder, svResultFolder;

NUMBER nCmdValue, nResult, nControlID, nSelectFlag;

BOOL   bDone;

LIST listID, listFolders;

HWND hwndDlg;

begin

Disable(BACKBUTTON);

szDialogName = "CtrlSetMultCurSel";

szDLL = "";

// ダイアログを定義します。 ヌル文字列を 2 番目のパラ メーターで渡し、

// _isuser.dll または _isres.dll からダイアログを取得します。 ヌル文字列を

// 3 番目のパラ メータでヌル文字列を渡します。 これは、 ダイアログが

// 4 番目のパラ メーターにある ID によって識別されるためです。

nResult = EzDefineDialog (szDialogName, szDLL, "", RES_DIALOG_ID);

if (nResult < 0) then

MessageBox (" ダイアログの定義エラー ", SEVERE);

bDone = TRUE;
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else

bDone = FALSE;

endif;

// ListID 文字列リス ト を作成します。

listID = ListCreate (STRINGLIST);

if (listID = LIST_NULL) then

 MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

else

 MessageBox ("listID が作成されました。 ", INFORMATION);

endif;

// リス トへプログラムフ ォルダー名を読み出します。

GetGroupNameList (listID);

// ユーザーから フ ォルダー名を取得します。

szTitle = "CtrlGetMultCurSel & CtrlSetMultCurSel";

SelectFolder (szTitle, szDefFolder, svResultFolder);

// 完了するまでループ します。

while (bDone = FALSE)

// ダイアログを表示して次のダイアログ イベン ト を戻します。

nCmdValue = WaitOnDialog (szDialogName);

// イベン ト に応答します。

switch (nCmdValue)

case DLG_ERR:

MessageBox (" ダイアログを表示できませんでした。 セ ッ ト ア ッ プはキャンセルされました。 ",SEVERE);

abort;

case DLG_INIT:

// このダイアログの [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ] ボタ ン と有効 / 無効状態を初期化して、 

// 初期化して、 コン ト ロール ID 700-724 および 202 上で %P、 %VS、 %VI を 

// それぞれ IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、 および

// IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION で 置換します。

hwndDlg = CmdGetHwndDlg (szDialogName);

SdGeneralInit(szDialogName, hwndDlg, 0, "");

// 次はリス ト ボッ クスをプログラムフ ォルダーのリス トへ設定します。

nControlID = RES_DIALOG_LISTBOX;

CtrlSetList (szDialogName, nControlID, listID);

szText = svResultFolder;

nSelectFlag = TRUE;

// ユーザーが選択したフ ォルダーをハイ ラ イ ト 表示にします。

if (CtrlSetMultCurSel (szDialogName, nControlID, szText,

nSelectFlag) < 0) then

MessageBox ("CtrlSetMultCurSel が失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

// ListID 文字列リス ト を破棄します。

ListDestroy(listID);

MessageBox ("listID が破棄されました。 ", INFORMATION);

case DLG_CLOSE:

// ユーザーがウ ィ ン ドウの [ 閉じ る ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case RES_PBUT_NEXT:
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// listFolders 文字列リ ス ト を作成します。

listFolders = ListCreate (STRINGLIST);

if (listFolders = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

else

MessageBox ("listFolders が作成されました。 ", INFORMATION);

endif;

// リ ス ト ボッ クスでハイ ラ イ ト 表示された要素を読み出し、

// listFolders 文字列リ ス ト へ配置します。

if (CtrlGetMultCurSel (szDialogName, nControlID,

listFolders) < 0) then

MessageBox ("CtrlGetMultCurSel が失敗しました。 ", SEVERE);

else

MessageBox ("CtrlGetMultCurSel が成功しました。 ", INFORMATION);

endif;

bDone = TRUE;

case RES_PBUT_BACK:

bDone = TRUE;

case RES_PBUT_CANCEL:

// ユーザーがウ ィ ン ドウの [ キャンセル ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

endswitch;

endwhile;

szMsg   = " 次はリ ス ト ボッ クスでハイ ラ イ ト 表示された要素です :";

// ハイ ラ イ ト 表示された要素のリ ス ト を表示します。

SdShowInfoList (szTitle, szMsg, listFolders);

// メ モ リから listFolder 文字列リス ト を削除します。

ListDestroy (listFolders);

MessageBox ("listFolders が破棄されました。 ", INFORMATION);

// ダイアログを閉じます

EndDialog (szDialogName);

// メ モ リからダイアログを削除します。

ReleaseDialog (szDialogName);

end;

CtrlGetState
CtrlGetState 関数は、 カス タム ダイアログからチ ェ ッ ク ボ ッ クスまたはオプシ ョ ン ボタ ン コ ン ト ロールの状態を

取得し ます。

構文

CtrlGetState ( szDialogName, nControlID );
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パラ メ ーター

戻り値

CtrlGetState の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * CtrlGetState 関数と CtrlSetStat 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 4 つのチェ ッ ク ボッ クスを含むカスタム ダイアログを

 * 表示します。 スク リ プ ト は CtrlSetState を呼び出して 初の 2 つの

 * チェ ッ ク ボッ クスをチ ェ ッ ク済みに設定します。 残りの 2 つはデフ ォル ト で、

 * チェ ッ ク無しです。 ユーザーが [ 次へ ] ボタ ンをク リ ッ ク したと き、 スク リ プ トは

 * CtrlGetState を呼び出し、 各チェ ッ ク ボッ クスの状態を

 * 読み出します。 そしてスク リ プ ト は、 どのボッ クスがチェ ッ ク されているかを

 * メ ッセージボッ クスに表示します。

 *

 * このスク リ プ ト で利用される [ カスタム ] ダイアログは、

 * 実際、 ビルト イン関数 SdAskOptions が表示する

 * InstallShield 標準ダイアログです。 このダイアログは

テーブル 103 • CtrlGetState のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDialogName コ ン ト ロールを含むダイアログの名前を指定

し ます。

nControlID 状態を読み出すチ ェ ッ ク ボ ッ クス、 またはオ

プシ ョ ンボタ ン コ ン ト ロールのリ ソース ID を

指定し ます。

テーブル 104 • CtrlGetState の戻り値

戻り値 説明

BUTTON_CHECKED (-1001) チ ェ ッ ク ボ ッ クスまたはオプシ ョ ンオボタ ン

が選択されま し た。

BUTTON_UNCHECKED (-1002) チ ェ ッ ク ボ ッ クスまたはオプシ ョ ンオボタ ン

が選択されていません。

DLG_ERR (-1) CtrlGetState はコ ン ト ロールの状態を判断すこ

とができませんで し た。
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 * インス ト ールで既に圧縮済みのフ ァ イル _isres.dll に保存されているため、

 * カスタム ダイアログと してスク リ プ ト で利用するこ とが 

 * 表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ダイアログ ID と コン ト ロール ID。

#define RES_DIALOG_ID        12020   // カスタム ダイアログの ID

#define RES_PBUT_NEXT  1  // [ 次へ ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_CANCEL          9   // [ キャンセル ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_BACK           12   //  [ 戻る ] ボタ ンの ID

#define  ID_OP1_CHECK        501   // オプシ ョ ン 1 チ ェ ッ ク ボッ クスの ID

#define  ID_OP2_CHECK        502   // オプシ ョ ン 2 チ ェ ッ ク ボッ クスの ID

#define  ID_OP3_CHECK        503   // オプシ ョ ン 3 チ ェ ッ ク ボッ クスの ID

#define  ID_OP4_CHECK        504   // オプシ ョ ン 4 チ ェ ッ ク ボッ クスの ID

#define  ID_STA_DESC         711   // スタテ ィ ッ ク テキス ト説明の ID

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_CtrlGetState(HWND);

function ExFn_CtrlGetState(hMSI)

STRING szDialogName, szMsg;

NUMBER nResult, nCmdValue, hwndDlg;

BOOL bDone;

begin

// このインス ト ールでカスタム ボッ クスを認識するための名前を指定します。

szDialogName = "ExDialog";

// ダイアログを定義します。 ヌル文字列を 2 番目のパラ メーターで渡し、

// _isuser.dll または _isres.dll からダイアログを取得します。 ヌル文字列を

// 3 番目のパラ メータでヌル文字列を渡します。 これは、 ダイアログが

// 4 番目のパラ メーターにある ID によって識別されるためです。

nResult = EzDefineDialog (szDialogName, "", "", RES_DIALOG_ID);

if (nResult < 0) then

// エラーを報告し、 終了します。

MessageBox (" ダイアログの定義エラー ", SEVERE);

abort;

endif;

// ループを制御するのに使われるインジケーターを初期化します。

bDone = FALSE;

repeat

// ダイアログを表示して次のダイアログ イベン ト を戻します。

nCmdValue = WaitOnDialog (szDialogName);

// イベン ト に応答します。

switch (nCmdValue)

case DLG_CLOSE:

// ユーザーがウ ィ ン ドウの [ 閉じ る ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case DLG_ERR:

MessageBox (" ダイアログを表示できませんでした。 セ ッ ト ア ッ プがキャンセルされました。 ", SEVERE);
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abort;

case DLG_INIT:

// このダイアログの [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ] ボタ ン と有効 / 無効状態を初期化して、 

// 初期化して、 コン ト ロール ID 700-724 および 202 上で %P、 %VS、 %VI を 

// それぞれ IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、 および

// IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION で 置換します。

hwndDlg = CmdGetHwndDlg (szDialogName);

SdGeneralInit(szDialogName, hwndDlg, 0, "");

// ウ ィ ン ドウのタ イ トルを設定します。

SetWindowText (hwndDlg, " オプシ ョ ンを選択 ");

// チェ ッ ク ボッ クスの上に表示されるスタテ ィ ッ クテキス ト説明を設定します。

CtrlSetText (szDialogName, ID_STA_DESC,

" オプシ ョ ンを選択および / またはク リ アします。 そして [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 ");

// デフ ォルト でオプシ ョ ンはク リアされているので、 オプシ ョ ン 1 と 2 を選択します。

if (CtrlSetState (szDialogName, ID_OP1_CHECK, BUTTON_CHECKED) < 0) then

MessageBox ("CtrlSetState の 初の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

bDone = TRUE;

elseif (CtrlSetState(szDialogName, ID_OP2_CHECK, BUTTON_CHECKED) < 0) then

MessageBox ("CtrlSetState への 2 回目の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

bDone = TRUE;

endif;

case RES_PBUT_NEXT:

bDone = TRUE;

case RES_PBUT_CANCEL:

// ユーザーが [ キャンセル ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case RES_PBUT_BACK:

bDone = TRUE;

endswitch;

until bDone;

// エン ドユーザーが [ 次へ ] ボタ ンをク リ ッ クする と メ ッセージをビルド します。

if (nCmdValue = RES_PBUT_NEXT) then

// エン ドユーザーへ表示する メ ッセージのビルド を開始します。

szMsg = " 次のアイテムを選択しました :\n\n";

// 初のオプシ ョ ンが選択された場合、 メ ッセージに行を追加します。

if (CtrlGetState (szDialogName, ID_OP1_CHECK) = BUTTON_CHECKED) then

szMsg = szMsg + " オプシ ョ ン 1\n";

endif;

// 2 番目のオプシ ョ ンが選択された場合、 メ ッセージに行を追加します。

if (CtrlGetState (szDialogName, ID_OP2_CHECK) = BUTTON_CHECKED) then

szMsg = szMsg + " オプシ ョ ン 2\n";

endif;

// 3 番目のオプシ ョ ンが選択された場合、 メ ッセージに行を追加します。

if (CtrlGetState (szDialogName, ID_OP3_CHECK) = BUTTON_CHECKED) then

szMsg = szMsg + " オプシ ョ ン 3\n";

endif;

// 4 番目のオプシ ョ ンが選択された場合、 メ ッセージに行を追加します。

if (CtrlGetState (szDialogName, ID_OP4_CHECK) = BUTTON_CHECKED) then

szMsg = szMsg + " オプシ ョ ン 4\n";
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endif;

endif;

// カスタム ダイアログを閉じます

EndDialog (szDialogName);

// メ モ リから カスタム ダイアログを削除します。

ReleaseDialog (szDialogName);

// [ 次へ ] ボタ ンを使ってダイアログが閉じ られたと きにメ ッセージを表示します。

if (nCmdValue = RES_PBUT_NEXT) then

MessageBox (szMsg, INFORMATION);

endif;

end;

CtrlGetSubCommand
CtrlGetSubCommand 関数は、 カス タム ダイアログのコ ン ト ロールで実行されたアクシ ョ ンを読み出し ます。 た と

えば、 CtrlGetSubCommand はユーザーがリ ス ト ボ ッ クスまたはコ ンボボ ッ クスコ ン ト ロールをワン ク リ ッ ク し た

か、 ダブルク リ ッ ク し たかを伝えます。 また、 編集フ ィ ールド にいつ変更が加えられたのかも示し ます。

上級開発者向けに、 追加情報を扱う CmdGetHwndDlg 関数があ り ます。

構文

CtrlGetSubCommand (szDialogName);
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パラ メ ーター

戻り値

CtrlGetSubCommand の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * CtrlGetSubCommand 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 カスタムダイアログのリ ス ト ボッ クスに

 * プログラム グループのリ ス ト を表示します。 次いで、 編集ボッ クスと リ ス ト ボッ クスからの

 * イベン トへ次のよ うに応答します :

 *

 * リ ス ト  ボッ クスをシングル ク リ ッ ク : 選択されたアイテムが編集ボッ クスへ配置されます。

 *

 * リ ス ト ボッ クスをダブルク リ ッ ク : ダブルク リ ッ ク されたアイテムは後で表示するために

 保存され、 ダイアログが閉じます。

 *

 * 編集ボッ クスの値の変更 : デフ ォルト のシステム サウン ドが再生されます。

 *

 * このスク リ プ ト で利用される [ カスタム ] ダイアログは、

 * 実際、 ビルト イン関数 SdAskOptions が表示する

 * InstallShield 標準ダイアログです。 このダイアログは

 * インス ト ールで既に圧縮済みのフ ァ イル _isres.dll に保存されているため、

 * カスタム ダイアログと してスク リ プ ト で利用するこ とが 

 * 表示されます。

 *

テーブル 105 • CtrlGetSubCommand のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDialogName カス タム ダイアログの名前を指定し ます。

テーブル 106 • CtrlGetSubCommand の戻り値

戻り値 説明

EDITBOX_CHANGE (-1007) 編集ボ ッ クスの内容が変更されま し た。

LISTBOX_ENTER (-1008) ユーザーがリ ス ト ボ ッ クスのアイテムをダブ

ルク リ ッ ク し ま し た。

LISTBOX_SELECT (-1009) ユーザーがリ ス ト ボ ッ クスのアイテムをシン

グルク リ ッ ク し ま し た。
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\*--------------------------------------------------------------*/

// ダイアログ ID と コン ト ロール ID。

#define RES_DIALOG_ID12008// カスタム ダイアログの ID

#define RES_PBUT_NEXT  1  // [ 次へ ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_CANCEL          9   // [ キャンセル ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_BACK           12   //  [ 戻る ] ボタ ンの ID

#define RES_DIALOG_EDITBOX     301   // 編集ボッ クスの ID

#define RES_DIALOG_LISTBOX     401   // リス ト ボッ クスの ID

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_CtrlGetSubCommand(HWND);

function ExFn_CtrlGetSubCommand(hMSI)

STRING szDialogName, svSelection;

NUMBER nResult, nCmdValue, nSubCommand;

BOOL bDone, bSelected;

HWND hwndDlg;

begin

// このインス ト ールでカスタム ボッ クスを認識するための名前を指定します。

szDialogName = "CustomDialog";

// ダイアログを定義します。 ヌル文字列を 2 番目のパラ メーターで渡し、

// _isuser.dll または _isres.dll からダイアログを取得します。 ヌル文字列を

// 3 番目のパラ メータでヌル文字列を渡します。 これは、 ダイアログが

// 4 番目のパラ メーターにある ID によって識別されるためです。

nResult = EzDefineDialog (szDialogName, "", "", RES_DIALOG_ID);

if (nResult < 0) then

// エラーを報告し、 終了します。

MessageBox (" ダイアログの定義エラー ", SEVERE);

abort;

endif;

// while ループを制御するのに使われるインジケーターを初期化し、

// アイテムが選択されたかど うかを示します。

bDone = FALSE;

bSelected = FALSE;

// 完了するまでループ します。

repeat

// ダイアログを表示して次のダイアログ イベン ト を戻します。

nCmdValue = WaitOnDialog (szDialogName);

// イベン ト に応答します。

switch (nCmdValue)

case DLG_CLOSE:

// ユーザーがウ ィ ン ドウの [ 閉じ る ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case DLG_ERR:

MessageBox (" ダイアログを表示できませんでした。 セ ッ ト ア ッ プがキャンセルされました。 ", SEVERE);

abort;

case DLG_INIT:

// このダイアログの [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ] ボタ ン と有効 / 無効状態を初期化して、 

// 初期化して、 コン ト ロール ID 700-724 および 202 上で %P、 %VS、 %VI を 
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// それぞれ IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、 および

// IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION で 置換します。

hwndDlg = CmdGetHwndDlg (szDialogName);

SdGeneralInit(szDialogName, hwndDlg, 0, "");

// ダイアログのリス ト ボッ クスへフ ォルダー リ ス ト を配置します。

if (CtrlPGroups (szDialogName, RES_DIALOG_LISTBOX) < 0) then

MessageBox ("CtrlPGroups が失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

case RES_DIALOG_LISTBOX:

// イベン ト を取得します。

nSubCommand = CtrlGetSubCommand (szDialogName);

if (nSubCommand = LISTBOX_SELECT) then

// シングルク リ ッ ク : 選択されたアイテムを編集ボッ クスに配置します。

CtrlGetCurSel (szDialogName, RES_DIALOG_LISTBOX, svSelection );

CtrlSetText (szDialogName, RES_DIALOG_EDITBOX, svSelection );

elseif (nSubCommand = LISTBOX_ENTER) then

// ダブル ク リ ッ ク : 選択したアイテムを取得し、

// インジケーターを終了します。

CtrlGetCurSel (szDialogName, RES_DIALOG_LISTBOX, svSelection );

bSelected = TRUE;

bDone = TRUE;

endif;

case RES_DIALOG_EDITBOX:

// イベン ト を取得します。

nSubCommand = CtrlGetSubCommand (szDialogName);

// 編集ボッ クスの内容が変更された場合、 デフ ォルト のシステムサウン ド を再生します。

if (nSubCommand = EDITBOX_CHANGE) then

MessageBeep (0);

endif;

case RES_PBUT_CANCEL:

// ユーザーが [ キャンセル ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case RES_PBUT_NEXT:

// 編集ボッ クスから現在の選択部分を取得します。

CtrlGetText (szDialogName, RES_DIALOG_EDITBOX, svSelection );

bSelected = TRUE;

bDone = TRUE;

case RES_PBUT_BACK:

bDone = TRUE;

endswitch;

until bDone;

// ダイアログを閉じます

EndDialog (szDialogName);

// メ モ リからダイアログを解放します。

ReleaseDialog (szDialogName);

if bSelected then

// 選択されたフ ォルダー名を表示します。

MessageBox (svSelection +" が選択されました。 ",INFORMATION);

endif;

end;
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CtrlGetText
CtrlGetText 関数は、 編集フ ィ ールド、 ス タ テ ィ ッ ク テキス ト フ ィ ールド、 またはカス タムダイアログのボタ ン コ

ン ト ロールからテキス ト を読み出し ます。 複数行編集フ ィ ールド コ ン ト ロールから テキス ト を読み出すには

､ CtrlGetMLEText を呼び出し て く だ さい。

構文

CtrlGetText ( szDialogName, nControlID, svText );

パラ メ ーター

戻り値

CtrlGetText の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * CtrlSetText 関数、 CtrlGetText 関数、 および CtrlSelectText 関数の

テーブル 107 • CtrlGetText のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDialogName そのテキス ト を読み出すフ ィ ールド またはコ

ン ト ロールを含むダイアログの名前を指定し

ます。

nControlID 編集フ ィ ールド、 ス タ テ ィ ッ ク テキス ト

フ ィ ールド、 またはボタ ン コ ン ト ロールのリ

ソース ID を指定し ます。

svText nControlID が識別し たコ ン ト ロールまたは

フ ィ ールドから テキス ト を戻し ます。

テーブル 108 • CtrlGetText の戻り値

戻り値 説明

0 CtrlGetText が指定し たコ ン ト ロールの内容

を読み出し ま し た。

< 0 CtrlGetText は内容を読み出せませんで し た。
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 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 ユーザーの名前と会社名を取得する 2 つの編集ボッ クスを

 * 持つカスタム ダイアログを表示します。 その後

 * スク リ プ トは CtrlSetText を呼び出して初期値を編集ボッ クスに配置し、

 * CtrlSelectText を呼び出して 初の編集ボッ クスの

 * 内容を選択します。 ユーザーが [ 次へ ] ボタ ンを

 * ク リ ッ クする と、 スク リ プ ト は CtrlGetText を呼び出して

 * 編集ボッ クスの内容を読み出して、 カスタムダイアログボッ クスを

 * 閉じた後にメ ッセージ ボッ クスで表示できるよ うにします。

 *

 * このスク リ プ ト で利用される [ カスタム ] ダイアログは、

 * 実際、 ビルト イン関数 SdAskOptions が表示する

 * InstallShield 標準ダイアログです。 このダイアログは

 * インス ト ールで既に圧縮済みのフ ァ イル _isres.dll に保存されているため、

 * カスタム ダイアログと してスク リ プ ト で利用するこ とが 

 * 表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ダイアログ ID と コン ト ロール ID。

#define RES_DIALOG_ID12001// カスタム ダイアログの ID

#define RES_PBUT_NEXT  1  //  [ 次へ ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_CANCEL  9  //  [ キャンセル ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_BACK 12  //[ 戻る ] ボタ ンの ID

#define RES_EDITNAME        301   // 編集ボッ クスの ID

#define RES_EDITCOMPANY     302   // 編集ボッ クスの ID

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_CtrlGetText(HWND);

function ExFn_CtrlGetText(hMSI)

STRING szDialogName, svName, svCompany;

NUMBER nResult, nCmdValue;

BOOL   bDone;

HWND hwndDlg;

begin

// このインス ト ールでカスタム ボッ クスを認識するための名前を指定します。

szDialogName = "CustomDialog";

// ダイアログを定義します。 ヌル文字列を 2 番目のパラ メーターで渡し、

// _isuser.dll または _isres.dll からダイアログを取得します。 ヌル文字列を

// 3 番目のパラ メータでヌル文字列を渡します。 これは、 ダイアログが

// 4 番目のパラ メーターにある ID によって識別されるためです。

nResult = EzDefineDialog (szDialogName, "", "", RES_DIALOG_ID);

if (nResult < 0) then

// エラーを報告し、 終了します。

MessageBox (" ダイアログの定義エラー ", SEVERE);

abort;

endif;

// ループを制御するのに使われるインジケーターを初期化します。

bDone = FALSE;

// 完了するまでループ します。
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repeat

// ダイアログを表示して次のダイアログ イベン ト を戻します。

nCmdValue = WaitOnDialog (szDialogName);

// イベン ト に応答します。

switch (nCmdValue)

case DLG_CLOSE:

// ユーザーがウ ィ ン ドウの [ 閉じ る ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case DLG_ERR:

MessageBox (" ダイアログを表示できませんでした。 セ ッ ト ア ッ プがキャンセルされました。 ", SEVERE);

abort;

case DLG_INIT:

// このダイアログの [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ] ボタ ン と有効 / 無効状態を初期化して、 

// 初期化して、 コン ト ロール ID 700-724 および 202 上で %P、 %VS、 %VI を 

// それぞれ IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、 および

// IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION で 置換します。

hwndDlg = CmdGetHwndDlg (szDialogName);

SdGeneralInit(szDialogName, hwndDlg, 0, "");

// 初期値を編集ボッ クスに配置します。

CtrlSetText (szDialogName, RES_EDITNAME, " 名前 ");

CtrlSetText (szDialogName, RES_EDITCOMPANY, " 会社名 ");

// [ 名前 ] 編集ボッ クスを選択します。

CtrlSelectText (szDialogName, RES_EDITNAME);

case RES_PBUT_NEXT:

// 編集ボッ クスの内容を取得します。

CtrlGetText (szDialogName, RES_EDITNAME, svName);

CtrlGetText (szDialogName, RES_EDITCOMPANY, svCompany);

// 両方の編集ボッ クスにデータが入力されているこ と を確認します。

if (StrLength(svName) = 0) || (StrLength(svCompany) = 0) then

MessageBox (" 両方のフ ィ ールドに入力する必要があり ます。 ", INFORMATION);

else

bDone = TRUE;

endif;

case RES_PBUT_CANCEL:

// ユーザーが [ キャンセル ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case RES_PBUT_BACK:

bDone = TRUE;

endswitch;

until bDone;

// ダイアログを閉じます

EndDialog (szDialogName);

// メ モ リからダイアログを削除します。

ReleaseDialog (szDialogName);

// ダイアログを [ 次へ ] ボタ ンで閉じた場合、 名前と会社名を表示します。

if nCmdValue = RES_PBUT_NEXT then

MessageBox (svName + "\n" + svCompany, INFORMATION);

endif;

end;
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 691



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (A-D)
CtrlGetUrlForLinkClicked

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

CtrlGetUrlForLinkClicked 関数は、 エン ド ユーザーがク リ ッ ク し た リ ン クへの URL を取得し ます。

ヒ ン ト • InstallScript プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト でダイアログにリ ン ク を追加する方法につ

いては、 「 ダイアログで HTML コ ン ト ロールを使用する」 を参照し て く だ さい。

構文

CtrlGetUrlForLinkClicked (byval string szDialogName, byval number nControlID, byref string svText);

パラ メ ーター

戻り値

CtrlGetUrlForLinkClicked の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

テーブル 109 • CtrlGetUrlForLinkClicked のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDialogName HTML コ ン ト ロールを含むダイアログの名前を指定し ます。

nControlID HTML コ ン ト ロールの コ ン ト ロール ID を指定し ます。 この ID は、 HTML コ ン ト

ロールに変換されたス タ テ ィ ッ ク コ ン ト ロールの ID と同じ です。

svText リ ン ク URL テキス ト を返す文字列変数を指定し ます。

テーブル 110 • CtrlGetUrlForLinkClicked の戻り値

戻り値 説明

0 CtrlGetUrlForLinkClicked は、 エン ド ユーザーがク リ ッ ク し た リ ン ク を判別できま

し た。

ISERR_GEN_FAILURE CtrlGetUrlForLinkClicked は、 エン ド ユーザーがク リ ッ ク し た リ ン ク を判別できま

せんで し た。 この関数は、 指定し たコ ン ト ロール ID が HTML コ ン ト ロールの ID 

ではない場合にこの値を返し ます。
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• InstallScript

• InstallScript MSI

//---------------------------------------------------------------------------

//

// InstallShield スク リ プ ト の例

//

HTML コン ト ロールを CtrlGetUrlForLinkClicked および CtrlSetText 関数と 

共に使用する方法をデモンス ト レーシ ョ ン します

//

このサンプル スク リ プ ト を使用するには、 以下の手順を行います :

// 1. カスタム ダイアログをプロジェ ク ト に追加します。

// 2. スタテ ィ ッ ク テキス ト  コン ト ロールをダイアログに追加します。

//

//---------------------------------------------------------------------------

#define MY_HYPERLINK1 1401

function MyCustomDialog(szTitle, szMsg)

STRING szDlg, szTemp, szUrl;

NUMBER nId, nMessage, nTemp, nSdDialog;

HWND hwndDlg;

BOOL bDone;

begin

// このインス ト ールでカスタム ボッ クスを認識するための名前を指定します。

szDlg = "CustomName";

while (!bDone)

nId = WaitOnDialog( szDlg );

switch(nId)

case DLG_INIT:

// このダイアログの [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ] ボタ ン と有効 / 無効状態を初期化して、 

// 初期化して、 コン ト ロール ID 700-724 および 202 上で %P、 %VS、 %VI を 

// それぞれ IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、 および

// IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION で 置換します。

hwndDlg = CmdGetHwndDlg(szDlg);

SdGeneralInit(szDlg, hwndDlg, 0, "");

// リ ス ト  フ ィ ールドに対応する情報を配置します

if( szMsg != "" ) then

SdSetStatic(szDlg, SD_STA_MSG, szMsg);

endif;

SdSetDlgTitle(szDlg, hwndDlg, szTitle);

CtrlSetText(szDlg, MY_HYPERLINK1, 

"[html]<style type=\"text/css\">html,body {padding:0; margin:0;} * 

{font-size: 8pt; font-family: \"MS Sans Serif\";}</style> 

<a href=\"http://www.MyWebSite.com\">

Visit my Web site</a>"); 

case MY_HYPERLINK1:

CtrlGetUrlForLinkClicked(szDlg, MY_HYPERLINK1, szUrl); 

MessageBox(" ハイパーリ ンクがク リ ッ ク されました : " + szUrl, 0); 
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// 必要に応じて、 追加 case ステー ト メ ン ト を追加します。

デフ ォルト :

// 標準の処理を確認します

if (SdIsStdButton( nId ) && SdDoStdButton( nId )) then

bDone = TRUE;

endif;

endswitch;

endwhile;

end;

参照

InstallScript プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で新しいカス タム ダイアログを作成する

ダイアログで HTML コ ン ト ロールを使用する

CtrlPGroups
CtrlPGroups 関数は、 既存のプログラムフ ォルダーを リ ス ト ボ ッ クスまたはコ ンボボ ッ クスコ ン ト ロールに配置し

ます。 この関数はカス タム ダイアログでのみ利用できます。

構文

CtrlPGroups ( szDialogName, nControlID );
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パラ メ ーター

戻り値

CtrlPGroups の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * CtrlPGroups 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 編集ボッ クスと リス ト ボッ クスを持つ

 * カスタム ダイアログを表示します。 ダイアログが初期化された後、

 * スク リ プ トは CtrlPGroups を呼び出してプログラムフ ォルダー名のリス ト を作成し、

 * それをダイアログのリス ト ボッ クスへ配置します。

 *

 * このスク リ プ ト で利用される [ カスタム ] ダイアログは、

 * 実際、 ビルト イン関数 SdAskOptions が表示する

 * InstallShield 標準ダイアログです。 このダイアログは

 * インス ト ールで既に圧縮済みのフ ァ イル _isres.dll に保存されているため、

 * カスタム ダイアログと してスク リ プ ト で利用するこ とが 

 * 表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

テーブル 111 • CtrlPGroups のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDialogName 使用する コ ン ト ロールを含むカス タム ダイ

アログの名前を指定し ます。

nControlID リ ス ト ボ ッ クスまたはコ ンボボ ッ クスコ ン

ト ロールのリ ソース ID を指定し ます。

テーブル 112 • CtrlPGroups の戻り値

戻り値 説明

0 CtrlPGroups は、 コ ン ト ロールにある指定され

たプログラムフ ォルダーのリ ス ト を配置し ま

し た。

< 0 CtrlPGroups は、 コ ン ト ロールにある指定され

たプログラムフ ォルダーのリ ス ト を配置し ま

し た。
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// ダイアログ ID と コン ト ロール ID。

#define RES_DIALOG_ID12008// カスタム ダイアログの ID

#define RES_PBUT_NEXT  1  // [ 次へ ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_CANCEL          9   // [ キャンセル ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_BACK           12   //  [ 戻る ] ボタ ンの ID

#define RES_DIALOG_EDITBOX     301   // 編集ボッ クスの ID

#define RES_DIALOG_LISTBOX     401   // リス ト ボッ クスの ID

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_CtrlPGroups(HWND);

function ExFn_CtrlPGroups(hMSI)

STRING szDialogName, svSelection;

NUMBER nResult, nCmdValue, nControlID;

BOOL   bDone;

HWND hwndDlg;

begin

// このインス ト ールでカスタム ボッ クスを認識するための名前を指定します。

szDialogName = "CustomDialog";

// ダイアログを定義します。 ヌル文字列を 2 番目のパラ メーターで渡し、

// _isuser.dll または _isres.dll からダイアログを取得します。 ヌル文字列を

// 3 番目のパラ メータでヌル文字列を渡します。 これは、 ダイアログが

// 4 番目のパラ メーターにある ID によって識別されるためです。

nResult = EzDefineDialog (szDialogName, "", "", RES_DIALOG_ID);

if (nResult < 0) then

// エラーを報告し、 終了します。

MessageBox (" ダイアログの定義エラー ", SEVERE);

abort;

endif;

// while ループを制御するのに使われるインジケーターを初期化します。

bDone = FALSE;

// 完了するまでループ します。

repeat

 // ダイアログを表示して次のダイアログ イベン ト を戻します。

nCmdValue = WaitOnDialog (szDialogName);

// イベン ト に応答します。

switch (nCmdValue)

case DLG_CLOSE:

// ユーザーがウ ィ ン ドウの [ 閉じ る ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case DLG_ERR:

MessageBox (" ダイアログを表示できませんでした。 セ ッ ト ア ッ プがキャンセルされました。 ", SEVERE);

abort;

case DLG_INIT:

// このダイアログの [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ] ボタ ン と有効 / 無効状態を初期化して、 

// 初期化して、 コン ト ロール ID 700-724 および 202 上で %P、 %VS、 %VI を 

// それぞれ IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、 および

// IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION で 置換します。

hwndDlg = CmdGetHwndDlg (szDialogName);
696 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (A-D)
SdGeneralInit(szDialogName, hwndDlg, 0, "");

// ダイアログのリス ト ボッ クスへフ ォルダー リ ス ト を配置します。

if (CtrlPGroups (szDialogName, RES_DIALOG_LISTBOX) < 0) then

MessageBox ("CtrlPGroups が失敗しました。 ", SEVERE);

bDone = TRUE;

endif;

case RES_DIALOG_LISTBOX:

// 現在のリ ス ト ボッ クスの選択部分を取得します。

CtrlGetCurSel (szDialogName, RES_DIALOG_LISTBOX, svSelection);

// 現在の選択部分を編集ボッ クスに配置します。

CtrlSetText (szDialogName, RES_DIALOG_EDITBOX, svSelection);

case RES_PBUT_CANCEL:

// ユーザーが [ キャンセル ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case RES_PBUT_NEXT:

// 編集ボッ クスから現在の値を取得します。

CtrlGetText (szDialogName, RES_DIALOG_EDITBOX, svSelection);

// 編集ボッ クスに既存プログラムフ ォルダーの名前が

// 含まれているこ と を確認します。

if CtrlSetCurSel (szDialogName, RES_DIALOG_LISTBOX, svSelection) =

0 then

bDone = TRUE;

else

MessageBox ("Program folder does not exist.", WARNING);

endif;

case RES_PBUT_BACK:

bDone = TRUE;

endswitch;

until bDone;

// ダイアログを閉じます

EndDialog (szDialogName);

// メ モ リからダイアログを解放します。

ReleaseDialog (szDialogName);

// [ 完了 ] ボタ ンを使って編集ボッ クスを閉じた場合、

// 選択した項目を表示します。

if (nCmdValue = RES_PBUT_NEXT) then

MessageBox (svSelection + " が選択されました。 ", INFORMATION);

endif;

end;

CtrlSelectText
CtrlSelectText 関数は編集フ ィ ールド またはコ ンボボ ッ クスの編集フ ィ ールド ですべてのテキス ト を選択し ます。

コ ン ト ロールが複数行編集フ ィ ールドの場合、 この関数はすべての行の全テキス ト を選択し ます。 この関数はカ

ス タム ダイアログでのみ利用できます。

構文

CtrlSelectText ( szDialogName, nControlID );
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パラ メ ーター

戻り値

CtrlSelectText の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

 /*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * CtrlSetText 関数、 CtrlGetText 関数、 および CtrlSelectText 関数の

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 ユーザーの名前と会社名を取得する 2 つの編集ボッ クスを

 * 持つカスタム ダイアログを表示します。 その後

 * スク リ プ トは CtrlSetText を呼び出して初期値を編集ボッ クスに配置し、

 * CtrlSelectText を呼び出して 初の編集ボッ クスの

 * 内容を選択します。 ユーザーが [ 次へ ] ボタ ンを

 * ク リ ッ クする と、 スク リ プ ト は CtrlGetText を呼び出して

 * 編集ボッ クスの内容を読み出して、 カスタムダイアログボッ クスを

 * 閉じた後にメ ッセージ ボッ クスで表示できるよ うにします。

 *

 * このスク リ プ ト で利用される [ カスタム ] ダイアログは、

 * 実際、 ビルト イン関数 SdAskOptions が表示する

 * InstallShield 標準ダイアログです。 このダイアログは

 * インス ト ールで既に圧縮済みのフ ァ イル _isres.dll に保存されているため、

テーブル 113 • CtrlSelectText のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDialogName 選択する編集フ ィ ールド を含む有効なダイ

アログの名前を指定し ます。

nControlID 選択する編集フ ィ ールド またはコ ンボボ ッ

クスコ ン ト ロールのリ ソース ID を指定し ま

す。

テーブル 114 • CtrlSelectText の戻り値

戻り値 説明

0 CtrlSelectText がフ ィ ールド内のすべてのテ

キス ト を選択し ま し た。

< 0 CtrlSelectText はテキス ト を選択する こ とが

できませんで し た。
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 * カスタム ダイアログと してスク リ プ ト で利用するこ とが 

 * 表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ダイアログ ID と コン ト ロール ID。

#define RES_DIALOG_ID12001// カスタム ダイアログの ID

#define RES_PBUT_NEXT  1  //  [ 次へ ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_CANCEL  9  //  [ キャンセル ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_BACK 12  //[ 戻る ] ボタ ンの ID

#define RES_EDITNAME        301   // 編集ボッ クスの ID

#define RES_EDITCOMPANY     302   // 編集ボッ クスの ID

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_CtrlSelectText(HWND);

function ExFn_CtrlSelectText(hMSI)

STRING szDialogName, svName, svCompany;

NUMBER nResult, nCmdValue;

BOOL   bDone;

HWND hwndDlg;

begin

// このインス ト ールでカスタム ボッ クスを認識するための名前を指定します。

szDialogName = "CustomDialog";

// ダイアログを定義します。 ヌル文字列を 2 番目のパラ メーターで渡し、

// _isuser.dll または _isres.dll からダイアログを取得します。 ヌル文字列を

// 3 番目のパラ メータでヌル文字列を渡します。 これは、 ダイアログが

// 4 番目のパラ メーターにある ID によって識別されるためです。

nResult = EzDefineDialog (szDialogName, "", "", RES_DIALOG_ID);

if (nResult < 0) then

// エラーを報告し、 終了します。

MessageBox (" ダイアログの定義エラー ", SEVERE);

abort;

endif;

// ループを制御するのに使われるインジケーターを初期化します。

bDone = FALSE;

// 完了するまでループ します。

repeat

// ダイアログを表示して次のダイアログ イベン ト を戻します。

nCmdValue = WaitOnDialog (szDialogName);

// イベン ト に応答します。

switch (nCmdValue)

case DLG_CLOSE:

// ユーザーがウ ィ ン ドウの [ 閉じ る ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case DLG_ERR:

MessageBox (" ダイアログを表示できませんでした。 セ ッ ト ア ッ プがキャンセルされました。 ", SEVERE);

abort;

case DLG_INIT:

// このダイアログの [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ] ボタ ン と有効 / 無効状態を初期化して、 
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// 初期化して、 コン ト ロール ID 700-724 および 202 上で %P、 %VS、 %VI を 

// それぞれ IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、 および

// IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION で 置換します。

hwndDlg = CmdGetHwndDlg (szDialogName);

SdGeneralInit(szDialogName, hwndDlg, 0, "");

// 初期値を編集ボッ クスに配置します。

CtrlSetText (szDialogName, RES_EDITNAME, " 名前 ");

CtrlSetText (szDialogName, RES_EDITCOMPANY, " 会社名 ");

// [ 名前 ] 編集ボッ クスを選択します。

CtrlSelectText (szDialogName, RES_EDITNAME);

case RES_PBUT_NEXT:

// 編集ボッ クスの内容を取得します。

CtrlGetText (szDialogName, RES_EDITNAME, svName);

CtrlGetText (szDialogName, RES_EDITCOMPANY, svCompany);

// 両方の編集ボッ クスにデータが入力されているこ と を確認します。

if (StrLength(svName) = 0) || (StrLength(svCompany) = 0) then

MessageBox (" 両方のフ ィ ールドに入力する必要があり ます。 ", INFORMATION);

else

bDone = TRUE;

endif;

case RES_PBUT_CANCEL:

// ユーザーが [ キャンセル ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case RES_PBUT_BACK:

bDone = TRUE;

endswitch;

until bDone;

// ダイアログを閉じます

EndDialog (szDialogName);

// メ モ リからダイアログを削除します。

ReleaseDialog (szDialogName);

// ダイアログを [ 次へ ] ボタ ンで閉じた場合、 名前と会社名を表示します。

if nCmdValue = RES_PBUT_NEXT then

MessageBox (svName + "\n" + svCompany, INFORMATION);

endif;

end;

CtrlSetCurSel
CtrlSetCurSel 関数は指定し た リ ス ト 、 または文字列のコ ンボボ ッ クスコ ン ト ロールを検索し ます。 文字列が見つ

かった場合、 CtrlSetCurSel は項目を選択 ( ハイ ラ イ ト 表示 ) し ます。 複数選択リ ス ト ボ ッ クス と コ ンボボ ッ クスコ

ン ト ロールには CtrlSetMultCurSel を呼び出し ます。 CtrlSetCurSel 関数はカス タム ダイアログでのみ利用できま

す。

構文

CtrlSetCurSel ( szDialogName, nControlID, szText );
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ビル ト イ ン関数 (A-D)
パラ メ ーター

戻り値

CtrlSetCurSel の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * CtrlGetCurSel 関数と CtrlSetCurSel 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 編集ボッ クスと リス ト ボッ クスを持つ

 * カスタム ダイアログを表示します。 ダイアログが初期化された後、

 * スク リ プ トは Windows デ ィ スクのルー ト にある

 * フ ォルダー名をダイアログのリス ト ボッ クスに配置します。 そこで

 * そして CtrlSetCurSel を呼び出して "Windows" を選択フ ォルダーと します。

 *

 * ユーザーがリ ス ト ボッ クスから フ ォルダー名を選択するたびに

 * スク リ プ トは CtrlGetCurSel を呼び出して選択したアイテムを取得し、

 * 編集ボッ クスに配置できるよ うにします。 ダイアログが

 * [ 完了 ] ボタ ンを使って閉じ られた場合、 現在選択しているアイテムが

 * メ ッセージボッ クスに表示されます。

 *

テーブル 115 • CtrlSetCurSel のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDialogName 検索する コ ン ト ロールを含む有効なカス タム 

ダイアログの名前を指定し ます。

nControlID 検索文字列を含むコ ン ト ロールの リ ソース ID 

を指定し ます。

szText 検索文字列を指定し ます。 文字列が検出され

た場合、 選択 ( ハイ ラ イ ト 表示 ) し ます。

テーブル 116 • CtrlSetCurSel の戻り値

戻り値 説明

0 CtrlSetCurSel は指定し た文字列を検出し、 選

択し ま し た。

< 0 CtrlSetCurSel は指定された文字列を検出でき

ず、 選択できませんで し た。
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 * このスク リ プ ト で利用される [ カスタム ] ダイアログは、

 * 実際、 ビルト イン関数 SdAskOptions が表示する

 * InstallShield 標準ダイアログです。 このダイアログは

 * インス ト ールで既に圧縮済みのフ ァ イル _isres.dll に保存されており、

 * カスタム ダイアログと してスク リ プ ト で利用するこ とが 

 * 表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// リス ト ボッ クスで選択済みとなるフ ォルダー。

#define PRESELECTED_FOLDER "windows"

// ダイアログ ID と コン ト ロール ID。

#define RES_DIALOG_ID        12008   // カスタム ダイアログの ID

#define RES_PBUT_NEXT  1  // [ 次へ ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_CANCEL          9   // [ キャンセル ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_BACK           12   //  [ 戻る ] ボタ ンの ID

#define RES_DIALOG_EDITBOX    301  // 編集ボッ クスの ID

#define RES_DIALOG_LISTBOX    401  // リス ト ボッ クスの ID

#define RES_STA_DESC710// ダイアログ上部のテキス ト  ID

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_CtrlSetCurSel(HWND);

function ExFn_CtrlSetCurSel(hMSI)

STRING szDialogName, svSelection, szDesc;

NUMBER nResult, nCmdValue;

BOOL bDone;

HWND hwndDlg;

begin

// このインス ト ールでカスタム ボッ クスを認識するための名前を指定します。

szDialogName = "CustomDialog";

// ダイアログを定義します。 ヌル文字列を 2 番目のパラ メーターで渡し、

//  _isuser.dll または _isres.dll からダイアログを取得します。 ヌル文字列を

// 3 番目のパラ メータでヌル文字列を渡します。 これは、 ダイアログが

// 4 番目のパラ メーターにある ID によって識別されるためです。

nResult = EzDefineDialog (szDialogName, "", "", RES_DIALOG_ID);

if (nResult < 0) then

// エラーを報告し、 終了します。

MessageBox (" ダイアログの定義エラー ", SEVERE);

abort;

endif;

// 完了するまでループ します。

repeat

// ダイアログを表示して次のダイアログ イベン ト を戻します。

nCmdValue = WaitOnDialog (szDialogName);

// イベン ト に応答します。

switch (nCmdValue)

case DLG_CLOSE:

// ユーザーがウ ィ ン ドウの [ 閉じ る ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);
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case DLG_ERR:

MessageBox (" ダイアログを表示できませんでした。 セ ッ ト ア ッ プがキャンセルされました。 ", SEVERE);

abort;

case DLG_INIT:

// このダイアログの [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ] ボタ ン と有効 / 無効状態を初期化して、 

// 初期化して、 コン ト ロール ID 700-724 および 202 上で %P、 %VS、 %VI を 

// それぞれ IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、 および

// IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION で 置換します。

hwndDlg = CmdGetHwndDlg (szDialogName);

SdGeneralInit(szDialogName, hwndDlg, 0, "");

// ウ ィ ン ドウのタ イ トルを設定します。

SetWindowText (hwndDlg, "Select Folder");

// ダイアログの上部に表示される メ ッセージを設定します。

szDesc = " ド ラ イブのルー トから既存フ ォルダーを指定します "

 + WINSYSDISK + "\n そして [ 次へ ] を押して続行します。 ";

CtrlSetText (szDialogName, RES_STA_DESC, szDesc);

// ダイアログのリス ト ボッ クスへ Windows ド ラ イブのルー ト にある

// すべてのフ ォルダーの名前を入力します。

CtrlDir (szDialogName, RES_DIALOG_LISTBOX,

WINSYSDISK + "\\*.*", DLG_DIR_DIRECTORY);

// 選択済みフ ォルダーを選びます。

CtrlSetCurSel (szDialogName, RES_DIALOG_LISTBOX,

PRESELECTED_FOLDER);

// 選択済みフ ォルダーの名前を編集ボッ クスへ配置します。

CtrlSetText (szDialogName, RES_DIALOG_EDITBOX, PRESELECTED_FOLDER);

case RES_DIALOG_LISTBOX:

// 現在のリ ス ト ボッ クスの選択部分を取得します。

CtrlGetCurSel (szDialogName, RES_DIALOG_LISTBOX, svSelection);

// 括弧を削除します。

StrSub (svSelection, svSelection, 1, StrLength(svSelection) - 2);

// 現在の選択部分を編集ボッ クスに配置します。

CtrlSetText (szDialogName, RES_DIALOG_EDITBOX, svSelection);

case RES_PBUT_BACK:

bDone = TRUE;

case RES_PBUT_NEXT:

// 編集ボッ クスから選択部分を取得します。

CtrlGetText (szDialogName, RES_DIALOG_EDITBOX, svSelection);

// 編集ボッ クスに Windows デ ィ スクのルー ト に存在する

// フ ォルダーの名前が含まれているこ と を確認します。

if Is (PATH_EXISTS, WINSYSDISK + "\\"+ svSelection) then

bDone = TRUE;

else

MessageBox (" フ ォルダーが存在しません。 ", WARNING);

endif;

case RES_PBUT_CANCEL:

// ユーザーが [ キャンセル ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

endswitch;

until bDone;
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// カスタム ダイアログを閉じます

EndDialog (szDialogName);

// メ モ リから カスタム ダイアログを削除します。

ReleaseDialog (szDialogName);

// [ 完了 ] ボタ ンを使って編集ボッ クスを閉じた場合、

// 選択した項目を表示します。

if (nCmdValue = RES_PBUT_NEXT) then

MessageBox (svSelection + " が選択されました。 ", INFORMATION);

endif;

end;

CtrlSetFont
CtrlSetFont 関数 はカス タム ダイアログ内のコ ン ト ロールのフ ォ ン ト を指定し ます。 この関数は、 ダイアログ 

メ ッ セージ処理ループの DLG_INIT ルーチン内から呼び出し ます。

構文

CtrlSetFont ( szDialogName, hFont, nControlID );
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パラ メ ーター

戻り値

CtrlSetFont の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * GetFont 関数と CtrlSetFon 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 GetFont を呼び出して 4 つのフ ォン トのハン ドルを

 * 読み出します。 これらのハン ドルは CtrlSetFont へ渡され、

 * カスタムダイアログボッ クスの静的テキス ト フ ィ ールドのフ ォン トが設定

 * されます。

 *

 * このスク リ プ ト で利用される [ カスタム ] ダイアログは、

 * 実際、 ビルト イン関数 SetupType が表示する

 * InstallShield ダイアログです。 このダイアログは

 * インス ト ールで既に圧縮済みのフ ァ イル _isres.dll に保存されているため、

テーブル 117 • CtrlSetFont のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDialogName 有効なダイアログの名前を指定し ます。

hFont GetFont への呼び出し で作成されたフ ォ ン ト の

ハン ドルを指定し ます。

nControlID 設定する コ ン ト ロールのリ ソース ID を指定し

ます。 ダイアログのすべてのコ ン ト ロールに

ついてフ ォ ン ト を設定するには、 このパラ

メ ーターに定義済み定数 ALLCONTROLS を渡

し ます。

テーブル 118 • CtrlSetFont の戻り値

戻り値 説明

0 CtrlSetFont は、 ダイアログに要求されたフ ォ

ン ト を設定し ま し た。

< 0 CtrlSetFont は、 要求し たダイアログにフ ォ ン

ト を設定できませんで し た。
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 * カスタム ダイアログと してスク リ プ ト で利用するこ とが 

 * 表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ダイアログ ID と コン ト ロール ID。

#define RES_DIALOG_ID        10203   // カスタム ダイアログの ID

#define RES_PBUT_NEXT  1  //  [ 次へ ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_CANCEL  9  //  [ キャンセル ] ボタ ンの ID

#define RES_TEXT_1          202   // 初のスタテ ィ ッ ク テキス ト ボッ クスの ID

#define RES_TEXT_2          210   // 2 番目のスタテ ィ ッ クテキス ト ボッ クスの ID

#define RES_TEXT_3          220   // 3 番目のスタテ ィ ッ クテキス ト ボッ クスの ID

#define RES_TEXT_4          230   // 4 番目のスタテ ィ ッ ク テキス ト ボッ クスの ID

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_CtrlSetFont(HWND);

function ExFn_CtrlSetFont(hMSI)

STRING szDialogName;

NUMBER nResult, nCmdValue;

HWND  hFont1, hFont2, hFont3, hFont4, hwndDldg;

BOOL   bDone;

begin

// カスタム ダイアログ ボッ クスが表示するスタテ ィ ッ ク テキス ト に利用する

// フ ォン トのハン ドルを取得します。

hFont1 = GetFont("Arial", 14, STYLE_BOLD);

hFont2 = GetFont("Times New Roman", 11, STYLE_ITALIC);

hFont3 = GetFont("Arial", 10, STYLE_BOLD);

hFont4 = GetFont("Courier New", 9, STYLE_NORMAL);

if (hFont1 = 0 || hFont2 = 0 || hFont3 = 0 || hFont4 = 0) then

// エラーを報告し、 終了します。

MessageBox (" すべてのフ ォン ト を取得できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// このインス ト ールでカスタム ボッ クスを認識するための名前を指定します。

szDialogName = "CustomDialog";

// ダイアログを定義します。 ヌル文字列を 2 番目のパラ メーターで渡し、

// _isuser.dll または _isres.dll からダイアログを取得します。 ヌル文字列を

// 3 番目のパラ メータでヌル文字列を渡します。 これは、 ダイアログが

// 4 番目のパラ メーターにある ID によって識別されるためです。

nResult = EzDefineDialog (szDialogName, "", "", RES_DIALOG_ID);

if (nResult < 0) then

// エラーを報告し、 終了します。

MessageBox (" ダイアログの定義エラー ", SEVERE);

abort;

endif;

// while ループを制御するのに使われるインジケーターを初期化します。

bDone = FALSE;
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// 完了するまでループ します。

repeat

// ダイアログを表示して次のダイアログ イベン ト を戻します。

nCmdValue = WaitOnDialog (szDialogName);

// イベン ト に応答します。

switch (nCmdValue)

case DLG_CLOSE:

// ユーザーがウ ィ ン ドウの [ 閉じ る ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

 case DLG_ERR:

MessageBox (" ダイアログを表示できませんでした。 セ ッ ト ア ッ プがキャンセルされました。 ", SEVERE);

abort;

 case DLG_INIT:

// このダイアログの [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ] ボタ ン と有効 / 無効状態を初期化して、 

// 初期化して、 コン ト ロール ID 700-724 および 202 上で %P、 %VS、 %VI を 

// それぞれ IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、 および

// IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION で 置換します。

hwndDlg = CmdGetHwndDlg (szDialogName);

SdGeneralInit(szDialogName, hwndDlg, 0, "");

// スタテ ィ ッ ク テキス ト ボッ クス 1 のフ ォン ト とテキス ト を設定します。

if (CtrlSetFont (szDialogName, hFont1, RES_TEXT_1) = 0) then

CtrlSetText (szDialogName, RES_TEXT_1,

" このテキス ト は Arial bold  14 ポイン ト に設定されています。 ");

else

CtrlSetText (szDialogName, RES_TEXT_1,

" 初のスタテ ィ ッ ク テキス ト ボッ クス用のフ ォン ト を設定できませんでした。 ");

endif;

// スタテ ィ ッ ク テキス ト ボッ クス 2 のフ ォン ト とテキス ト を設定します。

if (CtrlSetFont (szDialogName, hFont2, RES_TEXT_2) = 0) then

CtrlSetText (szDialogName, RES_TEXT_2,

" このテキス ト は Times New Roman italic 11 ポイン ト に設定されています。 ");

else

CtrlSetText (szDialogName, RES_TEXT_2,

"2 番目のスタテ ィ ッ クテキス ト ボッ クス用のフ ォン ト を設定できませんでした。 ");

endif;

// スタテ ィ ッ ク テキス ト ボッ クス 3 のフ ォン ト とテキス ト を設定します。

if (CtrlSetFont (szDialogName, hFont3, RES_TEXT_3) = 0) then

CtrlSetText (szDialogName, RES_TEXT_3,

" このテキス ト は Arial bold  10 ポイン ト に設定されています。 ");

else

CtrlSetText (szDialogName, RES_TEXT_3,

"3 番目のスタテ ィ ッ クテキス ト ボッ クス用のフ ォン ト を設定できませんでした。 ");

endif;

// スタテ ィ ッ ク テキス ト ボッ クス 4 のフ ォン ト とテキス ト を設定します。

if (CtrlSetFont (szDialogName, hFont4, RES_TEXT_4) = 0) then

CtrlSetText (szDialogName, RES_TEXT_4,

" このテキス ト は Courier New  9 ポイン ト に設定されています。 ");

else

CtrlSetText (szDialogName, RES_TEXT_4,

"4 番目のスタテ ィ ッ クテキス ト ボッ クス用のフ ォン ト を設定できませんでした。 ");

 endif;

case RES_PBUT_NEXT:

 bDone = TRUE;
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case RES_PBUT_CANCEL:

 // ユーザーが [ キャンセル ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

 Do (EXIT);

endswitch;

until bDone;

// ダイアログを閉じます

EndDialog (szDialogName);

// メ モ リからダイアログを解放します。

ReleaseDialog (szDialogName);

end;

CtrlSetList
CtrlSetList 関数は、 指定し た単独または複数選択リ ス ト ボ ッ クス、 あるいはコ ンボボ ッ クスコ ン ト ロールに文字

列リ ス ト の内容を配置し ます。 既存する コ ンテンツはすべて、 listID に含まれるアイテムで置換されます。

InstallShield は、 リ ス ト ボ ッ クスまたはコ ンボボ ッ クスコ ン ト ロールの各要素に文字列リ ス ト の各要素を配置し ま

す。

構文

CtrlSetList (szDialogName, nControlID, listID);
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パラ メ ーター

戻り値

CtrlSetList の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * CtrlSetList 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 リス ト ボッ クスを含むカスタム ダイアログを

 * 表示します。 ダイアログが初期化された後、

 * された後、 スク リ プ ト は CtrlSetList を呼び出して 

 * InstallShield 背景色の定数リス ト をカスタムダイアログのリス ト ボッ クスへ

 * 配置します。

 *

 * ユーザーは定数をダブルク リ ッ クするか、 定数を選択してから

 * [ 設定 ] ボタ ンをク リ ッ ク して色定数に対応する背景を

 * 参照するこ とができます。

 *

 * このスク リ プ ト で利用される [ カスタム ] ダイアログは、

テーブル 119 • CtrlSetList のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDialogName リ ス ト ボ ッ クスまたはコ ンボボ ッ クスを含

むダイアログの名前を指定し ます。

nControlID リ ス ト ボ ッ クスまたはコ ンボボ ッ クスのリ

ソース ID を指定し ます。

listID リ ス ト ボ ッ クスまたはコ ンボボ ッ クスコ ン

ト ロールにコ ピーする要素を含む文字列リ

ス ト の名前を指定し ます。

テーブル 120 • CtrlSetList の戻り値

戻り値 説明

0 CtrlSetList はコ ン ト ロールへ文字列リ ス ト の

内容を配置し ま し た。

< 0 CtrlSetList はコ ン ト ロールへ文字列リ ス ト の

内容を配置する こ とができませんで し た。
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 * 実際、 ビルト イン関数 SdAskOptions が表示する

 * InstallShield 標準ダイアログです。 このダイアログは

 * インス ト ールで既に圧縮済みのフ ァ イル _isres.dll に保存されているため、

 * カスタム ダイアログと してスク リ プ ト で利用するこ とが 

 * 表示されます。 スク リ プ トはダイアログの 

 * スタテ ィ ッ ク テキス ト を変更し、 例の要件を満たすよ うに 

 * [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ダイアログのコン ト ロール。

#define RES_DIALOG_ID        12033   // カスタム ダイアログの ID

#define RES_PBUTTON_SET          1   // [ 次へ ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUTTON_DONE         9   //  [ キャンセル ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUTTON_BACK        12   //  [ 戻る ] ボタ ンの ID

#define RES_DIALOG_LISTBOX     401   // 編集ボッ クスの ID.

#define RES_TEXT_ABOVE         710   // 編集ボッ クス上のテキス ト  ID

#define RES_TEXT_BELOW         711   // 編集ボッ クス下のテキス ト  ID

// 複数行編集ボッ クスの上と下に表示する説明。

#define DESC_TEXT_ABOVE "InstallShield の定義済み定数を利用して作成するこ とのできる背景色を参照します。 "

#define DESC_TEXT_BELOW " 背景色を変更するには、 色を選択してから [ 選択 ] ボタ ンをク リ ッ クするか、 または色の名前を

ダブルク リ ッ ク して く ださい。 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

// 色リ ス ト を作成するスク リ プ ト 定義の関数。

prototype CreateColorList ();

// 背景色を変更するスク リ プ ト定義の関数。

prototype SetBackgroundColor (STRING);

export prototype ExFn_CtrlSetList(HWND);

function ExFn_CtrlSetList(hMSI)

STRING szDialogName, svCurSel;

NUMBER nCmdValue, nResult;

BOOL   bDone;

LIST   listBackgroundColors;

HWND  hwndDlg;

begin

Enable ( BACKGROUND );

// このインス ト ールでカスタム ボッ クスを認識するための名前を指定します。

szDialogName = "CustomDialog";

// ダイアログを定義します。 ヌル文字列を 2 番目のパラ メーターで渡し、

// _isuser.dll または _isres.dll からダイアログを取得します。 ヌル文字列を

// 3 番目のパラ メータでヌル文字列を渡します。 これは、 ダイアログが

// 4 番目のパラ メーターにある ID によって識別されるためです。

nResult = EzDefineDialog (szDialogName, "", "", RES_DIALOG_ID);

if (nResult < 0) then

// エラーを報告し、 終了します。

MessageBox (" ダイアログの定義エラー ", SEVERE);

abort;

endif;
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// 色リ ス ト を作成するスク リ プ ト 定義の関数を呼び出します。

listBackgroundColors = CreateColorList ();

if (listBackgroundColors = LIST_NULL) then

MessageBox (" 背景色のリ ス ト を作成するこ とができませんでした ", SEVERE);

abort;

endif;

// ループを制御するのに使われるインジケーターを初期化します。

bDone = FALSE;

repeat

// ダイアログを表示して次のダイアログ イベン ト を戻します。

nCmdValue = WaitOnDialog (szDialogName);

// イベン ト に応答します。

switch (nCmdValue)

case DLG_CLOSE:

// ユーザーがウ ィ ン ドウの [ 閉じ る ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

bDone = TRUE;

case DLG_ERR:

MessageBox (" ダイアログが失敗しました ", SEVERE);

bDone = TRUE;

case DLG_INIT:

// このダイアログの [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ] ボタ ン と有効 / 無効状態を初期化して、 

// 初期化して、 コン ト ロール ID 700-724 および 202 上で %P、 %VS、 %VI を 

// それぞれ IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、 および

// IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION で 置換します。

hwndDlg = CmdGetHwndDlg (szDialogName);

SdGeneralInit(szDialogName, hwndDlg, 0, "");

// ウ ィ ン ドウのタ イ トルを設定します。

SetWindowText (hwndDlg, "View Program Folders");

// ダイアログのスタテ ィ ッ ク テキス ト 。

CtrlSetText (szDialogName, RES_TEXT_ABOVE, DESC_TEXT_ABOVE);

CtrlSetText (szDialogName, RES_TEXT_BELOW, DESC_TEXT_BELOW);

CtrlSetText (szDialogName, RES_PBUTTON_SET, " 設定 (&S)");

CtrlSetText (szDialogName, RES_PBUTTON_DONE, " 完了 (&D)");

 // Winsub からの呼び出し を利用して [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

_WinSubEnableControl (hwndDlg, RES_PBUTTON_BACK, 0);

// ダイアログのリス ト ボッ クスへカ ラーリ ス ト を配置します。

nResult = CtrlSetList (szDialogName, RES_DIALOG_LISTBOX,

listBackgroundColors);

if (nResult != 0) then

// CtrlSetList からのハン ドルエラー。

MessageBox (" フ ォルダー名リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

bDone = TRUE;

endif;

// 色リス ト の破棄。

ListDestroy (listBackgroundColors);

case RES_DIALOG_LISTBOX:

// エン ドユーザーが色をダブルク リ ッ ク したと き、 それを表示します。

if (CtrlGetSubCommand (szDialogName) = LISTBOX_ENTER) then
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CtrlGetCurSel (szDialogName, RES_DIALOG_LISTBOX, svCurSel);

SetBackgroundColor (svCurSel);

endif;

case RES_PBUTTON_DONE:

bDone = TRUE;

case RES_PBUTTON_SET :

// 選択された色を表示します。

CtrlGetCurSel (szDialogName, RES_DIALOG_LISTBOX, svCurSel);

SetBackgroundColor (svCurSel);

endswitch;

until bDone;

end;

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * スク リ プ ト定義の関数をこ こから始めます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// CreateColorList は背景色定数のリ ス ト を戻します。

function CreateColorList ()

LIST listBkColors;

begin

// 色定数を保持するためのリ ス ト を作成します。

listBkColors = ListCreate (STRINGLIST);

// 色定数のリス ト をビルド します。

if (listBkColors != LIST_NULL) then

ListAddString (listBkColors, "BK_BLUE", AFTER);

ListAddString (listBkColors, "BK_GREEN", AFTER);

ListAddString (listBkColors, "BK_MAGENTA", AFTER);

ListAddString (listBkColors, "BK_ORANGE", AFTER);

ListAddString (listBkColors, "BK_RED", AFTER);

ListAddString (listBkColors, "BK_YELLOW", AFTER);

ListAddString (listBkColors, "BK_SOLIDBLACK", AFTER);

ListAddString (listBkColors, "BK_SOLIDBLUE", AFTER);

ListAddString (listBkColors, "BK_SOLIDGREEN", AFTER);

ListAddString (listBkColors, "BK_SOLIDMAGENTA", AFTER);

ListAddString (listBkColors, "BK_SOLIDORANGE", AFTER);

ListAddString (listBkColors, "BK_SOLIDPINK", AFTER);

ListAddString (listBkColors, "BK_SOLIDRED", AFTER);

ListAddString (listBkColors, "BK_SOLIDWHITE", AFTER);

ListAddString (listBkColors, "BK_SOLIDYELLOW", AFTER);

endif;

// リス トへポイン ターを戻します。

return listBkColors;

end;

// SetBackgroundColor が szColor によって指定された色へ

// 背景を設定します。

function SetBackgroundColor (szColor)

NUMBER nColor;

begin

// エン ドユーザーがどの色を選択したかを判断します。

if szColor = "BK_BLUE" then

nColor = BK_BLUE;
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elseif szColor = "BK_GREEN" then

nColor = BK_GREEN;

elseif szColor = "BK_MAGENTA" then

nColor = BK_MAGENTA;

elseif szColor = "BK_ORANGE" then

nColor = BK_ORANGE;

elseif szColor = "BK_RED" then

nColor = BK_RED;

elseif szColor = "BK_YELLOW" then

nColor = BK_YELLOW;

elseif szColor = "BK_SOLIDBLACK" then

nColor = BK_SOLIDBLACK;

elseif szColor = "BK_SOLIDBLUE" then

nColor = BK_SOLIDBLACK;

elseif szColor = "BK_SOLIDGREEN" then

nColor = BK_SOLIDGREEN;

elseif szColor = "BK_SOLIDMAGENTA" then

nColor = BK_SOLIDMAGENTA;

elseif szColor = "BK_SOLIDORANGE" then

nColor = BK_SOLIDORANGE;

elseif szColor = "BK_SOLIDPINK" then

nColor = BK_SOLIDPINK;

elseif szColor = "BK_SOLIDRED" then

nColor = BK_SOLIDRED;

elseif szColor = "BK_SOLIDWHITE" then

nColor = BK_SOLIDWHITE;

elseif szColor = "BK_SOLIDYELLOW" then

nColor = BK_SOLIDYELLOW;

endif;

// 選択した色へ背景を設定します。

SetColor (BACKGROUND, nColor);

end;

CtrlSetMLEText
CtrlSetMLEText 関数は複数行編集ボ ッ クスコ ン ト ロールのテキス ト を設定し ます。 InstallShield は、 listID の各文字

列を複数編集ボ ッ クス コ ン ト ロールに配置し ます。 この関数はカス タム ダイアログでのみ利用できます。

構文

CtrlSetMLEText ( szDialogName, nControlID, listID );
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パラ メ ーター

戻り値

CtrlSetMLEText の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * CtrlSetMLEText 関数と CtrlGetMLEText 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 4 つのチェ ッ ク ボッ クスを含むカスタム ダイアログを

 * 表示します。 このスク リ プ ト は

 * ターゲッ ト システム上にすべてのプログラム フ ォルダーのリ ス ト を

 * 作成し、 CtrlSetMLEText を呼び出し、 そのリ ス ト をダイアログの複数行編集ボッ クスに

 * 配置します。 またダイアログは [ 保存 ] ボタ ンを含み、 エン ドユーザーがフ ォルダー名を

 * テキス ト フ ァ イルに保存するこ とができます。

 * オプシ ョ ンが選択されたと き、 スク リ プ トは CtrlGetMLEText を呼び出して、

 * 複数行編集ボッ クスから フ ォルダー名を取得します。

 *

 * このスク リ プ ト で利用される [ カスタム ] ダイアログは、

 * 実際、 ビルト イン関数 SdAskOptions が表示する

 * InstallShield 標準ダイアログです。 このダイアログは

テーブル 121 • CtrlSetMLEText のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDialogName ダイアログの名前を指定し ます。

nControlID ダイアログの複数行編集ボ ッ クス コ ン ト

ロールのリ ソース ID を指定し ます。

listID 複数行編集コ ン ト ロールにコ ピーする要素

を含む有効な文字列リ ス ト の名前を指定し

ます。

テーブル 122 • CtrlSetMLEText の戻り値

戻り値 説明

0 CtrlSetMLEText テキス ト を コ ン ト ロールへ

設定し ます。

< 0 CtrlGetMLEText はテキス ト を コ ン ト ロール

へ設定する こ とができませんで し た。
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 * インス ト ールで既に圧縮済みのフ ァ イル _isres.dll に保存されており、

 * カスタム ダイアログと してスク リ プ ト で利用するこ とが 

 * 表示されます。

 *

 * メ モ : 複数行編集ボッ クスはリ ソースでは読み取り専用と定義

 *        されています。 その内容を編集するこ とはできません。

 *

 *        スク リ プ トはダイアログ ボッ クスの [ 次へ ] ボタ ンのスタテ ィ ッ ク テキス ト を

 *        変更し、 [ 戻る ] ボタ ンを無効にしてダイアログが例の目的を

 達成できるよ うにします。

 *

 *        GetGroupNameList 関数は、 ターゲッ ト システムが Explorer シ ェル以外の

 *        シ ェルで実行されている場合にエラーを返す場合があり ます。

 *

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ダイアログ ID と コン ト ロール ID。

#define RES_DIALOG_ID        12007   // カスタム ダイアログの ID

#define RES_PBUT_BACK           12   // [ 次へ ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_DONE            9   //  [ キャンセル ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_SAVE            1   // [ 戻る ] ボタ ンの ID

#define RES_DIALOG_EDITBOX     301   // 編集ボッ クスの ID

#define RES_TEXT               711   // 編集ボッ クス上のテキス ト  ID

// 複数行編集ボッ クスの上に表示する説明。

#define DESC_TEXT "[ 保存 ] をク リ ッ ク して、 デ ィ スク フ ァ イルへプログラムフ ォルダー名のリス ト を保存して下さい。 "

// エン ドユーザーが [ 保存 ] ボタ ンをク リ ッ ク した際、 プログラム名が

// 現在のド ラ イブのルー ト に保存されます。

#define FOLDER_LIST_FILE "\\ISExampl.txt"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_CtrlSetMLEText(HWND);

function ExFn_CtrlSetMLEText(hMSI)

STRING szDialogName;

NUMBER nCmdValue, nResult;

BOOL   bSave, bDone;

LIST  listFolders;

HWND  hwndDlg;

begin

// このインス ト ールでカスタム ボッ クスを認識するための名前を指定します。

szDialogName = "CustomDialog";

// ダイアログを定義します。 ヌル文字列を 2 番目のパラ メーターで渡し、

// _isuser.dll または _isres.dll からダイアログを取得します。 ヌル文字列を

// 3 番目のパラ メータでヌル文字列を渡します。 これは、 ダイアログが

// 4 番目のパラ メーターにある ID によって識別されるためです。

nResult = EzDefineDialog (szDialogName, "", "", RES_DIALOG_ID);

if (nResult < 0) then

// エラーを報告し、 終了します。

MessageBox (" ダイアログの定義エラー ", SEVERE);

abort;

endif;
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// while ループを制御するのに使われるインジケーターを初期化します。

bDone = FALSE;

// 完了するまでループ します。

repeat

// ダイアログを表示して次のダイアログ イベン ト を戻します。

nCmdValue = WaitOnDialog (szDialogName);

// イベン ト に応答します。

switch (nCmdValue)

case DLG_CLOSE:

// ユーザーがウ ィ ン ドウの [ 閉じ る ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

bDone = TRUE;

case DLG_ERR:

MessageBox (" ダイアログが失敗しました ", SEVERE);

bDone = TRUE;

case DLG_INIT:

// このダイアログの [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ] ボタ ン と有効 / 無効状態を初期化して、 

// 初期化して、 コン ト ロール ID 700-724 および 202 上で %P、 %VS、 %VI を 

// それぞれ IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、 および

// IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION で 置換します。

hwndDlg = CmdGetHwndDlg (szDialogName);

SdGeneralInit(szDialogName, hwndDlg, 0, "");

// ウ ィ ン ドウのタ イ トルを設定します。

SetWindowText (hwndDlg, "View Program Folders");

// Winsub からの呼び出し を利用して [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

_WinSubEnableControl (hwndDlg, RES_PBUT_BACK, 0);

// ダイアログのスタテ ィ ッ ク テキス ト 。

CtrlSetText (szDialogName, RES_TEXT, DESC_TEXT);

CtrlSetText (szDialogName, RES_PBUT_SAVE, " 保存 (&S)");

CtrlSetText (szDialogName, RES_PBUT_DONE, " 完了 (&D)");

// プログラム フ ォルダー名を保存する文字列リ ス ト を作成します。

listFolders = ListCreate (STRINGLIST);

if (listFolders = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

bDone = TRUE;

else

// リス トへフ ォルダー名を取得します。

nResult = GetGroupNameList (listFolders);

if (nResult = 0) then

// フ ォルダー名をダイアログ ボッ クスの

// 複数行編集ボッ クスから取得します。

nResult = CtrlSetMLEText (szDialogName, RES_DIALOG_EDITBOX,

 listFolders);

elseif (nResult != 0) then

// GetGroupNameList または CtrlSetMLEText からのハン ドル エラー。

MessageBox (" フ ォルダー名リ ス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

bDone = TRUE;

endif;

// ListID 文字列リス ト を破棄します。
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ListDestroy (listFolders);

endif;

case RES_PBUT_SAVE :

// プログラムフ ァ イル名を保存するインジケーターを初期化します。

bSave = FALSE;

if (AskYesNo(" リ ス ト を " + FOLDER_LIST_FILE + " と して保存しますか ?", YES)) then

// 既存フ ァ イルを確認します。

if (Is (FILE_EXISTS, FOLDER_LIST_FILE) = 1) then

// エン ドユーザーに対し、 既存フ ァ イルの上書きを問い合わせます。

if (AskYesNo (" 既存の " + FOLDER_LIST_FILE +

 " を上書き しますか ?", YES)) then

bSave = TRUE;

endif;

else

bSave = TRUE;

endif;

endif;

if bSave = TRUE then

// ダイアログからのリ ス ト を保存する文字列リス ト を作成します。

listFolders = ListCreate (STRINGLIST);

if (listFolders = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

else

// フ ォルダー名をダイアログ ボッ クスの

// 複数行編集ボッ クスから取得します。

nResult = CtrlGetMLEText (szDialogName, RES_DIALOG_EDITBOX,

 listFolders);

// リス ト をテキス ト フ ァ イルへ保存します。

ListWriteToFile (listFolders, FOLDER_LIST_FILE);

// ListID 文字列リス ト を破棄します。

ListDestroy (listFolders);

endif;

endif;

case RES_PBUT_DONE:

bDone = TRUE;

endswitch;

until bDone;

// カスタム ダイアログを閉じます

EndDialog (szDialogName);

// メ モ リから カスタム ダイアログを削除します。

ReleaseDialog (szDialogName);

end;

CtrlSetMultCurSel
CtrlSetMultCurSel 関数は、 指定し た複数選択リ ス ト またはコ ンボボ ッ クスコ ン ト ロールを検索し ます。 If 

nSelectFlag が TRUE に設定されている場合、 CtrlSetMultCurSel は見つけた項目を選択 ( ハイ ラ イ ト 表示 ) し ます。

この関数はカス タム ダイアログでのみ利用できます。
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構文

CtrlSetMultCurSel (szDialogName, nControlID, szText, nSelectFlag);

パラ メ ーター

戻り値

CtrlSetMultCurSel の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

テーブル 123 • CtrlSetMultCurSel のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDialogName カス タム ダイアログの名前を指定し ます。

nControlID ダイアログの複数選択リ ス ト ボ ッ クスコ ン ト

ロールのリ ソース ID を指定し ます。

szText 検索文字列を指定し ます。

nSelectFlag CtrlSetMultCurSel が検出し た場合、 アイテムを

選択するかど うかを示し ます。 このパラ メ ー

ターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを

渡し ます。

• TRUE — アイテムが選択される こ と を示し

ます。

• FALSE — アイテムが選択されないこ と を

示し ます。

テーブル 124 • CtrlSetMultCurSel の戻り値

戻り値 説明

0 CtrlSetMultCurSel がコ ン ト ロールでテキス ト を

検出し、 nSelectFla で示された とお り選択また

は非選択を行いま し た。

< 0 CtrlSetMultCurSel はテキス ト を コ ン ト ロールへ

検出する こ とができませんで し た。
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 *

 * CtrlSetMultCurSel  関数と CtrlGetMultCurSel 関数の

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トはターゲッ ト システム上のすべてのプログラムフ ォルダーの名前を

 * 読み出して、 リス トへ配置します。 ダイアログ ボッ クスが

 * 初期化される と き、 CtrlSetList 関数はこのリス ト を リス ト  ボッ クスで

 * 表示するよ うに設定します。 次いで、 CtrlSetMultCurSel 関数が

 * 呼び出されてユーザーが選択したフ ォルダーを

 * ハイ ラ イ ト表示します。

 *

 * その後このリ ス ト は破棄されます。 [ 次へ ] ボタ ンが押されたと き、

 * 新しいリス ト が作成されます。 CtrlGetMultCurSel はリ ス ト ボッ クスの要素を

 * 読み出し、 この新しい文字列リス トへそれらを

 * 割り当てます。 このリス トは、 標準ダイアログで表示されます。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を適切に実行するため、

 *       RES_DIALOG_ID 定数と RES_DIALOG_LISTBOX 定数を _isuser.dll で

 作成されたダイアログと リ ス ト  ボッ クスに設定しな く てはなり ません。

 *

 *       ターゲッ ト システムが Explorer シ ェル以外のシェルで実行

 *       されている場合、 この例で使われている GetGroupNameList 関数は

 *     エラーを戻す場合があり ます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ダイアログのコン ト ロール。

#define RES_DIALOG_ID// ダイアログの ID

#define RES_PBUT_NEXT  1  // [ 次へ ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_CANCEL          9   // [ キャンセル ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_BACK           12   //  [ 戻る ] ボタ ンの ID

#define RES_DIALOG_LISTBOX           // リス ト ボッ クスの ID

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_CtrlSetMultCurSel(HWND);

function ExFn_CtrlSetMultCurSel(hMSI)

STRING szDialogName, szDLL, szTitle, szMsg;

STRING szText, szDefFolder, svResultFolder;

NUMBER nCmdValue, nResult, nControlID, nSelectFlag;

BOOL   bDone;

LIST listID, listFolders;

HWND hwndDlg;

begin

Disable(BACKBUTTON);

szDialogName = "CtrlSetMultCurSel";

szDLL = "";

// ダイアログを定義します。 ヌル文字列を 2 番目のパラ メーターで渡し、

// _isuser.dll または _isres.dll からダイアログを取得します。 ヌル文字列を

// 3 番目のパラ メータでヌル文字列を渡します。 これは、 ダイアログが

// 4 番目のパラ メーターにある ID によって識別されるためです。

nResult = EzDefineDialog (szDialogName, szDLL, "", RES_DIALOG_ID);

if (nResult < 0) then
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MessageBox (" ダイアログの定義エラー ", SEVERE);

bDone = TRUE;

else

bDone = FALSE;

endif;

// ListID 文字列リス ト を作成します。

listID = ListCreate (STRINGLIST);

if (listID = LIST_NULL) then

 MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

else

 MessageBox ("listID が作成されました。 ", INFORMATION);

endif;

// リス トへプログラムフ ォルダー名を読み出します。

GetGroupNameList (listID);

// ユーザーから フ ォルダー名を取得します。

szTitle = "CtrlGetMultCurSel & CtrlSetMultCurSel";

SelectFolder (szTitle, szDefFolder, svResultFolder);

// 完了するまでループ します。

while (bDone = FALSE)

// ダイアログを表示して次のダイアログ イベン ト を戻します。

nCmdValue = WaitOnDialog (szDialogName);

// イベン ト に応答します。

switch (nCmdValue)

case DLG_ERR:

MessageBox (" ダイアログを表示できませんでした。 セ ッ ト ア ッ プはキャンセルされました。 ",SEVERE);

abort;

case DLG_INIT:

// このダイアログの [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ] ボタ ン と有効 / 無効状態を初期化して、 

// 初期化して、 コン ト ロール ID 700-724 および 202 上で %P、 %VS、 %VI を 

// それぞれ IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、 および

// IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION で 置換します。

hwndDlg = CmdGetHwndDlg (szDialogName);

SdGeneralInit(szDialogName, hwndDlg, 0, "");

// 次はリス ト ボッ クスをプログラムフ ォルダーのリス トへ設定します。

nControlID = RES_DIALOG_LISTBOX;

CtrlSetList (szDialogName, nControlID, listID);

szText = svResultFolder;

nSelectFlag = TRUE;

// ユーザーが選択したフ ォルダーをハイ ラ イ ト 表示にします。

if (CtrlSetMultCurSel (szDialogName, nControlID, szText,

nSelectFlag) < 0) then

MessageBox ("CtrlSetMultCurSel が失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

// ListID 文字列リス ト を破棄します。

ListDestroy(listID);

MessageBox ("listID が破棄されました。 ", INFORMATION);

case DLG_CLOSE:

// ユーザーがウ ィ ン ドウの [ 閉じ る ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。
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Do (EXIT);

case RES_PBUT_NEXT:

// listFolders 文字列リ ス ト を作成します。

listFolders = ListCreate (STRINGLIST);

if (listFolders = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

else

MessageBox ("listFolders が作成されました。 ", INFORMATION);

endif;

// リ ス ト ボッ クスでハイ ラ イ ト 表示された要素を読み出し、

// listFolders 文字列リ ス ト へ配置します。

if (CtrlGetMultCurSel (szDialogName, nControlID,

listFolders) < 0) then

MessageBox ("CtrlGetMultCurSel が失敗しました。 ", SEVERE);

else

MessageBox ("CtrlGetMultCurSel が成功しました。 ", INFORMATION);

endif;

bDone = TRUE;

case RES_PBUT_BACK:

bDone = TRUE;

case RES_PBUT_CANCEL:

// ユーザーがウ ィ ン ドウの [ キャンセル ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

endswitch;

endwhile;

szMsg   = " 次はリ ス ト ボッ クスでハイ ラ イ ト 表示された要素です :";

// ハイ ラ イ ト 表示された要素のリ ス ト を表示します。

SdShowInfoList (szTitle, szMsg, listFolders);

// メ モ リから listFolder 文字列リス ト を削除します。

ListDestroy (listFolders);

MessageBox ("listFolders が破棄されました。 ", INFORMATION);

// ダイアログを閉じます

EndDialog (szDialogName);

// メ モ リからダイアログを削除します。

ReleaseDialog (szDialogName);

end;

CtrlSetState
CtrlSetState 関数は、 カス タムダイアログからチ ェ ッ クボ ッ クスまたはオプシ ョ ンボタ ン コ ン ト ロールの状態を設

定し ます。 リ ソースエデ ィ ターまたはダイアログエデ ィ ターを使って作成し た場合、 オプシ ョ ンボタ ン と チ ェ ッ

クボ ッ クスに特定の用途を設定する こ とができます。 ボタ ン コ ン ト ロールの動作に不都合を感じ た場合は、 エ

デ ィ ターでコ ン ト ロールの特性を確認し て く だ さい。
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構文

CtrlSetState ( szDialogName, nControlID, nState );

パラ メ ーター

戻り値

CtrlSetState の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

テーブル 125 • CtrlSetState のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDialogName チ ェ ッ ク ボ ッ クスまたはオプシ ョ ンボタ ン

コ ン ト ロールを含むダイアログの名前を指

定し ます。

nControlID チ ェ ッ ク ボ ッ クスまたはオプシ ョ ンボタ ン

コ ン ト ロールのリ ソース ID を指定し ます。

nState ボタ ン コ ン ト ロールの新しい状態を指定し

ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済

み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• BUTTON_CHECKED — ボタ ンの状態を 

CHECKED に設定し ます。

• BUTTON_UNCHECKED — ボタ ンの状態

を UNCHECKED に設定し ます。

テーブル 126 • CtrlSetState の戻り値

戻り値 説明

0 CtrlSetState をチ ェ ッ ク ボ ッ クスまたはオプ

シ ョ ンボタ ン コ ン ト ロールの状態を設定し

ま し た。

< 0 CtrlSetState はコ ン ト ロールの状態を設定す

こ とができませんで し た。
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 * CtrlGetState 関数と CtrlSetStat 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 4 つのチェ ッ ク ボッ クスを含むカスタム ダイアログを

 * 表示します。 スク リ プ ト は CtrlSetState を呼び出して 初の 2 つの

 * チェ ッ ク ボッ クスをチ ェ ッ ク済みに設定します。 残りの 2 つはデフ ォル ト で、

 * チェ ッ ク無しです。 ユーザーが [ 次へ ] ボタ ンをク リ ッ ク したと き、 スク リ プ トは

 * CtrlGetState を呼び出し、 各チェ ッ ク ボッ クスの状態を

 * 読み出します。 そしてスク リ プ ト は、 どのボッ クスがチェ ッ ク されているかを

 * メ ッセージボッ クスに表示します。

 *

 * このスク リ プ ト で利用される [ カスタム ] ダイアログは、

 * 実際、 ビルト イン関数 SdAskOptions が表示する

 * InstallShield 標準ダイアログです。 このダイアログは

 * インス ト ールで既に圧縮済みのフ ァ イル _isres.dll に保存されているため、

 * カスタム ダイアログと してスク リ プ ト で利用するこ とが 

 * 表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ダイアログ ID と コン ト ロール ID。

#define RES_DIALOG_ID        12020   // カスタム ダイアログの ID

#define RES_PBUT_NEXT  1  // [ 次へ ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_CANCEL          9   // [ キャンセル ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_BACK           12   //  [ 戻る ] ボタ ンの ID

#define  ID_OP1_CHECK        501   // オプシ ョ ン 1 チ ェ ッ ク ボッ クスの ID

#define  ID_OP2_CHECK        502   // オプシ ョ ン 2 チ ェ ッ ク ボッ クスの ID

#define  ID_OP3_CHECK        503   // オプシ ョ ン 3 チ ェ ッ ク ボッ クスの ID

#define  ID_OP4_CHECK        504   // オプシ ョ ン 4 チ ェ ッ ク ボッ クスの ID

#define  ID_STA_DESC         711   // スタテ ィ ッ ク テキス ト説明の ID

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_CtrlSetState(HWND);

function ExFn_CtrlSetState(hMSI)

STRING szDialogName, szMsg;

NUMBER nResult, nCmdValue, hwndDlg;

BOOL bDone;

begin

// このインス ト ールでカスタム ボッ クスを認識するための名前を指定します。

szDialogName = "ExDialog";

// ダイアログを定義します。 ヌル文字列を 2 番目のパラ メーターで渡し、

// _isuser.dll または _isres.dll からダイアログを取得します。 ヌル文字列を

// 3 番目のパラ メータでヌル文字列を渡します。 これは、 ダイアログが

// 4 番目のパラ メーターにある ID によって識別されるためです。

nResult = EzDefineDialog (szDialogName, "", "", RES_DIALOG_ID);

if (nResult < 0) then

// エラーを報告し、 終了します。

MessageBox (" ダイアログの定義エラー ", SEVERE);

abort;

endif;

// ループを制御するのに使われるインジケーターを初期化します。

bDone = FALSE;
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repeat

// ダイアログを表示して次のダイアログ イベン ト を戻します。

nCmdValue = WaitOnDialog (szDialogName);

// イベン ト に応答します。

switch (nCmdValue)

case DLG_CLOSE:

// ユーザーがウ ィ ン ドウの [ 閉じ る ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case DLG_ERR:

MessageBox (" ダイアログを表示できませんでした。 セ ッ ト ア ッ プがキャンセルされました。 ", SEVERE);

abort;

case DLG_INIT:

// このダイアログの [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ] ボタ ン と有効 / 無効状態を初期化して、 

// 初期化して、 コン ト ロール ID 700-724 および 202 上で %P、 %VS、 %VI を 

// それぞれ IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、 および

// IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION で 置換します。

hwndDlg = CmdGetHwndDlg (szDialogName);

SdGeneralInit(szDialogName, hwndDlg, 0, "");

// ウ ィ ン ドウのタ イ トルを設定します。

SetWindowText (hwndDlg, " オプシ ョ ンを選択 ");

// チェ ッ ク ボッ クスの上に表示されるスタテ ィ ッ クテキス ト説明を設定します。

CtrlSetText (szDialogName, ID_STA_DESC,

" オプシ ョ ンを選択および / またはク リ アします。 そして [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 ");

// デフ ォルト でオプシ ョ ンはク リアされているので、 オプシ ョ ン 1 と 2 を選択します。

if (CtrlSetState (szDialogName, ID_OP1_CHECK, BUTTON_CHECKED) < 0) then

MessageBox ("CtrlSetState の 初の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

bDone = TRUE;

elseif (CtrlSetState(szDialogName, ID_OP2_CHECK, BUTTON_CHECKED) < 0) then

MessageBox ("CtrlSetState への 2 回目の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

bDone = TRUE;

endif;

case RES_PBUT_NEXT:

bDone = TRUE;

case RES_PBUT_CANCEL:

// ユーザーが [ キャンセル ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case RES_PBUT_BACK:

bDone = TRUE;

endswitch;

until bDone;

// エン ドユーザーが [ 次へ ] ボタ ンをク リ ッ クする と メ ッセージをビルド します。

if (nCmdValue = RES_PBUT_NEXT) then

// エン ドユーザーへ表示する メ ッセージのビルド を開始します。

szMsg = " 次のアイテムを選択しました :\n\n";

// 初のオプシ ョ ンが選択された場合、 メ ッセージに行を追加します。

if (CtrlGetState (szDialogName, ID_OP1_CHECK) = BUTTON_CHECKED) then

szMsg = szMsg + " オプシ ョ ン 1\n";

endif;
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// 2 番目のオプシ ョ ンが選択された場合、 メ ッセージに行を追加します。

if (CtrlGetState (szDialogName, ID_OP2_CHECK) = BUTTON_CHECKED) then

szMsg = szMsg + " オプシ ョ ン 2\n";

endif;

// 3 番目のオプシ ョ ンが選択された場合、 メ ッセージに行を追加します。

if (CtrlGetState (szDialogName, ID_OP3_CHECK) = BUTTON_CHECKED) then

szMsg = szMsg + " オプシ ョ ン 3\n";

endif;

// 4 番目のオプシ ョ ンが選択された場合、 メ ッセージに行を追加します。

if (CtrlGetState (szDialogName, ID_OP4_CHECK) = BUTTON_CHECKED) then

szMsg = szMsg + " オプシ ョ ン 4\n";

endif;

endif;

// カスタム ダイアログを閉じます

EndDialog (szDialogName);

// メ モ リから カスタム ダイアログを削除します。

ReleaseDialog (szDialogName);

// [ 次へ ] ボタ ンを使ってダイアログが閉じ られたと きにメ ッセージを表示します。

if (nCmdValue = RES_PBUT_NEXT) then

MessageBox (szMsg, INFORMATION);

endif;

end;

CtrlSetText
CtrlSetText 関数は、 単一行編集フ ィ ールド、 ス タ テ ィ ッ ク テキス ト フ ィ ールド、 またはカス タムダイアログのボ

タ ン コ ン ト ロールのテキス ト を設定し ます。 複数行編集フ ィ ールドのテキス ト を設定するには､ CtrlSetMLEText を

利用し ます。

構文

CtrlSetText ( szDialogName, nControlID, szText );
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パラ メ ーター

戻り値

CtrlSetText の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * CtrlSetText 関数、 CtrlGetText 関数、 および CtrlSelectText 関数の

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 ユーザーの名前と会社名を取得する 2 つの編集ボッ クスを

 * 持つカスタム ダイアログを表示します。 その後

 * スク リ プ トは CtrlSetText を呼び出して初期値を編集ボッ クスに配置し、

 * CtrlSelectText を呼び出して 初の編集ボッ クスの

 * 内容を選択します。 ユーザーが [ 次へ ] ボタ ンを

 * ク リ ッ クする と、 スク リ プ ト は CtrlGetText を呼び出して

 * 編集ボッ クスの内容を読み出して、 カスタムダイアログボッ クスを

 * 閉じた後にメ ッセージ ボッ クスで表示できるよ うにします。

 *

テーブル 127 • CtrlSetText のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDialogName 変更するダイアログ名前を指定し ます。

nControlID テキス ト を設定する単一行編集フ ィ ールド、 ス タ テ ィ ッ ク テキス ト  フ ィ ールド、

またはボタ ン コ ン ト ロールのリ ソース ID を指定し ます。

szText テキス ト を コ ン ト ロールへ配置するよ う 指定し ます。

ヒ ン ト • コ ン ト ロールが HTML コ ン ト ロールの場合、 szText 値の始ま り に [html] を

指定し ます。 詳細については、 「 ダイアログで HTML コ ン ト ロールを使用する」 を

参照し て く だ さい。

テーブル 128 • CtrlSetText の戻り値

戻り値 説明

0 CtrlSetText がテキス ト を コ ン ト ロールへ設定し ま し た。

ISERR_GEN_FAILURE CtrlSetMLEText はテキス ト を コ ン ト ロールへ設定する こ とができませんで し た。
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 * このスク リ プ ト で利用される [ カスタム ] ダイアログは、

 * 実際、 ビルト イン関数 SdAskOptions が表示する

 * InstallShield 標準ダイアログです。 このダイアログは

 * インス ト ールで既に圧縮済みのフ ァ イル _isres.dll に保存されているため、

 * カスタム ダイアログと してスク リ プ ト で利用するこ とが 

 * 表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ダイアログ ID と コン ト ロール ID。

#define RES_DIALOG_ID12001// カスタム ダイアログの ID

#define RES_PBUT_NEXT  1  //  [ 次へ ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_CANCEL  9  //  [ キャンセル ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_BACK 12  //[ 戻る ] ボタ ンの ID

#define RES_EDITNAME        301   // 編集ボッ クスの ID

#define RES_EDITCOMPANY     302   // 編集ボッ クスの ID

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_CtrlSetText(HWND);

function ExFn_CtrlSetText(hMSI)

STRING szDialogName, svName, svCompany;

NUMBER nResult, nCmdValue;

BOOL   bDone;

HWND hwndDlg;

begin

// このインス ト ールでカスタム ボッ クスを認識するための名前を指定します。

szDialogName = "CustomDialog";

// ダイアログを定義します。 ヌル文字列を 2 番目のパラ メーターで渡し、

// _isuser.dll または _isres.dll からダイアログを取得します。 ヌル文字列を

// 3 番目のパラ メータでヌル文字列を渡します。 これは、 ダイアログが

// 4 番目のパラ メーターにある ID によって識別されるためです。

nResult = EzDefineDialog (szDialogName, "", "", RES_DIALOG_ID);

if (nResult < 0) then

// エラーを報告し、 終了します。

MessageBox (" ダイアログの定義エラー ", SEVERE);

abort;

endif;

// ループを制御するのに使われるインジケーターを初期化します。

bDone = FALSE;

// 完了するまでループ します。

repeat

// ダイアログを表示して次のダイアログ イベン ト を戻します。

nCmdValue = WaitOnDialog (szDialogName);

// イベン ト に応答します。

switch (nCmdValue)

case DLG_CLOSE:

// ユーザーがウ ィ ン ドウの [ 閉じ る ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case DLG_ERR:
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MessageBox (" ダイアログを表示できませんでした。 セ ッ ト ア ッ プがキャンセルされました。 ", SEVERE);

abort;

case DLG_INIT:

// このダイアログの [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ] ボタ ン と有効 / 無効状態を初期化して、 

// 初期化して、 コン ト ロール ID 700-724 および 202 上で %P、 %VS、 %VI を 

// それぞれ IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、 および

// IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION で 置換します。

hwndDlg = CmdGetHwndDlg (szDialogName);

SdGeneralInit(szDialogName, hwndDlg, 0, "");

// 初期値を編集ボッ クスに配置します。

CtrlSetText (szDialogName, RES_EDITNAME, " 名前 ");

CtrlSetText (szDialogName, RES_EDITCOMPANY, " 会社名 ");

// [ 名前 ] 編集ボッ クスを選択します。

CtrlSelectText (szDialogName, RES_EDITNAME);

case RES_PBUT_NEXT:

// 編集ボッ クスの内容を取得します。

CtrlGetText (szDialogName, RES_EDITNAME, svName);

CtrlGetText (szDialogName, RES_EDITCOMPANY, svCompany);

// 両方の編集ボッ クスにデータが入力されているこ と を確認します。

if (StrLength(svName) = 0) || (StrLength(svCompany) = 0) then

MessageBox (" 両方のフ ィ ールドに入力する必要があり ます。 ", INFORMATION);

else

bDone = TRUE;

endif;

case RES_PBUT_CANCEL:

// ユーザーが [ キャンセル ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case RES_PBUT_BACK:

bDone = TRUE;

endswitch;

until bDone;

// ダイアログを閉じます

EndDialog (szDialogName);

// メ モ リからダイアログを削除します。

ReleaseDialog (szDialogName);

// ダイアログを [ 次へ ] ボタ ンで閉じた場合、 名前と会社名を表示します。

if nCmdValue = RES_PBUT_NEXT then

MessageBox (svName + "\n" + svCompany, INFORMATION);

endif;

end;

DefineDialog
DefineDialog 関数はカス タムダイアログを定義し ます。 EzDefineDialog で指定できないダイアログ属性を指定する

場合、 EzDefineDialog の代わり にこの関数を呼び出し ます。
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メ モ • DefineDialog はカス タム ダイアログを表示し ません。 カス タムダイアログを表示するには、 WaitOnDialog を

呼び出さ な く てはな り ません。

構文

DefineDialog ( szDialogName, hInstance, szDLLName, nDialogID, szDialogID, nReserved, hwndOwner, lMsgLevel );
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テーブル 129 • DefineDialog のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDialogName szDialogID または nDialogID が認識し たダイアログと関連付ける

名前を指定し ます。 このダイアログを処理するには、 カス タムダ

イアログ関数に続 く 呼び出しにこの名前を使用し ます。

ダイアログの名前は大文字と小文字を区別するため、 このパラ

メ ーターで指定し た通り に正確に使用し な く てはな り ません。

hInstance ダイアログが存在する .dll フ ァ イルのイ ンス タ ンスハン ドルを指

定し ます。 szDLLName で .dll の完全修飾名を指定し た場合、 この

パラ メ ーターには 0 を指定できます。 .dll フ ァ イルのイ ンス タ ン

スハン ドルを取得するには、 Microsoft Windows API LoadLibrary を

呼び出し ます。

szDLLName このダイアログ リ ソースを含む .dll フ ァ イルの名前を指定し ま

す。 この名前が修飾されていない場合、 つま り フ ァ イル名と共に

ド ラ イブ とパスを指定し なかった場合、 InstallScript エンジンは 

Windows フ ォルダーで .dll フ ァ イルを検索し ます。 そこで検出さ

れなかった場合、 InstallScript エンジンは検索パスで指定し た

フ ォルダーを検索し ます。 ダイアログが _isuser.dll にある と き、

このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を指定する こ とができます。

InstallScript はこのパラ メ ーターがヌル文字列 ("") と し て指定し

てある場合、 _isuser.dll を自動的に確認し ます。

メ モ • _isres.dll または _isuser.dll 以外の .dll フ ァ イルを利用し た場

合、 EzDefineDialog を呼び出す前に  UseDLL を呼び出し て .dll 

フ ァ イルをロー ド し な く てはな り ません。 .dll フ ァ イルを メ モ リ

からアンロー ド するには、 ReleaseDialog の後に UnUseDLL を呼

び出し ます。

nDialogID リ ソースを識別するのに ( 文字列ではな く ) 数値を利用する場合

のダイアログのリ ソース ID。 このパラ メ ーターは szDialogID が

ヌル文字列 ("") の場合のみ利用し ます。 szDialogID ではな く 、

nDialogID を使ってダイアログ リ ソースを識別する こ とが推奨さ

れます。
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szDialogID リ ソースを識別するのに ( 数値ではな く ) 文字列を利用する場合

のダイアログのリ ソース ID。 このパラ メ ーターがヌル文字列  

("") の場合、 はダイアログリ ソースを識別する為に nDialog を利

用し ます。 szDialogID ではな く 、 nDialogID を使ってダイアログ 

リ ソースを識別する こ とが推奨されます。

メ モ • [ ダイアログ ] ビ ューでダイアログを作成し た場合、 文字

列 ID と共にダイアログが作成されます。 つま り、 この名前を 

szDialogID パラ メ ーターと し て指定し てダイアログを定義づけな

く てはな り ません。

[ ダイアログ ] ビ ューで既存ダイアログを上書き し た場合、 ダイ

アログは数値 ID を持つため、 nDialogID パラ メ ーターで ID を指

定し な く てはな り ません。

すべての場合に数値 ID を使用する場合 ( 推奨 )、 [ ダイアログ ] 

ビ ューでダイアログを編集し、 作成されたダイアログの 

ISResrouceID プロパテ ィ を 0 ではな く 任意のダイアログ ID に変

更する必要があ り ます。 この変更を行う と、 ダイアログを作成し

た と きにこのダイアログ名は使用されません。 この名前は 

InstallShield が [ ダイアログ ] ビ ューでダイアログを識別する場合

にのみ使用されます。 ダイアログは適切な数値 ID を使ってビル

ド されます。

nReserved このパラ メ ーターでゼロを渡し ます。 他の値は使用できません。

hwndOwner オーナーウ ィ ン ド ウのウ ィ ン ド ウハン ドルを指定し ます。 このパ

ラ メ ーターに HWND_INSTALL を指定し て、 ダイアログのメ イ ン 

イ ンス ト ール ウ ィ ン ド ウをダイアログのオーナーにし ます。

lMsgLevel このパラ メ ーターではどの Windows メ ッ セージをダイアログに

送るかを指定し ます。 定数 DLG_CENTERED と次の定数のひとつ

を OR 演算子 (|) を利用し て組み合わせな く てはな り ません。

• DLG_MSG_STANDARD — ダイアログの制御に直接関わりのあ

る メ ッ セージのみが渡されるよ う、 Windows メ ッ セージのほ

とんどを フ ィ ルターし ます。

• DLG_MSG_ALL — Windows メ ッ セージのほとんどを渡し ます。

テーブル 129 • DefineDialog のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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戻り値

DefineDialog の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * DefineDialog 関数、 EndDialog 関数、 そして ReleaseDialog 関数の

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは ビ ッ ト マ ッ プを表示するシンプルなカスタムダイアログを

 * 開きます。 ダイアログは次の 3 つのボタ ンで閉じ るこ とが

 * [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ]。

 *

 * このスク リ プ ト で利用される [ カスタム ] ダイアログは、

 * 実際、 ビルト イン関数 SdAskOptions が表示する

 * InstallShield 標準ダイアログです。 このダイアログは

 * インス ト ールで既に圧縮済みのフ ァ イル _isres.dll に保存されているため、

 * カスタム ダイアログと してスク リ プ ト で利用するこ とが 

 * 表示されます。

 *

 * このダイアログをカスタムダイアログと して利用するためには、

 * DefineDialog を呼び出してそれをスク リ プ ト で定義します。 その後

 * WaitOnDialog を呼び出してダイアログを表示します。 イベン トが

 * ダイアログの処理を終了する と き、 それを閉じ るために EndDialog  が

 * 表示されます。 次いで、 ReleaseDialog への呼び出しによって、

 * メ モリからダイアログがリ リースされます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ダイアログ ID と コン ト ロール ID。

#define RES_DIALOG_ID  12027  // ダイアログ自身の ID

#define RES_PBUT_NEXT  1  //  [ 次へ ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_CANCEL  9  //  [ キャンセル ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_BACK 12  //[ 戻る ] ボタ ンの ID

テーブル 130 • DefineDialog の戻り値

戻り値 説明

0 DefineDialog がダイアログを定義し ま し た。

DLG_ERR_ALREADY_EXISTS (-3) イ ンス ト ールスク リ プ ト で定義済みのダイアログを再び定義し よ

う と し ている旨を示し ます。 同じ名前で 2 つのダイアログを定義

する こ とはできません。

DLG_ERR (-1) 不特定エラー条件を示し ます。
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// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_DefineDialog(HWND);

function ExFn_DefineDialog(hMSI)

STRING szDialogName, szDLLName, szDialog;

NUMBER nDialog, nResult, nCmdValue;

BOOL bDone;

HWND hInstance, hwndParent, hwndDlg;

begin

// DefineDialog への 初のパラ メーターと して渡すダイアログの

// 名前を定義します。

szDialogName = "ExampleDialog";

// DefineDialog の 2 番目のパラ メーターは 0 となり ます。

// これは .dll フ ァ イルが _isres.dll の中にあるためです。

hInstance = 0;

// DefineDialog の 3 番目のパラ メーターは ヌルです。 インス ト ールは

// _isuser.dll と _isres.dll にあるダイアログを検索します。

szDLLName = "";

// DefineDialog の 5 番目のパラ メーターは 0 となり ます。 なぜなら、

// 4 番目のパラ メーターにある ID によってダイアログが認識されるためです。

szDialog = "";

// この値は保存され、 0 でな く てはな り ません。

hwndParent = 0;

// ダイアログを定義します。 インス ト ールのメ インウ ィ ン ドウがダイアログ ボッ クスを保有します

// ( パラ メーター 7 内の HWND_INSTALL で表示されます ) を保有します。

nResult = DefineDialog (szDialogName, hInstance, szDLLName,

RES_DIALOG_ID, szDialog, hwndParent,

HWND_INSTALL, DLG_MSG_STANDARD|DLG_CENTERED);

// エラーをチェ ッ ク します。

if (nResult < 0) then

MessageBox (" ダイアログを定義中にエラーが発生しました。 ", SEVERE);

bDone = TRUE;

abort;

endif;

 // while ループを制御するのに使われるインジケーターを初期化します。

 bDone = FALSE;

 // 完了するまでループ します。

 repeat

// ダイアログを表示して次のダイアログ イベン ト を戻します。

nCmdValue = WaitOnDialog(szDialogName);

// イベン ト に応答します。

switch (nCmdValue)

case DLG_CLOSE:

// ユーザーがウ ィ ン ドウの [ 閉じ る ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case DLG_ERR:
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MessageBox (" ダイアログを表示できませんでした。 セ ッ ト ア ッ プがキャンセルされました。 ", SEVERE);

abort;

case DLG_INIT:

// このダイアログの [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ] ボタ ン と有効 / 無効状態を初期化して、 

// 初期化して、 コン ト ロール ID 700-724 および 202 上で %P、 %VS、 %VI を 

// それぞれ IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、 および

// IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION で 置換します。

hwndDlg = CmdGetHwndDlg (szDialogName);

SdGeneralInit(szDialogName, hwndDlg, 0, "");

case RES_PBUT_CANCEL:

// ユーザーが [ キャンセル ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case RES_PBUT_NEXT:

bDone = TRUE;

case RES_PBUT_BACK:

bDone = TRUE;

// 標準の処理を確認します

if (SdIsStdButton( nCmdValue ) && SdDoStdButton( nCmdValue )) then

bDone = TRUE;

endif;

endswitch;

until bDone;

// ダイアログを閉じます

EndDialog (szDialogName);

// メ モ リからダイアログを解放します。

ReleaseDialog (szDialogName);

end;

DeinstallSetReference
DeinstallSetReference 関数は現在使用されていません。

フ ァ イルがアン イ ンス ト ール中にロ ッ ク されているかど うかを確認するには、 nIsFlag パラ メ ーターに 

FILE_LOCKED 定数を使って Is 関数を呼び出す、 および適切に応答するスク リ プ ト  コー ド を作成し ます。

構文

DeinstallSetReference (szReferenceFile);

DeinstallStart
DeinstallStart 関数は現在使用されていません。 イ ンス ト ールは、 アン イ ンス ト ールを有効にするために必要なレ

ジス ト リ キーを作成し ます。

構文

DeinstallStart (szObsolete, svObsolete, szObsolete, lReserved);
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Delay
Delay 関数は、 指定し た秒数の間スク リ プ ト の実行を遅延し ます。 同時に InstallShield で実行し ている別のタ スク

は､ InstallShield が遅延されてもそのまま続行されます。

構文

Delay ( nSeconds );

Delay の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * Delay 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * まず初めに、 SdShowMsg を呼び出して メ ッセージボッ クスを表示されてから

 * Delay を呼び出し、 スク リ プ ト を 3 秒間停止させます。 そして、

 * メ ッセージボッ クスを削除して Delay を再び呼び出し、 2 秒間

 * 停止します。 後に、 別のメ ッセージを 3 秒間表示

 * します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_Delay(HWND);

function ExFn_Delay(hMSI)

begin

SdShowMsg (" このメ ッセージは 3 秒間表示されます。 .", TRUE);

Delay (3);

SdShowMsg("", FALSE);

Delay (2);

SdShowMsg (" これは別のメ ッセージで、 さ らに 3 秒間表示 " +

" されます。 ", TRUE);

Delay (3);

end;
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DeleteCHARArray

説明

DeleteCHARArray 関数は pCHARArray がポイ ン ト するポイ ン ターの配列を削除し ます。

構文

DeleteCHARArray ( pCHARArray );

パラ メ ーター

戻り値

DeleteDir
DeleteDir 関数はサブデ ィ レ ク ト リ を削除し ます。 nFlag パラ メ ーターの値によ って、 サブデ ィ レ ク ト リが空の場合

のみ消去、 サブデ ィ レ ク ト リがフ ァ イルを含んでいても削除、 またはルー ト デ ィ レ ク ト リ全体を削除する こ とが

できます。 nFlag 設定の際は充分に注意し て下さい。

メ モ • 次の制限事項に注意し て く ださい。

• DeleteDir を使って現在のデ ィ レ ク ト リ を消去する こ とはできません。

• ネ ッ ト ワークシステム上にある フ ァ イルについて適切な権利を持たない範囲ではそれら を削除する こ とはで

きません。

• DeleteFile では読み取り専用フ ァ イル、 非表示フ ァ イル、 またシステムフ ァ イルは削除できません。

• DeleteDir が読み取り専用フ ァ イルを検出し た場合、 サブデ ィ レ ク ト リ にある フ ァ イルのい く つかを削除し た

後に関数が失敗する こ と もあ り ます。 

構文

DeleteDir( szDir, nFlag );

テーブル 131 • DeleteCHARArray のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

pCHARArray ANSI 文字列へのポイ ン ターの配列へのポイ ン ターを指定し ます。 一般的

に、 このポイ ン ターは以前の GetCHARArrayFromISStringArray への呼び

出し で戻されます。

テーブル 132 • DeleteCHARArray の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS この関数は常に  ISERR_SUCCESS を戻し ます。
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パラ メ ーター

戻り値

DeleteDir の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

テーブル 133 • DeleteDir のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDir 削除するデ ィ レ ク ト リの完全修飾名を指定

し ます。

nFlag 削除オプシ ョ ンを指定し ます。 このパラ

メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 

つを渡し ます。

• ALLCONTENTS — すべてのサブデ ィ レ

ク ト リ と その下にある フ ァ イルを含ん

で、 szDir にあるデ ィ レ ク ト リ を削除し

ます。 削除するデ ィ レ ク ト リはド ラ イ

ブのルー ト デ ィ レ ク ト リ ではな く 、 サ

ブデ ィ レ ク ト リ でな く てはな り ません。

• ONLYDIR — 空白の場合、 szDir にある

デ ィ レ ク ト リ を削除し ます。 その他の

場合、 関数は失敗し ます。

• ROOT — szDir にあるデ ィ レ ク ト リ を、

それがルー ト デ ィ レ ク ト リの場合でも

削除し ます。 ｓ ｚ Dir がルー ト デ ィ レ ク

ト リの場合、 DeleteDir がデ ィ スク上の

すべてを削除し ます。

テーブル 134 • DeleteDir の戻り値

戻り値 説明

0 関数がサブデ ィ レ ク ト リ を削除し たこ と を

示し ます。

< 0 関数がアサブデ ィ レ ク ト リ を削除できな

かったこ と を示し ます。
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 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * DeleteDir 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * まず、 CreateDir を呼び出してデ ィ レク ト リ を作成します。 そして、

 * DeleteDir を呼び出してそれを削除します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define EXAMPLE_DIR "C:\\Newdir"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_DeleteDir(HWND);

function ExFn_DeleteDir(hMSI)

begin

// デ ィ レク ト リ を作成します。

if (CreateDir (EXAMPLE_DIR) != 0) then

// エラーを報告し、 中止します。

MessageBox (" デ ィ レク ト リ を作成できませんでした。 ", SEVERE);

else

// 成功を報告します。

MessageBox (EXAMPLE_DIR + " が作成されました。 ", INFORMATION);

// デ ィ レク ト リ を削除します。 デ ィ レク ト リが空でない場合、

// 削除しません。

if (DeleteDir (EXAMPLE_DIR, ONLYDIR) = 0) then

// 成功を報告します。

MessageBox (EXAMPLE_DIR + " が削除されました。 ", INFORMATION);

else

MessageBox (" デ ィ レク ト リ を削除できませんでした。 ", SEVERE);

endif;

endif;

end;

DeleteFile
DeleteFile 関数は単数または複数フ ァ イルを削除し ます。

プロジ ェ ク ト • 基本の MSI または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 この関数は Windows Installer に備わってい

る RemoveFiles アクシ ョ ンを利用し た方が良い結果が得られる場合があ り ます。 詳細については、 Windows 

Installer ヘルプを参照し て く ださい。

メ モ • 次の事項に注意し て く ださい。

• DeleteFile を利用し て、 適切な権利を持たないネ ッ ト ワーク システム領域にある フ ァ イルを削除する こ とはで

きません。
738 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (A-D)
• DeleteFile を使って読み取り専用フ ァ イル、 非表示フ ァ イル、 またシステム フ ァ イルを削除する こ とはできま

せん。

• FindFile と共にワイルド カー ド文字を使用し てフ ァ イルを検出し、 DeleteFile を使って削除する こ とができま

す。

構文

DeleteFile (szFile);
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パラ メ ーター

戻り値

DeleteFile の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * DeleteFile 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

テーブル 135 • DeleteFile のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFile 削除する フ ァ イルの名前を指定し ます。 szFile に完全修飾フ ァ イル名が指定さ

れている、 つま りパスが含まれている場合、 DeleteFile は指定のデ ィ レ ク ト リ

から フ ァ イルを削除し ます。 szFile のフ ァ イル名が修飾されていない、 つま り

パス情報が含まれていない場合、 DeleteFile はシステム変数 TARGETDIR 

(InstallScript イ ンス ト ールの場合 ) または INSTALLDIR ( 基本の MSI および 

InstallScript MSI イ ンス ト ールの場合 ) が指定するデ ィ レ ク ト リから フ ァ イルを

削除し ます。 szFile にワイルド カー ド文字を含めて 1 つ以上のフ ァ イルを削除

する こ と もできます。

テーブル 136 • DeleteFile の戻り値

戻り値 説明

0 関数が指定し たフ ァ イルを正常に削除し たこ と を示し ます。

ISERR_PATH_NOT_FOUND (0x80070003) 指定されたパスが見つかり ませんで し た。

ISERR_FILE_NOT_FOUND (0x80070004) 指定されたフ ァ イルが見つからないか、 指定のワイルド カー ド

に一致する フ ァ イルがあ り ませんで し た。

その他すべての負の値 関数で指定された 1 つ以上のフ ァ イルを削除できませんで し た。

複数のフ ァ イルの場合、 削除できなかった 後のフ ァ イルのエ

ラーが返されます。 システム変数、 ERRORFILENAME には、 削

除できなかったフ ァ イルの一覧がセ ミ コ ロンで区切られて表示

されます。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト

を取得する こ とができます。 た と えば、 FormatMessage を呼び

出し た場合の -2147024891 (0x80070005) です。
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 * まず DeleteFile を呼び出し、 指定したフ ァ イルをデ ィ レク ト リから削除

 * 作成します。 そして再びこの関数を呼び出して " ｓ ｙ ｓ " 識別子を持つフ ァ イルすべてを

 * 同じデ ィ レク ト リから削除します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 C ド ラ イブのルー トへ

 *       ISExampl と名づけられたデ ィ レク ト リ を作成します。 その後、 デ ィ レク ト リに

 *     ISExampl.txt という名のフ ァ イルを作成します。 後に、

 *       そのデ ィ レク ト リに識別子 "sys" を持つフ ァ イルを 2 つ以上

 * 作成します。 これらのフ ァ イルはスク リ プ ト が削除します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define DEL_DIR       "C:\\ISExampl"

#define DEL_FILE      "ISExampl.txt"

#define DEL_SYS_FILES "*.sys"

#define TITLE_TEXT    "DeleteFile の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_DeleteFile(HWND);

function ExFn_DeleteFile(hMSI)

 STRING szMsg;

begin

// ターゲッ ト デ ィ レク ト リから DEL_FILE が指定したフ ァ イルを削除します。

if (DeleteFile (DEL_DIR ^ DEL_FILE) < 0) then

MessageBox ("DeleteFile への 初の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

else

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, "%s が %s から削除されました。 ",

DEL_FILE, DEL_DIR);

endif;

// DEL_SYS_FILES が指定したフ ァ イルを

// ターゲッ ト デ ィ レク ト リから削除します。

if (DeleteFile (DEL_SYS_FILES) < 0) then

MessageBox ("DeleteFile への 2 回目の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

else

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT,

 "%s に一致するすべてのフ ァ イルは %s から削除されました。 ",

 DEL_SYS_FILES, DEL_DIR);

endif;

end;

DeleteFolderIcon
DeleteShortcut 関数は DeleteFolderIcon 関数に優先し ます。

DeleteFolderIcon 関数は、 フ ォルダーからシ ョ ー ト カ ッ ト を削除し ます。

メ モ • DeleteFolderIcon を イ ン ターネ ッ ト  シ ョ ー ト カ ッ ト に使用する こ とはできません。
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構文

DeleteFolderIcon (szProgramFolder, szItemName);

パラ メ ーター

戻り値

DeleteFolderIcon の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * DeleteFolderIcon 関数と DeleteProgramFolder 関数の

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは 「フ ォルダー例」 フ ォルダーから 「メ モ帳の例」 アイ コンを

 * 削除します。 そして、 DeleteProgramFolder が再び呼び出され、

 * このフ ォルダーを削除します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を適切に実行するため、

 *       プ リ プロセッサ定数を ターゲッ ト システムの有効なフ ォルダーとアイ コンに

 *  設定して く ださい。 この例に使用するシ ョ ー ト カ ッ ト を簡単に作成するには、

 *  AddFolderIcon の例 #3 を実行して く ださい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

テーブル 137 • DeleteFolderIcon のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szProgramFolder 削除するシ ョ ー ト カ ッ ト を含むフ ォルダーの名前を指定し ます。

szItemName 削除するシ ョ ー ト カ ッ ト の名前を指定し ます。

テーブル 138 • DeleteFolderIcon のパラ メ ーター

戻り値 説明

0 関数が指定し たシ ョ ー ト カ ッ ト を正常に削除し たこ と を示し ます。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ と

ができます。 たと えば、 FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 

(0x80070005) です。

< 0 関数がシ ョ ー ト カ ッ ト を削除できなかったこ と を示し ます。
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#define FOLDER "C:\\Windows\\ フ ォルダー例 "

#define ICON   "Notepad の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_DeleteFolderIcon(HWND);

function ExFn_DeleteFolderIcon(hMSI)

begin

// フ ォルダーを表示します。

ShowProgramFolder (FOLDER, SW_SHOW);

Delay (3);

// 'Notepad の例 ' アイ コンを削除します。

if (DeleteFolderIcon (FOLDER, ICON) < 0) then

MessageBox ("DeleteFolderIcon が失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

// 「フ ォルダー例」 アイ コンを削除します。

if (DeleteProgramFolder (FOLDER) < 0) then

MessageBox ("DeleteProgramFolder が失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

end;

DeleteProgramFolder
DeleteShortcutFolder 関数は DeleteFolderIcon 関数に優先し ます。

DeleteProgramFolder 関数はプログラムフ ォルダー ( つま り [ ス ター ト ] メ ニューの [ プログラム ] フ ォルダーのサ

ブ フ ォルダー ) と、 すべてのシ ョ ー ト カ ッ ト やプログラムフ ォルダーのすべてのサブ フ ォルダー、 および内容を

含むそのフ ォルダーの内容を削除し ます。 DeleteProgramFolder を使って [ プログラム ] フ ォルダーを削除する こ と

はできません。

ヒ ン ト • Windows Installer ベースまたは InstallScript MSI ベースのプロジ ェ ク ト では、 Windows Installer が持つ 

RemoveFiles アクシ ョ ンを利用し た方が良い結果が得られる場合があり ます。 または、 単にアン イ ンス ト ールする

だけの場合、 MSI エンジンは本来セ ッ ト ア ッ プ中に作成されたフ ァ イルと フ ォルダーすべての削除処理を行いま

す。 RemoveFolders アクシ ョ ンについての詳細は、 Windows Installer ヘルプを参照し て く だ さい。

構文

DeleteProgramFolder (szFolderName);
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ビル ト イ ン関数 (A-D)
パラ メ ーター

戻り値

DeleteProgramFolder の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * DeleteFolderIcon 関数と DeleteProgramFolder 関数の

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは 「フ ォルダー例」 フ ォルダーから 「メ モ帳の例」 アイ コンを

 * 削除します。 そして、 DeleteProgramFolder が再び呼び出され、

 * このフ ォルダーを削除します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を適切に実行するため、

 *       プ リ プロセッサ定数を ターゲッ ト システムの有効なフ ォルダーとアイ コンに

 *  設定して く ださい。 この例に使用するシ ョ ー ト カ ッ ト を簡単に作成するには、

 *  AddFolderIcon の例 #3 を実行して く ださい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define FOLDER "C:\\Windows\\ フ ォルダー例 "

#define ICON   "Notepad の例 "

テーブル 139 • DeleteProgramFolder のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFolderName 削除する フ ォルダーの名前を指定し ます。

テーブル 140 • DeleteProgramFolder の戻り値

戻り値 説明

0 関数が指定し たフ ォルダーを正常に削除し

たこ と を示し ます。

< 0 関数がフ ォルダーを削除できなかったこ と

を示し ます。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー

メ ッ セージテキス ト を取得する こ とができ

ます。 た と えば、 FormatMessage を呼び出し

た場合の -2147024891 (0x80070005) です。
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// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_DeleteProgramFolder(HWND);

function ExFn_DeleteProgramFolder(hMSI)

begin

// フ ォルダーを表示します。

ShowProgramFolder (FOLDER, SW_SHOW);

Delay (3);

// 'Notepad の例 ' アイ コンを削除します。

if (DeleteFolderIcon (FOLDER, ICON) < 0) then

MessageBox ("DeleteFolderIcon が失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

// 「フ ォルダー例」 アイ コンを削除します。

if (DeleteProgramFolder (FOLDER) < 0) then

MessageBox ("DeleteProgramFolder が失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

end;

DeleteShortcut
DeleteShortcut 関数は、 特定のフ ォルダーからシ ョ ー ト カ ッ ト を削除し ます。

メ モ • DeleteShortcut を イ ン ターネ ッ ト  シ ョ ー ト カ ッ ト に使用する こ とはできません。

構文

DeleteShortcut (szShortcutFolder, szName);
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パラ メ ーター

戻り値

DeleteShortcut の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * DeleteShortcut 関数と DeleteShortcutFolder 関数の

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは 「フ ォルダー例 3」 から 「メ モ帳の例 3」 シ ョ ー ト カ ッ ト を

 * 削除します。 そして、 DeleteShortcutFolder が呼び出され、

 * このフ ォルダーを削除します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を適切に実行するため、

 *       プ リ プロセッサ定数を ターゲッ ト システムの有効なフ ォルダーとシ ョ ー ト カ ッ ト に

 *  設定して く ださい。 この例に使用するシ ョ ー ト カ ッ ト を簡単に作成するには、

 *       するには、 CreateShortcut の例 #3 を実行して く ださい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define FOLDER "C:\\Windows\\ フ ォルダー例 3"

#define ICON   " メ モ帳の例 "

function OnFirstUIAfter( )

テーブル 141 • DeleteShortcut のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szShortcutFolder 削除するシ ョ ー ト カ ッ ト を含むフ ォルダーの名前を指定し ます。

szName 変更するシ ョ ー ト カ ッ ト の名前を指定し ます。

テーブル 142 • DeleteShortcut のパラ メ ーター

戻り値 説明

0 関数が指定し たシ ョ ー ト カ ッ ト を正常に削除し たこ と を示し ます。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ と

ができます。 たと えば、 FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 

(0x80070005) です。

< 0 関数がシ ョ ー ト カ ッ ト を削除できなかったこ と を示し ます。
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begin

// フ ォルダーを表示します。

ShowProgramFolder (FOLDER, SW_SHOW);

Delay (3);

// 「メ モ帳の例 3」 アイ コンを削除します。

if (DeleteShortcut (FOLDER, SHORTCUT) < 0) then

MessageBox ("DeleteShortcut が失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

// 「フ ォルダー例 3」 シ ョ ー ト カ ッ ト を削除します。

if (DeleteShortcutFolder (FOLDER) < 0) then

MessageBox ("DeleteShortcutFolder が失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

end;

DeleteShortcutFolder
DeleteShortcutFolder 関数はシ ョ ー ト カ ッ ト  フ ォルダー ( つま り [ ス ター ト ] メ ニューの [ プログラム ] フ ォルダー

のサブ フ ォルダー ) と、 すべてのシ ョ ー ト カ ッ ト やシ ョ ー ト カ ッ ト  フ ォルダーのすべてのサブ フ ォルダー、 およ

び内容を含むそのフ ォルダーの内容を削除し ます。 DeleteShortcutFolder を使って [ プログラム ] フ ォルダーを削

除する こ とはできません。

ヒ ン ト • 基本の MSI または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 この関数は Windows Installer に備わっている 

DeleteShortcutFolder アクシ ョ ンを利用し た方が良い結果が得られる場合があ り ます。 または、 単にアン イ ンス

ト ールするだけの場合、 Windows Installer エンジンは本来イ ンス ト ール中に作成されたフ ァ イルと フ ォルダーすべ

ての削除処理を行います。 RemoveFolders アクシ ョ ンについての詳細は、 Windows Installer ヘルプを参照し て く だ

さい。

構文

DeleteShortcutFolder ( szFolderName );
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ビル ト イ ン関数 (A-D)
パラ メ ーター

戻り値

DeleteShortcutFolder の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * DeleteShortcut 関数と DeleteShortcutFolder 関数の

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは 「フ ォルダー例 3」 から 「メ モ帳の例 3」 シ ョ ー ト カ ッ ト を

 * 削除します。 そして、 DeleteShortcutFolder が呼び出され、

 * このフ ォルダーを削除します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を適切に実行するため、

 *       プ リ プロセッサ定数を ターゲッ ト システムの有効なフ ォルダーとシ ョ ー ト カ ッ ト に

 *  設定して く ださい。 この例に使用するシ ョ ー ト カ ッ ト を簡単に作成するには、

 *       するには、 CreateShortcut の例 #3 を実行して く ださい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define FOLDER "C:\\Windows\\ フ ォルダー例 3"

#define ICON   " メ モ帳の例 "

function OnFirstUIAfter( )

begin

テーブル 143 • DeleteShortcutFolder のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFolderName 削除する フ ォルダーの名前を指定し ます。

テーブル 144 • DeleteShortcutFolder の戻り値

戻り値 説明

0 関数が指定し たフ ォルダーを正常に削除し たこ と を示し ます。

< 0 関数がフ ォルダーを削除できなかったこ と を示し ます。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト

を取得する こ とができます。 た と えば、 FormatMessage を呼び

出し た場合の -2147024891 (0x80070005) です。
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// フ ォルダーを表示します。

ShowProgramFolder (FOLDER, SW_SHOW);

Delay (3);

// 「メ モ帳の例 3」 アイ コンを削除します。

if (DeleteShortcut (FOLDER, SHORTCUT) < 0) then

MessageBox ("DeleteShortcut が失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

// 「フ ォルダー例 3」 シ ョ ー ト カ ッ ト を削除します。

if (DeleteShortcutFolder (FOLDER) < 0) then

MessageBox ("DeleteShortcutFolder が失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

end;

DeleteWCHARArray

説明

DeleteWCHARArray 関数は pCHARArray がポイ ン ト するポイ ン ターの配列を削除し ます。

構文

DeleteWCHARArray ( pCHARArray );

パラ メ ーター

戻り値

DialogSetFont
DialogSetFont 関数は、 実行時に表示される InstallScript ダイアログのフ ォ ン ト を設定し ます。 この関数は、

InstallScript ダイアログおよびカス タム InstallScript ダイアログ (EzDefineDialog または DefineDialog で定義されるダ

イアログ ) に使用できます。 この関数は、 Windows API 関数の MessageBox を呼び出すこ とによ って表示されるダ

テーブル 145 • DeleteWCHARArray のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

pCHARArray Unicode 文字列へのポイ ン ターの配列へのポイ ン ターを指定し ます。 一

般的に、 このポイ ン ターは以前の GetWCHARArrayFromISStringArray への

呼び出し で戻されます。

テーブル 146 • DeleteWCHARArray 戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS この関数は常に  ISERR_SUCCESS を戻し ます。
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イアログには影響を与えません。 これらのダイアログはメ ッ セージボ ッ クスでユーザーが (Windows コ ン ト ロール

パネルを使って ) 指定し たフ ォ ン ト で表示されます。 この関数はダイアログのタ イ ト ルバー内のテキス ト には影

響し ません。 ダイアログタ イ ト ルバーのフ ォ ン ト は Windows が設定し ます。

構文

DialogSetFont( szFontName, nFontSize, nReserved );

パラ メ ーター

戻り値

DialogSetFont は常に 0 ( ゼロ ) を返し ます。 関数でフ ォ ン ト を変更できない場合、 システムフ ォ ン ト にダイアログ

のテキス ト が表示されます。

追加情報

InstallShield ダイアログのフ ォ ン ト を変更する場合、 セ ッ ト ア ッ プを実行するすべてのシステムで使用できる こ と

がわかっている フ ォ ン ト を使用するよ う にし て く だ さい。 また、 さ まざまな画面解像度を持つセ ッ ト ア ッ プをテ

ス ト し て、 フ ォ ン ト が正し く 使用できる こ と を確認し て く だ さい。

DialogSetInfo

エデ ィ シ ョ ン • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI ( イベン ト  ド リ ブン型の InstallScript、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンを除 く )

DialogSetInfo 関数は、 ラ ン タ イム ダイアログで、 以下の表示要素を変更し ます :

• 表示される イ メ ージ

• エン ド ユーザーの選択を取得するために使用されるチ ェ ッ ク ボ ッ クスのス タ イル

• 有効なハー ド ド ラ イブ要領を示す値の精度

テーブル 147 • DialogSetFont のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFontName 使用する フ ォ ン ト を指定し ます ( 例、 Times 

New Roman)。

nFontSize フ ォ ン ト サイズを 「10」 などのよ う に指定

し ます。

nReserved このパラ メ ーターでゼロ (0) を渡し ます。 他

の値は使用できません。
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単一のダイアログの特定の部分を変更するたびに、 DialogSetInfo を呼び出す必要があ り ます。 DialogSetInfo の呼び

出しによる変更は、 残りのイ ンス ト ール中、 または後続の DialogSetInfo の呼び出しによ って再び変更されるまで

反映されます。

メ モ • Sd ダイアログ関数を呼び出す前にスク リ プ ト が DialogSetInfo を呼び出す場合、 SdInit の呼び出しの前に 

DialogSetInfo を呼び出す必要があ り ます。 そ う でない場合、 DialogSetInfo の呼び出しは有効にな り ません。

構文

DialogSetInfo (nInfoType, szInfoString, nParameter);
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パラ メ ーター

テーブル 148 • DialogSetInfo のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nInfoType 変更する表示機能を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つ

を渡し ます。

• DLG_INFO_USEDECIMAL— デフ ォル ト では、 機能サイズ、 利用可能なデ ィ スク容量、 お

よび必要なデ ィ スク容量を示すために表示される値は、 キロバイ ト またはメ ガバイ ト

に四捨五入されます。 この値をキロバイ ト またはメ ガバイ ト の 10 分の 1 の単位で四

捨五入し て表示する場合、 この定数を渡し ます。 このパラ メ ーターで影響を受けるダ

イアログは、 FeatureDialog、 SdFeatureDialog、 SdFeatureDialog2、 SdFeatureDialogAdv、

および SdFeatureMult です。

• DLG_INFO_KUNITS— デフ ォル ト では、 機能サイズ、 利用可能なデ ィ スク容量、 および

必要なデ ィ スク容量を示すために表示される値は、 メ ガバイ ト で表示されます。 この

定数を渡し て、 これらの容量をキロバイ ト で表示し ます。 このパラ メ ーターで影響を

受けるダイアログは、 FeatureDialog、 SdFeatureDialog、 SdFeatureDialog2、

SdFeatureDialogAdv、 および SdFeatureMult です。

• DLG_INFO_ALTIMAGE — ダイアログで表示される代替のビ ッ ト マ ッ プを指定し ます。

nParameter が DLG_INFO_ALTIMAGE_VERIFY_BMP または TRUE に設定されている場合、

szInfoString は、 ダイアログに表示される イ メ ージを指定する必要があり ます。 このパ

ラ メ ーターは、 ダイアログの左側にある標準イ ンス ト ール イ メ ージを表示する  ダイ

アログすべてに適用されます。 詳細は 「nParameter」 の説明を参照し て く だ さい。

SetDisplayEffect で設定されている表示効果は、 通常は特殊効果な し で表示される代替

イ メ ージに対し ては適用し ません。

• DLG_INFO_ALTIMAGE_HIDPI— この定数は、 ダイアログで高 DPI イ メ ージを指定し ま

す。 高 DPI イ メ ージは BMP、 GIF、 JPEG、 PNG、 および TIFF などをサポー ト し ます。

イ メ ー ジ を中央揃え に し て、 ヘ ッ ダ ー の右側に配置す る に は、 縦横比が 2.5:1 の イ

メ ー ジ が推奨 さ れ ま す。 こ れは、 InstallShield で使用 さ れ て い る イ メ ー ジ と 似た サ イ ズ

で、 イ メ ー ジ内の実際の ロ ゴ部分が、 イ メ ー ジ全体の約半分の幅で、 残 り の半分は透

明 と な っ て い ま す。 推奨イ メ ー ジ サ イ ズ は次の通 り で す : 

• 100% ス ケ ー ル の イ メ ー ジ の場合は 180x75

• 200% ス ケ ー ル の イ メ ー ジ の場合は 360x150 

• 250% ス ケ ー ル の イ メ ー ジ の場合は 450x187 な ど

透明化が必要な場合、 それをサポー ト する PNG などのイ メ ージ タ イプを使い、 ダイ

アログ内で szInfoString が表示する イ メ ージの名前 ( オプシ ョ ンでパスを含むこ とが可

能 ) を指定し ます。 このパラ メ ーターは、 ダイアログの左側にある標準イ ンス ト ール 

イ メ ージを表示する  ダイアログすべてに適用されます。 DLG_INFO_ALTIMAGE_HIDPI 

が nInfoType で渡される場合、 パラ メ ーター値 szInfoString および nParameter が必要

です。 詳細は 「szInfoString」 および 「nParameter」 の説明を参照し て く だ さい。

SetDisplayEffect で設定されている表示効果は、 通常は特殊効果な し で表示される代替

イ メ ージに対し ては適用し ません。
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szInfoString DLG_INFO_ALTIMAGE が nInfoType で渡された場合、 このパラ メ ーターは、 表示する代替

ビ ッ ト マ ッ プのフ ァ イル名、 およびオプシ ョ ンでビ ッ ト マ ッ プ属性のセ ッ ト を指定し ま

す。 ビ ッ ト マ ッ プ属性が含まれている場合、 このパラ メ ーターに渡された文字列は次のよ

う にフ ォーマ ッ ト する必要があ り ます。

" ビ ッ ト マ ッ プフ ァ イル名 ; 透明フ ラグ ;3-D flag;< 未使用 >; 背景色 "

• ビ ッ ト マ ッ プフ ァ イル名 — ビ ッ ト マ ッ プ フ ァ イルの名前を指定し ます。 フ ァ イル名が

完全でない場合 ( つま り、 フ ァ イル名に ド ラ イブイ ンス ト ール先およびパスが含まれ

ていない場合 )、 イ ンス ト ールは SUPPORTDIR でビ ッ ト マ ッ プを検索し ます。

• 透過フ ラグ — ビ ッ ト マ ッ プを透過的に示すかど うかを示し ます。 このフ ラグが 1 

(true) の場合、 マジ ェ ン タ (RGB 値 : 255,0,255) であるビ ッ ト マ ッ プの全部分が透明に

表示されます。 このパラ メ ーターのデフ ォル ト 値は 0 ( 非透明 ) です。

• 3-D フ ラグ — ビ ッ ト マ ッ プが含まれるス タ テ ィ ッ ク フ ィ ールドの縁に 3-D 輪郭線を

追加するかど うかを示し ます。このパラ メ ーターのデフ ォル ト 値は 0 (3D 輪郭線な し ) 

です。

• < 未使用 >— フ ォーマ ッ ト された文字列のこの部分は無視されますが、 必ず含める必要

があ り ます。 フ ォーマ ッ ト された文字列には 4 つのセ ミ コ ロンを含め、 そのう ちの 2 

つのセ ミ コ ロンを 3-D フ ラグと背景色との間に配置する必要があり ます。

• 背景色 —  ス タ テ ィ ッ ク テキス ト  フ ィ ールドの背景に使用する色を示し ます。 この色

は、 ビ ッ ト マ ッ プが表示される静的テキス ト フ ィ ールド よ り小さい場合、 または透明

フ ラグが 1 に設定されてお り、 ビ ッ ト マ ッ プに透明な領域がある場合にのみ表示され

ます。 背景色は、 コ ンマで区切られた 3 つの数値である RGB 値と し て表される必要

があ り ます。

次の例では、 SUPPORTDIR フ ォルダーにある MyBitmap.bmp フ ァ イルからのビ ッ ト マ ッ プ

を表示し ます。 ビ ッ ト マ ッ プは黒背景に配置され、 ３ D 輪郭線はあり ません。 マジ ェ ン タ

であるビ ッ ト マ ッ プはいずれの部分も、 黒い背景色で表示されます。

SUPPORTDIR ^ "MyBitmap.bmp" + ";1;1;;0,0,0"

標準のビ ッ ト マ ッ プは、 57 x 53 である こ とに注意し て く ださい。 代替ビ ッ ト マ ッ プも この

サイズにする必要があ り ます。 ビ ッ ト マ ッ プがこのサイズよ り も大きい場合、 タ イ ト ル領

域内で垂直方向の中央に配置されます。 さ らに、 ビ ッ ト マ ッ プ も右端がダイアログの右端

に位置合わせされます。 ([Welcome]、 [SdWelcome]、 および [SdFinish] ダイアログでは、

ビ ッ ト マ ッ プの右端がビ ッ ト マ ッ プが表示される大きいイ メ ージの右端に位置合わせされ

ます。 ) ビ ッ ト マ ッ プの左端は、 ダイアログの左に必要なだけ拡張し ます。 ダイアログの

タ イ ト ル領域の下に拡張するビ ッ ト マ ッ プの部分は、 切り取られます。 ビ ッ ト マ ッ プが 57 

x 53 よ り も小さい場合には正し く 表示されますが、 サイズは自動的に調整されません。

DLG_INFO_ALTIMAGE_HIDPI が nInfoType で渡される と き、 このパラ メ ーターは表示する高 

DPI イ メ ージの名前 ( オプシ ョ ンでパスも含める） を指定し ます。 フ ァ イルが指定されな

かった場合、 SUPPORTDIR に存在する ものと見な されます。 フ ァ イルが存在し ない場合

は、 DialogSetInfo が ISERR_FILE_NOT_FOUND を返し ます。 

デフ ォル ト のイ メ ージが復元された り、 nInfoType が DLG_INFO_ALTIMAGE または 

DLG_INFO_ALTIMAGE_HIDPI でない場合、 このパラ メ ーターは無視されます。

テーブル 148 • DialogSetInfo のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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戻り値

追加情報

InstallScript イ ンス ト ールで DialogSetInfo への呼び出し結果をプレビ ューするには、 [ ダイアログ サンプラー ] (

ツール メ ニューの InstallScript サブ メ ニューにあり ます ) を実行し てから、 [ 属性 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てダイア

ログの属性を変更し、 SdFeatureMult などダイアログ内の変更を確認し ます。

nParameter nInfoType と組み合わせて、 ダイアログ機能の指定に使用されます。

nInfoType が DLG_INFO_ALTIMAGE の場合、 以下の定数のう ちいずれかを渡し、 表示する

ビ ッ ト マ ッ プを指定し ます :

• DLG_INFO_ALTIMAGE_VERIFY_BMP — szInfoString で示されたビ ッ ト マ ッ プを、 次に続

く ダイアログに使用する こ と を指定し ます。 このビ ッ ト マ ッ プを使用する前に、 イ ン

ス ト ールはそのビ ッ ト マ ッ プの存在を確認し ます。

• DLG_INFO_ALTIMAGE_REVERT_IMAGE (-1) — 次に続 く ダイアログが、 デフ ォル ト の

ビ ッ ト マ ッ プを表示する こ と を指定し ます。 イ ンス ト ールは、 ビ ッ ト マ ッ プの存在を

確認し ません。

• TRUE — szInfoString で示されたビ ッ ト マ ッ プを、 次に続 く ダイアログに使用する こ と

を指定し ます。 イ ンス ト ールは、 そのビ ッ ト マ ッ プの存在を確認し ません。

nInfoType が DLG_INFO_ALTIMAGE_HIDPI のと き、 nParameter は DPI 拡大 / 縮小率を指定し

ます。 たと えば、 200% 拡大する場合 200、 150％ の場合 150 など。 サポー ト されている

小縮小値は 25 です。 この値に 0 が渡された場合、 イ メ ージは何も表示されません。 If 

DLG_INFO_ALTIMAGE_REVERT_IMAGE が渡される と、 以前に使用されたイ メ ージが表示さ

れます。

nInfoType が DLG_INFO_KUNITS または DLG_INFO_USEDECIMAL である場合、 以下の定数の

う ちいずれかを渡し、 表示されるサイズを指定し ます。

• TRUE — nInfoType によ って指定されるサイズを表示するよ う指定し ます。

• FALSE — デフ ォル ト のス タ イルでサイズを表示するよ う指定し ます。

テーブル 149 • DialogSetInfo の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS (0) 関数が指定されたス タ イルを正し く 設定し ま し た。

DLG_INFO_ALTIMAGE_VERIFY_BMP が nParameter で渡される と、 この戻り値はビ ッ

ト マ ッ プが見つかったこ と も示し ます。

< ISERR_SUCCESS (< 0) 関数がダイアログ情報を設定し よ う と し た時に、 不明なエラーが発生し ま し た。

ISERR_FILE_NOT_FOUND 

(0x80070004)

szInfoString が示すイ メ ージが見つかり ませんで し た。

テーブル 148 • DialogSetInfo のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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ビル ト イ ン関数 (A-D)
DialogSetInfo の例

エデ ィ シ ョ ン • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI ( イベン ト  ド リ ブン型の InstallScript、 InstallScript カス タム アクシ ョ ンを除 く )

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * DialogSetInfo 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは AskText を 2 回呼び出します。 初めの呼び出しでは、

 * AskText ダイアログがデフ ォル ト ビ ッ ト マ ッ プを表示します。 Then

 * DialogSetInfo が呼び出され、 代替ビ ッ ト マ ッ プを指定します。

 * そのビ ッ ト マ ッ プが AskText への 2 回目の呼び出しで表示されます。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 定義済み定数

 FULL_BMP_PATH を設定して、 [ サポー ト フ ァ イル / ビルボード ] ビューに含まれる

 *  ビ ッ ト マ ッ プ フ ァ イルを参照するよ うに設定して く ださい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define FULL_BMP_PATH SUPPORTDIR ^ "MyBitmap.bmp"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

function OnBegin()

STRING szText, szMsg, szBmpPath;

STRING svReturnText;

NUMBER nReturn;

begin

start:

// セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

// AskText ダイアログを、 そのデフ ォルト  ビ ッ ト マ ッ プ と共に表示します。

szText  = " デフ ォル ト ビ ッ ト マ ッ プ。 ";

szMsg   = " 左のビ ッ ト マ ッ プがデフ ォルト です。 ";

nReturn = AskText (szMsg, szText, svReturnText);

// [ 戻る ] ボタ ンを有効にします。

Enable(BACKBUTTON);

szBmpPath = FULL_BMP_PATH;

// AskText ダイアログ用の代替ビ ッ ト マ ッ プを設定します。

DialogSetInfo (DLG_INFO_ALTIMAGE, szBmpPath, TRUE);

// AskText ダイアログで表示するテキス ト を設定します。

szText = " 代替ビ ッ ト マ ッ プ。 ";

szMsg  = " 左のビ ッ ト マ ッ プがカスタム ビ ッ ト マ ッ プです。 この代替 " +
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 " ビ ッ ト マ ッ プは DialogSetInfo の DLG_INFO_ALTBITMAP オプシ ョ ンを利用して

 " 表示されます。 ";

// 代替ビ ッ ト マ ッ プ と共に AskText ダイアログを

// 表示します。

nReturn = AskText (szMsg, szText, svReturnText);

// [ 戻る ] ボタ ンの処理。

if (nReturn = BACK) then

// デフ ォルト  ビ ッ ト マ ッ プ設定を復元します。

DialogSetInfo (DLG_INFO_ALTIMAGE, "", DLG_INFO_ALTIMAGE_REVERT_IMAGE);

goto start;

endif;

end;

ダイアログ ス タ イル
4 種類のダイアログ ボ ッ クスス タ イルが利用できます :

• CHECKBOX ダイアログ ス タ イル

• CHECKBOX95 ダイアログ ス タ イル

• CHECKMARK ダイアログ ス タ イル

• CHECKLINE ダイアログ ス タ イル

CHECKBOX ダイアログ ス タ イル

図 1: CHECKBOX ダイアログ ス タ イル
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CHECKBOX95 ダイアログ ス タ イル

図 2: CHECKBOX95 ダイアログ ス タ イル

CHECKMARK ダイアログ ス タ イル

図 3: CHECKMARK ダイアログ ス タ イル
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CHECKLINE ダイアログ ス タ イル

図 4: CHECKLINE ダイアログ ス タ イル

DIFxDriverPackageGetPath

プロジ ェ ク ト • この ト ピ ッ クは、 InstallScript プロジ ェ ク ト のみに適用し ます。 DIFx は Windows Installer で呼び出

すこ とができるため、 この関数は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では必要あ り ません。

DIFxDriverPackageGetPath 関数は、 ド ラ イバース ト ア .inf フ ァ イルの完全修飾パスを取得し ます。 .

メ モ • この関数は、 DIFxAPI 関数の DriverPackageGetPath を呼び出し ます。 この関数と そのパラ メ ーター、 戻り値

に関する詳細は、 DIFxAPI マニュアルを参照し て く だ さい。

構文

DIFxDriverPackageGetPath( byval string szDriverPackageInfPath, byref string svDestInfPath, byval number nISFlags );
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戻り値

追加情報

DIFx と DIFxAPI についての詳細は、 MSDN ラ イブラ リ を参照し て く だ さい。

DIFxDriverPackageInstall

プロジ ェ ク ト • この ト ピ ッ クは、 InstallScript プロジ ェ ク ト のみに適用し ます。 DIFx は Windows Installer で呼び出

すこ とができるため、 この関数は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では必要あ り ません。

テーブル 150 • DIFxDriverPackageGetPath のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDriverPackageInfPath 対応する ド ラ イバース ト ア .inf フ ァ イルを取得する ド ラ イバー パッ ケージ .inf フ ァ

イルに対する完全修飾パスを指定し ます。

svDestInfPath DriverPackageInfPath で提供されている ド ラ イバー パッ ケージ .inf フ ァ イルに対応

する ド ラ イバー ス ト ア .inf フ ァ イルの完全修飾パスを指定し ます。

nISFlags InstallScript 特定のフ ラグを指定し ます。 次のフ ラグが使用できます。

• 0— デフ ォル ト の動作

• ISDIFX_OPTION_DONT_RESOLVE_TEXTSUBS — デフ ォル ト で、

szDriverPackageInfPath で見つかったテキス ト 置換が解決されます。 ただ し、

このフ ラグを指定する と、 テキス ト 置換は解決されません。

テーブル 151 • DIFxDriverPackageGetPath の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS 関数は成功し ま し た。

< ISERR_SUCCESS 関数が失敗し ま し た。

DriverPackageGetPath からの戻り値が、 Win32 エラー ( 正の戻り値 ) の場合、

ISERR_WIN_BASE がエラーに追加され、 エラーが  ISERR_SUCCESS である こ と を明

示し ます。

必要であれば次のコー ド を使用し て元の Win32 エラーを取得できます。

if( nResult & ISERR_WIN_BASE ) then

nResult = nResult - ISERR_WIN_BASE;

endif;

特定のエラーのリ ス ト については、 DIFx のエラー (InstallScript プロジ ェ ク ト ) を参

照し て く だ さい。
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 759

http://msdn.microsoft.com/


InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (A-D)
DIFxDriverPackageInstall 関数はド ラ イバー ス ト アに ド ラ イバー パッ ケージを イ ンス ト ールし、 それからシステム

に ド ラ イバーを イ ンス ト ールし ます。 ド ラ イバーに関連し たすべてのフ ァ イルが 1 つのコ ンポーネン ト の中にあ

るか、 このコ ンポーネン ト のイ ンス ト ール イベン ト が呼び出されたと きにすべての適切な ド ラ イバー フ ァ イルが

イ ンス ト ールされる こ と を保証できる場合は、 この関数を呼び出す場所と し て、 DIFx ド ラ イバーのイ ンス ト ール 

イベン ト が入ったコ ンポーネン ト を使用する こ と をお勧めし ます。 上記の条件に状況が該当し ない場合は、 イ ン

ス ト ーラーの OnMoved イベン ト でこの関数を呼び出し て く だ さい。

この関数を呼び出し た と きにアン イ ンス ト ール ログが有効になっている と、 この関数によ って呼び出された ド ラ

イバーのアン イ ンス ト ールはログ記録され、 アプ リ ケーシ ョ ンが削除される と自動的に 

OnUninstallingDIFxDriverFile イベン ト によ って削除されます。

メ モ • この関数は、 DIFxAPI 関数の DriverPackageInstall を呼び出し ます。 この関数と そのパラ メ ーター、 戻り値に

関する詳細は、 DIFxAPI マニュアルを参照し て く だ さい。

構文

DIFxDriverPackageInstall( byval string szDriverPackageInfPath, byval number nFlags, byval number nISFlags );
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テーブル 152 • DIFxDriverPackageInstall のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDriverPackageInfPath イ ンス ト ールする ド ラ イバー パッ ケージのド ラ イバー パッ ケージ .inf フ ァ イルに

対する完全修飾パスを提供する文字列。

nFlags イ ンス ト ール操作を制御する 1 つまたは複数のフ ラグ。 ほとんどの場合、 イ ンス

ト ーラーが自動的に適切なフ ラグを追加するため、 0 を指定する こ とができます。

次の追加タグを手動で指定できます。

メ モ • これらのフ ラグは DIFxAPI 関数 DriverPackageInstall のフ ラグパラ メ ーターで

定義され、 直接渡されます。 これらのフ ラグに関する詳細は、 DIFxAPI マニュアル

を参照し て く だ さい。

• DRIVER_PACKAGE_REPAIR — ド ラ イバー パッ ケージが既にイ ンス ト ールされ

ている場合でも ド ラ イバー ス ト アに指定のド ラ イバー 　 パッ ケージを再イ ン

ス ト ールし ます。 このフ ラグは自動的に修復モー ド で指定されます。

• DRIVER_PACKAGE_ONLY_IF_DEVICE_PRESENT — (PnP 関数ド ラ イバーにのみ適

用 ) そのド ラ イバー パッ ケージの方が、 デバイス ツ リーのデバイスよ り適し

ている場合にのみド ラ イバーをプレ イ ンス ト ールおよびイ ンス ト ールし ます。

• DRIVER_PACKAGE_FORCE—(PnP 関数ド ラ イバーにのみ適用 ) デフ ォル ト で、

新しい ド ラ イバーの方が現在デバイスにイ ンス ト ールされている ド ラ イバー

よ り適し ている場合にのみ新しい ド ラ イバーを イ ンス ト ールし ます。 このフ

ラグを指定する と、 関数は、 現在デバイス用にイ ンス ト ールされている ド ラ

イバー パッ ケージが指定のド ラ イバー パッ ケージよ り適し ている場合でも指

定のド ラ イバー パッ ケージをプレ イ ンス ト ールおよびイ ンス ト ールし ます。

• DRIVER_PACKAGE_SILENT— ユーザー ダイアログの表示を抑制し ます。 ド ラ イ

バー署名ダイアログに応答する場合など、 イ ンス ト ールを続行するのにユー

ザー操作が必要になる場合は、 ユーザー メ ッ セージを表示せずにイ ンス ト ー

ル操作は失敗し ます。 この関数は、 失敗の原因になったエラー コー ド を返し

ます。

• DRIVER_PACKAGE_LEGACY_MODE— 未署名のド ラ イバー パッ ケージや見つか

らないフ ァ イルがあるためにプレ イ ンス ト ールを完了できない ド ラ イバー 

パッ ケージをプレ イ ンス ト ールおよびイ ンス ト ールし ます。
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• DIFx と DIFxAPI についての詳細は、 MSDN ラ イブラ リ を参照し て く だ さい。

nISFlags InstallScript 特定のフ ラグを指定し ます。 次のフ ラグが使用できます。

• 0— デフ ォル ト の動作

• ISDIFX_OPTION_DONT_ASSOCIATE — デフ ォル ト で、 イ ンス ト ールされた ド ラ

イバーはイ ンス ト ール中のアプ リ ケーシ ョ ンに関連付けられます。 しかし こ

のフ ラグを指定する と、 ド ラ イバーはアプ リ ケーシ ョ ンに関連付けられませ

ん。

• ISDIFX_OPTION_NO_REPAIR— デフ ォル ト では、 REINSTALLMODE が TRUE のと

きに DriverPackagePreinstall 関数を呼び出すと、 自動的に 

DRIVER_PACKAGE_REPAIR フ ラグが追加されます。 しかし このフ ラグを指定

する と、 DRIVER_PACKAGE_REPAIR は自動的に追加されません。 ただ し、

nFlags で指定し た場合、 フ ラグは渡されます。

• ISDIFX_OPTION_LOG_IN_DRIVER_PACKAGE_PATH— デフ ォル ト では、 イ ンス

ト ールされた ド ラ イバーのアン イ ンス ト ールは、 イ ンス ト ールされた ド ラ イ

バーのキャ ッ シュにログ記録されます。 しかし このフ ラグを指定する と、 ド

ラ イバーはパッ ケージ パスにログ記録されます。

• ISDIFX_OPTION_DONT_RESOLVE_TEXTSUBS — デフ ォル ト で、

szDriverPackageInfPath で見つかったテキス ト 置換が解決されます。 ただ し、

このフ ラグを指定する と、 テキス ト 置換は解決されません。

テーブル 153 • DIFxDriverPackageInstall の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS 関数は成功し ま し た。

< ISERR_SUCCESS 関数が失敗し ま し た。

DriverPackageInstall からの戻り値が、 Win32 エラー ( 正の戻り値 ) の場合、

ISERR_WIN_BASE がエラーに追加され、 エラーが  ISERR_SUCCESS である こ と を明

示し ます。

必要であれば次のコー ド を使用し て元の Win32 エラーを取得できます。

if( nResult & ISERR_WIN_BASE ) then

nResult = nResult - ISERR_WIN_BASE;

endif;

特定のエラーのリ ス ト については、 DIFx のエラー (InstallScript プロジ ェ ク ト ) を参

照し て く だ さい。

テーブル 152 • DIFxDriverPackageInstall のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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• DIFxDriverPackageInstall を使用し て ド ラ イバーを イ ンス ト ールし た り DIFxDriverPackageUninstall を使用し て ド

ラ イバーをアン イ ンス ト ールする と、 ド ラ イバーはデフ ォル ト でイ ンス ト ーラーがイ ンス ト ールし ているア

プ リ ケーシ ョ ンに関連付けられます。 この関連付けは、 ISDIFX_OPTION_DONT_ASSOCIATE を指定する こ とに

よ って無効にできます。 これらの関数は、 次のスク リ プ ト 変数を使用し て関連付けるアプ リ ケーシ ョ ンを決

定し ます。

• ISDIFXAPPID

• IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME

• IFX_PRODUCT_NAME

• IFX_COMPANY_NAME

DIFxDriverPackagePreinstall

プロジ ェ ク ト • この ト ピ ッ クは、 InstallScript プロジ ェ ク ト のみに適用し ます。 DIFx は Windows Installer で呼び出

すこ とができるため、 この関数は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では必要あ り ません。

DIFxDriverPackagePreinstall 関数は、 プラグ アン ド プレ イ (PnP) 関数ド ラ イバーのド ラ イバー パッ ケージを ド ラ

イバー ス ト アにプレ イ ンス ト ールし、 ド ラ イバー パッ ケージの .inf フ ァ イルをシステムの .inf フ ァ イル デ ィ レ ク

ト リ にイ ンス ト ールし ます。 ド ラ イバーに関連し たすべてのフ ァ イルが 1 つのコ ンポーネン ト の中にあるか、 こ

のコ ンポーネン ト のイ ンス ト ール イベン ト が呼び出されたと きにすべての適切な ド ラ イバー フ ァ イルがイ ンス

ト ールされる こ と を保証できる場合は、 この関数を呼び出す場所と し て、 DIFx ド ラ イバーのイ ンス ト ール イベン

ト が入ったコ ンポーネン ト を使用する こ と をお勧めし ます。 上記の条件に状況が該当し ない場合は、 イ ンス ト ー

ラーの OnMoved イベン ト でこの関数を呼び出し て く だ さい。

この関数を呼び出し た と きにアン イ ンス ト ール ログが有効になっている と、 この関数によ ってプレ イ ンス ト ール

された ド ラ イバーのアン イ ンス ト ールはログ記録され、 アプ リ ケーシ ョ ンが削除される と自動的に 

OnUninstallingDIFxDriverFile イベン ト によ って削除されます。

メ モ • この関数は、 DIFxAPI 関数の DriverPackagePreinstall を呼び出し ます。 この関数と そのパラ メ ーター、 戻り

値に関する詳細は、 DIFxAPI マニュアルを参照し て く だ さい。

構文

DIFxDriverPackagePreinstall( byval string szDriverPackageInfPath, byval number nFlags, byval number nISFlags );
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テーブル 154 • DIFxDriverPackagePreinstall のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDriverPackageInfPath プレ イ ンス ト ールする ド ラ イバー パッ ケージのド ラ イバー パッ ケージ .inf フ ァ

イルに対する完全修飾パスを提供する文字列。 

nFlags イ ンス ト ール操作を制御する 1 つまたは複数のフ ラグ。 ほとんどの場合、 0 を

指定し て、 イ ンス ト ーラーで自動的に適切なフ ラグを追加し ます。

次の追加タグを手動で指定できます。

メ モ • これらのフ ラグは DIFxAPI 関数 DriverPackagePreinstall のフ ラグパラ メ ー

ターで定義され、 直接渡されます。 これらのフ ラグに関する詳細は、 DIFxAPI 

マニュアルを参照し て く だ さい。

• DRIVER_PACKAGE_REPAIR — ド ラ イバー パッ ケージが既にイ ンス ト ールさ

れている場合でも ド ラ イバー ス ト アに指定のド ラ イバー 　 パッ ケージを再

イ ンス ト ールし ます。 このフ ラグは自動的に修復モー ド で指定されます。

• DRIVER_PACKAGE_ONLY_IF_DEVICE_PRESENT — (PnP 関数ド ラ イバーにの

み適用 ) そのド ラ イバー パッ ケージの方が、 デバイス ツ リーのデバイスよ

り適し ている場合にのみド ラ イバーをプレ イ ンス ト ールおよびイ ンス ト ー

ルし ます。

• DRIVER_PACKAGE_FORCE—(PnP 関数ド ラ イバーにのみ適用 ) デフ ォル ト

で、 新しい ド ラ イバーの方が現在デバイスにイ ンス ト ールされている ド ラ

イバーよ り適し ている場合にのみ新しい ド ラ イバーを イ ンス ト ールし ま

す。 このフ ラグを指定する と、 関数は、 現在デバイス用にイ ンス ト ールさ

れている ド ラ イバー パッ ケージが指定のド ラ イバー パッ ケージよ り適し

ている場合でも指定のド ラ イバー パッ ケージをプレ イ ンス ト ールおよびイ

ンス ト ールし ます。

• DRIVER_PACKAGE_SILENT— ユーザー ダイアログの表示を抑制し ます。 ド

ラ イバー署名ダイアログに応答する場合など、 イ ンス ト ールを続行するの

にユーザー操作が必要になる場合は、 ユーザー メ ッ セージを表示せずにイ

ンス ト ール操作は失敗し ます。 この関数は、 失敗の原因になったエラー 

コー ド を返し ます。

• DRIVER_PACKAGE_LEGACY_MODE— 未署名のド ラ イバー パッ ケージや見つ

からないフ ァ イルがあるためにプレ イ ンス ト ールを完了できない ド ラ イ

バー パッ ケージをプレ イ ンス ト ールおよびイ ンス ト ールし ます。
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追加情報

DIFx と DIFxAPI についての詳細は、 MSDN ラ イブラ リ を参照し て く だ さい。

nISFlags InstallScript 特定のフ ラグを指定し ます。 次のフ ラグが使用できます。

• 0— デフ ォル ト の動作

• ISDIFX_OPTION_NO_REPAIR— デフ ォル ト では、 REINSTALLMODE が TRUE 

のと きに DriverPackagePreinstall 関数を呼び出すと、 自動的に 

DRIVER_PACKAGE_REPAIR フ ラグが追加されます。 しかし このフ ラグを指

定する と、 DRIVER_PACKAGE_REPAIR は自動的に追加されません。 ただし、

nFlags で指定し た場合、 フ ラグは渡されます。

• ISDIFX_OPTION_LOG_IN_DRIVER_PACKAGE_PATH— デフ ォル ト では、 イ ンス

ト ールされた ド ラ イバーのアン イ ンス ト ールは、 イ ンス ト ールされた ド ラ

イバーのキャ ッ シュにログ記録されます。 しかし このフ ラグを指定する

と、 ド ラ イバーはパッ ケージ ページにログ記録されます。

• ISDIFX_OPTION_DONT_RESOLVE_TEXTSUBS — デフ ォル ト で、

szDriverPackageInfPath で見つかったテキス ト 置換が解決されます。 このフ

ラグを指定する と、 テキス ト 置換は解決されません。

テーブル 155 • DIFxDriverPackagePreinstall の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS 関数は成功し ま し た。

< ISERR_SUCCESS 関数が失敗し ま し た。

DriverPackagePreinstall からの戻り値が、 Win32 エラー ( 正の戻り値 ) の場合、

ISERR_WIN_BASE がエラーに追加され、 エラーが  ISERR_SUCCESS である こ と

を明示し ます。

必要であれば次のコー ド を使用し て元の Win32 エラーを取得できます。

if( nResult & ISERR_WIN_BASE ) then

nResult = nResult - ISERR_WIN_BASE;

endif;

特定のエラーのリ ス ト については、 DIFx のエラー (InstallScript プロジ ェ ク ト )

を参照し て く ださい。

テーブル 154 • DIFxDriverPackagePreinstall のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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DIFxDriverPackageUninstall

プロジ ェ ク ト • この ト ピ ッ クは、 InstallScript プロジ ェ ク ト のみに適用し ます。 DIFx は Windows Installer で呼び出

すこ とができるため、 この関数は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では必要あ り ません。

DIFxDriverPackageUninstall 関数は、 システムから指定のド ラ イバー パッ ケージをアンイ ンス ト ールし、 ド ラ イ

バー ス ト アから ド ラ イバー パッ ケージを削除し ます。

DIFxDriverPackageInstall または DIFxDriverPackagePreinstall を使用し てイ ンス ト ールし た ド ラ イバーの場合は、 ア

ン イ ンス ト ール ログが有効な間にこれらのド ラ イバーが自動的に OnUninstallingDIFxDriverFile イベン ト によ って削

除されるため、 この関数を明示的に呼び出す必要はあ り ません。

メ モ • この関数は、 DIFxAPI 関数の DriverPackageUninstall を呼び出し ます。 この関数と そのパラ メ ーター、 戻り値

に関する詳細は、 DIFxAPI マニュアルを参照し て く だ さい。

構文

DIFxDriverPackageUninstall( byval string szDriverPackageInfPath, byval number nFlags, byval number nISFlags );
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パラ メ ーター

テーブル 156 • DIFxDriverPackageUninstall のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDriverPackageInfPath プレ イ ンス ト ールする ド ラ イバー パッ ケージのド ラ イバー パッ ケージ .inf フ ァ

イルに対する完全修飾パスを提供する文字列。

nFlags イ ンス ト ール操作を制御する 1 つまたは複数のフ ラグ。 ほとんどの場合、 0 を

指定し て、 イ ンス ト ーラーで自動的に適切なフ ラグを追加し ます。

次の追加タグを手動で指定できます。

メ モ • これらのフ ラグは DIFxAPI 関数 DriverPackageUninstall のフ ラグパラ メ ー

ターで定義され、 直接渡されます。 これらのフ ラグに関する詳細は、 DIFxAPI 

マニュアルを参照し て く だ さい。

• DRIVER_PACKAGE_FORCE—(PnP 関数ド ラ イバーにのみ適用 ) デフ ォル ト

で、 新しい ド ラ イバーの方が現在デバイスにイ ンス ト ールされている ド ラ

イバーよ り適し ている場合にのみ新しい ド ラ イバーを イ ンス ト ールし ま

す。 このフ ラグを指定する と、 関数は、 現在デバイス用にイ ンス ト ールさ

れている ド ラ イバー パッ ケージが指定のド ラ イバー パッ ケージよ り適し

ている場合でも指定のド ラ イバー パッ ケージをプレ イ ンス ト ールおよびイ

ンス ト ールし ます。

• DRIVER_PACKAGE_SILENT— ユーザー ダイアログの表示を抑制し ます。 ド

ラ イバー署名ダイアログに応答する場合など、 イ ンス ト ールを続行するの

にユーザー操作が必要になる場合は、 ユーザー メ ッ セージを表示せずにイ

ンス ト ール操作は失敗し ます。 この関数は、 失敗の原因になったエラー 

コー ド を返し ます。

• DRIVER_PACKAGE_DELETE_FILES— ド ラ イバー パッ ケージがイ ンス ト ール

されたと きにシステムにコ ピーされたバイナ リ フ ァ イルをシステムから削

除し ます。 この関数は、 バイナ リ フ ァ イルがド ラ イバー ス ト ア内の対応

するバイナ リ フ ァ イルと同一の場合のみ、 そのバイナ リ フ ァ イルをシス

テムから削除し ます。 

注意 • このフ ラグを使用する際には注意が必要です。 システムのバイナ リ フ ァ

イルが他のド ラ イバー パッ ケージまたはアプ リ ケーシ ョ ンで必要ないこ と を確

認できる場合にのみこのフ ラグを使用し て く だ さい。
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追加情報

• DIFx と DIFxAPI についての詳細は、 MSDN ラ イブラ リ を参照し て く だ さい。

• DIFxDriverPackageInstall を使用し て ド ラ イバーを イ ンス ト ールし た り DIFxDriverPackageUninstall を使用し て ド

ラ イバーをアン イ ンス ト ールする と、 ド ラ イバーはデフ ォル ト でイ ンス ト ーラーがイ ンス ト ールし ているア

プ リ ケーシ ョ ンに関連付けられます。 この関連付けは、 ISDIFX_OPTION_DONT_ASSOCIATE を指定する こ とに

よ って無効にできます。 これらの関数は、 次のスク リ プ ト 変数を使用し て関連付けるアプ リ ケーシ ョ ンを決

定し ます。

• ISDIFXAPPID

• IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME

• IFX_PRODUCT_NAME

• IFX_COMPANY_NAME

nISFlags InstallScript 特定のフ ラグを指定し ます。 次のフ ラグが使用できます。

• 0— デフ ォル ト の動作

• ISDIFX_OPTION_DONT_ASSOCIATE — デフ ォル ト で、 イ ンス ト ールされた ド

ラ イバーはイ ンス ト ール中のアプ リ ケーシ ョ ンに関連付けられます。 しか

し このフ ラグを指定する と、 ド ラ イバーはアプ リ ケーシ ョ ンに関連付けら

れません。

• ISDIFX_OPTION_DONT_RESOLVE_TEXTSUBS — デフ ォル ト で、

szDriverPackageInfPath で見つかったテキス ト 置換が解決されます。 このフ

ラグを指定する と、 テキス ト 置換は解決されません。

テーブル 157 • DIFxDriverPackageUninstall の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS 関数は成功し ま し た。

< ISERR_SUCCESS 関数が失敗し ま し た。

DriverPackageUninstall からの戻り値が、 Win32 エラー ( 正の戻り値 ) の場合、

ISERR_WIN_BASE がエラーに追加され、 エラーが < ISERR_SUCCESS である こ と

を明示し ます。

必要であれば次のコー ド を使用し て元の Win32 エラーを取得できます。

if( nResult & ISERR_WIN_BASE ) then

nResult = nResult - ISERR_WIN_BASE;

endif;

特定のエラーのリ ス ト については、 DIFx のエラー (InstallScript プロジ ェ ク ト )

を参照し て く ださい。

テーブル 156 • DIFxDriverPackageUninstall のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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ビル ト イ ン関数 (A-D)
Disable
Disable 関数は、 nConstant パラ メ ーターで指定し たユーザーイ ン ターフ ェ イスオブジ ェ ク ト やセ ッ ト ア ッ プ機能

をアクテ ィ ブにし ます。

スク リ プ ト で Disable 関数を呼び出し て [ 次へ ] ボタ ンや [ 戻る ] ボタ ンを無効にする と、 関数呼び出しの後に表

示されるすべてのダイアログ内のボタ ンが無効にな り ます。 [ 次へ ] ボタ ンや [ 戻る ] ボタ ン を再度有効にするに

は、 対応する定数を使用し て Enable 関数を呼び出す必要があり ます。

構文

Disable ( nConstant );
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テーブル 158 • Disable のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nConstant 無効にするユーザーイ ン ターフ ェースオブジ ェ ク ト やオペレーシ ョ ン機能を指

定し ます。

このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• BACKBUTTON — い く つかのビル ト イ ン ダイアログに表示される [ 戻る ] 

ボタ ンを無効 ( 灰色表示 ) にし ます。 [ 戻る ] ボタ ンは、 デフ ォル ト で有効

です。

• BACKGROUND — イ ンス ト ールのメ イ ン背景ウ ィ ン ド ウを無効、 または非

表示にし ます。 このパラ メ ーターはイ ンス ト ールが全画面モー ドの場合は

無効です。

• BILLBOARD — イ ンス ト ール中にビルボー ドの表示を抑制し ます。

• CANCELBUTTON — い く つかのビル ト イ ン ダイアログに表示される [ キャ

ンセル ] ボタ ンを無効 ( 灰色表示 ) にし ます。

• DIALOGCACHE — ダイアログ キャ ッ シュのメ カニズムを無効にし ます。 ダ

イアログキャ ッ シュについては、 「Enable」 を参照し て く だ さい。

メ モ • DIALOGCACHE は、 [ 次へ ] ボタ ンや [ 戻る ] ボタ ンがないダイアログで

は無効です。

• HOURGLASS — マウス カーソルを " ビジー " カーソル ( デフ ォル ト では砂

時計 ) から普通のカーソル ( デフ ォル ト ではポイ ン ター ) へ変更し ます。
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nConstant ( 続き ) • LOGGING — アン イ ンス ト ール ログ フ ァ イルに情報が記録されないよ う、

アン イ ンス ト ール情報のログを無効にし ます。

デフ ォル ト で、 ログ記録は自動的に有効と な り ます。 ログ記録を無効にす

る必要がある場合、 アン イ ンス ト ール向けにログ記録し ない処理を行う直

前に LOGGING 定数を使って Disable を呼び出す方法が推奨されます。 その

後、 LOGGING 定数を使って Enable を呼び出し、 ログ記録を再有効化し ま

す。

ログ記録に関する詳細については、 「アン イ ンス ト ール用にログされた 

InstallScript 関数」 を参照し て く ださい。

ヒ ン ト • アン イ ンス ト ール中にコ ンポーネン ト が行った変更が元に戻らないよ

う に防ぐためには、 InstallScript プロジ ェ ク ト でコ ンポーネン ト の " アン イ ンス

ト ール " 設定に [ いいえ ] を選択するか、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト でコ ン

ポーネン ト の " パーマネン ト " 設定に [ はい ] を選択し ます。

• NEXTBUTTON — い く つかのビル ト イ ン InstallScript ダイアログに表示され

る [ 次へ ] ボタ ンを無効 ( 灰色表示 ) にし ます。 デフ ォル ト では、 ほとんど

のダイアログでの [ 次へ ] ボタ ンは有効になっています。

メ モ • NEXTBUTTON 定数を使って Disable を呼び出し ても、 Next ボタ ンを内部

的に有効化 / 無効化する SdCustomerInformation、 SdCustomerInformationEx、

SdRegisterUser、 または SdRegisterUserEx ダイアログでは効果があ り ません。

• PCRESTORE— デフ ォル ト で有効になっている [ システム回復互換性 ] を無

効にし ます。

• REGISTRYFUNCTIONS_USETEXTSUBS— レジス ト リ関数に渡された文字列

のテキス ト 置換を無効にし ます。 これはデフ ォル ト で有効になっていま

す。 このオプシ ョ ンは、 開き山かっ こ (<) と閉じ山かっ こ (>) を含むレジス

ト リ関数文字列で作業し ている と きに使用し ますが、 テキス ト 置換と解釈

すべきではあ り ません。

• SELFREGISTERBATCH— XCopyFile および SELFREGISTER 定数を使ってコ

ピーし たフ ァ イルの登録の 「バッ チ メ ソ ッ ド」 を無効にし ます。 バッ チ メ

ソ ッ ドは、 デフ ォル ト では有効です。

バッ チ メ ソ ッ ドが無効な場合、 XCopyFile と SELFREGISTER 定数を使って

コ ピーし たフ ァ イルはすぐに登録されます。 batch メ ソ ッ ドが有効な場合、

データ転送が行われるまで登録は遅延されます。

テーブル 158 • Disable のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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nConstant ( 続き ) • SERVICE_DIFX_32—32 ビ ッ ト  プラ ッ ト フ ォームの DIFx サポー ト を無効にし

ます。

• SERVICE_DIFX_AMD64—AMD 64 ビ ッ ト  プラ ッ ト フ ォームの DIFx サポー ト

を無効にし ます。

• SERVICE_DIFX_IA64—Itanium 64 ビ ッ ト  プラ ッ ト フ ォームの DIFx サポー ト を

無効にし ます。

• SERVICE_ISFONTREG— グローバル フ ォ ン ト 登録を無効にし ます。 詳しい

情報は、 「InstallScript プロジ ェ ク ト および InstallScript オブジ ェ ク ト  プロ

ジ ェ ク ト でフ ォ ン ト を イ ンス ト ールする」 を参照し て く ださい。 デフ ォル

ト ではグローバルフ ォ ン ト 登録が有効になっています。 一度無効に設定す

る と、 スク リ プ ト から再び有効にする こ とはできません。

• STATUS— 進行状況イ ンジケーター ( ステータ ス バー ) を無効または非表

示にし ます。

• STATUSBBRD— ビルボー ド を含む進行状況ダイアログを無効または非表示

にし ます。

• STATUSDLG— ダイアログ ス タ イル進行状況イ ンジケーター ( ステータ ス 

バー ) を無効または非表示にし ます。

• STATUSEX— デフ ォル ト [ セ ッ ト ア ッ プ ステータ ス ] ダイアログの表示を

無効にし ます。

• STATUSOLD— 古いス タ イルのプログレス イ ンジケーター ( ステータ ス 

バー ) を無効または非表示にし ます。

• UPDATE_SERVICE_INSTALL— この定数は、 古い形式です。

• USE_LOADED_SKIN— ダイアログ スキン と共に動作し ないカス タム ダイア

ログ ( 例えば、 標準サイズではないダイアログ ) での利用を目的と し ます。

ビル ト イ ン ダイアログとの利用はお勧めし ません。 [ リ リース ] ビ ューで

リ リースの [ ビルド ] タ ブにある " スキンの指定 " 設定で指定されたスキ

ンの使用を無効にし ます。 ( この設定で < スキンを利用し ない > オプシ ョ

ンを選択し た場合、 この定数は効果を持ちません。 ) スキンを無効にする

こ とができるのは、 InstallScript コー ド で Disable(USE_LOADED_SKIN); を呼び

出し た後に表示されるダイアログのみです。 カス タムダイアログでのスキ

ンの利用を無効にするには、 WaitOnDialog を呼び出す前に 

Disable(USE_LOADED_SKIN); を呼び出さ な く てはな り ません。 再びスキンの利

用を有効にするには、 Enable(USE_LOADED_SKIN); を呼び出し ます。

プロジ ェ ク ト • USE_LOADED_SKIN 定数は、 InstallScript プロジ ェ ク ト で使用で

きます。

• WOW64FSREDIRECTION—64 ビ ッ ト  Windows のフ ァ イル システム リ ダイ レ

ク ト を無効化し ます。 場合によ って、 これは、 フ ァ イルを WINSYSDIR64 

にイ ンス ト ールする前に行う必要があ り ます。 詳し く は、 「64 ビ ッ ト  オペ

レーテ ィ ング システムを InstallScript イ ンス ト ールで ターゲッ ト にする」

を参照し て く だ さい。

テーブル 158 • Disable のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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戻り値

Disable の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * Disable 関数と Enable 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは 2 つのダイアログを表示します。 初のボッ クスでは、

 * [ 戻る ] ボタ ンが無効になっています。 2 番目のボッ クスでは [ 次へ ] ボタ ンが

 * 無効で、 [ 戻る ] ボタ ンが有効になっています。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_Disable(HWND);

function ExFn_Disable(hMSI)

begin

start:

// セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

// 次は [ 戻る ] ボタ ンが無効となったダイアログを表示します。

SetupType ("", "", "", TYPICAL, 0);

// [ 戻る ] ボタ ンを有効にします、

Enable(BACKBUTTON);

// [ 次へ ] ボタ ンが無効になっています。

Disable (NEXTBUTTON);

// 次は [ 戻る ] ボタ ンがのみが有効となったダイアログを表示します。

if (SetupType ("", "", "", TYPICAL, 0) = BACK) then

// [ 戻る ] ボタ ンが押された場合、 [ 次へ ] ボタ ンが有効になり ます。

Enable (NEXTBUTTON);

goto start;

endif;

end;

テーブル 159 • Disable の戻り値

戻り値 説明

0 関数が nConstant パラ メ ーターで指定し たユーザーイ ン ターフ ェ イスオブジ ェ

ク ト やセ ッ ト ア ッ プ機能を無効にし たこ と を示し ます。

< 0 関数が、 nConstant のパラ メ ーターで指定し たユーザーイ ン ターフ ェ イスオブ

ジ ェ ク ト やセ ッ ト ア ッ プ機能を無効にできなかったこ と を示し ます。
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Do
Do 関数は、 現在定義されている EXIT ハン ド ラーと HELP ハン ド ラーを実行し ます。 この関数を使用する と、 通

常はユーザーが F1 キー ( ヘルプ )、 または [ キャ ンセル ] ボタ ン ( 終了 ) を押し た と きだけ起動する これらのハン

ド ラーに関する コ ン ト ロールの幅が広がり ます。 Do 関数を使用する と、 カス タム ダイアログイベン ト やビル ト イ

ン ダイアログからのユーザー入力に対し て、 EXIT ハン ド ラーや HELP ハン ド ラーを実行する こ とができます。 さ

らに、 スク リ プ ト の開発中に、 Do 関数を使用し て EXIT ハン ド ラーおよび HELP ハン ド ラーの機能性をテス ト す

る こ と もできます。

Do 関数は、 待機中の自己登録フ ァ イルの登録にも使用できます。 フ ァ イルは自己登録フ ァ イルを イ ンス ト ールす

るための 「バッ チ メ ソ ッ ド」 を使用し て、 登録のために待機状態にされます。 Do(SELFREGISTRATIONPROCESS) を呼

び出すと、 イ ンス ト ールは待機中のすべてのフ ァ イルの自己登録を実行し ます。 この処理は、 いずれかのフ ァ イ

ルが自己登録に失敗し た場合も続行されます。 ( FeatureTransferData を呼び出すと、 フ ァ イルがイ ンス ト ールされ

た後、 FeatureTransferData 呼び出しが戻る前に Do(SELFREGISTRATIONPROCESS) が自動的に呼び出されます。 イベ

ン ト 指向のスク リ プ ト を使用する と、 OnMoveData イベン ト  ハン ド ラー関数のデフ ォル ト コー ド によ って 

FeatureTransferData 関数が呼び出されます。

構文

Do (nOperation);

パラ メ ーター

戻り値

追加情報

• Do 関数を使用する と、 ユーザーが F1 キーを押さ な く ても、 現在定義されている HELP ハン ド ラーや EXIT ハ

ン ド ラーを実行できます。 さ らに、 Do 関数は、 HELP や EXIT ハン ド ラー ラベルの呼び出しに使用される 

テーブル 160 • Do のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nOperation 実行するオペレーシ ョ ンの種類を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定

義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• EXIT—Exit 操作を開始し ます。 EXIT ハン ド ラーを定義し なかった場合は、

デフ ォル ト の [Exit] ダイアログが表示されます。

• HELP —Help 操作を開始し ます。 HELP ハン ド ラー を定義し なかった場合、

関数は動作し ません。

• SELFREGISTRATIONPROCESS— 登録待機中のすべての自己登録フ ァ イルを

登録し ます。

テーブル 161 • Do の戻り値

戻り値 説明

0 Do 関数が指定された操作を無事に開始し ま し た。

< 0 Do 関数は指定された操作を開始できませんで し た。
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goto ステー ト メ ン ト よ り も さ らに多様な可能性を もたら し ます。 つま り、 goto ステー ト メ ン ト は使用できる

状況が限られていますが、 Do 関数は事実上、 いつでも呼び出すこ とができます。 デフ ォル ト と カス タムの 

HELP および EXIT ハン ド ラーの詳細は、 「HandlerEx」 を参照し て く だ さい。

• Do が何らかの原因で処理に失敗する と、 -1 が返されます。 自己登録に失敗し たフ ァ イルの名前は、

InstallScript システム変数 ERRORFILENAME に保管されます。 この際、 フ ァ イルと フ ァ イルの間は、 セ ミ コ ロ

ン (;) で区切られます。 

Do の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * Do 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは Do を呼び出して HELP と EXIT ハン ド ラーをテス ト します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 プ リ プロセッサ定数が、

 *       ターゲッ ト システムの有効なヘルプ フ ァ イルを

 *       参照するよ うに設定します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

#define HELPFILE WINDIR^"Help\\Windows.chm"

export prototype ExFn_Do(HWND);

function ExFn_Do(hMSI)

begin

// exit ハン ド ラーをインス ト ールします。

HandlerEx (EXIT, Exit_Handler);

// help ハン ド ラーをインス ト ールします。

HandlerEx (HELP, Help_Handler);

// 継続ループ -- またはユーザーが中止するまでループを実行します。

while (TRUE)

if (AskYesNo (" ヘルプを参照しますか ?", NO) = YES) then

// help ハン ド ラーを実行します。

Do (HELP);

endif;

// exit ハン ド ラーを実行します。

Do (EXIT);

endwhile;
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// exit ハン ド ラー

Exit_Handler:

// 終了の確認を と り ます。

if (AskYesNo (" 終了してもよろ しいですか ?", NO) = YES) then

abort;

else

// 確実でない場合は続行します。

return;

endif;

// help ハン ド ラー

Help_Handler:

// ヘルプを表示します。

LaunchApplication (HELPFILE, "", "", SW_SHOW, INFINITE, LAAW_OPTION_WAIT);

return;

end;

DoInstall

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

DoInstall 関数は、 有効なセ ッ ト ア ッ プ実行可能フ ァ イル (.exe) を持つ別の InstallShield を起動し ます。 ２  番目のイ

ンス ト ーラーは、 この関数が呼び出される と直ちに実行されます。 3 番目のパラ メ ーターである nOptions は、 起

動し たアプ リ ケーシ ョ ンが終了するまでイ ンス ト ールを続行し ないで、 待機させるかど うかを含んだ様々なオプ

シ ョ ンを指定し ます。

メ モ • DoInstall を直接使用し て、 .msi フ ァ イルを起動する こ とはできません。 さ らに、 DoInstall では InstallShield 

のイ ンス ト ールに特有のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターが追加されるため、 DoInstall を使用し て InstallShield 以外の

イ ンス ト ールを起動する こ とは避けて く だ さい。 InstallShield ではないイ ンス ト ールを起動するには、 

LaunchAppAndWait 関数を利用し ます。

構文

DoInstall ( byval string szSetupExe, byval string szCmdLine, byval number nOptions );
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パラ メ ーター

テーブル 162 • DoInstall のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szSetupExe 起動するセ ッ ト ア ッ プ実行可能フ ァ イルのド ラ イブ指定や完全なパスなど、 完全修飾名

を指定し ます。

また、 起動する イ ンス ト ールのコ ンパイルされたスク リ プ ト  フ ァ イルを指定する こ と

もできます。 InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 イ ンス ト ールの .msi パッ ケージも指定

できます。 DoInstall を使用するには、 イ ンス ト ーラーに Setup.exe とい う名前の有効な

セ ッ ト ア ッ プ実行可能フ ァ イルが含まれているか、 「Additional Information」 に説明する

よ う な別名が含まれている必要があ り ます。

szCmdLine 起動されたイ ンス ト ーラーのコマン ド ラ イ ンを指定し ます。 このパラ メ ーターには、 任

意の有効な InstallShield ス ター ト ア ッ プ コマン ド ラ イ ンを指定できます。 DoInstall では、

指定される nOptions に応じ て一部のコマン ド ラ イ ン スイ ッ チが自動的に追加されます。

メ モ • 前のバージ ョ ンの InstallShield と異な り、 コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを子の 

InstallScript MSI イ ンス ト ーラーに渡す場合は、 これらのオプシ ョ ンを /z パラ メ ーター

を通じ て渡す必要があ り ます ( イ ンス ト ールを直接起動する と き と同じ )。
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nOptions イ ンス ト ーラーを起動するオプシ ョ ンを指定し ます。 次のよ う な有効な 

LaunchApplication オプシ ョ ンを指定できます。

• LAAW_OPTION_NOWAIT

• LAAW_OPTION_WAIT

DoInstall にのみ適用される追加のオプシ ョ ンを指定する こ と もできます。

• DOINSTALL_OPTION_NOHIDEPROGRESS— 初期化ユーザー イ ン ターフ ェ イス全体 (

初回の進行状況ダイアログと スプラ ッ シュ画面を含む ) を子のイ ンス ト ーラーに表

示するよ う指定し ます。

このオプシ ョ ンを指定し ないと、 DoInstall は /hide_progress オプシ ョ ンを使用し て、

子のイ ンス ト ーラーの初期化ユーザー イ ン ターフ ェ イスを自動的に非表示にし ま

す。

• DOINSTALL_OPTION_NOHIDESPLASH— 起動し ている子のイ ンス ト ーラーに、 スプ

ラ ッ シュ画面があればそれを表示するよ う指定し ます。

• DOINSTALL_OPTION_NOLANGSWITCH — /l スイ ッ チが指定されないこ と を指定し ま

す。

デフ ォル ト では、 DoInstall は /l スイ ッ チを szCmdLine に追加し て、 起動し たイ ンス

ト ーラーが起動イ ンス ト ーラーと同じ言語で実行されるよ う にし ます。 子のイ ンス

ト ーラーで親イ ンス ト ーラーの実行言語がサポー ト されていない場合 

(Is(LANGUAGE_SUPPORTED) を呼び出し て判断 )、 /l スイ ッ チは追加されません。

• DOINSTALL_OPTION_NOSETBATCHINSTALL —DoInstall が、 子のイ ンス ト ーラーが再

起動が必要なアクシ ョ ンを実行するかど うかを判断するのに、

LAAW_OPTION_SET_BATCH_INSTALL オプシ ョ ンを使用し ないよ う指定し ます。 その

ため、 親イ ンス ト ーラーの BATCH_INSTALL は、 子のイ ンス ト ーラーのアクシ ョ ン

に関係な く 、 DoInstall によ って変更される こ とはあり ません。

デフ ォル ト では、 DoInstall は自動的に LAAW_OPTION_SET_BATCH_INSTALL オプ

シ ョ ンを使用し ます。

ビ ッ ト 単位 OR 演算子 ( | ) を使用し て、 これらの定数を組み合わせる こ とができます。

DOINSTALL_OPTION_NOSETBATCHINSTALL と LAAW_OPTION_SET_BATCH_INSTALL を組

み合わせる と、 予期せぬ結果が生じ る こ とがあ り ます。

テーブル 162 • DoInstall のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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戻り値

Additional Information

• デフ ォル ト では、 DoInstall 関数は、 指定されたセ ッ ト ア ッ プ実行可能フ ァ イルを起動し よ う と試みます。 実

行可能フ ァ イルではないフ ァ イル名が szSetupExe で指定される と、 この関数は指定のフ ォルダーにある 

Setup.exe を起動し よ う と試みます。 イ ンス ト ーラーの実行可能フ ァ イルに、 Setup 以外の名前が付いている

場合、 起動する イ ンス ト ーラーの Setup.ini フ ァ イルは、 LauncherName キーの [Startup] セクシ ョ ンで 

Setup.exe の新しい名前を持つ必要があり ます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の [ リ リース ] ビ ューの製品構成で " セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イル名 " 

設定に値を指定し てから、 リ リースをビルド する と、 InstallShield はフ ァ イル名の値を自動的に Setup.ini に追

加し ます。 InstallScript プロジ ェ ク ト のセ ッ ト ア ッ プラ ンチャーー実行可能フ ァ イルの名前を変更し た場合な、

その名前を手動で Setup.ini フ ァ イルに追加する必要があり ます。

• イ ンス ト ールが、 CD または DVD などのリムーバブル メ デ ィ アから呼び出された と き、 Disk1 の Setup.exe 

フ ァ イルは、 イ ンス ト ール中、 常に使用できる状態にある とはかぎ り ません。 ( 実行中に、 Setup.exe が使用

できな く なった場合、 オペレーテ ィ ング システムでプロンプ ト が表示され、 エン ド ユーザーに正しいデ ィ ス

ク を挿入するよ う に求めて く る こ とがあ り ます。 これによ り、 イ ンス ト ールが失敗する こ とがあり ます。 ) し

たがって、 この問題を回避するために、 Setup.exe フ ァ イルが Temp フ ォルダーにコ ピーされ、 イ ンス ト ール

がそこから再起動されます。 元の Setup.exe は、 こ こで終了し ます。 ただ し、 この処理が発生する と、

DoInstall は、 イ ンス ト ールが完了し た と仮定し て動作し、 待機し ません。

テーブル 163 • DoInstall の戻り値

戻り値 説明

0 DoInstall が LAAW_OPTION_WAIT を ３  番目の引数と し て呼び出された場合、

DoInstall によ って起動されたイ ンス ト ーラーは正常に終了されます。 DoInstall 

が LAAW_OPTION_NOWAIT を 3 番目の引数と し て呼び出された場合は、 常に 0 

が戻されます。 DoInstall 関数に従う ステー ト メ ン ト で、 呼び出し イ ンス ト ー

ラー内のコ ン ト ロールが復帰し ます。

ISERR_SETUP_CANCELED

(0x80042000)

LAAW_OPTION WAIT を 3 番目の引数と し て DoInstall によ って起動された 

InstallScript イ ンス ト ーラーが、 abort キーワー ド を出し て終了し ま し た。 これ

は通常、 ユーザーが、 イ ンス ト ーラーをキャ ンセルし たこ と を示し ます。

-3 LAAW_OPTION WAIT を 3 番目の引数と し て DoInstall によ って起動された 

InstallScript MSI イ ンス ト ーラーが、 abort キーワー ド を出し て終了し ま し た。 こ

れは通常、 ユーザーが、 イ ンス ト ーラーをキャ ンセルし たこ と を示し ます。

その他すべての負の値 特定できないエラーが発生し ま し た。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ と

ができます。 たと えば、 FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 

(0x80070005) です。
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この問題を回避するため、 子イ ンス ト ールを起動する と きに、 /clone_wait パラ メ ーターを使用できます。 その

場合、 起動されたイ ンス ト ールで、 起動された元のプロセスが実行中のまま保たれ、 親イ ンス ト ールは待機

し ます。 ただ し、 このワークアラウン ド では、 Setup.exe を含む元の CD がイ ンス ト ールの途中で使用できな

い状態になる場合、 問題が発生する場合があ り ます。 この例と し て、 イ ンス ト ールの途中で一枚目の CD が

使用できな く なる複数 CD のイ ンス ト ールがあげられます。

この問題を回避する唯一の方法は、 起動されたプロセスの子プロセスの ID を判別する コー ド を追加し て、 子

プロセスが完了するのを待機する こ と です。

DoInstall の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * Doinstall 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 DoInstall 関数を使用して、

 * MessageBox のスク リ プ ト例を実行します。

 *

 * メ モ : この作業例を正し く すすめるため、

 *       次の手順に従って く ださい :

 *

 *  1.2 番目のセッ ト ア ッ プ プロジェ ク ト を作成します。 このセッ ト ア ッ プは、

 *            DoInstall 関数によって起動されます。 このプロジェ ク ト には

 *            新のビルド済みリ リースが含まれます。

 *

 *  2. このセ ッ ト ア ッ プのデ ィ スク 1 フ ォルダー中に

 *            'Second' という名前の新しいフ ォルダーを作成します。

 *

 *  3.2 番目のセッ ト ア ッ プから新し く 作成した 'Second' フ ォルダーへ、

 *            デ ィ スク # フ ォルダーをコピーします。

 *

 *      これで、 2 番目のセッ ト ア ッ プが正常に起動されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define SECOND_INSTALL_PATH SRCDIR ^ "Second\\Disk1"

#define SECOND_INSTALL_FILENAME "Setup.exe"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_DoInstall(HWND);

function ExFn_DoInstall(hMSI)

NUMBER nReturn;

STRING szTemp;

begin
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MessageBox ("2 番目のセッ ト ア ッ プを起動し よ う と しています。 ", INFORMATION);

//2 番目のセッ ト ア ッ プを起動します。

nReturn = DoInstall (SECOND_INSTALL_PATH ^ SECOND_INSTALL_FILENAME, "",

LAAW_OPTION_WAIT);

if ( nReturn = 0) then

//2 番目のセッ ト ア ッ プの起動成功を報告します。

MessageBox("2 番目のセッ ト ア ッ プは正常に起動しました。 ", INFORMATION);

else

//2 番目のセッ ト ア ッ プの起動失敗を報告します。

SprintfBox(SEVERE, "", "DoInstall が %d のリ ターンコード で失敗しました。 ", nReturn);

endif;

end;

DotNetCoCreateObject

プロジ ェ ク ト • DotNetCoCreateObject 関数は次のプロジ ェ ク ト の種類でサポー ト されています :

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript カス タム アクシ ョ ンを含む基本の MSI

DotNetCoCreateObject 関数は、 アセンブ リが COM 相互運用性のために登録される こ と な く  .NET アセンブ リの関

数を呼び出し ます。 この関数では、 .NET アセンブ リがロー ド され実行される .NET アプ リ ケーシ ョ ンのド メ イ ン

を指定する こ とができます。 この関数を使用し て作成された各オブジ ェ ク ト は、 単一の .NET アセンブ リの単一ク

ラスに関連付けられます。 同じ アセンブ リの複数のク ラスにアクセスする場合は、 各ク ラスに別のオブジ ェ ク ト

を作成する必要があ り ます。

重要 • アセンブ リ を COM コ ンポーネン ト と し て登録する必要はあ り ませんが、 アセンブ リは COM 相互運用性と

互換性を持つよ う に構築する必要があ り ます。 Visual Studio .NET のバージ ョ ン 2003 以前を使用し て作成されたア

センブ リ には、 自動的にこの互換性が組み込まれています。 ただ し、 Visual Studio 2005 を使用し て作成し たプロ

ジ ェ ク ト の場合、 手動で該当する フ ァ イルに [assembly: ComVisible(true)] を指定する必要があり ます。

構文

DotNetCoCreateObject ( byval string szAssemblyPathFile, byval string szAssemblyAndClassName, byval string szAppDomain );
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戻り値

設定されたキーワー ド を使用し て、 OBJECT とい う変数タ イプに割り当てられる リ フ ァ レンス。

追加情報

• DotNetCoCreateObject 関数は、 CoCreateObjectDotNet 関数に類似し ています。 唯一異なる点は、

DotNetCoCreateObject と使用する と、 ロー ド する .NET アプ リ ケーシ ョ ン ド メ イ ンを指定できる とい う点で

す。 このド メ イ ンで、 アセンブ リが実行されます。

CoCreateObjectDotNet の場合、 .NET アセンブ リは、 イ ンス ト ールが完了し たあと、 デフ ォル ト のアプ リ ケー

シ ョ ンにロー ド されます。 このため、 .NET アセンブ リ フ ァ イルは、 イ ンス ト ールが完了するまでロ ッ ク され

ます。

• オブジ ェ ク ト 変数を NOTHING の値に設定するか、 CoCreateObject、 CoCreateObjectDotNet、 CoGetObject ま

たは DotNetCoCreateObject 関数を使用し てオブジ ェ ク ト を再割り当てする と、 任意のオブジ ェ ク ト 変数を解

テーブル 164 • DotNetCoCreateObject のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szAssemblyPathFile 適し たク ラスが含まれる NET アセンブ リの完全パス

と フ ァ イル名を指定し ます。

szAssemblyAndClassName アセンブ リ と ク ラス名を指定し ます。

メ モ • アセンブ リ を、 CoCreateObject 関数を使用し て 

COM 相互運用性に登録し た場合、 この値は szProgId 

パラ メ ーターと同じにな り ます。

szAppDomain アセンブ リ をロー ド し て実行する .NET アプ リ ケー

シ ョ ン ド メ イ ンを指定し ます。 指定し たアプ リ ケー

シ ョ ン ド メ イ ンがイ ンス ト ール プロセス中に存在し

ない場合、 作成されます。 存在する場合、 その既存の

アプ リ ケーシ ョ ン ド メ イ ンが使用されます。

DotNetCoCreateObject を同じ szAppDomain で複数回

呼び出すと、 これは True です。

このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を指定するか、

または DotNetCoCreateObject の代わり に 

CoCreateObjectDotNet を呼び出すと、 アセンブ リは、

イ ンス ト ールが完了し たあと、 デフ ォル ト のアプ リ

ケーシ ョ ン ド メ イ ンにロー ド されます。 このため、

.NET アセンブ リ フ ァ イルは、 イ ンス ト ールが完了す

るまでロ ッ ク されます。

.NET アプ リ ケーシ ョ ンのド メ イ ンの詳細については 

MSDN ラ イブ ラ リ の 「NET Framework 開発者ガイ ド」

をご覧 く だ さい。
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放する こ とができます。 ただ し、 これによ ってオブジ ェ ク ト が参照する ラ イブラ リが自動的にロー ド解除さ

れるわけではあ り ません。 Windows API CoFreeLibrary を手動で呼び出し てラ イブ ラ リ を解放する必要があり

ます。 そ う し ないと ラ イブラ リは、 イ ンス ト ールが終了するまでロー ド されたままにな り ます。 詳細は、

「COM オブジ ェ ク ト を使用し てイ ンス ト ールを拡張する」 を参照し て く だ さい。

• この関数は、 オブジ ェ ク ト を作成できない場合に例外をスローし ます。 これは .NET Framework がシステムに

イ ンス ト ールされていない、 またはその他の理由で発生する こ とがあり ます。 この例外を処理するには、 こ

の関数の呼び出し を try...catch ブロ ッ クで括って く ださい。 詳細については、 「例外処理」 を参照し て く だ さ

い。

DotNetUnloadAppDomain

プロジ ェ ク ト • DotNetUnloadAppDomain 関数は次のプロジ ェ ク ト の種類でサポー ト されています :

• InstallScript

• InstallScript MSI

• InstallScript カス タム アクシ ョ ンを含む基本の MSI

DotNetUnloadAppDomain 関数は、 指定された .NET アプ リ ケーシ ョ ン ド メ イ ンをアンロー ド し、 現在ロー ド されて

いるアセンブ リ をすべて指定されたアプ リ ケーシ ョ ン ド メ イ ンに リ リース し ます。

メ モ • アプ リ ケーシ ョ ン ド メ イ ンがアンロー ド される と、 DotNetCoCreateObject で作成されたすべての .NET オブ

ジ ェ ク ト は無効にな り ます。 し たがって、 DotNetUnloadAppDomain を呼び出す前に、 SET コマン ド を使って、 こ

れらのオブジ ェ ク ト を NOTHING に設定する必要があり ます。

構文

DotNetUnloadAppDomain ( byval string szAppDomain );
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パラ メ ーター

戻り値

テーブル 165 • DotNetUnloadAppDomain のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szAppDomain アンロー ド される .NET アプ リ ケーシ ョ ン ド メ イ ンを

指定し ます。

.NET アプ リ ケーシ ョ ンのド メ イ ンの詳細については 

MSDN ラ イブ ラ リ の 「NET Framework 開発者ガイ ド」

をご覧 く だ さい。

テーブル 166 • DotNetUnloadAppDomain の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS ド メ イ ンは正常にアンロー ド されま し た。

< ISERR_SUCESS ド メ イ ンはアンロー ド されませんで し た。
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
カテゴ リ別の関数一覧は、 「カテゴ リー別ビル ト イ ン関数」 を参照し て く だ さい。

Enable
Enable 関数は、 nConstant パラ メ ーターで指定し たユーザーイ ン ターフ ェ イスオブジ ェ ク ト やセ ッ ト ア ッ プ機能を

アクテ ィ ブにし ます。

デフ ォル ト で、 イ ンス ト ールは背景な し で実行し ます。 ウ ィ ン ド ウモー ド を有効にするには、 BACKGROUND 定数

と共に Enable を呼び出し、 次に DEFWINDOWMODE または FULLWINDOWMODE と共に再び呼び出し ます。 これら

の定数は基本の MSI イ ンス ト ールでは使用できません。

メ モ • スク リ プ ト で Disable 関数を呼び出し て [ 次へ ] ボタ ンや [ 戻る ] ボタ ンを無効にする と、 関数呼び出しの後

に表示されるすべてのダイアログ内のボタ ンが無効にな り ます。 [ 次へ ] ボタ ンや [ 戻る ] ボタ ン を再度有効にす

るには、 対応する定数を使用し て Enable 関数を呼び出す必要があり ます。

構文

Enable (nConstant);
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 785



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (E-G)
パラ メ ーター

テーブル 1 • Enable のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nConstant 有効にするユーザーイ ン ターフ ェースオブジ ェ ク ト やオペレーシ ョ ン機能を指定し ま

す。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• BACKBUTTON — い く つかのビル ト イ ン ダイアログに表示される [ 戻る ] ボタ ンを

有効にし ます。 [ 戻る ] ボタ ンは、 デフ ォル ト で有効にな り、 Disable 関数の呼び出

し で無効にな り ます。

• BACKGROUND — イ ンス ト ールがウ ィ ン ド ウ モー ドの際、 メ イ ン背景ウ ィ ン ド ウを

表示し ますイ ンス ト ールがデフ ォル ト  モー ド を表す全画面表示モー ドの場合、 こ

の定数は無効にな り ます。 ウ ィ ン ド ウモー ド を有効にするには、 定数 

DEFWINDOWMODE または FULLWINDOWMODE を使用し て Enable を呼び出す必要が

あ り ます。

• CANCELBUTTON — い く つかのビル ト イ ン ダイアログと ステータ ス ダイアログで

表示される [ キャ ンセル ] ボタ ンを有効にし ます。

• DEFWINDOWMODE — メ イ ンの背景ウ ィ ン ド ウを構成し て、 タ イ ト ルバーのある通

常のウ ィ ン ド ウにし ます。 背景ウ ィ ン ド ウが有効な場合、 外観が直ちに変更されま

す。 背景ウ ィ ン ド ウが有効でない場合、 定数の BACKGROUND を使用し て Enable 

を呼び出すまでスク リーンの表示は変更されません。

• DIALOGCACHE — ダイアログのキャ ッ シュ メ カニズムを有効にし ます。 このメ カ

ニズムは、 表示が 1 つのダイアログから別のダイアログに変わる と きに現れるスク

リーン フ ラ ッ シュ を消去し ます。 このスク リーン フ ラ ッ シュは、 イ ンス ト ールの

タ イ ト ルバーがウ ィ ン ド ウ モー ド で実行されている場合に も よ く 認識できます。

ダイアログのキャ ッ シュ メ カニズムは、 [ 戻る ] ボタ ンや [ 次へ ] ボタ ンがあるダ

イアログ ボ ッ クスに対し てのみ有効です。 ダイアログのキャ ッ シュはデフ ォル ト

では有効です。

メ モ • DIALOGCACHE は、 [ 次へ ] ボタ ンや [ 戻る ] ボタ ンがないダイアログでは無効で

す。

• FULLWINDOWMODE — メ イ ンの背景ウ ィ ン ド ウを構成し て、 タ イ ト ルバーのある

大のウ ィ ン ド ウにし ます。 背景ウ ィ ン ド ウが有効の場合、 表示がただちに変更され

ます。 背景ウ ィ ン ド ウが有効でない場合、 定数の BACKGROUND を使用し て Enable 

を呼び出すまでスク リーンの表示は変更されません。

• HOURGLASS — マウスカーソルを、 " ビジー " 状態を表すカーソルである砂時計

に、 デフ ォル ト で変わるよ う にし ます。

• INDVFILESTATUS — FeatureMoveData、 CopyFile、 または XCopyFile が呼び出され、

プログレス イ ンジケーターが有効になったと きに、 各フ ァ イルの完全修飾名を転

送されたとお り に ( プログレス イ ンジケーターの 2 行目に ) 表示できるよ う にし ま

す。
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nConstant ( 続き ) • LOGGING — アン イ ンス ト ール情報に関するログ機能を有効にし ます。 ログ機能が

有効な場合、 InstallScript エンジンがアン イ ンス ト ールをログに記録し た結果が、

アン イ ンス ト ール ログ フ ァ イルに残され、 またアン イ ンス ト ール作業中に元に戻

されます。

デフ ォル ト で、 ログ記録は自動的に有効と な り ます。 ログ記録を無効にする必要が

ある場合、 アン イ ンス ト ール向けにログ記録し ない処理を行う直前に LOGGING 定

数を使って Disable を呼び出す方法が推奨されます。 その後、 LOGGING 定数を使っ

て Enable を呼び出し、 ログ記録を再有効化し ます。

ログ記録に関する詳細については、 「アン イ ンス ト ール用にログされた InstallScript 

関数」 を参照し て く だ さい。

• NEXTBUTTON — ビル ト イ ンダイアログに表示される [ 次へ ] ボタ ンを有効にし ま

す。 デフ ォル ト では、 ほとんどのダイアログでの [ 次へ ] ボタ ンは有効になってい

ます。

メ モ • BACKBUTTON 定数を使って Enable を呼び出し ても、 Next ボタ ンを内部的に有効

化 / 無効化する SdCustomerInformation、 SdCustomerInformationEx、 SdRegisterUser、 ま

たは SdRegisterUserEx ダイアログでは効果があり ません。

• PCRESTORE — デフ ォル ト で有効になっている [ システム回復互換性 ] を有効にし

ます。

• REGISTRYFUNCTIONS_USETEXTSUBS — レジス ト リ関数に渡された文字列のテキス

ト 置換を有効にし ます。 これはデフ ォル ト で有効になっています。

• SELFREGISTERBATCH — XCopyFile および SELFREGISTER 定数を使ってコ ピーし た

フ ァ イルの登録の 「バッ チ メ ソ ッ ド」 を使用するかど うかを指定し ます。 バッ チ メ

ソ ッ ドは、 デフ ォル ト では有効です。

バッ チ メ ソ ッ ドが無効な場合、 XCopyFile と SELFREGISTER 定数を使ってコ ピーし

たフ ァ イルはすぐに登録されます。 batch メ ソ ッ ドが有効な場合、 データ転送が行

われるまで登録は遅延されます。

• SERVICE_DIFX_32 — 32 ビ ッ ト  プラ ッ ト フ ォームの DIFx サポー ト を有効にし ます。

• SERVICE_DIFX_AMD64 — AMD 64 ビ ッ ト  プラ ッ ト フ ォームの DIFx サポー ト を有効に

し ます。

• SERVICE_DIFX_IA64 — Itanium 64 ビ ッ ト  プ ラ ッ ト フ ォームの DIFx サポー ト を有効に

し ます。

• STATUS — 進行状況イ ンジケーター ( ステータ スバー ) の表示を有効にし ます。

• STATUSBBRD — ビルボー ド を含む進行状況ダイアログの表示を有効にし ます。

• STATUSDLG — ダイアログス タ イルの進行状況イ ンジケーター ( ステータ スバー ) 

の表示を有効にし ます。

• STATUSEX — デフ ォル ト [ セ ッ ト ア ッ プ ステータ ス ] ダイアログの表示を無効にし

ます。

• STATUSOLD — [ キャ ンセル ] ボタ ンがない古いス タ イルの進行状況イ ンジケー

テーブル 1 • Enable のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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戻り値

Enable の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * Disable 関数と Enable 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは 2 つのダイアログを表示します。 初のボッ クスでは、

 * [ 戻る ] ボタ ンが無効になっています。 2 番目のボッ クスでは [ 次へ ] ボタ ンが

 * 無効で、 [ 戻る ] ボタ ンが有効になっています。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

nConstant ( 続き ) • UPDATE_SERVICE_INSTALL— この定数は、 古い形式です。

• USE_LOADED_SKIN — ダイアログ スキン と共に動作し ないカス タム ダイアログ ( 例

えば、 標準サイズではないダイアログ ) での利用を目的と し ます。 ビル ト イ ン ダ

イアログとの利用はお勧めし ません。 [ リ リース ] ビ ューで リ リースの [ ビルド ] 

タ ブにある " スキンの指定 " 設定で指定されたスキンの使用を有効にし ます。 ( こ

の設定で < スキンを利用し ない > オプシ ョ ンを選択し た場合、 この定数は効果を持

ちません。 ) スキンを指定し た場合はデフ ォル ト で表示されます。 スキンを使って

表示する こ とができないダイアログを表示する関数によ って、

Disable(USE_LOADED_SKIN); および Enable(USE_LOADED_SKIN); が内部で呼び出されます。

スキンを有効にする こ とができるのは、 スク リ プ ト で Enable(USE_LOADED_SKIN); を呼

び出し た後に表示されるダイアログのみです。 ( 無効にし た後 ) カス タム ダイアロ

グでのスキンの利用を有効にするには、 WaitOnDialog を呼び出す前に 

Enable(USE_LOADED_SKIN); を呼び出さ な く てはな り ません。

プロジ ェ ク ト • USE_LOADED_SKIN 定数は、 InstallScript プロジ ェ ク ト で使用できます。

• WOW64FSREDIRECTION — 64 ビ ッ ト  Windows のフ ァ イル システム リ ダイ レ ク ト を

有効化し ます。 場合によ って、 これは、 フ ァ イルを WINSYSDIR64 にイ ンス ト ール

し た後に行う必要があ り ます。 詳し く は、 「64 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング システム

を InstallScript イ ンス ト ールで ターゲッ ト にする」 を参照し て く だ さい。

テーブル 2 • Enable の戻り値

戻り値 説明

0 0 関数が、 nConstant のパラ メ ーターで指定し たユーザーイ ン ターフ ェ イスオブジ ェ ク

ト やセ ッ ト ア ッ プ機能を有効にし たこ と を示し ます。

< 0 0 関数が、 nConstant のパラ メ ーターで指定し たユーザーイ ン ターフ ェ イスオブジ ェ ク

ト やセ ッ ト ア ッ プ機能を有効にできなかったこ と を示し ます。

テーブル 1 • Enable のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_Enable(HWND);

function ExFn_Enable(hMSI)

begin

start:

// セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

// 次は [ 戻る ] ボタ ンが無効となったダイアログを表示します。

SetupType ("", "", "", TYPICAL, 0);

// [ 戻る ] ボタ ンを有効にします、

Enable(BACKBUTTON);

// [ 次へ ] ボタ ンが無効になっています。

Disable (NEXTBUTTON);

// 次は [ 戻る ] ボタ ンがのみが有効となったダイアログを表示します。

if (SetupType ("", "", "", TYPICAL, 0) = BACK) then

// [ 戻る ] ボタ ンが押された場合、 [ 次へ ] ボタ ンが有効になり ます。

Enable (NEXTBUTTON);

goto start;

endif;

end;

EndCurrentDialog

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

EndCurrentDialog 関数は、 EndDialog を呼び出し て現在表示されているダイアログを閉じ ます。 ダイアログを削除

し、 ダイアログを閉じ る処理を開始し ます。

構文

EndCurrentDialog ( );

パラ メ ーター

な し
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 789



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (E-G)
戻り値

EndDialog
EndDialog 関数はカス タムダイアログを閉じ ます。 ダイアログを削除し、 ダイアログを閉じ る処理を開始し ます。

次の条件が存在する場合、 EndDialog を使います :

• [ 次へ ] またはそれに相当するボタ ンを押し た と き。 

• [ キャ ンセル ] またはそれに相当するボタ ンを押し た と き。 

• [ 閉じ る ] システムメ ニューオプシ ョ ンが選択された と き。 このアクシ ョ ンは DLG_CLOSE メ ッ セージを送り

ます。 

• その他、 ユーザーがダイアログ操作を終了し た と き。 

EndDialog を呼び出し てカス タムボ ッ クスを終了し たあと、 ReleaseDialog 関数を呼び出し てカス タムダイアログ

ボ ッ クに関連する メ モ リ を開放し ます。

メ モ • EndDialog への呼び出し で閉じ たカス タムダイアログは、 WaitOnDialog を呼び出し て再び表示する こ とがで

きます。 ただし、 ReleaseDialog を呼び出し て メ モ リからダイアログを削除し なかったこ と を前提と し ます。

WaitOnDialog を呼び出し て以前スク リ プ ト で開閉し たダイアログを開いた時、新しいハン ドルを取得するためには 

CmdGetHwndDlg を も う一度呼び出さ な く てはな り ません。 古いハン ドルは既に無効です。

構文

EndDialog (szDialogName);

テーブル 3 • EndCurrentDialog の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS EndCurrentDialog がダイアログを閉じ ま し た。

< ISERR_SUCCESS 現在表示中のダイアログはあ り ません。
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パラ メ ーター

戻り値

EndDialog の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * DefineDialog 関数、 EndDialog 関数、 そして ReleaseDialog 関数の

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは ビ ッ ト マ ッ プを表示するシンプルなカスタムダイアログを

 * 開きます。 ダイアログは次の 3 つのボタ ンで閉じ るこ とが

 * [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ]。

 *

 * このスク リ プ ト で利用される [ カスタム ] ダイアログは、

 * 実際、 ビルト イン関数 SdAskOptions が表示する

 * InstallShield 標準ダイアログです。 このダイアログは

 * インス ト ールで既に圧縮済みのフ ァ イル _isres.dll に保存されているため、

 * カスタム ダイアログと してスク リ プ ト で利用するこ とが 

 * 表示されます。

 *

 * このダイアログをカスタムダイアログと して利用するためには、

 * DefineDialog を呼び出してそれをスク リ プ ト で定義します。 その後

 * WaitOnDialog を呼び出してダイアログを表示します。 イベン トが

 * ダイアログの処理を終了する と き、 それを閉じ るために EndDialog  が

 * 表示されます。 次いで、 ReleaseDialog への呼び出しによって、

 * メ モリからダイアログがリ リースされます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ダイアログ ID と コン ト ロール ID。

テーブル 4 • EndDialog のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDialogName 閉じ るダイアログの名前を指定し ます。

テーブル 5 • EndDialog の戻り値

戻り値 説明

0 EndDialog がダイアログを閉じ ま し た。

< 0 EndDialog はダイアログを閉じ る こ とができませんで し た。
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#define RES_DIALOG_ID  12027  // ダイアログ自身の ID

#define RES_PBUT_NEXT  1  //  [ 次へ ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_CANCEL  9  //  [ キャンセル ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_BACK 12  //[ 戻る ] ボタ ンの ID

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_EndDialog(HWND);

function ExFn_EndDialog(hMSI)

STRING szDialogName, szDLLName, szDialog;

NUMBER nDialog, nResult, nCmdValue;

BOOL bDone;

HWND hInstance, hwndParent, hwndDlg;

begin

// DefineDialog への 初のパラ メーターと して渡すダイアログの

// 名前を定義します。

szDialogName = "ExampleDialog";

// DefineDialog の 2 番目のパラ メーターは 0 となり ます。

// これは .dll フ ァ イルが _isres.dll の中にあるためです。

hInstance = 0;

// DefineDialog の 3 番目のパラ メーターは ヌルとなり ます。 インス ト ールは

// _isuser.dll と _isres.dll にあるダイアログを検索します。

szDLLName = "";

// DefineDialog の 5 番目のパラ メーターは 0 となり ます。 なぜなら、

// 4 番目のパラ メーターにある ID によってダイアログが認識されるためです。

szDialog = "";

// この値は保存され、 0 でな く てはな り ません。

hwndParent = 0;

// ダイアログを定義します。 インス ト ールのメ インウ ィ ン ドウがダイアログ ボッ クスを保有します

// ( パラ メーター 7 内の HWND_INSTALL で表示されます ) を保有します。

nResult = DefineDialog (szDialogName, hInstance, szDLLName,

RES_DIALOG_ID, szDialog, hwndParent,

HWND_INSTALL, DLG_MSG_STANDARD|DLG_CENTERED);

// エラーをチェ ッ ク します。

if (nResult < 0) then

MessageBox (" ダイアログを定義中にエラーが発生しました。 ", SEVERE);

bDone = TRUE;

abort;

endif;

 // while ループを制御するのに使われるインジケーターを初期化します。

 bDone = FALSE;

 // 完了するまでループ します。

 repeat

// ダイアログを表示して次のダイアログ イベン ト を戻します。

nCmdValue = WaitOnDialog(szDialogName);

// イベン ト に応答します。
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switch (nCmdValue)

case DLG_CLOSE:

// ユーザーがウ ィ ン ドウの [ 閉じ る ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case DLG_ERR:

MessageBox (" ダイアログを表示できませんでした。 セ ッ ト ア ッ プがキャンセルされました。 ", SEVERE);

abort;

case DLG_INIT:

// このダイアログの [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ] ボタ ン と有効 / 無効状態を初期化して、 

// 初期化して、 コン ト ロール ID 700-724 および 202 上で %P、 %VS、 %VI を 

// それぞれ IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、 および

// IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION で 置換します。

hwndDlg = CmdGetHwndDlg (szDialogName);

SdGeneralInit(szDialogName, hwndDlg, 0, "");

case RES_PBUT_CANCEL:

// ユーザーが [ キャンセル ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case RES_PBUT_NEXT:

bDone = TRUE;

case RES_PBUT_BACK:

bDone = TRUE;

endswitch;

until bDone;

// ダイアログを閉じます

EndDialog (szDialogName);

// メ モ リからダイアログを解放します。

ReleaseDialog (szDialogName);

end;

EnterDisk

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

EnterDisk 関数は、 エン ド ユーザーに対し て次のデ ィ スク を挿入するよ う促す メ ッ セージ ボ ッ クスを表示し ます。

システム変数 SRCDIR にはデフ ォル ト のパスが含まれ、 このパスはメ ッ セージ ボ ッ クスに表示されます。 エン ド

ユーザーは、 新しいパスを入力し て [OK] を ク リ ッ クする こ と でデフ ォル ト パスを変更する こ とができます。

EnterDisk は、 szTagFile で指定し たタグフ ァ イル用のデ ィ スク を検索し て、 正しいデ ィ スク を認識し ます。 デ ィ ス

クにタグ フ ァ イルが含まれていない場合、 関数は EnterDiskError 関数を呼び出し て、 エン ド ユーザーに正しい

デ ィ スク を挿入するよ う にプロンプ ト するエラー メ ッ セージ ボ ッ クスを表示し ます。 ビルド時に、 InstallShield は

デ ィ スク イ メ ージ フ ォルダー内で タグ フ ァ イルを自動作成し ません。 タグフ ァ イルを使用するには、 デ ィ スク

イ メ ージフ ォルダーを作成し てから、 そのフ ォルダーにタグフ ァ イルを追加し て く だ さい。
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メ モ • EnterDisk 関数と一緒に PlaceWindow 関数を使う こ とはできません。 背景ウ ィ ン ド ウモー ド を有効にし ない

限り、 デフ ォル ト ではデスク ト ッ プ中央にダイアログ ボ ッ クスが表示されます。 イ ンス ト ールがウ ィ ン ド ウ モー

ドの場合、 背景ウ ィ ン ド ウの中央に メ ッ セージ ボ ッ クスが表示されます。

デフ ォル ト のタ イ ト ルは、 「セ ッ ト ア ッ プには次のデ ィ スクが必要です」 です。 このタ イ ト ルを変更するには、

EnterDisk の前に、 SetDialogTitle を呼び出し て く ださい。

構文

EnterDisk (szMsg, szTagFile);

パラ メ ーター

戻り値

追加情報

EnterDisk 関数によ って表示されるダイアログは、 スキンを使って表示する こ とはできません。 スキンの指定に関

わらず、 同じ よ う に表示されます。

EnterDisk の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

テーブル 6 • EnterDisk のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szMsg 適切なデ ィ スク を挿入するよ う エン ド ユーザーにプロンプ ト する メ ッ セージ

を指定し ます。

szTagFile タグフ ァ イルの名前を指定し ます。 EnterDisk は挿入されたデ ィ スクでこの

フ ァ イルを検索し ます。 フ ァ イルが検出されない場合、 関数は EnterDiskError 

関数を呼び出し て、 ユーザーに正しいデ ィ スクの挿入を求める メ ッ セージを

表示し ます。 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を入力する と、 関数は正し

いデ ィ スクが使用されたものと認識し てフ ァ イルを検索し ません。

テーブル 7 • EnterDisk の戻り値

戻り値 説明

OK (1) ユーザーが、 [OK] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。

< 0 特定できないエラーが発生し たこ と を示し ます。
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• InstallScript MSI

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * この例では EnterDisk 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * デ ィ スクを挿入、 またはパスを指定するよ うユーザーに問いあわせるため、 EnterDisk

 * が呼び出されます。 そして、 EnterDisk はその場所にある タグフ ァ イルを

 * 検索します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "ifx.h"

export prototype ExFn_EnterDisk(HWND);

function ExFn_EnterDisk(hMSI)

STRING szMsg, szTagFile;

begin

// EnterDisk を呼び出すパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szMsg     = " デ ィ スク 2 を挿入して く ださい ";

szTagFile = "ISExampl.txt";

// EnterDisk ダイアログを表示します。

EnterDisk (szMsg, szTagFile);

end;

EnterDiskError

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

EnterDiskError 関数は、 指定されたパスおよびフ ァ イルが存在するかど うかを確認し ます。 指定されたパスにフ ァ

イルが存在し ない場合、 関数は適切なエラーを表示し てから、 指定されたフ ァ イルが存在するかど うかに従って 

success または failure を返し ます。

ヒ ン ト • EnterDiskError は、 特定のフ ァ イル無し で特定のパスの存在を確認する こ と もできます。
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構文

EnterDiskError (byval string szPath, byval string szFile);

パラ メ ーター

戻り値

追加情報

EnterDiskError 関数は一般的に EnterDisk 関数によ って内部的に呼び出されるため、 標準の MessageBox サイ レン

ト  モー ド処理以外のサイ レン ト  モー ド処理は一切含まれていません。

デフ ォル ト で、 ダイアログは発生するエラーに関わらず、 イ ンス ト ールと同じ エラー メ ッ セージ とデフ ォル ト の

エラー ボ ッ クス タ イ ト ルを表示し ます。 この動作は、 nErrorId を以下のよ う に設定し て SetErrorTitle および 

SetErrorMsg 関数を呼び出し て変更できます :

• ERR_BOX_DISKID — 指定されたデ ィ スクが存在し ない時に表示される タ イ ト ルまたはメ ッ セージを カス タ マイ

ズし ます。

• ERR_BOX_BADPATH — 指定されたパスが存在し ない時に表示される タ イ ト ルまたはメ ッ セージを カス タ マイ

ズし ます。

• ERR_BOX_BADTAGFILE — 指定されたフ ァ イルが存在し ない時に表示される タ イ ト ルまたはメ ッ セージを カス

タ マイズし ます。 (szFile にヌル文字列 ("") を指定する と、 エラーが確認されず、 メ ッ セージも表示されませ

ん。 )

EnterLoginInfo

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

テーブル 8 • EnterDiskError のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szPath 確認するパスを指定し ます。

szFile 確認する フ ァ イルの名前を指定し ます。

EnterDisk が特定のフ ァ イルではな く 、 パスのみを確認する場合、 ヌル文字列 

("") を指定し ます。

テーブル 9 • EnterDiskError の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 指定されたパス と フ ァ イルが存在し ます。

< ISERR_SUCCESS 指定されたパス と フ ァ イルが存在し ません。
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EnterLoginInfo 関数は、 エン ド ユーザーがユーザー名とパスワー ド を指定できるダイアログを表示し ます。 ダイア

ログは、 指定された情報を検証または使用し ません。 また、 ダイアログが指定された情報のエラーをチ ェ ッ クす

る こ と もあ り ません。

EnterLoginInfo ダイアログは、 一般的にエン ド ユーザーがネ ッ ト ワーク ユーザー名とパスワー ド を指定するため

に使用されます。 SdLogonUserInformation ダイアログは EnterLoginInfo ダイアログと似ていますが、

SdLogonUserInformation ダイアログは追加オプシ ョ ンを提供し ます。 SQL Server にログイ ンするために、 イ ンス

ト ールが情報を取得する必要がある場合、 SQLServerLogin は追加機能を提供し ます。

構文

EnterLoginInfo (byval string szMsg, byref string svUser, byref string svPassword);

パラ メ ーター

戻り値

追加情報

イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

テーブル 10 • EnterLoginInfo のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szMsg ダイアログに表示するス タ テ ィ ッ ク テキス ト を指定し ます。 デフ ォル ト の

テキス ト を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

svUser 関数が呼び出された と きに [ ユーザー名 ] ボ ッ クスにあらかじめ表示される

デフ ォル ト 値を指定し、 関数が戻る と きにエン ド ユーザーが指定し た文字

列を指定し ます。

ダイアログの [ ユーザー名 ] ボ ッ クスに入力可能な 大文字数は 255 文字で

す。

svPassword 関数が呼び出された と きに [ パスワー ド ] ボ ッ クスにあらかじめ表示される

デフ ォル ト 値を指定し、 関数が戻る と きにエン ド ユーザーが指定し た文字

列を指定し ます。

ダイアログの [ パスワー ド ] ボ ッ クスに入力可能な 大文字数は 255 文字で

す。

テーブル 11 • EnterLoginInfo も戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数は成功し ま し た。

< ISERR_SUCCESS 関数は成功し ませんで し た。
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EnterPassword

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

EnterPassword 関数はエン ド ユーザーに対し てパスワー ド を問い合わせるダイアログを表示し ます。 エン ド ユー

ザーが編集ボ ッ クス内に入力する文字はアス タ リ スク (*) と し て表示されます。

メ モ • 戻されたパスワー ド を確認するには、 OnCheckMediaPassword イベン ト ハン ド ラー関数のデフ ォル ト コー ド

の処理と同様に FeatureValidate を呼び出し ます。

構文

EnterPassword ( szMsg, szDefault, svResult );

パラ メ ーター

戻り値

追加情報

イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

テーブル 12 • EnterPassword のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szMsg ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 このテキス ト はス タ テ ィ ッ ク

　 コ ン ト ロールとみな されます。 このダイアログにデフ ォル ト の指示を表示す

るには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szDefault 初に編集ボ ッ クスに表示されるテキス ト を指定し ます。 

svResult エン ド ユーザーが編集ボ ッ クスに入力するテキス ト を返し ます。

テーブル 13 • EnterPassword の戻り値

戻り値 説明

NEXT ユーザーが [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。

BACK ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS ダイアログが表示されなかったこ と を示し ます。
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ExistsDir
ExistsDir 関数はターゲッ ト システム上またはイ ン ターネ ッ ト で指定されたデ ィ レ ク ト リの存在を確認し ます。

構文

ExistsDir ( szPath );

パラ メ ーター

戻り値

ExistsDir の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ExistsDir 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * ユーザーからデ ィ レク ト リ名を取得するため AskPath が呼び出されます。

 * そしてデ ィ レク ト リの存在確認のため ExistsDir が呼び出され

 * ます。

 *

テーブル 14 • ExistsDir のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szPath ターゲッ ト システム上で検索するデ ィ レ ク ト リの完全修飾パスを指定する、 ま

たはイ ン ターネ ッ ト 上で検索するデ ィ レ ク ト リの有効な URL (Uniform Resource 

Locator) を指定し ます。 URL が有効かど うかを確認するには、 Is(VALID_PATH, 

szURL) を呼び出し ます。

テーブル 15 • ExistsDir の戻り値

戻り値 説明

EXISTS (0) 指定し たデ ィ レ ク ト リが存在する こ と を示し ます。

NOTEXISTS (-1) 指定し たデ ィ レ ク ト リが存在し ないこ と を示し ます。

その他すべての負の値 関数が指定されたプログラムフ ォルダーが存在するかど うかを判断できなかっ

たこ と を示し ます。 大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキ

ス ト を取得する こ とができます。 た と えば、 FormatMessage を呼び出し た場合

の -2147024891 (0x80070005) です。 
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\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "ExistsDir の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ExistsDir(HWND);

function ExFn_ExistsDir(hMSI)

STRING svPath;

begin

// 作成するパスを取得します。

AskPath (" パスを入力して く ださい :", "", svPath);

// デ ィ レク ト リの存在を確認します。

if (ExistsDir (svPath) = EXISTS) then

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, "%s は既に存在します。 .", svPath);

else

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, "%s は存在しません ", svPath);

endif;

end;

ExistsDisk
ExistsDisk 関数はターゲッ ト システム上で指定されたデ ィ スク ド ラ イブの存在を確認し ます。

構文

ExistsDisk ( szDisk );
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
パラ メ ーター

戻り値

ExistsDisk の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ExistsDisk 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * ユーザーからデ ィ スク ド ラ イブ名を取得するため AskText が呼び出されます。

 * そして ド ラ イブの存在確認のため ExistsDir が呼び出され

 * ます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "ExistsDisk の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ExistsDisk(HWND);

function ExFn_ExistsDisk(hMSI)

STRING svDrive;

begin

if (AskText (" デ ィ スク ド ラ イブの名前を入力して く ださい。 ", "C", svDrive) = NEXT) then

// 指定された ド ラ イブの存在を確認します。

if (ExistsDisk (svDrive) = EXISTS) then

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, " ド ラ イブ %s があり ました。 ", svDrive);

else

テーブル 16 • ExistsDisk のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDisk デ ィ スク ド ラ イブの名前を指定し ます。

テーブル 17 • ExistsDisk の戻り値

戻り値 説明

EXISTS (0) ターゲッ ト システムに指定し た ド ラ イブが存在する こ と を示し ます。

NOTEXISTS (-1) ターゲッ ト システムに指定し たデ ィ レ ク ト リが存在し ないこ と を示し ます。
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SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, " ド ラ イブ %s は存在しません。 ",

svDrive);

endif;

endif;

end;

EzBatchAddPath
EzBatchAddPath 関数は、 PATH コマン ドの検索パスまたは環境変数に割り当てる値にパスを追加し て、 デフ ォル

ト のバッ チフ ァ イルを変更し ます。 BatchSetFileName への呼び出し で変更されない限り、 デフ ォル ト  バッ チ フ ァ

イルは Autoexec.bat フ ァ イルで、 起動シーケンス中にシステムによ って実行されます。 デフ ォル ト バッ チフ ァ イ

ルの完全修飾フ ァ イル名を決定するには、 BatchGetFileName を呼び出し ます。 EzBatchAddPath が使用するバッ チ

フ ァ イルの名前を変更するには、 BatchSetFileName を呼び出し ます。

注意 • EzBatchAddPath  は変更する フ ァ イルのバッ クア ッ プ コ ピーを作成し ません。

EzBatchAddPath は、 デフ ォル ト バッ チフ ァ イルが非表示または読み取り専用の場合に失敗する こ とがあり ます。

メ モ • 簡易バッ チフ ァ イル関数を拡張バッ チフ ァ イル関数と同時に使用し ないで く だ さい。 BatchFileLoad を呼び

出し て メ モ リへバッ チフ ァ イルをロー ド し た後、 BatchFileSave を呼び出し てフ ァ イルを保存するまで簡易バッ チ

フ ァ イル関数を呼び出すこ とはできません。

構文

EzBatchAddPath ( szKey, szPath, szRefDir, nPosition );
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
パラ メ ーター

戻り値

EzBatchAddPath の例

テーブル 18 • EzBatchAddPath のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szKey 変更する環境変数の名前を指定し ます。 例えば、 PATH ステー ト メ ン ト を変更する

にはこ こへ "PATH" を指定し ます。 指定し た環境変数がデフ ォル ト バッ チフ ァ イ

ルで検出されなかった場合、 SET ステー ト メ ン ト すべてがその環境変数に作成さ

れ、 フ ァ イルに挿入されます。

注意 • EzBatchAddPath 関数は、 長いフ ァ イル名をサポー ト し ません。

EzBatchAddPath に渡す前に、 LongPathToShortPath を呼び出し て長いパスをそれ

に相当する短いパスに変換し ます。 長いフ ァ イル名の詳細については、 「長いフ ァ

イル名」 を参照し て下さい。

szPath 環境変数の現在の値に追加するパスを指定し ます。 セ ミ コ ロン検索パス内の別の

パス と分割するため、 区切り と なるセ ミ コ ロンが挿入されます。

szRefDir szPath で指定し た新しいパスの追加に関連する参照キー ( パス ) を指定し ます。 こ

れがヌル文字列 ("") の場合、 nPosition の値に従って検索パスの始ま り または終わ

り にデ ィ レ ク ト リが追加されます。 szRefDir が指定し たパスが検索パスにない場

合、 szKey の値が 後に追加されます。

nPosition 検索パスで新しいパスを追加する場所を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下

の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• BEFORE— 新規パスは szRefDir が指定し たパスの前に挿入されます。 szRefDir 

にヌル文字列 ("") が含まれている場合、 デ ィ レ ク ト リが検索パスの前に追加

されます。

• AFTER— 新規パスは szRefDir が指定し たパスの後に挿入されます。 szRefDir に

ヌル文字列 ("") が含まれている場合、 デ ィ レ ク ト リが検索パスの終わり に追

加されます。

テーブル 19 • EzBatchAddPath の戻り値

戻り値 説明

0 EzBatchAddPath は、 バッ チフ ァ イルへパスを追加し ま し た。

< 0 EzBatchAddPath は、 バッ チフ ァ イルへパスを追加する こ とができませんで し た。
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メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * EzBatchAddPath 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * まず、 BatchSetFileName を呼び出して、 デフ ォルト のバッチフ ァ イルを

 * EXAMPLE_BATCH へ変更します。 そして EzBatchAddPath を呼び出して

 * PATH ステー ト メ ン ト の初めに C:\WINDOWS を追加します。 A

 * EzBatchAddPath への 2 回目の呼び出しは PATH ステー ト メ ン ト の

 * WINDOWS キーワードの後に C:\UTILS を追加します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 ISExampl.bat と

 *       名づけられたバッチ フ ァ イルを作成し、 C ド ラ イブのルー ト に

 *     格納して く ださい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define EXAMPLE_BATCH "C:\\ISExampl.bat"

#define TITLE "EzBatchAddPath の例 "

#define MSG   " 成功しました。 \n\n%s は、 %s ステー ト メ ン ト へ追加されました。 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_EzBatchAddPath(HWND);

function ExFn_EzBatchAddPath(hMSI)

STRING szKey, szPath, szRefDir;

begin

// デフ ォルト  バッチフ ァ イルを設定します。

BatchSetFileName (EXAMPLE_BATCH);

// EzBatchAddPath への次の呼び出し用にパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szKey      = "PATH";

szPath     = "C:\\WINDOWS";

szRefDir   = "";

if (EzBatchAddPath (szKey, szPath, szRefDir, BEFORE)  0) then

// エラーを報告します。

MessageBox ("EzBatchAddPath failed.", SEVERE);

else

// 成功を報告します。

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, MSG, szPath, szKey);

// EzBatchAddPath への次の呼び出し用にパラ メーターをセ ッ ト ア ッ プします。

szKey      = "PATH";

szPath     = "C:\\UTILS";

szRefDir   = "WINDOWS";
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if (EzBatchAddPath (szKey, szPath, szRefDir, AFTER) < 0) then

// エラーを報告します。

MessageBox ("EzBatchAddPath failed.", SEVERE);

else

// 成功を報告します。

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, MSG, szPath, szKey);

endif;

endif;

end;

EzBatchAddString
EzBatchAddString 関数は、 BatchSetFileName への呼び出し で変更されない限り、 デフ ォル ト  バッ チ フ ァ イルへテ

キス ト 行を追加し ます。 デフ ォル ト  バッ チ フ ァ イルは起動シーケンスの 中にシステムが実行する Autoexec.bat 

フ ァ イルです。 デフ ォル ト バッ チフ ァ イルの完全修飾フ ァ イル名を決定するには、 BatchGetFileName を呼び出し

ます。 EzBatchAddPath が使用するバッ チフ ァ イルの名前を変更するには、 BatchSetFileName を呼び出し ます。

注意 • EzBatchAddString 関数は、 デフ ォル ト バッ チフ ァ イルが非表示または読み取り専用の場合に失敗する こ とが

あ り ます。

EzBatchAddPath は変更する フ ァ イルのバッ クア ッ プ コ ピーを作成し ません。 

メ モ • 簡易バッ チフ ァ イル関数を拡張バッ チフ ァ イル関数と同時に使用し ないで く だ さい。 BatchFileLoad を呼び

出し て メ モ リへバッ チフ ァ イルをロー ド し た後、 BatchFileSave を呼び出し てフ ァ イルを保存するまで簡易バッ チ

フ ァ イル関数を呼び出すこ とはできません。

構文

EzBatchAddString ( szLine, szRefKey, nOptions );
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パラ メ ーター

テーブル 20 • EzBatchAddString のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szLine フ ァ イルへ追加するテキス ト の行を指定し ます。 nOptions で NO SET を指定し な

い限り、 この関数は szLine が環境変数である とみな し ます。 テキス ト  "SET" は、

デフ ォル ト バッ チフ ァ イルへ szLine が書き込まれる前に文字列の前に挿入されま

す。

注意 • EzBatchAddPath 関数は、 長いフ ァ イル名をサポー ト し ません。 この関数を

使用し て長いパスを持つ行を追加する場合は、 LongPathToShortPath を呼び出し

て長いパスを短い同等のパスに変換し てから、 バッ チフ ァ イルに配置する文字列

に追加し て く だ さい。 長いフ ァ イル名の詳細については、 「長いフ ァ イル名」 を

参照し て下さい。

szRefKey デフ ォル ト のバッ チフ ァ イル内で szLine の追加場所に関連する参照キーを指定し

ます。 EzBatchAddString は参照キーをデフ ォル ト バッ チフ ァ イルで検索し、

nOptions の値に従って szLine の内容をそのキーの前または後ろへ配置し ます。

メ モ • EzBatchAddString はパラ メ ーター szRefKey 内で適切な参照キーワー ド を検

索し ます。 例えば、 環境変数のキーワー ドは環境変数名そのものです。

nOptions 利用するオプシ ョ ンを指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数の

う ちの 1 つを渡し ます。

• BEFORE — szRefKey を含む行の前に szLine が追加されます。 szRefKey がヌ

ル文字列 (""), の場合、 szLine はフ ァ イルの 初の行と し て追加されます。

• AFTER — szRefKey を含む行の後に szLine が追加されます。 szRefKey がヌル

文字列 ("") の場合、 szLine はフ ァ イルの 後の行と し て追加されます。

• REPLACE — szLine はフ ァ イルの既存行を置換し ます。 同じキーが複数行に存

在する場合、 EzBatchAddString はそのキーを含む 後の行のみを置換し ます。

• NOSET — テキス ト  "SET" が szLine の文字列の前には挿入されないよ う指定

し ます。

• COMMAND — 検索し ている参照キーが DOS コマン ド またはプログラム名 ( 環

境変数ではない ) こ と を指定し ます。

NOSET と COMMAND 定数は、 相互に組み合わせた り、 論理 OR 演算子を使用し

て、 BEFORE、 AFTER、 REPLACE 定数と組み合わせる こ とができます。 たと え

ば、 検索し ている参照キーが DOS コマン ド またはプログラム名 ( 環境変数ではな

い ) の場合 、 以下の例のよ う に定数 COMMAND  と  AFTER 定数と を組み合わせ

るのに OR を使います。

EzBatchAddString (szLine, szRefKey, AFTER | COMMAND);
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戻り値

EzBatchAddString の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * EzBatchAddString 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トはバッチフ ァ イル上で 4 つの操作を行います :

 *

 * -- まず、 フ ァ イルの 初にコ メ ン ト 行を追加します。

 *

 * -- 次に、 PATH ステー ト メ ン トの後に "SET TEMP=C:\EXAPP3" 行を

 *    追加します。

 *

 * -- そして、 "SET TEMP=C:\EXAPP3" ステー ト メ ン トの後に

 *    コマン ド "C:\EXAPP3\EXAPP.EXE" を追加します。

 *

 * -- 後に、 既存の PATH ステー ト メ ン ト を新しい PATH ステー ト メ ン ト と

 *    置き換えます。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 ISExampl.bat と

 *       名づけられたバッチ フ ァ イルを作成し、 C ド ラ イブのルー ト に

 *     格納します。 効果的にこの作業を行う ため、 フ ァ イルに

 *     PATH ステー ト メ ン ト を含みます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define BATCH_FILE "C:\\ISExampl.bat"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_EzBatchAddString(HWND);

function ExFn_EzBatchAddString(hMSI)

STRING szLine, szRefKey;

NUMBER nOptions;

begin

テーブル 21 • EzBatchAddString の戻り値

戻り値 説明

0 EzBatchAddString は、 バッ チフ ァ イルへテキス ト 文字列を追加し ま し た。 .

< 0 EzBatchAddString はテキス ト を文字列を追加できませんで し た。
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// デフ ォルト  バッチフ ァ イルを設定します。

BatchSetFileName (BATCH_FILE);

// EzBatchAddString への次の呼び出し用にパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szLine    = "rem これはフ ァ イルの 初の行です。 .";

szRefKey = "";

nOptions = BEFORE|NOSET;

// バッチフ ァ イルの 初にコ メ ン ト行を追加します。

if (EzBatchAddString (szLine, szRefKey, nOptions) < 0) then

MessageBox ("EzBatchAddString への 初の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

else

MessageBox ("EzBatchAddString への 初の呼び出しに成功しました。 ", INFORMATION);

endif;

// EzBatchAddString への次の呼び出し用にパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szLine = "TEMP=C:\\EXAPP3";

szRefKey = "PATH";

nOptions = AFTER;

// PATH ステー ト メ ン トの後に行を追加します。

if (EzBatchAddString (szLine, szRefKey, nOptions) < 0) then

MessageBox ("EzBatchAddString への 2 回目の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

else

MessageBox ("EzBatchAddString への 2 回目の呼び出しに成功しました。 ", INFORMATION);

endif;

// EzBatchAddString への次の呼び出し用にパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szLine = "C:\\EXAPP3\\EXAPP.EXE";

szRefKey = "TEMP";

nOptions = AFTER|NOSET;

// SET TEMP ステー ト メ ン トの後にコマン ド行を追加します。

if (EzBatchAddString (szLine, szRefKey, nOptions) < 0) then

MessageBox ("EzBatchAddString への 3 回目の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

else

MessageBox ("EzBatchAddString への 3 回目の呼び出しに成功しました。 ", INFORMATION);

endif;

// EzBatchAddString への次の呼び出し用にパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szLine = "PATH=C:\\;C:\\Windows";

szRefKey = "PATH";

nOptions = AFTER|NOSET|REPLACE|COMMAND;

 // PATH ステー ト メ ン ト を置換します。

if (EzBatchAddString (szLine, szRefKey, nOptions) < 0) then

MessageBox ("EzBatchAddString への 4 回目の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

else

MessageBox ("EzBatchAddString への 4 回目の呼び出しに成功しました。 ", INFORMATION);

endif;

 endprogram
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EzBatchReplace
EzBatchReplace 関数は、 BatchSetFileName への呼び出し で変更されない限り、 デフ ォル ト  バッ チ フ ァ イルで既存

テキス ト 行を置換し ます。デフ ォル ト バッ チフ ァ イルは起動シーケンスの 中にシステムが実行する Autoexec.bat 

フ ァ イルです。 デフ ォル ト バッ チフ ァ イルの完全修飾フ ァ イル名を決定するには、 BatchGetFileName を呼び出し

ます。 EzBatchAddPath が使用するバッ チフ ァ イルの名前を変更するには、 BatchSetFileName を呼び出し ます。

バッ チフ ァ イルの一般的なキーは PATH、 COMSPEC、 TEMP、 Smartdrv.exe、 Win.com、 および Share.exe です。

注意 • EzBatchReplace 関数は、 デフ ォル ト バッ チフ ァ イルが非表示または読み取り専用の場合に失敗する こ とがあ

り ます。 

EzBatchReplace は変更する フ ァ イルのバッ クア ッ プ コ ピーを作成し ません。

メ モ • 簡易バッ チフ ァ イル関数を拡張バッ チフ ァ イル関数と同時に使用し ないで く だ さい。 BatchFileLoad を呼び

出し て メ モ リへバッ チフ ァ イルをロー ド し た後、 BatchFileSave を呼び出し てフ ァ イルを保存するまで簡易バッ チ

フ ァ イル関数を呼び出すこ とはできません。

構文

EzBatchReplace ( szNewString );
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
パラ メ ーター

戻り値

EzBatchReplace の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * EzBatchReplace 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * EzBatchReplace がバッチフ ァ イルの行を置換するために呼び出されます。

 *

 * このスク リ プ トは指定したバッチフ ァ イルで 3 行を置換します。

 * まず初めに、 SET COMSPEC コマン ド を置き換えます。 そして

 * PATH ステー ト メ ン ト を置き換えます。 後に、 SMARTDRV.EXE を

 * 参照するコマン ド ラ インを置き換えます。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 ISExampl.bat と

 *       名づけられたバッチ フ ァ イルを作成し、 C ド ラ イブのルー ト に

 *       格納します。 効果的にこの作業を行う ため、 次の行を

テーブル 22 • EzBatchReplace のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szNewString フ ァ イルで既に行が存在する場所に挿入する新規文字列を指定し ます。

EzBatchReplace は szNewString を解析し、 文字列のキーを決定し ます。 その後、

同じキーを含む行をデフ ォル ト のバッ チフ ァ イル内で検索し ます。 関数は 後

に検出された行を同じキーで置換し ます。

注意 • EzBatchReplace 関数は、 長いフ ァ イル名をサポー ト し ません。 この関数

を使用し て長いパスを持つ行を置換する場合は、 LongPathToShortPath を呼び

出し て長いパスを短い同等のパスに変換し てから、 バッ チフ ァ イルの文字列で

置換し て く ださい。 長いフ ァ イル名の詳細については、 「長いフ ァ イル名」 を

参照し て下さい。

テーブル 23 • EzBatchReplace の戻り値

戻り値 説明

0 EzBatchReplace は、 テキス ト の行の置換に成功し ま し た。

< 0 EzBatchReplace は、 テキス ト の行を置換する こ とができませんで し た。
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 *     含みます :

 *

 *  SET COMSPEC=C:\COMMAND.COM

 *  PATH C:\

 *  SMARTDRV.EXE

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define EXAMPLE_BAT "C:\\ISExampl.bat"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_EzBatchReplace(HWND);

function ExFn_EzBatchReplace(hMSI)

begin

// デフ ォルト  バッチフ ァ イルを設定します。

BatchSetFileName (EXAMPLE_BAT);

// SET COMSPEC ステー ト メ ン ト を置換します。

if (EzBatchReplace ("SET COMSPEC=C:\\DOS\\COMMAND.COM") < 0) then

MessageBox ("EzBatchReplace への 初の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

else

MessageBox ("EzBatchReplace への 初の呼び出しに成功しました。 ", INFORMATION);

endif;

// PATH コマン ド を置換します。

if (EzBatchReplace ("PATH C:\\DOS;C:\\MYAPP") < 0) then

MessageBox ("EzBatchReplace への 2 回目の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

else

MessageBox ("EzBatchReplace への 2 回目の呼び出しに成功しました。 ", INFORMATION);

endif;

// SMARTDRIVE ステー ト メ ン ト を置換します。

if (EzBatchReplace ("SMARTDRV.EXE /P 1024 /C 512") < 0) then

MessageBox ("EzBatchReplace への 3 回目の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

else

MessageBox ("EzBatchReplace への 3 回目の呼び出しに成功しました。 ", INFORMATION);

endif;

end;

EzConfigAddDriver
EzConfigAddDriver 関数は、 デバイス ド ラ イバーステー ト メ ン ト をデフ ォル ト のシステム構成フ ァ イルに追加し ま

す。 ド ラ イブステー ト メ ン ト 位置は、 他のド ラ イバーステー ト メ ン ト と関連付けて指定する こ とができます。 例

えば、 アプ リ ケーシ ョ ンは Windows Himem.sys ド ラ イバーの前または後にデバイス ド ラ イバーのロー ド を必要とす

る場合があ り ます。

ConfigSetFileName への呼び出し で変更されない限り、 デフ ォル ト システム構成フ ァ イルは Config.sys フ ァ イルで、

起動シーケンス中にシステムによ って実行されます。 別のフ ァ イルをデフ ォル ト システム構成フ ァ イルとするに

は、 ConfigSetFileName を呼び出し ます。 デフ ォル ト システム構成フ ァ イルの完全修飾名を決定するには、

ConfigGetFileName を呼び出し ます。
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メ モ • 簡易構成フ ァ イル関数を拡張構成フ ァ イル関数と同時に使用し ないで く だ さい。 ConfigFileLoad を呼び出し

た後、 ConfigFileSave を呼び出し てフ ァ イルを保存するまで、 簡易構成フ ァ イル関数を呼び出すこ とはできませ

ん。

構文

EzConfigAddDriver ( szDriver, szRefKey, nPosition );
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
パラ メ ーター

戻り値

EzConfigAddDriver の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * EzConfigAddDriver 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * この例では EzConfigAddDriver を呼び出して 4 つのステー ト メ ン ト を

 * 構成フ ァ イルに追加します。

テーブル 24 • EzConfigAddDriver のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDriver フ ァ イルに追加する ド ラ イバーの完全修飾名を指定し ます。 システム構成フ ァ

イルの一箇所、 または複数箇所に ド ラ イバーが既に存在する場合、 この関数は

ド ラ イバーを含む 後の行のみを差し替えます。

szRefKey szDriver の追加に関連するデバイス ド ラ イバーの名を指定し ます。

nPosition szDriver を szRefKey が指定し た ド ラ イバーの前または後のいづれに追加するか

を示し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ま

す。

• BEFORE — ｓ ｚ RefKey を含む行の前にステー ト メ ン ト が追加されます。

szRefKey がヌル文字列 ("") を含む場合、 ド ラ イバーはシステム構成フ ァ イ

ルの 初のド ラ イバーと し て挿入されます。

• AFTER — ｓ ｚ RefKey を含む行の後にステー ト メ ン ト が追加されます。

szRefKey がヌル文字列 ("") を含む場合、 ド ラ イバーはシステム構成フ ァ イ

ルの 後のド ラ イバーと し て挿入されます。

テーブル 25 • EzConfigAddDriver の戻り値

戻り値 説明

0 EzConfigAddDriver はフ ァ イルへデバイス ド ラ イバーステー ト メ ン ト を追加し ま

し た。

< 0 EzConfigAddString はド ラ イバーステー ト メ ン ト を追加する こ とができませんで

し た。
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 *

 * -- EzConfigAddDriver への 初の呼び出しは、 終行の後に新しいテキス ト行を

 *    追加します。

 *

 * -- 2 番目の呼び出しは、 初の行の前に新しいテキス ト 行を

 * 追加します。

 *

 * -- 3 番目の呼び出しは、 HIMEM.SYS キーのあとにド ラ イバー C:\DRDOS\HIDOS.SYS を

 *    追加します。

 *

 * -- 4 番目の呼び出しは、 HIMEM.SYS キーの前にド ラ イバー EXAPP.SYS を

 *    追加します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 C ド ラ イブのルー トへ

 *       ISExampl.sys と名づけられた構成フ ァ イルを作成します。

 *       効率よ く 行う ため、 フ ァ イルに次の行を含みます :

 *

 *  DEVICE=C:\\Himem.sys

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define EXAMPLE_SYS "C:\\ISEXampl.sys"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_EzConfigAddDriver(HWND);

function ExFn_EzConfigAddDriver(hMSI)

STRING szDriver, szRefKey;

begin

// デフ ォルト 構成フ ァ イルを設定します。

ConfigSetFileName (EXAMPLE_SYS);

// EzConfigAddDriver への次の呼び出し用にパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szDriver = "C:\\NEW\\MYAPP.DRV";

szRefKey = "";

// 構成フ ァ イルの終わりにド ラ イバーを追加します。

if (EzConfigAddDriver (szDriver, szRefKey, AFTER) < 0) then

MessageBox ("EzConfigAddDriver への 初の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

else

MessageBox ("EzConfigAddDriver への 初の呼び出しに成功しました。 ", INFORMATION);

endif;

// EzConfigAddDriver への次の呼び出し用にパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szDriver = "C:\\SYSTEM\\DMDRVR.BIN";

szRefKey = "";

// 構成フ ァ イルの初めにド ラ イバーを追加します。

if (EzConfigAddDriver (szDriver, szRefKey, BEFORE) < 0) then

MessageBox ("EzConfigAddDriver への 2 回目の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

else

MessageBox ("EzConfigAddDriver への 2 回目の呼び出しに成功しました。 ", INFORMATION);

endif;

// EzConfigAddDriver への次の呼び出し用にパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szDriver = "C:\\DRDOS\\HIDOS.SYS";
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szRefKey = "HIMEM.SYS";

// "HIMEM.SYS" キーの後に "HIDOS.SYS" ド ラ イバーを追加します。

if (EzConfigAddDriver (szDriver, szRefKey, AFTER) < 0) then

MessageBox ("EzConfigAddDriver への 3 回目の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

else

MessageBox ("EzConfigAddDriver への 3 回目の呼び出しに成功しました。 .", INFORMATION);

endif;

// EzConfigAddDriver への次の呼び出し用にパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szDriver = "EXAPP.SYS";

szRefKey = "HIMEM.SYS";

// "HIMEM.SYS" キーの後に "EXAPP.SYS" ド ラ イバーを追加します。

if (EzConfigAddDriver (szDriver, szRefKey, BEFORE) < 0) then

MessageBox ("EzConfigAddDriver への 4 回目の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

else

MessageBox ("EzConfigAddDriver への 4 回目の呼び出しに成功しました。 ", INFORMATION);

endif;

end;

EzConfigAddString
EzConfigAddString 関数はテキス ト の行をデフ ォル ト のシステム構成フ ァ イルに追加し ます。 行の位置は、 フ ァ イ

ル内の別のステー ト メ ン ト と関連付けて指定する こ とができます。

ConfigSetFileName への呼び出し で変更されない限り、 デフ ォル ト システム構成フ ァ イルは Config.sys フ ァ イルで、

起動シーケンス中にシステムによ って実行されます。 別のフ ァ イルをデフ ォル ト システム構成フ ァ イルとするに

は、 ConfigSetFileName を呼び出し ます。 デフ ォル ト システム構成フ ァ イルの完全修飾名を決定するには、

ConfigGetFileName を呼び出し ます。

メ モ • 簡易構成フ ァ イル関数を拡張構成フ ァ イル関数と同時に使用し ないで く だ さい。 ConfigFileLoad を呼び出し

た後、 ConfigFileSave を呼び出し てフ ァ イルを保存するまで、 簡易構成フ ァ イル関数を呼び出すこ とはできませ

ん。

構文

EzConfigAddString ( szLine, szRefKey, nOptions );
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
パラ メ ーター

戻り値

EzConfigAddString の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * EzConfigAddString 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * この例は EzConfigAddString を呼び出して、 構成フ ァ イルへ 4 行を

 * 追加します。

 *

 * -- 初の呼び出しは、 フ ァ イルの 後に新しいテキス ト 行を追加

テーブル 26 • EzConfigAddString のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szLine システム構成フ ァ イルへ追加するテキス ト の行を指定し ます。

szRefKey システム構成フ ァ イル内で szLine の配置場所に関連する参照キーを指定し ま

す。 EzConfigAddString はシステム構成フ ァ イルで参照キーを検索し て、

ｎ Option ｓ  で渡された定数に従って、 パラ メ ーター szLine の内容を参照キーを

含む行の前 / 後に配置し ます。

nOptions szLine で指定し た行を szRefKey を含む行の前後いずれに追加するかを示し ま

す。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• BEFORE — szLine が指定する行を szRefKey を含む行の前に追加し ます。

szRefKey がヌル文字列 ("") を含む場合、 szLine はシステム構成フ ァ イルの

初の行と し て挿入されます。

• AFTER — szLine が指定する行を szRefKey を含む行の後に追加し ます。

szRefKey がヌル文字列 ("") を含む場合、 szLine はシステム構成フ ァ イルの

後の行と し て挿入されます。

テーブル 27 • EzConfigAddString の戻り値

戻り値 説明

0 EzConfigAddString が文字列をデフ ォル ト システム構成フ ァ イルへ追加し ま し

た。

< 0 EzConfigAddString はテキス ト を文字列を追加できませんで し た。
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 * します。

 *

 * -- 2 番目の呼び出しは、 フ ァ イルの 初に新しいテキス ト行を追加

 * します。

 *

 * -- 3 番目の呼び出しは LASTDRIVE キーの後に FASTOPEN=512 行を

 *    追加します。

 *

 * -- 4 番目の呼び出しは、 EXAPPHI.SYS キーの前にド ラ イバー EXAPPHI=ON 行を

 *    追加します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 C ド ラ イブのルー トへ

 *       ISExampl.sys と名づけられた構成フ ァ イルを作成し、 C ド ラ イブのルー ト に

 *       格納します。 効果的にこの作業を行う ため、 次の行を

 *     含みます :

 *

 *  LASTRDRIVE=F

 *  DEVICE=Exapphi.sys

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define EXAMPLE_SYS "C:\\ISExampl.sys"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_EzConfigAddString(HWND);

function ExFn_EzConfigAddString(hMSI)

STRING szLine, szRefKey;

begin

// デフ ォルト 構成フ ァ イルを設定します。

ConfigSetFileName (EXAMPLE_SYS);

// EzConfigAddString への次の呼び出し用にパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szLine = "SHELL=C:\\COMMAND.COM /P /E:512";

szRefKey = "";

// フ ァ イルの終わりに行を追加します。

if (EzConfigAddString (szLine, szRefKey, AFTER) < 0) then

MessageBox ("EzConfigAddString への 初の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

else

MessageBox ("EzConfigAddString への 初の呼び出しに成功しました。 .", INFORMATION);

endif;

szLine = "DEVICE=C:\\System\\Dmdrvr.bin";

szRefKey = "";

// フ ァ イルの 初に行を追加します。

if (EzConfigAddString (szLine, szRefKey, BEFORE) < 0) then

MessageBox ("EzConfigAddString への 2 回目の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

else

MessageBox ("EzConfigAddString への 2 回目の呼び出しに成功しました。 ", INFORMATION);

 endif;

// EzConfigAddString への次の呼び出し用にパラ メーターをセッ ト ア ッ プします。

szLine = "FASTOPEN=512";

szRefKey = "LASTDRIVE";
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//  "LASTDRIVE" キーの後のフ ァ イルに行を追加します。

if (EzConfigAddString (szLine, szRefKey, AFTER) < 0) then

MessageBox ("EzConfigAddString への 3 回目の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

else

MessageBox ("Third call to EzConfigAddString succeeded.", INFORMATION);

 endif;

// EzConfigAddString への次の呼び出し用にパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szLine = "EXAPPHI=ON";

szRefKey = "EXAPPHI.SYS";

//  "Exapphi.sys" キーの前のフ ァ イルに行を追加します。

if (EzConfigAddString (szLine, szRefKey, BEFORE) < 0) then

MessageBox ("EzConfigAddString への 4 回目の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

else

MessageBox ("EzConfigAddString への 4 回目の呼び出しに成功しました。 ", INFORMATION);

endif;

end;

EzConfigGetValue
EzConfigGetValue 関数は、 デフ ォル ト システム構成フ ァ イルから FILES や BUFFERS といったパラ メ ーターの数値

を読み出し ます。

ConfigSetFileName への呼び出し で変更されない限り、 デフ ォル ト システム構成フ ァ イルは Config.sys フ ァ イルで、

起動シーケンス中にシステムによ って実行されます。 別のフ ァ イルをデフ ォル ト システム構成フ ァ イルとするに

は、 ConfigSetFileName を呼び出し ます。 デフ ォル ト システム構成フ ァ イルの完全修飾名を決定するには、

ConfigGetFileName を呼び出し ます。

メ モ • 簡易構成フ ァ イル関数を拡張構成フ ァ イル関数と同時に使用し ないで く だ さい。 ConfigFileLoad を呼び出し

た後、 ConfigFileSave を呼び出し てフ ァ イルを保存するまで、 簡易構成フ ァ イル関数を呼び出すこ とはできませ

ん。

構文

EzConfigGetValue ( szRefKey, nvValue );
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戻り値

EzConfigGetValue の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * EzConfigGetValue 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * EzConfigGetValue が呼び出されて、 既定構成フ ァ イルにあるキーから

 * 値を読み出します。 ConfigSetFileName の呼び出しで

 * 変更されない限り、 デフ ォル ト構成フ ァ イルは

 * 起動ド ラ イブのルー ト に位置する Config.sys フ ァ イルです。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_EzConfigGetValue(HWND);

function ExFn_EzConfigGetValue(hMSI)

NUMBER nvValue;

begin

// デフ ォルト 構成フ ァ イルから FILES キーの数値を

// 読み出します。

if (EzConfigGetValue ("FILES", nvValue) < 0) then

// エラーを報告します。

テーブル 28 • EzConfigGetValue のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szRefKey 値を読み出すパラ メ ーターの名前を指定し ます。

nvValue szRefKey で指定し たコマン ドの数値を返し ます。

テーブル 29 • EzConfigGetValue の戻り値

戻り値 説明

0 EzConfigGetValue が値を読み出し ま し た。

< 0 EzConfigGetValue は値を読み出すこ とができませんで し た。
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MessageBox ("EzConfigGetValue が失敗しました。 ", SEVERE);

else

// FILES キーの値を表示します。

SprintfBox (INFORMATION, "EzConfigGetValue の例 ",

 "FILES = %d", nvValue);

endif;

end;

EzConfigSetValue
EzConfigSetValue 関数は、 デフ ォル ト システム構成フ ァ イルでコマン ドの値を設定し ます。

ConfigSetFileName への呼び出し で変更されない限り、 デフ ォル ト システム構成フ ァ イルは Config.sys フ ァ イルで、

起動シーケンス中にシステムによ って実行されます。 別のフ ァ イルをデフ ォル ト システム構成フ ァ イルとするに

は、 ConfigSetFileName を呼び出し ます。 デフ ォル ト システム構成フ ァ イルの完全修飾名を決定するには、

ConfigGetFileName を呼び出し ます。

メ モ • 簡易構成フ ァ イル関数を拡張構成フ ァ イル関数と同時に使用し ないで く だ さい。 ConfigFileLoad を呼び出し

た後、 ConfigFileSave を呼び出し てフ ァ イルを保存するまで、 簡易構成フ ァ イル関数を呼び出すこ とはできませ

ん。

構文

EzConfigSetValue (szRefKey, nValue);
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戻り値

EzConfigSetValue の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * EzConfigSetValue 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * EzConfigSetValue が呼び出されて、 デフ ォルト 構成フ ァ イルの BUFFER　 および

 * FILES コマン ド を追加または変更します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を初めて実行した時、 ド ラ イブ C のルー ト に

 *       ISExampl.sys と名づけられたフ ァ イルが作成されます。

 *       このフ ァ イルはスク リ プ ト解析が終了した時点で

 *  削除するこ とができます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define EXAMPLE_SYS "C:\\ISExampl.sys"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_EzConfigSetValue(HWND);

function ExFn_EzConfigSetValue(hMSI)

STRING szRefKey, szMsg;

テーブル 30 • EzConfigSetValue のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szRefKey 値を変更またはデフ ォル ト システム構成フ ァ イルへ追加する コマン ド を指定し

ます。 そのフ ァ イルにキーが存在し ない場合、 追加されます。

nValue szRefKey で指定し たコマン ドの新しい値を指定し ます。

テーブル 31 • EzConfigSetValue の戻り値

戻り値 説明

0 EzConfigSetValue が値を設定し ま し た。

< 0 EzConfigSetValue は値を設定する こ とができませんで し た。
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NUMBER nValue;

begin

// デフ ォルト 構成フ ァ イルを設定します。

ConfigSetFileName (EXAMPLE_SYS);

// BUFFERS コマン ド を追加または変更します。

if (EzConfigSetValue ("BUFFERS", 30) < 0) then

MessageBox (EXAMPLE_SYS + " にある Buffers を設定できませんでした。 ", SEVERE);

else

MessageBox (" バッ フ ァーが " + EXAMPLE_SYS+ " で 30 に設定されました。 ", INFORMATION);

endif;

// FILES コマン ド を追加または変更します。

if (EzConfigSetValue ("FILES", 30) < 0) then

MessageBox (EXAMPLE_SYS + " 内のフ ァ イルを設定できませんでした。 ", SEVERE);

else

MessageBox (" フ ァ イルが " + EXAMPLE_SYS + " で 30 に設定されました。 ", INFORMATION);

endif;

end;

EzDefineDialog
EzDefineDialog 関数はカス タム ダイアログを定義し ます。

メ モ • 関数はカス タムダイアログを表示し ません。 カス タムダイアログを表示するには、 WaitOnDialog を呼び出し

ます。

構文

EzDefineDialog ( szDialogName, szDLLName, szDialogID, nDialogID );
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テーブル 32 • EzDefineDialog のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDialogName szDialogID または nDialogID が認識し たダイアログと関連付ける名前を指定し ま

す。 このダイアログを処理するには、 カス タムダイアログ関数に続 く 呼び出し

にこの名前を使用し ます。

ダイアログの名前は大文字と小文字を区別するため、 このパラ メ ーターで指定

し た通り に正確に使用し な く てはな り ません。

szDLLName このダイアログリ ソースを含む .dll フ ァ イルの名前を指定し ます。 この名前が

修飾されていない場合、 つま り フ ァ イル名と共に ド ラ イブ とパスを指定し な

かった場合、 InstallScript エンジンは Windows フ ォルダーで .dll フ ァ イルを検索

し ます。 そこで検出されなかった場合、 InstallScript エンジンは検索パスで指定

し たフ ォルダーを検索し ます。 ダイアログが _isuser.dll にある と き、 このパラ

メ ーターにヌル文字列 ("") を指定する こ とができます。 InstallScript はこのパ

ラ メ ーターがヌル文字列 ("") と し て指定し てある場合、 _isuser.dll を自動的に確

認し ます。

メ モ • _isres.dll または _isuser.dll 以外の .dll フ ァ イルを利用し た場合、

EzDefineDialog を呼び出す前に UseDLL  を呼び出し て .dll フ ァ イルをロー ド し な

く てはな り ません。 .dll フ ァ イルを メ モ リからアンロー ド するには、

ReleaseDialog の後に UnUseDLL を呼び出し ます。

szDialogID リ ソースを識別するのに ( 数値ではな く ) 文字列を利用する場合のダイアログ

のリ ソース ID。 このパラ メ ーターがヌル文字列  ("") の場合、 はダイアログリ

ソースを識別する為に nDialog を利用し ます。 szDialogID ではな く 、 nDialogID を

使ってダイアログ リ ソースを識別する こ とが推奨されます。

メ モ • [ ダイアログ ] ビ ューでダイアログを作成し た場合、 文字列 ID と共にダ

イアログが作成されます。 つま り、 この名前を szDialogID パラ メ ーターと し て

指定し てダイアログを定義づけな く てはな り ません。

[ ダイアログ ] ビ ューで既存ダイアログを上書き し た場合、 ダイアログは数値 

ID を持つため、 nDialogID パラ メ ーターで ID を指定し な く てはな り ません。

すべての場合に数値 ID を使用する場合 ( 推奨 )、 [ ダイアログ ] ビ ューでダイア

ログを編集し、 作成されたダイアログの ISResrouceID プロパテ ィ を 0 ではな く

任意のダイアログ ID に変更する必要があ り ます。 この変更を行う と、 ダイア

ログを作成し た と きにこのダイアログ名は使用されません。 この名前は 

InstallShield が [ ダイアログ ] ビ ューでダイアログを識別する場合にのみ使用さ

れます。 ダイアログは適切な数値 ID を使ってビルド されます。
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戻り値

EzDefineDialog の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * EzDefineDialog 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは ビ ッ ト マ ッ プを表示するシンプルなカスタムダイアログを

 * 開きます。 ダイアログは次の 3 つのボタ ンで閉じ るこ とが

 * [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ]。

 *

 * このスク リ プ ト で利用される [ カスタム ] ダイアログは、

 * 実際、 ビルト イン関数 SdAskOptions が表示する

 * InstallShield 標準ダイアログです。 このダイアログは

 * インス ト ールで既に圧縮済みのフ ァ イル _isres.dll に保存されているため、

 * カスタム ダイアログと してスク リ プ ト で利用するこ とが 

 * 表示されます。

 *

 * このカスタムダイアログを利用するため、 スク リ プ トはまず EzDefineDialog を

 * 呼び出して定義します。 そしてダイアログを表示して

 * WaitOnDialog を呼び出してダイアログ イベン ト を取得します。 その後、

 * イベン トがダイアログの処理を終了する と き、 EndDialog  が呼び出されて

 * ダイアログを閉じます。 次いで、 ReleaseDialog への呼び出しによって、

 * メ モリからダイアログがリ リースされます。

nDialogID リ ソースを識別するのに ( 文字列ではな く ) 数値を利用する場合のダイアログ

のリ ソース ID。 このパラ メ ーターは szDialogID がヌル文字列 ("") の場合のみ利

用し ます。 szDialogID ではな く 、 nDialogID を使ってダイアログ リ ソースを識別

する こ とが推奨されます。

テーブル 33 • EzDefineDialog の戻り値

戻り値 説明

0 EzDefineDialog がダイアログを定義し ま し た。

DLG_ERR_ALREADY_EXISTS (-3) イ ンス ト ールスク リ プ ト で定義済みのダイアログを再び定義し よ う と し て

いる旨を示し ます。 同じ名前で 2 つのダイアログを定義する こ とはできま

せん。

DLG_ERR (-1) 不特定エラー条件を示し ます。

テーブル 32 • EzDefineDialog のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ダイアログ ID と コン ト ロール ID。

#define RES_DIALOG_ID  12027  // ダイアログ自身の ID

#define RES_PBUT_NEXT  1  //  [ 次へ ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_CANCEL  9  //  [ キャンセル ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_BACK 12  //[ 戻る ] ボタ ンの ID

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_EzDefineDialog(HWND);

function ExFn_EzDefineDialog(hMSI)

STRING szDialogName, szDLLName, szDialog;

NUMBER nDialog, nResult, nCmdValue;

BOOL bDone;

HWND hInstance, hwndParent, hwndDlg;

begin

// このインス ト ールでカスタム ボッ クスを認識するための名前を指定します。

szDialogName = "CustomDialog";

// ダイアログを定義します。 ヌル文字列を 2 番目のパラ メーターで渡し、

// _isuser.dll または _isres.dll からダイアログを取得します。 ヌル文字列を

// 3 番目のパラ メータでヌル文字列を渡します。 これは、 ダイアログが

// 4 番目のパラ メーターにある ID によって識別されるためです。

nResult = EzDefineDialog (szDialogName, "", "", RES_DIALOG_ID);

if (nResult < 0) then

// エラーを報告し、 終了します。

MessageBox (" ダイアログの定義エラー ", SEVERE);

abort;

endif;

// while ループを制御するのに使われるインジケーターを初期化します。

bDone = FALSE;

// 完了するまでループ します。

repeat

// ダイアログを表示して次のダイアログ イベン ト を戻します。

nCmdValue = WaitOnDialog(szDialogName);

// イベン ト に応答します。

switch (nCmdValue)

case DLG_CLOSE:

// ユーザーがウ ィ ン ドウの [ 閉じ る ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case DLG_ERR:

MessageBox (" ダイアログを表示できませんでした。 セ ッ ト ア ッ プがキャンセルされました。 ", SEVERE);

abort;

case DLG_INIT:

// このダイアログの [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ] ボタ ン と有効 / 無効状態を初期化して、 

// 初期化して、 コン ト ロール ID 700-724 および 202 上で %P、 %VS、 %VI を 

// それぞれ IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、 および

// IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION で 置換します。

hwndDlg = CmdGetHwndDlg (szDialogName);
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SdGeneralInit(szDialogName, hwndDlg, 0, "");

case RES_PBUT_CANCEL:

// ユーザーが [ キャンセル ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case RES_PBUT_NEXT:

bDone = TRUE;

case RES_PBUT_BACK:

bDone = TRUE;

if (SdIsStdButton( nCmdValue ) && SdDoStdButton( nCmdValue )) then

bDone = TRUE;

endif;

endswitch;

until bDone;

// ダイアログを閉じます

EndDialog (szDialogName);

// メ モ リからダイアログを解放します。

ReleaseDialog (szDialogName);

end;

FeatureAddCost

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FeatureAddCost 関数は、 機能が追加のイ ンス ト ール操作を含むよ う に指定し ます。 これは、 イ ンス ト ール中、 進

行状況バーを更新する と きに必要です。 具体的に FeatureAddCost 関数は、 nCost の値を指定された機能に追加し

ます。 この関数は、 StatusUpdate を呼び出す前にいつでも呼び出すこ とができますが、 通常、 イ ンス ト ールされ

る機能に意図されたサイズがダイアログで表示されるよ う に機能ダイアログの前に使用し ます。

重要 • FeatureAddCost 関数は、 フ ァ イル メ デ ィ アにのみサポー ト されています。 FeatureGetData または 

FeatureSetData を使用し て、 スク リ プ ト で作成された機能のサイズを設定し ます。

メ モ • この関数で指定された情報は、 次に来る イ ンス ト ールで記憶されません。 この関数は、 修復および メ ンテナ

ンスモン ド中も含め、 機能がイ ンス ト ールされるたびに呼び出す必要があり ます。 また、 セ ッ ト ア ッ プエンジン

は、 指定されたコス ト がシングルフ ァ イルまたは複数フ ァ イル用なのか判断する こ とはできません。 し たがって、

セ ッ ト ア ッ プエンジンは、 ターゲッ ト ド ラ イブのク ラス タサイズにし たがって指定されたサイズを調整し よ う と

はし ません。 し たがって、 この関数を呼び出す前にク ラス タ サイズを考慮し て、 GetAndAddFileCost、

CalculateAndAddFileCost、 または GetAndAddAllFilesCost 関数を使用し てフ ァ イルのコス ト を判別する必要があ り

ます。

構文

FeatureAddCost ( szMediaSource, szFeature, szTarget, nCostHigh, nCostLow );
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パラ メ ーター

戻り値

FeatureAddItem

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FeatureAddItem 関数は、 スク リ プ ト 作成の機能セ ッ ト に別の機能を追加し ます。 szFeatureSet が指定し た名前を

持つスク リ プ ト 作成の機能セ ッ ト が存在し ない場合、 この関数がそれを作成し ます。

作成されたスク リ プ ト 作成の機能セ ッ ト へ追加する各機能へ FeatureAddItem を一回づつ呼び出し ます。 それぞれ

が固有の名前 (szFeatureSet パラ メ ーター ) を持つ 複数のスク リ プ ト 作成機能セ ッ ト を作成する こ とができます。

注意 • この関数は、 フ ァ イルメ デ ィ アラ イブラ リ で使用する こ とはできません。

テーブル 34 • FeatureAddCost のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szMediaSource メ デ ィ アソース。 通常、 MEDIA。

szFeature このコス ト を追加する機能を指定し ます。 イ ンス ト ールコス ト が機能によ っ

て計算される と き、 メ デ ィ ア内にある特定の機能の指定が必要です。 コス ト

はメ デ ィ ア全体に指定する こ とはできません。

szTarget nCost が指定し たコス ト のターゲッ ト デ ィ レ ク ト リ を指定し ます。 この値

は、 このコス ト が適用するボ リ ュームまたはド ラ イブを判断する と き、 およ

び 機能ダイアログで機能に必要なサイズを表示する と きに使用されます。

現在、 カス タムコス ト のシングル szTarget 変数のみが各機能にサポー ト さ

れています。 この関数を同じ機能に複数回呼び出す場合、 szTarget 変数は毎

回同じ でなければな り ません。 変数が異なる場合、 後の呼び出し中に指定

された値が、 機能のすべての追加コス ト のターゲッ ト に使用されます。

nCostHigh 機能に追加される追加のコス ト の上位 31 ビ ッ ト を指定し ます。

nCostLow 機能に追加される追加のコス ト の下位 31 ビ ッ ト を指定し ます。

テーブル 35 • FeatureAddCost の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS 関数がコス ト を正常に追加し たこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS 関数がコス ト を追加できなかったこ と を示し ます。
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構文

FeatureAddItem ( szFeatureSet, szFeature, nDataSize, bSelected );
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

• エン ド ユーザーが選択できる機能を一階層表示するには、 FeatureDialog、 SdFeatureDialog、 または

SdFeatureDialogAdv を使用し て く だ さい。 

• 機能やそのサブ機能を表示するには、 SdFeatureDialog2、 SdFeatureMult、 または SdFeatureTree を使用し て く

ださい。 

テーブル 36 • FeatureAddItem のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFeatureSet アイテムを追加するスク リ プ ト 作成機能セ ッ ト の名前を指定し ます。 スク リ プ

ト 作成機能セ ッ ト が存在し ない場合、 FeatureAddItem によ って作成されます。

szFeature 追加する機能の名前を指定し ます。 ヌル文字列 ("") は使用し ないで く だ さい。

ト ッ プ階層の機能やサブ機能の参照方法は、 「関数呼び出し で機能やサブ機能

を指定する」 を参照し て く だ さい。

nDataSize 機能が表すデータのサイズをバイ ト で指定し ます。 機能が連続し た複数のフ ァ

イルである場合、 すべてのフ ァ イルの圧縮を解除し た合計サイズを このパラ

メ ーターに指定し ます。

bSelected 機能のデフ ォル ト の選択状態を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義

済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• TRUE — 機能がデフ ォル ト で選択される こ と を示し ます。 親機能が選択さ

れていなサブ機能を選択するのに TRUE が渡された場合、 bSelected パラ

メ ーターで TRUE を渡し てもサブ機能は選択されません。

• FALSE — 機能がデフ ォル ト で選択されないこ と を示し ます。

メ モ • デフ ォル ト の選択設定は、 ダイアログに表示されている機能またはサブ

機能をユーザーが選択する際にク リ ア されます。 ユーザーが選択し た機能を ク

リ ア し た場合、 すべてのサブ機能も ク リ ア されます。 ユーザーが機能のサブ機

能すべてを ク リ ア し た場合、 機能の選択設定はク リ ア されます。

テーブル 37 • FeatureAddItem の戻り値

戻り値 説明

0 FeatureAddItem が項目を機能へ、 またはサブ機能をスク リ プ ト 作成の機能セ ッ

ト へ追加し ま し た。

< 0 FeatureAddItem が項目を機能へ、 またはサブ機能をスク リ プ ト 作成の機能セ ッ

ト へ追加する こ とができませんで し た。 追加の情報については、 「FeatureError」

を参照し て く だ さい。
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• FeatureAddItem と スク リ プ ト 作成機能セ ッ ト を使用する と、 ユーザーがフ ァ イルメ デ ィ ア機能オプシ ョ ン以

外のオプシ ョ ンを選択できるよ う にな り ます。 

1. FeatureAddItem を呼び出し て、 必要なオプシ ョ ンが含まれるスク リ プ ト 作成機能セ ッ ト を作成し ます。

2. パラ メ ーター szFeature にスク リ プ ト 作成コ ンポーネン ト セ ッ ト 名を指定し て SdAskOptions または 

SdAskOptionsList を呼び出し、 これらのオプシ ョ ンを表示し て選択できるよ う にし ます。

3. どのオプシ ョ ンが選択されたか判断するため、 FeatureIsItemSelected を呼び出し ます。

FeatureAddItem の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * FeatureAddItem 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト では、 FeatureAddItem を呼び出して、

 * ターゲッ ト システムに接続された ド ラ イブで構成された

 * スク リ プ ト作成の機能セッ ト を作成します。 これらの機能は、 エン ドユーザーが

 * ド ラ イブから選択できるよ うに、 SdAskOptionsList ダイアログに表示

 * されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

LIST listDrives, listFeatures;

STRING szSaveMEDIAValue, svDrive;

LONG nResult;

BOOL bSelected;

#include "ifx.h"

function OnBegin()

begin

// ド ラ イブ名を格納する 2 つのリ ス ト を作成します。

listDrives = ListCreate(STRINGLIST);

 

// リス トへすべての固定ド ラ イブを追加します。

GetValidDrivesList(listDrives, FIXED_DRIVE, -1);

// システム変数 MEDIA の値を保存し、

// 後のデータ転送のための呼び出しで復元できるよ うにします。

szSaveMEDIAValue = MEDIA;

 

// スク リ プ ト 作成の機能セッ トの名前を指定します。

MEDIA = " ド ラ イブ ";

 

// スク リ プ ト 作成の機能背ってオにド ラ イブ名を入力します。

nResult = ListGetFirstString(listDrives, svDrive);

while ( nResult != END_OF_LIST )

FeatureAddItem(MEDIA, svDrive, 0, FALSE);

nResult = ListGetNextString(listDrives, svDrive);

endwhile;

 

// ド ラ イブ リ ス ト を表示します。 ユーザがド ラ イブの 1 つを選択できるよ うにします。
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SdAskOptionsList(" ド ラ イブの選択 " ,

" システムに接続している ド ラ イブの 1 つを選択します。 ",

"" , EXCLUSIVE);

// リス トから選択された ド ラ イブを探します。

 bSelected = FALSE;

 nResult = ListGetFirstString(listDrives, svDrive);

 bSelected = ComponentIsItemSelected (MEDIA , svDrive);

 while ((nResult != END_OF_LIST) && !bSelected);

nResult = ListGetNextString(listDrives, svDrive);

bSelected = ComponentIsItemSelected (MEDIA , svDrive);

endwhile;

 

// メ モ リから リス ト を リ リースします。

ListDestroy(listDrives);

if bSelected then

MessageBox(svDrive + " ド ラ イブが選択されています。 ", INFORMATION);

endif;

// MEDIA をフ ァ イル転送のために以前の値に復元します。

MEDIA = szSaveMEDIAValue;

end;

FeatureAddUninstallCost

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FeatureAddUninstallCost 関数は、 機能が追加のアンイ ンス ト ール操作を含むよ う に指定し ます。 これは、 アン イ ン

ス ト ール中、 進行状況バーを更新する と きに必要です。 アン イ ンス ト ール ログ フ ァ イルに含まれている操作にこ

の関数を呼び出す必要はあ り ません。 これには、 イ ンス ト ール中に FeatureAddCost 関数を呼び出し て進行状況

バーを更新する必要があった可能性がある XCopyFile 関数によ って処理される操作も含まれます。 この関数は、

InstallScript エンジン以外の機能によ って実行された操作にのみ必要です。 この関数は、 StatusUpdate を呼び出す

前にいつでも呼び出すこ とができ、 複数回呼び出すこ と も可能です。

構文

FeatureAddUninstallCost ( szMediaSource, szFeature, nOps, nOpType);
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パラ メ ーター

戻り値

FeatureCompareSizeRequired

テーブル 38 • FeatureAddUninstallCost のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szMediaSource メ デ ィ アソース。 通常、 MEDIA。

szFeature このコ ス ト を追加する機能を指定し ます。 メ デ ィ ア内にある特定の機能も指定

が必要ですので、 ご注意 く だ さい。 アンイ ンス ト ールコス ト は機能によ って計

算されます。 コ ス ト はメ デ ィ ア全体に指定する こ とはできません。

nOps 追加される操作の数。

nOpType 操作の種類を示し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 

つを渡し ます。

• FEATURE_OPCOST_UNINSTALL_FILE — 操作を フ ァ イルのアン イ ンス ト ール

と し て指定し ます。 値 4096 を使用し て、 この定数を指定する こ と もでき

ます。 また、 異なるサイズを試し て、 カス タム操作に使用するサイズを判

断できます。

• FEATURE_OPCOST_UNINSTALL_REGORINI — 操作をレジス ト リ フ ァ イルの

アン イ ンス ト ールと し て指定し ます。 値 2048 を使用し て、 この定数を指

定する こ と もできます。 また、 異なるサイズを試し て、 カス タム操作に使

用するサイズを判断できます。

• FEATURE_OPCOST_UNINSTALL_UNREGFILE — 操作を フ ァ イルの登録解除と

し て指定し ます。 値 16384 を使用し て、 この定数を指定する こ と もできま

す。 また、 異なるサイズを試し て、 カス タム操作に使用するサイズを判断

できます。

メ モ • また、 このパラ メ ーターで数字の値を渡し て、 特定のコ ス ト の操作を示

すこ と もできます。 異なる値を試し て、 指定されたカス タム操作に適切な値を

判別する必要がある場合もあり ます。 追加されたアン イ ンス ト ールコス ト の合

計は、 nOps を nOpType で乗じ た値です。

テーブル 39 • FeatureAddUninstallCost の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS 関数がコス ト を正常に追加し たこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS 関数がコス ト を追加できなかったこ と を示し ます。
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プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FeatureCompareSizeRequired 関数は、 ターゲッ ト フ ォルダーが szFeatureSource によ って指定された機能に十分な

空き容量があるか決定し ます。 これはフ ァ イルメ デ ィ アでな く てはな り ません。 ターゲッ ト フ ォルダーに十分な

空き容量がない場合、 完全修飾フ ォルダー名が svTarget で返され、 必要な空容量が nvSize で返されます。

セ ッ ト ア ッ プが機能のイ ンス ト ール先フ ォルダーを ラ ン タ イムでフ ァ イルラ イブラ リ内に指定する場合、

FeatureCompareSizeRequired を使って空き容量を調べる前に、 FeatureSetTarget を呼び出し て指定する必要があ り

ます。

メ モ • この関数は、 スク リ プ ト 作成機能セ ッ ト では使用できません。 

構文

FeatureCompareSizeRequired ( szFeatureSource, svTarget, nvSize );
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パラ メ ーター

戻り値

FeatureCompareSizeRequired の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * FeatureAddItem 関数、 FeatureSetData 関数、 FeatureCompareSizeRequired 関数、

 * そして SdFeatureMult 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

テーブル 40 • FeatureCompareSizeRequired のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFeatureSource システム変数の MEDIA を このパラ メ ーターで渡し ます。 その他の値は使用で

きません。

svTarget ターゲッ ト ド ラ イブに十分な空き容量がある場合、 ヌル文字列 ("") を返し ま

す。 ターゲッ ト ド ラ イブに十分な空き容量が ない 場合は、 ターゲッ ト パスを

返し ます。

メ モ • パラ メ ーター svTarget はフ ォルダー名を返すためのみに使用し ます。 パ

ラ メ ーターを使ってイ ンス ト ール先フ ォルダーを指定する こ とはできません。

FeatureCompareSizeRequired は、 [ コ ンポーネン ト ] ビ ューで各コ ンポーネン ト

に指定されたイ ンス ト ール先フ ォルダーが示す ド ラ イブをチ ェ ッ ク し ます。

szFeatureSource が [ 一般アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール先 ] にイ ンス ト ール

する機能を含むフ ァ イル メ デ ィ アの場合、 FeatureCompareSizeRequired を呼び

出す前にイ ンス ト ール先のパスを TARGETDIR (InstallScript イ ンス ト ールの場

合 ) または INSTALLDIR (InstallScript MSI イ ンス ト ールの場合 ) に割り当てる必

要があり ます。 AskDestPath または機能のダイアログを呼び出し て、 エン ド

ユーザーから イ ンス ト ール先のパスを取得する こ とができます。

nvSize ターゲッ ト ド ラ イブに十分な空き容量がある場合、 0 を返し ます。 ターゲッ ト

ド ラ イブに十分な空き容量が ない 場合、 必要なサイズをバイ ト で返し ます。

テーブル 41 • FeatureCompareSizeRequired の戻り値

戻り値 説明

0 FeatureCompareSizeRequired が成功し ま し た。

< 0 FeatureCompareSizeRequired が失敗し ま し た。 追加情報については、

FeatureError を呼び出し て く だ さい。
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 * メ モ : DESTDIR はフロ ッ ピード ラ イブなど、 有効スペースが

 *        殆どないド ラ イブを参照しな く てはなり ません。 このスク リ プ ト を

 *        実行する前に、 フロ ッ ピード ラ イブに必ずデ ィ スクを挿入して

 *        下さい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define FEAT1           "CAD プログラムフ ァ イル "

#define FEAT1SIZE  25000000

#define FEAT1DESC       "CAD プログラム EXE と DLL。 "

#define FEAT2           "CAD テンプレー ト "

#define FEAT2SIZE       18000000

#define FEAT2DESC       "CAD テンプレー ト フ ァ イル。 "

#define SUBFEAT1        " 工業 "

#define SUBFEAT1SIZE    7000000

#define SUBFEAT1DESC    "CAD 工業技術テンプレー ト フ ァ イル。 "

#define SUBFEAT2        " 民間 "

#define SUBFEAT2SIZE    5000000

#define SUBFEAT2DESC    "CAD 民間技術テンプレー ト フ ァ イル。 "

#define SUBFEAT3        " 機械 "

#define SUBFEAT3SIZE    6000000

#define SUBFEAT3DESC    "CAD 機械技術テンプレー ト フ ァ イル。 "

#define DESTDIR         "a:\\"

#define SDFEATTITLE     " スク リ プ ト 作成の機能を表示します "

#define SDFEATMSG       " すべての機能を確実に選択して く ださい。 "

#define FEATSIZEERRMSG  " ターゲッ ト ド ラ イブへのアクセスが可能であるこ と を確認して く ださい。 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_FeatureCompareSizeRequired(HWND);

function ExFn_FeatureCompareSizeRequired(hMSI)

STRING svDir, svTarget;

NUMBER nvSize, nData;

begin

// セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。 Disable(BACKBUTTON);

// サブ機能を含むスク リ プ ト 作成の機能セッ ト を作成し、

// それに、 " ラン タ イム CAD" という メデ ィ ア名をつけます。

MEDIA = " ラン タ イム CAD";

FeatureAddItem (MEDIA, FEAT1, FEAT1SIZE, TRUE);

FeatureSetData (MEDIA, FEAT1, FEATURE_FIELD_DESCRIPTION,

nData, FEAT1DESC);  

FeatureAddItem (MEDIA, FEAT2, FEAT1SIZE, TRUE); 

FeatureSetData (MEDIA, FEAT2, FEATURE_FIELD_DESCRIPTION, nData, FEAT2DESC);  

FeatureAddItem (MEDIA, FEAT2 + "\\" + SUBFEAT1, SUBFEAT1SIZE, TRUE);

FeatureSetData (MEDIA, FEAT2 + "\\" + SUBFEAT1, FEATURE_FIELD_DESCRIPTION,

 nData, SUBFEAT1DESC);

FeatureAddItem (MEDIA, FEAT2 + "\\" + SUBFEAT2, SUBFEAT2SIZE, TRUE);

FeatureSetData (MEDIA, FEAT2 + "\\" + SUBFEAT2, FEATURE_FIELD_DESCRIPTION,
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 nData, SUBFEAT2DESC);

FeatureAddItem (MEDIA, FEAT2 + "\\" + SUBFEAT3, SUBFEAT3SIZE, TRUE); 

FeatureSetData (MEDIA, FEAT2 + "\\" + SUBFEAT3, FEATURE_FIELD_DESCRIPTION,

 nData, SUBFEAT2DESC);

// スク リ プ ト 作成の機能とサブ機能を表示します。 

SdFeatureMult (SDFEATTITLE, SDFEATMSG, svDir, "");

// フロ ッ ピード ラ イブ と して定義する場合、 INSTALLDIR を DESTDIR に設定します

// （デ ィ スクを挿入した状態の場合）、 FeatureCompareSizeRequired が

// ' スペースが足り ません ' メ ッセージを表示する原因とな り ます。

nvSize = 0;

INSTALLDIR = DESTDIR;

if (FeatureCompareSizeRequired(MEDIA, svTarget, nvSize) < 0) then

MessageBox (FEATSIZEERRMSG, SEVERE);

endif;

end;

FeatureConfigureFeaturesFromSuite

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

メ モ • この関数は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに InstallScript パッ ケージ と

し て含める可能性がある InstallScript イ ンス ト ールに使用できます。 この関数は、 ア ド バンス ト  UI またはスイー

ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに実行可能パッ ケージ と し て含められている InstallScript イ ンス ト ールでも使

用できます。 詳しい情報は、 「InstallScript パッ ケージをア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロ

ジ ェ ク ト に追加する」 をご覧 く だ さい。

また、 直接起動された （つま り、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールから起動され

なかった） InstallScript イ ンス ト ールでも使用する こ とができます。

FeatureConfigureFeaturesFromSuite 関数は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ  

ISFeatureInstall と ISFeatureRemove の値に基づいて、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス

ト ールで実行中の InstallScript パッ ケージに対し て機能を設定し ます。 関数は、 OnSuiteInstallBefore イベン ト  ([ イ

ンス ト ール ] 操作の場合 ) と OnSuiteMaintBefore イベン ト  ([ 変更 ] 操作の場合 ) のデフ ォル ト  コー ド によ って呼

び出されます。

FeatureConfigureFeaturesFromSuite 関数を使って、 ア ド バンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ー

ルで実行可能パッ ケージ と し て起動される InstallScript イ ンス ト ールに対し てだけでな く 、 ア ドバンス ト  UI また

はスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの外で直接起動される InstallScript イ ンス ト ールに対し ても機能を設

定できます。 これらのケースでは、 関数は、 ISFeatureInstall と ISFeatureRemove のキー値のペアに基づいて機能を

設定し ます。

構文

FeatureConfigureFeaturesFromSuite (string szCommandLine);
836 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (E-G)
パラ メ ーター

戻り値

この関数に戻り値はあ り ません。

FeatureDialog

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FeatureDialog 関数は、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールの機能リ ス ト から 1 つまたは複数の項目を選択できるダイ

アログを表示し ます。 また、 エン ド ユーザーはイ ンス ト ール先を選択する こ と もできます。

エン ド ユーザーが [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と [ フ ォルダーの選択 ] ダイアログが開き、 既存のフ ォルダーの

リ ス ト が開きます。 エン ド ユーザーはリ ス ト から既存フ ォルダーを選択するか、 パスフ ィ ールド に新規フ ォル

ダー名を入力する こ とができます。 FeatureDialog は指定されたフ ォルダーの名前を svDir で返し ます。 ユーザーが

存在し ないフ ォルダー名を入力する と、 イ ンス ト ールはフ ォルダーを作成し ます。

注意 • イ ンス ト ールでセ ッ ト ア ッ プの種類ダイアログを使用し ない場合は、 FeatureDialog を呼び出す前に 

FeatureSetupTypeSet を必ず呼び出し て、 InstallShield の [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ビ ューで定義されているセ ッ ト

ア ッ プの種類を指定し て く だ さい。

テーブル 42 • FeatureConfigureFeaturesFromSuite のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szCommandLine ISFeatureInstall と ISFeatureRemove のいずれか、 または両方を設定するた

めに使用する コマン ド ラ イ ンを指定し ます。 次のよ う に、 機能の名前を カ

ンマ区切り で設定し ます :

ISFeatureInstall=Feature1,Feature2 ISFeatureRemove=Feature3 

上記の例では、 Feature1 と Feature2 は、 イ ンス ト ールされるよ う に選択

されています。 Feature3 は、 存在し ていれば、 削除されるよ う に選択され

ています。

機能が、 両方のプロパテ ィ の値で使用されている場合、 ISFeatureRemove 

プロパテ ィ に設定された機能は、 ISFeatureInstall プロパテ ィ に優先されま

す。

szCommandLine が、 いずれかのプロパテ ィ を設定し ない場合、 または両方

と も設定し ない場合、 FeatureConfigureFeaturesFromSuite への呼び出しは

効果があ り ません。

ISFeatureInstall と ISFeatureRemove の ト ッ プ階層の機能やサブ機能の参照

方法は、 「関数呼び出し で機能やサブ機能を指定する」 を参照し て く ださ

い。
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構文

FeatureDialog ( szTitle, szMsg, svDir, szFeature );
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パラ メ ーター

テーブル 43 • FeatureDialog のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログ タ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル (" 機能の選択 ") を

表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 このダイアログにデフ ォル ト

の指示を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

svDir デフ ォル ト のイ ンス ト ール先変数を指定し ます。 エン ド ユーザーが選択し た

フ ォルダーを返し ます。 svDir で戻された場所は、 それを TARGETDIR 

(InstallScript installations) または INSTALLDIR (InstallScript MSI イ ンス ト ール ) に

割り当てない限り、 フ ァ イル転送には反映されません。

svDir によ って指定されたデフ ォル ト のフ ォルダーがエン ド ユーザーのシステ

ムに存在し ない場合、 エン ド ユーザーが [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 [ フ ォ

ルダーの選択 ] ダイアログのステ ッ プに従いフ ォルダーを作成し ない限り、

フ ォルダーは作成されません。 従って、 デフ ォル ト フ ォルダーを指定する と き

はいつでも、 FeatureDialog が戻る と きに ExistsDir を呼び出し、 そのフ ォルダー

の存在を確認し な く てはな り ません。 フ ォルダーが存在し ない場合、 CreateDir 

を呼び出し て、 エン ド ユーザーのシステムでそのフ ォルダーを作成し ます。 

szFeature 選択できるよ う にサブ機能を表示する機能を指定し ます。 このパラ メ ーターに

ヌル文字列 ("") を渡し て、 ト ッ プレベルの機能をすべて表示し ます。 ト ッ プ階

層の機能やサブ機能の参照方法は、 「関数呼び出し で機能やサブ機能を指定す

る」 を参照し て く だ さい。

FeatureDialog はシステム変数 MEDIA が指定するスク リ プ ト 作成の機能セ ッ ト

で必要な機能を検索し ます。

メ モ • 大の機能サイズを表示できるよ う に、 機能名は必要に応じ て切り詰め

られます。 このサイズを表示するために必要な領域は、 大機能サイズ (2 

GB)、 現在使用されている機能サイズオプシ ョ ン、 およびダイアログ機能情報

を表示するために使用される フ ォ ン ト によ って異な り ます。 機能サイズのオプ

シ ョ ンは、 DialogSetInfo 関数で設定し ます。

大サイズの表示に必要な領域が決定される と、 すべての機能名は残りの領域

に収まるよ う、 必要に応じ て自動的に切り詰められます。 これによ り、 機能名

が機能サイズと重ならないよ う にし ます。

この方法では、 サイズの表示に必要な領域が小さい ( またはサイズが選択され

ていない ) 機能の名前も切り詰められるので注意し て く だ さい。 機能名がすべ

て確実に表示されてフル活用できるよ う に、 機能名または表示名をダイアログ

の有効スペースよ り短 く し て く だ さい。
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戻り値

追加情報

[ フ ォルダーの選択 ] ダイアログは、 各機能が必要なデ ィ スク容量も表示し ます。 機能のサイズは、 選択されない

場合 0 と表示されます。 サイズが選択される と、 実際のサイズが表示されます。 

FeatureDialog の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * FeatureDialog 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例は、 ユーザーがインス ト ールできるセッ ト ア ッ プに含まれる 

 * 機能のリス ト と、 各機能に必要な容量を表示する 

 * ダイアログ ボッ クスを表示します。

 *

 * コ メ ン ト : このスク リ プ ト 例を実行するには、 い く つかの機能および

 *            / またはフ ァ イルを持つコンポーネン ト を含むサブ機能を

 *            持つプロジェ ク ト を作成 ( またはプロジ ェ ク ト に挿入 ) します。

 *

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

// Windows Installer API 関数プロ ト タ イプと定数用に iswi.h をインクルード し、

// OnBegin イベン ト と OnEnd イベン ト 用のコード を宣言します。

#include "iswi.h"

// キーワードのエクスポー トは MyFunction () をエン ト リポイン ト関数と して識別します。

// 使用する引数は、 Installer データベースへのハン ドルでな く てはな り ません。

 export prototype MyFunction(HWND); 

テーブル 44 • FeatureDialog のパラ メ ーター

戻り値 説明

NEXT (1) エン ド ユーザーが、 [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。

BACK (12) エン ド ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。

< 0 FeatureDialog ダイアログを表示できないよ う にし ます。 追加情報については、

FeatureError を呼び出し て く だ さい。
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// 必要な処理 : グローバル変数の宣言、 定数の定義、 およびユーザー定義の関数並びに DLL 関数を

//         こ こでプロ ト タ イプ化します。

 

function MyFunction(hMSI)

 

STRING  szTitle, szMsg, svDir;

begin

svDir  = INSTALLDIR;

szTitle = " 機能の選択 ";

szMsg   = " コンピューターへインス ト ールする機能を選択して く ださい。 ";

// 利用可能な機能を表示します。  

FeatureDialog (szTitle, szMsg, svDir, "");

end;

FeatureError

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FeatureError はサポー ト されていない関数についてのエラー情報を返し ません。 例えば、 ComponentInitialize、

ComponentUpdate、 および ComponentValidate は機能関数と し てサポー ト されていません。 FeatureError はこれら

の関数には作動し ません。

FeatureError 関数は、 機能関数が 0 未満の値を返し たと きに追加のエラー情報を取得し ます。 次の部分コー ドは、

FeatureError の標準的な実行例を示し ています。

nResult = FeatureGetData (MEDIA, svFeature, FEATURE_FIELD_SELECTED, nvResult,

svResult);

if(nResult < 0) then

FeatureError(svFeatureSource, svFeature, svComponent, svFile, nvError);

SprintfBox (INFORMATION, "FeatureGetData エラー情報 ",

 "FeatureGetData に次のエラーがあり ます :\n\n" +

 " メデ ィ ア名 : %s\n 機能 : %s\n コンポーネン ト : %s\n" +

 " フ ァ イル : %s\n エラー番号 : %ld",

 svFeatureSource, svFeature, svComponent, svFile, nvError);

endif;

FeatureError 関数は、 他の機能関数がゼロ未満の値を返し た後にのみ呼び出し ます。 FeatureError は、 他の機能関

数がゼロ未満の値を戻さ なかった場合に呼び出すと、 無効なエラーコー ド を戻すこ とがあり ます。

メ モ • FeatureError はスク リ プ ト 作成機能セ ッ ト にのみ すべてのパラ メ ーター ( メ デ ィ ア名、 機能名、 コ ンポーネ

ン ト 名、 フ ァ イル名、 そ し てエラーコー ド ) の情報を返し ます。 フ ァ イルメ デ ィ ア (MEDIA) の機能 には、

FeatureError はエラーコー ドのみを返し ます。
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構文

FeatureError(svFeatureSource, svFeature, svComponent, svFile, nvError);

パラ メ ーター

Error Codes

次の表は、 FeatureError が戻すエラーコー ド について説明し ます。

メ モ • メ デ ィ アに関連するエラーを訂正し た後は、 プロジ ェ ク ト を再ビルド する必要があ り ます。

テーブル 45 • FeatureError のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

svFeatureSource nvError が示すエラーに関連する場合は、 スク リ プ ト 作成機能セ ッ ト のメ デ ィ

ア名を返し ます。

svFeature nvError が示すエラーに関連する場合は、 機能名を返し ます。

svComponent nvError によ って示されるエラーに関連する コ ンポーネン ト 名を返し ます。

svFile nvError によ って示されるエラーに関連する フ ァ イル名を返し ます。

nvError 以前に機能関連の関数を呼び出し た際に発生し たエラーの種類を識別する コー

ド を返し ます。 これらのエラーコー ド を以下に示し ます。

テーブル 46 • FeatureError のエラーコー ド

コー ド 説明 原因

-101 機能を追加できません。 FeatureAddItem はスク リ プ ト 作成機能セ ッ ト へ機能を追加

できませんで し た。

-102 指定し た機能は既に存在し ま

す。

FeatureAddItem が同じ メ デ ィ ア名と機能名で 2 回呼び出さ

れま し た。

-103 指定し た機能を選択、 または選

択解除できません。

FeatureSelectItem は現在選択し た機能が必要とする機能を

選択または選択解除するのに利用されま し た。 必要な機能

を選択または選択解除する前に ( その他の機能を必要とす

る ) 従属機能 を選択解除し ます。

-105 メ デ ィ アに指定し た機能が見つ

かり ません。

存在し ない機能へアクセス し よ う と し ま し た。 このエラー

は、 機能関数への呼び出し で機能名が間違って指定された

場合に発生し ます。 機能名は、 [ セ ッ ト ア ッ プデザイ ン ] 

ビ ューで、 または FeatureAddItem への呼び出し で表示され

るのと全 く 同様に指定し な く てはな り ません。 機能名で

は、 大文字と小文字が区別されます。
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-108 デ ィ スク容量が足り ません。 ターゲッ ト デ ィ スク またはデ ィ レ ク ト リ に空き容量が足り

ないか、 TARGETDIR (InstallScript イ ンス ト ール ) または 

INSTALLDIR (InstallScript MSI イ ンス ト ール ) が無効なため

デ ィ スク容量を判断できないか、 または機能のスク リ プ ト

定義フ ォルダーが設定されていません。

-118 実行し よ う と し た操作は、 スク

リ プ ト 作成機能では利用できま

せん。

スク リ プ ト 作成の機能セ ッ ト 名が、 フ ァ イルメ デ ィ ア操作

専用の機能関数に渡されま し た。

-125 機能関数で指定し た リ ス ト が無

効です。

FeatureListItems を呼び出す際に、 関数に渡すリ ス ト が有

効である こ と を確認し て く ださい。

-126 実行し よ う と し た操作は、 フ ァ

イルメ デ ィ ア ラ イブ ラ リ では

行えません。

フ ァ イルメ デ ィ ア名が、 スク リ プ ト 作成の機能セ ッ ト での

み動作する機能関数 ( 例、 FeatureAddItem) に渡されま し

た。

-132 指定し た メ デ ィ アが見つかり ま

せん。

メ デ ィ アが宣言されま し たが、 どの機能にも関連付けされ

ていません。 スク リ プ ト 作成の機能を確実に メ デ ィ ア と関

連付けて く だ さい。

-136 メ モ リ を割り当てられません。 セ ッ ト ア ッ プに必要な メ モ リが不足し ています。 エン ド

ユーザーに対し て、 他のすべてのアプ リ ケーシ ョ ンを閉じ

るかセ ッ ト ア ッ プをキャ ンセルし、 システムを再起動させ

てセ ッ ト ア ッ プを再ス ター ト させるよ う メ ッ セージを表示

し ます。

-137 指定し たオプシ ョ ンは無効で

す。

コ ンポーネン ト と フ ァ イル名の両方が必要な場所でコ ン

ポーネン ト のみを指定するなど、 機能関数に無効なオプ

シ ョ ンが指定されま し た。

-147 機能関連の関数に無効な値が渡

されま し た。

機能関数に渡された値の 1 つが無効です。 このエラーは、

た と えば FeatureAddItem の 2 番目のパラ メ ーターに空の文

字列を渡し たこ と などが原因です。

テーブル 46 • FeatureError のエラーコー ド ( 続き )

コー ド 説明 原因
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FeatureError の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * FeatureError 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例は、 スク リ プ ト 作成の機能セッ トへ機能を追加する

 * 仕組みについてデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * コ メ ン ト : このスク リ プ ト 例を実行するには、 い く つかの機能および

 * / またはフ ァ イルを含むコンポーネン ト を持つサブ機能を含む

 プロジェ ク ト を作成 ( またはプロジ ェ ク ト に挿入 ) します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

// Windows Installer API 関数プロ ト タ イプと定数用に iswi.h をインクルード し、

// OnBegin イベン ト と OnEnd イベン ト 用のコード を宣言します。

#include "iswi.h"

// キーワードのエクスポー トは MyFunction () をエン ト リポイン ト関数と して識別します。

// 使用する引数は、 Installer データベースへのハン ドルでな く てはな り ません。

 export prototype MyFunction(HWND);

 prototype HandleMoveDataError(number); 

// 必要な処理 : グローバル変数の宣言、 定数の定義、 およびユーザー定義の関数並びに DLL 関数を

//         こ こでプロ ト タ イプ化します。

 

function MyFunction(hMSI)

STRING szTitle, szMsg;

NUMBER listID, nResult;

 

begin

szTitle = "MEDIA 機能を リス ト にする ";

szMsg   = "MEDIA は次の ト ッ プレベル機能を含みます :";

 

// 文字列リス ト を初期化します。

listID = ListCreate (STRINGLIST);

// 指定したメデ ィ アに ト ッ プレベル機能のリ ス ト を作成します。

テーブル 47 • FeatureError の戻り値

戻り値 説明

0 FeatureError が成功し ま し た。

< 0 FeatureError が失敗し ま し た。
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nResult = FeatureListItems (MEDIA, "", listID); 

// エラーハン ド ラー関数を呼びだします。

HandleMoveDataError (nResult);

// ト ッ プレベル機能のリス ト を表示します。

SdShowInfoList (szTitle, szMsg, listID);

end;

function HandleMoveDataError(nResult)

STRING szErrMsg, svFeature , svComponent , svFile;

begin

svFeature = "";

svComponent = "";

svFile = "";

// FeatureListItems が 0 以外の値を返した場合、 エラーメ ッセージを

// 表示します。

switch (nResult)

case 0:

return 0;

デフ ォルト :

FeatureError (MEDIA , svFeature , svComponent , svFile , nResult);

szErrMsg = " 処理中にエラーが発生しました : %d"+ "\n\n" +

" 機能 : " + svFeature + "\n" +

" コンポーネン ト : " + svComponent + "\n" +

" フ ァ イル : " + svFile;

SprintfBox (SEVERE, "", szErrMsg, nResult);

return nResult;

endswitch;

end;

FeatureErrorInfo

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

OnComponentError イベン ト ハン ド ラーのデフ ォル ト コー ド で呼び出される FeatureErrorInfo 関数は、 FeatureError 

以外のエラーイベン ト を生成し ないフ ァ イル転送エラー  (FileLocked または SelfRegistrationError など )  に関する

情報を返し ます。

メ モ • この関数は、 フ ァ イル転送エラーに関する情報のみを返し ます。 スク リ プ ト 作成機能からのエラーに関する

情報については、 FeatureError を呼び出し て く だ さい。
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構文

FeatureErrorInfo ( );

パラ メ ーター

な し

戻り値

設定されたキーワー ド を使用し て、 OBJECT 型の変数に割り当てられる リ フ ァ レンス。 参照が割り当てられる と、

変数 ( 下の例の oErrorInfo) は以下のプロパテ ィ を持つよ う にな り ます。

FeatureErrorInfo の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * FeatureError 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例は、 スク リ プ ト 作成の機能セッ トへ機能を追加する

 * 仕組みについてデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * コ メ ン ト : このスク リ プ ト 例を実行するには、 い く つかの機能および

 * / またはフ ァ イルを含むコンポーネン ト を持つサブ機能を含む

 プロジェ ク ト を作成 ( またはプロジ ェ ク ト に挿入 ) します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

// Windows Installer API 関数プロ ト タ イプと定数用に iswi.h をインクルード し、

// OnBegin イベン ト と OnEnd イベン ト 用のコード を宣言します。

テーブル 48 • FeatureErrorInfo の戻り値

プロパテ ィ 説明

oErrorInfo.Feature エラーが発生し たと きに転送されていた機能に関する情報を提供するプロ

パテ ィ のオブジ ェ ク ト 。 特定の機能にエラーが関連づけられていない場合、

または機能が識別されない場合、 このプロパテ ィ は設定されません。

IsObject(oErrorInfo.Feature)  確認し てテス ト を行って く ださい。

oErrorInfo.Feature.DisplayName エラーが発生し たと きに転送されていた機能の表示名。 この機能に対し て

表示名を指定し なかった場合、 この文字列はヌル ("") にな り ます。

oErrorInfo.Feature.Name エラーが発生し たと きに転送されていた機能の名前。

oErrorInfo.Feature.Description フ ァ イル転送エラーを説明する文字列。 この文字列は、 ヌル ("") である可

能性があ り ます。

oErrorInfo.LastError フ ァ イル転送エラーの数値コー ド。
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#include "iswi.h"

// キーワードのエクスポー トは MyFunction () をエン ト リポイン ト関数と して識別します。

// 使用する引数は、 Installer データベースへのハン ドルでな く てはな り ません。

 export prototype MyFunction(HWND);

 prototype HandleMoveDataError(number); 

// 必要な処理 : グローバル変数の宣言、 定数の定義、 およびユーザー定義の関数並びに DLL 関数を

//         こ こでプロ ト タ イプ化します。

 

function MyFunction(hMSI)

STRING szTitle, szMsg;

NUMBER listID, nResult;

 

begin

szTitle = "MEDIA 機能を リス ト にする ";

szMsg   = "MEDIA は次の ト ッ プレベル機能を含みます :";

 

// 文字列リス ト を初期化します。

listID = ListCreate (STRINGLIST);

// 指定したメデ ィ アに ト ッ プレベル機能のリ ス ト を作成します。

nResult = FeatureListItems (MEDIA, "", listID); 

// エラーハン ド ラー関数を呼びだします。

HandleMoveDataError (nResult);

// ト ッ プレベル機能のリス ト を表示します。

SdShowInfoList (szTitle, szMsg, listID);

end;

function HandleMoveDataError(nResult)

STRING szErrMsg, svFeature , svComponent , svFile;

begin

svFeature = "";

svComponent = "";

svFile = "";

// FeatureListItems が 0 以外の値を返した場合、 エラーメ ッセージを

// 表示します。

switch (nResult)

case 0:

return 0;

デフ ォルト :

FeatureError (MEDIA , svFeature , svComponent , svFile , nResult);

szErrMsg = " 処理中にエラーが発生しました : %d"+ "\n\n" +

" 機能 : " + svFeature + "\n" +

" コンポーネン ト : " + svComponent + "\n" +

" フ ァ イル : " + svFile;

SprintfBox (SEVERE, "", szErrMsg, nResult);

return nResult;

endswitch;
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end;

FeatureFileEnum

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FeatureFileEnum 関数は、 指定された機能に関連付けられたコ ンポーネン ト にある フ ァ イルのリ ス ト 、 または特定

の機能に関連付けられている コ ンポーネン ト のリ ス ト をビルド し ます。

メ モ • この関数は、 スク リ プ ト 作成機能セ ッ ト では使用できません。

構文

FeatureFileEnum ( szFeatureSource, szFeature, szQuery, listFilesorComponents, nOption );
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パラ メ ーター

テーブル 49 • FeatureFileEnum のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFeatureSource このパラ メ ーターで MEDIA を渡し ます。

szFeature 列挙する機能の名前を指定し ます。 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡すこ とは

できません。 FeatureFileEnum は特定の機能名を必要と し ます。

szQuery 特定の機能にある コ ンポーネン ト を クエ リする場合、 コ ンポーネン ト の仕様を指定し

ます ( フ ァ イルの仕様と同じ フ ォーマ ッ ト です )。 コ ンポーネン ト の仕様を 2 つの円

記号で区切り、 その式を 二重引用符で括り ます。

コ ンポーネン ト の仕様にはワイルド カー ド文字を含むこ とが可能で、 アス タ リ スク 

(*) は任意の数の文字 ( ゼロ文字を含む ) を、 また疑問符 (?) は単一の文字の代替を示

し ます。 以下は、 szFeature で指定された機能にあるすべてのコ ンポーネン ト を指定

する例です :

"*.*"

特定のコ ンポーネン ト にある フ ァ イルを クエ リする場合、 コ ンポーネン ト の名前と

フ ァ イルの仕様を指定し ます。 コ ンポーネン ト 名と フ ァ イル指定を 2 つの円記号で区

切り、 式を 2 つの引用符で括り ます。 フ ァ イルの仕様のみを指定する こ と もできま

す。 フ ァ イルの仕様のフ ァ イル名部分に、 ワイルド カー ド文字を含める こ とができま

す。 次の例ではコ ンポーネン ト  Graphic_Examples にあるすべてのフ ァ イルを指定し ま

す ：

"Graphic_Examples\\*.*"

メ モ • InstallScript MSI イ ンス ト ールでこの関数を使用する場合 ( コ ンポーネン ト およ

びフ ァ イルのクエ リ両方 )、 複雑なワイルド カー ド式はサポー ト されていないため、

い く つかの制限があり ます。

フ ァ イルを クエ リする場合、 次の １  つを szQuery と し て指定する必要があ り ます。 

• < コ ンポーネン ト 名 >\*.* 

• < コ ンポーネン ト 名 >\< コ ンポーネン ト  フ ァ イル名 >

• < コ ンポーネン ト 名 >\*.< 拡張子 > 

• < コ ンポーネン ト 名 >\< フ ァ イル名 >.*

コ ンポーネン ト を クエ リする際、 次の １  つを szQuery と し て指定する必要があ り ま

す。 

• *.* 

• < 完全コ ンポーネン ト >

listFilesOrComponents コ ンポーネン ト を クエ リする と き、 szQuery に一致する コ ンポーネン ト のリ ス ト を返

し ます。 フ ァ イルを クエ リする と き、 szQuery と一致するすべてのフ ァ イル名のリ ス

ト を返し ます。 listFilesOrComponents によ って識別される文字列リ ス ト は、 ListCreate 

への呼び出しによ って既に初期化されている必要があり ます。
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戻り値

FeatureFileEnum の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * FeatureFileEnum 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト 例を実行するには、

 *        次の機能 (f)、 サブ機能 (sf)、 および コンポーネン ト (c) 

 *        を使ったプロジェ ク ト を作成します :

 *

 *        (f) Program_Files

 *            (c) Program_DLLS

 *            (c) Program_EXEs

 *       (f) Example_Files

 *            (sf) Graphics

 *  (c) Graphic_Examples

 *

 *         必ずフ ァ イルをコンポーネン ト へ割り当てて、

 *         列挙できるよ うにして下さい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define FEAT1       "Program Files"

#define FEAT2       "Example Files"

#define SUBFEAT1    "Graphics"

#define EXECCOMP    " プログラムの実行可能フ ァ イル "

#define GRAPHCOMP   "Graphic の例 "

#define SDSHOWTITLE "FeatureFileEnum の結果 "

#define SDSHOWMSG1  FEAT1 + " 列挙したフ ァ イル :"

#define SDSHOWMSG2  FEAT2 + " 列挙したフ ァ イル :"

prototype HandleFeatureError (NUMBER);

NUMBER nResult;

LIST   listList1, listList2;

nOption このパラ メ ーターで NO_SUBDIR を渡し ます。 コ ンポーネン ト のリ ス ト を クエ リする

際、 nOptions は無視されるので注意が必要です。

テーブル 50 • FeatureFileEnum の戻り値

戻り値 説明

0 FeatureFileEnum が成功し ま し た。

<0 FeatureFileEnum が失敗し ま し た。

テーブル 49 • FeatureFileEnum のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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program

 // フ ァ イル名を格納する 2 つのリ ス ト を作成します。

 listList1 = ListCreate (STRINGLIST);

 listList2 = ListCreate (STRINGLIST);

 // プログラムフ ァ イルのリス ト をビルド します。

 nResult = FeatureFileEnum (MEDIA, FEAT1, EXECCOMP + "\\*.*",

 listList1, INCLUDE_SUBDIR);

 HandleFeatureError (nResult);

 // グラ フ ィ ッ ク フ ァ イルのリ ス ト をビルド します。

 nResult = FeatureFileEnum (MEDIA, FEAT2 + "\\" + SUBFEAT1,

 GRAPHCOMP+"\\*.*", listList2, INCLUDE_SUBDIR);

 HandleFeatureError (nResult);

 // プログラムフ ァ イルを表示します。

 SdShowInfoList (SDSHOWTITLE, SDSHOWMSG1, listList1);

 // グラ フ ィ ッ ク フ ァ イルを表示します。

 SdShowInfoList (SDSHOWTITLE, SDSHOWMSG2, listList2);

 // メ モ リから リス ト を リ リースします。

 ListDestroy (listList1);

 ListDestroy (listList2);

endprogram

/*--------------------------------------------------------------------------*\

 *

 * 関数 : HandleFeatureError

 *

 * 目的 : この関数は、 機能関数が戻した値を評価し、

 *            関数によって返された値を評価し、 その値が 0 以下だとエラー

 *            番号を返してセ ッ ト ア ッ プを終了します。

 *

/*--------------------------------------------------------------------------*\

function HandleFeatureError (nResult)

 NUMBER nvError;

 STRING  svFeatureSource, svFeature, svComponent, svFile;

begin

 if (nResult < 0) then

FeatureError (svFeatureSource, svFeature, svComponent, svFile, nvError);

SprintfBox (INFORMATION, " データ転送エラー情報 ",

"FeatureError が、 次のデータ転送エラーを返しました。 \n" +

" セッ ト ア ッ プは終了します。 \n\n" +

" メデ ィ ア名 : %s\n 機能 : %s\n コンポーネン ト : %s\n" +

" フ ァ イル : %s\n エラー番号 : %ld",

svFeatureSource, svFeature, svComponent, svFile, nvError);
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abort;

 endif;

end;

FeatureFileInfo

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

この関数は InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト 内のフ ァ イルと一緒には使用できません。

FeatureFileInfo は、 szFeatureSource (MEDIA) が参照する フ ァ イルメ デ ィ ア内のフ ァ イルについての情報を取得し ま

す。

メ モ • この関数は、 スク リ プ ト 作成機能と一緒に使用できません。

構文

FeatureFileInfo ( szFeatureSource, szFeature, szFile, nInfo, nvResult, svResult );
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テーブル 51 • FeatureFileInfo のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFeatureSource このパラ メ ーターで MEDIA を渡し ます。

szFeature フ ァ イルが見つかったコ ンポーネン ト を含む機能を指定し ます。

szFile パスを含んで、 あるいは含まずにコ ンポーネン ト と フ ァ イル名を指定し ます。

szFile 式の ト ーク ンを ２ つの円記号で区切り、 式を ２ つの引用符で括り ます。

• szFile に 2 つの ト ーク ンがある場合、 初の ト ーク ンはコ ンポーネン ト 名、

2 つ目はフ ァ イル名です :

“ コ ンポーネン ト \\ フ ァ イル名 ” 

• szFile に 2 つ以上の ト ーク ンがある場合、 初の ト ーク ンはフ コ ンポーネ

ン ト 名を、 後の ト ーク ンはフ ァ イル名を、 そ し て中間の ト ーク ンはパス

を表し ます :

" コ ンポーネン ト \\ パス \\ フ ァ イル名 " 

例 :

• "Shared_Files\\Is5.dll" — Shared_Files はコ ンポーネン ト で、 Is5.dll はフ ァ イ

ル名です。

• "Shared_Files\\dev\\myapp\\dlls\\Is5.dll" — Shared_Files はコ ンポーネン ト 、

\\dev\\myapp\\dlls はパス、 そ し て Is5.dll はフ ァ イル名です。

メ モ • InstallShield では、 フ ァ イルおよびフ ォルダー構造全体を、 [ フ ァ イル ] 

ビ ューに ド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プ し て、 フ ァ イルグループに追加する こ とがで

きます。
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 853



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (E-G)
nInfo 読み出す情報のタ イプを指定し ます。 このパラ メ ーターで定数を渡し ます。 使

用可能な定数は、 指定のコ ンポーネン ト 、 またはコ ンポーネン ト 内の指定の

フ ァ イルに適用し ます。

使用可能なフ ァ イル固有の定数は、 以下の通り です :

• FEATURE_INFO_ATTRIBUTE — 指定のフ ァ イルの属性値。 戻された File テー

ブル属性についての詳細は、 Windows Installer ヘルプを参照し て下さい。 こ

の定数は、 InstallScript MSI イ ンス ト ールでのみサポー ト されています。

InstallScript プロジ ェ ク ト では、 サポー ト されていません。

• FEATURE_INFO_DATE — 指定のフ ァ イルの日付値 (mm-dd-yy 形式 )。 この定

数は、 InstallScript イ ンス ト ールでのみサポー ト されています。 InstallScript 

MSI プロジ ェ ク ト では、 サポー ト されていません。 InstallScript MSI イ ンス

ト ールで、 この定数が FeatureFileInfo と共に使用される と、 関数は失敗を

返し ます。

• FEATURE_INFO_DATE_EX — 指定のフ ァ イルの日付値 (mm-dd-yyyy 2000 年

対応形式 )。 この定数は、 InstallScript イ ンス ト ールでのみサポー ト されて

います。 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 サポー ト されていません。

InstallScript MSI イ ンス ト ールで、 この定数が FeatureFileInfo と共に使用さ

れる と、 関数は失敗を返し ます。

• FEATURE_INFO_TIME — 指定のフ ァ イルの時刻値 (hh:mm 24 時間形式 )。 こ

の定数は、 InstallScript イ ンス ト ールでのみサポー ト されています。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 サポー ト されていません。 InstallScript 

MSI イ ンス ト ールで、 この定数が FeatureFileInfo と共に使用される と、 関

数は失敗を返し ます。

• FEATURE_INFO_VERSIONLS — マイナーバージ ョ ン番号を文字列形式で表

示。

• FEATURE_INFO_VERSIONMS — メ ジャー バージ ョ ン番号を文字列形式で表

示。

• FEATURE_INFO_VERSIONSTR — 全バージ ョ ン番号を文字列形式で表示。

• FEATURE_INFO_MD5_SIGNATURE — ｓ ｚ File によ って指定されたフ ァ イルの 

MD5 シグネチャ を返し ます。 この情報はメ デ ィ アのビルド中に生成されま

す。 し たがって、 このパラ メ ーターを使ってこの関数を呼び出すと、 MD5 

シグネチャは生成されません。

メ モ • 特定のフ ァ イルに対する加工前の MD5 シグネチャ データは、 それぞれ

が 16 ビ ッ ト  (0x00 および 0xFF の間 ) で生成された 16 の数値で構成されます。

これらの値は通常、 unsigned char 型の文字列に格納されます。 ただ し、

InstallScript 言語は unsigned char 型をサポー ト し ないため、 加工前の MD5 フ ァ

イルデータはそのまま戻らず、 各 16 数値は対応する文字列に変換され結果文

字列に配置されます。 このため、 32 文字からなる文字列は 2 文字ずつの各セ ッ

ト が数値 1 つを意味し ます。 これは、 MD5 16 進法文字列と し て呼ばれる こ と

もあ り ます。

テーブル 51 • FeatureFileInfo のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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nInfo ( 続 く ) • FEATURE_INFO_ORIGSIZE_HIGH— 元のフ ァ イルのサイズの上位 31 ビ ッ ト を

返し ます。 フ ァ イルの元のサイズが 2GB よ り大きい場合、 フ ァ イルのサイ

ズは、 FEATURE_INFO_ORIGSIZE_HIGH に戻された値を 2GB で掛けて、

FEATURE_INFO_ORIGSIZE_LOW に戻された値に加えた値に等し く な り ます。

この定数は、 InstallScript イ ンス ト ールでのみサポー ト されています。

• FEATURE_INFO_ORIGSIZE_LOW— 元のフ ァ イルのサイズの下位 31 ビ ッ ト を

返し ます。 フ ァ イルの元のサイズが 2GB よ り大きい場合、 フ ァ イルのサイ

ズは、 FEATURE_INFO_ORIGSIZE_HIGH に戻された値を 2GB で掛けて、

FEATURE_INFO_ORIGSIZE_LOW に戻された値に加えた値に等し く な り ます。

• FEATURE_INFO_COMPSIZE_LOW — 圧縮フ ァ イルのサイズの下位 31 ビ ッ ト

を返し ます。 フ ァ イルの圧縮されたサイズが 2 GB よ り大きい場合、 フ ァ

イルのサイズは、 FEATURE_INFO_COMPSIZE_HIGH に戻された値を 2 GB で

掛けて、 FEATURE_INFO_COMPSIZE_LOW に戻された値に加えた値に等し く

な り ます。 

• FEATURE_INFO_COMPSIZE_HIGH— 圧縮フ ァ イルのサイズの上位 31 ビ ッ ト

を返し ます。 フ ァ イルの元のサイズが 2GB よ り大きい場合、 フ ァ イルのサ

イズは、 FEATURE_INFO_ORIGSIZE_HIGH に戻された値を 2GB で掛けて、

FEATURE_INFO_ORIGSIZE_LOW に戻された値に加えた値に等し く な り ます。

この定数は、 InstallScript イ ンス ト ールでのみサポー ト されています。

メ モ • ConvertSizeToUnits 関数を使用し て、 これらの値を KBYTES、 MBYTES、

GBYTES、 または TBYTES の単一の値に変換できます。

テーブル 51 • FeatureFileInfo のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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nInfo ( 続 く ) 使用可能なコ ンポーネン ト 固有の定数は、 以下の通り です :

• FEATURE_INFO_COMPONENT_FLAGS — 指定のコ ンポーネン ト に設定される

一般フ ラグこの定数は、 InstallScript イ ンス ト ールでのみサポー ト されてい

ます。 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 サポー ト されていません。

• FEATURE_INFO_DESTINATION — コ ンポーネン ト の " イ ンス ト ール先 " 設

定。 イ ンス ト ール先に含まれているテキス ト 置換はいずれも、 戻された文

字列では解決されていません。 解決済みのテキス ト 置換を使ってコ ンポー

ネン ト のイ ンス ト ール先を決定する場合、 戻された文字列で 

TextSubSubstitute を呼び出し ます。

• FEATURE_INFO_DOTNET — 指定のコ ンポーネン ト に選択された .NET フ ラ

グこの定数は、 InstallScript イ ンス ト ールでのみサポー ト されています。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 サポー ト されていません。

• FEATURE_INFO_FTPLOCATION — 指定のコ ンポーネン ト の "FTP の場所 " 

設定。 この定数は、 InstallScript イ ンス ト ールでのみサポー ト されていま

す。 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 サポー ト されていません。

• FEATURE_INFO_HTTPLOCATION — 指定のコ ンポーネン ト の "HTTP の場所

" 設定。 この定数は、 InstallScript イ ンス ト ールでのみサポー ト されていま

す。 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 サポー ト されていません。

• FEATURE_INFO_LANGUAGE — 指定のコ ンポーネン ト の " 言語 " 設定。 これ

はコ ンポーネン ト のみに当てはまるので、 szFile はコ ンポーネン ト を認識

する単一 ト ーク ン式でな く てはな り ません。

• FEATURE_INFO_MISC — 指定のコ ンポーネン ト の " その他 " 設定この定数

は、 InstallScript イ ンス ト ールでのみサポー ト されています。 InstallScript 

MSI プロジ ェ ク ト では、 サポー ト されていません。

• FEATURE_INFO_OS — 指定のコ ンポーネン ト の " オペレーテ ィ ング システ

ム " 設定これはコ ンポーネン ト のみに当てはまるので、 szFile はコ ンポー

ネン ト を識別する単一 ト ーク ン式でな く てはな り ません。 この定数は、

InstallScript イ ンス ト ールでのみサポー ト されています。 InstallScript MSI プ

ロジ ェ ク ト では、 サポー ト されていません。

• FEATURE_INFO_OVERWRITE — 指定のコ ンポーネン ト に設定される上書き

フ ラグこの定数は、 InstallScript イ ンス ト ールでのみサポー ト されていま

す。 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 サポー ト されていません。

• FEATURE_INFO_PLATFORM_SUITE — 指定のコ ンポーネン ト の " プ ラ ッ ト

フ ォーム スイー ト " 設定これはコ ンポーネン ト のみに当てはまるので、

szFile はコ ンポーネン ト を識別する単一 ト ーク ン式でな く てはな り ません。

この定数は、 InstallScript イ ンス ト ールでのみサポー ト されています。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 サポー ト されていません。

テーブル 51 • FeatureFileInfo のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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nvResult nInfo に渡された定数に依存する情報を指定し ます。

nInfo が FEATURE_INFO_ORIGSIZE_HIGH、 FEATURE_INFO_ORIGSIZE_LOW、 また

は FEATURE_INFO_ATTRIBUTE の時、 nvResult は数値を返し ます。

nInfo が FEATURE_INFO_ATTRIBUTE の時、 nvResult は Windows Installer File テー

ブルからのフ ァ イル属性を示す数値を返し ます。 フ ァ イル属性設定を決定する

には、 ビ ッ ト 単位 OR 演算子の結果を nvResult と一緒に使用し ます。 nvResult 

のテス ト 方法例は、 FeatureFileInfo の例を参照し て く だ さい。 File テーブル属性

についての詳細は、 Windows Installer ヘルプをご覧下さい。

nInfo が FEATURE_INFO_LANGUAGE または FEATURE_INFO_OS の場合、nvResult 

が占めるパラ メ ーター位置に LIST 変数を指定し て、 言語またはオペレーテ ィ

ングシステム ID を保存する必要があり ます。 FeatureFileInfo を呼び出す前に、

定数 NUMBERLIST で ListCreate を呼び出し て、 コ ンポーネン ト で指定される言

語またはオペレーテ ィ ング システムを決定する必要があ り ます。

listID = ListCreate(NUMBERLIST);

FeatureFileInfo(szFeatureSource, szFeature, szFile, FEATURE_INFO_LANGUAGE, listID, 

svResult);

nInfo が FEATURE_INFO_LANGUAGE の時、 FeatureFileInfo は言語 ID  を リ ス ト に

追加し、 nInfo が FEATURE_INFO_OS の場合、 FeatureFileInfo はオペレーテ ィ ン

グ システム ID を リ ス ト に追加し ます。

ninfo が FEATURE_INFO_COMPONENT_FLAGS の時、 nvResult は以下の値の 1 つ

または複数を返し ます :

• FEATURE_INFO_COMPONENT_FLAG_COMPRESSED — コ ンポーネン ト の " 圧

縮 " 設定が [ はい ] です。

• FEATURE_INFO_COMPONENT_FLAG_DATAASFILES — コ ンポーネン ト のフ ァ

イルは、 リ リースの CD-ROM タ イプ用の特定のフ ォルダーに配置されま

す。 ( そのコ ンポーネン ト を含む機能の "CD-ROM フ ォルダー " 設定に

よ って決ま り ます。 ) この定数は、 InstallScript イ ンス ト ールでのみサポー

ト されています。 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 サポー ト されていま

せん。

• FEATURE_INFO_COMPONENT_FLAG_DONTUNINSTALL — コ ンポーネン ト の "

圧縮 " 設定が [ いいえ ] です。

• FEATURE_INFO_COMPONENT_FLAG_ENCRYPTED — コ ンポーネン ト が暗号

化されています。 ( そのコ ンポーネン ト を含む機能の " 暗号化 " 設定で [

はい ] が選択されているかど う かによ って決ま り ます。 )

• FEATURE_INFO_COMPONENT_FLAG_POTENTIALLYLOCKED — コ ンポーネン

ト の " フ ァ イルのロ ッ ク " 設定が [ はい ] です。

• FEATURE_INFO_COMPONENT_FLAG_SELFREGISTERING — コ ンポーネン ト の 

" 自己登録 " 設定が [ はい ] です。

• FEATURE_INFO_COMPONENT_FLAG_SHARED — コ ンポーネン ト の " 共有 " 

設定が [ はい ] です。

テーブル 51 • FeatureFileInfo のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
戻り値

FeatureFileInfo の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

nvResult ( 続き ) ninfo が FEATURE_INFO_OVERWRITE の時、 nvResult は以下の値の 1 つまたは複

数を返し ます :

• FEATURE_VALUE_ALWAYS — コ ンポーネン ト の " 上書き " 設定が [ 常に上

書き ] です。

• FEATURE_VALUE_DATE_NEWER — コ ンポーネン ト の " 上書き " 設定が [ 新

しい日付 ] です。

• FEATURE_VALUE_DATE_OLDER — コ ンポーネン ト の " 上書き " 設定が [ 古

い日付 ] です。

• FEATURE_VALUE_DATE_SAME — コ ンポーネン ト の " 上書き " 設定が [ 同一

または新しい日付 ] です。

• FEATURE_VALUE_NEVER — コ ンポーネン ト の " 上書き " 設定が [ 上書き し

ない ] です。

• FEATURE_VALUE_VERSION_NEWER — コ ンポーネン ト の " 上書き " 設定が [

新しいバージ ョ ン ] です。

• FEATURE_VALUE_VERSION_OLDER — コ ンポーネン ト の " 上書き " 設定が [

古いバージ ョ ン ] です。

• FEATURE_VALUE_VERSION_SAME — コ ンポーネン ト の " 上書き " 設定が [

同一または新しいバージ ョ ン ] です。

nvResult に日付とバージ ョ ン値の両方が含まれている可能性もあ り ます。

ninfo が FEATURE_INFO_DOTNET の場合、 nvResult は以下の値を返し ます :

FEATURE_VALUE_LOCAL_ASSEMBLY — コ ンポーネン ト は、 ローカル アセ

ンブ リ と し てマーク されています。

svResult nInfo が対応する情報の種類を指定し た日付、 時間、 またはバージ ョ ンを返し ま

す。

テーブル 52 • FeatureFileInfo の戻り値

戻り値 説明

0 FeatureFileInfo が成功し ま し た。

<0 FeatureFileInfo が失敗し ま し た。

テーブル 51 • FeatureFileInfo のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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 *

 * FeatureFileInfo 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは FeatureFileInfo を繰り返し呼び出し、

 * フ ァ イルメデ ィ アについての情報を読み出します。 情報はリ ス ト に

 * 格納されてから表示されます。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト 例を実行するには、

 *        次の機能 (f)、 サブ機能 (sf)、 および コンポーネン ト (c) 

 *        を使ったプロジェ ク ト を作成します :

 *

 *       (f) Example_Files

 *            (sf) Graphics

 *  (c) Graphic_Examples

 *

 *       列挙ができるよ う、 Graphic_Examples コンポーネン ト に 

 * 1 つ以上のフ ァ イルを確実に割り当てて く ださい。

 * また、 フ ァ イル名を #define FILE 行で必ず指定

 * して下さい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define FEAT         "Example Files"

#define SUBFEAT      "Graphics"

#define COMP   "Graphic の例 "

#define FILE         "comdlg32.dll"

#define SDSHOWTITLE  "ComponentFileInfo 結果 "

#define SDSHOWMSG    FILE + " 情報 :"

prototype HandleFeatureError (NUMBER);

NUMBER nReturn, nvResult;

STRING svResult;

LIST  listID;

program

 // フ ァ イルメデ ィ ア情報を格納するためのリ ス ト を作成します。

 listID = ListCreate (STRINGLIST);

 // 指定したフ ァ イルのオリ ジナルサイズを取得します。

 nReturn = FeatureFileInfo (MEDIA, FEAT + "\\" + SUBFEAT,

COMP + "\\" + FILE,

FEATURE_INFO_ORIGSIZE , nvResult, svResult);

 HandleFeatureError (nvResult);

 // オリ ジナルサイズを文字列に変換します。

 Sprintf (svResult ,"%d", nvResult);

 // リス トへ文字列を配置します。

 ListAddString (listID, " フ ァ イルの元のサイズ : " +

svResult, AFTER);

 // 指定したフ ァ イルの属性を取得します。

 nReturn = FeatureFileInfo (MEDIA, FEAT + "\\" + SUBFEAT,

COMP + "\\" + FILE,

FEATURE_INFO_ATTRIBUTE , nvResult, svResult);
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
 HandleFeatureError (nReturn);

 // 属性が設定されなかった場合、 通常の属性を示します。

 if (nvResult = FILE_ATTR_NORMAL) then

 svResult = " 通常 ";

 // 属性が設定された場合、 表示用に連結します。

 else

if (FILE_ATTR_ARCHIVED & nvResult) then

 svResult = " アーカ イブ済み、 ";

endif;

if (FILE_ATTR_HIDDEN & nvResult) then

svResult = svResult + " 非表示、 ";

endif;

if (FILE_ATTR_READONLY & nvResult) then

svResult = svResult + " 読み取り専用、 ";

endif;

if (FILE_ATTR_SYSTEM & nvResult) then

 svResult = svResult + " システム、 ";

endif;

if (FILE_ATTR_DIRECTORY & nvResult) then

 svResult = svResult + " デ ィ レク ト リ、 ";

endif;

endif;

// リス トへ属性の文字列を追加します。

ListAddString (listID, " フ ァ イルの属性は          " +

 svResult, AFTER);

// 指定したフ ァ イルのメ ジャーフ ァ イルバージ ョ ンを取得します。

nReturn = FeatureFileInfo (MEDIA, FEAT + "\\" + SUBFEAT,

 COMP + "\\" + FILE,

 FEATURE_INFO_VERSIONMS , nvResult, svResult);

HandleFeatureError (nReturn);

// リス トへメ ジャーフ ァ イルバージ ョ ンを追加します。

ListAddString (listID, "32-bit 上位バージ ョ ン値         " +

 svResult, AFTER);

// 指定したフ ァ イルのメ ジャーフ ァ イルバージ ョ ンを取得します。

nReturn = FeatureFileInfo (MEDIA, FEAT + "\\" + SUBFEAT,

 COMP + "\\" + FILE,

 FEATURE_INFO_VERSIONLS , nvResult, svResult);

HandleFeatureError (nReturn);

// リス トへマイナーフ ァ イルバージ ョ ンを追加します。

ListAddString (listID, "32-bit 下位バージ ョ ン値は       " +

svResult, AFTER);

// 指定したフ ァ イルの完全フ ァ イルバージ ョ ンを取得します。

nReturn = FeatureFileInfo (MEDIA, FEAT + "\\" + SUBFEAT,
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 COMP + "\\" + FILE,

 FEATURE_INFO_VERSIONSTR , nvResult, svResult);

HandleFeatureError (nReturn);

// リス トへ完全フ ァ イルバージ ョ ンを追加します。

ListAddString (listID, " フ ァ イルのバージ ョ ン : " +

 svResult, AFTER);

// リス ト を表示します。

SdShowInfoList (SDSHOWTITLE, SDSHOWMSG, listID);

// メ モリから リス ト を リ リースします。

ListDestroy(listID);

endprogram

/*--------------------------------------------------------------------------*\

 *

 * 関数 : HandleFeatureError

 *

 * 目的 : この関数は、 機能関数が戻した値を評価し、

 *            関数によって返された値を評価し、 その値が 0 以下だとエラー

 *            番号を返してセ ッ ト ア ッ プを終了します。

 *

/*--------------------------------------------------------------------------*\

function HandleFeatureError (nvResult)

 NUMBER nvError;

 STRING  svFeatureSource, svFeature, svComponent, svFile;

begin

 if (nvResult < 0) then

FeatureError(svFeatureSource, svFeature, svComponent, svFile, nvError);

SprintfBox (INFORMATION, " データ転送エラー情報 ",

 "FeatureError が、 次のデータ転送エラーを返しました。 \n" +

 " セッ ト ア ッ プは終了します。 \n\n" +

 " メデ ィ ア名 : %s\n 機能 : %s\n コンポーネン ト : %s\n" +

 " フ ァ イル : %s\n エラー番号 : %ld",

 svFeatureSource, svFeature, svComponent, svFile, nvError);

abort;

 endif;

end;

FeatureFilterLanguage

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI
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FeatureFilterLanguage 関数は、 言語に基づいてフ ァ イル転送から フ ァ イルを フ ィ ルター ( 除外 ) し ます。 デフ ォル

ト では、 メ デ ィ アビルド に含まれるすべての言語がフ ィ ルター解除 ( イ ン クルー ド ) されます。 フ ィ ルターまたは

フ ィ ルター解除する各言語に対し、 FeatureFilterLanguage を呼び出す必要があり ます。

メ モ • この関数は、 スク リ プ ト 作成機能セ ッ ト では使用できません。

言語固有コ ンポーネン ト を フ ィ ルターする

タ スク イ ンス ト レーシ ョ ンの 中に言語固有コ ンポーネン ト を フ ィ ルターするには :

1. FeatureFilterLanguage をパラ メ ーター nLangID を ISLANG_ALL に、 bFiltered を TRUE に設定し て呼び出し、 す

べての言語を フ ィ ルター ( 除外 ) し ます。

2. イ ンス ト ールする各言語に対し て、 nLangID を該当する言語定数に、 パラ メ ーター bFiltered を FALSE に設定

し て FeatureFilterLanguage を呼び出し ます。 各呼び出しは nLangID で指定し た言語のコ ンポーネン ト のフ ィ ル

ターを解除し ます ( 含みます )。

メ モ • OR 演算子 ( | ) を使用し て、 nLangID パラ メ ーターに複数の言語定数を指定する こ とはできません。 複数の

言語定数を指定する と、 関数が適切に動作し ません。

別の言語をサポー ト する

InstallShield では、 Windows でサポー ト されている任意の言語または言語サブグループ用にコ ンポーネン ト を指定

する こ とができます。 しかし、 [ リ リースウ ィ ザー ド ] で言語固有のコ ンポーネン ト をビルド するためは、 そのコ

ンポーネン ト の言語用のサポー ト を所有し ていな く てはな り ません。 また、 セ ッ ト ア ッ プがコ ンポーネン ト の言

語をサポー ト し ている こ と も必要です。

InstallShield またはセ ッ ト ア ッ プでサポー ト されていない言語に指定されている言語固有のコ ンポーネン ト をセ ッ

ト ア ッ プが含む場合、 コ ンポーネン ト は [ リ リースウ ィ ザー ド ] でフ ィ ルター ( 除外 ) されていな く てはな り ませ

ん。

GetSystemInfo と共に FeatureFilterLanguage を利用する

GetSystemInfo 関数と共に FeatureFilterLanguage を使用する場合、 言語固有のコ ンポーネン ト を指定する際に使用

できる言語定数は、 GetSystemInfo で戻される言語定数のサブセ ッ ト である点を考慮する必要があり ます。

これらの戻り値に基づいて言語フ ィ ルタ リ ングをセ ッ ト ア ッ プにイ ン クルー ド する場合、 switch ステー ト メ ン ト

を使って、 この関数によ って戻される定数を言語フ ィ ルタ リ ングでサポー ト されている定数の 1 つに変換する必

要があ り ます。

構文

FeatureFilterLanguage ( szFeatureSource, nLangID, bFiltered );
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
パラ メ ーター

戻り値

FeatureFilterLanguage の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * FeatureFilterLanguage 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * まず FeatureFilterLanguage が呼び出され、 すべての言語が除外

 * されます。 次に GetSystemInfo が呼び出され、 ターゲッ ト コンピューターの

 * デフ ォルトの言語 / ロケール を決定します。

 *

 * そして FeatureFilterLanguage が再び呼び出され、 ターゲッ ト コンピューターに

 * 適切な言語を含みます。 言語サポー トが

 * ターゲッ ト コンピューターに備わっていない場合は英語が使用

 * されます。 後に FeatureMoveData が呼び出され、 インス ト ールを

 * 作成します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

テーブル 53 • FeatureFilterLanguage のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFeatureSource フ ァ イルメ デ ィ アのメ デ ィ ア名を指定し ます。

nLangID フ ィ ルタ リ ングまたはフ ィ ルタ解除する言語の ID を指定し ます。 各関数呼び

出し で指定できる言語定数は 1 つのみです。 すべての言語を フ ィ ルタ リ ングす

るには、 ISLANG_ALL を このパラ メ ーターに指定し ます。 詳細は、 「言語識別

子」 を参照し て く だ さい。

bFiltered nLangID で指定し た言語を フ ィ ルタ リ ングするかフ ィ ルタ解除 ( イ ン クルー ド ) 

するかを示し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを

渡し ます。

• TRUE — nLangID で指定し た言語を フ ィ ルタ リ ングし ます。 つま り、 フ ァ イ

ル転送に含みません。

• FALSE — nLangID で指定し た言語を フ ィ ルタ リ ングし ません。 つま り、

フ ァ イル転送に含みます。

テーブル 54 • FeatureFilterLanguage の戻り値

戻り値 説明

0 FeatureFilterLanguage が成功し ま し た。

< 0 FeatureFilterLanguage 失敗し ま し た。
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// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_FeatureFilterLanguage(HWND);

function ExFn_FeatureFilterLanguage(hMSI)

STRING szResult;

NUMBER nResult, nDisk;

begin

// すべての言語固有フ ァ イルグループをフ ィルタ リ ングする。

FeatureFilterLanguage (MEDIA, ISLANG_ALL, TRUE);

// ターゲッ ト マシンのデフ ォルト の言語またはロケール設定を読み出します。

GetSystemInfo (LANGUAGE, nResult, szResult);

// ターゲッ ト マシンのデフ ォルト の言語またはロケール設定に特定の

// フ ァ イルグループのフ ィルタ リ ングを無効にします。

switch (nResult)

case ISLANG_FRENCH_CANADIAN:

FeatureFilterLanguage (MEDIA, ISLANG_FRENCH_CANADIAN, FALSE);

case ISLANG_FRENCH_STANDARD, ISLANG_FRENCH_BELGIAN, ISLANG_FRENCH_SWISS, ISLANG_FRENCH_LUXEMBOURG:

FeatureFilterLanguage (MEDIA, ISLANG_FRENCH_STANDARD, FALSE );

case ISLANG_GERMAN_STANDARD, ISLANG_GERMAN_SWISS, ISLANG_GERMAN_AUSTRIAN, ISLANG_GERMAN_LUXEMBOURG, 

ISLANG_GERMAN_LIECHTENSTEIN:

FeatureFilterLanguage (MEDIA, ISLANG_GERMAN, FALSE);

// 英語をデフ ォルト と して利用します。 .

デフ ォルト : 

FeatureFilterLanguage (MEDIA, ISLANG_ENGLISH_UNITEDSTATES, FALSE);

endswitch;

// 選択された言語用のフ ァ イルを転送します。

FeatureMoveData (MEDIA, nDisk, 0);

end;

FeatureFilterOS

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FeatureFilterOS 関数は、 指定のオペレーテ ィ ングシステムおよびスイー ト 用にフ ラグが付けられたコ ンポーネン

ト を フ ィ ルタ リ ングし ます。

メ モ • この関数は、 スク リ プ ト 作成機能セ ッ ト では使用できません。
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
初回のイ ンス ト ールで行われる フ ィ ルタ リ ングは、 メ ンテナンスモー ド中にも行う必要があり ます。 初回および

メ ンテナンス セ ッ ト ア ッ プ両方で実行される コー ド で必ずこの関数を呼び出し て下さい。 この関数は、 イベン ト

ハン ド ラー OnAppSearch、 OnCCPSearch、 OnFirstUIBefore、 OnFirstUIAfter、 OnMaintUIBefore、 または 

OnMaintUIAfter からは呼び出さ ないで く だ さい。

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 デフ ォル ト でコ ンポーネン ト はフ ィ ルタ リ ングされません。

InstallScript イ ンス ト ールでは、 FeatureFilterOS が、 初回イ ンス ト ール中および メ ンテナンス イ ンス ト ール中に、

デフ ォル ト の OnFilterComponents イベン ト  ハン ド ラーで呼び出されます。 このイベン ト ハン ド ラーは、 ターゲッ

ト システムに存在し ないオペレーテ ィ ング システムおよびスイー ト 固有のコ ンポーネン ト をデフ ォル ト でフ ィ ル

タ リ ングし ます。 メ ンテナンス モー ド で実行される イ ンス ト ールは、 初回イ ンス ト ール中に実行されるたフ ィ ル

タ リ ングについての情報を持ちません。

構文

FeatureFilterOS ( szMediaLibrary, nSuites, nOS, bFiltered );
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 865



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (E-G)
パラ メ ーター

テーブル 55 • FeatureFilterOS のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szMediaLibrary フ ァ イル メ デ ィ ア ラ イブ ラ リのメ デ ィ ア名を指定し ます。

nSuites フ ィ ルタ リ ングするオペレーテ ィ ングシステム スイー ト を指定し ます。 以下の値か

ら選択し ます。 ビ ッ ト 単位 OR 演算子 ( | ) を使用し て、 値を組み合わせる こ とがで

きます。 

メ モ • こ こに リ ス ト されるスイー ト は、 Windows API の OSVERSIONINFOEX データ構

造で指定する こ とができる ものです。

• ISOS_ST_ALL — すべての Windows スイー ト

• ISOS_ST_XP_PRO — Windows XP Professional

• ISOS_ST_XP_HOME — Windows XP Home Edition

• ISOS_ST_SERVER — Windows Server

• ISOS_ST_WORKSTATION — Windows Workstation

• ISOS_ST_BACKOFFICE — Microsoft BackOffice

• ISOS_ST_DATACENTER — Windows Server Datacenter

• ISOS_ST_ENTERPRISE — Windows Server Enterprise

• ISOS_ST_SERVER2003_R2 — Microsoft Windows Server 2003 R2

• ISOS_ST_SMALLBUSINESS — Microsoft Small Business Server

• ISOS_ST_SMALLBUSINESS_RESTRICED — 制限つき ク ラ イアン ト  ラ イセンスのあ

る Microsoft Small Business Server

• ISOS_ST_TERMINAL — Microsoft Terminal Services

• ISOS_ST_PROC_ARCH_32 — 32 ビ ッ ト プロセ ッサ

• ISOS_ST_PROC_ARCH_IA64 — Intel Itanium 64 ビ ッ ト プロセ ッサ

• ISOS_ST_PROC_ARCH_AMD64 — Intel Itanium 64 ビ ッ ト プロセ ッサ

• 0 ( ゼロ ) — FeatureFilterOS がコ ンポーネン ト のプラ ッ ト フ ォームスイー ト のプ

ロパテ ィ を無視するよ う に指定し ます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 プ ラ ッ ト フ ォーム スイー ト がサ

ポー ト されていません。 そのため、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 nSuites. に

数値 0 を指定する必要があり ます。 そ う でない場合、 関数が失敗し て、 nOS で指定

された情報が無視されます。
866 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (E-G)
nOS フ ィ ルタ リ ングするオペレーテ ィ ング システムを指定し ます ( 複数可 )。 以下の値

から選択し ます。 ビ ッ ト 単位 OR 演算子 ( | ) を使用し て、 値を組み合わせる こ とが

できます。

• ISOSL_ALL — すべての Windows システム

• ISOSL_WINXP Ñ Windows XP Edition

• ISOSL_WINSERVER2003 Ñ Windows Server 2003

• ISOSL_WINVISTA_SERVER2008 (or ISOSL_WINVISTA) — Windows Vista または 

Windows Server 2008

• ISOSL_WIN7_SERVER2008R2 Ñ Windows 7 または Windows Server 2008 R2

• ISOSL_WIN8—Windows Vista または Windows Server 8

• ISOSL_WIN81 — Windows 8.1 または Windows Server 2012 R2

• ISOSL_WIN10—Windows 10

メ モ • Windows のい く つかのク ラ イアン ト およびサーバー バージ ョ ンでは、 同じ メ

ジャー バージ ョ ン番号と マイナー バージ ョ ン番号が使用されています。

• Windows 8.1 と Windows Server 2012 R2 では、 同じ メ ジャー バージ ョ ン番号と マ

イナー バージ ョ ン番号が使用されています。

• Windows 8 と Windows Server 2012 では、 同じ メ ジャー バージ ョ ン番号と マイ

ナー バージ ョ ン番号が使用されています。

• Windows 7 と Windows Server 2008 R2 では、 同じ メ ジャー バージ ョ ン番号と マイ

ナー バージ ョ ン番号が使用されています。

• Windows Vista と Windows Server 2008 は、 同じ メ ジャー バージ ョ ン番号と マイ

ナー バージ ョ ン番号を持ちます。

このため、 イ ンス ト ールの実行時、 これらの OS バージ ョ ンでは、 ク ラ イアン ト  

バージ ョ ンは、 同等のサーバー バージ ョ ン と同じ ものと見な されます。 し たがっ

て、 ク ラ イアン ト  バージ ョ ン向けと マーク されている コ ンポーネン ト は、 サーバー 

バージ ョ ンにも イ ンス ト ールされます。 ク ラ イアン ト  バージ ョ ン とサーバー バー

ジ ョ ンを区別するには、 SYSINFO.nOSProductType と VER_NT_WORKSTATION が等し

いかど うか確認し ます。 ク ラ イアン ト  バージ ョ ンでは、 これらは等し く なっていま

す (True)。 サーバー バージ ョ ンでは、 False です。

bFiltered nOS で指定し たオペレーテ ィ ングシステムを、 フ ィ ルタ リ ング ( 除外 ) するかフ ィ

ルタ解除 ( イ ン クルー ド ) するかを指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義

済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• TRUE — 指定し たオペレーテ ィ ング システム ( 複数指定可 ) を フ ィ ルタ リ ングし

ます。 つま り、 それら を フ ァ イル転送には含みません。

• FALSE — 指定し たオペレーテ ィ ングシステム ( 複数指定可 ) を フ ィ ルタ リ ング

し ません。 つま り、 それら を フ ァ イル転送に含みます。

テーブル 55 • FeatureFilterOS のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
戻り値

追加情報

ISOSL_ALL 及び ISOSL_SUPPORTED 両方がすべての Windows システムを指定する場合に、 FeatureFilterOS へ 3 番

目の引数と し て渡された場合、 それらは異なる数値を持ちます。 ISOSL_ALL がゼロ (0) で、 ISOSL_SUPPORTED は

ビ ッ ト 単位の OR 演算子を利用し て各オペレーテ ィ ングシステム定数を組み合わせて取得し た値です。 つま り、

ISOSL_WIN7_SERVER2008R2|ISOSL_WINVISTA_SERVER2008|... です。 . 場合によ って、 ISOSL_SUPPORTED やその他

のオペレーテ ィ ング システム定数でビ ッ ト 単位の演算子を利用する と便利です。

FeatureFilterOS の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * FeatureFilterOS 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト を実行するには、 空のセッ ト ア ッ ププロジ ェ ク ト を作成します。

 * [ コンポーネン ト ] ビューのオペレーテ ィ ングシステム に、

 * Windows 95、 Windows 98、 そして Windows NT 4.0 (Intel) を指定します。 

 * リ リースフ ラグ を使ってこのプラ ッ ト フ ォームをビルドに含むかを指定 

 * します。 Windows 95、 Windows 98、 および Windows NT 4.0 (Intel) を 

 * 指定します。 [ リ リースウ ィザード ] を実行する と き、 [ フ ィルター設定 ] パネルに

 * リ リースフ ラグを入力します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// 次の define ステー ト メ ン ト を文字列エン ト リに変換して

// セ ッ ト ア ッ プをローカ ラ イズできます。

#define  COMPANY_NAME         "MultiLangOS Inc."

#define  PRODUCT_NAME         "MultiLangOS"

#define  PRODUCT_VERSION      "1.0"

#define  PROGRAMFOLDER        "MultiLangOS"

#define  PRODUCT_KEY          "Mlangos.exe"

#define  DEINST_KEY           "MultiLangOS"

#define  ASKDESTTITLE         " インス ト ール先 "

#define  ASKDESTMSG           " インス ト ール先を選択して く ださい。 "

#define  COMPERRTITLE         " データ転送エラー情報 "

#define  COMPERRMSG1          "FeatureError が次のエラーを返しました。 "

#define  COMPERRMSG2          " セッ ト ア ッ プは終了します。 "

#define  COMPERRMSG3          " メデ ィ ア名 :"

#define  COMPERRMSG4          " 機能 :"

#define  COMPERRMSG4          " コンポーネン ト :"

#define  COMPERRMSG6          " フ ァ イル :"

#define  COMPERRMSG7          " エラー番号 :"

テーブル 56 • FeatureFilterOS の戻り値

戻り値 説明

0 FeatureFilterOS が成功し ま し た。

< 0 FeatureFilterOS が失敗し ま し た。 追加情報については、 FeatureError を呼び出し て

く ださい。
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prototype HandleFeatureError (NUMBER);

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_FeatureFilterOS(HWND);

function ExFn_FeatureFilterOS(hMSI)

STRING  svResult, svDir, svLogFile;

NUMBER  nvResult, nvDisk;

begin

// セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

// アンインス ト ールをセッ ト ア ッ プ してインス ト ール先のを取得します。

InstallationInfo(COMPANY_NAME, PRODUCT_NAME, PRODUCT_VERSION, PRODUCT_KEY);

INSTALLDIR = PROGRAMFILES ^ PROGRAMFOLDER;

AskDestPath (ASKDESTTITLE, ASKDESTMSG, INSTALLDIR , 0 );

DeinstallStart (INSTALLDIR, svLogFile, DEINST_KEY, 0);

RegDBSetItem (REGDB_UNINSTALL_NAME, DEINST_KEY);

// オペレーテ ィ ングシステムを取得して FeatureFilterOS を呼び出し、

// 現在存在しないオペレーテ ィ ングシステムをフ ィルタ リ ングします。

GetSystemInfo (OS, nvResult, svResult);

switch (nvResult)

case IS_WINDOWSNT:

GetSystemInfo (WINMAJOR, nvResult, svResult);

if (nvResult = 4) then

// NT 4.0 なので、 Windows 95 と Windows 98 をフ ィルタ リ ングします。

FeatureFilterOS (MEDIA, 0, ISOSL_WIN95, TRUE);

FeatureFilterOS (MEDIA, 0, ISOSL_WIN98, TRUE);

else

MessageBox (" ターゲッ ト システム OS がサポー ト されていません。 ", SEVERE);

abort;

endif;

case IS_WINDOWS9X:

// Windows 95 または 98 なので、 Windows NT 4,0 をフ ィルタ リ ングします。

FeatureFilterOS (MEDIA, 0, ISOSL_NT40, TRUE);

// Windows 95 か Windows 98 かを決定します。

GetSystemInfo (WINMINOR, nvResult, svResult);

if (nvResult < 10) then

// Windows 95 なので、 Windows 98 も フ ィルタ リ ングします。

FeatureFilterOS (MEDIA, 0, ISOSL_WIN98, TRUE);

else

// Windows 98 なので、 Windows 95 も フ ィルタ リ ングします。

FeatureFilterOS (MEDIA, 0, ISOSL_WIN95, TRUE);

endif;

デフ ォルト :

MessageBox (" ターゲッ ト  システム OS がサポー ト されていません。 ", SEVERE);

abort;
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endswitch;

// フ ァ イルを ターゲッ ト システムに転送します。

nvResult = FeatureMoveData (MEDIA, nvDisk, 0);

if (nvResult < 0) then

HandleFeatureError (nvResult);

endif;

end;

/*--------------------------------------------------------------------------*\

 *

 * 関数 : HandleFeatureError

 *

 * 目的 : この関数は、 機能関数が戻した値を評価し、

 *            関数によって返された値を評価し、 その値が 0 以下だとエラー

 *            番号を返してセ ッ ト ア ッ プを終了します。

 *

/*--------------------------------------------------------------------------*\

function HandleFeatureError (nResult)

NUMBER nvError;

STRING  svFeatureSource, svFeature, svComponent, svFile;

begin

FeatureError (svFeatureSource, svFeature, svComponent, svFile, nvError);

SprintfBox(INFORMATION, FEATERRTITLE,

FEATERRMSG1 + "\n" + FEATERRMSG2 + "\n\n" +

FEATERRMSG3 + " %s\n" + FEATERRMSG4 + " %s\n" +

FEATERRMSG5 + " %s\n" + FEATERRMSG6 + " %s\n" +

FEATERRMSG7 + " %ld",

svFeatureSource, svFeature, svComponent, svFile, nvError);

abort;

end;

FeatureGetCost

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FeatureGetCost 関数は古い形式です。 代わり に、 FeatureGetCostEx 関数を使用し て く だ さい。

FeatureGetCost 関数は szFeature が指定し た機能のためにターゲッ ト ド ラ イブ上で必要な総容量をキロバイ ト  

(KB) 単位で判断し ます。 必要ド ラ イブスペースを判断する際、 この関数は機能が現在選択されているかど うか、

機能に関連付けられている コ ンポーネン ト が現在オペレーテ ィ ングシステムまたは言語によ ってフ ィ ルターされ

ているかど うか、 およびターゲッ ト ド ラ イブ上のク ラス タサイズを考慮し ます。

構文

FeatureGetCost ( szFeatureSource, szFeature, szTargetDir, nvRequiredSpace );
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
パラ メ ーター

戻り値

FeatureGetCost の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * FeatureGetCost 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例は、 ユーザーが選択した各 ト ッ プレベル機能の

 * サイズをユーザーに対して示すダイアログ ボッ クスを表示します。

 *

 * コ メ ン ト : このスク リ プ ト 例を実行するには、 い く つかの機能および

 *            / またはフ ァ イルを持つコンポーネン ト を含むサブ機能を

 *            持つプロジェ ク ト を作成 ( またはプロジ ェ ク ト に挿入 ) します。

 *

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "Ifx.h"

function OnBegin()  

string svDir, svFeature, svFeatureInfo;

テーブル 57 • FeatureGetCost のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFeatureSource イ ンス ト ールおよびアン イ ンス ト ールに対し て機能が指定されている フ ァ イル

メ デ ィ アのメ デ ィ ア名を指定し ます。 通常は、 システム変数の MEDIA を この

パラ メ ーターで渡し ます。

szFeature ターゲッ ト ド ラ イブ上でそれに必要な総容量を判断し たい機能を指定し ます。

szTargetDir 必要な ド ラ イブの空き容量を判断する際に、 使用される ド ラ イブまたはそのパ

スを指定し ます。 通常は、 システム変数の TARGETDIR を このパラ メ ーターで

渡し ます。

nvRequiredSpace 必要な ド ラ イブの空き容量を KB 単位で返し ます。

テーブル 58 • FeatureGetCost の戻り値

戻り値 説明

0 必要な ド ラ イブ空き容量が正常に判断されたこ と を示し ます。

< 0 必要な ド ラ イブ空き容量が正常に判断できなかったこ と を示し ます。

大きな負の戻り値に関連付けられたエラー メ ッ セージ テキス ト を取得できま

す。 た と えば、 FormatMessage を呼び出し て -2147024891 (0x80070005)。
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LIST listFeatures, listFeatureInfo;

number nListGetString, nvRequiredSpace;

begin  

svDir = TARGETDIR;

SdFeatureTree ("", "", svDir, "", 1);

listData = ListCreate (STRINGLIST);

FeatureListItems ( MEDIA, "", listFeatures );

nListGetString = ListGetFirstString ( listFeatures, svFeature );

listFeatureInfo = ListCreate ( STRINGLIST );

while nListGetString=0

FeatureGetCost ( MEDIA, svFeature, svDir, nvRequiredSpace );

Sprintf ( svFeatureInfo, " 選択した機能 %s のサイズは %ld KB です。 \n",

svFeature, nvRequiredSpace );

ListAddString ( listFeatureInfo, svFeatureInfo, AFTER );

nListGetString = ListGetNextString ( listFeatures, svFeature );

endwhile;

ListDestroy ( listFeatures );

SdShowInfoList ( "", "", listFeatureInfo );

ListDestroy ( listFeatureInfo );

end;

FeatureGetCostEx

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FeatureGetCostEx 関数は、 nvCostHigh および nvCostLow パラ メ ーターを使用し て、 指定された機能のコス ト をバ

イ ト 単位で返し ます。 szFeature が "" のと き、 メ デ ィ ア全体のコス ト が戻されます。 この関数は FeatureGetCost 

関数と FeatureGetTotalCost 関数を置換し ます。

構文

FeatureGetCostEx ( szMediaSource, szFeature, szTarget, nvCostHigh, nvCostLow );
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パラ メ ーター

戻り値

FeatureGetData

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FeatureGetData 関数は、 機能に関する情報を読み出し ます。

構文

FeatureGetData ( szFeatureSource, szFeature, nInfo, nvResult, svResult );

テーブル 59 • FeatureGetCostEx のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szMediaSource メ デ ィ アソース。 通常、 MEDIA。

szFeature コス ト を取得する機能を指定し ます。 この値が "" のと き、 関数はメ デ ィ ア全

体のコス ト を返し ます。

szTarget szFeature が指定し た機能のターゲッ ト デ ィ レ ク ト リ を指定し ます。

nvCostHigh 機能のコス ト の上位 31 ビ ッ ト を返し ます。 戻された各コス ト の単位は、 2 GB 

です。 たと えば、 この変数の値 4 は、 コス ト が 8GB である こ と を表し ます。

nvCostLow 機能のコス ト の下位 31 ビ ッ ト を返し ます。 この変数の 大値は、 1 または 

2GB です。 これよ り大きいコス ト はすべて、 nvCostHigh 変数で戻されます。

テーブル 60 • FeatureGetCostEx の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS 関数が成功し たこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS 関数の実行に失敗し たこ と を示し ます。
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パラ メ ーター

テーブル 61 • FeatureGetData のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFeatureSource スク リ プ ト 作成機能セ ッ ト または (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合は ) 情報の読み

出し先と なる機能を含むフ ァ イルメ デ ィ アラ イブ ラ リのメ デ ィ ア名を指定し ます。

szFeature 情報を読み出す機能の名前を指定し ます。 ト ッ プ階層の機能やサブ機能の参照方法

は、 「関数呼び出し で機能やサブ機能を指定する」 を参照し て く だ さい。

nInfo 読み出す情報の種類を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう

ちの 1 つを渡し ます。

• FEATURE_FIELD_CDROM_FOLDER — CD-ROM メ デ ィ ア タ イプの場合、 CD-ROM 

上での機能データの場所。 この定数は、 InstallScript イ ンス ト ールでのみサポー

ト されています。 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 サポー ト されていませ

ん。 この定数は、 フ ァ イル メ デ ィ ア ラ イブラ リ で使用できますが、 スク リ プ

ト 作成の機能セ ッ ト では使用できません。

• FEATURE_FIELD_DESCRIPTION — 機能選択ダイアログで機能が選択されたを時

に表示される説明。 これは機能の " 説明 " プロパテ ィ からのテキス ト です。

• FEATURE_FIELD_DISPLAYNAME— 選択するダイアログに表示する機能名。 これ

は機能の " 表示名 " 設定の値です。

• FEATURE_FIELD_ENCRYPT — 機能が暗号化されているかど うかを指定し ます。

この定数は、 InstallScript イ ンス ト ールでのみサポー ト されています。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 サポー ト されていません。 この定数は、

フ ァ イル メ デ ィ ア ラ イブラ リ で使用できますが、 スク リ プ ト 作成の機能セ ッ

ト では使用できません。

• FEATURE_FIELD_FILENEED— イ ンス ト ールにおける機能フ ァ イルの重要度を定

義し ます。 この定数は、 InstallScript イ ンス ト ールでのみサポー ト されていま

す。 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 サポー ト されていません。

• FEATURE_FIELD_FLAGS — 機能に設定されている フ ラグを示し ます。 この定数

は、 InstallScript イ ンス ト ールでのみサポー ト されています。 InstallScript MSI プ

ロジ ェ ク ト では、 サポー ト されていません。 この定数は、 フ ァ イル メ デ ィ ア 

ラ イブ ラ リ で使用できますが、 スク リ プ ト 作成の機能セ ッ ト では使用できませ

ん。

• FEATURE_FIELD_FTPLOCATION — FTP ロケーシ ョ ンを指定し ます。 この値は機

能の "FTP の場所 " 設定に格納されています。

• FEATURE_FIELD_GUID — 機能と関連付けられている GUID。 この定数は、

InstallScript イ ンス ト ールでのみサポー ト されています。 InstallScript MSI プロ

ジ ェ ク ト では、 サポー ト されていません。 この定数は、 フ ァ イル メ デ ィ ア ラ

イブ ラ リ で使用できますが、 スク リ プ ト 作成の機能セ ッ ト では使用できません。
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nInfo ( 続 く ) • FEATURE_FIELD_HANDLER_ONINSTALLED — 機能の OnInstalled イベン ト の名前。

この定数は、 フ ァ イル メ デ ィ ア ラ イブラ リ で使用できますが、 スク リ プ ト 作

成の機能セ ッ ト では使用できません。

• FEATURE_FIELD_HANDLER_ONINSTALLING — 機能の OnInstalling イベン ト の名

前。 この定数は、 フ ァ イル メ デ ィ ア ラ イブラ リ で使用できますが、 スク リ プ

ト 作成の機能セ ッ ト では使用できません。

• FEATURE_FIELD_HANDLER_ONUNINSTALLED — 機能の OnUninstalled イベン ト の

名前。 この定数は、 フ ァ イル メ デ ィ ア ラ イブラ リ で使用できますが、 スク リ

プ ト 作成の機能セ ッ ト では使用できません。

• FEATURE_FIELD_HANDLER_ONUNINSTALLING — 機能の OnUninstalling イベン ト

の名前。 この定数は、 フ ァ イル メ デ ィ ア ラ イブラ リ で使用できますが、 スク

リ プ ト 作成の機能セ ッ ト では使用できません。

• FEATURE_FIELD_HTTPLOCATION — HTTP ロケーシ ョ ンを指定し ます。 この値は

機能の "HTTP の場所 " 設定に格納されています。

• FEATURE_FIELD_IMAGE — nvResult で表示されるアイ コ ンのイ ンデッ クスを指定

し ます。 機能にアイ コ ンを表示し ない場合、 nvResult は -1 を返し ます。

• FEATURE_FIELD_MISC — その他のテキス ト 。 このフ ィ ールドは、 任意の情報を

使用し て機能にフ ラグを立てた り識別し た り できるので、 ラ ン タ イムに非常に

有効です。

• FEATURE_FIELD_PASSWORD — 機能にパスワー ドが関連付けられているかど う

かを指定し ます。 この定数は、 フ ァ イル メ デ ィ ア ラ イブラ リ で使用できます

が、 スク リ プ ト 作成の機能セ ッ ト では使用できません。 この定数は、

InstallScript イ ンス ト ールでのみサポー ト されています。 InstallScript MSI プロ

ジ ェ ク ト では、 サポー ト されていません。

• FEATURE_FIELD_SELECTED — szFeature で指定された機能が選択されているか

ど うかを示し ます。

• FEATURE_FIELD_SIZE—szFeature で指定し た機能に対する元のフ ァ イルサイズの

合計。 この定数は、 フ ァ イル メ デ ィ ア ラ イブラ リ で使用できますが、 スク リ

プ ト 作成の機能セ ッ ト では使用できません。

• FEATURE_FIELD_STATUS — InstallScript イ ンス ト ールで、 このテキス ト はフ ァ イ

ル転送中に進行状況イ ンジケーターに表示されます。 この定数は、 フ ァ イル メ

デ ィ ア ラ イブラ リ で使用できますが、 スク リ プ ト 作成の機能セ ッ ト では使用で

きません。 InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 機能の表示名が戻されます。

• FEATURE_FIELD_VISIBLE—szFeature で指定された機能を選択ダイアログに表示

するかど うかを決定し ます。 この値は機能の " 表示 " 設定に格納されていま

す。

テーブル 61 • FeatureGetData のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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nvResult nInfo が数値結果を生成し た場合に数値を返し ます。

nInfo が FEATURE_FIELD_FILENEED の時、 nvResult は以下の値の 1 つを返し ます :

• FEATURE_VALUE_CRITICAL — この機能には重要なフ ァ イルが含まれています。

• FEATURE_VALUE_HIGHLYRECOMMENDED — この機能は強 く 推奨されます。

• FEATURE_VALUE_STANDARD — この機能は含まれる場合と含まれない場合があ

り ます。

nInfo が FEATURE_FIELD_FLAGS の時、 nvResult は以下の値の 1 つを返し ます :

• FEATURE_DATA_FLAG_PASSWORD — 機能はパスワー ド で保護されています。

• FEATURE_DATA_FLAG_PASSWORD_VALIDATED — 機能のパスワー ドが検証済み

です。 ( イ ンス ト ールが FeatureValidate を使用し ているか、 機能がパスワー ド

で保護されていません。 )

• FEATURE_DATA_FLAG_DATA_AS_FILES — 機能のフ ァ イルは、 リ リースの CD-

ROM タ イプ用の特定のフ ォルダーに配置されます。

• FEATURE_DATA_FLAG_SPLIT_AFTER — このフ ラグは、 ビルドが生成し た機能に

のみ設定されます。

• FEATURE_DATA_FLAG_SPLIT_BEFORE — このフ ラグは、 ビルドが生成し た機能

にのみ設定されます。

• FEATURE_DATA_FLAG_SPLIT_BEFORE_NOT_ALLOWED — このフ ラグは、 ビルド

が生成し た機能にのみ設定されます。

• FEATURE_DATA_FLAG_SPLIT_NOT_ALLOWED — このフ ラグは、 ビルドが生成し

た機能にのみ設定されます。

• FEATURE_DATA_FLAG_VISIBLE — 機能は表示されます。

• FEATURE_DATA_FLAG_VOLATILE — 機能は可変です。

• FEATURE_DATA_FLAG_ENCRYPTED — 機能は暗号化されています。

テーブル 61 • FeatureGetData のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
戻り値

FeatureGetData の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * FeatureGetData 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例は、 指定した機能についての情報を読み出す

 * 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * コ メ ン ト : このスク リ プ ト 例を実行するには、 い く つかの機能および

 *             またはフ ァ イルを含むコンポーネン ト を持つサブ機能を含む

 プロジェ ク ト を作成 ( またはプロジ ェ ク ト に挿入 ) します。

nInfo が FEATURE_FIELD_PASSWORD の時、 nvResult は以下の値の 1 つを返し ます :

• TRUE — 機能はパスワー ド で保護されています。 機能がパスワー ド で保護され

ている場合、 エン ド ユーザーから正しいパスワー ド を取得し、

FeatureTransferData を呼び出し てフ ァ イルメ デ ィ アラ イブラ リのフ ァ イルを転

送する前に FeatureValidate でそれを検証する必要があ り ます。

• FALSE — 機能はパスワー ド で保護されていません。

nInfo が FEATURE_FIELD_SELECTED の時、 nvResult は以下の値の 1 つを返し ます :

• TRUE — この機能は選択されます。

• FALSE — この機能は選択されません。

nInfo が FEATURE_FIELD_VISIBLE の時、 nvResult は以下の値の 1 つを返し ます :

• TRUE — この機能は表示されます。

• FALSE — この機能は表示されません。

svResult nInfo が文字列結果を生成し た場合に文字列値を返し ます。

テーブル 62 • FeatureGetData の戻り値

戻り値 説明

0 FeatureGetData が成功し ま し た。

< 0 FeatureGetData が失敗し ま し た。 追加情報については、 FeatureError を呼び出し て

く ださい。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ とがで

きます。 たと えば、 FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 (0x80070005) 

です。

テーブル 61 • FeatureGetData のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

// Windows Installer API 関数プロ ト タ イプと定数用に iswi.h をインクルード し、

// OnBegin イベン ト と OnEnd イベン ト 用のコード を宣言します。

#include "iswi.h"

// キーワードのエクスポー ト は MyFunction () をエン ト リポイン ト関数と して識別します。

// 使用する引数は、 Installer データベースへのハン ドルでな く てはな り ません。

export prototype MyFunction(HWND); 

// 必要な処理 : グローバル変数の宣言、 定数の定義、 およびユーザー定義の関数並びに DLL 関数を

//         こ こでプロ ト タ イプ化します。

function MyFunction(hMSI)

STRING svDir, szTitle, szMsg, svResult;

NUMBER nvResult;

 

begin

svDir  = INSTALLDIR;

szTitle = " 機能の選択 ";

szMsg   = " コンピューターへインス ト ールする機能を選択して く ださい。 ";

// 利用可能な機能を表示します。

SdFeatureTree (szTitle, szMsg, svDir, "", 2);

// Feature1 の説明プロパテ ィ を取得します。

FeatureGetData (MEDIA, "Feature1", feature_FIELD_DESCRIPTION, nvResult, svResult);

// Feature1 の説明を取得します。

MessageBox ("Feature1 の説明 : " + svResult, INFORMATION);

// Feature 2 が選択されたかど うかを決定します。

FeatureGetData (MEDIA, "Feature2", feature_FIELD_SELECTED, nvResult, svResult);

// Feature 2 が選択されたかど うかを示すメ ッセージを表示します。

if nvResult=0 then

MessageBox ("Feature2 が選択されていません。 ", INFORMATION);

else 

MessageBox ("Feature2 が選択されています。 ", INFORMATION);

endif;

 

end;

FeatureGetItemSize

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI
878 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (E-G)
FeatureGetItemSize 関数は、 指定の機能のサイズをバイ ト で取得し ます。 こ こにはサブ機能のサイズは含まれませ

ん。

メ モ • この関数は、 スク リ プ ト 作成機能セ ッ ト では使用できません。

構文

FeatureGetItemSize ( szFeatureSource, szFeature, nvSize );

パラ メ ーター

戻り値

FeatureGetItemSize の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * FeatureGetItemSize 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * この例では FeatureGetItemSize を呼び出して機能とサブ機能の

 * サイズを取得します。 サイズはダイアログ ボッ クスに

 * 表示されます。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト 例を実行するには、 フ ァ イルを含むコンポーネン ト を持つ

 * い く つかの機能および / またはサブ機能を含む

 * プロジ ェ ク ト を作成 ( またはプロジ ェ ク ト に挿入 ) します。

 *         この例の #define ステー ト メ ン ト で示されたとおり、

テーブル 63 • FeatureGetItemSize のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFeatureSource サイズを読み取る機能が含まれる フ ァ イルメ デ ィ アの名前を指定し ます。

szFeature サイズが読み出される機能の名前を指定し ます。

nvSize 指定された機能のサイズをバイ ト で返し ます。 また、 FeatureGetData を呼び出

し て、 指定された機能のオ リ ジナルフ ァ イルサイズの合計値を取得する こ と も

できます。 選択し たすべての機能とサブ機能の合計サイズを判断するには、

FeatureTotalSize を呼び出し て く ださい。

テーブル 64 • FeatureGetItemSize の戻り値

戻り値 説明

0 FeatureGetItemSize が成功し ま し た。

< 0 FeatureGetItemSize が失敗し ま し た。 追加情報については、 FeatureError を呼び

出し て く だ さい。
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 *         機能とサブ機能をひとつずつ指定しな く てはな り ません。

 *         または、 機能名を参照するよ う、 #define ステー ト メ ン ト を

 *         変更します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define FEAT_NAME1 " プログラムフ ァ イル "

#define FEAT_NAME2 "Example Files\\Graphics"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_FeatureGetItemSize(HWND);

function ExFn_FeatureGetItemSize(hMSI)

NUMBER nvSize;

STRING szString;

LIST listInfo;

begin

// 機能サイズを格納するための文字列リス ト を作成します。

listInfo = ListCreate (STRINGLIST);

// FEAT_NAME1 のサイズを取得します。

FeatureGetItemSize (MEDIA, FEAT_NAME1, nvSize);

// 数値を文字列に変換します。

NumToStr (szString, nvSize);

// リス トへ文字列を配置します。

ListAddString (listInfo, "" + FEAT_NAME1 +

":" + szString, AFTER);

// FEAT_NAME2 のサイズを取得します。

FeatureGetItemSize (MEDIA, FEAT_NAME2, nvSize);

// 数値を文字列に変換します。

NumToStr (szString, nvSize);

// リス トへ文字列を配置します。

ListAddString (listInfo, "" + FEAT_NAME2 +

":" + szString, AFTER);

// 機能サイズのリ ス ト を表示します。

SdShowInfoList ("FeatureGetItemSize への呼び出し結果 ",

 " 機能サイズは :", listInfo);

// メ モ リから リス ト を リ リースします。

ListDestroy (listInfo);

end;

FeatureGetTotalCost

メ モ • この関数は現在使用されていません。 代わり に、 FeatureGetCostEx 関数を使用し て く ださい。
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FeatureGetTotalCost 関数は、 機能ダイアログまたはセ ッ ト ア ッ プの種類ダイアログでエン ド ユーザーが選択する

など し て指定された機能のイ ンス ト ールやアン イ ンス ト ールの際に、 ターゲッ ト ド ラ イブで必要な合計空き容量

のキロバイ ト 数 (KB) を判断し ます。 必要ド ラ イブスペースを判断する際、 この関数はどの機能が現在選択されて

いるのか、 機能に関連付けられている コ ンポーネン ト が現在オペレーテ ィ ングシステムまたは言語によ ってフ ィ

ルターされているかど うか、 およびターゲッ ト ド ラ イブ上のク ラス タサイズを考慮し ます。

構文

FeatureGetTotalCost ( szFeatureSource, szTargetDir, nvTotalRequiredSpace );
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
パラ メ ーター

戻り値

FeatureInitialize

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FeatureInitialize 関数は、 以前のバージ ョ ンの InstallShield で作成し たスク リ プ ト との互換性の目的でのみサポー ト

されています。 複数のフ ァ イル メ デ ィ ア ラ イブ ラ リ を InstallShield で使用する こ とは不要と なったため、 また使

用する こ とによ ってイ ンス ト ーラーが破損する可能性もあるため、 複数のフ ァ イル メ デ ィ ア ラ イブ ラ リ を使用し

ないこ とが推奨されます。

FeatureInitialize 関数はメ デ ィ ア名と フ ァ イルメ デ ィ ア ラ イブ ラ リ を関連付け、 そのメ デ ィ ア ラ イブラ リ にアクセ

スできるよ う にし ます。

構文

FeatureInitialize ( szMediaLibrary, szMediaLibraryFile );

テーブル 65 • FeatureGetTotalCost のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFeatureSource イ ンス ト ールおよびアン イ ンス ト ールに対し て機能が指定されている フ ァ イル

メ デ ィ アのメ デ ィ ア名を指定し ます。 通常は、 システム変数の MEDIA を このパ

ラ メ ーターで渡し ます。

szTargetDir 必要な ド ラ イブの空き容量を判断する際に、 使用される ド ラ イブまたはそのパ

スを指定し ます。 通常は、 システム変数の TARGETDIR を このパラ メ ーターで

渡し ます。

nvTotalRequiredSpace 必要な ド ラ イブの空き容量を KB 単位で返し ます。

テーブル 66 • FeatureGetTotalCost の戻り値

戻り値 説明

0 必要な ド ラ イブ空き容量が正常に判断されたこ と を示し ます。

< 0 必要な ド ラ イブ空き容量が正常に判断できなかったこ と を示し ます。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ と

ができます。 たと えば、 FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 

(0x80070005) です。
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
パラ メ ーター

戻り値

追加情報

この関数は、 スク リ プ ト 作成機能セ ッ ト では使用できません。

FeatureInitialize で初期化されたフ ァ イルメ デ ィ アラ イブラ リは、 FeatureMoveData を呼び出し てイ ンス ト ールし な

く てはな り ません。 この様な メ デ ィ アラ イブラ リ を イ ンス ト ールするのに FeatureTransferData を呼び出すと失敗

し ます。

イ ンス ト ーラーが FeatureInitialize を使って初期化されたフ ァ イルメ デ ィ アラ イブ ラ リ を イ ンス ト ールする場合、

アン イ ンス ト ールは MaintenanceStart ではな く 、 DeinstallStart を呼び出し て有効にし な く てはな り ません。 ( これ

はフ ァ イルが FeatureMoveData の呼び出し でイ ンス ト ールし な く てはならない場合で、 メ ンテナンスセ ッ ト ア ッ

プはサポー ト し ません。 )

szMediaLibraryFile に格納されている メ ンテナンス / アン イ ンス ト ール機能は、 FeatureMoveData を使ってイ ンス

ト ールする こ とはできません。 FeatureInitialize を呼び出す前の FeatureMoveData への 初の呼び出しのみフ ァ イ

ル メ デ ィ ア ラ イブ ラ リのメ ンテナンス / アン イ ンス ト ール機能を イ ンス ト ールする こ とができます。

デフ ォル ト のメ デ ィ ア名 Data を使用し てデフ ォル ト のフ ァ イルメ デ ィ アラ イブ ラ リ (Data1.cab) にアクセスする前

に、 FeatureInitialize を呼び出す必要はあ り ません。 デフ ォル ト のメ デ ィ アは、 イ ンス ト ーラーの初期化中に自動

的に初期化されます。 フ ァ イル メ デ ィ ア ラ イブ ラ リは、 イ ンス ト ールのソース フ ォルダーに配置する必要があ

り ます。 このフ ォルダーの名前は、 イ ンス ト ーラーの初期化中にシステム変数 SRCDIR に割り当てられます。

テーブル 67 • FeatureInitialize のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szMediaLibrary FeatureMoveData の例 を使って転送される フ ァ イルを持つフ ァ イルメ デ ィ アラ

イブラ リ に関連付ける メ デ ィ ア名を指定し ます。

Data とい う メ デ ィ ア名は、 デフ ォル ト のフ ァ イルメ デ ィ アラ イブ ラ リ である 

Data1.cab 用に確保されています。 パラ メ ーター szMediaLibrary に Data を渡す

こ とはできません。

szMediaLibraryFile 初期化する フ ァ イルメ デ ィ アラ イブラ リのフ ァ イル名を指定し ます。 フ ァ イル

名のフ ォーマ ッ ト は xxx1.cab で、 second1.cab、 wow1.cab などにな り ます。 パ

スは指定し ないで く だ さい。 このフ ァ イルは、 イ ンス ト ーラーのソースフ ォル

ダー (SRCDIR) に配置する必要があ り ます。

テーブル 68 • FeatureInitialize の戻り値

戻り値 説明

0 FeatureInitialize が成功し ま し た。

< 0 FeatureInitialize が失敗し ま し た。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ と

ができます。 たと えば、 FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 

(0x80070005) です。
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
FeatureInitialize の例
/*--------------------------------------------------------------*\

*

* InstallShield スク リ プ トの例

*

* FeatureInitialize 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

*

\*--------------------------------------------------------------*/

NUMBER nResult, n;

program

// ターゲッ ト デ ィ レク ト リ を設定します。

TARGETDIR = "C:\\temp" ^ MEDIA;

// 転送する機能を選択します。

nResult = FeatureDialog ("", "", TARGETDIR,"");

if (nResult < 0) then

 SprintfBox (SEVERE, "FeatureDialog ERROR", "%ld", nResult);

endif;

 

// data1.cab ( データ メデ ィ ア ) と関連付けるフ ァ イルを転送します。

nResult = FeatureMoveData (MEDIA, n, 0);

if (nResult < 0) then

 SprintfBox (SEVERE, "FeatureMoveData ERROR", "%ld", nResult);

endif;

 

// 2 番目のメデ ィ ア用にセ ッ ト ア ッ プします。

MEDIA = "second";

// ターゲッ ト デ ィ レク ト リ を設定します。

TARGETDIR = "C:\\temp" ^ MEDIA;

 

// 新しいメデ ィ アを second1.cab  キャブフ ァ イルと関連付けます。

 nResult = FeatureInitialize (MEDIA, "second1.cab");

 if (nResult < 0) then

 SprintfBox (SEVERE, "FeatureInitialize ERROR", "%ld", nResult);

endif;

// 転送する機能を選択します。

nResult = FeatureDialog ("", "", TARGETDIR,"");

if (nResult < 0) then

 SprintfBox (SEVERE, "FeatureDialog ERROR", "%ld", nResult);

endif;

// FeatureMoveData 関数を再度初期化します。

nResult = FeatureMoveData ("", n ,0);

if (nResult < 0) then

 SprintfBox (SEVERE, "FeatureMoveData ERROR", "%ld", nResult);

endif;

// second1.cab (2 番目のメデ ィ ア ) と関連付けるフ ァ イルを転送します。

nResult = FeatureMoveData (MEDIA, n, 0);

if (nResult < 0) then

 SprintfBox (SEVERE, "FeatureMoveData ERROR", "%ld", nResult);

endif;
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endprogram

// ソースフ ァ イル : Is5fn628.rul

FeatureIsItemSelected

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

プロジ ェ ク ト 固有の違いについては、 必要に応じ て記述されています。

InstallScript プロジ ェ ク ト では FeatureIsItemSelected が、 指定し た機能の現在の選択状態を判別し ます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 FeatureIsItemSelected は、 指定された機能の現在のイ ンス ト ール状態を判

別し ます。 FeatureGetData を使用する と、 機能が選択されているか否かを判断する こ と も可能です。

FeatureIsItemSelected は一般的にフ ァ イル転送の前または後に機能固有のタ スク を処理するために呼び出されま

す。 .InstallScript イ ンス ト ールでフ ァ イル転送中に機能固有のタ スク を処理する場合、 機能イベン ト  ハン ド ラー関

数にコー ド を配置する こ とが推奨されます。

構文

FeatureIsItemSelected ( szFeatureSource, szFeature );
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
パラ メ ーター

戻り値

FeatureIsItemSelected の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * FeatureIsItemSelected 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例は、 ユーザーがインス ト ールできるセッ ト ア ッ プに含まれる 

 * 機能のリス ト と、 各機能に必要な容量を表示する

 * ダイアログ ボッ クスを表示します。 ユーザーが機能を

 * 選択したと き、 機能のインス ト ール状態を 

 * 表示します。

 *

 * コ メ ン ト : このスク リ プ ト 例を実行するには、 い く つかの機能および

 * / またはフ ァ イルを含むコンポーネン ト を持つサブ機能を含む

 プロジェ ク ト を作成 ( またはプロジ ェ ク ト に挿入 ) します。

 *

テーブル 69 • FeatureIsItemSelected のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFeatureSource InstallScript プロジ ェ ク ト の場合、 イ ンス ト ール状態あ ｍ たは選択設定が決定

されている メ デ ィ ア ラ イブラ リ を指定し ます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 スク リ プ ト 作成の機能セ ッ ト のメ デ ィ ア

名を指定し ます。

szFeature イ ンス ト ール状態または選択設定を判断する機能の名前を指定し ます。 ト ッ プ

階層の機能やサブ機能の参照方法は、 「関数呼び出し で機能やサブ機能を指定

する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 70 • FeatureIsItemSelected の戻り値

戻り値 説明

TRUE (1) InstallScript プロジ ェ ク ト では、 szFeature が選択されています。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 szFeature のイ ンス ト ール状態は 

INSTALLSTATE_LOCAL ( 機能がローカル ド ラ イブにイ ンス ト ールされた ) で

す。

FALSE (0) InstallScript プロジ ェ ク ト では、 szFeature は選択されていません。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 szFeature のイ ンス ト ール状態は 

INSTALLSTATE_ABSENT ( 機能がアン イ ンス ト ールされた ) です。

< 0 関数は機能がイ ンス ト ールされているか、 または選択されているかど うか判断

できませんで し た。 追加情報については、 FeatureError を呼び出し て く だ さい。
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

// Windows Installer API 関数プロ ト タ イプと定数用に iswi.h をインクルード し、

// OnBegin イベン ト と OnEnd イベン ト 用のコード を宣言します。

#include "iswi.h"

// キーワードのエクスポー トは MyFunction () をエン ト リポイン ト関数と して識別します。

// 使用する引数は、 Installer データベースへのハン ドルでな く てはな り ません。

 export prototype MyFunction(HWND); 

// 必要な処理 : グローバル変数の宣言、 定数の定義、 およびユーザー定義の関数並びに DLL 関数を

//         こ こでプロ ト タ イプ化します。

function MyFunction(hMSI)

STRING szTitle, szMsg, svDir;

NUMBER nResult;

 

begin

svDir  = INSTALLDIR;

szTitle = " 機能の選択 ";

szMsg   = " コンピューターへインス ト ールする機能を選択して く ださい。 ";

// 利用可能な機能を表示します。  

SdFeatureTree (szTitle, szMsg, svDir, "", 2);

// Subfeature1 のインス ト ール後の状態を決定します。

nResult = FeatureIsItemSelected (MEDIA, "Feature1\\Subfeature1");

// Subfeature1 のインス ト ール後の状態を示すメ ッセージを表示します。

if nResult = 1 then

MessageBox ("Subfeature1 はローカルにインス ト ールされます。 ", INFORMATION);

else 

MessageBox ("Subfeature1 がアンインス ト ールされます。 ", INFORMATION);

endif;

end;

FeatureListItems

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FeatureListItems 関数は ｓ ｚ Feature で指定された機能の下にあるすべてのサブ機能を リ ス ト し ます。 サブ機能の

完全修飾名リ ス ト は  listFeatures に格納されます。 szFeature にサブ機能がある場合、 listFeatures は空のリ ス ト を

返し ます。
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
構文

FeatureListItems ( szFeatureSource, szFeature, listFeatures );

パラ メ ーター

戻り値

FeatureListItems の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * FeatureListItems 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例は、 指定した機能の下にあるすべてのサブ機能を 

 * リ ス ト にする関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * コ メ ン ト : このスク リ プ ト 例を実行するには、 い く つかの機能および

 * / またはフ ァ イルを含むコンポーネン ト を持つサブ機能を含む

 プロジェ ク ト を作成 ( またはプロジ ェ ク ト に挿入 ) します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

// Windows Installer API 関数プロ ト タ イプと定数用に iswi.h をインクルード し、

テーブル 71 • FeatureListItems のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFeatureSource サブ機能を リ ス ト するスク リ プ ト 作成の機能セ ッ ト のメ デ ィ ア名を指定し ま

す。

szFeature サブ機能を リ ス ト する機能を指定し ます。 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") 

を渡し て、 ト ッ プレベルの機能をすべて リ ス ト し ます。 ト ッ プ階層の機能やサ

ブ機能の参照方法は、 「関数呼び出し で機能やサブ機能を指定する」 を参照し

て く だ さい。

listFeatures 機能のリ ス ト を返し ます。 FeatureListItems を呼び出す前に ListCreate を呼び出

し て listFeatures が認識する文字列リ ス ト を初期化し な く てはな り ません。

テーブル 72 • FeatureListItems の戻り値

戻り値 説明

0 FeatureListItems が機能を リ ス ト し ま し た。

< 0 FeatureListItems 機能を リ ス ト する こ とができませんで し た。 追加情報につい

ては、 FeatureError を呼び出し て く だ さい。
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// OnBegin イベン ト と OnEnd イベン ト 用のコード を宣言します。

#include "iswi.h"

// キーワードのエクスポー トは MyFunction () をエン ト リポイン ト関数と して識別します。

// 使用する引数は、 Installer データベースへのハン ドルでな く てはな り ません。

 export prototype MyFunction(HWND); 

// 必要な処理 : グローバル変数の宣言、 定数の定義、 およびユーザー定義の関数並びに DLL 関数を

//         こ こでプロ ト タ イプ化します。

 

function MyFunction(hMSI)

STRING szTitle, szMsg;

NUMBERlistID;

 

begin

szTitle = "MEDIA 機能を リス ト にする ";

szMsg   = "MEDIA は次の ト ッ プレベル機能を含みます :";

 

// 文字列リス ト を初期化します。

listID = ListCreate (STRINGLIST);

// 指定したメデ ィ アに ト ッ プレベル機能のリ ス ト を作成します。

FeatureListItems (MEDIA, "", listID);

// ト ッ プレベル機能のリス ト を表示します。

SdShowInfoList (szTitle, szMsg, listID);

end;

FeatureLoadTarget

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FeatureLoadTarget 関数は、 有効なログフ ァ イルが存在する任意のイ ンス ト ールの初期化中に自動的に呼び出され

ます。

構文

FeatureLoadTarget( szReserved );
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 889



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (E-G)
パラ メ ーター

戻り値

追加情報

FeatureLoadTarget はログフ ァ イルを読み取ってセ ッ ト ア ッ プのすべてのフ ァ イルグループのターゲッ ト デ ィ レ ク

ト リ を読み出し ます。 FeatureLoadTarget はセ ッ ト ア ッ プで使用されたすべてのテキス ト 置換の値を読み出し ます。

これにはすべてのテキス ト 置換値の他にも、 すべてのフ ァ イルグループやターゲッ ト デ ィ レ ク ト リ関連システム

変数が含まれます。

FeatureMoveData

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用されます。

FeatureMoveData 関数は、 szFeatureSource が参照する フ ァ イル メ デ ィ アで選択し た機能に関連付けたフ ァ イルを

転送し、 圧縮解除し ます。 必要に応じ て、 関数はエン ド ユーザーに対し て自動的に次のデ ィ スク を要求し ます。

この関数を使って、 フ ァ イルを WINSYSDIR64 に転送する場合、 まず WOW64FSREDIRECTION を使用し てフ ァ イル 

システムのリ ダイ レ ク ト を無効にする必要があ り ます。 無効化を し ない場合、 WINSYSDIR64 に転送される フ ァ イ

ルは不適切に 32 ビ ッ ト  SysWOW64 システムフ ォルダーにリ ダイ レ ク ト されます。 イ ンス ト ールが利用する可能

性のある Windows 機能にはフ ァ イル システム リ ダイ レ ク ト を有効にし てお く 必要があるため、 Windows ド キュ メ

ンテーシ ョ ンではリ ダイ レ ク ト を無効にするのはそれが必要な場合のみにと どめる こ とが推奨されています。 必

要なフ ァ イルを WINSYSDIR64 へ転送し終わったら、 直ちにシステム フ ァ イルのリ ダイ レ ク ト を有効にする こ と を

お勧めし ます。 詳し く は、 「64 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング システムを InstallScript イ ンス ト ールで ターゲッ ト にす

る」 を参照し て く だ さい。

FeatureMoveData を呼び出すと、 フ ァ イルがイ ンス ト ールされた後、 呼び出しが戻る前に Do 

(SELFREGISTRATIONPROCESS) が自動的に呼び出されます。 従って、 イ ンス ト ールでフ ァ イル転送の後、 自己登

録の前に追加アクシ ョ ンの処理が必要な場合、 それらのアクシ ョ ンを OnMoved イベン ト に配置し ます。 OnMoved 

イベン ト はフ ァ イル転送のあと、 バッ チ自己登録が発生する前に呼び出されます。

FeatureMoveData は同じ メ デ ィ アに対し て繰り返し呼び出すこ とができますが、 2 番目以降の呼び出し を行う場合

は、 あらかじめ第 1 パラ メ ーターの位置にヌル文字列 ("") を使って FeatureMoveData を呼び出し、 内部構造体を

リ セ ッ ト し てお く 必要があ り ます。 デフ ォル ト メ デ ィ アおよび内部構造体は、 FeatureMoveData の 初の呼び出し

を行う前に、 InstallShield によ って自動的に初期化されます。

テーブル 73 • FeatureLoadTarget のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szReserved このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。 他の値は使用できません。

テーブル 74 • FeatureLoadTarget の戻り値

戻り値 説明

0 この関数は常にゼロ (0) を返し ます。
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メ モ • この関数は、 スク リ プ ト 作成機能セ ッ ト では使用できません。

構文

FeatureMoveData ( szFeatureSource, nvReserved, nReserved );

パラ メ ーター

戻り値

FeatureMoveData の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdSetupTypeEx 関数、 SdFeatureDialog 関数、 FeatureIsItemSelected 関数、

 * FeatureError 関数、 そして PlaceWindow 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト 例を実行するには、

 *  次の機能 (f)、 サブ機能 (sf)、 および コンポーネン ト (c)

 *         を利用します :

 *

 *        (f) Program_Files

 *  (c) Program_DLLS

 *  (c) Program_EXEs

 *  (f) Example_Files

 *  (sf) Small_Documents

 * (c) Small_Document_Examples

 *  (sf) Books

 * (c) Book_Examples

 *  (sf) Graphics

テーブル 75 • FeatureMoveData のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFeatureSource 転送される フ ァ イルが含まれる フ ァ イルメ デ ィ アの名前を指定し ます。

nvReserved この引数で数値変数を渡し ます。 有用な情報は戻されません。

nReserved このパラ メ ーターでゼロを渡し ます。 他の値は使用できません。

テーブル 76 • FeatureMoveData の戻り値

戻り値 説明

0 FeatureMoveData が成功し ま し た。

< 0 FeatureMoveData が失敗し ま し た。 追加情報については、 FeatureError を呼び出

し て く ださい。
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 * (c) Graphic_Examples

 *  (f) Help_Files

 *  (c) Help_Files

 *  (f) Utilities

 *  (sf) Grammar_Checker

 * (c) Grammar_Checker

 *  (sf) Art Studio

 * (c) Art_Studio

 *  (f) Evaluation_Copy

 *  (c) Evaluation_Copy

 *  (c) Help_Files

 *

 * " ダ ミ ー " フ ァ イルをコンポーネン ト に挿入します。 こ こで、

 * Program EXE のコンポーネン ト へ挿入する メ イン EXE ( 下の MAIN_EXE)

 * に正しいフ ァ イル名を定義するよ うにして く ださい。

 *

 * このスク リ プ ト例はフ ァ イルをインス ト ールし、 アイ コンを

 * [ スター ト  プログラム ] メ ニューに追加して、 アンインス ト ール機能を

 * 提供します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// 文字列を定義します。 実際のインス ト ールでは [ 文字列エデ ィ ター ] ビューでこれらを定義し、

// スク リ プ トの各文字列 ID の前に @ 記号を挿入します。

#define FEAT_SELECT_TITLE               " 機能の選択 "

#define FEAT_SELECT_MSG                 " インス ト ールする機能とサブ機能を選択します。 "

#define FEAT_PROGRAMFILES_DISPLAYNAME   " プログラムフ ァ イル "

#define PASSWORD_PROMPT                 " パスワード を入力して く ださい。 "

#define PASSWORD_ERRMSG " パスワードが間違っています。 再度入力して く ださい。 "

#define TITLE_MAIN                      " ワード プロセッサ "

#define TITLE_CAPTIONBAR                " ワード プロセッサのセッ ト ア ッ プ "

#define APPBASE_PATH                    " 会社名 \\ ワード プロセッサ "

#define COMPANY_NAME " 会社名 "

#define PRODUCT_NAME                    " ワード プロセッサ "

#define  PRODUCT_VERSION      "1.0"

#define PRODUCT_KEY                     " ワード プロセッサ "

#define DEINSTALL_KEY                   " ワード プロセッサ "

#define UNINSTALL_NAME                  " ワード プロセッサ "

#define ADDINGICON                      " プログラムアイ コンを [ スター ト ] の [ プログラム ] メ ニューに追加しています ..."

#define PROGRAMDIR                      " プログラム "

#define DEFAULT_FOLDER_NAME             ""

#define APP_NAME                        " ワード プロセッサ "

#define COMPLETE_MSG                    " セッ ト ア ッ プが完了しました。 [ スター ト ] プログラムメ ニューからワード プロセッサ

を実行できます。 "

#define MAIN_EXE                        "WRITE.EXE"

#define SETUPTYPE_TITLE                 " セッ ト ア ッ プの種類の選択 "

#define SETUPTYPE_MSG                   " セッ ト ア ッ プの種類を選択して く ださい。 "

#define SETUPTYPE_CUSTOM                " カスタム "

// グローバル変数の宣言。

// 関数宣言

prototype SetUpFileTransfer ();

prototype HandleFeatureError (NUMBER);

prototype FinishSetup ();

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"
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export prototype ExFn_FeatureMoveData(HWND);

function ExFn_FeatureMoveData(hMSI)

STRING svData, svLogFile, szProgram, szFeature;

STRING svResult, svSetupType, svDir;

BOOL bInitStepsDone, bPwdValid;

NUMBER nvData, nvDisk, nResult;

begin

SetUpFileTransfer ();

// インス ト ールダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

// セッ ト ア ッ プの種類を取得します。

svDir = INSTALLDIR;

SdSetupTypeEx (SETUPTYPE_TITLE, SETUPTYPE_MSG, "", svSetupType, 0);

// ユーザーが [ カスタム ] セッ ト ア ッ プの種類を選択したら、 機能選択ダイアログを表示します。

if  (svSetupType = SETUPTYPE_CUSTOM) then

SdFeatureDialog (FEAT_SELECT_TITLE, FEAT_SELECT_MSG, svDir, "");

endif;

// インス ト ールダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを有効にします。

Enable(BACKBUTTON);

// 進行状況インジケーター、 情報ゲージ、 およびビルボードの場所を含む

// 進行状況インジケーターをセッ ト ア ッ プ します。

PlaceWindow (FEEDBACK, LOWER_LEFT, LOWER_LEFT, LOWER_LEFT);

PlaceWindow (STATUSDLG, CENTERED, LOWER_RIGHT, LOWER_RIGHT);

PlaceWindow (BILLBOARD, CENTERED, CENTERED, CENTERED);

Enable (STATUSDLG);

Enable (INDVFILESTATUS);

// 次のフ ァ イル転送操作の完了を示す、 進行状況バーの 後の

// パーセン ト を表示します。

StatusUpdate (ON, 95);

// フ ァ イルを ターゲッ ト システムに転送します。 FeatureMoveData prompts

// フロ ッ ピーデ ィ スク インス ト ール用の次のデ ィ スク

nResult=FeatureMoveData (MEDIA, nvDisk, 0);

// FeatureError 関数の動作を確認します。 

HandleFeatureError (nResult);

FinishSetup();

end;

/*--------------------------------------------------------------------------*\

 *

 * Function: SetupFileTransfer()

 *

 * 目的 : この関数はフ ァ イル転送をセッ ト ア ッ プ します。 こ こで
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 *            この関数へのプロセスを抽出するのは、

 *            このスク リ プ ト 例が示す関数呼び出し を分かり易 く するためです。

 *

/*--------------------------------------------------------------------------*\

function SetUpFileTransfer()

begin

// インス ト ール画面のセッ ト ア ッ プ。

Enable (FULLWINDOWMODE);

SdProductName ( PRODUCT_NAME );

SetTitle (TITLE_MAIN, 24, WHITE);

SetTitle (TITLE_CAPTIONBAR, 0, BACKGROUNDCAPTION);

Enable (BACKGROUND);

// ユーザーを歓迎し、 システムが 小要件を満たしているか確認して

// インス ト ール先を確認します。

bInitStepsDone = FALSE;

while (!bInitStepsDone)

Disable(BACKBUTTON);

Welcome ("", 0);

Enable(BACKBUTTON);

INSTALLDIR = PROGRAMFILES ^ APPBASE_PATH;

if (AskDestPath ("", "", INSTALLDIR, 0) != BACK) then

bInitStepsDone = TRUE;

endif;

endwhile;

// レジス ト リエン ト リ と次の DeinstallStart への呼び出しに必要な

// インス ト ール情報を設定します。

InstallationInfo (COMPANY_NAME, PRODUCT_NAME,

 PRODUCT_VERSION, PRODUCT_KEY);

// レジス ト リエン ト リ を含むアンインス ト ール ログ フ ァ イルを初期化します。

svLogFile = "Uninst.isu";

DeinstallStart (INSTALLDIR, svLogFile, DEINSTALL_KEY, 0);

RegDBSetItem (REGDB_UNINSTALL_NAME, UNINSTALL_NAME);

end;

/*--------------------------------------------------------------------------*\

 *

 * 関数 : HandleFeatureError

 *

 * 目的 : この関数は、 機能関数が戻した値を評価し、

 *            関数によって返された値を評価し、 その値が 0 以下だとエラー

 *            番号を返してインス ト ールを終了します。

 *

/*--------------------------------------------------------------------------*\

function HandleFeatureError (nResult)

NUMBER nvError;

STRING  svFeatureSource, svFeature, svComponent, svFile;

begin

if (nResult < 0) then

FeatureError (svFeatureSource, svFeature, svComponent, svFile, nvError);

SprintfBox (INFORMATION, " データ転送エラー情報 ",

 "FeatureError は " +

 " 次のデータ転送エラーを戻しました ： \n" +
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 " セッ ト ア ッ プは終了します。 \n\n" +

 " メデ ィ ア名 : %s\n 機能 : %s\n コンポーネン ト : %s\n" +

 " フ ァ イル : %s\n エラー番号 : %ld",

 svFeatureSource, svFeature, svComponent, svFile, nvError);

abort;

endif;

end;

/*--------------------------------------------------------------------------*\

 *

 * 関数 : FinishSetup()

 *

 * 目的 : この関数はインス ト ールを終了します。 こ こで

 *            この関数へのプロセスを抽出するのは、

 *            このスク リ プ ト 例が示す関数呼び出し を分かり易 く するためです。

 *

/*--------------------------------------------------------------------------*\

function FinishSetup()

begin

// 次のフ ァ イル転送操作の完了を示す、 進行状況バーの 後の

// パーセン ト を表示します。

StatusUpdate (ON, 99);

// スター ト プログラムメ ニューアイ コンの進行状況バーを 99% に増分します。

SetStatusWindow (96 , ADDINGICON);

// APP_NAME アイ コンを DEFAULT_FOLDER_NAME フ ォルダーに追加します。

szProgram = INSTALLDIR ^ PROGRAMDIR ^ MAIN_EXE;

LongPathToQuote (szProgram, TRUE);

AddFolderIcon (DEFAULT_FOLDER_NAME, APP_NAME, szProgram,

INSTALLDIR ^ PROGRAMDIR, "", 0, "", REPLACE);

Delay (1);

// 進行状況インジケーターとその設定を無効にします。

Disable (INDVFILESTATUS);

Disable (STATUSDLG);

// インス ト ール完了を通知し、 Readme フ ァ イルの表示を提案します。

MessageBox (COMPLETE_MSG, INFORMATION);

end;

FeaturePatch

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FeaturePatch 関数は、 差分メ デ ィ アを利用する イ ンス ト ールでのみ呼び出されます。 (MEDIA_FIELD_MEDIA_FLAGS 

を 2 番目のパラ メ ーターと し て MediaGetData を呼び出し て メ デ ィ アフ ォーマ ッ ト を確認する こ とができます。 )

FeaturePatch は、 FeatureTransferData や FeatureMoveData への次の呼び出し を引き起こ し、 FeatureTransferData 

が呼び出された時に、 既にイ ンス ト ールされているすべて メ ンテナンス / アン イ ンス ト ール機能の フ ァ イルを含

む (Data1.hdr、 Data1.cab、 および Layout.bin は除 く ) すべての機能を再イ ンス ト ールし ます。 ( メ ンテナンス / ア
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ン イ ンス ト ール機能はリ リースビルダーによ ってデ ィ スク イ メ ージに自動的に配置され、 InstallShield では表示さ

れません。 ) 実行中のフ ァ イルメ デ ィ ア ラ イブラ リのコ ピーは、 後に続 く メ ンテナンス操作、 つま り更新、 修復

またはアン イ ンス ト ールに利用できるよ う ターゲッ ト マシンに格納されます。

構文

FeaturePatch ( );

パラ メ ーター

な し。

戻り値

追加情報

FeaturePatch は、 OnUpdateUIBefore イベン ト  ハン ド ラー関数のデフ ォル ト  コー ド で呼び出されます。

FeatureReinstall

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

既に実行済みのセ ッ ト ア ッ プで FeatureReinstall 関数を呼び出し た後に FeatureTransferData の次の呼び出し を行う

と、 後にセ ッ ト ア ッ プを実行し た と きに指定し たフ ァ イル転送を行います。

構文

FeatureReinstall ( );

パラ メ ーター

な し

テーブル 77 • FeaturePatch の戻り値

戻り値 説明

0 関数が成功し たこ と を示し ます。

< 0 関数が失敗し たこ と を示し ます。
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戻り値

FeatureRemoveAll

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FeatureRemoveAll はメ ンテナンスイ ンス ト ール中に前回イ ンス ト ール済みのすべての機能を強制的に削除するの

に利用し ます。 FeatureRemoveAll は通常、 SdWelcomeMaint ダイアログでユーザーが [ 削除 ] を選択し たと きに呼

び出されます。

FeatureRemoveAll を呼び出すとすべての機能の選択が解除されます。 その結果、 FeatureTransferData が呼び出さ

れたと き、 既にイ ンス ト ールされている機能 ( セ ッ ト ア ッ プログフ ァ イルがある場合、 それを読んで判断される ) 

が削除 ( アン イ ンス ト ール ) されます。

セ ッ ト ア ッ プは、 セ ッ ト ア ッ プログフ ァ イルを読んで機能が既にイ ンス ト ールされているか否かを判断し ます。

セ ッ ト ア ッ プ初期設定中に有効なログフ ァ イルが検出されなかった場合、 すべての機能がイ ンス ト ールされてい

ないとみな し ます。 この場合、 FeatureRemoveAll の呼び出しはすべての機能選択を ク リ ア し ますが、

FeatureTransferData が呼び出された と きには機能のアン イ ンス ト ールを強制し ません。

メ モ • FeatureRemoveAll はまた、 DISK1TARGET の場所へ自動的にイ ンス ト ールされた Disk 1 セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イ

ルを含む機能を初めとする内部機能をすべて選択解除し ます。

構文

FeatureRemoveAll ( );

パラ メ ーター

な し

テーブル 78 • FeatureReinstall の戻り値

戻り値 説明

0 セ ッ ト ア ッ プの再イ ンス ト レーシ ョ ンの準備が正常に行われたこ と を示し ま

す。

< 0 セ ッ ト ア ッ プの再イ ンス ト レーシ ョ ンの準備が、 正常に行われなかったこ と を

示し ます。
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戻り値

FeatureRemoveAllInLogOnly

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FeatureRemoveAllInLogOnly 関数はア ッ プデー ト イ ンス ト ール中に呼び出され、 セ ッ ト ア ッ プログフ ァ イルに記録

された通り、 現在のメ デ ィ アに無いが以前にイ ンス ト ールされているすべての機能を強制的に削除し ます。

構文

FeatureRemoveAllInLogOnly ( );

パラ メ ーター

な し。

戻り値

追加情報

FeatureRemoveAllInLogOnly を呼び出すと、 現在のメ デ ィ アに無いが以前にイ ンス ト ールされた機能すべてが選択

解除されます。 その結果、 FeatureTransferData が呼び出された と き これらの機能は削除 ( アン イ ンス ト ール ) され

ます

注意 • " 追加 " イ ンス ト ーラーで FeatureRemoveAllInLogOnly を呼び出さ ないで下さい。 追加イ ンス ト ーラーとは、

以前のイ ンス ト ーラーの機能の一部分を含むシステム上に既に存在するアプ リ ケーシ ョ ン と同じ INSTANCE_GUID  

テーブル 79 • FeatureRemoveAll の戻り値

戻り値 説明

0 関数がすべての機能選択を選択解除し たこ と を示し ます。

< 0 関数がすべての機能選択を選択解除する こ とができなかったこ を示し ます。

テーブル 80 • FeatureRemoveAllInLogOnly の戻り値

戻り値 説明

0 関数が機能選択を選択解除し たこ と を示し ます。

< 0 関数が機能選択を選択解除する こ とができなかったこ を示し ます。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ と

ができます。 たと えば、 FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 

(0x80070005) です。
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を含むイ ンス ト ーラーです。 これは現在のイ ンス ト ーラーの機能以外、 前回のイ ンス ト ーラーに含まれるすべて

の機能をアン イ ンス ト ール ( 削除 ) し ます。

イ ンス ト ーラーの初期化中に有効なログフ ァ イルが検出されなかった場合、 FeatureRemoveAllInLogOnly を呼び出

し ても効果があ り ません。

FeatureRemoveAllInMedia

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FeatureRemoveAllInMedia は現在のメ デ ィ アにある、 以前にイ ンス ト ールされてたすべての機能を強制的に削除す

るために、 メ ンテナンスイ ンス ト ール中に利用されます。 この関数は通常、 SdWelcomeMaint ダイアログでユー

ザーが [ 削除 ] を選択し た と きに呼び出されます。

FeatureRemoveAllInMedia を呼び出し た と き、 メ デ ィ アヘ ッ ダーにリ ス ト されている機能のみが削除されます。 但

し ア ッ プデー ト されたアプ リ ケーシ ョ ンで、 機能が削除されているがアン イ ンス ト ールされていない場合 ( つま

り、 ア ッ プデー ト メ デ ィ アに機能は存在し ないがオ リ ジナルメ デ ィ アにそれらが存在し た場合で、 ア ッ プデー ト

が FeatureRemoveAllInLogOnly を呼び出さ なかった場合 )、 これらの機能がアン イ ンス ト ール中に削除されるかど

うかはアプ リ ケーシ ョ ンが差分メ デ ィ アを使ってア ッ プデー ト されたか、 またはフルア ッ プデー ト メ デ ィ アを

使ってア ッ プデー ト されたかによ って異な り ます。

• フルメ デ ィ アを使ってアプ リ ケーシ ョ ンがア ッ プデー ト された場合、 フルメ デ ィ アヘ ッ ダーはオ リ ジナル メ

デ ィ アヘ ッ ダーと置換されます。 従って、 これらの機能はアン イ ンス ト ールの 中に削除されません。 

• 差分メ デ ィ アを使ってアプ リ ケーシ ョ ンがア ッ プデー ト された場合、 両方のヘ ッ ダーフ ァ イルが存在し ます。

し たがって、 FeatureRemoveAllInMedia がこれらの機能を削除し ます。 

イ ンス ト ールされた機能すべてが確実にアン イ ンス ト ールされるよ う、 イ ンス ト ールが 

FeatureRemoveAllInMediaAndLog を呼び出す必要があり ます。 これによ ってすべての機能が削除されます。

構文

FeatureRemoveAllInMedia();

パラ メ ーター

な し。
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戻り値

追加情報

FeatureRemoveAllInMedia を呼び出すと、 現在のメ デ ィ アにある機能すべてが選択解除されます。 その結果、

FeatureTransferData が呼び出された と き、 既にイ ンス ト ールされている機能 ( イ ンス ト ールログフ ァ イルがある

場合、 それを読んで判断される ) が削除 ( アン イ ンス ト ール ) されます。

イ ンス ト ールは、 イ ンス ト ール ログフ ァ イルを読み取って機能が既にイ ンス ト ールされているかど うかを判断し

ます。 イ ンス ト ール初期化中 (MAINTENANCE は FALSE) に有効なログフ ァ イルが検出されなかった場合、 すべて

の機能がイ ンス ト ールされていないと見な されます。 この場合、 FeatureRemoveAllInMedia を呼び出すとすべての

機能が選択解除され、 イ ンス ト ールは行われません。 しかし、 後に続 く  FeatureTransferData の呼び出しは ( ログ

フ ァ イルにアン イ ンス ト ールする項目が含まれているため ) 何もアン イ ンス ト ールし ません。 この場合の 

FeatureRemoveAllInMedia 呼び出しはお勧めできません。

メ モ • FeatureRemoveAll はメ ンテナンス / アン イ ンス ト ール機能を含むすべての内部機能も選択解除し ます。

FeatureRemoveAllInMediaAndLog

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FeatureRemoveAllInMediaAndLog 関数はア ッ プデー ト のイ ンス ト ール中に呼び出され、 以前にイ ンス ト ールされた

機能すべてを強制的に削除し ます。 これには現在のメ デ ィ アに含まれる機能と、 現在のメ デ ィ アには含まれてい

ないがセ ッ ト ア ッ プログフ ァ イルに記録されている機能を含みます。

構文

FeatureRemoveAllInMediaAndLog();

パラ メ ーター

な し。

テーブル 81 • FeatureRemoveAllInMedia の戻り値

戻り値 説明

0 関数がすべての機能選択を選択解除し たこ と を示し ます。

< 0 関数がすべての機能選択を選択解除する こ とができなかったこ を示し ます。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ と

ができます。 たと えば、 FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 

(0x80070005) です。
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戻り値

追加情報

FeatureRemoveAllInMediaAndLog を呼び出すこ とは、 FeatureRemoveAllInMedia と FeatureRemoveAllInLogOnly を呼び

出すのと同じ作用があ り ます。

FeatureRemoveAllInMediaAndLog を呼び出すと以前にイ ンス ト ールされているすべての機能の選択が解除されます。

その結果、 FeatureTransferData が呼び出された と き これらの機能は削除 ( アン イ ンス ト ール ) されます

イ ンス ト ールは、 セ ッ ト ア ッ プ ログフ ァ イルを読み取って機能が既にイ ンス ト ールされているかど うかを判断し

ます。 イ ンス ト ール初期化中 (MAINTENANCE は FALSE) に有効なログフ ァ イルが検出されなかった場合、 すべて

の機能がイ ンス ト ールされていないと見な されます。 この場合、 FeatureRemoveAllInMediaAndLog を呼び出すとす

べての機能が選択解除され、 イ ンス ト ールは行われません。 しかし、 後に続 く  FeatureTransferData の呼び出しは 

( ログフ ァ イルにアン イ ンス ト ールする項目が含まれているため ) 何もアン イ ンス ト ールし ません。 この場合の 

FeatureRemoveAllInMediaAndLog 呼び出しはお勧めできません。

メ モ • FeatureRemoveAllInMediaAndLog はメ ンテナンス / アン イ ンス ト ール機能を含むすべての内部機能も選択解

除し ます。

FeatureSaveTarget

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FeatureSaveTarget はセ ッ ト ア ッ ププロジ ェ ク ト によ って使用されたすべてのテキス ト 置換の現在値を取得し て、

イ ンス ト ールログフ ァ イルにこれを保管し ます。 これにはすべてのコ ンポーネン ト の現在のターゲッ ト デ ィ レ ク

ト リやすべてのターゲッ ト デ ィ レ ク ト リ関連システム変数、 およびその他のすべてのテキス ト 置換値などが含ま

れます。

セ ッ ト ア ッ プが初期化されて有効なログフ ァ イルが見つかる と、 この関数で以前に保管されていた値は自動的に

変更されます。 メ ンテナンスセ ッ ト ア ッ プはこれによ って以前にイ ンス ト ールされていたコ ンポーネン ト をア ッ

プデー ト し、 適切な場所に新しいコ ンポーネン ト を イ ンス ト ールし ます。

テーブル 82 • FeatureRemoveAllInMediaAndLog の戻り値

戻り値 説明

0 関数がすべての機能選択を選択解除し たこ と を示し ます。

< 0 関数がすべての機能選択を選択解除する こ とができなかったこ を示し ます。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ と

ができます。 た と えば、 FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 

(0x80070005) です。
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構文

FeatureSaveTarget ( szReserved );

パラ メ ーター

戻り値

この関数は常にゼロ (0) を返し ます。

FeatureSelectItem

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FeatureSelectItem 関数は、 機能の選択ステータ スを [ 選択 ] または [ 非選択 ] のいずれかに設定し ます。

FeatureSelectItem を使って、 機能ダイアログに機能が表示される前に選択ステータ スを変更し た り、 イ ンス ト ー

ルの必要に応じ て、 選択内容を後から変更または上書き し た り できます。

メ モ • FeatureSelectItem を呼び出し た後にセ ッ ト ア ッ プの種類選択関数を呼び出す場合 ( た と えば 

FeatureSetupTypeSet、 SetupType2、 SdSetupType、 または SdSetupTypeEx)、 FeatureSelectItem によ って設定され

た機能の選択は、 セ ッ ト ア ッ プの種類での選択で上書き されます。 ( これは、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加

する内部の機能に影響し ない機能に適用し ます。 )SetupType2 は、 OnBegin、 OnCCPSearch および OnAppSearch イ

ベン ト  ハン ド ラー関数が呼び出される OnFirstUIBefore イベン ト  ハン ド ラー関数のデフ ォル ト コー ド に呼び出さ

れます。 OnFirstUIBefore イベン ト  ハン ド ラーを上書きまたはカス タ マイズできます。

FeatureSelectItem を使って機能の選択を解除する場合、 機能ダイアログを使って機能の選択解除する場合と同じ

規則が適用されます。 つま り、 機能が現在選択されている機能で必要な場合、 その選択を解除する こ とはできま

せん。 し たがって、 別の機能が必要とする機能の選択を解除するには、 その機能を必要とする機能の選択を解除

し てから、 選択解除を行う必要があ り ます。

• 以前の機能選択が自動的に既存のログ フ ァ イルから ロー ド されるため、 通常はメ ンテナンス モー ド中に 

FeatureSelectItem を呼び出す必要はあり ません。

構文

FeatureSelectItem ( szFeatureSource, szFeature, bSelect );

テーブル 83 • FeatureSaveTarget のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szReserved このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。 他の値は使用できません。
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パラ メ ーター

戻り値

FeatureSelectItem の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * FeatureSelectItem 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例は、 機能の状態を選択または非選択に設定する 

 * 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * コ メ ン ト : このスク リ プ ト 例を実行するには、 い く つかの機能および

 * / またはフ ァ イルを含むコンポーネン ト を持つサブ機能を含む

 プロジェ ク ト を作成 ( またはプロジ ェ ク ト に挿入 ) します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

テーブル 84 • FeatureSelectItem のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFeatureSource スク リ プ ト 作成機能セ ッ ト または (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合は ) 選択状

態を設定する機能を含むフ ァ イルメ デ ィ アラ イブ ラ リのメ デ ィ ア名を指定し ま

す。

szFeature 選択ステータ スを設定する機能を指定し ます。

このパラ メ ーターでは、 ヌル文字列 ("") を指定できます。 ヌル文字列を指定す

る と、 szFeatureSource からの機能は bSelect の値に基づいて選択 / 非選択され

ます。

InstallScript で機能およびサブ機能を指定する方法についての詳細は、 「関数呼

び出し で機能やサブ機能を指定する」 を参照し て く だ さい。

bSelect 機能が選択されるべきかど うかを指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定

義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• TRUE — 特定の機能を選択し ます。

• FALSE — 特定の機能を選択し ません。

テーブル 85 • FeatureSelectItem の戻り値

戻り値 説明

0 FeatureSelectItem が機能の選択ステータ スを正し く 設定し ま し た。

< 0 FeatureSelectItem が機能の選択ステータ スを設定できませんで し た。 追加の情

報については、 「FeatureError」 を参照し て く ださい。
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// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

// Windows Installer API 関数プロ ト タ イプと定数用に iswi.h をインクルード し、

// OnBegin イベン ト と OnEnd イベン ト 用のコード を宣言します。

#include "iswi.h"

// キーワードのエクスポー トは MyFunction () をエン ト リポイン ト関数と して識別します。

// 使用する引数は、 Installer データベースへのハン ドルでな く てはな り ません。

 export prototype MyFunction(HWND); 

// 必要な処理 : グローバル変数の宣言、 定数の定義、 およびユーザー定義の関数並びに DLL 関数を

//         こ こでプロ ト タ イプ化します。

 

function MyFunction(hMSI)

STRING svDir, szTitle, szMsg;

 

begin

svDir  = INSTALLDIR;

szTitle = " 機能の選択 ";

szMsg   = " コンピューターへインス ト ールする機能を選択して く ださい。 ";

 

// Subfeature2 の選択状態を非選択に設定します。

FeatureSelectItem (MEDIA, "Feature1\\Subfeature2", FALSE);

// 利用可能な機能を表示します。

SdFeatureTree (szTitle, szMsg, svDir, "", 2); 

end;

FeatureSelectNew

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FeatureSelectNew 関数は新しい機能の選択状態を選択または選択解除の何れかに設定し ます。

構文

FeatureSelectNew (szFeatureSource, bSelect);
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

新しい機能はイ ンス ト ーラーのフ ァ イルメ デ ィ アラ イブラ リ に存在するが、 既存のログフ ァ イルには存在し ない

機能です。 FeatureSelectNew は一般的にア ッ プデー ト イ ンス ト ールで呼び出され、 機能ダイアログに機能を表示

する前に新しい機能を選択し ます。 FeatureSelectNew は、 OnUpdateUIBefore イベン ト ハン ド ラー関数のデフ ォル

ト コー ド で呼び出されます。

メ モ • FeatureSelectNew を呼び出し た後でセ ッ ト ア ッ プの種類選択関数を呼び出すと、 FeatureSelectNew で設定さ

れた機能選択はセ ッ ト ア ッ プの種類の選択で上書き されます。

以前の機能選択が自動的に既存のログフ ァ イルから ロー ド されるため、 通常はメ ンテナンス モー ド中に 

FeatureSelectNew を呼び出す必要はあり ません。

FeatureSetData

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

テーブル 86 • FeatureSelectNew のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFeatureSource 選択ステータ スを設定する、 新しい機能を含むフ ァ イルメ デ ィ アラ イブラ リの

メ デ ィ ア名を指定し ます。 一般的に、 この引数はシステム変数 MEDIA へ同等

に設定されます。

bSelected 機能を選択するか選択解除するかど うかを指定し ます。 このパラ メ ーターに、

以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• TRUE — 新しい機能を選択し ます。

• FALSE — 新しい機能を選択解除し ます。

テーブル 87 • FeatureSelectNew の戻り値

パラ メ ーター 説明

0 FeatureSelectNew が機能の選択状態を設定し ま し た。

< 0 FeatureSelectNew  が機能の選択状態を設定できませんで し た。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ と

ができます。 たと えば、 FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 

(0x80070005) です。
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• InstallScript MSI

FeatureSetData 関数は、 指定し た機能のプロパテ ィ やデータ を設定し ます。 設定のほとんどは [ 機能 ] ビ ューのプ

ロパテ ィ に対応し ます。

構文

FeatureSetData ( szFeatureSource, szFeature, nInfo, nData, szData );
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
パラ メ ーター

テーブル 88 • FeatureSetData のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFeatureSource スク リ プ ト 作成機能セ ッ ト または (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合は ) プロパテ ィ

及びデータ を設定する機能を含むフ ァ イルメ デ ィ アラ イブ ラ リのメ デ ィ ア名を指定

し ます。

szFeature 機能の名前を指定し ます。 InstallScript での機能やサブ機能の指定についての詳細

は、 「 関数呼び出し で機能やサブ機能を指定する」 を参照し て く だ さい。

nInfo 設定する情報の種類を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう

ちの 1 つを渡し ます。

• FEATURE_FIELD_DESCRIPTION—  このテキス ト は、 選択ダイアログの [ 説明 ] 

フ ィ ールド に表示されます。

• FEATURE_FIELD_FTPLOCATION — FTP ロケーシ ョ ン。

• FEATURE_FIELD_HTTPLOCATION — HTTP ロケーシ ョ ン。

• FEATURE_FIELD_STATUS ( スク リ プ ト 作成機能セ ッ ト 以外 ) — このテキス ト は、

フ ァ イル転送中に進行状況イ ンジケーターに表示されます。

• FEATURE_FIELD_VISIBLE — 機能が機能選択ダイアログに表示されるか否かを示

し ます。 パラ メ ーターの nData は、 以下のいずれかにな り ます。

TRUE: 機能は表示されます。 

FALSE: 機能は表示されません。 

• FEATURE_FIELD_SELECTED — 機能の選択状態を設定し ます。 この設定は、

FeatureSelectItem と同様の影響を与えます。 パラ メ ーターの nData は、 以下の

いずれかにな り ます。

TRUE: 機能を選択し ます。 

FALSE: 機能を選択し ません。 

• FEATURE_FIELD_SIZE ( フ ァ イルメ デ ィ ア以外 ) — 機能に対する元のフ ァ イルの

サイズの合計。

• FEATURE_FIELD_MISC — その他のテキス ト 。

• FEATURE_FIELD_DISPLAYNAME ( オブジ ェ ク ト プロジ ェ ク ト 以外 ) — szFeature 

で指定し た昨日の機能選択ダイアログに表示する名前を示し ます。

• FEATURE_FIELD_IMAGE — 機能のデフ ォル ト のアイ コ ンの割り当てを上書き し ま

す。 表示するアイ コ ンのイ ンデッ クスを nData で渡し ます。 機能についてアイ

コ ンを表示し ないよ う に指定するには、 nData で -1 を渡し ます。

nData nInfo によ って示された情報が数値の場合に、 設定する数値を指定し ます。

szData nInfo によ って示された情報が文字列の場合に、 設定する文字列値を指定し ます。
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戻り値

FeatureSetData の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * FeatureSetData 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例は、 指定した機能のデータ とプロパテ ィ を

 * 設定する関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * コ メ ン ト : このスク リ プ ト 例を実行するには、 い く つかの機能および

 * / またはフ ァ イルを含むコンポーネン ト を持つサブ機能を含む 

 *  プロジェ ク ト を作成 ( またはプロジ ェ ク ト に挿入 ) します。 

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

// Windows Installer API 関数プロ ト タ イプと定数用に iswi.h をインクルード し、

// OnBegin イベン ト と OnEnd イベン ト 用のコード を宣言します。

#include "iswi.h"

// キーワードのエクスポー トは MyFunction () をエン ト リポイン ト関数と して識別します。

// 使用する引数は、 Installer データベースへのハン ドルでな く てはな り ません。

 export prototype MyFunction(HWND); 

 

// 必要な処理 : グローバル変数の宣言、 定数の定義、 およびユーザー定義の関数並びに DLL 関数を

//         こ こでプロ ト タ イプ化します。

 

function MyFunction(hMSI)

STRING svDir, szTitle, szMsg, szData;

NUMBER nData;

 

begin

svDir  = INSTALLDIR;

szTitle = " 機能の選択 ";

szMsg   = " コンピューターへインス ト ールする機能を選択して く ださい。 ";

テーブル 89 • FeatureSetData の戻り値

戻り値 説明

0 FeatureSetData が成功し ま し た。

< 0 FeatureSetData が失敗し ま し た。 追加情報については、 FeatureError を呼び出し て く

だ さい。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ とがで

きます。 た と えば、 FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 (0x80070005) 

です。
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szData  = " 必要な機能 ";

// エン ドユーザーから Feature1 を隠します。

FeatureSetData (MEDIA, "Feature1", FEATURE_FIELD_VISIBLE, FALSE, szData);

// Feature2 の表示名を設定します。

FeatureSetData (MEDIA, "Feature2", FEATURE_FIELD_DISPLAYNAME, nData, szData);

// 利用可能な機能を表示します。

SdFeatureTree (szTitle, szMsg, svDir, "", 2); 

end;

FeatureSetTarget

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FeatureSetTarget 関数は szLocation の値を szPropertyVar が指定するパブ リ ッ ク プロパテ ィ  (InstallScript MSI プロ

ジ ェ ク ト の場合 )、 またはプロパテ ィ 変数 (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) に割り当てます。 プロパテ ィ 、 また

はプロパテ ィ 変数は [ コ ンポーネン ト ] ビ ューの [ イ ンス ト ール先フ ィ ールド ]、 または [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] 

ビ ュー内のシ ョ ー ト カ ッ ト の [ ターゲッ ト ] フ ィ ールド で利用する こができます。 FeatureMoveData を呼び出す前

に、 FeatureSetTarget を呼び出し て く だ さい。

メ モ • この関数は、 スク リ プ ト 作成機能セ ッ ト では使用できません。

この関数は、 オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ 変数の値を設定できません。 オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ 変数の値を設定

するには、 オブジ ェ ク ト の ScriptDefinedVar プロパテ ィ を使用する必要があ り ます。 詳細については、 オブジ ェ ク

ト のヘルプページを参照し て く だ さい ( オブジ ェ ク ト のヘルプページは、 [ オブジ ェ ク ト ] ビ ューでオブジ ェ ク ト

を選択するか、 オブジ ェ ク ト がプロジ ェ ク ト に含まれている場合は [ 機能 ] ビ ューまたは [ セ ッ ト ア ッ プデザイ ン

] ビ ューから選択する こ とによ り表示する こ とができます )。 ScriptDefinedVar プロパテ ィ を作成し たオブジ ェ ク ト

に追加する方法は、 「ScriptDefinedVar プロパテ ィ をオブジ ェ ク ト に追加する 」 を参照し て く だ さい。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 この関数は Directory テーブルにあるパブ リ ッ ク プロパテ ィ にパスを設定す

るために利用されます。 コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール先、 またはシ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト を ク リ ッ ク し て

新規デ ィ レ ク ト リ を作成する こ とができます。 新し く 作成し たデ ィ レ ク ト リは、 その Directory_Parent が 

TARGETDIR と な り ます。 スク リ プ ト を通し て、 FeatureSetTarget を使ってパブ リ ッ ク プロパテ ィ  ( デ ィ レ ク ト リ

) を設定する こ とができます。

構文

FeatureSetTarget ( szFeatureSource, szPropertyVar, szLocation );
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パラ メ ーター

戻り値

この関数は常に 0 を返し ます。

FeatureSetTarget の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * FeatureSetTarget 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。 この関数を

 * InstallScript プロジェ ク ト用のスク リ プ トへ追加する と、 

 * SdAskDestPath ダイアログの INSTALLDIR 値が変更 

 * 表示されます。 そのインス ト ール先が OTHERLOC のコンポーネン ト を含む 

 * プロジ ェ ク ト では、 それも変更されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

function OnBegin()

begin

// 初回インス ト ール用に INSTALLDIR または OTHERLOC デ ィ レク ト リ プロパテ ィの値を変更します。 

//

if (!MAINTENANCE) then

FeatureSetTarget(MEDIA, "<INSTALLDIR>", "C:\\RightHere");

FeatureSetTarget(MEDIA, "<OTHERLOC>", "C:\\SomewhereElse");

endif;

end;

テーブル 90 • FeatureSetTarget のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFeatureSource ユーザー定義の変数が設定される フ ァ イルメ デ ィ アラ イブ ラ リのメ デ ィ ア名を指

定し ます。

szPropertyVar ユーザー定義の変数を指定し ます。 InstallShield では、 ユーザー定義の変数は 変数

名 とい う形式にな り ます。

プロジ ェ ク ト • (InstallScript MSI のみ :) このパラ メ ーターで利用されるプロパテ ィ

はパブ リ ッ ク プロパテ ィ でな く てはな り ません。 このプロパテ ィ について、 [ プロ

パテ ィ マネージャー ] でエン ト リ を作成する必要はあ り ません。 プロパテ ィ を イ

ンス ト ール先と し て利用する場合、 機能ではな く コ ンポーネン ト のイ ンス ト ール

先と し て利用し な く てはな り ません。

szLocation ユーザー定義変数を代替するパス式を指定し ます。 この文字列には、 長いパスを

指定する場合でも余分な引用符を含めないで く だ さい。 szLocation の値は、

szPropertyVar が使用される方法に基づいて、 完全パス ( ド ラ イブ文字およびコ ロ

ンを含む ) または部分的パスのどち らかにな り ます。
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FeatureSetupTypeEnum

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FeatureSetupTypeEnum 関数は、 指定のメ デ ィ アに関連するセ ッ ト ア ッ プ タ イプをすべて列挙し ます。 これらの

セ ッ ト ア ッ プの種類は IDE で設定し、 フ ァ イルメ デ ィ アに格納されます。 ListCreate 関数を使用し て、

listSetupTypes 文字列リ ス ト を作成する必要があ り ます。

メ モ • この関数は、 スク リ プ ト 作成機能セ ッ ト では使用できません。

構文

FeatureSetupTypeEnum ( szFeatureSource, listSetupTypes );

パラ メ ーター

戻り値

FeatureSetupTypeEnum の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * FeatureSetupTypeEnum 関数を示します。

 *

テーブル 91 • FeatureSetupTypeEnum のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFeatureSource セ ッ ト ア ッ プの種類が列挙される フ ァ イルメ デ ィ アのメ デ ィ ア名を指

定し ます。

listSetupTypes 指定のメ デ ィ アの全セ ッ ト ア ッ プの種類の一覧を返し ます。

listSetupTypes によ って識別される文字列リ ス ト は、 ListCreate への呼

び出しによ って既に初期化されている必要があ り ます。

テーブル 92 • FeatureSetupTypeEnum の戻り値

戻り値 説明

0 FeatureSetupTypeEnum が成功し ま し た。

< 0 FeatureSetupTypeEnum が失敗し ま し た。
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 * このスク リ プ トはメデ ィ アないのセッ ト ア ッ プの種類を列挙します。

 *

 メ モ : このスク リ プ ト例を実行するには、 い く つかの機能および

 *        定義されたプロジ ェ ク ト を作成

 *        ( またはプロジェ ク ト に挿入 ) します。 DEFTYPE の値はセッ ト ア ッ プの種類のいずれかの

 *        名前でな く てはなり ません。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define SDSHOWTITLE " セッ ト ア ッ プの種類の列挙 "

#define SDSHOWMSG   MEDIA + " 列挙された メデ ィ アのセッ ト ア ッ プの種類は :"

#define SETUPTITLE                 " セッ ト ア ッ プの種類の選択 "

#define SETUPMSG    " セッ ト ア ッ プの種類を選択します。 "

#define DEFTYPE     " 標準 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_FeatureSetupTypeEnum(HWND);

function ExFn_FeatureSetupTypeEnum(hMSI)

LIST   listID;

STRING svSetupType;

begin

// セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

// セッ ト ア ッ プの種類を格納するためのリ ス ト を作成します。

listID = ListCreate ( STRINGLIST );

// セッ ト ア ッ プの種類名を メデ ィ アから リス トへ取得します。

if (FeatureSetupTypeEnum( MEDIA, listID) < 0 ) then

MessageBox ("FeatureSetupTypeEnum が失敗しました。 ", WARNING);

endif;

// セッ ト ア ッ プの種類を表示します。

SdShowInfoList (SDSHOWTITLE, SDSHOWMSG, listID);

// こ こで選択ダイアログにセッ ト ア ッ プの種類を表示します。

svSetupType = DEFTYPE;

SdSetupTypeEx (SETUPTITLE, SETUPMSG, "", svSetupType, 0);

// メ モ リから リス ト を リ リースします。

ListDestroy(listID);

end;

FeatureSetupTypeGetData

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI
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FeatureSetupTypeGetData 関数は、 指定し たセ ッ ト ア ッ プ タ イプに関連するデータ を読み出し ます。 取得後、 この

データは、 あらゆる目的に使用できます。

FeatureSetupTypeGetData の典型的なのアプ リ ケーシ ョ ンは、 カス タム セ ッ ト ア ッ プに関連し たダイアログにセ ッ

ト ア ッ プ情報を表示し ます。 カス タムダイアログを表示する WaitOnDialog を呼び出し た後、 switch-case ステー ト

メ ン ト 内で FeatureSetupTypeGetData を呼び出し ます。

メ モ • この関数は、 スク リ プ ト 作成機能セ ッ ト では使用できません。 

構文

FeatureSetupTypeGetData ( szFeatureSource, szSetupType, nInfo, nvResult, svResult );
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
パラ メ ーター

戻り値

FeatureSetupTypeGetData の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * FeatureSetupTypeGetData 関数、 FeatureGetData 関数、

 * FeatureSetData 関数、 SdFeatureDialog2 関数、 そして FeatureSelectItem 関数の

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト 例を実行するには、

 *  次の機能 (f)、 サブ機能 (sf)、 および コンポーネン ト (c)

 *         を利用します :

 *

 *        (f) Program_Files

テーブル 93 • FeatureSetupTypeGetData のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFeatureSource セ ッ ト ア ッ プの種類に関連し たデータが取得される フ ァ イルメ デ ィ アのメ

デ ィ ア名を指定し ます。

szSetupType セ ッ ト ア ッ プの種類名を指定し ます。 この名前は、 「標準」 のよ う に、

InstallShield イ ン ターフ ェ イス で表示される とお り に指定する必要があ り

ます。

nInfo 読み出す情報を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数の

う ちの 1 つを渡し ます。

• SETUPTYPE_INFO_DESCRIPTION — 指定のセ ッ ト ア ッ プの種類の説明

を取得し ます。 説明は、 svResult で戻されます。

• SETUPTYPE_INFO_DISPLAYNAME — セ ッ ト ア ッ プの種類の表示名を取

得し ます。 名前は、 svResult で戻されます。

nvResult nInfo がその種類の情報を指定する際、 NUMBER 値または LONG 値を返し

ます。

svResult nInfo がそのタ イプの情報を指定する際、 STRING 値を返し ます。

テーブル 94 • FeatureSetupTypeGetData の戻り値

戻り値 説明

0 FeatureSetupTypeGetData が成功し ま し た。

< 0 FeatureSetupTypeGetData が失敗し ま し た。 追加情報については、

FeatureError を呼び出し て く だ さい。
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 *  (c) Program_DLLS

 *  (c) Program_EXEs

 *  (f) Example_Files

 *  (sf) Small_Documents

 * (c) Small_Document_Examples

 *  (sf) Books

 * (c) Book_Examples

 *  (sf) Graphics

 * (c) Graphic_Examples

 *  (f) Help_Files

 *  (c) Help_Files

 *  (f) Utilities

 *  (sf) Grammar_Checker

 * (c) Grammar_Checker

 *                 (sf) Art_Studio

 * (c) Art_Studio

 *

 * Program_Files と Example_Files 機能およびそのサブ機能について、

 * 機能プロパテ ィ シー ト にある説明フ ィ ールドへ、 必ず

 * 詳細を記入するよ うにして下さい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// 文字列を定義します。 実際のインス ト ールでは [ 文字列エデ ィ ター ] ビューでこれらを定義し、

// スク リ プ トの各文字列 ID の前に @ 記号を挿入します。

#define FEAT_SELECT_TITLE               " 機能選択 "

#define FEAT_SELECT_MSG1                " 重要 ! 様々な機能名、 "

#define FEAT_SELECT_MSG2                " サブ機能名、 説明、 そして "

#define FEAT_SELECT_MSG3                " 選択設定に注意して く ださい。 "

#define FEAT_SELECT_MSG4                " 重要 ! 変更された機能名、 "

#define FEAT_SELECT_MSG5                " サブ機能名、 説明、 そして "

#define FEAT_SELECT_MSG6                " 選択設定に注意して く ださい。 "

#define FEAT_PROGRAMFILES_DISPLAYNAME   " プログラムフ ァ イル "

#define FEAT_EXAMPLEFILES_DISPLAYNAME   "Example Files"

#define FEAT_SMALLDOCUMENTS_DISPLAYNAME "Small Documents"

#define FEAT_BOOKS_DISPLAYNAME          "Books"

#define FEAT_GRAPHICS_DISPLAYNAME       "Graphics"

#define SETUP_TYPE                      " 標準 "

// グローバル変数の宣言。

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_FeatureSetupTypeGetData(HWND);

function ExFn_FeatureSetupTypeGetData(hMSI)

STRING  svInfo, szInfo, szFeature;

NUMBER  nvInfo, nInfo, nResult;

begin

// SETUP_TYPE セ ッ ト ア ッ プの種類の詳細フ ィ ールドデータ を取得します。

FeatureSetupTypeGetData (MEDIA, SETUP_TYPE, SETUPTYPE_INFO_DESCRIPTION,

nvInfo, svInfo );

SprintfBox (INFORMATION, "FeatureSetupTypeGetData のデモンス ト レーシ ョ ン ",

 "FeatureSetupTypeGetData は " +

 "" + SETUP_TYPE + " 詳細フ ィ ールド :\n\n%s から次の値を取得します ",

 svInfo);
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// FeatureGetData を使って FEAT_PROGRAMFILES_DISPLAYNAME 機能の

// 詳細フ ィ ールドデータ を取得します。

szFeature = FEAT_PROGRAMFILES_DISPLAYNAME;

nResult = FeatureGetData (MEDIA, szFeature, FEATURE_FIELD_DESCRIPTION,

 nvInfo, svInfo);

SprintfBox (INFORMATION, "FeatureGetData のデモンス ト レーシ ョ ン ",

 "FeatureGetData は " +

 "" + FEAT_PROGRAMFILES_DISPLAYNAME +

 " 説明フ ィ ールドから次の値を取得します :\n\n%s", svInfo);

// セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

// 機能選択ダイアログの元の説明フ ィ ールド値

// を表示します。

SdFeatureDialog2 (FEAT_SELECT_TITLE, FEAT_SELECT_MSG1 + FEAT_SELECT_MSG2 +

 FEAT_SELECT_MSG3, INSTALLDIR, "");

// Program_Files 機能と Example_Files 機能並びにサブ機能の

// 表示名を変更します。

szInfo = " 機能名を変更しました。 ";

nResult = FeatureSetData (MEDIA, szFeature, FEATURE_FIELD_DISPLAYNAME,

 nInfo, szInfo);

szFeature = FEAT_EXAMPLEFILES_DISPLAYNAME;

nResult = FeatureSetData (MEDIA, szFeature, FEATURE_FIELD_DISPLAYNAME,

 nInfo, szInfo);

szFeature = FEAT_EXAMPLEFILES_DISPLAYNAME + "\\" +

FEAT_SMALLDOCUMENTS_DISPLAYNAME;

nResult = FeatureSetData (MEDIA, szFeature, FEATURE_FIELD_DISPLAYNAME,

 nInfo, szInfo);

szFeature = FEAT_EXAMPLEFILES_DISPLAYNAME + "\\" +

FEAT_BOOKS_DISPLAYNAME;

nResult = FeatureSetData (MEDIA, szFeature, FEATURE_FIELD_DISPLAYNAME,

 nInfo, szInfo);

szFeature = FEAT_EXAMPLEFILES_DISPLAYNAME + "\\" + FEAT_GRAPHICS_DISPLAYNAME;

nResult = FeatureSetData (MEDIA, szFeature, FEATURE_FIELD_DISPLAYNAME,

 nInfo, szInfo);

// Program_Files 機能と Example_Files 機能並びにサブ機能に表示される

// 説明を変更しました。

szFeature = FEAT_PROGRAMFILES_DISPLAYNAME;

szInfo = " 説明フ ィ ールド値を変更しました。 ";

nResult = FeatureSetData (MEDIA, szFeature, FEATURE_FIELD_DESCRIPTION,

 nInfo, szInfo);

szFeature = FEAT_EXAMPLEFILES_DISPLAYNAME;
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nResult = FeatureSetData (MEDIA, szFeature, FEATURE_FIELD_DESCRIPTION,

 nInfo, szInfo);

szFeature = FEAT_EXAMPLEFILES_DISPLAYNAME + "\\" +

FEAT_SMALLDOCUMENTS_DISPLAYNAME;

nResult = FeatureSetData (MEDIA, szFeature, FEATURE_FIELD_DESCRIPTION,

nInfo, szInfo);

szFeature = FEAT_EXAMPLEFILES_DISPLAYNAME + "\\" + FEAT_BOOKS_DISPLAYNAME;

nResult = FeatureSetData (MEDIA, szFeature, FEATURE_FIELD_DESCRIPTION,

 nInfo, szInfo);

szFeature = FEAT_EXAMPLEFILES_DISPLAYNAME + "\\" + FEAT_GRAPHICS_DISPLAYNAME;

nResult = FeatureSetData (MEDIA, szFeature, FEATURE_FIELD_DESCRIPTION,

nInfo, szInfo);

 

// Program_Files 機能、 Example_Files 機能 （並びに拡張子に従ったすべてのサブ機能）

// の選択を解除します。

FeatureSelectItem (MEDIA, FEAT_PROGRAMFILES_DISPLAYNAME, FALSE);

FeatureSelectItem (MEDIA, FEAT_EXAMPLEFILES_DISPLAYNAME, FALSE);

 

// 機能を再び表示します。 名前、 詳細、 そして選択設定が

// 変更されています。

SdFeatureDialog2 (FEAT_SELECT_TITLE, FEAT_SELECT_MSG4 + FEAT_SELECT_MSG5 +

FEAT_SELECT_MSG3, INSTALLDIR, "");

end;

FeatureSetupTypeSet

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FeatureSetupTypeSet 関数は、 szFeatureSource によ って参照される フ ァ イルメ デ ィ アラ イブラ リの指定のセ ッ ト

ア ッ プ タ イプを設定し ます。 FeatureSetupTypeSet を使用し て、 SdSetupTypeEx のよ う なセ ッ ト ア ッ プ タ イプダイ

アログの設定を上書きできます。

メ モ • この関数は、 スク リ プ ト 作成機能セ ッ ト では使用できません。

構文

FeatureSetupTypeSet ( szFeatureSource, szSetupType );
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
パラ メ ーター

戻り値

FeatureSetupTypeSet の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * FeatureSetupTypeSet 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト 例を実行するには、

 *       機能を含むプロジ ェ ク ト を作成 ( またはプロジェ ク ト に挿入 )

 *       します。 セッ ト ア ッ プの種類のデフ ォル トの

 *     機能選択を必ず指定して く ださい。 [ 小 ] セッ ト ア ッ プ タ イプを

 *       含まない場合、 下の #define SETUP_TYPE 行で

 *     セッ ト ア ッ プの種類のひとつを SETUP_TYPE と

 *     定義して く ださい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define SETUP_TYPE   " 小 "

#define SETUPTYPE_TITLE                 " セッ ト ア ッ プの種類の選択 "

#define SDSETUPMSG   " セッ ト ア ッ プの種類を " + SETUP_TYPE + " 以外から選択して く ださい。 "

#define SDFEATTITLE  " 機能の選択 "

#define SDFEATMSG1   "FeatureSetupTypeSet の前の機能選択。 "

#define SDFEATMSG2   "FeatureSetupTypeSet の後の機能選択。 "

#define MSG1         "FeatureSetupTypeSet はすべてを選択します \n"

#define MSG2         "" + SETUP_TYPE + " セッ ト ア ッ プの種類にある機能。 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_FeatureSetupTypeSet(HWND);

function ExFn_FeatureSetupTypeSet(hMSI)

テーブル 95 • FeatureSetupTypeSet のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFeatureSource セ ッ ト ア ッ プの種類が設定される フ ァ イルメ デ ィ アのメ デ ィ ア

名を指定し ます。

szSetupType 設定するセ ッ ト ア ッ プの種類を指定し ます。

テーブル 96 • FeatureSetupTypeSet の戻り値

戻り値 説明

0 FeatureSetupTypeSet が成功し ま し た。

< 0 FeatureSetupTypeSet 失敗し ま し た。
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STRING szSetupType, svSetup, svDir;

begin

 // セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

 Disable(BACKBUTTON);

 // SETUP_TYPE 以外のセッ ト ア ッ プの種類を選択して、 デフ ォル トの選択設定を

 // 表示します。

 SdSetupTypeEx (SDSETUPTITLE, SDSETUPMSG, "", svSetup, 0);

 // 選択したセッ ト ア ッ プの種類の機能選択を表示します。

 svDir = INSTALLDIR;

 SdFeatureMult (SDFEATTITLE, SDFEATMSG1, svDir, "");

 MessageBox (MSG1 + MSG2, INFORMATION);

 // こ こで SETUP_TYPE の機能を選択して、 前回のセッ ト ア ッ プの種類選択を

 // 変更または上書き します。 その他すべては選択解除されています。

 szSetupType = SETUP_TYPE;

 if (FeatureSetupTypeSet (MEDIA, szSetupType) < 0) then

 MessageBox ("FeatureSetupTypeSet failed.", SEVERE);

 endif;

 // 新しい機能選択を表示します。

 SdFeatureMult (SDFEATTITLE, SDFEATMSG2, svDir, "");

end;

FeatureSpendCost

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用されます。

FeatureSpendCost 関数は、 セ ッ ト ア ッ プの外部にある イベン ト によ って使用された特定のコス ト について、 進行

状況バーを更新する必要がある こ と をセ ッ ト ア ッ プに伝えます。 この関数は、 セ ッ ト ア ッ プ自身が相応のコ ス ト

を使用し たかのよ う に適切に進行状況バーを更新する効果があり ます。 この関数は、 FeatureTransferData や 

FeatureMoveData の呼び出しによ って発生する イベン ト など、 標準フ ァ イル操作イベン ト 中のみに呼び出すこ とが

できます。 通常、 この関数は、 コス ト を使用する外部のイベン ト が発生し た際に発生する OnInstalling または 

OnInstalled イベン ト の実行中に呼び出されます。

メ モ • この関数を、 XCopyFile または CopyFile などのセ ッ ト ア ッ プエンジンが実行する フ ァ イル転送操作に呼び出

す必要はあ り ません。 これらのメ カニズムは、 操作中自動的にステータ スバーをア ッ プデー ト し ます。 ただ し、

FeatureAddCost は、 この場合、 イ ンス ト ールが追加のコス ト を認識するよ う に ( フ ァ イル転送操作が始まる前に ) 

呼び出す必要があ り ます。

構文

FeatureSpendCost ( nCostHigh, nCostLow );
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パラ メ ーター

戻り値

FeatureSpendUninstallCost

プロジ ェ ク ト • この関数は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FeatureSpendUninstallCost 関数は、 セ ッ ト ア ッ プの外部にある イベン ト によ って使用された一定のアン イ ンス ト ー

ル ‘ コス ト ’ の進行状況バーを更新する必要がある こ と をセ ッ ト ア ッ プに伝えます。 この関数は、 セ ッ ト ア ッ プ

自身が相応のコス ト を使用し たかのよ う に適切に進行状況バーを更新する効果があり ます。 この関数は、

FeatureTransferData や FeatureMoveData の呼び出しによ って発生する イベン ト など、 標準フ ァ イル操作イベン ト

中のみに呼び出すこ とができます。 通常、 この関数は、 コス ト を使用する外部のイベン ト が発生し た際に発生す

る OnInstalling または OnInstalled イベン ト の実行中に呼び出されます。

メ モ • この関数を、 XCopyFile または CopyFile 操作 などアン イ ンス ト ール ログ フ ァ イルにリ ス ト される フ ァ イル

転送操作に呼び出す必要はあ り ません。 ステータ スバーは、 ログフ ァ イルにリ ス ト されるアイテムに自動的に更

新されます。 また、 セ ッ ト ア ッ プはログフ ァ イルに リ ス ト されるすべてのアイテムを自動的に明らかにするので、

ログフ ァ イルに リ ス ト されるアイテムに FeatureAddUninstallCost を呼び出す必要はあ り ません。 ただし、

FeatureAddCost は、 この場合、 フ ァ イル転送メ カニズムが追加のコス ト を認識するよ う に呼び出す必要があり ま

す。

構文

FeatureSpendUninstallCost ( nOps, nOpType);

テーブル 97 • FeatureSpendCost のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nCostHigh 使用する イ ンス ト ール コス ト の上位 31 ビ ッ ト  を指定し ます。

nCostLow 使用する イ ンス ト ール コス ト の下位 31 ビ ッ ト を指定し ます。

テーブル 98 • FeatureSpendCost の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS 関数が進行状況バーを正常にア ッ プデー ト し たこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS 関数が進行状況バーをア ッ プデー ト できなかったこ と を示し ま

す。
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
パラ メ ーター

戻り値

FeatureStandardSetupTypeSet

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FeatureStandardSetupTypeSet 関数は、 現在のセ ッ ト ア ッ プ タ イプを nSetupType が指定し た標準セ ッ ト ア ッ プ タ イ

プに設定し ます。 この関数は、 FeatureSetupTypeSet 関数をセ ッ ト ア ッ プ タ イプを設定する適切な文字列と共に呼

び出し てセ ッ ト ア ッ プ タ イプを設定し よ う と試みます。

テーブル 99 • FeatureSpendUninstallCost のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nOps 使用する操作の数。

nOpType 操作の種類を示し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ま

す。

• FEATURE_OPCOST_UNINSTALL_FILE — 操作を フ ァ イルのアン イ ンス ト ールと し て指定

し ます。 値 4096 を使用し て、 この定数を指定する こ と もできます。 また、 異なるサイ

ズを試し て、 カス タム操作に使用するサイズを判断できます。

• FEATURE_OPCOST_UNINSTALL_REGORINI — 操作をレジス ト リ フ ァ イルのアン イ ンス

ト ールと し て指定し ます。 値 2048 を使用し て、 この定数を指定する こ と もできます。

また、 異なるサイズを試し て、 カス タム操作に使用するサイズを判断できます。

• FEATURE_OPCOST_UNINSTALL_UNREGFILE — 操作を フ ァ イルの登録解除と し て指定し

ます。 値 16384 を使用し て、 この定数を指定する こ と もできます。 また、 異なるサイ

ズを試し て、 カス タム操作に使用するサイズを判断できます。

メ モ • また、 このパラ メ ーターで数字の値を渡し て、 特定のコス ト の操作を示すこ と もで

きます。 異なる値を試し て、 指定されたカス タム操作に適切な値を判別する必要がある場

合もあ り ます。 追加されたアン イ ンス ト ールコス ト の合計は、 nOps を nOpType で乗じ た

値です。

テーブル 100 • FeatureSpendUninstallCost のパラ メ ーター

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS 関数が進行状況バーを正常にア ッ プデー ト し たこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS 関数が進行状況バーをア ッ プデー ト できなかったこ と を示し ます。
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構文

FeatureStandardSetupTypeSet ( szFeatureSource, nSetupType );

パラ メ ーター

次のテーブルは、 各定数が nSetupType パラ メ ーターで指定された場合に FeatureStandardSetupTypeSet 関数が使

用する値を示し ます。

テーブル 101 • FeatureStandardSetupTypeSet のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFeatureSource セ ッ ト ア ッ プの種類が設定される フ ァ イルメ デ ィ アのメ デ ィ ア名を指定し ます。

nSetupType 設定するセ ッ ト ア ッ プの種類を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み

定数のう ちの 1 つを渡し ます。 

• TYPICAL

• COMPLETE

• COMPACT

• CUSTOM

次に リ ス ト されている定義済みのグローバルスク リ プ ト を カス タ マイズする こ と で、

各数値定数に関連付けられている文字列セ ッ ト ア ッ プの種類の値を カス タ マイズす

る こ とができます。 関数は、 適切なスク リ プ ト 変数を試みてセ ッ ト ア ッ プまたはイ

ンス ト ールの種類を設定し た後、 英語、 および日本語 ( 以下参照 ) のセ ッ ト ア ッ プ

の種類名を試みます。 また、 COMPLETE セ ッ ト ア ッ プの種類が指定される と、 関数

は COMPLETE の値をチ ェ ッ ク し たあと、 すべての TYPICAL 値を試みます。 セ ッ ト

ア ッ プの種類にこれらのどの値も設定する こ とができなかった場合、 関数は失敗を

返し ます。 次の定義済みグローバルスク リ プ ト 変数はカス タ マイズ可能です。

• SETUPTYPE_STR_TYPICAL — TYPICAL が指定された場合、 デフ ォル ト で設定さ

れるセ ッ ト ア ッ プの種類を定義し ます。

• SETUPTYPE_STR_COMPLETECOMPLETE— が指定された場合、 デフ ォル ト で設

定されるセ ッ ト ア ッ プの種類を定義し ます。

• SETUPTYPE_STR_COMPACT — COMPACT が指定された場合、 デフ ォル ト で設定

されるセ ッ ト ア ッ プの種類を定義し ます。

• SETUPTYPE_STR_CUSTOM — CUSTOM が指定された場合、 デフ ォル ト で設定さ

れるセ ッ ト ア ッ プの種類を定義し ます。

テーブル 102 • nSetupType の定数

定数 使用文字列

TYPICAL SETUPTYPE_STR_TYPICAL

標準
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
戻り値

FeatureTotalSize

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

FeatureTotalSize 関数は、 szFeature で参照された機能の合計サイズをバイ ト で返し ます。 

• サイズ計算の中にサブ機能を入れるには、 bIncludeSubcomp を TRUE に設定し て く だ さい。 

• 特定のメ デ ィ ア中のすべての機能の合計サイズを得るには、 set szFeature を null 文字列 ("") に、 そ し て 

bIncludeSubcomp を TRUE に設定し ます。 

メ モ • FeatureTotalSize によ って戻された値と SdFeatureDialog、 SdFeatureDialog2、 SdFeatureDialogAdv、

SdFeatureMult ダイアログで表示される必要空き容量値に誤差が出る場合もあり ます。 この違いは、 機能と関連す

る コ ンポーネン ト がオペレーテ ィ ングシステムまたは言語によ って現在フ ィ ルターされているかど うか、 または

ターゲッ ト デバイス上のク ラス タサイズを この関数が考慮し ないために発生し ます。 こ う いった要因を計算に入

れた ド ラ イブ容量を取得するには、 FeatureGetCost を呼び出し ます。

COMPLETE SETUPTYPE_STR_COMPLETE

完全

COMPACT SETUPTYPE_STR_COMPACT

Compact

CUSTOM SETUPTYPE_STR_CUSTOM

カス タム

テーブル 103 • FeatureStandardSetupTypeSet の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS FeatureStandardSetupTypeSet は指定されたセ ッ ト ア ッ プ タ イプを

正常に設定し ま し た。

< ISERR_SUCCESS FeatureStandardSetupTypeSet は指定されたセ ッ ト ア ッ プ タ イプを

正常に設定できませんで し た。

テーブル 102 • nSetupType の定数 ( 続き )

定数 使用文字列
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構文

FeatureTotalSize ( szFeatureSource, szFeature, bIncludeSubcomp, bTargetSize );

パラ メ ーター

戻り値

FeatureTotalSize の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * FeatureListItems 関数、 SdFeatureMult 関数、 そして FeatureTotalSize 関数の

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト例を実行するには、

 次の機能 (f)、 サブ機能 (sf)、 および コンポーネン ト  (c)

 *         を利用します :

テーブル 104 • FeatureTotalSize のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFeatureSource 選択し た機能の合計サイズが戻される フ ァ イルメ デ ィ アのフ ァ イル名を指定し ま

す。

szFeature サイズが読み出される機能の名前を指定し ます。 メ デ ィ ア全体のサイズを得るに

は、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

bIncludeSubcomp 選択し た ｓ ｚ Feature のサブ機能を含むか否かを示し ます。 このパラ メ ーターに、

以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• TRUE — 選択し たサブ機能をサイズ計算に含めます。

• FALSE — サブ機能をサイズ計算に含めません。

bTargetSize オ リ ジナルの非圧縮サイズ、 またはメ デ ィ アラ イブラ リ でのサイズの何れを読み

出すのかを示し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを

渡し ます。

• TRUE — オ リ ジナル、 非圧縮サイズを読み出し ます。

• FALSE — メ デ ィ アラ イブ ラ リ でのサイズを読み出し ます。

テーブル 105 • FeatureTotalSize の戻り値

戻り値 説明

XXXX 選択し た機能の合計サイズをバイ ト 数で表し た値です。

< 0 FeatureTotalSize が失敗し ま し た。 追加情報については、 FeatureError を呼び出し

て く だ さい。
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 *

 *        (f) Program_Files

 *  (c) Program_DLLS

 *  (c) Program_EXEs

 *  (f) Example_Files

 *  (sf) Small_Documents

 * (c) Small_Document_Examples

 *  (sf) Books

 * (c) Book_Examples

 *  (sf) Graphics

 * (c) Graphic_Examples

 *  (f) Help_Files

 *  (c) Help_Files

 *  (f) Utilities

 *  (sf) Grammar_Checker

 * (c) Grammar_Checker

 *                 (sf) Art_Studio

 * (c) Art_Studio

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define FEAT_SELECT_TITLE               " 機能選択 "

#define FEAT_SELECT_MSG                 " インス ト ールする機能とサブ機能を選択します。 "

#define FEATTOTSIZEMSG1      " 機能選択肢を変更し、 \n"

#define FEATTOTSIZEMSG2      "FeatureTotalSize の呼び出しに反映されたサイズの変更を確認しますか ?"

// グローバル変数の宣言。

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_FeatureTotalSize(HWND);

function ExFn_FeatureTotalSize(hMSI)

STRING  szDir, svString;

NUMBER  nResult, nDone;

LIST    listCompList, listTemp;

begin

// セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

// ト ッ プレベル機能すべての文字列リス ト を作成します。

listCompList = ListCreate (STRINGLIST);

FeatureListItems (MEDIA, "", listCompList);

// ト ッ プレベル機能の文字列リス ト を表示します。

SdShowInfoList ("MEDIA 機能を リス ト します ", "MEDIA は " +

 " 次の ト ッ プレベル機能を含みます :", listCompList);

// listCompList の各ト ッ プレベル機能を順番に取得し、

// そのサブ機能がある場合、 すべてを リス ト にして表示します。

nResult = ListGetFirstString ( listCompList, svString );

while ( nResult != END_OF_LIST )

listTemp = ListCreate (STRINGLIST);

FeatureListItems (MEDIA, svString, listTemp);

SdShowInfoList (" サブ機能リ ス ト ", svString + " は " +

 " 次のサブ機能を含みます :", listTemp);

ListDestroy (listTemp);
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nResult = ListGetNextString (listCompList, svString);

endwhile;

// 機能選択ダイアログと、 選択されたすべての機能の合計サイズを

// 表示します。 選択肢を変更するためにループ し、 FeatureTotalSize への呼び出しに

// 反映した合計サイズの変更を確認します。

nDone = YES;

while (nDone = YES)

szDir = INSTALLDIR;

SdFeatureMult (FEAT_SELECT_TITLE, FEAT_SELECT_MSG, szDir, "" );

nResult = FeatureTotalSize(MEDIA, "", TRUE, TRUE);

SprintfBox (INFORMATION, "", " 全フ ァ イルの合計サイズ " +

" 選択した機能 :\n\n%ld", nResult);

nDone = AskYesNo (FEATTOTSIZEMSG1 + FEATTOTSIZEMSG2, YES);

endwhile;

ListDestroy (listCompList);

end;

FeatureTransferData

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI — InstallScript ユーザー イ ン ターフ ェ イス (UI) のス タ イルが、 外部 UI ハン ド ラーと し て 

InstallScript エンジンを使用する従来型のス タ イルの場合

この情報は、 InstallScript UI に新しいス タ イル (InstallScript エンジンを埋め込み UI ハン ド ラーと し て使用するス タ

イル ) が使用されている InstallScript MSI プロジ ェ ク ト には適用し ません。 詳し く は、 「InstallScript MSI イ ンス ト ー

ルで InstallScript エンジンを外部エンジン と し て使用する方法と、 埋め込み UI ハン ド ラ と し て使用する方法の違

い」 を参照し て く だ さい。

イベン ト 指向スク リ プ ト を使用する場合、 OnFirstUIBefore イベン ト の後に自動的に FeatureTransferData 関数が呼

び出され、 OnMoving、 OnMoved、 および機能イベン ト と対話し ます。 FeatureTransferData は、 選択状態および現

在のイ ンス ト ール状態に基づいて、 機能を適切にイ ンス ト ールし た り アン イ ンス ト ールし ます。

FeatureTransferData は、 以下を実行し ます。

• FeatureTransferData は、 機能ダイアログまたはセ ッ ト ア ッ プの種類 ダイアログでユーザーによ って選択され

た機能で、 現在イ ンス ト ールされていない機能を イ ンス ト ールし ます。

• FeatureTransferData は、 選択解除されていて、 現在イ ンス ト ールされている機能をアン イ ンス ト ールし ます。

イ ンス ト ール初期設定中に既存のログフ ァ イルを読み取る こ とによ って、 イ ンス ト ールは機能が現在イ ンス ト ー

ルされているかど うかを判別し ます。 イ ンス ト ール初期設定中に有効なログフ ァ イルが検出されなかった場合、

すべての機能がイ ンス ト ールされていないとみな されます。

FeatureTransferData を呼び出すと、 フ ァ イルがイ ンス ト ールされた後、 呼び出しが戻る前に 

Do(SELFREGISTRATIONPROCESS); が自動的に呼び出されます。 従って、 イ ンス ト ールでフ ァ イル転送の後、 自己登

録の前に追加アクシ ョ ンの処理が必要な場合、 それらのアクシ ョ ンを OnMoved イベン ト に配置し ます。 OnMoved 

イベン ト はフ ァ イル転送のあと、 バッ チ自己登録が発生する前に呼び出されます。
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構文

FeatureTransferData ( szFeatureSource );

パラ メ ーター

戻り値

追加情報

FeatureTransferData を呼び出す前に次の関数の一つを呼び出し て、 呼び出し結果に影響を与える こ とができます :

• FeatureReinstall — FeatureTransferData が呼び出された と きに、 現在選択されている機能を再イ ンス ト ールし

ます。

• FeatureRemoveAll — FeatureTransferData が呼び出されたと きに、 すべての機能を削除 ( アン イ ンス ト ール ) し

ます。

FeatureUpdate

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

FeatureUpdate 関数は、 FeatureTransferData ( または FeatureMoveData) への次の呼び出し を引き起こ し、

FeatureTransferData を呼び出し た と きに既にイ ンス ト ールされている、 メ ンテナンス / アン イ ンス ト ール機能を

除 く すべての機能を再イ ンス ト ールし ます。 ( この機能はメ デ ィ アビルダーによ って .cab フ ァ イルに自動的に配置

され、 InstallShield には表示されません。 )

構文

FeatureUpdate ( szReserved );

テーブル 106 • FeatureTransferData のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFeatureSource イ ンス ト ールおよびアン イ ンス ト ールに対し て機能が指定されている フ ァ イルメ デ ィ

アのメ デ ィ ア名を指定し ます。 通常は、 システム変数の MEDIA を このパラ メ ーターで

渡し ます。

テーブル 107 • FeatureTransferData の戻り値

戻り値 説明

0 関数が機能のイ ンス ト ールおよびアンイ ンス ト ールを正し く 実行し たこ と を示し ます。

< 0 関数が機能のイ ンス ト ールおよびアンイ ンス ト ールを実行できなかったこ と を示し ま

す。
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

後に続 く メ ンテナンス処理 ( 更新、 修復、 またはアン イ ンス ト ール ) で メ ンテナンス / アン イ ンス ト ール機能を利

用し ないイ ンス ト ーラーでは FeatureUpdate を呼び出し ます。 FeatureUpdate は一般的にア ッ プデー ト または追加

イ ンス ト ーラーで呼び出されます。 これらのイ ンス ト ーラーでは、 イ ンス ト ーラー メ デ ィ アが以前のメ デ ィ アの

要素のすべてを含まないため、 後に続 く メ ンテナンス処理では利用できません。

FeatureUpdate は FeatureReinstall に似ていますが、 FeatureReinstall ではメ ンテナンス / アン イ ンス ト ール機能も

再イ ンス ト ールされます。

メ モ • FeatureUpdate と FeatureReinstall を両方呼び出すと、 FeatureUpdate への呼び出しには影響があり ません。

し たがって FeatureUpdate を呼び出す場合は、 同じ イ ンス ト ーラーに FeatureReinstall を呼び出さ ないで く だ さい。

ア ッ プデー ト イ ンス ト ーラーと し て InstallShield の同じバージ ョ ンを使ってイ ンス ト ールされたアプ リ ケーシ ョ ン

のみをア ッ プデー ト するには FeatureUpdate を呼び出し ます。 以前のバージ ョ ンの InstallShield を使ってイ ンス

ト ールされたアプ リ ケーシ ョ ンをア ッ プデー ト するのに FeatureUpdate を呼び出し た場合、 メ ンテナンス / アン イ

ンス ト ールフ ァ イルはア ッ プデー ト されません。 このため、 後に続 く メ ンテナンス処理では、 以前のバージ ョ ン

で作成された メ ンテナンス / アン イ ンス ト ールフ ァ イルが利用されます。

次の情報はこの状況に適用し ます : アプ リ ケーシ ョ ンのよ り新しいバージ ョ ンが存在する場合は、 イ ンス ト ールを

中断する イ ンス ト ーラーによ って、 アプ リ ケーシ ョ ンの以前のバージ ョ ンがイ ンス ト ールされま し た。 この場合、

イ ンス ト ールされたアプ リ ケーシ ョ ンのバージ ョ ン番号を変更するア ッ プデー ト イ ンス ト ーラーでは 

FeatureUpdate を呼び出さ ないで く ださい。 これを行う と、 ア ッ プデー ト イ ンス ト ーラーを実行し た後に現在イ ン

ス ト ールされているアプ リ ケーシ ョ ンをアン イ ンス ト ールする こ とができな く な り ます。

FeatureValidate

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

テーブル 108 • FeatureUpdate のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szReserved このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。 他の値は使用できませ

ん。

テーブル 109 • FeatureUpdate の戻り値

戻り値 説明

0 関数が成功し たこ と を示し ます。

< 0 関数が失敗し たこ と を示し ます。
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メ モ • この関数は、 スク リ プ ト 作成機能セ ッ ト では使用できません。

FeatureValidate 関数は、 フ ァ イルメ デ ィ アラ イブ ラ リ または指定された機能のパスワー ド を検証し ます。

構文

FeatureValidate ( szMediaLibrary, szFeature, szPassword );

パラ メ ーター

戻り値

FeatureValidate の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdSetupTypeEx 関数、 SdFeatureDialog 関数、 FeatureIsItemSelected 関数、

 * FeatureGetDat 関数、 FeatureValidate 関数 のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。  

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト 例を実行するには、

 *  次の機能 (f)、 サブ機能 (sf)、 および コンポーネン ト (c)

 *         を利用します :

 *

 *  (f) Program Files

 *  (c) Program DLLS

 *                 (c) Program EXEs

テーブル 110 • FeatureValidate のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szMediaLibrary パスワー ドが検証される フ ァ イルメ デ ィ アラ イブ ラ リの名前を指定し ます。

szFeature 機能の名前を指定し ます。 このパラ メ ーターがヌル文字列 ("") の場合は、 メ デ ィ アラ イ

ブラ リ全体が対象と な り ます。

szPassword 検証されるパスワー ド を指定し ます。

テーブル 111 • FeatureValidate の戻り値

戻り値 説明

0 FeatureValidate が成功し ま し た。

< 0 FeatureValidate が失敗し ま し た。 追加情報については、 FeatureError を呼び出し て く だ

さい。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ とができま

す。 たと えば、 FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 (0x80070005) です。
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 *             (f) Example Files

 *                 (sf) Small Documents

 *                      (c) Small Document Examples

 *  (sf) Books

 *                      (c) Book Examples

 *  (sf) Graphics

 * (c) Graphic Examples

 *             (f) Help Files

 *                 (c) Help Files

 *  (f) Utilities

 *                 (sf) Grammar Checker

 * (c) Grammar Checker

 *  (sf) Art Studio

 *                      (c) Art Studio

 *             (f) Evaluation Copy

 *             (c) Evaluation Copy

 *                 (c) Help Files

 *

 * " ダ ミ ー " フ ァ イルをコンポーネン ト に挿入します。 こ こで、

 * Program EXE のコンポーネン ト へ挿入する メ イン EXE ( 下の MAIN_EXE)

 * ( 下の MAIN_EXE ) の正しいフ ァ イル名を定義して く ださい。

 * セ ッ ト ア ッ プを [ プログラムフ ァ イル ] 機能へ割り当てられたパスワード と一緒に、

 * またはパスワード無しで実行します ( 毎回メデ ィ アを再ビルドすよ うに

 * して く ださい。 )

 *

 * またビルボード (Bbrd1.bmp、 Bbrd2.bmp、 および Bbrd3.bmp と名づける )

 * を作成して、 [ サポー ト フ ァ イル ] ビューの

 * [ 言語非依存 ] フ ォルダー内のプロジェ ク ト に追加するこ と もできます。

 *

 * このスク リ プ ト例はフ ァ イルをインス ト ールし、 アイ コンを

 * [ スター ト  プログラム ] メ ニューに追加して、 アンインス ト ール機能を  

 * 提供します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/  

 

// 文字列を定義します。 実際のインス ト ールでは [ 文字列エデ ィ ター ] ビューでこれらを定義し、

// スク リ プ トの各文字列 ID の前に @ 記号を挿入します。

#define FEATURE_SELECT_TITLE               " 機能選択 "

#define FEATURE_SELECT_MSG                 " インス ト ールする機能とサブ機能を選択します。 "

#define FEATURE_PROGRAMFILES_DISPLAYNAME   " プログラムフ ァ イル "

#define PASSWORD_PROMPT                 " パスワード を入力して く ださい。 "

#define PASSWORD_ERRMSG " パスワードが間違っています。 再度入力して く ださい。 "

// グローバル変数の宣言。

STRING svData, svLogFile, szProgram, szFeature, svResult, svSetupType,

svDir;

BOOL bInitStepsDone, bPwdValid;

NUMBER  nvData, nResult;

#include "ifx.h"

function OnFirstUIBefore()

begin

// セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

// セッ ト ア ッ プの種類を取得します。

svDir = TARGETDIR;
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SdSetupTypeEx (SETUPTYPE_TITLE, SETUPTYPE_MSG, "", svSetupType, 0);

// ユーザーが [ カスタム ] セッ ト ア ッ プの種類を選択したら、 機能選択ダイアログを表示します。

if  (svSetupType = SETUPTYPE_CUSTOM) then

SdFeatureDialog (FEATURE_SELECT_TITLE, FEATURE_SELECT_MSG, svDir, "");

endif;

// セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを有効にします。

Enable(BACKBUTTON);

// [ プログラムフ ァ イル ] 機能が選択され、 それにパスワードが

// 割り当てられている場合、 ユーザーはパスワード を入力して

// それが認証される必要があり ます。

nResult = FALSE;

nvData = FALSE;

nResult = FeatureIsItemSelected (MEDIA, FEATURE_PROGRAMFILES_DISPLAYNAME);

FeatureGetData (MEDIA, FEATURE_PROGRAMFILES_DISPLAYNAME,

FEATURE_FIELD_PASSWORD, nvData, svData);

if (nResult && nvData) then

bPwdValid = FALSE;

Disable (BACKBUTTON);  // [ 戻る ] ボタ ンが不要かサポー ト されていない

while  (!bPwdValid)

AskText (PASSWORD_PROMPT, "", svResult);

nResult = FeatureValidate (MEDIA, FEATURE_PROGRAMFILES_DISPLAYNAME,

svResult);

if (nResult = 0) then

bPwdValid = TRUE;

else

MessageBox (PASSWORD_ERRMSG, SEVERE);

endif;

endwhile;

Enable (BACKBUTTON); // [ 戻る ] ボタ ンのデフ ォル トのステータスを復元します。

endif;

end;

FileCompare
FileCompare 関数は、 2 つのフ ァ イルのサイズ、 変更日、 コ ンテンツおよびバージ ョ ンを比較し ます。

構文

FileCompare (szFileName1, szFileName2, nCompareFlag);
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パラ メ ーター

戻り値 (COMPARE_MD5_SIGNATURE の指定時 )

テーブル 112 • FileCompare のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFileName1 比較する 初のフ ァ イルの名前を指定し ます。 イ ンス ト ールはシステム変数 SRCDIR 

を フ ァ イルのパス と し て使用し ます。

szFileName2 比較する 2 番目のフ ァ イルの名前を指定し ます。 イ ンス ト ールは以下のシステム変数 

を フ ァ イルのパス と し て使用し ます :

• TARGETDIR (InstallScript イ ンス ト ール )

• INSTALLDIR ( 基本の MSI または InstallScript MSI イ ンス ト ール )

nCompareFlag 比較オプシ ョ ンを指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 

つを渡し ます。

• COMPARE_SIZE—2 つのフ ァ イルのサイズを比較し ます。

• COMPARE_DATE —2 種類のフ ァ イルの変更日を比較し ます。

• COMPARE_VERSION —2 つのフ ァ イルのバージ ョ ンを比較し ます。

• COMPARE_MD5_SIGNATURE—2 種類のフ ァ イルの MD5 シグネチャ を比較し ます。

MD5 シグネチャが一致する場合、 フ ァ イルの内容は同じ です。

テーブル 113 • FileCompare の戻り値 (COMPARE MD5_SIGNATURE)

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数はフ ァ イルの比較に成功し ま し た。 詳しい内容 :

• EQUALS — フ ァ イル MD5 シグネチャは同じ です ( フ ァ イルのコ ンテンツは同じ

です )。

• NOT_EQUALS — フ ァ イルの MD5 シグネチャが異な り ます。

<= ISERR_SUCCESS 関数は、 フ ァ イルの比較に失敗し ま し た。
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戻り値 (COMPARE_SIZE, COMPARE_DATE、 または COMPARE_VERSION の指定時 )

FileCompare の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * FileCompare 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例は、 FileCompare を 3 回呼び出します :

 *

 * -- 初の呼び出しでは、 SDIR 内の FILE_COMP1 のバージ ョ ン と

 *    TDIR 内の FILE_COMP2 のバージ ョ ンを比較します。

 *

 * -- 次の呼び出しでは、 FILE_COMP1 が FILE_COMP2 よ り も先に

 *    作成されたかを確認します。

 *

 * -- 3 回目の呼び出しでは、 FILE_COMP1 が FILE COMP2 よ り も

 *    小さいかを確認します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 プ リ プロセッサ定数を

 *       ターゲッ ト コンピューター上の既存のデ ィ レク ト リ内の

 *       既存フ ァ イルを参照するよ う設定します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define  SDIR        "C:\\"

#define  TDIR        "C:\\"

#define FILE_COMP1 "Example1.dll"

#define FILE_COMP2 "Example2.dll"

#define  MSG_TITLE   "FileCompare の例 "

テーブル 114 • FileCompare の戻り値 (COMPARE_SIZE, COMPARE_DATE, or COMPARE_VERSION)

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数はフ ァ イルの比較に成功し ま し た。 詳しい内容 :

• EQUALS— 初のフ ァ イルと 2 番目のフ ァ イルは、 日付、 サイズ、 またはバー

ジ ョ ンが同じ です。

• GREATER_THAN— 初のフ ァ イルは 2 番目のフ ァ イルよ り も新しい、 または大き

いこ と を示し ます。

• LESS_THAN— 初のフ ァ イルは 2 番目のフ ァ イルよ り も古い、 または小さいこ と

を示し ます。

<= ISERR_SUCCESS 関数は、 フ ァ イルの比較に失敗し ま し た。
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// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_FileCompare(HWND);

function ExFn_FileCompare(hMSI)

NUMBER nResult;

begin

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * 2 つのフ ァ イルのバージ ョ ンを比較します。

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

nResult = FileCompare (SDIR ^ FILE_COMP1, TDIR ^ FILE_COMP2,

COMPARE_VERSION);

// エラーを報告して、 どのフ ァ イルも検出されなかった場合に終了します。

if (nResult = FILE_NOT_FOUND) then

SprintfBox (INFORMATION, MSG_TITLE, "%s および / または %s が見つかり ませんでした。 ",

FILE_COMP1, FILE_COMP2);

abort;

endif;

// フ ァ イルが存在するので、 比較結果を報告します。

switch (nResult)

case EQUALS:

SprintfBox (INFORMATION, MSG_TITLE, "%s は %s と同じバージ ョ ンです。 ",

 FILE_COMP1, FILE_COMP2);

case GREATER_THAN:

SprintfBox (INFORMATION, MSG_TITLE, "%s は %s よ り も新しいバージ ョ ンです。 ",

 FILE_COMP1, FILE_COMP2);

case LESS_THAN:

SprintfBox (INFORMATION, MSG_TITLE, "%s は %s よ り も古いバージ ョ ンです。 ",

 FILE_COMP1, FILE_COMP2);

case OTHER_FAILURE:

SprintfBox (INFORMATION, MSG_TITLE,

 "%s および / または %s にはバージ ョ ン情報があり ません。 ",

 FILE_COMP1, FILE_COMP2);

endswitch;

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * 作成日を比較します。

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

nResult = FileCompare (SDIR ^ FILE_COMP1, TDIR ^ FILE_COMP2,

COMPARE_DATE);

switch (nResult)

case LESS_THAN:

SprintfBox (INFORMATION, MSG_TITLE,

 "%s は %s よ り も前に作成されました。 ",

 FILE_COMP1, FILE_COMP2);

case GREATER_THAN:

SprintfBox (INFORMATION, MSG_TITLE,

 "%s は %s よ り も前に作成されました。 ",
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 FILE_COMP2, FILE_COMP1);

case EQUALS:

SprintfBox (INFORMATION, MSG_TITLE,

 "%s と %s の作成日時は同じです。 ",

 FILE_COMP1, FILE_COMP2);

デフ ォルト :

SprintfBox (INFORMATION, MSG_TITLE,

 "%s と %s の作成日時を比較するこ とができませんでした。 ",

 FILE_COMP2, FILE_COMP1);

endswitch;

/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * フ ァ イルサイズを比較します。

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

nResult = FileCompare (SDIR ^ FILE_COMP1, TDIR ^ FILE_COMP2,

COMPARE_SIZE);

switch (nResult)

case LESS_THAN:

SprintfBox (INFORMATION, MSG_TITLE,

 "%s は %s よ り も小さいです。 ",

 FILE_COMP1, FILE_COMP2);

case GREATER_THAN:

SprintfBox (INFORMATION, MSG_TITLE,

 "%s は %s よ り も小さいです。 ",

 FILE_COMP2, FILE_COMP1);

case EQUALS:

SprintfBox (INFORMATION, MSG_TITLE,

 "%s と %s のサイズは同じです。 ",

 FILE_COMP1, FILE_COMP2);

デフ ォルト :

SprintfBox(INFORMATION, MSG_TITLE,

"%s と %s のサイズを比較するこ とができませんでした。 ",

FILE_COMP1, FILE_COMP2);

endswitch;

end;

FileDeleteLine
FileDeleteLine 関数は、 初と 後の行番号を使って、 テキス ト フ ァ イルから ( 初と 後の行を含んだ ) 範囲を

削除し ます。 この関数はバイナ リ フ ァ イルではな く 、 行型テキス ト フ ァ イル上で動作し ます。 FileGrep と共に 

FileDeleteLine を利用し てフ ァ イル内のテキス ト 行を検索し て削除する こ とができます。

注意 • szFileName が指定する フ ァ イルは OpenFile への呼び出し で既に開いた状態でな く てはな り ません。

szFileName が既に開いている場合、 FileDeleteLine の前に CloseFile を呼び出し ます。

構文

FileDeleteLine ( szFileName, nStartLineNum, nEndLineNum );
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パラ メ ーター

戻り値

FileDeleteLine の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * FileDeleteLine 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

テーブル 115 • FileDeleteLine のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFileName システム変数 SRCEIR が指定するデ ィ レ ク ト リ内に配置されたフ ァ イルの完全修飾

されていない名前、 またはフ ァ イルへの完全修飾パスを指定し ます。 nStartLineNum 

と nEndLineNum が指定し た行が存在する場合は、 そのフ ァ イルから削除されます。

nStartLineNum フ ァ イルから削除する 初の行の番号を指定し ます。 行番号は 0 から始まる こ とに

注意し て く ださい。

nEndLineNum フ ァ イルから削除する 後の行の番号を指定し ます。 行番号は 0 から始まる こ とに

注意し て く ださい。 nStartLineNum が指定する行から フ ァ イルの終わり まで削除する

場合、 このパラ メ ーターに定義済み定数 DELETE_EOF を渡し ます。

テーブル 116 • FileDeleteLine の戻り値

戻り値 説明

0 FileDeleteLine がフ ァ イルから指定された行を削除し ま し た。

< 0 FileDeleteLine は次の条件の 1 つが原因で失敗し ま し た。

• FILE_NOT_FOUND (-2) — イ ンス ト ールは szFileName でフ ァ イルを検出できませ

んで し た。

• FILE_RD_ONLY (-5) — フ ァ イルは書き込み禁止と なっています。

• LINE_NUMBER (-7) — 指定し た行番号のひとつが 0 以下、 または、 行番号がフ ァ

イルに存在し ません。

• OUT_OF_DISK_SPACE (-6) — デ ィ スク ド ラ イブには、 指定し た操作を完了するの

に充分な空きスペースがあ り ません。

• OTHER_FAILURE (-1) — その他の特定できないエラーが発生し ま し た。
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 * このスク リ プ トは、 フ ァ イル内で "PATH" 文字列を含む初めの行を

 * 検索します。 その文字列を含む行を検出した場合、

 * それを削除します。 後に、 フ ァ イル内の削除した行の位置に新しい行が

 * 追加されます。 "PATH" という単語を含む行が

 * 検出されなかった場合には、 フ ァ イルの ト ッ プに

 * 表示します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 ISExampl.bat と

 *       名づけられたバッチ フ ァ イルを、 ド ラ イブ C のルー ト に作成します。

 *       も効果的に行う ためには、 フ ァ イルに PATH コマン ド を含みます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define SDIR  "C:\\"

#define EXAMPLE_BAT "ISExampl.bat"

#define TITLE        "FileDeleteLine の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_FileDeleteLine(HWND);

function ExFn_FileDeleteLine(hMSI)

STRING szSearchStr, svReturnLine, szNewString, szMsg;

NUMBER nvResult, nvLineNum;

begin

// FileGrep の検索文字列パラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szSearchStr = "PATH";

// 指定したフ ァ イル内で検索文字列を探します。

nvResult = FileGrep (SDIR ^ EXAMPLE_BAT, szSearchStr,

svReturnLine, nvLineNum, RESTART);

switch(nvResult)

case FILE_NOT_FOUND:

// エラーを報告し、 中止します。

MessageBox (EXAMPLE_BAT + " が見つかり ませんでした。 ", WARNING);

abort;

case FILE_LINE_LENGTH:

// エラーを報告し、 中止します。

MessageBox (EXAMPLE_BAT + " 行が長すぎます。 ", WARNING);

abort;

case OTHER_FAILURE:

// エラーを報告し、 中止します。

MessageBox (EXAMPLE_BAT + "FileGrep への呼び出しで、 不明エラーが発生しました。 ",

 WARNING);

abort;

case END_OF_FILE:

// 検索文字列 が見つからなかったこ と を報告します。

szMsg = "\"%s\" %s で見つかり ませんでした。 ";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, szMsg, szSearchStr, EXAMPLE_BAT);

// FileInsertLine の行番号パラ メーターを設定します。

nvLineNum = 0;

case 0:

// 検索文字列を含む行を削除します。

if (FileDeleteLine (EXAMPLE_BAT, nvLineNum, nvLineNum) < 0) then

MessageBox ("FileDeleteLine への呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 937



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (E-G)
abort;

else

// 削除されたこ と を報告します。

szMsg = "\"%s\" %s の行 %d で見つかり ました。 :\n\n%s\n\n\ 行が削除されました。 ";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, szMsg, szSearchStr, nvLineNum,

 EXAMPLE_BAT, svReturnLine);

endif;

endswitch;

// FileInsertLine の新規文字列パラ メーターをセ ッ ト ア ッ プします。

szNewString = "PATH=C:\\Windows\\Bin;C:\\Bin;C:\\Ishield;";

// 新規文字列を挿入します。

if (FileInsertLine (EXAMPLE_BAT, szNewString, nvLineNum, BEFORE) < 0) then

// エラーを報告します。

MessageBox ("FileInsertLine への呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

else

// 成功を報告します。

szMsg = " 次の文字列は行 %d / %s へ挿入されました :\n\n %s";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, szMsg, nvLineNum, EXAMPLE_BAT,

 szNewString);

endif;

end;

FileGrep
FileGrep 関数は、 テキス ト フ ァ イル内で指定し た文字列を検索し ます。 文字列が検出された場合、 その文字列を含

む行は svReturnLine で戻され、 nvLineNumber に行番号が戻されます。 検索は大文字と小文字を区別し ません。

FileGrep はバイナ リ フ ァ イルではな く 、 行型テキス ト フ ァ イル上で動作し ます。

メ モ • FileGrep を使って検索を始める前に、 フ ァ イルを開 く 必要はあ り ません。 また、 FileGrep への呼び出しの後

にフ ァ イルを閉じ る必要もあ り ません。 フ ァ イルの開閉は FileGrep が自動的に行います。 FileGrep は OpenFile へ

の前回の呼び出し結果と し て既に開かれている フ ァ イル上でも殆どの場合適切に動作し ますが、 フ ァ イルが開か

れている場合は、 追加モー ド で FILE_NOT_FOUND を返し ます。

構文

FileGrep ( szFileName, szSearchStr, svReturnLine, nvLineNumber, nFlag );
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パラ メ ーター

戻り値

FileGrep の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * FileGrep 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * FileGrep が呼び出され、 フ ァ イル内で "PATH" を含む 初の行を

 * 検索します。 結果はメ ッセージボッ クスに表示

テーブル 117 • FileGrep のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFileName 検索する フ ァ イルの完全修飾名を指定し ます。

szSearchStr 検索文字列を指定し ます。

svReturnLine szSearchStr が検出された行を返し ます。

nvLineNumber szSearchStr が検出された行番号を返し ます。 行番号は 0 から始ま り ます。

nFlag 検索オプシ ョ ンを指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つ

を渡し ます。

• CONTINUE—( それが存在する場合は ) 次の検索文字列を読み出し ます。

• RESTART— 初の検索文字列を読み出し ます。

テーブル 118 • FileGrep の戻り値

戻り値 説明

0 FileGrep は指定し た文字列を検出し ま し た。

< 0 FileGrep は次の条件の 1 つが原因で失敗し ま し た。

• END_OF_FILE (-4) — 検索文字列を検出せずにフ ァ イルの終わり に到達し ま し た。

• FILE_NOT_FOUND (-2) — szFileName でフ ァ イルを検出できませんで し た。

• FILE_LINE_LENGTH (-3) — 行が長さ制限を越えています。 .

• OTHER_FAILURE (-1) — 特定できないエラーが発生し ま し た。
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 939



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (E-G)
 * されます。 FileGrep 関数は大文字と小文字を区別しない点にご注意

 * 下さい。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 ISExampl.bat と

 *       名づけられたバッチ フ ァ イルを、 ド ラ イブ C のルー ト に作成します。

 *       も効果的に行う ためには、 フ ァ イルに PATH コマン ド を含みます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define  SOURCE_DIR  "C:\\"

#define SOURCE_FILE "ISExampl.bat"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_FileGrep(HWND);

function ExFn_FileGrep(hMSI)

STRING svLine, szNewString, svReturnLine, szMsg;

NUMBER nvLineNumber, nvResult;

begin

// 指定したソースフ ァ イル内で検索文字列を探します。

nvResult = FileGrep (SOURCE_DIR ^ SOURCE_FILE, "PATH", svReturnLine,

nvLineNumber, RESTART);

switch(nvResult)

case FILE_NOT_FOUND:

// エラーを報告し、 終了します。

MessageBox( SOURCE_FILE + " が検出されませんでした。 ", WARNING);

abort;

case FILE_LINE_LENGTH:

// エラーを報告し、 終了します。

MessageBox (SOURCE_FILE + " の行が長すぎます。 .", WARNING);

abort;

case OTHER_FAILURE:

// エラーを報告し、 終了します。

MessageBox (SOURCE_FILE + " FileGrep への呼び出しで不明なエラーが発生しました。 ",

 WARNING);

abort;

endswitch;

// フ ァ イルの終わり までループ します。

while (nvResult != END_OF_FILE)

// SprintfBox 用のメ ッセージ文字列をセッ ト ア ッ プ します。

szMsg = " 行 %d/%s で 'PATH' が検出されました :\n\n'%s'";

// フ ァ イルから一致する行を報告します。

SprintfBox (INFORMATION, "FileGrep", szMsg, nvLineNumber, SOURCE_FILE,

 svReturnLine);

// 再び検索します。

nvResult = FileGrep (SOURCE_DIR ^ SOURCE_FILE, "PATH", svReturnLine,

nvLineNumber, CONTINUE);

endwhile;

end;
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FileInsertLine
FileInsertLine 関数は、 行番号を利用し て行を挿入または置換し ます。 FileInsertLine と FileGrep を組み合わせて利

用する と、 行を検索し て行番号を戻すこ とができます。

FileInsertLine は、 1,024 バイ ト 以下の行で構成される行型のテキス ト フ ァ イルで使用できます。 InstallShield では、

長さ制限を越えた行はバイナ リ フ ァ イルと し て認識され、 FileInsertLine が失敗する原因と な り ます。

注意 • szFileName が指定する フ ァ イルは OpenFile への呼び出し で既に開いた状態でな く てはな り ません。

szFileName が既に開いている場合、 FileInsertLine の前に CloseFile を呼び出し ます。

構文

FileInsertLine (szFileName, szInsertLine, nLineNumber, nInsertFlag);
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パラ メ ーター

戻り値

FileInsertLine の例

テーブル 119 • FileInsertLine のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFileName システム変数 SRCEIR が指定するデ ィ レ ク ト リ内に配置されたフ ァ イルの完全修飾さ

れていない名前、 またはフ ァ イルへの完全修飾パスを指定し ます。 そのフ ァ イルが

存在する場合、 szInsertLine の値が挿入されます。

szInsertLine フ ァ イルへ挿入する文字列を指定し ます。

nLineNumber szInsertLine を挿入する位置の行番号を指定し ます。 初の行番号は 0 です。

nInsertFlag 挿入場所オプシ ョ ンを指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう

ちの 1 つを渡し ます。

• BEFORE—nLineNumber の前に行を挿入し ます。

• AFTER — nLineNumber の後に行を挿入し ます。

• APPEND — nLineNumber が示し た行へ szInsertLine を追加し ます。

• REPLACE — nLineNumber が示す行を szInsertLine に置換し ます。

テーブル 120 • FileInsertLine の戻り値

戻り値 説明

0 FileInsertLine が指定し たフ ァ イルへ行を挿入し ま し た。

< 0 FileInsertLine は次の条件の 1 つが原因で失敗し ま し た。

• FILE_LINE_LENGTH (-3) — 行の長さがテキス ト フ ァ イルで利用できる限界を超え

る こ と を示し ます。

• FILE_NOT_FOUND (-2) —  FileInsertLine は、 szFileName でフ ァ イルを検出できませ

んで し た。

• FILE_RD_ONLY (-5) — フ ァ イルが書き込み禁止である こ と を示し ます。

• LINE_NUMBER (-7) — 指定し た行番号のひとつが 0 以下、 または、 行番号がフ ァ

イルに存在し ないこ と を示し ます。

• OUT_OF_DISK_SPACE (-6) — デ ィ スク ド ラ イブには、 指定し た操作を完了するの

に充分な空きスペースがないこ と を示し ます。

• OTHER_FAILURE (-1) — 特定できないエラーが発生し ま し た。
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メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * FileInsertLine 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * AskText ダイアログが表示され、 ユーザーからテキス ト行を

 * 取得します。 そして、 このテキス トは、 TARGET_FILE が指定するテキス ト フ ァ イルに

 * 初の行と して挿入されます。

 *

 * FileInsertLine が再び呼び出され、 同じテキス ト を 初の行に追加

 * します。 フ ァ イルの 初の行に同じテキス ト のコピー 2 つが

 * 配置されます。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 ISExampl.bat と名づけられた

 *       バッチフ ァ イルを、 ド ラ イブ SRCDIR のルー ト に作成します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TARGET_FILE  "ISExampl.bat"

#define TITLE        "FileInsertLine の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_FileInsertLine(HWND);

function ExFn_FileInsertLine(hMSI)

STRING szMsg, svText;

begin

// AskText を呼び出すメ ッセージパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szMsg = " EXAMPLE.BAT へ挿入する行を入力して く ださい。 ";

// フ ァ イルへ追加する行を取得します。

AskText (szMsg, "", svText);

// 指定したフ ァ イルの 初の行と してテキス ト を挿入します。

if (FileInsertLine (TARGET_FILE, svText, 0, BEFORE) < 0) then

MessageBox ("FileInsertLine が失敗しました。 ", SEVERE);

else

// SprintfBoxt を呼び出すメ ッセージパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szMsg   = "'%s' は %s の 初の行と して挿入されました。 ";

// メ ッセージを表示します。

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, szMsg, svText, TARGET_FILE);

endif;

// 同じ行へ同じ文字列を追加します。

if (FileInsertLine(TARGET_FILE, svText, 0, APPEND) < 0) then

MessageBox ("FileInsertLine が失敗しました。 ", SEVERE);

else
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// SprintfBoxt を呼び出すメ ッセージパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szMsg   = "'%s' は %s の 初の行に正常に追加されました。 ";

// メ ッセージを表示します。

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, szMsg, svText, TARGET_FILE);

endif;

end;

FindAllDirs
FindAllDirs 関数は階層デ ィ スク またはデ ィ レ ク ト リ構造全体を指定されたデ ィ レ ク ト リから順に検索し て、 サブ

デ ィ レ ク ト リ名の文字列リ ス ト を返し ます。 FindAllDirs を利用し て、 特定のデ ィ レ ク ト リのサブデ ィ レ ク ト リ を検

索するか、 あるいはデ ィ スク上のデ ィ レ ク ト リ全体を検索する こ とができます。

nOp が INCLUDE_SUBDIR の場合、 検索は szDir で指定されたデ ィ レ ク ト リから始ま りサブデ ィ レ ク ト リ構造へと

続行されます。 指定し たデ ィ レ ク ト リがルー ト デ ィ レ ク ト リ で、 nOp に  INCLUDE_SUBDIR が含まれる場合、 デ ィ

スクすべてのデ ィ レ ク ト リ名が戻されます。

構文

FindAllDirs ( szDir, nOp, listDirs );
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
パラ メ ーター

戻り値

FindAllDirs の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * この例では FindAllDirs 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * FindAllDirs が呼び出し、 指定したデ ィ レク ト リに配置されたすべてのデ ィ レク ト リ を

 * 読み出します。 サブデ ィ レク ト リはユーザーの判断で

 * 含まれます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

テーブル 121 • FindAllDirs のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDir 検索するデ ィ レ ク ト リの名前を指定し ます。 

メ モ • デ ィ レ ク ト リが引用符で括られている と、 FindAllDirs は失敗し ます。 フ ォルダー

名が引用符で括られていないこ と を確認するには、 FindAllDirs を呼び出す前に

LongPathToQuote (szPath, FALSE) を呼び出し ます。

nOp szDir の下にあるサブデ ィ レ ク ト リすべてを検索するか否か指定し ます。 このパラ メ ー

ターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• EXCLUDE_SUBDIR — サブデ ィ レ ク ト リ を除外し ます。

• INCLUDE_SUBDIR — サブデ ィ レ ク ト リ を含めます。

listDirs 完全修飾デ ィ レ ク ト リ名のリ ス ト を返し ます。 listDirs によ って識別される文字列リ ス

ト は、 ListCreate への呼び出しによ って既に初期化されている必要があ り ます。

テーブル 122 • FindAllDirs の戻り値

戻り値 説明

0 FindAllDirs が、 サブデ ィ レ ク ト リ名のリ ス ト を生成し ま し た。

< 0 FindAllDirs 関数はリ ス ト を生成する こ とができませんで し た。
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#define TITLE "FindAllDirs の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_FindAllDirs(HWND);

function ExFn_FindAllDirs(hMSI)

LIST  listDirs;

STRING svSearchPath, szMsg;

NUMBER nOp, nResult;

begin

// セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

// ユーザーへパスを問い合わせます。

AskPath (" 既存のパスを入力して く ださい。 .", "", svSearchPath);

// サブデ ィ レク ト リ を含むかど うかを問い合わせます。

if (AskYesNo (" サブデ ィ レク ト リ を含みますか ?", YES) = YES) then

nOp = INCLUDE_SUBDIR;

szMsg = " デ ィ レク ト リ とサブデ ィ レク ト リ ";

else

nOp = EXCLUDE_SUBDIR;

szMsg = " デ ィ レク ト リのみ ";

endif;

// リス トのビルド中にメ ッセージを表示します。

SdShowMsg (" 検索中です .. お待ち く ださい。 ", TRUE);

// デ ィ レク ト リ名に STRING リス ト を作成します。

listDirs = ListCreate (STRINGLIST);

// 要求された要素を検出して リス ト に配置します。

nResult = FindAllDirs (svSearchPath, nOp, listDirs);

// メ ッセージボッ クスを閉じます。

SdShowMsg("", FALSE);

if ( nResult< 0) then

// 一致しないこ と を報告します。

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, " %s にデ ィ レク ト リはあり ません。 ",

 svSearchPath);

else

// リス ト を表示します。

SdShowInfoList (TITLE, szMsg, listDirs);

endif;

end;

FindAllFiles
FindAllFiles 関数は、 階層サブデ ィ レ ク ト リ構造全体を指定し たデ ィ レ ク ト リから順に検索し、 特定のフ ァ イル修

飾名を持つ 初のフ ァ イルの名前を返し ます。 指定し たデ ィ レ ク ト リがルー ト デ ィ レ ク ト リの場合、 InstallShield 

はデ ィ スク全体を検索し ます。 関数は 初にフ ァ イル名が一致し た場所で停止し ます。
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メ モ • nOp に渡された引数が RESET の場合、 InstallShield は szDir パラ メ ーターで指定されたデ ィ レ ク ト リ を検索

し、 szFileName に合致する フ ァ イルを検出するまでサブデ ィ レ ク ト リ構造の検索を続行し ます。 nOp が 

CONTINUE に等しい場合、 後に関数が呼び出された と きに終了し た場所から続行し ます。 関数を繰り返し呼び

出し、 szFileName に一致する フ ァ イルすべてを検出し ます。

新しい検索をする為にこの関数を初めて呼び出す場合は、 nOp を RESET へ設定し ます。 nOp CONTINUE に設定

し、 FindAllFiles 関数が失敗し たと きに終了するループに関数の呼び出し を配置する こ と で、 指定し たフ ァ イル名

の存在すべてを検索する こ とができます。

フ ァ イル修飾名と一致する フ ァ イルを検出する

タ スク フ ァ イル指定に一致するすべてのフ ァ イルを検出するには :

1. 検索する フ ォルダー名を szDir に割り当てます。 

2. 例えば S5*.txt など、 フ ァ イル修飾名を szFileName へ割り当てます。 

3. nOp を RESET にし て FindAllFiles を呼び出し ます。 

4. FindAllFiles からの戻り コー ド が 0 のと きに svResult でフ ァ イル名を保存し てから、 nOp を CONTINUE に設定

し て FindAllFiles を呼び出し ます。 

5. nOp を CANCEL にし て FindAllFiles を呼び出し ます。 

注意 • FindAllFiles(..., RESET) や、 FindAllFiles(..., CONTINUE) ループ と共に XCopyFile 関数を利用する こ とはできませ

ん。 FindAllFiles ループの中で XCopyFile を呼び出す場合、 FindAllFiles(..., CONTINUE) が戻すフ ァ イル名が間違って

いる場合もあ り ます。

構文

FindAllFiles ( szDir, szFileName, svResult, nOp );
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
パラ メ ーター

戻り値

FindAllFiles の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * FindAllFiles 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは、 ユーザーからデ ィ レク ト リ名と フ ァ イルの修飾名を取得

 *　 します。 そして FindAllFiles を繰り返し呼び出し、 指定したデ ィ レク ト リに配置され、

 * 修飾名と一致するフ ァ イルのリス ト を

テーブル 123 • FindAllFiles のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDir 検索するデ ィ レ ク ト リの名前を指定し ます。

szFileName 検索する フ ァ イル修飾名を指定し ます。 このパラ メ ーターではワイルド カー ド文字を

利用する こ とができます。

svResult 検出された場合、 初に一致し たフ ァ イルの完全修飾名を返し ます。 FindAllFiles が失

敗し た場合、 svResult は変更されないままです。

nOp 検索オプシ ョ ンを示し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つ

を渡し ます。

• CONTINUE — 前回の検索が停止し た場所から検索を再開し ます。

• RESET — szDir が指定し たデ ィ レ ク ト リの 初から検索を開始し ます。

• CANCEL — FindAllFiles への前回の呼び出し でアクセス し たフ ァ イルと フ ォルダーす

べてを開放し ます。 このパラ メ ーターを使って FindAllFiles を呼び出し て、

FindAllFiles がアクセスを行っている フ ァ イルと フ ォルダー上で次のフ ァ イルと

フ ォルダー操作が正し く 行われるよ う にし ます。

テーブル 124 • FindAllFiles の戻り値

戻り値 説明

0 関数が修飾名と一致する フ ァ イルが読み出し、 返し たこ と を示し ます。

< 0 関数が修飾名と一致する フ ァ イルを検出できなかったこ と を示し ます。
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 * ビルド します。 後に、 リス ト ボッ クスに

 * 一致したフ ァ イルの一覧が表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "FindAllFiles の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_FindAllFiles(HWND);

function ExFn_FindAllFiles(hMSI)

STRING szMsg, svDir, svFileSpec, svMatchingFileName, svNumFiles;

NUMBER nResult, nNumFiles;

LIST  listFiles;

begin

selectdir:

// SelectDir を呼び出すパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szMsg = " 検索するデ ィ レク ト リ を選択します。 ";

svDir = "";

// 検索デ ィ レク ト リ を選択します。

SelectDir (TITLE_TEXT, szMsg, svDir, FALSE);

askfile:

szMsg = "" + svDir + " で検索するフ ァ イル指定を入力します :";

// ユーザーから フ ァ イル指定を取得します。

if (AskText (szMsg , "*.*", svFileSpec) = BACK) then

goto selectdir;

endif;

// フ ァ イルリ ス ト の文字列リ ス ト を作成します。

listFiles = ListCreate (STRINGLIST);

if listFiles = LIST_NULL then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// フ ァ イル カウン ト をゼロに設定します。

nNumFiles = 0;

// フ ァ イルリ ス ト を作成中にメ ッセージを表示します。

SdShowMsg (" 検索中です .. を参照して く ださい。 TRUE

// フ ァ イル指定と一致する 初のフ ァ イルを取得します。

nResult = FindAllFiles (svDir, svFileSpec, svMatchingFileName, RESET);

while(nResult = 0)

// リス ト へフ ァ イルを追加します。

if ListAddString (listFiles, svMatchingFileName, AFTER) < 0 then

MessageBox (" 完全なフ ァ イルリ ス ト をビルドするこ とができませんでした ", WARNING);

goto showmatches;

endif;
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// フ ァ イル カウン ターを増加させます。

nNumFiles = nNumFiles + 1;

// 次の一致フ ァ イル名を検索します。

nResult = FindAllFiles(svDir, svFileSpec, svMatchingFileName, CONTINUE);

endwhile;

showmatches:

// FindAllFiles がアクセスするすべてのフ ァ イルと フ ォルダーを開放します。 セッ ト ア ッ プが

// Windows NT プラ ッ ト フ ォームを ターゲッ ト と しない場合、 この手順は

// 不要です。

FindAllFiles(svDir, svFileSpec, svMatchingFileName, CANCEL);

// フ ァ イルカウン ト を表示用に文字列へ変換します。

NumToStr(svNumFiles, nNumFiles);

// フ ァ イルリ ス ト がビルド されている 中に表示する メ ッセージをク リ アします。

SdShowMsg("", FALSE);

// フ ァ イル指定が一致するものを表示します。

szMsg = " 一致するフ ァ イル数 : " + svNumFiles;

if (SdShowInfoList(TITLE_TEXT, szMsg, listFiles) = BACK) then

ListDestroy(listFiles);

goto askfile;

endif;

// メ モ リから リス ト を削除します。

ListDestroy(listFiles);

end;

FindFile
FindFile 関数は指定し たフ ァ イルへのデ ィ レ ク ト リ を検索し ます。 InstallShield は、 パラ メ ーター svResult 内の

初に一致する フ ァ イルを返し ます。

メ モ • 関数は指定し たサブデ ィ レ ク ト リのみを検索し ます。 デ ィ スクまたはデ ィ レ ク ト リ ツ リー全体の検索は行い

ません。

構文

FindFile ( szPath, szFileName, svResult );
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
パラ メ ーター

戻り値

FindFile の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * FindFile 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * FindFile は C ド ラ イブのルー ト にある Config.sys フ ァ イルを検索するために

 * 呼び出されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define FILE_SPEC "Config.sys"

#define SEARCH_DIR "C:\\"

テーブル 125 • FindFile のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szPath 検索するデ ィ レ ク ト リの名前を指定し ます。 このデ ィ レ ク ト リの下にあるサ

ブデ ィ レ ク ト リは検索されません。

メ モ • デ ィ レ ク ト リが引用符で括られている と、 FindFile は失敗し ます。 フ ォ

ルダー名が引用符で括られていないこ と を確認するには、 FindFile を呼び出す

前に LongPathToQuote (szPath, FALSE) を呼び出し ます。

szFileName 検索するする フ ァ イルの名前を指定し ます。 このパラ メ ーターではワイルド

カー ド文字を利用する こ とができます。

svResult szFileName に一致する 初のフ ァ イルの名前を返し ます。 このパラ メ ーター

は修飾されていないフ ァ イル名 ( つま り、 ド ラ イブ指定とパスが含まれていな

い場合 ) を含みます。

テーブル 126 • FindFile の戻り値

戻り値 説明

0 関数が指定し たフ ァ イルを検出し たこ と を示し ます。

< 0 関数がフ ァ イルを検出できなかったこ と を示し ます。
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#define TITLE_TEXT "FindFile の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_FindFile(HWND);

function ExFn_FindFile(hMSI)

 STRING svResult;

begin

 if (FindFile (SEARCH_DIR, FILE_SPEC, svResult) < 0) then

MessageBox ("FindFile が失敗しました。 ", SEVERE);

 else

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, "%s が %s で見つかり ました。 ", svResult,

 SEARCH_DIR);

 endif;

end;

FindWindow
FindWindow 関数は上級開発者向けに、 ウ ィ ン ド ウク ラス とウ ィ ン ド ウ名を指定する こ と でウ ィ ン ド ウへのハン ド

ルを取得する方法を提供し ます。 アプ リ ケーシ ョ ンのク ラス とウ ィ ン ド ウ名がわかれば、 そのハン ドルを取得す

る こ とができます。 そ し てこのハン ドルを使ってウ ィ ン ド ウへ直接メ ッ セージを送る こ とができます。

ヒ ン ト • ウ ィ ン ド ウのク ラス と名前を検出するには、 Microsoft Spy.exe プログラムを実行し て く だ さい。

構文

FindWindow ( szClassName, szWinName );
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
パラ メ ーター

戻り値

FindWindow の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * FindWindow 関数と SendMessage 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは Windows Notepad を起動し、

 * FindWindow を呼び出して Notepad ウ ィ ン ドウを検出します。 次に、

 * SendMessage を呼び出してウ ィ ン ドウを 大化し、 3 秒後に

 * SendMessage を再び呼び出してウ ィ ン ドウを 小化

 * します。 スク リ プ トが終了したと き、 Windows NotePad は開いた状態ですが、

 * 小化されています。 SendMessage へ渡されるパラ メーターは

 * Windows システム メ ッセージで、 その値は

 * スク リ プ ト では定数と して定義されいるこ とに注意して く ださい。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 プ リ プロセッサ定数が、

 *       定数 NOTEPAD を設定して、 Windows Notepad 実行可能フ ァ イルの完全

 *     修飾名が参照されるよ うにして く ださい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

テーブル 127 • FindWindow のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szClassName ウ ィ ン ド ウが属する ク ラスの名前を指定し ます。 「任意のク ラス」 を指定する

には、 このパラ メ ーターにヌル文字列を渡し ます。

szWinName ウ ィ ン ド ウキャ プシ ョ ン ( タ イ ト ル ) を指定し ます。 指定されたク ラスの 上

位にあるウ ィ ン ド ウのハン ドルを戻すには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 

("") を渡し ます。

テーブル 128 • FindWindow の戻り値

戻り値 説明

XXXX ウ ィ ン ド ウのハン ドル

NULL (0) FindWindow が指定し た名前と ク ラス名を持つウ ィ ン ド ウを検出できませんで し

た。
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#define NOTEPAD "C:\\Windows\\Notepad.exe"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_FindWindow(HWND);

function ExFn_FindWindow(hMSI)

NUMBER nMsg, nwParam, nlParam;

HWND nHwnd;

begin

// セッ ト ア ッ プの背景ウ ィ ン ドウを表示しません。

Disable(BACKGROUND);

// Windows Notepad を開きます。

if (LaunchApp (NOTEPAD, "") < 0 ) then

MessageBox ("Notepad を起動できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// 3 秒間待機して、 大化される前にそのウ ィ ン ドウを

// 参照できるよ うにします。

Delay (3);

// Notepad ウ ィ ン ドウのハン ドルを読み出します。 初の

// パラ メーターはウ ィ ン ドウク ラスです。 2 番目のパラ メーターにある

// ヌル文字列は一番 初の Notepad ウ ィ ン ドウを指定します。

nHwnd = FindWindow ("NotePAD", "");

if (nHwnd = NULL) then

MessageBox ("Notepad ウ ィ ン ドウを検出できませんでした。 ", SEVERE);

else

// システム コマン ド を送り、 ウ ィ ン ドウを 大化します。

SendMessage (nHwnd, WM_SYSCOMMAND, SC_MAXIMIZE, 0);

// 3 秒間待機して、 小化される前にそのウ ィ ン ドウを

// 参照できるよ うにします。

Delay (3);

// システム コマン ド を送り、 ウ ィ ン ドウを 小化します。

SendMessage (nHwnd, WM_SYSCOMMAND, SC_MINIMIZE, nlParam);

endif;

end;

FormatMessage
FormatMessage 関数は、 ビル ト イ ン InstallShield 関数が戻す大きなエラーコー ド と関連付けられたエラー メ ッ セー

ジテキス ト を提供し ます。

構文

FormatMessage ( nErrorReturnCode );
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
パラ メ ーター

戻り値

エラーコー ド nErrorReturnCode に関連し たエラー メ ッ セージテキス ト を含む文字列。

FormatMessage の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

//---------------------------------------------------------------------------

//

// InstallShield スク リ プ ト の例

//

// FormatMessage 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

//

// デモンス ト レーシ ョ ン と して、 意図的に存在しないソース デ ィ レク ト リで XCopyFile を

// 呼び出します。 関数が失敗するこ とが予想されます。 エラーについての

// システム情報を提供するには、 FormatMessage を呼び出して

// MessageBox にメ ッセージ文字列を表示します。

//

//---------------------------------------------------------------------------

function OnBegin()

NUMBER nReturn;

begin

// 存在しないデ ィ レク ト リ上の XCopyFile を呼び出します

nReturn = XCopyFile("C:\\no_such_directory", "C:\\destination", COMP_NORMAL);

// XCopyFile が失敗したと きに、 エラー メ ッセージを表示してインス ト ーラーを終了します

if (nReturn < 0) then

MessageBox(FormatMessage(nReturn), SEVERE);

abort;

endif;

end;

テーブル 129 • FormatMessage のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nErrorReturnCode 大きなエラーコー ド を渡し ます。 たと えば、 2147024891 

(0x80070005) は、 ビル ト イ ン InstallScript 関数によ って戻された値

です。 エラーコー ド -1 を渡し ても、 役に立つ結果は得られませ

ん。
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GetAndAddAllFilesCost
GetAndAddAllFilesCost 関数は、 szSrcDir に含まれていて szWildcard が識別するワイルド カー ドのパターンに一致

するすべてのフ ァ イルのコス ト を判断し、 このコス ト を nvCostHigh および / または nvCostLow の現在の値に追加

し ます。 その後このコス ト を FeatureAddCost に渡すこ とができます。

メ モ • GetAndAddAllFilesCost は実際、 イ ンス ト ールによ って直接使用される情報の設定は行わないので注意し て く

ださい。 FeatureAddCost を ( 必要に応じ て ) この機能の呼び出しの後に呼び出し て、 既存する機能に追加コ ス ト を

付け足す必要があ り ます。

構文

GetAndAddAllFilesCost (szSrcDir, szWildcard, szTargetDir, nClusterSize, nvInstallCostHigh, nvInstallCostLow, nvUninstallCost);
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パラ メ ーター

戻り値

GetAndAddFileCost
GetAndAddFileCost 関数は、指定されたフ ァ イルのコス ト を判断し、 それを nvCostHigh および / または nvCostLow 

の現在の値に追加し ます。 これによ り、 ループの中で関数を複数回呼び出し て、 複数のフ ァ イルのコ ス ト を計算

および加算する こ とができます。 関数を呼び出し てシングルフ ァ イルのコス ト を判別する前に、 nvCostHigh およ

び nvCostLow を ゼロに設定し ます。 この関数は通常、 デ ィ スク上の既存のフ ァ イルを判別する必要がある と きに

使用され、 コス ト を FeatureAddCost に渡すこ とができるよ う にし ます。

テーブル 130 • GetAndAddAllFilesCost のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szSrcDir そのコ ス ト を判断する フ ァ イルを含むソースロケーシ ョ ンの完全修飾パス。

szWildcard フ ァ イルの検索に使用するワイルド カー ド。 szWildcard と一致する フ ァ イルが

見つからない場合、 関数は失敗を返し ます。

szTargetDir nClusterSize が 0 の場合、 フ ァ イルがイ ンス ト ールされる完全修飾パス。 この

パスは、 ターゲッ ト ド ラ イブのク ラス タサイズを判断する と きに利用されま

す。 nClusterSize がゼロ以外の場合、 このパラ メ ーターは無視されます。

nClusterSize ターゲッ ト ド ラ イブのク ラス タサイズを指定し ます。 このパラ メ ーターが 0 の

場合、 関数は szTargetDir から この情報を判断し ます。

nvInstallCostHigh このフ ァ イルのイ ンス ト ールコ ス ト の上位 ３ １  ビ ッ ト  ( バイ ト 数 ) がこの変数

の現在の値に追加されます。

nvInstallCostLow このフ ァ イルのイ ンス ト ールコ ス ト の下位 ３ １  ビ ッ ト  ( バイ ト 数 ) がこの変数

の現在の値に追加されます。

nvUninstallCost これらのフ ァ イルのアンイ ンス ト ールコ ス ト は、 この変数の現在の値に追加さ

れます。 この値は、 アンイ ンス ト ールされる フ ァ イルあた り 1 に等し く な り ま

す。 し たがって、 アン イ ンス ト ールされる 100 のフ ァ イルは、 値 100 を返し ま

す。

テーブル 131 • GetAndAddAllFilesCost の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS 関数が成功し たこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS 関数の実行に失敗し たこ と を示し ます。
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メ モ • この関数は実際、 イ ンス ト ールによ って直接使用される情報の設定は行わないので注意し て く だ さい。 この

関数を呼び出し た後、 必要に応じ て FeatureAddCost を呼び出し て、 追加のコス ト を既存の機能に追加する必要が

あ り ます。

構文

GetAndAddFileCost ( szSrcFile, szTargetDir, nClusterSize, nvCostHigh, nvCostLow );

パラ メ ーター

戻り値

GetCArrayFromISArray
GetCArrayFromISArray 関数は、 指定された配列の実際のデータ をポイ ン ト するポイ ン ター配列にポイ ン ターを返

し ます。 この関数は、 追加メ モ リ を割り当てませんが、 既存の配列にあるデータにポイ ン ターを返し ます。 vArray 

が文字列配列の場合、 戻されたポイ ン ターを LPCWSTR* または LPWSTR* 引数を受け取る関数に渡すこ とができ

ます。 vArray が数値配列の場合、 戻されたポイ ン ターを LPCDWORD* または LPDWORD* 引数を受け取る関数に

渡すこ とができます。

テーブル 132 • GetAndAddFileCost のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szSrcFile コ ス ト を判断する、 デ ィ スク上にある既存フ ァ イルの完全修飾パス と フ ァ イル

名。

szTargetDir nClusterSize が 0 の場合、 これはフ ァ イルのターゲッ ト フ ォルダーにな り ます。

このパスは、 ターゲッ ト ド ラ イブのク ラス タサイズを判断する と きに利用され

ます。 nClusterSize がゼロ以外の場合、 このパラ メ ーターは無視されます。

nClusterSize ターゲッ ト ド ラ イブのク ラス タサイズを指定し ます。 このパラ メ ーターが 0 の

場合、 関数は szTargetDir から この情報を判断し ます。

nvCostHigh このフ ァ イルのイ ンス ト ール コス ト の上位 31 ビ ッ ト  ( バイ ト 数 ) がこの変数

の現在の値に追加されます。

nvCostLow このフ ァ イルのイ ンス ト ール コス ト の下位 31 ビ ッ ト  ( バイ ト 数 ) がこの変数

の現在の値に追加されます。

テーブル 133 • GetAndAddFileCost の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS 関数が成功し たこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS 関数の実行に失敗し たこ と を示し ます。
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構文

GetCArrayFromISArray (vArray);

パラ メ ーター

戻り値

追加情報

戻されたポイ ン ターを使って、 その配列に含まれる文字列を変更する際には、 注意が必要です。 文字列配列に含

まれる文字列の長さは、 イ ンス ト ールによ って内部的に管理されます。 そのため、 文字列の長さ を変更し た場合、

イ ンス ト ールが文字列配列に含まれるデータ を管理する こ とはできません。

GetCHARArrayFromISStringArray
GetCHARArrayFromISStringArray 関数は、 指定された配列に含まれる幅広い文字列に対応する ANSI 文字列へのポ

イ ン ター配列へポイ ン ターを返し ます。

構文

GetCHARArrayFromISStringArray ( vArray );

テーブル 134 • GetCArrayFromISArray のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

vArray ポイ ン ターが必要な配列を指定し ます。

テーブル 135 • GetCArrayFromISArray の戻り値

戻り値 説明

pointer 指定された配列の実際のデータ をポイ ン ト するポイ ン ター配列へのポイ ン

ター。

< ISERR_SUCCESS 関数が失敗し たこ と を示し ます。
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

GetCHARArrayFromISStringArray 関数はポイ ン ターの配列と ANSI 文字列用に追加メ モ リ を割り当てます。 このポ

イ ン ターは LPCSTR* または LPSTR* 引数を受け取る関数へ渡されます。 新し く 作成し た配列での作業を完了し た

後、 DeleteCHARArray を呼び出し て メ モ リから配列を削除し ます。

CopyCHARArrayToISStringArray を呼び出し てポイ ン ターの配列から元の文字列配列へデータ を返し た場合、 配列

に含まれる文字列を変更する際は注意し て く だ さい。 文字列配列に含まれる文字列の長さはイ ンス ト ールが内部

的に管理するため、 文字列の長さ を変更する と CopyCHARArrayToISStringArray を呼び出し た際に、 文字列全体が

オ リ ジナル配列へコ ピーされません。

GetCurrentDialogName

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

GetCurrentDialogName 関数は、 現在表示されているダイアログの名前を読み出し ます。 これは、 ダイアログが定

義されたと きに EzDefineDialog への呼び出し で指定された名前です。

この情報は EndDialog を呼び出し てダイアログを閉じ るのに利用できます。

構文

GetCurrentDialogName ( svDialogName );

テーブル 136 • GetCHARArrayFromISStringArray のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

vArray ポイ ン ターが必要な文字列配列を指定し ます。

テーブル 137 • GetCHARArrayFromISStringArray の戻り値

戻り値 説明

pointer ANSI 文字列へのポイ ン ターの配列へのポイ ン ター。

< ISERR_SUCCESS 関数が失敗し たこ と を示し ます。
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パラ メ ーター

戻り値

GetCurrentDir
GetCurrentDir 関数は現在のデ ィ レ ク ト リ を返し ます。

メ モ • スク リ プ ト でフ ァ イルを指定する場合、 適切な値を持つ現在のフ ォルダーに頼らず、 常に ( 適切な 

InstallShield システム変数、 例えば SRCDIR を使って ) 完全パスを指定し て く だ さい。 スク リ プ ト は現在のフ ォル

ダーを変更する こ とが可能なコー ド を内部で実行するため、 その値は必ずし も予期し たものとは限り ません。

構文

GetCurrentDir( svCurrentDir );

テーブル 138 • GetCurrentDialogName のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

svDialogName 現在表示されているダイアログの名前を、 また現在ダイアログが表示されて

いない場合はヌル文字列 ("") を返し ます。

テーブル 139 • GetCurrentDialogName の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS GetCurrentDialogName は現在表示されているダイアログの名前を読み出し ま

す。

< ISERR_SUCCESS 現在表示中のダイアログはあり ません。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ

とができます。 た と えば、 FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 

(0x80070005) です。
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パラ メ ーター

戻り値

GetDir
GetDir の関数は、 szPath で渡された完全修飾パスまたはフ ァ イル名から ド ラ イブ指定を削除し、 残りのパス又は

フ ァ イル名を svDir に返し ます。 パスはド ラ イブ指定を含まな く ては成り ません。 UNC パスの場合もあ り ます。

次の例では、 完全修飾パス C:\Windows が svDir で \Windows と し て戻されます。

 GetDir("C:\\Windows", svDir);

次の例では、 UNC パス \\TheServer\TheSharedDevice\Programs が svDir で \Programs と し て戻されます。

 GetDir("\\\\TheServer\\TheSharedDevice\\Programs", svDir);

構文

GetDir ( szPath, svDir );

テーブル 140 • GetCurrentDir のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

svCurrentDir 現在のデ ィ レ ク ト リ を返し ます。

テーブル 141 • GetCurrentDir の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数がカ レン ト デ ィ レ ク ト リ を正常に取り出し だこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS 関数がカ レン ト デ ィ レ ク ト リ を読み出せなかったこ と を示し ます。
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
パラ メ ーター

戻り値

GetDir の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * GetDir 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トはユーザーから完全修飾デ ィ レク ト リ名を取得

 *　 します。 次に、 GetDir を呼び出して ド ラ イブ指定以外の

 * 選択されたデ ィ レク ト リ名を返します。 そして、 その結果のパスが表示されます。

 * それを表示します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "GetDir example"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_GetDir(HWND);

function ExFn_GetDir(hMSI)

STRING szMsg, svSelectedDir, svDirNameOnly;

begin

// ユーザーから完全修飾デ ィ レク ト リ名を取得します。

テーブル 142 • GetDir のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szPath ド ラ イブ指定を含むパスを指定し ます。

svDir ド ラ イブ指定を除 く パスを返し ます。 szPath が UNC パスの場合、 GetDir は

サーバー名と共通デバイス名を除いたパスを返し ます。

テーブル 143 • GetDir の戻り値

戻り値 説明

0 関数がド ラ イブ指定を除 く パスを返し たこ と を示し ます。

< 0 関数がド ラ イブ指定を除 く パスを戻すこ とができなかったこ と を示し ます。
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AskPath (" デ ィ レク ト リ を選択します。 ", INSTALLDIR, svSelectedDir);

// ド ラ イブ指定を抜いたデ ィ レク ト リ名を取得します。

if (GetDir (svSelectedDir, svDirNameOnly) < 0) then

// エラーを報告します。

MessageBox ("GetDir が失敗しました。 ", SEVERE);

else

// デ ィ レク ト リ名を GetDir によって返されたとおりに表示します。

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT,

 " ド ラ イブ指定無しの選択したデ ィ レク ト リ :: %s",

 svDirNameOnly);

endif;

end;

GetDisk
GetDisk 関数は、 szPath が指定し た完全修飾パスまたはフ ァ イル名からデ ィ スク ド ラ イブ指定を抽出し、 svDisk へ

返し ます。

構文

GetDisk ( szPath, svDisk );
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
パラ メ ーター

戻り値

GetDisk の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * GetDisk 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは、 ユーザーから完全修飾デ ィ レク ト リ名を

 *　取得します。 次に、 GetDisk を呼び出してデ ィ スク ド ラ イブ指定を

 * 返します。 そして、 ド ラ イブ指定が表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "GetDisk  の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_GetDisk(HWND);

function ExFn_GetDisk(hMSI)

STRING svSelectedDir, svDisk;

テーブル 144 • GetDisk のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szPath ド ラ イブ指定を示す完全修飾パス、 またはフ ァ イル名を指定し ます。 ド ラ イ

ブ指定が含まれなかった場合、 GetDisk は失敗し ます。 szPath でパス される

値は UNC パスでな く てはな り ません。

svDisk ( コ ロンを含む ) ド ラ イブ指定を返し ます。 szPath が UNC パスの場合、

GetDisk はサーバー名と共通デバイス名を \\server\sharedevice の形式で返し

ます。

テーブル 145 • GetDisk の戻り値

戻り値 説明

0 関数がド ラ イブ指定を返し たこ と を示し ます。

< 0 関数がド ラ イブ指定を戻さ なかったこ と を示し ます。
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begin

 // ユーザーから完全修飾デ ィ レク ト リ名を取得します。

AskPath (" デ ィ レク ト リ を選択します。 ", INSTALLDIR, svSelectedDir);

// 選択したデ ィ レク ト リ名から ド ラ イブ指定を取得します。

if (GetDisk (svSelectedDir, svDisk) < 0) then

// エラーを報告します。

MessageBox ("GetDir が失敗しました。 ", SEVERE);

else

// GetDisk が返したとおりにド ラ イブ指定を表示します。

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, " デ ィ スク ド ラ イブ : %s", svDisk);

endif;

end;

GetDiskInfo
GetDiskInfo 関数は、 指定されたデ ィ スク ド ラ イブについての情報を取得し ます。 この変数のメ ンバーに割り当て

られている値を調べる と、 スク リ プ ト でデ ィ スク ド ラ イブについての情報を判断できます。

構文

GetDiskInfo ( _DISK_INFO& pdi );

パラ メ ーター

以下のテーブルで、 _DISK_INFO の各メ ンバーの意味が示されています。 

テーブル 146 • GetDiskInfo のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

_DISK_INFO& pdi 関数が戻った後、 情報を指定し て指定された情報を取得および格納する既存

の _DISK_INFO ( 関数を呼び出す前にイ ンス ト ールによ って割り当てられます

) へのポイ ン ターを指定し ます。

テーブル 147 • _DISK_INFO メ ンバー

メ ンバー 意味

szDiskPath[_MAX_PATH] 情報を戻す ド ラ イブの完全修飾名を指定し ます。
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nInfoToQuery クエ リする情報を指定し ます。 使用できる値は次のとお り です。 

• DISK_INFO_QUERY_ALL — デ ィ スク ド ラ イブについてのすべての情報を ク

エ リ し ます。

• DISK_INFO_QUERY_BYTES_PER_CLUSTER — ド ラ イブのク ラス タ ( ク ラス

タサイズ ) あた りのバイ ト 数を クエ リ し ます。

• DISK_INFO_QUERY_DISK_TOTAL_SPACE — ド ラ イブ上の総空き容量を ク エ

リ し ます。

• DISK_INFO_QUERY_DISK_FREE_SPACE — ド ラ イブ上の空き容量を クエ リ

し ます。

• DISK_INFO_QUERY_DRIVE_TYPE — ド ラ イブ タ イプを クエ リ し ます。 .

nBytesPerCluster DISK_INFO_QUERY_BYTES_PER_CLUSTER が ｃ nInfoToQuery で指定されてい

る場合、 ク ラス タあた りのバイ ト 数を返し ます｡

nTotalSpaceHigh ターゲッ ト ド ラ イブの総領域の上位 31 ビ ッ ト を返し ます。

nTotalSpaceLow ターゲッ ト ド ラ イブの総領域の下位 31 ビ ッ ト を返し ます。

nFreeSpaceHigh ターゲッ ト ド ラ イブの空き領域の上位 31 ビ ッ ト を返し ます。

nFreeSpaceLow ターゲッ ト  ド ラ イブの空き領域の下位 31 ビ ッ ト を返し ます。

nDriveType Windows API GetDriveType に戻された同じ定数を使用し て ド ラ イブの種類を

返し ます。 便宜上、 次の定数が予め定義されています。 

• DRIVE_UNKNOWN — ド ラ イブ タ イプが不明です。

• DRIVE_NO_ROOT_DIR — ド ラ イブ タ イプがルー ト  デ ィ レ ク ト リ以外と し

て定義されています。

• DRIVE_REMOVABLE — ド ラ イブ タ イプがリムーバルと し て定義されてい

ます。

• DRIVE_FIXED — ド ラ イブ タ イプが固定し て定義されています。

• DRIVE_REMOTE — ド ラ イブ タ イプがリ モー ト と し て定義されています。

• DRIVE_CDROM — ド ラ イブ タ イプが CD-ROM と し て定義されています。

• DRIVE_RAMDISK — ド ラ イブ タ イプが RAM DISK と し て定義されていま

す。

テーブル 147 • _DISK_INFO メ ンバー ( 続き )

メ ンバー 意味
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
戻り値

nResultDiskSpace メ ンバーを確認し て、 クエ リが成功し たかど うかを判断できます。

GetDiskInfo の例

メ モ • 基本の MSI イ ンス ト ールでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リー ポイ ン ト 関数用のカス タム アクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロール イベン ト の結果と し てカス タム アクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 *  GetDiskInfo 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは、 Windows ド ラ イブ上のデ ィ スク空き容量を取得し、

 * メ ッセージ ボッ クスに表示します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

function OnBegin()

_DISK_INFO di;

NUMBER n; // 必須項目 : 関数の戻り値に関する事柄

NUMBER nvSizeTargetHigh, nvSizeTargetLow, nUnitsTarget;

begin

// init._DISK_INFO members: what drive, what info

di.szDiskPath = WINDISK;

nResultDiskSpace 次のフ ラグを指定する と、 戻された と きにこのメ ンバーに有効の情報が含ま

れます。

• DISK_INFO_QUERY_BYTES_PER_CLUSTER

• DISK_INFO_QUERY_DISK_TOTAL_SPACE

• DISK_INFO_QUERY_DISK_FREE_SPACE

このメ ンバーでは、 情報を クエ リ し た結果が戻されます。

テーブル 148 • GetDiskInfo の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS 関数が成功し たこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS 関数が失敗し たこ と を示し ます。 この関数にヌル ポイ ン ターが渡される と、

この値が戻されます。

テーブル 147 • _DISK_INFO メ ンバー ( 続き )

メ ンバー 意味
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
di.nInfoToQuery = DISK_INFO_QUERY_DISK_FREE_SPACE;

n = GetDiskInfo(&di);

// 空き容量について適切なユニ ッ トへ変更

nUnitsTarget = MBYTES;

n = ConvertSizeToUnits(

di.nFreeSpaceHigh, di.nFreeSpaceLow, BYTES,

nvSizeTargetHigh, nvSizeTargetLow, nUnitsTarget);

SprintfBox(INFORMATION, "Free Space",

" 空き容量 : %d MB",

nvSizeTargetLow);

end;

GetDiskSpace
この関数は現在使用されていません。 代わり に、 GetDiskInfo 関数を使用し て く だ さい。

GetDiskSpace 関数は szPath で指定し た ド ラ イブまたはパス上の空き容量をバイ ト 単位で返し ます。

構文

GetDiskSpace(szDrive);
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
パラ メ ーター

戻り値

GetDiskSpace の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * GetDiskSpace 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トはエン ド ユーザーから完全修飾名を取得します。

 * そしてパスから ド ラ イブ指定を抽出し、

 * そのド ラ イブの空き容量を取得して メ ッセージボッ クスに

 * 空き容量を表示します。

 *

 * 必要に応じて数値が表示される前に

 * スク リ プ ト定義の関数を利用してコンマを挿入します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// 文字列内の数値をフ ォーマ ッ ト するユーザー定義関数。

prototype FormatIntString (BYREF STRING);

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_GetDiskSpace(HWND);

テーブル 149 • GetDiskSpace のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szPath 関数がその利用可能な空き容量を戻すパスを指定し ます。指定する値は UNC 

パスが可能です。

テーブル 150 • GetDiskSpace の戻り値

戻り値 説明

> 0 指定し たデ ィ レ ク ト リの空き容量のバイ ト 数。 戻される 大値は 2 GB です。

これよ り大きいデ ィ スク容量の場合も 2 GB が戻されます。 セ ッ ト ア ッ プが 

2 GB よ り も大きい空き容量を確認する必要がある場合、 GetDiskSpaceEx を

呼び出し て下さい。

< 0 GetDiskSpace が空き容量を取得できなかったこ と を示し ます。
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function ExFn_GetDiskSpace(hMSI)

STRING svResultPath, svDrive;

LONG   lFreeSpace;

STRING svFreeSpace;

begin

// ターゲッ ト パスを要求します。 デフ ォルト では C を利用します。

AskPath (" ド ラ イブの選択 :", "C:\\", svResultPath);

// パスから ド ラ イブ指定を取得します。

GetDisk (svResultPath, svDrive);

// そのド ラ イブ上のデ ィ スク空き容量を取得します。

lFreeSpace = GetDiskSpace (svDrive);

if (lFreeSpace < 0) then

// GetDiskSpace からのエラーを処理します。

MessageBox ("GetDiskSpace が失敗しました。 ", SEVERE);

else

// デ ィ スク空き容量を文字列へ変換します。

NumToStr (svFreeSpace, lFreeSpace);

// 必要に応じて数値にコンマを挿入します。

FormatIntString (svFreeSpace) ;

// 空き容量を報告します。

MessageBox (svFreeSpace + " の空き容量が次のド ラ イブにあり ます :" + svDrive + ".",

 INFORMATION);

endif;

end;

function FormatIntString(svInteger)

// 必要であれば

// 文字列変数に保存されている正数にコンマを挿入します。

INT nLen;

STRING svSubStr, svTemp;

begin

nLen = StrLength (svInteger);

if nLen > 3 then

nLen = nLen - 3;

StrSub (svTemp , svInteger, nLen, 3);

while nLen > 3

nLen = nLen - 3;

StrSub (svSubStr, svInteger, nLen, 3);

svTemp = svSubStr + "," + svTemp;

endwhile;

StrSub (svSubStr, svInteger, 0,nLen);

svInteger = svSubStr + "," + svTemp;

endif;

end;
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GetDiskSpaceEx
この関数は現在使用されていません。 代わり に、 GetDiskInfo 関数を使用し て く だ さい。

GetDiskSpaceEx 関数は指定されたパス上の空き容量を返し ます。 nUnits にパス される値によ り GetDiskSpaceEx が

返し た値がバイ ト 、 キロバイ ト 、 メ ガバイ ト 、 またはギガバイ ト 単位のどれであるかを判断し ます。

構文

GetDiskSpaceEx ( szDrive, nUnits );

パラ メ ーター

戻り値

追加情報

GetDiskSpaceEx の制限は、 nUnits で渡す測定単位の 2 ギガ (2 31) 単位です。 BYTES を指定する場合の制限は 2 

GB、 KBYTES を指定する場合の制限は 2 TB といった要領です。 ほとんどのセ ッ ト ア ッ プには KBYTES を指定し

て く ださい。

GetDiskSpaceEx は、 nUnits で指定し た単一ユニ ッ ト に も近い値で有効スペースを返し ます。 た と えば、 GBYTES 

を指定する場合、 利用できる 2.5 GB があるパスは 2 を返し ます。 よ り正確な空き容量情報が必要なセ ッ ト ア ッ プ

の場合、 Windows API 関数 GetDiskFreeSpaceEx を直接呼び出し ます。

テーブル 151 • GetDiskSpaceEx のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szPath 関数がその利用可能な空き容量を戻すパスを指定し ます。 指定する値は UNC 

パスが可能です。

nUnits 測定単位を示すために、 以下のあらかじめ定義された定数のう ち 1 つを渡し

ます。

• BYTES—GetDiskSpaceEx が空きバイ ト の値を戻すこ と を示し ます。

• KBYTES—GetDiskSpaceEx が空きバイ ト の値をキロバイ ト で戻すこ と を

示し ます。

• MBYTES—GetDiskSpaceEx が空きバイ ト の値を メ ガバイ ト で戻すこ と を

示し ます。

• GBYTES —  GetDiskSpaceEx が空きバイ ト の値をギガバイ ト で戻すこ と を

示し ます。

テーブル 152 • GetDiskSpaceEx の戻り値

戻り値 説明

> 0 指定し たデ ィ レ ク ト リの空きバイ ト 、 空きキロバイ ト 、 空き メ ガバイ ト 、 空

きギガバイ ト の値は、 nUnits の値によ って異な り ます。

< 0 GetDiskSpaceEx が空き容量を取得できなかったこ と を示し ます。
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
GetDiskSpaceEx の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * GetDiskSpaceEx 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トはエン ド ユーザーから完全修飾名を取得します。

 * そしてパスから ド ラ イブ指定を抽出し、

 * そのド ラ イブの空き容量を取得して メ ッセージボッ クスに

 * 空き容量を表示します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

STRING  szPath;

 INT iResult;

 

#include "ifx.h"

program

 // ターゲッ ト パスを要求します。

szPath = PROGRAMFILES;

iResult = SdAskDestPath 

(" フ ォルダーの選択 \n 有効なデ ィ スクの空き容量を確認するフ ォルダーを選択します。 .", " ", szPath, 0);

if (iResult < 0) then

MessageBox(" ダイアログを表示できません。 ", SEVERE);

endif;

 // 指定したパスのデ ィ スク空き容量を ( キロバイ ト 単位で ) 取得します。

iResult = GetDiskSpaceEx(szPath, KBYTES);

if (iResult < 0) then

MessageBox(" 有効なデ ィ スク容量を取得できません。 ", SEVERE);

endif;

// 有効な空き容量を表示します。

SprintfBox(INFORMATION, " 有効な空き容量 ", "%s で %d KB 有効です。 ", iResult, szPath);

endprogram
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GetEnvVar
GetEnvVar 関数は、 環境変数の現在の値を読み出し ます。

構文

GetEnvVar (szParameter、 svValue);

パラ メ ーター

戻り値

GetEnvVar の例
このスク リ プ ト は基本の MSI イ ンス ト ール用に構成されています。 基本の MSI イ ンス ト ールでこの関数を呼び出

すには、 まずエン ト リー ポイ ン ト 関数用のカス タム アクシ ョ ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ

ン ト ロール イベン ト の結果と し てカス タム アクシ ョ ンを実行し てから、 リ リースをビルド し ます。 このコー ド を 

InstallScript または InstallScript MSI イ ンス ト ールで実行するには、 begin ステー ト メ ン ト 及び end ステー ト メ ン ト

の間にある コー ドのみを コ ピーし て、 スク リ プ ト の OnBegin イベン ト ハン ド ラー関数内に貼り付けます。

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * GetEnvVar 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * GetEnvVar は TEMP と呼ばれる環境変数の値を取得するために

 * 呼び出されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

テーブル 153 • GetEnvVar のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szParameter 値を取得する環境変数名を指定し ます。

svValue 環境変数の現在の値を返し ます。

テーブル 154 • GetEnvVar の戻り値

戻り値 説明

0 関数が環境変数の値を取得し たこ と を示し ます。

< 0 関数が環境変数の値を取得できなかったこ と を示し ます。
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#define TITLE_TEXT "GetEnvVar の例 "

#define ENV_TEMP "TEMP"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_GetEnvVar(HWND);

function ExFn_GetEnvVar(hMSI)

STRING svEnvVar;

begin

// ENV_TEMP が指定した環境変数の値を取得します。

if (GetEnvVar (ENV_TEMP, svEnvVar) < 0) then

// エラーを報告します。

MessageBox (" 環境変数 " + ENV_TEMP + " を検出できませんでした。 .", SEVERE);

else

// 環境変数の値を表示します。

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, "%s = %s", ENV_TEMP, svEnvVar);

endif;

end;

GetExtendedErrInfo

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

GetExtendedErrInfo 関数は、 SetExtendedErrInfo が設定するエラー情報を返し ます。 多 く の InstallScript 関数は 

SetExtendedErrInfo(__FILE__、 __LINE__、 nError) を内部で呼び出し ます。

構文

GetExtendedErrInfo ( svScriptFile, nvLineNumber, nvError );
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戻り値 

GetExtents
GetExtents 関数は、 画面の寸法をピ クセル単位で読み出し ます。 画面の幅は nvDx に、 そし て高さは nvDy に戻さ

れます。 例えば、 標準 VGA モニ ターの場合は nvDx には 640 を、 nvDy には 480 を返し ます。

メ モ • ターゲッ ト マシンの画面の寸法は、 ScreenX と ScreenY プロパテ ィ を利用する こ と で本来 Windows Installer 

サービスを通し て取得する こ とができます。

構文

GetExtents ( nvDx, nvDy );

テーブル 155 • GetExtendedErrInfo のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

svScriptFile エラーが発生し たスク リ プ ト フ ァ イルを返し ます。

nvLineNumber エラーが発生し た行番号を返し ます。

nvError エラーコー ド を返し ます。

テーブル 156 • GetExtendedErrInfo の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数がエラー情報を読み出し ま し た。

< ISERR_SUCCESS 関数がエラー情報の読み出しに失敗し ま し た。
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GetExtents の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * GetExtents 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは GetExtents を呼び出してターゲッ ト システムの

 * 現在のビデオ解像度を取得します。 そしてダイアログ ボッ クスに

 * 情報を表示します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "GetExtents の例 "

#define MSG_TEXT " ビデオ解像度 : %d x %d"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_GetExtents(HWND);

function ExFn_GetExtents(hMSI)

NUMBER nvDx, nvDy;

begin

// ターゲッ ト システムのビデオ解像度を取得します。

if (GetExtents (nvDx, nvDy) < 0) then

テーブル 157 • GetExtents のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nvDx 画面の幅をピ クセル単位で返し ます。

nvDy 画面の高さ をピ クセル単位で返し ます。

テーブル 158 • GetExtents の戻り値

戻り値 説明

0 関数が画面の寸法を読み出し たこ と を示し ます。

< 0 関数が値を読み出せなかったこ と を示し ます。
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// エラーを報告します。

MessageBox ("GetExtents が失敗しました。 ", SEVERE);

else

// 情報を表示します

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, MSG_TEXT, nvDx, nvDy);

endif;

end;

GetFileInfo
GetFileInfo 関数を呼び出し、 フ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リの属性、 変更日、 時刻、 MD5 シグネチャ、 または、 サ

イズを判別し ます。 各 GetFileInfo ステー ト メ ン ト で、 データ を 1 つのみ要求できます。 た と えば、 フ ァ イルまた

はデ ィ レ ク ト リの日付情報と時刻情報を取得するには、 GetFileInfo を日付を取得するために 1 度、 そし て時刻を

取得するためにも う 1 度と、 合計 2 度呼び出す必要があ り ます。

構文

GetFileInfo (szPathName, nType, nvResult, svResult);
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テーブル 159 • GetFileInfo のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szPathName 情報を取得する フ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リの完全パスを指定し ます。 nType パラ メ ー

ター と し て FILE_ATTRIBUTE または FILE_SHARED_COUNT を渡さ ない限り、 このパラ

メ ーターで有効な URL (Uniform Resource Locator) を指定し ます。 この場合、 関数が失

敗し て ISERR_INVALID_ARG が戻り ます。 URL が有効かど うかを確認するには、

Is(VALID_PATH, szURL) を呼び出し ます。

nType 取得する フ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リ情報の種類を指定し ます。 情報が数値の場合、

GetFileInfo によ って nvResult に配置されます。 情報が文字列の場合、 GetFileInfo が 

svResult に配置し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し

ます。

• FILE_ATTRIBUTE— フ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リの属性が nvResult に戻されます。

• FILE_DATE— フ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リの変更日は、YYYY\MM\DD ( 年 \ 月 \ 日 ) 

形式で svResult に戻されます。

• FILE_MD5_SIGNATURE— ｓ ｚ File で指定されたフ ァ イルの MD5 シグネチャ を返し ま

す。 MD5 シグネチャ を生成および戻す操作は、 フ ァ イル全体の中身を読む必要が

あるので高いコス ト がかかり ます。 このパラ メ ーターは、 絶対に必要な場合のみ、

使用し て く ださい。 FILE_MD5_SIGNATURE は、 URL にはサポー ト されていません。

メ モ • 特定のフ ァ イルに対する加工前の MD5 シグネチャ データは、 それぞれが 16 ビ ッ

ト  (0x00 および 0xFF の間 ) で生成された 16 の数値で構成されます。 これらの値は通

常、 unsigned char 型の文字列に格納されます。 ただ し、 InstallScript 言語は unsigned 

char 型をサポー ト し ないため、 加工前の MD5 フ ァ イルデータはそのまま戻らず、 各 16 

数値は対応する文字列に変換され結果文字列に配置されます。 このため、 32 文字から

なる文字列は 2 文字ずつの各セ ッ ト が数値 1 つを意味し ます。 これは、 MD5 16 進法文

字列と し て呼ばれる こ と もあ り ます。 

• FILE_SHARED_COUNT — フ ァ イルの参照カウン ト 。

• FILE_SIZE — サイズは、 バイ ト 数で nvResult に戻されます (FILE_SIZE_LOW と同様 )。

• FILE_SIZE_LOW— フ ァ イルのサイズの下位 31 ビ ッ ト  ( バイ ト 数 ) が nvResult に戻さ

れます。 フ ァ イルのサイズが 2GB よ り大きい場合、 フ ァ イルのサイズは、

FILE_SIZE_HIGH に戻された値を 2GB で掛けて、 FILE_SIZE_HIGH に戻された値に加

えた値に等し く な り ます。

• FILE_SIZE_HIGH— フ ァ イルのサイズの上位 31 ビ ッ ト  ( バイ ト 数 ) が nvResult に戻さ

れます。 フ ァ イルが 2 GB よ り小さい場合、 この値は 0 ( ゼロ ) です。 そ う でない場

合、 フ ァ イルのサイズは、 FILE_SIZE_HIGH に戻された値を 2GB で掛けて、

FILE_SIZE_HIGH に戻された値に加えた値に等し く な り ます。

• FILE_TIME— フ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リの変更時刻は、 HH:MM:SS ( 時 : 分 : 秒 ) 形

式で svResult に戻されます。
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メ モ • FILE_ATTRIBUTE を 2 番目のパラ メ ーター (nType) と し て使用し て GetFileInfo を

呼び出し た後、 if-then-else 論理を使用し てフ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リの属性を判別

し ます。 nvResult = FILE_ATTR_NORMAL の場合、 属性は設定されていません。 nvResult 

!= FILE_ATTR_NORMAL の場合、 nvResult でのビ ッ ト ワイズ AND (&) 演算子の結果、 およ

び以下の 1 つ以上のフ ァ イル属性定数をテス ト し、 設定されている属性を判別し ます。

• FILE_ATTR_NORMAL: フ ァ イルは標準フ ァ イルです。 

• FILE_ATTR_ARCHIVED: フ ァ イルはアーカ イブ されています。

• FILE_ATTR_DIRECTORY: フ ァ イルはデ ィ レ ク ト リ です。

• FILE_ATTR_HIDDEN: フ ァ イルは隠し フ ァ イルです。 

• FILE_ATTR_READONLY: フ ァ イルは読み取り専用です。 

• FILE_ATTR_SYSTEM: フ ァ イルはシステム フ ァ イルです。 .

if (nvResult = FILE_ATTR_NORMAL) then

// フ ァ イルは、 NORMAL です。

else

if (FILE_ATTR_HIDDEN & nvResult) then

// フ ァ イルは、 HIDDEN です。

endif;

if (FILE_ATTR_READONLY & nvResult) then

// フ ァ イルは、 READ-ONLY です。

endif;

endif;

nvResult 数値を返し ます。

svResult 文字列情報を返し ます。

テーブル 159 • GetFileInfo のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
980 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (E-G)
戻り値

GetFileInfo の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * GetFileInfo 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * GetFileInfo が呼び出されて、 フ ァ イルの日付、 時刻、 および

 * 属性を読み出します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を適切に実行するため、

 *     定数 EXAMPLE_TXT を ターゲッ ト システム上に既存する

 *       フ ァ イル名に設定しな く てはな り ません。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define EXAMPLE_FILE "C:\\IO.sys"

#define TITLE_TEXT   "GetFileInfo の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_GetFileInfo(HWND);

function ExFn_GetFileInfo(hMSI)

STRING svResult, szAttributes;

NUMBER nvResult;

LIST  listID;

begin

// フ ァ イルについての情報を格納する リス ト を作成します。

listID = ListCreate (STRINGLIST);

// フ ァ イルが作成された日付、 または 後に更新された日付を svResult へ取得します。

if (GetFileInfo (EXAMPLE_FILE, FILE_DATE, nvResult, svResult) = 0) then

// リス ト へフ ァ イルの日付を追加します。

テーブル 160 • GetFileInfo の戻り値

戻り値 説明

0 関数を使用し て要求し たフ ァ イル情報が取得されたこ と を示し ます。

ISERR_INVALID_ARG (-2) 無効な引数が関数へ渡されたこ と を示し ます。

その他すべての負の値 関数を使用し て要求し た情報が取得できなかったこ と を示し ます。
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ListAddString (listID, " フ ァ イルの日付 : " + svResult, AFTER);

endif;

// フ ァ イルが作成された時刻、 または 後に更新された時刻を svResult へ取得します。

if (GetFileInfo (EXAMPLE_FILE, FILE_TIME, nvResult, svResult) = 0) then

// リス ト へフ ァ イルの時刻を追加します。

ListAddString (listID, " フ ァ イルの時刻 : " + svResult, AFTER);

endif;

// フ ァ イルの属性を nvResult へ取得します。

if (GetFileInfo (EXAMPLE_FILE, FILE_ATTRIBUTE, nvResult, svResult) = 0) then

// 属性無しテス ト 。

if (nvResult = FILE_ATTR_NORMAL) then

// 属性は設定されていません。 この情報を リス トへ追加します。

ListAddString(listID, " フ ァ イル属性 : 標準 ", AFTER);

else

// この文字列へ属性を追加します。

szAttributes = " フ ァ イル属性 : ";

// アーカイブ されていますか？

if (FILE_ATTR_ARCHIVED & nvResult) then

szAttributes = szAttributes + " アーカイブ済み ";

endif;

// 隠し フ ァ イルですか？

if (FILE_ATTR_HIDDEN & nvResult) then

szAttributes = szAttributes + " 隠し フ ァ イル ";

endif;

// 読み取り専用ですか？

if (FILE_ATTR_READONLY & nvResult) then

szAttributes = szAttributes + " 読み取り専用 ";

endif;

// システムフ ァ イルですか？

if (FILE_ATTR_SYSTEM & nvResult) then

szAttributes = szAttributes + " システムフ ァ イル ";

endif;

// デ ィ レク ト リですか？

if (FILE_ATTR_DIRECTORY & nvResult) then

szAttributes = szAttributes + " デ ィ レク ト リ ";

endif;

endif;

// リス ト へフ ァ イル属性を追加します。

ListAddString (listID, szAttributes, AFTER);

endif;

// リス ト を表示します。

SdShowInfoList (TITLE_TEXT, EXAMPLE_FILE, listID);

// メ モ リから リス ト を削除します。

ListDestroy(listID);

end;
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GetFolderNameList
GetFolderNameList 関数は、 指定し たフ ォルダー内のすべてのプログラム項目シ ョ ー ト カ ッ ト およびサブ フ ォル

ダーを列挙するのに利用し ます。 この関数は、 ルー ト フ ォルダー内のプログラム項目シ ョ ー ト カ ッ ト およびサブ

フ ォルダーの列挙にも利用できます。

構文

GetFolderNameList (szFolderName, listItemsID, listSubFoldersID);
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戻り値

テーブル 161 • GetFolderNameList のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFolderName 照会する フ ォルダーの名前を指定し ます。 szFolderName の完全修飾パスを次の

様に指定する こ とができます : 

“C:\\Windows\\Start Menu\\Programs\\Accessories\\Games”

szFolderName がヌルの場合、 GetFolderNameList はデフ ォル ト のプログラム 

デ ィ レ ク ト リ を検索し ます。 szFolderName に絶対パス ( ド ラ イブ名を含むパ

ス。 例、 "C:\\Program Files\\AppName") を指定し なかった場合、

GetFolderNameList はデフ ォル ト の Program デ ィ レ ク ト リの下にあるサブ フ ォル

ダを検索し ます。 この場所は InstallScript 変数 ALLUSERS の値、 およびター

ゲッ ト  システム上の Windows バージ ョ ンによ って異な り ます。

InstallScript システム変数を使用する こ と もできます。

• FOLDER_DESKTOP — [ デスク ト ッ プ ] フ ォルダーを検索し ます。

• FOLDER_STARTUP — [ ス ター ト ア ッ プ ] メ ニューを検索し ます。

• FOLDER_STARTMENU — [ ス ター ト ] メ ニューを検索し ます。

• FOLDER_PROGRAMS— ス ター ト  メ ニューの [ プログラム ] フ ォルダーを検

索し ます。

または、 次のよ う な関連パスを使用できます。

FOLDER_PROGRAMS ^ "ACCESSORIES\\GAMES"

listItemsID szFolderName 内のプログラム項目のシ ョ ー ト カ ッ ト の名前を表示し た リ ス ト を

返し ます。 szFolderName が個人および共有プログラム項目の両方を含んでいる

場合、 このパラ メ ーターで戻された リ ス ト には共通または個人プログラム項目

のシ ョ ー ト カ ッ ト のどち らかが含まれますが、 両方は含まれません。

listItemsID によ って識別される リ ス ト は、 ListCreate への呼び出しによ って既に

初期化されている必要があり ます。

listSubFoldersID szFolderName 内のサブ フ ォルダーの名前を表示し た リ ス ト を返し ます。

szFolderName が個人および共用フ ォルダーの両方を含んでいる場合、 このパラ

メ ーターで戻された リ ス ト には共通または個人フ ォルダーのどち らかが含まれ

ますが、 両方は含まれません。 listSubFoldersID によ って識別される リ ス ト は、

ListCreate への呼び出しによ って既に初期化されている必要があり ます。

テーブル 162 • GetFolderNameList の戻り値

戻り値 説明

0 GetFolderNameList はすべてのプログラム項目およびサブ フ ォルダー名を正

常に取得し ま し た。
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GetFolderNameList の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * GetFolderNameList 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * GetFolderNameList が呼び出され、 デスク ト ッ プ上のフ ォルダーとプログラム項目すべてが

 * 読み出されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_GetFolderNameList(HWND);

function ExFn_GetFolderNameList(hMSI)

NUMBER nResult;

LIST    listItemsID, listFoldersID;

begin

// フ ォルダーとポログラム名のリ ス ト を作成します。

listItemsID = ListCreate (STRINGLIST);

listFoldersID = ListCreate (STRINGLIST);

if (listItemsID = LIST_NULL) || (listFoldersID = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

else

// リス ト のビルド中にメ ッセージボッ クスを表示します。

SdShowMsg (" 検索中です .. お待ち く ださい。 ", TRUE);

// フ ォルダーとプログラム名を リス トへ配置します。

nResult = GetFolderNameList (FOLDER_DESKTOP, listItemsID, listFoldersID);

// メ ッセージボッ クスを閉じます。

SdShowMsg("", FALSE);

< 0 GetFolderNameList はプログラム項目およびサブ フ ォルダー名を取得できま

せんで し た。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ

とができます。 たと えば、 FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 

(0x80070005) です。

テーブル 162 • GetFolderNameList の戻り値 ( 続き )

戻り値 説明
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if (nResult < 0) then

MessageBox (" デスク ト ッ プ フ ォルダーとプログラム名を読み出すこ とができません。 ",

 SEVERE);

else

// リ ス ト を表示します。

repeat

// [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

// 項目リス ト を表示します。

nResult = SdShowInfoList ("", " 項目リ ス ト :", listItemsID);

// [ 戻る ] ボタ ンを有効にします。

Enable(BACKBUTTON);

// フ ォルダーリ ス ト を表示します。

nResult = SdShowInfoList ("", " フ ォルダーリス ト :", listFoldersID);

until (nResult = NEXT);

endif;

endif;

end;

GetFont
GetFont 関数は、 フ ォ ン ト をビルド し てそのハン ド ルを読み出し ます。 フ ォ ン ト ハン ドルを利用し てカス タムダイ

アログのコ ン ト ロールで使用する フ ォ ン ト を指定できます。

メ モ • InstallShield はイ ンス ト ールが終了し た と き、 この関数を使って作成されたすべてのフ ォ ン ト を削除し ます。

さ らに、 InstallShield は終了と同時にすべてのシステムリ ソースを リ リース し ます。

構文

GetFont ( szFontName, nPointSize, nAttributes );
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
パラ メ ーター

戻り値

GetFont が szFontName で名づけられたフ ォ ン ト を検出できなかった場合、 関数は Arial フ ォ ン ト をビルド し、

フ ォ ン ト へハン ドルを返し ます。

GetFont の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * GetFont 関数と CtrlSetFon 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例では、 GetFont を呼び出して 4 つのフ ォン トのハン ドルを

 * 読み出します。 これらのハン ドルは CtrlSetFont へ渡され、

 * カスタムダイアログボッ クスの静的テキス ト フ ィ ールドのフ ォン トが設定

 * されます。

 *

 * このスク リ プ ト で利用される [ カスタム ] ダイアログは、

 * 実際、 ビルト イン関数 SetupType が表示する

テーブル 163 • GetFont のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFontName ビルド する フ ォ ン ト の名前を指定し ます。

nPointSize ビルド する フ ォ ン ト のポイ ン ト  サイズを指定し ます。

nAttributes フ ォ ン ト ス タ イルを指定し ます。 このパラ メ ーターには、 次の定義済み定数

のいずれかを指定し ます。 定数と ビ ッ ト 単位 OR 演算子 ( | ) を組み合わせて

複数のス タ イルを指定し ます。

• STYLE_BOLD — 太字ス タ イルフ ォ ン ト を指定し ます。

• STYLE_ITALIC — イ タ リ ッ ク体にする フ ォ ン ト を指定し ます。

• STYLE_NORMAL — 通常ス タ イルフ ォ ン ト を指定し ます。

• STYLE_UNDERLINE — 下線を引 く 文字を指定し ます。

テーブル 164 • GetFont の戻り値

戻り値 説明

XXXX フ ォ ン ト へのハン ドル。
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 * InstallShield ダイアログです。 このダイアログは

 * インス ト ールで既に圧縮済みのフ ァ イル _isres.dll に保存されているため、

 * カスタム ダイアログと してスク リ プ ト で利用するこ とが 

 * 表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ダイアログ ID と コン ト ロール ID。

#define RES_DIALOG_ID        10203   // カスタム ダイアログの ID

#define RES_PBUT_NEXT  1  //  [ 次へ ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_CANCEL  9  //  [ キャンセル ] ボタ ンの ID

#define RES_TEXT_1          202   // 初のスタテ ィ ッ ク テキス ト ボッ クスの ID

#define RES_TEXT_2          210   // 2 番目のスタテ ィ ッ クテキス ト ボッ クスの ID

#define RES_TEXT_3          220   // 3 番目のスタテ ィ ッ クテキス ト ボッ クスの ID

#define RES_TEXT_4          230   // 4 番目のスタテ ィ ッ ク テキス ト ボッ クスの ID

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_GetFont(HWND);

function ExFn_GetFont(hMSI)

STRING szDialogName;

NUMBER nResult, nCmdValue;

HWND  hFont1, hFont2, hFont3, hFont4, hwndDlg;

BOOL   bDone;

begin

// カスタム ダイアログ ボッ クスが表示するスタテ ィ ッ ク テキス ト に利用する

// フ ォン トのハン ドルを取得します。

hFont1 = GetFont("Arial", 14, STYLE_BOLD);

hFont2 = GetFont("Times New Roman", 11, STYLE_ITALIC);

hFont3 = GetFont("Arial", 10, STYLE_BOLD);

hFont4 = GetFont("Courier New", 9, STYLE_NORMAL);

if (hFont1 = 0 || hFont2 = 0 || hFont3 = 0 || hFont4 = 0) then

// エラーを報告し、 終了します。

MessageBox (" すべてのフ ォン ト を取得できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// このインス ト ールでカスタム ボッ クスを認識するための名前を指定します。

szDialogName = "CustomDialog";

// ダイアログを定義します。 ヌル文字列を 2 番目のパラ メーターで渡し、

// _isuser.dll または _isres.dll からダイアログを取得します。 ヌル文字列を

// 3 番目のパラ メータでヌル文字列を渡します。 これは、 ダイアログが

// 4 番目のパラ メーターにある ID によって識別されるためです。

nResult = EzDefineDialog (szDialogName, "", "", RES_DIALOG_ID);

if (nResult < 0) then

// エラーを報告し、 終了します。

MessageBox (" ダイアログの定義エラー ", SEVERE);

abort;

endif;

// while ループを制御するのに使われるインジケーターを初期化します。
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bDone = FALSE;

// 完了するまでループ します。

repeat

// ダイアログを表示して次のダイアログ イベン ト を戻します。

nCmdValue = WaitOnDialog (szDialogName);

// イベン ト に応答します。

switch (nCmdValue)

case DLG_CLOSE:

// ユーザーがウ ィ ン ドウの [ 閉じ る ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

 case DLG_ERR:

MessageBox (" ダイアログを表示できませんでした。 セ ッ ト ア ッ プがキャンセルされました。 ", SEVERE);

abort;

 case DLG_INIT:

// このダイアログの [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ] ボタ ン と有効 / 無効状態を初期化して、 

// 初期化して、 コン ト ロール ID 700-724 および 202 上で %P、 %VS、 %VI を 

// それぞれ IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、 および

// IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION で 置換します。

hwndDlg = CmdGetHwndDlg (szDialogName);

SdGeneralInit(szDialogName, hwndDlg, 0, "");

// スタテ ィ ッ ク テキス ト ボッ クス 1 のフ ォン ト とテキス ト を設定します。

if (CtrlSetFont (szDialogName, hFont1, RES_TEXT_1) = 0) then

CtrlSetText (szDialogName, RES_TEXT_1,

" このテキス ト は Arial bold  14 ポイン ト に設定されています。 ");

else

CtrlSetText (szDialogName, RES_TEXT_1,

" 初のスタテ ィ ッ ク テキス ト ボッ クス用のフ ォン ト を設定できませんでした。 ");

endif;

// スタテ ィ ッ ク テキス ト ボッ クス 2 のフ ォン ト とテキス ト を設定します。

if (CtrlSetFont (szDialogName, hFont2, RES_TEXT_2) = 0) then

CtrlSetText (szDialogName, RES_TEXT_2,

" このテキス ト は Times New Roman italic 11 ポイン ト に設定されています。 ");

else

CtrlSetText (szDialogName, RES_TEXT_2,

"2 番目のスタテ ィ ッ クテキス ト ボッ クス用のフ ォン ト を設定できませんでした。 ");

endif;

// スタテ ィ ッ ク テキス ト ボッ クス 3 のフ ォン ト とテキス ト を設定します。

if (CtrlSetFont (szDialogName, hFont3, RES_TEXT_3) = 0) then

CtrlSetText (szDialogName, RES_TEXT_3,

" このテキス ト は Arial bold  10 ポイン ト に設定されています。 ");

else

CtrlSetText (szDialogName, RES_TEXT_3,

"3 番目のスタテ ィ ッ クテキス ト ボッ クス用のフ ォン ト を設定できませんでした。 ");

endif;

// スタテ ィ ッ ク テキス ト ボッ クス 4 のフ ォン ト とテキス ト を設定します。

if (CtrlSetFont (szDialogName, hFont4, RES_TEXT_4) = 0) then

CtrlSetText (szDialogName, RES_TEXT_4,

" このテキス ト は Courier New  9 ポイン ト に設定されています。 ");

else

CtrlSetText (szDialogName, RES_TEXT_4,

"4 番目のスタテ ィ ッ クテキス ト ボッ クス用のフ ォン ト を設定できませんでした。 ");

 endif;
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case RES_PBUT_NEXT:

 bDone = TRUE;

case RES_PBUT_CANCEL:

 // ユーザーが [ キャンセル ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

 Do (EXIT);

endswitch;

until bDone;

// ダイアログを閉じます

EndDialog (szDialogName);

// メ モ リからダイアログを解放します。

ReleaseDialog (szDialogName);

end;

GetLine
GetLine 関数は、 読み取り専用モー ド で開かれたテキス ト フ ァ イルから テキス ト 行を読み込みます。 GetLine を呼

び出す前に、 まず OpenFileMode を呼び出し てフ ァ イルを読み取り専用モー ド に設定し てから、 OpenFile を呼び出

し てフ ァ イル ( イ ン ターネ ッ ト 上のフ ァ イルも可能 ) を開 く 必要があ り ます。 GetLine への 初の呼び出しは､フ ァ

イルから 初のテキス ト 行を読み取り ます。 行を読み終わる と、 GetLine は次の行にフ ァ イルポイ ン ターを再配置

し ます。 GetLine への 2 回目の呼び出し では 2 行目を読み取り、 次の行へと続きます。 GetLine は戻す行の末尾に

ある改行文字や復帰改行文字を削除し ます。

GetLine がフ ァ イル内のすべての行を読み終わる と、 end-of-file エラーを返し ます。 追加モー ド でフ ァ イルを開い

た場合、 GetLine 関数への呼び出しは失敗し ます。 これは、 フ ァ イルポイ ン ターがフ ァ イルの終わり にある為で

す。 関数はまた、 nvFileHandle が指定し たフ ァ イルがバイナ リ モー ド で開かれた場合にも失敗し ます。

行の 大文字制限は 4,096 です。 フ ァ イルから複数行を読み取るには、 各行に別々の GetLine を利用するか、

GetLine ステー ト メ ン ト をループに配置し て く だ さい。

ヒ ン ト • テキス ト フ ァ イルを書き込むには、 WriteLine 関数を利用し て く だ さい。 WriteLine は常に末尾に改行文字

や復帰改行文字の組み合わせを もつ行を作成し ます。

構文

GetLine ( nvFileHandle, svLine );
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パラ メ ーター

戻り値

GetLine の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * GetLine 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト では GetLine が呼び出されてテキス ト フ ァ イルの各行を

 * 読みます。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を適切に実行するため、

 *       ターゲッ ト システム上の既存テキス ト フ ァ イルを参照するよ う

 *       プ リ プロセッサ定数を設定します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define EXAMPLE_FILE "Readme.txt"

#define EXAMPLE_DIR "C:\\Windows"

#define TITLE_TEXT   "GetLine の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

テーブル 165 • GetLine のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nvFileHandle OpenFile への呼び出し で開かれたフ ァ イルのハン ドルを指定し ます。

svLine nvFileHandle が指定し たフ ァ イルから テキス ト 行を返し ます。

テーブル 166 • GetLine の戻り値

戻り値 説明

0 開いているテキス ト フ ァ イルから関数がテキス ト 行を読み出し たこ と を示し

ます。

< 0 フ ァ イルの end-of-file エラーまたはその他の条件によ り、 関数が失敗し たこ

と を示し ます。 この条件は GetLine がフ ァ イルのすべての行を読みと ったこ

と も示し ます。
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export prototype ExFn_GetLine(HWND);

function ExFn_GetLine(hMSI)

STRING szFileName, szPath, szText, svLine;

NUMBER nFlag, nFileHandle;

LIST  listID;

begin

// フ ァ イルからの行を格納するためのリス ト を作成します。

listID = ListCreate (STRINGLIST);

// フ ァ イル モード を通常に設定します。

OpenFileMode (FILE_MODE_NORMAL);

// 編集のためフ ァ イルを開きます。

OpenFile (nFileHandle, EXAMPLE_DIR, EXAMPLE_FILE);

// フ ァ イルの行を リス ト へ取得します。

while (GetLine (nFileHandle, svLine) = 0)

ListAddString (listID, svLine, AFTER);

endwhile;

// フ ァ イルを閉じます。

CloseFile (nFileHandle);

// リス ト を表示します。

SdShowInfoList (TITLE_TEXT, EXAMPLE_FILE, listID);

// メ モ リから リス ト を削除します。

ListDestroy(listID);

end;

GetMemFree
GetMemFree 関数は古い形式のため、 使用できません。 この関数は常に 1048576 を返し ます。

構文

GetMemFree();

ヒ ン ト • ターゲッ ト システム上の有効物理メ モ リ容量を判断するには、 GetSystemInfo を呼び出し ます。

GetObject
GetObject 関数は、 szObjectName によ って名付けられた オブジ ェ ク ト を初期化し、 設定されたキーワー ド を使用

し て OBJECT 型の変数に割り当てられる リ フ ァ レンスを返し ます。 新規または既存の COM オブジ ェ ク ト へのリ

フ ァ レンス (Visual Basic の GetObject 関数の動作と同じ ) を取得するには、 CoGetObject を呼び出し ます。

ヒ ン ト • オブジ ェ ク ト が正常に初期化されたかど うかを確認するには、 IsObject 関数を呼び出し ます。
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構文

GetObject ( szObjectName );

パラ メ ーター

戻り値

設定されたキーワー ド を使用し て、 OBJECT 型の変数に割り当てられる リ フ ァ レンス。

GetObjectByIndex

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

GetObjectByIndex 関数は、 nIndex が指定し たセ ッ ト ア ッ プまたはオブジ ェ ク ト のサブオブジ ェ ク ト を検出し、 設

定されたキーワー ド を使用し て OBJECT 変数タ イプに割り当てられる リ フ ァ レンスを返し ます。 

構文

GetObjectByIndex ( nIndex );

テーブル 167 • GetObject のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szObjectName オブジ ェ ク ト の名前が、 IDE の [ 機能 ] ビ ューに表示される名前と し て初期

化されるよ う、 例のよ う に指定し ます :

" 新しい ATL 3.0"

メ モ • 正しい InstallShield オブジ ェ ク ト が初期化されたこ と を確認するには、

プロジ ェ ク ト の各 InstallShield オブジ ェ ク ト に固有な名前を付けます。

オブジ ェ ク ト プロジ ェ ク ト で szObjectName がヌル文字列 ("") に設定されて

いる場合、 GetObject はリ フ ァ レンスを呼び出し元のオブジ ェ ク ト に返し ま

す  ( セ ッ ト ア ッ ププロジ ェ ク ト では、 GetObject は無効な リ フ ァ レンスを返

し ます )。

szObjectName を ヌル文字列に設定する と、 オブジ ェ ク ト 内でオブジ ェ ク ト プ

ロパテ ィ を読み書きするのに便利です。 例えば、 次のコー ドはオブジ ェ ク ト

の現在の状態についての説明を表示し ます。

OBJECT oThis;

set oThis = GetObject( "" );

if( IsObject( oThis ) ) then

MessageBox( oThis.Status.Description, INFORMATION );

endif;
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ビル ト イ ン関数 (E-G)
パラ メ ーター

戻り値

設定されたキーワー ド を使用し て、 OBJECT 型の変数に割り当てられる リ フ ァ レンス。

追加情報

オブジ ェ ク ト が正常に初期化されたかど うかを確認するには、 IsObject 関数を呼び出し ます。 

オブジ ェ ク ト またはセ ッ ト ア ッ プが含むサブオブジ ェ ク ト の数を取得するには、 GetObjectCount を呼び出し ます。

GetObjectCount

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

GetObjectCount 関数は、 オブジ ェ ク ト またはセ ッ ト ア ッ プが含むサブオブジ ェ ク ト の数を返し ます。

構文

GetObjectCount ( );

パラ メ ーター

な し

テーブル 168 • GetObjectByIndex のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nIndex サブオブジ ェ ク ト のイ ンデッ クスを指定し ます。 イ ンデッ クス番号は 1 から

始ま り ます。 オブジ ェ ク ト が引数と し てゼロ (0) を GetObjectByIndex へ渡す

場合、 関数はサブオブジ ェ ク ト ではな く 関数を呼び出すオブジ ェ ク ト または

セ ッ ト ア ッ プへのリ フ ァ レンスを返し ます。 ( これは、 GetObject("") を呼び

出すのと同じ こ と です。 ) セ ッ ト ア ッ プが GetObjectByIndex(0) を呼び出す場

合、 戻されたレ フ ァ レンスは特に重要な情報を含みません。
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戻り値

追加情報

セ ッ ト ア ッ プまたはオブジ ェ ク ト 内のイ ンデッ クスが指定するサブオブジ ェ ク ト へのリ フ ァ レンスを取得するに

は、 GetObjectByIndex を呼び出し ます。

GetProfInt
GetProfInt 関数は .ini フ ァ イルの整数を読み出し ます。 GetProfInt は、 nDefault のパラ メ ーターが 0 に指定された 

Windows API GetPrivateProfileInt と同様に動作し ます。

構文

GetProfInt ( szFileName, szSectionName, szKeyName, nvValue );

パラ メ ーター

戻り値

GetProfInt は常に 0 を返し ます。

テーブル 169 • GetObjectCount の戻り値

戻り値 説明

>= 0 サブオブジ ェ ク ト の数。

< ISERR_SUCCESS GetObjectCount はサブオブジ ェ ク ト の数を判断できませんで し た。

テーブル 170 • GetProfInt パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFileName キーの整数値を取得する .ini フ ァ イルの名前を指定し ます。 szFileName が完

全修飾名ではない ( つま り、 ド ラ イブの指定およびパスが含まれていない ) 

場合、 InstallShield は Windows フ ォルダーでフ ァ イルを検索し ます。

szSectionName szKeyName を検索する、 .ini フ ァ イルセクシ ョ ン名を指定し ます。 こ こで指

定するセクシ ョ ン名は、 各括弧 ( [ ] ) で囲まないで く だ さい。 この名前の検

索は大文字と小文字を区別し ません。

szKeyName nvValue に返される整数値を持つキーを指定し ます。 このキーの検索は大文

字と小文字を区別し ません。

nvValue szKeyName に現在割り当てられている整数値を返し ます。

GetPrivateProfileInt 関数の制限のため、 この関数はプロ フ ァ イルから 16 ビ ッ

ト 値のみを戻すこ とができます。 従って 大戻り値は 65,535 で、 大きな値は

不正確な可能性があ り ます。 大きな値を戻す必要がある場合、 FileGrep や 

FileInsertLine といった一般フ ァ イル処理関数を利用し、 StrToNum を呼び出

し て戻された文字列を整数に変換し て く ださい。
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• Windows API 関数 GetPrivateProfileInt と同様に、 フ ァ イル、 セクシ ョ ン、 キー名が検出されなかった場合にエ

ラーは戻されません。 その代わり、 nvValue は 0 を含みます。 このため、 エラーと戻り値 0 との判別ができま

せん。 0 と エラーを区別するため、 GetPrivateProfileInt を直接呼出し て、 代替と なるデフ ォル ト 値を指定し て

く ださい。

• GetPrivateProfileInt の呼び出しの一部 ( つま り GetProfInt の呼び出し ) は、 プロ フ ァ イルではな く  Windows レ

ジス ト リ に自動的にマ ッ プ されます。 

GetProfInt の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * GetProfInt 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * GetProfInt が呼び出されて、 EXAMPLE_INI が指定したフ ァ イルから

 * キーの値を読み出します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 C ド ラ イブのルー トへ

 *       ISExample.ini と呼ばれるフ ァ イルを作成します。 フ ァ イルには

 *       次の行を含みます。

 *

 *  [ISExample]

 *  ISKey=100

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define EXAMPLE_INI "C:\\ISExampl.ini"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_GetProfInt(HWND);

function ExFn_GetProfInt(hMSI)

STRING szSectionName, szKeyName;

NUMBER nvValue;

begin

szSectionName = "ISExample";

szKeyName  = "ISKey";

// szSectionName セクシ ョ ンにある szKeyName の値を取得します。

GetProfInt (EXAMPLE_INI, szSectionName, szKeyName, nvValue);

SprintfBox (INFORMATION, "GetProfInt の例 ",

 "%s の値は %d です。 ", szKeyName, nvValue);
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end;

GetProfSectionKeyCount

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

GetProSectionKeyCount 関数は、 szFilename で指定し た初期設定フ ァ イルにある szSectionName が指定するセク

シ ョ ン内のキーの数を返し ます。

構文

GetProfSectionKeyCount ( szFilename, szSectionName );

パラ メ ーター

戻り値

GetProfString
GetProfString 関数は、 指定の .ini フ ァ イルから プロ フ ァ イル文字列を読み出し し ます。 GetProfString は Windows 

API の GetPrivateProfileString と同じ働きを し ます。

メ モ • GetProfString はオペレーテ ィ ング環境の API で提供された関数を使用し て .ini フ ァ イルにアクセス し ます。

このため、 InstallShield の機能はオペレーテ ィ ング環境によ って制限される可能性があ り ます。

テーブル 171 • GetProfSectionKeyCount のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFilename キーを数える .ini  フ ァ イルの完全修飾名を指定し ます。

szSectionName キーを数える .ini  フ ァ イルセクシ ョ ンの名前を指定し ます。 こ こで指定する

セクシ ョ ン名は、 各括弧 ( [ ] ) で囲まないで く ださい。 この名前の検索は大

文字と小文字を区別し ません。

テーブル 172 • GetProfSectionKeyCount の戻り値

戻り値 説明

X 指定し たフ ァ イルの指定し たセクシ ョ ンにあるキーの数。

< ISERR_SUCCESS 関数がキーの数を判断できなかったこ と を示し ます。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ

とができます。 た と えば、 FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 

(0x80070005) です。
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構文

GetProfString (szFileName, szSectionName, szKeyName, svResult);
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戻り値

テーブル 173 • GetProfString のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFileName キーの現在値を取得する .ini フ ァ イルの名前を指定し ます。 szFileName が完

全修飾名ではない ( つま り、 ド ラ イブの指定およびパスが含まれていない ) 

場合、 InstallShield は Windows フ ォルダーでフ ァ イルを検索し ます。

szSectionName szKeyName を検索する、 .ini フ ァ イルセクシ ョ ン名を指定し ます。 こ こで指

定するセクシ ョ ン名は、 各括弧 ( [ ] ) で囲まないで く ださい。 この名前の検

索は大文字と小文字を区別し ません。 初期化フ ァ イルのすべてのセクシ ョ ン

名一覧を取得するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

ヒ ン ト • 初期化フ ァ イルのすべてのセクシ ョ ン名一覧を取得するには、

szSectionName にヌル文字列 ("") を渡し ます。 ヌル文字列で区切られたセク

シ ョ ン名が svResult パラ メ ーターに返されます。 SvResult にはすべてのセク

シ ョ ン名を受理できる長さが必要です。 この文字列から個別のセクシ ョ ン名

を抽出するには、 StrGetTokens 関数を使用し ます。

szKeyName svResult に返される値を持つキーを指定し ます。 このキーの検索は大文字と

小文字を区別し ません。 セクシ ョ ンのすべてのキー名一覧を取得するには、

このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

ヒ ン ト • szSectionName で指定し たセクシ ョ ンのすべてのキー名一覧を取得

するには、 szKeyName にヌル文字列 ("") を渡し ます。 ヌル文字列で区切られ

たキー名が svResult パラ メ ーターに返されます。 SvResult にはすべてのキー

名を受理できる長さが必要です。 この文字列から個別のキー名を抽出するに

は、 StrGetTokens 関数を使用し ます。

svResult szSectionName でセクシ ョ ン名を指定し、 szKeyName でキー名を指定する と、

そのキーの値がこのパラ メ ーターに返されます。 szSectionName でヌル文字

列 ("") を指定する と、 すべてのセクシ ョ ン名が svResult に返されます。

szKeyName でヌル文字列 ("") を指定する と、 szSectionName で指定し たセク

シ ョ ンのすべてのキー名が svResult に戻されます。

テーブル 174 • GetProfString の戻り値

戻り値 説明

0 GetProfString はプロ フ ァ イル文字列値を返し ま し た。

< 0 GetProfString は値を戻すこ とができませんで し た。
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GetProfString の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * 関数 AddProfString と GetProfString をデモンス ト レーシ ョ ン します。

 *

 * このスク リ プ トは、 フ ァ イルにプロフ ァ イル文字列を追加します。

 * 追加された文字列を読み出して表示します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を初めて実行した時、 ド ラ イブ C のルー ト に

 *       ISExampl.ini と名づけられたフ ァ イルを作成します。

 *       このフ ァ イルはスク リ プ ト解析が終了した時点で

 *  削除するこ とができます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define EXAMPLE_INI "C:\\ISExampl.ini"

// フ ァ イルに追加する新しいセクシ ョ ン、 キー、 および値。

#define NEW_SECTION " 新しいセクシ ョ ン "

#define NEW_KEY " 新しいキー "

#define NEW_VALUE " テス ト "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_GetProfString(HWND);

function ExFn_GetProfString(hMSI)

STRING svResult;

begin

// フ ァ イルへプロフ ァ イル文字列を追加します。

if (AddProfString (EXAMPLE_INI, NEW_SECTION, NEW_KEY, NEW_VALUE) != 0) then

// 文字列を追加できない場合は、 エラー メ ッセージを表示します。

MessageBox ("AddProfString が失敗しました。 ", SEVERE);

else

// フ ァ イルからキーの値を読み出します。

if (GetProfString (EXAMPLE_INI, NEW_SECTION, NEW_KEY, svResult) != 0) then

// 文字列読み出せない場合は、 エラー メ ッセージを表示します。

MessageBox ("GetProfString が失敗しました。 ", SEVERE);

-2 キー値の長さが GetProfString が svResult に戻すこ とのできる 大文字数、 

2048 文字を越えま し た。

テーブル 174 • GetProfString の戻り値 ( 続き )

戻り値 説明
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else

// キーとその現在の値を表示します。

MessageBox (NEW_KEY + "=" + svResult, INFORMATION);

endif;

endif;

end;

GetProfStringList
GetProfStringList 関数は、 指定し た初期化フ ァ イル内の指定し たセクシ ョ ンからのキー名と文字列値のリ ス ト を読

み出し ます。

構文

GetProfStringList ( szFileName, szSectionName, listKeyNames, listValues );
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

GetProfStringList は Windows API GetPrivateProfileSection を呼び出し て、 そのデータに 32 KB バッ フ ァーを指定し

ます。 つま り、 関数はセクシ ョ ンの 初の 32 KB のデータのみを返し ます。 32 KB データ以上のセクシ ョ ンを処

理する必要がある イ ンス ト ールでは、 Windows API GetPrivateProfileSection を直接呼び出し て大きいバッ フ ァー サ

イズを指定 ( および戻された情報を手動で解析 ) する必要があ り ます。

GetProfStringList の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * 関数 GetProfStringList リス ト のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * スク リ プ トは初期化フ ァ イルからキーと値を

 * 読み出します。

\*--------------------------------------------------------------*/

#define EXAMPLE_INI "C:\\ISExampl.ini"

テーブル 175 • GetProfStringList のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFileName キー名と文字列値を取得する元の .ini フ ァ イルの名前を指定し ます。

szFileName が完全修飾名ではない場合 ( ド ラ イブ指定とパスが含まれていない

場合 )、 InstallShield は Windows フ ォルダーのフ ァ イルを検索し ます。

szSectionName キー名と文字列値を検索する元の .ini フ ァ イルのセクシ ョ ンを指定し ます。 こ

こ で指定するセクシ ョ ン名は、 各括弧 ( [ ] ) で囲まないで く ださい。 この名前

の検索は大文字と小文字を区別し ません。

listKeyNames キー名のリ ス ト を返し ます。 listKeyNames によ って識別される文字列リ ス ト

は、 ListCreate への呼び出しによ って既に初期化されている必要があ り ます。

listValues 文字列値のリ ス ト を返し ます。 listValues によ って識別される文字列リ ス ト は、

ListCreate への呼び出しによ って既に初期化されている必要があ り ます。

テーブル 176 • GetProfStringList の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS (0) 関数がセクシ ョ ンを読み込み、 指定し た リ ス ト へキー名と文字列値を挿入し

たこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS (0) 関数がセクシ ョ ンを読み込むこ とができなかった、 または指定し た リ ス ト へ

キー名と文字列値を挿入できなかったこ と を示し ます。
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// フ ァ イルに追加する新しいセクシ ョ ン、 キー、 および値。

#define SECTION "InstallShield"

#define KEY1  "Key1"

#define KEY2  "Key2"

#define KEY3  "Key3"

#define KEY4  "Key4"

#define KEY5  "Key5"

#define VALUE1  1

#define VALUE2  2

#define VALUE3  3

#define VALUE4  4

#define VALUE5  5

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_GetProfString(HWND);

function ExFn_GetProfString(hMSI)

STRING svResult, svKeyName, svKeyVal;

LIST listKeyNames, listKeyValues;

NUMBER nVal;

begin

// フ ァ イルへプロフ ァ イル文字列を追加します。

WriteProfInt (EXAMPLE_INI, SECTION, KEY1, VALUE1);

WriteProfInt (EXAMPLE_INI, SECTION, KEY2, VALUE2);

WriteProfInt (EXAMPLE_INI, SECTION, KEY3, VALUE3);

WriteProfInt (EXAMPLE_INI, SECTION, KEY4, VALUE4);

WriteProfInt (EXAMPLE_INI, SECTION, KEY5, VALUE5);

// キー名を保持するためのリ ス ト を作成します。

listKeyNames = ListCreate(STRINGLIST);

// エラーが発生した場合にそれを報告し、 終了します。

if (listKeyNames = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

// カスタム エラー処理コード をこ こに追加します。

abort;

endif;

// キー値を保持するためのリ ス ト を作成します。

listKeyValues = ListCreate(STRINGLIST);

// エラーが発生した場合にそれを報告し、 終了します。

if (listKeyValues = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

// カスタム エラー処理コード をこ こに追加します。

abort;

endif;

// 指定したフ ァ イルのセクシ ョ ンからキーを読み出します。

nVal = GetProfStringList (EXAMPLE_INI, SECTION,

 listKeyNames, listKeyValues);

if (nVal = 0) then

nVal = ListGetFirstString (listKeyNames, svKeyName);
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if (nVal = END_OF_LIST) then

MessageBox(" [" + SECTION + "] にはキーがあり ません ", WARNING);

else

ListGetFirstString (listKeyValues, svKeyVal);

repeat

// キーとその値を表示します。

MessageBox(svKeyName + "=" + svKeyVal, INFORMATION);

nVal = ListGetNextString (listKeyNames, svKeyName);

if !(nVal = END_OF_LIST) then

ListGetNextString (listKeyValues, svKeyVal);

endif;

until nVal = END_OF_LIST;

endif;

endif;

end;

GetShortcutInfo
GetShortcutInfo 関数は特定のプログラムアイテム、 またはサブ フ ォルダー名の存在を確認し ます。 InstallScript エ

ンジンがシ ョ ー ト カ ッ ト またはサブ フ ォルダーを検出する と GetShortcutInfo がその属性を返し ます。 属性は製品

のコマン ド ラ イ ン、 作業デ ィ レ ク ト リ、 アイ コ ンパス、 シ ョ ー ト カ ッ ト  キー、 および 小化フ ラグを含みます。

GetShortcutInfo を利用するには、 パラ メ ーター szFolderName と szName で情報を入力し て く だ さい。 InstallScript 

エンジン フ ァ イルは残りのパラ メ ーターにシ ョ ー ト カ ッ ト またはサブフ ォルダーの属性を入力し ます。

構文

GetShortcutInfo (szShortcutFolder, szName, svCmdLine, svWrkDir, svIconPath, nvIconIndex, svShortCutKey, nvMinimizeFlag);
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パラ メ ーター

テーブル 177 • GetShortcutInfo のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szShortcutFolder シ ョ ー ト カ ッ ト またはサブ フ ォルダーを含むフ ォルダーの名前を指定し ます。

szShortcutFolder の完全修飾パスを次の様に指定する こ とができます :

"C:\\ProgramData\\Microsoft\\Windows\\Start Menu\\Programs\\Games"

szShortcutFolder がヌルの場合、 GetShortcutInfo はデフ ォル ト のプログラム 

デ ィ レ ク ト リ を検索し ます。 szShortcutFolder に絶対パス ( ド ラ イブ名を含むパ

ス。 例、 "C:\\Program Files\\AppName") を指定し なかった場合、

GetShortcutInfo はデフ ォル ト の Program デ ィ レ ク ト リの下にあるサブ フ ォルダ

を検索し ます。 この場所は InstallScript 変数 ALLUSERS の値、 およびターゲッ

ト  システム上の Windows バージ ョ ンによ って異な り ます。

InstallScript システム変数を使用する こ と もできます。

• FOLDER_DESKTOP — [ デスク ト ッ プ ] フ ォルダーでアイテムを クエ リ し ま

す。

• FOLDER_STARTUP —  Startup メ ニューでアイテムを クエ リ し ます。

• FOLDER_STARTMENU — Start メ ニューでアイテムを クエ リ し ます。

• FOLDER_PROGRAMS — Start\Programs メ ニューでアイテムを クエ リ し ま

す。

または、 次のよ う な関連パスを使用できます。

FOLDER_PROGRAMS ^ "ACCESSORIES\\GAMES"

szName 探し ているシ ョ ー ト カ ッ ト またはサブ フ ォルダーの名前を指定し ます。

svCmdLine 関数は、 アイテムの実行可能フ ァ イルのコ マン ド ラ イ ンまたはサブ フ ォルダー

への完全パスを返し ます。

svWrkDir 関数は、 プログラムアイテムの作業デ ィ レ ク ト リの完全パスを返し ます。

(szName がサブ フ ォルダーの場合を除きます。 )

svIconPath 関数は、 .ico フ ァ イルまたは .exe フ ァ イルのフ ァ イル名と完全パスを返し ま

す。 (szName がサブ フ ォルダーの場合を除きます。 )

nvIconIndex 関数は、 シ ョ ー ト カ ッ ト に使用されているアイ コ ンのイ ンデッ クスを返し ま

す。 (szName がサブ フ ォルダーの場合を除きます。 )

svShortCutKey 関数は、 アイテムのシ ョ ー ト カ ッ ト  キーを返し ます。 (szName がサブ フ ォル

ダーの場合を除きます。 )
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戻り値

追加情報

[ ス ター ト ] メ ニューの配置は各言語別によ って異な り ます。 InstallScript エンジンが自動的に正しいパスを選択し

ます。

GetShortcutInfo の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * GetShortcutInfo 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * GetShortcutInfo が呼び出されて、 ターゲッ ト フ ァ イルまたはサブフ ォルダーの

 * 属性を検出します。

 *

nvMinimizeFlag アプ リ ケーシ ョ ン ウ ィ ン ド ウが 初に表示された と きに 小化するかど うかを

示す、 次の定数のを返し ます。

• NULL — アプ リ ケーシ ョ ンのウ ィ ン ド ウは、 ス ター ト ア ッ プ時には 小化

されないこ と を示し ます。

• RUN_MINIMIZED — アプ リ ケーシ ョ ンのウ ィ ン ド ウは、 ス ター ト ア ッ プ時に

小化される こ と を示し ます。

(szName がサブ フ ォルダーの場合を除きます。 )

テーブル 178 • GetShortcutInfo の戻り値

戻り値 説明

IS_ITEM (0) szName は、 szShortcutFolder のシ ョ ー ト カ ッ ト である こ と を示し ます。

IS_FOLDER (1) szName は、 szShortcutFolder のサブ フ ォルダーである こ と を示し ます。

< 0 関数がシ ョ ー ト カ ッ ト またはサブ フ ォルダー名を検出できなかったこ と を示し

ます。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ と

ができます。 た と えば、 FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 

(0x80070005) です。

テーブル 177 • GetShortcutInfo のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、

 *       FOLDER_NAME および SHORTCUT が、

 *  既存のフ ォルダー名とシ ョ ー ト カ ッ ト を参照するよ うに定義します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// シ ョ ー ト カ ッ ト またはフ ォルダー名を参照するよ うに定数を定義します。

#define FOLDER_NAME"C:\\Windows\\Start Menu\\Programs"

#define SHORTCUT "InstallShield"

function OnFirstUIAfter( )

STRING svCmdLine, svWrkDir, svIconPath;

STRING svShortCutKey, svGroupPath, szTitle, szMsg, szInfo, svMinFlag;

STRING svMinimizeFlag;

NUMBER nvIconIndex, nvMinimizeFlag, nResult, nvMinFlag;

LIST listInfo, listID;

begin

// FOLDER_NAME フ ォルダーでアイテムを検索します。

nResult = GetShortcutInfo (FOLDER_NAME, SHORTCUT, svCmdLine, svWrkDir,

svIconPath, nvIconIndex, svShortCutKey,

nvMinimizeFlag);

// 文字列リス ト を作成します。

listInfo = ListCreate (STRINGLIST);

// GetShortcutInfo のエラーをチェ ッ ク します。

if (nResult < 0) then

// エラーをレポー ト し、 中止します。

MessageBox ("GetShortcutInfo が失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

// アイテムがアプ リケーシ ョ ンか否かを確認します。

elseif (nResult = IS_ITEM) then

// コマン ド ラ インを文字列リ ス ト へ追加します。

Sprintf (szInfo, "%s のコマン ド ラ イン : %s", SHORTCUT, svCmdLine);

ListAddString (listInfo, szInfo, AFTER);

// 作業デ ィ レク ト リ を文字列リス ト へ追加します。

Sprintf (szInfo, "%s の作業デ ィ レク ト リ : %s", SHORTCUT, svWrkDir);

ListAddString (listInfo, szInfo, AFTER);

// アイ コンパスを文字列リス トへ追加します。

Sprintf (szInfo, "%s のアイ コンパス : %s", SHORTCUT, svIconPath);

ListAddString (listInfo, szInfo, AFTER);

// アイ コンインデッ クスを文字列リ ス ト へ追加します。

Sprintf (szInfo, " アイ コンのインデッ クス : %d", nvIconIndex);

ListAddString (listInfo, szInfo, AFTER);

// 文字列リス トへシ ョ ー ト カ ッ ト キーを追加します。

Sprintf (szInfo, "%s のシ ョ ー ト カ ッ ト  キー : %s", SHORTCUT,

svShortCutKey);

ListAddString (listInfo, szInfo, AFTER);

// アイテムがフ ォルダーか否かを確認します。

elseif (nResult = IS_FOLDER) then

// メ ッセージを文字列リ ス ト へ追加します。

Sprintf (szInfo, " アイテムはサブフ ォルダーです GetShortcutInfo は、 " +

" サブフ ォルダーに関する情報を充分に読み出しません。 ");

ListAddString (listInfo, szInfo, AFTER);
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endif;

// 文字列リス ト を表示します。

szTitle = "GetShortcutInfo の例 ";

szMsg = " アイテムの属性は次の通り です :";

SdShowInfoList (szTitle, szMsg, listInfo);

// リス ト を破棄します。

ListDestroy(listID);

end;

GetStatus

プロジ ェ ク ト • GetStatus 関数は、 InstallScript オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト に適用し ます。

GetStatus 関数は、 オブジ ェ ク ト の現在のステータ ス (Status.Number の現在の値 ) を取得し ます。

ヒ ン ト • 追加の情報、 または、 オブジ ェ ク ト を含むイ ンス ト ールからオブジ ェ ク ト のステータ スを取得する場合、

オブジ ェ ク ト の Status オブジ ェ ク ト を使用し ます。

構文

number GetStatus(); 

パラ メ ーター

GetStatus にはパラ メ ーターはあ り ません。

戻り値

GetStatus は、 オブジ ェ ク ト のステータ スを返し ます。 .

GetSystemInfo
GetSystemInfo 関数はターゲッ ト システムについての情報を読み出し ます。 GetSystemInfo は Windows API を利用

し て戻す情報を収集し ます。

構文

GetSystemInfo (nItem, nvResult, svResult);
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パラ メ ーター

以下の表に、 システム情報を読み出すために nItem パラ メ ーターに渡すこ とが可能な定数の一覧を示し ます。 特

定の定数 (DISK_TOTALSPACE_EX など ) を使用する場合、 関数を呼び出す前に nvResult または svResult パラ メ ー

ターで追加情報を指定する必要があ り ます。

テーブル 179 • GetSystemInfo のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nItem 読み出す情報の種類を指定し ます。

nvResult 数値データ形式でシステム情報を返し ます。

svResult 文字列データ形式でシステム情報を返し ます。

テーブル 180 • nItem オプシ ョ ン

nItem オプシ ョ ン nvResult 戻り値 svResult 戻り値

BOOTUPDRIVE 起動ド ラ イブの ID。 1 = A、 2 = B、 3 = C。 値に 

64 (10 進数 ) を追加し て、 この値への文字列値

を設定する こ とによ って、 この数値を適当な ド

ラ イブ文字に変換する こ とができます。 次の構

文を利用し て変換し ます :

svResult[0] = 64 + nvResult;

起動ド ラ イブのド ラ イブイ ンス

ト ール先 ( ド ラ イブ名の後にコ ロ

ン ) を返し ます。

CDROM CD-ROM が使用できるかど うかを TRUE か 

FALSE で示し ます。

な し

COLORS ユーザーのシステムで使用できる色の数を返し

ます。 結果はモニ ターカー ド ではな く 、 ター

ゲッ ト システムのビデオ ド ラ イバーから読み出

されます。 カー ドが 256 色をサポー ト できても

ド ラ イバーが 16 色しかサポー ト できなければ、

返される色の数は 16 にな り ます。

な し
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CPU

メ モ • このパラ メ ーターは重要ではあり ません。

SYSPROCESSORINFO の 構造メ ンバーを使用し

て、 プロセ ッサタ イプを判別し ます。

次の定数の 1 つが戻されます : 

• IS_UNKNOWN — ユーザーの CPU は不明で

す。

• IS_386 — ユーザーは 386 プロセ ッサを使用

し ています。

• IS_486 — ユーザーは 486 プロセ ッサを使用

し ています。

• IS_PENTIUM— ユーザーは PENTIUM プロ

セ ッサを使用し ています。

• IS_ALPHA — ユーザーは ALPHA プロセ ッサ

を使用し ています。

な し

DATE な し 現在のシステムの日付を MM-DD-

YYYY の形式で表し ます。 月と日

のフ ィ ールド では 初のゼロは抑

制されます。

DISK_TOTALSPACE

メ モ • このパラ メ ーターは現在使用されていま

せん。 代わり に、 GetDiskInfo 関数と共に利用可

能はパラ メ ーターを使用し て く だ さい。

svResult で指定されたデ ィ スク ド ラ イブの総容

量を返し ます。 戻される 大値は 2 GB です。 こ

れよ り大きい総デ ィ スク容量の場合も 2 GB が返

されます。

ド ラ イブ文字。 このパラ メ ーター

は関数へ 渡されます。 つま り 

GetSystemInfo を呼び出す前に 、

svResult に値を割り当てる必要が

あ り ます。 また、 ド ラ イブ文字の

後にコ ロン (:) を入れる こ と を忘

れないで く ださい。 忘れる と関数

は失敗し ます。 このパラ メ ーター

で UNC パスを指定する こ と もで

きます。

DISK_TOTALSPACE_EX

メ モ • このパラ メ ーターは現在使用されていま

せん。 代わり に、 GetDiskInfo 関数と共に利用可

能はパラ メ ーターを使用し て く だ さい。

測定単位を指定し ます。 このパラ メ ーターに、

あらかじめ定義されている定数 (BYTES、

KBYTES、 MBYTES、 または GBYTES) のう ちの 1 

つを渡し ます。 svResult で指定されたデ ィ スク

ド ラ イブの総容量を返し ます。

ド ラ イブ文字。 このパラ メ ーター

は関数へ 渡されます。 つま り 

GetSystemInfo を呼び出す前に 、

svResult に値を割り当てる必要が

あ り ます。 また、 ド ラ イブ文字の

後にコ ロン (:) を入れる こ と を忘

れないで く ださい。 忘れる と関数

は失敗し ます。 このパラ メ ーター

で UNC パスを指定する こ と もで

きます。

テーブル 180 • nItem オプシ ョ ン ( 続き )

nItem オプシ ョ ン nvResult 戻り値 svResult 戻り値
1010 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (E-G)
DRIVE

メ モ • このパラ メ ーターは現在使用されていま

せん。 代わり に、 GetDiskInfo 関数と共に利用可

能はパラ メ ーターを使用し て く だ さい。

svResult で指定された ド ラ イブの種類を返し ま

す。 次の定数の 1 つが戻されます :

• IS_UNKNOWN — ターゲッ ト ド ラ イブが不明

です。

• IS_REMOVABLE — ターゲッ ト ド ラ イブはフ

ロ ッ ピー ド ラ イブです。

• IS_FIXED — ターゲッ ト  ド ラ イブは固定ド ラ

イブです。

• IS_CDROM — ターゲッ ト ド ラ イブは CD-

ROM ド ラ イブです。

• IS_REMOTE — ターゲッ ト ド ラ イブはネ ッ ト

ワーク ド ラ イブです。

コ ロン (:) が後に続 く ド ラ イブの

文字。 このパラ メ ーターは関数へ 

渡されます。 つま り 

GetSystemInfo を呼び出す前に 、

svResult に値を割り当てる必要が

あ り ます。

オペレーテ ィ ング システムの制

限によ り、 UNC パスは svResult 

ではサポー ト されていません。

svResult で UNC パスを渡す場合、

関数は IS_UNKNOWN を返し ます。 

EXTENDEDMEMORY マシンにイ ンス ト ールされている メ モ リ 総容量

を返し ます。 オペレーテ ィ ングシステムの制限

によ り、 返される値がシステムにイ ンス ト ール

されている実際のメ モ リ とやや異なる場合があ

り ます。 この値は実際の値の 100K (0.1 MB) 以内

の差です。 返される値はキロバイ ト 単位です。

GetSystemInfo (EXTENDEDMEMORY, ...) は 大 2 

テラバイ ト  (TB) までの拡張メ モ リ を正確に返し

ます。 システムに 2 TB 以上の拡張メ モ リがある

場合、 2 TB が戻されます。

な し

LANGUAGE このパラ メ ーターにはターゲッ ト  システムの 

InstallScript 言語定数が戻されます。 詳しい情報

は、 「複数言語イ ンス ト ールの作成」 を参照し て

く だ さい。

nvResult で返された言語定数に等

しい言語名文字列が、 このパラ

メ ーターに返されます。

テーブル 180 • nItem オプシ ョ ン ( 続き )

nItem オプシ ョ ン nvResult 戻り値 svResult 戻り値
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OS

メ モ • このパラ メ ーターは重要ではあり ません。

SYSINFO 構造変数の WIN9X.bWin9X または 

WINNT.bWinNT メ ンバーを利用し て、 オペレー

テ ィ ングシステム情報を取得し ます。

コ ンポーネン ト 、 機能、 およびカス タム アク

シ ョ ンに条件付きロジ ッ ク を使用し て、 オペ

レーテ ィ ング システムに基づいて製品のすべ

て、 またはその一部を条件付きでイ ンス ト ール

する こ とができます。 詳細については、 「条件ス

テー ト メ ン ト のビルド」 を参照し て く だ さい。

な し

OSMAJOR このパラ メ ーターは重要ではあり ません。

SYSINFO 構造変数の nOSMajor メ ンバーを利用

し て、 オペレーテ ィ ングシステム情報を取得し

ます。

な し

OSMINOR このパラ メ ーターは重要ではあり ません。

SYSINFO 構造変数の nOSMinor メ ンバーを利用

し て、 オペレーテ ィ ングシステム情報を取得し

ます。

な し

PARALLEL 使用できる物理パラ レルポー ト 数を返し ます。 な し

SERIAL 使用できる物理シ リ アルポー ト 数を返し ます。 な し

SYSTEM_DPI システム DPI 値を返し ます。 な し

SYSTEM_DPI_SCALING システム DPI スケーリ ング値を返し ます。 な し

TIME な し 現在のシステム時間を HH:MM:SS 

形式で表し ます。

テーブル 180 • nItem オプシ ョ ン ( 続き )

nItem オプシ ョ ン nvResult 戻り値 svResult 戻り値
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VIDEO イ ンス ト ールされているビデオアダプ タの種類

を返し ます。 (InstallShield は CGA またはモ ノ ク

ロームのビデオ ド ラ イバーを検出できません。 )

次の定数の 1 つが戻されます :

• IS_UNKNOWN — ユーザーのビデオは不明で

す。

• IS_EGA — EGA 解像度。

• IS_VGA — VGA 解像度。

• IS_SVGA — Super VGA (800 x 600) 解像度。

• IS_XVGA — XVGA (1024 x 768) 解像度。

• IS_UVGA — 1024 x 768 以上の解像度。

な し

VIRTUAL_MACHINE_TYP

E

な し

この定数は、 関数の戻り値を通し て、 その値を

戻し ます。

詳細については、 「イ ンス ト ールが仮想マシン上

で実行されているかど うかを検出する」 を参照

し て く だ さい。

な し

VOLUMELABEL な し 読み出すボ リ ュームラベルを持つ

デ ィ スクのド ラ イブのイ ンス ト ー

ル先 ( ド ラ イブ名の後にコ ロン ) 

を渡し ます。 指定のド ラ イブのボ

リ ュームラベルがこのパラ メ ー

ターに返されます。 ド ラ イバーに

ボ リ ュームラベルがない場合、 ヌ

ル文字列 ("") が返されます。

WINMAJOR このパラ メ ーターは重要ではあり ません。

SYSINFO 構造変数の nWinMajor メ ンバーを利用

し て、 オペレーテ ィ ングシステム情報を取得し

ます。

な し

WINMINOR このパラ メ ーターは重要ではあり ません。

SYSINFO 構造変数の nWinMinor メ ンバーを利用

し て、 オペレーテ ィ ングシステム情報を取得し

ます。

な し

テーブル 180 • nItem オプシ ョ ン ( 続き )

nItem オプシ ョ ン nvResult 戻り値 svResult 戻り値
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戻り値

GetSystemInfo の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * GetSystemInfo 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

テーブル 181 • GetSystemInfo の戻り値

戻り値 説明

IS_VM_TYPE_HYPERV イ ンス ト ールは Microsoft Hyper-V マシン上で実行中です。

GetSystemInfo は、 VIRTUAL_MACHINE_TYPE が nItem に渡された場合に、 こ

の値を戻す場合があり ます。 詳細については、 「イ ンス ト ールが仮想マシン

上で実行されているかど うかを検出する」 を参照し て く だ さい。

IS_VM_TYPE_NONE 仮想マシンが検出されませんで し た。

GetSystemInfo は、 VIRTUAL_MACHINE_TYPE が nItem に渡された場合に、 こ

の値を戻す場合があり ます。 詳細については、 「イ ンス ト ールが仮想マシン

上で実行されているかど うかを検出する」 を参照し て く だ さい。

IS_VM_TYPE_VMWARE イ ンス ト ールは VMware Player、 VMware Workstation、 または VMware Server 

などの VMware 製品上で実行されています。

GetSystemInfo は、 VIRTUAL_MACHINE_TYPE が nItem に渡された場合に、 こ

の値を戻す場合があり ます。 詳細については、 「イ ンス ト ールが仮想マシン

上で実行されているかど うかを検出する」 を参照し て く だ さい。

IS_VM_TYPE_VIRTUALPC イ ンス ト ールは Microsoft 仮想 PC マシン上で実行中です。

GetSystemInfo は、 VIRTUAL_MACHINE_TYPE が nItem に渡された場合に、 こ

の値を戻す場合があり ます。 詳細については、 「イ ンス ト ールが仮想マシン

上で実行されているかど うかを検出する」 を参照し て く だ さい。

IS_VM_TYPE_UNKNOWN 仮想マシンの種類が不明です。

GetSystemInfo は、 VIRTUAL_MACHINE_TYPE が nItem に渡された場合に、 こ

の値を戻す場合があり ます。 詳細については、 「イ ンス ト ールが仮想マシン

上で実行されているかど うかを検出する」 を参照し て く だ さい。

0 関数が指定し た情報を返し たこ と を示し ます。

< 0 関数を使用し て要求し た情報が返せなかったこ と を示し ます。
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 *

 * このスク リ プ トは GetSystemInfo で有効な多 く の定数を利用し、

 * すべての可能な戻り値をテス ト します。

 * 結果はダイアログに表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_GetSystemInfo(HWND);

function ExFn_GetSystemInfo(hMSI)

STRING  szTitle, szMsg, svResult, szInfo;

NUMBER  nvResult;

LIST  listInfo;

begin

// システム情報のリス ト を作成します。

listInfo = ListCreate (STRINGLIST);

// 拡張メ モリの容量を取得します。

if (GetSystemInfo (EXTENDEDMEMORY, nvResult, svResult) < 0) then

szInfo = "EXTENDEDMEMORY 情報を取得するこ とができませんでした。 ";

else

Sprintf(szInfo, " 拡張メ モリ : %d K", nvResult);

endif;

// リス トへ情報を追加します。

ListAddString(listInfo, szInfo, AFTER);

// 起動ド ラ イブを取得します。

if (GetSystemInfo (BOOTUPDRIVE, nvResult, svResult) < 0) then

szInfo = "BOOTUPDRIVE 情報を取得できませんでした。 ";

else

Sprintf(szInfo, " 起動ド ラ イブ : %s", svResult);

endif;

// リス トへ情報を追加します。

ListAddString(listInfo, szInfo, AFTER);

// CD-ROM についての情報を取得します。

if (GetSystemInfo (CDROM, nvResult, svResult) < 0) then

szInfo = "CD-ROM 情報を取得できませんでした。 ";

else

if (nvResult = 0) then

svResult = " いいえ ";

else

svResult = " はい ";

endif;

Sprintf(szInfo, "CDROM: %s", svResult);

endif;

// リス トへ情報を追加します。

ListAddString(listInfo, szInfo, AFTER);

// ビデオ アダプ タ を取得します。

if (GetSystemInfo (VIDEO, nvResult, svResult) < 0) then
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 1015



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (E-G)
szInfo = "VIDEO 情報を取得できませんでした。 ";

else

switch (nvResult)

case IS_UNKNOWN:

szInfo = "VIDEO: UNKNOWN";

case IS_SVGA:

szInfo = "VIDEO: SVGA";

case IS_XVGA:

szInfo = "VIDEO: XVGA";

case IS_UVGA:

szInfo = "VIDEO: UVGA";

endswitch;

endif;

// リス トへ情報を追加します。

ListAddString(listInfo, szInfo, AFTER);

// 利用可能な色の数を取得します。

if (GetSystemInfo (COLORS, nvResult, svResult) < 0) then

szInfo = "COLORS 情報を取得できませんでした。 ";

else

Sprintf(szInfo, " 色の数 : %d", nvResult);

endif;

// リス トへ情報を追加します。

ListAddString(listInfo, szInfo, AFTER);

// 現在の日付を取得します。

if (GetSystemInfo (DATE, nvResult, svResult) < 0) then

szInfo = "DATE 情報を取得できませんでした。 ";

else

Sprintf(szInfo, " 日付 : %s", svResult);

endif;

// リス トへ情報を追加します。

ListAddString(listInfo, szInfo, AFTER);

// 現在の時間を取得します。

if (GetSystemInfo (TIME, nvResult, svResult) < 0) then

szInfo = "TIME 情報を取得できませんでした。 ";

else

Sprintf(szInfo, " 時刻 : %s", svResult);

endif;

// リス トへ情報を追加します。

ListAddString(listInfo, szInfo, AFTER);

// オペレーテ ィ ングシステムを取得します。

if (GetSystemInfo (OS, nvResult, svResult) < 0) then

szInfo = " オペレーテ ィ ングシステム情報を取得できませんでした。 ";

else

switch (nvResult)

case IS_WINDOWSNT:

szInfo = "OS: Windows NT";

case IS_WINDOWS9X:

GetSystemInfo (WINMINOR, nvResult, svResult);

if (nvResult < 10) then

 szInfo = "OS: Windows 95";
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else

 szInfo = "OS: Windows 98";

endif;

endswitch;

endif;

// リス トへ情報を追加します。

ListAddString(listInfo, szInfo, AFTER);

// 情報を表示します。

szTitle  = " システム情報 ";

szMsg     = " 次に示すのは、 ご利用中のシステムに関連する情報です :\n";

SdShowInfoList (szTitle, szMsg, listInfo);

ListDestroy(listInfo);

end;

GetTempFileNameIS
GetTempFileNameIS 関数は Windows API GetTempFileName を呼び出し て一時フ ァ イルを作成し、 その関連アクシ ョ

ンを実行し ます。 Windows API GetTempFileName とは異な り、 存在し ないと き、 GetTempFileNameIS は 

szPathName で指定されたフ ォルダーを作成し ます。 CreateDir 関数を使用する と き と同様、 新規作成されたフ ォ

ルダーはアン イ ンス ト ールではログ記録されません。

構文

GetTempFileNameIS( byval string szPathName, byval string szPrefixString, byval number nUnique, byref string svTempFileName, byval 

number nOptions );
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パラ メ ーター

テーブル 182 • GetTempFileNameIS のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szPathName Windows API GetTempFileName の lpPathName パラ メ ーターのパスを指定し

ます。

このパラ メ ーターにテキス ト 置換を使用する こ とができます。

szPrefixString Windows API GetTempFileName の lpPrefixString パラ メ ーターの文字列を指

定し ます。

このパラ メ ーターにテキス ト 置換を使用する こ とができます。

nUnique Windows API GetTempFileName の nUnique パラ メ ーターの整数を指定し ま

す。

svTempFileName Windows API GetTempFileName の lpTempFileName パラ メ ーターの値を指定

し ます。

メ モ • InstallScript 文字列の長さは自動的に _MAX_PATH 以上にな り ます。

し たがって、 この文字列を手動でサイズ指定する必要はあり ません。

nOptions InstallScript 特定のオプシ ョ ンを指定し ます。 以下から、 このパラ メ ー

ターで渡す定義済み定数すべて選択し ます :

• GTFIS_OPTION_NONE — InstallScript 固有のオプシ ョ ンではあり ませ

ん。 デフ ォル ト では、 これが設定されています。

• GTFIS_OPTION_DONT_RESOLVE_TEXTSUBS — szPathName と 

szPrefixString でテキス ト 置換解決する TextSubSubstitute を呼び出し

ません。

• GTFIS_OPTION_DONT_CREATE_DIR — 存在し ないと き、 szPathName に

よ って指定されたデ ィ レ ク ト リ を作成し ません。 このオプシ ョ ンが指

定された状態で、 szPathName が存在し ないと き、 関数は失敗し ます

ので注意し て く だ さい。

• GTFIS_OPTION_DELETE_TEMP_FILE — 戻される前に、 作成された一時

フ ァ イルを削除し ます。 ( このオプシ ョ ンは、 関数で一時フ ァ イルが

作成されるよ う に nUnique を指定し た場合のみ有益です。 詳細につい

ては、 「GetTempFileName 関数」 を参照し て く だ さい。 ) 関数は、 一時

フ ァ イルが削除できな く ても失敗は返し ません。

•
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戻り値

GetTrueTypeFontFileInfo
GetTrueTypeFontFileInfo 関数は szTrueTypeFontFile が指定する TrueType フ ォ ン ト  フ ァ イルについての情報を 

svResult に返し ます。

構文

GetTrueTypeFontFileInfo ( szTrueTypeFontFile, nInfo, nLanguage, svResult );

テーブル 183 • GetTempFileNameIS の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数が成功し たこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS 関数の実行に失敗し たこ と を示し ます。
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戻り値

GetUpdateStatus
GetUpdateStatus 関数は現在使用されていません。 この関数が呼び出された と き、 それは FALSE を返し ます。

構文

BOOL GetUpdateStatus();

テーブル 184 • GetTrueTypeFontFileInfo のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTrueTypeFontFile その情報を取得する TrueType フ ァ イルの完全修飾フ ァ イル名を指定し ま

す。 この関数は .fon および .fot といった TrueType 以外のフ ァ イル、 ある

いは True Type コ レ クシ ョ ン フ ァ イル (.ttc フ ァ イル )  をサポー ト し ない点

にご注意下さい。

nInfo ｓ ｖ Result に戻される情報を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定

数のう ちの 1 つを渡し ます。 

• TTFONTFILEINFO_FONTTITLE— フ ォ ン ト のタ イ ト ルを指定し ます。

• name ID—name ID を使用し て、 フ ォ ン ト 情報を取得し ます。

•

nLanguage svResult に戻される文字列の言語を指定し ます。 定義済み言語定数、 数値

言語 ID、 システム変数 SELECTED_LANGUAGE、 または 

SELECTED_LANGUAGE を渡し た場合と同じ結果が得られる 0 ( ゼロ ) を こ

のパラ メ ーターで渡し ます。 すべての言語で特定のフ ォ ン ト についての情

報すべてが利用できる とは限り ませんので、 ご注意 く だ さい。

svResult ｎ Info で指定し たフ ォ ン ト 情報を返し ます。 フ ァ イルのデータが Unicode 

フ ォーマ ッ ト で格納されている と し ても、 ANSI ( ユニコー ド ではない ) 文

字列が戻されます。

テーブル 185 • GetTrueTypeFontFileInfo の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数が要求し た情報を読み出し たこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS 関数を使用し て要求し た情報が取得できなかったこ と を示し ます。
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GetUpdateStatusReboot
GetUpdateStatusReboot 関数は現在使用されていません。 この関数が呼び出されたと き、 それは FALSE を返し ま

す。

構文

BOOL GetUpdateStatusReboot();

GetValidDrivesList
GetValidDrivesList 関数は特定の条件を満たすターゲッ ト システムに接続されているすべてのド ラ イブ リ ス ト を読

み出し ます。 この条件にはド ラ イブの種類、 ド ラ イブ容量の 小値が含まれます。 ド ラ イブの扉が開いている と、

ド ラ イブ名はリ ス ト に挿入されたままです。

構文

GetValidDrivesList (listID, nDriveType, nMinDriveSpace);
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戻り値

追加情報

• ド ラ イブがリ ス ト される前に、 検索する ド ラ イブの種類や 小有効デ ィ スクの容量を指定する こ とができま

す。 

• ネ ッ ト ワークマ ッ ピング ド ラ イブはリ モー ト ド ラ イブ と し て戻される こ と もあり ます。 GetValidDrivesList は

ネ ッ ト ワーク上のすべてのド ラ イブを戻さ ない場合もあり ます。 マ ッ ピング ド ラ イブ と し てのみ指定された

ド ラ イブのみが戻されます。 

テーブル 186 • GetValidDrivesList のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

listID 有効な ド ラ イブ名のリ ス ト を返し ます。 listID によ って識別される文字列リ

ス ト は、 ListCreate への呼び出しによ って既に初期化されている必要があ

り ます。

nDriveType 検索する ド ラ イブの種類を指定し ます。 ’ このパラ メ ーターに、 以下の定

義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• -1— すべて ド ラ イブの種類を検索し ます。

• FIXED_DRIVE— 固定ド ラ イブのみを検索し ます。

• REMOTE_DRIVE— リ モー ト  ド ラ イブのみを検索し ます。 リ モー ト ド ラ

イブは一般的にネ ッ ト ワーク上にあ り ます。

• REMOVEABLE_DRIVE— リムーバブル ド ラ イブのみを検索し ます。 フ

ロ ッ ピー ド ラ イブはリムーバブルド ラ イブです。

• CDROM_DRIVE—CD-ROM ド ラ イブのみを検索し ます。

nMinDriveSpace ド ラ イブを戻り値のリ ス ト に入れる場合の、 空き容量をバイ ト 単位で示し

た 小値。 nMinDriveSpace がゼロ未満の場合、 GetValidDrivesList はド ラ イ

ブの 小空き容量をチ ェ ッ ク し ません。 これはフ ロ ッ ピー ド ラ イブに便利

です。

テーブル 187 • GetValidDrivesList の戻り値

戻り値 説明

0 GetValidDrivesList は要求された リ ス ト を読み出すこ とができま し た。

< 0 GetValidDrivesList はリ ス ト を読み出せませんで し た。
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GetValidDrivesList の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * GetValidDrivesList 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * GetValidDrivesList は 2 回呼び出されます。 1 回目は、 120,000 バイ ト以上の

 * 空き容量を持つリムーバブルド ラ イブのリス ト を戻すため、

 * そして 2 回目は 1,000,000 バイ ト 以上の空き容量を持つ

 * 固定ド ラ イブのリ ス ト を戻すためです。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE         "GetValidDrivesList の例 "

#define MSG_REMOVABLE "120,000 バイ トの空き容量を持つリムーバブルド ラ イブ :"

#define MSG_FIXED     "1,000,000 バイ トの空き容量を持つ固定ド ラ イブ。 "

#define MSG_ERR       "GetValidDrivesList が失敗しました。 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_GetValidDrivesList(HWND);

function ExFn_GetValidDrivesList(hMSI)

LIST  listID;

begin

// リムーバブル ド ラ イブの名前を保持する リ ス ト を作成します。

listID = ListCreate (STRINGLIST);

// 120,000 バイ ト 以上の空き容量を持つリムーバブル ド ラ イブを取得します。

if (GetValidDrivesList (listID, REMOVEABLE_DRIVE, 120000) < 0) then

// エラーを報告し、 終了します。

MessageBox (MSG_ERR, SEVERE);

abort;

else

// リムーバブル ド ラ イブのリ ス ト を表示します。

SdShowInfoList (TITLE, MSG_REMOVABLE, listID);

endif;

// リムーバブル ド ラ イブのリ ス ト を破棄します。

ListDestroy(listID);

// 固定ド ラ イブの名前を保持する リス ト を作成します。

listID = ListCreate (STRINGLIST);

// 1,000,000 バイ ト以上の空き容量を持つリ固定ド ラ イブを取得します。

if (GetValidDrivesList (listID, FIXED_DRIVE, 1000000) < 0) then

// エラーを報告し、 終了します。

MessageBox (MSG_ERR, SEVERE);
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abort;

else

// 固定ド ラ イブのリス ト を表示します。

SdShowInfoList (TITLE, MSG_FIXED, listID);

endif;

end;

GetWCHARArrayFromISStringArray
GetWCHARArrayFromISStringArray 関数は、 指定された配列に含まれる Unicode 文字へのポイ ン ター配列へポイ ン

ターを返し ます。

構文

GetWCHARArrayFromISStringArray ( vArray );

パラ メ ーター

戻り値

追加情報

GetWCHARArrayFromISStringArray 関数はポイ ン ターの配列と Unicode 文字列用に追加メ モ リ を割り当てます。 こ

のポイ ン ターは LPWSTR* 引数を受け取る関数へ渡されます。 新し く 作成し た配列での作業を完了し た後、

DeleteWCHARArray を呼び出し て メ モ リから配列を削除し ます。

CopyCHARArrayToISStringArray を呼び出し てポイ ン ターの配列から元の文字列配列へデータ を返し た場合、 配列

に含まれる文字列を変更する際は注意し て く だ さい。 文字列配列に含まれる文字列の長さはイ ンス ト ールが内部

的に管理するため、 文字列の長さ を変更する と CopyCHARArrayToISStringArray を呼び出し た際に、 文字列全体が

オ リ ジナル配列へコ ピーされません。

GetWindowHandle
GetWindowHandle 関数はイ ンス ト レーシ ョ ンのメ イ ンウ ィ ン ド ウのハン ドルを取得し ます。

テーブル 188 • GetWCHARArrayFromISStringArray のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

vArray ポイ ン ターが必要な文字列配列を指定し ます。

テーブル 189 • GetWCHARArrayFromISStringArray の戻り値

戻り値 説明

pointer Unicode 文字列へのポイ ン ターの配列へのポイ ン ター。

< ISERR_SUCCESS 関数が失敗し たこ と を示し ます。
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構文

GetWindowHandle ( nHwndFlag );

パラ メ ーター

戻り値

GetWindowHandle の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * GetWindowHandle 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは標準ウ ィ ン ドウでセッ ト ア ッ プを開始します。 3 秒後に

 * ウ ィ ン ドウは 小化されます。 その後、 も う一度停止し、

 * ウ ィ ン ドウは 大化され、 メ ッセージボッ クスが表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_GetWindowHandle(HWND);

function ExFn_GetWindowHandle(hMSI)

NUMBER nHwnd;

HWND hInstallHwnd;

begin

// このセッ ト ア ッ プ用の標準ウ ィ ン ドウを指定します。

Enable (DEFWINDOWMODE);

// 背景ウ ィ ン ドウを表示します。

Enable (BACKGROUND);

// セッ ト アプのウ ィ ン ドウハン ドルを取得します。

テーブル 190 • GetWindowHandle のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nHwndFlag InstallShield のメ イ ンウ ィ ン ド ウのウ ィ ン ド ウハン ドルを指定し ます。 このパ

ラ メ ーターで、 定義済み定数 HWND_INSTALL を渡し ます。

テーブル 191 • GetWindowHandle のパラ メ ーター

戻り値 説明

X X はウ ィ ン ド ウのハン ドルです。

< 0 GetWindowHandle はハン ドルを読み出すこ とができませんで し た。
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nHwnd = GetWindowHandle (HWND_INSTALL);

// 3 秒間待機します。

Delay (3);

// システム コマン ド を送り、 ウ ィ ン ドウを 小化します。

SendMessage (nHwnd, WM_SYSCOMMAND, SC_MINIMIZE, 0);

// 3 秒間待機します。

Delay (3);

// システム コマン ド を送り、 ウ ィ ン ドウを 大化します。

SendMessage (nHwnd, WM_SYSCOMMAND, SC_MAXIMIZE, 0);

// メ ッセージを表示します。

MessageBox (" デモンス ト レーシ ョ ンが完了しました。 ", INFORMATION);

end;
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ビル ト イ ン関数 (H-P)
カテゴ リ別の関数一覧は、 「カテゴ リー別ビル ト イ ン関数」 を参照し て く だ さい。

Handler
Handler 関数は現在使用されていません。 代わり に HandlerEx を使用し て く だ さい。

HandlerEx
HandlerEx 関数は [ ヘルプ ] アクセラ レータキー (F1) や [ キャ ンセル ] キーといったイベン ト のカス タム ハン ド

ラーを作成し ます。

エン ド ユーザーが F1 キーを押すと、 現在定義されている HELP ハン ド ラーが実行されます。 エン ド ユーザーが [

キャ ンセル ] キーを押すと、 現在定義されている EXIT ハン ド ラーが実行されます。 カス タム HELP または EXIT 

ハン ド ラーが HandlerEx 関数を使って定義されていない場合、 デフ ォル ト のハン ド ラーが実行されます。 デフ ォル

ト の EXIT ハン ド ラーでは、 [ 終了 ] ダイアログが表示されます。 デフ ォル ト の HELP ハン ド ラーでは何も実行さ

れません。

HandlerEx を使って定義されたカス タム ハン ド ラーを実行する場合、 nObject イベン ト が発生し た と きに、 パラ

メ ーター Label で指定されている固有のラベルが InstallScript エンジン によ って呼び出されます。 InstallScript エン

ジンがハン ド ラー コー ドの return ステー ト メ ン ト  ( ラベルの下 ) に達する と、 コ ン ト ロールは、 ハン ド ラー ラベ

ルが呼び出されなかった場合に続いて実行される予定のステー ト メ ン ト に戻り ます。

HandlerEx を使って EXIT または HELP のカス タム処理を指定できます。 Exit ハン ド ラー内では MessageBox、

SprintfBox、 および AskYesNo ダイアログが表示できますが、 標準ダイアログは表示できません。

構文

HandlerEx (nObject, Label);
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 1027



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (H-P)
パラ メ ーター

戻り値

追加情報

• 利用可能な唯一のアクセラ レータは F1 フ ァ ン ク シ ョ ンキー ( ヘルプ ) のみです。 

• Help (F1) を使って、 ヘルプ エンジンを起動し た り、 その他の適切なヘルプを表示する こ とができます。 エン

ド ユーザーが F1 キーを押すと、現在定義されている Help ハン ド ラーが InstallScript エンジンによ って呼び出

されます。 Help ハン ド ラーではヘルプのあらゆる機能を利用できます。 コ ンテキス ト  ヘルプを作成する場合

は、 スク リ プ ト のコ ンテキス ト を追跡する必要があ り ます。

これには、 た と えば、 現在のコ ンテキス ト 文字列を含む文字列変数を利用する方法があり ます。 HELP ハン ド

ラー内の Switch-case ステー ト メ ン ト にこの文字列変数を組み込むと、 コ ンテキス ト 文字列の値に基づいて適

切なヘルプイベン ト が実行されます。 また、 Help 処理ルーチンで nSdDialog グローバル変数の値をテス ト する

こ と もできます。 nSdDialog は、 現在実行中の Sd ダイアログのダイアログ ID (InstallShield Program Files フ ォル

テーブル 1 •  HandlerEx のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nObject ト ラ ッ プする イベン ト を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定

数のう ちの 1 つを渡し ます。

• EXIT —[ キャ ンセル ] ボタ ンが押された と きにカス タムハン ド ラーが呼び出

されるよ う指定し ます。 ハン ド ラーが定義されていない場合、 [ キャ ンセル

] ボタ ンが押される と、 デフ ォル ト の [ 終了 ] ダイアログが表示されます。

• HELP—F1 アクセラ レータキーが押された と きにカス タムハン ド ラーが呼び

出されるよ う指定し ます。 ハン ド ラーが定義されていない場合、 F1 アクセ

ラ レータキーが押されても何も実行されません。

Label 指定し たボタ ンまたはアクセラ レータキーが押された と きにプログラムがジャ

ンプする先のラベル名を指定し ます。 このラベルは、 数値または文字列変数と

し て定義し ないで く だ さい。

現在定義されているハン ド ラーをキャ ンセルし てデフ ォル ト ハン ド ラーを再イ

ンス ト ールするには、 このパラ メ ーターで -1 を渡し ます。 この方法は、 特定の

処理を行う場合にのみカス タムハン ド ラーを イ ンス ト ールし、 その後デフ ォル

ト のハン ド ラーに戻るよ う なスク リ プ ト で役に立ちます。

注意 • このラベルは、 数値または文字列変数と し て定義し ないで く だ さい。

テーブル 2 • HandlerEx の戻り値

戻り値 説明

0 HandlerEx によ り正常にハン ドルが作成されま し た。

< 0 HandlerEx はハン ドルを作成できませんで し た。
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ダー\Script\Isrt\Include フ ォルダーの _isres.h に記述されている ID) に設定されます ( 標準ダイアログが実行さ

れていない場合、 nSdDialog は定義されません )。 これによ りユーザーは、 Sd ダイアログの実行中でも Sd ダ

イアログ固有のヘルプにアクセスできるよ う にな り ます。 

• HELP ハン ド ラーと同様に EXIT ハン ド ラーの場合も、 カス タムハン ド ラーおよび Sd ダイアログ固有の EXIT 

ハン ド ラーを定義し て、 実行する こ とができます。 

HandlerEx の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * HandlerEx 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは、 セッ ト ア ッ プでのエラーとヘルプハン ド ラーのインス ト ール方法を

 * 説明します。

 *

 * まず初めに、 ハン ド ラーがインス ト ールされます。 そして、 ユーザーに Sd ダイアログ

 * ボッ クスが表示されます。 ダイアログが表示されている間に、 ユーザーが 

 *  F1  ( ヘルプ ) または [ キャンセル ] ボタ ンを押すと、

 * ハン ド ラーコードが起動します。

 *

 * デモンス ト レーシ ョ ンの目的で、 スク リ プ ト は InstallScript 言語リ フ ァ レンスと

 * ヘルプ ラ イブラ リのヘルプ フ ァ イルを利用します。

 * これらのフ ァ イルのコピー (InstallShield Program Files フ ォルダー \Program フ ォルダーから Langref.chm と HelpLib.chm) を 

 * [ サポー ト  フ ァ イル / ビルボード ]  ビューの [ 言語非依存 ] 領域に 

 * 挿入します。

\*--------------------------------------------------------------*/

// 含まれているヘッダー フ ァ イル ----------------------------------------------------

#include "ifx.h"

export prototype void ExFn_Handler();

prototype OnHelp_Handler();

prototype OnExit_Handler();

// ヘルプ ト ピ ッ ク ID を定義します。

#define HELP_WELCOME      101

#define HELP_REGISTERUSER 102

INT    nHelpID;

function void ExFn_Handler()

STRING svName, svCompany, szMsg;

begin

// help ハン ド ラーをインス ト ールします。

HandlerEx (HELP, OnHelp_Handler);

// exit ハン ド ラーをインス ト ールします。
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HandlerEx (EXIT, OnExit_Handler);

// ダイアログで表示する メ ッセージを設定します。

szMsg = " F1 を押して InstallShield の " + 

" このダイアログについてのヘルプを表示して く ださい。 \n" + 

"Cancel を押して、 カスタム exit ハン ド ラーを起動して く ださい。 ";

WelcomeDialog:

// ヘルプ ト ピ ッ ク ID を設定します。

nHelpID = HELP_WELCOME;

// よ う こそダイアログを表示します。

SdWelcome ("SdWelcome ダイアログ ", szMsg);

// ヘルプ ト ピ ッ ク ID を設定します。

nHelpID = HELP_REGISTERUSER;

if SdRegisterUser ("Register", szMsg, svName, svCompany) = BACK then

// よ う こそダイアログへ戻り ます。

goto WelcomeDialog;

endif;

end;

function OnHelp_Handler()

STRING szHelpTopic;

begin

// ヘルプから表示する ト ピ ッ クを設定します。

switch (nHelpID)

case HELP_WELCOME      : szHelpTopic = "5223 ";

case HELP_REGISTERUSER : szHelpTopic = "5211 ";

endswitch;

//InstallScript の言語リ フ ァ レンスを起動し、

// 選択したヘルプを ト ピ ッ クを表示します。

LaunchApplication (WINDIR ^ "hh.exe", "-mapid " + szHelpTopic + 

SUPPORTDIR ^ "Help_Lib.chm",

"", SW_SHOW, INFINITE, LAAW_OPTION_WAIT);

end;

function OnExit_Handler()

begin

// 終了の確認を と り ます。

if AskYesNo (" 終了しますか ?", FALSE) = YES then 

// セッ ト ア ッ プを終了します。 

abort; 

else 

// セッ ト ア ッ プへ戻り ます。 

return 0; 

endif; 

end;
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HIBYTE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

HIBYTE 関数は shValue が指定し た 16 ビ ッ ト 整数値から上位バイ ト を高い順に抽出し ます。

構文

HIBYTE ( shValue );

パラ メ ーター

戻り値

この関数は整数の高位バイ ト を戻し ます。

HIWORD
HIWORD 関数は、 lValue が指定し た 32 ビ ッ ト 正数値から高位の単語 ( 上位 2 バイ ト ) を抽出し、 戻し ます。

InstallShield の HIWORD は記号拡張子を利用する点で対応する C マク ロ とは異な り ます。 その結果、 HIWORD が戻

す値の高位バイ ト は、 lValue が負の場合は 1 で埋められます。 必要に応じ て、 次に示すよ う にビ ッ ト ワイズ AND 

演算子 (&) を使って結果を 0xFFFF と組み合わせる こ と で値を正数にする こ とができます :

lValue = HIWORD(lValue);

lValue = lValue & 0xFFFF;

構文

HIWORD ( lValue );

パラ メ ーター

戻り値

HIWORD は lValue の高位の単語 ( 上位 2 バイ ト ) を戻し ます。

テーブル 3 • HIBYTE のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

shValue 上位バイ ト を抽出する 16 ビ ッ ト 整数を指定し

ます。

テーブル 4 • HIWORD のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

lValue 上位 2 バイ ト を抽出する 32 ビ ッ ト 正数を指定

し ます。
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HIWORD の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * HIWORD と LOWORD のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例は、 値から低位の単語と高位の単語を取得する

 * HIWORD と LOWORD の利用法を説明します。

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "LOWORD/HIWORD の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_HIWORD(HWND);

function ExFn_HIWORD(hMSI)

STRING szMsg;

NUMBER  nData, nLOWORD, nHIWORD;

begin

nData = 305419896; // 16 進値 : 12345678

// 低位の単語、 22136 (16 進法 : 5678) を取得します。

nLOWORD = LOWORD (nData);

// 高位の単語、 4660 (16 進法 : 1234) を取得します。

nHIWORD  = HIWORD (nData);

// 結果を表示します。

szMsg = "LOWORD: %ld\nHIWORD: %ld";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, szMsg, nLOWORD, nHIWORD);

end;

InstallationInfo
InstallationInfo 関数は現在使用されていません。 代わり に、 CreateInstallationInfo 関数を使用し て く だ さい。

構文

InstallationInfo (szCompany、 szProduct、 szVersion、 szProductKey) ；

Is
Is 関数は、 スク リ プ ト で一般的に必要と される情報を取得し ます。
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構文

Is (nIsFlag、 szIsData);
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パラ メ ーター

テーブル 5 • Is のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nIsFlag 読み出す情報の種類を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを

渡し ます。

• BACKBUTTON Ñ い く つかのビル ト イ ンダイアログに表示される [ 戻る ] ボタ ンが有効かど

うか。

• CANCELBUTTON Ñ い く つかのビル ト イ ンダイアログに表示される [ キャ ンセル ] ボタ ンが

有効かど うか。

• DOTNETFRAMEWORKINSTALLED Ñ 特定のバージ ョ ンの .NET Framework または言語パッ ク

を イ ンス ト ールするかど うか。 再起動が必要なセ ッ ト ア ッ プ前提条件の詳細は、 「追加情

報」 を参照し て く ださい。

• DOTNETSERVICEPACKINSTALLED Ñ .NET Framework の特定のサービス パッ ク ( または、

よ り新しいバージ ョ ンのサービス パッ ク ) を イ ンス ト ールするかど うか。 再起動が必要な

セ ッ ト ア ッ プ前提条件の詳細は、 「追加情報」 を参照し て く ださい。

• DIR_WRITEABLE Ñ イ ンス ト ールが szIsData で指定されたデ ィ レ ク ト リ に書き込めるかど う

か。

• FILE_EXISTS Ñ szIsData で指定されたフ ァ イルが存在するかど うか。

• FILE_LOCKED Ñ フ ァ イルがロ ッ ク されているかど うか。 十分な権限がないためにフ ァ イル

へのアクセスが不可能な場合、 Is は TRUE を返し ます。

• FILE_WRITEABLE Ñ イ ンス ト ールが szIsData で指定されたフ ァ イルに書き込めるかど うか。

• FONT_AVAILABLE Ñ フ ォ ン ト はイ ンス ト ールされた szIsData  で指定されたタ イ ト ルと同じ

かど うか。 関数はすべての文字セ ッ ト にある フ ォ ン ト を検索する こ とに注意し て く ださ

い。 単一の文字セ ッ ト を検索するには、 Windows API 関数 EnumFontFamiliesEx を呼び出し

ます。 この関数についての詳細は Microsoft Windows API マニュアルを参照し て く だ さい。

• FUNCTION_EXPORTED Ñ szIsData で指定された DLL が szIsData で指定された関数をエクス

ポー ト するかど うか。 DLL が存在し てロー ド可能で、 関数がエクスポー ト された場合、 Is 

は TRUE を返し ます。 それ以外の場合、 Is は False を返し ます。

• LANGUAGE_SUPPORTED Ñ (InstallScript プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト

) イ ンス ト ーラーで、 szIsData で指定されている言語をサポー ト するかど うか。

• LOGGING Ñ (InstallScript プロジ ェ ク ト のみ ) アン イ ンス ト ールのログ記録が有効かど うか。

• MATH_COPROCESSOR Ñ 数値演算コ プロセ ッサがターゲッ ト システムに存在するかど う

か。

• NEXTBUTTON Ñ い く つかのビル ト イ ンダイアログに表示される [ 次へ ] ボタ ンが有効かど

うか。 デフ ォル ト では、 ほとんどのダイアログでの [ 次へ ] ボタ ンは有効になっています。

• PATH_EXISTS Ñ szIsData で指定されたパスが存在するかど うか。

• REGDBREMOTEREGCONNECTED Ñ リ モー ト  レジス ト リが現在接続中かど うか。

• REBOOTED Ñ イ ンス ト ールが再起動後に実行中かど うか。
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nIsFlag ( 続 く

)

• SETUP_PACKAGE Ñ (InstallScript プロジ ェ ク ト のみ ) セ ッ ト ア ッ プが 　 自己展開型実行可能

フ ァ イルから実行し ているかど うか。

メ ンテナンス モー ド またはアン イ ンス ト ール中、 オ リ ジナルセ ッ ト ア ッ プが自己展開型実

行可能フ ァ イルの場合 　 ( 正確には、 メ ンテナンスまたはアン イ ンス ト ールは自己展開型

実行可能フ ァ イルからではな く 　 DISK1TARGET フ ォルダーにある Setup.exe のコ ピーから

実行されています )、 Is(SETUP_PACKAGE、 szIsData) は TRUE を戻し ます。

• SKIN_LOADED Ñ ダイアログ スキンがロー ド されているかど うか。

• URL Ñ szIsData で指定された文字列が URL であるかど う か。 ( つま り "http://"、 "https://

"、 "file://"、 または "ftp://" で文字列が始ま っているかど うか。 )

• USER_ADMINISTRATOR Ñ 現在のユーザーが管理者特権を持っているかど うか。 Windows 

Vista 以降のシステムにおける一部のケースを除 く すべてのケースで 

USER_ADMINISTRATOR が nFlag に渡された と き、 Is は TRUE を返し ます。 Windows Vista 以

降のシステムでは、 USER_ADMINISTRATOR が nFlag に渡され、

SE_GROUP_USE_FOR_DENY_ONLY セキュ リ テ ィ 識別子 (SID) 属性がこのグループに設定さ

れていないと き、 Is は TRUE を返し ます。 つま り、 現在のユーザーが管理者グループに属

し ているにもかかわらず、 Windows Vista 上でイ ンス ト ールを標準アクセス ト ーク ンを

使ってイ ンス ト ールを実行し ている場合、 Is は FALSE を返し ます。

• USER_INADMINGROUP — 現在のユーザーが管理者グループに属するかど うか。

SE_GROUP_USE_FOR_DENY_ONLY SID 属性がこのグループに設定されているいないにかか

わらず ( つま り、 管理者権限で実行し ているユーザーが標準アクセス ト ーク ンを使ってイ

ンス ト ールを実行し ているいないにかかわらず )、 Is はこの定数に TRUE を返し ます。

• USER_POWERUSER — 現在のユーザーがパワー ユーザー グループに属するかど う か。

• VALID_PATH — szIsData で指定されたパスが有効なパスかど うか。 これによ ってパスの存

在は確認できません。 構文がチ ェ ッ ク されるだけです。 ユーザーからパス情報を取得し た

時にこの定数を使用する こ とができます。 する と この関数は、 パス情報が正し く 入力され

たかど うかを確認し ます。

有効な URL 文字列は次の基準に当てはま り ます : (1) http://、 https://、 または file:// から

始まる。 (2) 数値、 文字、 および記号 ! $ % & ' ( ) * + - . / \ _  のみを含む。 $ % & ' ( ) * + - ./ 

\ _

テーブル 5 • Is のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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nIsFlag ( 続 く

)

• WEB_BASED_SETUP Ñ (InstallScript 　 プロジ ェ ク ト のみ ) イ ンス ト ールがイ ン ターネ ッ ト か

ら実行されているかど うか。

メ モ • Is(WEB_BASED_SETUP,szIsData) は、 イ ンス ト ールの現在のイ ンス タ ンスが Web から実行

されているかど うかを確認し ます。 そのため、 イ ンス ト ールが [ プログラムの追加と削除 ] ダ

イアログから実行される と き、 Is(WEB_BASED_SETUP,szIsData) は常に FALSE を戻し ます。 これ

は元のイ ンス ト ールが Web から実行されている場合でも、 イ ンス ト ールは常にローカル フ ァ

イルから実行されるためです。

• WINDOWS_SHARED Ñ Microsoft Windows がネ ッ ト ワークからの共有コ ピーを実行し ている

かど うか。

Microsoft Windows の共有コ ピーはネ ッ ト ワーク上にイ ンス ト ールされ、 多 く のユーザーが

共有する共通フ ァ イルを持っています。

テーブル 5 • Is のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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szIsData 下に示すよ う に、 nIsFlag に渡された定数に依存する情報を指定し ます。 パスまたはフ ァ イル名

が引用符で括られている と、 Is は失敗し ます。 パスまたはフ ァ イル名が引用符で括られていな

いか確認するには、 Is を呼び出す前に LongPathToQuote(szIsData, FALSE) 　 を呼び出し て く ださ

い。 次のリ ス ト は、 各 nIsFlag オプシ ョ ンを指定し た と きに szIsData に含まれる内容を説明し

たものです。

• DIR_WRITEABLE Ñ szIsData は確認する完全修飾パスを指定し ます。

• DOTNETFRAMEWORKINSTALLED Ñ 特定のバージ ョ ンの .NET Framework または言語パッ ク

がイ ンス ト ールされているかど うかを判断し ます。 再起動が必要なセ ッ ト ア ッ プ前提条件

の詳細は、 「追加情報」 を参照し て く ださい。

• DOTNETSERVICEPACKINSTALLED Ñ szIsData は、 確認する .NET Framework の 小サービ

ス パッ クおよびバージ ョ ンを、 次のフ ォーマ ッ ト で指定し ます。

サービス パッ ク番号 |.NET バージ ョ ンのレジス ト リ定数またはパス

サービス パッ ク番号 は、 小サービス パッ クの数値を示し ます。 .NET Framework 1.0 の場

合、 0 から 3 までの値を指定できます。 .NET Framework 1.1 以降の場合、 すべての数値がサ

ポー ト されています。 サービス パッ ク番号と垂直線文字 (|) 区切り記号は両方と も含める

必要があ り ます。 これらがないと き、 関数の失敗を返し ます。

.NET バージ ョ ンのレジス ト リ定数またはパスは、 確認する .NET Framework のバージ ョ ンを示

すレジス ト リ定数またはレジス ト リ パスを示し ます。 サポー ト されている定義済み値に関

する情報、 および Is 関数が確認を行う と きの動作に関する詳細は、 「追加情報」 を参照し

て く だ さい。

• FILE_EXISTS Ñ szIsData は完全修飾フ ァ イル名を指定し ます。 このパラ メ ーターでは、 有効

な URL を指定できます。 URL が有効かど うかを確認するには、 Is(VALID_PATH, szIsData) 

を呼び出し ます。

• FILE_LOCKED Ñ szIsData は完全修飾フ ァ イル名を指定し ます。

• FILE_WRITEABLE Ñ szIsData は完全修飾フ ァ イル名を指定し ます。

• FONT_AVAILABLE Ñ szIsData はフ ォ ン ト タ イ ト ルを指定し ます。

• FUNCTION_EXPORTED Ñ szIsData は 　 DLL の完全修飾フ ァ イルを指定し、 その後に垂直線 

(|) 区切り と関数の名前が続きます : 例、

C:\\MyDLLFolder\\MyDLL.dll|MyFunction。

• LANGUAGE_SUPPORTED — szIsData は、 Setup.ini フ ァ イルと言語 ID へのパスを次の形式で

指定し ます :

Setup.ini のパス | 言語 ID

Setup.ini のパスが指定されていない場合、 現在のイ ンス ト ーラーが使用されます。 言語 ID 

が指定されていない場合は、 SELECTED_LANGUAGE が使用されます。

言語 ID は 0x で始まる 4 桁の 16 進数言語コー ド です。 たと えば、 英語の値は 0x0409 で

す。 STANDARD_SELECTED_LANGUAGE を使ってこの形式で文字列を作成するには、 次の

よ う なステー ト メ ン ト を使用し ます :

Sprintf (szLang, "0x%.04lx", STANDARD_SELECTED_LANGUAGE);

テーブル 5 • Is のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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戻り値

追加情報

.NET Framework のバージ ョ ン とサービスの詳細情報

次の定義済み定数は、 DOTNETFRAMEWORKINSTALLED または DOTNETSERVICEPACKINSTALLED を使用し て、

.NET Framework の特定のバージ ョ ンを指定するためにサポー ト されています。

• REGDB_KEYPATH_DOTNET_40_CLIENT

• REGDB_KEYPATH_DOTNET_40_FULL

• REGDB_KEYPATH_DOTNET_35

• REGDB_KEYPATH_DOTNET_30_SP Ñ .NET Framework 3.0 の SP1 ( またはそれ以降のサービス パッ ク ) がイ ンス

ト ールされているかど うかを検出するには、 この変数を使用し ます。

• REGDB_KEYPATH_DOTNET_30 Ñ .NET Framework 3.0 の RTM バージ ョ ンがイ ンス ト ールされているかど うかを

検出するには、 この変数を使用し ます。

szIsData ( 続

く )

• LOGGING Ñ szIsData は無視されます。

• MATH_COPROCESSOR Ñ szIsData を指定する szIsData は無視されます。

• PATH_EXISTS Ñ szIsData は完全修飾パスを指定し ます。 このパラ メ ーターでは、 有効な 

URL を指定できます。 URL が有効かど うかを確認するには、 Is(VALID_PATH, szIsData) を呼

び出し ます。

• REGDBREMOTEREGCONNECTED Ñ szIsData は無視されます。

• SETUP_PACKAGE Ñ szIsData は無視されます。

• SKIN_LOADED Ñ szIsData は無視されます。

• USER_ADMINISTRATOR Ñ szIsData は無視されます。

• USER_POWERUSER Ñ szIsData は無視されます。

• VALID_PATH Ñ szIsData は完全修飾パスを指定し ます。

• WEB_BASED_SETUP Ñ szIsData は無視されます。

• WINDOWS_SHARED Ñ szIsData は無視されます。

テーブル 6 • Is の戻り値

戻り値 説明

TRUE (1) 答えが TRUE である こ と を示し ます。

FALSE (0) 答えが FALSE である こ と を示し ます。

< 0 Is 関数は質問に答える こ とができませんで し た。

テーブル 5 • Is のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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• REGDB_KEYPATH_DOTNET_20

• REGDB_KEYPATH_DOTNET_11

• REGDB_KEYPATH_DOTNET_10

ヒ ン ト • これらの各定義済み定数は HKEY_LOCAL_MACHINE の下の適切なレジス ト リ パスに対応し ているため、

DOTNETFRAMEWORKINSTALLED または DOTNETSERVICEPACKINSTALLED の szIsData で直接レジス ト リ パスを

指定する こ と もできます。

.NET Framework 3.0 のイ ンス ト ールは、 次の場所にレジス ト リ値 InstallSuccess と その値のデータ 1 を書き込みま

す :

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Microsoft\NET Framework Setup\NDP\v3.0\Setup\

し たがって、 REGDB_KEYPATH_DOTNET_30 がその場所に設定されます。

.NET Framework のその他すべてのバージ ョ ンのイ ンス ト ールは、 次の場所にレジス ト リ値 Install と その値のデー

タ 1 を書き込みます :

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Microsoft\NET Framework Setup\NDP\ バージ ョ ン番号 \

REGDB_KEYPATH_DOTNET_35、 REGDB_KEYPATH_DOTNET_20、 REGDB_KEYPATH_DOTNET_11、 および 

REGDB_KEYPATH_DOTNET_10 定数は、 そのパスに基づいて適切な値に設定されます。

.NET Framework 3.0 SP1 のイ ンス ト ールは、 次の場所にも レジス ト リ値 Install と その値のデータ 1 を書き込みます

:

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Microsoft\NET Framework Setup\NDP\v3.0\

し たがって、 REGDB_KEYPATH_DOTNET_30_SP がその場所に設定されます。

DOTNETFRAMEWORKINSTALLED 定数と一緒に Is 関数を使用する と、 関数は自動的に Install と InstallSuccess の両

方の値を確認し ます。 Install または InstallSuccess 値が存在し、 その値のデータが 1 に設定されている場合、 Is は 

TRUE を返し ます。 それ以外の場合、 Is は False を返し ます。

.NET Framework 1.0 サービス パッ クのイ ンス ト ールは、 サービス パッ ク番号を示すレジス ト リ値を作成し ません。

し たがって、 .NET Framework 1.0 のテス ト に DOTNETSERVICEPACKINSTALLED を使う と、 Is 関数はサービス パッ

ク を判別するために FOLDER_DOTNET_10 の mscorlib.dll フ ァ イルのバージ ョ ン と、 既知のバージ ョ ン番号と を比較

し ます。

• mscorlib.dll のバージ ョ ンが 1.0.3705.6018 以降の場合、 SP3 が存在し ます。

• mscorlib.dll のバージ ョ ンが 1.0.3705.288 以降で 1.0.3705.6018 未満の場合、 SP2 が存在し ます。

• mscorlib.dll のバージ ョ ンが 1.0.3705.209 以降で 1.0.3705.288 未満の場合、 SP1 が存在し ます。

• mscorlib.dll のバージ ョ ンが 1.0.3705.0 以降で 1.0.3705.209 未満の場合、 元の RTM が存在し ます。

.NET Framework の他のバージ ョ ンのテス ト に DOTNETSERVICEPACKINSTALLED を使用する と、 関数は、 szIsData 

で指定されている [.NET バージ ョ ンのレジス ト リ定数またはパス ] の下にある REGDB_VALUENAME_SP 値を 

szIsData で指定されているサービス パッ ク番号と比較し ます。 この比較は、 バージ ョ ン番号が等しいか、 または

よ り新しいかとい う基準で行われます。 し たがって、 szIsData でサービス パッ ク 2 を指定し た場合、 関数は、 イ

ンス ト ールされたサービス パッ クが 2 以降のと き、 True を返し ます。
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.NET Framework Language Pack の詳細

.NET Framework のバージ ョ ン 1.1 以降には、 言語パッ クサポー ト が含まれますが、 バージ ョ ン 1.0 には含まれませ

ん。 .NET Framework のバージ ョ ン 1.1 以降では、 特定の .NET 言語パッ クがイ ンス ト ールされているかど うかを、

DOTNETFRAMEWORKINSTALLED 定数を使ってテス ト できます。 そのためには、 適切な .NET バージ ョ ン定数と、

文字列に変換された言語のロケール識別子 (LCID) を指定し ます。 .NET バージ ョ ン定数と LCID をキャ レ ッ ト 演算

子で区切り ます。 た と えば、 次の構文を使用し て、 .NET Framework 1.1 のド イ ツ語 Language Pack がイ ンス ト ール

されているかど うかをテス ト できます :

NumToStr( szLang, ISLANG_GERMAN_STANDARD );

REGDB_KEYPATH_DOTNET_11 ^ szLang;

.NET Framework 1.1 は、 Microsoft のド キュ メ ン ト に記載されている とお り、 次の LCID をサポー ト し ます。

テーブル 7 • サポー ト されている .NET LCID

言語 LCID 対応する Is 定数

中国語 ( 簡体字 ) 2052 (0x0804) ISLANG_CHINESE_SIMPLIFIED

中国語 ( 繁体 ) 1028 (0x0404) ISLANG_CHINESE_TRADITIONAL

チ ェ コ語 1029 (0x0405) ISLANG_CZECH_STANDARD

デンマーク語 1030 (0x0406) ISLANG_DANISH_STANDARD

オラ ンダ語 1043 (0x0413) ISLANG_DUTCH_STANDARD

フ ィ ン ラ ン ド 語 1035 (0x040B) ISLANG_FINNISH_STANDARD

フ ラ ンス語 1036 (0x040C) ISLANG_FRENCH_STANDARD

ド イ ツ語 1031 (0x0407) ISLANG_GERMAN_STANDARD

ギリ シャ語 1032 (0x0408) ISLANG_GREEK_STANDARD

ハンガ リー語 1038 (0x040E) ISLANG_HUNGARIAN_STANDARD

イ タ リ ア語 1040 (0x0410) ISLANG_ITALIAN_STANDARD

日本語 1041 (0x0411) ISLANG_JAPANESE_STANDARD

韓国語 1042 (0x0412) ISLANG_KOREAN_STANDARD

ノ ルウ ェー語 1044 (0x0414) ISLANG_NORWEGIAN_BOKMAL

ポーラ ン ド 語 1045 (0x0415) ISLANG_POLISH_STANDARD

ポル ト ガル語 ( ブ ラジ

ル )

1046 (0x0416) ISLANG_PORTUGUESE_BRAZILIAN
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Is の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * Is 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * Is 関数は、 初の呼び出しでフ ァ イルが書き込み禁止になっているかを

 * 確認します。 2 回目の呼び出しでデ ィ レク ト リが書き込み禁止になっているかを

 * 確認します。 これはネッ ト ワーク上のデ ィ レク ト リの

 * 書き込み制限を確認するのに便利です。 RenameFile への

 * 呼び出されたと き、 関数は Windows がネッ ト ワークサーバーにインス ト ールされたか、

 * ローカルシステムにインス ト ールされたのかを確認

 * します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、

 *  ターゲッ ト システム上の既存フ ァ イルをポイン ト するよ うに

 *  設定して く ださい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define EXAMPLE_DIR  "C:\\WINDOWS"

#define EXAMPLE_FILE EXAMPLE_DIR^"Win.com"

#define TITLE  "IIs の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_Is(HWND);

function ExFn_Is(hMSI)

 NUMBER nResult;

begin

ポル ト ガル語 ( ポル ト

ガル )

2070 (0x0816) ISLANG_PORTUGUESE_STANDARD

ロシア語 1049 (0x0419) ISLANG_RUSSIAN_STANDARD

スペイ ン語 3082 (0x0C0A) ISLANG_SPANISH_MODERNSORT

スウ ェーデン語 1053 (0x041D) ISLANG_SWEDISH_STANDARD

ト ルコ語 1055 (0x041F) ISLANG_TURKISH_STANDARD

テーブル 7 • サポー ト されている .NET LCID ( 続き )

言語 LCID 対応する Is 定数
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// EXAMPLE_FILE フ ァ イルが書込み禁止になっているかど うか確認します。

nResult = Is (FILE_WRITEABLE, EXAMPLE_FILE);

// 結果をレポー ト します。

if (nResult = TRUE) then

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, "%s は書き込み可能です。 ", EXAMPLE_FILE);

elseif (nResult = FALSE) then

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, "%s 書き込み禁止です。 ", EXAMPLE_FILE);

else

SprintfBox (INFORMATION, TITLE,

 "Unable to determine if %s 書き込み可能です。 ", EXAMPLE_FILE);

endif;

// デ ィ レク ト リが書込み禁止になっているかど うか確認します。

nResult = Is (DIR_WRITEABLE, EXAMPLE_DIR);

// 結果をレポー ト します。

if (nResult = TRUE) then

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, "%s は書き込み可能です。 .", EXAMPLE_DIR);

elseif (nResult = FALSE) then

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, "%s は書き込み不可能です。 ", EXAMPLE_DIR);

else

SprintfBox (INFORMATION, TITLE,

 "%s が書き込み可能かど うかを判断できません。 ", EXAMPLE_DIR);

endif;

// Windows がネッ ト ワーク上で共有されているか否かを確認します。

nResult = Is (WINDOWS_SHARED, "");

// 結果をレポー ト します。

if (nResult = TRUE) then

MessageBox ("Windows は共有されています。 ", INFORMATION);

elseif (nResult = FALSE) then

MessageBox ("Windows は共有されていません。 ", INFORMATION);

else

MessageBox ("Windows の共有されているかを判断できませんでした。 ", SEVERE);

endif;

end;

ISCompareServicePack
ISCompareServicePack 関数は、 InstallShield Professional で作成し たスク リ プ ト との互換性の目的でのみサポー ト さ

れています。 Windows サービス パッ ク番号を調べるには、 SYSINFO.WINNT.nServicePack の値を調べる こ と をお勧

めし ます。

ISCompareServicePack 関数は、 Windows NT システムにイ ンス ト ールされているサービス パッ ク番号と 

szServicePack で指定されているサービス パッ ク番号を比較し ます。

構文

ISCompareServicePack (szServicePack);
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パラ メ ーター

戻り値

ISCompareServicePack の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ISCompareServicePack 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * メ モ : ISCompareServicePack は Sdint.rul で定義されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define SERVICE_PACK " サービスパッ ク 3"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

テーブル 8 • ISCompareServicePack のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szServicePack ターゲッ ト コ ンピ ューター上の サービス パッ

ク番号と比較するサービス パッ ク番号を指定

し ます。 この文字列は Service Pack n の形式を

使用する必要があ り ます。 n はサービス パッ

ク番号を示し ます。 比較は大文字と小文字を

区別し ます。

テーブル 9 • ISCompareServicePack の戻り値

戻り値 説明

LESS_THAN (1) サービス パッ クがイ ンス ト ールされていない

か、 ターゲッ ト システムの サービス パッ クが 

szServicePack に渡される値よ り小さいです。

EQUALS (2) サービス パッ ク番号が一致し ています。

GREATER_THAN (0) ターゲッ ト システムのサービス パッ ク番号は 

szServicePack に渡された番号よ り大きいです。

-1 ISCompareServicePack はサービス パッ ク番号

を比較できませんで し た。
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export prototype ExFn_ISCompareServicePack(HWND);

function ExFn_ISCompareServicePack(hMSI)

BOOL bWinNT;

NUMBER nvResult;

STRING svResult;

begin

// どのオペレ - テ ィ ングシステムを実行しているかを判断します。

GetSystemInfo (OS, nvResult, svResult);

if (nvResult = IS_WINDOWSNT) then

// Windows NT を実行中です。

bWinNT = TRUE;

// サービスパッ ク 3 がインス ト ールされているか確認します。

nvResult = ISCompareServicePack (SERVICE_PACK);

if (nvResult < 0) then

MessageBox (" エラー : ISCompareServicePack が失敗しました。 ", SEVERE);

elseif (nvResult = LESS_THAN) then

MessageBox (" サービスパッ クがないか次の値を下回っています : "

 + SERVICE_PACK, INFORMATION);

elseif (nvResult = EQUALS) then

MessageBox (" サービスパッ クは " + SERVICE_PACK, INFORMATION);

elseif (nvResult = GREATER_THAN) then

MessageBox (" 次のサービスパッ ク以上です "

 + SERVICE_PACK, INFORMATION);

endif;

else

MessageBox (" ターゲッ ト システムは  Windows NT を実行中ではあり ません。 ", SEVERE);

endif;

end;

ISDeterminePlatform
ISDeterminePlatform 関数はシステム変数 SYSINFO を設定し ます。 この変数は、 メ ンバーがターゲッ ト  コ ンピ ュー

ターのオペレーテ ィ ング プ ラ ッ ト フ ォームについての情報を指定するのに利用される構造化された変数です。

ISDeterminePlatform は、 セ ッ ト ア ッ プ初期化中にセ ッ ト ア ッ プエンジンが直接呼び出し ます。

パラ メ ーター

な し

戻り値

な し

IsEmpty
IsEmpty 関数は、 VARIANT 変数タ イプが初期化されたかど うかを確認し ます。
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OBJECT 変数タ イプが有効なオブジ ェ ク ト に参照を割り当てたかど うか確認する場合は、 IsObject を呼び出し て く

ださい。

構文

IsEmpty ( vVariant );

パラ メ ーター

戻り値

IsEmpty の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * IsEmpty 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

function OnBegin()

VARIANT vVariant;

BOOL bEmpty;

STRING szString;

begin

bEmpty = IsEmpty ( vVariant );

/* "vVariant is が空です。 " メ ッセージが表示されます。 */

if bEmpty then

MessageBox ( "vVariant が空です。 ", INFORMATION );  

else

MessageBox ( "vVariant が空ではあり ません。 ", INFORMATION );  

endif;

/* vVariant を初期化します。 */

vVariant = szString;

bEmpty = IsEmpty ( vVariant );

/* "vVariant is が空ではあり ません。 " メ ッセージが表示されます。 */

if bEmpty then

テーブル 10 • IsEmpty のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

vVariant 確認する変数を指定し ます。

テーブル 11 • IsEmpty の戻り値

戻り値 説明

TRUE (1) vVariant が初期化されま し た。

FALSE (0) vVariant が初期化されませんで し た。
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MessageBox ( "vVariant が空です。 ", INFORMATION );  

else

MessageBox ( "vVariant が空ではあり ません。 ", INFORMATION );  

endif;

/* サンプルセッ ト ア ッ プスク リ プ ト を終了します。 */

abort;

end;

IsObject
IsObject 関数は、 OBJECT タ イプの変数が有効なオブジ ェ ク ト にリ フ ァ レンスを割り当てたかど うかを 

CreateObject 関数または GetObject 関数を使用し て確認し ます。

構文

IsObject ( oObject );

パラ メ ーター

戻り値

LaunchApp
LaunchApp 関数を使う と、 スク リ プ ト 内から別のアプ リ ケーシ ョ ンを起動できます。 LaunchApp は 

LaunchAppAndWait( szCommand, szCmdLine, LAAW_OPTION_NOWAIT ) を呼び出し ます。 LaunchApp パラ メ ーターと

戻り値については、 「LaunchAppAndWait」 を参照し て く だ さい。

テーブル 12 • IsObject のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

oObject 確認する変数を指定し ます。

テーブル 13 • IsObject の戻り値

戻り値 説明

TRUE oObject によ って、 有効なオブジ ェ ク ト に参照

が割り当てられています。

FALSE oObject によ って、 有効なオブジ ェ ク ト に参照

が割り当てられていません。
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LaunchApp の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * LaunchApp 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * LaunchApp が呼び出されて、 アプ リケーシ ョ ンが実行されます。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 プ リ プロセッサ定数が、

 *  ターゲッ ト システム上の Windows Notepad 実行可能フ ァ イルの

 *  完全修飾名と有効なテキス ト  フ ァ イルを

 *  参照するよ うに設定して く ださい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define APPLICATION WINDIR^"Notepad.exe"

#define CMD_LINE WINDIR^"Readme.txt"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_LaunchApp(HWND);

function ExFn_LaunchApp(hMSI)

begin

// Windows Notepad アプ リケーシ ョ ンを起動して

// Windows Readme.txt フ ァ イルを編集します。

if (LaunchApp (APPLICATION, CMD_LINE) < 0) then

MessageBox (APPLICATION+" を起動できませんでした。 ", SEVERE);

endif;

end;

LaunchAppAndWait
LaunchAppAndWait 関数を使う と、 スク リ プ ト 内から別のアプ リ ケーシ ョ ンを起動できます。 LaunchAppAndWait は

次を呼び出し ます :

LaunchApplication( szProgram, szCmdLine, "", LAAW_STARTUPINFO.wShowWindow, LAAW_PARAMETERS.nTimeOut, nOptions | 

LAAW_OPTION_CHANGEDIRECTORY | LAAW_OPTION_FIXUP_PROGRAM );

LaunchAppAndWait のパラ メ ーターと戻り値については、 「LaunchApplication」 を参照し て く だ さい。

構文

LaunchAppAndWait ( szProgram, szCmdLine, nOptions );
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LaunchAppAndWait の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * LaunchAppAndWait 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トはユーザーに対して 3 つのオプシ ョ ンを提供します :

 *

 * -- Notepad の起動。 Notepad が閉じた後、 セッ ト ア ッ プを続行 

 * -- Notepad を起動後、 すぐセッ ト ア ッ プを続行 

 * -- インス ト ールの中止

 *

 * ユーザーが 初のオプシ ョ ンを選択した場合、 インス ト ールは Notepad を起動し、 

 * それが閉じ られるまで待機してから続行します。 

 * ユーザーが 2 番目のオプシ ョ ンを選択した場合、 インス ト ールは Notepad を起動し、 

 * 直後にスク リ プ ト を実行します。 

 * ユーザーが 3 番目のオプシ ョ ンを選択した場合、 

 * インス ト ールが終了します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define PROGRAM WINDIR^"NotePAD.EXE"

#define LAUNCH_WAIT_TEXT "Notepad の起動。 Notepad を閉じた後、 セッ ト ア ッ プを続行 "

#define LAUNCH_GO_TEXT  "Notepad の起動。 Notepad を閉じた後、 すぐセ ッ ト ア ッ プを続行 "

#define EXIT_TEXT " インス ト ールの中止 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_LaunchAppAndWait(HWND);

function ExFn_LaunchAppAndWait(hMSI)

STRING szProgram, szCmdLine, szMsg;

BOOL bLaunchAndGo, bLaunchAndWait, bExit;

NUMBER nWait;

begin

// 通常ウ ィ ン ドウでインス ト ールを実行します。

Enable (BACKGROUND);

Enable (DEFWINDOWMODE);

// インス ト ールダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

// ユーザーからオプシ ョ ンを取得します。

AskOptions (EXCLUSIVE, " テス ト ",

 LAUNCH_WAIT_TEXT, bLaunchAndWait,

 LAUNCH_GO_TEXT, bLaunchAndGo,

 EXIT_TEXT, bExit);
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if !bExit then

// 変数を LaunchAppAndWait に渡して、

// 待機するか否かを示します。

if bLaunchAndWait then

nWait = WAIT;

else

nWait = NOWAIT;

endif;

// Notepad を起動します。 nWait の値が

// いつインス ト ールを続行するのかを決定します。

if (LaunchAppAndWait (PROGRAM, "", nWait) < 0) then

MessageBox (PROGRAM +" を起動するこ とができませんでした。 ",SEVERE);

endif;

MessageBox (" セッ ト ア ッ プを終了します。 ", INFORMATION);

endif;

end;

LaunchAppAndWaitInitStartupInfo
LaunchAppAndWaitInitStartupInfo 関数は LAAW_STARTUPINFO および LAAW_PARAMETERS システム変数を適切なデ

フ ォル ト 値に初期化し ます。 この関数はイ ンス ト ール初期化中に自動的に呼び出されます。

構文

LaunchAppAndWaitInitStartupInfo ( );
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システム変数

パラ メ ーター

な し。

テーブル 14 • LaunchAppAndWaitInitStartupInfo のシステム変数

システム変数 デフ ォル ト 値

LAAW_STARTUPINFO.cb SizeOf(LAAW_STARTUPINFO)

LAAW_STARTUPINFO.lpReserved NULL

LAAW_STARTUPINFO.lpDesktop NULL

LAAW_STARTUPINFO.lpTitle NULL

LAAW_STARTUPINFO.wShowWindow SW_SHOWDEFAULT

LAAW_STARTUPINFO.lpReserved2 NULL

LAAW_STARTUPINFO.cbReserved2 0

LAAW_STARTUPINFO.dwFlags STARTF_USESHOWWINDOW

LAAW_PARAMETERS.szStatusText ""

LAAW_PARAMETERS.szCommandLineResult ""

LAAW_PARAMETERS.lpProcessAttributes NULL

LAAW_PARAMETERS.lpThreadAttributes NULL

LAAW_PARAMETERS.bInheritHandles FALSE

LAAW_PARAMETERS.dwCreationFlags NORMAL_PRIORITY_CLASS

LAAW_PARAMETERS.lpEnvironment NULL

LAAW_PARAMETERS.lpCurrentDirectory NULL

LAAW_PARAMETERS.nCallbackInterval 1000

LAAW_PARAMETERS.nLaunchResult 0
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戻り値

LaunchApplication
UninstallApplication 関数は指定されたアプ リ ケーシ ョ ンを起動し、 オプシ ョ ンでそれを待機し ます。

LaunchApplication は、 Windows API 関数 CreateProcess または Windows API 関数 ShellExecuteEx (nOptions が  

LAAW_OPTION_USE_SHELLEXECUTE を含む場合 ) のどち らかを使用し て指定されたアプ リ ケーシ ョ ンを起動し ま

す。 アプ リ ケーシ ョ ンが起動されたあと、 LAAW_OPTION_WAIT または LAAW_OPTION_WAIT_INCL_CHILD オプシ ョ

ンが指定されている場合、 イ ンス ト ールは WaitForApplication を呼び出し てアプ リ ケーシ ョ ンが終了するのを待機

し ます。 処理の完了、 または指定された タ イムアウ ト の値が経過し た時点で、 イ ンス ト ールは続行されます。

構文

LaunchApplication( byval string szProgram, byval string szCmdLine, byval string szDirectory, byval number nShowWindow, byval number 

nTimeOut, byval number nOptions );

テーブル 15 • LaunchAppAndWaitInitStartupInfo の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS この関数は常に  ISERR_SUCCESS を戻し ます。
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パラ メ ーター

テーブル 16 • LaunchApplication のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szProgram 起動されるアプ リ ケーシ ョ ンの完全パス と フ ァ イル名を指定し ます。

nOptions に LAAW_OPTION_USE_SHELLEXECUTE が含まれていない場合、 代わ

り に szCmdLine 　 パラ メ ーターで、 起動するアプ リ ケーシ ョ ンのフ ァ イル名

を指定する こ とができます。 その場合、 szProgram パラ メ ーターにヌル文字

列 　 ("") を渡し ます。

szProgram パラ メ ーターは、 LAAW_OPTION_USE_SHELLEXECUTE オプシ ョ ン

が使用される と きのみ URL をサポー ト し ます。

szCmdLine 起動し たアプ リ ケーシ ョ ンに渡すコマン ド ラ イ ンのパラ メ ーターを指定し ま

す。 コマン ド ラ イ ンのパラ メ ーターを使わずにアプ リ ケーシ ョ ンを起動する

には、 にヌル文字列 ("") を渡し ます。

nOptions に LAAW_OPTION_USE_SHELLEXECUTE が含まれていない場合、

szCmdLine 　 パラ メ ーターで起動するアプ リ ケーシ ョ ンのフ ァ イル名を指定す

る こ と もできます。 その場合、 次の操作を必ず行って く ださい。

• アプ リ ケーシ ョ ンへのパス と コマン ド ラ イ ンの間をスペースで区切り ま

す。 

• アプ リ ケーシ ョ ンの完全修飾パスに長いフ ォルダー名や長いフ ァ イル名

が含まれる場合、 szCmdLine へ追加する前に LongPathToQuote に渡し ま

す。 例 :

szApplicationPath = WINDIR ^ "Notepad.exe";

szApplicationCmdLine = SRCDIR ^ "Readme.txt";

LongPathToQuote( szApplicationPath, TRUE );

szCmdLine = szApplicationPath + " " + szApplicationCmdLine;

szDirectory アプ リ ケーシ ョ ンの作業デ ィ レ ク ト リ を指定し ます。 空の文字列 ("") が指定

されている場合 ( および LAAW_OPTION_USE_SHELLEXECUTE が指定されてい

ない場合 )、 関数は空文字列の代わり に NULL を CreateProcess に渡し ます。
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nShowWindow アプ リ ケーシ ョ ンの初期ウ ィ ン ド ウの状態を STARTUPINFO 構造の 

wShowWindow パラ メ ーターで CreateProcess に渡される状態で、 または 

SHELLEXECUTEINFO 構造 の nShow パラ メ ーターで ShellExecuteEx に渡され

る状態 (LAAW_OPTION_USE_SHELLEXECUTE が指定されている場合 ) で指定し

ます。 前期の関数について、 任意の文書化されている値を指定する こ とがで

きます。 い く つかの値は ISRTWindows.h であらかじめ定義されています :

• SW_FORCEMINIMIZE

• SW_HIDE

• SW_MAX

• SW_MAXIMIZE

• SW_MINIMIZE

• SW_NORMAL

• SW_RESTORE

• SW_SHOW

• SW_SHOWDEFAULT

• SW_SHOWMAXIMIZED

• SW_SHOWMINIMIZED

• SW_SHOWMINNOACTIVE

• SW_SHOWNA

• SW_SHOWNOACTIVATE

• SW_SHOWNORMAL

nTimeOut WaitForApplication 関数に渡される nTimeOut 値 ( ミ リ秒 ) を指定し ます。

LAAW_OPTION_WAIT を指定し ないと、 指定された値は無視されますので注意

し て く ださい。

テーブル 16 • LaunchApplication のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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nOptions イ ンス ト ールが続行する前に、 起動されたアプ リ ケーシ ョ ンが終了するまで

待機するかど うかを含む様々なオプシ ョ ンを指定し ます。

このパラ メ ーターに、 あらかじめ定義されている以下の定数のう ちの 1 つを

渡し ます。 次の例外を除き、 ビ ッ ト 単位 OR 演算子 ( | ) を利用し てこれらの

定数を組み合わせる こ とができます : LAAW_OPTION_NOWAIT を 

LAAW_OPTION_WAIT 　 と組み合わせる こ とはできません。 また 

LAAW_OPTION_HIDDEN、 LAAW_OPTION_MINIMIZED、 および 

LAAW_OPTION_MAXIMIZED 　 を組み合わせる こ とはできません。

• LAAW_OPTION_USE_SHELLEXECUTE Ñ 関数が CreateProcess ではな く  

Windows API 関数 ShellExecuteEx を呼び出し て、 アプ リ ケーシ ョ ンを起動

する こ と を示し ます。

• LAAW_OPTION_NOWAIT Ñ 関数で WaitForApplication に渡されます。 この

パラ メ ーターを使用する こ とは、 関数 LaunchApp の呼び出し と同じ効果

を持ちます。

• LAAW_OPTION_WAIT Ñ 関数で WaitForApplication に渡されます。

• LAAW_OPTION_USE_CALLBACK Ñ 関数で WaitForApplication に渡されま

す。

• LAAW_OPTION_SET_BATCH_INSTALL Ñ た と えば 　 RunOnce 　 キーの更新

など、 起動されたアプ リ ケーシ ョ ンによ ってシステムの再起動を必要と

する変更が発生する場合、 関数が内部的に BATCH_INSTALL をゼロ以外

の値に設定する こ と を指定し ます。 関数は、 指定されたアプ リ ケーシ ョ

ンを起動する前にシステムの状態を確認し てこれを判断し、 そし てアプ

リ ケーシ ョ ンを起動し た後 　 ( そし て 　 LAAW_OPTION_WAIT 　 が指定され

ている場合はアプ リ ケーシ ョ ンが完了するのを待って ) 　 現在のシステム

の状態を比較し ます。 このフ ラグはシステム再起動の必要性を通知する

ステータ ス情報を戻さ ないサー ドパーテ ィ  イ ンス ト ールを起動し た と き

に利用する こ とができます。

LAAW_OPTION_SET_BATCH_INSTALL は InstallScript プロジ ェ ク ト のイベ

ン ト  ド リ ブン型コー ド および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で使用でき

ます。 InstallScript カス タム アクシ ョ ンには使用できません。

• LAAW_OPTION_SHOW_HOURGLASS— 起動されたアプ リ ケーシ ョ ンが実行

中はカーソルを砂時計に変更する こ と を指定し ます。

• LAAW_OPTION_WAIT_INCL_CHILD— 関数で WaitForApplication に渡されま

す。

テーブル 16 • LaunchApplication のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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メ モ • LAAW_OPTION_WAIT_INCL_CHILD が使用された と き、 関数は、 起動され

たプロセスの直接の子プロセスのみ検出し待機し ます。 初回で起動されたプ

ロセスの子プロセスによ って起動されたその他の子プロセスは検出 / 待機さ

れません。

LAAW_OPTION_USE_SHELLEXECUTE を LAAW_OPTION_WAIT_INCL_CHILD と共

に使用する方法については、 「追加情報」 をご覧 く ださい。

このパラ メ ーターで次のオプシ ョ ン もサポー ト されていますが、 これらは推

奨されていません :

• LAAW_OPTION_HIDDEN— 起動されたアプ リ ケーシ ョ ンのメ イ ンウ ィ ン ド

ウが初めは非表示である こ と を指定し ます。

• LAAW_OPTION_MINIMIZED— 起動されたアプ リ ケーシ ョ ンのメ イ ン ウ ィ ン

ド ウが初めは 小化されている こ と を指定し ます。

• LAAW_OPTION_MAXIMIZED— 起動されたアプ リ ケーシ ョ ンのメ イ ン ウ ィ

ン ド ウが初めは 大化されている こ と を指定し ます。

• LAAW_OPTION_NO_CHANGEDIRECTORY— 現在使用されていません。 この

パラ メ ーターは無視されます。

• LAAW_OPTION_CHANGEDIRECTORY— LaunchApplication がイ ンス ト ールの

現在のデ ィ レ ク ト リ を、 この後すぐ起動されるアプ リ ケーシ ョ ンのデ ィ

レ ク ト リ に一時的に更新する こ と を指定し ます。 デフ ォル ト では、

LaunchApplication はイ ンス ト ールの現在のデ ィ レ ク ト リ を変更し ません。

LaunchApplication は、 LaunchApplication が戻る前に、 イ ンス ト ールの現

在のデ ィ レ ク ト リ を元の値に リ セ ッ ト し ます。

メ モ • LaunchApplication の代わり に LaunchAppAndWait を呼び出すと、 このオ

プシ ョ ンが自動的に含められます。

• LAAW_OPTION_FIXUP_PROGRAM— CreateProcess または ShellExecuteEx 

の呼び出しが適切に動作するために、 LaunchApplication が szProgram で 

LongPathFromShortPath を呼び出すこ と を指定し ます。 ほとんどの場合、

これは必要あ り ません。

メ モ • LaunchApplication の代わり に LaunchAppAndWait を呼び出すと、 このオ

プシ ョ ンが自動的に含められます。

テーブル 16 • LaunchApplication のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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追加情報

• LAAW_OPTION_USE_SHELLEXECUTE を使用し ない場合、 LaunchApplication を呼び出す前に 

LAAW_STARTUPINFO システム変数を更新し て、 アプ リ ケーシ ョ ンの動作を カス タ マイズし ます。

LAAW_OPTION_USE_SHELLEXECUTE を使用する場合、 LAAW_SHELLEXECUTEINFO 構造を カス タ マイズし て、

アプ リ ケーシ ョ ンの動作を カス タ マイズし ます。

Windows Vista 以降を実行中のシステム上で LAAW_OPTION_USE_SHELLEXECUTE を使用する場合で、 完全な管

理者アカウン ト  ( 実行する実行可能フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て [ 管理者と し て実行 ] を ク リ ッ ク し た場合と似

ています ) を使ってアプ リ ケーシ ョ ンを起動する と き、 スク リ プ ト で LaunchApplication を使用する前に 

LAAW_SHELLEXECUTEVERB を runas に設定し ます :

LAAW_SHELLEXECUTEVERB = "runas";

これによ って、 起動するアプ リ ケーシ ョ ンが関連設定を含むアプ リ ケーシ ョ ン マニフ ェ ス ト を持っているか

ど うかにかかわらず、 アプ リ ケーシ ョ ンは確実に完全な管理者権限を使って実行されます。 これによ って、

同意または資格情報を要求するユーザー アカウン ト 制御 (UAC) のプロンプ ト が表示される こ とがあ り ます。

Windows Vista 以前のオペレーテ ィ ング システムを実行するマシン上で runas が使用された場合、 [ 別のユー

ザーと し て実行 ] ダイアログ ボ ッ クスが表示されます。 この動作は、 実行する実行可能フ ァ イルを右ク リ ッ

ク し て [ 別のユーザーと し て実行 ] を ク リ ッ ク し た と き と似ています。 このダイアログ ボ ッ クスを使って、

エン ド ユーザーはアプ リ ケーシ ョ ンを実行するために使用するユーザー アカウン ト を選択できます。

• 起動された処理についての ID 情報を取得するには、 LAAW_PROCESS_INFORMATION 　 システム変数または 

LAAW_SHELLEXECUTEINFO システム変数 (LAAW_OPTION_USE_SHELLEXECUTE を使用する場合 ) を使用し ま

す。

• LAAW_OPTION_USE_SHELLEXECUTE を使用する場合、 hProcess メ ンバーを除き 

LAAW_PROCESS_INFORMATION は使用されません。 hProcess メ ンバーは、

(LAAW_SHELLEXECUTEINFO.hProcess メ ンバーから ) 起動されたプロセスのプロセス ハン ドルに更新されま

す。

• ShellExecuteEx は、 起動されたプロセスのプロセス ID を返し ません。 このため、

LAAW_OPTION_USE_SHELLEXECUTE が使用された場合、 LAAW_OPTION_WAIT_INCL_CHILD オプシ ョ ンは、 プロ

テーブル 17 • LaunchApplication の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS  アプ リ ケーシ ョ ンが正常に起動し たこ と を示し ます。 

< ISERR_SUCCESS  アプ リ ケーシ ョ ンが正常に起動し なかったこ と を示し ます。

メ モ • アプ リ ケーシ ョ ンが起動されない場合、 CreateProcess また

は ShellExecuteEx の呼び出しのあと、 LAAW_PARAMETER システム

変数の nLaunchResult メ ンバーに  Windows API 関数 GetLastError 

の呼び出し結果が含まれます。 関数が成功し、

LAAW_OPTION_WAIT 　 オプシ ョ ンが指定された場合、 

LAAW_PARAMETERS 　 システム変数の 　 nLaunchResult 　 メ ンバー

は起動されたアプ リ ケーシ ョ ンが戻すコー ド を含みます。
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セス ID を判別するための Windows API GetProcessId が使用可能な場合のみ有効です。 Windows API のド キュ

メ ン ト による と、 GetProcessId は Windows XP SP1 以降および Windows Server 2003 以降で使用可能です。 こ

の API が使用できない場合、 LAAW_OPTION_WAIT_INCL_CHILD は LAAW_OPTION_WAIT と同じ動作を し ます。

• イ ンス ト ールが、 CD または DVD などのリムーバブル メ デ ィ アから呼び出された と き、 Disk1 の Setup.exe 

フ ァ イルは、 イ ンス ト ール中、 常に使用できる状態にある とはかぎ り ません。 ( 実行中に、 Setup.exe が使用

できな く なった場合、 オペレーテ ィ ング システムでプロンプ ト が表示され、 エン ド ユーザーに正しいデ ィ ス

ク を挿入するよ う に求めて く る こ とがあ り ます。 これによ り、 イ ンス ト ールが失敗する こ とがあり ます。 ) し

たがって、 この問題を回避するために、 Setup.exe フ ァ イルが Temp フ ォルダーにコ ピーされ、 イ ンス ト ール

がそこから再起動されます。 元の Setup.exe は、 こ こで終了し ます。 ただ し、 この処理が発生する と、

LaunchApplication は、 イ ンス ト ールが完了し た と仮定し て動作し、 待機し ません。

この問題を回避するため、 子イ ンス ト ールを起動する と きに、 /clone_wait パラ メ ーターを使用できます。 その

場合、 起動されたイ ンス ト ールで、 起動された元のプロセスが実行中のまま保たれ、 親イ ンス ト ールは待機

し ます。 ただ し、 このワークアラウン ド では、 Setup.exe を含む元の CD がイ ンス ト ールの途中で使用できな

い状態になる場合、 問題が発生する場合があ り ます。 この例と し て、 イ ンス ト ールの途中で一枚目の CD が

使用できな く なる複数 CD のイ ンス ト ールがあげられます。

この問題を回避する唯一の方法は、 起動されたプロセスの子プロセスの ID を判別する コー ド を追加し て、 子

プロセスが完了するのを待機する こ と です。

LaunchApplicationInit
LaunchApplicationInit 関数は LAAW_STARTUPINFO および LAAW_PARAMETERS システム変数を適切なデフ ォル ト 値

に初期化し ます。 この関数はイ ンス ト ール初期化中に自動的に呼び出されます。 この関数は 

LaunchAppAndWaitInitStartupInfo 関数に優先し ます。

構文

LaunchApplicationInit( );
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システム変数

テーブル 18 • LaunchApplicationInit のシステム変数

システム変数 デフ ォル ト 値

LAAW_PARAMETERS.bCallbackEndedWait FALSE

LAAW_PARAMETERS.bInheritHandles FALSE

LAAW_PARAMETERS.dwCreationFlags NORMAL_PRIORITY_CLASS

LAAW_PARAMETERS.lpCurrentDirectory NULL

LAAW_PARAMETERS.lpEnvironment NULL

LAAW_PARAMETERS.lpProcessAttributes NULL

LAAW_PARAMETERS.lpThreadAttributes NULL

LAAW_PARAMETERS.nCallbackInterval 1000

LAAW_PARAMETERS.nLaunchResult 0

LAAW_PARAMETERS.nTimeOut INFINITE

LAAW_PARAMETERS.nTimeOutCheckInterval 1000

LAAW_PARAMETERS.nWaitForInputIdleMax 2000

LAAW_PARAMETERS.nWaitResult WAIT_OBJECT_0

LAAW_PARAMETERS.szCommandLineResult ""

LAAW_PARAMETERS.szStatusText ""

LAAW_SHELLEXECUTEINFO.cbSize SizeOf(LAAW_SHELLEXECUTEINFO)

LAAW_SHELLEXECUTEINFO.dwHotKey 0

LAAW_SHELLEXECUTEINFO.fMask SEE_MASK_NOCLOSEPROCESS | 

SEE_MASK_FLAG_NO_UI

LAAW_SHELLEXECUTEINFO.hIconMonitor NULL

LAAW_SHELLEXECUTEINFO.hInstApp NULL

LAAW_SHELLEXECUTEINFO.hkeyClass NULL

LAAW_SHELLEXECUTEINFO.hProcess NULL
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な し。

LAAW_SHELLEXECUTEINFO.hwnd GetWindowHandle( HWND_INSTALL )

LAAW_SHELLEXECUTEINFO.lpClass NULL

LAAW_SHELLEXECUTEINFO.lpDirectory NULL

LAAW_SHELLEXECUTEINFO.lpFile NULL

LAAW_SHELLEXECUTEINFO.lpIDList NULL

LAAW_SHELLEXECUTEINFO.lpParameters NULL

LAAW_SHELLEXECUTEINFO.lpVerb &LAAW_SHELLEXECUTEVERB

LAAW_SHELLEXECUTEINFO.nShow SW_SHOWDEFAULT

LAAW_SHELLEXECUTEVERB "open"

LAAW_STARTUPINFO.cb SizeOf(LAAW_STARTUPINFO)

LAAW_STARTUPINFO.cbReserved2 0

LAAW_STARTUPINFO.dwFlags STARTF_USESHOWWINDOW

LAAW_STARTUPINFO.lpDesktop NULL

LAAW_STARTUPINFO.lpReserved NULL

LAAW_STARTUPINFO.lpReserved2 NULL

LAAW_STARTUPINFO.lpTitle NULL

LAAW_STARTUPINFO.wShowWindow SW_SHOWDEFAULT

テーブル 18 • LaunchApplicationInit のシステム変数 ( 続き )

システム変数 デフ ォル ト 値
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ListAddItem
ListAddItem 関数は現在の要素の前後に番号の要素を追加し ます。

メ モ • ListAddItem は番号リ ス ト でのみ使用できます。

タ スク リ ス ト をスキャ ンするには、 以下の手順を実行し ます。

1. ListGetFirstItem を呼び出し て リ ス ト の 初の要素を取得し ます。

2. リ ス ト の終わり に到達するまで ListGetNextItem を繰り返し呼び出し ます。 

リ ス ト の特定の要素を現在の要素にするには、 ListSetIndex を呼び出し ます。

構文

ListAddItem (listID, nItem, nPlacementFlag);

テーブル 19 • LaunchApplicationInit の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS この関数は常に  ISERR_SUCCESS を戻し ます。
1060 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (H-P)
パラ メ ーター

戻り値

ListAddItem の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ListAddItem 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * まず、 ListCreate への呼び出しで空白リス ト が作成されます。

 * そして ListAddItem が 3 回呼び出され、 リス トへ番号 1、 2、 そして 3 が

 * 追加されます。 番号は昇順に追加されませんが、

 * ListAddItem への各呼び出しの

 * 3 番目のパラ メーターで渡される

 * 配置フ ラグによって、 順に並べられます。 リ ス ト が

 * ビルド された後、 それが表示されます。 後に、 現在の要素が表示

テーブル 20 • ListAddItem のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

listID 番号リ ス ト 名を指定し ます。 listID によ って識別される リ ス ト は、 ListCreate への

呼び出しによ って既に初期化されている必要があり ます。

nItem リ ス ト に追加する数値の要素を指定し ます。

nPlacementFlag 現在の要素と相対し た nItem の配置場所を指定し ます。 新しい要素は現在の要素

の前か後に置かれます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つ

を渡し ます。

• AFTERÑ リ ス ト の現在の要素の後に新しい要素を追加し ます。

• BEFOREÑ リ ス ト の現在の要素の前に新しい要素を追加し ます。

テーブル 21 • ListAddItem の戻り値

戻り値 説明

> = ISERR_SUCCESS (0) 関数は成功し ま し た。

< ISERR_SUCCESS (0) 関数は成功し ませんで し た。

ISERR_LIST_NOSUCHLIST (-501) 指定された ID を持つリ ス ト が存在し ないこ と を示し ます。 有効な

リ ス ト の ID が ListCreate 関数からの戻り値にな り ます。
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 * されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE "ListAddItem の例 "

#define MSSG " 次は追加される項目のリス ト です :\n\n"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ListAddItem(HWND);

function ExFn_ListAddItem(hMSI)

NUMBER nvItem, nvResult;

LIST  listID;

STRING szMsg, svItem;

begin

// 空白数値リ ス ト を作成します。

listID = ListCreate(NUMBERLIST);

// エラーが発生した場合、 それをレポー ト して終了させます。

if (listID = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// 番号 1 を リス ト へ追加します。

if (ListAddItem (listID, 1, AFTER) < 0) then

MessageBox ("ListAddItem への 初の呼び出しに失敗しました。 ", INFORMATION);

abort;

endif;

// 整数 1、 位置 1、 が現在の要素です。

// 現在の要素の後に番号 3 を追加します。

if (ListAddItem (listID, 3, AFTER) < 0) then

MessageBox ("ListAddItem への 2 回目の呼び出しに失敗しました。 ", INFORMATION);

abort;

endif;

// 整数 3、 位置 2、 が現在の要素です。

// 番号 2 を リス ト へ追加します。

if (ListAddItem (listID, 2, BEFORE) < 0) then

MessageBox ("ListAddItem への 3 回目の呼び出しに失敗しました。 ", INFORMATION);

abort;

endif;

// 現在の要素を読み出して表示します。

ListCurrentItem (listID, nvItem);

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, " 現在の項目 : %d", nvItem);

// 番号を報告する メ ッセージのビルド を開始します。

szMsg = MSSG;

// 番号を取得して メ ッセージへそれらを追加します。

nvResult = ListGetFirstItem (listID, nvItem);

while (nvResult != END_OF_LIST)

NumToStr (svItem, nvItem);
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szMsg = szMsg + svItem + " ";

nvResult = ListGetNextItem (listID, nvItem);

endwhile;

// 番号を表示します。

MessageBox (szMsg, INFORMATION);

// メ モ リから リス ト を削除します。

ListDestroy(listID);

end;

ListAddList
ListAddList 関数は、 1 つめのリ ス ト  (listAdd)  から目的のリ ス ト  (listDest) に要素を追加し ます。 この関数は、 文字

列リ ス ト と数値リ ス ト の両方で使用できますが、 listDest および listAdd で一致し な く てはな り ません。

構文

ListAddList (listDest, listAdd, nPlacementFlag);
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戻り値

ListAddString
ListAddString 関数は文字列リ ス ト の現在の要素の前後に文字列の要素を追加し ます。

メ モ • ListAddString は文字列リ ス ト でのみ使用できます。

タ スク リ ス ト をスキャ ンするには、 以下の手順を実行し ます。

1. ListGetFirstItem を呼び出し て リ ス ト の 初の要素を取得し ます。

2. リ ス ト の終わり に到達するまで ListGetNextItem を繰り返し呼び出し ます。 

リ ス ト の特定の要素を現在の要素にするには、 ListSetIndex を呼び出し ます。

構文

ListAddString (listID, szString, nPlacementFlag);

テーブル 22 • ListAddList のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

listDest 目的のリ ス ト を指定し ます。 ListAddList は、 このリ ス ト の現在の要素の直前ま

たは直後に新しい要素を追加し ます。

listAdd 目的のリ ス ト に追加する要素を含むリ ス ト を指定し ます。 ListAddList は、 すべ

ての要素を ListDest に ( 現在の要素から、 このリ ス ト の 後の要素に ) 追加し

ます。

nPlacementFlag ListAddList がリ ス ト 要素を listDest の現在の要素の前または後のどち らに追加

するのかを指定し ます。 次の値が可能です :

• BEFORE

• AFTER

テーブル 23 • ListAddList の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS 関数が成功し たこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS 関数の実行に失敗し たこ と を示し ます。
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パラ メ ーター

戻り値

ListAddString の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ListAddString 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * ListAddString を呼び出し、 文字列リス トへ文字列を追加します。

 * そして、 再び呼び出して 初の文字列のあとに別の文字列を追加

 * します。 この文字列はまた、 現在の要素と して設定されます。

 * ListAddString の 3 回目の呼び出しでは、 現在の要素の前に文字列を

 * 追加します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

テーブル 24 • ListAddString のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

listID 文字列リ ス ト 名を指定し ます。 listID によ って識別される リ ス ト は、 ListCreate 

への呼び出しによ って既に初期化されている必要があり ます。

szString リ ス ト に追加する文字列の要素を指定し ます。

nPlacementFlag 現在の要素と相対し た szString の配置場所を指定し ます。 新しい文字列は現在

の要素の前か後に置かれます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう

ちの 1 つを渡し ます。

• AFTER Ñ リ ス ト の現在の要素の後に新しい文字列を追加し ます。

• BEFORE Ñ リ ス ト の現在の要素の前に新しい文字列を追加し ます。

テーブル 25 • ListAddString の戻り値

戻り値 説明

> = ISERR_SUCCESS (0) 関数は成功し ま し た。

< ISERR_SUCCESS (0) 関数は成功し ませんで し た。

ISERR_LIST_NOSUCHLIST (-501) 指定された ID を持つリ ス ト が存在し ないこ と を示し ます。 有効な

リ ス ト の ID が ListCreate 関数からの戻り値にな り ます。
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#define TITLE_TEXT "ListAddString の例 "

#define MSG_TEXT  " ハードウェア機器 :"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ListAddString(HWND);

function ExFn_ListAddString(hMSI)

 STRING szString, svString;

LIST  listID;

begin

// 空白文字列リス ト を作成します。

listID = ListCreate (STRINGLIST);

// エラーが発生した場合にそれを報告し、 終了します。

if (listID = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// リス トへ文字列を追加する。 この文字列が現在の要素とな り ます。

szString = " キーボード ";

if (ListAddString (listID, szString, AFTER) < 0) then

MessageBox ("ListAddString が失敗しました。 ", INFORMATION);

endif;

// 2 番目の文字列を追加します。 現在の要素の後に挿入します。

// そしてこの文字列が現在の要素とな り ます。

szString = " マウス ";

if (ListAddString (listID, szString, AFTER) < 0) then

MessageBox ("ListAddString が失敗しました。 ", INFORMATION);

endif;

// 3 番目の文字列を追加します。 現在の要素の前に挿入します。

szString = " モニター ";

if (ListAddString (listID, szString, BEFORE) < 0) then

MessageBox ("ListAddString が失敗しました。 ", INFORMATION);

endif;

// 文字列のリ ス ト を表示します。

SdShowInfoList (TITLE_TEXT, MSG_TEXT, listID);

// 現在の要素を読み出して表示します。

ListCurrentString (listID, svString);

MessageBox (svString, INFORMATION);

// メ モ リから リス ト を削除します。

ListDestroy(listID);

end;
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ListAppendFromArray

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ListAppendFromArray 関数は、 varSource によ って指定された配列内の要素を listResult によ って指定された リ ス ト

に追加し ます。

構文

ListAppendFromArray ( listResult, varSource, bString );

パラ メ ーター

戻り値

Comments

配列と リ ス ト タ イプは一致する必要があ り ます ( つま り両方が文字列または両方が数値 )。 一致し ないと この関数

は失敗し ます。 必要であれば、 ListAppendToArray を呼び出す前に、 ListConvertNumToStr か ListConvertStrToNum 

を呼び出し て、 データ を正し く 変換し て く だ さい。

ListAppendToArray

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

テーブル 26 • ListAppendFromArray のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

listResult リ ス ト 名を指定し ます。 listResult によ って識別される リ ス ト は、 ListCreate へ

の呼び出しによ って既に初期化されている必要があり ます。

varSource リ ス ト に追加する配列を指定し ます。

bString varSource が文字配列で listResult が文字列リ ス ト の場合は、 このパラ メ ーター

を TRUE に設定し て く だ さい。 VarSource が数値配列で listResult が番号リ ス ト

の場合は、 このパラ メ ーターを FALSE に設定し て く ださい。

テーブル 27 • ListAppendFromArray の戻り値

戻り値 説明

>= 0 リ ス ト の新しい要素数。

< ISERR_SUCCESS この関数が、 リ ス ト に配列を追加できなかったこ と を示し ます。
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ListAppendToArray 関数は、 listSource によ って指定された リ ス ト 内の要素を、 varResult によ って指定された配列

に追加し、 新しい要素を保存するよ う に配列のサイズを正し く 変更し ます。

構文

ListAppendToArray ( varResult, listSource, bString );

パラ メ ーター

戻り値

Comments

配列と リ ス ト タ イプは一致する必要があ り ます ( つま り両方が文字列または両方が数値 )。 一致し ないと この関数

は失敗し ます。 必要であれば、 ListAppendToArray を呼び出す前に、 ListConvertNumToStr か ListConvertStrToNum 

を呼び出し て、 データ を正し く 変換し て く だ さい。

現在の配列サイズによ って、 配列の 後と新しい要素の配置場所が決定されます。 た と えば、 配列サイズが 10 

で、 1 つの要素だけに文字列が含まれている場合でも、 新しいデータは 11 番目以降の要素と し て追加されます。

オー ト サイズされた配列を使用し た場合、 新しい要素は配列の 後に追加されます。

ListConvertNumToStr

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ListConvertNumToStr 関数は、 listNumber の各数値要素を同等の文字列値に変換し て listString に追加し ます。

テーブル 28 • ListAppendToArray のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

varResult 配列を指定し ます。

listSource 配列に追加する リ ス ト を指定し ます。 listSource によ って識別される リ ス ト は、

ListCreate への呼び出しによ って既に初期化されている必要があ り ます。

bString varResult が文字配列で listSource が文字列リ ス ト の場合は、 このパラ メ ーター

を TRUE に設定し て く だ さい。 varResult が数値配列で listSource が番号リ ス ト

の場合は、 このパラ メ ーターを FALSE に設定し て く ださい。

テーブル 29 • ListAppendToArray の戻り値

戻り値 説明

>= 0 配列の新しい要素数。

< ISERR_SUCCESS この関数が、 配列にリ ス ト を追加できなかったこ と を示し ます。
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構文

ListConvertNumToStr (listString, listNumber);

パラ メ ーター

戻り値

Comments

関数は NumToStr を使用し て、 数値の要素を文字列に変換し ます。 listNumber の要素の変換が失敗する と、 ヌル文

字列 ("") がその要素の listString に追加されます。

ListConvertStrToNum

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ListConvertStrToNum 関数は、 listString の各文字列要素を同等の数値に変換し て listNumber に追加し ます。 

構文

ListConvertStrToNum (listNumber, listString );

テーブル 30 • ListConvertNumToStr のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

listString 変換された数値を追加する文字列リ ス ト を指定し ます。 listString によ って識別

される リ ス ト は、 ListCreate への呼び出しによ って既に初期化されている必要

があ り ます。

listNumber 番号リ ス ト を指定し ます。 listNumber によ って識別される リ ス ト は、 ListCreate 

への呼び出しによ って既に初期化されている必要があ り ます。

テーブル 31 • ListConvertNumToStr の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数が数値リ ス ト を文字列リ ス ト に変換し たこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS 関数が数値リ ス ト を文字列リ ス ト に変換できなかったこ と を示し ます。
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パラ メ ーター

戻り値

Comments

関数は StrToNum を使用し て、 文字列を数値に変換し ます。 listString の要素の変換が失敗する と、 0 がその要素の 

listNumber に追加されます。

ListCount
ListCount 関数はリ ス ト の要素数を戻し ます。

メ モ • この関数は文字列リ ス ト でも数値リ ス ト でも使用できます。

構文

ListCount (listID);

テーブル 32 • ListConvertStrToNum のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

listNumber 変換された文字列を追加する文字列数値リ ス ト を指定し ます。 listNumber に

よ って識別される リ ス ト は、 ListCreate への呼び出しによ って既に初期化され

ている必要があり ます。

listString 文字列リ ス ト を指定し ます。 listString によ って識別される リ ス ト は、 ListCreate 

への呼び出しによ って既に初期化されている必要があり ます。

テーブル 33 • ListConvertStrToNum の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数が文字列リ ス ト を数値リ ス ト に変換し たこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS 関数が文字列リ ス ト を数値リ ス ト に変換できなかったこ と を示し ます。
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パラ メ ーター

戻り値

ListCount の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ListCount 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * 次のスク リ プ トは、 プログラムフ ォルダーの名前を

 * 文字列リス ト へ追加し、 リス トへ文字列の数を表示

 * します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ListCount(HWND);

function ExFn_ListCount(hMSI)

STRING svString;

LIST  listID;

NUMBER nCount;

begin

// 文字列リス ト を作成します。

listID = ListCreate (STRINGLIST);

テーブル 34 • ListCount のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

listID 文字列または番号のリ ス ト 名を指定し ます。

テーブル 35 • ListCount の戻り値

戻り値 説明

>= 0 リ ス ト の項目数。

ISERR_LIST_NOSUCHLIST (-501) 指定された ID を持つリ ス ト が存在し ないこ と を示し ます。 有効な

リ ス ト の ID が ListCreate 関数からの戻り値にな り ます。

< 0 ListCount はリ ス ト の要素数を決定できませんで し た。
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// エラーが発生した場合にそれを報告し、 終了します。

if (listID = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// リス トへプログラムフ ォルダー名を取得します。

GetGroupNameList (listID);

// リス ト内のプログラムフ ォルダーの数を数えます。

nCount = ListCount (listID);

// エラーをレポー ト する、 またはフ ォルダーカウン ト を表示します。

if (nCount < 0) then

MessageBox ("ListCount が失敗しました。 ", SEVERE);

else

SprintfBox (INFORMATION, "ListCount",

" %i のプログラムフ ォルダーが存在します。 ", nCount);

endif;

// メ モ リから リス ト を削除します。

ListDestroy(listID);

end;

ListCreate
ListCreate 関数は空白文字列または数値リ ス ト を作成し ます。 スク リ プ ト 内で任意の数のリ ス ト を作成する こ とが

できます。 リ ス ト には任意の数の要素を含むこ とが可能です。 唯一の制約は利用可能な メ モ リの空き容量です。

リ ス ト 関数を呼び出すと き、 この関数が戻すリ ス ト の有効な ID を渡さ な く てはな り ません。 この関数がリ ス ト 作

成に成功し たか否かを確認し ます。 さ もなければ、 無効な リ ス ト 上ですべての関数が失敗する こ とにな り ます。

リ ス ト が必要でな く なった と き、 ListDestroy 関数を使って リ ス ト を破棄する こ とができます。

各リ ス ト には、 要素を リ ス ト の 「現在」 の要素と し て認識するポイ ン ターが含まれます。 様々な リ ス ト 関数がリ

ス ト の現在の要素を再配置し ます。

メ モ • リ ス ト に数値と文字列の両方の要素を含むこ とはできません。 InstallScript は文字列リ ス ト と数値リ ス ト の

処理を行う個別の関数を提供し ます。 数値リ ス ト の ID を文字列リ ス ト 関数と共に利用する こ と、 または文字列リ

ス ト の ID を数値リ ス ト 関数を共に利用する こ とはできません。 数値リ ス ト には終わり に “Item” が付 く リ ス ト 関

数を、 そし て文字列リ ス ト には終わり に “String” が付 く リ ス ト 関数を利用し ます。 

構文

ListCreate ( nListType );
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

有効な リ ス ト  ID を リ ス ト を必要とする関数へ渡す前に、 ListCreate を使って リ ス ト をビルド し な く てはな り ませ

ん。

ListCreate の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ListCreate と ListDestroy 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * 番号付き リス ト を作成するために ListCreate が呼び出されます。 ListDestroy

 * が呼び出されて、 それを破棄します。

 *

\*---------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

テーブル 36 • ListCreate のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nListType 作成する リ ス ト の種類を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定

数のう ちの 1 つを渡し ます。

• NUMBERLIST Ñ 番号リ ス ト を指定し ます。

• STRINGLIST Ñ 文字列リ ス ト を指定し ます。

テーブル 37 • ListCreate の戻り値

戻り値 説明

ListID 新し く 作成された ID、 空白リ ス ト 。 別の InstallScript リ ス ト 関数でこのリ ス ト

を利用する場合は、 常にこの ID を利用し な く てはな り ません。 この変数を確

認し、 関数が LIST_NULL を戻さ ないよ う にし ます。

LIST_NULL (-1) InstallShield がリ ス ト を作成できなかったこ と を示し ます。 これはめったに見ら

れない条件で、 メ モ リ に関する重大な問題が原因です。 このよ う な メ モ リ問題

がある場合、 セ ッ ト ア ッ プを続行するのに困難な状況が予測されます。
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export prototype ExFn_ListCreate(HWND);

function ExFn_ListCreate(hMSI)

LIST   listID;

NUMBER nvItem;

begin

// 空白数値リ ス ト を作成します。

listID = ListCreate(NUMBERLIST);

// エラーが発生した場合にそれを報告し、 終了します。

if (listID = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// 番号 1078 を リ ス ト へ追加します。

ListAddItem (listID, 1078, AFTER);

// 番号 304 を リス ト へ追加します。

ListAddItem (listID, 304, AFTER);

// リス トの現在の項目 （304） を読み出します。

ListCurrentItem (listID, nvItem);

// 現在の項目を表示します。

SprintfBox (INFORMATION, "ListCreate",

 " リス ト内の現在の項目 : %d", nvItem);

// リス トの 初の項目 （1078） を読み出します。

ListGetFirstItem (listID, nvItem);

// 初の項目を表示します。

SprintfBox (INFORMATION, "ListCreate",

 " リス ト内の 初の項目 : %d", nvItem);

// メ モ リから リス ト を削除します。

ListDestroy(listID);

end;

ListCurrentItem
ListCurrentItem 関数は、 listID で指定された番号リ ス ト から現在の要素を取得し ます。

また、 ListGetFirstItem と ListGetNextItem  関数を使用し て リ ス ト を ト ラバース し、 任意の要素を現在の要素にする

こ とができます。

メ モ • ListCurrentItem は番号リ ス ト でのみ使用できます。

構文

ListCurrentItem (listID, nvItem);
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ビル ト イ ン関数 (H-P)
パラ メ ーター

戻り値

ListCurrentItem の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ListCurrentItem 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは、 3 つの数値を リス トへ追加し、 現在のリ ス ト 項目の値を

 * 読み出して表示します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "ListCurrentItem の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ListCurrentItem(HWND);

テーブル 38 • ListCurrentItem のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

listID 番号リ ス ト を指定し ます。

nvItem リ ス ト の現在の要素の値を返し ます。

テーブル 39 • ListCurrentItem の戻り値

戻り値 説明

0 この関数によ って、 番号リ ス ト の現在の要素が正常に取得されたこ と を示し ま

す。

< 0 この関数によ って、 番号リ ス ト の現在の要素が取得できなかったこ と を示し ま

す。

END_OF_LIST (1) リ ス ト が空で現在の要素がないこ と を示し ます。

ISERR_LIST_NOSUCHLIST 指定された ID を持つ リ ス ト が存在し ないこ と を示し ます。 有効な リ ス ト の ID 

が ListCreate 関数からの戻り値にな り ます。
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function ExFn_ListCurrentItem(hMSI)

STRING szMsg;

LIST  listID;

NUMBER nItem;

begin

// 数値リス ト を作成します。

listID = ListCreate(NUMBERLIST);

// エラーが発生した場合にそれを報告し、 終了します。

if (listID = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// 数値 100、 200、 そして 300 を リ ス ト に追加します。

for nItem = 100 to 300 step 100

ListAddItem (listID, nItem, AFTER);

endfor;

// 数値リス ト から現在の要素を取得します。

if (ListCurrentItem (listID, nItem) < 0) then

MessageBox ("ListCurrentItem が失敗しました。 .", SEVERE);

else

// 現在の項目の値を報告します。

szMsg = " リ ス ト の現在の要素の値 : %d";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, szMsg, nItem);

endif;

end;

ListCurrentString
ListCurrentString 関数は、 listID で指定された文字列リ ス ト から現在の要素を取得し ます。

また、 ListGetFirstString と ListGetNextString  関数を使用し て リ ス ト を ト ラバース し、 任意の要素を現在の要素に

する こ とができます。

メ モ • ListCurrentString は文字列リ ス ト でのみ使用できます。

構文

ListCurrentString (listID, svString);
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ビル ト イ ン関数 (H-P)
パラ メ ーター

戻り値

ListCurrentString の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ListCurrentString 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * ListAddString は文字列リス トから現在の文字列要素を

 * 読みだします。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "ListCurrentString の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ListCurrentString(HWND);

テーブル 40 • ListCurrentString のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

listID 文字列リ ス ト を指定し ます。

svString リ ス ト の現在の要素の値を返し ます。

テーブル 41 • ListCurrentString の戻り値

戻り値 説明

0 この関数によ って、 文字列リ ス ト の現在の要素が正常に取得されたこ と を示し

ます。

< 0 この関数によ って、 文字列リ ス ト の現在の要素が取得できなかったこ と を示し

ます。

END_OF_LIST (1) リ ス ト が空で現在の要素がないこ と を示し ます。

ISERR_LIST_NOSUCHLIST (-

501)

指定された ID を持つ リ ス ト が存在し ないこ と を示し ます。 有効な リ ス ト の ID 

が ListCreate 関数からの戻り値にな り ます。
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 1077



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (H-P)
function ExFn_ListCurrentString(hMSI)

STRING szString, svString, szMsg;

LIST  listID;

begin

// 文字列リス ト を作成します。

listID = ListCreate (STRINGLIST);

// エラーが発生した場合にそれを報告し、 終了します。

if (listID = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// リス トへ 3 つの文字列を追加します。

ListAddString (listID, " 初の文字列 ", AFTER);

ListAddString (listID, "2 番目の文字列 ", AFTER);

ListAddString (listID, "3 番目の文字列 ", AFTER);

// 文字列リス トの現在の要素を取得します。

if (ListCurrentString (listID, svString) < 0) then

MessageBox ("DeleteProgramFolder が失敗しました。 ", SEVERE);

else

// 現在の項目の値を報告します。

szMsg = " リ ス ト 内の現在の要素 : '%s'";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, szMsg, svString);

endif;

end;

ListDeleteAll
ListDeleteAll 関数は、 指定された リ ス ト 内のすべての要素を削除し ます。 この関数は文字列リ ス ト でも番号リ ス ト

でも使用できます。

構文

ListDeleteAll ( list);
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ビル ト イ ン関数 (H-P)
パラ メ ーター

戻り値

ListDeleteItem
ListDeleteItem 関数は、 listID で指定された番号リ ス ト から現在の要素を削除し ます。

また、 ListGetFirstItem と ListGetNextItem  関数を使用し て リ ス ト を ト ラバース し、 任意の要素を現在の要素にする

こ とができます。

メ モ • ListDeleteItem は番号リ ス ト でのみ使用できます。

構文

ListDeleteItem (listID);

テーブル 42 • ListDeleteAll のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

list すべての要素を削除するよ う に指定された リ ス ト 。

テーブル 43 • ListDeleteAll の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS 関数が成功し たこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS 関数の実行に失敗し たこ と を示し ます。
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ビル ト イ ン関数 (H-P)
パラ メ ーター

戻り値

ListDeleteItem の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ListDeleteItem 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは 初に番号リス ト を作成し、 ユーザーに対して

 * 削除する番号を選択するよ う プロンプ ト します。 そして ListFindItem が呼び出され、

 * 選択した番号を現在の項目と します。 次に、

 * ListDeleteItem が呼び出され、 リス ト から選択された番号を削除

 * します。 後に、 リス ト に残っている番号が表示

 * 表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "ListDeleteItem の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ListDeleteItem(HWND);

テーブル 44 • ListDeleteItem のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

listID 現在の要素を削除する番号リ ス ト を指定し ます。

テーブル 45 • ListDeleteItem の戻り値

戻り値 説明

0 この関数によ って、 番号リ ス ト の現在の要素が正常に削除されたこ と を示し

ます。

< 0 リ ス ト が空で現在の要素がないこ と を示し ます。

END_OF_LIST (1) リ ス ト が空で現在の要素がないこ と を示し ます。

ISERR_LIST_NOSUCHLIST 指定された ID を持つ リ ス ト が存在し ないこ と を示し ます。 有効な リ ス ト の 

ID が ListCreate 関数からの戻り値にな り ます。
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function ExFn_ListDeleteItem(hMSI)

STRING  svItem, szMsg;

LIST  listID;

NUMBER  nvItem, nvResult;

begin

// 数値リス ト を作成します。

listID = ListCreate(NUMBERLIST);

// エラーが発生した場合にそれを報告し、 終了します。

if (listID = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// 番号 1、 2、 3 そして 4 を リ ス ト に追加します。

for nvItem = 1 to 4

ListAddItem (listID, nvItem, AFTER);

endfor;

repeat

// [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

// 削除する番号を選択するよ うユーザーへ要求します。

if AskText (" 番号 1、 2、 3、 そして 4 が次のリス トへ追加されました。 \n"+

 " 削除する 3 つの番号のう ち 1 つを選択します。 ", "", svItem)then

endif;

// 文字列データから番号データへ値を変換します。

nvResult = StrToNum (nvItem, svItem);

if (nvItem < 1) || (nvItem > 4) then

MessageBox ("1 と 4 の間の番号を入力しな く てはなり ません。 ", WARNING);

endif;

until (nvItem > 0) && (nvItem <5);

// ListFindItem がリス トの 初から検索を始めるよ うに、

// 初のリス ト要素を現在の要素にします。

ListSetIndex (listID, 0);

// 選択した番号を検索します。

nvResult = ListFindItem(listID, nvItem);

// リス トから選択した番号を削除します。

if (ListDeleteItem (listID) < 0) then

MessageBox (" 選択した番号を削除できませんでした。 ", SEVERE);

else

// 残りの番号を報告する メ ッセージのビルド を開始します。

szMsg = " リ ス ト には現在次の番号が含まれます :\n\n";

// 残りの番号を取得して メ ッセージへそれらを追加します。

nvResult = ListGetFirstItem (listID, nvItem);

while (nvResult != END_OF_LIST)

NumToStr (svItem, nvItem);

szMsg = szMsg + svItem + " ";

nvResult = ListGetNextItem (listID, nvItem);

endwhile;
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// 残りの番号を表示します。

MessageBox (szMsg, INFORMATION);

endif;

// メ モ リから リス ト を削除します。

ListDestroy(listID);

end;

ListDeleteString
ListDeleteString 関数は、 listID で指定された文字列リ ス ト から現在の要素を削除し ます。

また、 ListGetFirstString と ListGetNextString  関数を使用し て リ ス ト を ト ラバース し、 任意の要素を現在の要素に

する こ とができます。

メ モ • ListCurrentString は文字列リ ス ト でのみ使用できます。

構文

ListDeleteString (listID);
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ビル ト イ ン関数 (H-P)
パラ メ ーター

戻り値

ListDeleteString の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ListDeleteString 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは 初に文字列リ ス ト を作成し、 ダイアログに

 * 現在の文字列を表示します。 次日、 ListDeleteString が

 * 2 回呼び出され、 リス トの 後の 2 つの文字列を削除します。

 * そして現在の文字列が再び表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "ListDeleteString & ListCurrentString"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ListDeleteString(HWND);

テーブル 46 • ListDeleteString のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

listID 現在の要素を削除する文字列リ ス ト を指定し ます。

テーブル 47 • ListDeleteString の戻り値

戻り値 説明

0 この関数によ って、 文字列リ ス ト の現在の要素が正常に削除されたこ

と を示し ます。

< 0 この関数によ って、 文字列リ ス ト の現在の要素が削除できなかったこ

と を示し ます。

END_OF_LIST (1) リ ス ト が空で現在の要素がないこ と を示し ます。

ISERR_LIST_NOSUCHLIST (-501) 指定された ID を持つリ ス ト が存在し ないこ と を示し ます。 有効な リ

ス ト の ID が ListCreate 関数からの戻り値にな り ます。
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function ExFn_ListDeleteString(hMSI)

 STRING  szString, svString, szMsg;

LIST  listID;

begin

 // 文字列リス ト を作成します。

 listID = ListCreate (STRINGLIST);

 // エラーが発生した場合にそれを報告し、 終了します。

 if (listID = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

 endif;

 // リス トへ 3 つの文字列を追加します。

 ListAddString (listID, " 初の文字列 ", AFTER);

 ListAddString (listID, "2 番目の文字列 ", AFTER);

 ListAddString (listID, "3 番目の文字列 ", AFTER);

 // リス ト にある現在の文字列を表示します。

 if (ListCurrentString (listID, svString) < 0) then

MessageBox ("ListCurrentString への 初の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

 else

szMsg = " リ ス ト の現在の文字列 : %s";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, szMsg, svString);

 endif;

 // 現在の文字列を削除します。 （"Value three"）

if (ListDeleteString (listID) < 0) then

MessageBox ("ListDeleteString への 初の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

 endif;

 // 現在の文字列を削除します。 （"Value two"）

 if (ListDeleteString (listID) < 0) then

MessageBox ("ListDeleteString への 2 回目の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

 endif;

 // リス ト にある現在の文字列を表示します。

 if (ListCurrentString(listID, svString) < 0) then

MessageBox ("ListCurrentString への 2 回目の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

 else

szMsg = " リ ス ト の現在の文字列 : %s";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, szMsg, svString);

 endif;

 // メ モ リから リス ト を削除します。

 ListDestroy(listID);

end;
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ListDestroy
ListDestroy 関数は、 リ ス ト の内容と リ ス ト そのものを破棄し ます。 この関数は、 listID で識別された文字列または

番号リ ス ト を削除するのに使用し ます。

リ ス ト が必要な く なった と きや、 セ ッ ト ア ッ プスク リ プ ト の 後で作成し たすべてのリ ス ト を破棄し て く だ さい。

リ ス ト を破棄する と、 リ ス ト に関連し たすべてのメ モ リが解放されます。

メ モ • この関数は文字列リ ス ト でも番号リ ス ト でも使用できます。 リ ス ト を破棄し た後、 リ ス ト 関数でその listID 

を使用し ないで く だ さい。

構文

ListDestroy(listID);

パラ メ ーター

戻り値

ListDestroy の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ListCreate と ListDestroy 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

テーブル 48 • ListDestroy のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

listID 破棄する文字列または番号リ ス ト を指定し ます。

テーブル 49 • ListDestroy の戻り値

戻り値 説明

0 関数が正常に リ ス ト を破棄し、 メ モ リから リ ス ト が削除されたこ

と を示し ます。

< 0 関数がリ ス ト を破棄できなかったこ と を示し ます。

ISERR_LIST_NOSUCHLIST (-501) 指定された ID を持つリ ス ト が存在し ないこ と を示し ます。 有効な

リ ス ト の ID が ListCreate 関数からの戻り値にな り ます。
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 *

 * 番号リ ス ト を作成するために ListCreate が呼び出されます。 ListDestroy

 * が呼び出されて、 それを破棄します。

 *

\*---------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ListDestroy(HWND);

function ExFn_ListDestroy(hMSI)

LIST   listID;

NUMBER nvItem;

begin

// 空白数値リ ス ト を作成します。

listID = ListCreate(NUMBERLIST);

// エラーが発生した場合にそれを報告し、 終了します。

if (listID = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// 番号 1078 を リ ス ト へ追加します。

ListAddItem (listID, 1078, AFTER);

// 番号 304 を リス ト へ追加します。

ListAddItem (listID, 304, AFTER);

// リス トの現在の項目 （304） を読み出します。

ListCurrentItem (listID, nvItem);

// 現在の項目を表示します。

SprintfBox (INFORMATION, "ListCreate",

 " リス ト内の現在の項目 : %d", nvItem);

// リス トの 初の項目 （1078） を読み出します。

ListGetFirstItem (listID, nvItem);

// 初の項目を表示します。

SprintfBox (INFORMATION, "ListCreate",

" リス ト内の 初の項目 : %d", nvItem);

// メ モ リから リス ト を削除します。

ListDestroy(listID);

end;

ListFindItem
ListFindItem 関数は、 現在の要素から始めてその位置から続けて番号リ ス ト の指定し た要素を検索し ます。 リ ス ト

の 初から検索する場合は、 ListGetFirstItem  関数を使用し ます。 ListFindItem で要素が見つかる と、 その要素が

リ ス ト の現在の要素にな り ます。
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メ モ • ListFindItem 関数は番号リ ス ト でのみ使用できます。

構文

ListFindItem (listID, nItem);

パラ メ ーター

戻り値

ListFindItem の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ListFindItem 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは番号リス ト を作成してそこに 3 つの番号を

 * 追加します。 そしてユーザーは番号のひとつを推測するよ う要求されます。

テーブル 50 • ListFindItem のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

listID 検索する番号リ ス ト を指定し ます。

nItem リ ス ト で検索する項目を指定し ます。

テーブル 51 • ListFindItem の戻り値

戻り値 説明

0 関数が要求された要素を正し く 検出し ま し た。

< 0 エラーのため、 関数は指定のリ ス ト を検索できませんで し た。 こ

のエラーは、 listID によ って指定された リ ス ト が存在し ない場合な

どに発生し ます。

END_OF_LIST (1) 関数はリ ス ト の終わり まで検索し ま し たが、 要求された要素が見

つかり ませんで し た。

ISERR_LIST_NOSUCHLIST (-501) 指定された ID を持つリ ス ト が存在し ません。 有効な リ ス ト の ID 

は ListCreate 関数からの戻り値です。
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 * ListFindItem が呼び出され、 ユーザーが入力した番号を リ ス ト 内で

 * 検索します。 ユーザーに対し、 推測した番号が正解か、 不正解かを

 * 伝える メ ッセージボッ クスが表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "ListFindItem の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ListFindItem(HWND);

function ExFn_ListFindItem(hMSI)

STRING svItem;

NUMBER nItem, nResult;

LIST   listID;

begin

// 番号リス ト を作成します。

listID = ListCreate(NUMBERLIST);

// エラーが発生した場合にそれを報告し、 終了します。

if (listID = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// リス トへ 3 つの番号を追加します。

ListAddItem (listID, 1, AFTER);

ListAddItem (listID, 5, AFTER);

ListAddItem (listID, 9, AFTER);

// ユーザーへ番号を要求します。

if AskText ("1 から 10 までの 3 つの番号がリス トへ追加されました。 \n"+

 " これらの番号のう ち 1 つを推測します。 ", "", svItem) = NEXT then

// 文字列データから番号データへ値を変換します。

if StrToNum (nItem, svItem) < 0 then

MessageBox (" 番号をが入力されませんでした : 処理がキャンセルされました。 ", SEVERE);

else

// ListFindItem がリス トの 初から検索を始めるよ うに、

// 初のリス ト 要素を現在の要素にします。

ListSetIndex (listID, 0);

// 番号リ ス ト を検索します。

nResult = ListFindItem (listID, nItem);

// 検索結果を表示されます。

if (nResult < 0) then

MessageBox ("ListFindItem が失敗しました。 ", SEVERE);

elseif (nResult = END_OF_LIST) then

SprintfBox (WARNING, TITLE_TEXT, " 残念ながら、 %d はリ ス ト に存在しません。 ", nItem);

elseif (nResult = 0) then

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, "%d がリス ト に存在します。 ", nItem);

endif;

endif;

endif;

// メ モ リから リス ト を削除します。
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ListDestroy(listID);

end;

ListFindKeyValueString
ListFindKeyValueString 関数は、 指定された値の文字列または数値リ ス ト を検索し ます。 初のリ ス ト で見つかっ

た文字列の位置に対応する追加リ ス ト から値が返されます。 これによ って、 キーと値のペア一覧で特定のキーを

検索し て、 対応する値を取得できます。

構文

ListFindKeyValueString (byval LIST listKeys, byval LIST listValues, byval string szKey, byref string svValue);
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パラ メ ーター

戻り値

テーブル 52 • ListFindKeyValueString のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

listKeys 検索するキーの一覧を示し ます。 文字列または数値リ ス ト を指定でき

ます。 リ ス ト は ListFindKeyValueString の前に ListCreate を呼び出し て、

初期化し な く てはな り ません。

検索の開始ポイ ン ト は、 リ ス ト の現在の位置にかかわらず、 常にリ ス

ト の始ま り です。 関数が返る と き、 リ ス ト の現在の位置が検出された

要素と な り ます。

listValues キーのリ ス ト に対応する値のリ ス ト を示し ます。 文字列または数値リ

ス ト を指定できます。 リ ス ト は ListFindKeyValueString の前に 

ListCreate を呼び出し て、 初期化し な く てはな り ません。

listKeys と listValues のリ ス ト の種類は、 必ずし も同じ である必要はあ

り ません。

szKey 検索する文字列を指定し ます。

listKeys が数値リ ス ト の場合、 szKey は StrToNum 関数を使って数値に

変換されてから、 リ ス ト の検索に使用されます。 

ListFindKeyValueString は ListFindString ( リ ス ト が文字列リ ス ト の場合 ) 

または ListFindItem ( リ ス ト が数値リ ス ト の場合 ) を呼び出し て リ ス ト

を検索し ます。 ListFindString が大文字と小文字を区別し て検索するた

め、 文字列リ ス ト の検索では大文字と小文字が区別されます。

svValue 2 番目のリ ス ト からの値がこのパラ メ ーターで返されます。 listValues 

が数値リ ス ト の場合、 NumToStr を使って数値が文字列に変換されてか

ら、 文字列と し て返されます。

テーブル 53 • 

戻り値 説明

0 関数が要求された要素を正し く 検出し ま し た。

< 0 エラーのため、 関数は指定のリ ス ト を検索できませんで し た。 このエ

ラーは、 listID によ って指定された リ ス ト が存在し ない場合などに発生

し ます。

END_OF_LIST (1) 関数はリ ス ト の終わり まで検索し ま し たが、 要求された要素が見つか

り ませんで し た。

ISERR_LIST_NOSUCHLIST (-501) 指定された ID を持つ リ ス ト が存在し ません。 有効な リ ス ト の ID は 

ListCreate 関数からの戻り値です。
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ListFindString
ListFindString 関数は、 現在の要素から始めてその位置から続けて文字列リ ス ト の指定し た要素を検索し ます。 文

字列リ ス ト の 初から検索する場合は、 ListGetFirstString 関数を使用し ます。 ListFindString で要素が見つかる と、

その要素がリ ス ト の現在の要素にな り ます。

メ モ • ListFindString 関数は大文字と小文字を区別し て文字列の比較を行い、 文字列リ ス ト でのみ動作し ます。

構文

ListFindString (listID, szString);

パラ メ ーター

戻り値

ListFindString の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。 

テーブル 54 • ListFindString のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

listID 検索する文字列リ ス ト を指定し ます。

szString リ ス ト で検索する項目を指定し ます。 InstallShield ではこの文字列の検

索時に大文字と小文字を区別する比較を実行し ます。

テーブル 55 • ListFindString の戻り値

戻り値 説明

0 関数が要求された要素を正常に見つけたこ と を示し ます。

< 0 エラーのため、 指定のリ ス ト が検索できなかったこ と を示し ます。 こ

のエラーは、 listID によ って指定された リ ス ト が存在し ない場合などに

発生し ます。

END_OF_LIST (1) InstallShield はリ ス ト の終わり まで検索し ま し たが、 要求された要素を

見つけられなかったこ と を示し ます。

ISERR_LIST_NOSUCHLIST (-501) 指定された ID を持つ リ ス ト が存在し ないこ と を示し ます。 有効な リ ス

ト の ID が ListCreate 関数からの戻り値にな り ます。
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 1091



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (H-P)
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ListFindString 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トはユーザーに対してターゲッ ト システムにあるプログラムフ ォルダー名の

 * 入力を要求します。 そして ListFindString が呼び出され、

 * ターゲッ ト システムにあるすべてのフ ォルダー名を含むリス ト内で

 * このフ ォルダー名を検索します。 検索結果を

 * レポー ト する メ ッセージが表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "ListFindString の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ListFindString(HWND);

function ExFn_ListFindString(hMSI)

STRING szString;

LIST  listID, listSubfoldersID;

NUMBER nResult;

begin

// 文字列リス ト を作成します。

listID = ListCreate (STRINGLIST);

listSubfoldersID = ListCreate (STRINGLIST);

// エラーが発生した場合にそれを報告し、 終了します。

if (listID = LIST_NULL) || (listSubfoldersID = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// リス ト にプログラムフ ォルダーの名前を入力します。

GetFolderNameList (FOLDER_PROGRAMS, listID, listSubfoldersID);

// ユーザーにフ ォルダー名の入力を要求します。

AskText (" 既存プログラムフ ォルダーの名前を入力して く ださい。 ", 

"", szString);

// ListFindItem がリス トの 初から検索を始めるよ うに、

// 初のリス ト要素を現在の要素にします。

ListSetIndex (listSubfoldersID, 0);

// リス ト内でユーザーが入力したフ ォルダー名を検索します。

// 注意 : 文字列は大文字と小文字を区別します。

nResult = ListFindString (listSubfoldersID, szString);

// 検索結果を報告します。

if (nResult < 0) then

MessageBox ("ListFindString が失敗しました。 ", SEVERE);

elseif (nResult = END_OF_LIST) then

SprintfBox (WARNING, TITLE_TEXT, "%s が見つかり ませんでした。 ", szString);

elseif (nResult = 0) then

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, "ListFindString を検出しました : %s。 ",
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 szString);

endif;

// メ モ リから リス ト を削除します。

ListDestroy(listID);  

ListDestroy (listSubfoldersID);

end;

ListGetFirstItem
ListGetFirstItem 関数は、 番号リ ス ト の 1 番目の要素を読み出し ます。 初の項目が、 リ ス ト の現在の要素にな り

ます。

メ モ • ListGetFirstItem 関数は番号リ ス ト でのみ使用できます。

構文

ListGetFirstItem (listID, nvItem);
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パラ メ ーター

戻り値

ListGetFirstItem の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ListGetFirstItem 関数と ListGetNextItem 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは番号リス ト の作成からはじま り、 そこに 3 つの番号を

 * 追加します。 ListGetFirstItem が呼び出され、 リス トから

 * 初の番号が取得されます。 この呼び出しで 初の番号が

 * 現在の要素となり ます。 リス トから読み出された番号を

 * 表示するループ処理が続き、 そして

 * ListGetNextItem を呼び出して次の番号を取得します。 ループは

 * ListGetFirstItem または ListGetNextItem がリ ス ト の終わりに到達するまで実行

 * されます。

 *

テーブル 56 • ListGetFirstItem のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

listID 初の要素を取得する番号リ ス ト を指定し ま

す。

nvItem 番号リ ス ト の 初の要素を返し ます。

テーブル 57 • ListGetFirstItem の戻り値

戻り値 説明

0 この関数によ って、 番号リ ス ト の 初の要素

が正常に取得されたこ と を示し ます。

-1 エラーのため、 番号リ ス ト の 初の要素が取

得できなかったこ と を示し ます。

END_OF_LIST (1) リ ス ト が空である こ と を示し ます。

ISERR_LIST_NOSUCHLIST (-501) 指定された ID を持つリ ス ト が存在し ないこ と

を示し ます。 有効な リ ス ト の ID が ListCreate 

関数からの戻り値にな り ます。
1094 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (H-P)
\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "ListGetFirstItem & ListGetNextItem"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ListGetFirstItem(HWND);

function ExFn_ListGetFirstItem(hMSI)

STRING szMsg;

LIST  listID;

NUMBER nvItem, nResult;

begin

// 番号リス ト を作成します。

listID = ListCreate(NUMBERLIST);

// エラーが発生した場合にそれを報告し、 終了します。

if (listID = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// リス トへ 3 つの番号を追加します。

ListAddItem (listID, 1024, AFTER);

ListAddItem (listID, 360, AFTER);

ListAddItem (listID, 777, AFTER);

// リス トから 初の番号を取得します。

nResult = ListGetFirstItem (listID, nvItem);

// リス トの終わり でない場合はループ し続けます。

while ( nResult != END_OF_LIST )

// リス ト から読み出した番号を表示します。

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, "%i", nvItem);

// リス ト から次の番号を取得します。

nResult = ListGetNextItem (listID, nvItem);

endwhile;

// メ モ リから リス ト を削除します。

ListDestroy(listID);

end;

ListGetFirstString
ListGetFirstString 関数は、 文字列リ ス ト の 1 番目の要素を読み出し ます。 初の文字列が、 リ ス ト の現在の要素

にな り ます。

ListGetFirstString 関数は文字列リ ス ト でのみ使用できます。

構文

ListGetFirstString (listID, svString);
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パラ メ ーター

戻り値

ListGetFirstString の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ListGetFirstString 関数と ListGetNextString 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは文字列リス トの作成からはじま り、 プログラムフ ォルダー名を

 * 追加します。 ListGetFirstString が呼び出されて、

 * リ ス ト から 初の文字列が取得されます。 この呼び出しはまた、

 * 初の文字列を現在の要素と します。 リ ス ト から

 * 読み出した文字列を表示してループ処理が続き、

 * ListGetNextString を呼び出して次の文字列を取得します。 その後

 * ループは ListGetFirstString または ListGetNextString がリス トの 後に到達するまで

 * 続きます。

 *

テーブル 58 • ListGetFirstString のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

listID 初の要素を取得する文字列リ ス ト を指定し

ます。

svString 文字列リ ス ト の 初の要素を返し ます。

テーブル 59 • ListGetFirstString の戻り値

戻り値 説明

0 この関数によ って、 文字列リ ス ト の 初の要

素が正常に取得されたこ と を示し ます。

-1 エラーのため、 文字列リ ス ト の 初の要素が

取得できなかったこ と を示し ます。

END_OF_LIST (1) リ ス ト が空である こ と を示し ます。

ISERR_LIST_NOSUCHLIST (-501) 指定された ID を持つリ ス ト が存在し ないこ と

を示し ます。 有効な リ ス ト の ID が ListCreate 

関数からの戻り値にな り ます。
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\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ListGetFirstString(HWND);

function ExFn_ListGetFirstString(hMSI)

STRING svString;

LIST   listID;

NUMBER nResult;

begin

// 文字列リス ト を作成します。

listID = ListCreate (STRINGLIST);

// エラーが発生した場合にそれを報告し、 終了します。

if (listID = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// リス トへプログラムフ ォルダー名を取得します。

if GetGroupNameList(listID) < 0 then ;

// ListCreate が失敗したこ と を報告します。

MessageBox (" プログラムフ ォルダー名を読み出すこ とができませんでした。 ", SEVERE);

else

// リス ト から 初の文字列を取得します。

nResult = ListGetFirstString (listID, svString);

// リス ト 項目が引き続き読み出されている間ループします。

while ( nResult != END_OF_LIST )

// 現在の要素を表示します。

MessageBox (svString, INFORMATION);

// リ ス ト の次の文字列を取得します。

nResult = ListGetNextString (listID, svString);

endwhile;

endif;

// メ モ リから リス ト を削除します。

ListDestroy(listID);

end;

ListGetIndex

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ListGetIndex 関数は、 指定された リ ス ト の現在の要素のイ ンデッ クスを取得し ます。 イ ンデッ クス番号はゼロ (0)

から始ま り ます。

構文

ListGetIndex ( listID, nIndex );
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

• ListCurrentItem  と ListCurrentString を使用し て、 現在の要素の値を取得し ます。 

• この関数は文字列リ ス ト でも番号リ ス ト でも使用できます。 

ListGetNextItem
ListGetNextItem 関数は、 番号リ ス ト の現在の要素の後の項目を読み出し ます。 読み出されたアイテムが、 リ ス ト

の現在の要素にな り ます。

メ モ • ListGetNextItem 関数は番号リ ス ト でのみ使用できます。

構文

ListGetNextItem (listID, nvItem);

テーブル 60 • ListGetIndex のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

listID 現在の要素のイ ンデッ クスを読み出す ID、 文

字列、 または番号リ ス ト を入力し て く ださい。

nIndex リ ス ト の現在のアイテムのイ ンデッ クスを戻

し ます。

テーブル 61 • ListGetIndex の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数がリ ス ト の現在の要素のイ ンデッ クスを

正常に取得し たこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS 関数がリ ス ト の現在の要素のイ ンデッ クスを

正常に取得できなかったこ と を示し ます。

ISERR_LIST_NOSUCHLIST 指定された ID を持つリ ス ト が存在し ないこ と

を示し ます。 有効な リ ス ト の ID が ListCreate 

関数からの戻り値にな り ます。
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パラ メ ーター

戻り値

ListGetNextItem の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ListGetFirstItem 関数と ListGetNextItem 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは番号リス ト の作成からはじま り、 そこに 3 つの番号を

 * 追加します。 ListGetFirstItem が呼び出され、 リス トから

 * 初の番号が取得されます。 この呼び出しで 初の番号が

 * 現在の要素となり ます。 リス トから読み出された番号を

 * 表示するループ処理が続き、 そして

テーブル 62 • ListGetNextItem のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

listID 次の要素を取得する番号リ ス ト を指定し ます。

nvItem 番号リ ス ト で現在の要素に続 く 項目を返し ま

す。 その項目が、 リ ス ト の現在の要素にな り

ます。

テーブル 63 • ListGetNextItem の戻り値

戻り値 説明

0 この関数によ って、 番号リ ス ト の現在の要素

の後の要素が正常に取得されたこ と を示し ま

す。

-1 エラーのため、 番号リ ス ト の指定の要素が取

得できなかったこ と を示し ます。

END_OF_LIST (1) 現在の項目がリ ス ト の 後の要素である こ と

を示し ます。

ISERR_LIST_NOSUCHLIST (-501) 指定された ID を持つリ ス ト が存在し ないこ と

を示し ます。 有効な リ ス ト の ID が ListCreate 

関数からの戻り値にな り ます。
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 * ListGetNextItem を呼び出して次の番号を取得します。 ループは

 * ListGetFirstItem または ListGetNextItem がリ ス ト の終わりに到達するまで実行

 * されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "ListGetFirstItem & ListGetNextItem"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ListGetNextItem(HWND);

function ExFn_ListGetNextItem(hMSI)

STRING szMsg;

LIST  listID;

NUMBER nvItem, nResult;

begin

// 番号リス ト を作成します。

listID = ListCreate(NUMBERLIST);

// エラーが発生した場合にそれを報告し、 終了します。

if (listID = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// リス トへ 3 つの番号を追加します。

ListAddItem (listID, 1024, AFTER);

ListAddItem (listID, 360, AFTER);

ListAddItem (listID, 777, AFTER);

// リス トから 初の番号を取得します。

nResult = ListGetFirstItem (listID, nvItem);

// リス トの終わり でない場合はループ し続けます。

while ( nResult != END_OF_LIST )

// リス ト から読み出した番号を表示します。

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, "%i", nvItem);

// リス ト から次の番号を取得します。

nResult = ListGetNextItem (listID, nvItem);

endwhile;

// メ モ リから リス ト を削除します。

ListDestroy(listID);

end;

ListGetNextString
ListGetNextString 関数は、 文字列リ ス ト の、 現在の要素の次の要素を読み出し ます。 取得された要素が、 リ ス ト

の現在の要素にな り ます。
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メ モ • ListGetNextString 関数は文字列リ ス ト でのみ使用できます。

構文

ListGetNextString (listID, svString);

パラ メ ーター

戻り値

ListGetNextString の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

テーブル 64 • ListGetNextString のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

listID 次の要素を取得する文字列リ ス ト を指定し ま

す。

svString 文字列リ ス ト で現在の要素に続 く 文字列を返

し ます。 その文字列が、 リ ス ト の現在の要素

にな り ます。

テーブル 65 • ListGetNextString の戻り値

戻り値 説明

0 この関数によ って、 文字列リ ス ト の現在の要

素の後の要素が正常に取得されたこ と を示し

ます。

-1 エラーのため、 文字列リ ス ト の指定の要素が

取得できなかったこ と を示し ます。

END_OF_LIST (1) 現在の項目がリ ス ト の 後の要素である こ と

を示し ます。

ISERR_LIST_NOSUCHLIST (-501) 指定された ID を持つリ ス ト が存在し ないこ と

を示し ます。 有効な リ ス ト の ID が ListCreate 

関数からの戻り値にな り ます。
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 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ListGetFirstString 関数と ListGetNextString 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは文字列リス トの作成からはじま り、 プログラムフ ォルダー名を

 * 追加します。 ListGetFirstString が呼び出されて、

 * リ ス ト から 初の文字列が取得されます。 この呼び出しはまた、

 * 初の文字列を現在の要素と します。 リ ス ト から

 * 読み出した文字列を表示してループ処理が続き、

 * ListGetNextString を呼び出して次の文字列を取得します。 その後

 * ループは ListGetFirstString または ListGetNextString がリス トの 後に到達するまで

 * 続きます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ListGetNextString(HWND);

function ExFn_ListGetNextString(hMSI)

STRING svString;

LIST   listID;

NUMBER nResult;

begin

// 文字列リス ト を作成します。

listID = ListCreate (STRINGLIST);

// エラーが発生した場合にそれを報告し、 終了します。

if (listID = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// リス トへプログラムフ ォルダー名を取得します。

if GetGroupNameList(listID) < 0 then ;

// ListCreate が失敗したこ と を報告します。

MessageBox (" プログラムフ ォルダー名を読み出すこ とができませんでした。 ", SEVERE);

else

// リス ト から 初の文字列を取得します。

nResult = ListGetFirstString (listID, svString);

// リス ト 項目が引き続き読み出されている間ループします。

while ( nResult != END_OF_LIST )

// 現在の要素を表示します。

MessageBox (svString, INFORMATION);

// リ ス ト の次の文字列を取得します。

nResult = ListGetNextString (listID, svString);

endwhile;

endif;

// メ モ リから リス ト を削除します。

ListDestroy(listID);

end;
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ListGetType
ListGetType 関数は、 リ ス ト が STRINGLIST と NUMBERLIST のいづれであるかを判断し ます。

構文

ListGetType (listID);

パラ メ ーター

戻り値

ListGetType の例

メ モ • listID によ って識別される リ ス ト は、 ListCreate<LangrefListCreate.htm> への呼び出しによ って既に初期化さ

れている必要があ り ます。

// サンプルコード

LIST   listID;

int  nType;

program

listID = ListCreate(STRINGLIST);

if (LIST_NULL != listID) then

nType = ListGetType(listID);

if (STRINGLIST = nType) then

MessageBox("It is a STRINGLIST", INFORMATION);

else

MessageBox("It is a NUMBERLIST", INFORMATION);

endif;

テーブル 66 • ListGetType のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

listID 文字列リ ス ト 名を指定し ます。 listID によ って

識別される リ ス ト は、 ListCreate への呼び出し

によ って既に初期化されている必要があ り ま

す。

テーブル 67 • ListGetType の戻り値

戻り値 説明

STRINGLIST リ ス ト が文字列リ ス ト である こ と を示し ます。

NUMBERLIST リ ス ト が番号リ ス ト である こ と を示し ます。

<0 関数がリ ス ト の種類を判断できなかったこ と

を示し ます。
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endif;

ListDestroy(listID);

listID = ListCreate(NUMBERLIST);

if (LIST_NULL != listID) then

nType = ListGetType(listID);

if (STRINGLIST = nType) then

MessageBox("It is a STRINGLIST", INFORMATION);

else

MessageBox("It is a NUMBERLIST", INFORMATION);

endif;

endif;

ListDestroy(listID);

endprogram

ListReadFromFile
ListReadFromFile 関数は、 テキス ト フ ァ イルを リ ス ト へ読み込みます。 テキス ト フ ァ イルを リ ス ト に読み込むと、

セ ッ ト ア ッ プの 後に README フ ァ イルを表示し た り、 ListWriteToFile  を使ってデ ィ スクに文字列リ ス ト を書き

込むなど、 セ ッ ト ア ッ プで さ まざまな関数にこのリ ス ト を使用できます。

この関数は各文字列の 後にある改行文字を検出し、 その文字を リ ス ト の各要素の区切り文字に使用し ます。

メ モ • ListReadFromFile 関数は文字列リ ス ト と テキス ト フ ァ イルでのみ使用できます。 

構文

ListReadFromFile (listID, szFile);
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パラ メ ーター

戻り値

ListReadFromFile の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ListReadFromFile 関数と ListWriteToFile 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * ListReadFromFile が呼び出されて Autoexec.bat フ ァ イルを読み込み、

 * 表示します。 リス トが表示されたあと、

 * リ ス ト の終わりに備考が付け加えられ、 新規フ ァ イルへ

 * リ ス ト が書き込まれます。 オリジナルフ ァ イルは変更されないままの

 * 状態です。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を適切に実行するため、

テーブル 68 • ListReadFromFile のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

listID szFile で指定されたフ ァ イルから読み取った行

のリ ス ト を返し ます。 listID によ って識別され

る リ ス ト は、 ListCreate への呼び出しによ って

既に初期化されている必要があ り ます。

szFile リ ス ト に読み込まれる フ ァ イルの完全修飾名

を指定し ます。

テーブル 69 • ListReadFromFile の戻り値

戻り値 説明

0 フ ァ イルのテキス ト 行を正常に リ ス ト に読み

込んだこ と を示し ます。

ISERR_LIST_NOSUCHLIST (-501) 指定された ID を持つリ ス ト が存在し ないこ と

を示し ます。 有効な リ ス ト の ID が ListCreate 

関数からの戻り値にな り ます。

< 0 フ ァ イルのテキス ト 行を リ ス ト に読み込めな

かったこ と を示し ます。
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 1105



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (H-P)
 *  C ド ラ イブのルー ト デ ィ レク ト リに Autoexec.bat と名づけられた

 * バッチフ ァ イルが必要です。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define OLD_FILE "C:\\Autoexec.bat"

#define NEW_FILE "C:\\Autoexec.lst"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ListReadFromFile(HWND);

function ExFn_ListReadFromFile(hMSI)

LIST   listID;

begin

// 文字列リス ト を作成します。

listID = ListCreate (STRINGLIST);

// エラーが発生した場合にそれを報告し、 終了します。

if (listID = LIST_NULL) then

 MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// フ ァ イルを文字列リ ス トへ読み込みます。

if (ListReadFromFile (listID, OLD_FILE) < 0) then

// ListReadFromFile が失敗したこ と を報告します。

MessageBox (OLD_FILE + " を読み込むこ とができませんでした。 ", SEVERE);

else

// リス ト を表示します。

SdShowInfoList ("Demo", " リス ト 例フ ァ イル :", listID);

// リス ト へ新規文字列を追加します。

ListAddString (listID, "IS セッ ト ア ッ プが REM を追加しました。 ", AFTER);

// フ ァ イルへのリス ト を書き込みます。

if (ListWriteToFile (listID, NEW_FILE) < 0) then

MessageBox (""+ NEW_FILE + " へリス ト を書き込むこ とができませんでした。 ", SEVERE);

else

MessageBox (" リ ス ト を無事に書き込みました "+ NEW_FILE + "。 ", INFORMATION);

endif;

endif;

// メ モ リから リス ト を削除します。

ListDestroy(listID);

end;

ListSetCurrentItem
ListSetCurrentItem 関数は、 番号リ ス ト の現在の要素に nItem の値を割り当てます。

メ モ • ListSetCurrentItem 関数は番号リ ス ト でのみ使用できます。 
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構文

ListSetCurrentItem (listID, nItem);

パラ メ ーター

戻り値

ListSetCurrentItem の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ListSetCurrentItem 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは 初に番号リス ト を作成して、 そこに

 * 2 つの番号追加します。 * そして リス トがダイアログに表示されます。

 * ListSetCurrentItem が呼び出されて リス ト の現在の要素の値を

テーブル 70 • ListSetCurrentItem のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

listID 現在の要素を更新する番号リ ス ト 名を指定し

ます。 listID によ って識別される リ ス ト は、

ListCreate への呼び出しによ って既に初期化さ

れている必要があ り ます。

nItem 現在の要素と置換する数値を指定し ます。

テーブル 71 • ListSetCurrentItem の戻り値

戻り値 説明

0 この関数によ って、 番号リ ス ト の現在の要素

が正常に更新されたこ と を示し ます。

< 0 この関数によ って、 番号リ ス ト の現在の要素

が更新できなかったこ と を示し ます。

END_OF_LIST (1) リ ス ト が空である こ と を示し ます。

ISERR_LIST_NOSUCHLIST (-501) 指定された ID を持つリ ス ト が存在し ないこ と

を示し ます。 有効な リ ス ト の ID が ListCreate 

関数からの戻り値にな り ます。
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 * 更新します。 後に、 この新しいリス ト が表示

 * 表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define  MSG_TEXT   "listID の要素 :\n\n"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ListSetCurrentItem(HWND);

function ExFn_ListSetCurrentItem(hMSI)

LIST  listID;

NUMBER nItem, nvResult, nvItem;

STRING szMsg, svItem;

begin

// 空白数値リ ス ト を作成します。

listID = ListCreate(NUMBERLIST);

// エラーが発生した場合にそれを報告し、 終了します。

if (listID = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// リス トへ 2 つの番号を追加します。

ListAddItem (listID, 1024, AFTER);

ListAddItem (listID, 360, AFTER);

// セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

// 番号を報告する メ ッセージのビルド を開始します。

szMsg = MSG_TEXT;

// 番号を取得して メ ッセージへそれらを追加します。

nvResult = ListGetFirstItem (listID, nvItem);

while (nvResult != END_OF_LIST)

NumToStr (svItem, nvItem);

szMsg = szMsg + svItem + " ";

nvResult = ListGetNextItem (listID, nvItem);

endwhile;

// 番号を表示します。

MessageBox (szMsg, INFORMATION);

// 2 番目の項目の値を新しい値と置き換えます。

if (ListSetCurrentItem (listID, 777) < 0) then

MessageBox ("ListSetCurrentItem が失敗しました。 ", SEVERE);

else

// 番号を報告する メ ッセージのビルド を開始します。

szMsg = MSG_TEXT;

// 番号を取得して メ ッセージへそれらを追加します。

nvResult = ListGetFirstItem (listID, nvItem);

while (nvResult != END_OF_LIST)
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NumToStr (svItem, nvItem);

szMsg = szMsg + svItem + " ";

nvResult = ListGetNextItem (listID, nvItem);

endwhile;

// 番号を表示します。

MessageBox (szMsg, INFORMATION);

endif;

// メ モ リから リス ト を削除します。

ListDestroy(listID);

end;

ListSetCurrentString
ListSetCurrentString 関数は、 文字列リ ス ト の現在の要素に szString の値を割り当てます。

メ モ • ListSetCurrentString 関数は文字列リ ス ト でのみ使用できます。

構文

ListSetCurrentString (listID, szString);
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パラ メ ーター

戻り値

ListSetCurrentString の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ListSetCurrentString 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト では、 2 つの文字列を空白リ ス ト へ追加しす。

 次いでリス トがダイアログに表示されます。 次に、

 * ListSetCurrentString が呼び出され、 現在の要素を置換

 * します。 そしてリ ス ト が再びダイアログに

 * 表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

テーブル 72 • ListSetCurrentString のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

listID 現在の要素を更新する文字列リ ス ト 名を指定

し ます。 listID によ って識別される リ ス ト は、

ListCreate への呼び出しによ って既に初期化さ

れている必要があ り ます。

szString 現在の要素と置換する文字列値を指定し ます。

テーブル 73 • ListSetCurrentString の戻り値

戻り値 説明

0 この関数によ って、 番号リ ス ト の現在の要素

が正常に更新されたこ と を示し ます。

ISERR_LIST_NOSUCHLIST (-501) 指定された ID を持つリ ス ト が存在し ないこ と

を示し ます。 有効な リ ス ト の ID が ListCreate 

関数からの戻り値にな り ます。

< 0 この関数によ って、 番号リ ス ト の現在の要素

が更新できなかったこ と を示し ます。 このエ

ラーが起きる主な理由は、 索引が使用できる

リ ス ト 要素の範囲外にあるためです。
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#define  TITLE_TEXT "ListSetCurrentString の例 "

#define  MSG_TEXT   "listID の要素 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ListSetCurrentString(HWND);

function ExFn_ListSetCurrentString(hMSI)

LIST   listID;

begin

// 空白文字列リス ト を作成します。

listID = ListCreate (STRINGLIST);

// エラーが発生した場合にそれを報告し、 終了します。

if (listID = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// リス トへ 2 つの文字列を追加します。

ListAddString (listID, "Keyboard", AFTER);

ListAddString (listID, " モニター ", AFTER);

// セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

// リス ト を表示します。

SdShowInfoList (TITLE_TEXT, MSG_TEXT, listID);

// 2 番目の項目の値を新しい値と置き換えます。

if (ListSetCurrentString(listID, "Mouse") < 0) then

MessageBox ("ListSetCurrentString が失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

// 新しい代替リス ト を表示します。

SdShowInfoList (TITLE_TEXT, MSG_TEXT, listID);

// メ モ リから リス ト を削除します。

ListDestroy(listID);

end;

ListSetIndex
ListSetIndex 関数は、 イ ンデッ クスを使って文字列または番号リ ス ト の特定の要素を現在の要素にし ます。 また、

定数を使って リ ス ト 要素を 1 つずつスキャ ンする こ と も、 リ ス ト の 初か 後に移動し て リ ス ト をスキャ ンする

こ と もできます。 イ ンデッ クスを使って リ ス ト 項目にアクセスする こ とによ って、 番号リ ス ト と文字列リ ス ト を

配列処理できます。

イ ンデッ クス化し た要素を現在の要素に設定し た後で、 ListCurrentItem か ListCurrentString 関数をスク リ プ ト で使

用し て、 イ ンデッ クス化された ( 現在の ) 項目の値を取得できます。
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メ モ • ListSetIndex 関数は文字列リ ス ト でも番号リ ス ト でも使用できます。

構文

ListSetIndex (listID, nIndex);
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ビル ト イ ン関数 (H-P)
パラ メ ーター

戻り値

ListSetIndex の例

テーブル 74 • ListSetIndex のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

listID イ ンデッ クスを設定する文字列または番号リ

ス ト 名を指定し ます。

nIndex 現在の要素に設定する要素の番号を指定し ま

す。 リ ス ト 要素の番号はゼロ (0) から始ま り ま

す。 たと えば nIndex パラ メ ーターに 5 と入力

する と、 リ ス ト で 6 番目の場所にある項目が

現在の要素にな り ます。

このパラ メ ーターに、 数値か、 あらかじめ定

義されている以下の定数のう ちの 1 つを渡し

ます。

• LISTFIRST Ñ リ ス ト の 初の要素に移動し

ます。

• LISTLAST Ñ リ ス ト の 後の要素に移動し

ます。

• LISTNEXT Ñ リ ス ト の次の要素に移動し ま

す。

• LISTPREV Ñ リ ス ト の前の要素に移動し ま

す。

テーブル 75 • ListSetIndex の戻り値

戻り値 説明

0 この関数によ って、 リ ス ト の現在の要素が正

常に更新されたこ と を示し ます。

< 0 この関数によ って、 リ ス ト の現在の要素が更

新できなかったこ と を示し ます。

END_OF_LIST (1) イ ンデッ クスが使用できる リ ス ト 要素の範囲

外にある こ と を示し ます。

ISERR_LIST_NOSUCHLIST (-501) 指定された ID を持つリ ス ト が存在し ないこ と

を示し ます。 有効な リ ス ト の ID が ListCreate 

関数からの戻り値にな り ます。
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メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ListSetIndex 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例はプログラムフ ォルダーのリス トから 後の 3 項目を

 * 表示します。

 *

 * メ モ : ターゲッ ト システムに Explorer 以外のシェルがある場合、

 *     GetGroupNameList 関数は、 エラーを戻す可能性があり ます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "ListSetIndex の例 "

#define MSG_TEXT   " このリス ト内の 後の 3 項目に注意して く ださい。 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ListSetIndex(HWND);

function ExFn_ListSetIndex(hMSI)

STRING  svString;

LIST  listID;

NUMBER  nResult, nIndex;

begin

// 文字列リス ト を作成します。

listID = ListCreate (STRINGLIST);

// エラーが発生した場合にそれを報告し、 終了します。

if (listID = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// リス トへプログラムフ ォルダー名を取得します。

if GetGroupNameList (listID) < 0 then ;

// ListCreate が失敗したこ と を報告します。

MessageBox (" プログラムフ ォルダー名を読み出すこ とができませんでした。 ", SEVERE);

else

// リス ト を表示します。

SdShowInfoList( TITLE_TEXT, MSG_TEXT, listID);

// リス ト の 後から 3 番目の項目を現在の要素に

// します。 3 項目よ り も少ない場合は、

// すべての項目を表示します。 リス トのインデッ クスは 0 で始まり ます。

nIndex = ListCount (listID);

if nIndex > 3 then

nIndex = nIndex - 3;
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endif;

nResult = ListSetIndex (listID, nIndex);

// 表示する項目がある限りループ し続けます。

while ( nResult != END_OF_LIST )

// 現在のリス ト 項目を取得します。

ListCurrentString (listID, svString);

// 現在のリス ト 項目を表示します。

MessageBox (svString, INFORMATION);

// 次の項目を現在の項目にします。

nResult = ListSetIndex (listID, LISTNEXT);

endwhile;

endif;

// メ モ リから リス ト を削除します。

ListDestroy(listID);

end;

ListValid
ListValid 関数は listID が指定し た リ ス ト が有効かど うかを示し ます。 つま り、 ListCreate の呼び出しによ って初期

化済みで、 ListDestroy の呼び出し て無効と されていないかど うかを示し ます。 この関数は文字列リ ス ト でも番号

リ ス ト でも使用できます。

構文

ListValid ( listID );
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パラ メ ーター

戻り値

ListValid の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ListValid 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

\*---------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

function OnBegin()

LIST   listID;

number nListValid;

begin

// 空白数値リ ス ト を作成します。

listID = ListCreate(NUMBERLIST);

// エラーが発生した場合にそれを報告し、 終了します。

if (listID = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// リス ト ID が有効かど うかをチェ ッ ク します。

nListValid = ListValid (listID);

if (nListValid >= ISERR_SUCCESS) then

MessageBox (" リス ト  ID が有効です。 ", INFORMATION);

else

MessageBox (" リス ト  ID が無効です。 ", INFORMATION);

endif;

テーブル 76 • ListValid のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

listID チ ェ ッ クする文字列または番号リ ス ト を指定

し ます。

テーブル 77 • ListValid の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS リ ス ト が有効である こ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS リ ス ト が無効である こ と を示し ます。

ISERR_LIST_NOSUCHLIST リ ス ト が初期化されていないこ と を示し ます。
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 // メ モ リから リス ト を削除します。

ListDestroy(listID);

// リス ト ID が有効かど うかをチェ ッ ク します。

nListValid = ListValid (listID);

if (nListValid >= ISERR_SUCCESS) then

MessageBox (" リス ト  ID が有効です。 ", INFORMATION);

else

MessageBox (" リス ト  ID が無効です。 ", INFORMATION);

endif;

// このサンプル スク リ プ ト をプロジェ ク ト にカ ッ ト アン ド ペース ト して実行する と、

// 次の行によって、 スク リ プ トの実行が中止されます。

abort;

end;

ListValidType
ListValidType 関数は listID が指定し た リ ス ト が有効かど うかを示し ます。 つま り、 ListCreate の呼び出しによ って

初期化済みで、 ListDestroy の呼び出し て無効と されていないかど うかを示し ます。

構文

ListValidType ( listID, nType );
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パラ メ ーター

戻り値

ListValidType の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ListValidType 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

\*---------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

function OnBegin()

LIST   listID;

number nListValidType;

begin

テーブル 78 • ListValidType のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

listID チ ェ ッ クする文字列または番号リ ス ト を指定

し ます。

nType 指定された リ ス ト が比較される対象と なる リ

ス ト の種類を指定し ます。 このパラ メ ーター

に、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し

ます。

• NUMBERLIST Ñ 番号リ ス ト を指定し ます。

• STRINGLIST Ñ 文字列リ ス ト を指定し ま

す。

テーブル 79 • ListValidType の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS リ ス ト が有効であ り、 また指定されたの種類

である こ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS リ ス ト が無効であ り、 また指定された種類で

はないこ と を示し ます。

ISERR_LIST_NOSUCHLIST リ ス ト が初期化されていないこ と を示し ます。

ISERR_LIST_TYPEMISMATCH リ ス ト が指定された種類ではないこ と を示し

ます。
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// 空白文字列リス ト を作成します。

listID = ListCreate (STRINGLIST);

// エラーが発生した場合にそれを報告し、 終了します。

if (listID = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// リス ト ID が有効かど うか、 またどのタ イプなのかをチ ェ ッ ク します。

nListValidType = ListValidType (listID, NUMBERLIST);

if (nListValidType >= ISERR_SUCCESS) then

MessageBox (" リス ト  ID は有効で、 数値リス ト です。 ",

INFORMATION);

else

nListValidType = ListValidType (listID, STRINGLIST);

if (nListValidType >= ISERR_SUCCESS) then

MessageBox (" リ ス ト  ID は有効で、 文字列リス ト です。 ",

INFORMATION);

else

MessageBox (" リ ス ト  ID が無効です。 ", INFORMATION);

endif;

endif;

 // メ モ リから リス ト を削除します。

ListDestroy(listID);

// リス ト ID が有効かど うか、 またどのタ イプなのかをチ ェ ッ ク します。

nListValidType = ListValidType (listID, NUMBERLIST);

if (nListValidType >= ISERR_SUCCESS) then

MessageBox (" リス ト  ID は有効で、 数値リス ト です。 ",

INFORMATION);

else

nListValidType = ListValidType (listID, STRINGLIST);

if (nListValidType >= ISERR_SUCCESS) then

MessageBox (" リ ス ト  ID は有効で、 文字列リス ト です。 ",

INFORMATION);

else

MessageBox (" リ ス ト  ID が無効です。 ", INFORMATION);

endif;

endif;

// このサンプル スク リ プ ト をプロジェ ク ト にカ ッ ト アン ド ペース ト して実行する と、

// 次の行によって、 スク リ プ トの実行が中止されます。

abort;

end;

ListWriteToFile
ListWriteToFile 関数は、 文字列リ ス ト をテキス ト フ ァ イルに書き込みます。 各文字列は、 テキス ト フ ァ イルの個別

の行に表示されます。

メ モ • フ ァ イルが既に存在し、 既存のフ ァ イルが Unicode である場合、 フ ァ イルを Unicode と し て書き出し ます。

それ以外の場合は、 フ ァ イルを ANSI と し て書き出し ます。
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構文

ListWriteToFile (listID, szFileName);

パラ メ ーター

戻り値

ListWriteToFile の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ListReadFromFile 関数と ListWriteToFile 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * ListReadFromFile が呼び出されて Autoexec.bat フ ァ イルを読み込み、

 * 表示します。 リス トが表示されたあと、

 * リ ス ト の終わりに備考が付け加えられ、 新規フ ァ イルへ

 * リ ス ト が書き込まれます。 オリジナルフ ァ イルは変更されないままの

 * 状態です。

テーブル 80 • ListWriteToFile のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

listID テキス ト フ ァ イルに書き込む文字列リ ス ト 名

を指定し ます。

szFileName 文字列リ ス ト を書き込むフ ァ イルの完全修飾

名を指定し ます。 フ ァ イルが存在し ない場合

は、 作成されます。 フ ァ イルが既に存在する

場合、 上書き されます。

テーブル 81 • ListWriteToFile の戻り値

戻り値 説明

0 関数は成功し ま し た。

ISERR_LIST_NOSUCHLIST (-501) 指定された ID を持つリ ス ト が存在し ないこ と

を示し ます。 有効な リ ス ト の ID が ListCreate 

関数からの戻り値にな り ます。

< 0 関数が失敗し ま し た。
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 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を適切に実行するため、

 *  C ド ラ イブのルー ト デ ィ レク ト リに Autoexec.bat と名づけられた

 * バッチフ ァ イルが必要です。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define OLD_FILE "C:\\Autoexec.bat"

#define NEW_FILE "C:\\Autoexec.lst"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ListWriteToFile(HWND);

function ExFn_ListWriteToFile(hMSI)

LIST   listID;

begin

// 文字列リス ト を作成します。

listID = ListCreate (STRINGLIST);

// エラーが発生した場合にそれを報告し、 終了します。

if (listID = LIST_NULL) then

 MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// フ ァ イルを文字列リ ス トへ読み込みます。

if (ListReadFromFile (listID, OLD_FILE) < 0) then

// ListReadFromFile が失敗したこ と を報告します。

MessageBox (OLD_FILE + " を読み込むこ とができませんでした。 ", SEVERE);

else

// リス ト を表示します。

SdShowInfoList ("Demo", " リス ト 例フ ァ イル :", listID);

// リス ト へ新規文字列を追加します。

ListAddString (listID, "IS セッ ト ア ッ プが REM を追加しました。 ", AFTER);

// フ ァ イルへのリス ト を書き込みます。

if (ListWriteToFile (listID, NEW_FILE) < 0) then

MessageBox (""+ NEW_FILE + " へリス ト を書き込むこ とができませんでした。 ", SEVERE);

else

MessageBox (" リ ス ト を無事に書き込みました "+ NEW_FILE + "。 ", INFORMATION);

endif;

endif;

// メ モ リから リス ト を削除します。

ListDestroy(listID);

end;

ListWriteToFileEx
ListWriteToFileEx 関数は、 文字列リ ス ト をテキス ト フ ァ イルに書き込むか、 または追加し ます。 各文字列は、 テキ

ス ト フ ァ イルの個別の行に表示されます。
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構文

ListWriteToFileEx ( listID, szFileName, nOptions );
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パラ メ ーター

戻り値

LoadStringFromStringTable
LoadStringFromStringTable 関数は、 szID が指定し た文字列エン ト リの値を svString にロー ド し ます。 svString バッ

テーブル 82 • ListWriteToFileEx のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

listID テキス ト フ ァ イルに書き込む文字列リ ス ト 名を指定し ます。

szFileName 文字列リ ス ト を書き込むフ ァ イルの完全修飾名を指定し ます。

フ ァ イルが存在し ない場合は、 作成されます。 フ ァ イルが既

に存在し、 LWTF_OPTION_APPEND_TO_FILE が nOptions に指定

されていない場合、 フ ァ イルは上書き されます。

nOptions フ ァ イルのエン コー ド を指定し ます。 また、 文字列リ ス ト が

存在する場合、 それを フ ァ イルに追加する こ とができるかど

うかを指定し ます。 次の定義済み定数から定数を選択し ます (

複数可 )。

• 0 Ñ フ ァ イルが既に存在し、 既存のフ ァ イルが Unicode で

ある場合、 フ ァ イルを Unicode と し て書き出し ます。 そ

れ以外の場合は、 フ ァ イルを ANSI と し て書き出し ます。

• LWTF_OPTION_WRITE_AS_UNICODE Ñ フ ァ イルを Unicode 

と し て書き出し ます。

• LWTF_OPTION_WRITE_AS_ANSI Ñ フ ァ イルを ANSI と し て

書き出し ます。

• LWTF_OPTION_APPEND_TO_FILE Ñ リ ス ト の定数を既存の

フ ァ イルに追加し ます。 フ ァ イルが存在し ない場合、 関

数によ り フ ァ イルが作成されます ( これは、 このオプ

シ ョ ンが指定されなかった場合と同一の動作です )。

ビ ッ ト 単位 OR 演算子 (|) を使用し て、 これらの 2 つの定数を

組み合わせる こ とができます。 たと えば、 この文字リ ス ト の

定数を ANSI と し てフ ァ イルに追加する場合、

LWTF_OPTION_WRITE_AS_ANSI 定数と 

LWTF_OPTION_APPEND_TO_FILE 定数を組み合わせます。

テーブル 83 • ListWriteToFileEx の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS 関数が成功し たこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS 関数の実行に失敗し たこ と を示し ます。
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フ ァーは、 必要に応じ て自動的にサイズ調整し て文字列値を格納し ます。

構文

LoadStringFromStringTable ( szID, svString );

パラ メ ーター

戻り値

追加情報

LoadStringFromStringTable 関数は、 文字列 ID で大文字と小文字を区別し ません。 し たがって、 スク リ プ ト で文字

列 ID を使用する場合、 [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューで指定された文字列 ID の大文字小文字の区別と一致させる必

要はあ り ません。 ただ し、 大文字と小文字を混ぜて使用する こ と で、 ビルド時に、 スク リ プ ト 内の文字列エン ト

リが [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューの対応文字列エン ト リ と一致し ないよ う に防ぐ こ とができます。 し たがって、 文

字列 ID のすべてのイ ンス タ ンスで、 大文字を使用する こ と をお勧めし ます。

LoadStringFromStringTable 関数は @ 演算子に相当し ますが、 次はい く つかの例外です :

• InstallScript フ ァ イル (.rul) を含むプロジ ェ ク ト をビルド する と き、 InstallScript コー ド に @ 演算子を使用する

文字列エン ト リへの参照を 1 つ以上含まれている場合、 InstallShield はビルド時に文字列エン ト リ を検証し ま

す。 プロジ ェ ク ト に含まれる InstallScript フ ァ イルの文字列 ID がプロジ ェ ク ト の文字列エン ト リの 1 つに定

義されていない場合、 InstallShield はビルド警告 -7174 を表示し ます。 LoadStringFromStringTable を使用する

場合、 文字列テーブルのエン ト リはビルド時に検証されません。 LoadStringFromStringTable を使用するスク リ

プ ト では、 文字列が見つからなかった と きのエラー処理が既に用意されている と仮定されます。

• 指定された ID が [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューに存在し ない場合、 @ 演算子によ って実行時に メ ッ セージ ボ ッ

クスが表示されます。 LoadStringFromStringTable は、 単に失敗 ( ISERR_SUCCESS) を返し ます。

テーブル 84 • LoadStringFromStringTable のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szID 文字列エン ト リの文字列 ID を指定し ます。ID の前にア ッ ト マーク 

(@) をつけないで下さい。

svString szID によ って指定された ID と関連付けられた文字列値を戻し ま

す。

テーブル 85 • LoadStringFromStringTable の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 文字列値が ｓ ｖ String へロー ド されたこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS 文字列 ID が [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューで見つからなかったこ と

を示し ます。
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LOBYTE

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

LOBYTE 関数は、 shValue によ って指定された 16 ビ ッ ト 整数値から下位バイ ト を低い順に返し ます。

構文

LOBYTE ( shValue );

パラ メ ーター

戻り値

この関数は整数の下位バイ ト を戻し ます。

LogReadCustomNumber

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

LogReadCustomNumber は szKey が指定し たキー名の下にあるログフ ァ イルのカス タム ログ記録セクシ ョ ンに格納

されている番号を読み込み、 nvValue に番号データ を戻し ます。

構文

LogReadCustomNumber( szKey, nvValue );

テーブル 86 • LOBYTE のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

shValue 下位バイ ト を抽出する 16-bit 整数を指定し ます。
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

LogReadCustomNumber はログ記録が有効か無効かによ って影響される こ とはあり ません。 LogReadCustomNumber 

は LogWriteCustomNumber を使って入力し た値と、 LogWriteCustomString を使って文字列と し て入力し た数値 ( 例

えば、 "123") を読み取る こ とができます。 LogReadCustomNumber を数値以外のデータ ( たと えば、 "123abc")  を

読み込むのに利用し た場合には失敗し ます。

スク リ プ ト へ、 カス タム値を読み込んでこれらの値に基づいたアクシ ョ ンを実行する コー ド を追加し ない限り、

カス タム ログ フ ァ イル エン ト リは製品のメ ンテナンスまたはアン イ ンス ト ールには影響し ません。

LogReadCustomString はログフ ァ イルのメ ンテナンス / アン イ ンス ト ールセクシ ョ ン ( つま り、 イ ンス ト ールされ

たフ ァ イルや作成されたレジス ト リ エン ト リ といったデータ を イ ンス ト ールが自動的に書き込むセクシ ョ ンで、

メ ンテナンスやアン イ ンス ト ール中にそこからデータ を自動的に読み込みます ) からデータ を読み込むこ とはで

きません。

製品が完全にアン イ ンス ト ールされる場合のみスク リ プ ト  コー ド を実行するには、 if-then ステー ト メ ン ト を使用

し ます :

if REMOVEALLMODE!=0 then

/* このコードは、 アンインス ト ール中にのみ実行されます。 */

endif;

特定の機能がアン イ ンス ト ールされる と きに、 特定のアン イ ンス ト ール アクシ ョ ンを実行するには、 機能の 

UnInstalling イベン ト を適切なコー ド でオーバーラ イ ド し ます。

LogReadCustomNumber の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

//---------------------------------------------------------------------------

//

テーブル 87 • LogReadCustomNumber のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szKey ログフ ァ イルから読み込まれる数値を認識するキー名を指定し ます。

nvValue ログフ ァ イルから読み込まれた番号データ を戻し ます。

テーブル 88 • LogReadCustomNumber の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数がログフ ァ イルから番号を読み込んだこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS 関数がログフ ァ イルから番号を読み込むこ とができなかったこ と を示し ま

す。
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// InstallShield スク リ プ ト の例

//

// Demonstrates the LogWriteCustomString, LogWriteCustomNumber,

LogReadCustomString、 および LogReadCustomNumber functions のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

//

//---------------------------------------------------------------------------

// インス ト ール中に、 ログ フ ァ イルにカスタム データ を書き込みます

function OnMoved()

LIST listDrives;

NUMBER nDriveCount, nvIgnore;

STRING svDate;

begin

if (!MAINTENANCE) then

// 現在の日付を取得します

GetSystemInfo(DATE, nvIgnore, svDate);

// 利用可能な ド ラ イブ名の現在のカウン ト を取得します

listDrives = ListCreate(STRINGLIST);

GetValidDrivesList(listDrives, -1, -1);

nDriveCount = ListCount(listDrives);

ListDestroy(listDrives);

// カスタム データ を .ilg ログ フ ァ イルに書き込みます

LogWriteCustomString("InstallDate", svDate);

LogWriteCustomNumber("DriveCount", nDriveCount);

endif;

end;

// 完全アンインス ト ール中に、 ログ フ ァ イルから カスタム データ を読み出します

function OnMoving( )

NUMBER nvDriveCount;

STRING svInstallDate;

begin

if (REMOVEALLMODE) then

LogReadCustomNumber("DriveCount", nvDriveCount);

LogReadCustomString("InstallDate", svInstallDate);

SprintfBox(INFORMATION, " カスタム ログ データ ",

" インス ト ール中のド ラ イブカウン トは " +

" %d、 日付は %s でした。 ",

nvDriveCount, svInstallDate);

endif;

end;

LogReadCustomString

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

LogReadCustomString は szKey が指定し たキー名の下にあるログフ ァ イルのカス タムログ記録セクシ ョ ンに格納さ

れている文字列を読み込み、 svValue に文字列データ を戻し ます。
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構文

LogReadCustomString( szKey, svValue );

パラ メ ーター

戻り値

追加情報

LogReadCustomString はログ記録が有効か無効かによ って影響される こ とはあ り ません。 LogReadCustomString は、

LogWriteCustomString または LogWriteCustomNumber のどち らかを使って入力し た値を読み取る こ とができます。

スク リ プ ト へ、 カス タム値を読み込んでこれらの値に基づいたアクシ ョ ンを実行する コー ド を追加し ない限り、

カス タム ログ フ ァ イル エン ト リは製品のメ ンテナンスまたはアン イ ンス ト ールには影響し ません。

LogReadCustomString はログフ ァ イルのメ ンテナンス / アン イ ンス ト ールセクシ ョ ン ( つま り、 イ ンス ト ールされ

たフ ァ イルや作成されたレジス ト リ エン ト リ といったデータ を イ ンス ト ールが自動的に書き込むセクシ ョ ンで、

メ ンテナンスやアン イ ンス ト ール中にそこからデータ を自動的に読み込みます ) からデータ を読み込むこ とはで

きません。

メ モ • リ リース ウ ィ ザー ドの [ パスワー ド と著作権 ] パネルの [ セ ッ ト ア ッ プ初期化中にパスワー ド ダイアログ 

ボ ッ クスを表示する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し た場合、 または [ リ リース ] ビ ューで " パスワー ド ダイアログ

の表示 " プロパテ ィ を [ はい ] に設定し た場合に、 OnCheckMediaPassword イベン ト  ハン ド ラー関数のデフ ォル ト

コー ドは szKey を MEDIA_PASSWORD_KEY に設定し た状態で LogWriteCustomString を呼び出し、 パスワー ド保護

されている イ ンス ト ールのパスワー ド ( エン ド ユーザーが入力 ) を保存し て、 メ ンテナンスやア ッ プグレー ド操作

の際に同じパスワー ド を再入力し な く ても よいよ う にし ます。 そのデフ ォル ト コー ドはまた、 szKey を 

MEDIA_PASSWORD_KEY に設定し て LogWriteCustomString を呼び出し、 エン ド ユーザーに対し てパスワー ド を問

い合わせる前にそのパスワー ドが既に保存済みかど うかを確認し ます。

製品が完全にアン イ ンス ト ールされる場合のみスク リ プ ト  コー ド を実行するには、 if-then ステー ト メ ン ト を使用

し ます :

if REMOVEALLMODE!=0 then

/* このコードは、 アンインス ト ール中にのみ実行されます。 */

テーブル 89 • LogReadCustomString のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szKey ログフ ァ イルから読み込まれる文字列を認識するキー名を指定し ます。

svValue ログフ ァ イルから読み込まれた文字列データ を戻し ます。

テーブル 90 • LogReadCustomString の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数がログフ ァ イルから文字列を読み込んだこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS 関数がログフ ァ イルから文字列を読み込むこ とができなかったこ と を示し ま

す。
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endif;

特定の機能がアン イ ンス ト ールされる と きに、 特定のアン イ ンス ト ール アクシ ョ ンを実行するには、 機能の 

UnInstalling イベン ト を適切なコー ド でオーバーラ イ ド し ます。

LogReadCustomString の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

//---------------------------------------------------------------------------

//

// InstallShield スク リ プ ト の例

//

// Demonstrates the LogWriteCustomString, LogWriteCustomNumber,

LogReadCustomString、 および LogReadCustomNumber functions のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

//

//---------------------------------------------------------------------------

// インス ト ール中に、 ログ フ ァ イルにカスタム データ を書き込みます

function OnMoved()

LIST listDrives;

NUMBER nDriveCount, nvIgnore;

STRING svDate;

begin

if (!MAINTENANCE) then

// 現在の日付を取得します

GetSystemInfo(DATE, nvIgnore, svDate);

// 利用可能な ド ラ イブ名の現在のカウン ト を取得します

listDrives = ListCreate(STRINGLIST);

GetValidDrivesList(listDrives, -1, -1);

nDriveCount = ListCount(listDrives);

ListDestroy(listDrives);

// カスタム データ を .ilg ログ フ ァ イルに書き込みます

LogWriteCustomString("InstallDate", svDate);

LogWriteCustomNumber("DriveCount", nDriveCount);

endif;

end;

// 完全アンインス ト ール中に、 ログ フ ァ イルから カスタム データ を読み出します

function OnMoving( )

NUMBER nvDriveCount;

STRING svInstallDate;

begin

if (REMOVEALLMODE) then

LogReadCustomNumber("DriveCount", nvDriveCount);

LogReadCustomString("InstallDate", svInstallDate);

SprintfBox(INFORMATION, " カスタム ログ データ ",

" インス ト ール中のド ラ イブカウン トは " +

" %d、 日付は %s でした。 ",
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nvDriveCount, svInstallDate);

endif;

end;

LogWriteCustomNumber

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

LogWriteCustomNumber は szValue が指定し た数値を nValue が指定し たキー名の下にある カス タムログ記録セク

シ ョ ンのログフ ァ イルへ書き込みます。

構文

LogWriteCustomNumber( szKey, nValue );

パラ メ ーター

戻り値

追加情報

LogWriteCustomNumber への呼び出しは、 ログ記録が無効になっている場合失敗し ます。

スク リ プ ト へ、 カス タム値を読み込んでこれらの値に基づいたアクシ ョ ンを実行する コー ド を追加し ない限り、

カス タム ログ フ ァ イル エン ト リは製品のメ ンテナンスまたはアン イ ンス ト ールには影響し ません。

LogWriteCustomNumber はログ フ ァ イルのメ ンテナンス / アン イ ンス ト ールセクシ ョ ン ( つま り、 イ ンス ト ールさ

れたフ ァ イルや作成されたレジス ト リ エン ト リ といったデータ を イ ンス ト ールが自動的に書き込むセクシ ョ ンで、

メ ンテナンスやアン イ ンス ト ール中にはそこからデータ を自動的に読み込みます ) にデータ を書き込むむこ とは

できません。

テーブル 91 • LogWriteCustomNumber のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szKey ログフ ァ イルへ書き込まれる数値を認識するキー名を指定し ます。

LogWriteCustomString または LogWriteCustomNumber のどち ら を使って書き込

まれたかに関わらず、 特定のログフ ァ イルへ書き込まれたすべてのキー名は

固有でな く てはな り ません。 カス タムログ記録セクシ ョ ンに既に存在する

キー名を指定し た場合、 その値が上書き されます。

nValue ログフ ァ イルへ書き込まれる番号を指定し ます。

テーブル 92 • LogWriteCustomNumber の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数が数値をログフ ァ イルへ書き込んだこ と示し ます。

< ISERR_SUCCESS 関数が数値をログフ ァ イルへ書き込むこ とができなかったこ と を示し ます。
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製品が完全にアン イ ンス ト ールされる場合のみスク リ プ ト  コー ド を実行するには、 if-then ステー ト メ ン ト を使用

し ます :

if REMOVEALLMODE!=0 then

/* このコードは、 アンインス ト ール中にのみ実行されます。 */

endif;

特定の機能がアン イ ンス ト ールされる と きに、 特定のアン イ ンス ト ール アクシ ョ ンを実行するには、 機能の 

UnInstalling イベン ト を適切なコー ド でオーバーラ イ ド し ます。

LogWriteCustomNumber の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

//---------------------------------------------------------------------------

//

// InstallShield スク リ プ ト の例

//

// Demonstrates the LogWriteCustomString, LogWriteCustomNumber,

LogReadCustomString、 および LogReadCustomNumber functions のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

//

//---------------------------------------------------------------------------

// インス ト ール中に、 ログ フ ァ イルにカスタム データ を書き込みます

function OnMoved()

LIST listDrives;

NUMBER nDriveCount, nvIgnore;

STRING svDate;

begin

if (!MAINTENANCE) then

// 現在の日付を取得します

GetSystemInfo(DATE, nvIgnore, svDate);

// 利用可能な ド ラ イブ名の現在のカウン ト を取得します

listDrives = ListCreate(STRINGLIST);

GetValidDrivesList(listDrives, -1, -1);

nDriveCount = ListCount(listDrives);

ListDestroy(listDrives);

// カスタム データ を .ilg ログ フ ァ イルに書き込みます

LogWriteCustomString("InstallDate", svDate);

LogWriteCustomNumber("DriveCount", nDriveCount);

endif;

end;

// 完全アンインス ト ール中に、 ログ フ ァ イルから カスタム データ を読み出します

function OnMoving( )

NUMBER nvDriveCount;

STRING svInstallDate;

begin

if (REMOVEALLMODE) then
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ビル ト イ ン関数 (H-P)
LogReadCustomNumber("DriveCount", nvDriveCount);

LogReadCustomString("InstallDate", svInstallDate);

SprintfBox(INFORMATION, " カスタム ログ データ ",

" インス ト ール中のド ラ イブカウン トは " +

" %d、 日付は %s でした。 ",

nvDriveCount, svInstallDate);

endif;

end;

LogWriteCustomString

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

LogWriteCustomString は szValue が指定し た文字列を szKey が指定し たキー名の下にある カス タムログ記録セク

シ ョ ンのログフ ァ イルへ書き込みます。

構文

LogWriteCustomString( szKey, szValue );

パラ メ ーター

戻り値

追加情報

LogWriteCustomString への呼び出しは、 ログ記録が無効になっている場合失敗し ます。

テーブル 93 • LogWriteCustomString のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szKey ログフ ァ イルへ書き込まれる文字列を認識するキー名を指定し ます。

LogWriteCustomString または LogWriteCustomNumber のどち ら を使って書き込

まれたかに関わらず、 特定のログフ ァ イルへ書き込まれたすべてのキー名は

固有でな く てはな り ません。 カス タムログ記録セクシ ョ ンに既に存在する

キー名を指定し た場合、 その値が上書き されます。

szValue ログフ ァ イルへ書き込む数値を指定し ます。

テーブル 94 • LogWriteCustomString の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数が文字列をログフ ァ イルへ書き込んだこ と示し ます。

< ISERR_SUCCESS 関数が文字列をログフ ァ イルへ書き込むこ とができなかったこ と を示し ます。
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ビル ト イ ン関数 (H-P)
スク リ プ ト へ、 カス タム値を読み込んでこれらの値に基づいたアクシ ョ ンを実行する コー ド を追加し ない限り、

カス タム ログ フ ァ イル エン ト リは製品のメ ンテナンスまたはアン イ ンス ト ールには影響し ません。

LogWriteCustomString はログ フ ァ イルのメ ンテナンス / アン イ ンス ト ールセクシ ョ ン ( つま り、 イ ンス ト ールされ

たフ ァ イルや作成されたレジス ト リ エン ト リ といったデータ を イ ンス ト ールが自動的に書き込むセク シ ョ ンで、

メ ンテナンスやアン イ ンス ト ール中にはそこからデータ を自動的に読み込みます ) にデータ を書き込むむこ とは

できません。

メ モ • リ リース ウ ィ ザー ドの [ パスワー ド と著作権 ] パネルの [ セ ッ ト ア ッ プ初期化中にパスワー ド ダイアログ 

ボ ッ クスを表示する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し た場合、 または [ リ リース ] ビ ューで " パスワー ド ダイアログ

の表示 " プロパテ ィ を [ はい ] に設定し た場合に、 OnCheckMediaPassword イベン ト  ハン ド ラー関数のデフ ォル ト

コー ドは szKey を MEDIA_PASSWORD_KEY に設定し た状態で LogWriteCustomString を呼び出し、 パスワー ド保護

されている イ ンス ト ールのパスワー ド ( エン ド ユーザーが入力 ) を保存し て、 メ ンテナンスやア ッ プグレー ド操作

の際に同じパスワー ド を再入力し な く ても よいよ う にし ます。 そのデフ ォル ト コー ドはまた、 szKey を 

MEDIA_PASSWORD_KEY に設定し て LogWriteCustomString を呼び出し、 エン ド ユーザーに対し てパスワー ド を問

い合わせる前にそのパスワー ドが既に保存済みかど うかを確認し ます。

製品が完全にアン イ ンス ト ールされる場合のみスク リ プ ト  コー ド を実行するには、 if-then ステー ト メ ン ト を使用

し ます :

if REMOVEALLMODE!=0 then

/* このコードは、 アンインス ト ール中にのみ実行されます。 */

endif;

特定の機能がアン イ ンス ト ールされる と きに、 特定のアン イ ンス ト ール アクシ ョ ンを実行するには、 機能の 

UnInstalling イベン ト を適切なコー ド でオーバーラ イ ド し ます。

LogWriteCustomString の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

//---------------------------------------------------------------------------

//

// InstallShield スク リ プ ト の例

//

// Demonstrates the LogWriteCustomString, LogWriteCustomNumber,

LogReadCustomString、 および LogReadCustomNumber functions のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

//

//---------------------------------------------------------------------------

// インス ト ール中に、 ログ フ ァ イルにカスタム データ を書き込みます

function OnMoved()

LIST listDrives;

NUMBER nDriveCount, nvIgnore;

STRING svDate;

begin

if (!MAINTENANCE) then

// 現在の日付を取得します

GetSystemInfo(DATE, nvIgnore, svDate);

// 利用可能な ド ラ イブ名の現在のカウン ト を取得します
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listDrives = ListCreate(STRINGLIST);

GetValidDrivesList(listDrives, -1, -1);

nDriveCount = ListCount(listDrives);

ListDestroy(listDrives);

// カスタム データ を .ilg ログ フ ァ イルに書き込みます

LogWriteCustomString("InstallDate", svDate);

LogWriteCustomNumber("DriveCount", nDriveCount);

endif;

end;

// 完全アンインス ト ール中に、 ログ フ ァ イルから カスタム データ を読み出します

function OnMoving( )

NUMBER nvDriveCount;

STRING svInstallDate;

begin

if (REMOVEALLMODE) then

LogReadCustomNumber("DriveCount", nvDriveCount);

LogReadCustomString("InstallDate", svInstallDate);

SprintfBox(INFORMATION, " カスタム ログ データ ",

" インス ト ール中のド ラ イブカウン トは " +

" %d、 日付は %s でした。 ",

nvDriveCount, svInstallDate);

endif;

end;

LongPathFromShortPath
LongPathFromShortPath 関数を使って短いフ ァ イル名を対応する長いフ ァ イル名に変換し ます。

長いフ ァ イル名の詳細については、 「長いフ ァ イル名」 を参照し て下さい。

構文

LongPathFromShortPath ( svPath );
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ビル ト イ ン関数 (H-P)
パラ メ ーター

戻り値

LongPathFromShortPath の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * LongPathToShortPath 関数 と LongPathFromShortPath 関数の

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * まず、 LongPathToShortPath を呼び出して長いパスを短いパスへ

 * 変換します。 そして LongPathFromShortPath を呼び出し、

 * 短いパスを長いパスへ変換します。 それぞれの結果は

 * メ ッセージボッ クスに表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define LONG_PATH "C:\\Program files"

#define TITLE "LongPathToShortPath & LongPathFromShortPath"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_LongPathFromShortPath(HWND);

function ExFn_LongPathFromShortPath(hMSI)

STRING svPath, szTitle, szMsg;

begin

// ユーザーに長いパスの入力を要求します。

テーブル 95 • LongPathFromShortPath のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

svPath 短いフ ァ イル名を指定し て、 関連付けられた

長いフ ァ イル名を戻し ます。

テーブル 96 • LongPathFromShortPath の戻り値

戻り値 説明

0 関数が成功し たこ と を示し ます。

< 0 関数の実行に失敗し たこ と を示し ます。
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szMsg    = " 既存する長いパスを選択して く ださい :";

AskPath (szMsg, LONG_PATH, svPath);

// 長いパスを表示します。

szMsg = " 長いパスは次のよ うに表示されます : \n\n%s";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, szMsg, svPath);

// 長いパスを短いパスへ変換します。

if (LongPathToShortPath (svPath) < 0) then;

MessageBox ("LongPathToShortPath が失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

else

// 短いパスを表示します。

szMsg = " 短いパスは次のよ うに表示されます : \n\n%s";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, szMsg, svPath);

endif;

// 長いパスを短いパスへ戻します。

if (LongPathFromShortPath (svPath) < 0) then

MessageBox ("LongPathFromShortPath が失敗しました。 .", SEVERE);

else

// 元に戻された長いパスを表示します。

szMsg = " 元に戻された長いパスは次のよ うに表示されます : \n\n%s";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, szMsg, svPath);

endif;

end;

LongPathToQuote
LongPathToQuote 関数は長いフ ァ イル名の周り に二重引用符を配置、 または削除し ます。

長いフ ァ イル名の詳細については、 「長いフ ァ イル名」 を参照し て下さい。

空白を含む長いフ ァ イル名はコマン ド ラ イ ンに渡す前に二重引用符で囲んで く だ さい。 LongPathToShortPath 関数

を使用し て短いフ ァ イル名に変換する場合、 長いフ ァ イル名から二重引用符を削除する必要があり ます。 これを

怠った場合、 長いフ ァ イル名が残ったままにな り ます。

メ モ • この関数は、 フ ァ イル名に空白文字があった場合のみ引用符を追加し ます。 た と えば、 C:\\ThisismyApp は

空白文字を含まない長いフ ァ イル名なので、 引用符は追加されません。

構文

LongPathToQuote ( svPath, nParameter );
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ビル ト イ ン関数 (H-P)
パラ メ ーター

戻り値

LongPathToQuote の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * LongPathToQuote 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは LongPathToQuote を呼び出して長いフ ァ イル名の周りに

 * 二重引用符を配置します。 この結果はダイアログ ボッ クスに

 * 表示されます。 そして、 LongPathToQuote が再び呼び出され、

 * 引用符が削除された結果がダイアログに

 * 表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ベースとなるパス ( 長いフ ァ イル名 ) の定数を定義します。

テーブル 97 • LongPathToQuote のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

svPath 長いフ ァ イル名を指定し、 nParameter で渡し

た値に従ってその名前と引用符または引用符

無し で戻し ます。

nParameter 引用符を長いパスに追加するか削除するかを

指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定

義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• TRUE Ñ 引用符が長いパスに追加されま

す。

• FALSE Ñ 引用符が長いパスから削除され

ます。

テーブル 98 • LongPathToQuote の戻り値

戻り値 説明

0 関数が成功し たこ と を示し ます。

< 0 関数の実行に失敗し たこ と を示し ます。
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#define BASE_PATH "C:\\Program Files"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_LongPathToQuote(HWND);

function ExFn_LongPathToQuote(hMSI)

STRING svPath, szMainDirectory, szMsg;

begin

// LongPathToQuote を呼び出すパラ メーターをセ ッ ト ア ッ プします。

svPath = BASE_PATH;

// svPath の長いフ ァ イル名の周りに二重引用符を配置します。

if (LongPathToQuote (svPath, TRUE) < 0) then

MessageBox ("LongPathToQuote への 初の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// svPath の引用された長いフ ァ イル名を表示します。

szMsg = " 引用された長いフ ァ イル名 :\n\n" + svPath;

MessageBox (szMsg, INFORMATION);

// svPath の長いフ ァ イル名から二重引用符を削除します。

if (LongPathToQuote (svPath, FALSE) < 0) then

MessageBox ("LongPathToQuote への 2 回目の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// 引用符を削除した長いフ ァ イル名を表示します。

szMsg = " 引用符無しの長いフ ァ イル名は下の通りです : \n\n" + svPath;

MessageBox (szMsg, INFORMATION);

end;

LongPathToShortPath
LongPathToShortPath 関数を使って長いフ ァ イル名を対応する短いフ ァ イル名に変換し ます。パラ メ ーター svPath 

は完全パス と相対パスのどち ら も可能で、 フ ァ イル名を含むこ と もできます。 ただ し、 そのパスが指定する フ ォ

ルダーまたはフ ァ イルはターゲッ ト システム上に存在し な く てはな り ません。

長いフ ァ イル名の詳細については、 「長いフ ァ イル名」 を参照し て下さい。

構文

LongPathToShortPath ( svPath );
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ビル ト イ ン関数 (H-P)
パラ メ ーター

戻り値

追加情報

LongPathToShortPath は指定し たフ ォルダーまたはフ ァ イルがターゲッ ト システムで検出された場合のみ成功する

ので、 相対パスを設定する前に現在のフ ォルダーを設定する必要があり ます。 た と えば、 svPath に相対パス 

InstallShield が含まれ、 これが C:\Program Files フ ォルダーに存在する場合、 現在のフ ォルダーが C:\Program Files 

でない限り、 セ ッ ト ア ッ プはこれを見つける こ とができません。 LongPathToShortPath を呼び出す前に必要に応じ

て ChangeDirectory 関数を使い、 ターゲッ ト フ ォルダーまたはパスが検出されるよ う現在のフ ォルダーを変更し て

く ださい。

LongPathToShortPath の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * LongPathToShortPath 関数 と LongPathFromShortPath 関数の

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * まず、 LongPathToShortPath を呼び出して長いパスを短いパスへ

 * 変換します。 そして LongPathFromShortPath を呼び出し、

 * 短いパスを長いパスへ変換します。 それぞれの結果は

 * メ ッセージボッ クスに表示されます。

 *

テーブル 99 • LongPathToShortPath のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

svPath 長いフ ァ イル名を指定し て、 関連付けられた

短いフ ァ イル名を戻し ます。

メ モ • LongPathToShortPath は長いフ ァ イル名

から末尾の円記号を削除し ます。

テーブル 100 • LongPathToShortPath の戻り値

戻り値 説明

0 関数が成功し たこ と を示し ます。

< 0 関数の実行に失敗し たこ と を示し ます。
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\*--------------------------------------------------------------*/

#define LONG_PATH "C:\\ プログラムフ ァ イル "

#define TITLE "LongPathToShortPath & LongPathFromShortPath"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_LongPathToShortPath(HWND);

function ExFn_LongPathToShortPath(hMSI)

 STRING svPath, szTitle, szMsg;

begin

// ユーザーに長いパスの入力を要求します。

szMsg    = " 既存する長いパスを選択して く ださい :";

AskPath (szMsg, LONG_PATH, svPath);

// 長いパスを表示します。

szMsg = " 長いパスは次のよ うに表示されます : \n\n%s";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, szMsg, svPath);

// 長いパスを短いパスへ変換します。

if (LongPathToShortPath (svPath) < 0) then;

MessageBox ("LongPathToShortPath が失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

else

// 短いパスを表示します。

szMsg = " 短いパスは次のよ うに表示されます : \n\n%s";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, szMsg, svPath);

endif;

// 長いパスを短いパスへ戻します。

if (LongPathFromShortPath (svPath) < 0) then

MessageBox ("LongPathFromShortPath が失敗しました。 .", SEVERE);

else

// 元に戻された長いパスを表示します。

szMsg = " 元に戻された長いパスは次のよ うに表示されます : \n\n%s";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, szMsg, svPath);

endif;

end;

LOWORD
LOWORD 関数は、 lValue が指定し た 32-bit 整数値から低位単語 (2 バイ ト ) を抽出し ます。

構文

LOWORD ( lValue );
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パラ メ ーター

戻り値

この関数は整数の低位単語 ( 低位 2 バイ ト ) を戻し ます。

LOWORD の例
基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ ンを作

成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行し てか

ら、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * HIWORD と LOWORD のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例は、 値から低位の単語と高位の単語を取得する

 * HIWORD と LOWORD の利用法を説明します。

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "LOWORD/HIWORD の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_LOWORD(HWND);

function ExFn_LOWORD(hMSI)

STRING szMsg;

NUMBER  nData, nLOWORD, nHIWORD;

begin

nData = 305419896; // 16 進値 : 12345678

// 低位の単語、 22136 (16 進法 : 5678) を取得します。

nLOWORD = LOWORD (nData);

// 高位の単語、 4660 (16 進法 : 1234) を取得します。

nHIWORD  = HIWORD (nData);

// 結果を表示します。

szMsg = "LOWORD: %ld\nHIWORD: %ld";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, szMsg, nLOWORD, nHIWORD);

end;

テーブル 101 • LOWORD のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

lValue 下位 2 バイ ト を抽出する元の 32-bit 整数を指

定し ます。
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MaintenanceStart
MaintenanceStart 関数は、 メ ンテナンスやアン イ ンス ト ールの初期化の際に使用されるレジス ト リ キーと それに

関連付けられている値を作成し、 [ プログラムの追加と削除 ] にアプ リ ケーシ ョ ンの情報を提供し ます。 この関数

は OnMoveData イベン ト ハン ド ラー関数のデフ ォル ト  コー ド によ って呼び出されます。

メ モ • InstallScript エンジンは、 現在、 レジス ト リの 64 ビ ッ ト 部分にある [ プログラムの追加と削除 ] 情報の読み

書きをサポー ト し ません。 そのため、 REGDB_OPTIONS システム変数を使った REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オ

プシ ョ ンを このレジス ト リ関数で使用する こ とはできません。 REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オプシ ョ ンを有効に

し ても、 レジス ト リ エン ト リがこの関数によ って作成される場所に影響し ません。

MaintenanceStart は、 以下の値をアプ リ ケーシ ョ ンアン イ ンス ト ール レジス ト リキーの下に作成し ます。 

テーブル 102 • アプ リ ケーシ ョ ンアン イ ンス ト ールレジス ト リキーの値

値名 値データ

Comments ヌル以外の場合、 システム変数 IFX_PRODUCT_COMMENTS の値。 ヌルの場合は

関数はエン ト リ を作成し ません。

Contact ヌル以外の場合、 システム変数 IFX_PRODUCT_SUPPORT_CONTACT の値。 ヌル

の場合は関数はエン ト リ を作成し ません。

DisplayIcon ヌル以外の場合、 システム変数 IFX_PRODUCT_ICON の値。 ヌルの場合は関数は

エン ト リ を作成し ません。

DisplayName ヌル以外の場合、 システム変数 IFX_PRODUCT_NAME の値。 ヌルの場合は関数

はエン ト リ を作成し ません。

DisplayVersion システム変数 IFX_PRODUCT_VERSION の値。

HelpLink ヌル以外の場合、 システム変数 IFX_PRODUCT_SUPPORT_URL の値。 ヌルの場

合は関数はエン ト リ を作成し ません。

HelpTelephone ヌル以外の場合、 システム変数 IFX_PRODUCT_SUPPORT_PHONE の値。 ヌルの

場合は関数はエン ト リ を作成し ません。

InstallDate 年 月 日 形式のイ ンス ト ールが実行される日付。

InstallLocation システム変数 TARGETDIR の値。

InstallSource システム変数 SRCDIR の値。

言語 システム変数 SELECTED_LANGUAGE の値。

LogFile <DISK1TARGET>\Setup.ilg

LogMode システム変数 MAINT_OPTION の値。
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ModifyPath ADDREMOVE_HIDECHANGEOPTION が FALSE で、次の 2 つの条件のいずれかが 

TRUE の場合、 システム変数 UNINSTALL_STRING の値。

• ADDREMOVE_HIDEREMOVEOPTION がゼロではない場合 

• ADDREMOVE_HIDEREMOVEOPTION および 

ADDREMOVE_COMBINEDBUTTON の両方が FALSE の場合 

その他の場合、 関数はエン ト リ を作成し ません。

NoModify システム変数 ADDREMOVE_HIDEREMOVEOPTION の値。

NoRemove システム変数 ADDREMOVE_HIDEREMOVEOPTION の値。

NoRepair ADDREMOVE_HIDECHANGEOPTION または ADDREMOVE_HIDEREMOVEOPTION 

がゼロ以外の場合は 1、 ゼロの場合は関数はエン ト リ を作成し ません。

ProductGuid システム変数 PRODUCT_GUID の値。

ProductId ヌル以外の場合、 システム変数 IFX_PRODUCT_REGISTEREDSERIALNUM の値。

ヌルの場合は関数はエン ト リ を作成し ません。

発行者 ヌル以外の場合、 システム変数 IFX_COMPANY_NAME の値。 ヌルの場合は関数

はエン ト リ を作成し ません。

Readme ヌル以外の場合、 システム変数 IFX_PRODUCT_README の値。 ヌルの場合は関

数はエン ト リ を作成し ません。

RegCompany ヌル以外の場合、 システム変数 IFX_PRODUCT_REGISTEREDCOMPANY の値。 ヌ

ルの場合は関数はエン ト リ を作成し ません。

RegOwner ヌル以外の場合、 システム変数 IFX_PRODUCT_REGISTEREDOWNER の値。 ヌル

の場合は関数はエン ト リ を作成し ません。

SystemComponent システム変数 ADDREMOVE_SYSTEMCOMPONENT がゼロ以外の場合は 1、 ゼロ

の場合は関数はエン ト リ を作成し ません。

UninstallString システム変数 UNINSTALL_STRING の値。 さ らに、

ADDREMOVE_HIDEREMOVEOPTION が FALSE で次の 2 つの条件のどち らかが 

true の場合、 システム変数 ADDREMOVE_STRING_REMOVEONLY の値がこのレ

ジス ト リ データに追加されます。

• ADDREMOVE_HIDECHANGEOPTION がゼロではない場合 

• ADDREMOVE_HIDECHANGEOPTION および 

ADDREMOVE_COMBINEDBUTTON の両方が FALSE の場合 

URLInfoAbout ヌル以外の場合、 システム変数 IFX_PRODUCT_URL の値。 ヌルの場合は関数は

エン ト リ を作成し ません。

テーブル 102 • アプ リ ケーシ ョ ンアン イ ンス ト ールレジス ト リキーの値 ( 続き )

値名 値データ
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構文

MaintenanceStart ( );

パラ メ ーター

な し

戻り値

追加情報

InstallScript イ ンス ト ールは常に、 Uninstall キーに VersionMajor および VersionMinor レジス ト リ値を作成し ます。

これは、 InstallShield 2016 で作成された新しいイ ンス ト ール、 および InstallShield 2009 以前からア ッ プグレー ド さ

れたイ ンス ト ールに適用し ます。 以前、 InstallShield 2009 以前では、 InstallScript イ ンス ト ールが作成する値の名前

は MajorVersion および MinorVersion で し たが、 今後は作成し ません。

MaintenanceStart 関数が呼び出される と、 レジス ト リ に VersionMajor および VersionMinor 値名が作成されます。

MajorVersion および MinorVersion 値名が既存する場合、 デフ ォル ト でこれらは削除されます。 ターゲッ ト  システ

ムから MajorVersion および MinorVersion 値名を削除し た く ない場合、

REGDB_OPTION_NO_DELETE_OLD_MAJMIN_VERSION とい う名前の新しい REGDB_OPTIONS オプシ ョ ンを使用し ま

す。 古い値名のみを使用し続けたい場合は、 MaintenanceStart が返された後に新しいバージ ョ ンを削除し な く ては

な り ません。

URLUpdateInfo ヌル以外の場合、 システム変数 IFX_PRODUCT_UPDATE_URL の値。 ヌルの場合

は関数はエン ト リ を作成し ません。

Version DisplayVersion 値にあるデータに対応するパッ ク された DWORD。

VersionMajor Version 値のデータの 初のバイ ト 。

VersionMinor Version 値のデータの 2 番目のバイ ト 。

テーブル 103 • MaintenanceStart の戻り値

戻り値 説明

0 この関数によ り レジス ト リキーと その関連値が正常に作成されたこ と を示し ま

す。

< 0 この関数がレジス ト リキーと その関連値の作成に失敗し たこ と を示し ます。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ と

ができます。 た と えば、 FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 

(0x80070005) です。

テーブル 102 • アプ リ ケーシ ョ ンアン イ ンス ト ールレジス ト リキーの値 ( 続き )

値名 値データ
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MediaGetData

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

MediaGetData 関数はフ ァ イルメ デ ィ アラ イブラ リ についての情報を読み出し ます。

MediaGetData calls MediaGetDataEx(szMediaSource, nInfo, nvResult, svResult, FALSE).MediaGetData のパラ メ ーターと

戻り値については、 「MediaGetDataEx」 を参照し て く だ さい。

構文

MediaGetData ( szMediaSource, nInfo, nvResult, svResult );

MediaGetDataEx

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

MediaGetDataEx 関数は文字列エン ト リ に格納されている メ デ ィ ア情報を含めた、 フ ァ イルメ デ ィ アラ イブ ラ リ に

ついての情報を読み出し ます。

構文

MediaGetDataEx ( szMediaSource, nInfo, nvResult, svResult, bCheckStringTable );
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パラ メ ーター

テーブル 104 • MediaGetDataEx のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szMediaSource 情報を読み出すフ ァ イルメ デ ィ アラ イブ ラ リの名前を指定し ます。 一般的に、 この引数の

値はシステム変数 MEDIA です。

nInfo 読み出す情報の種類を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 

つを渡し ます。

• MEDIA_FIELD_ADDREMOVE_NOMODIFY Ñ [ 一般情報 ] ビ ューの " 変更ボタ ンを無効に

する " 設定で指定し た設定を読み出し ます。 値は nvResult に戻されます。 0 は [ いい

え ] に対応し、 1 は [ はい ] に対応し ます。

• MEDIA_FIELD_ADDREMOVE_NOREMOVE Ñ [ 一般情報 ] ビ ューの " 削除ボタ ンを無効に

する " 設定で指定し た設定を読み出し ます。 値は nvResult に戻されます。 0 は [ いい

え ] に対応し、 1 は [ はい ] に対応し ます。

• MEDIA_FIELD_COMPANY_NAME Ñ [ 一般情報 ] ビ ューで指定し た会社名を読み出し ま

す。 会社名は、 svResult で戻されます。 

• MEDIA_FIELD_MEDIA_FLAGS— 指定されたフ ァ イル メ デ ィ ア ラ イブラ リの形式を読み

出し ます。 nvResult で戻された数値には、 次のビ ッ ト フ ラグの中から該当する値が含

まれます。

MEDIA_FLAG_FORMAT_DIFFERENTIAL: 差分フ ァ イルメ デ ィ アラ イブ ラ リ を示し ます。

MEDIA_FLAG_UPDATEMODE_SUPPORTED: ア ッ プデー ト 対応のフ ァ イルメ デ ィ アラ イ

ブラ リ を示し ます。 このフ ラグは常に設定されています。

• MEDIA_FIELD_PREVIOUS_VERSIONS—[ リ リース ] ビ ューの " サポー ト されているバー

ジ ョ ン " プロパテ ィ またはリ リース ウ ィ ザー ドの [ ア ッ プデー ト ] パネルで指定し た

バージ ョ ン情報を読み出し ます。 バージ ョ ン情報は svResult で戻されます。

• MEDIA_FIELD_PRODUCT_COMMENTS—  [ 一般情報 ] ビ ューの "ARP コ メ ン ト " 設定で

指定し たコ メ ン ト を読み出し ます。 値は、 svResult で戻されます。

• MEDIA_FIELD_PRODUCT_EXE —[ 一般情報 ] ビ ューで指定し た実行可能フ ァ イル名を読

み出し ます。 実行可能名は、 svResult で戻されます。
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戻り値 

MessageBeep
MessageBeep 関数はデフ ォル ト システムサウン ド を再生し ます。

nInfo ( 続 く ) • MEDIA_FIELD_PRODUCT_ICON—[ 一般情報 ] ビ ューの " 表示アイ コ ン " 設定で指定し

た表示アイ コ ンを読み出し ます。 値は、 svResult で戻されます。

• MEDIA_FIELD_PRODUCT_EXE —[ 一般情報 ] ビ ューで指定し た実行可能フ ァ イル名を読

み出し ます。 製品名は、 svResult に戻り ます。

• MEDIA_FIELD_PRODUCT_README—[ 一般情報 ] ビ ューの "README" 設定で指定し た 

Readme フ ァ イルを読み出し ます。 値は、 svResult で戻されます。

• MEDIA_FIELD_PRODUCT_SUPPORT_CONTACT—[ 一般情報 ] ビ ューの " サポー ト 連絡

先 " 設定で指定し たサポー ト 連絡先を読み出し ます。 値は、 svResult で戻されます。

• MEDIA_FIELD_PRODUCT_SUPPORT_PHONE—  [ 一般情報 ] ビ ューの " サポー ト 電話番

号 " 設定で指定し たサポー ト 電話番号を読み出し ます。 値は、 svResult で戻されま

す。

• MEDIA_FIELD_PRODUCT_SUPPORT_URL Ñ [ 一般情報 ] ビ ューの " サポー ト  URL" 設定

で指定し たサポー ト  URL を読み出し ます。 値は、 svResult で戻されます。

• MEDIA_FIELD_PRODUCT_UPDATE_URL Ñ [ 一般情報 ] ビ ューの " 製品ア ッ プデー ト  

URL" 設定で指定し た製品ア ッ プデー ト  URL を読み出し ます。 値は、 svResult で戻さ

れます。

• MEDIA_FIELD_PRODUCT_URL Ñ [ 一般情報 ] ビ ューの " 発行元 / 製品 URL" 設定で指

定し た発行元 / 製品 URL を読み出し ます。 値は、 svResult で戻されます。

• MEDIA_FIELD_PRODUCT_VERSION Ñ [ 一般情報 ] ビ ューで指定し たバージ ョ ン情報を

読み出し ます。 バージ ョ ン情報は svResult で戻されます。

• MEDIA_FIELD_TARGETDIR Ñ [ 一般情報 ] ビ ューで指定し た TARGETDIR の値を読み出

し ます。

bCheckStringTable svResult が InstallShield に入力し た文字列を戻す (FALSE) のか、 または InstallShield へ入力

し た文字列が 文字列 ID の場合はその ID に関連付けられた文字列を戻す (TRUE) のかを指

定し ます。 bCheckStringTable が TRUE になっているが、 InstallShield へ入力し た文字列が

文字列 ID ではない場合は、 svResult は InstallShield に入力し た文字列を戻し ます。

テーブル 105 • MediaGetDataEx の戻り値

戻り値 説明

0 MediaGetData は要求された情報を読み出し ま し た。

< 0 MediaGetData は要求された情報の読み出しに失敗し ま し た。

テーブル 104 • MediaGetDataEx のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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ヒ ン ト • オーデ ィ オフ ァ イルを再生するのに PlayMMedia を呼び出し て頭出しする こ と も可能です。

構文

MessageBeep ( nReserved );

パラ メ ーター

戻り値

この関数に戻り値はあ り ません。

MessageBeep の例
基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ ンを作

成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行し てか

ら、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * MessageBeep 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_MessageBeep(HWND);

function ExFn_MessageBeep(hMSI)

begin

// デフ ォルト  システムサウン ド を再生します。

MessageBeep (0);

// メ ッセージボッ クスを表示します。

MessageBox (" サウン ド をお待ち く ださい。 ", INFORMATION);

// デフ ォルト  システムサウン ド を再生します。

MessageBeep (0);

end;

テーブル 106 • MessageBeep のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nReserved このパラ メ ーターでゼロを渡し ます。 他の値は使用できません。
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MessageBox

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

MessageBox 関数は、 メ ッ セージ、 そのメ ッ セージの性質を示すアイ コ ン ( 情報、 警告、 または深刻な問題 )、 お

よび [OK] ボタ ンが含まれたダイアログを表示し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ルは nType の値によ って変わり、 この

値はアイ コ ンの種類も示し ます。 た と えば、 nType に INFORMATION を渡すと、 「情報」 とい う タ イ ト ルがタ イ ト

ルバーに表示されます。 MessageBox の前に SetDialogTitle を呼び出し て設定し ない限り、 デフ ォル ト のタ イ ト ル

は空白です。 タ イ ト ルが空白の場合、 メ ッ セージ ボ ッ クスのタ イ ト ル バー テキス ト と し て (IFX_SETUP_TITLE か

らの ) 製品名が表示されます。

この関数は Microsoft Windows API MessageBox を使用し ます。 メ ッ セージ ボ ッ クスのサイズと位置を決定するの

は、 イ ンス ト ールではな く 、 操作環境です。 また、 動作環境によ って [OK] ボタ ンのテキス ト がローカル言語 ( 実

行する OS の言語 ) で生成されます。 このボタ ンのテキス ト を変更する こ とはできません。 さ まざまな 

MessageBox タ イプの使用方法の詳細については、 該当する Windows SDK で MessageBox Windows API 関数の説明

を参照し て く ださい。

Windows メ ッ セージボ ッ クス定数を使用する場合は、 以下の点に注意し て く だ さい。

• 一部の Windows MessageBox タ イプ定数は、 InstallShield Program Files フ ォルダー \Script\Isrt\Include フ ォルダー

にある ISRTWindows.h フ ァ イルで既に定義されています。 このフ ァ イルは、 スク リ プ ト に Ifx.h を含める と、

自動的にイ ンス ト ールに含まれます。 ISRTWindows.h に定義されている定数を再定義する必要はあり ません。

再定義する と、 コ ンパイ ラ警告が発生し ます。 どの定数が定義済みかを判別するには、 ISRTWindows.h フ ァ イ

ルを参照し ます。

• ISRTWindows.h に定義されていない定数を使用する場合は、 イ ンス ト ールスク リ プ ト の宣言ブロ ッ クに必ずそ

れら を定義し なければな り ません (#define を使用 )。 通常 C++ プログラムの一部である Windows.h フ ァ イル

を、 単純挿入する こ とはできません。 未定義定数に割り当てる必要がある値は、 通常は、 該当する Windows 

SDK や開発ツール付属のイ ン クルー ド フ ァ イルに含まれています。 (Microsoft Visual C++ の場合、 ほとんどの

定数は InstallShield Program Files フ ォルダー \Script\Resource フ ォルダーにある Winuser.h フ ァ イルに含まれてい

ます。 )

• 単一のイ ンス ト ールで Windows のメ ッ セージボ ッ クス定数と InstallShield のメ ッ セージボ ッ クス定数を併用す

る こ とはできません。 OR 演算子 (|) を使用し て InstallShield メ ッ セージボ ッ クス定数と Windows メ ッ セージ

ボ ッ クス定数と組み合わせても、 Windows メ ッ セージボ ッ クス定数は無視されます。

• Windows プラ ッ ト フ ォームの中には、 特定の Windows メ ッ セージボ ッ クスス タ イルをサポー ト し ていないも

のがあ り ます。 イ ンス ト ール先のオペレーテ ィ ングシステムで特定のス タ イルがサポー ト されているかど う

かを判断するには、 該当する Windows SDK を参照し て く だ さい。

• MessageBox 関数で Windows のメ ッ セージボ ッ クスス タ イルが使用されている場合、 そのメ ッ セージボ ッ クス

のキャ プシ ョ ン ( タ イ ト ル ) は 「イ ンス ト ール」 にな り ます。 別のキャ プシ ョ ンを表示する必要がある場合

は、 MessageBoxEx 関数を使用し て く ださい。 

構文

MessageBox (szMsg, nType);
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戻り値

戻り値は、 Microsoft Windows 標準のメ ッ セージボ ッ クスのス タ イルを使用し ない限り、 重要ではあり ません。 こ

れらのス タ イルを使用する場合、 戻り値は MessageBox API 関数の戻り値と同じにな り ます。

追加情報

MessageBox 関数によ って表示されるダイアログは、 スキンを使って表示する こ とはできません。 スキンの指定に

関わらず、 同じ よ う に表示されます。

MessageBox の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

テーブル 107 • MessageBox のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szMsg 表示する タ イ ト ルを指定し ます。 InstallShield では、 メ ッ セージのテキス ト は、

メ ッ セージボ ッ クスに収まるよ う自動改行されません。 メ ッ セージが長すぎて 

1 行に収まらないと きは、 文字列の適切な箇所に改行エスケープ文字 (\n) を埋

め込んで改行し て く だ さい。

nType 作成する メ ッ セージボ ッ クスの種類や、 メ ッ セージボ ッ クスに表示するアイ コ

ンの種類を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 

つを渡し ます。

• INFORMATION

• WARNING

• SEVERE

このパラ メ ーターではあらゆる種類の Windows API MessageBox が指定できま

す。 OR 演算子を使って複数のス タ イルを論理的に組み合わせる こ と で、 必要

な タ イプの MessageBox を作成する こ とができます。
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 *

 * MessageBox 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは 3 つのメ ッセージボッ クスにそれぞれ別々の

 * メ ッセージとアイ コンを表示します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_MessageBox(HWND);

function ExFn_MessageBox(hMSI)

STRING szMsg;

begin

// 情報アイ コンを示すメ ッセージボッ クスを表示します。

szMsg = " プログラム例をインス ト ールします。 ";

MessageBox (szMsg, INFORMATION);

// 警告アイ コンを示すメ ッセージボッ クスを表示します。

szMsg = " このバージ ョ ンをインス ト ールする と以前のバージ ョ ンを置換します。 ";

MessageBox (szMsg, WARNING);

// 問題アイ コンを示すメ ッセージボッ クスを表示します。

szMsg = " このアプ リケーシ ョ ンをフロ ッ ピード ラ イブにインス ト ールするこ とはできません。 ";

MessageBox (szMsg, SEVERE);

end;

MessageBoxEx

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

MessageBoxEx 関数は、 メ ッ セージ、 そのメ ッ セージの性質を示すアイ コ ン ( 情報、 警告、 または深刻な問題 )、

および [OK] ボタ ンが含まれたダイアログを表示し ます。 タ イ ト ルは ｓ ｚ Caption が設定し ます。

この関数では Microsoft Windows API MessageBox が使用されます。 メ ッ セージボ ッ クスのサイズと位置を決定する

のは、 InstallShield ではな く 、 操作環境です。 また、 動作環境によ って [OK] ボタ ンのテキス ト がローカル言語 ( 実

行する OS の言語 ) で生成されます。 このボタ ンのテキス ト を変更する こ とはできません。 さ まざまな Windows 

MessageBox タ イプの使用方法の詳細については、 該当する Windows SDK で MessageBox Windows API 関数の説明

を参照し て く ださい。

Windows メ ッ セージボ ッ クス定数を使用する場合は、 以下の点に注意し て く だ さい。

• 一部の Windows MessageBox タ イプ定数は、 InstallShield Program Files フ ォルダー \Script\Isrt\Include フ ォルダー

にある ISRTWindows.h フ ァ イルで既に定義されています。 このフ ァ イルは、 スク リ プ ト に Ifx.h を含める と、

自動的にイ ンス ト ールに含まれます。 ISRTWindows.h に定義されている定数を再定義する必要はあり ません。
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再定義する と、 コ ンパイ ラ警告が発生し ます。 どの定数が定義済みかを判別するには、 ISRTWindows.h フ ァ イ

ルを参照し ます。

• ISRTWindows.h に定義されていない定数を使用する場合は、 イ ンス ト ールスク リ プ ト の宣言ブロ ッ クに必ずそ

れら を定義し なければな り ません (#define を使用 )。 通常 C++ プログラムの一部である Windows.h フ ァ イル

を、 単純挿入する こ とはできません。 未定義定数に割り当てる必要がある値は、 通常は、 該当する Windows 

SDK や開発ツール付属のイ ン クルー ド フ ァ イルに含まれています。 (Microsoft Visual C++ の場合、 ほとんどの

定数は InstallShield Program Files フ ォルダー \Script\Resource フ ォルダーにある Winuser.h フ ァ イルに含まれてい

ます。 )

• 単一のイ ンス ト ールで Windows のメ ッ セージボ ッ クス定数と InstallShield のメ ッ セージボ ッ クス定数を併用す

る こ とはできません。 OR 演算子を使用し て InstallShield メ ッ セージボ ッ クス定数と Windows メ ッ セージボッ

クス定数と組み合わせても、 Windows メ ッ セージボ ッ クス定数は無視されます。 

• Windows プラ ッ ト フ ォームの中には、 特定の Windows メ ッ セージボ ッ クスス タ イルをサポー ト し ていないも

のがあ り ます。 イ ンス ト ール先のオペレーテ ィ ングシステムで特定のス タ イルがサポー ト されているかど う

かを判断するには、 該当する Windows SDK を参照し て く だ さい。 

構文

MessageBoxEx( szMsg, szCaption, nType );
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戻り値

戻り値は、 Microsoft Windows 標準のメ ッ セージボ ッ クスのス タ イルを使用し ない限り、 重要ではあり ません。 こ

れらのス タ イルを使用する場合、 戻り値は MessageBox API 関数の戻り値と同じにな り ます。

追加情報

MessageBoxEx 関数によ って表示される メ ッ セージは、 スキンを使って表示する こ とはできません。 スキンの指定

に関わらず、 同じ よ う に表示されます。

NumToStr
NumToStr 関数は、 数値を文字列に変換し ます。

構文

NumToStr ( svString, nValue );

テーブル 108 • MessageBoxEx のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szMsg 表示する タ イ ト ルを指定し ます。 InstallShield では、 メ ッ セージのテキス ト は、

メ ッ セージボ ッ クスに収まるよ う自動改行されません。 メ ッ セージが長すぎて 

1 行に収まらないと きは、 文字列の適切な箇所に改行エスケープ文字 (\n) を埋

め込んで改行し て く だ さい。

szCaption 表示する タ イ ト ルを指定し ます。 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し た

場合、 システム変数 IFX_SETUP_TITLE の値がダイアログのタ イ ト ルと し て利用

されます。

nType 作成する メ ッ セージボ ッ クスの種類や、 メ ッ セージボ ッ クスに表示するアイ コ

ンの種類を指定し ます。 このパラ メ ーターで、 下記に示す定義済み定数のう ち

の一つを渡し ます ( エクスプローラーシ ェルのアイ コ ンを表示し ます )。

• INFORMATION

• WARNING

• SEVERE

このパラ メ ーターではあらゆる種類の Windows API MessageBox が指定できま

す。 OR 演算子 (|) を使って複数のス タ イルを論理的に組み合わせる こ と で、 必

要な種類の MessageBox を作成する こ とができます。
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戻り値

NumToStr の例
基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ ンを作

成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行し てか

ら、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * NumToStr 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは NumToStr を呼び出して、 MessageBox 関数で

 * 表示できるよ う、 システム上で有効な空き容量の数値を

 * 文字列に変換します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_NumToStr(HWND);

function ExFn_NumToStr(hMSI)

STRING svString;

NUMBER nSpace, nResult;

begin

// C ド ラ イブ上のデ ィ スク空き容量を取得します。

nSpace = GetDiskSpace ("C:");

// 数値を文字列に変換します。

テーブル 109 • NumToStr のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

svString nValue に相当する文字列を戻し ます。

nValue 文字列へ変換する数値を指定し ます。

テーブル 110 • NumToStr

戻り値 説明

0 関数が数値を文字列に変換し たこ と を示し ま

す。

< 0 関数が数値を文字列に変換できなかったこ と

を示し ます。
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nResult = NumToStr (svString, nSpace);

if (nResult < 0) then

MessageBox ("NumToStr が失敗しました。 ", SEVERE);

else

// C ド ラ イブ上のデ ィ スク空き容量を表示します。

MessageBox (svString + " バイ トが C ド ラ イブ上で空きです。 ", INFORMATION);

endif;

end;

OpenFile
OpenFile 関数は既存のテキス ト フ ァ イルまたはバイナ リ フ ァ イルを開きます。 フ ァ イルを開 く 前に、

OpenFileMode を呼び出し てフ ァ イルモー ド を設定し な く てはな り ません。

ヒ ン ト • 次の事項に注意し て く だ さい。

• テキス ト フ ァ イルを開いた後、 GetLine と WriteLine を呼び出し てフ ァ イルから読み取り またはフ ァ イルへの

書き込みを行います。 GetLine または WriteLine を使ってフ ァ イルからの読み取り またはフ ァ イルへの書き込

みが終わったら、 CloseFile 関数でフ ァ イルを閉じ る必要があ り ます。

• バイナ リ フ ァ イルを開いた後、 ReadBytes と WriteBytes を呼び出し てフ ァ イルから読み取り またはフ ァ イル

への書き込みを行います。

• SeekBytes を利用し てバイナリ フ ァ イルへ書き込む前にフ ァ イルポイ ン ターを配置する こ とができます。

• FileGrep 関数、 FileInsertLine 関数、 そ し て FileDeleteLine 関数を利用し て、 テキス ト の検索、 読み取り、 そし

て書き込みを行う こ と もできます。 しかし ながら、 これらの関数ではフ ァ イルを開いた り閉じ た りする必要

があ り ません ( 内部処理されます )。

• CreateFile を使ってフ ァ イルを作成し て く ださい。 CreateFile は新規フ ァ イルを、 テキス ト フ ァ イルでは追加

モー ド で開いた状態に、 そ し てバイナ リ フ ァ イルでは読み取り / 書き込みモー ド で開いた状態にし ます。

構文

OpenFile ( nvFileHandle, szPath, szFileName );
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戻り値

OpenFile の例
基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ ンを作

成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行し てか

ら、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * OpenFile 関数 と CloseFile 関数 のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * OpenFile はフ ァ イルを開 く ために呼び出されて、 リス ト へ

 * 読み込まれます。 リス ト が表示されます。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 プ リ プロセッサ定数が、

 *       既存のデ ィ レク ト リ内の既存フ ァ イルを参照するよ うに

 *       設定します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

テーブル 111 • OpenFile のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nvFileHandle 開かれたフ ァ イルのフ ァ イルハン ドルを戻し ます。 その他のフ ァ イル関連の 

InstallScript 関数を呼び出す場合、 フ ァ イルを識別するためにこのハン ドルを

使っ下さい。

szPath 開 く フ ァ イルのパス ( ド ラ イブ指定を含むこ と も可能 ) を指定し ます。

OpenFileMode を呼び出し てフ ァ イルモー ド を  FILE_MODE_NORMAL または 

FILE_MODE_BINARYREADONLY に設定し たあと、 このパラ メ ーターで有効な 

URL (Uniform Resource Locator) を指定する こ と もできます。 CGI または ASP 

要求 ( た と えば、 "http://www.mydomain.net/login.asp?name=Me&pwd=wow") を

渡す場合、 その応答はメ モ リへ送られ、 ReadBytes が読み取り ます。 URL が

有効かど うかを確認するには、 Is(VALID_PATH, szURL) を呼び出し ます。 この

パラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡すと、 関数が失敗し ます。

szFileName 開 く フ ァ イルへの、 ド ラ イブ指定またはパス無しの非完全修飾名を指定し ま

す。 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡すと、 関数が失敗し ます。

テーブル 112 • OpenFile の戻り値

戻り値 説明

0 関数がフ ァ イルを開いたこ と を示し ます。

< 0 関数がフ ァ イルを開 く こ とができなかったこ と を示し ます。
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#define EXAMPLE_FILE "Readme.txt"

#define EXAMPLE_DIR "C:\\Windows"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_OpenFile(HWND);

function ExFn_OpenFile(hMSI)

STRING svLine;

NUMBER nvFileHandle;

LIST listID;

begin

// フ ァ イル モード を通常に設定します。

OpenFileMode (FILE_MODE_NORMAL);

// テキス ト フ ァ イルを開きます。

if (OpenFile (nvFileHandle, EXAMPLE_DIR, EXAMPLE_FILE) < 0) then

MessageBox ("OpenFile が失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// 空白文字列リス ト を作成します。

listID = ListCreate (STRINGLIST);

// テキス ト フ ァ イルの行を文字列リス ト へ読み出します。

while GetLine (nvFileHandle, svLine) = 0

ListAddString (listID, svLine, AFTER);

endwhile;

// フ ァ イルを閉じます。

if (CloseFile (nvFileHandle) < 0) then

MessageBox ("CloseFile が失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

// フ ァ イルから読み出されたテキス ト を表示します。

SdShowInfoList ("", "", listID);

end;

OpenFileMode
OpenFileMode 関数は作成または開 く フ ァ イルのモー ド を設定し ます。 パラ メ ーター nMode と し て渡す式は、 次の

中から 1 つのフ ァ イルモー ド を設定し ます :

• 追加モー ドの ANSI または Unicode テキス ト フ ァ イル。

• 読み取り専用モー ドの ANSI または Unicode テキス ト フ ァ イル。

• 読み取り / 書き込みモー ドのバイナ リ フ ァ イル。

• 読み取り専用モー ドのバイナ リ フ ァ イル。

フ ァ イルモー ド を設定し た後、 OpenFile を呼び出し て既存のフ ァ イルを開 く 、 または CreateFile を呼び出し て新規

フ ァ イルを作成し て開きます。
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構文

OpenFileMode ( nMode );
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パラ メ ーター

テーブル 113 • OpenFileMode のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nMode フ ァ イルを開 く のに利用するモー ド を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義

済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• FILE_MODE_APPEND Ñ この定数を利用する と、 追加モー ド でテキス ト フ ァ イルを

開 く または作成する こ とが可能です。 OpenFile を利用し てフ ァ イルが追加モー ド

で開かれた場合、 フ ァ イルポイ ン ターはフ ァ イルの終わり にあり ます。 WriteLine 

関数を利用し てフ ァ イルの終わり に行を追加する こ とができます。 CreateFile を利

用し て作成されたフ ァ イルは新規 ( 空白 ) なので、 追加される行はフ ァ イルの始め

に書き込まれます。 追加モー ド でフ ァ イルを開いた場合、 GetLine 関数への呼び出

しは失敗し ますのでご注意 く だ さい。 これは、 フ ァ イル ポイ ン ターがフ ァ イルの

終わり にあるためです。

• FILE_MODE_APPEND_UNICODE Ñ CreateFile が新規のフ ァ イルを、 デフ ォル ト の 

ANSI ではな く 、 Unicode フ ァ イルで作成する必要がある こ と を示し ます。 このオ

プシ ョ ンは、 既存フ ァ イルが開かれる と きには影響し ません。 既存フ ァ イルは常

に既存のフ ォーマ ッ ト で開かれ、 保存されます。 フ ァ イルをひとつのフ ォーマ ッ

ト から別のフ ォーマ ッ ト へ変換するには、 適切な nOptions を使って

ListWriteToFileEx と ListWriteToFile を使用し ます。

• FILE_MODE_NORMAL Ñ この定数を利用する と、 読み取り専用モー ド でテキス ト

フ ァ イルを開 く こ とが可能です。 OpenFile を使ってフ ァ イルが読み取り専用モー

ド で開かれた場合、 フ ァ イル ポイ ン ターはフ ァ イルの始めにあ り ます。 GetLine 

関数を利用し てフ ァ イルから読み取る こ とができます。 FILE_MODE_NORMAL が有

効な状態で CreateFile を使って作成し たフ ァ イルは、 実際 FILE_MODE_APPEND 

モー ド で作成されます。

• FILE_MODE_BINARY Ñ この定数を利用する と、 読み取り / 書き込みモー ド でバイ

ナリ フ ァ イルを開 く または作成する こ とが可能です。 OpenFile または CreateFile 

と共にフ ァ イルをバイナリ モー ド で作成または開いた場合、 ReadBytes を呼び出

し てフ ァ イルから読み取り、 WriteBytes を呼び出し てフ ァ イルへ書き込むこ とが

可能です。 バイナリ フ ァ イルへの書き込みは現在のフ ァ イルポイ ン ター位置で始

ま り ます。 新規に作成または開かれたフ ァ イルでは、 その始ま り部分の位置 0 と

な り ます。 OpenFile を利用し て開かれた既存バイナ リ フ ァ イルへ追加する場合、

書き込む前に SeekBytes を使ってフ ァ イルポイ ン ター位置を決めな く てはな り ま

せん。 CD-ROM または読み取り専用ド ラ イブ上のフ ァ イルを開 く 場合、

OpenFileMode を呼び出し てフ ァ イルモー ド を読み取り専用  

(FILE_MODE_BINARYREADONLY) に設定し ます。

• FILE_MODE_BINARYREADONLY Ñ この定数はバイナ リ フ ァ イルを読み取り専用モー

ド で開 く 点以外は FILE_MODE_BINARY 定数と同じ です。 CD-ROM または読み取り

専用ド ラ イブ上でバイナリ フ ァ イルを開 く と き、 この定数を使ってバイナリ フ ァ

イルを開きます。 CD-ROM、 または読み取り専用ド ラ イブ上でバイナリ フ ァ イル

を開 く と FILE_MODE_BINARY が失敗し ます。
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戻り値

OpenFileMode の例
基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ ンを作

成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行し てか

ら、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * OpenFileMode 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トはテキス ト フ ァ イルを読み取り専用モード (FILE_MODE_NORMAL) で

 * します。 そしてフ ァ イルの 初の行を読み出して

 * 表示します。

 *

 * 次に、 フ ァ イルをバイナリ モード で開き、 フ ァ イルポイン ターを 15 番目のバイ ト に

 * 配置し、 フ ァ イルから 28 バイ ト を読み取り ます。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を正し く 実行するため、

 *     既存デ ィ レク ト リ内の既存フ ァ イルが参照されるよ う、

 *     プ リ プロセッサ定数を設定しな く てはな り ません。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define EXAMPLE_DIR  "C:\\"

#define EXAMPLE_TEXT_FILE "ISExampl.txt"

#define EXAMPLE_BIN_FILE  "ISExampl.bin"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_OpenFileMode(HWND);

function ExFn_OpenFileMode(hMSI)

STRING svLine, svString;

NUMBER nvFileHandle;

begin

// フ ァ イル モード を通常に設定します。

OpenFileMode (FILE_MODE_NORMAL);

// フ ァ イルを開きます。

if (OpenFile (nvFileHandle, EXAMPLE_DIR, EXAMPLE_TEXT_FILE) < 0) then

MessageBox ("OpenFile が失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

テーブル 114 • OpenFileMode の戻り値

戻り値 説明

0 関数がフ ァ イルモー ド を設定し たこ と を示し ます。

< 0 関数がフ ァ イルモー ド を設定できなかったこ と を示し ます。
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endif;

// テキス ト フ ァ イルの 初の行を取得します。

GetLine (nvFileHandle, svLine);

// 行を表示します。

MessageBox (svLine, INFORMATION);

// フ ァ イルを閉じます。

CloseFile (nvFileHandle);

// フ ァ イルモード をバイナリ読み取り / 書き込みモードに設定します。

OpenFileMode (FILE_MODE_BINARY);

// フ ァ イルを開きます。

if (OpenFile (nvFileHandle, EXAMPLE_DIR, EXAMPLE_BIN_FILE) < 0) then

MessageBox ("OpenFile が失敗しました。 ", SEVERE);

else

// フ ァ イルポイン ターをバイ ト 15 へ移動します。

SeekBytes (nvFileHandle, 15, FILE_BIN_START);

// バイナリ フ ァ イルから 28 バイ ト を svString へ読み取り ます。

if (ReadBytes (nvFileHandle, svString, 0, 28) < 0) then

MessageBox ("ReadBytes が失敗しました。 ", SEVERE);

else

// 文字列を表示します。

MessageBox (svString, INFORMATION);

endif;

// バイナリ フ ァ イルを閉じます。

CloseFile (nvFileHandle);

endif;

end;

ParsePath
ParsePath 関数は、 既存パスの指定し た部分を読み取り ます。 関数は短いパス、 長いパス、 そ し て特定のフ ァ イル

名を含む UNC パスあるいは特定のフ ァ イル名を含まない UNC といった、 任意の有効なパスで利用できます。 こ

れらは、 この関数を使って解析できるパス例の一部です。

• \Path1\Path2\Filename.exe 

• FileName 

• Filename.exe 

• \Path1\Path2\Filename 

• D: 

• D:\ 

• \\Server Name\Share Name\Share Directory 

• Any other legal DOS path 
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構文

ParsePath ( svReturnString, szPath, nOperation );
1162 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (H-P)
パラ メ ーター

戻り値

テーブル 115 • ParsePath のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

svReturnString nOperation が指定する nOperation にあるパスの一部を戻し ます。

szPath 解析するパスを指定し ます。 フ ァ イル名が含まれないパスを指定する場合、 ParsePath に

渡す前にパスの 後に円記号を追加する必要があり ます。 追加し ないとパスの 後の部分

がフ ァ イル名と解釈されて し まいます。

nOperation パスのどの要素を戻すかを指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ち

の 1 つを渡し ます。

• DIRECTORY Ñ デ ィ スク ド ラ イブ名を省いたパス と フ ァ イル名が svReturnString に戻

される こ と を示し ます。 UNC パス と共にこのオプシ ョ ンを利用し た場合、 ParsePath 

はサーバーや共有デバイス名を省いたパス、 そ し てフ ァ イル名が指定されている場合

はそれも省いて戻し ます。 た と えば、 UNC パス  

\\TheServer\TheSharedDevice\TheApp\TheFile.exe は svReturnString に \TheApp\ と戻

されます。

• DISK Ñ デ ィ スク ド ラ イブ指定 ( ド ラ イブ名の後にコ ロン ) が svReturnString へ戻され

る こ と を示し ます。 このオプシ ョ ンを UNC パス と共に利用し た場合、 ParsePath は

サーバーと共有デバイス名を戻し ます。 た と えば、 UNC パス  

\\TheServer\TheSharedDevice\TheApp\TheFile.exe は svReturnString に 

\\TheServer\TheSharedDevice と戻されます。

• EXTENSION_ONLY Ñ フ ァ イル拡張子が svReturnString に戻される こ と を示し ます。 こ

こにピ リ オ ドは含まれません。

• FILENAME Ñ 完全フ ァ イル名 ( フ ァ イル拡張子を含む ) が svReturnString に戻される こ

と を示し ます。

• FILENAME_ONLY Ñ フ ァ イル名のみ ( フ ァ イル拡張子を含まない ) が svReturnString に

戻される こ と を示し ます。

• PATH Ñ フ ァ イル名を省いたパスが svReturnString に戻される こ と を示し ます。 この

オプシ ョ ンは、 ド ラ イブ指定 (szPath で指定された場合 ) が戻されたパスに含まれる

点で DIRECTORY とは異な り ます。 szPath が UNC パスを指定する際、 サーバーや共

有デバイス名が戻されたパスに含まれます。 た と えば、 UNC パス  

\\TheServer\TheSharedDevice\TheApp\TheFile.exe は svReturnString に

\\TheServer\TheSharedDevice\TheApp\ と戻されます。

テーブル 116 • ParsePath の戻り値

戻り値 説明

0 関数がパス文字列を解析し たこ と を示し ます。

< 0 関数がパス文字列を解析できなかったこ と を示し ます。
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ParsePath の例
基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ ンを作

成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行し てか

ら、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ParsePath 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * ParsePath は完全修飾フ ァ イル名から様々な情報を読み取るために

 * 6 回呼び出されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define EXAMPLE_PATH "C:\\Windows\\Readme.txt"

#define TITLE_TEXT   "ParsePath の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ParsePath(HWND);

function ExFn_ParsePath(hMSI)

STRING szMsg, svReturnString;

begin

// パスから ド ラ イブ名を取得します。

if (ParsePath (svReturnString, EXAMPLE_PATH, DISK) < 0) then

MessageBox ("ParsePath が失敗しました ", SEVERE);

else

szMsg = "nOperation = DISK\n\nParsed Path: %s";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT , szMsg, svReturnString);

endif;

// 完全パスを取得します。

szMsg = "nOperation = PATH\n\nParsed Path: %s";

if (ParsePath (svReturnString, EXAMPLE_PATH, PATH) < 0) then

MessageBox ("ParsePath が失敗しました ", SEVERE);

else

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT , szMsg, svReturnString);

endif;

// デ ィ レク ト リ名を取得します。

if (ParsePath (svReturnString, EXAMPLE_PATH, DIRECTORY) < 0) then

MessageBox ("ParsePath が失敗しました ", SEVERE);

else

szMsg = "nOperation = DIRECTORY\n\nParsed Path: %s";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT , szMsg, svReturnString);

endif;

// フ ァ イル名と拡張子を取得します。

if (ParsePath (svReturnString, EXAMPLE_PATH, FILENAME) < 0) then

MessageBox ("ParsePath が失敗しました ", SEVERE);

else
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szMsg = "nOperation = FILENAME\n\nParsed Path: %s";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT , szMsg, svReturnString);

endif;

// 拡張子なしのフ ァ イル名を取得します。

if (ParsePath (svReturnString, EXAMPLE_PATH, FILENAME_ONLY) < 0) then

MessageBox ("ParsePath が失敗しました ", SEVERE);

else

szMsg= "nOperation = FILE_NAME_ONLY\n\nParsed Path: %s";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT , szMsg, svReturnString);

endif;

// フ ァ イル拡張子を取得します。

if (ParsePath (svReturnString, EXAMPLE_PATH, EXTENSION_ONLY) < 0) then

MessageBox ("ParsePath が失敗しました ", SEVERE);

else

szMsg = "nOperation = EXTENSION_ONLY\n\n 解析済みのパス : %s";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT , szMsg, svReturnString);

endif;

end;

ParseUrl
ParseUrl 関数は指定された URL の一部を読み出し ます。 関数は任意の有効な URL に利用できます。

構文

ParseUrl ( szUrl, pISUrlComponents );
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戻り値

ParseUrl の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 *  ParseUrl 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

function OnBegin()

ISURL_COMPONENTS ISUrlComponents; 

STRING szUrl;

begin

szUrl =

"http://myusername:mypassword@www.mydomain.com:8080/" +

"myfolder/mypage.asp?mykey=myvalue";

ParseUrl ( szUrl, &ISUrlComponents );

SprintfBox ( INFORMATION , "ParseUrl" ,

"scheme = %s\nscheme number = %ld\nusername = %s\npassword = %s" +

"\nhostname = %s\nport = %ld\nurlpath = %s\nextrainfo = %s",

ISUrlComponents.szScheme, ISUrlComponents.nInternetScheme,

/* nInternetScheme は HTTP では 3 、 そして HTTPS では 4 とな り ます。 */

ISUrlComponents.szUserName, ISUrlComponents.szPassword,

ISUrlComponents.szHostName, ISUrlComponents.nInternetPort,

ISUrlComponents.szUrlPath, ISUrlComponents.szExtraInfo ); 

abort;

end;

そのスク リ プ ト は、 次の出力を生成し ます :

テーブル 117 • ParseUrl のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szUrl 解析する URL を指定し ます。

pISUrlComponents 指定された URL の一部を含む ISURL_COMPONENTS データ構造へのポイ ン

ターを戻し ます。

テーブル 118 • ParseUrl の戻り値

戻り値 説明

0 関数がパス文字列を解析し たこ と を示し ます。

< 0 関数がパス文字列を解析できなかったこ と を示し ます。
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図 1: ParseUrl の出力

PathAdd
PathAdd 関数は、 パスをパスバッ フ ァーの検索パスに追加し ます。 この関数を使う と、 デ ィ レ ク ト リの場所をパ

スバッ フ ァーの既存のデ ィ レ ク ト リ に相対し て指定できます。 さ らに、 デ ィ レ ク ト リ をパスバッ フ ァーの 初ま

たは 後のデ ィ レ ク ト リ と し て追加できます。

この関数は Autoexec.bat フ ァ イルまたはパス環境変数のパス ステー ト メ ン ト とは一切関係あり ません。 この関数

はパスバッ フ ァー上でのみ動作し ます。 これによ って検索パスを構築、 変更および操作しやす く な り ます。 さ ま

ざまなバッ チフ ァ イル関数を使って、 変更し たパス文字列を Autoexe.bat フ ァ イルに追加できます。

構文

PathAdd (szDir, szRefDir, bRefDir, bPosition);
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パラ メ ーター

戻り値

PathAdd の例
基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ ンを作

成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行し てか

ら、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * PathAdd 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

テーブル 119 • PathAdd のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDir パスバッ フ ァーに追加するパスを指定し ます。

メ モ • 現在パスバッ フ ァーにある szDir のデ ィ レ ク ト リ を指定する と、 InstallShield はこれを

重複せず、 デフ ォル ト のデ ィ レ ク ト リの場所も変更されません。 InstallShield はデ ィ レ ク ト

リ名の 後にあるバッ クスラ ッ シュ を無視し ます。

szRefDir 追加する新しいパスに相対し た、 現在のパスバッ フ ァーのパスを指定し ます。

bRefDir szRefDir が完全修飾パスかど うかを指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定

数のう ちの 1 つを渡し ます。

• FULL Ñ szRefDir は完全修飾パスで、 ド ラ イブ指定と完全なパスを含みます。

• PARTIAL Ñ szRefDir はデ ィ レ ク ト リ名のみで、 ド ラ イブまたはパス情報を含みません。

bPosition szRefDir に相対する szDir の挿入場所を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み

定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• AFTER Ñ szDir を szRefDir の後に挿入するよ う指定し ます。 szRefDir でヌル文字列 ("") 

が指定されている場合、 szDir はパス バッ フ ァーのパスの 後に挿入されます。

• BEFORE Ñ szDir を szRefDir の前に挿入するよ う指定し ます。 szRefDir でヌル文字列 

("") が指定されている場合、 szDir はパス バッ フ ァーのパスの前に挿入されます。

テーブル 120 • PathAdd の戻り値

戻り値 説明

0 デ ィ レ ク ト リがパスバッ フ ァーに正常に追加されたこ と を示し ます。

< 0 デ ィ レ ク ト リがパスバッ フ ァーに追加できなかったこ と を示し ます。
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 * このスク リ プ ト例は、 パスバッ フ ァーの検索パスへパスを追加する方法を

 * 説明します。 初めに、 検索パスを使ったパスバッ フ ァーの初期化を

 * 行います。 そして、 検索パスの前に新しいパスを

 * ビルド します。 次に、 検索バッ フ ァーから修正済み検索パスを取得し、

 * それを表示します。

 *

 * そして修正された検索パスを使ってパスバッ フ ァーを初期化し、

 * パスバッ フ ァーの 後のパスの前に新しいパスを追加

 * します。 後に、 検索バッ フ ァーから修正済み検索パスを取得し、

 * それを表示します。

 *

 * メ モ : 初の PathAdd ステー ト メ ン トの後に PathGet  が呼び出されます。

 *     これは、 デモンス ト レーシ ョ ンの目的でパスバッ フ ァーの値が

 *     表示されるよ うにするためです。 実際のスク リ プ ト では、

 *     PathGet を呼び出す前にバッ フ ァーの検索パスのビルド で

 *     終了します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE " パスバッ フ ァーの例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_PathAdd(HWND);

function ExFn_PathAdd(hMSI)

STRING svSearchPath;

begin

// 検索パスをセッ ト ア ッ プ し、 PathSet へのパラ メーターと して渡します。

svSearchPath = "C:\\DOS;C:\\Windows;C:\\Temp";

// パスバッ フ ァーを初期化します。

PathSet (svSearchPath);

// 初期検索パスを表示します。

SprintfBox (INFORMATION,TITLE,

 " 開始検索パスは %s.",svSearchPath);

// C:\MSOffice を検索パスの 初のパスと して追加します。

if (PathAdd("C:\\MSOffice", "", FULL, BEFORE) < 0) then

MessageBox ("C:\\MsOffice をパスバッ フ ァーへ追加するこ とができませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// パスバッ フ ァーから検索パスを取得します。 この呼び出しで

// 割り当てられた メ モ リ を開放します。

PathGet (svSearchPath);

// 検索パスを表示します。

// svSearchPath は C:\MSOffice、 C:\DOS、 C:\Windows、 そして C:\Temp を含みます。

SprintfBox (INFORMATION,TITLE,

 "C:\\MSOffice が 初のパスの前に追加されました。 \n\n 検索パスは %s です。 ",

 svSearchPath);

// 検索パスを格納するパスバッ フ ァーを初期化します。

PathSet (svSearchPath);
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// パスバッ フ ァーで C:\Temp の前に C:\APP2 を追加します。

if (PathAdd ("C:\\APP2", "Temp", PARTIAL, BEFORE) < 0) then

MessageBox ("C:\\APP2 をパスバッ フ ァーへ追加するこ とができませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// パスバッ フ ァーから検索パスを取得します。 この呼び出しで

// 割り当てられた メ モ リ を開放します。

PathGet (svSearchPath);

// 修正済み検索パスを表示します。

// svSearchPath は C:\MSOffice、 C:\DOS、 C:\Windows、 C:\App2、 そして C:\Temp を含みます。

SprintfBox (INFORMATION,TITLE,

 "C:\\APP2 が C:\\Temp の前に追加されました。 \n\n 検索パスは %s です。 ",

 svSearchPath);

end;

PathDelete
PathDelete 関数はパスバッ フ ァーの特定のデ ィ レ ク ト リ を削除し ます。 デ ィ レ ク ト リ名は指定するか、 完全修飾

パスを入力し ます。

この関数は Autoexec.bat フ ァ イルまたはパス環境変数のパス ステー ト メ ン ト とは一切関係あり ません。 この関数

はパスバッ フ ァー上でのみ動作し ます。 これによ って検索パスを構築、 変更および操作しやす く な り ます。

ヒ ン ト • パスバッ フ ァーの内容を取得するには PathGet を呼び出し て く だ さい。 パスバッ フ ァーの内容を設定する

には PathSet を呼び出し て く ださい。

構文

PathDelete (szDir, bDir);
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ビル ト イ ン関数 (H-P)
パラ メ ーター

戻り値

PathDelete の例
基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ ンを作

成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行し てか

ら、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * PathDelete 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例は、 パスバッ フ ァーからパスを削除する方法を説明

 * します。 初めに、 検索パスを使ったパスバッ フ ァーの初期化を

 * 行います。 そして、 "Temp" へのリ フ ァ レンスを含むすべてのパスを

 * 削除します。 次に、 検索バッ フ ァーから修正済み検索パスを取得し、

 * それを表示します。

 *

 * そして修正された検索パスを使ってパスバッ フ ァーを初期化し、

 * 特定のパスを削除します。 後に、 検索バッ フ ァーから

 * 検索パスを取得してそれを表示します。

 *

 * メ モ : 初の PathDelete ステー ト メ ン トの後に PathGet  が呼び出されます。

 *     これは、 デモンス ト レーシ ョ ンの目的でパスバッ フ ァーの値が

 *     表示されるよ うにするためです。 実際のスク リ プ ト では、

 *     PathGet を呼び出す前にバッ フ ァーの検索パスのビルド で

 *     終了します。

テーブル 121 • PathDelete のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDir パスバッ フ ァーから削除するパスを指定し ます。

bDir szRefDir が完全修飾パスかど うかを指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義

済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• FULL Ñ szRefDir は完全修飾パスで、 ド ラ イブ指定と完全なパスを含みます。

• PARTIAL Ñ szRefDir はデ ィ レ ク ト リ名のみで、 ド ラ イブまたはパス情報を含み

ません。

テーブル 122 • PathDelete の戻り値

戻り値 説明

0 デ ィ レ ク ト リがパスバッ フ ァーから正常に削除されたこ と を示し ます。

< 0 デ ィ レ ク ト リがパスバッ フ ァーから削除できなかったこ と を示し ます。
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 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE " パスバッ フ ァーの例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_PathDelete(HWND);

function ExFn_PathDelete(hMSI)

STRING svSearchPath;

begin

// 検索パスをセッ ト ア ッ プ し、 PathSet へのパラ メーターと して渡します。

svSearchPath = "C:\\DOS;C:\\WINDOWS;C:\\TEMP;" +

 "C:\\EXAMPLE\\SOURCE;D:\\WORK\\TEMP";

// パスバッ フ ァーを初期化します。

PathSet (svSearchPath);

// 初期検索パスを表示します。

SprintfBox (INFORMATION,TITLE,

 " 開始検索パスは %s.",svSearchPath);

// パスバッ フ ァーから C:\Temp を削除します。

if (PathDelete ("TEMP", PARTIAL) < 0) then

MessageBox ("PathDelete への 初の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

// パスバッ フ ァーから検索パスを取得します。 この呼び出しで

// 割り当てられた メ モ リ を開放します。

PathGet (svSearchPath);

// 検索パスを表示します。

// svSearchPath は C:\DOS;C:\WINDOWS;C:\EXAMPLE\SOURCE を含みます。

SprintfBox (INFORMATION, TITLE,

 "'Temp' を参照するすべてのパスが削除されました。 \n\n 検索パスは %s です。 ",

 svSearchPath);

// パスバッ フ ァーを再びセッ ト アプ します。

PathSet (svSearchPath);

// パスバッ フ ァーから C:\\EXAMPLE\\SOURCE を削除します。

if (PathDelete ("C:\\EXAMPLE\\SOURCE", FULL) < 0) then

MessageBox ("PathDelete への 2 回目の呼び出しに失敗しました。 ",SEVERE);

endif;

// パスバッ フ ァーから検索パスを取得します。 この呼び出しで

// 割り当てられた メ モ リ を開放します。

PathGet (svSearchPath);

// 検索パスを表示します。

// svSearchPath は C:\DOS;C:\WINDOWS を含みます。

SprintfBox (INFORMATION, TITLE,

 "C:\\EXAMPLE\\SOURCE が削除されました。 \n\nPath は %s です。 ",

 svSearchPath);

end;
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PathFind
PathFind 関数は、 特定のデ ィ レ ク ト リのパスバッ フ ァーを検索し ます。 デ ィ レ ク ト リは、 完全パスかデ ィ レ ク ト

リ名だけで指定できます。

この関数は Autoexec.bat フ ァ イルまたはパス環境変数のパス ステー ト メ ン ト とは一切関係あり ません。 この関数

はパスバッ フ ァー上でのみ動作し ます。 これによ って検索パスを構築、 変更および操作しやす く な り ます。 さ ま

ざまなバッ チフ ァ イル関数を使って、 一時パス文字列を Autoexe.bat フ ァ イルに追加できます。

構文

PathFind (szDir, svResult, bDir, bSearch);
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パラ メ ーター

戻り値

PathFind の例
基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ ンを作

成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行し てか

ら、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * PathSet 関数、 PathFind 関数、 そして PathGet 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * まず、 PathSet が呼び出され、 パスバッ フ ァーへ検索パスへ配置

 * します。 そして PathFind が呼び出され、 特定パスのインスタ ンスについて

 * パスバッ フ ァーをを検索します。 後に、 PathGet が呼び出され、

 * パスバッ フ ァーの内容を戻します。

テーブル 123 • PathFind のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDir パスバッ フ ァーで検索するパスを指定し ます。

svResult 関数によ って返されたパスバッ フ ァーに見つかった完全デ ィ レ ク ト リ とパスを返し

ます。

bDir szDir に完全修飾または完全でないデ ィ レ ク ト リ名を含むかど うか指定し ます。 こ

のパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• FULL Ñ szRefDir は完全修飾パスで、 デ ィ レ ク ト リへのド ラ イブ指定と完全なパ

スを含みます。

• PARTIAL Ñ szRefDir はデ ィ レ ク ト リ名のみで、 ド ラ イブまたはパス情報を含み

ません。

bSearch 検索開始場所を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 

つを渡し ます。

• CONTINUE Ñ 以前の検索を終了し た場所からパス バッ フ ァーの検索を続行し ま

す。

• RESTART Ñ パス バッ フ ァーの 初から検索を開始し ます。

テーブル 124 • PathFind の戻り値

戻り値 説明

0 デ ィ レ ク ト リがパスバッ フ ァーから正常に検索されたこ と を示し ます。

< 0 デ ィ レ ク ト リがパスバッ フ ァーから検索できなかったこ と を示し ます。
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 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_PathFind(HWND);

function ExFn_PathFind(hMSI)

STRING szString, szMsg, svResult, svString, szDir;

NUMBER nResult;

BOOL   bDir, bSearch;

begin

// 検索パスをセッ ト ア ッ プ し、 PathSet へのパラ メーターと して渡します。

szString = "C:\\DOS;C:\\USERS\\BIN;C:\\MSC\\BIN;";

// パスバッ フ ァーへ検索パスを配置します。

if (PathSet (szString) < 0) then

// エラーを報告し、 終了します。

MessageBox ("PathSet が失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

else

szMsg = "PathSet がパスバッ フ ァーを次の通り設定します : %s";

SprintfBox (INFORMATION, "PathSet の例 ", szMsg, szString);

endif;

// PathFind 変数を設定します。

szDir = "BIN";

// パスバッ フ ァーで ”BIN” と名づけられたフ ォルダーを含むパスを検索します。

nResult = PathFind(szDir, svResult, PARTIAL, RESTART);

// PathFind でエラーを確認します。

if (nResult < 0) then

MessageBox("PathFind が失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// szDir 文字列のすべてを検出するため文字列内をループします。

while (nResult = 0)

SprintfBox(INFORMATION, "PathFind の例 ",

"%s を検索。 \n\n 見つかったパス : %s", szDir, svResult);

nResult = PathFind(szDir, svResult, PARTIAL, CONTINUE);

endwhile;

// パスバッ フ ァーの内容を取得します。

if (PathGet (svString) < 0) then

MessageBox ("PathGet が失敗しました。 ", SEVERE);

else

// パス文字列を表示します。

SprintfBox (INFORMATION, "PathGet の例 " ," パス : %s", svString);

endif;

end;
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PathGet
PathGet 関数は、 PathSet を呼び出すこ とによ って一時的に作成されたパスバッ フ ァーに現在保管されている検索

パスを読み出し ます。 パスバッ フ ァーを使う と、 検索パスを構築および編集できます。 編集し ているパスが完成

し たら、 PathGet を呼び出し て検索パスを文字列変数に配置し、 これをセ ッ ト ア ッ プの他の関数に渡せるよ う にし

ます。

この関数は Autoexec.bat フ ァ イルまたはパス環境変数のパス ステー ト メ ン ト とは一切関係あり ません。 この関数

はパスバッ フ ァー上でのみ動作し ます。 これによ って検索パスを構築、 変更および操作しやす く な り ます。 適切

なバッ チフ ァ イル関数を使って、 一時パス文字列を Autoexe.bat フ ァ イルに追加できます。

ヒ ン ト • PathGet はパスバッ フ ァーから検索パスを取得し て、 パスバッ フ ァーに割り当てられた メ モ リ を解放し ま

す。 PathSet を呼び出し てパスバッ フ ァーを再初期化し ないかぎ り、 次に PathGet を呼び出し ても失敗し ます。

構文

PathGet (svString);

パラ メ ーター

戻り値

PathGet の例
基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ ンを作

成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行し てか

ら、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * PathSet 関数、 PathFind 関数、 そして PathGet 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

テーブル 125 • PathGet のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

svString パスバッ フ ァーの内容を返し ます。

テーブル 126 • PathGet の戻り値

戻り値 説明

0 パスバッ フ ァーに現在保管されているパスが正常に取得されたこ と を示し ま

す。

< 0 一時パス文字列バッ フ ァーに現在保管されているパス文字列を取得できなかっ

たこ と を示し ます。
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 * まず、 PathSet が呼び出され、 パスバッ フ ァーへ検索パスへ配置

 * します。 そして PathFind が呼び出され、 特定パスのインスタ ンスについて

 * パスバッ フ ァーをを検索します。 後に、 PathGet が呼び出され、

 * パスバッ フ ァーの内容を戻します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_PathGet(HWND);

function ExFn_PathGet(hMSI)

STRING szString, szMsg, svResult, svString, szDir;

NUMBER nResult;

BOOL   bDir, bSearch;

begin

// 検索パスをセッ ト ア ッ プ し、 PathSet へのパラ メーターと して渡します。

szString = "C:\\DOS;C:\\USERS\\BIN;C:\\MSC\\BIN;";

// パスバッ フ ァーへ検索パスを配置します。

if (PathSet (szString) < 0) then

// エラーを報告し、 終了します。

MessageBox ("PathSet が失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

else

szMsg = "PathSet がパスバッ フ ァーを次の通り設定します : %s";

SprintfBox (INFORMATION, "PathSet の例 ", szMsg, szString);

endif;

// PathFind 変数を設定します。

szDir = "BIN";

// パスバッ フ ァーで ”BIN” と名づけられたフ ォルダーを含むパスを検索します。

nResult = PathFind(szDir, svResult, PARTIAL, RESTART);

// PathFind でエラーを確認します。

if (nResult < 0) then

MessageBox("PathFind が失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// szDir 文字列のすべてを検出するため文字列内をループします。

while (nResult = 0)

SprintfBox(INFORMATION, "PathFind の例 ",

"%s を検索。 \n\n 見つかったパス : %s", szDir, svResult);

nResult = PathFind(szDir, svResult, PARTIAL, CONTINUE);

endwhile;

// パスバッ フ ァーの内容を取得します。

if (PathGet (svString) < 0) then

MessageBox ("PathGet が失敗しました。 ", SEVERE);

else

// パス文字列を表示します。

SprintfBox (INFORMATION, "PathGet の例 " ," パス : %s", svString);

endif;

end;
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PathMove
PathMove 関数は、 パスバッ フ ァーのデ ィ レ ク ト リ を別の場所に配置し ます。 この関数を使用し て別のデ ィ レ ク ト

リ に相対し てデ ィ レ ク ト リ を配置し た り、 パス文字列の 初または 後のアイテムと し てデ ィ レ ク ト リ を配置で

きます。

この関数は Autoexec.bat フ ァ イルまたは PATH 環境変数の PATH ステー ト メ ン ト とは一切関係あ り ません。 この

関数はパスバッ フ ァー上でのみ動作し ます。 これによ って検索パスを構築、 変更および操作しやす く な り ます。

さ まざまなバッ チフ ァ イル関数を使って、 一時パス文字列を Autoexec.bat に追加できます。

ヒ ン ト • パスバッ フ ァーの内容を取得するには PathGet を呼び出し て く だ さい。 パスバッ フ ァーの内容を設定する

には PathSet を呼び出し て く ださい。

構文

PathMove (szDir, szRefDir, bDir, bRefDir, bPosition);
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パラ メ ーター

戻り値

PathMove の例
基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ ンを作

成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行し てか

ら、 リ リースをビルド し ます。

テーブル 127 • PathMove のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDir 再配置するパスバッ フ ァーの完全パスか部分パスを指定し ます。

szRefDir szDir のパスの移動先に相対し た、 パスバッ フ ァーのパスを指定し ます。 szDir 

のパスをパスバッ フ ァーのパスの 初または 後に移動するには、 このパラ

メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

bDir szDir に完全修飾または完全でないデ ィ レ ク ト リ名を含むか指定し ます。 この

パラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• FULL Ñ szDir に完全修飾デ ィ レ ク ト リ名が含まれるよ う に指定し ます。

• PARTIAL Ñ szDir にデ ィ レ ク ト リ名のみが含まれるよ う に指定し ます。

bRefDir szRefDir に完全修飾または完全でないデ ィ レ ク ト リ名を含むか指定し ます。 こ

のパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• FULL Ñ szRefDir に完全修飾デ ィ レ ク ト リ名が含まれるよ う に指定し ます。

• PARTIAL Ñ szRefDir にデ ィ レ ク ト リ名のみが含まれるよ う に指定し ます。

bPosition szRefDir に相対する szDir の移動場所を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以

下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• AFTER Ñ szDir を szRefDir の後に配置するよ う指定し ます。 szRefDir でヌ

ル文字列 ("") が指定されている場合、 szDir はパス バッ フ ァーのパスの

後に配置されます。

• BEFORE Ñ szDir を szRefDir の前に配置するよ う指定し ます。 szRefDir でヌ

ル文字列 ("") が指定されている場合、 szDir はパス バッ フ ァーのパスの前

に配置されます。

テーブル 128 • PathMove の戻り値

戻り値 説明

0 パスバッ フ ァーのデ ィ レ ク ト リが正常に再配置されたこ と を示し ます。

< 0 パスバッ フ ァーのデ ィ レ ク ト リ を再配置できなかったこ と を示し ます。
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/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * PathMove 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例は、 パスバッ フ ァーのパスを再配置する方法を説明

 * します。 初めに、 検索パスを使ったパスバッ フ ァーの初期化を

 * 行います。 そして、 ひとつのパスを別のパスの先に移動します。

 * 次に、 検索バッ フ ァーから修正済み検索パスを取得し、

 * それを表示します。

 *

 * そして修正された検索パスを使ってパスバッ フ ァーを初期化し、

 * ひとつのパスを別のパスの後に移動します。 後に、 検索バッ フ ァーから

 * 修正済み検索パスを取得してそれを

 * 表示します。

 *

 * メ モ : 初の PathMove ステー ト メ ン トの後に PathGet  が呼び出されます。

 *     これは、 デモンス ト レーシ ョ ンの目的でパスバッ フ ァーの値が

 *     表示されるよ うにするためです。 実際のスク リ プ ト では、

 *     PathGet を呼び出す前にバッ フ ァーの検索パスのビルド で

 *     終了します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE " パスバッ フ ァーの例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_PathMove(HWND);

function ExFn_PathMove(hMSI)

STRING svSearchPath;

begin

// 検索パスをセッ ト ア ッ プ し、 PathSet へのパラ メーターと して渡します。

svSearchPath = "C:\\MsOffice;C:\\DOS;C:\\Windows;C:\\App2;C:\\Temp";

// パスバッ フ ァーを初期化します。

PathSet (svSearchPath);

// 初期検索パスを表示します。

SprintfBox (INFORMATION, TITLE,

 " 開始検索パスは %s.",svSearchPath);

// C:\App2 を C:\DOS の前に移動します。

if (PathMove("C:\\App2", "C:\\DOS", FULL, FULL, BEFORE) < 0) then

MessageBox ("C:\\App2 を移動できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// パスバッ フ ァーから検索パスを取得し、 パスバッ フ ァー用に

// 割り当てられた メ モ リ を開放します。

PathGet (svSearchPath);

// 検索パスを表示します。

// svSearchPath は、 C:\MSOFFICE、 C:\APP2、 C:\DOS、 C:\WINDOWS、 そして C:\TEMP を含みます。

SprintfBox (INFORMATION, TITLE,
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 "C:\\APP2 が C:\\DOS の前に移動しました。 \n\n 検索パスは %s です。 ",

 svSearchPath);

// パスバッ フ ァーを検索パスと共に初期化します。

PathSet (svSearchPath);

// C:\DOS を C:\Temp の後に移動します。

if (PathMove ("C:\\DOS", "TEMP", FULL, PARTIAL, AFTER) < 0) then

MessageBox ("C:\\DOS を移動できませんでした。 ", SEVERE);

endif;

// パスバッ フ ァーから検索パスを取得し、 パスバッ フ ァー用に

// 割り当てられた メ モ リ を開放します。

PathGet (svSearchPath);

// 検索パスを表示します。

// svSearchPath は、 C:\MSOFFICE、 C:\APP2、 C:\WINDOWS、 C:\TEMP、 そして C:\DOS を含みます。

SprintfBox (INFORMATION, TITLE,

 "C:\\DOS が C:\\Temp の後に移動しました。 n\n 検索パスは %s です。 ",

 svSearchPath);

end;

PathSet
PathSet 関数は、 パスバッ フ ァーに検索パス文字列を格納し ます。 他のパス関数を使用し てこのバッ フ ァーを操作

できます。 szString の値は絶対パス ( ド ラ イブ指定を含むパス。 例えば、 "C:\\Program Files\\AppName") でな く て

はな り ません。

この関数は Autoexec.bat フ ァ イルまたは PATH 環境変数の PATH ステー ト メ ン ト とは一切関係あ り ません。 この

関数はパスバッ フ ァー上でのみ動作し ます。 これによ って検索パスを構築、 変更および操作しやす く な り ます。

これによ り、 このテンポラ リパス文字列を Autoexec.bat フ ァ イルまたはパス環境変数に追加する こ とができます。

構文

PathSet ( szString );
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戻り値

PathSet の例
基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ ンを作

成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行し てか

ら、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * PathSet 関数、 PathFind 関数、 そして PathGet 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * まず、 PathSet が呼び出され、 パスバッ フ ァーへ検索パスへ配置

 * します。 そして PathFind が呼び出され、 特定パスのインスタ ンスについて

 * パスバッ フ ァーをを検索します。 後に、 PathGet が呼び出され、

 * パスバッ フ ァーの内容を戻します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_PathSet(HWND);

function ExFn_PathSet(hMSI)

STRING szString, szMsg, svResult, svString, szDir;

NUMBER nResult;

BOOL   bDir, bSearch;

begin

// 検索パスをセッ ト ア ッ プ し、 PathSet へのパラ メーターと して渡します。

szString = "C:\\DOS;C:\\USERS\\BIN;C:\\MSC\\BIN;";

// パスバッ フ ァーへ検索パスを配置します。

テーブル 129 • PathSet のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szString パスバッ フ ァーに格納する検索パスを指定し ます。 検索パスはは完全修飾パス

です。 つま り、 ド ラ イブのイ ンス ト ール先とデ ィ レ ク ト リへの完全パスを含み

ます。

テーブル 130 • PathSet の戻り値

戻り値 説明

0 関数が検索パス文字列をパスバッ フ ァーに格納し たこ と を示し ます。

< 0 関数が検索パス文字列をパスバッ フ ァーに格納できなかったこ と を示し ます。
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if (PathSet (szString) < 0) then

// エラーを報告し、 終了します。

MessageBox ("PathSet が失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

else

szMsg = "PathSet がパスバッ フ ァーを次の通り設定します : %s";

SprintfBox (INFORMATION, "PathSet の例 ", szMsg, szString);

endif;

// PathFind 変数を設定します。

szDir = "BIN";

// パスバッ フ ァーで ”BIN” と名づけられたフ ォルダーを含むパスを検索します。

nResult = PathFind(szDir, svResult, PARTIAL, RESTART);

// PathFind でエラーを確認します。

if (nResult < 0) then

MessageBox("PathFind が失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// szDir 文字列のすべてを検出するため文字列内をループします。

while (nResult = 0)

SprintfBox(INFORMATION, "PathFind の例 ",

"%s を検索。 \n\n 見つかったパス : %s", szDir, svResult);

nResult = PathFind(szDir, svResult, PARTIAL, CONTINUE);

endwhile;

// パスバッ フ ァーの内容を取得します。

if (PathGet (svString) < 0) then

MessageBox ("PathGet が失敗しました。 ", SEVERE);

else

// パス文字列を表示します。

SprintfBox (INFORMATION, "PathGet の例 " ," パス : %s", svString);

endif;

end;

PlaceBitmap

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

PlaceBitmap 関数は、 イ ンス ト ールウ ィ ン ド ウに画像を挿入し ます。 画像ソースは szName で指定し ます。 ソース

はビ ッ ト マ ッ プ フ ァ イル ( .bmp)、 メ タ フ ァ イル ( .wmf フ ァ イル ) またはダイナ ミ ッ ク リ ン ク ラ イブ ラ リ ( .dll) を使

用できます。

構文

PlaceBitmap (szName, nID_BITMAP, nDx, nDy, nDrawOp);
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テーブル 131 • PlaceBitmap のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szName 表示されるビ ッ ト マ ッ プ フ ァ イル ( .bmp)、 メ タ フ ァ イル ( .wm フ ァ イル ) また

はダイナ ミ ッ ク リ ン ク ラ イブ ラ リ ( .dll) の完全修飾名を指定し ます。

InstallShield は、 ビ ッ ト マ ッ プ フ ァ イルと メ タ フ ァ イルを フ ァ イル拡張子で認識

し ます。 ビ ッ ト マ ッ プ フ ァ イルは .bmp の拡張子を持つ必要があ り ます。 メ タ

フ ァ イルは .wmf の拡張子です。 ダイナ ミ ッ ク リ ン ク ラ イブラ リは .dll の拡張子

を持っています。 フ ァ イル名に拡張子がついていないと、 InstallShield は拡張子

を .dll とみな し ます。

代替透明色を指定するには、 フ ァ イル名の後にセ ミ コ ロンを付けて、 その後に

RGB カ ラー値を入力し ます。 (RGB カ ラーは、 3 つの数値で表し、 それぞれを

カ ンマで区切り ます。 ) その色は、 szName で指定されたビ ッ ト マ ッ プの透明色

と し て使用されます。 これが既に表示されているビ ッ ト マ ッ プには影響を与え

ないこ とに注意し て く だ さい。 また、 これが、 PlaceBitmap を呼び出すと表示

されるビ ッ ト マ ッ プのデフ ォル ト の透明色になる こ と もあり ません。

下のパラ メ ーターは、 白を透明色に指定し ます。

 SUPPORTDIR ^ "Bitmap.bmp;255,255,255" nDrawOptions を REMOVE に設定する と、 この

パラ メーターは無視されます。

nID_BITMAP ビ ッ ト マ ッ プが .dll 内にある場合、 そのビ ッ ト マ ッ プのリ ソース ID を指定し ま

す。 ビ ッ ト マ ッ プ ソースがメ タ フ ァ イルまたはビ ッ ト マ ッ プ フ ァ イルの場合、

現在表示されていない画像の値を指定し ます。 同時に表示されている画像は、

固有の ID 番号を持つ必要があ り ます。 nDrawOptions が REMOVE に設定されて

いる場合、 このパラ メ ーターは表示画像の ID を持つ必要があ り ます。

nDx 数値または CENTERED 定数を このパラ メ ーターに渡し ます。

• nDrawOp が LOWER_LEFT、 LOWER_RIGHT、 UPPER_LEFT または 

UPPER_RIGHT に設定されている場合、 イ ンス ト ールウ ィ ン ド ウの端と画

像の端の左右の距離をピ クセルで指定する数値を渡し ます。 

• nDrawOp が LOWER_LEFT、 LOWER_RIGHT、 UPPER_LEFT または 

UPPER_RIGHT に設定されている場合、 CENTERED 定数を渡すと、 画像が

横軸の中央に配置されます。 画像は、 nDy で指定されたピ クセル分、 イ ン

ス ト ールウ ィ ン ド ウの上または下から移動し ます。 CENTERED 定数は、

nDx に渡される と、 画像を横に中央配置するため、 nDrawOp 引数は画像の

縦の配置分だけ影響を与えます。 
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nDy 数値または CENTERED 定数を このパラ メ ーターに渡し ます。

• nDrawOp が LOWER_LEFT、 LOWER_RIGHT、 UPPER_LEFT または 

UPPER_RIGHT に設定されている場合、 イ ンス ト ールウ ィ ン ド ウの端と画

像の端の縦の距離をピ クセルで指定する数値を渡し ます。 

• nDrawOp が LOWER_LEFT、 LOWER_RIGHT、 UPPER_LEFT または 

UPPER_RIGHT に設定されている場合、 CENTERED 定数を渡すと、 画像が

縦軸の中央に配置されます。 画像は、 nDx で指定されたピ クセル分、 イ ン

ス ト ールウ ィ ン ド ウの左または右から移動し ます。 CENTERED 定数は、

nDy に渡される と、 画像を縦に中央配置するため、 nDrawOp 引数は画像の

横の配置分だけ影響を与えます。 

メ モ • CENTERED 定数を nDx と nDy の両方のパラ メ ーターに渡し て、 画像を イ

ンス ト ールウ ィ ン ド ウの中央に配置する こ とができます。 これは、 CENTERED 

定数を nDrawOp パラ メ ーターに渡すのと同じ です。

テーブル 131 • PlaceBitmap のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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nDrawOp ビ ッ ト マ ッ プの配置場所を指定し、 配置オプシ ョ ンを設定するか、 または以前

に配置されたビ ッ ト マ ッ プを削除し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済

み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• BITMAPICON Ñ ビ ッ ト マ ッ プに透明部分がある こ と を示し ます。 ビ ッ ト 単

位 OR 演算子 ( | ) を使ってこの定数を TILED、 FULLSCREEN または 

FULLSCREENSIZE を除 く その他の定数と組み合わせる こ とができます。

BITMAPICON が Ored で他の定数と一緒に使われている場合、 ビ ッ ト 単位

演算子は無視されて BITMAPICON が使用されます。

BITMAPICON は、 szName がメ タ フ ァ イルまたは 24-bit のビ ッ ト マ ッ プを

指定し た場合は無効です。 BITMAPICON を指定する と、 SetDisplayEffect を

使って特殊効果が有効になっていても、 ビ ッ ト マ ッ プは通常に表示される

こ とに注意し て く だ さい。

• TILED Ñ ビ ッ ト マ ッ プがメ イ ン イ ンス ト ール ウ ィ ン ド ウに並べて表示され

ます。 この定数は通常、 イ ンス ト ールウ ィ ン ド ウの背景の作成に使用され

ます。 この定数が指定される と、 場所指定のオプシ ョ ンは無視されて、

SetDisplayEffect を使って特殊効果が有効になっていても、 ビ ッ ト マ ッ プは

通常に表示されます。

• FULLSCREEN Ñ 画像を イ ンス ト ール ウ ィ ン ド ウ全体に表示し ます。 画像

は表示時にサイズ変更されません。 ビ ッ ト マ ッ プ画像が InstallShield メ イ

ンウ ィ ン ド ウよ り小さい場合、 その画像はウ ィ ン ド ウの中央に配置され、

背景は現在の背景色で表示されます。 デフ ォル ト 値は青緑です。 これは 

SetColor 関数を使って変更する こ とができます。 この定数が指定される

と、 場所指定のオプシ ョ ンは無視されて、 SetDisplayEffect を使って特殊効

果が有効になっていても、 ビ ッ ト マ ッ プは通常に表示されます。

• FULLSCREENSIZE Ñ 画像を イ ンス ト ール ウ ィ ン ド ウ全体に広がるよ う に表

示し ます。 この定数が指定される と、 場所指定のオプシ ョ ンは無視され

て、 SetDisplayEffect を使って特殊効果が有効になっていても、 ビ ッ ト マ ッ

プは通常に表示されます。

nDrawOp ( 続き ) • CENTERED Ñ ビ ッ ト マ ッ プを イ ンス ト ールウ ィ ン ド ウの中央に配置し ま

す。

• LOWER_LEFT Ñ ビ ッ ト マ ッ プを InstallShield イ ンス ト ール ウ ィ ン ド ウの左

下に配置し ます。

• LOWER_RIGHT Ñ ビ ッ ト マ ッ プを InstallShield イ ンス ト ール ウ ィ ン ド ウの右

下に配置し ます。

• UPPER_LEFT Ñ ビ ッ ト マ ッ プを InstallShield イ ンス ト ール ウ ィ ン ド ウの左

上に配置し ます。

• UPPER_RIGHT Ñ ビ ッ ト マ ッ プを InstallShield イ ンス ト ール ウ ィ ン ド ウの右

上に配置し ます。

• REMOVE Ñ 以前に配置されたビ ッ ト マ ッ プまたはメ タ フ ァ イルを削除し ま

す。 SetDisplayEffect で有効になった特殊効果はすべて無視されます。

テーブル 131 • PlaceBitmap のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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Comments

InstallShield は、 2 色、 16 色、 または 256 色および ト ゥルーカ ラー (24 ビ ッ ト ) のビ ッ ト マ ッ プをサポー ト し てい

ます。 2 色、 16 色、 または 256 色のビ ッ ト マ ッ プは透明部分が使用できます。

透明ビ ッ ト マ ッ プは、 背景ウ ィ ン ド ウに統合させて表示する画像の表示に便利です。 指定の透明色と一致する

ビ ッ ト マ ッ プ内のピ クセルは表示されません。 そのため、 その場所の背景のピ クセルが表示されたままにな り ま

す。 セ ッ ト ア ッ プでは、 会社名と ロゴを上手に組み込んだ透明ビ ッ ト マ ッ プは、 多 く の場合、 イ ンス ト ールウ ィ

ン ド ウで タ イ ト ルと し て使用されます。

透明ビ ッ ト マ ッ プを指定するには、 定数 BITMAPICON を nDrawOp パラ メ ーターに渡す必要があ り ます。 また、

ビ ッ ト マ ッ プで透明に指定する色を考慮する必要があ り ます。 デフ ォル ト の透明色は紫 (RGB(255,0,255)) です。 別

の透明色を指定するには、 szName パラ メ ーターを下のよ う に使用し ます。

メ タ フ ァ イルは配置されず作成されるため、 本来は透明です。 BITMAPICON がメ タ フ ァ イル用に指定される と、

そのパラ メ ーターは無視されます。

メ モ • 非透明のビ ッ ト マ ッ プの多 く の特殊表示効果は、 SetDisplayEffect  関数を使って使用できます。 この関数は、

メ タ フ ァ イルに対し ても制限付きの表示効果を提供し ます。 

ウ ィ ン ド ウ内のビ ッ ト マ ッ プの位置は、 次の 2 つの方法のどち らかを使って指定し ます。

• 場所を表す定数のひとつを nDrawOp パラ メ ーターに渡す。 

• イ ンス ト ールウ ィ ン ド ウの端から、 垂直および水平のオフセ ッ ト を nDx and nDy に渡す。 

• nDx か nDy に、 垂直または水平オフセ ッ ト を組み合わせて CENTERED 定数を渡す。 

必要な く なったビ ッ ト マ ッ プまたはメ タ フ ァ イルは、 PlaceBitmap を REMOVE 定数と一緒に、 nDrawOp パラ メ ー

ターと し て呼び出し て削除し て く だ さい。 不要なビ ッ ト マ ッ プは、 別のビ ッ ト マ ッ プがそのビ ッ ト マ ッ プを カ

バーし ていたと し ても削除する こ と をお勧めし ます。 これは、 初のビ ッ ト マ ッ プのパレ ッ ト エン ト リが、 ビ ッ

ト マ ッ プが削除されるまで リ リース されないからです。

ヒ ン ト • 16 色または 256 色モー ド で動作するシステムに表示されている ト ゥルーカ ラービ ッ ト マ ッ プは、 カ ラー

パレ ッ ト で使用できる色だけを使用し ます。 追加のカ ラーパレ ッ ト エン ト リが使用できても、 その他の色がビ ッ

ト マ ッ プに割り当てられる こ とはあ り ません。 24-bit のビ ッ ト マ ッ プを持つセ ッ ト ア ッ プが 16 色 または 256 色の

システムで動作する と予想される場合、 16 色または 256 色バージ ョ ンのビ ッ ト マ ッ プを含めて く だ さい。 それか

ら GetSystemInfo を COLORS パラ メ ーターと共に呼び出し て、 ビ ッ ト マ ッ プ表示色を選択する前に現在の色モー

ド を決定し て く だ さい。

SetDisplayEffect を呼び出すと、 並べて表示し ない、 全画面の透明ビ ッ ト マ ッ プの特殊効果を設定する こ とができ

ます。 メ タ フ ァ イルについて限定的に特殊効果を設定する こ と もできます。

テーブル 132 • PlaceBitmap の戻り値

戻り値 説明

0 関数が正常に画像を見つけて配置し たこ と を示し ます。

< 0 関数が画像を見つけた り、 配置できなかったこ と を示し ます。
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InstallShield では 24 ビ ッ ト の透明ビ ッ ト マ ッ プをサポー ト し ていません。 透明色を 24-bit のビ ッ ト マ ッ プに含め

て BITMAPICON 定数を指定する と、 色は普通に表示されます。

256 色モー ド で動作するシステムに 256 色のビ ッ ト マ ッ プを配置する と、 InstallShield はビ ッ ト マ ッ プのカ ラーパ

レ ッ ト をシステムカ ラーパレ ッ ト に割り当てよ う と し ます。 複数の 256 色のビ ッ ト マ ッ プが配置される と、

InstallShield はすべての可視ビ ッ ト マ ッ プのカ ラーパレ ッ ト をシステムカ ラーパレ ッ ト と合併し て、 一番 後に配

置されたビ ッ ト マ ッ プを優先させよ う と し ます。 この動作によ り、 追加のビ ッ ト マ ッ プが表示される と、 以前に

配置されたビ ッ ト マ ッ プの色が変わる こ とがあ り ます。

256 色モー ド で、 256 色でデ ィ ザリ ングされた背景のシステムでは、 多 く の色を持つビ ッ ト マ ッ プの場合、 背景に

使用されている カ ラーパレ ッ ト エン ト リが再割り当て される場合があり ます。 これによ り、 背景にグラデーシ ョ

ン効果が表れる こ とがあ り ます。 多 く の色を使う ビ ッ ト マ ッ プを持つセ ッ ト ア ッ プを、 256 色のシステムで動作す

る場合、 256 色で階調された背景を使用し ないこ と をお勧めし ます。

システムカ ラーパレ ッ ト は、256 色モー ド で動作されるシステムにのみ存在し ます。High Color (16 ビ ッ ト ) または 

True Color (24 ビ ッ ト ) モー ド で動作するシステムや、 65535 (16 ビ ッ ト ) カ ラー モー ド で動作するシステムにはシ

ステム カ ラー パレ ッ ト があり ません。 これらのシステムでは、 カ ラーパレ ッ ト 処理の問題がないため、 色は RGB 

カ ラー値を使って直接表示されます。 詳細は、 「色化けの防止」 を参照し て く だ さい。 

メ タ フ ァ イルはレンダ リ ングされるため、 カス タムカ ラーパレ ッ ト があり ません。 メ タ フ ァ イルが 256 色のシス

テムで表示される と、 カ ラーパレ ッ ト 処理の問題は起こ り ません。 メ タ フ ァ イルは、 現在カ ラーパレ ッ ト で使用

できる色で表示されます。 そのため、 256 色のシステムで動作するセ ッ ト ア ッ プでは、 標準の 16 色以外で色を表

示する メ タ フ ァ イルを使用し ないで く だ さい。

PlaceBitmap の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * PlaceBitmap 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * PlaceBitmap はスク リーン上のビ ッ ト マ ッ プを表示及び削除するために

 * 呼び出されます。 SetDisplayEffect 関数はビ ッ ト マ ッ プの表示効果を

 * 設定します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 定数 BMP_PATH が

 *  ターゲッ ト システム上の既存のビ ッ ト マ ッ プフ ァ イルを参照するよ うに

 *  設定します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define BMP_PATH "C:\\Windows\\Bubbles.bmp"

#define BITMAP_ID_1 12

#define BITMAP_ID_2 13

#define BITMAP_ID_3 14

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_Placebitmap(HWND);

function ExFn_Placebitmap(hMSI)

begin
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Enable ( BACKGROUND );

// 左上角にビ ッ ト マ ッ プを表示します。

PlaceBitmap (BMP_PATH, BITMAP_ID_1, 10, 12, UPPER_LEFT);

// ビ ッ ト マ ッ プ リ ビール効果を設定します。

SetDisplayEffect (EFF_REVEAL);

// 右下角にビ ッ ト マ ッ プを表示します。

PlaceBitmap (BMP_PATH, BITMAP_ID_2, 10, 10, LOWER_RIGHT);

Delay(3);

// 左上角にあるビ ッ ト マ ッ プを削除します。

PlaceBitmap ("", BITMAP_ID_2, 0, 0, REMOVE);

// 右下角にあるビ ッ ト マ ッ プを表削除します。

PlaceBitmap ("", BITMAP_ID_1, 0, 0, REMOVE);

// ビ ッ ト マ ッ プの効果フ ェード を設定します。

SetDisplayEffect (EFF_FADE);

// ビ ッ ト マ ッ プを画面中央に表示します。

PlaceBitmap (BMP_PATH, BITMAP_ID_3, CENTERED, CENTERED, 0);

Delay (3);

// 画面中央にあるビ ッ ト マ ッ プを削除します。

PlaceBitmap ("", BITMAP_ID_3, 0, 0, REMOVE);

Delay (1);

end;

PlaceWindow
PlaceWindow 関数は、 ユーザー イ ン ターフ ェ イス オブジ ェ ク ト の位置を変更する場合に使用し ます。 これには、

PlayMMedia を通し て実行時に表示されるビルボー ド、 Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル、 および AVI フ ァ

イルが含まれます。 nDx と nDy で、 オブジ ェ ク ト の辺と画面の端部との距離を指定し ます。

この関数を使用する と、 イ ンス ト ールがさ まざまな画面解像度で実行する こ とに注意し て く だ さい。 オブジ ェ ク

ト の位置を決める前に、 画面の大き さ を決定する こ と もできます。 距離はピ クセル単位で測定され、 オブジ ェ ク

ト の端部と指定し た画面角の端との長さにな り ます。

メ モ • PlaceWindow 関数は、 進行状況ダイアログで表示される種類のビルボー ド には反映されません。 異なる種類

のビルボー ド についての詳細は、 「InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト におけるビルボー ド ス タ イル

と フ ァ イルの種類」 を参照し て く だ さい。

制限

この関数はメ ッ セージ ボ ッ クスやカス タム ダイアログを配置するのに使用する こ とはできません。

• メ ッ セージボ ッ クスはネイテ ィ ブの Windows API で作成されるため、 この関数で位置を変更する こ とはでき

ません。 メ ッ セージボ ッ クスの位置は Windows API で決定されており、 イ ンス ト ールからは制御できません。
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• カス タム ダイアログは、 この関数を使って配置する こ とはできません。 PlaceWindow を AskOptions、

AskPath、 AskText、 または EnterDisk 関数と共に使用する こ とはできません。 背景ウ ィ ン ド ウモー ド を有効に

し ない限り、 デフ ォル ト ではデスク ト ッ プ中央にダイアログが表示されます。 イ ンス ト ールがウ ィ ン ド ウ 

モー ドの場合、 背景ウ ィ ン ド ウの中央にダイアログが表示されます。

構文

PlaceWindow (nObject, nDx, nDy, nCorner);
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パラ メ ーター

テーブル 133 • PlaceWindow のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nObject 位置を変更するオブジ ェ ク ト を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義

済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• ASKOPTIONS Ñ  AskOptions ダイアログを移動し ます。

• ASKPATH Ñ  AskPath ダイアログを移動し ます。

• ASKTEXT Ñ  AskText ダイアログを移動し ます。

• BACKGROUND Ñ 背景ウ ィ ン ド ウを移動し ます。

• BILLBOARD Ñ フ ァ イル転送処理で使用されるビルボー ドの位置を設定し

ます。

• ENTERDISK Ñ  EnterDisk ダイアログを移動し ます。

• MMEDIA_AVI Ñ 次に再生される .avi フ ァ イルのウ ィ ン ド ウ位置を設定し ま

す。 デフ ォル ト で、 .avi フ ァ イルは実行時に画面の左隅 ( 左から 10 ピ クセ

ル、 上から 10 ピ クセルの位置 ) のウ ィ ン ド ウ内で再生されます。

• MMEDIA_SWF Ñ 次に再生される Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル 

(.swf) のウ ィ ン ド ウ位置を設定し ます。

• STATUS Ñ 進行状況イ ンジケーターを移動し ます。

• STATUSDLG Ñ ダイアログス タ イルの進行状況イ ンジケーターを移動し ま

す。

• STATUSEX — [ セ ッ ト ア ッ プ ステータ ス ] ダイアログを移動し ます。

• STATUSOLD Ñ 旧式の進行状況イ ンジケーターを移動し ます。

ヒ ン ト • PlaceWindow を呼び出し て進行状況イ ンジケーターまたはステータ ス

ダイアログを移動する場合、 セ ッ ト ア ッ プで有効にし たフ ィ ー ドバッ クオブ

ジ ェ ク ト に正確な定数を渡し て く だ さい。 た と えば、 Enable (STATUSOLD) を

呼び出し た場合、 PlaceWindow には STATUSOLD を渡さ な く てはな り ません。

nDx オブジ ェ ク ト の該当する端部と水平軸上の画面端部との距離を、 ピ クセル単位

で指定し ます。

nDy オブジ ェ ク ト の該当する端部と垂直軸上の画面端部との距離を、 ピ クセル単位

で指定し ます。
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戻り値

追加情報

イ ンス ト ールが Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル (.swf) または AVI フ ァ イルを再生する場合は、PlayMMedia 

関数を使用し ます。

PlaceWindow の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

nCorner nDx と nDy で表される距離を測定する と きに基準とする角を指定し ます。 この

パラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• LOWER_LEFT Ñ nDx を InstallShield メ イ ンウ ィ ン ド ウの左から、 nDy を下か

ら測り ます。

• LOWER_RIGHT Ñ nDx を InstallShield メ イ ンウ ィ ン ド ウの右から、 nDy を下

から測り ます。

• UPPER_LEFT Ñ nDx を InstallShield メ イ ンウ ィ ン ド ウの左から、 nDy を上か

ら測り ます。

• UPPER_RIGHT—nDx を InstallShield メ イ ンウ ィ ン ド ウの右から、 nDy を上か

ら測り ます。

• CENTERED Ñ ユーザー イ ン ターフ ェ イス オブジ ェ ク ト をウ ィ ン ド ウ中央

に配置し ます。

メ モ • CENTERED は nDx または nDy に配置し て、 オブジ ェ ク ト を水平のみまた

は垂直のみ中央に配置する こ と も可能です。

テーブル 134 • PlaceWindow の戻り値

戻り値 説明

0 オブジ ェ ク ト の位置が正常に変更されたこ と を示し ます。

< 0 オブジ ェ ク ト の位置が正常に変更されなかったこ と を示し ます。

テーブル 133 • PlaceWindow のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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 * PlaceWindow 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * PlaceWindow が呼び出され、 背景ウ ィ ン ドウを

 * 50 ピクセル右、 画面の左上角の下に

 * 配置します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_PlaceWindow(HWND);

function ExFn_PlaceWindow(hMSI)

begin

Enable ( BACKGROUND );

Enable ( DEFWINDOWMODE );

MessageBox (" これは背景ウ ィ ン ドウのデフ ォルト 位置です。 ",

 INFORMATION);

// PlaceWindow の呼び出し を 3 秒間遅延させます。

Delay(3);

// 背景ウ ィ ン ドウの位置を変更します。

if (PlaceWindow (BACKGROUND, 50, 50, UPPER_LEFT) < 0) then

MessageBox ("PlaceWindow が失敗しました。 ", SEVERE);

else

MessageBox (" これが背景ウ ィ ン ドウの新しい位置です。 ",

 INFORMATION);

// 既存のスク リ プ ト を 3 秒間遅延させます。

Delay(3);

endif;

end;

PlayMMedia
PlayMMedia 関数は Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル (.swf)、 AVI フ ァ イル、 またはサウン ド フ ァ イル (MIDI 

または WAVE) を再生し ます。

ヒ ン ト • PlayMMedia を使用し て Flash フ ァ イルまたは AVI フ ァ イルを表示する場合、 イ ンス ト ールで背景ウ ィ ン ド

ウを表示する必要があ り ます。 詳細については、 「InstallScript と InstallScript MSI イ ンス ト ールで背景ウ ィ ン ド ウ

を表示する」 を参照し て く だ さい。

InstallShield を使って、 背景ウ ィ ン ド ウを表示し ないで、 イ ンス ト ールでビルボー ド と し て Flash フ ァ イルを表示

する こ とができます。 詳細については、 「InstallScript および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト におけるビルボー ド ス

タ イルと フ ァ イルの種類」 を参照し て く だ さい。

構文

PlayMMedia (nType, szFileName, nOperation, nReserved);
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

テーブル 135 • PlayMMedia のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nType イ ンス ト ールが再生する フ ァ イルの種類を指定し ます。 このパラ メ ーターに、

以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• MMEDIA_AVI Ñ フ ァ イルは AVI フ ァ イルです。

• MMEDIA_MIDI Ñ フ ァ イルは MIDI サウン ド フ ォーマ ッ ト です。

• MMEDIA_SWF Ñ フ ァ イルは Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル (.swf) 

です。

• MMEDIA_WAVE Ñ フ ァ イルは WAVE サウン ド フ ォーマ ッ ト です。

szFileName 検索する再生する フ ァ イルの完全修飾名を指定し ます。

nOperation 再生モー ド を指定し ます。 以下から、 このパラ メ ーターで渡す定義済み定数す

べて選択し ます :

• MMEDIA_PLAYSYNCH Ñ 同期で再生し ます。

• MMEDIA_PLAYASYNCH Ñ 非同期で再生し ます。 この定数は OR 演算子 (|) 

を使って MMEDIA_PLAYCONTINUOUS と組み合わせる こ とができます。

• MMEDIA_PLAYCONTINUOUS Ñ 継続ループで再生し ます。 この値はサウン

ド フ ァ イル /AVI フ ァ イルを同期モー ド で再生中は利用する こ とができま

せん。 これはフ ァ イルを非同期モー ド で再生中のみ利用する こ とができま

す。 OR 演算子 (|) を使って MMEDIA_PLAYASYNCH  と組み合わせます。

• MMEDIA_STOP Ñ 再生を停止し ます。

メ モ • Flash フ ァ イルは、 MMEDIA_PLAY* 定数が nOperation で渡されているかど

うかに関わらず、 非同期で 1 度だけ再生し ます。

nReserved このパラ メ ーターでゼロを渡し ます。 他の値は使用できません。

テーブル 136 • PlayMMedia の戻り値

戻り値 説明

0 関数が正し く フ ァ イルを再生し ま し た。

< 0 関数がフ ァ イルを再生する こ とができませんで し た。

これが発生する一例と し て、 PlayMMedia に Flash フ ァ イルが指定されている

が、 ターゲッ ト  システム上に Flash Player が存在し ない場合があ り ます。
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Flash フ ァ イルまたは AVI フ ァ イルを使用する場合、 SizeWindow と PlaceWindow を使って、 Flash フ ァ イルまたは 

AVI フ ァ イルを表示する背景ウ ィ ン ド ウのサイズと配置を制御できます。

PlayMMedia の例
基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ ンを作

成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行し てか

ら、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * PlayMMedia 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トはセッ ト ア ッ プ中に AVI フ ァ イルを再生します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト 例を実行するには、

 *       / またはフ ァ イルが入ったコンポーネン ト を持つサブ機能を含む

 *  プロジ ェ ク ト を作成 ( またはプロジ ェ ク ト に挿入 ) します。 Then

 *     IDE の [ サポー ト  フ ァ イル ] ビューにあるデ ィ スク 1 へ

 *     AVI フ ァ イルを追加します。 AVI フ ァ イルを指定するには、 下の #define SOURCE で

 *     フ ァ イル名前を変更します。

 *

 * 警告 : この例ではアンインス ト ール機能を含まないため、

 *       重要なフ ァ イルを上書き しない、 共有フ ァ イルをインス ト ールしない、

 *       またはレジス ト リ をア ッ プデー ト しないプロジェ ク ト でのみ

 *       利用して く ださい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define SOURCE SRCDIR + "windy7(1).avi"

#define TITLE1  "AVI を同期で再生しています ..."

#define TITLE1  "AVI を同期で継続的に再生しています ..."

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_PlayMMedia(HWND);

function ExFn_PlayMMedia(hMSI)

NUMBER nvDisk;

begin

Enable ( BACKGROUND );

// 初に AVI を同期で再生して、 別のイベン ト なしで

// どのよ うに再生へ導 く のかをデモンス ト レーシ ョ ン します。

SetTitle (TITLE1, 16, YELLOW);

PlaceWindow (MMEDIA_AVI, 10, 10, UPPER_RIGHT);

if (PlayMMedia (MMEDIA_AVI, SOURCE, MMEDIA_PLAYSYNCH, 0) < 0) then

MessageBox ("AVI フ ァ イルを再生するこ とができません。 ", WARNING);

endif;

// こ こで AVI を非同期で再生します。 AVI は

// フ ァ イル転送が始まっても続行します。
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 1195



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (H-P)
SetTitle (TITLE2, 16, YELLOW);

PlaceWindow (MMEDIA_AVI, 10, 10, LOWER_RIGHT);

if (PlayMMedia (MMEDIA_AVI, SOURCE,

MMEDIA_PLAYASYNCH | MMEDIA_PLAYCONTINUOUS, 0) < 0) then

MessageBox ("AVI フ ァ イルを再生するこ とができません。 ", WARNING);

endif;

Enable (STATUSDLG);

Enable (INDVFILESTATUS);

StatusUpdate (ON, 99);

// フ ァ イルを転送します。

ComponentMoveData (MEDIA, nvDisk, 0);

Disable (INDVFILESTATUS);

Disable (STATUSDLG);

// AVI はセッ ト ア ッ プが終了したと きに停止します。 しかし、

// 次の用に明示的に停止するこ と もできます :

PlayMMedia (MMEDIA_AVI, SOURCE, MMEDIA_STOP, 0);

end;

PostShowComponentDlg

注意 • この関数は不要なので、 InstallShield ではサポー ト されていません。 InstallShield Professional 2.03 で 

PreShowComponentDlg を必要と し た関数は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト 用にはサポー ト されていません。 セ ッ ト

ア ッ ププロジ ェ ク ト でこれらの関数を利用する場合、 基本の MSI プロジ ェ ク ト の変換 を行い、 InstallScript MSI プ

ロジ ェ ク ト タ イプに変換し て関数をスク リ プ ト に追加し な く てはな り ません。 

PostShowComponentDlg 関数は、 InstallShield Professional コ ンポーネン ト を変換し て InstallShield-Windows Installer 

Edition の機能に戻し ます。 スク リ プ ト でコ ンポーネン ト ダイアログまたは関数を呼び出し た後、

PostShowComponentDlg を呼び出さ な く てはな り ません。 この関数は、 コ ンポーネン ト の選択に基づいて Windows 

Installer 機能を選択し ます。

構文

PostShowComponentDlg (hMSI);
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パラ メ ーター

戻り値

PreShowComponentDlg

注意 • この関数は不要なので、 InstallShield ではサポー ト されていません。 InstallShield Professional 2.03 で 

PreShowComponentDlg を必要と し た関数は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト 用にはサポー ト されていません。 セ ッ ト

ア ッ ププロジ ェ ク ト でこれらの関数を利用する場合、 基本の MSI プロジ ェ ク ト の変換 を行い、 InstallScript MSI プ

ロジ ェ ク ト タ イプに変換し て関数をスク リ プ ト に追加し な く てはな り ません。 

PreShowComponentDlg 関数は、 InstallShield-Windows Installer Edition の機能を InstallShield Professional コ ンポーネ

ン ト に変換し ます。 機能コステ ィ ングの機能も初期化し ます。

構文

PreShowComponentDlg (hMSI);

テーブル 137 • PostShowComponentDlg のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

hMSI エン ト リ ポイ ン ト 関数 へ渡される Windows Installer (MSI) データベースへのハ

ン ドル。

テーブル 138 • PostShowComponentDlg の戻り値

戻り値 説明

0 関数が InstallShield Professional コ ンポーネン ト  を変換し て Windows Installer 機

能に戻し たこ と を示し ます。

< 0 関数が InstallShield Professional コ ンポーネン ト を変換し て Windows Installer 機

能へ戻すこ とができなかったこ と を示し ます。
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戻り値

ProgDefGroupType
ProgDefGroupType 関数は、 システム変数 ALLUSERS の値を設定し ます。 詳細については、 「ALLUSERS」 を参照し

て く ださい。

構文

ProgDefGroupType ( nType );

パラ メ ーター

戻り値

テーブル 139 • PreShowComponentDlg のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

hMSI エン ト リ ポイ ン ト 関数 へ渡される Windows Installer (MSI) データベースへのハ

ン ドル。

テーブル 140 • PreShowComponentDlg のパラ メ ーター

戻り値 説明

0 関数が Windows Installer 機能を InstallShield Professional コ ンポーネン ト に変換

し たこ と を示し ます。

< 0 関数が Windows Installer 機能を InstallShield Professional コ ンポーネン ト に変換

できなかったこ と を示し ます。

テーブル 141 • ProgDefGroupType のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nType InstallScript 変数 ALLUSERS に使用する値を指定し ます。 このパラ メ ーターに、

以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• PERSONAL Ñ ALLUSERS を FALSE に設定し ます。

• COMMON Ñ ALLUSERS を TRUE に設定し ます。

テーブル 142 • ProgDefGroupType の戻り値

戻り値 説明

0 この関数は常にゼロを戻し ます。
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ビル ト イ ン関数 (Q-R)
カテゴ リ別の関数一覧は、 「カテゴ リー別ビル ト イ ン関数」 を参照し て く だ さい。

QueryProgItem
GetShortcutInfo 関数は QueryProgItem 関数に優先し ます。

QueryProgItem 関数は特定のプログラムアイテム、 またはサブ フ ォルダー名の存在を確認し ます。 InstallScript が

アイテムまたはサブ フ ォルダーを検出する と、 QueryProgItem がその属性を戻し ます。 属性は製品のコ マン ド ラ イ

ン、 作業デ ィ レ ク ト リ、 アイ コ ンパス、 シ ョ ー ト カ ッ ト  キー、 および 小化フ ラグを含みます。

QueryProgItem を利用するには、 パラ メ ーター szFolderName と szItemName で情報を入力し て く だ さい。

InstallScript エンジン フ ァ イルは残りのパラ メ ーターにプログラム アイテムの属性を入力し ます。

構文

QueryProgItem ( szFolderName, szItemName, svCmdLine, svWrkDir, svIconPath, nvIconIndex, svShortCutKey, nvMinimizeFlag );
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パラ メ ーター

テーブル 1 • QueryProgItem のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFolderName アイテムまたはサブ フ ォルダーを含むフ ォルダーの名前を指定し ます。

szFolderName の完全修飾パスを次の様に指定する こ とができます :

"C:\\ProgramData\\Microsoft\\Windows\\Start Menu\\Programs\\Games"

szFolderName がヌルの場合、 QueryProgItem はデフ ォル ト の Programs デ ィ レ ク

ト リ を検索し ます。 szFolderName に絶対パス ( ド ラ イブ名を含むパス。 例、

"C:\\Program Files\\AppName") を指定し なかった場合、 QueryProgItem はデ

フ ォル ト の Program デ ィ レ ク ト リの下にあるサブ フ ォルダを検索し ます。 この

場所は InstallScript 変数 ALLUSERS の値、 およびターゲッ ト  システム上の 

Windows バージ ョ ンによ って異な り ます。

InstallScript システム変数を使用する こ と もできます。

• FOLDER_DESKTOP — [ デスク ト ッ プ ] フ ォルダーでアイテムを クエ リ し ま

す。

• FOLDER_STARTUP —  Startup メ ニューでアイテムを クエ リ し ます。

• FOLDER_STARTMENU — Start メ ニューでアイテムを クエ リ し ます。

• FOLDER_PROGRAMS — Start\Programs メ ニューでアイテムを クエ リ し ま

す。

または、 次のよ う な関連パスを使用できます。

FOLDER_PROGRAMS ^ "ACCESSORIES\\GAMES"

szItemName 検索するプログラムアイテムまたはサブ フ ォルダーの名前を指定し ます。

svCmdLine アイテムの実行可能フ ァ イルのコ マン ド ラ イ ンまたはサブ フ ォルダーへの完全

パスを戻し ます。

svWrkDir プログラムアイテムの作業デ ィ レ ク ト リの完全パスを戻し ます。 (szItemName

がサブ フ ォルダーの場合を除きます )。

svIconPath .ico フ ァ イルまたは .exe フ ァ イルの完全修飾フ ァ イル名を戻し ます。

(szItemName がサブ フ ォルダーの場合を除きます )。

nvIconIndex プログラムアイテムに使う アイ コ ンのイ ンデッ クスを戻し ます。 (szItemName

がサブ フ ォルダーの場合を除きます )。

svShortCutKey アイテムのシ ョ ー ト カ ッ ト キーを戻し ます。 (szItemName がサブフ ォルダーの

場合を除きます )。
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戻り値

追加情報

[ ス ター ト ] メ ニューの配置は各言語別によ って異な り ます。 InstallScript エンジンが自動的に正しいパスを選択し

ます。

QueryProgItem の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * QueryProgItem 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * QueryProgItem が呼び出されて、 ターゲッ ト フ ァ イルまたはフ ォルダーの

 * 属性を検出します。

nvMinimizeFlag (szItemName がサブ フ ォルダーの場合を除きます )。 アプ リ ケーシ ョ ンウ ィ ン ド

ウが 初に表示された と きに 小化するか否かを示す、 次の定数のを戻し ま

す。

• NULL — アプ リ ケーシ ョ ンのウ ィ ン ド ウは、 ス ター ト ア ッ プ時には 小化

されないこ と を示し ます。

• RUN_MINIMIZED — アプ リ ケーシ ョ ンのウ ィ ン ド ウは、 ス ター ト ア ッ プ時に

小化される こ と を示し ます。

テーブル 2 • QueryProgItem の戻り値

戻り値 説明

IS_ITEM (0) szItemName がプログラムアイテムまたは szFolderName のシ ョ ー ト カ ッ ト であ

る こ と を示し ます。

IS_FOLDER (1) szItemName が szFolderName のサブ フ ォルダーである こ と を示し ます。

< 0 関数がプログラムアイテムまたはサブ フ ォルダー名を検出できなかったこ と を

示し ます。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ と

ができます。 た と えば、 FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 

(0x80070005) です。

テーブル 1 • QueryProgItem のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、

 *  FOLDER_NAME と ITEM_NAME が

 *   既存のフ ォルダー名やフ ォルダーアイテムを参照するよ うに設定します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// フ ァ イル名またはフ ォルダー名を参照するよ うに定数を定義します。

#define FOLDER_NAME"C:\\Windows\\Start Menu\\Programs"

#define ITEM_NAME"InstallShield"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_QueryProgItem(HWND);

function ExFn_QueryProgItem(hMSI)

STRING svCmdLine, svWrkDir, svIconPath;

STRING svShortCutKey, svGroupPath, szTitle, szMsg, szInfo, svMinFlag;

STRING svMinimizeFlag;

NUMBER nvIconIndex, nvMinimizeFlag, nResult, nvMinFlag;

LIST listInfo, listID;

begin

// FOLDER_NAME フ ォルダーでアイテムを検索します。

nResult = QueryProgItem (FOLDER_NAME, ITEM_NAME, svCmdLine, svWrkDir,

svIconPath, nvIconIndex, svShortCutKey,

nvMinimizeFlag);

// 文字列リス ト を作成します。

listInfo = ListCreate (STRINGLIST);

// QueryProgItem エラーをチェ ッ ク します。

if (nResult < 0) then

// エラーをレポー ト し、 中止します。

MessageBox ("QueryProgItem が失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

// アイテムがアプ リケーシ ョ ンか否かを確認します。

elseif (nResult = IS_ITEM) then

// コマン ド ラ インを文字列リ ス ト へ追加します。

Sprintf(szInfo, "%s のコマン ド ラ イン : %s", ITEM_NAME, svCmdLine);

ListAddString(listInfo, szInfo, AFTER);

// 作業デ ィ レク ト リ を文字列リス ト へ追加します。

Sprintf(szInfo, "%s の作業デ ィ レク ト リ : %s", ITEM_NAME, svWrkDir);

ListAddString(listInfo, szInfo, AFTER);

// アイ コンパスを文字列リス トへ追加します。

Sprintf(szInfo, "%s のアイ コン パス : %s", ITEM_NAME, svIconPath);

ListAddString(listInfo, szInfo, AFTER);

// アイ コンインデッ クスを文字列リ ス ト へ追加します。

Sprintf(szInfo, " アイ コンのインデッ クス : %d", nvIconIndex);

ListAddString(listInfo, szInfo, AFTER);

// 文字列リス トへシ ョ ー ト カ ッ ト キーを追加します。

Sprintf (szInfo, "%s のシ ョ ー ト カ ッ ト キー : %s", ITEM_NAME,

svShortCutKey);

ListAddString(listInfo, szInfo, AFTER);
1202 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (Q-R)
// アイテムがフ ォルダーか否かを確認します。

elseif (nResult = IS_FOLDER) then

// メ ッセージを文字列リ ス ト へ追加します。

Sprintf (szInfo, " アイテムはサブフ ォルダーです。 QueryProgItem は " +

" サブフ ォルダーに関する情報を充分に読み出しません。 ");

ListAddString(listInfo, szInfo, AFTER);

endif;

// 文字列リス ト を表示します。

szTitle = "QueryProgItem の例 ";

szMsg = " アイテムの属性は次の通り です :";

SdShowInfoList (szTitle, szMsg, listInfo);

// リス ト を破棄します。

ListDestroy(listID);

end;

QueryShellMgr
QueryShellMgr 関数は Microsoft Windows が利用するプログラムシ ェルの名前を取得し ます。 たと えば、 プログラム

シ ェルが Explorer の場合、 QueryShellMgr は svShellMgrName に文字列 “Explorer.exe” を戻し ます。

構文

QueryShellMgr ( svShellMgrName );
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

ターゲッ ト システムのシ ェルが Explorer 以外の場合、 LaunchApp 関数を使ってシ ェルを起動する必要があり ます。

プログラムフ ォルダーやプログラムアイ コ ンを作成する InstallScript 関数は、 プログラムフ ォルダーやプログラム

アイ コ ンを作成するシ ェルとの DDE 対話を利用し ます。 Norton Desktop など、 ほとんどの代替シ ェルは Explorer 

シ ェルをエ ミ ュ レー ト し ています。 このためプログラムフ ォルダーやアイテムを作成する こ とが可能と な り ます。

Explorer シ ェルをエ ミ ュ レー ト し ないシ ェルで、 InstallShield はプログラムフ ォルダー関数やプログラムアイテム

関数を利用し てプログラムフ ォルダーやプログラムアイテムを作成または変更する こ とはできません。 シ ェルの

メ ーカーに問い合わせて、 Microsoft DDE 仕様を利用し て特定のプログラムフ ォルダーやプログラムアイテムをど

のよ う に処理するのかを判断し て く だ さい。

QueryShellMgr の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * QueryShellMgr 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

テーブル 3 • QueryShellMgr のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

svShellMgrName 現在実行中のシ ェルマネージャーの非完全修

飾名 ( ド ラ イブ指定またはパス指定無し ) を戻

し ます。

テーブル 4 • QueryShellMgr の戻り値

戻り値 説明

0 関数がプログラムシ ェルの名前を読み出し た

こ と を示し ます。

< 0 関数がプログラムシ ェルの名前を読み出すこ

とができなかったこ と を示し ます。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー

メ ッ セージテキス ト を取得する こ とができま

す。 たと えば、 FormatMessage を呼び出し た場

合の -2147024891 (0x80070005) です。
1204 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (Q-R)
 *

 * QueryShellMgr が呼び出され、 シ ェルマネージャーの名前を検索

 * します。 そして名前がメ ッセージボッ クスに表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_QueryShellMgr(HWND);

function ExFn_QueryShellMgr(hMSI)

STRING svShellMgrName, szTitle, szMsg;

NUMBER nReturn;

begin

// プログラムシ ェルの名前を取得します。

nReturn = QueryShellMgr (svShellMgrName);

if (nReturn < 0) then

// エラーを報告します。

MessageBox (" プログラムシェルを読み出すこ とができませんでした。 ", SEVERE);

else

// プログラムシェルの名前を表示します。

MessageBox (" シェルマネージャーは " + svShellMgrName + " です。 ", INFORMATION);

endif;

end;

ReadArrayProperty

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ReadArrayProperty 関数は、 値が配列である指定のプロパテ ィ の値を読み取るオブジ ェ ク ト スク リ プ ト で呼び出さ

れます。

構文

ReadArrayProperty ( nPropertyBag, szPropertyName, ArrayPointer );
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パラ メ ーター

戻り値

ReadBoolProperty

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ReadBoolProperty 関数は、 その値がブール型である指定し たプロパテ ィ の値を読み取るオブジ ェ ク ト  スク リ プ ト

で呼び出されます。

構文

ReadBoolProperty ( nPropertyBag, szPropertyName, bvPropertyValue );

テーブル 5 • ReadArrayProperty のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nPropertyBag プロパテ ィ の値が保存される、 オブジ ェ ク ト

のプロパテ ィ バッ グオブジ ェ ク ト への参照を

指定し ます ( セ ッ ト ア ッ プエンジンは 

nPropertyBag の値を ReadBoolProperty が呼び

出される ReadProperties 関数ブロ ッ クへ渡し

ます。 この値は [InstallScript] ビ ューで [ 新規

プロパテ ィ の追加 ] ダイアログを利用する と き

に オブジ ェ ク ト スク リ プ ト に配置されます。

szPropertyName 値を読み取るプロパテ ィ の名前を指定し ます。

ArrayPointer 指定の配列プロパテ ィ にポイ ン ターを返し ま

す。

テーブル 6 • ReadArrayProperty の戻り値

戻り値 説明

0 この関数は常にゼロ (0) を返し ます。
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パラ メ ーター

戻り値

ReadBytes
ReadBytes 関数は、 現在のフ ァ イルのポイ ン ター位置から フ ァ イルの特定バイ ト 数を読み取り ます。 この関数が

戻る際、 InstallShield はフ ァ イルポイ ン ターを フ ァ イルから読み取ったバイ ト の 後の新しい位置へ再配置し ます。

メ モ • フ ァ イル ( イ ン ターネ ッ ト 上のフ ァ イルも可能 ) から読み取る前に OpenFileMode と OpenFile を呼び出し て

バイナ リ モー ド でフ ァ イルを開かな く てはな り ません。

nIndex  パラ メ ーターは svString が指定する値へのイ ンデッ クスです。 パラ メ ーター nBytes を利用し て nIndex か

ら先にあるバイ ト をい く つフ ァ イルから読み取るのかを指定し ます。 nIndex と nBytes を足し た値が svString よ り

も長い場合、 フ ァ イルからは文字列のイ ンデッ クスから文字列の終わりのバイ ト 数のみを読み取り ます。 例えば、

svString の長さが 100 バイ ト  と宣言されていていて、 パラ メ ーター nIndex が 50 バイ ト と宣言されパラ メ ーター 

nBytes が 75 バイ ト の場合、 49 バイ ト から 99 バイ ト の間のみ (75 バイ ト ではな く  50 バイ ト ) を読み取り ます。

構文

ReadBytes ( nFileHandle, svString, nIndex, nBytes );

テーブル 7 • ReadBoolProperty のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nPropertyBag プロパテ ィ の値が保存される、 オブジ ェ ク ト

のプロパテ ィ バッ グオブジ ェ ク ト への参照を

指定し ます ( セ ッ ト ア ッ プエンジンは 

nPropertyBag の値を ReadBoolProperty が呼び

出される ReadProperties 関数ブロ ッ クへ渡し

ます。 この値は [InstallScript] ビ ューで [ 新規

プロパテ ィ の追加 ] ダイアログを利用する と き

に オブジ ェ ク ト スク リ プ ト に配置されます。

szPropertyName 値を読み取るプロパテ ィ の名前を指定し ます。

bvPropertyValue 指定のプロパテ ィ の値を返し ます。

テーブル 8 • ReadBoolProperty の戻り値

戻り値 説明

0 この関数は常にゼロ (0) を返し ます。
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パラ メ ーター

戻り値

ReadBytes の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

テーブル 9 • ReadBytes のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nFileHandle バイナ リ モー ド で開いたフ ァ イルへのフ ァ イ

ルハン ドルを指定し ます。

svString フ ァ イルから読み出し たバイ ト を戻し ます。

このパラ メ ーターで渡される変数はサイズが

明示的に宣言されていな く てはな り ません。

そし て、 サイズは nBytes が指定するバイ ト 数

を受け取るのに充分な大き さ でな く てはな り

ません。

nIndex svString; へのイ ンデッ クスを指定し ます。 フ ァ

イルからのデータはこの位置で文字列に挿入

されます。

nBytes フ ァ イルから読み取るバイ ト 数を指定し ます。

現在のフ ァ イル ポイ ン ターの位置からバイ ト

数の読み取りが開始されます。 InstallShield は､

バイ ト の読み取り に応じ てフ ァ イルポイ ン

ターを移動させます。

テーブル 10 • ReadBytes の戻り値

戻り値 説明

X 関数がフ ァ イルからバイ ト を読み取ったこ と

を示し ます。 X は実際には svString に戻された

バイ ト 数です。

< 0 関数がフ ァ イルから読み取る こ とができな

かったこ と を示し ます。
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 * ReadBytes 関数と SeekBytes 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * SeekBytes が呼び出され、 バイナリ モード で開かれたフ ァ イルの

 * 特定の場所へフ ァ イルポイン ターを配置

 * します。 そして ReadBytes はこの場所からはじまる特定の数のバイ ト を

 * 読み取り ます。 バイ ト は文字列に読み込まれ、

 * そして メ ッセージボッ クスに表示されます。

 *

 * メ モ : 定義された定数 EXAMPLE_DIR and EXAMPLE_BIN は

 *   ターゲッ ト システムの既存のデ ィ レク ト リ と フ ァ イルに設定しな く ては

 *  設定して く ださい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define EXAMPLE_DIR  "C:\\"

#define EXAMPLE_BIN "Example.bin"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ReadBytes(HWND);

function ExFn_ReadBytes(hMSI)

STRING svString;

NUMBER nvFileHandle;

begin

// フ ァ イルモード を読み取り / 書き込みモードに設定します。

OpenFileMode (FILE_MODE_BINARY);

// バイナリ フ ァ イルを開きます。

if (OpenFile (nvFileHandle, EXAMPLE_DIR, EXAMPLE_BIN) < 0) then

// エラーをレポー ト してから、 中止します。

SprintfBox (SEVERE, "CopyBytes の例 ", "%s を開 く こ とができませんでした。 ",

 EXAMPLE_BIN);

abort;

endif;

// フ ァ イルポイン ターをフ ァ イルの 16 番目のバイ ト へ設定します。

SeekBytes (nvFileHandle, 15, FILE_BIN_START);

// 次の 28 バイ ト を svString へ読み込みます。

if (ReadBytes (nvFileHandle, svString, 0, 28) < 0) then

// エラーを報告します。

MessageBox ("ReadBytes が失敗しました。 ", SEVERE);

else

// 文字列を表示します。

SprintfBox (INFORMATION, "ReadBytes の例 ", " バイ トは : %s",

 svString);

endif;

// フ ァ イルを閉じます。

CloseFile (nvFileHandle);

end;
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ReadNumberProperty

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ReadNumberProperty 関数は、 値が数値である指定のプロパテ ィ の値を読み取るオブジ ェ ク ト スク リ プ ト で呼び出

されます。

構文

ReadNumberProperty ( nPropertyBag, szPropertyName, nvPropertyValue );

パラ メ ーター

戻り値

ReadStringProperty

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ReadStringProperty 関数は、 値が文字列である指定のプロパテ ィ の値を読み取るオブジ ェ ク ト スク リ プ ト で呼び出

されます。

テーブル 11 • ReadNumberProperty のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nPropertyBag プロパテ ィ の値が保存される、 オブジ ェ ク ト

のプロパテ ィ バッ グオブジ ェ ク ト への参照を

指定し ます ( セ ッ ト ア ッ プエンジンは 

nPropertyBag の値を ReadBoolProperty が呼び

出される ReadProperties 関数ブロ ッ クへ渡し

ます。 この値は [InstallScript] ビ ューで [ 新規

プロパテ ィ の追加 ] ダイアログを利用する と き

に オブジ ェ ク ト スク リ プ ト に配置されます。

szPropertyName 値を読み取るプロパテ ィ の名前を指定し ます。

nvPropertyValue 指定のプロパテ ィ の値を返し ます。

テーブル 12 • ReadNumberProperty の戻り値

戻り値 説明

0 この関数は常にゼロ (0) を返し ます。
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構文

ReadStringProperty ( nPropertyBag, szPropertyName, svPropertyValue );

パラ メ ーター

戻り値 

RebootDialog

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

RebootDialog 関数は、 エン ド ユーザーがコ ンピ ューターを再起動するかど うかを指定できる メ ッ セージ ボ ッ クス

を表示し ます。 選択し たオプシ ョ ンは、 イ ンス ト ールの 後に実行されます。

SHAREDFILE オプシ ョ ンまたは LOCKEDFILE オプシ ョ ンを指定し て関数を呼び出し た際に、 ロ ッ ク された .dll また

は .exe フ ァ イルがある と、 ロ ッ ク されたフ ァ イルの 新バージ ョ ンがターゲッ ト システムにコ ピーされ、 システ

ム変数 BATCH_INSTALL が TRUE に設定されます。 ユーザーが [ 後でコ ンピ ューターを再起動する ] オプシ ョ ンを

選択し ない限り、 システムが再起動される と RebootDialog がア ッ プデー ト 用にロ ッ ク されたフ ァ イルを自動的に

コ ミ ッ ト し ます。

テーブル 13 • ReadStringProperty のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nPropertyBag プロパテ ィ の値が保存される、 オブジ ェ ク ト

のプロパテ ィ バッ グオブジ ェ ク ト への参照を

指定し ます ( セ ッ ト ア ッ プエンジンは 

nPropertyBag の値を ReadBoolProperty が呼び

出される ReadProperties 関数ブロ ッ クへ渡し

ます。 この値は [InstallScript] ビ ューで [ 新規

プロパテ ィ の追加 ] ダイアログを利用する と き

に オブジ ェ ク ト スク リ プ ト に配置されます。

szPropertyName 値を読み取るプロパテ ィ の名前を指定し ます。

svPropertyValue 指定のプロパテ ィ の値を返し ます。

テーブル 14 • ReadStringProperty の戻り値

戻り値 説明

0 この関数は常にゼロ (0) を返し ます。
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InstallScript エンジンは、 イ ンス ト ールの別のイ ンス タ ンスが実行中、 できる限り システムの再起動を回避し よ う

と し ます。 このため、 RebootDialog を呼び出す前にその他すべてのイ ンス タ ンスを確実にシャ ッ ト ダウンするよ う

にし て下さい。 エン ド ユーザーへのメ ッ セージにも、 システムを再起動する前に他のアプ リ ケーシ ョ ンがすべて

閉じ ている こ と を確認する内容を加えて く だ さい。

メ モ • RebootDialog 関数の代わり に SdFinishReboot 利用する と、 RebootDialog ダイアログよ り使いやす く 見た目の

良いダイアログを作成する こ とができます。

構文

RebootDialog (szTitle, szMsg, nDefChoice);

パラ メ ーター

戻り値

追加情報

RebootDialog 関数によ って表示される メ ッ セージ ボ ッ クスは、 スキンを使って表示する こ とはできません。 スキ

ンの指定に関わらず、 同じ よ う に表示されます。

テーブル 15 • RebootDialog のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル ([Windows の再起

動 ]) を表示するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 このダイアログにデフ ォル ト

の指示を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

nDefChoice デフ ォル ト のオプシ ョ ンボタ ン選択を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下

の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• SYS_BOOTMACHINE — コ ンピ ューターを再起動するオプシ ョ ン ([ 今すぐ コ

ンピ ューターを再起動する ]) が、 オプシ ョ ンボタ ン選択のデフ ォル ト にな

り ます。

• 0 — コ ンピ ューターを再起動し ないオプシ ョ ン ([ 後でコ ンピ ューターを再

起動する ]) が、 オプシ ョ ンボタ ン選択のデフ ォル ト にな り ます。

テーブル 16 • RebootDialog の戻り値

戻り値 説明

WILL_REBOOT エン ド ユーザーが [ 今すぐ コ ンピ ューターを再起動する ] オプシ ョ ンボタ ンを

選択し たこ と を示し ます。

0 エン ド ユーザーが [ 後でコ ンピ ューターを再起動する ] オプシ ョ ンオボタ ンを

選択し たこ と を示し ます。
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RebootDialog Example

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * RebootDialog 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは RebootDialog を呼び出して、 ユーザーにコンピューターを再起動するかど うかを

 * 質問するダイアログを表示します。 こ こで

 * RebootDialog は、 パラ メーター 2 にヌル文字列を渡して既定メ ッセージを

 * 表示し、 パラ メーター 3 に 0 を渡してデフ ォルト の選択を

 *  " いいえ、 あとでコンピューターを再起動します。 " に設定します。

 *

 * 警告 : エン ドユーザーがダイアログで [ はい ] を選択した場合、 

 * コンピューターが再起動されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "RebootDialog の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_RebootDialog(HWND);

function ExFn_RebootDialog(hMSI)

NUMBER nvDefChoice;

begin

// コンピューターの再起動を問い合わせます。

RebootDialog (TITLE_TEXT, "", 0);

end;

RegDBConnectRegistry

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI と基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合、 InstallScript コー ド を使ってレジス ト リのキー

と値を作成する代わり に、 InstallShield の [ レジス ト リ ] ビ ューを利用する こ とが推奨されます。 この方法ですべ

てのレジス ト リの変更を処理する と、 Windows Installer サービスを通し たク リーン アンイ ンス ト ールが可能と な り

ます。

RegDBConnectRegistry 関数はリ モー ト レジス ト リへ接続し ます。 接続が完了し たあと、 ローカルレジス ト リ と同

様に リ モー ト レジス ト リ上にあるレジス ト リキー、 値名、 そ し て値ペアを作成、 削除または読み出しが可能にな

り ます。 この機能は、 64 ビ ッ ト  システムでもサポー ト されていますが、 い く つか制限があり ます。
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ビル ト イ ン関数 (Q-R)
メ モ • この関数は、 REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オプシ ョ ンを使用し てレジス ト リの 64 ビ ッ ト 部分をサポー ト

し ます。 詳細については、 「REGDB_OPTIONS」 を参照し て く だ さい。

RegDBConnectRegistry では、 リ モー ト レジス ト リが開かれるたびに 1 つのレジス ト リルー ト キーのみを変更する

こ とができます。 また HKEY_LOCAL_MACHINE または HKEY_USERS の何れかにあるキーと値のみを編集する こ と

ができます。 RegDBConnectRegistry を呼び出す時、 どのルー ト キーを編集するのかを指定し な く てはな り ません。

その他のルー ト キーまたはそのサブキーを編集するには、 接続を一度閉じ てから再度開かな く てはな り ません。

注意 • RegDBConnectRegistry を呼び出し てルー ト キーを設定し たため、 リ モー ト レジス ト リへの接続を設立し た

後に RegDBSetDefaultRoot を呼び出すこ とはできません。 RegDBDisConnectRegistry を呼び出し たと き、 レジス ト

リ関連関数の呼び出しはすべてローカルレジス ト リ に影響し ます。 その後 RegDBSetDefaultRoot を呼び出し て

ルー ト キーを変更し ます。

メ モ • リ モー ト  Windows システム上にあるレジス ト リ を開 く 場合は、 管理者権限が必要です。 この関数はネ ッ ト

ワーク イ ンス ト ールを行う システム管理者専用です。

構文

RegDBConnectRegistry ( szRemoteSystem, nKeyType, nReserved );
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ビル ト イ ン関数 (Q-R)
パラ メ ーター

戻り値

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ とができます。 た と えば、

FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 (0x80070005) です。

追加情報

デフ ォル ト で、 この関数の文字列引数で山かっ こで囲まれているテキス ト  ( 例、 "<my registy entry text>") は、 テ

キス ト 置換と し て解釈され、 それに従って処理されます。 レジス ト リ関数の文字列引数のテキス ト 置換処理を無

効にするには、 REGISTRYFUNCTIONS_USETEXTSUBS 引数を使って Disable を呼び出し ます。

テーブル 17 • RegDBConnectRegistry のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szRemoteSystem “RemoteSys” など、 接続先システムの名前を指定し ます。 このパ

ラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡すと、 ローカル レジス ト リへの

接続が作成されます。

nKeyType 定数 HKEY_LOCAL_MACHINE または HKEY_USERS のどち らかを指

定し ます :

nReserved このパラ メ ーターでゼロを渡し ます。 他の値は使用できません。

テーブル 18 • RegDBConnectRegistry の戻り値

戻り値 説明

0 関数がシステムレジス ト リへの接続を完了し たこ と を示し ます。

REGDB_ERR_CONNECTIONEXISTS (-6) 既存のリ モー ト レジス ト リへの接続。 これは 

RegDBConnectRegistry を再び呼び出す前に 

RegDBDisConnectRegistry を使って閉じ な く てはな り ません。

REGDB_ERR_CORRUPTEDREGISTRY (-4) リ モー ト レジス ト リが破損し ているまたはアクセス不可能である

こ と を示し ます。

REGDB_ERR_INITIALIZATION (-2) レジス ト リサービスが初期化できなかったこ と を示し ます。 [ リ

モー ト 管理 ] が有効と なっている こ と、 そ し てレジス ト リへ書き

込むこ とのできる適切な権限を持っている こ と を確認し て く ださ

い。

REGDB_ERR_INVALIDHANDLE (-5) リ モー ト レジス ト リ用のキー名が無効です。

REGDB_ERR_INVALIDNAME (-3) szRemoteSystem のシステムが検出されなかったこ と を示し ます。

名前を確認し てから も う一度実行し て く ださい。

-1 その他のエラー。
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ビル ト イ ン関数 (Q-R)
RegDBConnectRegistry の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * RegDBConnectRegistry 関数 と RegDBDisConnectRegistry 関数の

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を適切に実行するため、

 *       プ リ プロセッサ定数を リ モー ト 管理者が有効になっている

 *       適切なリ モー ト コンピューターへ設定しな く てはな り ません。 両方の

 *     コンピューターで リモー ト レジス ト リサービスが有効でな く てはな り ません。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define REMOTE "IShield_NT1"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_RegDBConnectRegistry(HWND);

function ExFn_RegDBConnectRegistry(hMSI)

STRING szRemoteMachine, szKey, szTitle, szMsg;

NUMBER nKeyType, nReturn;

begin

szTitle         = "RegDBConnectRegistry & RegDBDisConnectRegistry";

szRemoteMachine = REMOTE;

nKeyType        = HKEY_LOCAL_MACHINE;

szMsg           = " セッ ト ア ッ プは %s へ接続します。 ";

SprintfBox (INFORMATION, szTitle, szMsg, szRemoteMachine);

// リモー ト コンピューターのレジス ト リへ接続します。 すべてのレジス ト リ関連の関数呼び出しは

// リモー ト コンピューターのみを変更します。

nReturn = RegDBConnectRegistry (szRemoteMachine, nKeyType, 0);

if (nReturn < 0) then

szMsg = "RegDBConnectRegistry が失敗しました。 \n\n リモー ト システムへ接続するこ とができませんでした。 " +

"";

MessageBox (szMsg, SEVERE);

abort;

else

szMsg        = "%s へ接続されました。 ";

SprintfBox (INFORMATION, szTitle, szMsg, szRemoteMachine);

endif;

// リモー ト コンピューター上でキーを作成します。

szKey   = "SOFTWARE\\InstallShield\\Test Key";

nReturn = RegDBCreateKeyEx(szKey, "");
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if (nReturn < 0) then

szMsg = "RegDBCreateKeyEx が失敗しました。 \n\n\ リ モー ト マシンでキーを作成するこ とができませんでした。 " +

"";

MessageBox (szMsg, SEVERE);

else

szMsg = "%s に %s を作成しました。 ";

SprintfBox (INFORMATION, szTitle, szMsg, szKey, szRemoteMachine);

// キーがリ モー ト レジス ト リに存在するこ と を確認します。

nReturn = RegDBKeyExist(szKey);

if (nReturn < 0) then

szMsg = "RegDBKeyExist が失敗しました。 \n\n リ モー ト キーが存在しません。 ";

MessageBox (szMsg, SEVERE);

else

szMsg = "%s が存在します。 ";

SprintfBox (INFORMATION, szTitle, szMsg, szKey);

endif;

endif;

// リモー ト コンピューターで作成されたキーを削除します。

nReturn = RegDBDeleteKey(szKey);

if (nReturn < 0) then

MessageBox("RegDBDeleteKey が失敗しました。 \n\n リモー ト キーを削除するこ とができませんでした。 ",

INFORMATION);

else

szMsg = "%s の %s を削除しました。 ";

SprintfBox (INFORMATION, szTitle, szMsg, szKey, szRemoteMachine);

endif;

// リモー ト レジス ト リから切断します。 すべてのレジス ト リ関連の関数は

// ローカルレジス ト リのみを変更します。

nReturn = RegDBDisConnectRegistry(0);

if (nReturn < 0) then

MessageBox("RegDBDisConnectRegistry が失敗しました。 \n\n リ モー ト レジス ト リに " +

" 接続されています。 ", SEVERE);

else

MessageBox("RegDBDisConnectRegistry が成功しました。 \n\n リ モー ト レジス ト リが " +

" 未接続状態です。 ", INFORMATION);

endif;

end;

RegDBCopyKeys

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI と基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合、 InstallScript コー ド を使ってレジス ト リのキー

と値を作成する代わり に、 InstallShield の [ レジス ト リ ] ビ ューを利用する こ とが推奨されます。 この方法ですべ

てのレジス ト リの変更を処理する と、 Windows Installer サービスを通し たク リーン アンイ ンス ト ールが可能と な り

ます。
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RegDBCopyKeys 関数は szSourceKe が指定するキーの下にあるレジス ト リキーおよび値を szTargetKey が指定する

キーへコ ピーし ます。

メ モ • この関数は、 REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オプシ ョ ンを使用し てレジス ト リの 64 ビ ッ ト 部分をサポー ト

し ます。 詳細については、 「REGDB_OPTIONS」 を参照し て く だ さい。

構文

RegDBCopyKeys ( szSourceKey, szTargetKey, nRootKeySource, nRootKeyTarget );
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ビル ト イ ン関数 (Q-R)
パラ メ ーター

戻り値

テーブル 19 • RegDBCopyKeys のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szSourceKey そのサブキーと値を コ ピーするキーの名前を指定し ます。 2 つの円記号 (\\) を使っ

て、 サブキーの異なるレベルを分割し て く だ さい。

szTargetKey コ ピーする先のキーの名前を指定し ます。 2 つの円記号 (\\) を使って、 サブキーの

異なるレベルを分割し て く だ さい。 キーが存在し ない場合は、 RegDBCopyKeys が

作成し ます。 キーが存在し ない場合、 szSourceKey の下にある値と同じ名前を持つ

キーの下にある既存値が上書き されます。 これには同一名のサブキーの下にある値

が含まれます。

nRootKeySource szSourceKey のルー ト キーを指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定

数のう ちの 1 つを渡し ます。

• HKEY_CLASSES_ROOT

• HKEY_CURRENT_USER

• HKEY_LOCAL_MACHINE

• HKEY_USERS

• HKEY_CURRENT_CONFIG

• HKEY_DYN_DATA

nRootKeyTarget szTargetKey のルー ト キーを指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定

数のう ちの 1 つを渡し ます。

• HKEY_CLASSES_ROOT

• HKEY_CURRENT_USER

• HKEY_LOCAL_MACHINE

• HKEY_USERS

• HKEY_CURRENT_CONFIG

• HKEY_DYN_DATA

テーブル 20 • RegDBCopyKeys の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数がキーと値を コ ピーし たこ と を示し ます。
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追加情報

デフ ォル ト で、 この関数の文字列引数で山かっ こで囲まれているテキス ト  ( 例、 "<my registy entry text>") は、 テ

キス ト 置換と し て解釈され、 それに従って処理されます。 レジス ト リ関数の文字列引数のテキス ト 置換処理を無

効にするには、 REGISTRYFUNCTIONS_USETEXTSUBS 引数を使って Disable を呼び出し ます。

RegDBCopyValues

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI と基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合、 InstallScript コー ド を使ってレジス ト リのキー

と値を作成する代わり に、 InstallShield の [ レジス ト リ ] ビ ューを利用する こ とが推奨されます。 この方法ですべ

てのレジス ト リの変更を処理する と、 Windows Installer サービスを通し たク リーン アンイ ンス ト ールが可能と な り

ます。

RegDBCopyValues 関数は、 szSourceKe が指定するキーの下にあるレジス ト リ値を szTargetKey が指定するキーへ

コ ピーし ます。

メ モ • この関数は、 REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オプシ ョ ンを使用し てレジス ト リの 64 ビ ッ ト 部分をサポー ト

し ます。 詳細については、 「REGDB_OPTIONS」 を参照し て く だ さい。

構文

RegDBCopyValues ( szSourceKey, szTargetKey, nRootKeySource, nRootKeyTarget );

< ISERR_SUCCESS 関数がキーおよび値を コ ピーできなかったこ と を示し ます。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ とがで

きます。 た と えば、 FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 (0x80070005) 

です。

テーブル 20 • RegDBCopyKeys の戻り値 ( 続き )

戻り値 説明
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パラ メ ーター

戻り値

テーブル 21 • RegDBCopyValues のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szSourceKey その値を コ ピーするキーの名前を指定し ます。 2 つの円記号 (\\) を使って、 サブ

キーの異なるレベルを分割し て く だ さい。

szTargetKey コ ピーする先のキーの名前を指定し ます。 2 つの円記号 (\\) を使って、 サブキー

の異なるレベルを分割し て く だ さい。 キーが存在し ない場合は、 RegDBCopyKeys 

が作成し ます。 キーが存在し ない場合、 szSourceKey の下にある値と同じ名前を

持つキーの下にある既存値が上書き されます。

nRootKeySource szSourceKey のルー ト キーを指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み

定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• HKEY_CLASSES_ROOT

• HKEY_CURRENT_USER

• HKEY_LOCAL_MACHINE

• HKEY_USERS

• HKEY_CURRENT_CONFIG

• HKEY_DYN_DATA 

nRootKeyTarget szTargetKey のルー ト キーを指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み

定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• HKEY_CLASSES_ROOT

• HKEY_CURRENT_USER

• HKEY_LOCAL_MACHINE

• HKEY_USERS

• HKEY_CURRENT_CONFIG

• HKEY_DYN_DATA 

テーブル 22 • RegDBCopyValues の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数が値を コ ピーし たこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS 関数が値を コ ピーできなかったこ と を示し ます。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ とが

できます。 たと えば、 FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 

(0x80070005) です。
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ビル ト イ ン関数 (Q-R)
追加情報

デフ ォル ト で、 この関数の文字列引数で山かっ こで囲まれているテキス ト  ( 例、 "<my registy entry text>") は、 テ

キス ト 置換と し て解釈され、 それに従って処理されます。 レジス ト リ関数の文字列引数のテキス ト 置換処理を無

効にするには、 REGISTRYFUNCTIONS_USETEXTSUBS 引数を使って Disable を呼び出し ます。

RegDBCreateKeyEx

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI と基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合、 InstallScript コー ド を使ってレジス ト リのキー

と値を作成する代わり に、 InstallShield の [ レジス ト リ ] ビ ューを利用する こ とが推奨されます。 この方法ですべ

てのレジス ト リの変更を処理する と、 Windows Installer サービスを通し たク リーン アンイ ンス ト ールが可能と な り

ます。

 RegDBCreateKeyEx 関数は、 レジス ト リ でキーを作成し ます。 また､ク ラスオブジ ェ ク ト を新規に作成されたキー

に関連付ける こ と も可能です ( 上級ユーザーのみ )。 新規に作成されたキーは､関連付けられた値を持っていませ

ん。

ログが有効な場合、 InstallScript エンジンは、 szKey を通し て RegDBCreateKeyEx に渡されるパスに含まれる各

キーをログ記録し ます。 た と えば、 szKey で次のキーをパスできます :

"Software" ^ IFX_COMPANY_NAME ^ IFX_PRODUCT_NAME

この場合、 InstallScript エンジンはい く つかのキーをログ記録し ます :

• ソ フ ト ウ ェ ア

• IFX_COMPANY_NAME 変数の値

• IFX_PRODUCT_NAME 変数の値

キーが既に存在し なかった場合、 ログではそのキーが “created” と し てフ ラグされます。 前述の例で、 Software 

キーはすべてのターゲッ ト  システム (HKEY_LOCAL_MACHINE or HKEY_CURRENT_USER) に既存し ます。 Software 

キーはログされますが、 “created” フ ラグは false で、 アン イ ンス ト ール中にそのキーが削除されないこ と を示し

ます。 作成およびログ記録されたキーは、 イ ンス ト ールの実行時に既に存在し ていなかったため、 すべてアン イ

ンス ト ール中に削除されます。

キーがアン イ ンス ト ールされた と き、 そのサブキーもアン イ ンス ト ールされます。 そのため、 RegDBCreateKeyEx 

を使って既にアン イ ンス ト ール向けにログ記録されているキーの下にキー ( 単数または複数 ) を作成し た場合、 作

成し たキーは、 それよ り も高い階層のキーがアン イ ンス ト ールされた時に一緒にアン イ ンス ト ールされます。 こ

の動作はイ ンス ト ールがキーを作成し た と きにログ記録が有効であったかど うか、 およびイ ンス ト ールがキーを

作成し た順番には影響されません。 し たがって前述の例では、 初のイ ンス ト ールが作成し た 

IFX_COMPANY_NAME キーの下に、 同じ く  RegDBCreateKeyEx を使って異なる製品のキーを作成する 2 番目のイ ン

ス ト ールでも ログ記録が有効である場合に、 エン ド ユーザーが 初の製品をアン イ ンス ト ールし たと き、

IFX_COMPANY_NAME キー全体が削除されて、 両方の製品のサブキーが削除されます。 これによ って、 2 番目の製

品が誤作動を起こす可能性があ り ます。

複数のイ ンス ト ール間でレジス ト リ キーの共有を可能にするためには、 RegDBCreateKeyEx 関数ではな く 、 [ レジ

ス ト リ ] ビ ューを使ってレジス ト リ エン ト リ を構成する こ とが推奨されます。 InstallScript プロジ ェ ク ト の [ レジ

ス ト リ ] ビ ューでは、 レジス ト リ キーを共有と し てマークする こ とができます ( キーを右ク リ ッ ク し てから [ 複

数のアプ リ ケーシ ョ ン間で共有 ] を ク リ ッ ク し ます )。 アン イ ンス ト ール中、 InstallScript エンジンはキーを共有す

るその他のログ記録されている イ ンス ト ールがマシンに残っていない場合のみ、 共有キーを削除し ます。
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イ ンス ト ール中にログ記録されたすべてのレジス ト リ キーを参照し て、 各キーの “created” フ ラグの状態を確認

するには、 InstallShield キャ ビネ ッ ト  & ログ フ ァ イル ビ ューアーを使用し ます。

ログ記録に関する詳細については、 「アン イ ンス ト ール用にログされた InstallScript 関数」 を参照し て く だ さい。

メ モ • この関数は、 REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オプシ ョ ンを使用し てレジス ト リの 64 ビ ッ ト 部分をサポー ト

し ます。 詳細については、 「REGDB_OPTIONS」 を参照し て く だ さい。

構文

RegDBCreateKeyEx ( szKey, szClass );

パラ メ ーター

戻り値

追加情報

RegDBCreateKeyEx はレジス ト リ関連の一般関数で、 レジス ト リ関連の特殊関数が処理する ものを含んで、 すべて

のレジス ト リキーに利用する こ とが可能です。 レジス ト リ関連の特殊関数については、 「レジス ト リ関連の特殊関

数」 を参照し て く だ さい。

メ モ • Windows では、 HKEY_LOCAL_MACHINE または HKEY_USERS の下に直接キーを作成する こ とはできません。

テーブル 23 • RegDBCreateKeyEx のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szKey 作成するキーの名前を指定し ます。 2 つの円記号 (\\) を使って、 サブキーの異

なるレベルを分割し て く だ さい。

ルー ト  キーが HKEY_CLASSES_ROOT の場合、 このパラ メ ーターで 

HKEY_CLASSES_ROOT を指定する必要はあり ません。 特に指定し ない限り

､ InstallScript エンジンはキーを HKEY_CLASSES_ROOT のサブキーと し て作成し

ます。 別のルー ト  キーを指定する場合、 RegDBCreateKeyEx を呼び出す前に 

RegDBSetDefaultRoot を呼び出し ます。

szClass このキーと関連付ける ク ラス名を指定し ます。

テーブル 24 • RegDBCreateKeyEx の戻り値

戻り値 説明

0 関数がサブキーを作成し たこ と を示し ます。

< 0 関数がサブキーを作成できなかったこ と を示し ます。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ と

ができます。 た と えば、 FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 

(0x80070005) です。
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デフ ォル ト で、 この関数の文字列引数で山かっ こで囲まれているテキス ト  ( 例、 "<my registy entry text>") は、 テ

キス ト 置換と し て解釈され、 それに従って処理されます。 レジス ト リ関数の文字列引数のテキス ト 置換処理を無

効にするには、 REGISTRYFUNCTIONS_USETEXTSUBS 定数を使って Disable を呼び出し ます。

RegDBCreateKeyEx の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * RegDBCreateKeyEx 関数と RegDBKeyExist 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * まず、 RegDBCreateKeyEx を呼び出して HKEY_CLASSES_ROOT キーに

 * ク ラス値を持たないサブキーを作成します。 そして、 RegDBKeyExist を呼び出し

 * キーが作成されたこ と を確認します。

 *

 * RegDBCreateKey を再び呼び出し、 HKEY_CLASSES_ROOT の下に

 * 複数階層のサブキーをその関連値と共に作成します。

 * そして RegDBKeyExist を再び呼び出し、 新規キーの存在を

 * 確認します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "RegDBCreateKeyEx & RegDBKeyExist"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_RegDBCreateKeyEx(HWND);

function ExFn_RegDBCreateKeyEx(hMSI)

STRING szKey, szClass, szKeyRoot, szMsg, svLogFile;

NUMBER nResult1, nResult2;

begin

// ク ラス値を持たないキーを作成します。

szKey   = "CreateKeyExample";

szClass = "";

if (RegDBCreateKeyEx(szKey, szClass) < 0) then

MessageBox ("RegDBCreateKeyEx への 初の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

else

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, "%s が正し く 作成されました。 ", szKey);

// 作成したばかりのキーが存在するかど うかを確認します。

if (RegDBKeyExist (szKey) < 0) then

MessageBox ("RegDBKeyExist への 初の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

else

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, "%s が存在します。 .", szKey);
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endif;

endif;

if (RegDBDeleteKey (szKey) < 0) then

MessageBox ("RegDBDeleteKey が失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

// 複数のサブ階層やク ラス値を持つキーを作成します。

szKey  = "ShareWare\\Games\\CoolChess";

szClass  = "LastPlayed";

szKeyRoot = "ShareWare";

if (RegDBCreateKeyEx(szKey, szClass) < 0) then

MessageBox ("RegDBCreateKeyEx への 2 回目の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

else

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, "%s が正し く 作成されました。 ", szKey);

// 新し く 作成した複数階層キーが存在するかど うかを確認します。

if (RegDBKeyExist (szKeyRoot) < 0) then

MessageBox ("RegDBKeyExist への 2 回目の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

else

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, "%s が存在します。 .", szKey);

endif;

endif;

if (RegDBDeleteKey (szKey) < 0) then

MessageBox ("RegDBDeleteKey が失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

end;

RegDBDeleteItem

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI と基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合、 InstallScript コー ド を使ってレジス ト リのキー

と値を作成する代わり に、 InstallShield の [ レジス ト リ ] ビ ューを利用する こ とが推奨されます。 この方法ですべ

てのレジス ト リの変更を処理する と、 Windows Installer サービスを通し たク リーン アンイ ンス ト ールが可能と な り

ます。

RegDBDeleteItem はレジス ト リ関連の特殊な関数で、 特定の定義済みレジス ト リキーと共に動作し ます。

RegDBDeleteItem 関数は、 nItem の値に従ってアプ リ ケーシ ョ ンご とのパスキーまたはアプ リ ケーシ ョ ン アン イ ン

ス ト ール キーの下にある値を削除し ます。 RegDBDeleteItem を REGDB_APPPATH または 

REGDB_APPPATH_DEFAULT オプシ ョ ンを使って呼び出すと、 アプ リ ケーシ ョ ンご とのパス キーが削除されます。

メ モ • InstallScript エンジンは、 現在、 レジス ト リの 64 ビ ッ ト 部分にある [ プログラムの追加と削除 ] 情報の読み

書きをサポー ト し ません。 そのため、 REGDB_OPTIONS システム変数を使った REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オ

プシ ョ ンを このレジス ト リ関数で使用する こ とはできません。 REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オプシ ョ ンを有効に

し ても、 レジス ト リ エン ト リがこの関数によ って作成される場所に影響し ません。
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構文

RegDBDeleteItem(nItem);
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パラ メ ーター

テーブル 25 • RegDBDeleteItem のパラ メ ーター

パラ メ ー
ター 説明

nItem 削除するアイテムを指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し

ます。

• REGDB_APPPATH — アプ リ ケーシ ョ ンご とのパス キーの下の Path 値のデータ。 このキー

は、 CreateInstallationInfo を呼び出し た結果と し てイ ンス ト ールによ って削除されます。

RegDBDeleteItem を呼び出す前に、 CreateInstallationInfo を呼び出し てこのキーを作成する必

要があり ます。 ( イベン ト ベースのスク リ プ ト では、 CreateInstallationInfo 　 がデフ ォル ト の 

OnMoveData イベン ト  ハン ド ラーコー ド で呼び出されます。 )

• REGDB_APPPATH_DEFAULT — アプ リ ケーシ ョ ンご とのパス キーの下の DefaultPath 値の

データ。 このキーは、 CreateInstallationInfo を呼び出し た結果と し てイ ンス ト ールによ って

作成されます。 RegDBDeleteItem を呼び出す前に、 CreateInstallationInfo を呼び出し てこの

キーを作成する必要があり ます。 ( イベン ト ベースのスク リ プ ト では、 CreateInstallationInfo

　 がデフ ォル ト の OnMoveData イベン ト  ハン ド ラーコー ド で呼び出されます。 )

• REGDB_UNINSTALL_COMMENTS — アン イ ンス ト ール キーの下の Comments 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_CONTACT — アン イ ンス ト ール キーの下の Contact 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_DISPLAY_VERSION — アン イ ンス ト ールキーの下の DisplayVersion 値の

データ。

• REGDB_UNINSTALL_DISPLAYICON — アン イ ンス ト ールキーの下の DisplayIcon 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_HELPLINK — アン イ ンス ト ール キーの下の HelpLink 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_HELPTELEPHONE — アン イ ンス ト ール キーの下の HelpTelephone 値の

データ。

• REGDB_UNINSTALL_INSTALLDATE — アンイ ンス ト ール キーの下の InstallDate 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_INSTALLLOC — アン イ ンス ト ール キーの下の InstallLocation 値のデー

タ。

• REGDB_UNINSTALL_INSTALLSOURCE — アン イ ンス ト ール キーの下の InstallSource 値のデー

タ。

• REGDB_UNINSTALL_LANGUAGE — アン イ ンス ト ールキーの下の Language 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_LOGFILE — アン イ ンス ト ールキーの下の LogFile 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_MAINT_OPTION — アン イ ンス ト ールキーの下の LogMode 値のデータ。
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nItem ( 続き

)

• REGDB_UNINSTALL_MAJOR_VERSION — アン イ ンス ト ールキーの下の VersionMajor 値のデー

タ。

• REGDB_UNINSTALL_MAJOR_VERSION_OLD — アン イ ンス ト ールキーの下の MajorVersion 値の

データ。

• REGDB_UNINSTALL_MINOR_VERSION — アンイ ンス ト ールキーの下の VersionMinor 値のデー

タ。

• REGDB_UNINSTALL_MINOR_VERSION_OLD — アンイ ンス ト ールキーの下の MinorVersion 値の

データ。

• REGDB_UNINSTALL_MODIFYPATH — アン イ ンス ト ール キーの下の ModifyPath の値。

• REGDB_UNINSTALL_NAME — アンイ ンス ト ールキーの下の DisplayName 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_NOMODIFY  — アン イ ンス ト ール キーの下の NoModif の値。

• REGDB_UNINSTALL_NOREMOVE — アン イ ンス ト ール キーの下の NoRemove の値。

• REGDB_UNINSTALL_NOREPAIR — アン イ ンス ト ールキーの下の NoRepair 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_PRODUCTGUID — アン イ ンス ト ールキーの下の ProductGuid 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_PRODUCTID — アン イ ンス ト ールキーの下の ProductId 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_PUBLISHER — アンイ ンス ト ールキーの下の Publisher 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_README — アン イ ンス ト ールキーの下の Readme 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_REGCOMPANY — アン イ ンス ト ールキーの下の RegCompany 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_REGOWNER — アン イ ンス ト ールキーの下の RegOwner 値のデータ。

テーブル 25 • RegDBDeleteItem のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ー
ター 説明
1228 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (Q-R)
戻り値

追加情報

• デフ ォル ト で、 この関数の文字列引数で山かっ こで囲まれているテキス ト  ( 例、 "<my registy entry text>") は、

テキス ト 置換と し て解釈され、 それに従って処理されます。 レジス ト リ関数の文字列引数のテキス ト 置換処

理を無効にするには、 REGISTRYFUNCTIONS_USETEXTSUBS 引数を使って Disable を呼び出し ます。

• RegDBDeleteItem はアン イ ンス ト ール ログ フ ァ イルへ書き込みを行いません。 し たがって、 この関数を呼び

出し ても、 アプ リ ケーシ ョ ンのアン イ ンス ト ール処理に影響はあり ません。

RegDBDeleteKey

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI と基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合、 InstallScript コー ド を使ってレジス ト リのキー

と値を作成する代わり に、 InstallShield の [ レジス ト リ ] ビ ューを利用する こ とが推奨されます。 この方法ですべ

nItem ( 続き

)

• REGDB_UNINSTALL_STRING — アン イ ンス ト ール キーの下の UninstallString 値のデータ。

UninstallString 値は、 MaintenanceStart  または DeinstallStart 関数が呼び出された と きに作成

されます。

• REGDB_UNINSTALL_SYSTEMCOMPONENT — アン イ ンス ト ール キーの下の SystemComponent 

値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_URLINFOABOUT — アン イ ンス ト ール キーの下の URLInfoAbout 値のデー

タ。

• REGDB_UNINSTALL_URLUPDATEINFO — アン イ ンス ト ール キーの下の URLUpdateInfo 値の

データ。

• REGDB_UNINSTALL_VERSION — アン イ ンス ト ールキーの下の Version 値のデータ。 この定数

が利用された と き、 szValue 　 は例えば 　 "16777216" 　 のよ う な文字列と し てイ ンス ト ール

された製品のバージ ョ ン番号を指定し ます。

重要 • REGDB_WINCURRVER_REGOWNER または REGDB_WINCURRVER_REGORGANIZATION を この

関数と共に使用し ないで く だ さい。 これらの値は Windows によ って設定されるため、、 イ ンス

ト ールで削除する こ とはできません。

テーブル 26 • RegDBDeleteItem の戻り値

戻り値 説明

0 関数が値を正常に設定し たこ と を示し ます。

< 0 関数が失敗し たこ と を示し ます。

テーブル 25 • RegDBDeleteItem のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ー
ター 説明
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てのレジス ト リの変更を処理する と、 Windows Installer サービスを通し たク リーン アンイ ンス ト ールが可能と な り

ます。

RegDBDeleteKey 関数はレジス ト リから特定のキーそその関連値を削除し ます。 削除されたすべてのサブキーも、

関連する値と共に削除されます。

InstallShield は szSubKey で指定し たキーが HKEY_CLASSES_ROOT のサブキーとみな し ます。RegDBSetDefaultRoot 

を使って別のルー ト キーを指定できます。

RegDBDeleteKey はレジス ト リ関連の一般関数で、 レジス ト リ関連の特殊関数が処理する ものを含んで、 すべての

レジス ト リキーに利用する こ とが可能です。 レジス ト リ関連の特殊関数については、 「レジス ト リ関連の特殊関

数」 を参照し て く だ さい。

メ モ • この関数は、 REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オプシ ョ ンを使用し てレジス ト リの 64 ビ ッ ト 部分をサポー ト

し ます。 詳細については、 「REGDB_OPTIONS」 を参照し て く だ さい。

構文

RegDBDeleteKey ( szSubKey );

パラ メ ーター

戻り値

追加情報

• デフ ォル ト で、 この関数の文字列引数で山かっ こで囲まれているテキス ト  ( 例、 "<my registy entry text>") は、

テキス ト 置換と し て解釈され、 それに従って処理されます。 レジス ト リ関数の文字列引数のテキス ト 置換処

理を無効にするには、 REGISTRYFUNCTIONS_USETEXTSUBS 引数を使って Disable を呼び出し ます。

• RegDBDeleteKey はアン イ ンス ト ール ログ フ ァ イルへ書き込みを行いません。 し たがって、 この関数を呼び

出し ても、 アプ リ ケーシ ョ ンのアン イ ンス ト ール処理に影響はあり ません。

テーブル 27 • RegDBDeleteKey のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szSubKey 削除するキーの名前を指定し ます。 2 つの円記号 (\\) を使って、

サブキーの異なるレベルを分割し て く ださい。

テーブル 28 • RegDBDeleteKey の戻り値

戻り値 説明

0 関数がキーを削除し たこ と を示し ます。

< 0 関数がキーを削除できなかったこ と を示し ます。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を

取得する こ とができます。 たと えば、 FormatMessage を呼び出し

た場合の -2147024891 (0x80070005) です。
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RegDBDeleteKey の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * RegDBDeleteKey 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * この例ではレジス ト リキーを作成して、 それを削除します。

 * レジス ト リ関数と共に提供されている例のほとんどすべては

 * キーを削除するのにこの関数を利用します。 さ らに詳しい情報はこれらの例を 

 * 参照して く ださい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "RegDBDeleteKey の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_RegDBDeleteKey(HWND);

function ExFn_RegDBDeleteKey(hMSI)

STRING szKey, szClass, szKeyRoot, szMsg, svLogFile;

NUMBER nResult1, nResult2;

begin

// RegDBCreateKeyEx を呼び出すパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szKey  = "DeleteMeKey";

szClass = "";

// ク ラス値を持たないキーを作成します。

if (RegDBCreateKeyEx (szKey, szClass) < 0) then

MessageBox ("RegDBCreateKeyEx が失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

else

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, "%s が作成されました。 ", szKey);

endif;

// RegDBDeleteKey を呼び出して、 作成したばかりのキーを削除します。

if (RegDBDeleteKey (szKey) < 0) then

MessageBox ("RegDBDeleteKey が失敗しました。 ", SEVERE);

else

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, "%s が削除されました。 .", szKey);

endif;

end;
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RegDBDeleteValue

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI と基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合、 InstallScript コー ド を使ってレジス ト リのキー

と値を作成する代わり に、 InstallShield の [ レジス ト リ ] ビ ューを利用する こ とが推奨されます。 この方法ですべ

てのレジス ト リの変更を処理する と、 Windows Installer サービスを通し たク リーン アンイ ンス ト ールが可能と な り

ます。

RegDBDeleteValue 関数はレジス ト リ内の特定のキーから値を削除し ます。 InstallShield は szSubKey で指定し た

キーが HKEY_CLASSES_ROOT のサブキーとみな し ます。 別のキーを指定するには、 RegDBSetDefaultRoot を使わ

な く てはな り ません。

RegDBDeleteKey はレジス ト リ関連の一般関数で、 レジス ト リ関連の特殊関数が処理する ものを含んで、 すべての

レジス ト リキーに利用する こ とが可能です。 レジス ト リ関連の特殊関数については、 「レジス ト リ関連の特殊関

数」 を参照し て く だ さい。

メ モ • この関数は、 REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オプシ ョ ンを使用し てレジス ト リの 64 ビ ッ ト 部分をサポー ト

し ます。 詳細については、 「REGDB_OPTIONS」 を参照し て く だ さい。

構文

RegDBDeleteValue ( szSubKey, szValue );

パラ メ ーター

戻り値

追加情報

• デフ ォル ト で、 この関数の文字列引数で山かっ こで囲まれているテキス ト  ( 例、 "<my registy entry text>") は、

テキス ト 置換と し て解釈され、 それに従って処理されます。 レジス ト リ関数の文字列引数のテキス ト 置換処

理を無効にするには、 REGISTRYFUNCTIONS_USETEXTSUBS 引数を使って Disable を呼び出し ます。

テーブル 29 • RegDBDeleteValue のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szSubKey 削除する値名を含むレジス ト リキーの名前を指定し ます。 2 つの円

記号 (\\) を使って、 サブキーの異なるレベルを分割し て く だ さい。

szValue 削除する値の名前を指定し ます。

テーブル 30 • RegDBDeleteValue の戻り値

戻り値 説明

0 関数が値を削除し たこ と を示し ます。

< 0 関数が値を削除する こ とができなかったこ と を示し ます。
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• RegDBDeleteValu はアン イ ンス ト ール ログ フ ァ イルへ書き込みを行いません。 し たがって、 この関数を呼び

出し ても、 アプ リ ケーシ ョ ンのアン イ ンス ト ール処理に影響はあり ません。

RegDBDeleteValue の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * RegDBDeleteValue 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * RegDBDeleteValue が呼び出され、 次のレジス ト リキーから

 * "Cursive" と名づけられた値を削除します :

 *

 * "HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Fonts".

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 プ リ プロセッサ定数が、

 *  ターゲッ ト システム上の既存のサブキーと値を

 *  参照するよ うに設定して く ださい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define SUBKEY "\\Software\\Microsoft\\Windows\\CurrentVersion\\Fonts"

#define VALUE"Cursive"

#define TITLE "RegDBDeleteValue Example"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_RegDBDeleteValue(HWND);

function ExFn_RegDBDeleteValue(hMSI)

STRING szSubKey, szValue, szTitle;

NUMBER nReturn;

begin

// ルー ト キーを設定します。

RegDBSetDefaultRoot (HKEY_LOCAL_MACHINE);

// サブキーの名前を設定します。

szSubKey = SUBKEY;

szValue = VALUE;

// サブキーを削除します。

nReturn = RegDBDeleteValue (szSubKey, szValue);

// 削除の結果をレポー ト します。

if (nReturn < 0) then

MessageBox ("RegDBDeleteValue が失敗しました。 ", SEVERE);

else

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, "%s を削除しました。 ", szValue);
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endif;

end;

RegDBDisConnectRegistry

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI と基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合、 InstallScript コー ド を使ってレジス ト リのキー

と値を作成する代わり に、 InstallShield の [ レジス ト リ ] ビ ューを利用する こ とが推奨されます。 この方法ですべ

てのレジス ト リの変更を処理する と、 Windows Installer サービスを通し たク リーン アンイ ンス ト ールが可能と な り

ます。

RegDBDisConnectRegistry 関数は、 RegDBConnectRegistry を呼び出し て設定し た リ モー ト レジス ト リへの接続を閉

じ ます。

RegDBDisConnectRegistry を呼び出し たあと、 InstallScript レジス ト リ関連の関数へのすべての呼び出しはローカル

システムのレジス ト リ に影響し ます。 レジス ト リ関連の特殊関数については、 「レジス ト リ関連の特殊関数」 を参

照し て く ださい。

メ モ • この関数は、 REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オプシ ョ ンを使用し てレジス ト リの 64 ビ ッ ト 部分をサポー ト

し ます。 詳細については、 「REGDB_OPTIONS」 を参照し て く だ さい。

構文

RegDBDisConnectRegistry ( nReserved );
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パラ メ ーター

戻り値

RegDBDisConnectRegistry の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * RegDBConnectRegistry 関数 と RegDBDisConnectRegistry 関数の

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を適切に実行するため、

 *       プ リ プロセッサ定数を リ モー ト 管理者が有効になっている

 *       適切なリ モー ト コンピューターへ設定しな く てはな り ません。 両方の

 *     コンピューターで リモー ト レジス ト リサービスが有効でな く てはな り ません。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define REMOTE "IShield_NT1"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_RegDBDisConnectRegistry(HWND);

function ExFn_RegDBDisConnectRegistry(hMSI)

STRING szRemoteMachine, szKey, szTitle, szMsg;

NUMBER nKeyType, nReturn;

begin

szTitle         = "RegDBConnectRegistry & RegDBDisConnectRegistry";

テーブル 31 • RegDBDisConnectRegistry のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nReserved このパラ メ ーターでゼロを渡し ます。 他の値は使用できません。

テーブル 32 • RegDBDisConnectRegistry の戻り値

戻り値 説明

0 この関数がリ モー ト システム上のレジス ト リへの接続を閉じ たこ

と を示し ます。

< 0 この関数がレジス ト リ接続を閉じ るのに失敗し たこ と を示し ます。
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szRemoteMachine = REMOTE;

nKeyType        = HKEY_LOCAL_MACHINE;

szMsg           = " セッ ト ア ッ プは %s へ接続します。 ";

SprintfBox (INFORMATION, szTitle, szMsg, szRemoteMachine);

// リモー ト コンピューターのレジス ト リへ接続します。 すべてのレジス ト リ関連の関数呼び出しは

// リモー ト コンピューターのみを変更します。

nReturn = RegDBConnectRegistry (szRemoteMachine, nKeyType, 0);

if (nReturn < 0) then

szMsg = "RegDBConnectRegistry が失敗しました。 \n\n リモー ト システムへ接続するこ とができませんでした。 " +

"";

MessageBox (szMsg, SEVERE);

abort;

else

szMsg        = "%s へ接続されました。 ";

SprintfBox (INFORMATION, szTitle, szMsg, szRemoteMachine);

endif;

// リモー ト コンピューター上でキーを作成します。

szKey   = "SOFTWARE\\InstallShield\\Test Key";

nReturn = RegDBCreateKeyEx(szKey, "");

if (nReturn < 0) then

szMsg = "RegDBCreateKeyEx が失敗しました。 \n\n\ リ モー ト マシンでキーを作成するこ とができませんでした。 " +

"";

MessageBox (szMsg, SEVERE);

else

szMsg = "%s に %s を作成しました。 ";

SprintfBox (INFORMATION, szTitle, szMsg, szKey, szRemoteMachine);

// キーがリ モー ト レジス ト リに存在するこ と を確認します。

nReturn = RegDBKeyExist(szKey);

if (nReturn < 0) then

szMsg = "RegDBKeyExist が失敗しました。 \n\n リ モー ト キーが存在しません。 ";

MessageBox (szMsg, SEVERE);

else

szMsg = "%s が存在します。 ";

SprintfBox (INFORMATION, szTitle, szMsg, szKey);

endif;

endif;

// リモー ト コンピューターで作成されたキーを削除します。

nReturn = RegDBDeleteKey(szKey);

if (nReturn < 0) then

MessageBox("RegDBDeleteKey が失敗しました。 \n\n リモー ト キーを削除するこ とができませんでした。 ",

INFORMATION);

else

szMsg = "%s の %s を削除しました。 ";

SprintfBox (INFORMATION, szTitle, szMsg, szKey, szRemoteMachine);

endif;

// リモー ト レジス ト リから切断します。 すべてのレジス ト リ関連の関数は

// ローカルレジス ト リのみを変更します。

nReturn = RegDBDisConnectRegistry(0);
1236 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (Q-R)
if (nReturn < 0) then

MessageBox("RegDBDisConnectRegistry が失敗しました。 \n\n リ モー ト レジス ト リに " +

" 接続されています。 ", SEVERE);

else

MessageBox("RegDBDisConnectRegistry が成功しました。 \n\n リ モー ト レジス ト リが " +

" 未接続状態です。 ", INFORMATION);

endif;

end;

RegDBGetAppInfo

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI と基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合、 InstallScript コー ド を使ってレジス ト リのキー

と値を作成する代わり に、 InstallShield の [ レジス ト リ ] ビ ューを利用する こ とが推奨されます。 この方法ですべ

てのレジス ト リの変更を処理する と、 Windows Installer サービスを通し たク リーン アンイ ンス ト ールが可能と な り

ます。

RegDBGetAppInfo 関数は、 レジス ト リから メ イ ンアプ リ ケーシ ョ ン情報キーに属する特定の値名の値を読み出し

ます。 RegDBGetAppInfo はレジス ト リ関連の特殊関数で、 特定の定義済みレジス ト リキーと一緒に動作するよ う

に設計されています。

メ モ • InstallScript エンジンは、 現在、 レジス ト リの 64 ビ ッ ト 部分にある [ プログラムの追加と削除 ] 情報の読み

書きをサポー ト し ません。 そのため、 REGDB_OPTIONS システム変数を使った REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オ

プシ ョ ンを このレジス ト リ関数で使用する こ とはできません。 REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オプシ ョ ンを有効に

し ても、 レジス ト リ エン ト リがこの関数によ って作成される場所に影響し ません。

構文

RegDBGetAppInfo ( szName, nvType, svValue, nvSize );
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

デフ ォル ト で、 この関数の文字列引数で山かっ こで囲まれているテキス ト  ( 例、 "<my registy entry text>") は、 テ

キス ト 置換と し て解釈され、 それに従って処理されます。 レジス ト リ関数の文字列引数のテキス ト 置換処理を無

効にするには、 REGISTRYFUNCTIONS_USETEXTSUBS 引数を使って Disable を呼び出し ます。

RegDBGetAppInfo の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

テーブル 33 • RegDBGetAppInfo のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szName 読み出す値の値名を指定し ます。

nvType svValue に戻されるデータ タ イプを識別する、 次の定義済み定数のひとつを戻し

ます。

• REGDB_STRING — 文字列変数。 newline 文字を利用する こ とはできません。

• REGDB_STRING_EXPAND — "%MYPATH%" といった、 拡張可能な環境変数式を

持つ文字列変数です。

• REGDB_STRING_MULTI — 文字列変数。 newline 文字を利用する こ とができま

す。

• REGDB_NUMBER — 文字列と し て処理され、 文字列変数で渡される数値。

• REGDB_BINARY — 文字列に格納されているバイナ リデータ。

svValue szName で指定し た値名の値を戻し ます。

nvSize 戻り値のサイズをバイ ト で返し ます。

テーブル 34 • RegDBGetAppInfo の戻り値

戻り値 説明

0 関数が値を戻し たこ と を示し ます。

< 0 関数が値を読み出せなかったこ と を示し ます。
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 *

 * RegDBSetAppInfo と RegDBGetAppInfo 関数を示します。

 *

 * これらの関数のいずれかを呼び出す前に、

 * InstallationInfo を呼び出してアプ リケーシ ョ ン情報を設定する必要があり ます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define COMPANY_NAME "Example_Company"

#define  PRODUCT_NAME            "Example_App"

#define PRODUCT_VERSION  "5.0"

#define  PRODUCT_KEY             "EXAMPLE.EXE"

#define  DEINSTALL_KEY           "Example_DeinstKey"

#define UNINSTALL_NAME "Example_App_5.0"

#define DEFAULT_LOG_PATH "EXAMPLE"

#define TITLE  "RegDBGetAppInfo"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_RegDBGetAppInfo(HWND);

function ExFn_RegDBGetAppInfo(hMSI)

STRING szStrName, szStrValue, svStrValue, szTitle, szMsg, svLogFile;

NUMBER nvSize, nvType;

begin

// ルー ト キーを設定します。

RegDBSetDefaultRoot (HKEY_LOCAL_MACHINE);

// 使用する名前を REGDB_STRING で設定します。

szStrName = "ExampleStringValue";

szStrValue = "ExampleStringSetting";

//RegBDSetAppInfo と

//RegDBGetAppInfo を使用する前に、 アプ リケーシ ョ ン情報をセッ ト ア ッ プ します。

InstallationInfo (COMPANY_NAME, PRODUCT_NAME, PRODUCT_VERSION, PRODUCT_KEY);

DeinstallStart(DEFAULT_LOG_PATH, svLogFile, DEINSTALL_KEY, 0);

//REGDB_STRING 型の値を設定します。

if (RegDBSetAppInfo (szStrName, REGDB_STRING, szStrValue, -1) < 0) then

MessageBox ("REGDB_STRING 型のキーと値を設定できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

//RegDBGetAppInfo を呼び出して値を戻し、 すべてのセッ ト ア ッ プ

// パラ メーターを比較します。

if (RegDBGetAppInfo (szStrName, nvType, svStrValue, nvSize) < 0) then

MessageBox (" アプ リケーシ ョ ン情報値の取得に失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

else

// 取得された値が設定された値と同じか確認します。

if (nvType != REGDB_STRING) then

MessageBox (" タ イプの比較に失敗しました。 ", WARNING);

endif;

if (szStrValue != svStrValue) then

MessageBox (" サブキー値の比較に失敗しました。 ", WARNING);

else
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szMsg = " 値の設定 : %s = %s\n\n 戻り値 : %s = %s";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, szMsg, szStrName, szStrValue,

 szStrName, svStrValue);

endif;

if (nvSize != StrLength(szStrValue)) then

MessageBox (" サイズの比較に失敗しました。 ", WARNING);

else

szMsg = " 入力されたバイ ト のサイズ : %d\n\n 戻されたバイ トのサイズ : %d";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, szMsg,

 nvSize, StrLength(szStrValue) + 1);

endif;

endif;

end;

RegDBGetDefaultRoot

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI と基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合、 InstallScript コー ド を使ってレジス ト リのキー

と値を作成する代わり に、 InstallShield の [ レジス ト リ ] ビ ューを利用する こ とが推奨されます。 この方法ですべ

てのレジス ト リの変更を処理する と、 Windows Installer サービスを通し たク リーン アンイ ンス ト ールが可能と な り

ます。

RegDBGetDefaultRoot 関数は、 レジス ト リ関連の一般関数が利用するルー ト キーを戻し ます。

メ モ • この関数は、 REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オプシ ョ ンを使用し てレジス ト リの 64 ビ ッ ト 部分をサポー ト

し ます。 詳細については、 「REGDB_OPTIONS」 を参照し て く だ さい。

構文

RegDBGetDefaultRoot ( );

パラ メ ーター

な し。

戻り値

• HKEY_CLASSES_ROOT

• HKEY_CURRENT_USER

• HKEY_LOCAL_MACHINE

• HKEY_USERS

• HKEY_CURRENT_CONFIG

• HKEY_DYN_DATA

• HKEY_USER_SELECTABLE
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メ モ • 戻り値 HKEY_USER_SELECTABLE は、 関数が呼び出された と きに ALLUSERS システム変数がゼロ以外の場

合は後に続 く レジス ト リ関数呼び出しがルー ト キーと し て  HKEY_LOCAL_MACHINE を利用する こ と、 または関数

が呼び出されたと きに ALLUSERS が FALSE の場合は後に続 く レジス ト リ関数呼び出しがルー ト キーと し て 

HKEY_CURRENT_USER を利用する こ と を示し ます。

RegDBGetItem

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI と基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合、 InstallScript コー ド を使ってレジス ト リのキー

と値を作成する代わり に、 InstallShield の [ レジス ト リ ] ビ ューを利用する こ とが推奨されます。 この方法ですべ

てのレジス ト リの変更を処理する と、 Windows Installer サービスを通し たク リーン アンイ ンス ト ールが可能と な り

ます。

RegDBGetItem 関数は、 nItem の値によ ってアプ リ ケーシ ョ ンご とのパスキーまたはアプ リ ケーシ ョ ンアン イ ンス

ト ールキーの値を読み出し ます。 RegDBSetItem はレジス ト リ関連の特殊な関数で、 特定の定義済みレジス ト リ

キーと共に動作し ます。

メ モ • InstallScript エンジンは、 現在、 レジス ト リの 64 ビ ッ ト 部分にある [ プログラムの追加と削除 ] 情報の読み

書きをサポー ト し ません。 そのため、 REGDB_OPTIONS システム変数を使った REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オ

プシ ョ ンを このレジス ト リ関数で使用する こ とはできません。 REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オプシ ョ ンを有効に

し ても、 レジス ト リ エン ト リがこの関数によ って作成される場所に影響し ません。

構文

RegDBGetItem (nItem, svValue);
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パラ メ ーター

テーブル 35 • RegDBGetItem のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nItem 取得する項目を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ま

す。

• REGDB_APPPATH — アプ リ ケーシ ョ ンご とのパス キーの下の Path 値のデータ。

• REGDB_APPPATH_DEFAULT — アプ リ ケーシ ョ ンご とのパス キーの下の DefaultPath 値の

データ。

• REGDB_UNINSTALL_COMMENTS — アン イ ンス ト ール キーの下の Comments 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_CONTACT — アン イ ンス ト ール キーの下の Contact 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_DISPLAY_VERSION — アン イ ンス ト ールキーの下の DisplayVersion 値の

データ。

• REGDB_UNINSTALL_DISPLAYICON — アンイ ンス ト ールキーの下の DisplayIcon 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_HELPLINK — アンイ ンス ト ール キーの下の HelpLink 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_HELPTELEPHONE — アン イ ンス ト ール キーの下の HelpTelephone 値の

データ。

• REGDB_UNINSTALL_INSTALLDATE — アン イ ンス ト ール キーの下の InstallDate 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_INSTALLLOC — アン イ ンス ト ール キーの下の InstallLocation 値のデー

タ。

• REGDB_UNINSTALL_INSTALLSOURCE — アン イ ンス ト ール キーの下の InstallSource 値の

データ。

• REGDB_UNINSTALL_LANGUAGE — アン イ ンス ト ールキーの下の Language 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_LOGFILE — アン イ ンス ト ールキーの下の LogFile 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_MAINT_OPTION — アン イ ンス ト ールキーの下の LogMode 値のデータ。
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nItem ( 続き ) • REGDB_UNINSTALL_MAJOR_VERSION — アン イ ンス ト ールキーの下の VersionMajor 値の

データ。 存在し ない場合、 関数はアンイ ンス ト ール キーの下にある MajorVersion 値のデー

タ を確認し ます。

• REGDB_UNINSTALL_MAJOR_VERSION_OLD — アン イ ンス ト ールキーの下の MajorVersion 値

のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_MAJOR_VERSION — アン イ ンス ト ールキーの下の VersionMinor 値の

データ。 存在し ない場合、 関数はアンイ ンス ト ール キーの下にある MinorVersion 値のデー

タ を確認し ます。

• REGDB_UNINSTALL_MINOR_VERSION_OLD — アンイ ンス ト ールキーの下の MinorVersion 値

のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_MODIFYPATH — アン イ ンス ト ール キーの下の ModifyPath の値。

• REGDB_UNINSTALL_NAME — アンイ ンス ト ールキーの下の DisplayName 値のデータ。 この

定数が使用される と、 szValue はコ ン ト ロール パネル内のアン イ ンス ト ール可能なアプ リ

ケーシ ョ ンのリ ス ト で示されるアプ リ ケーシ ョ ン名を指定し ます。

• REGDB_UNINSTALL_NOMODIFY  — アン イ ンス ト ール キーの下の NoModif の値。

• REGDB_UNINSTALL_NOREMOVE — アン イ ンス ト ール キーの下の NoRemove の値。

• REGDB_UNINSTALL_NOREPAIR — アン イ ンス ト ールキーの下の NoRepair 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_PRODUCTGUID — アン イ ンス ト ールキーの下の ProductGuid 値のデー

タ。

• REGDB_UNINSTALL_PRODUCTID — アン イ ンス ト ールキーの下の ProductId 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_PUBLISHER — アンイ ンス ト ールキーの下の Publisher 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_README — アン イ ンス ト ールキーの下の Readme 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_REGCOMPANY — アン イ ンス ト ールキーの下の RegCompany 値のデー

タ。

• REGDB_UNINSTALL_REGOWNER — アン イ ンス ト ールキーの下の RegOwner 値のデータ。

テーブル 35 • RegDBGetItem のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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戻り値

追加情報

デフ ォル ト で、 この関数の文字列引数で山かっ こで囲まれているテキス ト  ( 例、 "<my registy entry text>") は、 テ

キス ト 置換と し て解釈され、 それに従って処理されます。 レジス ト リ関数の文字列引数のテキス ト 置換処理を無

効にするには、 REGISTRYFUNCTIONS_USETEXTSUBS 引数を使って Disable を呼び出し ます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript イ ンス ト ールでは、 CreateInstallationInfo 呼び出しの前に REGDB_APPPATH または 

REGDB_APPPATH_DEFAULT を使って RegDBSetItem を呼び出し ても効果があ り ません。 これは、 RegDBSetItem が

作成し たレジス ト リ情報を CreateInstallationInfo が上書きするために、 呼び出しが無効と なるからです。

MaintenanceStart 呼び出しの前に、 その他の定数を使って  RegDBSetItem を 呼び出し ても効果はあり ません。 こ

れは、 RegDBSetItem が作成し たレジス ト リ データ を MaintenanceStart が上書きするために、 呼び出しが無効と な

るからです。 ( イベン ト 指向のスク リ プ ト では、 CreateInstallationInfo および MaintenanceStart がデフ ォル ト

OnMoveData イベン ト  ハン ド ラーコー ド で呼び出されます。 )

nItem ( 続き ) • REGDB_UNINSTALL_STRING — アン イ ンス ト ール キーの下の UninstallString 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_SYSTEMCOMPONENT — アンイ ンス ト ール キーの下の 

SystemComponent 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_URLINFOABOUT — アン イ ンス ト ール キーの下の URLInfoAbout 値の

データ。

• REGDB_UNINSTALL_URLUPDATEINFO — アン イ ンス ト ール キーの下の URLUpdateInfo 値の

データ。

• REGDB_UNINSTALL_VERSION — アン イ ンス ト ールキーの下の Version 値のデータ。 この定

数が利用された と き、 szValue 　 は例えば 　 "16777216" 　 のよ う な文字列と し てイ ンス ト ー

ルされた製品のバージ ョ ン番号を戻し ます。

• REGDB_WINCURRVER_REGORGANIZATION — 現在のバージ ョ ン キーの下の 

RegisteredOrganization 値のデータ。

• REGDB_WINCURRVER_REGOWNER — 現在のバージ ョ ン キーの下の RegisteredOwner 値の

データ。

svValue 項目の値を返し ます。

テーブル 36 • RegDBGetItem の戻り値

戻り値 説明

0 関数は項目の値を正常に取得し たこ と を示し ます。

< 0 項目の値が取得できなかったこ と を示し ます。

テーブル 35 • RegDBGetItem のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 アン イ ンス ト ール情報は Windows Installer によ ってフ ァ イル転送中に作成され

ます。 このため、 InstallScript MSI イ ンス ト ールで RegDBSetItem を呼び出す場合は、 フ ァ イル転送の後に行う必

要があ り ます。

RegDBGetItem の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * RegDBSetItem と RegDBGetItem 関数を示します。

 *

 * このスク リ プ ト によってい く つかのレジス ト リキーが設定されます。 そして

 * それらのキーを取得して現在の値を表示します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define COMPANY_NAME  "ExampleCompany"

#define PRODUCT_NAME  "ExampleProduct"

#define VERSION_NUMBER  "5.00.00"

#define PRODUCT_KEY "EXAMPLE.EXE"

#define DEINST_KEY  "ExampleDeinstKey"

#define APP_DEF_LOG_PATH  "C:\\EXAMPLE\\TEMP"

#define APP_PATH  "C:\\EXAMPLE"

#define APP_DEF_PATH  "C:\\EXAMPLE\\TARGET"

#define UNINSTALL_NAME  "ExampleUninstallName"

#define TITLE "RegDBSetItem の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_RegDBGetItem(HWND);

function ExFn_RegDBGetItem(hMSI)

STRING svLogFile, svValue, szTitle;

begin

// ルー ト キーを設定します。

RegDBSetDefaultRoot (HKEY_LOCAL_MACHINE);

// インス ト ール情報とアンインス ト ール情報を設定して

//RegDBSetItem と RegDBGetItem を呼び出します。

InstallationInfo (COMPANY_NAME, PRODUCT_NAME, VERSION_NUMBER, PRODUCT_KEY);

DeinstallStart (APP_DEF_LOG_PATH, svLogFile, DEINST_KEY, 0);

// レジス ト リのアプ リケーシ ョ ンパスキーの値を

//szAppPath の値に設定します。

if (RegDBSetItem (REGDB_APPPATH, APP_PATH) < 0) then

MessageBox (" アプ リケーシ ョ ンパスキーを設定できません。 ", SEVERE);

else
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SprintfBox (INFORMATION, TITLE, "RegDBSetItem はアプ リケーシ ョ ン " +

 " パスキーを %s に設定します。 ", APP_PATH);

endif;

// レジス ト リのアプ リケーシ ョ ンデフ ォル トのパスキーの値を

//szAppDefPath の値に設定します。

if (RegDBSetItem(REGDB_APPPATH_DEFAULT, APP_DEF_PATH) < 0) then

MessageBox (" アプ リケーシ ョ ンのデフ ォルトのパスキーを設定できません。 ", SEVERE);

else

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, "RegDBSetItem はアプ リケーシ ョ ン " +

 " デフ ォル トのパスキーを %s に設定します。 ", APP_DEF_PATH);

endif;

// レジス ト リのアンインス ト ール名キーの値を

//szUninstallName の値に設定します。

if (RegDBSetItem (REGDB_UNINSTALL_NAME, UNINSTALL_NAME) < 0) then

MessageBox (" アンインス ト ール名キーを設定できません。 ", SEVERE);

else

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, "RegDBSetItem はアンインス ト ール " +

 " 名キーを %s に設定します。 ", UNINSTALL_NAME);

endif;

//SprintfBox を呼び出すタ イ ト ルパラ メーターをセッ ト ア ッ プします。

szTitle = "RegDBGetItem";

// レジス ト リのアプ リケーシ ョ ンパスキーの値を取得します。

if (RegDBGetItem (REGDB_APPPATH, svValue) < 0) then

MessageBox (" アプ リケーシ ョ ンパスキーの値を取得できません。 ", SEVERE);

else

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, "RegDBGetItem は " +

 " アプ リケーシ ョ ン パス キーの値を取得します : %s.", svValue);

endif;

// レジス ト リのアプ リケーシ ョ ンデフ ォル トのパスキーの値を

// 取得します。

if (RegDBGetItem (REGDB_APPPATH_DEFAULT, svValue) < 0) then

MessageBox (" アプ リケーシ ョ ンのデフ ォルトのパスキーを取得できません ", SEVERE);

else

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, "RegDBGetItem は " +

 " アプ リケーシ ョ ンのデフ ォルト  パス キーの値を取得します : %s.", svValue);

endif;

// レジス ト リからアンインス ト ール名キーの値を取得します。

if (RegDBGetItem (REGDB_UNINSTALL_NAME, svValue) < 0) then

MessageBox (" アプ リケーシ ョ ンアンインス ト ール名キーを取得できません。 ", SEVERE);

else

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, "RegDBGetItem は " +

 " アンインス ト ール名キーの値を取得しました : %s.", svValue);

endif;

end;
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RegDBGetKeyValueEx

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI と基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合、 InstallScript コー ド を使ってレジス ト リのキー

と値を作成する代わり に、 InstallShield の [ レジス ト リ ] ビ ューを利用する こ とが推奨されます。 この方法ですべ

てのレジス ト リの変更を処理する と、 Windows Installer サービスを通し たク リーン アンイ ンス ト ールが可能と な り

ます。

RegDBGetKeyValueEx 関数は、 レジス ト リ内の指定されたキーの下にある、 特定の値名がついた値を読み出し ま

す。 デフ ォル ト では、 InstallShield はこのキーを HKEY_CLASSES_ROOT のサブキーである とみな し ます。

RegDBSetDefaultRoot を使って別のルー ト キーを指定できます。

RegDBGetKeyValueEx はレジス ト リ関連の一般関数で、 レジス ト リ関連の特殊関数が処理する ものを含んで、 すべ

てのレジス ト リキーに利用する こ とが可能です。

メ モ • この関数は、 REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オプシ ョ ンを使用し てレジス ト リの 64 ビ ッ ト 部分をサポー ト

し ます。 詳細については、 「REGDB_OPTIONS」 を参照し て く だ さい。

構文

RegDBGetKeyValueEx ( szKey, szName, nvType, svValue, nvSize );
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戻り値

RegDBGetKeyValueEx の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

テーブル 37 • RegDBGetKeyValueEx のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szKey 値を読み出すキーの名前を指定し ます。 2 つの円記号 (\\) を使って、 サブキーの異なる

レベルを分割し て く ださい。

szName 読み出す値の szKey の下にある値名を指定し ます。 キーのデフ ォル ト 値を読み出すには、

ヌル文字列  ("") を渡し ます。

nvType svValue に戻されるデータ タ イプを識別する、 次の定義済み定数のひとつを戻し ます。

• REGDB_STRING — 文字列変数。 newline 文字を利用する こ とはできません。

• REGDB_STRING_EXPAND—  "%MYPATH%" といった、 拡張可能な環境変数式を持つ文

字列変数です。

• REGDB_STRING_MULTI—  文字列変数。 newline 文字を利用する こ とができます。

• REGDB_NUMBER—  文字列と し て処理され、 文字列変数で渡される数値。

• REGDB_BINARY — 文字列に格納されているバイナ リデータ。

メ モ • データ型 REGDB_STRING_MULTI を読み出す場合、 ヌル文字列 ("") と共に 

StrGetTokens を使って複数のヌル文字で終わる文字列を文字列のリ ス ト へと解析し ます。

つま り、 svValue が RegDBGetKeyValueEx の呼び出し結果と し て複数文字列を持つ場合、

StrGetTokens( listID, svValue, "") を利用し て文字列を解析し、 文字列リ ス ト  (listID) に配置す

る こ とができます。

svValue szKey と svName が指定し た値を戻し ます。 数値は文字列と し て戻される こ とに注意し て

く ださい。

nvSize svValue で返された値のサイズをバイ ト で返し ます。

テーブル 38 • RegDBGetKeyValueEx の戻り値

戻り値 説明

0 関数が値を戻し たこ と を示し ます。

< 0 関数が値を読み出せなかったこ と を示し ます。
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ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * RegDBSetKeyValueEx 関数と RegDBGetKeyValueEx 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * RegDBCreateKeyEx が呼び出され、 HKEY_CLASSES_ROOT キーに

 * テス ト  サブキーを作成します。 キーの値は RegDBSetKeyValueEx 関数の

 * REGDB_NUMBER オプシ ョ ンを使って整数形式で

 * 設定されます。 この値が設定されたあと、 RegDBGetKeyValueEx 関数を使って

 * その値が読み出され、 確認されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE "RegDBSetKeyValueEx & RegDBGetKeyValueEx"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_RegDBGetKeyValueEx(HWND);

function ExFn_RegDBGetKeyValueEx(hMSI)

STRING szKey, szNumName, szNumValue, svNumValue, szTitle, szMsg;

NUMBER nType, nSize, nvType, nvSize;

begin

// テス ト するキーを作成します。

szKey = "TestKey";

if (RegDBCreateKeyEx (szKey, "") < 0) then

MessageBox ("RegDBCreateKeyEx が失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// RegDBSetKeyValueEx を呼び出すパラ メーターをセ ッ ト ア ッ プします。

szNumName = "TestValue";

szNumValue = "12345";

nType      = REGDB_NUMBER;

nSize      = -1;

// これに関連するキー名と値を設定します。

if (RegDBSetKeyValueEx (szKey, szNumName, nType, szNumValue,

 nSize) < 0) then

MessageBox ("RegDBSetKeyValueEx 失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

else

// RegDBSetKeyValueEx の結果を表示します。

szMsg = "%s は次の通り設定されました : %s";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, szMsg, szNumName, szNumValue);

endif;

// キー値についての情報を読み出します。

if (RegDBGetKeyValueEx (szKey, szNumName, nvType, svNumValue,

 nvSize) < 0) then

MessageBox ("RegDBGetKeyValueEx が失敗しました。 ", SEVERE);
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else

// 戻された値が設定された値と同じかど うか確認します。

if (nvType != REGDB_NUMBER) then

MessageBox (" タ イプ比較に失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

if (svNumValue != szNumValue) then

MessageBox (" サブキー値の比較に失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

// RegDBGetKeyValueEx が読み出した結果を表示します。

szMsg = "%s は次の値を持ちます : %s\n\n このデータは %d バイ ト です。 ";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, szMsg, szNumName, svNumValue, nvSize);

endif;

// 作成されたテス ト キーを削除します。

if (RegDBDeleteKey (szKey) < 0) then

MessageBox ("RegDBDeleteKey が失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

end;

RegDBGetUninstCmdLine

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI と基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合、 InstallScript コー ド を使ってレジス ト リのキー

と値を作成する代わり に、 InstallShield の [ レジス ト リ ] ビ ューを利用する こ とが推奨されます。 この方法ですべ

てのレジス ト リの変更を処理する と、 Windows Installer サービスを通し たク リーン アンイ ンス ト ールが可能と な り

ます。

RegDBGetUninstCmdLine 　 関数は szUninstallKey が指定し たアン イ ンス ト ール用の登録済みコマン ド ラ イ ンを取得

し、 svUninstCmdLine のコ マン ド ラ イ ンを戻し ます。

メ モ • InstallScript エンジンは、 現在、 レジス ト リの 64 ビ ッ ト 部分にある [ プログラムの追加と削除 ] 情報の読み

書きをサポー ト し ません。 そのため、 REGDB_OPTIONS システム変数を使った REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オ

プシ ョ ンを このレジス ト リ関数で使用する こ とはできません。 REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オプシ ョ ンを有効に

し ても、 レジス ト リ エン ト リがこの関数によ って作成される場所に影響し ません。

構文

RegDBGetUninstCmdLine ( szUninstallKey, svUninstCmdLine );
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

デフ ォル ト で、 この関数の文字列引数で山かっ こで囲まれているテキス ト  ( 例、 "<my registy entry text>") は、 テ

キス ト 置換と し て解釈され、 それに従って処理されます。 レジス ト リ関数の文字列引数のテキス ト 置換処理を無

効にするには、 REGISTRYFUNCTIONS_USETEXTSUBS 引数を使って Disable を呼び出し ます。

RegDBKeyExist

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI と基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合、 InstallScript コー ド を使ってレジス ト リのキー

と値を作成する代わり に、 InstallShield の [ レジス ト リ ] ビ ューを利用する こ とが推奨されます。 この方法ですべ

てのレジス ト リの変更を処理する と、 Windows Installer サービスを通し たク リーン アンイ ンス ト ールが可能と な り

ます。

RegDBKeyExist 関数はレジス ト リの特定のキーの存在を確認し ます。 デフ ォル ト では、 InstallShield はこのキーを 

HKEY_CLASSES_ROOT のサブキーである とみな し ます。 別のメ イ ンキーを利用する場合、 RegDBSetDefaultRoot を

使って別のルー ト キーを指定し ます。

RegDBKeyExist はレジス ト リ関連の一般関数で、 レジス ト リ関連の特殊関数が処理する ものを含んで、 すべてのレ

ジス ト リキーに利用する こ とが可能です。 レジス ト リ関連の特殊関数については、 「レジス ト リ関連の特殊関数」

を参照し て く ださい。

テーブル 39 • RegDBGetUninstCmdLine のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szUninstallKey ターゲッ ト レジス ト リの < ルー ト  キー

>\Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Uninstall の下のサブ

キーの名前を指定し ます。 関数はまずルー ト キー 

HKEY_CURRENT_USER の下にあるサブキーを確認し、 そ し てサブ

キーがそこで見つからない場合、 HKEY_LOCAL_MACHINE の下を確

認し ます。 InstallShield Professional 5.53 またはそれ以降で作成され

たセ ッ ト アプでは、 これは一般的にアプ リ ケーシ ョ ンの名前です。

InstallShield Professional 6.0 またはそれ以降では、 これは括弧 ({}) を

含むアプ リ ケーシ ョ ンの製品 GUID です。

svUninstCmdLine szUninstallKey's の UninstallString 値のデータ で指定されたアン イ ン

ス ト ールコマン ド ラ イ ンを戻し ます。

テーブル 40 • RegDBGetUninstCmdLine の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数がコマン ド ラ イ ンを取得し ま し た。

< ISERR_SUCCESS 関数がコマン ド ラ イ ンの取得に失敗し ま し た。
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メ モ • この関数は、 REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オプシ ョ ンを使用し てレジス ト リの 64 ビ ッ ト 部分をサポー ト

し ます。 詳細については、 「REGDB_OPTIONS」 を参照し て く だ さい。

構文

RegDBKeyExist ( szSubKey );

パラ メ ーター

戻り値

この関数は決し てゼロ (0) を戻し ません。

追加情報

デフ ォル ト で、 この関数の文字列引数で山かっ こで囲まれているテキス ト  ( 例、 "<my registy entry text>") は、 テ

キス ト 置換と し て解釈され、 それに従って処理されます。 レジス ト リ関数の文字列引数のテキス ト 置換処理を無

効にするには、 REGISTRYFUNCTIONS_USETEXTSUBS 引数を使って Disable を呼び出し ます。

RegDBKeyExist の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

テーブル 41 • RegDBKeyExist のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szSubKey 検出するキーの名前を指定し ます。 このパラ

メ ーターに HKEY_CLASSES_ROOT キー ( また

は指定し た別のルー ト  キー ) を含まな く ても

構いません。 2 つの円記号 (\\) を使って、 サブ

キーの異なるレベルを分割し て く ださい。

テーブル 42 • RegDBKeyExist の戻り値

戻り値 説明

1 関数がレジス ト リ でキー名を検出し たこ と を

示し ます。

< 0 関数がレジス ト リ でキー名を検出する こ とが

できなかったこ と を示し ます。
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 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * RegDBCreateKeyEx 関数と RegDBKeyExist 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * まず、 RegDBCreateKeyEx を呼び出して HKEY_CLASSES_ROOT キーに

 * ク ラス値を持たないサブキーを作成します。 そして、 RegDBKeyExist を呼び出し

 * キーが作成されたこ と を確認します。

 *

 * RegDBCreateKey を再び呼び出し、 HKEY_CLASSES_ROOT の下に

 * 複数階層のサブキーをその関連値と共に作成します。

 * そして RegDBKeyExist を再び呼び出し、 新規キーの存在を

 * 確認します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "RegDBCreateKeyEx & RegDBKeyExist"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_RegDBKeyExist(HWND);

function ExFn_RegDBKeyExist(hMSI)

STRING szKey, szClass, szKeyRoot, szMsg, svLogFile;

NUMBER nResult1, nResult2;

begin

// ク ラス値を持たないキーを作成します。

szKey   = "CreateKeyExample";

szClass = "";

if (RegDBCreateKeyEx(szKey, szClass) < 0) then

MessageBox ("RegDBCreateKeyEx への 初の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

else

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, "%s が正し く 作成されました。 ", szKey);

// 作成したばかりのキーが存在するかど うかを確認します。

if (RegDBKeyExist (szKey) < 0) then

MessageBox ("RegDBKeyExist への 初の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

else

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, "%s が存在します。 .", szKey);

endif;

endif;

if (RegDBDeleteKey (szKey) < 0) then

MessageBox ("RegDBDeleteKey が失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

// 複数のサブ階層やク ラス値を持つキーを作成します。

szKey  = "ShareWare\\Games\\CoolChess";

szClass  = "LastPlayed";

szKeyRoot = "ShareWare";

if (RegDBCreateKeyEx(szKey, szClass) < 0) then

MessageBox ("RegDBCreateKeyEx への 2 回目の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

else

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, "%s が正し く 作成されました。 ", szKey);
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// 新し く 作成した複数階層キーが存在するかど うかを確認します。

if (RegDBKeyExist (szKeyRoot) < 0) then

MessageBox ("RegDBKeyExist への 2 回目の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

else

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, "%s が存在します。 .", szKey);

endif;

endif;

if (RegDBDeleteKey (szKey) < 0) then

MessageBox ("RegDBDeleteKey が失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

end;

RegDBQueryKey

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI と基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合、 InstallScript コー ド を使ってレジス ト リのキー

と値を作成する代わり に、 InstallShield の [ レジス ト リ ] ビ ューを利用する こ とが推奨されます。 この方法ですべ

てのレジス ト リの変更を処理する と、 Windows Installer サービスを通し たク リーン アンイ ンス ト ールが可能と な り

ます。

RegDBQueryKey 関数は、 ユーザーによるキーのサブキーと値名の照会を可能にし ます。 この関数を使ってキーを

動的に列挙できます。 RegDBQueryKey はレジス ト リ関連の一般関数で、 レジス ト リ関連の特殊関数が処理する も

のを含んで、 すべてのレジス ト リキーに利用する こ とが可能です。

メ モ • この関数は、 REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オプシ ョ ンを使用し てレジス ト リの 64 ビ ッ ト 部分をサポー ト

し ます。 詳細については、 「REGDB_OPTIONS」 を参照し て く だ さい。

構文

RegDBQueryKey ( szSubKey, nItem, listResults );
1254 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (Q-R)
パラ メ ーター

戻り値

追加情報

デフ ォル ト で、 この関数の文字列引数で山かっ こで囲まれているテキス ト  ( 例、 "<my registy entry text>") は、 テ

キス ト 置換と し て解釈され、 それに従って処理されます。 レジス ト リ関数の文字列引数のテキス ト 置換処理を無

効にするには、 REGISTRYFUNCTIONS_USETEXTSUBS 引数を使って Disable を呼び出し ます。

RegDBQueryKey の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

テーブル 43 • RegDBQueryKey のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szSubKey RegDBSetDefaultRoot への前回の呼び出し で設定されたルーとキー

の 1 つの下にあるサブキーを指定し ます。 さ らに深いレベルのサ

ブキーを指定するには円記号を使用し て く ださい。 ルー ト キーを

読み出すには、 ヌル文字列  ("") を渡し ます。

nItem リ ス ト に配置するアイテムを指定し ます。 このパラ メ ーターに、

以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• REGDB_KEYS — listResults に戻される 文字列リ ス ト は、 この

キーの下にあるすべてのサブキーのリ ス ト を含みます。

• REGDB_NAMES — listResults に戻される 文字列リ ス ト は、 この

キー用に名前の付いたすべての値の名前を含みます。

listResults 照会結果を文字列リ ス ト に戻し ます。 listResults によ って識別され

る リ ス ト は、 ListCreate への呼び出しによ って既に初期化されてい

る必要があ り ます。

テーブル 44 • RegDBQueryKey の戻り値

戻り値 説明

0 関数が成功し たこ と を示し ます。

< 0 関数が失敗し たこ と を示し ます。
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 * RegDBQueryKey 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * 初に、 RegDBQueryKey を呼び出して、 キー KEY1 の下のサブキーを

 * クエ リ します。 * RegDBQueryKey が戻したリス ト がダイアログに

 * 表示されます。

 *

 * そして、 RegDBQueryKey を呼び出して、 キー KEY2 の下のサブキーを

 * クエ リ します。 このリス トはダイアログにも表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define KEY1 "SOFTWARE"

#define KEY2 "SOFTWARE\\Microsoft"

#define TITLE "RegDBQueryKey の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_RegDBQueryKey(HWND);

function ExFn_RegDBQueryKey(hMSI)

STRING szMsg;

NUMBER nReturn, nItem;

LIST  listSubKeys, listNames;

begin

// セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

// RegDBQueryKey が戻した値を収める リス ト を作成します。

listSubKeys = ListCreate(STRINGLIST);

listNames = ListCreate(STRINGLIST);

if ((listNames = LIST_NULL) || (listSubKeys = LIST_NULL)) then

MessageBox (" 必要な リス ト を作成するこ とができませんでした。 .", SEVERE);

abort;

endif;

RegDBSetDefaultRoot(HKEY_LOCAL_MACHINE);

// サブキーのリス ト を取得します。

nReturn = RegDBQueryKey(KEY1, REGDB_KEYS, listSubKeys );

if (nReturn < 0) then

MessageBox("RegDBQueryKey への 初の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

else

szMsg = "Subkeys under " + KEY1 + " キー :";

SdShowInfoList(TITLE, szMsg, listSubKeys );

endif;

// サブキーのリス ト を取得します。

 nReturn = RegDBQueryKey(KEY2, REGDB_NAMES, listNames);

if (nReturn < 0) then

MessageBox("RegDBQueryKey への 2 回目の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

else

szMsg = KEY2 + " キーの下の指定された値 ";

SdShowInfoList(TITLE, szMsg, listNames);

endif;
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// メ モ リから リス ト を削除します。

ListDestroy (listNames);

ListDestroy (listSubKeys );

end;

RegDBQueryKeyCount

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI と基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合、 InstallScript コー ド を使ってレジス ト リのキー

と値を作成する代わり に、 InstallShield の [ レジス ト リ ] ビ ューを利用する こ とが推奨されます。 この方法ですべ

てのレジス ト リの変更を処理する と、 Windows Installer サービスを通し たク リーン アンイ ンス ト ールが可能と な り

ます。

RegDBQueryKeyCount 関数は、 サブキー、 または ｓ ｚ Key の下にある値の数を戻し ます。 nItem は サブキーまたは

値がカウン ト されているかど うかを指定し ます。

メ モ • この関数は、 REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オプシ ョ ンを使用し てレジス ト リの 64 ビ ッ ト 部分をサポー ト

し ます。 詳細については、 「REGDB_OPTIONS」 を参照し て く だ さい。

構文

RegDBQueryKeyCount ( szKey, nItem );
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

• RegDBQueryKeyCount はレジス ト リ関連の一般関数で、 レジス ト リ関連の特殊関数が処理する ものを含んで、

すべてのレジス ト リ キーに利用する こ とが可能です。 レジス ト リ関連の特殊関数については、 「レジス ト リ関

連の特殊関数」 を参照し て く だ さい。

• デフ ォル ト で、 この関数の文字列引数で山かっ こで囲まれているテキス ト  ( 例、 "<my registy entry text>") は、

テキス ト 置換と し て解釈され、 それに従って処理されます。 レジス ト リ関数の文字列引数のテキス ト 置換処

理を無効にするには、 REGISTRYFUNCTIONS_USETEXTSUBS 引数を使って Disable を呼び出し ます。

RegDBQueryStringMultiStringCount

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI と基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合、 InstallScript コー ド を使ってレジス ト リのキー

と値を作成する代わり に、 InstallShield の [ レジス ト リ ] ビ ューを利用する こ とが推奨されます。 この方法ですべ

てのレジス ト リの変更を処理する と、 Windows Installer サービスを通し たク リーン アンイ ンス ト ールが可能と な り

ます。

テーブル 45 • RegDBQueryKeyCount のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szKey RegDBSetDefaultRoot への前回の呼び出し で設定されたルー ト キー

の下にあるキーを指定し ます。 さ らに深いレベルのサブキーを指

定するには円記号を使用し て く ださい。 ルー ト キーを指定するに

は、 ヌル文字列  ("") を渡し ます。

nItem どのアイテムを数えるかを指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以

下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• REGDB_KEYS — サブキーの数が戻されます。

• REGDB_NAMES — 値の数が戻されます。

テーブル 46 • RegDBQueryKeyCount の戻り値

戻り値 説明

X 指定し たキーの下にある指定し た種類のアイテムの数。

< ISERR_SUCCESS 関数がアイテムの数を判断できなかったこ と を示し ます。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を

取得する こ とができます。 たと えば、 FormatMessage を呼び出し

た場合の -2147024891 (0x80070005) です。
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RegDBQueryStringMultiStringCount 関数は、 szKey が指定し たキーの下にある szValue が指定し た複数文字列値に含

まれる文字列の数を戻し ます。

メ モ • この関数は、 REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オプシ ョ ンを使用し てレジス ト リの 64 ビ ッ ト 部分をサポー ト

し ます。 詳細については、 「REGDB_OPTIONS」 を参照し て く だ さい。

構文

RegDBQueryStringMultiStringCount ( szKey, szValue );

パラ メ ーター

戻り値

追加情報

• RegDBQueryStringMultiStringCount はレジス ト リ関連の一般関数で、 レジス ト リ関連の特殊関数が処理する も

のを含んで、 すべてのレジス ト リキーに利用する こ とが可能です。 レジス ト リ関連の特殊関数については、

「レジス ト リ関連の特殊関数」 を参照し て く だ さい。

• デフ ォル ト で、 この関数の文字列引数で山かっ こで囲まれているテキス ト  ( 例、 "<my registy entry text>") は、

テキス ト 置換と し て解釈され、 それに従って処理されます。 レジス ト リ関数の文字列引数のテキス ト 置換処

理を無効にするには、 REGISTRYFUNCTIONS_USETEXTSUBS 引数を使って Disable を呼び出し ます。

テーブル 47 • RegDBQueryStringMultiStringCount のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szKey RegDBSetDefaultRoot への前回の呼び出し で設定されたルー ト キー

の下にあるキーを指定し ます。 さ らに深いレベルのサブキーを指

定するには円記号を使用し て く ださい。 ルー ト キーを指定するに

は、 ヌル文字列  ("") を渡し ます。

szValue 確認する szKey の下にある複数文字列値を指定し ます。

テーブル 48 • RegDBQueryStringMultiStringCount の戻り値

戻り値 説明

X 指定し たキーの下にある指定された複数文字列値のサブ文字列の

数。

< ISERR_SUCCESS 関数がサブ文字列の数を判断できなかったこ と を示し ます。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を

取得する こ とができます。 たと えば、 FormatMessage を呼び出し

た場合の -2147024891 (0x80070005) です。
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RegDBSetAppInfo

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI と基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合、 InstallScript コー ド を使ってレジス ト リのキー

と値を作成する代わり に、 InstallShield の [ レジス ト リ ] ビ ューを利用する こ とが推奨されます。 この方法ですべ

てのレジス ト リの変更を処理する と、 Windows Installer サービスを通し たク リーン アンイ ンス ト ールが可能と な り

ます。

RegDBSetAppInfo 関数は、 レジス ト リ内のアプ リ ケーシ ョ ン情報キーに属する、 特定の値名がついた値を設定し ま

す。 RegDBSetAppInfo はレジス ト リ関連の特殊関数で、 特定の定義済みレジス ト リキーと一緒に動作するよ う に設

計されています。

メ モ • InstallScript エンジンは、 現在、 レジス ト リの 64 ビ ッ ト 部分にある [ プログラムの追加と削除 ] 情報の読み

書きをサポー ト し ません。 そのため、 REGDB_OPTIONS システム変数を使った REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オ

プシ ョ ンを このレジス ト リ関数で使用する こ とはできません。 REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オプシ ョ ンを有効に

し ても、 レジス ト リ エン ト リがこの関数によ って作成される場所に影響し ません。

構文

RegDBSetAppInfo ( szName, nType, szValue, nSize );
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戻り値

追加情報

デフ ォル ト で、 この関数の文字列引数で山かっ こで囲まれているテキス ト  ( 例、 "<my registy entry text>") は、 テ

キス ト 置換と し て解釈され、 それに従って処理されます。 レジス ト リ関数の文字列引数のテキス ト 置換処理を無

効にするには、 REGISTRYFUNCTIONS_USETEXTSUBS 引数を使って Disable を呼び出し ます。

テーブル 49 • RegDBSetAppInfo のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szName 情報を設定する値名を指定し ます。

nType 設定するデータ型を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定

義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• REGDB_STRING — 文字列変数。 newline 文字を利用する こ とは

できません。

• REGDB_STRING_EXPAND — "%MYPATH%" といった、 拡張可能

な環境変数式を持つ文字列変数です。

• REGDB_STRING_MULTI — 文字列変数。 newline 文字を利用する

こ とができます。

• REGDB_NUMBER — 文字列と し て処理され、 文字列変数で渡さ

れる数値。

• REGDB_BINARY — 文字列に格納されているバイナ リデータ。

szValue 値名に設定する値を指定し ます。

nSize RegDBSetAppInfo に渡すデータサイズをバイ ト で指定し ます。 この

パラ メ ーターに -1 を渡し て、 InstallShield がデータサイズを決定す

る こ と を示し ます。

テーブル 50 • RegDBSetAppInfo の戻り値

戻り値 説明

0 関数は値名に値を割り当てたこ と を示し ます。

< 0 関数が値を割り当てる こ とができなかったこ と を示し ます。
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RegDBSetAppInfo の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * RegDBSetAppInfo と RegDBGetAppInfo 関数を示します。

 *

 * これらの関数のいずれかを呼び出す前に、

 * InstallationInfo を呼び出してアプ リケーシ ョ ン情報を設定する必要があり ます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define COMPANY_NAME "Example_Company"

#define  PRODUCT_NAME            "Example_App"

#define PRODUCT_VERSION  "5.0"

#define  PRODUCT_KEY             "EXAMPLE.EXE"

#define  DEINSTALL_KEY           "Example_DeinstKey"

#define UNINSTALL_NAME "Example_App_5.0"

#define DEFAULT_LOG_PATH "EXAMPLE"

#define TITLE  "RegDBGetAppInfo"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_RegDBSetAppInfo(HWND);

function ExFn_RegDBSetAppInfo(hMSI)

STRING szStrName, szStrValue, svStrValue, szTitle, szMsg, svLogFile;

NUMBER nvSize, nvType;

begin

// ルー ト キーを設定します。

RegDBSetDefaultRoot (HKEY_LOCAL_MACHINE);

// 使用する名前を REGDB_STRING で設定します。

szStrName = "ExampleStringValue";

szStrValue = "ExampleStringSetting";

//RegBDSetAppInfo と

//RegDBGetAppInfo を使用する前に、 アプ リケーシ ョ ン情報をセッ ト ア ッ プ します。

InstallationInfo (COMPANY_NAME, PRODUCT_NAME, PRODUCT_VERSION, PRODUCT_KEY);

DeinstallStart(DEFAULT_LOG_PATH, svLogFile, DEINSTALL_KEY, 0);

//REGDB_STRING 型の値を設定します。

if (RegDBSetAppInfo (szStrName, REGDB_STRING, szStrValue, -1) < 0) then

MessageBox ("REGDB_STRING 型のキーと値を設定できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

//RegDBGetAppInfo を呼び出して値を戻し、 すべてのセッ ト ア ッ プ

// パラ メーターを比較します。
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if (RegDBGetAppInfo (szStrName, nvType, svStrValue, nvSize) < 0) then

MessageBox (" アプ リケーシ ョ ン情報値の取得に失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

else

// 取得された値が設定された値と同じか確認します。

if (nvType != REGDB_STRING) then

MessageBox (" タ イプの比較に失敗しました。 ", WARNING);

endif;

if (szStrValue != svStrValue) then

MessageBox (" サブキー値の比較に失敗しました。 ", WARNING);

else

szMsg = " 値の設定 : %s = %s\n\n 戻り値 : %s = %s";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, szMsg, szStrName, szStrValue,

 szStrName, svStrValue);

endif;

if (nvSize != StrLength(szStrValue)) then

MessageBox (" サイズの比較に失敗しました。 ", WARNING);

else

szMsg = " 入力されたバイ ト のサイズ : %d\n\n 戻されたバイ トのサイズ : %d";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, szMsg,

 nvSize, StrLength(szStrValue) + 1);

endif;

endif;

end;

RegDBSetDefaultRoot

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI と基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合、 InstallScript コー ド を使ってレジス ト リのキー

と値を作成する代わり に、 InstallShield の [ レジス ト リ ] ビ ューを利用する こ とが推奨されます。 この方法ですべ

てのレジス ト リの変更を処理する と、 Windows Installer サービスを通し たク リーン アンイ ンス ト ールが可能と な り

ます。

RegDBSetDefaultRoot 関数は、 レジス ト リ関連の一般関数が利用するルー ト キーを設定し ます。 InstallScript レジ

ス ト リ関数は、 デフ ォル ト  レジス ト リ ハイブ と し て HKEY_CLASSES_ROOT 上で動作し ます。 この関数を使用す

る と､ HKEY_LOCAL_MACHINE ､ HKEY_CURRENT_USER、 または HKEY_USERS などの他のキーをルー ト キーと し て指

定できます。

RegDBSetDefaultRoot を利用し て特殊なレジス ト リ関連関数を使って作成された、 または処理されたキーのルー ト

キーを変更する こ とはできません。 詳細については、 「レジス ト リ関連の特殊関数」 を参照し て く だ さい。

メ モ • この関数は、 REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オプシ ョ ンを使用し てレジス ト リの 64 ビ ッ ト 部分をサポー ト

し ます。 詳細については、 「REGDB_OPTIONS」 を参照し て く だ さい。

構文

RegDBSetDefaultRoot ( nRootKey );
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戻り値

RegDBSetDefaultRoot の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * RegDBSetDefaultRoot 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

テーブル 51 • RegDBSetDefaultRoot のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nRootKey ルー ト キー用に次の定数の 1 つを指定し ます。

• HKEY_CLASSES_ROOT 

• HKEY_CURRENT_USER 

• HKEY_LOCAL_MACHINE 

• HKEY_USERS 

• HKEY_CURRENT_CONFIG 

• HKEY_DYN_DATA 

• HKEY_USER_SELECTABLE 

引数と し て HKEY_USER_SELECTABLE を渡すと、 関数が呼び出された と きに ALLUSERS 

システム変数がゼロ以外の場合は後に続 く レジス ト リ関数呼び出しがルー ト キーと し て 

HKEY_LOCAL_MACHINE を利用し ます。 また関数が呼び出されたと きに ALLUSERS が 

FALSE の場合は後に続 く レジス ト リ関数呼び出しがルー ト キーと し て 

HKEY_CURRENT_USER を利用し ます。 

メ モ • Windows では、 HKEY_LOCAL_MACHINE または HKEY_USERS の下に直接キーを作成

する こ とはできません。

テーブル 52 • RegDBSetDefaultRoot の戻り値

戻り値 説明

0 関数がキーを設定し たこ と を示し ます。

< 0 関数がキーを設定できなかったこ と を示し ます。
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 *

 * RegDBSetDefaultRoot が呼び出され、 RegDBCreateKeyEx 関数の

 * デフ ォルトのルー ト キーを設定します。

 *

 * メ モ : Windows では、 HKEY_LOCAL_MACHINE または HKEY_USERS の下に

 * 直接キーを作成するこ とはできません。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE "RegDBSetDefaultRoot の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_RegDBSetDefaultRoot(HWND);

function ExFn_RegDBSetDefaultRoot(hMSI)

STRING szKey, szClass, szMsg, szTitle;

NUMBER nRootKey;

begin

// HKEY_CLASSES_ROOT キー ( デフ ォルト ) にサブキーを作成します 。

szKey  = " テス ト キー ";

szClass = "";

if (RegDBCreateKeyEx (szKey, szClass) < 0) then

MessageBox ("RegDBCreateKeyEx が失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

else

szMsg = "HKEY_CLASSES_ROOT に %s を作成しました。 ";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, szMsg, szKey);

endif;

// HKEY_LOCAL_MACHINE へのルー ト キーを設定します。

nRootKey = HKEY_LOCAL_MACHINE;

if (RegDBSetDefaultRoot (nRootKey) < 0) then

MessageBox ("RegDBSetDefaultRoot への 初の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

else

MessageBox (" ルー ト キーが HKEY_LOCAL_MACHINE へ設定されました。 ",

 INFORMATION);

endif;

// HKEY_LOCAL_MACHINE キーにサブキーを作成します。

if (RegDBCreateKeyEx (szKey, szClass) < 0) then

MessageBox ("RegDBCreateKeyEx が失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

else

szMsg = "HKEY_LOCAL_MACHINE に %s を作成しました。 ";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, szMsg, szKey);

endif;

// HKEY_LOCAL_MACHINE のサブキー例を削除します。

if (RegDBDeleteKey (szKey) < 0) then

MessageBox ("RegDBDeleteKey が失敗しました。 ", SEVERE);

else

szMsg = "HKEY_LOCAL_MACHINE の %s を削除しました。 ";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, szMsg, szKey);

endif;
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// ルー ト キーを再び HKEY_CLASSES_ROOT に設定します。

nRootKey = HKEY_CLASSES_ROOT;

if (RegDBSetDefaultRoot (nRootKey) < 0) then

MessageBox ("RegDBSetDefaultRoot への 2 回目の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

else

MessageBox (" ルー ト キーを HKEY_CLASSES_ROOT に設定しました。 ",

 INFORMATION);

endif;

if (RegDBDeleteKey (szKey) < 0) then

MessageBox ("RegDBDeleteKey が失敗しました。 ", SEVERE);

else

szMsg = "HKEY_CLASSES_ROOT の %s を削除しました。 ";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, szMsg, szKey);

endif;

end;

RegDBSetItem

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI と基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合、 InstallScript コー ド を使ってレジス ト リのキー

と値を作成する代わり に、 InstallShield の [ レジス ト リ ] ビ ューを利用する こ とが推奨されます。 この方法ですべ

てのレジス ト リの変更を処理する と、 Windows Installer サービスを通し たク リーン アンイ ンス ト ールが可能と な り

ます。

RegDBSetItem はレジス ト リ関連の特殊な関数で、 特定の定義済みレジス ト リキーと共に動作し ます。

RegDBSetItem 関数は、 nItem の値によ ってアプ リ ケーシ ョ ンご とのパスキーまたはアプ リ ケーシ ョ ン イ ンス ト ー

ルキーの下に値を割り当てます。 REGDB_APPPATH または REGDB_APPPATH_DEFAULT オプシ ョ ンを使って 

RegDBSetItem を呼び出すと、 アプ リ ケーシ ョ ンご とのパスキーが作成されます。

メ モ • InstallScript エンジンは、 現在、 レジス ト リの 64 ビ ッ ト 部分にある [ プログラムの追加と削除 ] 情報の読み

書きをサポー ト し ません。 そのため、 REGDB_OPTIONS システム変数を使った REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オ

プシ ョ ンを このレジス ト リ関数で使用する こ とはできません。 REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オプシ ョ ンを有効に

し ても、 レジス ト リ エン ト リがこの関数によ って作成される場所に影響し ません。

構文

RegDBSetItem (nItem, szValue);
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テーブル 53 • RegDBSetItem のパラ メ ーター

パラ メ ー
ター 説明

nItem 設定するアイテムを指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し

ます。

• REGDB_APPPATH — アプ リ ケーシ ョ ンご とのパス キーの下の Path 値のデータ。 このキー

は、 CreateInstallationInfo を呼び出し た結果と し てイ ンス ト ールによ って作成されます。

RegDBSetItem を呼び出す前に、 CreateInstallationInfo を呼び出し てこのキーを作成する必要

があり ます。 ( イベン ト ベースのスク リ プ ト では、 CreateInstallationInfo 　 がデフ ォル ト の 

OnMoveData イベン ト  ハン ド ラーコー ド で呼び出されます。 )

• REGDB_APPPATH_DEFAULT — アプ リ ケーシ ョ ンご とのパス キーの下の DefaultPath 値の

データ。 このキーは、 CreateInstallationInfo を呼び出し た結果と し てイ ンス ト ールによ って

作成されます。 RegDBSetItem を呼び出す前に、 CreateInstallationInfo を呼び出し てこのキー

を作成する必要があり ます。 ( イベン ト ベースのスク リ プ ト では、 CreateInstallationInfo 　 が

デフ ォル ト の OnMoveData イベン ト  ハン ド ラーコー ド で呼び出されます。 )

• REGDB_UNINSTALL_COMMENTS — アン イ ンス ト ール キーの下の Comments 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_CONTACT — アン イ ンス ト ール キーの下の Contact 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_DISPLAY_VERSION — アン イ ンス ト ールキーの下の DisplayVersion 値の

データ。

• REGDB_UNINSTALL_DISPLAYICON — アン イ ンス ト ールキーの下の DisplayIcon 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_HELPLINK — アン イ ンス ト ール キーの下の HelpLink 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_HELPTELEPHONE — アン イ ンス ト ール キーの下の HelpTelephone 値の

データ。

• REGDB_UNINSTALL_INSTALLDATE — アンイ ンス ト ール キーの下の InstallDate 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_INSTALLLOC — アン イ ンス ト ール キーの下の InstallLocation 値のデー

タ。

• REGDB_UNINSTALL_INSTALLSOURCE — アン イ ンス ト ール キーの下の InstallSource 値のデー

タ。

• REGDB_UNINSTALL_LANGUAGE — アン イ ンス ト ールキーの下の Language 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_LOGFILE — アン イ ンス ト ールキーの下の LogFile 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_MAINT_OPTION — アン イ ンス ト ールキーの下の LogMode 値のデータ。
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nItem ( 続き

)

• REGDB_UNINSTALL_MAJOR_VERSION — アン イ ンス ト ールキーの下の VersionMajor 値のデー

タ。

• REGDB_UNINSTALL_MAJOR_VERSION_OLD — アン イ ンス ト ールキーの下の MajorVersion 値の

データ。

• REGDB_UNINSTALL_MINOR_VERSION — アンイ ンス ト ールキーの下の VersionMinor 値のデー

タ。

• REGDB_UNINSTALL_MINOR_VERSION_OLD — アンイ ンス ト ールキーの下の MinorVersion 値の

データ。

• REGDB_UNINSTALL_MODIFYPATH — アン イ ンス ト ール キーの下の ModifyPath の値。

• REGDB_UNINSTALL_NAME — アンイ ンス ト ールキーの下の DisplayName 値のデータ。 この定

数が使用される と、 szValue はコ ン ト ロール パネル内のアン イ ンス ト ール可能なアプ リ ケー

シ ョ ンのリ ス ト で示されるアプ リ ケーシ ョ ン名を指定し ます。

InstallScript または InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 システム変数 

UNINSTALL_DISPLAYNAME を直接設定する方法がよ り簡単です。

• REGDB_UNINSTALL_NOMODIFY  — アン イ ンス ト ール キーの下の NoModif の値。

• REGDB_UNINSTALL_NOREMOVE — アン イ ンス ト ール キーの下の NoRemove の値。

• REGDB_UNINSTALL_NOREPAIR — アン イ ンス ト ールキーの下の NoRepair 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_PRODUCTGUID — アン イ ンス ト ールキーの下の ProductGuid 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_PRODUCTID — アン イ ンス ト ールキーの下の ProductId 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_PUBLISHER — アンイ ンス ト ールキーの下の Publisher 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_README — アン イ ンス ト ールキーの下の Readme 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_REGCOMPANY — アン イ ンス ト ールキーの下の RegCompany 値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_REGOWNER — アン イ ンス ト ールキーの下の RegOwner 値のデータ。

テーブル 53 • RegDBSetItem のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ー
ター 説明
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戻り値

追加情報

デフ ォル ト で、 この関数の文字列引数で山かっ こで囲まれているテキス ト  ( 例、 "<my registy entry text>") は、 テ

キス ト 置換と し て解釈され、 それに従って処理されます。 レジス ト リ関数の文字列引数のテキス ト 置換処理を無

効にするには、 REGISTRYFUNCTIONS_USETEXTSUBS 引数を使って Disable を呼び出し ます。

RegDBSetItem の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

nItem ( 続き

)

• REGDB_UNINSTALL_STRING — アン イ ンス ト ール キーの下の UninstallString 値のデータ。

UninstallString 値は、 MaintenanceStart  または DeinstallStart 関数が呼び出された と きに作成

されます。

• REGDB_UNINSTALL_SYSTEMCOMPONENT — アン イ ンス ト ール キーの下の SystemComponent 

値のデータ。

• REGDB_UNINSTALL_URLINFOABOUT — アン イ ンス ト ール キーの下の URLInfoAbout 値のデー

タ。

• REGDB_UNINSTALL_URLUPDATEINFO — アン イ ンス ト ール キーの下の URLUpdateInfo 値の

データ。

• REGDB_UNINSTALL_VERSION — アン イ ンス ト ールキーの下の Version 値のデータ。 この定数

が利用された と き、 szValue 　 は例えば 　 "16777216" 　 のよ う な文字列と し てイ ンス ト ール

された製品のバージ ョ ン番号を指定し ます。

重要 • REGDB_WINCURRVER_REGOWNER または REGDB_WINCURRVER_REGORGANIZATION を この

関数と共に使用し ないで く だ さい。 これらの値は Windows によ って設定されるため、、 イ ンス

ト ールで設定する こ とはできません。

szValue 指定の項目に割り当てる値を指定し ます。

テーブル 54 • RegDBSetItem の戻り値

戻り値 説明

0 関数が値を正常に設定し たこ と を示し ます。

< 0 関数が失敗し たこ と を示し ます。

テーブル 53 • RegDBSetItem のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ー
ター 説明
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/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * RegDBSetItem と RegDBGetItem 関数を示します。

 *

 * このスク リ プ ト によってい く つかのレジス ト リキーが設定されます。 そして

 * それらのキーを取得して現在の値を表示します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define COMPANY_NAME  "ExampleCompany"

#define PRODUCT_NAME  "ExampleProduct"

#define VERSION_NUMBER  "5.00.00"

#define PRODUCT_KEY "EXAMPLE.EXE"

#define DEINST_KEY  "ExampleDeinstKey"

#define APP_DEF_LOG_PATH  "C:\\EXAMPLE\\TEMP"

#define APP_PATH  "C:\\EXAMPLE"

#define APP_DEF_PATH  "C:\\EXAMPLE\\TARGET"

#define UNINSTALL_NAME  "ExampleUninstallName"

#define TITLE  "RegDBSetItem の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_RegDBSetItem(HWND);

function ExFn_RegDBSetItem(hMSI)

STRING svLogFile;

STRING svValue, szTitle;

begin

// ルー ト キーを設定します。

RegDBSetDefaultRoot (HKEY_LOCAL_MACHINE);

// インス ト ール情報とアンインス ト ール情報を設定して

//RegDBSetItem と RegDBGetItem を呼び出します。

InstallationInfo (COMPANY_NAME, PRODUCT_NAME, VERSION_NUMBER, PRODUCT_KEY);

DeinstallStart (APP_DEF_LOG_PATH, svLogFile, DEINST_KEY, 0);

// レジス ト リのアプ リケーシ ョ ンパスキーの値を

//szAppPath の値に設定します。

if (RegDBSetItem (REGDB_APPPATH, APP_PATH) < 0) then

MessageBox (" アプ リケーシ ョ ンパスキーを設定できません。 ", SEVERE);

else

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, "RegDBSetItem はアプ リケーシ ョ ン " +

 " パスキーを %s に設定します。 ", APP_PATH);

endif;

// レジス ト リのアプ リケーシ ョ ンデフ ォル トのパスキーの値を

//szAppDefPath の値に設定します。

if (RegDBSetItem(REGDB_APPPATH_DEFAULT, APP_DEF_PATH) < 0) then

MessageBox (" アプ リケーシ ョ ンのデフ ォルトのパスキーを設定できません。 ", SEVERE);

else

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, "RegDBSetItem はアプ リケーシ ョ ン " +

 " デフ ォル トのパスキーを %s に設定します。 ", APP_DEF_PATH);

endif;

// レジス ト リのアンインス ト ール名キーの値を
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//szUninstallName の値に設定します。

if (RegDBSetItem (REGDB_UNINSTALL_NAME, UNINSTALL_NAME) < 0) then

MessageBox (" アンインス ト ール名キーを設定できません。 ", SEVERE);

else

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, "RegDBSetItem はアンインス ト ール " +

 " 名キーを %s に設定します。 ", UNINSTALL_NAME);

endif;

//SprintfBox を呼び出すタ イ ト ルパラ メーターをセッ ト ア ッ プします。

szTitle = "RegDBGetItem";

// レジス ト リのアプ リケーシ ョ ンパスキーの値を取得します。

if (RegDBGetItem (REGDB_APPPATH, svValue) < 0) then

MessageBox (" アプ リケーシ ョ ンパスキーの値を取得できません。 ", SEVERE);

else

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, "RegDBGetItem は " +

 " アプ リケーシ ョ ン パス キーの値を取得します : %s.", svValue);

endif;

// レジス ト リのアプ リケーシ ョ ンデフ ォル トのパスキーの値を

// 取得します。

if (RegDBGetItem (REGDB_APPPATH_DEFAULT, svValue) < 0) then

MessageBox (" アプ リケーシ ョ ンのデフ ォルトのパスキーを取得できません ", SEVERE);

else

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, "RegDBGetItem は " +

 " アプ リケーシ ョ ンのデフ ォルト  パス キーの値を取得します : %s.", svValue);

endif;

// レジス ト リからアンインス ト ール名キーの値を取得します。

if (RegDBGetItem (REGDB_UNINSTALL_NAME, svValue) < 0) then

MessageBox (" アプ リケーシ ョ ンアンインス ト ール名キーを取得できません。 ", SEVERE);

else

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, "RegDBGetItem は " +

 " アンインス ト ール名キーの値を取得しました : %s.", svValue);

endif;

end;

RegDBSetKeyValueEx

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI と基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合、 InstallScript コー ド を使ってレジス ト リのキー

と値を作成する代わり に、 InstallShield の [ レジス ト リ ] ビ ューを利用する こ とが推奨されます。 この方法ですべ

てのレジス ト リの変更を処理する と、 Windows Installer サービスを通し たク リーン アンイ ンス ト ールが可能と な り

ます。

RegDBSetKeyValueEx 関数は、 レジス ト リ内の指定されたキーに属する、 特定の値名がついた値を設定し ます。

値名が既に存在し ない場合、 RegDBSetKeyValueEx が作成し ます。 値データが既に存在する場合、

RegDBSetKeyValueEx がそれを上書き し ます。

キーが存在し ない場合、 RegDBSetKeyValueEx が RegDBCreateKeyEx を呼び出し て、 szKey パラ メ ーターからキー

を渡し てそれを作成し ます。

RegDBSetKeyValueEx はレジス ト リ関連の一般関数で、 レジス ト リ関連の特殊関数が処理する ものを含んで、 すべ

てのレジス ト リ キーに利用する こ とが可能です。
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メ モ • この関数は、 REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オプシ ョ ンを使用し てレジス ト リの 64 ビ ッ ト 部分をサポー ト

し ます。 詳細については、 「REGDB_OPTIONS」 を参照し て く だ さい。

構文

RegDBSetKeyValueEx ( szKey, szName, nType, szValue, nSize );
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パラ メ ーター

戻り値

テーブル 55 • RegDBSetKeyValueEx のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szKey キーの名前を指定し ます。 2 つの円記号 (\\) を使って、 サブキーの異なるレベルを分

割し て く ださい。

ルー ト  キーが HKEY_CLASSES_ROOT の場合、 このパラ メ ーターで 

HKEY_CLASSES_ROOT を指定する必要はあ り ません。 特に指定し ない限り、

InstallScript エンジンは HKEY_CLASSES_ROOT キーの下に設定されている値を使用し

ます。 別のルー ト  キーを指定する場合、 RegDBSetKeyValueEx を呼び出す前に 

RegDBSetDefaultRoot を呼び出し ます。

szName 設定する値データの値名を指定し ます。 szKey で指定されたキーのデフ ォル ト 値を設

定するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列  ("") を渡し ます。

nType 設定するデータの種類を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数の

う ちの 1 つを渡し ます。

• REGDB_STRING — 文字列変数。 newline 文字を使用する こ とはできません。

• REGDB_STRING_EXPAND — "%MYPATH%" といった、 拡張可能な環境変数式を持

つ文字列変数。

• REGDB_STRING_MULTI — 文字列変数。 newline 文字を利用する こ とができます。

• REGDB_NUMBER — 文字列と し て処理され、 文字列変数で渡される数値。 タ イプ 

DWORD のデータ を作成し ます。 nType が REGDB_NUMBER の場合、 szValue で十

進数文字列を渡すと数値がレジス ト リ に格納されます。 そし てこの数値は 16 進

数と し て表示され、 後に括弧で囲まれた対応する十進数が続きます。 szValue の

文字列に 16 進数を渡すこ とはできません。 十進数でな く てはな り ません。

• REGDB_BINARY — 文字列に格納されているバイナ リデータ。

szValue 値名と関連付ける値を指定し ます。 すべての値は文字列変数と し て渡さ な く てはな

り ません。 数値は文字列と し て表示し な く てはな り ません。 InstallScript エンジンが

内部で数字に変換し ます。

nSize 設定するデータのサイズをバイ ト で指定し ます。 nType が REGDB_STRING、

REGDB_STRING_EXPAND、 または REGDB_NUMBER の時、 このパラ メ ーターに -1 を

指定する こ とができ、 InstallScript エンジンがサイズを設定し ます。 しかし、

REGDB_BINARY や REGDB_STRING_MULTI では、 格納するバイナ リデータの必ずバイ

ト 数を指定し な く てはな り ません。

テーブル 56 • RegDBSetKeyValueEx の戻り値

戻り値 説明

0 関数がキーを設定し たこ と を示し ます。
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追加情報

デフ ォル ト で、 この関数の文字列引数で山かっ こで囲まれているテキス ト  ( 例、 "<my registy entry text>") は、 テ

キス ト 置換と し て解釈され、 それに従って処理されます。 レジス ト リ関数の文字列引数のテキス ト 置換処理を無

効にするには、 REGISTRYFUNCTIONS_USETEXTSUBS 引数を使って Disable を呼び出し ます。

RegDBSetKeyValueEx の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * RegDBSetKeyValueEx 関数と RegDBGetKeyValueEx 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * RegDBCreateKeyEx が呼び出され、 HKEY_CLASSES_ROOT キーに

 * テス ト  サブキーを作成します。 キーの値は RegDBSetKeyValueEx 関数の

 * REGDB_NUMBER オプシ ョ ンを使って整数形式で

 * 設定されます。 この値が設定されたあと、 RegDBGetKeyValueEx 関数を使って

 * その値が読み出され、 確認されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE "RegDBSetKeyValueEx & RegDBGetKeyValueEx"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_RegDBSetKeyValueEx(HWND);

function ExFn_RegDBSetKeyValueEx(hMSI)

STRING szKey, szNumName, szNumValue, svNumValue, szTitle, szMsg;

NUMBER nType, nSize, nvType, nvSize;

begin

// テス ト するキーを作成します。

szKey = "TestKey";

if (RegDBCreateKeyEx (szKey, "") < 0) then

MessageBox ("RegDBCreateKeyEx が失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// RegDBSetKeyValueEx を呼び出すパラ メーターをセ ッ ト ア ッ プします。

szNumName = "TestValue";

< 0 関数がキーを設定できなかったこ と を示し ます。

テーブル 56 • RegDBSetKeyValueEx の戻り値 ( 続き )

戻り値 説明
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szNumValue = "12345";

nType      = REGDB_NUMBER;

nSize      = -1;

// これに関連するキー名と値を設定します。

if (RegDBSetKeyValueEx (szKey, szNumName, nType, szNumValue,

 nSize) < 0) then

MessageBox ("RegDBSetKeyValueEx 失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

else

// RegDBSetKeyValueEx の結果を表示します。

szMsg = "%s は次の通り設定されました : %s";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, szMsg, szNumName, szNumValue);

endif;

// キー値についての情報を読み出します。

if (RegDBGetKeyValueEx (szKey, szNumName, nvType, svNumValue,

 nvSize) < 0) then

MessageBox ("RegDBGetKeyValueEx が失敗しました。 ", SEVERE);

else

// 戻された値が設定された値と同じかど うか確認します。

if (nvType != REGDB_NUMBER) then

MessageBox (" タ イプ比較に失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

if (svNumValue != szNumValue) then

MessageBox (" サブキー値の比較に失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

// RegDBGetKeyValueEx が読み出した結果を表示します。

szMsg = "%s は次の値を持ちます : %s\n\n このデータは %d バイ ト です。 ";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, szMsg, szNumName, svNumValue, nvSize);

endif;

// 作成されたテス ト キーを削除します。

if (RegDBDeleteKey (szKey) < 0) then

MessageBox ("RegDBDeleteKey が失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

end;

RegDBSetVersion

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI と基本の MSI プロジ ェ ク ト の場合、 InstallScript コー ド を使ってレジス ト リのキー

と値を作成する代わり に、 InstallShield の [ レジス ト リ ] ビ ューを利用する こ とが推奨されます。 この方法ですべ

てのレジス ト リの変更を処理する と、 Windows Installer サービスを通し たク リーン アンイ ンス ト ールが可能と な り

ます。

RegDBSetVersion 関数は、 システム変数 IFX_PRODUCT_VERSION の値をアプ リ ケーシ ョ ンのアン イ ンス ト ールレ

ジス ト リキーの下の Version 値のデータ と し て配置し、 レジス ト リ値が既に存在し ない場合はそれを作成し ます。

IFX_PRODUCT_VERSION が パッ ク された DWORD 形式 でない場合、 関数は失敗し ます。
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メ モ • この関数は、 REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オプシ ョ ンを使用し てレジス ト リの 64 ビ ッ ト 部分をサポー ト

し ます。 詳細については、 「REGDB_OPTIONS」 を参照し て く だ さい。

構文

RegDBSetVersion ( );

パラ メ ーター

な し。

戻り値

追加情報

RegDBSetVersion が、 OnMoveData イベン ト  ハン ド ラー関数のデフ ォル ト コー ド によ って呼び出されま し た。

RegisterFontResource
RegisterFontResource 関数は szFileName が指定する フ ォ ン ト リ ソースを登録または登録解除し ます。 この関数は 

OnInstalledFontFile および OnUninstallingFontFile イベン ト ハン ド ラー関数のデフ ォル ト コー ド によ って呼び出され

ます。

構文

RegisterFontResource ( szFileName, svFontTitle, bRegister, nOptions );

テーブル 57 • RegDBSetVersion の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数がデータ をレジス ト リ値に配置し ま し た。

< ISERR_SUCCESS 関数がデータ をレジス ト リ値に配置する こ とができませんで し た。
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テーブル 58 • RegisterFontResource のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFileName 登録または登録解除する フ ォ ン ト フ ァ イル (.fnt, .fon, .fot, 

.mmm, .otf, .pfb, .pfm, .ttc, or .ttf フ ァ イル ) の完全修飾名を

指定し ます。 フ ォ ン ト フ ァ イルは一般的に 

FOLDER_FONTS へイ ンス ト ールし ます。 ターゲッ ト シス

テムに存在する フ ォ ン ト フ ァ イルのみを登録する こ とが

できます。 また、 フ ォ ン ト フ ァ イルをシステムから削除

する場合は、 先に登録解除し な く てはな り ません。

svFontTitle このパラ メ ーターはリ テ ラル値ではな く 変数名でな く て

はな り ません。 RegisterFontResource が呼び出されたと き

に、 その値がヌル文字列 ("") 以外の場合、 このパラ メ ー

ターはフ ォ ン ト のタ イ ト ルを指定し ます。

RegisterFontResource が戻る と き、 このパラ メ ーターは

フ ォ ン ト フ ァ イルを登録または登録解除する と きに利用

される タ イ ト ルを含みます。

登録または登録解除し ている フ ォ ン ト フ ァ イルが 

TrueType フ ォ ン ト フ ァ イルの場合、 このパラ メ ーターに

値がヌル文字列の文字列変数を指定する こ とができます。

この場合、 RegisterFontResource は内部で 

GetTrueTypeFontFileInfo を呼び出し て タ イ ト ルを取得し よ

う と し ます。 これに失敗する と、 フ ォ ン ト フ ァ イルの

フ ァ イル名がタ イ ト ルと し て利用されます。

この関数の 4 番目の引数で 

REGFONT_OPTION_DONTUPDATEREGISTRY が指定される

と、 svFontTitle は無視されます。

bRegister フ ォ ン ト リ ソースを登録するか (TRUE)、 フ ォ ン ト リ ソー

スの登録を解除するか (FALSE) を指定し ます。
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追加情報

• フ ォ ン ト 情報は常に HKEY_LOCAL_MACHINE へ書き込まれるため通常、 フ ォ ン ト を イ ンス ト ールするにはエン

ド ユーザーがシステム管理者権限を有する必要があ り ます。 

nOptions 各種オプシ ョ ンを指定し ます。 このパラ メ ーターに次の

定数のひとつを渡し ます、 またはこれらの定数を OR 演

算子 (|) を利用し て組み合わせます。 

• REGFONT_OPTION_DEFAULT — 関数がそのデフ ォル

ト の動作を行う こ と を指定し ます。

• REGFONT_OPTION_DONTBROADCASTFONTCHANGEMSG

— フ ォ ン ト 情報が登録後に変更されたこ と、 または

フ ォ ン ト の登録が解除されたこ と を示す メ ッ セージ

を関数が ト ッ プレベル ウ ィ ン ド ウに送らないこ と を

指定し ます。 このフ ラグは、 関数を呼び出し た後に

イ ンス ト ールがメ ッ セージを送る手段と し て手動を

選択し た場合に指定し ます。 手動で メ ッ セージを送

るには、 次の例のよ う に Windows API 関数 

PostMessage を呼び出し ます。 

PostMessage( HWND_BROADCAST, WM_FONTCHANGE, 0, 0 );

このフ ラグは一般的に、 複数のフ ォ ン ト をア ッ プデー ト

するために RegisterFontResource を複数回にわたって呼

び出し てから PostMessage を呼び出す場合に利用し ます。

• REGFONT_OPTION_DONTUPDATEREGISTRY — 関数が

フ ォ ン ト 登録情報をレジス ト リ に追加し ない、 また

はフ ォ ン ト 情報をレジス ト リから削除する こ と を指

定し ます。 フ ォ ン ト 登録でこのオプシ ョ ンを指定し

た場合、 次回システムが再起動される と きまでは

フ ォ ン ト を利用する こ とができます。 このオプシ ョ

ンが指定されている場合、 svFontTitle は無視される

点にご注意 く だ さい。

テーブル 59 • RegisterFontResource の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数がフ ォ ン ト を登録、 または登録解除し たこ と を示し

ます。

< ISERR_SUCCESS 関数がフ ォ ン ト を登録または登録解除できなかったこ と

を示し ます。

テーブル 58 • RegisterFontResource のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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• 関数は WM_FONTCHANGE メ ッ セージを送るために SendMessage の代わり に PostMessage を呼び出し ます。

これは SendMessage が (HWND_BROADCAST と共に利用されたと きに ) 戻る前に開いているすべてのウ ィ ン ド

ウがメ ッ セージへ応答するまで待機するためです。 このため、 システム上で開いているウ ィ ン ド ウがメ ッ

セージへの応答に失敗し た場合はイ ンス ト ールがフ リーズし ます。 関数が PostMessage を呼び出すため、

Windows がメ ッ セージを処理し、 フ ォ ン ト キャ ッ シュから フ ォ ン ト のリ リースを完了する前に関数が戻る場

合があ り ます。 従って、 この関数を使ってフ ォ ン ト をアン イ ンス ト ールする場合、 フ ォ ン ト フ ァ イルを削除

する前に (Delay を呼び出し て ) 数秒間待機する こ とが推奨されます。 

• この関数を機能イベン ト またはフ ァ イルイ ンス ト ールイベン ト  ( た と えば、 OnInstallingFile または 

OnInstalledFile) で呼び出す場合、 フ ォ ン ト 登録は対応する機能と関連付けられ、 フ ォ ン ト はフ ァ イルまたは機

能がアン イ ンス ト ールされる前に自動的に登録解除されます。

RegisterFontResource の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * RegisterFontResource 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

function OnBegin()

string szFileName, svFontTitle;

begin

szFileName = FOLDER_FONTS ^ "Estre.ttf";

svFontTitle = "Estrangelo Edessa";

RegisterFontResource ( szFileName, svFontTitle, TRUE, REGFONT_OPTION_DEFAULT );

// このサンプル スク リ プ ト をプロジェ ク ト にカ ッ ト アン ド ペース ト して実行する と、

// 次の行によって、 スク リ プ トの実行が中止されます。

abort;

end;

ReleaseDialog
ReleaseDialog 関数は、 szDialogName で識別されたカス タムダイアログと関連付けられたすべてのメ モ リ を開放し

ます。 EndDialog を呼び出し た後にこの関数を呼び出し て く だ さい。 メ ッ セージハン ドル ケースステー ト メ ン ト の

外でこの関数を呼び出し ます。

構文

ReleaseDialog (szDialogName);
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戻り値

ReleaseDialog の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * DefineDialog 関数、 EndDialog 関数、 そして ReleaseDialog 関数の

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは ビ ッ ト マ ッ プを表示するシンプルなカスタムダイアログを

 * 開きます。 ダイアログは次の 3 つのボタ ンで閉じ るこ とが

 * [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ]。

 *

 * このスク リ プ ト で利用される [ カスタム ] ダイアログは、

 * 実際、 ビルト イン関数 SdAskOptions が表示する

 * InstallShield 標準ダイアログです。 このダイアログは

 * インス ト ールで既に圧縮済みのフ ァ イル _isres.dll に保存されているため、

 * カスタム ダイアログと してスク リ プ ト で利用するこ とが 

 * 表示されます。

 *

 * このダイアログをカスタムダイアログと して利用するためには、

 * DefineDialog を呼び出してそれをスク リ プ ト で定義します。 その後

 * WaitOnDialog を呼び出してダイアログを表示します。 イベン トが

テーブル 60 • ReleaseDialog のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDialogName 破棄するダイアログの名前を指定し ます。

テーブル 61 • ReleaseDialog の戻り値

戻り値 説明

0 関数が、 カス タムダイアログと関連付けられ

た メ モ リすべてを開放し たこ と を示し ます。

DLG_ERR (-1) 関数は失敗し ま し た。 ダイアログ名が無効で

ある可能性があ り ます。

DLG_ERR_ENDDLG (-2) ReleaseDialog は、 EndDialog の前に呼び出され

ま し た。 EndDialog を先に呼び出し てダイアロ

グを削除し な く てはな り ません。
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 * ダイアログの処理を終了する と き、 それを閉じ るために EndDialog  が

 * 表示されます。 次いで、 ReleaseDialog への呼び出しによって、

 * メ モリからダイアログがリ リースされます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ダイアログ ID と コン ト ロール ID。

#define RES_DIALOG_ID  12027  // ダイアログ自身の ID

#define RES_PBUT_NEXT  1  //  [ 次へ ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_CANCEL  9  //  [ キャンセル ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_BACK 12  //[ 戻る ] ボタ ンの ID

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ReleaseDialog(HWND);

function ExFn_ReleaseDialog(hMSI)

STRING szDialogName, szDLLName, szDialog;

NUMBER nDialog, nResult, nCmdValue;

BOOL bDone;

HWND hInstance, hwndParent, hwndDlg;

begin

// DefineDialog への 初のパラ メーターと して渡すダイアログの

// 名前を定義します。

szDialogName = "ExampleDialog";

// DefineDialog の 2 番目のパラ メーターは 0 となり ます。

// これは .dll フ ァ イルが _isres.dll の中にあるためです。

hInstance = 0;

// DefineDialog の 3 番目のパラ メーターは ヌルです。 インス ト ールは

// _isuser.dll と _isres.dll にあるダイアログを検索します。

szDLLName = "";

// DefineDialog の 5 番目のパラ メーターは 0 となり ます。 なぜなら、

// 4 番目のパラ メーターにある ID によってダイアログが認識されるためです。

szDialog = "";

// この値は保存され、 0 でな く てはな り ません。

hwndParent = 0;

// ダイアログを定義します。 インス ト ールのメ インウ ィ ン ドウがダイアログ ボッ クスを保有します

// ( パラ メーター 7 内の HWND_INSTALL で表示されます ) を保有します。

nResult = DefineDialog (szDialogName, hInstance, szDLLName,

RES_DIALOG_ID, szDialog, hwndParent,

HWND_INSTALL, DLG_MSG_STANDARD|DLG_CENTERED);

// エラーをチェ ッ ク します。

if (nResult < 0) then

MessageBox (" ダイアログを定義中にエラーが発生しました。 ", SEVERE);

bDone = TRUE;

abort;

endif;

 // while ループを制御するのに使われるインジケーターを初期化します。

 bDone = FALSE;
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 // 完了するまでループ します。

 repeat

// ダイアログを表示して次のダイアログ イベン ト を戻します。

nCmdValue = WaitOnDialog(szDialogName);

// イベン ト に応答します。

switch (nCmdValue)

case DLG_CLOSE:

// ユーザーがウ ィ ン ドウの [ 閉じ る ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case DLG_ERR:

MessageBox (" ダイアログを表示できませんでした。 セ ッ ト ア ッ プがキャンセルされました。 ", SEVERE);

abort;

case DLG_INIT:

// このダイアログの [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ] ボタ ン と有効 / 無効状態を初期化して、 

// 初期化して、 コン ト ロール ID 700-724 および 202 上で %P、 %VS、 %VI を 

// それぞれ IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、 および

// IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION で 置換します。

hwndDlg = CmdGetHwndDlg (szDialogName);

SdGeneralInit(szDialogName, hwndDlg, 0, "");

case RES_PBUT_CANCEL:

// ユーザーが [ キャンセル ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case RES_PBUT_NEXT:

bDone = TRUE;

case RES_PBUT_BACK:

bDone = TRUE;

endswitch;

until bDone;

// ダイアログを閉じます

EndDialog (szDialogName);

// メ モ リからダイアログを解放します。

ReleaseDialog (szDialogName);

end;

RenameFile
RenameFile 関数はフ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リの名前を変更、 および / またはフ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リ ( サ

ブデ ィ レ ク ト リ およびフ ァ イルを含む ) を親デ ィ レ ク ト リから別のデ ィ レ ク ト リへ移動し ます。

メ モ • 次の事項に注意し て く ださい。

• szSource および szTarget が同じデ ィ レ ク ト リ を参照する場合、 または修飾されていない名前を使用する場合

は InstallScript イ ンス ト ールで SRCDIR および TARGETDIR が同じデ ィ レ ク ト リ を参照する場合、 ( または基本

の MSI または InstallScript MSI イ ンス ト ールで、 SRCDIR および INSTALLDIR が同じデ ィ レ ク ト リ を参照する

場合 )、 そのデ ィ レ ク ト リ に szTarget が指定する名前のフ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リが既に存在し ない限り、

szSource が指定する フ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リの名前は変更されます。

• szSource および szTarget が異なるデ ィ レ ク ト リ を参照する場合、 または修飾されていない名前を使用する場

合は InstallScript イ ンス ト ールで SRCDIR および TARGETDIR が異なるデ ィ レ ク ト リ を参照する場合、 ( または
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基本の MSI または InstallScript MSI イ ンス ト ールで、 SRCDIR および INSTALLDIR が異なるデ ィ レ ク ト リ を参

照する場合 )、 そのデ ィ レ ク ト リ に同じ名前のフ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リが既に存在し ない限り、 szSource 

が指定する フ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リは新しいデ ィ レ ク ト リ に移動し て、 szTarget が指定する名前が付け

られます。

構文

RenameFile ( szSource, szTarget );
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パラ メ ーター

戻り値

RenameFile の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

テーブル 62 • RenameFile のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szSource 名前を変更、 または移動する フ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リの名前を指定し ま

す。 szFileOld が完全修飾フ ァ イル名またはデ ィ レ ク ト リ ( パスを含む ) を指定

する場合、 RenameFile は指定されたデ ィ レ ク ト リ にある フ ァ イルまたはデ ィ レ

ク ト リの名前変更または移動を行います。 szSource に完全修飾のフ ァ イル名ま

たはデ ィ レ ク ト リ名が含まれていない ( つま り、 パス情報が無い ) 場合、

RenameFile はシステム変数 SRCDIR が指定するデ ィ レ ク ト リ にある フ ァ イルま

たはデ ィ レ ク ト リの名前を変更または移動を行います。

メ モ • ワイルド カー ド文字を使用する こ とはできません。 RenameFile への書 く

呼び出し で、 フ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リ を 1 つだけ ( サブデ ィ レ ク ト リ と

フ ォルダーを含む ) 名前を変更、 または移動させる こ とができます。

szTarget フ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リの新しい名前および / または配置場所を指定し ま

す。 szFileNew が完全修飾フ ァ イル名またはデ ィ レ ク ト リ名 ( パスを含む ) を指

定する場合、 RenameFile はフ ァ イル名を変更または、 指定されたデ ィ レ ク ト リ

へ移動し ます。 szFileNew が修飾されていない ( パス情報がない ) フ ァ イル名ま

たはデ ィ レ ク ト リ名を持つ場合、 RenameFile はフ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リの

名前を変更するか、 システム変数 TARGETDIR (InstallScript イ ンス ト ールの場合

) またはシステム変数 INSTALLDIR ( 基本の MSI または InstallScript MSI イ ンス

ト ールの場合 ) が指定するデ ィ レ ク ト リ にフ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リ を移動

し ます。

テーブル 63 • RenameFile の戻り値

戻り値 説明

0 関数がフ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リの名前を変更、 も し く はフ ァ イルまたは

デ ィ レ ク ト リ を移動し たこ と を示し ます。

< 0 関数がフ ァ イルまたはフ ォルダーの名前を変更する こ とができなかった、 も し

く はフ ァ イルまたはフ ォルダーを移動させる こ とができなかったこ と を示し ま

す。
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/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * RenameFile 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * まず FILENAME1 を FILENAME2 へ名前の変更を行う ため、 RenameFile が呼び出されます。

 * そして FILENAME2 フ ァ イルを TARGET デ ィ レク ト リへ移動するためにも う一度

 * 呼び出されます。

 *

 * これは RenameFile への 1 度の呼び出しで行う こ と もできます。 RenameFile への

 * 3 回目の呼び出しで FILENAME1 を使ってデモンス ト レーシ ョ ン されていて、

 * FILENAME2 フ ァ イルの名前変更し、 TARGET デ ィ レク ト リから

 * SOURCE デ ィ レク ト リへ移動させます。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 プ リ プロセッサ定数が、

 * ターゲッ ト システム上の有効なフ ァ イル名とパスを指定するよ うに

 *  設定して く ださい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define FILENAME1 "ISExampl.txt"

#define FILENAME2 "ISExampl.bak"

#define SOURCE_DIR "C:\\ISExampl\\Source"

#define TARGET_DIR "C:\\ISExampl\\Target"

#define TITLE "RenameFile の例 "

#include "ifx.h"

function OnBegin()

begin

 // 名前変更作業のためのシステム変数を設定します。

 SRCDIR = SOURCE_DIR;

 TARGETDIR = SOURCE_DIR;

 // FILENAME1 の名前を FILENAME2 へ変更します。

 if (RenameFile (FILENAME1, FILENAME2) < 0) then

MessageBox("RenameFile への 初の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

 else

szMsg = "%s の名前を %s へ変更するこ とができました。 ";

SprintfBox(INFORMATION, szTitle, szMsg, FILENAME1, FILENAME2);

 endif;

 // フ ァ イルをデ ィ レク ト リ間で移動させるためのシステム変数を設定します。

 SRCDIR = SOURCE_DIR;

 TARGETDIR = TARGET_DIR;

 // SOURCE デ ィ レク ト リから TARGET デ ィ レク ト リへフ ァ イルを移動します。

 if (RenameFile(FILENAME2, FILENAME2) < 0) then

MessageBox("RenameFile への 2 回目の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

 else

szMsg = "%s を %s へ移動するこ とができました。 ";

SprintfBox(INFORMATION, TITLE, szMsg, FILENAME2, TARGETDIR);

 endif;
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 // フ ァ イルをオリ ジナルの場所へ移動させるシステム変数を設定します。

 SRCDIR = TARGET_DIR;

 TARGETDIR = SOURCE_DIR;

 // フ ァ イルの名前を変更し、 TARGET デ ィ レク ト リから SOURCE デ ィ レク ト リへ

 // 移動させます。

 if (RenameFile(FILENAME2, FILENAME1) < 0) then

MessageBox("RenameFile への 3 回目の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

 else

szMsg = "%s は %s の名前を変更し、 デ ィ レク ト リ %s へ移動しました。 ";

SprintfBox(INFORMATION, TITLE, szMsg, FILENAME2, FILENAME1, TARGETDIR);

 endif;

end;

ReplaceFolderIcon
ReplaceShortcut 関数は ReplaceFolderIcon 関数に優先し ます。

ReplaceFolderIcon 関数は、 特定のフ ォルダーのシ ョ ー ト カ ッ ト を置換し ます。 CreateProgramFolder 関数を使って

作成し たフ ォルダー、 またはユーザーのシステムに既に存在する フ ォルダーを指定し な く てはな り ません。

構文

ReplaceFolderIcon ( szProgramFolder, szItemName, szNewItem, szCmdLine, szWorkingDir, szIconPath, nIcon, szShortCutKey, nFlag );
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テーブル 64 • ReplaceFolderIcon のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szProgramFolder 置換するシ ョ ー ト カ ッ ト を含むフ ォルダーの名前を指定し ます。

szItemName 置換するシ ョ ー ト カ ッ ト の名前を指定し ます。

szNewItem 置換し た後に表示されるシ ョ ー ト カ ッ ト の名前を指定し ます。

szCmdLine 次のう ちの 1 つを指定し ます :

• コマン ド ラ イ ンパラ メ ーターをすべて含む、 アイ コ ンに関連する実行

可能フ ァ イルの完全修飾名。

• szItemName がサブ フ ォルダーの場合、 完全修飾パス。 

szWorkingDir アプ リ ケーシ ョ ンのプログラムフ ァ イルが保管されているデ ィ レ ク ト リ を

指定し ます。 (szItemName がサブ フ ォルダーの場合を除きます )。 このパラ

メ ーターにヌル文字列 ("") を渡すと、 プログラムフ ァ イルが含まれるデ ィ

レ ク ト リが作業デ ィ レ ク ト リ にな り ます。

szIconPath アイ コ ン フ ァ イル、 または新しいアイ コ ンを含む有効な Windows 実行可能

フ ァ イルの名前を指定し ます。

nIcon szIconPath に実行可能フ ァ イルを指定する場合、 実行可能フ ァ イル内のア

イ コ ン イ ンデッ クスを指定し ます。 そ う でない場合は、 nIcon に数字 0 を

入力し ます。

szShortCutKey ユーザーが押すと プログラムがス ター ト するシ ョ ー ト カ ッ ト キー シーケン

スを含む文字列を指定し ます。 た と えば、 ユーザーが Ctrl と Alt キーを押

し ながら 1 を押すと アプ リ ケーシ ョ ンが開 く よ う にする場合は、 このパラ

メ ーターに "Ctrl+Alt+1" を指定し ます。

nFlag 1 つ以上のオプシ ョ ンを指定し ます。 このパラ メ ーターに、 あらかじめ定

義されている次の定数を渡し ます : 複数のオプシ ョ ンを指定するには、 定

数と OR (|) 演算子を組み合わせます。

• NULL — オプシ ョ ンがないこ と を示し ます。

• REPLACE — 既存アイ コ ンを新しいアイ コ ン と置き換える こ と を示し

ます。

• RUN_MAXIMIZED — プログラムの起動時に 大化される こ と を示し ま

す。

• RUN_MINIMIZED — プログラムの起動時に 小化される こ と を示し ま

す。
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ReplaceFolderIcon の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ReplaceFolderIcon 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を正し く 実行するため、

 * プ リ プロセッサ定数を ターゲッ ト システムの有効なフ ァ イル名とパスに

 *  設定して く ださい。 この例に使用するシ ョ ー ト カ ッ ト を簡単に作成するには、

 *  AddFolderIcon の例 #3 を実行して く ださい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define FOLDER "C:\\Windows\\"

#define NEW_PROGRAM "C:\\WINDOWS\\WRITE.EXE"

#define NEW_PARAM  "C:\\WINDOWS\\README.TXT"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ReplaceFolderIcon(HWND);

function ExFn_ReplaceFolderIcon(hMSI)

STRING szProgramFolder, szItemName, szNewItem, szCmdLine, szWorkingDir;

STRING szShortCutKey, szIconPath, szProgram, szParam;

NUMBER nIcon, nFlag;

begin

szProgramFolder = FOLDER ^ " 例のフ ォルダー ";

szItemName = " メ モ帳の例 ";

szNewItem  = " 新規 Wordpad の例 ";

// 空白スペースが区切り文字と して間違えられないよ う注意して く ださい。

szProgram = NEW_PROGRAM;

テーブル 65 • ReplaceFolderIcon の戻り値

戻り値 説明

0 関数がシ ョ ー ト カ ッ ト を置換し たこ と を示し ます。

< 0 関数がアイ コ ンを置き換えられなかったこ と を示し ます。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ と

ができます。 たと えば、 FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 

(0x80070005) です。
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LongPathToQuote (szProgram, TRUE);

szParam = NEW_PARAM;

LongPathToShortPath(szParam);

szCmdLine = szProgram + " " + szParam;

szWorkingDir  = "";

szIconPath  = "";

nIcon = 0;

szShortCutKey = "";

nFlag = REPLACE|RUN_MAXIMIZED;

// フ ォルダーをスク リーンに表示します。

ShowProgramFolder (szProgramFolder, SW_SHOW);

// "Notepad の例 " アイ コンを " 新規 Wordpad の例 " と置き換えます。

if (ReplaceFolderIcon (szProgramFolder, szItemName, szNewItem, szCmdLine,

szWorkingDir, szIconPath, nIcon, szShortCutKey,

nFlag) < 0) then

MessageBox ("ReplaceFolderIcon が失敗しました。 ", SEVERE);

else

MessageBox (" アイ コンが置換されました。 ", INFORMATION);

endif;

end;

ReplaceProfString
Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト では、 すべての .ini フ ァ イルは IDE の [INI フ ァ イル ] ビ ューで作成し ます。

この方法ですべての .ini フ ァ イルの変更を処理する と、 Windows Installer サービスを通し たク リーンアン イ ンス

ト ールが可能と な り ます。

ReplaceProfString 関数は、 .ini フ ァ イルのプロ フ ァ イル文字列を置換し ます。 この関数は、 System.ini フ ァ イル 

(device = ...) の [386Enh] セク シ ョ ンにあるよ う な重複キー ( 非固有キー ) の置換にも使用できます。 関数は 

szKeyName = szOrigValue を検索し、 行を置き換えます。 検出されなかった場合、 szSectionName セクシ ョ ンの始

ま り に szKeyName = szReplaceValue 行を追加し ます。

固有のキー ( 指定のセク シ ョ ンですべて違う キーなど ) を追加する場合は、 WriteProfString 関数を使用し ます。

この関数は、 System.ini フ ァ イルの device=line などの非固有キー名の置換にのみ使用し て く ださい。

構文

ReplaceProfString (szFileName, szSectionName, szKeyName, szOrigValue, szReplaceValue);
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戻り値

追加情報

.ini フ ァ イルに加えた変更は、 アン イ ンス ト ール用にログ記録する こ とができます。 ただ し、 い く つかの重要な制

限事項があ り ます。 詳細は、 「 初期設定 (.ini) フ ァ イルエン ト リのアン イ ンス ト ール」 を参照し て く ださい。

テーブル 66 • ReplaceProfString のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFileName プロ フ ァ イル文字列を置換する .ini フ ァ イル名

を指定し ます。 フ ァ イル名が非完全修飾名 ( ド

ラ イブ指定とパスが含まれていない ) の場合、

InstallShield は Windows フ ォルダーのフ ァ イル

を検索し ます。 フ ァ イルが存在し ないと、 指

定のフ ォルダーに作成されます。 パスがフ ァ

イル名に含まれていない場合、 フ ァ イルは 

Windows フ ォルダーに作成されます。 フ ァ イル

名が、 存在し ないパス名で修飾されている と、

ReplaceProfString は失敗し ます。

szSectionName szKeyName を検索する、 .ini フ ァ イルセクシ ョ

ン名を指定し ます。 こ こで指定するセクシ ョ

ン名は、 角括弧 ( [ ] ) で囲まないで く だ さい。

この名前の検索は大文字と小文字を区別し ま

せん。

szKeyName 置換するキーの名前を指定し ます。 キーが存

在し ない場合は、 作成されます。

szOrigValue szKeyName で指定し たキーの現在の値を指定

し ます。

szReplaceValue szKeyName に割り当てる新しい値を指定し ま

す。 このパラ メ ーターの値は、 プロ フ ァ イル

文字列の等号の右側 (szKeyName = szValue) に

表示されます。

テーブル 67 • ReplaceProfString の戻り値

戻り値 説明

0 関数がプロ フ ァ イル文字列を置換、 または追

加し たこ と を示し ます。

< 0 関数がプロ フ ァ イル文字列を置換、 または追

加する こ とができなかったこ と を示し ます。
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ReplaceProfString の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ReplaceProfString 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * ReplaceProfString への 初の呼び出しでは、 szKeyName キー値

 * szOrigValue を 値 szReplaceValue と

 置き換えます。 そして、 ReplaceProfString が再び呼び出され、

 * 新し く 設定された szKeyName、 szReplaceValue の値を

 * szOrigValue と置き換えます。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を適切に実行するため、

 *   定数 EXAMPLE_INI がターゲッ ト システム上の初期化フ ァ イルを

 *  参照するよ うに設定して く ださい。 そのフ ァ イルには

 *  次の行を含みます :

 *

 *  [Old Section]

 *  Old Key=Old value

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define EXAMPLE_INI "C:\\ISExampl.ini"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ReplaceProfString(HWND);

function ExFn_ReplaceProfString(hMSI)

STRING szSectionName, szKeyName, szOrigValue, szReplaceValue;

begin

szSectionName = " 古いセクシ ョ ン ";

szKeyName = " 古いキー ";

szOrigValue = " 古い値 ";

szReplaceValue = " 新しい値 ";

// szOrigValue を szReplaceValue と入れ替えます。

if (ReplaceProfString (EXAMPLE_INI, szSectionName, szKeyName, szOrigValue,

szReplaceValue) < 0) then

MessageBox("ReplaceProfString が失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

else

SprintfBox (INFORMATION, " 置換に成功しました。 ",

 " 元の値 :%s\n 新しい値 : %s", szOrigValue, szReplaceValue);

endif;

// szReplaceValue を szOrigValue と入れ替えます。

if (ReplaceProfString(EXAMPLE_INI, szSectionName, szKeyName, szReplaceValue,
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 szOrigValue) < 0) then;

MessageBox("ReplaceProfString が失敗しました。 ", SEVERE);

else

SprintfBox (INFORMATION, " 置換に成功しました。 ",

 " 元の値 :%s\n 新しい値 : %s", szReplaceValue, szOrigValue);

endif;

end;

ReplaceShortcut
ReplaceShortcut 関数は、 特定のフ ォルダーのシ ョ ー ト カ ッ ト を置換し ます。 CreateShortcutFolder 関数を使って作

成し たフ ォルダー、 またはエン ド ユーザーのシステムに既に存在する フ ォルダーを指定し な く てはな り ません。

構文

ReplaceShortcut (szShortcutFolder, szName, szNewItem, szCmdLine, szWorkingDir, szIconPath, nIcon, szShortCutKey, nFlag);
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テーブル 68 • ReplaceShortcut のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szShortcutFolder 置換するシ ョ ー ト カ ッ ト を含むフ ォルダーの名前を指定し ます。

szName 置換するシ ョ ー ト カ ッ ト の名前を指定し ます。

szNewItem 置換し た後に表示されるシ ョ ー ト カ ッ ト の名前を指定し ます。

szCmdLine 次のう ちの 1 つを指定し ます :

• コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターをすべて含む、 アイ コ ンに関連する実行

可能フ ァ イルの完全修飾名。

• szName がサブ フ ォルダーの場合、 完全修飾パス。 

szWorkingDir szName がサブ フ ォルダーでない場合、 製品のプログラム フ ァ イルを含む

デ ィ レ ク ト リ を指定し ます。

このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡すと、 製品のプログラムフ ァ イル

が含まれるデ ィ レ ク ト リが作業デ ィ レ ク ト リ にな り ます。

szIconPath 代替アイ コ ン フ ァ イル、 または新しいアイ コ ンを含む有効な実行可能フ ァ

イルの名前を指定し ます。

nIcon szIconPath に実行可能フ ァ イルを指定する場合、 実行可能フ ァ イル内のア

イ コ ン イ ンデッ クスを指定し ます。 そ う でない場合は、 nIcon に数字 0 を

入力し ます。

szShortCutKey エン ド ユーザーが押すと プログラムがス ター ト するシ ョ ー ト カ ッ ト キー 

シーケンスを含む文字列を指定し ます。 たと えば、 エン ド ユーザーが Ctrl 

と Alt キーを押し ながら 1 を押すと アプ リ ケーシ ョ ンが開 く よ う にする場

合は、 このパラ メ ーターに "Ctrl+Alt+1" を指定し ます。
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nFlag このパラ メ ーターには、 次の定義済み定数のいずれかを指定し ます。 この

パラ メ ーターに複数の定義済み定数を渡す場合、 各定数をビ ッ ト 単位 OR 

演算子 (|) で区切って く ださい。

• CS_OPTION_FLAG_REPLACE_EXISTING — 既存のシ ョ ー ト カ ッ ト を置換

し ます。

• CS_OPTION_FLAG_RUN_MAXIMIZED — 起動時にシ ョ ー ト カ ッ ト のター

ゲッ ト が 大化されます。

• CS_OPTION_FLAG_RUN_MINIMIZED — 起動時にシ ョ ー ト カ ッ ト のター

ゲッ ト が 小化されます。

• CS_OPTION_FLAG_PREVENT_PINNING — Windows Vista 以降のシステム

で、 [ ス ター ト ] メ ニューまたはタ スクバーにシ ョ ー ト カ ッ ト をピン

留めする こ と を防ぎます。 このオプシ ョ ンは、 エン ド ユーザーがタ ス

クバーおよび [ ス ター ト ] メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト をピン留めする

ためのコ ンテキス ト  メ ニュー コマン ド を隠し ます。

イ ンス ト ールの一部であるツールまたは従属的な製品のシ ョ ー ト カ ッ

ト のピン留めを防ぎたい場合があり ます。

• CS_OPTION_FLAG_NO_NEW_INSTALL_HIGHLIGHT — エン ド ユーザーが

製品を Windows Visata 以降のシステム上にイ ンス ト ールし た後、

シ ョ ー ト カ ッ ト を新し く イ ンス ト ールされたプログラムと し て強調表

示し ません。 これは、 ターゲッ ト  システム上で個別のアイテムに対し

て [[ ス ター ト ] メ ニューのカス タ マイズ ] ダイアログ ボ ッ クスで [ 新

し く イ ンス ト ールされたプログラムを強調表示する ]  チ ェ ッ ク ボ ッ

クスを ク リ ア し た場合と同じ効果を持ちます。

イ ンス ト ールの一部であるツールまたは従属的な製品のシ ョ ー ト カ ッ

ト のオプシ ョ ンを使用し たい場合があり ます。

• CS_OPTION_FLAG_NO_STARTSCREEN_PIN — Windows 8 ターゲッ ト  シス

テム上で、 デフ ォル ト で [ ス タ ― ト ] 画面にシ ョ ー ト カ ッ ト をピン留

めし ません。 この定数を渡すと、 イ ンス ト ールは Windows 8 で使用可

能になった Windows シ ェル プロパテ ィ を設定し ます。

イ ンス ト ールの一部であるツールまたは従属的な製品のシ ョ ー ト カ ッ

ト のピン留めを防ぎたい場合があり ます。

• NULL — オプシ ョ ンがないこ と を示し ます。

CS_OPTION_FLAG_PREVENT_PINNING および 

CS_OPTION_FLAG_NO_STARTSCREEN_PIN についての詳細は、 追加情報セ

クシ ョ ンを参照し て く だ さい。

テーブル 68 • ReplaceShortcut のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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戻り値

Additional Information

2 つの nFlag 定数について、 以下にご注意 く だ さい。

CS_OPTION_FLAG_PREVENT_PINNING

ピン留めを行わないよ う にシ ョ ー ト カ ッ ト を構成し た場合、 [ ス ター ト ] メ ニューの も よ く 使われている製品の

リ ス ト に、 シ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト を含められな く な り ます。

特定の文字列を含むシ ョ ー ト カ ッ ト は、 タ スクバーまたは [ ス ター ト ] メ ニューにピン留めする こ とができませ

ん。 また、 それら を も よ く 使う製品リ ス ト に表示する こ と もできません。 例 :

• Documentation

• ヘルプ

• Install

• 削除

• Setup

• Support

CS_OPTION_FLAG_NO_STARTSCREEN_PIN

Windows 8 は、 アプ リ ケーシ ョ ンのアン イ ンス ト ールによ ってシ ョ ー ト カ ッ ト が削除された後でも、 シ ョ ー ト カ ッ

ト の [ ス ター ト ] 画面へのピン留めに関する情報を保持し ます。 そのため、 シ ョ ー ト カ ッ ト がイ ンス ト ール済みの

場合、 ターゲッ ト  システム上で CS_OPTION_FLAG_NO_STARTSCREEN_PIN 定数は効果を持ちません。 この機能を

テス ト する際、 シ ョ ー ト カ ッ ト と そのターゲッ ト が既にイ ンス ト ールされていない、 ク リーン マシン上でテス ト

するよ う にし て下さい。

ReplaceShortcut の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

テーブル 69 • ReplaceShortcut の戻り値

戻り値 説明

0 関数がシ ョ ー ト カ ッ ト を置換し たこ と を示し ます。

< 0 関数がシ ョ ー ト カ ッ ト を置換できなかったこ と を示し ます。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ と

ができます。 たと えば、 FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 

(0x80070005) です。
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/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ReplaceShortcut 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を正し く 実行するため、

 * プ リ プロセッサ定数を ターゲッ ト システムの有効なフ ァ イル名とパスに

 *  設定して く ださい。 この例に使用するシ ョ ー ト カ ッ ト を簡単に作成するには、

 *       CreateShortcut の例 #3 を実行して く ださい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define FOLDER "C:\\Windows\\"

#define NEW_PROGRAM "C:\\WINDOWS\\WRITE.EXE"

#define NEW_PARAM "C:\\WINDOWS\\README.TXT"

function OnFirstUIAfter( )

STRING szShortcutFolder, szName, szNewItem, szCmdLine, szWorkingDir;

STRING szIconPath, szShortCutKey, szProgram, szParam;

NUMBER nIcon, nFlag;

begin

szShortcutFolder = FOLDER ^ " 例のフ ォルダー 3";

szName = " メ モ帳の例 3";

szNewItem = " 新規 Wordpad の例 ";

// 空白スペースが区切り文字と して間違えられないよ う注意して く ださい。

szProgram = NEW_PROGRAM;

LongPathToQuote (szProgram, TRUE);

szParam = NEW_PARAM;

LongPathToShortPath(szParam);

szCmdLine = szProgram + " " + szParam;

szWorkingDir  = "";

szIconPath  = "";

nIcon = 0;

szShortCutKey = "";

nFlag = CS_OPTION_FLAG_REPLACE_EXISTING|CS_OPTION_FLAG_RUN_MAXIMIZED;

// フ ォルダーをスク リーンに表示します。

ShowProgramFolder (szShortcutFolder, SW_SHOW);

// "Notepad の例 3" シ ョ ー ト カ ッ ト  " 新規 Wordpad の例 " と置き換えます。

if (ReplaceShortcut (szShortcutFolder, szName, szNewItem, szCmdLine,

szWorkingDir, szIconPath, nIcon, szShortCutKey,

nFlag) < 0) then

MessageBox ("ReplaceShortcut が失敗しました。 ", SEVERE);

else

MessageBox (" シ ョ ー ト カ ッ ト が正し く 置換されました。 ", INFORMATION);

endif;

end;
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Resize
Resize 関数は、 InstallScript 配列のサイズを変更し ます。

構文

Resize ( Array , nNewSize );

パラ メ ーター

戻り値

Resize 関数は、 配列の新しいサイズを戻し ます。

RGB
RGB 関数は、 SetColor と SetTitle と共に利用できる カス タムカ ラー値を作成し ます。

構文

RGB ( constRed, constGreen, constBlue );

パラ メ ーター

戻り値

この関数は、 SetColor と SetTitle を呼び出す際に利用できる カス タムカ ラーの数値を戻し ます。

テーブル 70 • Resize のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

配列 配列変数の名前を指定し ます。

nNewSize 配列に適用する新しいサイズを指定し ます。

テーブル 71 • RGB のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

constRed カス タムカ ラーの赤の量を示す、 0 から 255 ま

での範囲の数値定数を指定し ます。

constGreen カス タムカ ラーの緑の量を示す、 0 から 255 ま

での範囲の数値定数を指定し ます。

constBlue カス タムカ ラーの緑の量を示す、 0 から 255 ま

での範囲の数値定数を指定し ます。
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RGB の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * RGB 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * RGB への 初の呼び出しは、 背景色の値をグレーに

 * 戻します。 2 番目呼び出しは、 背景色赤に戻します。

 * 3 番目の呼び出しは、 背景色青に戻します。

 * RGB への呼び出しで戻された値は SetColor へ渡され、

 * 背景色を変更します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_RGB(HWND);

function ExFn_RGB(hMSI)

begin

Enable ( BACKGROUND );

// 背景色をラ イ ト グレーに変更します。

SetColor (BACKGROUND, RGB(198,198,198));

Delay (3);

// 背景色を赤に変更します。

SetColor (BACKGROUND, RGB(255,0,0));

Delay (3);

// 背景色を青に変更します。

SetColor (BACKGROUND, RGB(0, 0, 255));

Delay (3);

end;
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
カテゴ リ別の関数一覧は、 「カテゴ リー別ビル ト イ ン関数」 を参照し て く だ さい。

SdAskDestPath

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdAskDestPath 関数は、 エン ド ユーザーが別のイ ンス ト ール先パスを選択するために使用するダイアログを作成

し ます。 エン ド ユーザーがこのダイアログの [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と SelectDir 関数が呼び出され、 エン

ド ユーザーが既存のフ ォルダーを選択し た り新規のフ ォルダー名を入力する こ とができる第 2 のダイアログ ボ ッ

クスが開きます。

構文

SdAskDestPath (szTitle, szMsg, svDir, nReserved);
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

• イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを

利用し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー

] または [ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。 

• ( エン ド ユーザーが 2 番目のダイアログに不完全、 無効、 または書き込み禁止のパスを指定し た場合、 エラー

が表示されます。 エン ド ユーザーが書き込み不可能なフ ァ イルを選択できるよ う にするには、 AskPath 関数を

代わり に呼び出し ます。 

• SdAskDestPath を呼び出す前に新規フ ォルダーが存在し ない場合、 サイ レン ト モー ド で実行するセ ッ ト ア ッ

プは新規フ ォルダーを作成し ます。 これによ って、 確認ダイアログは表示されません。 このステ ッ プを踏ま

ない場合は、 2 つの条件を処理するために 2 つの応答フ ァ イルが必要です。 

• InstallShield Professional の以前のバージ ョ ンでは、 エン ド ユーザーが [ フ ォルダーの選択 ] ダイアログで存在

し ないフ ォルダーを選択する と、 フ ォルダーを作成するかど うかを問い合わせる確認メ ッ セージが表示され

ま し た。 このメ ッ セージは多 く のエン ド ユーザーに混乱を招 く ため、 InstallShield では削除されま し た。 

テーブル 1 • SdAskDestPath のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル ( 「フ ォルダーの

選択」 ) を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg ダイアログに表示するテキス ト を指定し ます。 このテキス ト は静的コ ン ト ロー

ルと認識されます。 メ ッ セージ文字列の %P プレースホルダーを使用し て、 以

前に SdProductName を呼び出し た際に指定された製品名を挿入し ます。 このダ

イアログのデフ ォル ト の指示を表示するには、 ヌル文字列 ("") を渡し ます。

svDir デフ ォル ト によ って選択されるデ ィ レ ク ト リの名前を指定し ます。 エン ド ユー

ザーによ って選択されたデ ィ レ ク ト リの名前を返し ます。

nReserved このパラ メ ーターでゼロを渡し ます。 他の値は使用できません。

テーブル 2 • SdAskDestPath の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) エン ド ユーザーが、 [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。

BACK (12) エン ド ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。
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SdAskDestPath の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdAskDestPath 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * ユーザーへパスを要求するため、 SdAskDestPath が呼び出されます。

 * そして選択したパスがシステム変数 INSTALLDIR に割り当てられ、 

 * メ ッセージ ボッ クスに表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "SdAskDestPath の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

function OnBegin()

STRING svDir;

begin

// セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

// SdAskDestPath への呼び出し用にデフ ォル ト フ ォルダー名を設定します。

svDir = "C:\\ISEXampl\\Target";

// SdAskDestPath ダイアログを表示します。 既定メ ッセージを

// 表示するため、 2 番目のパラ メーターにヌル文字列を渡します。

if (SdAskDestPath (TITLE_TEXT, "", svDir, 0) = NEXT) then

INSTALLDIR = svDir;

endif;

// 新しいターゲッ ト デ ィ レク ト リ を表示します。

SprintfBox (INFORMATION, "SdAskDestPath", " 成功しました。 \n\n ターゲッ ト  " +

 " デ ィ レク ト リ : " + INSTALLDIR);

end;

SdAskDestPath2

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI
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SdAskDestPath 関数は、 エン ド ユーザーが別のイ ンス ト ール先パスを選択するために使用するダイアログを作成

し ます。 このダイアログ ボ ッ クスの [ 変更 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 SelectDir 関数が呼び出され、 エン ド ユー

ザーが既存のフ ォルダーを選択し た り新規のフ ォルダー名を入力する こ とができる第 2 ダイアログ ボ ッ クスが開

きます。

構文

SdAskDestPath2 ( szTitle, szMsg, svDir );

パラ メ ーター

戻り値

追加情報

• イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを

利用し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー

] または [ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。 

• ( エン ド ユーザーが 2 番目のダイアログに不完全、 無効、 または書き込み禁止のパスを指定し た場合、 エラー

が表示されます。 エン ド ユーザーが書き込み不可能なフ ァ イルを選択できるよ う にするには、 AskPath 関数を

代わり に呼び出し ます。 

• SdAskDestPath2 を呼び出す前に新規フ ォルダーが存在し ない場合、 サイ レン ト モー ド で実行する イ ンス ト ー

ルは新規フ ォルダーを作成し ます。 これによ って、 確認ダイアログは表示されません。 このステ ッ プを踏ま

ない場合は、 2 つの条件を処理するために 2 つの応答フ ァ イルが必要です。 

テーブル 3 • SdAskDestPath2 のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル ( 「イ ンス ト ール

先の選択」 ) を表示するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg ダイアログに表示するテキス ト を指定し ます。 このテキス ト は静的コ ン ト ロー

ルと認識されます。 メ ッ セージ文字列の %P プレースホルダーを使用し て、 以

前に SdProductName を呼び出し た際に指定された製品名を挿入し ます。 このダ

イアログのデフ ォル ト の指示を表示するには、 ヌル文字列 ("") を渡し ます。

svDir デフ ォル ト によ って選択されるデ ィ レ ク ト リの名前を指定し ます。 エン ド ユー

ザーによ って選択されたデ ィ レ ク ト リの名前を返し ます。

テーブル 4 • SdAskDestPath2 の戻り値

戻り値 説明

NEXT ユーザーが、 [ 次へ ] ボタ ンを選択し たこ と を示し ます。

BACK ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを選択し たこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS ダイアログが表示されなかったこ と を示し ます。
1302 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (S-T)
SdAskDestPath2 の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\ 

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdAskDestPath2 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * SdProductName が呼び出されて、 製品名が SdAskDestPath2

 * ダイアログ ボッ クスの %P プレースホルダーの位置に

 * 表示されるよ う、 製品名を設定します。 そして、 SdAskDestPath2 が

 * 呼び出されて、 ユーザーへパスを問い合わせます。 後に、 選択したパスが

 * システム変数 TARGETDIR に割り当てられ、 これが

 * メ ッセージボッ クスに表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define  TITLE_TEXT "SdAskDestPath2 の例 "

 STRING svDir;

#include "ifx.h"

function OnBegin()

begin

 // 製品名を設定します。

 SdProductName (" 製品 5.2 の例 ");

 // セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

 Disable(BACKBUTTON);

 // SdAskDestPath2 への呼び出し用デフ ォルト フ ォルダー名を設定します。

 svDir = "C:\\ISEXampl\\Target";

 // SdAskDestPath2 ダイアログを表示します。 既定メ ッセージを

 // 表示するため、 2 番目のパラ メーターにヌル文字列を渡します。

 if (SdAskDestPath2 (TITLE_TEXT, "", svDir ) = NEXT) then

TARGETDIR = svDir;

 endif;

 // 新しいターゲッ ト デ ィ レク ト リ を表示します。

 SprintfBox (INFORMATION, "SdAskDestPath2", " 成功しました。 \n\n ターゲッ ト  " +

 " デ ィ レク ト リ : " + TARGETDIR);

end;
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
SdAskOptions

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdAskOptions 関数は、 イ ンス ト ールのオプシ ョ ンを提供するダイアログを作成し ます。 選択方法と し てには

チ ェ ッ ク ボ ッ クスまたはオプシ ョ ンボタ ンを使用できます。 ボタ ンの横に表示される情報は、 オプシ ョ ンのグ

ループから取得されます。 デフ ォル ト のオプシ ョ ン数は 4 です。 必要に応じ て、 複数のオプシ ョ ンをグループで

追加し た り削除できます。

構文

SdAskOptions ( szTitle, szMsg1, szMsg2, szId, szFeatures, nExclusiveFlag );
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

追加情報

• イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを

利用し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー

] または [ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。 

テーブル 5 • SdAskOptions のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル 「コ ンポーネン ト

の選択」 を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg1 ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 このス タ テ ィ ッ ク フ ィ ールド

には、 801 とい う ID があ り ます。 このダイアログにデフ ォル ト の指示を表示す

るには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg2 ダイアログに表示する 2 番目のメ ッ セージを指定し ます。 このス タ テ ィ ッ ク

フ ィ ールド には、 802 とい う ID があ り ます。

szId 代替の数値ダイアログ ID を指定し ます。 ID には、 文字列形式の数値を使用し

ます ( た と えば、 ID 13001 は 「13001」 と指定し ます )。 SdAskOptions ダイアロ

グリ ソースを コ ピーし、 変更を加えて固有な数値 ID を指定し てから、 szId の文

字列と し てその ID を渡し てダイアログを呼び出すこ と もできます。 ( 上記参照

) オプシ ョ ンが 4 つある標準の SdAskOptions ダイアログを作成するには、 この

パラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szFeatures 表示するサブ機能を含む機能の名前を指定し ます。 サブ機能は、 チ ェ ッ ク ボ ッ

クスまたはオプシ ョ ンボタ ンよ り も優先されます。 ト ッ プレベルの機能をすべ

て表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

SdAskOptions は、 フ ァ イルメ デ ィ アラ イブラ リ、 またはシステム変数 MEDIA 

が指定するスク リ プ ト 作成の機能セ ッ ト 内で、 要求された機能を検索し ます。

nExclusiveFlag ダイアログに表示するボタ ンの種類を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下

の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• EXCLUSIVE Ñ オプシ ョ ン ボタ ンを指定し ます。

• NONEXCLUSIVE Ñ チ ェ ッ ク ボ ッ クスを指定し ます。

テーブル 6 • SdAskOptions の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) エン ド ユーザーが、 [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。

BACK (12) エン ド ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。
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• 必須の可視コ ンポーネン ト がセ ッ ト ア ッ プに含まれている場合、 イ ンス ト ールオプシ ョ ンを取得するために 

SdAskOptions を呼び出さ ないで く ださい。 代わり に、 FeatureDialog、 SdFeatureDialog、 SdFeatureDialogAdv、

SdFeatureMult、 または SdAskOptionsList 非限定モー ド で呼び出し ます。 

• セ ッ ト ア ッ プでセ ッ ト ア ッ プの種類のダイアログを使用し ない場合は、 SdAskOptions を呼び出す前に 

FeatureSetupTypeSet を必ず呼び出し て、 IDE の [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ビ ューで定義されているセ ッ ト ア ッ

プの種類を指定し て く だ さい。 

• SdAskOptions は、 MEDIA システム変数によ って指定される現在のメ デ ィ アで実行されます。 セ ッ ト ア ッ プ初

期設定中、 イ ンス ト ールはフ ァ イル メ デ ィ ア ラ イブ ラ リ (Data1.cab) に関連付けられた メ デ ィ ア名を MEDIA 

に割り当てます。

タ スク スク リ プ ト 作成の機能を表示するには :

1. 現在の MEDIA 値を文字列変数の形式で保存し ます。 た と えば、 szSaveMEDIAValue。 

2. スク リ プ ト 作成コ ンポーネン ト セ ッ ト の名前を MEDIA に割り当てます。 

3. SdAskOptions を呼び出し て、 エン ド ユーザーの選択を取得し ます。 

4. ステ ッ プ 1 で保存し た値を MEDIA に割り当てます。 必ず FeatureTransferData  を呼び出す前に行います。 

リ ソース エデ ィ ターを使用し て (_isres.dll にある ) SdAskOptions ダイアログ リ ソースを コ ピーし、 コ ピーに変

更を加えて固有な ID を指定する こ とによ り、 SdAskOptions タ イプのダイアログを複数作成する こ とができま

す。 コ ピーは  _isuser.dll に保存し て く だ さい。 SdAskOptions を呼び出し て、 ダイアログのカス タ マイズされ

たコ ピーの ID をパラ メ ーター szId で渡す時、 カス タ マイズされたコ ピーが表示されます。 変更は、 既存のス

タ テ ィ ッ クテキス ト フ ィ ールドの編集と ス タ テ ィ ッ ク テキス ト フ ィ ールドの追加にと どめて く ださい。 処理

が必要なコ ン ト ロールの追加には SdAskOptions ソーススク リ プ ト の変更が必要と なるため、 お勧めできませ

ん。 

SdAskOptions の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdAskOptions 関数を示します。

 *

 * このスク リ プ トは、 インス ト ール

 * オプシ ョ ンを提供するダイアログを表示します。

 *

 メ モ : このスク リ プ ト例を実行するには、 い く つかの機能および

 * / またはサブ機能を含むプロジ ェ ク ト を

 * 作成 ( またはプロジ ェ ク ト に挿入 ) して く ださい。 

 *

\*--------------------------------------------------------------*/
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// こ こで機能名を指定します。 これらの名前は、

// IDE で機能に付けた名前です。 NULL ("") 文字列は基本の機能を指定します

#define FEATURE ""

#define SDASKOPTSTITLE     " コンポーネン ト の選択 "

#define SDASKOPTSMSG1      " インス ト ールするコンポーネン ト を選択して く ださい。 "

#define SDASKOPTSMSG2      " 選択にしたがってフ ァ イル転送を行います。 "

#define APPBASE_PATH       " 会社名 \\ 製品名 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "ifx.h"

function OnFirstUIBefore()

begin

// デフ ォル トのインス ト ール先パスを設定します。

INSTALLDIR = PROGRAMFILES ^ APPBASE_PATH;

// セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

// インス ト ール オプシ ョ ンを取得します。

SdAskOptions (SDASKOPTSTITLE, SDASKOPTSMSG1, SDASKOPTSMSG2,

 "", FEATURE, NONEXCLUSIVE);

end;

SdAskOptionsList

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdAskOptionsList 関数は、 カス タムイ ンス ト ール用に機能のリ ス ト を表示するダイアログを作成し ます。

構文

SdAskOptionsList ( szTitle, szMsg, szFeatures, nStyle );
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

追加情報

• イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを

利用し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー

] または [ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。 

• セ ッ ト ア ッ プでセ ッ ト ア ッ プの種類のダイアログを使用し ない場合は、 SdAskOptionsList を呼び出す前に 

FeatureSetupTypeSet を必ず呼び出し て、 IDE の [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ビ ューで定義されているセ ッ ト ア ッ

プの種類を指定し て く だ さい。 

テーブル 7 • SdAskOptionsList のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル 「コ ンポーネン ト

の選択」 を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 このダイアログにデフ ォル ト

の指示を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szFeatures 表示するサブ機能を含む機能の名前を指定し ます。 サブ機能は、 チ ェ ッ ク ボ ッ

クスまたはオプシ ョ ンボタ ンよ り も優先されます。 ト ッ プレベルの機能をすべ

て表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

SdAskOptionsList は、 フ ァ イルメ デ ィ アラ イブラ リ、 またはシステム変数 

MEDIA が指定するスク リ プ ト 作成の機能セ ッ ト 内で、 要求された機能を検索し

ます。

nStyle エン ド ユーザーの選択が制限されるかど うかを指定し ます。 このパラ メ ーター

に、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• EXCLUSIVE— エン ド ユーザーは一覧から項目を 1 つだけ選択できます。

szFeatures のサブ機能のいづれかが機能を必要とする場合は、 EXCLUSIVE 

モー ドは利用し ないで下さい。

• NONEXCLUSIVE— エン ド ユーザーは一覧から項目を 1 つ以上 ( 隣接し てい

ない複数の選択を含む ) 選択できます。 すべてのオプシ ョ ンを選択する [

すべて選択 ] と、 すべての選択を ク リ アする [ すべてク リ ア ] の 2 つのボ

タ ン も表示し ます。

テーブル 8 • SdAskOptionsList の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) エン ド ユーザーが、 [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。

BACK (12) エン ド ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
• SdAskOptionsList は、 MEDIA システム変数によ って指定される現在のメ デ ィ アで実行されます。 セ ッ ト ア ッ

プ初期設定中、 イ ンス ト ールはフ ァ イル メ デ ィ ア ラ イブ ラ リ (Data1.cab) に関連付けられた メ デ ィ ア名を 

MEDIA に割り当てます。

タ スク スク リ プ ト 作成の機能を表示するには :

1. 現在の MEDIA 値を文字列変数の形式で保存し ます。 た と えば、 szSaveMEDIAValue。 

2. スク リ プ ト 作成コ ンポーネン ト セ ッ ト の名前を MEDIA に割り当てます。 

3. SdAskOptionsList を呼び出し て、 エン ド ユーザーの選択を取得し ます。 

4. ステ ッ プ 1 で保存し た値を MEDIA に割り当てます。 必ず FeatureTransferData  を呼び出す前に行います。

SdAskOptionsList の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * NONEXCLUSIVE と EXCLUSIVE オプシ ョ ンを利用した 

 *  SdAskOptionsList 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// 文字列を定義します。 実際のセッ ト ア ッ プでは文字列テーブルでこれらを定義し、

// 各定数の前に 「@」 を付けてスク リ プ ト で使用します。

#define COMP_SELECT_TITLE               " コンポーネン ト の選択 "

#define COMP_SELECT_MSG                 " インス ト ールするコンポーネン ト を選択して く ださい。 "

#define MY_FEATURE_NAME"DefaultFeature"

#include "ifx.h"

function OnFirstUIBefore()

begin

 // セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

 Disable(BACKBUTTON);

 // ユーザに ト ッ プレベルのコンポーネン ト から非排他的に選択させます。

 SdAskOptionsList(COMP_SELECT_TITLE, COMP_SELECT_MSG + " NONEXCLUSIVE", "", NONEXCLUSIVE);

 

 // ユーザーに MY_FEATURE_NAME のサブコンポーネン ト から排他的に選択させます。

 SdAskOptionsList(COMP_SELECT_TITLE, COMP_SELECT_MSG + " EXCLUSIVE", MY_FEATURE_NAME, EXCLUSIVE);

end;
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
SdBitmap

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdBitmap 関数は、 ダイアログにビ ッ ト マ ッ プを表示し ます。 ビ ッ ト マ ッ プの 大許容サイズは、 幅 440 ピ クセ

ル、 高さ 275 ピ クセルです。 また、 メ ッ セージを表示する コ ン ト ロールが可視になるよ う、 リ ソースエデ ィ ター

を使用し て SdBitmap ダイアログのリ ソースを変更し た場合のみ、 メ ッ セージを SdBitmap ダイアログに表示する

こ と もできます。

構文

SdBitmap (szTitle, szMsg, szBitmap);
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

テーブル 9 • SdBitmap のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル 「よ う こそ」 を表

示するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg メ ッ セージを表示するためにリ ソースエデ ィ ターを使用し て SdBitmap ダイア

ログを変更し ない限り、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。 下の

「追加情報」 セクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

szBitmap 表示するビ ッ ト マ ッ プのフ ァ イル名、 およびオプシ ョ ン と し てビ ッ ト マ ッ プ属

性のセ ッ ト を指定し ます。 ビ ッ ト マ ッ プ属性が含まれている場合、 このパラ

メ ーターに渡された文字列は次のよ う にフ ォーマ ッ ト する必要があり ます。

" ビ ッ ト マ ッ プフ ァ イル名 ; 透明フ ラグ ;3-D フ ラグ ; 背景色 "

• ビ ッ ト マ ッ プ フ ァ イル名 Ñ ビ ッ ト マ ッ プ フ ァ イルの名前を指定し ます。

フ ァ イル名が完全でない場合 ( つま り、 フ ァ イル名に ド ラ イブイ ンス ト ー

ル先およびパスが含まれていない場合 )、 InstallShield では、 SUPPORTDIR 

でビ ッ ト マ ッ プを検索し ます。

• 透過フ ラグ Ñ ビ ッ ト マ ッ プを透過的に示すかど うかを示し ます。 このフ ラ

グが 1 (true) の場合、 マジ ェ ン タ (RGB 値 : 255,0,255) であるビ ッ ト マ ッ プ

の全部分が透明に表示されます。 このパラ メ ーターのデフ ォル ト 値は 0 (

非透明 ) です。

• 3-D フ ラグ Ñ ビ ッ ト マ ッ プが含まれるス タ テ ィ ッ ク フ ィ ールドの縁に 3-D 

輪郭線を追加するかど うかを示し ます。 このパラ メ ーターのデフ ォル ト 値

は 0 (3D 輪郭線な し ) です。

• 背景色 Ñ ス タ テ ィ ッ ク テキス ト  フ ィ ールド の背景に使用する色を示し ま

す。 この色は、 ビ ッ ト マ ッ プが表示される静的テキス ト フ ィ ールド よ り小

さい場合、 または透明フ ラグが 1 に設定されてお り、 ビ ッ ト マ ッ プに透明

な領域がある場合にのみ表示されます。 背景色は、 コ ンマで区切られた 3 

つの数値である RGB 値と し て表される必要があ り ます。

次の例では、 SUPPORTDIR フ ォルダーにある MyBitmap.bmp フ ァ イルから

のビ ッ ト マ ッ プを表示し ます。 ビ ッ ト マ ッ プは黒背景に表示され、 ３ D 輪

郭線はあり ません。 マジ ェ ン タ であるビ ッ ト マ ッ プはいずれの部分も、 黒

い背景色で表示されます。

"MyBitmap.bmp;1;1;0,0,0"

テーブル 10 • SdBitmap の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) エン ド ユーザーが、 [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。
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追加情報

szMsg パラ メ ーターと し て渡された メ ッ セージ文字列が SdBitmap ダイアログに表示されるよ う、 リ ソース エデ ィ

ターを使用し て SdBitmap ダイアログのリ ソースを変更する こ とができます。

SdBitmap ダイアログ リ ソースは  _isres.dll に含まれます。 リ ソースは、 パラ メ ーター  szMsg と し て渡される文字

列を受け取るス タ テ ィ ッ ク テキス ト  コ ン ト ロールを含みます。 しかし、 デフ ォル ト では、 この静的テキス ト コ ン

ト ロールは SdBitmap ダイアログのビ ューの外側 ( ダイアログの下 ) に配置されます。 また、 SdBitmap は、 静的テ

キス ト コ ン ト ロールを使用し て、 ビ ッ ト マ ッ プイ メ ージも表示し ます。 ビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージの静的テキス ト  コ

ン ト ロールのサイズは変更でき、 メ ッ セージの静的テキス ト  コ ン ト ロールはダイアログのビ ューに移動する こ と

ができます。 szMsg のメ ッ セージは、 SdBitmap が呼び出される と表示されます。

ビ ッ ト マ ッ プイ メ ージの静的テキス ト コ ン ト ロールのサイズを変更する と、 ビ ッ ト マ ッ プイ メ ージの表示に影響

を与えるので、 注意し て く だ さい。 ビ ッ ト マ ッ プイ メ ージは、 SdBitmap がビ ッ ト マ ッ プイ メ ージの静的テキス ト

コ ン ト ロールに中央付けられる際に切り取られないよ う、 小さ く なければな り ません。

この機能では、 透明ビ ッ ト マ ッ プをサポー ト し ていません。 透明ビ ッ ト マ ッ プを この機能で使用し た場合、 透明

部分は通常どお り に表示されます。

SdBitmap はメ タ フ ァ イルをサポー ト し ません。

SdBitmap の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdBitmap 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 定義済み定数

 *  BITMAP_FILE が [ サポー ト  フ ァ イル / ビルボード ] ビューに含まれる

 *  ビ ッ ト マ ッ プ フ ァ イルを参照するよ うに設定して く ださい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// 表示するビ ッ ト マ ッ プ

#define BITMAP_FILE SUPPORTDIR ^ "MyBitmap.bmp"

// SdBitmap ダイアログに利用する タ イ ト ル。

#define TITLE_TEXT "SdBitmap の例 "

#include "Ifx.h"

BACK (12) エン ド ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。

テーブル 10 • SdBitmap の戻り値 ( 続き )

戻り値 説明
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function OnBegin()

begin

 // セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

 Disable(BACKBUTTON);

 

 // ダイアログに指定したビ ッ ト マ ッ プを表示します。 ダイアログは

 //  メ ッセージを表示するよ う カスタマイズされていないので、

 // 2 番目のパラ メーターでヌル文字列を渡して く ださい。

 SdBitmap (TITLE_TEXT, "", BITMAP_FILE);

end;

SdConfirmNewDir

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdConfirmNewDir 関数は、 フ ォルダー名をプロンプ ト し て確認を求めるダイアログを作成し ます。 エン ド ユーザー

が [ はい ] を ク リ ッ ク し た場合、 この関数は自動的に新規フ ォルダーを作成し ます。

構文

SdConfirmNewDir (szTitle, szDir, nReserved);
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

追加情報

• イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを

利用し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー

] または [ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。 

• この関数によ って表示されるダイアログは、 スキンを使って表示する こ とはできません。 スキンの指定に関

わらず、 同じ よ う に表示されます。 

SdConfirmNewDir の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdConfirmNewDir 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

テーブル 11 • SdConfirmNewDir のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル 「フ ォルダー選択

の確認」 を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szDir 確認するデ ィ レ ク ト リの名前を指定し ます。 ( この情報は SdAskDestPath を呼

び出し て取得し ます。 )

nReserved このパラ メ ーターでゼロを渡し ます。 他の値は使用できません。

テーブル 12 • SdConfirmNewDir の戻り値

戻り値 説明

YES (1) [ はい ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。 デ ィ レ ク ト リが確認されて

作成されます。

NO (0) [ いいえ ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。 指定されたデ ィ レ ク ト リ

は作成されません。

< 0 [ はい ] ボタ ンがク リ ッ ク されたが、 関数が新規デ ィ レ ク ト リ を作成できな

かったこ と を示し ます。
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 *

 * このスク リ プ ト例では、 まず SdAskDestPath を呼び出してユーザーから

 * インス ト ール先フ ォルダーを取得します。 フ ォルダーが存在しない場合、

 * SdConfirmNewDir が呼び出され、 ユーザーがフ ォルダーを作成するかど うか

 * 問い合わせます。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト はローカルハードデ ィ スク上にデ ィ レク ト リ を作成します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define DEFAULT_TARGET_FOLDER "C:\\NONEXIST\\DIR";

#define TITLE_TEXT "SdConfirmNewDir の例 "

#include "ifx.h"

function OnBegin()

NUMBER nResult;

STRING szMsg, svDir;

begin  

// セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

start:

// SdAskDestPath への呼び出し用パラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szMsg = " インス ト ール先フ ォルダーを選択します :";

svDir = DEFAULT_TARGET_FOLDER

// ユーザーから インス ト ール先フ ォルダーを読み出します。

nResult = SdAskDestPath (TITLE_TEXT, szMsg, svDir, 0);

// 選択されたフ ォルダーが存在するかど うかを確認します。

if (ExistsDir (svDir) = EXISTS) then

// ユーザーに対して指定したフ ァ イルが既に存在するこ と を通知します。

szMsg = " フ ォルダー '%s' は既に存在します。 \n\n この例を適切に実行するため、 " +

" 既存しないフ ォルダーを指定して く ださい。 ";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, szMsg, svDir);

// 初からやり直します。

goto start;

else

// 指定したフ ォルダーが存在しません。 Request user

// 作成を確認します。

nResult = SdConfirmNewDir (TITLE_TEXT, svDir, 0);

if (nResult = NO) then

// ユーザーが作成しない選択を しました。

MessageBox (" 選択されたフ ォルダーは作成されませんでした。 ", INFORMATION);

// 初からやり直します。

goto start;

elseif (nResult = YES) then

// ユーザーはフ ォルダーの作成を希望します。

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, "%s が作成されました。 ", svDir);

elseif (nResult < 0) then

// エラーを報告し、 中止します。

MessageBox ("SdConfirmNewDir が失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

endif;
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endif;

end;

SdConfirmRegistration

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdConfirmRegistration 関数は、 ユーザー名、 会社名、 およびシ リ アル番号を表示する メ ッ セージ ボ ッ クスを作成

し ます。 ヌル文字列 ("") がダイアログのフ ィ ールド に入力されている場合、 表示される フ ィ ールドは空にな り ま

す。

構文

SdConfirmRegistration (szTitle, szName, szCompany, szSerial, nReserved);
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

追加情報

• イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを

利用し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー

] または [ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

• この関数によ って表示されるダイアログは、 スキンを使って表示する こ とはできません。 スキンの指定に関

わらず、 同じ よ う に表示されます。

• シ リ アル番号およびエン ド ユーザーの名前と会社名を取得するには、 SdRegisterUserEx を呼び出し ます。 エ

ン ド ユーザーの名前と会社名のみを取得するには、 SdRegisterUser を呼び出し ます。

SdConfirmRegistration の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

テーブル 13 • SdConfirmRegistration のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル 「登録の確認」 を

表示するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

szName エン ド ユーザーの名前を指定し ます。

szCompany 会社名を指定し ます。

szSerial シ リ アル番号を指定し ます。 パラ メ ーターにヌル文字列 ("") が含まれている場

合、 シ リ アル番号のフ ィ ールドはダイアログに表示されません。

nReserved このパラ メ ーターでゼロを渡し ます。 他の値は使用できません。

テーブル 14 • SdConfirmRegistration の戻り値

戻り値 説明

YES (1) [ はい ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。

NO (0) [ いいえ ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。
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 *

 * SdRegisterUser 関数と SdConfirmRegistration 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * SdRegisterUser が呼び出されて、 ユーザー名と会社名を

 * 問い合わせます。 これらのエン ト リは SdConfirmRegistration が呼び出されたと きに

 * 確認されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define REG_TITLE      "SdRegisterUser の例 "

#define REG_MSG         " こ こで製品を登録して く ださい。 "

#define CONFIRM_TITLE "SdConfirmRegistration の例 "

#include "Ifx.h"

function OnBegin()

STRING svName, svCompany;

NUMBER nResult;

begin

// セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

repeat

// ユーザー名と会社名を取得します。

SdRegisterUser (REG_TITLE, REG_MSG, svName, svCompany);

// 情報が正しいこ と を確認します。 SdRegisterUser は

// シリ アル番号を取得しないので、 パラ メーター 4 に文字列を渡します。

nResult = SdConfirmRegistration (CONFIRM_TITLE, svName, svCompany, "", 0);

until nResult = YES;

end;

SdCustomerInformation

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdCustomerInformation 関数は、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ール中の製品のユーザー名および会社名を指定できる

ダイアログを表示し ます。 このダイアログには、 エン ド ユーザーが製品をすべてのユーザーにイ ンス ト ールする

か、 または現在のユーザーにのみイ ンス ト ールするかを指定できる ラジオボタ ンを含める こ と もできます。

適切なパラ メ ーターを指定する こ と で、 これらのフ ィ ールド にデフ ォル ト 値を設定できます。 ヌル文字列 ("") を

指定する と、 関数は適切なスク リ プ ト 変数を使用し ます。

データが両方の編集フ ィ ールド に存在する場合のみ、 [ 次へ ] ボタ ンは有効にな り ます。 エン ド ユーザーはフ ィ ー

ルド を空白にする こ とはできません。
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構文

SdCustomerInformation ( szTitle, svName, svCompany, bvAllUsers );
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パラ メ ーター

テーブル 15 • SdCustomerInformation のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル 「ユーザー情報」

を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

svName 関数が呼び出された と きの " 名前 " 編集フ ィ ールドのデフ ォル ト 値を指定し ま

す。

ヌル文字列 ("") が指定された場合、 デフ ォル ト 値は、

IFX_PRODUCT_REGISTEREDOWNER 変数の現在の値と な り ます。 InstallScript プ

ロジ ェ ク ト の場合、 この変数は初回イ ンス ト ールの場合はレジス ト リから、 ま

た メ ンテナンス モー ドの場合は対応するテキス ト 置換から読み込まれます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 変数のデフ ォル ト 値は常に Windows 

Installer プロパテ ィ  USERNAME から読み込まれます。

関数は、 エン ド ユーザーがこのパラ メ ーターで指定し た値を返し ます。

InstallScript イ ンス ト ールの場合、関数はさ らに IFX_PRODUCT_REGISTEREDOWNER 

の値をエン ド ユーザーが指定し た値に設定し ます。 InstallScript MSI イ ンス ト ー

ルの場合、 関数は Windows Installer プロパテ ィ  USERNAME を自動的に更新し ま

す。

svCompany 関数が呼び出された と きの " 会社 " 編集フ ィ ールドのデフ ォル ト 値を指定し ま

す。

ヌル文字列 ("") が指定された場合、 デフ ォル ト 値は、

IFX_PRODUCT_REGISTEREDCOMPANY 変数の現在の値と な り ます。 InstallScript 

プロジ ェ ク ト の場合、 この変数は初回イ ンス ト ールの場合はレジス ト リから、

また メ ンテナンス モー ドの場合は対応するテキス ト 置換から読み込まれます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 変数のデフ ォル ト 値は常に Windows 

Installer プロパテ ィ  COMPANYNAME から読み込まれます。

関数は、 エン ド ユーザーがこのパラ メ ーターで指定し た値を返し ます。

InstallScript イ ンス ト ールの場合、 関数はさ らに 

IFX_PRODUCT_REGISTEREDCOMPANY の値をエン ド ユーザーが指定し た値に設定

し ます。 InstallScript MSI イ ンス ト ールの場合、 関数は Windows Installer プロパ

テ ィ  COMPANYNAME を自動的に更新し ます。
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bvAllUsers エン ド ユーザーが選択し たオプシ ョ ンを返し ます。 関数が戻ったあと、

bvAllUsers が次の値の 1 つに設定されます :

• TRUE Ñ [ このコ ンピ ューターの利用者すべて [ すべてのユーザー ]] オプ

シ ョ ンが選択されます。

InstallScript イ ンス ト ールでエン ド ユーザーがこのオプシ ョ ンを選択する

と、 関数はシステム変数 ALLUSERS をゼロ以外の値に設定し ます。

InstallScript MSI イ ンス ト ールでエン ド ユーザーがこのオプシ ョ ンを選択す

る と、 関数は ALLUSERS プロパテ ィ を 2 に設定し ます。

• FALSE—[ 自分だけ [ ユーザー名 ] ] オプシ ョ ンがデフ ォル ト で選択されま

す。

InstallScript イ ンス ト ールでエン ド ユーザーがこのオプシ ョ ンを選択する

と、 関数は ALLUSERS を FALSE に設定し ます。

デフ ォル ト  オプシ ョ ンは、 bvAllUsers パラ メ ーターの現在の値ではな く 、

InstallScript MSI イ ンス ト ールでは Windows Installer プロパテ ィ  ALLUSERS に基

づき、 InstallScript イ ンス ト ールでは ALLUSERS システム変数に基づきます。

• ALLUSERS プロパテ ィ が 2、 または ALLUSERS システム変数がゼロ以外の

場合、 デフ ォル ト で [ すべてのユーザー ] オプシ ョ ンが選択されます。

• ALLUSERS プロパテ ィ が 1、 または ALLUSERS システム変数が FALSE の

場合、 デフ ォル ト で [ ユーザーご と ] オプシ ョ ンが選択されます。

次のよ う にスク リ プ ト 変数をア ッ プデー ト する と、 ラジオ ボタ ンのどち らか、

またはその両方を無効 / 非表示にする こ とができます :

• DISABLE_PERUSERBTN Ñ [ ユーザーご と ] オプシ ョ ンを、 通常は有効であ

る と こ ろを無効 ( または HIDE_DISABLED_BTNS が TRUE の場合は非表示 ) 

にする こ と を示し ます。 この変数のデフ ォル ト 値は、 FALSE です。

Windows 9x プ ラ ッ ト フ ォーム上では、 この変数の値に関わらず、 [ ユー

ザーご と ] オプシ ョ ンは常に非表示と な り ます。

• DISABLE_ALLUSERBTN Ñ [ すべてのユーザー ] オプシ ョ ンを、 通常は有効

である と こ ろを無効 ( または非表示 ) にする こ と を示し ます。 この変数の

デフ ォル ト 値は、 FALSE です。 イ ンス ト ールが管理者権限またはパワー

ユーザー権限な し で実行されている場合、 この変数の値に関わらず、 [ す

べてのユーザー ] オプシ ョ ンは常に非表示と な り ます。

• HIDE_DISABLED_BTNS Ñ 両方のオプシ ョ ンが非表示ではな く 無効である こ

と を示し ます。 この変数のデフ ォル ト 値は、 TRUE です。 この変数が TRUE 

に設定される と、 オプシ ョ ンのどち らかが無効である場合、 両方のオプ

シ ョ ンが非表示と な り ます。

テーブル 15 • SdCustomerInformation のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
戻り値

追加情報

イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

SdCustomerInformation の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdCustomerInformation 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 * SdCustomerInformation はエン ドユーザーに対して、 ユーザー名と会社名の

 * 入力を要求し、 インス ト ールが現在のユーザー専用かターゲッ ト システムの

 * すべてのユーザーが対象なのかを問い合わせます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "ifx.h"

function OnFirstUIBefore( )

// ... その他の変数宣言 ...

STRING svName, svCompany, szMsg;

NUMBER nvUser, nReturn;

begin

// ... その他のダイアログを表示します ...

// ユーザー名と会社名を取得します

SdCustomerInformation("", svName, svCompany, nvUser);

if (nvUser = 0) then

szMsg = " ユーザーごとのインス ト ール ";

else

szMsg = " すべてのユーザー用インス ト ール ";

endif;

テーブル 16 • SdCustomerInformation の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) [ 次へ ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。

BACK (12) [ 戻る ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
MessageBox(" 入力内容 :\n\n" +

" 名前 : " + svName + "\n" +

" 会社 : " + svCompany + "\n" +

" 種類 : " + szMsg,

INFORMATION);

// ... 他のダイアログ ...

end;

SdCustomerInformationEx

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdCustomerInformationEx 関数は、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ール中の製品のユーザー名、 会社名、 およびシ リ ア

ル番号を指定できるダイアログを表示し ます。 このダイアログには、 エン ド ユーザーが製品をすべてのユーザー

にイ ンス ト ールするか、 または現在のユーザーにのみイ ンス ト ールするかを指定できる ラジオボタ ンを含める こ

と もできます。

適切なパラ メ ーターを指定する こ と で、 これらのフ ィ ールド にデフ ォル ト 値を設定できます。 ヌル文字列 ("") を

指定する と、 関数は適切なスク リ プ ト 変数を使用し ます。

データが この 3 つの編集フ ィ ールド すべてに存在する場合のみ、 [ 次へ ] ボタ ンは有効にな り ます。 エン ド ユー

ザーはフ ィ ールド を空白にする こ とはできません。

メ モ • SdCustomerInformationEx 関数はシ リ アル番号の検証を行いません。 シ リ アル番号を検証する コー ド を追加

する方法については、 サンプル シ リ アル番号検証プロジ ェ ク ト を参照し て く ださい。 このサンプル プロジ ェ ク ト

は、 InstallShield プログラム フ ァ イル フ ォルダー内の Samples サブ フ ォルダーの 1 つにあ り ます。 デフ ォル ト の

イ ンス ト ール先は、 C:\Program Files\InstallShield\2016\Samples\InstallScript\Serial Number Validation Sample 

Project です。

構文

SdCustomerInformationEx ( szTitle, svName, svCompany, svSerial, bvAllUsers );
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

テーブル 17 • SdCustomerInformationEx のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル 「ユーザー情報」

を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

svName 関数が呼び出された と きの " 名前 " 編集フ ィ ールドのデフ ォル ト 値を指定し ま

す。

ヌル文字列 ("") が指定された場合、 デフ ォル ト 値は、

IFX_PRODUCT_REGISTEREDOWNER 変数の現在の値と な り ます。 InstallScript プ

ロジ ェ ク ト の場合、 この変数は初回イ ンス ト ールの場合はレジス ト リから、 ま

た メ ンテナンス モー ドの場合は対応するテキス ト 置換から読み込まれます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 変数のデフ ォル ト 値は常に Windows 

Installer プロパテ ィ  USERNAME から読み込まれます。

関数は、 エン ド ユーザーがこのパラ メ ーターで指定し た値を返し ます。

InstallScript イ ンス ト ールの場合、関数はさ らに IFX_PRODUCT_REGISTEREDOWNER 

の値をエン ド ユーザーが指定し た値に設定し ます。 InstallScript MSI イ ンス ト ー

ルの場合、 関数は Windows Installer プロパテ ィ  USERNAME を自動的に更新し ま

す。

svCompany 関数が呼び出された と きの " 会社 " 編集フ ィ ールドのデフ ォル ト 値を指定し ま

す。

ヌル文字列 ("") が指定された場合、 デフ ォル ト 値は、

IFX_PRODUCT_REGISTEREDCOMPANY 変数の現在の値と な り ます。 InstallScript 

プロジ ェ ク ト の場合、 この変数は初回イ ンス ト ールの場合はレジス ト リから、

また メ ンテナンス モー ドの場合は対応するテキス ト 置換から読み込まれます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 変数のデフ ォル ト 値は常に Windows 

Installer プロパテ ィ  COMPANYNAME から読み込まれます。

関数は、 エン ド ユーザーがこのパラ メ ーターで指定し た値を返し ます。

InstallScript イ ンス ト ールの場合、 関数はさ らに 

IFX_PRODUCT_REGISTEREDCOMPANY の値をエン ド ユーザーが指定し た値に設定

し ます。 InstallScript MSI イ ンス ト ールの場合、 関数は Windows Installer プロパ

テ ィ  COMPANYNAME を自動的に更新し ます。

svSerial 関数が呼び出された と きの " シ リ アル番号 " 編集フ ィ ールド のデフ ォル ト 値を

指定し ます。

ヌル文字列 ("") が指定された場合、 デフ ォル ト 値は、

IFX_PRODUCT_REGISTEREDSERIALNUM 変数の現在の値と な り ます。 この変数

は初回イ ンス ト ールの場合はレジス ト リから、 また メ ンテナンス モー ドの場合

は対応するテキス ト 置換から読み込まれます。

関数は、 エン ド ユーザーがこのパラ メ ーターで指定し た値を返し ます。 関数は

さ らに IFX_PRODUCT_REGISTEREDSERIALNUM の値をエン ド ユーザーが指定し た

値に設定し ます。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
bvAllUsers エン ド ユーザーが選択し たオプシ ョ ンを返し ます。 関数が戻ったあと、

bvAllUsers が次の値の 1 つに設定されます :

• TRUE Ñ [ このコ ンピ ューターの利用者すべて [ すべてのユーザー ]] オプ

シ ョ ンが選択されます。

InstallScript イ ンス ト ールでエン ド ユーザーがこのオプシ ョ ンを選択する

と、 関数はシステム変数 ALLUSERS をゼロ以外の値に設定し ます。

InstallScript MSI イ ンス ト ールでエン ド ユーザーがこのオプシ ョ ンを選択す

る と、 関数は ALLUSERS プロパテ ィ を 2 に設定し ます。

• FALSE—[ 自分だけ [ ユーザー名 ] ] オプシ ョ ンがデフ ォル ト で選択されま

す。

InstallScript イ ンス ト ールでエン ド ユーザーがこのオプシ ョ ンを選択する

と、 関数は ALLUSERS を FALSE に設定し ます。

デフ ォル ト  オプシ ョ ンは、 bvAllUsers パラ メ ーターの現在の値ではな く 、

InstallScript MSI イ ンス ト ールでは Windows Installer プロパテ ィ  ALLUSERS に基

づき、 InstallScript イ ンス ト ールでは ALLUSERS システム変数に基づきます。

• ALLUSERS プロパテ ィ が 2、 または ALLUSERS システム変数がゼロ以外の

場合、 デフ ォル ト で [ すべてのユーザー ] オプシ ョ ンが選択されます。

• ALLUSERS プロパテ ィ が 1、 または ALLUSERS システム変数が FALSE の

場合、 デフ ォル ト で [ ユーザーご と ] オプシ ョ ンが選択されます。

次のよ う にスク リ プ ト 変数をア ッ プデー ト する と、 ラジオ ボタ ンのどち らか、

またはその両方を無効 / 非表示にする こ とができます :

• DISABLE_PERUSERBTN Ñ [ ユーザーご と ] オプシ ョ ンを、 通常は有効であ

る と こ ろを無効 ( または HIDE_DISABLED_BTNS が TRUE の場合は非表示 ) 

にする こ と を示し ます。 この変数のデフ ォル ト 値は、 FALSE です。

Windows 9x プ ラ ッ ト フ ォーム上では、 この変数の値に関わらず、 [ ユー

ザーご と ] オプシ ョ ンは常に非表示と な り ます。

• DISABLE_ALLUSERBTN Ñ [ すべてのユーザー ] オプシ ョ ンを、 通常は有効

である と こ ろを無効 ( または非表示 ) にする こ と を示し ます。 この変数の

デフ ォル ト 値は、 FALSE です。 イ ンス ト ールが管理者権限またはパワー

ユーザー権限な し で実行されている場合、 この変数の値に関わらず、 [ す

べてのユーザー ] オプシ ョ ンは常に非表示と な り ます。

• HIDE_DISABLED_BTNS Ñ 両方のオプシ ョ ンが非表示ではな く 無効である こ

と を示し ます。 この変数のデフ ォル ト 値は、 TRUE です。 この変数が TRUE 

に設定される と、 オプシ ョ ンのどち らかが無効である場合、 両方のオプ

シ ョ ンが非表示と な り ます。

テーブル 17 • SdCustomerInformationEx のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
戻り値

追加情報

イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。 

SdCustomerInformationEx の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdCustomerInformationEx 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 * SdCustomerInformationEx はエン ドユーザーに対して、 ユーザー名、 会社名、

 * そしてシリ アル番号の入力を要求し、 またこのインス ト ールが 

 * ターゲッ ト システムを利用するすべてのユーザー用なのか、 現在の 

 * ユーザー専用なのかを問い合わせます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "ifx.h"

function OnFirstUIBefore( )

// ... その他の変数宣言 ...

STRING svName, svCompany, svSerial, szMsg;

NUMBER nvUser, nReturn;

begin

// ... その他のダイアログを表示します ...

// ユーザー名と会社名を取得します

SdCustomerInformationEx("", svName, svCompany, svSerial, nvUser);

if (nvUser = 0) then

szMsg = " ユーザーごとのインス ト ール ";

else

szMsg = " すべてのユーザー用インス ト ール ";

endif;

テーブル 18 • SdCustomerInformationEx の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) [ 次へ ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。

BACK (12) [ 戻る ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
MessageBox(" 入力内容 :\n\n" +

" 名前 : " + svName + "\n" +

" 会社 : " + svCompany + "\n" +

" シリアル番号 : " + svSerial + "\n" +

" 種類 : " + szMsg,

INFORMATION);

// ... 他のダイアログ ...

end;

SdDiskSpace2

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdDiskSpace2 関数は、 次のいずれかを表示するダイアログを表示し ます :

• ボ リ ューム、 必要なデ ィ スク容量、 利用可能なデ ィ スク容量、 および必要なデ ィ スク容量と使用可能なデ ィ

スク容量との差異のリ ス ト 。

• ターゲッ ト  システムに、 イ ンス ト ールで必要なデ ィ スク容量が不足し ている こ と を示す警告メ ッ セージ。 ダ

イアログには、 ボリ ューム、 必要な容量、 使用可能容量および必要な容量と使用可能な容量の差についての

リ ス ト ビ ューも表示されます。

SdDiskSpace2 関数は、 SdDiskSpaceRequirements および SdOutOfDiskSpace 関数に優先し ます。

構文

SdDiskSpace2 (szTitle, szMsg, bUseOutOfSpaceDialog);
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

追加情報

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、OnOutOfDiskSpace イベン ト  ハン ド ラーは Out Of Disk Space イ

ベン ト に応答し ます。 OnOutOfDiskSpace のデフ ォル ト 実装は、 SdDiskSpace2 ダイアログを表示し てから イ ンス

ト ールを終了し ます。

イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

SdDiskSpace2 の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

テーブル 19 • SdDiskSpace2 のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル 「必要デ ィ スク領

域」 または 「デ ィ スク容量不足」 を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文

字列 ("") を渡し ます。

szMsg ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 このテキス ト はス タ テ ィ ッ ク

　 コ ン ト ロールとみな されます。 このダイアログにデフ ォル ト の指示を表示す

るには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

bUseOutOfSpaceDialog イ ンス ト ールがデ ィ スク容量不足である こ と を警告するダイアログ、 または必

要デ ィ スク容量を示すダイアログを表示するかど うかを示し ます。 このパラ

メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• TRUE Ñ ターゲッ ト  システムに、 イ ンス ト ールで必要なデ ィ スク容量が不

足し ている こ と を示す警告メ ッ セージを表示し ます。 ダイアログには、 ボ

リ ューム、 必要な容量、 使用可能容量および必要な容量と使用可能な容量

の差についてのリ ス ト ビ ューも表示されます。

• FALSE Ñ ボリ ューム、 必要な容量、 使用可能容量および必要な容量と使用

可能な容量の差についてのリ ス ト  ビ ューを表示するダイアログを表示し ま

す。

テーブル 20 • SdDiskSpace2 Return の値

戻り値 説明

NEXT (1) エン ド ユーザーが、 [OK] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdDiskSpace2 関数のデモンス ト レーシ ョ ン。 

 * SdDiskSpace2 は、 ボリ ューム、 必要なデ ィ スク容量、 利用可能なデ ィ スク容量、 および

 * 利用可能な容量と必要な容量との差を一覧にする

 * リ ス ト ビューを表示します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "ifx.h"

function OnFirstUIBefore( )

begin

// ... その他のダイアログを表示します ...

// 必要デ ィ スク容量を表示します

SdDiskSpace2 ("",

" 有効な容量と必要なデ ィ スク容量を検討し、 " +

" アプ リケーシ ョ ンのインス ト ール先を決定します。 ");

FALSE);

// ... 他のダイアログ ...

end;

SdDiskSpaceRequirements

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdDiskSpace2 関数は、 ボリ ューム、 必要なデ ィ スク容量、 利用可能なデ ィ スク容量、 および必要なデ ィ スク容量

と使用可能なデ ィ スク容量を一覧にする リ ス ト ビ ューを表示し ます。

SdDiskSpace2 関数は、 SdDiskSpaceRequirements 関数に優先し ます。

構文

SdDiskSpaceRequirements ( szTitle, szMsg );
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

追加情報

イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

SdDisplayTopics

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdDisplayTopics 関数は、 ト ピ ッ ク データに基づいて情報を表示するダイアログを作成し ます。 ダイアログには、

見出し、 およびタ イ ト ルと説明の ト ピ ッ クが表示されます。 このダイアログを使用し て、 ヘルプの ト ピ ッ ク、 例

などを表示できます。

構文

SdDisplayTopics (szTitle, szMsg, listTopics, listDetails, nReserved);

テーブル 21 • SdDiskSpaceRequirements のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル 「必要デ ィ スク領

域」 を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 このテキス ト はス タ テ ィ ッ ク

　 コ ン ト ロールとみな されます。 このダイアログにデフ ォル ト の指示を表示す

るには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

テーブル 22 • SdDiskSpaceRequirements の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) エン ド ユーザーが、 [OK] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

• イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを

利用し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー

] または [ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。 

• InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 エン ド ユーザーが [ 次へ ] を ク リ ッ ク し たと き、 USERNAME および 

COMPANYNAME プロパテ ィ  は svName フ ィ ールド および svCompany フ ィ ールド それぞれに含まれる情報を

使って設定されます。 

• 説明テキス ト のフ ォ ン ト ス タ イルを変更し て、 タ イ ト ル ( ト ピ ッ ク ) テキス ト と区別する こ とができます。

メ ッ セージおよび ト ピ ッ ク タ イ ト ルは、 常に太字で表示されます。 

• メ ッ セージの静的フ ィ ールド には、 ID 801 がなければな り ません。 ト ピ ッ ク ID には、 802 から 849 の範囲の

数字を含みます。 説明フ ィ ールド には、 851 から 899 の範囲の ID を含みます。 

• 説明の静的フ ィ ールドの間隔は、 ダイアログのサイズで決定し ます。 listDetails リ ス ト の間隔は、 動的に変更

できません。 ト ピ ッ クおよび説明の数が番号の静的フ ィ ールド よ り少ない場合、 空白には何も表示されず、

ダイアログのサイズも変更されません。 

テーブル 23 • SdDisplayTopics のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル 「カス タム イ ンス

ト ール ヘルプ」 を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し

ます。

szMsg ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 このダイアログにデフ ォル ト

の指示を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

listTopics 表示する ト ピ ッ ク を含む文字列リ ス ト を指定し ます。

listDetails 各 ト ピ ッ クの説明を含む文字列リ ス ト を指定し ます。

nReserved このパラ メ ーターでゼロ (0) を渡し ます。 他の値は使用できません。

テーブル 24 • SdDisplayTopics の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) [ 次へ ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。

BACK (12) [ 戻る ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。
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SdDisplayTopics の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdDisplayTopics 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例は 2 つのリ ス ト を作成します。 1 つ目はト ピ ッ クのタ イ ト ル用、

 * も うひとつは ト ピ ッ クの説明用です。 そして SdDisplayTopics を呼び出して

 * ト ピ ッ ク と説明を表示します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "SdDisplayTopics の例 "

#define MSG_TEXT " カスタム セッ ト ア ッ プ オプシ ョ ンは、 YourApp のどの部分をインス ト ールするか選択を可能にします。 "

#define TOPIC1 "YourApp プログラム :"

#define TOPIC2 "YourApp ヘルプ :"

#define TOPIC3 "YourApp の例 :"

#define DESC1 "YourApp を実行、 および書き込むすべてのフ ァ イルを含みます。 "

#define DESC2  "YourApp を利用したプログラムの作成方法をデモンス ト レーシ ョ ンする、 コンピューターを使ったチュー ト

リアル。 "

#define DESC3  "YourApp を利用して作成したアプ リケーシ ョ ンのい く つかの例 "

#include "Ifx.h"

function OnBegin()

LIST listDescriptions, listTopics;

begin

// ト ピ ッ クのリス ト を作成します。

listTopics = ListCreate (STRINGLIST);

// ト ピ ッ クの説明のリ ス ト を作成します。

listDescriptions = ListCreate (STRINGLIST);

if (listTopics = LIST_NULL) || (listDescriptions = LIST_NULL) then

// エラーを報告し、 中止します。

MessageBox(" リス ト を作成するこ とができませんでした。 ", INFORMATION);

abort;

endif;

// ト ピ ッ クのリス ト をビルド します。

ListAddString (listTopics, TOPIC1, AFTER);

ListAddString (listTopics, TOPIC2, AFTER);

ListAddString (listTopics, TOPIC3, AFTER);

// ト ピ ッ クの説明のリ ス ト をビルド します。

ListAddString (listDescriptions, DESC1, AFTER);
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ListAddString (listDescriptions, DESC2, AFTER);

ListAddString (listDescriptions, DESC3, AFTER);

// ト ピ ッ ク と説明を表示します。

SdDisplayTopics (TITLE_TEXT, MSG_TEXT, listTopics, listDescriptions, 0);

// メ モ リから リス ト を削除します。

ListDestroy (listTopics);

ListDestroy (listDescriptions);

end;

SdExceptions

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdExceptions 関数は、 共有、 ロ ッ ク ( 使用中 )、 または読取り専用のフ ァ イルが検出された と き、 エン ド ユーザー

に メ ッ セージ ボ ッ クスを表示し て適切なオプシ ョ ンを選択できるよ う にし ます。

構文

SdExceptions (nExceptionType, szFilename);
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

この関数によ って表示されるダイアログは、 スキンを使って表示する こ とはできません。 スキンの指定に関わら

ず、 同じ よ う に表示されます。

SdExceptions の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

テーブル 25 • SdExceptions のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nExceptionType 発生し たフ ァ イルエラーの種類を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定

義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• SHARED— 共有フ ァ イルの参照カウン ト が、 ゼロになっています。

• READONLY— 読み取り専用フ ァ イルが検出されています。

• LOCKED— ロ ッ ク フ ァ イルが検出されています。

szFilename 問題の原因と なっている フ ァ イルの名前を指定し ます。

テーブル 26 • SdExceptions の戻り値

戻り値 説明

ERR_RETRY (4) [ 再試行 ] ボタ ンが選択されたこ と を示し ます。

ERR_IGNORE (5) [ 無視 ] ボタ ンが選択されたこ と を示し ます。

ERR_YES (6) [ はい ] ボタ ンが選択されたこ と を示し ます。

ERR_NO (7) [ いいえ ] ボタ ンが選択されたこ と を示し ます。

ERR_PERFORM_AFTER_REBOOT (100) [ 再起動 ] ボタ ンが選択されたこ と を示し ます。

< 0 ダイアログが表示されなかったこ と を示し ます。
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 * SdExceptions 関数はダイアログを表示して エン ドユーザーに 

 共有フ ァ イル、 ロ ッ ク された ( 使用中 ) フ ァ イル、 読み取り専用フ ァ イルであるこ と を知らせるダイアログ ボッ クスが表示

されます。 

 * 適切なオプシ ョ ンも提供されます。

 *

 * SdExcpetions 関数は、

 * 次のその他のイベン ト  ハン ド らの既定コードに使用されます :

 * 

 * OnFileLocked

 * OnFileReadOnly

 * OnRemovingSharedFile

 *

 * 以下のサンプル スク リ プ トは、 OnFileReadOnly イベン ト を使用します。 こ こで

 * SdExceptions プロンプ ト を出すには、 セッ ト ア ッ プが読み取り専用フ ァ イルの

 * 上書きまたはアンインス ト ールを試みる必要があり ます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "Ifx.h"

 

//---------------------------------------------------------------------------

// OnFileReadOnly

//

// OnFileReadOnly は、 読み取り専用フ ァ イルがインス ト ールまたはアンインス ト ール

// される時に呼び出されます。

//

// szFile は、 イベン ト が呼び出されたと きに読み取り専用フ ァ イルの完全パスを

// 含みます。

//

// イベン ト は、 次の値のひとつを戻します :

//

// ERR_YES - フ ァ イルをインス ト ールまたはアンインス ト ールすべきであるこ と を示します。

//

// フ ァ イルをインス ト ールまたはアンインス ト ールすべきではないこ と を示します。

//---------------------------------------------------------------------------

function OnFileReadOnly(szFile)

begin

// TODO: ERR_YES を返し、 確認なしで 

// 読み取り専用フ ァ イルをインス ト ールまたはアンインス ト ールする場合、 このコード を有効にします。

// return ERR_YES;

return SdExceptions(READONLY, szFile);

end;

SdFeatureDialog

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdFeatureDialog 関数は、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールできるセ ッ ト ア ッ プの機能のリ ス ト 、 および各機能が使

用するデ ィ スク容量を表示するダイアログを作成し ます。 この機能は、 SdFeatureDialogAdv と全 く 同じ です。
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エン ド ユーザーは [ 参照 ] ボタ ン、 そ し て [ 空きデ ィ スク容量 ] ボタ ンのを ク リ ッ ク し てその他のド ラ イブの空き

容量を確認し、 イ ンス ト ール先フ ォルダーを変更する こ とができます。

構文

SdFeatureDialog ( szTitle, szMsg, svDir, szFeatures );
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

• イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを

利用し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー

] または [ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。 

テーブル 27 • SdFeatureDialog のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル (" 機能の選択 ") 

を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 このダイアログにデフ ォル ト

の指示を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

svDir デフ ォル ト で選択する フ ォルダーの名前を指定し、 エン ド ユーザーが選択し た

フ ォルダーの名前を戻し ます。 svDir によ って指定されたイ ンス ト ール先の

フ ォルダーは、 INSTALLDIR、 TARGETDIR または他のシステム変数に自動的に

割り当てられません。 svDir の値を イ ンス ト ールに適用するには、 その値を 

INSTALLDIR へ (InstallScript MSI イ ンス ト ールの場合 )、 または TARGETDIR 

(InstallScript イ ンス ト ールの場合 ) へ割り当て、 システム変数が使用中の場合は

スク リ プ ト 定義の変数へ割り当てな く てはな り ません。

svDir によ って指定されたデフ ォル ト のフ ォルダーがエン ド ユーザーのシステ

ムに存在し ない場合、 エン ド ユーザーが [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 [ フ ォ

ルダーの選択 ] ダイアログのステ ッ プに従ってフ ォルダーを作成し ない限り、

フ ォルダーは作成されません。 従って、 デフ ォル ト フ ォルダーを指定する と き

はいつでも、 FeatureDialog が戻る と きに ExistsDir を呼び出し、 そのフ ォルダー

の存在を確認し な く てはな り ません。 フ ォルダーが存在し ない場合、 CreateDir 

を呼び出し て、 エン ド ユーザーのシステムでそのフ ォルダーを作成し ます。 

szFeatures サブ機能を表示する機能の名前を指定し ます。 ト ッ プレベルの機能をすべて表

示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。 ト ッ プ階層の機

能やサブ機能の参照方法は、 「関数呼び出し で機能やサブ機能を指定する」 を

参照し て く だ さい。

SdFeatureDialog はシステム変数 MEDIA が指定するスク リ プ ト 作成の機能セ ッ

ト で必要な機能を検索し ます。 追加情報セクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

テーブル 28 • SdFeatureDialog の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) エン ド ユーザーが、 [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。

BACK (12) エン ド ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。
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• 機能のサイズは、 選択されるまで 0 と表示されます。 サイズが選択される と、 実際のサイズが表示されます。 

• ダイアログに表示される必要デ ィ スク容量には、 メ ンテナンス と アン イ ンス ト ーラーを使用するためにイ ン

ス ト ールする フ ァ イルのサイズが含まれます。 すべてのアプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト が選択解除されて

も、 これらのフ ァ イルのサイズは表示されたままです。

• イ ンス ト ールでセ ッ ト ア ッ プ タ イプ ダイアログを使用し ない場合は、 SdFeatureDialog を呼び出す前に 

FeatureSetupTypeSet を呼び出し て、 [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ビ ューで定義されているセ ッ ト ア ッ プ タ イプを

指定し て く だ さい。

• SdFeatureDialog は、 MEDIA システム変数によ って指定される現在のメ デ ィ アで実行されます。 セ ッ ト ア ッ プ

初期設定中、 イ ンス ト ールはフ ァ イル メ デ ィ ア ラ イブ ラ リ (Data1.cab) に関連付けられた メ デ ィ ア名を 

MEDIA に割り当てます。

タ スク スク リ プ ト 作成の機能を表示するには :

1. 現在の MEDIA 値を文字列変数の形式で保存し ます。 た と えば、 szSaveMEDIAValue。

2. スク リ プ ト 作成コ ンポーネン ト セ ッ ト の名前を MEDIA に割り当てます。

3. SdFeatureDialog を呼び出し て、 エン ド ユーザーの選択を取得し ます。

4. ステ ッ プ 1 で保存し た値を MEDIA に割り当てます。 必ず FeatureTransferData  を呼び出す前に行います。

• 大の機能サイズを表示できるよ う に、 機能名は必要に応じ て切り詰められます。 このサイズを表示するた

めに必要な領域は、 大機能サイズ (2 GB)、 現在使用されている機能サイズオプシ ョ ン、 およびダイアログ

機能情報を表示するために使用される フ ォ ン ト によ って異な り ます。 機能サイズのオプシ ョ ンは、

DialogSetInfo 関数で設定し ます。

大サイズの表示に必要な領域が決定される と、 すべての機能名は残りの領域に収まるよ う、 必要に応じ て

自動的に切り詰められます。 この方法では、 サイズの表示に必要な領域が小さい ( またはサイズが選択され

ていない ) 機能の名前も切り詰められます。 機能名がすべて確実に表示されて充分活用できるよ う に、 機能

名または表示名をダイアログの有効スペースよ り短 く し て く だ さい。

• [ 空きデ ィ スク容量 ] ダイアログではスキンを利用できません。 スキンを選択し ても同じ外観と な り ます。

• [ デ ィ スク容量 ] ボタ ンの ID は 101 です。 このボタ ンは、 有効なデ ィ スク容量ダイアログを自動的に表示し

ます。 このボタ ン / オプシ ョ ンは削除できます。 デ ィ レ ク ト リのス タ テ ィ ッ ク フ ィ ールド には、 ID 851 を含

みます。 リ ス ト  ボ ッ クス ID は、 複数選択ス タ イルを持ちます。

• InstallShield Professional の以前のバージ ョ ンで作成されたイ ンス ト ールでは、 エン ド ユーザーが [ フ ォルダー

の選択 ] ダイアログで存在し ないフ ォルダーを選択する と、 フ ォルダーを作成するかど うかを問い合わせる

確認メ ッ セージが表示されま し た。 このメ ッ セージは多 く のエン ド ユーザーに混乱を招 く ため、 InstallShield 

では削除されま し た。

SdFeatureDialog の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdFeatureDialog 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例は、 ユーザーがインス ト ールできるセッ ト ア ッ プに含まれる 

 * 各機能に必要なデ ィ スク容量を表示する 

 * ダイアログ ボッ クスを表示します。

 *

 * コ メ ン ト : このスク リ プ ト 例を実行するには、 い く つかの機能および

 *            / またはフ ァ イルを持つコンポーネン ト を含むサブ機能を

 *            持つプロジェ ク ト を作成 ( またはプロジ ェ ク ト に挿入 ) します。

 *

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "Ifx.h"

 

function OnBegin()

STRING  szTitle, szMsg, svDir;

begin

svDir  = TARGETDIR;

szTitle = " 機能の選択 ";

szMsg   = " コンピューターへインス ト ールする機能を選択して く ださい。 ";

//　使用できるすべてのト ッ プレベルの機能を表示します。

SdFeatureDialog (szTitle, szMsg, svDir, "");

end;

SdFeatureDialog2

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdFeatureDialog2 関数は次を表示するダイアログを作成し ます :

• ユーザーがイ ンス ト ールできる機能のリ ス ト 。

• 選択し た機能への必要デ ィ スク容量と、 イ ンス ト ール先の空きデ ィ スク容量。 機能のサイズは、 選択される

まで 0 と表示されます。 機能が選択された と き、 その実際のサイズが表示されます。

• 選択された機能の説明 ( 機能の " 説明 " 設定の値 )。

特定の機能にサブ機能がある場合、 ユーザーが機能を ク リ ッ ク し た と きに [ 変更 ] ボタ ンが有効にな り ます。 [ 変

更 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と [ サブ機能の選択 ] ダイアログが起動し、 こ こでエン ド ユーザーが詳細を選択する こ

とができます。

構文

SdFeatureDialog2 ( szTitle, szMsg, szDir, szFeatures );
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

追加情報

• イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを

利用し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー

] または [ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。 

テーブル 29 • SdFeatureDialog2 のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル (" 機能の選択 ") を

表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 このダイアログにデフ ォル ト の

指示を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szDir デフ ォル ト で選択する フ ォルダーの名前を指定し、 エン ド ユーザーが選択し た

フ ォルダーの名前を戻し ます。 szDir によ って指定されたイ ンス ト ール先のフ ォル

ダーは、 INSTALLDIR、 TARGETDIR または他のシステム変数に自動的に割り当て

られません。 szDir の値を イ ンス ト ールに適用するには、 その値を INSTALLDIR へ 

(InstallScript MSI イ ンス ト ールの場合 )、 または TARGETDIR (InstallScript イ ンス

ト ールの場合 ) へ割り当て、 システム変数が使用中の場合はスク リ プ ト 定義の変

数へ割り当てな く てはな り ません。

szDir によ って指定されたデフ ォル ト のフ ォルダーがエン ド ユーザーのシステムに

存在し ない場合、 エン ド ユーザーが [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 [ フ ォルダー

の選択 ] ダイアログのステ ッ プに従ってフ ォルダーを作成し ない限り、 フ ォル

ダーは作成されません。 従って、 デフ ォル ト フ ォルダーを指定する と きはいつで

も、 FeatureDialog が戻る と きに ExistsDir を呼び出し、 そのフ ォルダーの存在を確

認し な く てはな り ません。 フ ォルダーが存在し ない場合、 CreateDir を呼び出し

て、 エン ド ユーザーのシステムでそのフ ォルダーを作成し ます。

szFeatures サブ機能を表示する機能の名前を指定し ます。 ト ッ プレベルの機能をすべて表示

するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。 ト ッ プ階層の機能や

サブ機能の参照方法は、 「関数呼び出し で機能やサブ機能を指定する」 を参照し て

く ださい。

SdFeatureDialog2 はシステム変数 MEDIA が指定するスク リ プ ト 作成の機能セ ッ ト

で必要な機能を検索し ます。 追加情報セクシ ョ ンを参照し て く ださい。

テーブル 30 • SdFeatureDialog2 の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) エン ド ユーザーが、 [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。

BACK (12) エン ド ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。
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• デフ ォル ト の選択設定は、 ダイアログに表示されている機能またはサブ機能をエン ド ユーザーが選択する際

にク リ ア されます。 エン ド ユーザーが選択し た機能を ク リ ア し た場合、 すべてのサブ機能も ク リ ア されます。

逆に、 エン ド ユーザーが機能について選択し たすべてのサブ機能を ク リ ア し た場合、 機能の選択はク リ ア さ

れます。

デフ ォル ト で機能が選択されていないと き、 サブ機能は選択されていません。 デフ ォル ト で機能のサブ機能

が全 く 選択されていない場合、 親機能をデフ ォル ト で選択し ません。 デフ ォル ト 機能とサブ機能の選択設定

についての詳細は、 「FeatureAddItem」 を参照し て く だ さい。

• 機能のサイズは、 選択されるまで 0 と表示されます。 サイズが選択される と、 実際のサイズが表示されます。

• ダイアログに表示される必要デ ィ スク容量には、 メ ンテナンス セ ッ ト ア ッ プ と アン イ ンス ト ーラーを使用す

るためにイ ンス ト ールする フ ァ イルのサイズが含まれます。 すべてのアプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト が選

択解除されても、 これらのフ ァ イルのサイズは表示されたままです。 

• イ ンス ト ールでセ ッ ト ア ッ プの種類ダイアログを使用し ない場合は、 SdFeatureDialog2 を呼び出す前に 

FeatureSetupTypeSet を呼び出し て、 [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ビ ューで定義されているセ ッ ト ア ッ プ タ イプを

指定し て く だ さい。

• SdFeatureDialog2 は、 MEDIA システム変数によ って指定される現在のメ デ ィ アで実行されます。 セ ッ ト ア ッ プ

初期設定中、 イ ンス ト ールはフ ァ イル メ デ ィ ア ラ イブ ラ リ (Data1.cab) に関連付けられた メ デ ィ ア名を 

MEDIA に割り当てます。

タ スク スク リ プ ト 作成の機能を表示するには :

1. 現在の MEDIA 値を文字列変数の形式で保存し ます。 た と えば、 szSaveMEDIAValue。

2. スク リ プ ト 作成コ ンポーネン ト セ ッ ト の名前を MEDIA に割り当てます。

3. SdFeatureDialog2 を呼び出し て、 エン ド ユーザーの選択を取得し ます。

4. ステ ッ プ 1 で保存し た値を MEDIA に割り当てます。 必ず FeatureTransferData を呼び出す前に行います。

• 大の機能サイズを表示できるよ う に、 機能名は必要に応じ て切り詰められます。 このサイズを表示するた

めに必要な領域は、 大機能サイズ (2 GB)、 現在使用されている機能サイズオプシ ョ ン、 およびダイアログ

機能情報を表示するために使用される フ ォ ン ト によ って異な り ます。 機能サイズのオプシ ョ ンは、

DialogSetInfo 関数で設定し ます。

大サイズの表示に必要な領域が決定される と、 すべての機能名は残りの領域に収まるよ う、 必要に応じ て

自動的に切り詰められます。 この方法では、 サイズの表示に必要な領域が小さい ( またはサイズが選択され

ていない ) 機能の名前も切り詰められます。 機能名がすべて確実に表示されて充分活用できるよ う に、 機能

名または表示名をダイアログの有効スペースよ り短 く し て く だ さい。 

• [ サブ機能の選択 ] ダイアログではスキンを利用できません。 スキンを選択し ても同じ外観と な り ます。 

SdFeatureDialog2 の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI
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/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdFeatureDialog2 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例は、 ユーザーがインス ト ールできるセッ ト ア ッ プに含まれる 

 * 各機能に必要なデ ィ スク容量を表示する 

 * ダイアログ ボッ クスを表示します。

 *

 * コ メ ン ト : このスク リ プ ト 例を実行するには、 い く つかの機能および

 *            / またはフ ァ イルを持つコンポーネン ト を含むサブ機能を

 *            持つプロジェ ク ト を作成 ( またはプロジ ェ ク ト に挿入 ) します。

 *

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "Ifx.h"

function OnBegin()

STRING  szTitle, szMsg, svDir;

begin

svDir  = TARGETDIR;

szTitle = " 機能の選択 ";

szMsg   = " コンピューターへインス ト ールする機能を選択して く ださい。 ";

 

//　使用できるすべてのト ッ プレベルの機能を表示します。  

SdFeatureDialog2 (szTitle, szMsg, svDir, "");

end;

SdFeatureDialogAdv

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdFeatureDialogAdv 関数は、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールできるセ ッ ト ア ッ プの機能のリ ス ト 、 および各機能が

使用するデ ィ スク容量を表示するダイアログを作成し ます。 この機能は、 SdFeatureDialog と全 く 同じ です。

エン ド ユーザーは [ 参照 ] ボタ ン、 そ し て [ 空きデ ィ スク容量 ] ボタ ンのを ク リ ッ ク し てその他のド ラ イブの空き

容量を確認し、 イ ンス ト ール先フ ォルダーを変更する こ とができます。

構文

SdFeatureDialogAdv ( szTitle, szMsg, svDir, szFeatures );
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

追加情報

• イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを

利用し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー

] または [ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。 

テーブル 31 • SdFeatureDialogAdv のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル (" 機能の選択 ") 

を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 このダイアログにデフ ォル ト

の指示を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

svDir デフ ォル ト で選択する フ ォルダーの名前を指定し、 エン ド ユーザーが選択し た

フ ォルダーの名前を戻し ます。 svDir によ って指定されたイ ンス ト ール先の

フ ォルダーは、 INSTALLDIR、 TARGETDIR または他のシステム変数に自動的に

割り当てられません。 svDir の値をセ ッ ト ア ッ プに適用するには、 その値を 

INSTALLDIR へ (InstallScript MSI イ ンス ト ールの場合 )、 または TARGETDIR 

(InstallScript イ ンス ト ールの場合 ) へ割り当て、 システム変数が使用中の場合は

スク リ プ ト 定義の変数へ割り当てな く てはな り ません。

svDir によ って指定されたデフ ォル ト のフ ォルダーがエン ド ユーザーのシステ

ムに存在し ない場合、 エン ド ユーザーが [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 [ フ ォ

ルダーの選択 ] ダイアログのステ ッ プに従ってフ ォルダーを作成し ない限り、

フ ォルダーは作成されません。 従って、 デフ ォル ト フ ォルダーを指定する と き

はいつでも、 FeatureDialog が戻る と きに ExistsDir を呼び出し、 そのフ ォルダー

の存在を確認し な く てはな り ません。 フ ォルダーが存在し ない場合、 CreateDir 

を呼び出し て、 エン ド ユーザーのシステムでそのフ ォルダーを作成し ます。

szFeatures サブ機能を表示する機能の名前を指定し ます。 ト ッ プレベルの機能をすべて表

示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。 ト ッ プ階層の機

能やサブ機能の参照方法は、 「関数呼び出し で機能やサブ機能を指定する」 を

参照し て く だ さい。

SdCFeatureDialogAdv はシステム変数 MEDIA が指定するスク リ プ ト 作成の機能

セ ッ ト で必要な機能を検索し ます。 追加情報セクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

テーブル 32 • SdFeatureDialogAdv の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) エン ド ユーザーが、 [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。

BACK (12) エン ド ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。
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• 機能のサイズは、 選択されるまで 0 と表示されます。 サイズが選択される と、 実際のサイズが表示されます。 

• ダイアログに表示される必要デ ィ スク容量には、 メ ンテナンス セ ッ ト ア ッ プ と アン イ ンス ト ーラーを使用す

るためにイ ンス ト ールする フ ァ イルのサイズが含まれます。 すべてのアプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト が選

択解除されても、 これらのフ ァ イルのサイズは表示されたままです。 

• セ ッ ト ア ッ プでセ ッ ト ア ッ プの種類のダイアログを使用し ない場合は、 SdFeatureDialog を呼び出す前に 

SdFeatureDialogAdv を必ず呼び出し て、 IDE の [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ビ ューで定義されているセ ッ ト ア ッ プ

の種類を指定し て く だ さい。 

• SdFeatureDialogAdv は、 MEDIA システム変数によ って指定される現在のメ デ ィ アで実行されます。 セ ッ ト

ア ッ プ初期設定中、 イ ンス ト ールはフ ァ イル メ デ ィ ア ラ イブ ラ リ (Data1.cab) に関連付けられた メ デ ィ ア名

を MEDIA に割り当てます。

タ スク スク リ プ ト 作成の機能を表示するには :

1. 現在の MEDIA 値を文字列変数の形式で保存し ます。 た と えば、 szSaveMEDIAValue。 

2. スク リ プ ト 作成コ ンポーネン ト セ ッ ト の名前を MEDIA に割り当てます。 

3. SdFeatureDialogAdv を呼び出し て、 エン ド ユーザーの選択を取得し ます。 

4. ステ ッ プ 1 で保存し た値を MEDIA に割り当てます。 必ず FeatureTransferData  を呼び出す前に行います。 

• 大の機能サイズを表示できるよ う に、 機能名は必要に応じ て切り詰められます。 このサイズを表示するた

めに必要な領域は、 大機能サイズ (2 GB)、 現在使用されている機能サイズオプシ ョ ン、 およびダイアログ

機能情報を表示するために使用される フ ォ ン ト によ って異な り ます。 機能サイズのオプシ ョ ンは、

DialogSetInfo 関数で設定し ます。

大サイズの表示に必要な領域が決定される と、 すべての機能名は残りの領域に収まるよ う、 必要に応じ て

自動的に切り詰められます。 この方法では、 サイズの表示に必要な領域が小さい ( またはサイズが選択され

ていない ) 機能の名前も切り詰められます。 機能名がすべて確実に表示されて充分活用できるよ う に、 機能

名または表示名をダイアログの有効スペースよ り短 く し て く だ さい。 

• [ 空きデ ィ スク容量 ] ダイアログではスキンを利用できません。 スキンを選択し ても同じ外観と な り ます。 

• [ デ ィ スク容量 ...] ボタ ンの ID は 101 です。 このボタ ンは、 有効なデ ィ スク容量ダイアログを自動的に表示し

ます。 このボタ ン / オプシ ョ ンは削除できます。 デ ィ レ ク ト リのス タ テ ィ ッ ク フ ィ ールド には、 ID 851 を含

みます。 リ ス ト  ボ ッ クス ID は、 複数選択ス タ イルを持ちます。 

• InstallShield Professional の以前のバージ ョ ンでは、 エン ド ユーザーが [ フ ォルダーの選択 ] ダイアログで存在

し ないフ ォルダーを選択する と、 フ ォルダーを作成するかど うかを問い合わせる確認メ ッ セージが表示され

ま し た。 このメ ッ セージは多 く のエン ド ユーザーに混乱を招 く ため、 InstallShield では削除されま し た。 

SdFeatureDialogAdv の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI
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/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdFeatureDialogAdv 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例は、 ユーザーがインス ト ールできるセッ ト ア ッ プに含まれる 

 * 各機能に必要なデ ィ スク容量を表示する 

 * ダイアログ ボッ クスを表示します。

 *

 * コ メ ン ト : このスク リ プ ト 例を実行するには、 い く つかの機能および

 *            / またはフ ァ イルを持つコンポーネン ト を含むサブ機能を

 *            持つプロジェ ク ト を作成 ( またはプロジ ェ ク ト に挿入 ) します。

 *

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "Ifx.h"

 

function OnBegin()

STRING  szTitle, szMsg, svDir;

begin

svDir  = TARGETDIR;

szTitle = " 機能の選択 ";

szMsg   = " コンピューターへインス ト ールする機能を選択して く ださい。 ";

//　使用できるすべてのト ッ プレベルの機能を表示します。  

SdFeatureDialogAdv (szTitle, szMsg, svDir, "");

end;

SdFeatureMult

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdFeatureMult 関数は次を表示するダイアログを作成し ます :

• エン ド ユーザーがイ ンス ト ールを選択できる機能とサブ機能のリ ス ト ダイアログには、 2 つの機能リ ス ト があ

り ます。 初のリ ス ト で選択された機能にサブ機能が含まれる場合、 サブ機能がも う ひとつのリ ス ト に表示

されます。 

• 選択し た機能への必要デ ィ スク容量と、 イ ンス ト ール先の空き容量。 機能のサイズは、 選択されるまで 0 と

表示されます。 エン ド ユーザーが機能を選択する と、 実際のサイズが表示されます。 

• 機能またはサブ機能の説明。 エン ド ユーザーは機能またはサブ機能を ク リ ッ ク し て説明を読むこ とができま

す。 

構文

SdFeatureMult ( szTitle, szMsg, svDir, szFeatures );
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

追加情報

• イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを

利用し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー

] または [ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。 

テーブル 33 • SdFeatureMult のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル (" 機能の選択 ") 

を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 このダイアログにデフ ォル ト

の指示を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

svDir デフ ォル ト で選択する フ ォルダーの名前を指定し、 エン ド ユーザーが選択し た

フ ォルダーの名前を戻し ます。 svDir によ って指定されたイ ンス ト ール先の

フ ォルダーは、 INSTALLDIR、 TARGETDIR または他のシステム変数に自動的に

割り当てられません。 svDir の値をセ ッ ト ア ッ プに適用するには、 その値を 

INSTALLDIR へ (InstallScript MSI イ ンス ト ールの場合 )、 または TARGETDIR 

(InstallScript イ ンス ト ールの場合 ) へ割り当て、 システム変数が使用中の場合は

スク リ プ ト 定義の変数へ割り当てな く てはな り ません。

svDir によ って指定されたデフ ォル ト のフ ォルダーがエン ド ユーザーのシステ

ムに存在し ない場合、 エン ド ユーザーが [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 [ フ ォ

ルダーの選択 ] ダイアログのステ ッ プに従ってフ ォルダーを作成し ない限り、

フ ォルダーは作成されません。 従って、 デフ ォル ト フ ォルダーを指定する と き

はいつでも、 FeatureDialog が戻る と きに ExistsDir を呼び出し、 そのフ ォルダー

の存在を確認し な く てはな り ません。 フ ォルダーが存在し ない場合、 CreateDir 

を呼び出し て、 エン ド ユーザーのシステムでそのフ ォルダーを作成し ます。

szFeatures サブ機能を表示する機能の名前を指定し ます。 ト ッ プレベルの機能をすべて表

示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。 ト ッ プ階層の機

能やサブ機能の参照方法は、 「関数呼び出し で機能やサブ機能を指定する」 を

参照し て く だ さい。

SdFeatureMult はシステム変数 MEDIA が指定するスク リ プ ト 作成の機能セ ッ ト

で必要な機能を検索し ます。 追加情報セクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

テーブル 34 • SdFeatureMult の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) エン ド ユーザーが、 [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。

BACK (12) エン ド ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。
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• デフ ォル ト の選択設定は、 ダイアログに表示されている機能またはサブ機能をエン ド ユーザーが選択する際

にク リ ア されます。 エン ド ユーザーが選択し た機能を ク リ ア し た場合、 すべてのサブ機能も ク リ ア されます。

逆に、 エン ド ユーザーが機能について選択し たすべてのサブ機能を ク リ ア し た場合、 機能の選択はク リ ア さ

れます。

デフ ォル ト で機能が選択されていないと き、 サブ機能は選択されていません。 デフ ォル ト で機能のサブ機能

が全 く 選択されていない場合、 親機能をデフ ォル ト で選択し ません。 デフ ォル ト の機能とサブ機能の選択設

定については、 FeatureAddItem を参照し て く だ さい。

• 機能のサイズは、 選択されるまで 0 と表示されます。 サイズが選択される と、 実際のサイズが表示されます。 

• ダイアログに表示される必要デ ィ スク容量には、 メ ンテナンス セ ッ ト ア ッ プ と アン イ ンス ト ーラーを使用す

るためにイ ンス ト ールする フ ァ イルのサイズが含まれます。 すべてのアプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト が選

択解除されても、 これらのフ ァ イルのサイズは表示されたままです。 

• セ ッ ト ア ッ プでセ ッ ト ア ッ プの種類のダイアログを使用し ない場合は、 SdFeatureMult を呼び出す前に 

FeatureSetupTypeSet を必ず呼び出し て、 IDE の [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ビ ューで定義されているセ ッ ト ア ッ

プの種類を指定し て く だ さい。 

• SdFeatureMult は、 MEDIA システム変数によ って指定される現在のメ デ ィ アで実行されます。 セ ッ ト ア ッ プ初

期設定中、 イ ンス ト ールはフ ァ イル メ デ ィ ア ラ イブ ラ リ (Data1.cab) に関連付けられた メ デ ィ ア名を MEDIA 

に割り当てます。

タ スク スク リ プ ト 作成の機能を表示するには :

1. 現在の MEDIA 値を文字列変数の形式で保存し ます。 た と えば、 szSaveMEDIAValue。 

2. スク リ プ ト 作成コ ンポーネン ト セ ッ ト の名前を MEDIA に割り当てます。 

3. SdFeatureMult を呼び出し て、 エン ド ユーザーの選択を取得し ます。 

4. ステ ッ プ 1 で保存し た値を MEDIA に割り当てます。 必ず FeatureTransferData  を呼び出す前に行います。 

• 大の機能サイズを表示できるよ う に、 機能名は必要に応じ て切り詰められます。 このサイズを表示するた

めに必要な領域は、 大機能サイズ (2 GB)、 現在使用されている機能サイズオプシ ョ ン、 およびダイアログ

機能情報を表示するために使用される フ ォ ン ト によ って異な り ます。 機能サイズのオプシ ョ ンは、

DialogSetInfo 関数で設定し ます。

大サイズの表示に必要な領域が決定される と、 すべての機能名は残りの領域に収まるよ う、 必要に応じ て

自動的に切り詰められます。 この方法では、 サイズの表示に必要な領域が小さい ( またはサイズが選択され

ていない ) 機能の名前も切り詰められます。 機能名がすべて確実に表示されて充分活用できるよ う に、 機能

名または表示名をダイアログの有効スペースよ り短 く し て く だ さい。 

• [ サブ機能の選択 ] ダイアログではスキンを利用できません。 スキンを選択し ても同じ外観と な り ます。 

SdFeatureMult の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI
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/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdFeatureMult 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例は、 ユーザーによる

 * 機能やサブ機能の選択を可能にし、 機能の説明や 

 * 選択した機能に必要なデ ィ スク容量と 

 * インス ト ール先フ ォルダー上の空き容量を表示します。

 *

 * コ メ ン ト : このスク リ プ ト 例を実行するには、 い く つかの機能および

 *            / またはフ ァ イルを持つコンポーネン ト を含むサブ機能を

 *            持つプロジェ ク ト を作成 ( またはプロジ ェ ク ト に挿入 ) します。

 *

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "Ifx.h"

function OnBegin()

 STRING  szTitle, szMsg, svDir;

begin

svDir  = TARGETDIR;

szTitle = " 機能の選択 ";

szMsg   = " コンピューターへインス ト ールする機能を選択して く ださい。 ";

//　使用できるすべてのト ッ プレベルの機能を表示します。

SdFeatureMult (szTitle, szMsg, svDir, "");

 

end;

SdFeatureTree

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdFeatureTree 関数は、 以下を含むダイアログを表示し ます :

• エン ド ユーザーがシステムに必要な機能を選択し た り、 システムに必要でない機能を ク リ アできるツ リーコ

ン ト ロール。 

• 選択された機能の説明 ( 機能の " 説明 " プロパテ ィ のテキス ト )。 

• ツ リーコ ン ト ロールで選択し たフ ァ イル処理に必要なデ ィ スク容量、 そ し て szDir が指定するパスのド ラ イブ

上で有効な容量。 必要デ ィ スク容量の計算には、 szDir ド ラ イブ上のク ラス タサイズも考慮されます。 

構文

SdFeatureTree ( szTitle, szMsg, szDir, szFeatures, nLevel );
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

• イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを

利用し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー

] または [ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。 

• ダイアログに表示される必要デ ィ スク容量には、 メ ンテナンス イ ンス ト ールと アン イ ンス ト ーラーを使用す

るためにイ ンス ト ールする フ ァ イルのサイズが含まれます。 すべてのアプ リ ケーシ ョ ン コ機能が選択解除さ

れても、 これらのフ ァ イルのサイズは表示されたままです。 

• SdFeatureTree は、 MEDIA システム変数によ って指定される現在のメ デ ィ アで実行されます。 セ ッ ト ア ッ プ初

期設定中、 イ ンス ト ールはフ ァ イル メ デ ィ ア ラ イブ ラ リ (Data1.cab) に関連付けられた メ デ ィ ア名を MEDIA 

に割り当てます。

テーブル 35 • SdFeatureTree のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル (" 機能の選択 ") 

を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 このダイアログにデフ ォル ト

の指示を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szDir 必要な ド ラ イブ容量および空き容量の計算に使用されるパスを指定し ます。 こ

のパラ メ ーターには、 必ずスク リ プ ト 変数 TARGETDIR を指定し て く だ さい。

szFeatures サブ機能を表示する機能の名前を指定し ます。 ト ッ プレベルの機能をすべて表

示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。 ト ッ プ階層の機

能やサブ機能の参照方法は、 「関数呼び出し で機能やサブ機能を指定する」 を

参照し て く だ さい。

nLevel ダイアログが 初に表示された と き、 何階層の機能とサブ機能をツ リーで開い

た状態にするかを指定し ます。 ( た と えば nLevel  2 は、 ダイアログが 初に表

示された と き、 3 番目と それ以下の階層にあるサブ機能がコ ン ト ロールで閉じ

た状態と な り ます。 )

テーブル 36 • SdFeatureTree の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) エン ド ユーザーが、 [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。

BACK (12) エン ド ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。
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タ スク スク リ プ ト 作成の機能を表示するには :

1. 現在の MEDIA 値を文字列変数の形式で保存し ます。 た と えば、 szSaveMEDIAValue。

2. スク リ プ ト 作成コ ンポーネン ト セ ッ ト の名前を MEDIA に割り当てます。

3. SdFeatureTree を呼び出し て、 エン ド ユーザーの選択を取得し ます。

4. ステ ッ プ 1 で保存し た値を MEDIA に割り当てます。 必ず FeatureTransferData  を呼び出す前に行います。

SdFeatureTree の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdFeatureTree 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例は、 ユーザーによる

 * 機能やサブ機能の選択を可能にし、 機能の説明や 

 * 選択した機能に必要なデ ィ スク容量と 

 * インス ト ール先フ ォルダー上の空き容量を表示します。

 *

 * コ メ ン ト : このスク リ プ ト 例を実行するには、 い く つかの機能および

 *            / またはフ ァ イルを持つコンポーネン ト を含むサブ機能を

 *            持つプロジェ ク ト を作成 ( またはプロジ ェ ク ト に挿入 ) します。

 *

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "Ifx.h"

function OnBegin()  

STRING  szTitle, szMsg, svDir;

begin  

svDir  = TARGETDIR;

szTitle = " 機能の選択 ";

szMsg   = " コンピューターへインス ト ールする機能を選択して く ださい。 ";

//　 初にダイアログが表示されたと き、 3 番目とそれ以下のレベルにある 

//　サブ機能がツ リーコン ト ロール上で閉じた状態で 

// 提供されているすべてのト ッ プレベルの機能を表示します。

SdFeatureTree (szTitle, szMsg, svDir, "", 2);

end;
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SdFilesInUse

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の種類は、 SdFilesInUse 関数をサポー ト し ます :

InstallScript プロジ ェ ク ト 、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト 、 および InstallScript カス タム アクシ ョ ンがある基本の 

MSI プロジ ェ ク ト では、 SdFilesInUse ダイアログを手動で呼び出すこ とができます。 ただ し、 イ ンス ト ールはロ ッ

ク し ている フ ァ イルのアプ リ ケーシ ョ ン リ ス ト を nvlistApps パラ メ ーターを使って提供し、 戻り値を適切に処理

する必要があ り ます。

SdFilesInUse 関数は、 開いた状態でフ ァ イルをロ ッ ク し ているアプ リ ケーシ ョ ンの一覧を表示する リ ス ト  ボ ッ ク

スを含むダイアログを表示し ます。

通常、 OnFilesInUse イベン ト  ハン ド ラーはこのダイアログを InstallScript MSI イ ンス ト ールで、 Windows Installer 

から送信された INSTALLMESSAGE_FILESINUSE メ ッ セージへの応答と し て表示し ます。 これが発生し た と き、

Windows Installer はイ ンス ト ールにフ ァ イルをロ ッ ク し ているアプ リ ケーシ ョ ンのリ ス ト を提供し ます。 アプ リ

ケーシ ョ ンのリ ス ト は szMessage パラ メ ーターを通し て OnFilesInUse イベン ト に渡されます。 イベン ト は 

szMessage パラ メ ーターを通し て、 この情報を SdFilesInUse イベン ト に渡し ます。 その次、 イベン ト は関数からの

戻り値を イベン ト の戻り値と し て渡し ます。 これによ り、 Windows Installer は適切に動作し ます。

構文

SdFilesInUse ( byval string szTitle, byval string szMsg, byval string szFilesInUse, byref LIST nvlistApps );
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パラ メ ーター

戻り値

テーブル 37 • SdFilesInUse のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル 「使用中のフ ァ イ

ル」 を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 このダイアログにデフ ォル ト

の指示を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szFilesInUse InstallScript MSI イ ンス ト ールで、 OnFilesInUse イベン ト  ハン ド ラーによ って 

SdFilesInUse が呼び出された場合、 このパラ メ ーターは Windows Installer によ っ

て検出されたフ ァ イルをロ ッ ク し ているアプ リ ケーシ ョ ンのリ ス ト を指定し ま

す。 関数はこの文字列を解析し て、 ダイアログのリ ス ト  ボ ッ クスにアプ リ ケー

シ ョ ンのリ ス ト を表示し ます。

SdFilesInUse を手動で呼び出す場合、 空文字列 ("") を このパラ メ ーターに渡し

ます。 nvlistApps が有効な文字列リ ス ト である と き、 このパラ メ ーターは無視

されますので注意し て く だ さい。

nvlistApps InstallScript MSI イ ンス ト ールで、 OnFilesInUse イベン ト  ハン ド ラーによ って 

SdFilesInUse が 呼び出された場合、 このパラ メ ーターは初期化されていないリ

ス ト 変数 ( つま り、 値が 0 の変数 ) と し て指定されます。

SdFilesInUse を手動で呼び出す場合、 フ ァ イルをロ ッ ク し ていて、 かつダイア

ログに表示する必要があるアプ リ ケーシ ョ ンの文字列リ ス ト を指定し ます。 リ

ス ト の各文字列は、 1 つのアプ リ ケーシ ョ ンを表し ます。 (ListCreate 関数と関

連する リ ス ト 関数を使用し て、 文字列リ ス ト の作成と初期化を行います。 )

メ モ • このパラ メ ーターの変数を提供する必要があり ます。 リ テ ラル値を指定

する こ とはできません。

テーブル 38 • SdFilesInUse の戻り値

戻り値 説明

IDRETRY (4) エン ド ユーザーが [ 再試行 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。

SdFilesInUse を手動で呼び出す場合、 この戻り値を使ってロ ッ ク されたフ ァ イ

ルを再チ ェ ッ ク し、 必要に応じ てダイアログを も う一度表示し ます。

SdFilesInUse が OnFilesInUse イベン ト  ハン ド ラーによ って呼び出される場合、

この値はイベン ト  ハン ド ラーによ って返され、 Windows Installer が処理し ます。

IDIGNORE (5) エン ド ユーザーが [ 無視する ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。
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SdFilesInUse の例

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の種類は、 SdFilesInUse 関数をサポー ト し ます :

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 *  SdFilesInUse 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。 SdFilesInUse は

 * フ ァ イルをロ ッ ク しているアプ リケーシ ョ ンを リ ス ト にする リス ト ボッ クス ダイアログを

 *

 *

 * Notepad.exe が実行中でユーザー [ 再試行 ] をク リ ッ ク したと きに

 * SdFilesInUse を表示し続けます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "ifx.h"

function OnFirstUIBefore( )

// ... 他の変数 ...

LIST   listID;

NUMBER nReturn;

begin

// ... 他のダイアログを表示し ...

// Notepad.exe が実行中の場合のみ、 フ ァ イルロ ッ ク中ダイアログを表示します

if (Is(FILE_LOCKED, WINDIR ^ "Notepad.exe")) then

// 文字列リス ト を作成します。

listID = ListCreate(STRINGLIST);

// エラーが発生した場合、 それをレポー ト して終了させます。

if (listID = LIST_NULL) then

MessageBox (" リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

ListAddString(listID, "Notepad.exe", AFTER);

IDCANCEL エン ド ユーザーが [ 終了 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。

メ モ • 他のスク リ プ ト  ダイアログとは違い、 このダイアログは、 ユーザーが [

終了 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たと き、 OnCanceling イベン ト  ハン ド ラーを呼び出

し ませんので注意し て く だ さい。 し たがって、 この関数を手動で呼び出す場

合、 [ セ ッ ト ア ッ プの取り消し ] ダイアログを表示するには、 この戻り値を手

動で処理する必要があり ます。

テーブル 38 • SdFilesInUse の戻り値 ( 続き )

戻り値 説明
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 1353



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (S-T)
AskAgain:

// [ フ ァ イルの使用中 ] ダイアログを表示します。

nReturn = SdFilesInUse("", " 次のアプ リケーシ ョ ンが現在ロ ッ ク しているフ ァ イルです。 ", "", listID);

// ユーザーが RETRY をク リ ッ ク した場合、 フ ァ イルロ ッ ク中ダイアログを再度表示します ；

// その他の場合、 フ ァ イル転送処理に任せます。 これには再起動が必要な場合があり ます。

if (nReturn = IDRETRY) then

if (Is(FILE_LOCKED, WINDIR ^ "Notepad.exe")) then

goto AskAgain;

endif;

endif;

// メ モ リから リス ト を削除します。

ListDestroy(listID);

endif;

end;

SdFinish

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdFinish 関数は、 エン ド ユーザーにユーザーにイ ンス ト ールの完了を通知し、 情報またはオプシ ョ ンを示すダイ

アログを表示し ます。 SdFinish のダイアログは、 メ ッ セージおよびチ ェ ッ ク ボ ッ クスの選択オプシ ョ ンをそれぞ

れ 2 つまで表示し ます。 た と えば、 エン ド ユーザーに対し て、 README フ ァ イルの表示またはアプ リ ケーシ ョ ン

の起動のいずれかを選択するよ う なオプシ ョ ンを提供できます。

メ ッ セージおよびチ ェ ッ ク ボ ッ クスの説明に製品名を挿入するには、 szMsg1、 szMsg2、 szOpt1、 および szOpt2 

で渡された文字列の %P プレースホルダーを使用し ます。

メ モ • SdFinish には、 セ ッ ト ア ッ プを終了し て、 エン ド ユーザーのコ ンピ ューターを再起動するオプシ ョ ンはあ り

ません。 SdFinish が戻される と、 セ ッ ト ア ッ プは続けて実行し ます。 エン ド ユーザーに再起動オプシ ョ ンを提供

するには、 代わり に SdFinishReboot を呼び出し て く だ さい。

構文

SdFinish (szTitle, szMsg1, szMsg2, szOpt1, szOpt2, bvOpt1, bvOpt2);
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パラ メ ーター

戻り値

メ モ • SdFinish はイ ンス ト ール作業の完了を知らせるため、 [ 戻る ] ボタ ンは無効です。

追加情報

イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

SdFinish の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

テーブル 39 • SdFinish のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル 「セ ッ ト ア ッ プの

完了」 を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg1 ダイアログの上部に表示する メ ッ セージを指定し ます。 イ ンス ト ールが完了し

たこ と をユーザーに通知するデフ ォル ト のイ ンス ト ラ クシ ョ ンを表示するに

は、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg2 ダイアログの下部に表示する メ ッ セージを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル

「[ 完了 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 セ ッ ト ア ッ プを終了し て く ださい。」 を表示

するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

szOpt1 初のチ ェ ッ ク ボ ッ クスの横に表示するテキス ト を指定し ます。 このパラ メ ー

ターでヌル文字列 ("") を渡すと、 チ ェ ッ ク ボ ッ クスを非表示にできます。

szOpt2 2 番目のチ ェ ッ ク ボ ッ クスの横に表示するテキス ト を指定し ます。 このパラ

メ ーターでヌル文字列 ("") を渡すと、 チ ェ ッ ク ボ ッ クスを非表示にできます。

bvOpt1 初のチ ェ ッ ク ボ ッ クスの選択状態 (TRUE または FALSE) を返し ます。

bvOpt2 2 番目のチ ェ ッ ク ボ ッ クスの選択状態 (TRUE または FALSE) を返し ます。

テーブル 40 • SdFinish の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) [ 完了 ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。
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• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdFinish 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 プ リ プロセッサ定数が、

 *  [ サポー ト フ ァ イル / ビルボード ] ビューの Windows Notepad 実行可能フ ァ イルと

 *  完全修飾名と有効なテキス ト  フ ァ イルを

 *  参照するよ うに設定します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// READMEFILE へテキス ト フ ァ イルの名前を割り当てます

#define NOTEPAD WINDIR ^ "Notepad.exe"

#define READMEFILE SUPPORTDIR ^ "ReadMe.txt"

#include "Ifx.h"

function OnBegin()

STRING  szProductName, szTitle;

STRING  szMsg1, szMsg2, szOpt1, szOpt2;

BOOL  bvOpt1, bvOpt2;

NUMBER nReturn;

begin

// 製品名を %P プレースホルダーの代わりに設定します。

szProductName = " 自分のアプ リケーシ ョ ン ";

SdProductName (szProductName);

// SdFinish に渡されるセッ ト ア ッ プ パラ メーター。

szTitle = "SdFinish の例 ";

szMsg1  = "%P セッ ト ア ッ プがほぼ完了しました。 \n" +

" 下のオプシ ョ ンを選択して く ださい。 ";

szMsg2    = "[ 完了 ] をク リ ッ ク して %P セッ ト ア ッ プを終了します。 ";

szOpt1  = "README を読む。 ";

szOpt2  = "%P を起動する。 ";

// SdFinish ダイアログを表示します。

SdFinish (szTitle, szMsg1, szMsg2, szOpt1, szOpt2, bvOpt1, bvOpt2);

if (bvOpt1) then

// readme フ ァ イルを表示します。

LaunchAppAndWait (NOTEPAD, READMEFILE, WAIT);

endif;

if (bvOpt2) then

// この例は実際にアプ リケーシ ョ ンをインス ト ールしないので

// メ ッセージボッ クスは、 通常 LaunchApp の呼び出しが行われる

// この場所に表示されます。

// 例えば :

//  LaunchApp (TARGETDIR ^ "MyApp.exe","");

SprintfBox (INFORMATION, szTitle, "%s をこ こで起動します。 ", szProductName);

endif;
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end;

SdFinishEx

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdFinishEx 関数は SdFinish または SdFinishReboot を呼び出し て、 エン ド ユーザーに対し てイ ンス ト ールの完了を

通知し、 情報またはオプシ ョ ンを提供するダイアログを表示し ます。 BATCH_INSTALL システム変数が FALSE (

セ ッ ト ア ッ プ中にロ ッ ク フ ァ イルが検出されなかったこ と を示す ) の場合、 SdFinishEx が SdFinish を呼び出し て、

ダイアログを表示し ます。 BATCH_INSTALL の値がゼロ以外の場合は、 SdFinishEx が SdFinishReboot を呼び出し

て、 ダイアログを表示し ます。

メ ッ セージおよびチ ェ ッ ク ボ ッ クスの説明に製品名を挿入するには、 szMsg1、 szMsg2、 szOpt1、 および szOpt2 

で渡された文字列の %P プレースホルダーを使用し ます。

構文

SdFinishEx (szTitle, szMsg1, szMsg2, szOpt1, szOpt2, bvOpt1, bvOpt2);

パラ メ ーター

パラ メ ーターは、 SdFinish のパラ メ ーターと同一です。 BATCH_INSTALL が TRUE の場合、 これらのパラ メ ーター

は無視され、 SdFinishReboot("", "", SYS_BOOTMACHINE, "", 0) が呼び出されます。

戻り値

追加情報

デフ ォル ト 以外のテキス ト を SdFinishReboot ダイアログに表示する場合、 SdFinishEx を呼び出さ ないで下さい。

次のよ う なスク リ プ ト コー ド を挿入し ます。

if (!BATCH_INSTALL) then

SdFinish( szTitle, szMsg1, szMsg2,

szOption1, szOption2, bOpt1, bOpt2);

else

SdFinishReboot( szRebootTitle, szRebootMsg1,

テーブル 41 • SdFinishEx の戻り値

戻り値 説明

0 SdFinish が呼び出されたこ と を示し ます。

NEXT (1) SdFinishReboot が呼び出され、 ユーザーがコ ンピ ューターの再起動を選択し な

かったこ と を示し ます。

< 0 SdFinishReboot が呼び出され、 ユーザーがコ ンピ ューターの再起動を選択し た

が、 再起動に失敗し たこ と を示し ます。
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SYS_BOOTMACHINE, szRebootMsg2, 0 );

endif;

SdFinishEx の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdFinishEx 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * SdFinishEx 関数は、 SdFinish または SdFinishReboot 

 * を呼び出して、 エン ドユーザーに 

 * インス ト ールが完了したこ と を通知し、 ユーザー情報または 

 * オプシ ョ ンを提供するダイアログを表示します。 システム変数 BATCH_INSTALL が 

 * FALSE (0) に等し く 、 ロ ッ ク されているフ ァ イルが 

 * セ ッ ト ア ッ プ中に発生しなかった場合、 SdFinishEx は SdFinish を呼び出してダイアログを表示 

 * 表示されます。 BATCH_INSTALL が非ゼロ値に等しかった場合、 

 * SdFinishEx は SdFinishReboot を呼び出してそのダイアログを表示します。 

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "Ifx.h"

 

function OnBegin()

STRING szTitle, szMsg1, szMsg2, szOption1, szOption2;

NUMBER bOpt1, bOpt2;

begin

bOpt1 = FALSE;

bOpt2 = FALSE;

szMsg1 = SdLoadString(IFX_SDFINISH_MSG1);

SdFinishEx(szTitle, szMsg1, szMsg2, szOption1, szOption2, bOpt1, bOpt2);

end;

SdFinishReboot

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdFinishReboot 関数は、 イ ンス ト ール終了時にイ ンス ト ールの完了を知らせ、 エン ド ユーザーがシステムの再起

動を選択できます。 システムの再起動によ って、 Autoexec.bat、 Config.sys および ini フ ァ イルへの変更が可能と な

り ます。
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SdFinishReboot ダイアログには、 静的テキス ト  フ ィ ールド に 高 2 つのメ ッ セージが表示されます。 パラ メ ー

ター szMsg1、 szMsg2 を使用し て、 これらのフ ィ ールドの値を設定し ます。 フ ィ ールド に表示される メ ッ セージに

製品名を挿入するには、 ｓ zMsg1 と szMsg2 で渡される文字列に %P プレースフ ォルダーを配置し ます。

構文

SdFinishReboot (szTitle, szMsg1, nDefOption, szMsg2, nReserved);

パラ メ ーター

戻り値

メ モ • SdFinishReboot はイ ンス ト ール作業の完了を知らせるため、 [ 戻る ] ボタ ンは無効です。

テーブル 42 • SdFinishReboot のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル 「セ ッ ト ア ッ プの完了」

を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg1 イ ンス ト ールの終了をユーザーに通知するためのダイアログの上に表示するテキス

ト を指定し ます。 このダイアログにデフ ォル ト の指示を表示するには、 このパラ

メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

nDefOption デフ ォル ト のラジオボタ ンオプシ ョ ンの選択項目を指定し ます。 このパラ メ ーター

に、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• SYS_BOOTMACHINE Ñ セ ッ ト ア ッ プが終了し た と きに、 コ ンピ ューターを再起

動し ます。

• 0 Ñ コ ンピ ューターを再起動し ません。

szMsg2 ユーザーに対し て次の操作について説明する、 ダイアログの下に表示するテキス ト

を入力し ます。 デフ ォル ト 指示を表示するには、 ヌル文字列 ("") を渡し て く だ さ

い。

nReserved このパラ メ ーターでゼロを渡し ます。 他の値は使用できません。

テーブル 43 • SdFinishReboot の戻り値

戻り値 説明

WILL_REBOOT ユーザーがシステムを再起動を選択し たこ と を示し ます。

NEXT (1) ユーザーがシステムの再起動、 または Windows の再起動を選択し なかったこ と を示

し ます。

< 0 システムの再起動または Windows の再起動が選択されま し たが、 再起動に失敗し ま

し た。
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追加情報

• イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを

利用し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー

] または [ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。 

• イ ンス ト ールでは、 別のイ ンス タ ンスのイ ンス ト ールが実行中、 コ ンピ ューターを再起動させないよ う 大

限の試みが行われます。 このため、 SdFinishReboot が Windows またはシステムの再起動を行う前に、 必ず イ

ンス ト ールのその他すべてのイ ンス タ ンスをシャ ッ ト ダウンする必要があり ます。 また、 エン ド ユーザーに

対し ても メ ッ セージを表示し て、 イ ンス ト ール完了後にシステムを再起動する際には、 まず、 他のアプ リ

ケーシ ョ ンがすべて終了し ている こ と を確認するよ う指示し て く だ さい。

• イ ンス ト ールは、 システムが再度起動された と き、 ロ ッ ク されている .dll フ ァ イルおよび .exe フ ァ イルが更

新済みの状態になっている こ と を自動的に確認し ます。

SdFinishReboot の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdFinishReboot ダイアログのデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * 警告 : 再起動オプシ ョ ンを選択した場合、 コンピューターが再起動

 * します。 このオプシ ョ ンを選択する時、 すべてのフ ァ イルが保存済みであるこ と を

 *          確認して く ださい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "Ifx.h"

function OnBegin()

STRING szTitle, szMsg1, szMsg2;

NUMBER nDefOption, nReserved;

begin

// SdFinishReboot へのパラ メーターと して渡す変数をセッ ト ア ッ プ します。

szTitle   = "SdFinishReboot の例 ";

szMsg1    = " セッ ト ア ッ プが %P のインス ト ールを完了しました。 "; 

// nDefOptions - デフ ォルト のラジオボタ ンオプシ ョ ンの選択項目を指定します。

// SYS_BOOTMACHINE - セッ ト ア ッ プが終了した際に、 コンピューターを再起動します。

// 0 - コンピューターを再起動しません。 

nDefOption  = 0;

szMsg2    = "[ 完了 ] をク リ ッ ク して %P セッ ト ア ッ プを完了します。 ";

nReserved = 0;

// SdFinishReboot ダイアログを表示します。

if (SdFinishReboot (szTitle, szMsg1, nOption, szMsg2, nReserved) < 0) then
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// ユーザーがシステムを再起動するか、 

//Windows を再起動するこ と を選択しましたが、 再起動は失敗しました。

MessageBox ("SdFinishReboot が失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

end;

SdFinishUpdate

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdFinishUpdateEx 関数は SdFinishUpdate 関数に優先し ます。 SdFinishUpdate は次を呼び出し ます :

SdFinishUpdateEx( szTitle, szMsg1, szMsg2, "", "", bDefOption );

SdFinishUpdate 関数は、 イ ンス ト ールの終わり に、 それが完了し たこ と を示すダイアログを表示し ます。 このダイ

アログには、 アプ リ ケーシ ョ ンのア ッ プデー ト を確認するためのオプシ ョ ンが含まれます。

メ モ • SdFinishUpdate はア ッ プデー ト の確認を行いません。 ア ッ プデー ト の確認をするためには、 InstallScript コー

ド に FlexNet Connect API の呼び出し を追加し ます。 詳細は、 FlexNet Connect SDK ド キュ メ ン ト を参照し て く だ さ

い。

構文

SdFinishUpdate ( szTitle, szMsg1, szMsg2, bDefOption );

SdFinishUpdateEx

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdFinishUpdateEx 関数は、 イ ンス ト ールの終わり に、 それが完了し たこ と を示すダイアログを表示し ます。 この

ダイアログには、 アプ リ ケーシ ョ ンのア ッ プデー ト を確認するためのオプシ ョ ンが含まれます。

メ モ • SdFinishUpdateEx はア ッ プデー ト の確認を行いません。 ア ッ プデー ト の確認をするためには、 InstallScript 

コー ド に FlexNet Connect API の呼び出し を追加し ます。 詳細は、 FlexNet Connect SDK ド キュ メ ン ト を参照し て く

ださい。

構文

SdFinishUpdateEx ( szTitle, szMsg1, szMsg2, szOpt1, szOpt2, bDefOption );
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パラ メ ーター

戻り値

メ モ • SdFinishUpdateEx はイ ンス ト ール作業の完了を知らせるため、 [ 戻る ] ボタ ンは無効です。

テーブル 44 • SdFinishUpdateEx のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル 「セ ッ ト ア ッ プの完

了」 を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg1 イ ンス ト ールの終了をユーザーに通知するためのダイアログの上に表示するテキ

ス ト を指定し ます。 このダイアログにデフ ォル ト の指示を表示するには、 このパ

ラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg2 エン ド ユーザーに次の操作を指示するためのダイアログの一番下に表示するテキ

ス ト を指定し ます。 このダイアログにデフ ォル ト の指示を表示するには、 このパ

ラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szOpt1 初のラジオ ボタ ンの横に表示するテキス ト を指定し ます。 デフ ォル ト の指示 ("

はい、 プログラムのア ッ プデー ト を確認し ます。 ( 推奨 )\n 処理を続行する前に、

イ ン ターネ ッ ト へ接続されている こ と を確認し て く だ さい。 ") を表示するには、

このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szOpt2 2 番目のラジオ ボタ ンの横に表示するテキス ト を指定し ます。 デフ ォル ト の指示 

(" いいえ、 確認し ません。 ") を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 

("") を渡し ます。

bDefOption デフ ォル ト で選択し たオプシ ョ ンボタ ンを指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以

下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。 

• TRUE Ñ デフ ォル ト の選択にする 初のオプシ ョ ンボタ ンを指定し ます。

• FALSE Ñ デフ ォル ト の選択にする 2 番目のオプシ ョ ン ボタ ンを指定し ます。

テーブル 45 • SdFinishUpdateEx の戻り値

戻り値 説明

TRUE [ プログラムア ッ プデー ト を確認する ] オプシ ョ ンボタ ンが選択されたこ と を示し

ます。

FALSE [ この手順をスキッ プする ] オプシ ョ ンが選択されたこ と を示し ます。
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追加情報

イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

SdFinishUpdateReboot

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdFinishUpdateReboot 関数は、 イ ンス ト ールの終わり に、 それが完了し たこ と を示すダイアログを表示し ます。 ダ

イアログは、 エン ド ユーザーに対し てシステムの再起動オプシ ョ ンを提供し、 アプ リ ケーシ ョ ンのア ッ プデー ト

も確認し ます。 システムの再起動によ って、 Autoexec.bat、 Config.sys および ini フ ァ イルへの変更が有効と な り ま

す。

メ モ • SdFinishUpdateReboot はア ッ プデー ト の確認を行いません。 ア ッ プデー ト の確認をするためには、

InstallScript コー ド に FlexNet Connect API の呼び出し を追加し ます。 詳細は、 FlexNet Connect SDK ド キュ メ ン ト

を参照し て く ださい。

構文

SdFinishUpdateReboot ( szTitle, szMsg1, nDefOption, szMsg2, nChkUpdate, nReserved );
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パラ メ ーター

戻り値

メ モ • SdFinishUpdateReboot はイ ンス ト ール作業の完了を知らせるため、 [ 戻る ] ボタ ンは無効です。

テーブル 46 • SdFinishUpdateReboot のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル 「セ ッ ト ア ッ プ

の完了」 を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg1 イ ンス ト ールの終了をエン ド ユーザーに通知するためのダイアログの上に表

示するテキス ト を指定し ます。 このダイアログにデフ ォル ト の指示を表示す

るには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

nDefOption デフ ォル ト のラジオ ボタ ン選択を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の

定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• SYS_BOOTMACHINE Ñ セ ッ ト ア ッ プが終了し た と きに、 コ ンピ ューター

を再起動し ます。

• 0 Ñ コ ンピ ューターを再起動し ません。

szMsg2 エン ド ユーザーに対し て次の操作について説明する、 ダイアログの下に表示

するテキス ト を入力し ます。 デフ ォル ト 指示を表示するには、 ヌル文字列 

("") を渡し て く だ さい。

nvChkUpdate FlexNet Connect チ ェ ッ ク ボ ッ クスの状態を戻し ます :

• 0 Ñ チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されていません。 アプ リ ケーシ ョ ンのア ッ

プデー ト を確認し ません。

• 0 以外 Ñ チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されています。 アプ リ ケーシ ョ ンア ッ

プデー ト を確認し ます。

nReserved このパラ メ ーターでゼロを渡し ます。 他の値は使用できません。

テーブル 47 • SdFinishUpdateReboot の戻り値

戻り値 説明

WILL_REBOOT エン ド ユーザーがシステムの再起動を選択し たこ と を示し ます。

NEXT (1) エン ド ユーザーがシステムの再起動、 または Windows の再起動を選択し な

かったこ と を示し ます。

< 0 エン ド ユーザーがシステムの再起動または Windows の再起動が選択されま し

たが、 再起動に失敗し たこ と を示し ます。
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イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

SdFinishUpdateReboot の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdFinishUpdateReboot ダイアログのデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このダイアログは、 インス ト レーシ ョ ンが完了したこ と を通知し、 ユーザーに対して 

 * システムの再起動やアプ リケーシ ョ ンのア ッ プデー トの確認オプシ ョ ンを提供するのに 

 * 提供するのにインス ト ールの 後で利用されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプ用に Ifx.h を含みます 

#include "ifx.h"

export prototype ExFn_SdFinishUpdateReboot(HWND);

function ExFn_SdFinishUpdateReboot(hMSI)

STRING szTitle, szMsg1, szMsg2;

NUMBER nDefOption, nChkUpdate, nReserved;

begin

szTitle = "SdFinishUpdateReboot の例 ";

szMsg1 = "";

szMsg2 = ""; 

// nDefOption - デフ ォルト で選択するオプシ ョ ン ボタ ンを指定します。

// 1 - はい、 プログラムのア ッ プデー ト を確認します

// 0 - いいえ、 このステ ッ プを飛ばします

nDefOption = 1;

// nChkUpdate - FlexNet Connect チェ ッ ク ボッ クスのデフ ォルトの状態を指定します。 

// nChkUpdate - FlexNet Connect チェ ッ ク ボッ クスの状態を戻します。

// 0 - チ ェ ッ ク ボッ クスが選択されていません。 アプ リケーシ ョ ンのア ッ プデー ト を確認しません。

// 0 以外 - チェ ッ ク ボッ クスが選択されています。 アプ リケーシ ョ ンア ッ プデー ト を確認します。 

nChkUpdate = 1;

nReserved = 0;

SdFinishUpdateReboot ( szTitle, szMsg1, nDefOption, szMsg2, nChkUpdate, nReserved );

end;
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SdGeneralInit
SdGeneralInit 関数は、 [ 次へ ]、 [ 戻る ]、 および [ キャ ンセル ] ボタ ンの状態を有効または無効に設定する処理を含

む、 標準ダイアログの初期化を行います。 この関数はまた、 コ ン ト ロール ID 700 から 724、 および 202 を含むス

タ テ ィ ッ ク コ ン ト ロール上のすべての %P、 %VS、 および %VI イ ンス タ ンスを IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、

IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、 および IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION で置換し ます。

構文

SdGeneralInit (szDialog, hwndDialg, nUnused, szUnused);

パラ メ ーター

戻り値

な し。

SdGeneralInit の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdGeneralInit のデモンス ト レーシ ョ ン。 この関数は、 

 * EzDefineDialog 関数を使って作成されたダイアログの初期化に使います。

 *

 * このスク リ プ トは ビ ッ ト マ ッ プを表示するシンプルなカスタムダイアログを

 * 開きます。 ダイアログは次の 3 つのボタ ンで閉じ るこ とが

 * [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ]。

 *

 * このスク リ プ ト で利用される [ カスタム ] ダイアログは、

 * 実際、 ビルト イン関数 SdAskOptions が表示する

 * InstallShield 標準ダイアログです。 このダイアログは

 * インス ト ールで既に圧縮済みのフ ァ イル _isres.dll に保存されているため、

 * カスタム ダイアログと してスク リ プ ト で利用するこ とが 

 * 表示されます。

 *

 * このカスタムダイアログを利用するため、 スク リ プ トはまず EzDefineDialog を

 * 呼び出して定義します。 そしてダイアログを表示して

 * WaitOnDialog を呼び出してダイアログ イベン ト を取得します。 その後、

テーブル 48 • SdGeneralInit のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDialog EzDefineDialog または DefineDialog で作成されたダイアログの名前。

hwndDialog 現在のダイアログへのハン ドル。 これは、 CmdGetHwndDlg の呼び出し で取得

し ます。

nUnused 未使用のパラ メ ーター、 0 を渡し ます。

szUnused 未使用のパラ メ ーター、 空白文字列 ("") を渡し ます。
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 * イベン トがダイアログの処理を終了する と き、 EndDialog  が呼び出されて

 * ダイアログを閉じます。 次いで、 ReleaseDialog への呼び出しによって、

 * メ モリからダイアログがリ リースされます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ダイアログ ID と コン ト ロール ID。

#define RES_DIALOG_ID  12027  // ダイアログ自身の ID

#define RES_PBUT_NEXT  1  //  [ 次へ ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_CANCEL  9  //  [ キャンセル ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_BACK 12  //[ 戻る ] ボタ ンの ID

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_EzDefineDialog(HWND);

function ExFn_EzDefineDialog(hMSI)

STRING szDialogName, szDLLName, szDialog;

NUMBER nDialog, nResult, nCmdValue;

BOOL bDone;

HWND hInstance, hwndParent, hwndDlg;

begin

// このインス ト ールでカスタム ボッ クスを認識するための名前を指定します。

szDialogName = "CustomDialog";

// ダイアログを定義します。 ヌル文字列を 2 番目のパラ メーターで渡し、

// _isuser.dll または _isres.dll からダイアログを取得します。 ヌル文字列を

// 3 番目のパラ メータでヌル文字列を渡します。 これは、 ダイアログが

// 4 番目のパラ メーターにある ID によって識別されるためです。

nResult = EzDefineDialog (szDialogName, "", "", RES_DIALOG_ID);

if (nResult < 0) then

// エラーを報告し、 終了します。

MessageBox (" ダイアログの定義エラー ", SEVERE);

abort;

endif;

// while ループを制御するのに使われるインジケーターを初期化します。

bDone = FALSE;

// 完了するまでループ します。

repeat

// ダイアログを表示して次のダイアログ イベン ト を戻します。

nCmdValue = WaitOnDialog(szDialogName);

// イベン ト に応答します。

switch (nCmdValue)

case DLG_CLOSE:

// ユーザーがウ ィ ン ドウの [ 閉じ る ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case DLG_ERR:

MessageBox (" ダイアログを表示できませんでした。 セ ッ ト ア ッ プがキャンセルされました。 ", SEVERE);

abort;

case DLG_INIT:

// このダイアログの [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ] ボタ ン と有効 / 無効状態を初期化して、 

// 初期化して、 コン ト ロール ID 700-724 および 202 上で %P、 %VS、 %VI を 
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// それぞれ IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、 および

// IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION で 置換します。

hwndDlg = CmdGetHwndDlg (szDialogName);

SdGeneralInit(szDialogName, hwndDlg, 0, "");

case RES_PBUT_CANCEL:

// ユーザーが [ キャンセル ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case RES_PBUT_NEXT:

bDone = TRUE;

case RES_PBUT_BACK:

bDone = TRUE;

if (SdIsStdButton( nCmdValue ) && SdDoStdButton( nCmdValue )) then

bDone = TRUE;

endif;

endswitch;

until bDone;

// ダイアログを閉じます

EndDialog (szDialogName);

// メ モ リからダイアログを解放します。

ReleaseDialog (szDialogName);

end;

SdInit
SdInit 関数は、 必要な リ ソース文字列のロー ド、 イ ンス ト ールのウ ィ ン ド ウが 小化されている場合のウ ィ ン ド ウ

の復元、 および Sd ダイアログでの Windows 95 ス タ イルのチ ェ ッ ク ボ ッ クスの指定を行い、 イ ンス ト ールで Sd 

ダイアログ 関数を呼び出すための準備を行います。

メ モ • この関数は、 それぞれの Sd 関数によ って自動的に呼び出されます。 標準ダイアログ関数を呼び出す前にス

ク リ プ ト で DialogSetInfo が呼び出される場合以外は、 SdInit を明示し て呼び出す必要はあ り ません。 その場合は、

DialogSetInfo を呼び出す前にスク リ プ ト で SdInit を呼び出す必要があ り ます。 呼び出さ ないと、 DialogSetInfo への

呼び出しは有効にな り ません。 

構文

SdInit ( );

パラ メ ーター

この関数にパラ メ ーターは使用できません。
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戻り値

SdInit の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdInit 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * SdInit は、 それぞれの Sd 関数によって自動的に呼び出されます。

 * Sd ダイアログ関数を呼び出す前に DialogSetInfo をスク リ プ ト が呼び出さない限り、 

 * SdInit を明示的に呼び出す必要はあり ません。

 * スク リ プ ト で DialogSetInfo を呼び出した場合は、 DialogSetInfo を呼び出す前に 

 * SdInit を呼び出す必要があり ます。 そ う でなければ、 DialogSetInfo への呼び出しは有効になり ません。 

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "Ifx.h"

function OnBegin()

STRING szInfoString;

begin

// 標準ダイアログ関数を呼び出すため、 セッ ト ア ッ プを初期化します。

SdInit ();

// 関数選択用のチェ ッ ク ボッ クススタ イルを設定します。

DialogSetInfo ( DLG_INFO_CHECKSELECTION, szInfoString, CHECKBOX );

// 機能選択を取得します。

SdFeatureDialog2 ( "", "", TARGETDIR, "" );

end;

SdLicense

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdLicenseEx 関数は SdLicense 関数に優先し ます。

テーブル 49 • SdInit の戻り値

戻り値 説明

0 Sd ダイアログ関数の呼び出しのセ ッ ト ア ッ プが初期化されたこ と を示し ます。

1 Sd ダイアログ関数呼び出しのセ ッ ト ア ッ プがすでに初期化されている こ と を示

し ます。
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SdLicense 関数は、 複数行編集フ ィ ールド に使用許諾契約書が記載されたダイアログを表示し ます。 ラ イセンス同

意書は、 パラ メ ーター szLicenseFile で指定されるテキス ト フ ァ イルに格納されます。

エン ド ユーザーはスク ロール ア ッ プ / ダウン し て、 使用許諾契約書を読むこ とができます。 エン ド ユーザーは [

はい ]、 [ いいえ ]、 あるいは有効な場合は [ 戻る ] ボタ ンのいずれかを選択し な く てはな り ません。 通常は 初に

表示されるダイアログなので、 [ 戻る ] ボタ ンを無効にする こ と もできます。 ユーザーが [ はい ] を選択する と、

イ ンス ト ールは続行し ます。 ユーザーが [ いいえ ] を選択し た場合、 イ ンス ト ールは ExitSetup ダイアログを表示

し ます。

構文

SdLicense (szTitle, szMsg, szQuestion, szLicenseFile);
1370 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

メ モ • エン ド ユーザーが [ いいえ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し た場合は、ExitSetup ダイアログが表示されるので、関数は 

NO を戻し ません。

追加情報

イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

テーブル 50 • SdLicense のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル ( 「ソ フ ト ウ ェ ア使用許諾

契約書」 ) を表示するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg 複数行編集フ ィ ールドの上のス タ テ ィ ッ ク テキス ト フ ィ ールド に表示する メ ッ セージを

指定し ます。 デフ ォル ト の指示を表示するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を

渡し ます。

szQuestion 複数行編集フ ィ ールドの下のス タ テ ィ ッ ク テキス ト  フ ィ ールド に表示するテキス ト を指

定し ます。 ユーザが [ はい ] か [ いいえ ] を選択する こ とによ って応答する質問を こ こに

配置し ます。 デフ ォル ト の指示を表示するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を

渡し ます。

szLicenseFile 使用許諾契約書書を含む ANSI テキス ト フ ァ イルの名前を指定し ます。 このフ ァ イルは、

[ サポー ト フ ァ イル / ビルボー ド ] ビ ューで適切な言語フ ォルダーに追加する必要があ り

ます。 szLicenseFile は、 引用符で囲んだ完全修飾名、 または UNC パスを入力し て指定す

る こ と もできます。 .

メ モ • このフ ァ イルはテキス ト  フ ァ イル (.txt) でな く てはな り ません。

テーブル 51 • SdLicense の戻り値

戻り値 説明

YES (1) エン ド ユーザーが、 [ はい ] ボタ ンを選択し ま し た。

BACK (12) ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを選択し たこ と を示し ます。
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SdLicense の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdLicense 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは SdLicense を呼び出し、 使用許諾契約を表示してユーザーに対して

 * ユーザーに対して契約に同意するか同意しないかを問い合わせます。

 *

 * メ モ : 使用許諾契約書は定数 LICENSE_PATH が指定する場所に

 *      格納してある RTF フ ァ イルから

 *      読み込まれます。 このスク リ プ ト を実行する前に、 定数が

 ターゲッ ト システムで既存のテキス ト  フ ァ イルを参照するよ うに

 *  参照するよ うに設定して く ださい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define LICENSE_PATH SUPPORTDIR ^ "License.txt"

#define TITLE "SdLicense の例 "

#include "Ifx.h"

function OnBegin()

STRING szMsg, szQuestion;

begin

// セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

// SdLicense へのパラ メーターと して渡す変数をセッ ト ア ッ プ します。

szMsg      = " 次の使用許諾契約をお読み く ださい。 " +

 " スクロールバーを利用して \n 残りの契約内容をご覧下さい。 ";

szQuestion = " 契約に同意するには [ はい ] を選択します。 \n" + 

 " セッ ト ア ッ プをキャンセルするには [ いいえ ] を選択します。 ";

// SdLicense ダイアログを表示します。

if (SdLicense (TITLE, szMsg, szQuestion, LICENSE_PATH) = YES) then

MessageBox (" インス ト ールを続行します。 ", INFORMATION);

endif;

end;

SdLicense2

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :
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• InstallScript

• InstallScript MSI

SdLicense2Ex 関数は、 SdLicense2 関数に優先し ます。

SdLicense2 関数は、 複数行編集フ ィ ールド に使用許諾契約書が記載されたダイアログを表示し ます。 ラ イセンス

同意書は、 パラ メ ーター szLicenseFile で指定されるテキス ト フ ァ イルに格納されます。

エン ド ユーザーはスク ロール ア ッ プ / ダウン し て、 使用許諾契約書を読むこ とができます。 イ ンス ト ールの続行

を可能にする [ 次へ ] ボタ ンを有効にするためには、 エン ド ユーザーは上のオプシ ョ ンを選択し な く てはな り ま

せん。 通常は 初に表示されるダイアログなので、 [ 戻る ] ボタ ンを無効にする こ と もできます。

構文

SdLicense2 ( szTitle, szOpt1, szOpt2, szLicenseFile, bLicenseAccepted );
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

テーブル 52 • SdLicense2 のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル ( 「使用許諾契約書」 ) を表

示するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

szOpt1 上のオプシ ョ ンボタ ンの隣にあるス タ テ ィ ッ ク テキス ト  フ ィ ールド に表示するテキス

ト を指定し ます。 デフ ォル ト のテキス ト  ( 「ソ フ ト ウ ェ ア使用許諾契約に同意し ます」 ) 

を表示するには、 このパラ メ ーター内にヌル文字列 ("") を渡し ます。

szOpt2 下のオプシ ョ ン ボタ ンの隣にあるス タ テ ィ ッ ク テキス ト  フ ィ ールド に表示するテキス

ト を指定し ます。 デフ ォル ト のテキス ト  ( 「ソ フ ト ウ ェ ア使用許諾契約に同意し ません」

) を表示するには、 このパラ メ ーター内にヌル文字列 ("") を渡し ます。

szLicenseFile 使用許諾契約書書を含む ANSI テキス ト フ ァ イルの名前を指定し ます。 このフ ァ イルは、

[ サポー ト フ ァ イル / ビルボー ド ] ビ ューで適切な言語フ ォルダーに追加する必要があ

り ます。 szLicenseFile は、 引用符で囲んだ完全修飾名、 または UNC パスを入力し て指

定する こ と もできます。 .

メ モ • このフ ァ イルはテキス ト  フ ァ イル (.txt) でな く てはな り ません。

bLicenseAccepted デフ ォル ト で選択するオプシ ョ ン ボタ ンを指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の

定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• TRUE Ñ 上のオプシ ョ ン ボタ ンをデフ ォル ト の選択と し て指定し ます。

• FALSE Ñ 下のオプシ ョ ン ボタ ンをデフ ォル ト の選択と し て指定し ます。

テーブル 53 • SdLicense2 の戻り値

戻り値 説明

NEXT エン ド ユーザーが上のオプシ ョ ンボタ ン と [ 次へ ] ボタ ンを選択し ま し た。

BACK エン ド ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを選択し ま し た。

< ISERR_SUCCESS ダイアログを表示する こ とができませんで し た。
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SdLicense2 の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\ 

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 *  SdLicense2 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは SdLicense2 を呼び出し、 使用許諾契約書を表示して

 * ユーザーに対して契約に同意するか同意しないかを問い合わせます。

 *

 * メ モ : 使用許諾契約書は定数 LICENSE_PATH が指定する場所に

 *      格納してある RTF フ ァ イルから

 *      読み込まれます。 このスク リ プ ト を実行する前に、 定数が

 ターゲッ ト システムで既存のテキス ト  フ ァ イルを参照するよ うに

 *  設定して く ださい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define LICENSE_PATH "License.txt"

#define TITLE "SdLicense2 の例 "

#include "ifx.h"

function OnBegin()

begin

 // セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

 Disable(BACKBUTTON);

 // SdLicense2 ダイアログを表示します。

 if (SdLicense2 (TITLE, "", "", LICENSE_PATH, FALSE) = NEXT) then

MessageBox (" インス ト ールを続行します。 ", INFORMATION);

 endif;

end;

SdLicense2Ex

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI
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SdLicense2Ex 関数は、 複数行編集フ ィ ールド に使用許諾契約書が記載されたダイアログを表示し ます。 使用許諾

契約書は、 パラ メ ーター szLicenseFile で指定されるテキス ト  フ ァ イル (.txt) またはリ ッ チテキス ト 形式フ ァ イル 

(.rtf) で格納されます。

エン ド ユーザーはスク ロール ア ッ プ / ダウン し て、 使用許諾契約書を読むこ とができます。 イ ンス ト ールの続行

を可能にする [ 次へ ] ボタ ンを有効にするためには、 エン ド ユーザーは上のオプシ ョ ンを選択し な く てはな り ま

せん。 通常は 初に表示されるダイアログなので、 [ 戻る ] ボタ ンを無効にする こ と もできます。

構文

SdLicense2Ex (byval string szTitle, byval string szOpt1, byval string szOpt2, byval string szLicenseFile, byval bool bLicenseAccepted, byval 

bool bRtf);
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戻り値

テーブル 54 • SdLicense2Ex のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル ( 「使用許諾契約書」 ) を表

示するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

szOpt1 上のオプシ ョ ンボタ ンの隣にあるス タ テ ィ ッ ク テキス ト  フ ィ ールド に表示するテキス

ト を指定し ます。 デフ ォル ト のテキス ト  ( 「ソ フ ト ウ ェ ア使用許諾契約に同意し ます」 ) 

を表示するには、 このパラ メ ーター内にヌル文字列 ("") を渡し ます。

szOpt2 下のオプシ ョ ン ボタ ンの隣にあるス タ テ ィ ッ ク テキス ト  フ ィ ールド に表示するテキス

ト を指定し ます。 デフ ォル ト のテキス ト  ( 「ソ フ ト ウ ェ ア使用許諾契約に同意し ません」

) を表示するには、 このパラ メ ーター内にヌル文字列 ("") を渡し ます。

szLicenseFile 使用許諾契約書を含む ANSI テキス ト フ ァ イル、 または .rtf フ ァ イルの名前を指定し ま

す。 このフ ァ イルは、 [ サポー ト フ ァ イル / ビルボー ド ] ビ ューで適切な言語フ ォル

ダーに追加する必要があり ます。 szLicenseFile は、 引用符で囲んだ完全修飾名、 または 

UNC パスを入力し て指定する こ と もできます。 .

メ モ • .rtf フ ァ イルを使用する場合、 フ ァ イルのサイズ制限は 16 MB です。

bLicenseAccepted デフ ォル ト で選択するオプシ ョ ン ボタ ンを指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の

定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• TRUE Ñ 上のオプシ ョ ン ボタ ンをデフ ォル ト の選択と し て指定し ます。

• FALSE Ñ 下のオプシ ョ ン ボタ ンをデフ ォル ト の選択と し て指定し ます。

bRtf ダイアログにリ ッ チ テキス ト 編集コ ン ト ロールを使用するかど うかを示し ます。 選択

可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• TRUE Ñ リ ッ チ テキス ト 編集コ ン ト ロールを使用し ます。 このオプシ ョ ンを選択す

る場合、 szLicenseFile に指定する フ ァ イルは .rtf フ ァ イルでな く てはな り ません。

• FALSE Ñ 標準編集コ ン ト ロールを使用し ます。 このオプシ ョ ンを選択する場合、

szLicenseFile に指定する フ ァ イルは .txt フ ァ イルでな く てはな り ません。

テーブル 55 • SdLicense2Ex の戻り値

戻り値 説明

NEXT エン ド ユーザーが上のオプシ ョ ンボタ ン と [ 次へ ] ボタ ンを選択し ま し た。

BACK エン ド ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを選択し ま し た。

< ISERR_SUCCESS ダイアログを表示する こ とができませんで し た。
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追加情報

イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

SdLicense2Rtf

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdLicense2Ex 関数は、 SdLicense2Rtf 関数に優先し ます。

SdLicense2Rtf 関数は、 複数行編集フ ィ ールド に使用許諾契約書が記載されたダイアログを表示し ます。 使用許諾

契約書は、 パラ メ ーター szLicenseFile で指定されるテキス ト  フ ァ イルまたはリ ッ チテキス ト 形式フ ァ イル (.rtf) に

格納されます。

ユーザーは使用許諾契約を読むために上下にスク ロールする こ とができ、 [ 次へ ] ボタ ンを有効にし てセ ッ ト ア ッ

プを続行するためには上のオプシ ョ ンボタ ンを選択し な く てはな り ません。 これは通常、 初に表示されるダイ

アログなので、 [ 戻る ] ボタ ンは無効な場合があり ます。

構文

SdLicense2Rtf ( szTitle, szOpt1, szOpt2, szLicenseFile, bLicenseAccepted );
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

追加情報

イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

テーブル 56 • SdLicense2Rtf のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル ( 「使用許諾契約書」 ) を

表示するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

szOpt1 上のオプシ ョ ンボタ ンの隣にあるス タ テ ィ ッ ク テキス ト  フ ィ ールド に表示するテキス

ト を指定し ます。 デフ ォル ト のテキス ト  ( 「ソ フ ト ウ ェ ア使用許諾契約に同意し ます」

) を表示するには、 このパラ メ ーター内にヌル文字列 ("") を渡し ます。

szOpt2 下のオプシ ョ ン ボタ ンの隣にあるス タ テ ィ ッ ク テキス ト  フ ィ ールド に表示するテキ

ス ト を指定し ます。 デフ ォル ト のテキス ト  ( 「ソ フ ト ウ ェ ア使用許諾契約に同意し ま

せん」 ) を表示するには、 このパラ メ ーター内にヌル文字列 ("") を渡し ます。

szLicenseFile 使用許諾契約書を含む .rtf フ ァ イルまたは ANSI テキス ト フ ァ イルの名前を指定し ま

す。 このフ ァ イルは、 [ サポー ト フ ァ イル / ビルボー ド ] ビ ューで適切な言語フ ォル

ダーに追加する必要があり ます。 szLicenseFile は、 引用符で囲んだ完全修飾名、 また

は UNC パスを入力し て指定する こ と もできます。 .

メ モ • .rtf フ ァ イルを使用する場合、 フ ァ イルのサイズ制限は 16 MB です。

bLicenseAccepted デフ ォル ト で選択し たオプシ ョ ンボタ ンを指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の

定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• TRUE— 上のオプシ ョ ンボタ ンをデフ ォル ト の選択と し て指定し ます。

• FALSE Ñ 下のオプシ ョ ン ボタ ンをデフ ォル ト の選択と し て指定し ます。

テーブル 57 • SdLicense2Rtf の戻り値

戻り値 説明

NEXT エン ド ユーザーが上のオプシ ョ ンボタ ン と [ 次へ ] ボタ ンを選択し ま し た。

BACK エン ド ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを選択し ま し た。

< ISERR_SUCCESS ダイアログを表示する こ とができませんで し た。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
SdLicense2Rtf の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\ 

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 *  SdLicense2Rtf 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは SdLicense2Rtf を呼び出し、 使用許諾契約書を表示して

 * ユーザーに対して契約に同意するか同意しないかを問い合わせます。

 *

 * メ モ : 使用許諾契約書は定数 LICENSE_PATH が指定する場所に

 *      格納してある RTF フ ァ イルから

 *      読み込まれます。 このスク リ プ ト を実行する前に、 定数が

 *  [ サポー ト フ ァ イル / ビルボード ] ビューで既存の RTF フ ァ イルを

 *  設定して く ださい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define LICENSE_PATH "License.rtf"

#define TITLE "SdLicense2Rtf の例 "

#include "ifx.h"

function OnBegin()

begin

 // セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

 Disable(BACKBUTTON);

 // SdLicense2Rtf ダイアログを表示します。

 if (SdLicense2Rtf (TITLE, "", "", LICENSE_PATH, FALSE) = NEXT) then

MessageBox (" インス ト ールを続行します。 ", INFORMATION);

 endif;

end;

SdLicenseEx

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
SdLicenseEx 関数は、 複数行編集フ ィ ールド に使用許諾契約書が記載されたダイアログを表示し ます。 使用許諾契

約書は、 テキス ト  フ ァ イル (.txt) またはリ ッ チ テキス ト 形式フ ァ イル (.rtf) で保存されます。

エン ド ユーザーはスク ロール ア ッ プ / ダウン し て、 使用許諾契約書を読むこ とができます。 エン ド ユーザーは [

はい ]、 [ いいえ ]、 あるいは有効な場合は [ 戻る ] ボタ ンのいずれかを選択し な く てはな り ません。 通常は 初に

表示されるダイアログなので、 [ 戻る ] ボタ ンを無効にする こ と もできます。 ユーザーが [ はい ] を選択する と、

イ ンス ト ールは続行し ます。 ユーザーが [ いいえ ] を選択し た場合、 イ ンス ト ールは ExitSetup ダイアログを表示

し ます。

構文

SdLicenseEx (byval string szTitle, byval string szMsg, byval string szQuestion, byval string szLicenseFile, byval bool bRtf);
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

メ モ • エン ド ユーザーが [ いいえ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し た場合は、ExitSetup ダイアログが表示されるので、関数は 

NO を戻し ません。

テーブル 58 • SdLicenseEx のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル ( 「ソ フ ト ウ ェ ア使用許諾

契約書」 ) を表示するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg 複数行編集フ ィ ールドの上のス タ テ ィ ッ ク テキス ト フ ィ ールド に表示する メ ッ セージを

指定し ます。 デフ ォル ト の指示を表示するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を

渡し ます。

szQuestion 複数行編集フ ィ ールドの下のス タ テ ィ ッ ク テキス ト  フ ィ ールド に表示するテキス ト を指

定し ます。 ユーザが [ はい ] か [ いいえ ] を選択する こ とによ って応答する質問を こ こに

配置し ます。 デフ ォル ト の指示を表示するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を

渡し ます。

szLicenseFile 使用許諾契約書を含む ANSI テキス ト フ ァ イル、 または .rtf フ ァ イルの名前を指定し ま

す。 このフ ァ イルは、 [ サポー ト フ ァ イル / ビルボー ド ] ビ ューで適切な言語フ ォルダー

に追加する必要があり ます。 szLicenseFile は、 引用符で囲んだ完全修飾名、 または UNC 

パスを入力し て指定する こ と もできます。 .

メ モ • .rtf フ ァ イルを使用する場合、 フ ァ イルのサイズ制限は 16 MB です。

bRtf ダイアログにリ ッ チ テキス ト 編集コ ン ト ロールを使用するかど うかを示し ます。 選択可

能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• TRUE Ñ リ ッ チ テキス ト 編集コ ン ト ロールを使用し ます。 このオプシ ョ ンを選択す

る場合、 szLicenseFile に指定する フ ァ イルは .rtf フ ァ イルでな く てはな り ません。

• FALSE Ñ 標準編集コ ン ト ロールを使用し ます。 このオプシ ョ ンを選択する場合、

szLicenseFile に指定する フ ァ イルは .txt フ ァ イルでな く てはな り ません。

テーブル 59 • SdLicenseEx の戻り値

戻り値 説明

YES (1) エン ド ユーザーが、 [ はい ] ボタ ンを選択し ま し た。

BACK (12) エン ド ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを選択し ま し た。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
追加情報

イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

SdLicenseRtf

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdLicenseEx 関数は SdLicenseRtf 関数に優先し ます。

SdLicenseRtf 関数は、 複数行編集フ ィ ールド に使用許諾契約書が記載されたダイアログを表示し ます。 使用許諾

契約書は、 パラ メ ーター szLicenseFile で指定されるテキス ト  フ ァ イルまたはリ ッ チテキス ト 形式フ ァ イル (.rtf) に

格納されます。

ユーザーは、 同意書を上下にスク ロールし て読むこ とができ、 読んだ後に [ はい ] か [ いいえ ] あるいは、 有効で

あれば [ 戻る ] ボタ ンを選択し ます。 これは通常、 初に表示されるダイアログなので、 [ 戻る ] ボタ ンは無効な

場合があ り ます。 ユーザーが [ はい ] を選択する と、 イ ンス ト ールは続行し ます。 ユーザーが [ いいえ ] を選択し

た場合、 イ ンス ト ールは ExitSetup ダイアログを表示し ます。

構文

SdLicenseRtf ( szTitle, szMsg, szQuestion, szLicenseFile );
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

メ モ • エン ド ユーザーが [ いいえ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し た場合は、ExitSetup ダイアログが表示されるので、関数は 

NO を戻し ません。

追加情報

イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

テーブル 60 • SdLicenseRtf のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル ( 「ソ フ ト ウ ェ ア使用許諾

契約書」 ) を表示するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg 複数行編集フ ィ ールドの上のス タ テ ィ ッ ク テキス ト フ ィ ールド に表示する メ ッ セージ

を指定し ます。 デフ ォル ト の指示を表示するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") 

を渡し ます。

szQuestion 複数行編集フ ィ ールドの下のス タ テ ィ ッ ク テキス ト  フ ィ ールド に表示するテキス ト を

指定し ます。 ユーザが [ はい ] か [ いいえ ] を選択する こ とによ って応答する質問を こ

こに配置し ます。 デフ ォル ト の指示を表示するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 

("") を渡し ます。

szLicenseFile 使用許諾契約書を含む .rtf フ ァ イルまたは ANSI テキス ト フ ァ イルの名前を指定し ます。

このフ ァ イルは、 [ サポー ト フ ァ イル / ビルボー ド ] ビ ューで適切な言語フ ォルダーに

追加する必要があり ます。 szLicenseFile は、 引用符で囲んだ完全修飾名、 または UNC 

パスを入力し て指定する こ と もできます。 .

メ モ • .rtf フ ァ イルを使用する場合、 フ ァ イルのサイズ制限は 16 MB です。

テーブル 61 • SdLicenseRtf の戻り値

戻り値 説明

YES (1) エン ド ユーザーが、 [ はい ] ボタ ンを選択し ま し た。

BACK (12) エン ド ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを選択し ま し た。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
SdLicenseRtf の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdLicenseRtf 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは SdLicenseRtf を呼び出し、 使用許諾契約書を表示してユーザーに対して

 * ユーザーに対して契約に同意するか同意しないかを問い合わせます。

 *

 * メ モ : 使用許諾契約書は定数 LICENSE_PATH が指定する場所に

 *      格納してある RTF フ ァ イルから

 *      読み込まれます。 このスク リ プ ト を実行する前に、 定数が

 *  [ サポー ト フ ァ イル / ビルボード ] ビューで既存の RTF フ ァ イルを

 *  参照するよ うに設定して く ださい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define LICENSE_PATH SUPPORTDIR ^ "License.rtf"

#define TITLE         "SdLicenseRtf の例 "

#include "Ifx.h"

function OnBegin()

STRING szMsg, szQuestion;

begin

// セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

// SdLicense へのパラ メーターと して渡す変数をセッ ト ア ッ プ します。

szMsg      = " 次の使用許諾契約をお読み く ださい。 " +

 " スクロールバーを利用して \n 残りの契約内容をご覧下さい。 ";

szQuestion = " 契約に同意するには [ はい ] を選択します。 \n" + 

 " セッ ト ア ッ プをキャンセルするには [ いいえ ] を選択します。 ";

// SdLicenseRtf ダイアログを表示します。

if (SdLicenseRtf (TITLE, szMsg, szQuestion, LICENSE_PATH) = YES) then

MessageBox (" インス ト ールを続行します。 ", INFORMATION);

endif;

end;

SdLoadString
SdLoadString 関数は、 指定された リ ソース ID に関連付けられた文字列値を戻し ます。 InstallScript エンジンは、 そ

のフ ァ イルの存在をまず _isuser.dll のリ ソース内で検索し ます。 リ ソースが検出されなかった場合、 InstallScript エ

ンジンは _isres.dll を調査し ます。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
構文

SdLoadString (nID);

パラ メ ーター

戻り値

SdLoadString の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdLoadString 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト では _isres.dll に ID IFX_MAINTUI_MSG と共に格納されている

 * 文字列リ ソースを取得するために SdLoadString を呼び出します。

 * そして文字列リ ソースがメ ッセージボッ クスに表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "Ifx.h"

function OnBegin()

テーブル 62 • SdLoadString のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nID _isuser.dll または _isres.dll の文字列リ ソースの ID を指定し ます。 い く つかの有

効な nID の値は、 InstallShield Program Files フ ォルダー \Script\Ifx\Include サブ フ ォ

ルダーにある Ifx.h フ ァ イルにあ り ます。 デフ ォル ト の OnMaintUIBefore イベン

ト  ハン ド ラー関数コー ドは、 次の識別子を使って対応する文字列値を判別し ま

す :

• IFX_MAINTUI_MSG Ñ 選択し たアプ リ ケーシ ョ ン、 およびすべてのコ ンポー

ネン ト を完全に削除し ますか ?

• IFX_ONMAINTUI_CAPTION— アン イ ンス ト ールの確認

テーブル 63 • SdLoadString の戻り値

戻り値 説明

非ヌル文字列値 SdLoadString が文字列値を正常に取得し ま し た。

ヌル文字列値 ("") SdLoadString が失敗し たこ と を示し ます。
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STRING  svResource;

begin

// 文字列リ ソースを取得します。

svResource = SdLoadString (IFX_MAINTUI_MSG);

if (svResource = "") then

// エラーを報告します。

MessageBox ("SdLoadString が失敗しました。 ", WARNING);

else

// 文字列リ ソースを表示します。

SprintfBox ( INFORMATION , "SdLoadString" ,

 " 文字列リ ソース %ld の値 :\n%s" , IFX_MAINTUI_MSG,

 svResource );

endif;

end;

SdLogonUserBrowse

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdLogonUserBrowse 関数は、 エン ド ユーザーが指定のド メ イ ンまたはサーバー、 およびユーザー名を選択できる

ダイアログを表示し ます。 このダイアログは、 エン ド ユーザーが SdLogonUserInformation ダイアログで [ 参照 ] 

ボタ ンを ク リ ッ ク し た と きに表示されます。

構文

SdLogonUserBrowse();

SdLogonUserCreateUser

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdLogonUserCreateUser 関数は、 エン ド ユーザーが SdLogonUserInformation ダイアログの [ 新規ユーザー情報 ] ボ

タ ンを ク リ ッ ク し て、 新しいユーザー情報を入力する こ とができるダイアログを表示し ます。

構文

SdLogonUserCreateUser();
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SdLogonUserInformation

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdLogonUserInformation 関数は、 アカウン ト がイ ンス ト ール中に作成される場合、 エン ド ユーザーに既存のユー

ザー アカウン ト 情報または新しいユーザー情報を入力するよ う プロンプ ト するダイアログを表示し ます。

エン ド ユーザーが [ ユーザー ] ボ ッ クスの隣にある [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 SdLogonUserBrowse ダイア

ログが表示されます。

構文

SdLogonUserInformation (byval string szTitle, byval string szMsg, byref string szAssociatedAccountName, byref string 

szAssociatePassword);
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戻り値

SdLogonUserListGroups

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdLogonUserListGroups 関数は、 エン ド ユーザーが指定のサーバーからグループを選択し て、

SdLogonUserCreateUser ダイアログの " グループ " フ ィ ールド に挿入する こ とができるダイアログを表示し ます。

構文

SdLogonUserListGroups();

SdLogonUserListServers

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

テーブル 64 • SdLogonUserInformation のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ルを表示するに

は、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg ダイアログで メ ッ セージを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ルを表示するに

は、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szAssociatedAccountName アカウン ト 名の BYREF 値を指定し ます。 例 : INSTALLSHIELD\John Smith

szAssociatePassword パスワー ドの BYREF 値を指定し ます。

テーブル 65 • SdLogonUserInformation の戻り値

戻り値 説明

NEXT ユーザーが、 [ 次へ ] ボタ ンを選択し たこ と を示し ます。

BACK ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを選択し たこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS ダイアログが表示されなかったこ と を示し ます。
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• InstallScript MSI

SdLogonUserListServers 関数は、 エン ド ユーザーがユーザーアカウン ト が関連付けられている ド メ イ ンまたはサー

バーを参照する こ とができるダイアログを表示し ます。

構文

SdLogonUserListServers();

SdLogonUserListUsers

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdLogonUserListUsers 関数は、 エン ド ユーザーが指定のド メ イ ンまたはサーバーに既存のユーザーを参照し て選

択できるダイアログを表示し ます。

構文

SdLogonUserListUsers();

SdMakeName
SdMakeName 関数は、 カス タムダイアログのセクシ ョ ン名を作成し ます。 このセクシ ョ ン名は、 .iss フ ァ イルへの

書き込みと .iss フ ァ イルからの読み取り で利用されます。 これは、 InstallScript ベースのイ ンス ト ール プロジ ェ ク

ト で Setup.exe を サイ レン ト モー ド で実行する際に必要と な り ます。

構文

SdMakeName (svSection, szDlg, szUnused, nvDlgName);
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戻り値

な し。

SdMakeName の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdMakeName 関数、 SilentReadData 関数、 そして SilentWriteData 関数の

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例ではサイレン ト  インス ト ールでのカスタム ダイアログの

 * 処理方法を説明します。 下に表示したカスタムダイアログボッ クス例の

 * リ ソース .dll は、 の [ サポー ト フ ァ イル / ビルボード ] ビューに、

 * 圧縮された形で格納されます。

 *

 * ダイアログ例は InstallShield が提供する

 * カスタム ダイアログ テンプレー ト からビルド されたものです。

 *

 * ダイアログ コン ト ロール ID とその他の情報は

テーブル 66 • SdMakeName のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

svSection セクシ ョ ン名を指定し ます ( たと えば、 "MyDlg-0")。 InstallShield は szDlg およ

び nvDlgName 変数を使用し て、 この変数に値を配置し ます。 この値は、

SilentReadData および SilentWriteData で使用されます。

szDlg セクシ ョ ン名を作成するカス タムダイアログ ( 例 MyDlg) の名前を指定し ます。

szUnused このパラ メ ーターは使用されません。 このパラ メ ーターには、 ヌル文字列 ("") 

を渡し ます。

nvDlgName szDlg で指定されたダイアログの SdMakeName 呼び出し回数を記録する カウン

ターを指定し ます。 このカウン ターは InstallShield によ って自動的に 1 つずつ

増加されます。

セクシ ョ ンに正しい名前を付けるには、 各カス タム ダイアログのこのパラ メ ー

ターに固有な変数名を使用する必要があり ます。 szDlg のダイアログ名を変数

名と し て使用するのが、 簡単な方法です。 た と えば、 szDlg が "MyDlgOne" の場

合、 このパラ メ ーターの変数に nvMyDlgOne とい う名前を付け、 szDlg が 

"MyDlgTwo" の場合は、 nvMyDlgTwo とい う 名前を付けます。
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 * Resource.h フ ァ イルに含まれます ( 表示されません )。 例の 初の行に含まれる

 * このフ ァ イルは、 InstallShield の [InstallScript] ビューに

 * 挿入されな く てはなり ません。

 *

 * 例では、 Cominit.txt と名づけられたテキス ト フ ァ イルを作成します。 インス ト ールが

 * サイレン ト モード で実行される場合、 SilentReadData が呼び出され、

 * カスタムダイアログコン ト ロール選択が .iss  フ ァ イルから

 * 読み込まれます。 そして選択は、 .iss フ ァ イルから

 * 無事に読み込まれるこ と をデモンス ト レーシ ョ ンする意味で、 Cominit.txt

 * フ ァ イルに保存されます。 インス ト ールが

 * 標準モード で実行された場合、 カスタムダイアログが

 * 表示され、 選択肢が .iss フ ァ イルに記録されて

 *  メ ッセージボッ クスに表示されます。 .ISS フ ァ イルの初期テキス トは

 * スク リ プ ト例の後に表示されています。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "Resource.h"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_SdMakeName(HWND);

function ExFn_SdMakeName(hMSI)

BOOL   bDone;

STRING svSection, svComPort, svPulse, svTone, svDial9, svVal;

NUMBER nvCommDialog, nCmdValue, nPulseState, nToneState;

NUMBER nDial9State, nResult, nvHandle;

LIST   listID;

HWND hwndDlg;

begin

//COMINIT.TXT テキス ト フ ァ イルを開いて、 .ISS フ ァ イルからのカスタムダイアログ選択を

// そこに保存します。

OpenFileMode (FILE_MODE_APPEND);

OpenFile (nvHandle, "c:\\rul", "cominit.txt");

// サイレン ト モード で実行中の場合、 .ISS フ ァ イルから読み込まれます。

if (MODE=SILENTMODE) then

SdMakeName (svSection, "COMM_DIALOG", "", nvCommDialog);

SilentReadData (svSection, "Result", DATA_NUMBER, svVal, nResult);

if (nResult = 1) then

// .ISS フ ァ イルからデータが読み込まれます。 テキス ト フ ァ イルに

// 結果を書き込む為に、 データ を文字列と して

// 読み込みます。

SilentReadData (svSection, "nPulseState", DATA_STRING,

 svPulse, nResult);

SilentReadData (svSection, "nToneState", DATA_STRING,

 svTone, nResult);

SilentReadData (svSection, "nDial9State", DATA_STRING,

 svDial9, nResult);

// カスタムダイアログの選択をテキス ト フ ァ イル
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// COMINIT.TXT に格納します。

svVal = " パルスボッ クスは : " ^ svPulse;

WriteLine(nvHandle, svVal);

svVal = " ト ーン ボッ クスは : " ^ svTone;

WriteLine(nvHandle, svVal);

svVal = "Dial9 ボッ クスは : " ^ svDial9;

WriteLine(nvHandle, svVal);

endif;

// サイレン ト モード以外の場合、 通常通り カスタムダイアログを

// 呼び出し、 処理します。

else

listID = ListCreate (STRINGLIST);

ListAddString (listID, "COMM1:", AFTER);

ListAddString (listID, "COMM2:", AFTER);

ListAddString (listID, "COMM3:", AFTER);

ListAddString (listID, "COMM4:", AFTER);

EzDefineDialog ("MYCOMDIALOG", SUPPORTDIR^"RESOURCE.DLL",

 "COMM_DIALOG",0);

bDone = FALSE;

while (bDone=FALSE)

nCmdValue = WaitOnDialog ("MYCOMDIALOG");

switch (nCmdValue)

case DLG_INIT:

// このダイアログの [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ] ボタ ン と有効 / 無効状態を初期化して、 

// 初期化して、 コン ト ロール ID 700-724 および 202 上で %P、 %VS、 %VI を 

// それぞれ IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、 および

// IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION で 置換します。 

//

hwndDlg = CmdGetHwndDlg("MYCOMDIALOG");

SdGeneralInit("MYCOMDIALOG", hwndDlg, 0, "");

CtrlSetState ("MYCOMDIALOG", ID_TONE, BUTTON_CHECKED);

CtrlSetList ("MYCOMDIALOG", ID_COMPORT, listID);

CtrlSetState ("MYCOMDIALOG", ID_DIAL9, BUTTON_CHECKED);

case OK:

CtrlGetCurSel ("MYCOMDIALOG", ID_COMPORT, svComPort);

nPulseState = CtrlGetState ("MYCOMDIALOG", ID_PULSE);

nToneState = CtrlGetState ("MYCOMDIALOG", ID_TONE);

nDial9State = CtrlGetState ("MYCOMDIALOG", ID_DIAL9);

nResult = NEXT;

bDone = TRUE;

case BACK:

nResult = BACK;

bDone = TRUE;

case RES_PBUT_CANCEL:

// ユーザーが [ キャンセル ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case DLG_CLOSE:

// ユーザーがウ ィ ン ドウの [ 閉じ る ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case ID_PULSE:

nPulseState = CtrlGetState ("MYCOMDIALOG", ID_PULSE);
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if (nPulseState = BUTTON_CHECKED) then

CtrlSetState ("MYCOMDIALOG", ID_TONE, BUTTON_UNCHECKED);

CtrlSetState ("MYCOMDIALOG", ID_PULSE, BUTTON_CHECKED);

else

CtrlSetState ("MYCOMDIALOG", ID_TONE, BUTTON_CHECKED);

CtrlSetState ("MYCOMDIALOG", ID_PULSE, BUTTON_UNCHECKED);

endif;

case ID_TONE:

nToneState = CtrlGetState ("MYCOMDIALOG", ID_TONE);

if (nPulseState = BUTTON_CHECKED) then

CtrlSetState ("MYCOMDIALOG", ID_TONE, BUTTON_CHECKED);

CtrlSetState ("MYCOMDIALOG", ID_PULSE, BUTTON_UNCHECKED);

else

CtrlSetState ("MYCOMDIALOG", ID_TONE, BUTTON_UNCHECKED);

CtrlSetState ("MYCOMDIALOG", ID_PULSE, BUTTON_CHECKED);

endif;

case DLG_ERR:

MessageBox (" ダイアログを表示できませんでした。 セッ ト ア ッ プがキャンセルされました。 ", SEVERE);

abort;

endswitch;

endwhile;

EndDialog ("MYCOMDIALOG");

ReleaseDialog ("MYCOMDIALOG");

SdMakeName (svSection, "COMM_DIALOG", "", nvCommDialog);

SilentWriteData (svSection, "nPulseState", DATA_NUMBER,

svPulse, nPulseState);

SilentWriteData (svSection, "nToneState", DATA_NUMBER,

svTone, nToneState);

SilentWriteData (svSection, "nDial9State", DATA_NUMBER,

svDial9, nResult);

if (nPulseState = BUTTON_CHECKED) then

MessageBox (" パルスボタ ンが選択されました。 ", INFORMATION);

else

MessageBox (" パルスボタ ンの選択が解除されました。 ", INFORMATION);

endif;

if (nToneState = BUTTON_CHECKED) then

MessageBox (" ト ーンボタ ンが選択されました。 .", INFORMATION);

else

MessageBox (" ト ーンボタ ンの選択が解除されました。 ", INFORMATION);

endif;

if (nDial9State = BUTTON_CHECKED) then

MessageBox ("Dial9 ボタ ンが選択されました。 ", INFORMATION);

else

MessageBox ("Dial9 の選択が解除されました。 ", INFORMATION);

endif;

endif;

// テキス ト フ ァ イル COMINIT.TXT を閉じます。

CloseFile (nvHandle);
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end;

/* 以下のコードは、 前述の例の初期 .iss フ ァ イルテキス ト です。 こ こでは、 角括弧を含んだ <PRODUCT_GUID> が プロジ ェ

ク ト の GUID を 

示します。 -1001 は BUTTON_CHECKED の数値で、 -1002 は BUTTON_UNCHECKED の数値です。

[InstallShield Silent]

Version=v9.00

File=Response File

[Application]

Name=MyDialog

Version=4.0

Company= ソ フ ト ウェ ア会社名

[<PRODUCT_GUID>-DlgOrder]

Dlg0=<PRODUCT_GUID>-COMM_DIALOG-0

Count=1

[<PRODUCT_GUID>-COMM_DIALOG-0]

nPulseState=-1001

nToneState=-1002

nDial9State=-1001

Result=1

*/

SdOptionsButtons

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdOptionsButtons 関数はビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージを持つ 1 個から 4 個のプ ッ シュボタ ン コ ン ト ロールを含むダイア

ログを表示し ます。 各コ ン ト ロールの横に、 短いテキス ト 説明が表示されます。

重要 • SdOptionsButtons ダイアログ上のプ ッ シュボタ ン コ ン ト ロールのコ ン ト ロール ID を変更し た り、 プ ッ シュ

ボタ ン コ ン ト ロールの 1 つをデフ ォル ト のコ ン ト ロールと し て設定し た りする こ とはできません。 コ ン ト ロール 

ID を変更する、 またはこれらのコ ン ト ロールの 1 つをダイアログのデフ ォル ト  コ ン ト ロールと し て設定する と、

SdOptionsButtons ダイアログが予定通り に動作し な く な り ます。

メ モ • SdOptionsButtons はセ ッ ト ア ッ プの種類ダイアログと し て使用できますが、 SdSetupTypeEx ダイアログはカ

ス タ マイズを必要と し ないため、 エン ド ユーザーがセ ッ ト ア ッ プの種類を選択するためのダイアログと し て推奨

されます。 エン ド ユーザーが選択し たセ ッ ト ア ッ プの種類を取得するために SdOptionsButtons を呼び出し た場

合、 次に FeatureSetupTypeSet を呼び出し て、 選択されたセ ッ ト ア ッ プの種類を設定する必要があ り ます。

構文

SdOptionsButtons (szTitle, szMsg, listButton, listDescription);
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テーブル 67 • SdOptionsButtons のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログ タ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル (" 機能の選択 ") を

表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 このダイアログ ボ ッ クスのデ

フ ォル ト の指示 「イ ンス ト ールする機能を選択し て く だ さい」 を表示するに

は、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

listButton 1 つから ４  つまでの要素を含む文字列リ ス ト を指定し ます。 各要素は形式化さ

れた文字列で、 ボタ ンに表示されるイ メ ージを指定し ます。 リ ス ト 内の各文字

列要素に対しボタ ンが 1 つずつ表示されます。 文字列リ ス ト 要素の形式は次の

とお り です。

@@ResourceID;ScaleFactor

ResourceID は、 .png イ メ ージ ( リ ソース タ イプ PNG と し て格納される ) また

はビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージ ( リ ソース タ イプ RT_BITMAP と し て格納される ) の

いずれかを検出するためのリ ソース識別番号を示し ます。 ScaleFactor は、 イ

メ ージが意図されている DPI スケール率を示し ます。

た と えば、 スケール因子は 100% (96 DPI)、 125% (120 DPI)、 150% (144 DPI)、 200% 

(192 DPI) と な り ます。 イ メ ージに指定されているスケール因子が 200 の場合、

200% DPI スケール以下で実行中のターゲッ ト  システム上で、 イ メ ージは縮小表

示されます。 200% ターゲッ ト システム上で、 これは 1:1 の割合で表示されま

す。 イ メ ージに指定されているスケール因子が 100 の場合、 200% DPI スケール

で実行中のターゲッ ト  システム上で、 イ メ ージは拡大表示されます。
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listButton ( 続き ) ビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージ (.bmp) を識別する以前のフ ォーマ ッ ト も使用できます

が、 スケーリ ングまたは .png イ メ ージがサポー ト されていません :

@BitmapResourceID;TransparentFlag;3-DFlag;<unused>;TransparentColorKey

BitmapResourceID は、 ビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージのリ ソース ID 番号を示し ます。

TransparentFlag は、 1 (true) または 0 (false) のいずれかで示され、 ビ ッ ト マ ッ プ

を表示する際、 TransparentColorKey フ ィ ールド で指定し た色が透明かそ う でな

いかを示し ます。 TransparentColorKey は、 ビ ッ ト マ ッ プの透過色を示す RGB 

値を指定し ます。

InstallShield には、 この関数で使用できる 4 つのデフ ォル ト のビ ッ ト マ ッ プが、

_isres.dll にあ り ます。 これらのビ ッ ト マ ッ プの ID は 12001 から 12004 までで、

このスク リ プ ト 例にあるセ ッ ト ア ッ プの種類の通常、 ポータ ブル、 コ ンパク

ト 、 カス タムに対応し ます。 このダイアログを別の目的に使用する場合、 また

は、 _isres.dll に含まれている タ イプ以外のセ ッ ト ア ッ プの種類を使用する場合

は、 _isres.dll ダイアログのテンプレー ト にカス タムボタ ンを追加し、 カス タ マ

イズし たイ ンス ト ールに _isres.dll を含める必要があ り ます。

ヒ ン ト • ダイアログエデ ィ ターで作成されたビ ッ ト マ ッ プ コ ン ト ロールのビ ッ

ト マ ッ プ ID を決定するには、 プロジ ェ ク ト をビルド し て、 .rc フ ァ イルを開い

てビ ッ ト マ ッ プ ID を見つける必要があ り ます。 .rc フ ァ イルはプロジ ェ ク ト  

フ ォルダーにあり ます ( デフ ォル ト では、 C:\InstallShield 2016 Projects\ プロ

ジ ェ ク ト 名 .ism)。 追加ビ ッ ト マ ッ プ コ ン ト ロールを追加する と、 ビ ッ ト マ ッ プ 

ID が変更される場合があ り ます。 このため、 プロジ ェ ク ト を再ビルド し て .rc 

フ ァ イルを再び開き、 ア ッ プデー ト されたビ ッ ト マ ッ プ ID を探す必要があ り

ます。

listDescription listButton のパラ メ ーターにある文字列に対応する、 1 つから 4 つまでの文字列

要素を含む文字列リ ス ト を指定し ます。 各文字列は記述テキス ト で、 対応する

ボタ ン と と もに表示されます。

テーブル 67 • SdOptionsButtons のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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戻り値

メ モ • ユーザーが必要なボタ ンを ク リ ッ ク し ないでダイアログを終了するのを防ぐには、 SdOptionsButtons を呼び

出す前に、 Disable 関数を呼び出し て、 [ 次へ ] ボタ ンを無効にし ます。

追加情報

イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

SdOptionsButtons の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdOptionsButtons 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トはユーザーによるセッ ト ア ッ プ タ イプの選択を可能にします。 まず、

 * 2 つのリス ト が作成されます。 ひとつはセッ ト ア ッ プの種類ボタ ンアイ コン、

 * も うひとつはセッ ト ア ッ プの種類の説明です。 そして、 ボタ ン と説明が

 * リ ス ト に追加されます。 次に、 ダイアログが

 * 表示されます。 ユーザーがセ ッ ト ア ッ プの種類ボタ ンをク リ ッ ク したと き、

 * ダイアログが閉じ、 ユーザーの選択がメ ッセージボッ クスに表示

テーブル 68 • SdOptionsButtons の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) [ 次へ ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。

BACK (12) [ 戻る ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。

101 listButton の 初の文字列要素に対応するボタ ンが選択されたこ と を示し ます。

102 listButton の 2 番目の文字列要素に対応するボタ ンが選択されたこ と を示し ま

す。

103 listButton の 3 番目の文字列要素に対応するボタ ンが選択されたこ と を示し ま

す。

104 listButton の 4 番目の文字列要素に対応するボタ ンが選択されたこ と を示し ま

す。 
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 * されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "Ifx.h"

function OnBegin()

STRING szTitle, szMsg;

LIST listButton, listDesc;

NUMBER nResult;

begin

// セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ン と [ 次へ ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

Disable (NEXTBUTTON);

// ボタ ン と説明のリス ト を作成します。

listButton = ListCreate (STRINGLIST);

listDesc = ListCreate (STRINGLIST);

if (listButton = LIST_NULL) || (listDesc = LIST_NULL) then

// エラーを報告し、 中止します。

MessageBox(" リス ト を作成するこ とができませんでした。 ", INFORMATION);

abort;

endif;

// listButton にビ ッ ト マ ッ プ ボタ ンを追加します。

ListAddString (listButton, "@12001;1;255,0,255", AFTER);

ListAddString (listButton, "@12002;1;255,0,255", AFTER);

ListAddString (listButton, "@12003;1;255,0,255", AFTER);

ListAddString (listButton, "@12004;1;255,0,255", AFTER);

// listDesc へ説明を追加します。

ListAddString (listDesc, " 標準 \n" +

" ほとんどのコンピューターに推奨します。 .", AFTER);

ListAddString (listDesc, " ポータブル \n" +

" アプ リケーシ ョ ンはポータブルコンピューターに役立つ "  +

" オプシ ョ ン と共にセ ッ ト ア ッ プされます。 " +

"", AFTER);

ListAddString (listDesc, " コンパク ト \n" +

" デ ィ スク容量を保持するため、 オプシ ョ ン機能は " +

" どれも インス ト ール " +

" されません。 ", AFTER);

ListAddString (listDesc, " カスタム \n" +

" 上級ユーザーとシステム管理者 " +

" 専用です。 利用可能なすべてのセッ ト ア ッ プオプシ ョ ンを 　" +

" カスタマイズするこ とが " +

" できます。 ", AFTER);

// ダイアログを表示します。

nResult = SdOptionsButtons (szTitle, szMsg, listButton, listDesc);

// どのボタ ンが選択されたのかを示すメ ッセージを表示します。

switch (nResult)

case 101:

MessageBox (" 標準インス ト ールが選択されました。 ", INFORMATION);

case 102:

MessageBox (" ポータブルインス ト ールが選択されました。 ", INFORMATION);

case 103:
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MessageBox ("Compact インス ト ールが選択されました。 ", INFORMATION);

case 104:

MessageBox (" カスタムインス ト ールが選択されました。 ", INFORMATION);

デフ ォルト :

MessageBox ("SdOptionsButtons:\n\n エラーが発生しました。 ", SEVERE);

endswitch;

Enable(NEXTBUTTON);

// リス ト を破棄します。

ListDestroy (listButton);

ListDestroy (listDesc);

end;

SdOutOfDiskSpace

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SdOutOfDiskSpace 関数は、 アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ールに充分な空き容量がターゲッ ト システムにないこ と

をユーザーに警告するダイアログを表示し ます。 またボリ ューム、 必要な容量、 使用可能容量および必要な容量

と使用可能な容量の差についてのリ ス ト ビ ューを表示し ます。

InstallScript MSI イ ンス ト ールでは、 この関数は INSTALLMESSAGE_OUTOFDISKSPACE メ ッ セージが検出された時

に ト リ ガーされます。 このメ ッ セージは MSI エンジンから送られます。

SdDiskSpace2 関数は、 SdOutOfDiskSpace 関数に優先し ます。

構文

SdOutOfDiskSpace ( szTitle, szMsg );
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

SdPatchWelcome

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SdPatchWelcome 関数は、 パッ チイ ンス ト ール中にエン ド ユーザーに対し てよ う こそ メ ッ セージを表示するダイア

ログを作成し ます。

構文

SdPatchWelcome ( szTitle, szMsg );

テーブル 69 • SdOutOfDiskSpace のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル 「デ ィ スク容量不

足」 を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 このテキス ト はス タ テ ィ ッ ク

　 コ ン ト ロールとみな されます。 このダイアログにデフ ォル ト の指示を表示す

るには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

テーブル 70 • SdOutOfDiskSpace の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) エン ド ユーザーが、 [OK] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

• イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを

利用し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー

] または [ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。 

• SdPatchWelcome を呼び出し た と きに、 SD_NDLG_PATCHWELCOM ( ダイアログ リ ソース : 12059) がイ ンス

ト ールの _isres.dll フ ァ イル内に見つからない場合、 SdPatchWelcome の代わり に SdWelcome が自動的に呼び

出され、 SdPatchWelcome ダイアログに類似し たダイアログが表示されます。 この場合、 szTitle および szMsg 

の値が SdWelcome 関数に渡されるか、 szTitle および szMsg が空白の場合はカス タム 文字列が使用されます。

これは、 イ ンス ト ールが InstallShield Developer 7 で作成された製品をパッ チする場合、 またはダイアログ テ

ンプレー ト が手動で削除されている場合にのみ発生し ます。

この処理が発生する と き、 ダイアログは SdWelcome と同じ テンプレー ト を使用し ます。 従って、 SdWelcome 

ダイアログ テンプレー ト に追加された変更は、 SdPatchWelcome ダイアログにも反映されます。

このシナ リ オでは、 サイ レン ト  モー ドはサポー ト されていないため、 正し く 動作し ません。

 SdPatchWelcome の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

テーブル 71 • SdPatchWelcome のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルに表示するテキス ト を指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト

ル 「よ う こそ」 を表示するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し

ます。

szMsg [ よ う こそ ] ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 以前に 

SdProductName を呼び出し た際に設定し た製品名を このメ ッ セージに含めるに

は、 メ ッ セージ文字列の任意の場所に %P プレースホルダーを挿入し ます。

メ ッ セージが表示される と、 %P は製品名に置き換えられます。 デフ ォル ト の

タ イ ト ル よ う こそ メ ッ セージを表示するには、 このパラ メ ーターにヌル文字

列 ("") を渡し ます。

テーブル 72 • SdPatchWelcome の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) [ 次へ ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。
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 *

 * SdPatchWelcome 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 *　 この関数は、 パッチのインス ト ール中にエン ドユーザーに表示される 

 * よ う こそ メ ッセージを表示します。 この関数は、 OnPatchUIBefore イベン トのデフ ォルト のスク リ プ ト で

 * 呼び出されます。 これは InstallScript MSI プロジェ ク トの 「その他」 のイベン ト  カテゴ リに

 * あり ます。  

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "Ifx.h"

function OnBegin()

STRING szTitle, szMsg;

begin

// デフ ォル トのタ イ ト ルと メ ッセージと一緒に SdPatchWelcome を表示します。

szTitle = "";

szMsg  = "";

SdPatchWelcome(szTitle, szMsg);

end;

SdProductName
SdProductName 関数はシステム変数 IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME の値を設定し ます。 この値によ って製品名が 

%P プレースホルダーのイ ンス タ ンスすべてに対し て有効と な り ます。 %P プレースホルダーは、 Sd ダイアログの

静的テキス ト フ ィ ールド にある場合があ り ます。 さ らに、 標準ダイアログ関数の中には SdFinish のよ う に、 パラ

メ ーターと し て関数に渡す文字列に %P を含める こ とができる ものもあ り ます。

構文

SdProductName (szProductName);

パラ メ ーター

戻り値

この関数は値を返し ません。

テーブル 73 • SdProductName のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szProductName イ ンス ト ールされた製品名を指定し ます。 製品名のプレースホルダー (%P) が、

標準ダイアログの該当する静的フ ィ ールド にある場合は、 この名前に置き換え

られます。

注意 • 製品名にアンパサン ド (&) を含める場合、 エン ド ユーザーダイアログで

名前を正し く 表示するには、 2 つのアンパサン ド (&&) を使用する必要があ り ま

す。 た と えば "New & Improved Product" と表示する場合、 製品名を "New && 

Improved Product" と入力し ます。
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SdProductName を呼び出す代わりの例と し て、

SdProductName (" 製品名 ");

シンプルに適切な値を IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME に割り当てる こ とができます。 例えば、

IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME = " 製品名 ";

SdProductName の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdProductName 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * まず、 SdProductName が呼び出され、 製品名を % プレースホルダーの

 * 代替と して設定します。 これは、 SdWelcome 関数、

 * Sd ダイアログへ渡される メ ッセージ文字列に埋め込まれます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "Ifx.h"

function OnBegin()

STRING  szProductName, szTitle;

begin

// 製品名を %P プレースホルダーの代わりに設定します。

szProductName = " 自分のアプ リケーシ ョ ン ";

SdProductName (szProductName);

// セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

// SdWelcome ダイアログを表示します。 2 番目のパラ メーターのヌル文字列は

// デフ ォルト  メ ッセージを指定します。 これは %P プレースホルダーを利用します。

szTitle = "SdProductName の例 ";

SdWelcome (szTitle, "");

end;

SdRegisterUser

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :
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• InstallScript

• InstallScript MSI

SdRegisterUser 関数は、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ール中の製品のユーザー名および会社名を指定できるダイア

ログを表示し ます。

適切なパラ メ ーターを指定する こ と で、 これらのフ ィ ールド にデフ ォル ト 値を設定できます。 ヌル文字列 ("") を

指定する と、 関数は適切なスク リ プ ト 変数を使用し ます。

データが両方の編集フ ィ ールド に存在する場合のみ、 [ 次へ ] ボタ ンは有効にな り ます。 エン ド ユーザーはフ ィ ー

ルド を空白にする こ とはできません。

構文

SdRegisterUser (szTitle, szMsg, svName, svCompany);
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パラ メ ーター

戻り値

テーブル 74 • SdRegisterUser のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル 「ユーザー情報」 を

表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 このダイアログにデフ ォル ト の

指示を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

svName 関数が呼び出された と きの " 名前 " 編集フ ィ ールドのデフ ォル ト 値を指定し ま

す。

ヌル文字列 ("") が指定された場合、 デフ ォル ト 値は、

IFX_PRODUCT_REGISTEREDOWNER 変数の現在の値と な り ます。 InstallScript プロ

ジ ェ ク ト の場合、 この変数は初回イ ンス ト ールの場合はレジス ト リから、 また メ

ンテナンス モー ドの場合は対応するテキス ト 置換から読み込まれます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 変数のデフ ォル ト 値は常に Windows 

Installer プロパテ ィ  USERNAME から読み込まれます。

関数は、 エン ド ユーザーがこのパラ メ ーターで指定し た値を返し ます。

InstallScript イ ンス ト ールの場合、 関数はさ らに IFX_PRODUCT_REGISTEREDOWNER 

の値をエン ド ユーザーが指定し た値に設定し ます。 InstallScript MSI イ ンス ト ール

の場合、 関数は Windows Installer プロパテ ィ  USERNAME を自動的に更新し ます。

svCompany 関数が呼び出された と きの " 会社 " 編集フ ィ ールドのデフ ォル ト 値を指定し ま

す。

ヌル文字列 ("") が指定された場合、 デフ ォル ト 値は、

IFX_PRODUCT_REGISTEREDCOMPANY 変数の現在の値と な り ます。 InstallScript プ

ロジ ェ ク ト の場合、 この変数は初回イ ンス ト ールの場合はレジス ト リから、 また

メ ンテナンス モー ドの場合は対応するテキス ト 置換から読み込まれます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 変数のデフ ォル ト 値は常に Windows 

Installer プロパテ ィ  COMPANYNAME から読み込まれます。

関数は、 エン ド ユーザーがこのパラ メ ーターで指定し た値を返し ます。

InstallScript イ ンス ト ールの場合、 関数はさ らに 

IFX_PRODUCT_REGISTEREDCOMPANY の値をエン ド ユーザーが指定し た値に設定し

ます。 InstallScript MSI イ ンス ト ールの場合、 関数は Windows Installer プロパテ ィ  

COMPANYNAME を自動的に更新し ます。

テーブル 75 • SdRegisterUser の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) [ 次へ ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。

BACK (12) [ 戻る ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
追加情報

イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

SdRegisterUser の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdRegisterUser 関数と SdConfirmRegistration 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * SdRegisterUser が呼び出されて、 ユーザー名と会社名を

 * 問い合わせます。 これらのエン ト リは SdConfirmRegistration が呼び出されたと きに

 * 確認されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define REG_TITLE      "SdRegisterUser の例 "

#define REG_MSG         " こ こで製品を登録して く ださい。 "

#define CONFIRM_TITLE "SdConfirmRegistration の例 "

#include "Ifx.h"

function OnBegin()

STRING svName, svCompany;

NUMBER nResult;

begin

// セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

repeat

// ユーザー名と会社名を取得します。

SdRegisterUser (REG_TITLE, REG_MSG, svName, svCompany);

// 情報が正しいこ と を確認します。 SdRegisterUser は

// シリ アル番号を取得しないので、 パラ メーター 4 に文字列を渡します。

nResult = SdConfirmRegistration (CONFIRM_TITLE, svName, svCompany, "", 0);

until nResult = YES;

end;
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
SdRegisterUserEx

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdRegisterUserEx 関数は、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ール中の製品のユーザー名、 会社名、 およびシ リ アル番号

を指定できるダイアログを表示し ます。

適切なパラ メ ーターを指定する こ と で、 これらのフ ィ ールド にデフ ォル ト 値を設定できます。 ヌル文字列 ("") を

指定する と、 関数は適切なスク リ プ ト 変数を使用し ます。

データが この 3 つの編集フ ィ ールド すべてに存在する場合のみ、 [ 次へ ] ボタ ンは有効にな り ます。 エン ド ユー

ザーはフ ィ ールド を空白にする こ とはできません。

メ モ • SdRegisterUserEx 関数はシ リ アル番号の検証を行いません。 シ リ アル番号を検証する コー ド を追加する方法

については、 サンプル シ リ アル番号検証プロジ ェ ク ト を参照し て く ださい。 このサンプル プロジ ェ ク ト は、

InstallShield プログラム フ ァ イル フ ォルダー内の Samples サブ フ ォルダーの 1 つにあ り ます。 デフ ォル ト のイ ン

ス ト ール先は、 C:\Program Files\InstallShield\2016\Samples\InstallScript\Serial Number Validation Sample Project で

す。

構文

SdRegisterUserEx (szTitle, szMsg, svName, svCompany, svSerial);
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

テーブル 76 • SdRegisterUserEx のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル 「ユーザー情報」 を

表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 このダイアログにデフ ォル ト の

指示を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

svName 関数が呼び出された と きの " 名前 " 編集フ ィ ールドのデフ ォル ト 値を指定し ま

す。

ヌル文字列 ("") が指定された場合、 デフ ォル ト 値は、

IFX_PRODUCT_REGISTEREDOWNER 変数の現在の値と な り ます。 InstallScript プロ

ジ ェ ク ト の場合、 この変数は初回イ ンス ト ールの場合はレジス ト リから、 また メ

ンテナンス モー ドの場合は対応するテキス ト 置換から読み込まれます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 変数のデフ ォル ト 値は常に Windows 

Installer プロパテ ィ  USERNAME から読み込まれます。

関数は、 エン ド ユーザーがこのパラ メ ーターで指定し た値を返し ます。

InstallScript イ ンス ト ールの場合、 関数はさ らに IFX_PRODUCT_REGISTEREDOWNER 

の値をエン ド ユーザーが指定し た値に設定し ます。 InstallScript MSI イ ンス ト ール

の場合、 関数は Windows Installer プロパテ ィ  USERNAME を自動的に更新し ます。

svCompany 関数が呼び出された と きの " 会社 " 編集フ ィ ールドのデフ ォル ト 値を指定し ま

す。

ヌル文字列 ("") が指定された場合、 デフ ォル ト 値は、

IFX_PRODUCT_REGISTEREDCOMPANY 変数の現在の値と な り ます。 InstallScript プ

ロジ ェ ク ト の場合、 この変数は初回イ ンス ト ールの場合はレジス ト リから、 また

メ ンテナンス モー ドの場合は対応するテキス ト 置換から読み込まれます。

InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合、 変数のデフ ォル ト 値は常に Windows 

Installer プロパテ ィ  COMPANYNAME から読み込まれます。

関数は、 エン ド ユーザーがこのパラ メ ーターで指定し た値を返し ます。

InstallScript イ ンス ト ールの場合、 関数はさ らに 

IFX_PRODUCT_REGISTEREDCOMPANY の値をエン ド ユーザーが指定し た値に設定し

ます。 InstallScript MSI イ ンス ト ールの場合、 関数は Windows Installer プロパテ ィ  

COMPANYNAME を自動的に更新し ます。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
戻り値

追加情報

イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

SdRegisterUserEx の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 *  SdRegisterUserEx 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 *　SdRegisterUserEx を呼び出してユーザーから インス ト ール情報を 

 * 取得します。 情報はリス ト に格納され、 

 * SdShowInfoList に表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "Ifx.h"

svSerial 関数が呼び出された と きの " シ リ アル番号 " 編集フ ィ ールド のデフ ォル ト 値を指

定し ます。

ヌル文字列 ("") が指定された場合、 デフ ォル ト 値は、

IFX_PRODUCT_REGISTEREDSERIALNUM 変数の現在の値と な り ます。 この変数は

初回イ ンス ト ールの場合はレジス ト リから、 また メ ンテナンス モー ドの場合は対

応するテキス ト 置換から読み込まれます。

関数は、 エン ド ユーザーがこのパラ メ ーターで指定し た値を返し ます。 関数はさ

らに IFX_PRODUCT_REGISTEREDSERIALNUM の値をエン ド ユーザーが指定し た値に

設定し ます。

テーブル 77 • SdRegisterUserEx の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) [ 次へ ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。

BACK (12) [ 戻る ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。

テーブル 76 • SdRegisterUserEx のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
function OnBegin()

STRING szTitle, szMsg, svName, svCompany, svSerial;

LIST listData;

begin

// リス ト を作成します。

listData = ListCreate (STRINGLIST);

// SdRegisterUserEx を呼び出すパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szTitle = "SdRegisterUserEx の例 ";

szMsg = " 名前、 会社名、 及びシリアル番号を入力して く ださい。 ";

// 登録情報を読み出します。

SdRegisterUserEx (szTitle, szMsg, svName, svCompany, svSerial);

// リス トへ情報を追加します。

ListAddString (listData, " ユーザー情報 : ", AFTER);

ListAddString (listData, " " + svName, AFTER);

ListAddString (listData, " " + svCompany, AFTER);

ListAddString (listData, " " + svSerial, AFTER);

ListAddString (listData, "", AFTER);  

// SdShowInfoList でリ ス ト からユーザーの選択を表示します。

szMsg = " 名前、 会社名、 及びシリアル番号を入力して く ださい。 " +

"SdRegisterUserEx. に入力した情報です。 ";

SdShowInfoList(szTitle, szMsg, listData);

end;

SdRMFilesInUse

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の種類は、 SdFilesInUse 関数をサポー ト し ます :

SdRMFilesInUse 関数は、 開いた状態でフ ァ イルをロ ッ ク し ているアプ リ ケーシ ョ ンの一覧を表示する リ ス ト  ボ ッ

クスを含むダイアログを表示し ます。 ダイアログにはまた、 イ ンス ト ールが、 1) 再起動マネージャーを使用し て、

フ ァ イルをロ ッ ク し ているアプ リ ケーシ ョ ンを閉じ る試みをするか、 または 2) ロ ッ ク されている フ ァ イルを上書

きする試みをするか ( 結果と し て、 イ ンス ト ールの完了に再起動が必要になる可能性が高 く な り ます ) エン ド ユー

ザーが指定できる 2 つのラジオ ボタ ンがあ り ます。

通常、 OnRMFilesInUse イベン ト  ハン ド ラーはこのダイアログを InstallScript MSI イ ンス ト ールで、 Windows 

Installer から送信された INSTALLMESSAGE_FILESINUSE メ ッ セージへの応答と し て表示し ます。 これが発生し た と

き、 Windows Installer はイ ンス ト ールにフ ァ イルをロ ッ ク し ているアプ リ ケーシ ョ ンのリ ス ト を提供し ます。 アプ

リ ケーシ ョ ンのリ ス ト は szMessage パラ メ ーターを通し て OnRMFilesInUse イベン ト に渡されます。 イベン ト は 

szMessage パラ メ ーターを通し て、 この情報を SdRMFilesInUse イベン ト に渡し ます。 その次、 イベン ト は関数か

らの戻り値を イベン ト の戻り値と し て渡し ます。 これによ り、 Windows Installer は適切に動作し ます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript プロジ ェ ク ト および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 SdRMFilesInUse ダイアログを

手動で呼び出すこ とができます。 ただ し、 イ ンス ト ールはロ ッ ク し ている フ ァ イルのアプ リ ケーシ ョ ン リ ス ト を 

nvlistApps パラ メ ーターを使って提供し、 戻り値を適切に処理する必要があ り ます。 また、 エン ド ユーザーが 
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
SdRMFilesInUse ダイアログで対応するオプシ ョ ンを選択し た場合、 再起動マネージャーと共にイ ン タ ラ ク ト し て、

ロ ッ ク し ているアプ リ ケーシ ョ ンをシャ ッ ト ダウンする試みも行う必要があり ます。

構文

SdRMFilesInUse ( byval string szTitle, byval string szMsg, byval string szFilesInUse, byref LIST nvlistApps, byref BOOL bvCloseRestart );
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

テーブル 78 • SdRMFilesInUse のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル 「使用中のフ ァ イル」 を表

示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 このダイアログにデフ ォル ト の指示を

表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szFilesInUse InstallScript MSI イ ンス ト ールで、 OnRMFilesInUse イベン ト  ハン ド ラーによ って 

SdRMFilesInUse が呼び出された場合、 このパラ メ ーターは Windows Installer によ って検

出されたフ ァ イルをロ ッ ク し ているアプ リ ケーシ ョ ンのリ ス ト を指定し ます。 関数はこ

の文字列を解析し て、 ダイアログのリ ス ト  ボ ッ クスにアプ リ ケーシ ョ ンのリ ス ト を表

示し ます。

SdFilesInUse を手動で呼び出す場合、 空文字列 ("") を このパラ メ ーターに渡し ます。

nvlistApps が有効な文字列リ ス ト である と き、 このパラ メ ーターは無視されますので注

意し て く だ さい。

nvlistApps InstallScript MSI イ ンス ト ールで、 OnRMFilesInUse イベン ト  ハン ド ラーによ って 

SdRMFilesInUse が 呼び出された場合、 このパラ メ ーターは初期化されていないリ ス ト

変数 ( つま り、 値が 0 の変数 ) と し て指定されます。

SdRMFilesInUse を手動で呼び出す場合、 フ ァ イルをロ ッ ク し ていて、 かつダイアログに

表示する必要があるアプ リ ケーシ ョ ンの文字列リ ス ト を指定し ます。 リ ス ト の各文字列

は、 1 つのアプ リ ケーシ ョ ンを表し ます。 (ListCreate 関数と関連する リ ス ト 関数を使用

し て、 文字列リ ス ト の作成と初期化を行います。 )

メ モ • このパラ メ ーターの変数を提供する必要があり ます。 リ テ ラル値を指定する こ と

はできません。

bvCloseRestart 上記のラジオ ボタ ンのデフ ォル ト 値を示し ます。 TRUE は、 " アプ リ ケーシ ョ ンを閉じ

て再起動する " ラジオ ボタ ンがデフ ォル ト である こ と を示し ます。 FALSE は、 " 無視し

て、 後で再起動する " ラジオ ボタ ンがデフ ォル ト である こ と を示し ます。

プロジ ェ ク ト • InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では、 OnRMFilesInUse イベン ト が、

MSIRESTARTMANAGERCONTROL プロパテ ィ  とい う Windows Installer プロパテ ィ の現在

の値に基づいて、 bvCloseRestart の値を設定し ます。

SdRMFilesInUse 関数が戻った と き、 この値はエン ド ユーザーが選択し たラジオ ボタ ン

を示し ます。 TRUE の場合は、 [ アプ リ ケーシ ョ ンを閉じ て再起動する ] オプシ ョ ン、

FALSE の場合は [ 無視し て、 後で再起動する ] オプシ ョ ンです。 この関数は、 関数の戻

り値にも同じ情報を返し ます。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
戻り値

SdSelectFolder

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdSelectFolder 関数は、 選択のためにフ ォルダーを表示し ます。 SdSelectFolder を使用し て、 デフ ォル ト の選択を

表示する こ とができます。 また、 エン ド ユーザーが新しいフ ォルダー名を入力する こ と もできます。

SdSelectFolder は、 選択または入力されたフ ォルダー名のみを戻し ます。 し たがって、 フ ォルダーは作成できませ

ん。

構文

SdSelectFolder (szTitle, szMsg, svDefGroup);

テーブル 79 • SdRMFilesInUse の戻り値

戻り値 説明

IDOK エン ド ユーザーが [ 後でコ ンピ ューターを再起動する ] オプシ ョ ンを選択し て、 [OK] ボ

タ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。

IDIGNORE (5) エン ド ユーザーが [ 無視し て、 後で再起動する ] オプシ ョ ンを選択し て、 [OK] ボタ ンを

ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。 この値はダイアログに [ 無視する ] ボタ ンが含まれてい

ない場合でも返されますので、 ご注意 く だ さい。

IDCANCEL エン ド ユーザーが [ 終了 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。

メ モ • 他のスク リ プ ト  ダイアログとは違い、 このダイアログは、 ユーザーが [ 終了 ] ボ

タ ンを ク リ ッ ク し た と き、 OnCanceling イベン ト  ハン ド ラーを呼び出し ませんので注意

し て く だ さい。 し たがって、 この関数を手動で呼び出す場合、 [ セ ッ ト ア ッ プの取り消

し ] ダイアログを表示するには、 この戻り値を手動で処理する必要があ り ます。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

追加情報

• イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを

利用し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー

] または [ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。 

• ProgDefGroupType が SdSelectFolder の前に呼び出される と、 SdSelectFolder によ って表示されるプ フ ォグラ

ム フ ォルダー ( 共通または個人 ) は、 ProgDefGroupType. に渡されたパラ メ ーターによ って異な り ます。

SdSelectFolder の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdSelectFolder 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * ユーザーへフ ォルダーの選択を求めるため、 SdSelectFolder が

 * ハイ ラ イ ト表示します。

 *

テーブル 80 • SdSelectFolder のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル 「プログラム フ ォ

ルダーの選択」 を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ま

す。

szMsg ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 このテキス ト はス タ テ ィ ッ ク

　 コ ン ト ロールとみな されます。 このダイアログにデフ ォル ト の指示を表示す

るには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

svDefGroup 選択されたフ ォルダー名を返し ます。

テーブル 81 • SdSelectFolder の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) [ 次へ ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。

BACK (12) [ 戻る ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 定数 DEF_FOLDER が

 * ターゲッ ト コンピューター上の既存フ ォルダーを参照するこ と を

 *     確認して く ださい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define DEF_FOLDER "Startup"

#include "Ifx.h"

function OnBegin()

STRING  szTitle, szMsg, svDefGroup;

begin

// SdSelectFolder を呼び出すパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szTitle   = "SdSelectFolder の例 ";

szMsg   = "";

svDefGroup = DEF_FOLDER;

// ユーザーのフ ォルダー選択を取得します。

SdSelectFolder (szTitle, szMsg, svDefGroup);

end;

SdSetupCompleteError

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdSetupCompleteError 関数は、 エン ド ユーザーに対し てイ ンス ト レールが完了する前に中断されたこ と を通知す

るダイアログを表示し ます。 こ こではまた、 製品がイ ンス ト ールされておらず、 ターゲッ ト システムも変更され

ていないこ と も通知し ます。

構文

SdSetupCompleteError ( szTitle, szMsg1, szMsg2 );
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

追加情報

独自の手続き型スク リ プ ト を作成し た場合、 つま り program/endprogram ブロ ッ ク を含む場合、 エン ド ユーザーが

イ ンス ト ールをキャ ンセルし た場合は SdSetupCompleteError 関数を使ってダイアログを表示する こ とができます。

デフ ォル ト のスク リ プ ト  イベン ト  モデルを利用し ている場合、 この関数を呼び出す必要はあ り ません。

SdSetupCompleteError はイ ンス ト ールが中断されたため完了できなかったこ と を示すため、 [ 戻る ] ボタ ンは無効

です。

SdSetupCompleteError ダイアログは、 SdFinish ダイアログの一種です。 サイ レン ト 応答フ ァ イル (.iss) では、

SdSetupCompleteError ダイアログは SdFinish と呼ばれます。

SdSetupCompleteError の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdSetupCompleteError 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

テーブル 82 • SdSetupCompleteError のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル 「InstallShield 

Wizard の完了」 を表示するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し

ます。

szMsg1 ダイアログの上部に表示する メ ッ セージを指定し ます。 イ ンス ト ールが中断

され、 製品がイ ンス ト ールされなかったこ と をユーザーに通知するデフ ォル

ト 指示を表示するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg2 ダイアログの下部に表示する メ ッ セージを指定し ます。 デフ ォル ト の指示 「[

完了 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 ウ ィ ザー ド を終了し て く ださい。」 を表示する

には、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

テーブル 83 • SdSetupCompleteError の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) [ 完了 ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。
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 *

 * SdSetupCompleteError 関数はダイアログを表示してユーザーに対して 

 * インス ト ールが完了する前に中断されたこ と を通知する 

 * ダイアログ ボッ クスを表示します。 また、 エン ドユーザーに対してアプ リケーシ ョ ンが 

 * インス ト ールされなかったこ と と、 ターゲッ ト システムが変更されていないこ と を 

 * 通知します。 この関数は MSI ベースプロジェ ク トのみで

 * 利用可能です。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "Ifx.h"

function OnBegin()

STRING  szTitle, szMsg1, szMsg2;

begin

// SdSetupCompleteError への呼び出用パラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szTitle = "SdSetupCompleteError の例 ";

szMsg1 = "";

szMsg2 = "";

SdSetupCompleteError ( szTitle, szMsg1, szMsg2 );

end;

SdSetupType

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdSetupType 関数は、 エン ド ユーザーが、 3 種類の標準セ ッ ト ア ッ プ ([ 標準 ]、 [ 小 ]、 [ カス タム ]) の中から 1 

つを選択できるダイアログを表示し ます。 これらのセ ッ ト ア ッ プオプシ ョ ンは標準の記述テキス ト で表示されま

す。 他のセ ッ ト ア ッ プの種類を追加し た り、 表示されたセ ッ ト ア ッ プの名前や内容を変更し たい場合は、

SetupType 関数ではな く 、 SdSetupTypeEx を呼び出し て く ださい。

ダイアログにはデフ ォル ト のイ ンス ト ール先パスも表示されます。 [ 参照 ] ボタ ンはダイアログを起動し、 エン ド

ユーザーが、 新しいフ ォルダー名を入力するか、 または既存のフ ォルダーを リ ス ト から選択し て、 イ ンス ト ール

先パスを変更できるよ う にし ます。 エン ド ユーザーが存在し ないフ ォルダー名を入力し た場合は、 この関数に

よ って指定のフ ォルダーが自動的に作成されます。 指定されたフ ォルダーの完全修飾パスが、 svDir に返されま

す。

注意 • エン ド ユーザーが機能ダイアログを使用し て、 選択し たセ ッ ト ア ッ プに対応する機能を選択または選択解除

し た後で、 SdSetupType ダイアログに戻った場合、 これらの選択は失われます。 この問題が発生するのは、

SdSetupType 関数が呼び出される度に、 デフ ォル ト の機能選択が自動的にリ セ ッ ト されるからです。 

構文

SdSetupType (szTitle, szMsg, svDir, nReserved);
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

追加情報

• InstallScript プロジ ェ ク ト でセ ッ ト ア ッ プの種類 ダイアログを表示し ない場合、 スク リ プ ト は以下の手順の 1 

つを実行し な く てはな り ません。 

• セ ッ ト ア ッ プの種類を選択する。

• たと えば SdFeatureTree のよ う な機能選択ダイアログ関数を呼び出す。 

• 直接機能を選択する。

• イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを

利用し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー

] または [ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。 

テーブル 84 • SdSetupType のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル 「セ ッ ト ア ッ プの

種類」 を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 このテキス ト はス タ テ ィ ッ ク

　 コ ン ト ロールとみな されます。 このダイアログにデフ ォル ト の指示を表示す

るには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

svDir デフ ォル ト のフ ォルダー名を指定し ます。 エン ド ユーザーが選択し たフ ォル

ダーの名前を返し ます。

nReserved 後で使用するために予約されています。 このパラ メ ーターでゼロ (0) を渡し ま

す。

テーブル 85 • SdSetupType の戻り値

戻り値 説明

TYPICAL (301) ユーザーが標準セ ッ ト ア ッ プを選択し たこ と を示し ます。

COMPACT (302) ユーザーがコ ンパク ト セ ッ ト ア ッ プを選択し たこ と を示し ます。

CUSTOM (303) ユーザーがカス タム セ ッ ト ア ッ プを選択し たこ と を示し ます。

BACK (12) [ 戻る ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
SdSetupType の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdSetupType 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 * 

 *　 この関数は、 ３ つの標準セ ッ ト ア ッ プの種類　[ 標準 ]、 [ 小 ]、 

 *　 または [ カスタム ] のひとつをエン ドユーザーが選択するこ とが 

 *　 できるダイアログ ボッ クスを表示します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "Ifx.h"

function OnBegin()

STRING  szTitle, szMsg, svDir;

NUMBER  nReserved, nResult;

begin

// SdSetupType ダイアログを表示します。 

szTitle   = "SdSetupType の例 ";

szMsg  = "";

// ダイアログに表示されるデフ ォルト のインス ト ール先フ ォルダー。

svDir  = "C:\\Example";

nReserved = 0;

nResult = SdSetupType (szTitle, szMsg, svDir, nReserved);

//TARGETDIR をユーザーが選択したインス ト ール先フ ォルダーに設定します。

TARGETDIR = svDir;

// ユーザーが選択したセッ ト ア ッ プの種類を取得します。

switch(nResult)

case CUSTOM: MessageBox (" カスタム セッ ト ア ッ プの種類が選択されました。 ",  0);

case TYPICAL: MessageBox(" 標準セッ ト ア ッ プ タ イプが選択されました。 ", 0);

case COMPACT: MessageBox(" 小セッ ト ア ッ プ タ イプが選択されました。 ", 0);

endswitch;

end;

SdSetupType2

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :
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• InstallScript

• InstallScript MSI

SdSetupType2 関数は、 エン ド ユーザーが、 2 種類の標準セ ッ ト ア ッ プ ([ 標準 ] または [ カス タム ]) の中から 1 つ

を選択できるダイアログを表示し ます。 これらのセ ッ ト ア ッ プオプシ ョ ンは標準の記述テキス ト で表示されます。

他のセ ッ ト ア ッ プの種類を追加し た り、 表示されたセ ッ ト ア ッ プの名前や内容を変更し たい場合は、 SetupType 関

数ではな く 、 SdSetupTypeEx を呼び出し て く だ さい。

ダイアログにはデフ ォル ト のイ ンス ト ール先パスも表示されます。 [ 参照 ] ボタ ンはダイアログを起動し、 エン ド

ユーザーが、 新しいフ ォルダー名を入力するか、 または既存のフ ォルダーを リ ス ト から選択し て、 イ ンス ト ール

先パスを変更できるよ う にし ます。 エン ド ユーザーが存在し ないフ ォルダー名を入力し た場合は、 この関数に

よ って指定のフ ォルダーが自動的に作成されます。 指定されたフ ォルダーの完全修飾パスが、 svDir に返されま

す。

注意 • エン ド ユーザーが機能ダイアログを使用し て、 選択し たセ ッ ト ア ッ プに対応する機能を選択または選択解除

し た後で、 SdSetupType2 ダイアログに戻った場合、 これらの選択は失われます。 この問題が発生するのは、

SdSetupType2 関数が呼び出される度に、 デフ ォル ト の機能選択が自動的にリ セ ッ ト されるからです。 

構文

SdSetupType2 ( szTitle, szMsg, svDir, nReserved );
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

追加情報

• InstallScript プロジ ェ ク ト でセ ッ ト ア ッ プの種類 ダイアログを表示し ない場合、 スク リ プ ト は以下の手順の 1 

つを実行し な く てはな り ません。 

• セ ッ ト ア ッ プの種類を選択する。

• たと えば SdFeatureTree のよ う な機能選択ダイアログ関数を呼び出す。

• 直接機能を選択する。 

• イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを

利用し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー

] または [ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。 

テーブル 86 • SdSetupType2 のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル 「セ ッ ト ア ッ プの

種類」 を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 このテキス ト はス タ テ ィ ッ ク

　 コ ン ト ロールとみな されます。 このダイアログにデフ ォル ト の指示を表示す

るには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

svDir デフ ォル ト のフ ォルダー名を指定し ます。 エン ド ユーザーが選択し たフ ォル

ダーの名前を返し ます。

nReserved 後で使用するために予約されています。 このパラ メ ーターでゼロ (0) を渡し ま

す。

テーブル 87 • SdSetupType2 の戻り値

戻り値 説明

COMPLETE (304) ユーザーが、 [ 完全 ] セ ッ ト ア ッ プの種類を選択し たこ と を示し ます。

TYPICAL (301) ユーザーが、 [ 標準 ] セ ッ ト ア ッ プの種類を選択し たこ と を示し ます。

CUSTOM (303) ユーザーが、 [ カス タム ] セ ッ ト ア ッ プの種類を選択し たこ と を示し ます。

BACK (12) ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
SdSetupType2 の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdSetupType2 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 *　SdSetupType2　 を呼び出してユーザーから インス ト ール情報を 

 * 取得します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "ifx.h"

function OnBegin()

STRING  szTitle, szMsg, svDir;

STRING  svSetupType;

NUMBER  nResult;

begin

// [ 戻る ] ボタ ンの無効化。

Disable(BACKBUTTON); 

// SdSetupType2 を呼び出すパラ メーターの設定。

szTitle = "SdSetupType2 の例 ";

szMsg = " ボタ ンの 1 つをク リ ッ ク してインス ト ールする種類を選んで く ださい。 ";

// セッ ト ア ッ プの種類とデ ィ レク ト リ情報を読み出します。

svDir = TARGETDIR;

nResult = SdSetupType2 (szTitle , szMsg, svDir, 0);

TARGETDIR = svDir;

// 選択されたセッ ト ア ッ プの種類を説明する文字列を作成します。

switch (nResult)

case COMPLETE:

svSetupType = "COMPLETE: アプ リケーシ ョ ンは " +

" すべてのオプシ ョ ンを含みます。 ";

case CUSTOM:

svSetupType = "CUSTOM: インス ト ールするオプシ ョ ン " +

" を選択します。 ";

デフ ォルト :

MessageBox (" 選択したセッ ト ア ッ プの種類は無効です !", SEVERE);

abort;

endswitch; 

 

MessageBox(" セッ ト ア ッ プの種類 : " + svSetupType, 0);

end;
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SdSetupTypeEx

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SdSetupTypeEx 関数は、 エン ド ユーザーが [ 完全 ] および [ カス タム ] 以外のセ ッ ト ア ッ プ タ イプを指定する際

に、 セ ッ ト ア ッ プ タ イプを選択するためのダイアログを表示し ます。 ダイアログは [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ビ ュー

で指定し たセ ッ ト ア ッ プ タ イプの名前を表示し ます。

構文

SdSetupTypeEx (szTitle, szMsg, szReserved, svSetupType, nReserved);

パラ メ ーター

戻り値

追加情報

• InstallScript プロジ ェ ク ト でセ ッ ト ア ッ プの種類 ダイアログを表示し ない場合、 スク リ プ ト は以下の手順の 1 

つを実行し な く てはな り ません。 

• セ ッ ト ア ッ プの種類を選択する。

• たと えば SdFeatureTree のよ う な機能選択ダイアログ関数を呼び出す。

テーブル 88 • SdSetupTypeEx のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル 「セ ッ ト ア ッ プの

種類」 を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 このダイアログにデフ ォル ト

の指示を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szReserved このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。 他の値は使用できません。

svSetupType デフ ォル ト のセ ッ ト ア ッ プの種類を指定し、 エン ド ユーザーが選択し たセ ッ ト

ア ッ プの種類を返し ます。 このパラ メ ーターで返された文字列は、 IDE で指定

し たセ ッ ト ア ッ プの種類の名前と一致し ます。

nReserved このパラ メ ーターでゼロを渡し ます。 他の値は使用できません。

テーブル 89 • SdSetupTypeEx の戻り値

戻り値 説明

0 SdSetupTypeEx が成功し たこ と を示し ます。

BACK (12) [ 戻る ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。
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• 直接機能を選択する。 

• イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを

利用し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー

] または [ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

SdSetupTypeEx の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdSetupTypeEx 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 *　SdSetupTypeEx 関数は、 [ 完全 ] と [ カスタム ] 以外のセッ ト ア ッ プの種類を指定したと きに 

 * エン ドユーザーがセッ ト ア ッ プの種類を選択するこ とができるダイアログを 

 * 表示します。 ダイアログには、 

 IDE の [ セッ ト ア ッ プの種類 ] ビューで作成したセッ ト ア ッ プの種類の名前が 

 * 表示されます。

 *

 * このサンプルは、 SdSetupTypeEx ダイアログのデフ ォルトのセッ ト ア ッ プの種類を

 * [ 完全 ] に設定します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "ifx.h"

function OnBegin() 

STRING szTitle, szMsg, szReserved, svSetupType;

NUMBER nReserved;

begin

// セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

 

// SdSetupTypeEx へのパラ メーターと して渡す変数をセッ ト ア ッ プ します。

szTitle= "SdSetupTypeEx のサンプル ";

szMsg= ""; 

szReserved  = "";

 

// デフ ォルト のセ ッ ト ア ッ プの種類 ([ セッ ト ア ッ プの種類 ] ビューで指定されたとおりに指定 )

// エン ドユーザーが選択したセッ ト ア ッ プの種類を返します。

svSetupType = " 完全 ";

nReserved = 0;

// SdSetupTypeEx ダイアログを表示します。

SdSetupTypeEx(szTitle, szMsg, szReserved, svSetupType, nReserved); 

// エン ドユーザーが選択したセッ ト ア ッ プの種類で essageBox を表示します。

MessageBox(" 選択されたセッ ト ア ッ プの種類 : " + svSetupType, 0);

end;
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SdShowAnyDialog

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdShowAnyDialog 関数は、 カス タム ダイアログまたは変更されたダイアログを表示し ます。 この関数は経験の豊

富なユーザーのみに推奨し ます。

構文

SdShowAnyDialog (szTitle, szID, nID, nReserved);

パラ メ ーター

戻り値

追加情報

• イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを

利用し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー

] または [ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。 

• SdShowAnyDialog 関数を使用するには、 表示する、 _isres.dll 内にある変更済みのダイアログまたは _isuser.dll 

内にある カス タム ダイアログのいずれかの ID が必要です。 

テーブル 90 • SdShowAnyDialog のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル 「よ う こそ」 を表

示するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

szID ダイアログを識別する文字列識別子を指定し ます。 このパラ メ ーターがヌル文

字列 ("") を含んでいる場合、 SdShowAnyDialog は nID の値を使用し ます。

nID ダイアログを識別する数値を指定し ます。 szID に値を入力する と、 このパラ

メ ーターは無視されます。

nReserved このパラ メ ーターでゼロを渡し ます。 他の値は使用できません。

テーブル 91 • SdShowAnyDialog の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) [ 次へ ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。

BACK (12) [ 戻る ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。
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• このダイアログに静的コ ン ト ロールしかない場合、 SdShowAnyDialog ク リ プ ト フ ァ イルを変更する必要はあ り

ません。 しかし、 このダイアログに他のコ ン ト ロールがある場合は、 ユーザーからのフ ィ ー ドバッ ク を処理

するために、 InstallShield プログラム フ ァ イル フ ォルダーの Script\Isrt\Src フ ォルダーにある Sdsadlg.rul フ ァ

イルを変更する必要があ り ます。 

SdShowAnyDialog の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdShowAnyDialog 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * SdShowAnyDialog は 2 回呼び出されます。 初は [ よ う こそ ] ダイアログ ボッ クスの

 * ID と共に、 そして次に [ 終了 ] ダイアログの ID と共に呼び出

 * されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE "SdShowAnyDialog の例 "

#include "Ifx.h"

function OnBegin()

begin

// セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

// 標準ダイアログ ボッ クスの %P プレースホルダーの位置に

// 表示されるよ う、 製品名を設定します。

SdProductName ("ExampApp");

// SdWelcome ダイアログを表示します。

SdShowAnyDialog (TITLE, "", SD_NDLG_WELCOME, 0);

// SdFinish ダイアログを表示します。

SdShowAnyDialog (TITLE, "", SD_NDLG_FINISH, 0);

end;

SdShowDlgEdit1

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript
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• InstallScript MSI

SdShowDlgEdit1 関数は、 メ ッ セージおよび 1 つの単一行編集フ ィ ールド を表示する汎用ダイアログを作成し ます。

ダイアログのタ イ ト ルを指定できます。

構文

SdShowDlgEdit1 (szTitle, szMsg, szField1, svEdit1);

パラ メ ーター

戻り値

追加情報

イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

テーブル 92 • SdShowDlgEdit1 のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル 「データの編集」

を表示するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 以前に SdProductName を呼

び出し た際に設定し た製品名を このメ ッ セージに含めるには、 メ ッ セージ文字

列の任意の場所に %P プレースホルダーを挿入し ます。 メ ッ セージが表示され

る と、 %P は製品名に置き換えられます。

szField1 編集フ ィ ールドの左側に表示する フ ィ ールド名を指定し ます。 デフ ォル ト の

フ ィ ールド名は “Field 1:” です。 デフ ォル ト の名前を表示するには、 このパラ

メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。 表示可能な 大文字数は、 およそ 10 

です。 実際の 大数は、 フ ィ ールド名の文字幅の組み合わせによ り ます。

フ ィ ールド名が使用可能な領域を越える場合は、 ダイアログが表示される際に

右側が切り詰められます。

svEdit1 編集フ ィ ールドの初期値を指定し、 ダイアログを閉じ る際に、 その編集フ ィ ー

ルドの値を返し ます。

テーブル 93 • SdShowDlgEdit1 の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) [ 次へ ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。

BACK (12) [ 戻る ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。
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SdShowDlgEdit1 の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdShowDlgEdit1 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 *  このスク リ プ ト例は、 SdShowDlgEdit1 を呼び出してフ ォルダー名を

 * 取得し、 そして メ ッセージボッ クスに表示します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "Ifx.h"

function OnBegin()

 STRING szTitle, szMsg, szField1, svEdit1;

begin

 // セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

 Disable(BACKBUTTON);

 // SdShowDlgEdit1 を呼び出すパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

 szTitle  = "SdShowDlgEdit1 の例 ";

 szMsg    = "YourApp 用のフ ォルダーを選択して く ださい :";

 szField1 = " ターゲッ ト :";

 svEdit1  = "C:\\Example\\Target\\YourApp";

 // ユーザーから ターゲッ ト フ ォルダー名を取得します。

 if (SdShowDlgEdit1 (szTitle, szMsg, szField1, svEdit1) < 0) then

// エラーを報告します。

MessageBox ("SdShowDlgEdit1 が失敗しました。 ", SEVERE);

 else

// svEdit1 文字列変数を表示します。

SprintfBox (INFORMATION, szTitle, "% を選択しました。 ", svDir);

 endif;

end;

SdShowDlgEdit2

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI
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SdShowDlgEdit1 関数は、 メ ッ セージおよび 2 つの単一行編集フ ィ ールド を表示する汎用ダイアログを作成し ます。

ダイアログのタ イ ト ルを指定できます。

構文

SdShowDlgEdit2 (szTitle, szMsg, szField1, szField2, svEdit1, svEdit2);
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

テーブル 94 • SdShowDlgEdit2 のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡

すと、 デフ ォル ト  タ イ ト ル 「データの編集」 が表示されます。

szMsg ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 以前に SdProductName を呼び

出し た際に設定し た製品名を このメ ッ セージに含めるには、 メ ッ セージ文字列

の任意の場所に %P プレースホルダーを挿入し ます。 メ ッ セージが表示される

と、 %P は製品名に置き換えられます。

szField1 初の編集フ ィ ールドの左側に表示する フ ィ ールド名を指定し ます。 デフ ォル

ト のフ ィ ールド名は "Field 1:" です。 デフ ォル ト 名を表示するには、 このパラ

メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。 表示可能な 大文字数は、 およそ 10 

です。 実際の 大数は、 フ ィ ールド名の文字幅の組み合わせによ り ます。

フ ィ ールド名が使用可能な領域を越える場合は、 ダイアログが表示される際に

右側が切り詰められます。

szField2 2 番目の編集フ ィ ールドのフ ィ ールド名を指定し ます。 “Field 2:” がデフ ォル ト

です。

svEdit1 初の編集フ ィ ールドの初期値を指定し、 ダイアログを閉じ る際に、 その 初

の編集フ ィ ールドの値を返し ます。

svEdit2 2 番目の編集フ ィ ールドの初期値を指定し、 ダイアログを閉じ る際に、 その 2 

番目の編集フ ィ ールドの値を返し ます。

テーブル 95 • SdShowDlgEdit2 の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) [ 次へ ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。

BACK (12) [ 戻る ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。
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SdShowDlgEdit2 の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdShowDlgEdit2 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは、 ユーザーに対してソース フ ォルダーと ターゲッ ト フ ォルダーの指定を求める

 * ダイアログを表示します。 そして メ ッセージボッ クスに

 * ユーザーの選択を表示します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "Ifx.h"

function OnBegin()

 STRING szTitle, szMsg, szField1, szField2, svEdit1, svEdit2;

begin

 // セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

 Disable(BACKBUTTON);

 // SdShowDlgEdit2 を呼び出すパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

 szTitle  = "SdShowDlgEdit2 の例 ";

 szMsg    = " ソースデ ィ レク ト リのフ ァ イルはすべて " +

" ターゲッ ト デ ィ レク ト リへコピーされます。 ";

 szField1 = " ソース :";

 szField2  = " ターゲッ ト ";

 svEdit1 = "C:\\Example\\Source";

 svEdit2 = "C:\\Example\\Target";

 // ソースフ ォルダーと ターゲッ ト フ ォルダーの名前を取得します。

 if (SdShowDlgEdit2 (szTitle, szMsg, szField1, szField2,

 svEdit1, svEdit2) < 0) then

// エラーを報告します。

MessageBox ("SdShowDlgEdit2 が失敗しました。 ", SEVERE);

 else

// ユーザーの選択を表示します。

SprintfBox (INFORMATION, szTitle, "svEdit1: %s\n\nsvEdit2: %s",

svEdit1, svEdit2);

 endif;

end;
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SdShowDlgEdit3

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdShowDlgEdit3 関数は、 メ ッ セージおよび 3 つの単一行編集フ ィ ールド を表示する汎用ダイアログを作成し ます。

szTitle のダイアログのタ イ ト ルを指定できます。

構文

SdShowDlgEdit3 (szTitle, szMsg, szField1, szField2, szField3, svEdit1, svEdit2, svEdit3);
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

テーブル 96 • SdShowDlgEdit3 のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡

すと、 デフ ォル ト  タ イ ト ル 「データの編集」 が表示されます。

szMsg ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 以前に SdProductName を呼び

出し た際に設定し た製品名を このメ ッ セージに含めるには、 メ ッ セージ文字列

の任意の場所に %P プレースホルダーを挿入し ます。 メ ッ セージが表示される

と、 %P は製品名に置き換えられます。

szField1 初の編集フ ィ ールドの左側に表示する フ ィ ールド名を指定し ます。 デフ ォル

ト のフ ィ ールド名は “Field 1:” です。 デフ ォル ト の名前を表示するには、 この

パラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。 表示可能な 大文字数は、 およそ 

10 です。 実際の 大数は、 フ ィ ールド名の文字幅の組み合わせによ り ます。

フ ィ ールド名が使用可能な領域を越える場合は、 ダイアログが表示される際に

右側が切り詰められます。

szField2 2 番目の編集フ ィ ールドのフ ィ ールド名を指定し ます。 “Field 2:” がデフ ォル ト

です。

szField3 3 番目の編集フ ィ ールドのフ ィ ールド名を指定し ます。 “Field 3:” がデフ ォル ト

です。

svEdit1 初の編集フ ィ ールドの初期値を指定し、 ダイアログを閉じ る際に、 その 初

の編集フ ィ ールドの値を返し ます。

svEdit2 2 番目の編集フ ィ ールドの初期値を指定し、 ダイアログを閉じ る際に、 その 2 

番目の編集フ ィ ールドの値を返し ます。

svEdit3 3 番目の編集フ ィ ールドの初期値を指定し、 ダイアログを閉じ る際に、 その 3 

番目の編集フ ィ ールドの値を返し ます。

テーブル 97 • SdShowDlgEdit3 の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) [ 次へ ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。

BACK (12) [ 戻る ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。
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SdShowDlgEdit3 の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdShowDlgEdit3 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは SdShowDlgEdit3 を呼び出し、 ユーザーから 3 つのフ ォルダー名を

 * 取得します。 * そして、 これらがメ ッセージボッ クスに表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "Ifx.h"

function OnBegin()

 STRING szTitle, szMsg, szField1, szField2, szField3, svEdit1, svEdit2;

 STRING svEdit3;

begin

 // セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

 Disable(BACKBUTTON);

 // SdShowDlgEdit3 を呼び出すパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

 szTitle   = "SdShowDlgEdit3 の例 ";

 szMsg = " バッ クア ッ プの有効なデ ィ レク ト リ を 2 つまで選択して く ださい : または " +

 " 代替 : ソースデ ィ レク ト リ をバッ クア ッ プ します。 \n\n";

 szField1  = " デ ィ レク ト リ ";

 szField2  = " バッ クア ッ プ ";

 szField3  = " 代替 ";

 svEdit1   = "C:\\YourApp";

 svEdit2  = "C:\\Backup1";

 svEdit3  = "C:\\Backup2";

 // 3 つのフ ォルダー名をユーザーから取得します。

 if (SdShowDlgEdit3 (szTitle, szMsg, szField1, szField2, szField3,

 svEdit1, svEdit2, svEdit3) < 0) then

// エラーを報告します。

MessageBox ("SdShowDlgEdit3 が失敗しました。 ", SEVERE);

 else

// ユーザーが指定したフ ォルダー名を表示します。

szMsg = "svEdit1: %s\n\nsvEdit2: %s\n\nsvEdit3: %s";

SprintfBox (INFORMATION, szTitle, szMsg, svEdit1, svEdit2, svEdit3);

 endif;

end;
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SdShowFileMods

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdShowFileMods 関数は、 フ ァ イルに対し て行う変更を表示するダイアログを作成し ます。 以下の選択肢が表示さ

れます。

• ターゲッ ト フ ァ イルを変更する。 

• ターゲッ ト フ ァ イルのコ ピーである代替フ ァ イルを変更するが、 変更を組み込む。 

• 変更を し ない。 SdShowFileMods はフ ァ イルを変更し ません。 該当する フ ァ イル関数を使って、 これらの変更

をスク リ プ ト に書き込む必要があ り ます。 

構文

SdShowFileMods (szTitle, szMsg, szTargetFile, szAltFile, listChanges, nvSelection);
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

テーブル 98 • SdShowFileMods のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル 「フ ァ イルの変

更」 を表示するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 このダイアログにデフ ォル ト

の指示を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szTargetFile 変更する フ ァ イルの名前を指定し ます。 この名前は、 初のラジオ ボタ ン と共

に表示されます。

szAltFile エン ド ユーザーが変更を行う場合、 フ ァ イルにつける別の名前を指定し ます。

この名前は、 2 番目のラジオ ボタ ン と共に表示されます。 拡張子 .bak を使用し

た szTargetFile で指定し たフ ァ イルの名前を使用するには、 このパラ メ ーター

にヌル文字列 ("") を渡し ます。

listChanges フ ァ イルに行う変更のリ ス ト を含む文字列リ ス ト の名前を指定し ます。 このリ

ス ト は複数行の編集フ ィ ールド に置かれ、 エン ド ユーザーはこれを使って実行

する変更を選択できます。

nvSelection エン ド ユーザーが選択し たボタ ンの ID を戻し ます :

• 101—“ セ ッ ト ア ッ プに <szTargetFile> フ ァ イルを変更させる。 ”

• 102—“<szAltFile> フ ァ イルに必要な変更を保存する。 ”

• 103—“ 変更し ない。 ”

テーブル 99 • SdShowFileMods の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) [ 次へ ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。

BACK (12) [ 戻る ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。
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SdShowFileMods の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdShowFileMods 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは特定フ ァ イルの変更点のリ ス ト を表示します。

 * ます。 ユーザーはこれらの変更を行うのか、 新しいフ ァ イルに保存するのか、

 * または、 変更を保存しないかを選択するこ とができます。

 *

 * メ モ : SdShowFileMods そのものはフ ァ イルを更新または作成しません。

 *     ユーザーの選択を取得するのみです。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "Ifx.h"

function OnBegin()

 STRING szTitle, szMsg, szTargetFile, szAltFile;

 NUMBER nvSelection;

 LIST  listID;

begin

 // セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

 Disable(BACKBUTTON);

 // SdShowFileMods を呼び出す為の変数をセッ ト ア ッ プします。

 szTitle = "SdShowFileMods の例 ";

 szMsg = " 実行するオプシ ョ ンを選択します。 "

 szTargetFile = "Example.txt";

 szAltFile = "Example.new";

 // フ ァ イル変更の詳細を収める リ ス ト を作成します。

 listID = ListCreate (STRINGLIST);

 // フ ァ イル変更の詳細を リス トへ追加します。

 ListAddString (listID, "PATH = C:\\Example", AFTER);

 ListAddString (listID, "FILES = 40", AFTER);

 // オプシ ョ ンを表示してユーザーの選択を取得します。

 SdShowFileMods (szTitle, szMsg, szTargetFile, szAltFile,

 listID, nvSelection);

 // ユーザーの選択を処理します。

 switch(nvSelection)

case 101:

 SprintfBox (INFORMATION, szTitle, " セッ ト ア ッ プは %s フ ァ イルを更新しました。 ",
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 szTargetFile);

case 102:

 SprintfBox (INFORMATION, szTitle, " 必要な変更は " +

 "%s フ ァ イルに保存されました。 ", szAltFile);

case 103:

 SprintfBox (INFORMATION, szTitle, " 変更されませんでした。 .");

 endswitch;

end;

SdShowInfoList

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdShowInfoList 関数は、 スク ロール可能な メ ッ セージのリ ス ト を表示するダイアログを作成し ます。

SdShowInfoList は 大でおよそ 57,200 文字のリ ス ト を表示できます。

構文

SdShowInfoList ( szTitle, szMsg, listID );
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

追加情報

イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

SdShowInfoList の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdShowInfoList 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは GetSystemInfo を呼び出して、 ユーザーのシステム情報を

 * 読み出します。 ListAdd 関数は文字列リス ト へ情報を追加するのに

 * 利用されます。 これは SdShowInfoList 関数への呼び出しで

テーブル 100 • SdShowInfoList のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル 「情報」 を表示す

るには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg 情報ボ ッ クスの上の 1 行に表示する メ ッ セージを指定し ます。 メ ッ セージが長

すぎて 1 行におさ まらない場合、 右側に切り詰められます。 メ ッ セージに改行

エスケープシーケンス (\n) が含まれる場合、 このエスケープシーケンスの後の

テキス ト は表示されません。 デフ ォル ト のメ ッ セージ 「テキス ト 」 を表示する

には、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

listID ダイアログに表示する メ ッ セージのリ ス ト を指定し ます。 このダイアログに表

示される メ ッ セージは、 すべて読み取り専用です。

テーブル 101 • SdShowInfoList の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) [ 次へ ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。

BACK (12) [ 戻る ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。
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 * 表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "Ifx.h"

function OnBegin()

 STRING szTitle, szMsg, svReturn, szInfo;

 NUMBER nvReturn;

 LIST listInfo;

begin

 // システム情報を収める リス ト を作成します。

 listInfo = ListCreate (STRINGLIST);

 // システムに CD-ROM ド ラ イブがあるかど うかを確認します。

 GetSystemInfo (CDROM, nvReturn, svReturn);

 if (nvReturn = TRUE) then

szInfo = " マシンには CD-ROM ド ラ イブがあり ます。 ";

 else

szInfo = " マシンには CD-ROM ド ラ イブがあり ません。 ";

 endif;

 // リス トへ CD-RP 情報を追加します。

 ListAddString (listInfo, szInfo, AFTER);

 // システムの時刻を確認します。

 GetSystemInfo (TIME, nvReturn, svReturn);

 Sprintf (szInfo, " 現在の時刻は %s です。 ", svReturn);

 // リス トへ時刻を追加します。

 ListAddString (listInfo, szInfo, AFTER);

 // セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

 Disable(BACKBUTTON);

 // SdShowInfoList を呼び出すタ イ トルと メ ッセージパラ メーターをセッ ト ア ッ プします。

 szTitle = "SdShowInfoList の例 ";

 szMsg = " 次に示すのは、 ご利用中のシステムに関連する情報です :";

 

 // 情報を表示します。

 SdShowInfoList (szTitle, szMsg, listInfo);

end;

SdShowMsg

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdShowMsg 関数は、 スク リ プ ト 処理を続けながら、 画面に残し てお く 情報メ ッ セージを簡単に表示する方法を備

えています。
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 1441



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (S-T)
SdShowMsg 関数は、 szMsg で指定する メ ッ セージを表示する小さ なモー ド レスのウ ィ ン ド ウを開いた り閉じ た り

し ます。 bShow が TRUE の場合ウ ィ ン ド ウが開いて メ ッ セージがウ ィ ン ド ウに表示され、 スク リ プ ト の次のス

テー ト メ ン ト によ り処理が続きます。 SdShowMsg ウ ィ ン ド ウはセ ッ ト ア ッ プ ウ ィ ン ド ウの中央に位置するので、

注意し て く ださい。 bShow が FALSE の場合、 szMsg は無視され SdShowMsg ウ ィ ン ド ウは閉じ ます。

メ モ • SdShowMsg ウ ィ ン ド ウが開いている場合、 2 番目のパラ メ ーターを TRUE にし た SdShowMsg の次の呼び出

しは無視されます。 メ ッ セージを変更するには、 初に 2 番目のパラ メ ーターを FALSE にし て SdShowMsg を呼

び出し てウ ィ ン ド ウを閉じ、 次に szMsg に新しい メ ッ セージを使い 2 番目のパラ メ ーターを TRUE にし て 

SdShowMsg を も う一度呼び出す必要があ り ます。

構文

SdShowMsg (szMsg, bShow);

パラ メ ーター

戻り値

この関数は常に 0 を返し ます。

追加情報

• SdShowMsg 関数によ って表示されるダイアログは、 スキンを使って表示する こ とはできません。 スキンの指

定に関わらず、 同じ よ う に表示されます。

テーブル 102 • SdShowMsg のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szMsg ウ ィ ン ド ウに表示する メ ッ セージを指定し ます。 デフ ォル ト のメ ッ セージ

「セ ッ ト ア ッ プはイ ンス ト ールし た機能を探し ています」 を表示するには、 こ

のパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。 このパラ メ ーターは、 bShow が 

FALSE の場合無視されます。

SdShowMsg は、 メ ッ セージを 1 行で表示するよ う に作られています。 改行文字 

(\n) を szMsg に組み込まないで く ださい。

メ モ • szMsg の値を 1 行で表示する SdShowMsg ウ ィ ン ド ウの左右のサイズが指

定されます。 メ ッ セージの長さがウ ィ ン ド ウの 大幅を超える場合、 メ ッ セー

ジはウ ィ ン ド ウにおさ まるよ う切り詰められます。

bShow ウ ィ ン ド ウを開 く か閉じ るかを指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義

済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• TRUE— ウ ィ ン ド ウが開いていない場合は、 開きます。

• FALSE— ウ ィ ン ド ウが開いている場合は、 閉じ ます。
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• ダイ レ ク ト  エデ ィ ターはタ イ ト ル バーを持たない SdShowMsg などのダイアログをサポー ト し ません。 し た

がって、 このダイアログは、 編集可能なダイアログの 1 つと し て [ ダイアログ ] ビ ューには表示されません。

このダイアログを カス タ マイズするには、 SdShowMsg 呼び出し を使います。

SdShowMsg の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdShowMsg ダイアログのデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * メ ッセージを 3 秒間表示するため SdShowMsg が呼び出されます。

 * そして メ ッセージを画面から削除するために、 再び呼び出されます。

 * SdShowMsg への 後の呼び出しで別のメ ッセージを表示します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "Ifx.h"

function OnBegin()

 STRING szMsg;

begin

 // 画面にメ ッセージを表示します。

 szMsg = " このメ ッセージは 3 秒間表示されます。 ";

 SdShowMsg (szMsg, TRUE);

 // 3 秒間遅延させます。

 Delay (3);

 // 画面から メ ッセージを削除します。

 SdShowMsg (szMsg, FALSE);

 // 画面に別のメ ッセージを表示します。

 szMsg = " これは別のメ ッセージで、 " +

"3 秒間表示されます。 ";

 SdShowMsg (szMsg, TRUE);

 Delay(3);

 // 画面から メ ッセージを削除します。

 SdShowMsg (szMsg, FALSE);

end;

// ソースフ ァ イル :Is5fn157.rul
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SdStartCopy

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdStartCopy 関数は複数行の編集フ ィ ールド を作成し て、 イ ンス ト ール時に行われた設定や選択を表示し ます。 エ

ン ド ユーザーは必要に応じ て設定を変更するために、 ダイアログの [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て前のダイアログ

に戻る こ とができます。 ユーザーの選択を取り出し て、 フ ァ イル転送処理が始まる前に SdStartCopy を呼び出し

ます。

文字列リ ス ト を使って、 イ ンス ト ール中に取得し た情報を収集し ます。 次にこの文字列をパラ メ ーター listData の 

SdStartCopy に渡し ます。 SdStartCopy が表示する リ ス ト を使って、 ユーザーはフ ァ イル転送処理を続ける前に、

情報が正しいこ と を確認できます。

構文

SdStartCopy (szTitle, szMsg, listData);
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

SdStartCopy の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdRegisterUserEx と SdSetupType を利用した 

 * SdStartCopy 関数をデモンス ト レーシ ョ ン します。

 *

 * SdRegisterUserEx と SdSetupType が呼び出され、 ユーザーから インス ト ール情報が

 * 収集されます。 情報は

テーブル 103 • SdStartCopy のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル 「フ ァ イル コ ピー

の開始」 を表示するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg 複数行編集フ ィ ールドの上の静的テキス ト フ ィ ールド に表示する メ ッ セージを

指定し ます。 このダイアログにデフ ォル ト の指示を表示するには、 このパラ

メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

listData エン ド ユーザーから取り出し た情報の文字列リ ス ト を指定し ます。SdStartCopy 

は各要素を自動的に複数行の編集フ ィ ールド に配置し ます。 ListCreate を呼び

出すこ とによ って listData が初期化されていない場合、 複数行の編集フ ィ ール

ドは非表示になって静的テキス ト フ ィ ールド だけが表示されます。

テーブル 104 • SdStartCopy の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) ユーザーが、 [ 次へ ] ボタ ンを選択し たこ と を示し ます。

BACK (12) ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを選択し たこ と を示し ます。
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 * SdStartCopy が表示します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "Ifx.h"

function OnBegin()

STRING szTitle, szMsg, svName, svCompany, svSerial, svDir, svSetupType;

LIST listData;

NUMBER nResult;

begin

start:

// リス ト を作成します。

listData = ListCreate (STRINGLIST);

// SdRegisterUserEx への呼び出し用メ ッセージパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szMsg = " 名前、 会社名、 及びシリアル番号を入力して く ださい。 ";

// 登録情報を読み出します。

SdRegisterUserEx ("Registration", szMsg, svName, svCompany, svSerial);

// リス トへ情報を追加します。

ListAddString (listData, " ユーザー情報 : ", AFTER);

ListAddString (listData, " " + svName, AFTER);

ListAddString (listData, " " + svCompany, AFTER);

ListAddString (listData, " " + svSerial, AFTER);

ListAddString (listData, "", AFTER);

SetupTypeLabel:

 // SdSetupType を呼び出すパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szMsg = " ボタ ンの 1 つをク リ ッ ク してインス ト ールする種類を選んで く ださい。 ";

svDir = TARGETDIR;

// セッ ト ア ッ プの種類とデ ィ レク ト リ情報を読み出します。

nResult = SdSetupType(" セッ ト ア ッ プの種類を選択 ", szMsg, svDir, 0);

// 選択されたセッ ト ア ッ プの種類を説明する文字列を作成します。

switch (nResult)

case TYPICAL:

svSetupType = "TYPICAL: アプ リケーシ ョ ンは " +

" も一般的なオプシ ョ ン と共にインス ト ールされます。 ";

case COMPACT:

svSetupType = "COMPACT: アプ リケーシ ョ ンは " +

" 必要 小限のオプシ ョ ン と共にインス ト ールされます。 ";

case CUSTOM:

svSetupType = "CUSTOM: インス ト ールするオプシ ョ ン " +

" を選択します。 ";

case BACK:

goto start;

デフ ォルト :

MessageBox (" 選択したセッ ト ア ッ プの種類は無効です !", SEVERE);

abort;

endswitch;

// リス トへセッ ト ア ッ プの種類情報を追加します。

ListAddString(listData, " セッ ト ア ッ プの種類 :", AFTER);

ListAddString(listData, " " + svSetupType, AFTER);

ListAddString(listData, "", AFTER);
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ListAddString(listData, " インス ト ール先デ ィ レク ト リ :", AFTER);

ListAddString(listData, " " + svDir, AFTER);

// SdStartCopy を呼び出すタ イ ト ルと メ ッセージパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szTitle = "SdStartCopy の例 ";

szMsg  = " セッ ト ア ッ プには、 フ ァ イル転送処理を開始するのに充分な情報があり ます \n" +

" 設定を確認するには \n" +

"[ 戻る ] をク リ ッ ク して く ださい。 設定に満足な場合は、 \n" +

"[ 次へ ] をク リ ッ ク してフ ァ イルのコピーを開始します。 ";

// ユーザーの選択を表示するため、 SdStartCopy を呼び出します。

nResult = SdStartCopy (szTitle, szMsg, listData);

// ユーザーが SdStartCopy ダイアログを終了する処理を行います。

switch(nResult)

case NEXT:

MessageBox ("SdStartCopy が成功しました。 ",INFORMATION);

case BACK:

goto SetupTypeLabel;

デフ ォルト :

MessageBox ("SdStartCopy が失敗しました。 ", SEVERE);

endswitch;

end;

SdStartCopy2

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdStartCopy2 関数は、 ユーザーに対し て転送処理の開始を通知し ます。 ユーザーは必要に応じ て設定を変更する

ために、 [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て前のダイアログに戻る こ とができます。 ユーザーの選択を取り出し て、

フ ァ イル転送処理が始まる前に SdStartCopy2 を呼び出し ます。

構文

SdStartCopy2 ( szTitle, szMsg );
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

SdStartCopy2 の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\ 

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdProductName 関数、 SdWelcome 関数、 SdStartCopy2 関数、 そして SdFinish 関数の

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * まず、 SdProductName が呼び出され、 製品名を % プレースホルダーの

 * 代替と して設定します。 これは、 SdWelcome 関数、

 * SdWelcome 関数、 そして SdFinish 関数へ渡される メ ッセージ文字列に埋め込まれます。

 *

 * 次に、 SdWelcome が呼び出され、 よ う こそ メ ッセージが表示されてから、

テーブル 105 • SdStartCopy2 のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル ( 「プログラムの

イ ンス ト ールの準備完了」 ) を表示するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 

("") を渡し ます。

szMsg 静的テキス ト フ ィ ールド に表示する メ ッ セージを指定し ます。 このダイアログ

にデフ ォル ト の指示を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡

し ます。

テーブル 106 • SdStartCopy2 の戻り値

戻り値 説明

NEXT ユーザーが、 [ イ ンス ト ール ] ボタ ンを選択し たこ と を示し ます。

BACK ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを選択し たこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS ダイアログが表示されなかったこ と を示し ます。
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 * SdStartCopy2 が呼び出されます。 後に、 SdFinish への呼び出しで

 * ユーザーに 後のオプシ ョ ンを提供し、 セッ ト ア ッ ププロセスを完了します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 プ リ プロセッサ定数が、

 *  [ サポー ト フ ァ イル / ビルボード ] ビューの Windows Notepad 実行可能フ ァ イルと

 *  完全修飾名と有効なテキス ト  フ ァ イルを

 *  参照するよ うに設定して く ださい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// READMEFILE へテキス ト フ ァ イルの名前を割り当てます

#define NOTEPAD "C:\\Windows\\Notepad.exe"

#define READMEFILE ""

 STRING  szProductName, szTitle, szMsg, szFeatures;

 STRING  szMsg1, szMsg2, szOpt1, szOpt2;

 BOOL  bvOpt1, bvOpt2;

 NUMBER nReturn;

#include "ifx.h"

function OnBegin()

begin

 // 製品名を %P プレースホルダーの代わりに設定します。

 szProductName = " 自分のアプ リケーシ ョ ン ";

 SdProductName (szProductName);

SdWelcomeLabel:

 szTitle = "SdWelcome の例 ";

 // セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

 Disable(BACKBUTTON);

 // SdWelcome ダイアログを表示します。 2 番目のパラ メーターのヌル文字列は

 // デフ ォルト  メ ッセージを指定します。 これは %P プレースホルダーを利用します。

 SdWelcome (szTitle, "");

 // セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを有効にします。

 Enable(BACKBUTTON);

SdStartCopy2Label:

 szTitle = "SdStartCopy2 の例 ";

 // SdStartCopy2 ダイアログを表示します。

 if (SdStartCopy2 (szTitle, szMsg) = BACK) then

goto SdWelcomeLabel;

 endif;

 // %P プレースホルダーは、 SdFinishUpdate に渡される文字列パラ メーターの

 // い く つかの文字列パラ メーターに埋め込まれます。

 szTitle = "SdFinish の例 ";

 szMsg1  = "%P セッ ト ア ッ プがほぼ完了しました。 \n" + 

" 下のオプシ ョ ンを選択して く ださい。 ";

 szMsg2    = "[ 完了 ] をク リ ッ ク して %P セッ ト ア ッ プを終了します。 ";

 szOpt1  = "README を読む。 ";

 szOpt2  = "%P を起動する。 ";
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 // SdFinish ダイアログを表示します。

 SdFinish (szTitle, szMsg1, szMsg2, szOpt1, szOpt2, bvOpt1, bvOpt2);

 if (bvOpt1) then

 // readme フ ァ イルを表示します。

 LaunchAppAndWait (NOTEPAD, READMEFILE, LAAW_OPTION_WAIT );

 endif;

 if (bvOpt2) then

 // この例は実際にアプ リケーシ ョ ンをインス ト ールしないので

 // メ ッセージボッ クスは、 通常 LaunchApp の呼び出しが行われる

 // この場所に表示されます。

 // 例えば :

 //  LaunchApp (TARGETDIR^PROGRAMEXECUTABLE,"");

 SprintfBox (INFORMATION, szTitle, "%s をこ こで起動します。 ", szProductName);

 endif;

 

end;

SdSubstituteProductInfo
SdSubstituteProductInfo 関数は、 svString 内にあるすべての %P、 %VS、 そ し て %VI プレースホルダーをシステム変

数 IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、 そ し て IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION 

の値と置き換えます。 この関数は、 文字列を表示する前にこの置換を自動的に実行し ない MessageBox などの関数

を呼び出す前に利用する こ とができます。

構文

SdSubstituteProductInfo ( svString );

パラ メ ーター

戻り値

この関数は値を返し ません。

SdWelcome

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

テーブル 107 • SdSubstituteProductInfo のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

svString プレースホルダーを含む文字列を指定し、 プレースホルダーが置換された文字

列を戻し ます。
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SdWelcome 関数は、 エン ド ユーザーに対し てよ う こそ メ ッ セージを表示するダイアログを作成し ます。

構文

SdWelcome (szTitle, szMsg);

パラ メ ーター

戻り値

追加情報

イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

SdWelcome の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdWelcome 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

テーブル 108 • SdWelcome のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルに表示するテキス ト を指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト

ル 「よ う こそ」 を表示するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ま

す。

szMsg [ よ う こそ ] ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 以前に 

SdProductName を呼び出し た際に設定し た製品名を このメ ッ セージに含めるに

は、 メ ッ セージ文字列の任意の場所に %P プレースホルダーを挿入し ます。

メ ッ セージが表示される と、 %P は製品名に置き換えられます。 デフ ォル ト の

タ イ ト ル よ う こそ メ ッ セージ 「%P セ ッ ト ア ッ プ プログラムへよ う こそ。 この

プログラムはお使いのコ ンピ ューターに %P を イ ンス ト ールし ます」 を表示す

るには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

テーブル 109 • SdWelcome の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) [ 次へ ] ボタ ンがク リ ッ ク されたこ と を示し ます。
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 *

 * SdWelcome 関数は、 エン ドユーザーに [ よ う こそ ] ダイアログを 

 * 表示します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "ifx.h"

function OnBegin()

STRING szTitle, szProductName;

begin

// セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

// 製品名を %P プレースホルダーの代わりに設定します。

szProductName = " 自分のアプ リケーシ ョ ン ";

SdProductName (szProductName);

szTitle = "SdWelcome の例 ";

// SdWelcome ダイアログを表示します。 2 番目のパラ メーターのヌル文字列は

// デフ ォルト  メ ッセージを指定します。 これは %P プレースホルダーを利用します。

SdWelcome (szTitle, ""); 

end;

SdWelcomeMaint

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SdWelcomeMaint 関数は、 メ ンテナンス セ ッ ト ア ッ プ ( つま り、 すでに実行し たセ ッ ト ア ッ プの再実行 ) の開始時

に使用するためのダイアログを表示し ます。 ダイアログには [ 変更 ] 、 [ 修復 ]、 および [ 削除 ] オプシ ョ ンボタ ン

が含まれています。

構文

SdWelcomeMaint (szTitle, szMsg, nType);
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

SdWelcomeMaint の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

テーブル 110 • SdWelcomeMaint のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル ( 「Welcome」 ) を

表示するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 このダイアログにデフ ォル ト

の指示を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

nType デフ ォル ト の選択にするオプシ ョ ンボタ ンを指定し ます。 このパラ メ ーター

に、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• MODIFY—[ 変更 ] ボタ ンがデフ ォル ト の選択にな り ます。

• REPAIR—[ 修復 ] ボタ ンがデフ ォル ト の選択にな り ます。

• REMOVEALL—[ 削除 ] ボタ ンがデフ ォル ト の選択にな り ます。

テーブル 111 • SdWelcomeMaint の戻り値

戻り値 説明

MODIFY (301) エン ド ユーザが [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し た と き、 [ 変更 ] ボタ ンが選択され

たこ と を示し ます。

REPAIR (302) エン ド ユーザが [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し た と き、 [ 修正 ] ボタ ンが選択され

たこ と を示し ます。

REMOVEALL (303) エン ド ユーザが [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し た と き、 [ 削除 ] ボタ ンが選択され

たこ と を示し ます。
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 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdWelcomeMaint 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 *　SdWelcomeMaint 関数はメ ンテナンスセ ッ ト ア ッ プ 

 * の開始時に使用する メ ッセージを表示します。 

 * ( 既に実行されているセッ ト ア ッ プの再実行 )。 . ダイアログは　[ 更新 ]、 

 * [ 修復 ]、 および [ 削除 ] オプシ ョ ン ボタ ンが含まれています。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "ifx.h"

function OnBegin()

STRING szTitle, szProductName;  

NUMBER  nType, nReturn;

begin

// セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

// 製品名を %P プレースホルダーの代わりに設定します。

szProductName = " 自分のアプ リケーシ ョ ン ";

SdProductName (szProductName);

szTitle = "SdWelcomeMaint の例 ";

// デフ ォル トの選択にするオプシ ョ ンボタ ンを指定します。

nType = REMOVEALL;

// SdWelcomeMaint ダイアログを表示します。 2 番目のパラ メーターのヌル文字列は 

// デフ ォルト  メ ッセージを指定します。 これは %P プレースホルダーを利用します。 

//

nReturn = SdWelcomeMaint (szTitle, "", nType); 

switch(nReturn)

case MODIFY: MessageBox("SdWelcomeMaint 選択 : Modify", 0);

case REPAIR: MessageBox("SdWelcomeMaint selection: 修復 ", 0);

case REMOVEALL: MessageBox("SdWelcomeMaint selection: 削除 ", 0);

endswitch;

end;

SeekBytes
SeekBytes 関数は、 開いたバイナ リ フ ァ イル内でフ ァ イルポイ ン ターを再配置し ます。 フ ァ イルポイ ン ターは、 現

在の位置に関連付けて、 またはフ ァ イルの 初および終わり と関連付けて特定のバイ ト 数移動させる こ とができ

ます。
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メ モ • SeekBytes を呼び出す前に、 OpenFileMode や OpenFile を呼び出し てフ ァ イルをバイナ リ モー ド で開かな く

てはな り ません ( イ ン ターネ ッ ト 上のフ ァ イルも可 )。 フ ァ イルへバイ ト を書き込んだ後、 CloseFile を呼び出し て

フ ァ イルを選択し ます。

構文

SeekBytes ( nFileHandle, nBytes, nPosition );
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パラ メ ーター

戻り値

SeekBytes の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

テーブル 112 • SeekBytes のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nFileHandle バイナ リ モー ド で開いたフ ァ イルへのフ ァ イ

ルハン ドルを指定し ます。

nBytes nPosition が指定し た位置に関連付けてフ ァ イ

ルポイ ン ターの移動バイ ト 数を指定し ます。

ｎ Bytes が正数の場合、 フ ァ イルポイ ン ターは

フ ァ イルの終わり に移動し ます。 ｎ Bytes が負

数の場合、 フ ァ イルポイ ン ターはフ ァ イルの

始ま り に移動し ます。

nPosition ポイ ン ター nBytes を移動する フ ァ イルの場所

を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の

定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• FILE_BIN_CUR Ñ ポイ ン ター nBytes を現在

の位置から移動し ます。

• FILE_BIN_END Ñ ポイ ン ター nBytes を フ ァ

イルの終わりから移動し ます。

• FILE_BIN_START Ñ ポイ ン ター nBytes を

フ ァ イルの始ま りから移動し ます。

テーブル 113 • SeekBytes の戻り値

戻り値 説明

0 関数がポイ ン ターを再配置し たこ と を示し ま

す。

< 0 関数がポイ ン ターを再配置できなかったこ と

を示し ます。
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 *

 * ReadBytes 関数と SeekBytes 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * SeekBytes が呼び出され、 バイナリ モード で開かれたフ ァ イルの

 * 特定の場所へフ ァ イルポイン ターを配置

 * します。 そして ReadBytes はこの場所からはじまる特定の数のバイ ト を

 * 読み取り ます。 バイ ト は文字列に読み込まれ、

 * そして メ ッセージボッ クスに表示されます。

 *

 * メ モ : 定義された定数 EXAMPLE_DIR and EXAMPLE_BIN は

 *   ターゲッ ト システムの既存のデ ィ レク ト リ と フ ァ イルに設定しな く ては

 *  設定して く ださい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define EXAMPLE_DIR  "C:\\"

#define EXAMPLE_BIN "Example.bin"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_SeekBytes(HWND);

function ExFn_SeekBytes(hMSI)

 STRING svString;

NUMBER nvFileHandle;

begin

 // フ ァ イルモード を読み取り / 書き込みモードに設定します。

 OpenFileMode (FILE_MODE_BINARY);

 // バイナリ フ ァ イルを開きます。

 if (OpenFile (nvFileHandle, EXAMPLE_DIR, EXAMPLE_BIN) < 0) then

// エラーをレポー ト してから、 中止します。

SprintfBox (SEVERE, "CopyBytes の例 ", "%s を開 く こ とができませんでした。 ",

EXAMPLE_BIN);

abort;

 endif;

 // フ ァ イルポイン ターをフ ァ イルの 16 番目のバイ ト へ設定します。

 SeekBytes (nvFileHandle, 15, FILE_BIN_START);

 // 次の 28 バイ ト を svString へ読み込みます。

 if (ReadBytes (nvFileHandle, svString, 0, 28) < 0) then

// エラーを報告します。

MessageBox ("ReadBytes が失敗しました。 ", SEVERE);

 else

// 文字列を表示します。

SprintfBox (INFORMATION, "ReadBytes の例 ", " バイ トは : %s",

svString);

 endif;

 // フ ァ イルを閉じます。

 CloseFile (nvFileHandle);
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end;

SelectDir

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SelectDir 関数の代わり に、 SelectDirEx 関数が使われるよ う にな り ま し た。 新しいイ ンス ト ール プログラムの作成

には SelectDirEx 関数を使用し て く ださい。 nFlags を BIF_RETURNONLYFSDIRS | BIF_EDITBOX に設定し て 

SelectDirEx 関数を呼び出すと、 bCreate を FALSE に設定し て SelectDir 関数を呼び出し た時と同じ結果が得られま

す。

SelectDir 関数は、 エン ド ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールする フ ォルダーを指定できるダイアログを

表示し ます。 エン ド ユーザーは完全修飾フ ォルダー名を入力し た り既存のフ ォルダーを リ ス ト から選択する こ と

ができます。 エン ド ユーザーが無効のフ ォルダー名や完全でないフ ォルダー名を入力し た場合、 メ ッ セージボ ッ

クスが表示されエン ド ユーザーに有効な名前を入力するよ う要求し ます。 選択し たフ ォルダーの完全修飾名が、

svDir で返されます。

指定されたフ ォルダーが存在せず、 bCreate パラ メ ーターが TRUE の場合、 SelectDir は自動的に指定されたフ ォル

ダーを作成し ます。 パラ メ ーター bCreate が FALSE に設定され存在し ないフ ォルダーが選択される と、 エン ド

ユーザーには通知されず、 SelectDir はフ ォルダーを作成し ません。 この場合、 svDir に含まれる選択の操作はお任

せし ます。

メ モ • SelectDir は、 エン ド ユーザーが AskDestPath、 SdAskDestPath や、 フ ォルダー名を取得する他の InstallShield 

関数によ って表示されるダイアログの 参照 ボタ ンを ク リ ッ クする と自動的に呼び出されます。

Windows はこのダイアログを表示するため、 イ ンス ト ールがダイアログ上にあるボタ ンのテキス ト を変更する こ

とはできません。 Windows が、 ボタ ンテキス ト をオペレーテ ィ ング システムの言語で表示 ( 英語システムでは 

"Yes" または "No") するため、 このテキス ト を手動でローカ ラ イズする必要はあり ません。 さ らに高度な柔軟性が

あるダイアログが必要な場合は、 Windows API 関数を直接呼び出すか、 カス タム ダイアログを使用し ます。

構文

SelectDir (szTitle, szMsg, svDir, bCreate);
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パラ メ ーター

戻り値

bCreate が FALSE の場合、 この関数は次の値のう ちの 1 つを戻し ます :

bCreate が TRUE の場合、 この関数は次の値のう ちの 1 つを戻し ます :

テーブル 114 • SelectDir のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle このダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル ( 「フ ォル

ダーの選択」 ) を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ま

す。

szMsg このダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 このダイアログにデフ ォ

ル ト の指示を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

svDir デフ ォル ト の選択と し て表示する フ ォルダーの名前を指定し ます。 エン ド ユー

ザーが選択し たフ ォルダーの完全修飾名を返し ます。

bCreate 指定し たフ ォルダーが存在し ない場合、 InstallShield で作成するかど うかを指定

し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• TRUE Ñ フ ォルダーがない場合は、 作成する こ と を示し ます。

• FALSE— フ ォルダーがない場合、 作成し ないこ と を示し ます。

テーブル 115 • bCreate が FALSE の場合の SelectDir の戻り値

戻り値 説明

IDOK (1) [OK] ボタ ンが選択されたこ と を示し ます。

IDCANCEL (2) [ キャ ンセル ] ボタ ンが選択されたこ と を示し ます。

< 0 関数がダイアログを表示できなかったこ と を示し ます。

テーブル 116 • bCreate が TRUE の場合の SelectDir の戻り値

戻り値 説明

IDCANCEL (2) [ キャ ンセル ] ボタ ンが選択されたこ と を示し ます。

0 [OK] ボタ ンが選択されて、 必要に応じ て関数が指定のフ ォルダーを作成し たこ

と を示し ます。

< 0 関数がダイアログを表示できなかったか、 または指定のフ ォルダーを作成でき

なかったこ と を示し ます。
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• この関数によ って表示されるダイアログは、 スキンを使って表示する こ とはできません。 スキンの指定に関

わらず、 同じ よ う に表示されます。 

• InstallShield Professional の以前のバージ ョ ンでは、 bCreate が TRUE に設定されていて、 エン ド ユーザーが存

在し ないフ ォルダーを選択する と、 フ ォルダーを作成するかど うかをたずねる確認メ ッ セージが表示されて

いま し た。 このメ ッ セージは多 く のエン ド ユーザーに混乱を招 く ため、 InstallShield では削除されま し た。 

SelectDir の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SelectDir 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは SelectDir を呼び出して、 ユーザーがフ ォルダーを特定するこ とができる

 * ダイアログを表示します。 指定されたフ ォルダーが

 * 存在しない場合、 それが作成されます。 その代わり、 エラーメ ッセージが

 * が表示され、 SelectDir ダイアログ ボッ クスが再度表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "SelectDir の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_SelectDir(HWND);

function ExFn_SelectDir(hMSI)

 STRING szTitle, szMsg, svDir;

BOOL bCreate, bFolderExists;

NUMBER nResult;

begin

 // ユーザーがキャンセルするか既存のフ ォルダーを選択するまでループ します。

 repeat

//SelectDir ダイアログのデフ ォルト  フ ォルダーを設定します。

svDir = INSTALLDIR;

//SelectDir ダイアログ ボッ クスに表示する メ ッセージを設定します。

szMsg   = " 既存のフ ォルダーを選択して く ださい。 ";

// ユーザーから既存のフ ォルダー名を取得します。 4 番目の

// パラ メーターは、 存在しないフ ォルダーは作成されないこ と を

// 示します。

nResult = (SelectDir (TITLE_TEXT, szMsg, svDir, FALSE) < 0) ;
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if nResult = 0 then

 // そのフ ォルダーが存在するか判断します。

 bFolderExists = ExistsDir (svDir);

 if bFolderExists = NOTEXISTS then

// フ ォルダーは存在しません。 ユーザーに再度選択するよ う求めます。

szMsg = "%s は存在しません。 \n 既存のフ ォルダーを選択して く ださい。 ";

SprintfBox (WARNING, szTitle, szMsg, svDir);

 endif;

endif;

 until (nResult = CANCEL) || (bFolderExists = EXISTS);

 if (bFolderExists = EXISTS) then

// 選択されたフ ォルダー名を表示します。

SprintfBox (INFORMATION, szTitle, "%s を選択しました。 ", svDir);

 endif;

end;

SelectDirEx

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SelectDirEx 関数は、 エン ド ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールする フ ォルダーを指定できるダイアログ

を表示し ます。 新しいフ ォルダーを指定できるよ う に編集ボ ッ クスを表示する こ と もできます。

この関数は Windows API 関数 SHBrowseForFolde を呼び出し て、 ダイアログを表示し ます。 SHBrowseForFolder に

ついてのさ らに詳しい情報は Windows API マニュアル を参照し て く だ さい。

メ モ • Windows はこのダイアログを表示するため、 イ ンス ト ールがダイアログ上にあるボタ ンのテキス ト を変更す

る こ とはできません。 Windows が、 ボタ ンテキス ト をオペレーテ ィ ング システムの言語で表示 ( 英語システムで

は "Yes" または "No") するため、 このテキス ト を手動でローカ ラ イズする必要はあり ません。 さ らに高度な柔軟

性があるダイアログが必要な場合は、 Windows API 関数を直接呼び出すか、 カス タム ダイアログを使用し ます。

構文

SelectDirEx ( szTitle, szMsg, szEditBoxStatusText, szTreeControlStatusText, nFlags, svDir );
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 1461



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

テーブル 117 • SelectDirEx のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle このダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル ([ フ ォルダー

の選択 ]) を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg このダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 このダイアログのデフ ォ

ル ト の指示を表示するには ([ イ ンス ト ールフ ォルダーを選択し て く だ さい ])、

このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し て く ださい。

szEditBoxStatusText nFlags が BIF_EDITBOX. を指定し た場合、 編集ボ ッ クスに伴う静的テキス ト を

指定し ます。 nFlags が BIF_EDITBOX を指定し ない場合、 このパラ メ ーターは無

視されます。

szTreeControlStatusText nFlags が BIF_STATUSTEXT を指定する と、 静的テキス ト がダイアログのツ リー

コ ン ト ロールを伴う よ う指定し ます。 nFlags が BIF_STATUSTEXT を指定し ない

場合、 このパラ メ ーターは無視されます。
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nFlags Windows の BROWSEINFO 構造で使用する フ ラグと同じ フ ラグを指定する こ と

によ り、 関数によ って表示されるダイアログの外観と機能を指定し ます。

BIF_BROWSEFORCOMPUTER または BIF_BROWSEFORPRINTER を渡し た場合、

編集ボ ッ クスは表示されません。 以下の定数のどれかを渡し ます。

• BIF_BROWSEFORCOMPUTER Ñ エン ド ユーザーはネ ッ ト ワーク上にある コ

ンピ ューターを選択する こ とができます。 ツ リーコ ン ト ロール内で有効な

コ ンピ ューターが選択された場合のみ、 [ ネ ッ ト ワーク コ ンピ ューター ] 

があらかじめ選択され、 [OK] ボタ ンが有効にな り ます。 BIF_EDITBOX が指

定されても、 編集ボ ッ クスは表示されません。

• BIF_BROWSEFORPRINTER Ñ エン ド ユーザーがプ リ ン ターを選択する こ と

ができます。 [ マイ コ ンピ ューター ] フ ォルダーがツ リーコ ン ト ロールで

あらかじめ選択されます。 少な く と も 1 台のプ リ ン ターを持つコ ンピ ュー

ターだけが [ ネ ッ ト ワーク コ ンピ ューター ] フ ォルダー下に表示されます。

ツ リーコ ン ト ロールで有効なコ ンピ ューター名を選択し た場合だけ、 [OK] 

ボタ ンが有効にな り ます。 BIF_EDITBOX が指定されても、 編集ボ ッ クスは

表示されません。

• BIF_DONTGOBELOWDOMAIN Ñ ド メ イ ン レベルの下にあるネ ッ ト ワーク 

フ ォルダーは、 ツ リー コ ン ト ロールには表示されません。

• BIF_RETURNFSANCESTORS Ñ svDir の上のフ ォルダーを表示し ます。 .

• BIF_RETURNONLYFSDIRS Ñ フ ァ イル システム フ ォルダーを参照し ます。

次の定数は、 ダイアログの他の側面を指定し ます :

• BIF_STATUSTEXT Ñ ダイアログにステータ ス テキス ト を表示し ます。

• BIF_EDITBOX Ñ [ 参照 ] ダイアログへの編集フ ィ ールド を追加し ます。 エン

ド ユーザーは編集ボ ッ クスにフ ォルダー名を入力する こ とができます。

SzEditBoxStaticText パラ メ ーターに指定し たテキス ト は、

BIF_BROWSEFORCOMPUTER または BIF_BROWSEFORPRINTER が指定され

ない限り、 編集ボ ッ クスの上に表示されます。 エン ド ユーザーが [OK] を

ク リ ッ クする と、 SelectDirEx は有効なフ ォルダー名が入力されたかを

チ ェ ッ ク し ます。 それ以外の場合、 エラー メ ッ セージが表示され、 ダイア

ログが閉じ ます。

svDir デフ ォル ト の選択と し て表示する フ ォルダーの名前を指定し ます。 エン ド ユー

ザーが選択し たフ ォルダーの完全修飾名を返し ます。 このパラ メ ーターで ター

ゲッ ト システムに存在する有効なフ ォルダー名を指定し た場合、 ツ リーコ ン ト

ロールで指定されたフ ォルダーが前も って選択されます。

テーブル 117 • SelectDirEx のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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追加情報

この関数によ って表示されるダイアログは、 スキンを使って表示する こ とはできません。 スキンの指定に関わら

ず、 同じ よ う に表示されます。

SelectDirEx の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\ 

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SelectDirEx 関数を示します。

 *

 * このスク リ プ ト例では SelectDirEx を呼び出して、 ユーザーがフ ォルダーを指定するこ とができる 

 * ダイアログを表示します。 指定したフ ォルダーが存在しない 

 * 場合は、 それが作成されます。 またはエラーメ ッセージが 

 * 表示され、 SelectDirEx ダイアログが再度表示されます。 

 *

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "ifx.h"

function OnBegin() 

 STRING szTitle, szMsg, svDir;

 BOOL bCreate, bFolderExists;

 NUMBER nResult;

begin

 // ユーザーがキャンセルするか既存のフ ォルダーを選択するまでループ します。

 repeat

//SelectDirEx ダイアログのデフ ォルト  フ ォルダーを設定します。

svDir = TARGETDIR;

//SelectDirEx ダイアログに表示する タ イ トルを設定します。

szTitle =  "SelectDirEx の例 ";

テーブル 118 • SelectDirEx の戻り値

戻り値 説明

IDOK (1) エン ド ユーザーが、 [OK] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。

IDCANCEL (2) エン ド ユーザーが、 [ キャ ンセル ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。

< 0 関数がダイアログを表示できなかったこ と を示し ます。
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//SelectDirEx ダイアログに表示する メ ッセージを設定します。

szMsg   = " 既存のフ ォルダーを選択して く ださい。 ";

// ユーザーから既存のフ ォルダー名を取得します。 

nResult = (SelectDirEx (szTitle, szMsg, "", "",

 BIF_RETURNONLYFSDIRS | BIF_EDITBOX, svDir ) < 0) ;

if nResult = 0 then

 // そのフ ォルダーが存在するか判断します。

 bFolderExists = ExistsDir (svDir);

 if bFolderExists = NOTEXISTS then

// フ ォルダーは存在しません。 ユーザーに再度選択するよ う求めます。

szMsg = "%s は存在しません。 \n 既存のフ ォルダーを選択して く ださい。 ";

SprintfBox (WARNING, szTitle, szMsg, svDir);

 endif;

endif;

 until (nResult = CANCEL) || (bFolderExists = EXISTS);

 

 if (bFolderExists = EXISTS) then

// 選択されたフ ォルダー名を表示します。

SprintfBox (INFORMATION, szTitle, "%s を選択しました。 ", svDir);

 endif;

end;

SelectFolder

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SelectFolder 関数は、 エン ド ユーザーがプログラムフ ォルダーの名前を編集フ ィ ールド に入力し た り、 プログラ

ムフ ォルダーを リ ス ト から選択できるダイアログを表示し ます。 この関数は、 システムのすべてのプログラム

フ ォルダーを自動的に表示し ます。 svDefFolder で渡されるデフ ォルド のフ ォルダー名は、 編集フ ィ ールド に表示

されます。 選択し たフ ォルダー名は svResultFolder で返されます。

注意 • フ ォルダーが存在し ない場合、 CreateProgramFolder を呼び出し て作成する必要があ り ます。 SelectFolder は

フ ォルダーを作成し ません。

構文

SelectFolder (szTitle, szDefFolder, svResultFolder);
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戻り値

追加情報

イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

SelectFolder の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SelectFolder 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * まず、 SelectFolder が呼び出され、 ユーザーから フ ォルダーの選択を

 *　取得します。 選択されたフ ォルダー名をが表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "SelectFolder の例 "

テーブル 119 • SelectFolder のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle ダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル [ プログラムフ ォ

ルダーの選択 ] を表示するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ま

す。

szDefFolder デフ ォル ト フ ォルダーと し て表示する フ ォルダーの名前を指定し ます。

svResultFolder エン ド ユーザーが選択または指定し たフ ォルダーの名前を返し ます。

テーブル 120 • SelectFolder の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) エン ド ユーザーが、 [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。

BACK (12) エン ド ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。

< 0 関数が失敗し たこ と を示し ます。
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// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_SelectFolder(HWND);

function ExFn_SelectFolder(hMSI)

 STRING svResultFolder;

NUMBER nReturn;

begin

 // エン ドユーザーから フ ォルダーの選択を取得します。 "Startup" をデフ ォルト の選択に

 // します。

 nReturn = SelectFolder (TITLE_TEXT, "Startup", svResultFolder);

 if (nReturn < 0) then

// エラーを報告します。

MessageBox ("SelectFolder が失敗しました。 ", SEVERE);

 else

// 選択されたフ ォルダー名を表示します。

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT,

" 選択されたフ ォルダー : %s", svResultFolder);

 endif;

end;

SendMessage
SendMessage 関数はメ ッ セージを 1 つまたは複数のウ ィ ン ド ウに送り ます。 SendMessage はメ ッ セージが処理さ

れるまでセ ッ ト ア ッ プスク リ プ ト へコ ン ト ロールを戻し ません。 SendMessage 関数は Windows API SendMessage 

への直接パススルーです。 詳しい情報は、 Windows プログラ ミ ングマニュアルを参照し て く だ さい。

メ モ • パラ メ ーター nMsg を利用し て メ ッ セージを送る、 または戻り値を処理するには、 Windows.h で定義された

定数に対応するスク リ プ ト 内の定数を定義し な く てはな り ません。 #include を使って Windows.h をスク リ プ ト に含

める こ とはできません。

構文

SendMessage ( nHwnd, nMsg, nwParam, nlParam );
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戻り値

SendMessage は、 同じ名前の Windows API の呼び出しから受け取った値を戻し ます。 戻り値は Windows API 

SendMessage が受け取った メ ッ セージによ って異な り ます。 Windows API SendMessage が戻す メ ッ セージについて

の詳細情報は、 Windows プログラ ミ ングマニュアルを参照し て く ださい。

追加情報

タ スク SendMessage の 4 番目のパラ メ ーターに文字列データ を渡すには、 以下の手順を実行し ます。

1. InstallShield Professional から変換されたプロジ ェ ク ト の場合、 次のいずれかを実行し て必要な関数宣言を含め

ます。 

• [ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クスの [ コ ンパイル / リ ン ク ] タ ブにある [ プ リ プロセ ッサ定義 ] ボ ッ クスから、

プ リ プロセ ッサ定数 ISINCLUDE_NO_WINAPI_H を削除し ます。 ( このダイアログ ボ ッ クスには、 [ ビルド ] 

メ ニューの [ 設定 ] を ク リ ッ ク し てアクセス し ます。 )

• 次のコー ド をスク リ プ ト に配置し ます。 

prototype USER.SendMessageA(HWND, NUMBER, NUMBER, BYREF STRING);

(InstallShield で作成されたプロジ ェ ク ト の場合、 デフ ォル ト では、 ISRTWindows.h は Ifx.h に含まれます。

このと き、 Ifx.h もデフ ォル ト でスク リ プ ト に含まれます。 ) 

2. 次の例に従って関数を呼びます。 

USER.SendMessageA( hWnd, LB_GETTEXT, nResult, sResult);

SendMessage の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

テーブル 121 • SendMessage のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nHwnd メ ッ セージを受け取るウ ィ ン ド ウを識別するハン ドルを指定し ます。

nMsg ウ ィ ン ド ウへ送る メ ッ セージを指定し ます。

nwParam 追加メ ッ セージ情報を指定し ます。

nlParam 追加メ ッ セージ情報を指定し ます。
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 *

 * FindWindow 関数と SendMessage 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは Windows Notepad を起動し、

 * FindWindow を呼び出して Notepad ウ ィ ン ドウを検出します。 次に、

 * SendMessage を呼び出してウ ィ ン ドウを 大化し、 3 秒後に

 * SendMessage を再び呼び出してウ ィ ン ドウを 小化

 * します。 スク リ プ トが終了したと き、 Windows NotePad は開いた状態ですが、

 * 小化されています。 SendMessage へ渡されるパラ メーターは

 * Windows システム メ ッセージで、 その値は

 * スク リ プ ト では定数と して定義されいるこ とに注意して く ださい。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 プ リ プロセッサ定数が、

 *       定数 NOTEPAD を設定して、 Windows Notepad 実行可能フ ァ イルの完全

 *     修飾名が参照されるよ うにして く ださい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define NOTEPAD "C:\\Windows\\Notepad.exe"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_SendMessage(HWND);

function ExFn_SendMessage(hMSI)

NUMBER nMsg, nwParam, nlParam;

HWND nHwnd;

begin

// セッ ト ア ッ プの背景ウ ィ ン ドウを表示しません。

Disable(BACKGROUND);

// Windows Notepad を開きます。

if (LaunchApp (NOTEPAD, "") < 0 ) then

MessageBox ("Notepad を起動できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// 3 秒間待機して、 大化される前にそのウ ィ ン ドウを

// 参照できるよ うにします。

Delay (3);

// Notepad ウ ィ ン ドウのハン ドルを読み出します。 初の

// パラ メーターはウ ィ ン ドウク ラスです。 2 番目のパラ メーターにある

// ヌル文字列は一番 初の Notepad ウ ィ ン ドウを指定します。

nHwnd = FindWindow ("NotePAD", "");

if (nHwnd = NULL) then

MessageBox ("Notepad ウ ィ ン ドウを検出できませんでした。 ", SEVERE);

else

// システム コマン ド を送り、 ウ ィ ン ドウを 大化します。

SendMessage (nHwnd, WM_SYSCOMMAND, SC_MAXIMIZE, 0);

// 3 秒間待機して、 小化される前にそのウ ィ ン ドウを

// 参照できるよ うにします。

Delay (3);

// システム コマン ド を送り、 ウ ィ ン ドウを 小化します。
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SendMessage (nHwnd, WM_SYSCOMMAND, SC_MINIMIZE, nlParam);

endif;

end;

ServiceAddService
ServiceAddService 関数は szServiceName が指定し たサービスをシステムで登録されているサービスのリ ス ト へ追

加し ます。 SERVICE_IS_PARAMS 構造を カス タ マイズし て、 追加サービス作成要素を コ ン ト ロールする こ とができ

ます。 ServiceAddService によ ってイ ンス ト ールされる フ ァ イルはあ り ません。 イ ンス ト ール中に各自の責任で

サービスを イ ンス ト ールする必要があ り ます。

szServiceName が指定し たサービスが既に存在する場合、 ServiceAddService はそれを関数呼び出し で指定された

パラ メ ーターへ再構成し ます。 ServiceAddService が呼び出されたと きに既存サービスが実行中の場合、 イ ンス

ト ーラーはサービスを再構成する前にサービスを停止し ます。 サービスが停止できない場合、 ServiceAddService 

はサービスを再構成し、 Windows が再起動の後にサービスを再構成できるよ う に BATCH_INSTALL を設定し ます。

構文

ServiceAddService ( szServiceName, szServiceDisplayName, szServiceDescription, szServicePathFile, bStartService, szStartServiceArgs 

);
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戻り値

追加情報

ServiceAddService が呼び出されたと きにログ記録が有効な場合、 サービスが既に存在し たかど うか、 またアプ リ

ケーシ ョ ンがアン イ ンス ト ールされた時にサービスがアン イ ンス ト ールされたかについてアン イ ンス ト ール用に

ログ記録されます。 アン イ ンス ト ールし ないサービスを追加する場合、 この関数を呼び出す前にログ記録を無効

にし ます。

パブ リ ッ クで定義された構造 (SERVICE_IS_PARAMS および SERVICE_IS_STATUS) は、 サービスが自動的にアン イ

ンス ト ールされた時には使用されません。 サービスをアン イ ンス ト ールする際にデフ ォル ト 以外の設定を指定す

るには、 サービスを追加する際にログ記録を無効にし て、 アン イ ンス ト ール中にスク リ プ ト から直接 

ServiceRemoveService を呼び出し て手動でサービスを削除し ます。

テーブル 122 • ServiceAddService のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szServiceName サービスの名前を指定し ます。

szServiceDisplayName サービスの表示名を指定し ます。

szServiceDescription サービスの説明を指定し ます。

szServicePathFile サービス実行可能フ ァ イルへのパスを指定、 またオプシ ョ ンでサービスが開始

された時に常に渡される コ マン ド ラ イ ンパラ メ ーターを指定し ます。

bStartService 追加し たあとにサービスを開始するかど うかを指定し ます。

szStartServiceArgs イ ンス ト ーラーがサービスをス ター ト し た場合のみサービスへ渡すコマン ド ラ

イ ン引数を指定し ます。

テーブル 123 • ServiceAddService の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数がサービスを追加または再構成し たこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS 関数がサービスを追加または再構成できなかったこ と を示し ます。

この関数が失敗し た場合、 GetExtendedErrInfo を呼び出し、 3 番目の引数の値を

確認する こ と でて追加エラー情報が利用できる場合もあり ます。 ( この値は一

般的に、 Windows API 関数への呼び出しに失敗し た後の Windows API 関数 

GetLastError の内部呼び出しの結果を示し ます。 )

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ と

ができます。 た と えば、 FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 

(0x80070005) です。
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ServiceExistsService
ServiceExistsService 関数は szServiceName が指定し たサービスがシステムで登録されているかど うかを判断し ま

す。

構文

ServiceExistsService ( szServiceName );

パラ メ ーター

戻り値

ServiceGetServiceState
ServiceGetServiceState 関数は svServiceState に szServiceNam が指定し たサービスの状態を戻し ます。

構文

ServiceGetServiceState ( szServiceName, nvServiceState );

テーブル 124 • ServiceExistsService のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szServiceName サービスの名前を指定し ます。

テーブル 125 • ServiceExistsService の戻り値

戻り値 説明

TRUE サービスがシステムで登録されている こ と を示し ます。

FALSE サービスがシステムで登録されていないこ と、 またはサービスがシステムで登

録されているかど うかをセ ッ ト ア ッ プが判断できなかったこ と を示し ます。
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パラ メ ーター

戻り値

ServiceInitParams
ServiceInitParams 関数は、 SERVICE_IS_PARAMS システム変数のメ ンバーを次のデフ ォル ト 値に初期化し ます。 こ

の関数はセ ッ ト ア ッ プ初期化中に自動的に呼び出されます。

構文

ServiceInitParams ( );

テーブル 126 • ServiceGetServiceState のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szServiceName サービスの名前を指定し ます。

nvServiceState サービスの状態を指定する、 次の Windows 定義定数の 1 つを戻し ます :

• SERVICE_STOPPED

• SERVICE_START_PENDING

• SERVICE_STOP_PENDING

• SERVICE_RUNNING

• SERVICE_CONTINUE_PENDING

• SERVICE_PAUSE_PENDING

• SERVICE_PAUSED

テーブル 127 • ServiceGetServiceState の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数がサービスの状態を読み出し たこ と を示し ます。 サービス状態についての

詳しい情報は SERVICE_IS_STATUS システム変数を参照し て く だ さい。

< ISERR_SUCCESS 関数がサービスの状態を読み出すこ とができなかったこ と を示し ます。

この関数が失敗し た場合、 GetExtendedErrInfo を呼び出し、 3 番目の引数の値を

確認する こ と でて追加エラー情報が利用できる場合もあり ます。 ( この値は一

般的に、 Windows API 関数への呼び出しに失敗し た後の Windows API 関数 

GetLastError の内部呼び出しの結果を示し ます。 )

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ と

ができます。 た と えば、 FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 

(0x80070005) です。
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システム変数メ ンバー

パラ メ ーター

な し。

戻り値

ServiceRemoveService
ServiceRemoveService 関数は、 サービスコ ン ト ロールマネージャーデータベースから szServiceName が指定し た

サービスを削除し ます。 関数が呼び出された と きにサービスが実行中の場合、 イ ンス ト ールはサービスを停止し

てサービスを削除し ます。

テーブル 128 • ServiceInitParams のシステム変数メ ンバー

パラ メ ーター デフ ォル ト 値

SERVICE_IS_PARAMS.lpMachineName NULL

SERVICE_IS_PARAMS.lpDatabaseName NULL

SERVICE_IS_PARAMS.dwDesiredAccess SERVICE_ALL_ACCESS

SERVICE_IS_PARAMS.dwServiceType SERVICE _WIN32_OWN_PROCESS

SERVICE_IS_PARAMS.dwStartType SERVICE_AUTO_START

SERVICE_IS_PARAMS.dwErrorControl SERVICE_ERROR_IGNORE

SERVICE_IS_PARAMS.lpLoadOrderGroup NULL

SERVICE_IS_PARAMS.lpdwTagId NULL

SERVICE_IS_PARAMS.lpDependencies NULL

SERVICE_IS_PARAMS.lpServiceStartName NULL

SERVICE_IS_PARAMS.lpPassword NULL

SERVICE_IS_PARAMS.nStartServiceWaitCount INFINITE

SERVICE_IS_PARAMS.nStopServiceWaitCount INFINITE

テーブル 129 • ServiceInitParams の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS この関数は常に  ISERR_SUCCESS を戻し ます。
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構文

ServiceRemoveService ( szServiceName );

パラ メ ーター

戻り値

ServiceStartService
ServiceStartService 関数は szServiceName が指定し たサービスを開始し ます。 関数が呼び出された と きにサービス

が実行中の場合、 イ ンス ト ールは停止し てサービスを再開始し ます。

この関数は、 サービスが実行状態に到達するのを待ってから値を返し ます。 少な く と も dwWaitHint ミ リ秒おきに

SERVICE_IS_STATUS 構造の dwCheckPoint メ ンバーがア ッ プデー ト されている間は、 いつまでも待ちます。 一定期

間の後、 サービスが開始されたかど うかに関わらず値を戻すこ と を強制する場合は、 SERVICE_IS_PARAMS 構造変

数の nStartServiceWaitCount メ ンバーを適切な秒数に変更し ます。

構文

ServiceStartService ( szServiceName, szStartServiceArgs );

テーブル 130 • ServiceRemoveService のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szServiceName サービスの名前を指定し ます。

テーブル 131 • ServiceRemoveService の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数がサービスコ ン ト ロールマネージャーデータベースからサービスを削除し

たこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS 関数がサービスを削除できなかったこ と を示し ます。

この関数が失敗し た場合、 GetExtendedErrInfo を呼び出し、 3 番目の引数の値を

確認する こ と でて追加エラー情報が利用できる場合もあり ます。 ( この値は一

般的に、 Windows API 関数への呼び出しに失敗し た後の Windows API 関数 

GetLastError の内部呼び出しの結果を示し ます。 )

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ と

ができます。 た と えば、 FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 

(0x80070005) です。
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戻り値

ServiceStopService
ServiceStopService 関数は szServiceName が指定し たサービスを停止し ます。

この関数は、 結果を戻す前にサービスが停止するまで待機し ます。 つま り、 サービスが 低 dwWaitHint ミ リ秒単

位で SERVICE_IS_STATUS 構造体の dwCheckPoint メ ンバーを更新し ている間は無期限で待機し ます。 一定期間の

後、 サービスが停止されたかど うかに関わらず値を戻すこ と を強制する場合は、 SERVICE_IS_PARAMS 構造変数の 

nStopServiceWaitCount メ ンバーを適切な秒数に変更し ます。

構文

ServiceStopService ( szServiceName );

テーブル 132 • ServiceStartService のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szServiceName サービスの名前を指定し ます。

szStartServiceArgs サービスへの引数のコ ンマ区切り文字列を指定し ます。

テーブル 133 • ServiceStartService の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数がサービスを開始し たこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS 関数がサービスを開始できなかったこ と を示し ます。

この関数が失敗し た場合、 GetExtendedErrInfo を呼び出し、 3 番目の引数の値を

確認する こ と でて追加エラー情報が利用できる場合もあ り ます。 ( この値は一

般的に、 Windows API 関数への呼び出しに失敗し た後の Windows API 関数 

GetLastError の内部呼び出しの結果を示し ます。 )

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ と

ができます。 たと えば、 FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 

(0x80070005) です。
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

SetColor
SetColor 関数はセ ッ ト ア ッ プ背景色を設定し ます。

メ モ • この関数は、 基本の MSI セ ッ ト ア ッ ププロジ ェ ク ト でのみ使用できます。

構文

Handler (nObject, Label);

テーブル 134 • ServiceStopService のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szServiceName サービスの名前を指定し ます。

テーブル 135 • ServiceStopService の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数がサービスを停止し たこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS 関数がサービスを停止できなかったこ と を示し ます。

この関数が失敗し た場合、 GetExtendedErrInfo を呼び出し、 3 番目の引数の値を

確認する こ と でて追加エラー情報が利用できる場合もあ り ます。 ( この値は一

般的に、 Windows API 関数への呼び出しに失敗し た後の Windows API 関数 

GetLastError の内部呼び出しの結果を示し ます。 )

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ と

ができます。 たと えば、 FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 

(0x80070005) です。
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テーブル 136 • SetColor のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nObject 変更するユーザーイ ン ターフ ェ イスオブジ ェ ク ト を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 あ

らかじめ定義されている次の定数を渡し ます。

• BACKGROUND Ñ セ ッ ト ア ッ プ ウ ィ ン ド ウの背景を示し ます。 デフ ォル ト の色は青緑

単色 (RGB (0,128,128)) です。
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nColor 背景の色を指定し ます。

背景色をグラデーシ ョ ンする場合、 次の定数の 1 つを渡し ます :

• BK_BLUE

• BK_GREEN

• BK_MAGENTA

• BK_ORANGE

• BK_PINK

• BK_RED

• BK_YELLOW

単一背景色には、 次の定数の 1 つを渡すか、 RGB 関数を呼び出し て特定の色 ( 括弧内に

ある値を利用する ) を指示し ます :

• BK_SOLIDBLACK (0, 0, 0)

• BK_SOLIDBLUE (0, 0, 255)

• BK_SOLIDGREEN (0, 255, 0)

• BK_SOLIDMAGENTA (255, 0, 127)

• BK_SOLIDORANGE (255, 127, 0)

• BK_SOLIDPINK (255, 0, 255)

• BK_SOLIDRED (255, 0, 0)

• BK_SOLIDWHITE (255, 255, 255)

• BK_SOLIDYELLOW (255, 255, 0)

カス タムカ ラーの場合、 このパラ メ ーターに関数 RGB を渡し ます。

メ モ • RGB 値を使用する と、 Microsoft Windows のプログラ ミ ングマニュアルで説明し てい

る メ ソ ッ ド と同じ手法を使う こ とができます RED、 GREEN、 および BLUE 色の混合を指

定し て、 色を 「混合」 する こ とができます。 0 から 255 の番号を使って、 使用する色の量

を表し ます。 リ テ ラル数を RGB マク ロのパラ メ ーターに使用し なければな り ません。

RGB ステー ト メ ン ト のかわり に RGB カ ラーを表す長い値を使う こ と もできます。

背景を カス タムカ ラーでペイ ン ト する場合の効果をスムーズにする ( グラデーシ ョ ン ) た

めには、 定義済みの定数 BK_SMOOTH と色をビ ッ ト ワイズで OR し ます。 スムージング効

果は 256 色を有効にする と向上し ます。

テーブル 136 • SetColor のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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戻り値

SetColor の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SetColor 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * SetColor への 初の呼び出しで背景色を単一青に設定

 * します。 2 回目呼び出しで背景色をグラデーシ ョ ン赤に設定

 * します。 後の呼び出しで背景色を RGB 値に設定します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_SetColor(HWND);

function ExFn_SetColor(hMSI)

begin

 // 背景色を単一青に変更します。

 if (SetColor (BACKGROUND, BK_SOLIDBLUE) < 0) then

MessageBox ("SetColor が失敗しました。 ", SEVERE);

 endif;

 // 3 秒間遅延させます。

 Delay (3);

 // 背景色をグラデーシ ョ ン赤に変更します。

 if (SetColor (BACKGROUND, BK_RED) < 0) then

MessageBox ("SetColor が失敗しました。 ", SEVERE);

 endif;

 // 3 秒間遅延させます。

 Delay (3);

 // 背景色をカスタムマジェ ン タに変更します。

 if (SetColor (BACKGROUND, RGB(100, 50, 150))  0) then

テーブル 137 • SetColor の戻り値

戻り値 説明

0 関数はオブジ ェ ク ト の色を正し く 設定し たこ と を示し ます。

< 0 関数はユーザーイ ン ターフ ェ イスオブジ ェ ク ト の色を設定できなかったこ と を示し ます。
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MessageBox ("SetColor が失敗しました。 ", SEVERE);

 endif;

 Delay (3);

end;

SetDialogTitle
SetDialogTitle 関数は、 一部の共通ビル ト イ ン ダイアログのタ イ ト ルバーに表示される タ イ ト ルを変更し ます。 パ

ラ メ ーター nDialogId を使って、 ダイアログを指定し ます。 SetDialogTitle を使用し ない場合、 デフ ォル ト のタ イ ト

ルが表示されます。

特定のダイアログにタ イ ト ルを設定する と、 SetDialogTitle を使って再度タ イ ト ルを変更するまで、 InstallShield は 

は設定し たダイアログのタ イプのすべてのイ ンス タ ンスにこのタ イ ト ルを使います。 タ イ ト ルを変更するダイア

ログの各タ イプに SetDialogTitle を別個に呼び出す必要があり ます。

メ モ • InstallShield は、 標準の Windows メ ッ セージボ ッ クス関数を使って メ ッ セージボ ッ クスを作成し ます。

Windows は、 これらのメ ッ セージボ ッ クスの [OK] ボタ ン と [ キャ ンセル ] ボタ ンのテキス ト を判別し ます。

InstallShield は、 Windows メ ッ セージボ ッ クス内のボタ ンに使用し ているテキス ト を制御し ません。

構文

SetDialogTitle (nDialogId, szTitle);
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パラ メ ーター

戻り値

SetDialogTitle の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

テーブル 138 • SetDialogTitle のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nDialogId タ イ ト ルの変更を変更するビル ト イ ンのダイアログを識別し ます。 このパラ メ ーター

に、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• DLG_ASK_OPTIONS Ñ AskOptions ダイアログのタ イ ト ルを変更し ます。

• DLG_ASK_PATH—AskPath ダイアログのタ イ ト ルを変更し ます。

• DLG_ASK_OPTIONS Ñ AskText ダイアログのタ イ ト ルを変更し ます。

• DLG_ASK_YESNO Ñ AskYesNo ダイアログのタ イ ト ルを変更し ます。

• DLG_ENTER_DISK Ñ EnterDisk ダイアログのタ イ ト ルを変更し ます。

• DLG_MSG_INFORMATION— 情報ス タ イル MessageBox のタ イ ト ルを変更し ます。

• DLG_MSG_SEVERE Ñ  Severe ス タ イルの MessageBox のタ イ ト ルを変更し ます。

• DLG_STATUS Ñ ダイアログ ス タ イルの進行状況イ ンジケーターのタ イ ト ルを変更

し ます。 ダイアログス タ イルの進行状況イ ンジケーターを再度有効にする必要が

あり、 それにはタ イ ト ルの変更を有効にするために DLG_STATUS オプシ ョ ンを

使って SetDialogTitle  を呼び出し た後に Enable(STATUSDLG)) を呼び出し ます。

• DLG_MSG_WARNING Ñ Warning ス タ イルの MessageBox のタ イ ト ルを変更し ます。

• DLG_USER_CAPTION— ユーザー定義のメ ッ セージ ボ ッ クス ス タ イルを使用する場

合、 MessageBox キャ プシ ョ ンを変更し ます。

szTitle 新しいタ イ ト ルを指定し ます。

テーブル 139 • SetDialogTitle の戻り値

戻り値 説明

0 関数がダイアログのタ イ ト ルを正常に変更し たこ と を示し ます。

< 0 関数がダイアログのタ イ ト ルを変更できなかったこ と を示し ます。
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 *

 * SetDialogTitle 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * SetDialogTitle が呼び出され、 AskYesNo ダイアログのタ イ ト ルを

 * 変更します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "SetDialogTitle の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_SetDialogTitle(HWND);

function ExFn_SetDialogTitle(hMSI)

 NUMBER nCheck1, nCheck2;

begin

 // AskYesNo ダイアログのタ イ トルを設定します。

 if (SetDialogTitle (DLG_ASK_YESNO, TITLE_TEXT) < 0) then

// エラーを報告します。

MessageBox ("SetDialogTitle が失敗しました。 ", SEVERE);

 else

// AskYesNo ダイアログを新しいタ イ トルと共に表示します。

AskYesNo ("SetDialogTitle がこのタ イ トルを変更しましたか ?", YES);

 endif;

end;

SetDisplayEffect

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SetDisplayEffect 関数は、 ビ ッ ト マ ッ プまたはメ タ フ ァ イルを PlaceBitmap 関数を使って表示する と き、 またはビ

ルボー ド を表示する と きに利用する表示効果を指定し ます。 表示効果が設定された後に続いて PlaceBitmap が表示

するすべてのビ ッ ト マ ッ プ、 またはビルボー ドは、 SetDisplayEffect への呼び出し で別の効果が設定されるまで同

じ効果を使って表示されます。

表示効果はビ ッ ト マ ッ プまたはビルボー ド を配置する場合のみ有効です。 ビ ッ ト マ ッ プまたはビルボー ド を削除

する と きには効果は利用されません。

メ モ • BITMAPICON、 FULLSCREEN、 FULLSCREENSIZE、 または TILED オプシ ョ ンを使って PlaceBitmap が表示す

るビ ッ ト マ ッ プには表示効果は利用されません。 代わり に標準で表示されます。 詳細については、 「PlaceBitmap」

を参照し て く ださい。
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構文

SetDisplayEffect ( nEffect );
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

SetDisplayEffect の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SetDisplayEffect 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

テーブル 140 • SetDisplayEffect のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nEffect 表示効果を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 あらかじめ定義されている以下の定数の

う ちの 1 つを渡し ます。 これらの定数は同時に使用する こ とはできません。 つま り、

ビ ッ ト ワイズ OR 演算子を使用し て、 複数指定する こ とはできません。 さ らに、 このパ

ラ メ ーターは PlaceBitmap と共にビ ッ ト マ ッ プを表示する と きに BITMAPICON、

FULLSCREEN、 FULLSCREENSIZE、 または TILED が指定された場合、 効果を持ちませ

ん。

• EFF_FADE Ñ ビ ッ ト マ ッ プまたはビルボー ド はゆっ く り と フ ェー ド イ ン、 フ ェー ド

アウ ト し ます。

• EFF_REVEAL— ビ ッ ト マ ッ プまたはビルボー ドは中央から徐々に四隅に向かって広

がり ます。

• EFF_HORZREVEAL Ñ ビ ッ ト マ ッ プまたはビルボー ドは中央から水平に広がり ます。

• EFF_HORZSTRIPE Ñ ビ ッ ト マ ッ プまたはビルボー ド フ ァ イルのセク シ ョ ンは外側か

ら内側に向けて水平に埋ま り ます。 次に残りが中央から外に向けて広がり ます。

• EFF_VERTSTRIPE— ビ ッ ト マ ッ プまたはビルボー ド フ ァ イルのセクシ ョ ンは外側か

ら内側に向けて水平に埋ま り ます。 次に残りが中央から外に向けて広がり ます。

• EFF_BOXSTRIPE Ñ ビ ッ ト マ ッ プまたはビルボー ドのセクシ ョ ンはすべての端から

内側に向かって埋ま り、 残りが内側から端に向かって広がり ます。

• EFF_NONE Ñ このオプシ ョ ンがデフ ォル ト の設定です。 その他のオプシ ョ ンの 1 つ

を呼び出し た後、 表示効果を ク リ アするのに利用し ます。

メ モ • EFF_REVEAL と EFF_HORZREVEAL のみメ タ フ ァ イルで利用できます。

テーブル 141 • SetDisplayEffect の戻り値

戻り値 説明

0 関数が表示効果を設定し たこ と を示し ます。

< 0 関数が表示効果を設定できなかったこ と を示し ます。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
 * このスク リ プ トは、 違う効果をつけて同じ ビ ッ ト マ ッ プを

 * 7 回表示します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を適切に実行するため、

 *     定数 BITMAP_FILE がターゲッ ト システム上の既存の

 *     ビ ッ ト マ ッ プフ ァ イルを参照するよ うに設定しな く てはなり ません。 その後

 *     例では、 BITMAP_ID には任意の整数が可能です。

 *     これはビ ッ ト マ ッ プが DLL からロード されず、 画面上に

 *     その他のビ ッ ト マ ッ プがないためです。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define BITMAP_FILE "C:\\Windows\\Forest.BMP"

// ビ ッ ト マ ッ プに使う ID

#define BITMAP_ID 1

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_SetDisplayEffect(HWND);

function ExFn_SetDisplayEffect(hMSI)

begin

 // ビ ッ ト マ ッ プが表示される度に効果名が

 // タ イ トルバーに表示されるよ う、 背景ウ ィ ン ドウを

 // 開きます。

 Enable (FULLWINDOWMODE);

 Enable (BACKGROUND);

 // 1. ボッ クス ス ト ラ イプ効果を使ってビ ッ ト マ ッ プを表示します。

 SetDisplayEffect (EFF_FADE);

 SetTitle (" フ ェード効果 ", 0, BACKGROUNDCAPTION);

 PlaceBitmap (BITMAP_FILE, BITMAP_ID, 0, 0, CENTERED);

 Delay (3);

 PlaceBitmap ("", BITMAP_ID, 0, 0, REMOVE);

 // 2. リ ビール効果を使ってビ ッ ト マ ッ プを表示します。

 SetDisplayEffect (EFF_REVEAL);

 SetTitle(" リ ビール効果 ", 0, BACKGROUNDCAPTION);

 PlaceBitmap (BITMAP_FILE, BITMAP_ID, 0, 0, CENTERED);

 Delay (3);

 PlaceBitmap ("", BITMAP_ID, 0, 0, REMOVE);

 // 3. 水平リ ビール効果を使ってビ ッ ト マ ッ プを表示します。

 SetDisplayEffect (EFF_HORZREVEAL);

 ビ ッ ト マ ッ プまたはビルボードは中央から徐々に四隅に向かって広がり ます。

 PlaceBitmap (BITMAP_FILE, BITMAP_ID, 0, 0, CENTERED);

 Delay (3);

 PlaceBitmap ("", BITMAP_ID, 0, 0, REMOVE);

 // 4. 水平ス ト ラ イプ効果を使ってビ ッ ト マ ッ プを表示します。

 SetDisplayEffect (EFF_HORZSTRIPE);

 SetTitle (" 水平ス ト ラ イプ効果 ", 0, BACKGROUNDCAPTION);
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 PlaceBitmap (BITMAP_FILE, BITMAP_ID, 0, 0, CENTERED);

 Delay (3);

 PlaceBitmap ("", BITMAP_ID, 0, 0, REMOVE);

 // 5. 垂直ス ト ラ イプ効果を使ってビ ッ ト マ ッ プを表示します。

 SetDisplayEffect (EFF_VERTSTRIPE);

 SetTitle (" 垂直ス ト ラ イプ効果 ", 0, BACKGROUNDCAPTION);

 PlaceBitmap (BITMAP_FILE, BITMAP_ID, 0, 0, CENTERED);

 Delay (3);

 PlaceBitmap ("", BITMAP_ID, 0, 0, REMOVE);

 // 6. ボッ クス ス ト ラ イプ効果を使ってビ ッ ト マ ッ プを表示します。

 SetDisplayEffect (EFF_BOXSTRIPE);

 SetTitle (" ボッ クスス ト ラ イプ効果 ", 0, BACKGROUNDCAPTION);

 PlaceBitmap (BITMAP_FILE, BITMAP_ID, 0, 0, CENTERED);

 Delay (3);

 PlaceBitmap ("", BITMAP_ID, 0, 0, REMOVE);

 Delay (1);

 // 7. 効果すべてをク リ ア

 SetDisplayEffect (EFF_NONE);

 SetTitle (" 効果なし ", 0, BACKGROUNDCAPTION);

 PlaceBitmap (BITMAP_FILE, BITMAP_ID, 0, 0, CENTERED);

 Delay (3);

 PlaceBitmap ("", BITMAP_ID, 0, 0, REMOVE);

 Delay (1);

end;

SetErrorMsg
デ ィ スク エラーが発生し たと き、 SetErrorMsg 関数は EnterDiskError 関数によ って表示される対応エラー メ ッ セー

ジを設定し ます。

構文

SetErrorMsg ( nErrorID, szText );
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

SetErrorMsg の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SetErrorMsg 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは一連のセッ ト ア ッ プデ ィ スクの次のデ ィ スクが

 * 指定された ド ラ イブに準備できていない場合に、 EnterDisk への呼び出しの後に

 * 表示されるエラーメ ッセージをカスタマイズします。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// EnterDisk エラー用のテキス ト メ ッセージを定義します。

#define MSG_DRIVE_DOOR " ド ラ イブの扉が開いています。 "

#define MSG_BAD_PATH   " パスが存在しません。 "

#define MSG_BAD_TAG    " タグフ ァ イルが無効です。 "

テーブル 142 • SetErrorMsg のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nErrorID カス タ マイズするエラー メ ッ セージを指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下

の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• ERR_BOX_BADPATH Ñ このメ ッ セージは、 EnterDiskError がユーザーが入力

し た無効なパスを検出し た場合に表示されます。

• ERR_BOX_BADTAGFILE Ñ このメ ッ セージは、 指定し た タグ フ ァ イルがデ ィ

スク上に存在し ないこ と を EnterDiskError が検出し たと きに表示されます。

• ERR_BOX_DISKID Ñ このメ ッ セージは、 ユーザーが指定し た ド ラ イブが存在

し ないこ と を EnterDiskError が検出し たと きに表示されます。

szText メ ッ セージボ ッ クスに表示するエラー メ ッ セージを指定し ます。

テーブル 143 • SetErrorMsg の戻り値

戻り値 説明

0 関数がエラー メ ッ セージを変更し たこ と を示し ます。

< 0 関数がエラー メ ッ セージを変更できなかったこ と を示し ます。
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#define MSG_BAD_DRIVE  " 指定した ド ラ イブが存在しません。 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_SetErrorMsg(HWND);

function ExFn_SetErrorMsg(hMSI)

begin

 // EnterDisk 関数のエラーボッ クス用メ ッセージを設定します。

 SetErrorMsg (ERR_BOX_DRIVEOPEN, MSG_DRIVE_DOOR);

 SetErrorMsg (ERR_BOX_BADPATH, MSG_BAD_PATH );

 SetErrorMsg (ERR_BOX_BADTAGFILE, MSG_BAD_TAG);

 SetErrorMsg (ERR_BOX_DISKID, MSG_BAD_DRIVE);

 // ユーザーにデ ィ スクの指定を求めます。

 EnterDisk (" 'Examples' デ ィ スクを挿入して下さい。 :", "Example.exe");

end;

SetErrorTitle
デ ィ スク エラーが発生し たと き、 SetErrorTitle 関数は EnterDiskError 関数によ って表示されるエラー メ ッ セージ

のタ イ ト ルバーを設定し ます。

構文

SetErrorTitle ( nErrorID, szText );
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

SetErrorTitle の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SetErrorTitle 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは、 一連のセ ッ ト ア ッ プデ ィ スクの次のデ ィ スクが

 * このスク リ プ トは、 一連のセ ッ ト ア ッ プデ ィ スクの次のデ ィ スクが

 * 表示される メ ッセージボッ クス用のタ イ トルテキス ト をカスタマイズします。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// EnterDisk エラー用のメ ッセージボッ クスタ イ トルテキス ト を定義します。

#define MSG_DRIVE_DOOR " ド ラ イブの扉が開いています。 "

#define MSG_BAD_PATH   " パスが見つかり ません。 "

#define MSG_BAD_TAG    " タグフ ァ イルが無効です。 "

テーブル 144 • SetErrorTitle のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nErrorID タ イ ト ルを カス タ マイズするエラー メ ッ セージ ボ ッ クスを指定し ます。 このパラ メ ー

ターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• ERR_BOX_BADPATH Ñ このメ ッ セージは、 EnterDiskError が無効なパスを検出し た

場合に表示されます。

• ERR_BOX_BADTAGFILE Ñ このメ ッ セージは、 指定し た タグ フ ァ イルがデ ィ スク上

に存在し ないこ と を EnterDiskError が検出し た と きに表示されます。

• ERR_BOX_DISKID Ñ このメ ッ セージボ ッ クスは、 指定し た ド ラ イブが存在し ないこ

と を EnterDiskError が検出し た と きに表示されます。

szText エラー メ ッ セージボ ッ クスに表示する タ イ ト ルを指定し ます。

テーブル 145 • SetErrorTitle の戻り値

戻り値 説明

0 関数がタ イ ト ルバーのテキス ト を変更し たこ と を示し ます。

< 0 関数がタ イ ト ルバーのテキス ト を変更できなかったこ と を示し ます。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
#define MSG_BAD_DRIVE  " ド ラ イブが見つかり ません。 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_SetErrorTitle(HWND);

function ExFn_SetErrorTitle(hMSI)

 STRING szText;

NUMBER nErrorID;

begin

 // EnterDisk への呼び出しの後に発生する各エラー用の

 // メ ッセージボッ クスタ イ ト ルを設定します。

 SetErrorTitle (ERR_BOX_DRIVEOPEN, MSG_DRIVE_DOOR);

 SetErrorTitle (ERR_BOX_DISKID,  MSG_BAD_DRIVE);

 SetErrorTitle (ERR_BOX_BADTAGFILE, MSG_BAD_TAG);

 SetErrorTitle (ERR_BOX_BADPATH, MSG_BAD_PATH);

 // ド ラ イブ A をデフ ォルト と します。

 // ユーザーにデ ィ スクの指定を求めます。

 EnterDisk (" 'Examples' デ ィ スクを挿入して下さい。 :", "Example.exe");

end;

SetExtendedErrInfo

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SetExtendedErrInfo 関数は、 GetExtendedErrInfo が読み出すこ とのできるエラー情報を設定し ます。

構文

SetExtendedErrInfo ( szScriptFile, nLineNumber, nError );
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

SetFileInfo
SetFileInfo 関数によ って、 既存のフ ァ イルの日付またはタ イムス タ ンプが設定されるか、 フ ァ イルの属性が変更さ

れます。 フ ァ イルの日付と時間を両方変更する場合、 日付を変更するためと時間を変更するために SetFileInfo を 

2 度呼び出す必要があ り ます。 ただ し、 nAttribute の定数を OR ( | ) 演算子と組み合わせる こ とによ って、

SetFileInfo を 1 度呼び出すだけで複数のフ ァ イル属性を設定できます。

メ モ • この関数を使ってフ ォルダーの属性を変更する こ と もできます。 例えば、 この関数を使って非表示フ ォル

ダーを作成する こ とができます。

構文

SetFileInfo (szPathFile, nType, nAttribute, szValue);

テーブル 146 • SetExtendedErrInfo のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szScriptFile エラーが発生し たスク リ プ ト フ ァ イルを指定し ます。 現在の

スク リ プ ト  フ ァ イル ( つま り SetExtendedErrInfo への呼び出

し を含むスク リ プ ト  フ ァ イル ) を指定するには、予約識別子 

__FILE__ を渡し ます。

nLineNumber エラーが発生し た行番号を指定し ます。 現在の行番号 ( つま

り SetExtendedErrInfo への呼び出しの行番号 ) を指定するに

は、 予約識別子 __LINE__ を渡し ます。

nError エラーのエラーコー ド を指定し ます。

テーブル 147 • SetExtendedErrInfo の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数がエラー情報を設定し ま し た。

< ISERR_SUCCESS 関数がエラー情報の設定に失敗し ま し た。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

テーブル 148 • SetFileInfo のパラ メ ーター

パラ メ ー
ター 説明

szPathFile 日付、 時刻、 または属性を変える フ ォルダーの完全修飾名を指定し ます。

nType 変更する フ ァ イルの特徴を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済

み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• FILE_ATTRIBUTE Ñ フ ァ イルの 1 つ以上フ ァ イルの属性が変更される こ

と を示し ます。

• FILE_DATE Ñ フ ァ イルの日付ス タ ンプが変更される こ と を示し ます。

• FILE_TIME Ñ フ ァ イルのタ イムス タ ンプが変更される こ と を示し ます。

nAttribute nType が FILE_ATTRIBUTE のと きのフ ァ イル属性を指定し ます。 (nType が 

FILE_DATE または FILE_TIME のと き、 このパラ メ ーターに 0 を渡し ます。 )2 

つ以上の属性を指定する場合は、 次の定義済みの定数と OR (|) 演算子を組み

合わせます。

• FILE_ATTR_ARCHIVED Ñ アーカ イブ属性を設定し ます。

• FILE_ATTR_HIDDEN Ñ 非表示属性を設定し ます。

• FILE_ATTR_READONLY Ñ 読み取り専用属性を設定し ます。

• FILE_ATTR_SYSTEM Ñ システム属性を設定し ます。

• FILE_ATTR_NORMAL Ñ この定数だけを指定し た場合、 すべてのフ ァ イル

属性がク リ ア されます。 この定数と他のフ ァ イル属性定数が OR で組み

合わされている場合、 OR 式に含まれていない属性はク リ ア されます。

szValue nType で渡される値に基づいて、 次のどれかを指定し ます :

• FILE_DATE Ñ 日付を YYYY/MM/DD または YYYY\MM\DD の形式で指定

し ます。 日付は 「1980/01/01」 以降を使用し て く ださい。 区切り文字と

し て円記号を使用する と、 円記号はエスケープ シーケンス と し て文字

列に挿入されます ( た と えば、 1980\\01\\01)。

• FILE_TIME Ñ 24 時間形式で HH:MM:SS で時間を指定し ます。 秒は 2 の倍

数です。

• FILE_ATTRIBUTE Ñ このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

テーブル 149 • SetFileInfo の戻り値

戻り値 説明

0 フ ァ イルの日付ス タ ンプ、 タ イムス タ ンプ、 または属性が正常に設定

されたこ と を示し ます。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
SetFileInfo の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SetFileInfo 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * SetFileInfo が呼び出され、 フ ァ イルの日付、 時刻、 属性を

 * 設定します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 C ド ラ イブのルー トへ

 *     ISExampl.txt と名づけられたフ ァ イルを作成します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define EXAMPLE_FILE "C:\\ISExampl.txt"

#define TITLE_TEXT   "SetFileInfo の例 "

#define NEW_FILE_DATE "2003/09/12"

#define NEW_FILE_TIME "18:30:00"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_SetFileInfo(HWND);

function ExFn_SetFileInfo(hMSI)

 LIST   listID;

begin

 // メ ッセージを収める リス ト を作成します。

 listID = ListCreate (STRINGLIST);

 // エラーが発生した場合にそれを報告し、 終了します。

 if (listID = LIST_NULL) then

MessageBox (" この例に必要な リス ト を作成できませんでした。 ", SEVERE);

abort;

 endif;

 // フ ァ イルの日付を設定します。

 if (SetFileInfo (EXAMPLE_FILE, FILE_DATE, 0, NEW_FILE_DATE) < 0) then

< 0 フ ァ イルの日付ス タ ンプ、 タ イムス タ ンプ、 または属性が設定できな

かったこ と を示し ます。

テーブル 149 • SetFileInfo の戻り値 ( 続き )

戻り値 説明
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ListAddString (listID, " フ ァ イル \ の日付を変更できませんでした。 ", AFTER);

 else

ListAddString (listID, " フ ァ イル \ の日付を " + NEW_FILE_DATE + " に変更しました。 ",

AFTER);

 endif;

// フ ァ イルの時刻を設定します。

 if (SetFileInfo (EXAMPLE_FILE, FILE_TIME, 0, NEW_FILE_TIME) < 0) then

 ListAddString (listID, " フ ァ イル \ の時刻を変更できませんでした。 ", AFTER);

 else

 ListAddString (listID, " フ ァ イル \ の時刻を " + NEW_FILE_TIME + " へ変更しました。 ",

AFTER);

 endif;

 // フ ァ イルの属性をク リアします。

 if (SetFileInfo (EXAMPLE_FILE, FILE_ATTRIBUTE, FILE_ATTR_NORMAL, "") < 0)

then

ListAddString (listID, " フ ァ イルの属性をク リアするこ とができませんでした。 ", AFTER);

 else

ListAddString (listID, " フ ァ イル属性をク リ アしました。 ", AFTER);

 endif;

 // 結果をレポー ト します。

 SdShowInfoList (TITLE_TEXT, " 変更 " + EXAMPLE_FILE, listID);

 // メ モ リから リス ト を削除します。

 ListDestroy(listID);

end;

SetFont

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SetFont 関数は、 テキス ト 文字列を表示する時のフ ォ ン ト と ス タ イルを設定し ます。 この関数では Windows 標準

フ ォ ン ト を利用する こ と もできます。

構文

SetFont ( nItemID, nFontStyle, szFontName );
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パラ メ ーター

戻り値

SetFont の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SetFont 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト では、 セッ ト ア ッ プのメ インウ ィ ン ドウに 3 つの異なる タ イ トルが

 * 表示されます。 各タ イ ト ルは画面上に 3 秒間

 * 表示されます。 タ イ ト ルは、 SetTitle への呼び出しで

 * 表示され、 こ こでタ イプサイズと色も設定します。

テーブル 150 • SetFont のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nItemID フ ォ ン ト と ス タ イルを設定するアイテムを指定し ます。 このパラ メ ー

ターに、 あらかじめ定義されている次の定数を渡し ます。

• FONT_TITLE— セ ッ ト ア ッ プウ ィ ン ド ウの左上角に表示するセ ッ ト

ア ッ プ処理のメ イ ン タ イ ト ルを指定し ます。

nFontStyle フ ォ ン ト ス タ イルを指定し ます。 このパラ メ ーターには、 次の定義済

み定数のいずれかを指定し ます。 STYLE_NORMAL 以外はビ ッ ト 単位で 

OR し て複数のス タ イルを指定する こ とができます。

• STYLE_NORMAL Ñ 太字、 イ タ リ ッ ク、 または影付きは不可 (OR は

使用できません )

• STYLE_BOLD Ñ 太字テキス ト

• STYLE_ITALIC Ñ イ タ リ ッ ク テキス ト

• STYLE_SHADOW Ñ 影付きテキス ト

• STYLE_UNDERLINE Ñ 下線付きテキス ト

szFontName 有効な Windows フ ォ ン ト の名前を指定し ます。 有効なフ ォ ン ト 名には

Courier、 Helv、 Helvetica、 Modern、 Roman、 Script、 Terminal、 Times、

そ し て TmsRmn が含まれます。 指定されたス タ イルで指定し たフ ォ ン

ト が見つからなかった場合、 Arial が利用されます。

テーブル 151 • SetFont の戻り値

戻り値 説明

0 関数がフ ォ ン ト を設定し たこ と を示し ます。

< 0 関数がフ ォ ン ト を設定できなかったこ と を示し ます。
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 * タ イ ト ルのフ ォン ト 色と フ ォン ト スタ イルを制御する為に、

 * スク リ プ トは SetTitle への各呼び出しの前に SetFont を呼び出します。

 *

 *           フ ォン ト           サイズ    スタ イル          色

 *

 * タ イ ト ル 1   Times New Roman    36     標準           赤

 * タ イ ト ル 2   Courier New        48     イ タ リ ッ ク     黄

 * タ イ ト ル 3   Arial              60     太字、 影つき   青

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_SetFont(HWND);

function ExFn_SetFont(hMSI)

begin

Enable ( BACKGROUND );

// タ イ トル 1: Times Roman、 36pt, 標準、 赤。

if (SetFont (FONT_TITLE, STYLE_NORMAL, "Times New Roman") < 0) then

MessageBox ("SetFont が失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

SetTitle ("SetFont の例 1", 36, RGB(255, 0, 0));

Delay (3);

// タ イ トル 2: Courier New、 48pt、 イ タ リ ッ ク、 黄。

if (SetFont (FONT_TITLE, STYLE_ITALIC, "Courier New") < 0) then

MessageBox ("SetFont が失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

SetTitle ("SetFont の例 2", 48, RGB(255, 255, 0));

Delay (3);

// タ イ トル 3: Arial、 60pt、 太字、 影付き、 青。

if (SetFont (FONT_TITLE, STYLE_BOLD | STYLE_SHADOW, "Arial") < 0) then

MessageBox ("SetFont が失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

SetTitle ("SetFont の例 3", 60, RGB(0, 0, 255));

Delay (3);

end;

SetInstallationInfo
SetInstallationInfo 関数はシステム変数 IFX_COMPANY_NAME、 IFX_PRODUCT_NAME、 IFX_PRODUCT_VERSION、 お

よび IFX_PRODUCT_KEY の値を設定し ます。 CreateInstallationInfo が利用できるよ う に SetInstallationInfo はこの情

報を指定し ます。 CreateInstallationInfo 　 はイベン ト 指向のスク リ プ ト ではデフ ォル ト 　 OnShowUI 　 イベン ト  ハン

ド ラーコー ド で呼び出され、 イ ンス ト ールするプログラムのアプ リ ケーシ ョ ン情報キーと アプ リ ケーシ ョ ンご と

のパスキーを作成し ます。
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SetInstallationInfo はレジス ト リ関連の特殊関数で、 特定の定義済みレジス ト リキーと一緒に動作するよ う に設計さ

れています。 レジス ト リ関連の特殊関数については、 「レジス ト リ関連の特殊関数」 を参照し て く だ さい。

構文

SetInstallationInfo ( szCompany, szProduct, szVersion, szProductKey );

パラ メ ーター

戻り値

この関数は常に 0 を返し ます。

テーブル 152 • SetInstallationInfo のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szCompany 会社名を指定し ます。 CreateInstallationInfo は szCompany を

使って 、 レジス ト リの HKEY_LOCAL_MACHINE\Software キー

の下に \< 会社 > キーを作成し ます。

szProduct イ ンス ト ールする製品の名前を指定し ます。

CreateInstallationInfo は szProduct を使って 、 レジス ト リの 

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\ 会社 キーの下に \< 製品 > 

キーを作成し ます。 szProduct の中の値は、 [ よ う こそ ] ダイア

ログのメ ッ セージテキス ト の 初のパラグラ フにも挿入され

ます。

szVersion 製品のバージ ョ ン番号を入力し ます。 CreateInstallationInfo は 

szVersion を使って 、 レジス ト リの 

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\< 会社 >\< 製品 > キーの下に 

\< バージ ョ ン > キーを作成し ます。 合わせて、 \< 会社 > キー 

(szCompany)、 \< 製品 > キー (szProduct)、 および \< バージ ョ

ン > キー (szVersion) がアプ リ ケーシ ョ ンの情報キーと し て参

照されます。 アプ リ ケーシ ョ ン情報キーは 

CreateInstallationInfo を呼び出すとすぐに作成されます。

szProductKey アプ リ ケーシ ョ ンのメ イ ン実行フ ァ イルの名前を指定し ます。

製品が複数の実行可能フ ァ イルを使用する場合、 製品を も

よ く 表す実行フ ァ イルを指定し ます。 CreateInstallationInfo は 

szProductKey を使って、 アプ リ ケーシ ョ ンご とのパスキーを、

キー

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Microsoft\Windows\CurrentVe

rsion\App Paths の下に作成し ます。 アプ リ ケーシ ョ ンご との

パスキーは、 RegDBSetItem を呼び出し て値名と値のペアをそ

のキーの下に作成するまで、 レジス ト リ には作成されません。
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SetObjectPermissions
SetObjectPermissions 関数は、 フ ァ イル、 フ ォルダー、 またはレジス ト リ キーのアクセス許可を設定し ます。 フ ァ

イル、 フ ォルダー、 またはレジス ト リ キーは、 イ ンス ト ールの一部と し てイ ンス ト ールでき、 またターゲッ ト  シ

ステムに既に存在する場合もあ り ます。

構文

SetObjectPermissions (byval string szObject, byval number nType, byval string szDomain, byval string szUser, byval number nPermissions, 

byval number nOptions);
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パラ メ ーター

テーブル 153 • SetObjectPermissions のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szObject アクセス許可を設定するオブジ ェ ク ト  ( フ ァ イル、 フ ォルダー、 またはレジス ト

リ キー ) を指定し ます。

フ ァ イルと フ ォルダーには、 完全パスを指定し ます。

レジス ト リ キーには、 パスに以下のいずれかを使用し ます :

• CLASSES_ROOT Ñ HKEY_CLASSES_ROOT ハイブを示し ます。

• CURRENT_USER Ñ HKEY_CURRENT_USER ハイブを示し ます。

• MACHINE Ñ HKEY_LOCAL_MACHINE ハイブを示し ます。

• USERS Ñ HKEY_USERS ハイブを示し ます。

次の例は HKEY_LOCAL_MACHINE 内のキーのアクセス許可を設定し ます :

SetObjectPermissions("MACHINE\\Software\\MyProduct\\Example", 

IS_PERMISSIONS_TYPE_REGISTRY, "", "Users", KEY_CREATE_SUB_KEY, 

IS_PERMISSIONS_OPTION_DENY_ACCESS);

nType szObject パラ メ ーターを使って渡されるオブジ ェ ク ト の種類を示し ます。 有効な

オプシ ョ ンは次のとお り です :

• IS_PERMISSIONS_TYPE_FILE Ñ szObject はフ ァ イルです。

• IS_PERMISSIONS_TYPE_FOLDER Ñ szObject はフ ォルダーです。

• IS_PERMISSIONS_TYPE_REGISTRY Ñ szObject はレジス ト リ キーです。

szDomain アクセス許可を設定するユーザーのド メ イ ン名を指定し ます。

ローカル マシンを ド メ イ ン と し て使用する場合、 このパラ メ ーターに空白文字列 

("") を渡し ます。
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szUser アクセス許可を設定するユーザーのド メ イ ン名を指定し ます。 選択可能なオプ

シ ョ ンは以下のとお り です :

• Administrators

• Authenticated Users

• Creator Owner

• Everyone

• Guests

• Interactive

• IUSR

• Local Service

• Local System

• Network Service

• Power Users

• Remote Desktop Users

• Users

ユーザーはイ ンス ト ール中に作成されるか、 実行時にターゲッ ト  システム上に既

存するかを問いません。

テーブル 153 • SetObjectPermissions のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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nPermissions 指定のユーザー向けにオブジ ェ ク ト に適用するアクセス許可を指定するには、 こ

のパラ メ ーターに次の定義済み定数の 1 つを渡し ます。ビ ッ ト 単位 OR 演算子 ( | ) 

を使用し て、 これらの定数を組み合わせる こ とができます。

選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• DELETE

• GENERIC_ALL

• GENERIC_EXECUTE

• GENERIC_WRITE

• GENERIC_READ

• READ_CONTROL

• STANDARD_RIGHTS_ALL

• STANDARD_RIGHTS_EXECUTE

• STANDARD_RIGHTS_READ

• STANDARD_RIGHTS_REQUIRED

• STANDARD_RIGHTS_WRITE

• SYNCHRONIZE

• WRITE_DAC

• WRITE_OWNER

フ ァ イルと フ ォルダーには、 以下のオプシ ョ ンが使用できます :

• FILE_LIST_DIRECTORY ( フ ォルダー )

• FILE_READ_DATA ( フ ァ イル )

• FILE_WRITE_DATA ( フ ァ イル )

• FILE_ADD_FILE ( フ ォルダー )

• FILE_APPEND_DATA ( フ ァ イル )

• FILE_ADD_SUBDIRECTORY ( フ ォルダー )

• FILE_READ_EA ( フ ァ イルと フ ォルダー )

• FILE_WRITE_EA ( フ ァ イルと フ ォルダー )

• FILE_EXECUTE ( フ ァ イル )

• FILE_TRAVERSE ( フ ォルダー )

• FILE_DELETE_CHILD ( フ ォルダー )

• FILE_READ_ATTRIBUTES ( フ ァ イルと フ ォルダー )

• FILE_WRITE_ATTRIBUTES ( フ ァ イルと フ ォルダー )

• FILE_ALL_ACCESS

テーブル 153 • SetObjectPermissions のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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nPermissions ( 続き ) レジス ト リ キーには次のオプシ ョ ンが使用できます :

• KEY_QUERY_VALUE

• KEY_SET_VALUE

• KEY_CREATE_SUB_KEY

• KEY_ENUMERATE_SUB_KEYS

• KEY_NOTIFY

• KEY_CREATE_LINK

各値についての詳細は、 MSDN ラ イブラ リ の 「Registry Key Security and Access 

Rights」、 「File Security and Access Rights」、 および 「Registry Key Security and 

Access Rights」 を参照し て く だ さい。

nOptions このパラ メ ーターには、 次の定義済み定数のいずれかを指定し ます。

• IS_PERMISSIONS_OPTION_64BIT_OBJECT — REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オ

プシ ョ ンが有効になっているなっていないにかかわらず、 nPermissions で指定

されたアクセス許可セ ッ ト は、 64 ビ ッ ト  キーに対し て指定する必要があ り ま

す。 この定数を 32 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システムで渡すこ とはできません。 ま

た、 この定数によ って、 フ ァ イルまたはフ ォルダーのアクセス許可が影響を

受ける こ とはあ り ません。

• IS_PERMISSIONS_OPTION_DENY_ACCESS Ñ nPermissions で指定されたアクセ

ス許可セ ッ ト は拒否されます。

• IS_PERMISSIONS_OPTION_NO_APPLYDOWN Ñ アクセス許可は、 指定されたオ

ブジ ェ ク ト にのみ適用され、 子オブジ ェ ク ト には一切反映されません。

• IS_PERMISSIONS_OPTION_DENY_ACCESS Ñ nPermissions で指定されたアクセ

ス許可セ ッ ト が許可されます。

ビ ッ ト 単位 OR 演算子 ( | ) を使用し て、 複数の定数を組み合わせる こ とができま

す。 IS_PERMISSIONS_OPTION_DENY_ACCESS および 

IS_PERMISSIONS_OPTION_ALLOW_ACCESS 定数は、 相互に排他的であるため組み

合わせる こ とはできません。 nOptions にこれらのオプシ ョ ンの両方を指定し た場

合、 アクセス許可が拒否されます。

テーブル 153 • SetObjectPermissions のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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戻り値

追加情報

SetObjectPermissions は、 REGDB_OPTION_WOW64_64KEY オプシ ョ ンが有効になっている と、 64 ビ ッ ト  キーのア

クセス許可を設定し よ う と試みます。

64 ビ ッ ト  System32 フ ォルダーにある フ ァ イルのアクセス許可を設定するには、 SetObjectPermissions 関数が呼び

出される前に、 フ ァ イル システムのリ ダイ レ ク ト が無効になっている必要があ り ます。 フ ァ イル システムのリ ダ

イ レ ク ト を無効にするには、 次のコー ド で示されているよ う に、 WOW64FSREDIRECTION 定数を使用し ます :

Disable(WOW64FSREDIRECTION );

いったん操作が終了し たら、 フ ァ イル システムのリ ダイ レ ク ト を無効にし ます :

Enable(WOW64FSREDIRECTION);

SetObjectPermissions の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

//---------------------------------------------------------------------------

//

// InstallScript スク リ プ ト例

//

// SetObjectPermissions 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

//

// このサンプルは、 ローカル管理者がフ ァ イルまたはその属性を

// 変更できないよ うに防ぐ方法を説明します。

//

//---------------------------------------------------------------------------

function OnFirstUIAfter( )

STRING szTitle, szMsg1, szMsg2, szOpt1, szOpt2;

NUMBER bvOpt1, bvOpt2;

begin

SetObjectPermissions (TARGETDIR+"MyFile.exe",IS_PERMISSIONS_TYPE_FILE, "", "administrator",

FILE_WRITE_DATA|FILE_APPEND_DATA|FILE_WRITE_EA|FILE_WRITE_ATTRIBUTES,

IS_PERMISSIONS_OPTION_DENY_ACCESS);

end;

テーブル 154 • SetObjectPermissions の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS 関数がアクセス許可を正し く 設定し ま し た。

!= ISERR_SUCCESS 関数がアクセス許可を設定できませんで し た。 戻り値は Win32  エラーです。 Win32 

エラーについての詳細は、 「MSDN ラ イブラ リ」 を参照し て く ださい。
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SetShortcutProperty
SetShortcutProperty 関数では、 イ ンス ト ール実行時に Windows シ ェルによる設定が必要な 1 つ以上のシ ョ ー ト

カ ッ ト  プロパテ ィ を指定できます。 たと えば、 SetShortcutProperty には次の動作を制御するシ ェル プロパテ ィ を

設定するためのビル ト イ ン サポー ト が搭載されています :

• Windows 8 [ ス ター ト ] 画面にシ ョ ー ト カ ッ ト をピン留めするかど うかを指定する

• Windows 7 以降のシステム上でエン ド ユーザーがタ スクバーまたは [ ス ター ト ] メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト を

ピン留めできるかど うかを指定する

• Windows 7 以降のシステム上では [ ス ター ト ] メ ニューのシ ョ ー ト カ ッ ト が新し く イ ンス ト ールされたアイテ

ムと し て強調表示されないよ う に防ぎます。

SetShortcutProperty はまた、 Windows シ ェルがサポー ト する追加プロパテ ィ を設定する こ と もできます。

メ モ • SetShortcutProperty を呼び出すためには、 そのシ ョ ー ト カ ッ ト と そのターゲッ ト が既にターゲッ ト  システ

ム上に存在し ている必要があ り ます。

SetShortcutProperty はイ ン ターネ ッ ト  シ ョ ー ト カ ッ ト の構成をサポー ト し ません。

構文

SetShortcutProperty (szShortcutFolder, szName, szPropertyKey, szValue);
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テーブル 155 • SetShortcutProperty のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szShortcutFolder プロパテ ィ を構成するシ ョ ー ト カ ッ ト のパスを指定し ます。

特定のフ ォルダー内のシ ョ ー ト カ ッ ト を構成する場合、 以下のよ う な完全修飾

パスを指定し ます :

C:\\ProgramData\\Microsoft\\Windows\\Start Menu\\Programs

[ ス ター ト ] メ ニューにある [ プログラム ] メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト がある場

合、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

次の InstallScript システム変数の 1 つを このパラ メ ーターで渡すこ とができま

す :

• FOLDER_DESKTOP — デスク ト ッ プにシ ョ ー ト カ ッ ト を追加し ます。

• FOLDER_STARTUP — ス ター ト ア ッ プ メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト を追加し

ます。

• FOLDER_STARTMENU — ス ター ト メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト を追加し ます。

• FOLDER_PROGRAMS — ス ター ト \ プログラム メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト

を追加し ます。

InstallScript システム変数によ って識別される フ ォルダーの相対パスを指定する

こ と もできます。 例 :

FOLDER_PROGRAMS ^ "ACCESSORIES\\GAMES"

szName 構成するシ ョ ー ト カ ッ ト の名前を指定し ます。
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szPropertyKey 設定するプロパテ ィ  キー名を指定し ます。 設定できるプロパテ ィ は、 Windows 

SDK に含まれている propkey.h で定義されています。

InstallScript で定義済みのプロパテ ィ  キーには、 次から任意の定数を渡すこ と

ができます :

• SSP_PROPERTY_PREVENT_PINNING — Windows 7 以降のシステムで、 [ ス

ター ト ] メ ニューまたはタ スクバーにシ ョ ー ト カ ッ ト をピン留めする こ と

を防ぎます。 このオプシ ョ ンは、 エン ド ユーザーがタ スクバーおよび [ ス

ター ト ] メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト をピン留めするためのコ ンテキス ト  メ

ニュー コマン ド を隠し ます。

イ ンス ト ールの一部であるツールまたは従属的な製品のシ ョ ー ト カ ッ ト の

ピン留めを防ぎたい場合があり ます。

このプロパテ ィ を有効にするには、 szValue を 1 に設定し ます。

• SSP_PROPERTY_NO_NEW_INSTALL_HIGHLIGHT — エン ド ユーザーが製品を 

Windows 7 以降のシステム上にイ ンス ト ールし た後、 シ ョ ー ト カ ッ ト を新

し く イ ンス ト ールされたプログラムと し て強調表示し ません。 これは、

ターゲッ ト  システム上で個別のアイテムに対し て [[ ス ター ト ] メ ニューの

カス タ マイズ ] ダイアログ ボ ッ クスで [ 新し く イ ンス ト ールされたプログ

ラムを強調表示する ]  チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し た場合と同じ効果を

持ちます。

イ ンス ト ールの一部であるツールまたは従属的な製品のシ ョ ー ト カ ッ ト の

オプシ ョ ンを使用し たい場合があり ます。

このプロパテ ィ を有効にするには、 szValue を 1 に設定し ます。

• SSP_PROPERTY_NO_STARTSCREEN_PIN — Windows 8 ターゲッ ト  システム

上で、 デフ ォル ト で [ ス タ ― ト ] 画面にシ ョ ー ト カ ッ ト をピン留めし ませ

ん。 この定数を渡すと、 イ ンス ト ールは Windows 8 で使用可能になった 

Windows シ ェル プロパテ ィ を設定し ます。

イ ンス ト ールの一部であるツールまたは従属的な製品のシ ョ ー ト カ ッ ト の

ピン留めを防ぎたい場合があり ます。

このプロパテ ィ を有効にするには、 szValue を 1 に設定し ます。

SSP_PROPERTY_PREVENT_PINNING および 

SSP_PROPERTY_NO_STARTSCREEN_PIN についての詳細は、 追加情報セクシ ョ

ンを参照し て く だ さい。

szValue 設定するプロパテ ィ の値 ( 文字列と し て表示 ) を指定し ます。 指定されたプロ

パテ ィ で使用する値についての情報は、 Windows SDK に含まれる propkey.h を

参照し て く だ さい。

InstallScript エンジンは、 文字列値を szPropertyKey で指定されているプロパ

テ ィ に対応するデータ型に変換し ます。

テーブル 155 • SetShortcutProperty のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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Additional Information

2 つの nFlag 定数について、 以下にご注意 く だ さい。

SSP_PROPERTY_PREVENT_PINNING

ピン留めを行わないよ う にシ ョ ー ト カ ッ ト を構成し た場合、 [ ス ター ト ] メ ニューの も よ く 使われている製品の

リ ス ト に、 シ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト を含められな く な り ます。

特定の文字列を含むシ ョ ー ト カ ッ ト は、 タ スクバーまたは [ ス ター ト ] メ ニューにピン留めする こ とができませ

ん。 また、 それら を も よ く 使う製品リ ス ト に表示する こ と もできません。 例 :

• Documentation

• ヘルプ

• Install

• 削除

• Setup

• Support

SSP_PROPERTY_NO_STARTSCREEN_PIN

Windows 8 は、 アプ リ ケーシ ョ ンのアン イ ンス ト ールによ ってシ ョ ー ト カ ッ ト が削除された後でも、 シ ョ ー ト カ ッ

ト の [ ス ター ト ] 画面へのピン留めに関する情報を保持し ます。 そのため、 シ ョ ー ト カ ッ ト がイ ンス ト ール済みの

場合、 ターゲッ ト  システム上で SSP_PROPERTY_NO_STARTSCREEN_PIN 定数は効果を持ちません。 この機能をテ

ス ト する際、 シ ョ ー ト カ ッ ト と そのターゲッ ト が既にイ ンス ト ールされていない、 ク リーン マシン上でテス ト す

るよ う にし て下さい。

SetShortcutProperty の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

テーブル 156: 

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数がシ ョ ー ト カ ッ ト  プロパテ ィ を正し く 設定し たこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS 関数がシ ョ ー ト カ ッ ト  プロパテ ィ を設定できなかったこ と を示し ます。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ とがで

きます。 た と えば、 FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 (0x80070005) 

です。
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/*-----------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SetShortcutProperty 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * この例は、 シ ョ ー ト カ ッ トのシ ェル プロパテ ィ を設定します。 その後

 * プロパテ ィは、 エン ド ユーザーがシ ョ ー ト カ ッ ト を タスクバー

 * および [ スター ト ] メ ニューにピン留めできるよ うにするコンテキス ト

 * メ ニュー コマン ド を隠します

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を適切に実行するため、

 * プロジ ェ ク ト に実行可能フ ァ イルを追加して、 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビューに

 * My Shortcut を作成します。 シ ョ ー ト カ ッ トのターゲッ ト は、

 プロジェ ク ト に追加済みの実行可能フ ァ イルでな く ては

 * な り ません。 シ ョ ー ト カ ッ ト の場所は 「デスク ト ッ プ」 です。

 *

 *

\*-----------------------------------------------------------*/

function OnFirstUIAfter( )

STRING szName, szValue;

begin

// SetShortcutProperty の呼び出し用のパラ メーターを設定します。

szName = "My Shortcut";

szValue = "1";

// タスクバーおよび [ スター ト ] メ ニューへのピン留めを防ぐシ ョ ー ト カ ッ ト  プロパテ ィ を設定します。

if (SetShortcutProperty (FOLDER_DESKTOP, szName, SSP_PROPERTY_PREVENT_PINNING,

szValue) < 0) then

MessageBox ("SetShortcutProperty が失敗しました ", SEVERE);

else

SprintfBox (INFORMATION, "SetShortcutProperty", "%s が正し く 構成されました。 ",

 szName);

endif;

end;

SetStatus

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SetStatus 関数はオブジ ェ ク ト スク リ プ ト で呼び出され、 オブジ ェ ク ト の Status.Number や Status.Description プロ

パテ ィ を設定し ます。 オブジ ェ ク ト のその他のステータ スプロパテ ィ を設定するには、 SetStatusEx を呼び出し ま

す。

構文

SetStatus ( nNumber, szDescription );
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戻り値

SetStatusEx

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SetStatusEx は、 オブジ ェ ク ト のステータ スプロパテ ィ を設定するためにオブジ ェ ク ト スク リ プ ト で呼び出されま

す。

構文

SetStatusEx ( nNumber, szDescription, szSource, szScriptFile, nScriptLine, nScriptError );

テーブル 157 • SetStatus のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nNumber Status.Number の値を指定し ます。

szDescription Status.Description の値を指定し ます。

テーブル 158 • SetStatus の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数がステータ スプロパテ ィ を設定し ま し た。

< ISERR_SUCCESS 関数がステータ スプロパテ ィ の設定に失敗し

ま し た。
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戻り値

SetStatusExStaticText
SetStatusExStaticText 関数は、 STATUSEX ダイアログでステータ ステキス ト の上で表示されるステータ ステキス

ト を設定し ます。 イベン ト  OnFirstUIBefore、 OnMaintUIBefore、 OnUpdateUIBefore は自動的に、 この関数を呼ん

で、 ステータ ステキス ト を適切に設定し ます。

構文

SetStatusExStaticText ( szString);

テーブル 159 • SetStatusEx のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nNumber Status.Number の値を指定し ます。

szDescription Status.Description の値を指定し ます。

szSource Status.szSource の値を指定し ます。

szScriptFile Status.szScriptFile の値を指定し ます。 現在の

スク リ プ ト  フ ァ イル ( つま り SetStatusEx への

呼び出し を含むスク リ プ ト  フ ァ イル ) を指定

するには、 予約識別子 __FILE__ を渡し ます。

nScriptLine Status.nScriptLine の値を指定し ます。 現在の行

番号 ( つま り SetStatusEx への呼び出しの行番

号 ) を指定するには、 予約識別子 __LINE__ を渡

し ます。

nScriptError Status.nScriptError の値を指定し ます。

テーブル 160 • SetStatusEx の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数がステータ スプロパテ ィ を設定し ま し た。

< ISERR_SUCCESS 関数がステータ スプロパテ ィ の設定に失敗し

ま し た。
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戻り値

SetStatusWindow
SetStatusWindow 関数は、 進行状況イ ンジケーター ( ステータ スバー ) の完了率イ ンジケーターの初期値や現在の

値を設定し て、 進行状況イ ンジケーター ( ステータ スバー ) の一番上の行に表示する現在のメ ッ セージを指定し ま

す。

FeatureMoveData を利用し てフ ァ イルを イ ンス ト ールするセ ッ ト ア ッ プでは、 FeatureMoveData を呼び出す前に 

SetStatusWindow を呼び出し、 完了率イ ンジケーターを 0% に設定し、 イ ンジケーターの一番上の行を消去し な く

てはな り ません。 SetStatusWindow を さ らに呼び出す必要はあ り ません。 機能のフ ァ イルを イ ンス ト ール中、 各機

能の [ ステータ ステキス ト ] 文字列がステータ スバーの ト ッ プの行に自動的に表示されます。

テーブル 161 • SetStatusExStaticText のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szString 静的テキス ト と し て設定されるテキス ト 。 次の標準文字列は、

SdLoadString 関数を使用し て利用できます。 

• IDS_IFX_STATUSEX_STATICTEXT_FIRSTUI Ñ  InstallShield Wizard は 

%P を イ ンス ト ールし ています。 

• IDS_IFX_STATUSEX_STATICTEXT_MAINTUI_MODIFY Ñ  InstallShield 

Wizard は  %P を変更し ています。 

• IDS_IFX_STATUSEX_STATICTEXT_MAINTUI_REPAIR Ñ  InstallShield 

Wizard は %P を修復し ています。 

• IDS_IFX_STATUSEX_STATICTEXT_MAINTUI_REMOVEALL Ñ  

InstallShield Wizard は %P を削除し ています。 

• IDS_IFX_STATUSEX_STATICTEXT_UPDATEUI Ñ  InstallShield Wizard 

は %VI バージ ョ ンの %P を %VS へア ッ プデー ト し ています

メ モ • ステータ ス ダイアログはテキス ト 置換、 %P をサポー ト し てい

ますが、 %VI や %VS などその他のテキス ト 置換はサポー ト し ていませ

ん。 %P 以外のテキス ト 置換を使用し て静的テキス ト の文字列を設定

する場合は、 SetStatusExStaticText を呼び出す前に 

SdSubstituteProductInfo 関数を呼び出し てこれらのテキス ト 置換を正

しい値に更新する必要があ り ます。

テーブル 162 • SetStatusExStaticText の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS 関数が成功し たこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS 関数の実行に失敗し たこ と を示し ます。
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FeatureMoveData を呼び出す前に、 セ ッ ト ア ッ プは StatusUpdate 関数を呼び出し て、 フ ァ イル転送中の完了率イ

ンジケーターの自動ア ッ プデー ト を有効にする必要があ り ます。 イ ンス ト ールする フ ァ イルやパスの名前をス

テータ スバーの 2 番目の行に表示できるよ う にするには、 FeatureMoveData を呼び出す前に INDVFILESTATUS パ

ラ メ ーターを使って Enable を呼び出し ます。 これらの呼び出しの後、 完了率イ ンジケーターはフ ァ イル転送の

中スムーズに更新され、 FeatureMoveData 関数が呼び出された と き、 転送中の各フ ァ イルの名前が表示されます。

CopyFile または XCopyFile 関数を使用し てフ ァ イルを イ ンス ト ールするセ ッ ト ア ッ プでは、 後に続 く  CopyFile ま

たは XCopyFile への呼び出しの間でイ ンジケーターの一番上の行のメ ッ セージを変更するために、

SetStatusWindow を複数回呼び出さ なければならないこ とがあ り ます。StatusUpdate と Enable は ( パラ メ ーターを 

INDVFILESTATUS にし た状態で )、 通常、 CopyFile と XCopyFile で使用できます。 StatusUpdate を呼び出し て自動

ア ッ プデー ト を有効にし た場合、 完了率イ ンジケーターを変更するのに、 後に続 く  CopyFile または XCopyFile と

の間に SetStatusWindow を呼び出す必要はあり ません。

構文

SetStatusWindow ( nPercent, szString );

パラ メ ーター

戻り値

この関数は値を返し ません。

SetStatusWindow の例
この関数を基本の MSI イ ンス ト ールで利用する こ とはできません。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

テーブル 163 • SetStatusWindow のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nPercent 完了率イ ンジケーターによ って表示される

パーセンテージを表す 0 と 100 の間の値を指

定し ます。 FeatureMoveData を呼び出す前にイ

ンジケーターを リ セ ッ ト する場合は、 0 を指定

し ます。 完了率イ ンジケーターを変更せずに

ステータ スバーの一番上の行に表示される

メ ッ セージを変更するには、 このパラ メ ー

ターに -1 を指定し ます。

szString ステータ スバーの一番上の行に表示する文字

列を指定し ます。 'DisplayText' パラ メ ーターが

この機能に (IDE で ) 指定された場合、

FeatureMoveData を呼び出すと、 指定し た文字

列は自動的にこのパラ メ ーターに指定し たテ

キス ト をすべて上書きするので注意し て く だ

さい。
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 *

 * SetStatusWindow 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * SetStatusWindow が呼び出されて、 プログレスバーが設定され、

 * 進行状況インジケーターにテキス トが表示されます。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 プ リ プロセッサ定数が参照する

 *     デ ィ レク ト リ と フ ァ イルを作成して く ださい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define SOURCE_DIR "C:\\Source"

#define TARGET_DIR "C:\\Target"

#define TARGET_FILE "ISExampl.txt"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_SetStatusWindow(HWND);

function ExFn_SetStatusWindow(hMSI)

begin

// 進行状況インジケーターを有効にします。

Enable (STATUS);

// プログレスバーを 33 % に設定して メ ッセージを表示します。

SetStatusWindow (33, " フ ァ イルをコピーしています ...");

// ウ ィ ン ドウが適切に表示されるこ と を確認するため、 2 秒間遅延させます。

Delay (2);

// ソースフ ァ イルデ ィ レク ト リのフ ァ イルを ターゲッ ト デ ィ レク ト リへコピーします

CopyFile (SOURCE_DIR ^ TARGET_FILE, TARGET_DIR ^ TARGET_FILE);

// プログレスバーを 66% に設定して メ ッセージを表示します。

SetStatusWindow (66, " フ ァ イルを削除しています ...");

Delay (2);

// ターゲッ ト デ ィ レク ト リにコピーされたフ ァ イルを削除します。

DeleteFile (TARGET_FILE);

// 完了率インジケーターを 100% に設定して メ ッセージを表示します。

SetStatusWindow (100, "SetStatusWindow の例が完了しました。 ");

Delay (2);

end;

SetTitle

プロジ ェ ク ト • この情報は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト には適用されません。

SetTitle 関数は、 nColor の値に従って メ イ ンウ ィ ン ド ウのタ イ ト ルバーまたはメ イ ンウ ィ ン ド ウの内部にタ イ ト ル

を表示し ます。
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ヒ ン ト • セ ッ ト ア ッ プの背景色を設定するには、 SetColor を呼び出し ます。 

背景ウ ィ ン ド ウの内部に表示される タ イ ト ルのフ ォ ン ト と フ ォ ン ト ス タ イルを設定するには、 SetFont を呼び出し

ます。

構文

SetTitle ( szTitle, nPointSize, nColor );
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

テーブル 164 • SetTitle のパラ メ ーター

パラ メ ー
ター 説明

szTitle メ イ ンウ ィ ン ド ウのタ イ ト ルバーまたはメ イ ンウ ィ ン ド ウの内部のどち ら

にタ イ ト ルを表示するのかを指定し ます。 タ イ ト ルをウ ィ ン ド ウのタ イ ト

ルバーに表示するには、 3 番目のパラ メ ーターで定義済み定数 

BACKGROUNDCAPTION を指定し な く てはな り ません。 タ イ ト ルがタ イ ト ル

バーの制限文字数に収ま らない場合は右側が切り詰められ、 行末に省略記

号が付きます。 デフ ォル ト のタ イ ト ルバーのタ イ ト ルは 「セ ッ ト ア ッ プ」

です。

メ モ • BACKGROUNDCAPTION オプシ ョ ンは下位互換性のみにサポー ト され

ています。 メ イ ンウ ィ ン ド ウのタ イ ト ルバーの設定する方法と し ては、 シ

ステム変数 IFX_SETUP_TITLE の値を設定するのが も望ま しい方法です。

色値が 3 番目のパラ メ ーターに渡された場合、 タ イ ト ルはメ イ ンウ ィ ン ド

ウの上部に左揃えで表示されます。 メ イ ンウ ィ ン ド ウに収ま らないタ イ ト

ルは右側が切り詰められて表示されます。 一行以上に及ぶタ イ ト ルを作成

するには、 改行する場所に改行文字を埋め込みます。

nPointSize メ イ ンウ ィ ン ド ウ内で タ イ ト ルを表示するサイズをポイ ン ト で指定し ます。

推奨されるサイズは 24 ポイ ン ト です。 3 番目のパラ メ ーターが 

BACKGROUNDCAPTION の場合、 このパラ メ ーターは無視される こ とに注意

し て く だ さい。
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nColor 色または定数 BACKGROUNDCAPTION のどち らかを指定し ます。

メ モ • nColor を BACKGROUNDCAPTION に設定し て SetTitle を呼び出し て

も、 ウ ィ ン ド ウモー ド で実行し ないセ ッ ト ア ッ プには影響し ません。 セ ッ

ト ア ッ プを標準ウ ィ ン ド ウで実行するには、 まず Enable をパラ メ ーターを 

DEFWINDOWMODE または FULLWINDOWMODE で呼び出し てから、 Enable を

パラ メ ーター BACKGROUND で呼び出し てウ ィ ン ド ウを表示し ます。

• szTitle の値がメ イ ンウ ィ ン ド ウのタ イ ト ルバーに表示される こ と を示

すには、 定義済み定数 BACKGROUNDCAPTION を このパラ メ ーターで

渡し ます。 BACKGROUNDCAPTION を指定する と き、 nPointSize は無視

されます。 タ イ ト ルバーのタ イ ト ルの色とサイズはエン ド ユーザーの

システム設定によ って決定されます。 このオプシ ョ ンは、 ウ ィ ン ド ウ

モー ド で実行し ないセ ッ ト ア ッ プには影響し ないので、 ご注意 く だ さ

い。 

• szTitle の値をセ ッ ト ア ッ プウ ィ ン ド ウの内部に表示する こ と を示すに

は、 そのタ イ ト ルの色を次の定数 ( 対応する RGB 値は括弧に示されて

います ) のひとつを渡し て指定するか、 または RGB 関数を呼び出し て

特定のカス タム色を示し ます :

BLACK Ñ (0, 0, 0)

BLUE Ñ (0, 0, 255)

GREEN Ñ (0, 255, 0)

MAGENTA Ñ (255, 0, 127)

RED Ñ (255, 0, 0)

WHITE Ñ (255, 255, 255)

YELLOW Ñ (255, 255, 0)

メ モ • マジ ェ ン タは Windows 16 色パレ ッ ト の標準色ではあり ません。

テーブル 164 • SetTitle のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ー
ター 説明
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戻り値

SetTitle の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SetTitle 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トはタ イ ト ルを黄色、 24 ポイン ト のタ イプで表示します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_SetTitle(HWND);

function ExFn_SetTitle(hMSI)

begin

// 背景ウ ィ ン ドウを標準 大化されたウ ィ ン ドウにします。

Enable (FULLWINDOWMODE);

// 背景色を青に設定します。

SetColor (BACKGROUND, BK_BLUE);

// ウ ィ ン ドウにタ イ ト ルを表示します。 タ イ トル文字列の改行文字は

// 次の行で強制的に "Example" を表示します。

SetTitle ("SetTitle\nExample", 24, YELLOW);

// 背景ウ ィ ン ドウを表示します

Enable (BACKGROUND);

// ウ ィ ン ドウを 3 秒間開いた状態にします。

Delay (3);

end;

SetUpdateStatus
SetUpdateStatus 関数は現在使用されていません。 この関数を呼び出すと、 ISERR_NOT_IMPL が返されます。

テーブル 165 • SetTitle の戻り値

戻り値 説明

0 関数がセ ッ ト ア ッ プのタ イ ト ルを正し く 設定し たこ と を示し ます。

< 0 関数がセ ッ ト ア ッ プのタ イ ト ルを設定できなかったこ と を示し ます。
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構文

void SetUpdateStatus( BOOL );

SetUpdateStatusReboot
SetUpdateStatusReboot 関数は現在使用されていません。 この関数を呼び出すと、 ISERR_NOT_IMPL が返されます。

構文

void SetUpdateStatusReboot( BOOL );

SetupType

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SetupType 関数は、 エン ド ユーザーが、 3 種類の標準セ ッ ト ア ッ プ ([ 標準 ]、 [ 小 ]、 [ カス タム ]) の中から 1 つ

を選択できるダイアログを表示し ます。 これらのセ ッ ト ア ッ プオプシ ョ ンは標準の記述テキス ト で表示されます。

他のセ ッ ト ア ッ プの種類を追加し た り、 表示されたセ ッ ト ア ッ プの名前や内容を変更し たい場合は、 SetupType 関

数ではな く 、 SdSetupTypeEx を呼び出し て く だ さい。

注意 • エン ド ユーザーが機能ダイアログを使用し て、 選択し たセ ッ ト ア ッ プに対応する機能を選択または選択解除

し た後で [ セ ッ ト ア ッ プ ] ダイアログに戻った場合、 これらの選択は失われます。 この問題が発生するのは、

SetupType 関数が呼び出される度に、 デフ ォル ト の機能選択が自動的に リ セ ッ ト されるからです。

構文

SetupType (szTitle, szMsg, szReserved, nType, nReserved);
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 1519



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

追加情報

• InstallScript プロジ ェ ク ト でセ ッ ト ア ッ プの種類 ダイアログを表示し ない場合、 スク リ プ ト は以下の手順の 1 

つを実行し な く てはな り ません。 

• セ ッ ト ア ッ プの種類を選択する。 

• たと えば SdFeatureTree のよ う な機能選択ダイアログ関数を呼び出す。 

• 直接機能を選択する。 

テーブル 166 • SetupType のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle このダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル [ セ ッ ト ア ッ

プ タ イプ ] を表示するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg ダイアログの上部に表示する メ ッ セージを指定し ます。 このダイアログにデ

フ ォル ト の指示を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ま

す。

szReserved このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。 別の値を渡すこ とはできませ

ん。

nType ダイアログが開 く と きのデフ ォル ト のセ ッ ト ア ッ プの種類を指定し ます。 この

パラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• TYPICAL— デフ ォル ト のセ ッ ト ア ッ プの種類を [ 標準 ] に定義し ます。

• COMPACT— デフ ォル ト のセ ッ ト ア ッ プの種類を [ コ ンパク ト ] に定義し ま

す。

• CUSTOM— デフ ォル ト のセ ッ ト ア ッ プの種類を [ カス タム ] に定義し ます。

nReserved このパラ メ ーターでゼロを渡し ます。 他の値は使用できません。

テーブル 167 • SetupType の戻り値

戻り値 説明

TYPICAL (301) エン ド ユーザーが、 [ 標準 ] セ ッ ト ア ッ プの種類を選択し たこ と を示し ます。

COMPACT (302) エン ド ユーザーが、 [ コ ンパク ト ] セ ッ ト ア ッ プの種類を選択し たこ と を示し

ます。

CUSTOM (303) エン ド ユーザーが、 [ カス タム ] セ ッ ト ア ッ プの種類を選択し たこ と を示し ま

す。

BACK (12) エン ド ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。
1520 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (S-T)
• イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを

利用し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー

] または [ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。 

SetupType の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SetupType 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * コ メ ン ト : このスク リ プ ト 例を実行するには、 い く つかの機能および

 い く つかの機能および / またはサブ機能がある

 プロジェ ク ト を作成 ( またはプロジ ェ ク ト に挿入 ) します。

 *            この例にはアンインス ト ール機能のセッ ト ア ッ プが

 * 含まれます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// こ こで機能名を指定します。 これらの名前は、

// IDE で機能に付けた名前です。 NULL ("") 文字列は基本の機能を指定します

#define ASKDESTTITLE       " インス ト ール先の選択 "

#define ASKDESTMSG         " アプ リケーシ ョ ンのインス ト ール先を選択して く ださい。 "

#define SETUPTYPETITLE     " セッ ト ア ッ プの種類の選択 "

#define SETUPTYPEMSG       " セッ ト ア ッ プの種類を選択して く ださい。 "

#define FEATURE ""

#define SDFEATDLGTITLE      " 機能の選択 "

#define SDFEATDLGMSG        " インス ト ールする機能と インス ト ール先を選択して く ださい。 "

#define APPBASE_PATH                    " 会社名 \\ ワード プロセッサ "

#define COMPANY_NAME " 会社名 "

#define PRODUCT_NAME                    " ワード プロセッサ "

#define  PRODUCT_VERSION      "1.0"

#define PRODUCT_KEY                     " ワード プロセッサ "

#define DEINSTALL_KEY                   " ワード プロセッサ "

#define UNINSTALL_NAME                  " ワード プロセッサ "

prototype HandleFeatureError (NUMBER);

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_SetupType(HWND);

function ExFn_SetupType(hMSI)

STRING svLogFile;

NUMBER nvDisk, nResult;

begin
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// セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

// インス ト ール先の場所を取得します。

INSTALLDIR = PROGRAMFILES ^ APPBASE_PATH;

AskDestPath (ASKDESTTITLE, ASKDESTMSG, INSTALLDIR , 0);

//SdSetupType を使ってセッ ト ア ッ プの種類と ターゲッ ト の場所を取得します。

INSTALLDIR = PROGRAMFILES ^ APPBASE_PATH;

nResult = SetupType (SETUPTYPETITLE, SETUPTYPEMSG, "", TYPICAL, 0);

// [ カスタム ] セッ ト ア ッ プの種類が選択された場合、 インス ト ールする機能や

// 必要な場合はインス ト ール場所をユーザーが指定できるよ うにします。

if (nResult = CUSTOM) then

SdFeatureDialogAdv (SDFEATDLGTITLE, SDFEATDLGMSG,

 INSTALLDIR, FEATURE);

endif;

// インス ト ールをセッ ト ア ッ プします。

InstallationInfo (COMPANY_NAME, PRODUCT_NAME,

 PRODUCT_VERSION, PRODUCT_KEY);

svLogFile = "Uninst.isu";

DeinstallStart (INSTALLDIR, svLogFile, DEINSTALL_KEY, 0);

RegDBSetItem (REGDB_UNINSTALL_NAME, UNINSTALL_NAME);

// 機能選択に基づいてフ ァ イルを転送します。 エラーを処理します。

Enable (STATUSDLG);

Enable (INDVFILESTATUS);

StatusUpdate (ON, 100);

nResult = FeatureMoveData (MEDIA, nvDisk, 0);

HandleFeatureError (nResult);

Disable (INDVFILESTATUS);

Disable (STATUSDLG);

end;

/*--------------------------------------------------------------------------*\

 *

 * 関数 : HandleFeatureError

 *

 * 目的 : この関数は、 機能関数が戻した値を評価し、

 *            関数によって返された値を評価し、 その値が 0 以下だとエラー

 *            番号を返してセ ッ ト ア ッ プを終了します。

 *

/*--------------------------------------------------------------------------*\

function HandleFeatureError (nResult)

NUMBER nvError;

STRING  svFeatureSource, svFeature, svComponent, svFile;

begin

if (nResult < 0) then

ComponentError (svFeatureSource, svFeature, svComponent, svFile, nvError);

SprintfBox (INFORMATION, " データ転送エラー情報 ",

 "FeatureError は " +

 " 次のデータ転送エラーを戻しました ： \n" +

 " セッ ト ア ッ プは終了します。 \n\n" +

 " メデ ィ ア名 : %s\n 機能 : %s\n コンポーネン ト : %s\n" +

 " フ ァ イル : %s\n エラー番号 : %ld",
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 svFeatureSource, svFeature, svComponent, svFile, nvError);

abort;

endif;

end;

SetupType2

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SetupType2 関数は、 エン ド ユーザーが、 2 種類の標準セ ッ ト ア ッ プ ([ 完全 ] または [ カス タム ]) の中から 1 つを

選択できるダイアログを表示し ます。 これらのセ ッ ト ア ッ プオプシ ョ ンは標準の記述テキス ト で表示されます。

他のセ ッ ト ア ッ プの種類を追加し た り、 表示されたセ ッ ト ア ッ プの名前や内容を変更し たい場合は、 SetupType 関

数ではな く 、 SdSetupTypeEx を呼び出し て く だ さい。

注意 • エン ド ユーザーが機能ダイアログを使用し て、 選択し たセ ッ ト ア ッ プに対応する機能を選択または選択解除

し た後で [ セ ッ ト ア ッ プ ] ダイアログに戻った場合、 これらの選択は失われます。 この問題が発生するのは、

SetupType2 関数が呼び出される度に、 デフ ォル ト の機能選択が自動的に リ セ ッ ト されるからです。 

構文

SetupType2 ( szTitle, szMsg, szReserved, nType, nReserved );
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

• InstallScript プロジ ェ ク ト でセ ッ ト ア ッ プの種類 ダイアログを表示し ない場合、 スク リ プ ト は以下の手順の 1 

つを実行し な く てはな り ません。 

• セ ッ ト ア ッ プの種類を選択する。 

• たと えば SdFeatureTree のよ う な機能選択ダイアログ関数を呼び出す。 

• 直接機能を選択する。 

• イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを

利用し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー

] または [ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。 

テーブル 168 • SetupType2 のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle このダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル 「Setup 

Type2」 を表示するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

szMsg ダイアログの上部に表示する メ ッ セージを指定し ます。 このダイアログにデ

フ ォル ト の指示を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ま

す。

szReserved このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。 他の値は使用できません。

nType ダイアログが開 く と きのデフ ォル ト のセ ッ ト ア ッ プの種類を指定し ます。 この

パラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• COMPLETE— デフ ォル ト のセ ッ ト ア ッ プの種類を [ 完全 ] に定義し ます。

• CUSTOM— デフ ォル ト のセ ッ ト ア ッ プの種類を [ カス タム ] に定義し ます。

nReserved このパラ メ ーターでゼロを渡し ます。 他の値は使用できません。

テーブル 169 • SetupType2 の戻り値

戻り値 説明

COMPLETE (304) [ 完全 ] セ ッ ト ア ッ プの種類が選択されたこ と を示し ます。

CUSTOM (303) エン ド ユーザーが、 [ カス タム ] セ ッ ト ア ッ プの種類を選択し たこ と を示し ま

す。

BACK (12) エン ド ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS ダイアログが表示されなかったこ と を示し ます。
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SetupType2 の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 *  SetupType2 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * コ メ ン ト : このスク リ プ ト 例を実行するには、 い く つかの機能および

 い く つかの機能および / またはサブ機能がある

 プロジェ ク ト を作成 ( またはプロジ ェ ク ト に挿入 ) します。

 *            この例にはアンインス ト ール機能のセッ ト ア ッ プが

 * 含まれます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// こ こで機能名を指定します。 これらの名前は、

// InstallShield の機能につけたものです。 ヌル  ("") 文字列は

// 基本の機能を指定します。

#define ASKDESTTITLE       " インス ト ール先の選択 "

#define ASKDESTMSG         " アプ リケーシ ョ ンのインス ト ール先を選択して く ださい。 "

#define SETUPTYPETITLE     " セッ ト ア ッ プの種類の選択 "

#define SETUPTYPEMSG       " セッ ト ア ッ プの種類を選択して く ださい。 "

#define FEATURE ""

#define SDFEATDLGTITLE      " 機能の選択 "

#define SDFEATDLGMSG        " インス ト ールする機能と インス ト ール先を選択して く ださい。 "

#define APPBASE_PATH                    " 会社名 \\ ワード プロセッサ "

#define COMPANY_NAME " 会社名 "

#define PRODUCT_NAME                    " ワード プロセッサ "

#define  PRODUCT_VERSION      "1.0"

#define PRODUCT_KEY                     " ワード プロセッサ "

#define DEINSTALL_KEY                   " ワード プロセッサ "

#define UNINSTALL_NAME                  " ワード プロセッサ "

prototype HandleFeatureError (NUMBER);

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_SetupType2(HWND);

function ExFn_SetupType2(hMSI)

STRING svLogFile;

NUMBER nvDisk, nResult;

begin

// セッ ト ア ッ プダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

// インス ト ール先の場所を取得します。
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INSTALLDIR = PROGRAMFILES ^ APPBASE_PATH;

AskDestPath (ASKDESTTITLE, ASKDESTMSG, INSTALLDIR , 0);

// SdSetupType2 を使ってセッ ト ア ッ プの種類と ターゲッ ト場所を取得します。

INSTALLDIR = PROGRAMFILES ^ APPBASE_PATH;

nResult = SetupType2 (SETUPTYPETITLE, SETUPTYPEMSG, "", COMPLETE, 0);

// [ カスタム ] セッ ト ア ッ プの種類が選択された場合、 インス ト ールする機能や

// 必要な場合はインス ト ール場所をユーザーが指定できるよ うにします。

if (nResult = CUSTOM) then

SdFeatureDialogAdv (SDFEATDLGTITLE, SDFEATDLGMSG,

 INSTALLDIR, FEATURE);

endif;

// インス ト ールをセッ ト ア ッ プします。

InstallationInfo (COMPANY_NAME, PRODUCT_NAME,

 PRODUCT_VERSION, PRODUCT_KEY);

svLogFile = "Uninst.isu";

DeinstallStart (INSTALLDIR, svLogFile, DEINSTALL_KEY, 0);

RegDBSetItem (REGDB_UNINSTALL_NAME, UNINSTALL_NAME);

// 機能選択に基づいてフ ァ イルを転送します。 エラーを処理します。

Enable (STATUSDLG);

Enable (INDVFILESTATUS);

StatusUpdate (ON, 100);

nResult = FeatureMoveData (MEDIA, nvDisk, 0);

HandleFeatureError (nResult);

Disable (INDVFILESTATUS);

Disable (STATUSDLG);

end;

/*--------------------------------------------------------------------------*\

 *

 * 関数 : HandleFeatureError

 *

 * 目的 : この関数は、 機能関数が戻した値を評価し、

 *            関数によって返された値を評価し、 その値が 0 以下だとエラー

 *            番号を返してインス ト ールを終了します。

 *

/*--------------------------------------------------------------------------*\

function HandleFeatureError (nResult)

NUMBER nvError;

STRING  svFeatureSource, svFeature, svComponent, svFile;

begin

if (nResult < 0) then

ComponentError (svFeatureSource, svFeature, svComponent, svFile, nvError);

SprintfBox (INFORMATION, " データ転送エラー情報 ",

 "FeatureError は " +

 " 次のデータ転送エラーを戻しました ： \n" +

 " セッ ト ア ッ プは終了します。 \n\n" +

 " メデ ィ ア名 : %s\n 機能 : %s\n コンポーネン ト : %s\n" +

 " フ ァ イル : %s\n エラー番号 : %ld",

 svFeatureSource, svFeature, svComponent, svFile, nvError);

abort;

endif;

end;
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ShowObjWizardPages

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ShowObjWizardPages 関数は、 プロジ ェ ク ト の UI イベン ト ハン ド ラーで呼び出され、 イ ン クルー ド された各オブ

ジ ェ ク ト の対応 UI イベン ト ハン ド ラーが実行されます。 た と えば、 ShowObjWizardPages をプロジ ェ ク ト の 

OnFirstUIBefore イベン ト  ハン ド ラーの中で呼び出すと、 イ ン クルー ド された各オブジ ェ ク ト の対応 

OnFirstUIBefore コー ドが実行されます。

構文

ShowObjWizardPages ( nDirection );

パラ メ ーター

戻り値

も 近実行されたオブジ ェ ク ト  UI イベン ト ハン ド ラーによ って返される値。

テーブル 170 • ShowObjWizardPages のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nDirection 測定単位を示すために、 以下のあらかじめ定義された定数のう ち 1 つを渡し

ます。

• NEXT Ñ 以下を指定し ます :

呼び出された 初の UI イベン ト ハン ド ラーは、 プロジ ェ ク ト の [ コ ン

ポーネン ト ] ペイ ンで 初に一覧表示されているオブジ ェ ク ト の UI イ

ベン ト ハン ド ラーで、 2 番目に呼び出された UI イベン ト ハン ド ラーは、

プロジ ェ ク ト の [ コ ンポーネン ト ] ペイ ンで 2 番目に一覧表示されてい

るオブジ ェ ク ト の UI イベン ト ハン ド ラー、 とい う よ う にな り ます。

WizardDirection 関数がオブジ ェ ク ト の UI イベン ト ハン ド ラーで呼び出さ

れる と、 NEXT とい う値が返されます。 

• BACK Ñ 以下を指定し ます :

呼び出された 初の UI イベン ト ハン ド ラーは、 プロジ ェ ク ト の [ コ ン

ポーネン ト ] ペイ ンで 後に一覧表示されているオブジ ェ ク ト の UI イ

ベン ト ハン ド ラーで、 2 番目に呼び出された UI イベン ト ハン ド ラーは、

プロジ ェ ク ト の [ コ ンポーネン ト ] ペイ ンで 後から 2 番目に一覧表示

されているオブジ ェ ク ト の UI イベン ト ハン ド ラー、 とい う よ う にな り

ます。

WizardDirection 関数がオブジ ェ ク ト の UI イベン ト  ハン ド ラーで呼び出

される と、 BACK とい う値が返されます。 
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追加情報

オブジ ェ ク ト のダイアログは、 nDirection の値に基づいて、 2 つの順序のう ちのいずれかで表示されます。 オブ

ジ ェ ク ト のダイアログの表示順を さ らに制御するには、 オブジ ェ ク ト の ShowxxxxxUIyyyyy メ ソ ッ ド を呼び出し て

く ださい。 オブジ ェ ク ト  UI イベン ト  ハン ド ラーの詳細は、 「オブジ ェ ク ト のラ ン タ イム UI を作成する」 を参照し

て く ださい。

ShowProgramFolder
ShowProgramFolder 関数はプログラムフ ォルダーを表示し ます。

構文

ShowProgramFolder ( szFolder, nCommand );

パラ メ ーター

戻り値

この関数は値を返し ません。

ShowProgramFolder の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * ShowProgramFolder 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * ShowProgramFolder はフ ォルダーを表示してから、

テーブル 171 • ShowProgramFolder のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFolder 表示する フ ォルダーの名前を指定し ます。

nCommand フ ォルダーの状態を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以

下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• SW_SHOW Ñ フ ォルダーを標準で表示し ます。

• SW_MAXIMIZE Ñ フ ォルダーを 大化し ます。

• SW_MINIMIZE Ñ フ ォルダーを 小化し ます。

• SW_RESTORE Ñ ウ ィ ン ド ウを元のサイズに戻し ます。
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 * フ ォルダーの状態を変更します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト は、 Startup とい う プログラム フ ォルダーがなければ

 *     ”Startup” という プログラムフ ォルダーがなければ正し く 動作しません。 ”Startup” と名付けたプログラムフ ォルダーを

作成するか、

 *     既存のプログラムフ ォルダーを参照するよ うに定数 FOLDER を

 *     設定して く ださい。 さ らに、

 *     このスク リ プ ト を実行する際、 指定したフ ォルダーは閉じた状態

 *     または 小化された状態でな く てはなり ません。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define  FOLDER  "Startup"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_ShowProgramFolder(HWND);

function ExFn_ShowProgramFolder(hMSI)

begin

// 指定されたフ ォルダーを表示します。

ShowProgramFolder (FOLDER, SW_SHOW);

Delay (3);

// フ ォルダーを 大化します。

ShowProgramFolder (FOLDER, SW_MAXIMIZE);

Delay (3);

// フ ォルダーを以前の状態に戻します。

ShowProgramFolder (FOLDER, SW_RESTORE);

Delay (3);

// フ ォルダーを 小化します。

ShowProgramFolder (FOLDER, SW_MINIMIZE);

Delay (3);

// フ ォルダーを以前の状態に戻します。

ShowProgramFolder (FOLDER, SW_RESTORE);

Delay (3);

end;

ShowWindow
ShowWindow 関数 は指定されたウ ィ ン ド ウの表示状態を設定し ます。

構文

BOOL ShowWindow(

HWND hWnd, // ウ ィ ン ドウのハン ドル

int nCmdShow // 状態を表示

);
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

テーブル 172 • ShowWindow のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

hWnd ウ ィ ン ド ウへのハン ドルを指定し ます。
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nCmdShow ウ ィ ン ド ウの表示状態を指定し ます。 アプ リ ケーシ ョ ンを起動し たプログ

ラムが 　 STARTUPINFO 　 構造を含む場合、 アプ リ ケーシ ョ ンが 　

ShowWindow 　 を 初に呼び出すと き このパラ メ ーターは無視されます。

それ以外の場合、 ShowWindow が 初に呼び出された と き、 値は WinMain 

関数が nCmdShow パラ メ ーター内に取得し た値と な り ます。 後に続 く 呼び

出し では、 このパラ メ ーターには次の値のひとつが可能です。

• SW_FORCEMINIMIZE — そのウ ィ ン ド ウを保有するスレ ッ ドが応答し な

い場合でも、 ウ ィ ン ド ウを 小化し ます。 値は別のスレ ッ ドからウ ィ

ン ド ウを 小化する場合のみ利用し ます。

• SW_HIDE Ñ ウ ィ ン ド ウを非表示にし て別のウ ィ ン ド ウをアクテ ィ ブに

し ます。

• SW_MAXIMIZE Ñ 指定のウ ィ ン ド ウを 大化し ます。

• SW_MINIMIZE Ñ 指定し たウ ィ ン ド ウを 小化し、 Z 順で次に ト ッ プ階

層にあるウ ィ ン ド ウをアク テ ィ ブにし ます。 Z 　 順は、 奥行きを示す 

z 軸上にあるオーバーラ ッ プ し たウ ィ ン ド ウの重な り にあるウ ィ ン ド

ウの位置です。

• SW_RESTORE Ñ ウ ィ ン ド ウをアク テ ィ ブにし て表示し ます。 ウ ィ ン ド

ウが 小化または 大化された場合に、 システムが元のサイズと位置

へ戻し ます。 小化されたウ ィ ン ド ウを元に戻す場合、 アプ リ ケー

シ ョ ンはこの値を指定し ます。

• SW_SHOW Ñ ウ ィ ン ド ウをアク テ ィ ブにし、 現在のサイズと位置でそ

れを表示し ます。

• SW_SHOWDEFAULT Ñ アプ リ ケーシ ョ ンを開始し たプログラムによ っ

て CreateProcess 関数へ渡された STARTUPINFO 構造 で指定された 

SW_ 値に基づいて表示状態を設定し ます。

• SW_SHOWMAXIMIZED Ñ ウ ィ ン ド ウをアク テ ィ ブにし、 それを 大化

し て表示し ます。

• SW_SHOWMINIMIZED Ñ ウ ィ ン ド ウをアク テ ィ ブにし、 それを 小化し

て表示し ます。

• SW_SHOWMINNOACTIVE Ñ ウ ィ ン ド ウを 小化し て表示し ます。 アク

テ ィ ブウ ィ ン ド ウはアク テ ィ ブの状態のままです。

• SW_SHOWNA Ñ ウ ィ ン ド ウを現在のサイズと位置で表示し ます。 アク

テ ィ ブウ ィ ン ド ウはアク テ ィ ブの状態のままです。

• SW_SHOWNOACTIVATE Ñ ウ ィ ン ド ウを一番 後に設定されたサイズ

と位置で表示し ます。 アク テ ィ ブウ ィ ン ド ウはアク テ ィ ブの状態のま

まです。

• SW_SHOWNORMAL Ñ ウ ィ ン ド ウをアク テ ィ ブにし て表示し ます。

ウ ィ ン ド ウが 小化または 大化された場合に、 元のサイズと位置へ

戻し ます。 ウ ィ ン ド ウを 初に表示する際に、 アプ リ ケーシ ョ ンがこ

の値を指定し な く てはな り ません。

テーブル 172 • ShowWindow のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 1531



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (S-T)
戻り値

追加情報

この情報は MSDN ト ピ ッ ク  ShowWindow 関数 から採用されています。

SilentReadData
SilentReadData 関数は、 イ ンス ト ールがサイ レン ト モー ド で実行されている時に (Setup.exe と共に -s スイ ッ チを

利用する場合 ) InstallShield Silent に対し、 カス タムダイアログ用の .iss フ ァ イルダイアログデータの読み方を指示

し ます。 .iss フ ァ イルは SilentWriteData を呼び出し て作成する こ と もできます。

スク リ プ ト で SilentReadData を利用するには、 イ ンス ト ールがサイ レン ト モー ド で実行し ている こ と を 初に確

認するよ う にロジ ッ ク を構築し ます。 次に示し たよ う に、 システム変数 MODE のテス ト に基づいて 

SilentReadData 関数を if-else ステー ト メ ン ト の内部に配置し ます :

if (MODE=SILENTMODE) then

// こ こで SilentReadData を呼び出します

else

// こ こで標準の非サイレン ト 関数を呼び出します

endif;

カス タム ダイアログは EzDefineDialog や WaitOnDialog といった関数を利用し たイ ンス ト ールスク リ プ ト で呼び出

し た り処理する リ ソース とする こ と も可能です。 または全 く 外部で、 DLL の関数への呼び出し と し て実行する こ

と もできます。 どち らの場合も、 ダイアログ ボタ ンの戻り値 ([ 次へ ]、 [ 戻る ]、 [ キャ ンセル ] など ) や、 変数で

設定または戻される値を .iss フ ァ イルから読み出すには、 SilentReadData を利用し な く てはな り ません。

構文

SilentReadData (szSection, szValName, nValType, svVal, nvVal);

テーブル 173 • ShowWindow の戻り値

戻り値 説明

ゼロ以外 ウ ィ ン ド ウが表示されている場合は戻り値は

ゼロ以外です。

0 ウ ィ ン ド ウが非表示の場合は戻り値は 0 です。
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パラ メ ーター

戻り値

テーブル 174 • SilentReadData のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szSection .iss フ ァ イルのダイアログ データ セクシ ョ ンの名前を指定し ます。 角括弧 ( [ ] ) は

含めないで く だ さい。 パラ メ ーター szSection は < 関数名 >-< 数字 > の形式を と り

ます。 < 関数名 > はスク リ プ ト で利用されるのと同じ ダイアログ関数の名前で、 <

数字 > は 0 ( ゼロ ) から始まる、 そのスク リ プ ト 内でダイアログが利用された回数

です。 例えば、 初に表示される MyDialog  関数ダイアログは szSection に 値 

"MyDialog-0" を持ち、 2 回目に表示される と きには "MyDialog-1"、 3 回目は 

"MyDialog-2" といった要領です。

szValName .iss フ ァ イルのダイアログ データ セクシ ョ ンに表示される値名を指定し ます。 各

ダイアログは 低 1 つの szValName ("Result") を持ち、 これによ り ダイアログ ボタ

ン コ ン ト ロール ([ 戻る ]、 [ 次へ ]、 [OK]、 または [ キャ ンセル ]) が戻し た値を識

別し ます。 その他の値名は、 別のダイアログ コ ン ト ロールに関連付けられた値や

データ を識別するのに利用されます。

nValType ValName の値名に割り当てられた値のデータ型を指定し ます。 値そのものは、

nValType の値によ って svVal または nvVal に格納されます。 このパラ メ ーターに、

以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• DATA_STRING Ñ VaIName で値名に割り当てられる値は、 STRING 型 です。 そ

の値は svVal に格納されます。

• DATA_NUMBER Ñ VaIName で値名に割り当てられる値は、 NUMBER 型です。 そ

の値は nvVal に格納されます。

• DATA_COMPONENT Ñ VaIName で値名に割り当てられる値は、 コ ンポーネン ト

の名前です。 これは ｓ ｖ Val に格納されます。

• DATA_LIST Ñ szValName の値名に割り当てられる値は、 InstallScript リ ス ト 用

のリ ス ト  ID です。 これは nvVal に格納されます。

svVal nValType が DATA_STRING または DATA_COMPONENT のと き、 szValName の値名に

割り当てられる値を指定し ます。

nvVal nValType が DATA_NUMBER または DATA_LIST のと き、 szValName の値名に割り当

てられる値を指定し ます。

テーブル 175 • SilentReadData の戻り値

戻り値 説明

0 SilentReadData が InstallShield Silent に対し て、 カス タム ダイアログ用のダイアロ

グ データの読み取り方法を指示し ま し た。
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SilentReadData の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdMakeName 関数、 SilentReadData 関数、 そして SilentWriteData 関数の

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例ではサイレン ト  インス ト ールでのカスタム ダイアログの

 * 処理方法を説明します。 下に表示したカスタムダイアログボッ クス例の

 * リ ソース .dll は、 の [ サポー ト フ ァ イル / ビルボード ] ビューに、

 * 圧縮された形で格納されます。

 *

 * ダイアログ例は InstallShield が提供する

 * カスタム ダイアログ テンプレー ト からビルド されたものです。

 *

 * ダイアログ コン ト ロール ID とその他の情報は

 * RESOURCE.H フ ァ イルに含まれます ( 表示されません )。 例の 初の行に含まれる

 * このフ ァ イルは、 InstallShield の [InstallScript] ビューに

 * 挿入されな く てはなり ません。

 *

 * 例では、 Cominit.txt と名づけられたテキス ト フ ァ イルを作成します。 インス ト ールが

 * サイレン ト モード で実行される場合、 SilentReadData が呼び出され、

 * カスタムダイアログコン ト ロール選択が .iss  フ ァ イルから

 * 読み取られます。 そして選択は、 .iss フ ァ イルから

 * 無事に読み込まれるこ と をデモンス ト レーシ ョ ンする意味で、 Cominit.txt

 * フ ァ イルに保存されます。 インス ト ールが

 * 標準モード で実行された場合、 カスタムダイアログが

 * 表示され、 選択肢が .iss フ ァ イルに記録されて

 *  メ ッセージボッ クスに表示されます。 .ISS フ ァ イルの初期テキス トは

 * スク リ プ ト例の後に表示されています。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "Resource.h"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

< 0 SilentReadData が、 サイ レン ト で実行し ていないイ ンス ト ールで呼び出されま し

た。

メ モ • SilentReadData は、 応答フ ァ イル内のカス タム ダイアログ データ を読み込

めません。 イ ンス ト ールが中止し ます。

テーブル 175 • SilentReadData の戻り値 ( 続き )

戻り値 説明
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#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_SilentReadData(HWND);

function ExFn_SilentReadData(hMSI)

BOOL   bDone;

STRING svSection, svComPort, svPulse, svTone, svDial9, svVal;

NUMBER nvCommDialog, nCmdValue, nPulseState, nToneState;

NUMBER nDial9State, nResult, nvHandle;

LIST   listID;

HWND hwndDlg;

begin

//COMINIT.TXT テキス ト フ ァ イルを開いて、 .ISS フ ァ イルからのカスタムダイアログ選択を

// そこに保存します。

OpenFileMode (FILE_MODE_APPEND);

OpenFile (nvHandle, "c:\\rul", "cominit.txt");

// サイレン ト モード で実行中の場合、 .ISS フ ァ イルから読み込まれます。

if (MODE=SILENTMODE) then

SdMakeName (svSection, "COMM_DIALOG", "", nvCommDialog);

SilentReadData (svSection, "Result", DATA_NUMBER, svVal, nResult);

if (nResult = 1) then

// .ISS フ ァ イルからデータが読み込まれます。 テキス ト フ ァ イルに

// 結果を書き込む為に、 データ を文字列と して

// 読み込みます。

SilentReadData (svSection, "nPulseState", DATA_STRING,

 svPulse, nResult);

SilentReadData (svSection, "nToneState", DATA_STRING,

 svTone, nResult);

SilentReadData (svSection, "nDial9State", DATA_STRING,

 svDial9, nResult);

// カスタムダイアログの選択をテキス ト フ ァ イル

// COMINIT.TXT に格納します。

svVal = " パルスボッ クスは : " ^ svPulse;

WriteLine(nvHandle, svVal);

svVal = " ト ーン ボッ クスは : " ^ svTone;

WriteLine(nvHandle, svVal);

svVal = "Dial9 ボッ クスは : " ^ svDial9;

WriteLine(nvHandle, svVal);

endif;

// サイレン ト モード以外の場合、 通常通り カスタムダイアログを

// 呼び出し、 処理します。

else

listID = ListCreate (STRINGLIST);

ListAddString (listID, "COMM1:", AFTER);

ListAddString (listID, "COMM2:", AFTER);

ListAddString (listID, "COMM3:", AFTER);

ListAddString (listID, "COMM4:", AFTER);

EzDefineDialog ("MYCOMDIALOG", SUPPORTDIR^"RESOURCE.DLL",
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 "COMM_DIALOG",0);

bDone = FALSE;

while (bDone=FALSE)

nCmdValue = WaitOnDialog ("MYCOMDIALOG");

switch (nCmdValue)

case DLG_INIT:

// このダイアログの [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ] ボタ ン と有効 / 無効状態を初期化して、 

// 初期化して、 コン ト ロール ID 700-724 および 202 上で %P、 %VS、 %VI を 

// それぞれ IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、 および

// IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION で 置換します。 

//

hwndDlg = CmdGetHwndDlg("MYCOMDIALOG");

SdGeneralInit("MYCOMDIALOG", hwndDlg, 0, "");

CtrlSetState ("MYCOMDIALOG", ID_TONE, BUTTON_CHECKED);

CtrlSetList ("MYCOMDIALOG", ID_COMPORT, listID);

CtrlSetState ("MYCOMDIALOG", ID_DIAL9, BUTTON_CHECKED);

case OK:

CtrlGetCurSel ("MYCOMDIALOG", ID_COMPORT, svComPort);

nPulseState = CtrlGetState ("MYCOMDIALOG", ID_PULSE);

nToneState = CtrlGetState ("MYCOMDIALOG", ID_TONE);

nDial9State = CtrlGetState ("MYCOMDIALOG", ID_DIAL9);

nResult = NEXT;

bDone = TRUE;

case BACK:

nResult = BACK;

bDone = TRUE;

case RES_PBUT_CANCEL:

// ユーザーが [ キャンセル ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case DLG_CLOSE:

// ユーザーがウ ィ ン ドウの [ 閉じ る ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case ID_PULSE:

nPulseState = CtrlGetState ("MYCOMDIALOG", ID_PULSE);

if (nPulseState = BUTTON_CHECKED) then

CtrlSetState ("MYCOMDIALOG", ID_TONE, BUTTON_UNCHECKED);

CtrlSetState ("MYCOMDIALOG", ID_PULSE, BUTTON_CHECKED);

else

CtrlSetState ("MYCOMDIALOG", ID_TONE, BUTTON_CHECKED);

CtrlSetState ("MYCOMDIALOG", ID_PULSE, BUTTON_UNCHECKED);

endif;

case ID_TONE:

nToneState = CtrlGetState ("MYCOMDIALOG", ID_TONE);

if (nPulseState = BUTTON_CHECKED) then

CtrlSetState ("MYCOMDIALOG", ID_TONE, BUTTON_CHECKED);

CtrlSetState ("MYCOMDIALOG", ID_PULSE, BUTTON_UNCHECKED);

else

CtrlSetState ("MYCOMDIALOG", ID_TONE, BUTTON_UNCHECKED);

CtrlSetState ("MYCOMDIALOG", ID_PULSE, BUTTON_CHECKED);

endif;

case DLG_ERR:

MessageBox (" ダイアログを表示できませんでした。 セッ ト ア ッ プがキャンセルされました。 ", SEVERE);

abort;

endswitch;
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endwhile;

EndDialog ("MYCOMDIALOG");

ReleaseDialog ("MYCOMDIALOG");

SdMakeName (svSection, "COMM_DIALOG", "", nvCommDialog);

SilentWriteData (svSection, "nPulseState", DATA_NUMBER,

svPulse, nPulseState);

SilentWriteData (svSection, "nToneState", DATA_NUMBER,

svTone, nToneState);

SilentWriteData (svSection, "nDial9State", DATA_NUMBER,

svDial9, nResult);

if (nPulseState = BUTTON_CHECKED) then

MessageBox (" パルスボタ ンが選択されました。 ", INFORMATION);

else

MessageBox (" パルスボタ ンの選択が解除されました。 ", INFORMATION);

endif;

if (nToneState = BUTTON_CHECKED) then

MessageBox (" ト ーンボタ ンが選択されました。 .", INFORMATION);

else

MessageBox (" ト ーンボタ ンの選択が解除されました。 ", INFORMATION);

endif;

if (nDial9State = BUTTON_CHECKED) then

MessageBox ("Dial9 ボタ ンが選択されました。 ", INFORMATION);

else

MessageBox ("Dial9 の選択が解除されました。 ", INFORMATION);

endif;

endif;

// テキス ト フ ァ イル COMINIT.TXT を閉じます。

CloseFile (nvHandle);

end;

/* 以下のコードは、 前述の例の初期 .iss フ ァ イルテキス ト です。 こ こでは、 角括弧を含んだ <PRODUCT_GUID> が プロジ ェ

ク ト の GUID を 

示します。 -1001 は BUTTON_CHECKED の数値で、 -1002 は BUTTON_UNCHECKED の数値です。

[InstallShield Silent]

Version=v9.00

File=Response File

[Application]

Name=MyDialog

Version=4.0

Company= ソ フ ト ウェ ア会社名

[<PRODUCT_GUID>-DlgOrder]

Dlg0=<PRODUCT_GUID>-COMM_DIALOG-0

Count=1

[<PRODUCT_GUID>-COMM_DIALOG-0]

nPulseState=-1001

nToneState=-1002
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nDial9State=-1001

Result=1

*/

SilentWriteData
SilentWriteData 関数は、 イ ンス ト ールの 中にカス タム ダイアログで選択された内容を記録し ます。 この選択

データは、 InstallShield Silent 用に .iss フ ァ イルに書き込まれます。 イ ンス ト ール中に .iss フ ァ イルを書き込むに

は、 Setup.exe で -r スイ ッ チを利用し てイ ンス ト ールを実行し て く だ さい。

カス タム ダイアログは EzDefineDialog や WaitOnDialog といった関数を利用し たイ ンス ト ールスク リ プ ト で呼び出

し た り処理する リ ソース とする こ と も可能です。 または全 く 外部で、 DLL の関数への呼び出し と し て実行する こ

と もできます。 どち らの場合も、 ダイアログ ボタ ンの戻り値 ([ 次へ ]、 [ 戻る ]、 [ キャ ンセル ] など ) や、 変数で

設定または戻されるすべての値を記録するには、 SilentWriteData を利用し な く てはな り ません。

構文

SilentWriteData ( szSection, szValName, nValType, szVal, nVal );
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パラ メ ーター

テーブル 176 • SilentWriteData のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szSection .iss フ ァ イルのダイアログ データ セクシ ョ ンの名前を指定し

ます。 角括弧 ( [ ] ) は含めないで く だ さい。 パラ メ ーター 

szSection は < 関数名 >-< 数字 > の形式を と り ます。 < 関数名 > 

はスク リ プ ト で利用されるのと同じ ダイアログ関数の名前で、

< 数字 > は 0 ( ゼロ ) から始まる、 そのスク リ プ ト 内でダイア

ログが利用された回数です。 例えば、 初に表示される 

MyDialog  関数ダイアログは szSection に 値 "MyDialog-0" を持

ち、 2 回目に表示される と きには "MyDialog-1"、 3 回目は 

"MyDialog-2" といった要領です。

szValName .iss フ ァ イルのダイアログ データ セクシ ョ ンに表示される値

名を指定し ます。 各ダイアログは 低 1 つの szValName 

("Result") を持ち、これによ り ダイアログ ボタ ン コ ン ト ロール 

([ 戻る ]、 [ 次へ ]、 [OK]、 または [ キャ ンセル ]) が戻し た値を

識別し ます。 その他の値名は、 別のダイアログ コ ン ト ロール

に関連付けられた値やデータ を識別するのに利用されます。

nValType ValName の値名に割り当てられた値のデータ型を指定し ます。

値そのものは、 nValType の値によ って szVal または nVal に格

納されます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ち

の 1 つを渡し ます。

• DATA_STRING Ñ VaIName で値名に割り当てられる値は、

STRING 型 です。 その値は szVal に格納されます。

• DATA_NUMBER Ñ VaIName で値名に割り当てられる値は、

NUMBER 型です。 その値は ｎ Val に格納されます。

• DATA_COMPONENT Ñ VaIName で値名に割り当てられる値

は、 コ ンポーネン ト の名前です。 これは szVal に格納され

ます。

• DATA_LIST Ñ szValName の値名に割り当てられる値は、

InstallShield リ ス ト 用のリ ス ト  ID です。 これは nVal に格納

されます。

szVal nValType が DATA_STRING または DATA_COMPONENT のと き、

szValName の値名に割り当てられる値を指定し ます。

nVal nValType が DATA_NUMBER または DATA_LIST のと き、

szValName の値名に割り当てられる値を指定し ます。
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戻り値

SilentWriteData の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SdMakeName 関数、 SilentReadData 関数、 そして SilentWriteData 関数の

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ ト例ではサイレン ト  インス ト ールでのカスタム ダイアログの

 * 処理方法を説明します。 下に表示したカスタムダイアログボッ クス例の

 * リ ソース .dll は、 の [ サポー ト フ ァ イル / ビルボード ] ビューに、

 * 圧縮された形で格納されます。

 *

 * ダイアログ例は InstallShield が提供する

 * カスタム ダイアログ テンプレー ト からビルド されたものです。

 *

 * ダイアログ コン ト ロール ID とその他の情報は

 * RESOURCE.H フ ァ イルに含まれます ( 表示されません )。 例の 初の行に含まれる

 * このフ ァ イルは、 InstallShield の [InstallScript] ビューに

 * 挿入されな く てはなり ません。

 *

 * 例では、 Cominit.txt と名づけられたテキス ト フ ァ イルを作成します。 インス ト ールが

 * サイレン ト モード で実行される場合、 SilentReadData が呼び出され、

 * カスタムダイアログコン ト ロール選択が .iss  フ ァ イルから

 * 読み取られます。 そして選択は、 .iss フ ァ イルから

 * 無事に読み込まれるこ と をデモンス ト レーシ ョ ンする意味で、 Cominit.txt

 * フ ァ イルに保存されます。 インス ト ールが

 * 標準モード で実行された場合、 カスタムダイアログが

 * 表示され、 選択肢が .iss フ ァ イルに記録されて

 *  メ ッセージボッ クスに表示されます。 .ISS フ ァ イルの初期テキス トは

 * スク リ プ ト例の後に表示されています。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#include "Resource.h"

テーブル 177 • SilentWriteData の戻り値

戻り値 説明

0 SilentWriteData がカス タム ダイアログ用のダイアログ データ

を Setup.iss へ書き込みま し た。

< 0 SilentReadData が、 カス タム ダイアログ用のダイアログ デー

タ を Setup.iss へ書き込むこ とができませんで し た。
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// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_SilentWriteData(HWND);

function ExFn_SilentWriteData(hMSI)

BOOL   bDone;

STRING svSection, svComPort, svPulse, svTone, svDial9, svVal;

NUMBER nvCommDialog, nCmdValue, nPulseState, nToneState;

NUMBER nDial9State, nResult, nvHandle;

LIST   listID;

HWND hwndDlg;

begin

//COMINIT.TXT テキス ト フ ァ イルを開いて、 .ISS フ ァ イルからのカスタムダイアログ選択を

// そこに保存します。

OpenFileMode (FILE_MODE_APPEND);

OpenFile (nvHandle, "c:\\rul", "cominit.txt");

// サイレン ト モード で実行中の場合、 .ISS フ ァ イルから読み込まれます。

if (MODE=SILENTMODE) then

SdMakeName (svSection, "COMM_DIALOG", "", nvCommDialog);

SilentReadData (svSection, "Result", DATA_NUMBER, svVal, nResult);

if (nResult = 1) then

// .ISS フ ァ イルからデータが読み込まれます。 テキス ト フ ァ イルに

// 結果を書き込む為に、 データ を文字列と して

// 読み込みます。

SilentReadData (svSection, "nPulseState", DATA_STRING,

 svPulse, nResult);

SilentReadData (svSection, "nToneState", DATA_STRING,

 svTone, nResult);

SilentReadData (svSection, "nDial9State", DATA_STRING,

 svDial9, nResult);

// カスタムダイアログの選択をテキス ト フ ァ イル

// COMINIT.TXT に格納します。

svVal = " パルスボッ クスは : " ^ svPulse;

WriteLine(nvHandle, svVal);

svVal = " ト ーン ボッ クスは : " ^ svTone;

WriteLine(nvHandle, svVal);

svVal = "Dial9 ボッ クスは : " ^ svDial9;

WriteLine(nvHandle, svVal);

endif;

// サイレン ト モード以外の場合、 通常通り カスタムダイアログを

// 呼び出し、 処理します。

else

listID = ListCreate (STRINGLIST);

ListAddString (listID, "COMM1:", AFTER);

ListAddString (listID, "COMM2:", AFTER);

ListAddString (listID, "COMM3:", AFTER);

ListAddString (listID, "COMM4:", AFTER);
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EzDefineDialog ("MYCOMDIALOG", SUPPORTDIR^"RESOURCE.DLL",

 "COMM_DIALOG",0);

bDone = FALSE;

while (bDone=FALSE)

nCmdValue = WaitOnDialog ("MYCOMDIALOG");

switch (nCmdValue)

case DLG_INIT:

// このダイアログの [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ] ボタ ン と有効 / 無効状態を初期化して、 

// 初期化して、 コン ト ロール ID 700-724 および 202 上で %P、 %VS、 %VI を 

// それぞれ IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、 および

// IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION で 置換します。 

//

hwndDlg = CmdGetHwndDlg("MYCOMDIALOG");

SdGeneralInit("MYCOMDIALOG", hwndDlg, 0, "");

CtrlSetState ("MYCOMDIALOG", ID_TONE, BUTTON_CHECKED);

CtrlSetList ("MYCOMDIALOG", ID_COMPORT, listID);

CtrlSetState ("MYCOMDIALOG", ID_DIAL9, BUTTON_CHECKED);

case OK:

CtrlGetCurSel ("MYCOMDIALOG", ID_COMPORT, svComPort);

nPulseState = CtrlGetState ("MYCOMDIALOG", ID_PULSE);

nToneState = CtrlGetState ("MYCOMDIALOG", ID_TONE);

nDial9State = CtrlGetState ("MYCOMDIALOG", ID_DIAL9);

nResult = NEXT;

bDone = TRUE;

case BACK:

nResult = BACK;

bDone = TRUE;

case RES_PBUT_CANCEL:

// ユーザーが [ キャンセル ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case DLG_CLOSE:

// ユーザーがウ ィ ン ドウの [ 閉じ る ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case ID_PULSE:

nPulseState = CtrlGetState ("MYCOMDIALOG", ID_PULSE);

if (nPulseState = BUTTON_CHECKED) then

CtrlSetState ("MYCOMDIALOG", ID_TONE, BUTTON_UNCHECKED);

CtrlSetState ("MYCOMDIALOG", ID_PULSE, BUTTON_CHECKED);

else

CtrlSetState ("MYCOMDIALOG", ID_TONE, BUTTON_CHECKED);

CtrlSetState ("MYCOMDIALOG", ID_PULSE, BUTTON_UNCHECKED);

endif;

case ID_TONE:

nToneState = CtrlGetState ("MYCOMDIALOG", ID_TONE);

if (nPulseState = BUTTON_CHECKED) then

CtrlSetState ("MYCOMDIALOG", ID_TONE, BUTTON_CHECKED);

CtrlSetState ("MYCOMDIALOG", ID_PULSE, BUTTON_UNCHECKED);

else

CtrlSetState ("MYCOMDIALOG", ID_TONE, BUTTON_UNCHECKED);

CtrlSetState ("MYCOMDIALOG", ID_PULSE, BUTTON_CHECKED);

endif;

case DLG_ERR:

MessageBox (" ダイアログを表示できませんでした。 セッ ト ア ッ プがキャンセルされました。 ", SEVERE);
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abort;

endswitch;

endwhile;

EndDialog ("MYCOMDIALOG");

ReleaseDialog ("MYCOMDIALOG");

SdMakeName (svSection, "COMM_DIALOG", "", nvCommDialog);

SilentWriteData (svSection, "nPulseState", DATA_NUMBER,

svPulse, nPulseState);

SilentWriteData (svSection, "nToneState", DATA_NUMBER,

svTone, nToneState);

SilentWriteData (svSection, "nDial9State", DATA_NUMBER,

svDial9, nResult);

if (nPulseState = BUTTON_CHECKED) then

MessageBox (" パルスボタ ンが選択されました。 ", INFORMATION);

else

MessageBox (" パルスボタ ンの選択が解除されました。 ", INFORMATION);

endif;

if (nToneState = BUTTON_CHECKED) then

MessageBox (" ト ーンボタ ンが選択されました。 .", INFORMATION);

else

MessageBox (" ト ーンボタ ンの選択が解除されました。 ", INFORMATION);

endif;

if (nDial9State = BUTTON_CHECKED) then

MessageBox ("Dial9 ボタ ンが選択されました。 ", INFORMATION);

else

MessageBox ("Dial9 の選択が解除されました。 ", INFORMATION);

endif;

endif;

// テキス ト フ ァ イル COMINIT.TXT を閉じます。

CloseFile (nvHandle);

end;

/* 以下のコードは、 前述の例の初期 .iss フ ァ イルテキス ト です。 こ こでは、 角括弧を含んだ <PRODUCT_GUID> が プロジ ェ

ク ト の GUID を 

示します。 -1001 は BUTTON_CHECKED の数値で、 -1002 は BUTTON_UNCHECKED の数値です。

[InstallShield Silent]

Version=v9.00

File=Response File

[Application]

Name=MyDialog

Version=4.0

Company= ソ フ ト ウェ ア会社名

[<PRODUCT_GUID>-DlgOrder]

Dlg0=<PRODUCT_GUID>-COMM_DIALOG-0

Count=1

[<PRODUCT_GUID>-COMM_DIALOG-0]
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 1543



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (S-T)
nPulseState=-1001

nToneState=-1002

nDial9State=-1001

Result=1

*/

SizeOf
SizeOf 関数は InstallScript 配列 の要素数、 または引数と し て渡される変数のサイズを読み出し ます。

文字列変数の値にある文字数を判断するには、 SizeOf の代わり に StrLength を使用し ます。

構文

SizeOf ( Item );

パラ メ ーター

戻り値

SizeOf は配列の要素数、 または引数と し て渡される変数のサイズを戻し ます。

SizeWindow
特定のユーザーイ ン ターフ ェ イス要素のサイズを変更するには SizeWindow 関数を利用し ます。 新しいサイズをピ

クセル単位で指定し ます。

イ ンス ト ールは様々なスク リーン解像度で実行する場合もあり ます。 これを実現するため、 GetExtents 関数を

使って画面全体のサイズを決定し てから SizeWindow 関数呼び出しのパラ メ ーターの割合を利用し てユーザー イ ン

ターフ ェ イス オブジ ェ ク ト のサイズを指定し ます。

メ モ • この関数は上級開発者のみに推奨し ます。

構文

SizeWindow ( nObject, nDx, nDy );

テーブル 178 • SizeOf のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

項目 変数の名前を指定し ます。
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

イ ンス ト ールが Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル (.swf) または AVI フ ァ イルを実行する場合は、PlayMMedia 

関数を使用し ます。

テーブル 179 • SizeWindow のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nObject サイズを変更するオブジ ェ ク ト を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み

定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• BACKGROUND Ñ メ イ ン背景ウ ィ ン ド ウを示し ます。

• METAFILE Ñ フ ァ イル転送処理中に利用されるビルボー ド を示し ます。SizeWindow 

はビ ッ ト マ ッ プ (.bmp) フ ァ イルをサポー ト し ません。

メ モ • このパラ メ ーターは、 SdBitmap 関数で表示される メ タ フ ァ イルには影響を与え

ません。 SdBitmap はメ タ フ ァ イルが表示される と きに自動的にそのサイズを変更し ま

す。

また、 このパラ メ ーターは Enable(BBRD) が呼び出されたと きに進行状況ダイアログに

表示されるビルボー ドの種類には影響を与えません。

• MMEDIA_AVI Ñ 次に再生される AVI フ ァ イルのウ ィ ン ド ウ サイズを設定し ます。

すべての AVI ビデオはデフ ォル ト サイズで表示されます。 サイズを変更する と、

ビデオの解像度や鮮明度も変更される可能性があ り ます。

• MMEDIA_AVI Ñ 次に再生される Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル (.swf) の

ウ ィ ン ド ウ サイズを設定し ます。

nDx オブジ ェ ク ト の水平軸上のサイズをピ クセル単位で指定し ます。

nDy オブジ ェ ク ト の垂直軸上のサイズをピ クセル単位で指定し ます。

テーブル 180 • SizeWindow の戻り値

戻り値 説明

0 関数は、 ウ ィ ン ド ウのサイズを正し く 変更し ま し た。

< 0 関数はウ ィ ン ド ウのサイズを変更できませんで し た。
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SizeWindow の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SizeWindow 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * GetExtents が呼び出されて画面の大き さ を読み出します。

 *  そして SizeWindow が呼び出されて背景を元のサイズの半分にサイズ調整

 * します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_SizeWindow(HWND);

function ExFn_SizeWindow(hMSI)

NUMBER nDx, nDy, nObject;

begin

// 背景を有効にします。

Enable (BACKGROUND);

MessageBox (" 背景は元のサイズです。 ", INFORMATION);

// 画面の範囲を取得します。

GetExtents (nDx, nDy);

// サイズ調整するオブジェ ク ト を設定します。

nObject = BACKGROUND;

// 背景ウ ィ ン ドウを元のサイズの半分のサイズに調整します。

if (SizeWindow (nObject, (nDx / 2), (nDy / 2)) < 0) then

MessageBox ("SizeWindow が失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

MessageBox ("SizeWindow の呼び出しの後の背景。 ", INFORMATION);

end;

Sprintf
Sprintf 関数は、 形式指定子と一致する変数を使用し て、 変数データから文字列を作成し ます。 Sprintf 関数は、

Microsoft Windows API wsprintf 同様に機能し ます。
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構文

Sprintf ( svResult, szFormat [,arg] [,...]);

パラ メ ーター

戻り値

Sprintf 関数が成功する と、 戻り値は svResult 変数に格納されている文字列の長さ ( 文字数 ) にな り、 これには

後のヌル文字は含まれません。

Sprintf の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * Sprintf 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

テーブル 181 • Sprintf のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

svResult 3 番目と それに続 く パラ メ ーターに渡された引数から作成され、

フ ォーマ ッ ト された文字列を、 2 番目のパラ メ ーター、 szFormat の指

定に従って返し ます。

szFormat svResult によ って返された文字列に組み込まれている各引数のリ テ ラ

ルテキス ト を含み、 1 つの 書式指定子 を持つ文字列を指定し ます。

arg メ ッ セージに含める引数を 9 個まで指定し ます。 メ ッ セージの書式指

定子には少な く と も 1 つ引数を指定する必要があ り ます。 各引数の型

は、 各書式指定子の型と一致させる必要があり ます。

以下の条件の場合、 Sprintf はコ ンパイ ラエラーを生成し た り、 実行時

に失敗し ます :

• 9 個を超える書式指定子と引数が指定されている場合。 これはコ

ンパイ ラエラーの原因と な り ます。

• 引数の数と書式指定子の数が一致し ない場合。 指定子に対応する

引数がない場合、 結果文字列のその指定子の位置に予期し ない文

字が入り ます。 指定子の数を超える引数を指定し た場合、 余分な

引数は結果文字列に挿入されません。 

• 変数が各書式指定子の型と一致し ない場合。 結果文字列のその指

定子の位置に無効な文字が入り ます。 
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 * このスク リ プ トは C: ド ラ イブの容量を取得し、 Sprintf を

 * 呼び出してフ ォーマ ッ ト された メ ッセージを作成します。 その

 * 変数に格納された ド ラ イブ名とデ ィ スク サイズを

 * 変数で格納されます。 そして メ ッセージが表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_Sprintf(HWND);

function ExFn_Sprintf(hMSI)

STRING svResult, svMssg;

NUMBER nvResult;

begin

// GetSystemInfo への呼び出し用の字列パラ メーターをセ ッ ト ア ッ プします。

svResult = "C:";

// C ド ラ イブの容量を取得します。

GetSystemInfo (DISK_TOTALSPACE, nvResult, svResult);

// GetSystemInfo が戻した値と組み合わせる メ ッセージを

// ビルド します。

Sprintf (svMssg, " %s ド ラ イブの合計デ ィ スク容量は %ld バイ ト です。 ",

svResult, nvResult);

// メ ッセージを表示します。

MessageBox (svMssg, INFORMATION);

end;

SprintfBox

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

SprintfBox 関数を使用し て、 3 種類のアイ コ ンのう ちの 1 つ、 タ イ ト ル、 およびフ ォーマ ッ ト された メ ッ セージが

含まれる メ ッ セージボ ッ クスを表示できます。 メ ッ セージ中では変数を使用する こ とができ、 この変数の形式は

入力する コマン ド に応じ て決定されます。

SprintfBox は MessageBox と似ていますが、 SprintfBox の方がよ り柔軟に表示項目を コ ン ト ロールできます。

注意 • 外部機能に渡す目的以外で複数ヌル区切り文字列を利用する こ とはできません。
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SprintfBox 関数は Microsoft Windows API MessageBox を使用し て メ ッ セージ ボ ッ クスを作成し ます。 メ ッ セージ

ボ ッ クスのサイズと位置を決定するのは、 InstallShield ではな く 、 操作環境です。 また、 動作環境によ って [OK] ボ

タ ンのテキス ト がローカル言語 ( 実行する OS の言語 ) で生成されます。 このボタ ンのテキス ト を変更する こ とは

できません。 さ まざまな MessageBox タ イプの使用方法の詳細については、 該当する Windows SDK で MessageBox 

Windows API 関数の説明を参照し て く だ さい。

Windows メ ッ セージボ ッ クス定数を使用する場合は、 以下の点に注意し て く だ さい。

• 一部の Windows MessageBox タ イプ定数は、 InstallShield Program Files フ ォルダー \Script\Isrt\Include フ ォルダー

にある ISRTWindows.h フ ァ イルで既に定義されています。 このフ ァ イルは、 スク リ プ ト に Ifx.h を含める と、

自動的にイ ンス ト ールに含まれます。 ISRTWindows.h に定義されている定数を再定義する必要はあり ません。

再定義する と、 コ ンパイ ラ警告が発生し ます。 どの定数が定義済みかを判別するには、 ISRTWindows.h フ ァ イ

ルを参照し ます。

• ISRTWindows.h に定義されていない定数を使用する場合は、 イ ンス ト ールスク リ プ ト の宣言ブロ ッ クに必ずそ

れら を定義し なければな り ません (#define を使用 )。 通常 C++ プログラムの一部である Windows.h フ ァ イル

を、 単純挿入する こ とはできません。 未定義定数に割り当てる必要がある値は、 通常は、 該当する Windows 

SDK や開発ツール付属のイ ン クルー ド フ ァ イルに含まれています。 (Microsoft Visual C++ の場合、 ほとんどの

定数は InstallShield Program Files フ ォルダー \Script\Resource フ ォルダーにある Winuser.h フ ァ イルに含まれてい

ます。 )

• 単一のイ ンス ト ールで Windows のメ ッ セージボ ッ クス定数と InstallShield のメ ッ セージボ ッ クス定数を併用す

る こ とはできません。 OR 演算子 (|) を使用し て InstallShield メ ッ セージボ ッ クス定数と Windows メ ッ セージ

ボ ッ クス定数と組み合わせても、 Windows メ ッ セージボ ッ クス定数は無視されます。 

• Windows プラ ッ ト フ ォームの中には、 特定の Windows メ ッ セージボ ッ クスス タ イルをサポー ト し ていないも

のがあ り ます。 イ ンス ト ール先のオペレーテ ィ ングシステムで特定のス タ イルがサポー ト されているかど う

かを判断するには、 該当する Windows SDK を参照し て く だ さい。 

構文

SprintfBox ( nType, szTitle, szFormat [,arg] [,...]);
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パラ メ ーター

テーブル 182 • SprintfBox のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nType メ ッ セージボ ッ クスに表示するアイ コ ンの種類を指定し ます。 このパラ メ ー

ターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• INFORMATION

• WARNING

• SEVERE

Windows API に精通し た上級の開発者の方は、 パラ メ ーター nType で Windows 

のネイテ ィ ブ メ ッ セージボ ッ クスス タ イルを使用する こ とによ り、 メ ッ セージ

ボ ッ クスのス タ イルを自由に指定できます。 ご使用の操作環境のプログラ ミ ン

グマニュアルで、 MessageBox または WinMessageBox API の説明を参照し て く

だ さい。 ネイテ ィ ブのメ ッ セージボ ッ クスス タ イルを使用し ている場合、

InstallShield SprintfBox 関数は、 Windows API からの戻り値を戻し ます。 し た

がって、 スク リ プ ト で Windows API の戻り値を使用する必要があ り ます。

た と えば、 初のパラ メ ーターと し て YES|NO|CANCEL を渡すと、 SprintfBox 

メ ッ セージボ ッ クスに [ はい ]、 [ いいえ ]、 そ し て [ キャ ンセル ] ボタ ンが表示

されます。 各ボタ ンの戻り値は、 Windows API MessageBox の定義と同じ 6 

(IDYES)、 7 (IDNO)、 および 2 (IDCANCEL) です。 スク リ プ ト では、 適切な定数

値を数値リ テ ラル、 またはスク リ プ ト の宣言ブロ ッ クで数値リ テ ラルと し て定

義されている定数と し て使用する必要があり ます。

ヒ ン ト • 上級の開発者の方は、 SprintfBox 関数の 初のパラ メ ーターと し て直

接 MB_STYLE を使用し て、 定数 SEVERE、 WARNING、 または INFORMATION を

置き換える こ とができます。 MB_STYLE の値は Windows.h フ ァ イルに リ ス ト さ

れています。 パラ メ ーター nType に値を直接入力するか、 または #define プ リ

プロセ ッサ命令を使用し て、 値と関連する定数を定義できます。

szTitle メ ッ セージボ ッ クスのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル [ エラー

] を表示するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡し ます。

szFormat メ ッ セージに含む各引数に対し て、 書式指定子を含む文字列を指定し ます。
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戻り値

戻り値は、 Microsoft Windows 標準のメ ッ セージボ ッ クスのス タ イルを使用し ない限り、 重要ではあり ません。 こ

れらのス タ イルを使用する場合、 戻り値は MessageBox API 関数の戻り値と同じにな り ます。

追加情報

SprintfBox 関数によ って表示されるダイアログは、 スキンを使って表示する こ とはできません。 スキンの指定に関

わらず、 同じ よ う に表示されます。

SprintfBox の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript

• InstallScript MSI

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * SprintfBox 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは C: ド ラ イブの容量を取得し、 Sprintf を

arg メ ッ セージに含める引数を 10 個まで指定し ます。 メ ッ セージの書式指定子に

は少な く と も 1 つ引数を指定する必要があ り ます。 各引数の型は、 各書式指定

子の型と一致させる必要があり ます。 以下の条件の場合、 SprintfBox はコ ンパ

イ ラエラーを生成し た り、 実行時に失敗し ます :

• 10 個を超える書式指定子と引数が指定されている場合、 コ ンパイル エ

ラーが発生し ます。 

• 引数の数と書式指定子の数が一致し ない場合。 指定子に対応する引数がな

い場合、 結果文字列のその指定子の位置に予期し ない文字が入り ます。 指

定子の数を超える引数を指定し た場合、 余分な引数は結果文字列に挿入さ

れません。 

• 変数が各書式指定子の型と一致し ない場合。 

• 数値 ASCII 値または STRTOCHAR 関数の戻り値ではな く 文字そのものが、

書式指定子 %c と共に渡された場合。 

テーブル 182 • SprintfBox のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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 * 呼び出してフ ォーマ ッ ト された メ ッセージを表示します。 その

 * メ ッセージには、 変数で格納されている ド ラ イブ名とデ ィ スクサイズが

 * 含まれます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_SprintfBox(HWND);

function ExFn_SprintfBox(hMSI)

STRING svResult;

NUMBER nvResult;

begin

// GetSystemInfo への呼び出し用の字列パラ メーターをセ ッ ト ア ッ プします。

svResult = "C:";

// C ド ラ イブの容量を取得します。

GetSystemInfo (DISK_TOTALSPACE, nvResult, svResult);

// GetSystemInfo が戻した値と組み合わせる

// メ ッセージをビルド して表示します。

SprintfBox (INFORMATION, " システム情報 ",

 " %s ド ラ イブの合計デ ィ スク容量は %ld バイ ト です。 ",

 svResult, nvResult);

end;

SprintfMsiLog

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• 基本の MSI

• InstallScript MSI

SprintfMsiLog 関数は Windows Installer ログ フ ァ イルに直接メ ッ セージを直接書き込みます。

構文

SprintfMsiLog ( szFormat [,arg] [,...]);
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戻り値

この関数への戻り値はあ り ません。 関数が成功し た場合は、 値が Windows Installer ログ フ ァ イルに書き込まれま

す。 関数が失敗し た場合は、 値が Windows Installer ログ フ ァ イルに書き込まれません。

SQLBrowse

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SQLBrowse2 関数は SQLBrowse 関数に優先し ます。

SQLBrowse 関数は、 エン ド ユーザーがネ ッ ト ワーク上で提供されているすべての SQL Server のリ ス ト を表示する

こ とができるダイアログを作成し ます。

この関数は、 InstallScript プロジ ェ ク ト では SQLRT.obl フ ァ イルに、 また InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では 

SQLCONV.obl フ ァ イルにあ り ます。 InstallShield の [SQL スク リ プ ト ] ビ ューを使用する場合、 適切なフ ァ イルは

自動的に リ ン カの設定に追加されます。 このビ ューを使用し ていない場合は、 適切なフ ァ イルを次のよ う にリ ン

カの設定に追加し ます : [ ビルド ] メ ニューで、 [ 設定 ] を ク リ ッ ク し て、 関数を ラ イブ ラ リ (.obl) ボ ッ クスに追加

し ます。

テーブル 183 • SprintfMsiLog のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFormat svResult によ って返された文字列に組み込まれている各引数のリ テ ラルテキス

ト を含み、 1 つの 書式指定子 を持つ文字列を指定し ます。

arg メ ッ セージに含める引数を 9 個まで指定する こ とができます。 メ ッ セージ内の

各書式指定子に 1 つの引数を含まな く てはな り ません。 各引数のタ イプは、 そ

れぞれの書式指定子のタ イプ と一致し な く てはな り ません。

以下の条件の場合、 SprintfMsiLog はコ ンパイ ラエラーを生成し た り、 実行時に

失敗し ます :

• 9 個を超える書式指定子と引数が指定されている場合。 これはコ ンパイ ラ

エラーの原因と な り ます。 

• 引数の数と書式指定子の数が一致し ない場合。 指定子に対応する引数がな

い場合、 結果文字列のその指定子の位置に予期し ない文字が入り ます。 指

定子の数を超える引数を指定し た場合、 余分な引数は結果文字列に挿入さ

れません。 

• 変数が各書式指定子の型と一致し ない場合。 結果文字列のその指定子の位

置に無効な文字が入り ます。 
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構文

SQLBrowse( svServer );

パラ メ ーター

戻り値

SQLBrowse2

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SQLBrowse2 関数は、 エン ド ユーザーが、 接続に指定されたデータベース テ ク ノ ロジ用にネ ッ ト ワーク上で提供

されているすべてのデータベース サーバーのリ ス ト を表示できるよ う にするダイアログを作成し ます。

構文

SQLBrowse2( szConnection, svServer );

テーブル 184 • SQLBrowse のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

svServer 関数が戻される と、 このパラ メ ーターにはエン ド ユーザーが選択し た

サーバー名を含んだ文字列が含まれています。

SQL Server データベースへの接続にエイ リ アス名が使用された場合、 こ

のパラ メ ーターにはそのエイ リ アス名が含まれます。

テーブル 185 • SQLBrowse の戻り値

戻り値 説明

NEXT ユーザーが、 [OK] ボタ ンを ク リ ッ ク し ま し た。

CANCEL ユーザーが、 [ キャ ンセル ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ま し た。

< ISERR_SUCCESS ダイアログを表示する こ とができませんで し た。
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戻り値

SQLDatabaseBrowse

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SQLDatabaseBrowse は、 エン ド ユーザーが、 指定されたデータベース サーバー上で提供されているすべてのデー

タベース カ タ ログを一覧表示する こ とができるダイアログを作成し ます。 この関数は SQLRTGetDatabases を呼び

出し て、 InstallScript プロジ ェ ク ト の場合は SQLRT.dll を、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合は ISSQLSRV.dll を

使用し ます。

メ モ • SQLDatabaseBrowse 関数は SQL 設定フ ァ イルの設定を使用し ます。 し たがって、 この関数は 

SQLRTInitialize2 が呼び出された後にのみ呼び出すこ とができます。

構文

SQLDatabaseBrowse( szConnection, szServer, bvWindowsLogin, szUser, szPassword, svDBCatalog );

テーブル 186 • SQLBrowse2 のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szConnection [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで作成し た接続の名前を指定し ます。

svServer 関数が戻される と、 このパラ メ ーターにはエン ド ユーザーが選択し た

サーバー名を含んだ文字列が含まれています。

SQL Server データベースへの接続にエイ リ アス名が使用された場合、 こ

のパラ メ ーターにはそのエイ リ アス名が含まれます。

テーブル 187 • SQLBrowse2 の戻り値

戻り値 説明

NEXT ユーザーが、 [OK] ボタ ンを ク リ ッ ク し ま し た。

CANCEL ユーザーが、 [ キャ ンセル ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ま し た。

< ISERR_SUCCESS ダイアログを表示する こ とができませんで し た。
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戻り値

SQLRTComponentInstall

テーブル 188 • SQLDatabaseBrowse のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szConnection [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで作成し た接続の名前を指定し ます。

svServer 関数が戻される と、 このパラ メ ーターにはエン ド ユーザーが選択し た

サーバー名を含んだ文字列が含まれています。

bvWindowsLogin SQL Server 認証情報ではな く 、 Windows 認証情報を使用するログイ ンを

指定する ラジオボタ ンの初期状態を指定し ます。 これが TRUE の場合、 "

パスワー ド " フ ィ ールド と " ログイ ン ID" フ ィ ールドは無効にな り ます。

FALSE の場合、 SQL Server 認識情報が使用される とい う メ ッ セージが表

示され、 パスワー ド およびログイ ン フ ィ ールドが有効にされます。

一度関数が戻される と、 このパラ メ ーターには , エン ド ユーザーが 

Windows 認証情報ラジオ ボタ ンを選択し た場合 TRUE が含まれ、 SQL 

Server 認証情報ラジオ ボタ ンが代わり に選択された場合は FALSE が含

まれています。

szUser " ログイ ン ID" 編集ボ ッ クスに表示するデフ ォル ト の文字列を指定し ま

す。 一度ダイアログ関数が戻される と、 このパラ メ ーターにはエン ド

ユーザーが編集フ ィ ールド で入力し たログイ ン ID が含まれています。 こ

の情報はエン ド ユーザーが Windows 認証情報の代わり に SQL ログイ ンの

使用を選択し た と きのみ適切です。

szPassword パスワー ド 編集フ ィ ールド に表示するデフ ォル ト の文字列を指定し ま

す。 一度ダイアログ関数が戻される と、 このパラ メ ーターにはエン ド

ユーザーが編集フ ィ ールド で入力し たパスワー ドが含まれています。 こ

の情報はエン ド ユーザーが Windows 認証情報の代わり に SQL ログイ ンの

使用を選択し た と きのみ適切です。

svDBCatalog SQL データベース カ タ ログの名前を指定し ます。

テーブル 189 • SQLDatabaseBrowse の戻り値

戻り値 説明

NEXT ユーザーが、 [OK] ボタ ンを ク リ ッ ク し ま し た。

CANCEL ユーザーが、 [ キャ ンセル ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ま し た。

< ISERR_SUCCESS ダイアログを表示する こ とができませんで し た。
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プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SQLRTComponentInstall 関数は、 スク リ プ ト がイ ンス ト ール時に実行されるよ う にスケジュールされている場合、

指定されたコ ンポーネン ト に関連付けられている SQL スク リ プ ト を実行し ます。

メ モ • OnSQLServerInitialize イベン ト  ハン ド ラー (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) または OnSQLLogin イベン ト  

ハン ド ラー (InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 ) が呼び出される前に SQL 関連のビル ト イ ン関数を呼び出す場

合、 SQLRTInitialize2 関数を先に呼び出し ます。 詳し く は、 「InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で SQL ラ

ン タ イム関数を使用する」 を参照し て く だ さい。

構文

SQLRTComponentInstall( szComponent );

パラ メ ーター

戻り値

SQLRTComponentUninstall

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SQLRTComponentUninstall 関数は、 スク リ プ ト がアン イ ンス ト ール時に実行されるよ う にスケジュールされている

場合、 指定されたコ ンポーネン ト に関連付けられている SQL スク リ プ ト を実行し ます。

メ モ • OnSQLServerInitialize イベン ト  ハン ド ラー (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) または OnSQLLogin イベン ト  

ハン ド ラー (InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 ) が呼び出される前に SQL 関連のビル ト イ ン関数を呼び出す場

テーブル 190 • SQLRTComponentInstall のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szComponent SQL スク リ プ ト を含むコ ンポーネン ト の名前を指定し ます。

テーブル 191 • SQLRTComponentInstall の戻り値

戻り値 説明

>=ISERR_SUCCESS この関数は SQL スク リ プ ト を実行する こ とができま し た。

<ISERR_SUCCESS この関数は SQL スク リ プ ト を実行する こ とができませんで し た。

SQL_ERROR_NOT_INITIALIZED (-10) SQLRT.dll がロー ド されていません。
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合、 SQLRTInitialize2 関数を先に呼び出し ます。 詳し く は、 「InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で SQL ラ

ン タ イム関数を使用する」 を参照し て く だ さい。

構文

SQLRTComponentUninstall( szComponent );

パラ メ ーター

戻り値

SQLRTConnect

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SQLRTConnect2 関数は SQLRTConnect 関数に優先し ます。

SQLRTConnect 関数は指定された認証情報を使用し て接続を確立し ます。

メ モ • OnSQLServerInitialize イベン ト  ハン ド ラー (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) または OnSQLLogin イベン ト  

ハン ド ラー (InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 ) が呼び出される前に SQL 関連のビル ト イ ン関数を呼び出す場

合、 SQLRTInitialize2 関数を先に呼び出し ます。 詳し く は、 「InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で SQL ラ

ン タ イム関数を使用する」 を参照し て く だ さい。

構文

SQLRTConnect( szConnection, szServer, bTrust, szUserName, szPassword );

テーブル 192 • SQLRTComponentUninstall のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szComponent SQL スク リ プ ト を含むコ ンポーネン ト の名前を指定し ます。

テーブル 193 • SQLRTComponentUninstall の戻り値

戻り値 説明

>=ISERR_SUCCESS この関数は SQL スク リ プ ト を実行する こ とができま し た。

<ISERR_SUCCESS この関数は SQL スク リ プ ト を実行する こ とができませんで し た。

SQL_ERROR_NOT_INITIALIZED (-10) SQLRT.dll がロー ド されていません。
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パラ メ ーター

戻り値

SQLRTConnect2

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SQLRTConnect2 関数は接続を確立し ます。 イ ンス ト ール中にスク リ プ ト を実行するために接続が利用される場

合、 この関数を フ ァ イル転送の前に呼び出す必要があ り ます。 SQLRTConnect2 は、 接続の確立に失敗し た場合、

データベース サーバー名を戻し ます。

テーブル 194 • SQLRTConnect のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szConnection [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで作成し た接続の名前を指定し ます。

szServer SQL Server を指定し ます。

bTrust SQL Server 認証情報ではな く 、 Windows 認証情報を使用するログ

イ ンを指定する ラジオボタ ンの初期状態を指定し ます。 これが 

TRUE の場合、 " パスワー ド " フ ィ ールド と " ログイ ン ID" 

フ ィ ールドは無効にな り ます。 FALSE の場合、 SQL Server 認識情

報が使用される とい う メ ッ セージが表示され、 パスワー ド および

ログイ ン フ ィ ールドが有効にされます。

一度関数が戻される と、 このパラ メ ーターには , エン ド ユーザー

が Windows 認証情報ラジオ ボタ ンを選択し た場合 TRUE が含ま

れ、 SQL Server 認証情報ラジオ ボタ ンが代わり に選択された場

合は FALSE が含まれています。

szUserName SQL Server ログイ ン情報を指定し ます。

szPassword ユーザー アカウン ト に関連付けられたパスワー ド を指定し ます。

テーブル 195 • SQLRTConnect の戻り値

戻り値 説明

>=ISERR_SUCCESS この関数は接続を確立できま し た。 

<ISERR_SUCCESS この関数は接続の確立に失敗し ま し た。

SQL_ERROR_NOT_INITIALIZED (-10) SQLRT.dll がロー ド されていません。
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メ モ • SQLRTConnect2 は SQLRT.dll を使用し ます。 し たがって、 この関数は、 SQLRTInitialize2 が呼び出されたあ

とにのみ呼び出すこ とができます。 詳し く は、 「InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で SQL ラ ン タ イム関

数を使用する」 を参照し て く だ さい。

構文

SQLRTConnect2( szConnection, szServer, bWinLogin, szUser, szPassword, szDatabaseServer );
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

追加情報

接続する カ タ ログを指定できるよ う にする場合、 OnSQLServerInitialize イベン ト での SQLRTConnect2 関数の呼び

出し を、 SQLRTConnectDB 関数の呼び出し で置換し ます。 詳細については、 「SQLRTConnectDB」 を参照し て く だ

さい。

SQLRTConnectDB

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

テーブル 196 • SQLRTConnect2 のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szConnection [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで作成し た接続の名前を指定し ます。

szServer SQL Server を指定し ます。

bWinLogin SQL Server 認証情報ではな く 、 Windows 認証情報を使用するログ

イ ンを指定する ラジオボタ ンの初期状態を指定し ます。 これが 

TRUE の場合、 " パスワー ド " フ ィ ールド と " ログイ ン ID" 

フ ィ ールドは無効にな り ます。 FALSE の場合、 SQL Server 認識情

報が使用される とい う メ ッ セージが表示され、 パスワー ド および

ログイ ン フ ィ ールドが有効にされます。

一度関数が戻される と、 このパラ メ ーターには , エン ド ユーザー

が Windows 認証情報ラジオ ボタ ンを選択し た場合 TRUE が含ま

れ、 SQL Server 認証情報ラジオ ボタ ンが代わり に選択された場

合は FALSE が含まれています。

szUser SQL Server ログイ ン情報を指定し ます。

szPassword ユーザー アカウン ト に関連付けられたパスワー ド を指定し ます。

szDatabaseServer データベース サーバーを指定し ます。

テーブル 197 • SQLRTConnect2 の戻り値

戻り値 説明

>=ISERR_SUCCESS この関数は接続を確立できま し た。 

<ISERR_SUCCESS この関数は接続の確立に失敗し ま し た。

SQL_ERROR_NOT_INITIALIZED (-10) SQLRT.dll がロー ド されていません。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
特定のカ タ ログへの接続を確立するには、 OnSQLServerInitialize イベン ト での SQLRTConnect2 関数の呼び出し を、

SQLRTConnectDB 関数の呼び出し で置換し ます。 カ タ ログ名を SQLRTConnectDB の szDB パラ メ ーターと し て渡

し ます。

実行時に、 エン ド ユーザーがカ タ ログを指定できるよ う にするには、 エン ド ユーザー定義の変数を szDB と し て渡

し ます。

メ モ • SQLRTConnectDB は SQLRT.dll を使用し ます。 し たがって、 この関数は、 SQLRTInitialize2 が呼び出された

あとにのみ呼び出すこ とができます。 詳し く は、 「InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で SQL ラ ン タ イム

関数を使用する」 を参照し て く だ さい。

構文

SQLRTConnectDB( szConnection, szDB, szServer, bWinLogin, szUser, szPassword );
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

SQLRTDoRollbackAll

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SQLRTDoRollbackAll 関数はロールバッ ク中に実行されるよ う にスケジュールされた SQL スク リ プ ト をすべて実行

し ます。

テーブル 198 • SQLRTConnectDB パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szConnection SQL Server 接続を指定し ます。

szDB 接続する カ タ ログを指定し ます。

複数のカ タ ログを指定するには、 各カ タ ログをセ ミ コ ロン (;) で区切り ます。

実行時に、 エン ド ユーザーがカ タ ログを指定できるよ う にするには、 エン ド ユーザー定義の

変数を szDB と し て渡し ます。

szServer SQL Server を指定し ます。

bWinLogin SQL Server 認証情報ではな く 、 Windows 認証情報を使用するログイ ンを指定する ラジオボタ

ンの初期状態を指定し ます。 これが TRUE の場合、 " パスワー ド " フ ィ ールド と " ログイ ン 

ID" フ ィ ールドは無効にな り ます。 FALSE の場合、 SQL Server 認識情報が使用される とい う

メ ッ セージが表示され、 パスワー ド およびログイ ン フ ィ ールドが有効にされます。

一度関数が戻される と、 このパラ メ ーターには , エン ド ユーザーが Windows 認証情報ラジオ 

ボタ ンを選択し た場合 TRUE が含まれ、 SQL Server 認証情報ラジオ ボタ ンが代わり に選択さ

れた場合は FALSE が含まれています。

szUser SQL Server ログイ ン情報を指定し ます。

szPassword ユーザー アカウン ト に関連付けられたパスワー ド を指定し ます。

テーブル 199 • SQLRTConnectDB 戻り値

戻り値 説明

>=ISERR_SUCCESS この関数は接続を確立できま し た。

<ISERR_SUCCESS この関数は接続の確立に失敗し ま し た。

SQL_ERROR_NOT_INITIALIZED (-10) SQLRT.dll がロー ド されていません。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
メ モ • SQLRTDoRollbackAll は SQLRT.dll を使用し ます。 し たがって、 この関数は、 SQLRTInitialize2 が呼び出された

あとにのみ呼び出すこ とができます。 詳し く は、 「InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で SQL ラ ン タ イム

関数を使用する」 を参照し て く だ さい。

構文

SQLRTDoRollbackAll();

パラ メ ーター

SQLRTDoRollbackAll にパラ メ ーターは使用できません。

戻り値

SQLRTGetBatchList

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SQLRTGetBatchList 関数は、 バッ チ モー ドが有効になっている と き実行する必要がある SQL スク リ プ ト に関連付

けられている コ ンポーネン ト の一覧を返し ます。

メ モ • SQLRTGetBatchList は SQLRT.dll を使用し ます。 し たがって、 この関数は、 SQLRTInitialize2 が呼び出された

あとにのみ呼び出すこ とができます。 詳し く は、 「InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で SQL ラ ン タ イム

関数を使用する」 を参照し て く だ さい。

構文

SQLRTGetBatchList( nOperation );

テーブル 200 • SQLRTDoRollbackAll の戻り値

戻り値 説明

>=ISERR_SUCCESS この関数はスク リ プ ト を実行する こ とができま し た。

<ISERR_SUCCESS この関数はスク リ プ ト を実行する こ とができませんで し た。

SQL_ERROR_NOT_INITIALIZED (-10) SQLRT.dll がロー ド されていません。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

追加情報

バッ チ モー ド に関する詳細については、 「接続に関連付けられている複数 SQL スク リ プ ト の実行順序を指定する」

をご覧 く ださい。

SQLRTGetBatchMode

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SQLRTGetBatchMode 関数は、 バッ チ モー ドが有効か、 または無効かを戻し ます。

メ モ • SQLRTGetBatchMode は SQLRT.dll を使用し ます。 し たがって、 この関数は、 SQLRTInitialize2 が呼び出され

たあとにのみ呼び出すこ とができます。 詳し く は、 「InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で SQL ラ ン タ イ

ム関数を使用する」 を参照し て く だ さい。

構文

SQLRTGetBatchMode();

パラ メ ーター

SQLRTGetBatchMode にパラ メ ーターは使用できません。

テーブル 201 • SQLRTGetBatchList パラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nOperation このパラ メ ーターを使って、 以下の定数のいずれかを渡し ます。

• SQL_BATCH_INSTALL Ñ イ ンス ト ール中に実行されるよ う にスケジュールされ

た SQL スク リ プ ト の一覧を取得し ます。

• SQL_BATCH_UNINSTALL Ñ アンイ ンス ト ール中に実行されるよ う にスケジュー

ルされた SQL スク リ プ ト の一覧を取得し ます。

テーブル 202 • SQLRTGetBatchList 戻り値

戻り値 説明

listConnections コ ンポーネン ト 名の一覧を返し ます。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
戻り値

追加情報

バッ チ モー ド に関する詳細については、 「接続に関連付けられている複数 SQL スク リ プ ト の実行順序を指定する」

をご覧 く ださい。

SQLRTGetBrowseOption

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SQLRTGetBrowseOption 関数は、 SQL Server の参照コ ンボ ボ ッ クス と リ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールの参照オプ

シ ョ ンの現在の値を返し ます。 これらでは、 ローカル サーバー、 リ モー ト  サーバー、 サーバー エイ リ アス、 お

よびこれらのサーバーの組み合わせを表示できます。

メ モ • OnSQLServerInitialize イベン ト  ハン ド ラー (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) または OnSQLLogin イベン ト  

ハン ド ラー (InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 ) が呼び出される前に SQL 関連のビル ト イ ン関数を呼び出す場

合、 SQLRTInitialize2 関数を先に呼び出し ます。 詳し く は、 「InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で SQL ラ

ン タ イム関数を使用する」 を参照し て く だ さい。

構文

SQLRTGetBrowseOption( );

パラ メ ーター

SQLRTGetBrowseOption にパラ メ ーターは使用できません。

テーブル 203 • SQLRTGetBatchMode の戻り値

戻り値 説明

TRUE バッ チ モー ドが有効です。

FALSE バッ チ モー ドが無効です。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
戻り値

テーブル 204 • SQLRTGetBrowseOption Return の値

戻り値 説明

0 SQL Server の参照コ ンボ ボ ッ クス と リ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールでは、 SQL 

Server ( ローカル サーバー、 リ モー ト  サーバー、 およびサーバー エイ リ アス ) 

が表示されます。

これは、 SQL_BROWSE_ALL またはゼロ (0) が SQLRTSetBrowseOption の 

nBrowseOption パラ メ ーターに渡された と き、 または、 SQLRTSetBrowseOption 

関数が呼び出されなかった と きの戻り値です。

1 SQL Server の参照コ ンボ ボ ッ クス と リ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールでは、 すべて

の使用可能なローカル SQL Server が表示されます。

これは、 SQL_BROWSE_LOCAL または 1 が SQLRTSetBrowseOption の 

nBrowseOption パラ メ ーターに渡された と きの戻り値です。

2 SQL Server の参照コ ンボ ボ ッ クス と リ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールでは、 すべて

の使用可能な リ モー ト  SQL Server が表示されます。

これは、 SQL_BROWSE_REMOTE または 2 が SQLRTSetBrowseOption の 

nBrowseOption パラ メ ーターに渡された と きの戻り値です。

3 SQL Server の参照コ ンボ ボ ッ クス と リ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールでは、 すべて

の使用可能なローカル SQL Server が表示し、 SQL Server を削除し ます。

これは、 SQL_BROWSE_LOCAL | SQL_BROWSE_REMOTE または 3 が 

SQLRTSetBrowseOption の nBrowseOption パラ メ ーターに渡された と きの戻り値

です。

4 SQL Server の参照コ ンボ ボ ッ クス と リ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールでは、 すべて

の使用可能な SQL Server のエイ リ アスが表示されます。

これは、 SQL_BROWSE_ALIAS または 4 が SQLRTSetBrowseOption の 

nBrowseOption パラ メ ーターに渡された と きの戻り値です。

5 SQL Server の参照コ ンボ ボ ッ クス と リ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールでは、 すべて

の使用可能なローカル SQL Server と SQL Server のエイ リ アスが表示されます。

これは、 SQL_BROWSE_LOCAL | SQL_BROWSE_ALIAS または 5 が 

SQLRTSetBrowseOption の nBrowseOption パラ メ ーターに渡された と きの戻り値

です。

6 SQL Server の参照コ ンボ ボ ッ クス と リ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールでは、 すべて

の使用可能な リ モー ト  SQL Server と SQL Server のエイ リ アスが表示されます。

これは、 SQL_BROWSE_REMOTE | SQL_BROWSE_ALIAS または 6 が 

SQLRTSetBrowseOption の nBrowseOption パラ メ ーターに渡された と きの戻り値

です。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
SQLRTGetComponentScriptError

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SQLRTGetComponentScriptError2 関数は SQLRTGetComponentScriptError 関数に優先し ます。

SQLRTGetComponentScriptError 関数は、 コ ンポーネン ト に関連付けられている SQL スク リ プ ト の実行中に発生し

た 後のエラーを取得し ます。

メ モ • SQLRTGetComponentScriptError は SQLRT.dll を使用し ます。 し たがって、 この関数は、 SQLRTInitialize2 が

呼び出されたあとにのみ呼び出すこ とができます。 詳し く は、 「InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で 

SQL ラ ン タ イム関数を使用する」 を参照し て く だ さい。

構文

SQLRTGetComponentScriptError( szComponent, szMessage, nvErrorType, nvErrorLine );

7 SQL Server の参照コ ンボ ボ ッ クス と リ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールでは、 SQL 

Server ( ローカル サーバー、 リ モー ト  サーバー、 およびサーバー エイ リ アス ) 

が表示されます。

これは、 SQL_BROWSE_LOCAL | SQL_BROWSE_REMOTE | SQL_BROWSE_ALIAS ま

たは 7 が SQLRTSetBrowseOption の nBrowseOption パラ メ ーターに渡されたと き

の戻り値です。

テーブル 204 • SQLRTGetBrowseOption Return の値 ( 続き )

戻り値 説明
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

SQLRTGetComponentScriptError2

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SQLRTGetComponentScriptError2 関数は、 コ ンポーネン ト に関連付けられている SQL スク リ プ ト の実行中に発生

し た 後のエラーを取得し ます。 この関数では、 SQLRTGetComponentScriptError 関数で使用できないパラ メ ー

ター がい く つか使用できます (szScriptName、 szTechnology、 szServer および szDB)。

テーブル 205 • SQLRTGetComponentScriptError のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szComponent スク リ プ ト に関連付けられている コ ンポーネン ト の名前を指定し

ます。

szMessage データベース サーバーが返し たエラー メ ッ セージを指定し ます。

nvErrorType エラーの種類を指定し ます。 以下は有効な種類です :

• SQL_ERROR_SCRIPT_UNABLE_OPEN_FILE Ñ スク リ プ ト  フ ァ

イルを開 く こ とができませんで し た。

• SQL_ERROR_SCRIPT_CONNECTION_NOT_OPEN Ñ 指定された

接続が開いていません。

• SQL_ERROR_GET_SCHEMA_VERSION Ñ ターゲッ ト  データベー

スからスキーマ バージ ョ ンを取得中に、 エラーが発生し ま し

た。

• SQL_ERROR_SET_SCHEMA_VERSION Ñ ターゲッ ト  データベー

スにスキーマ バージ ョ ンを設定中に、 エラーが発生し ま し

た。

• SQL_ERROR_SCRIPT_COMMAND_ERROR Ñ SQL バッ チの実行

に失敗し ま し た。

nvErrorLine エラーの行番号を指定し ます。

テーブル 206 • SQLRTGetComponentScriptError の戻り値

戻り値 説明

TRUE 1 つまたは複数のエラーが発生し ま し た。

FALSE エ ラーはあ り ませんで し た。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
メ モ • SQLRTGetComponentScriptError は SQLRT.dll を使用し ます。 し たがって、 この関数は、 SQLRTInitialize2 が

呼び出されたあとにのみ呼び出すこ とができます。 詳し く は、 「InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で 

SQL ラ ン タ イム関数を使用する」 を参照し て く だ さい。

構文

SQLRTGetComponentScriptError2( szComponent, szMessage, nvErrorType, nvErrorLine, szScriptName, szTechnology, szServer, szDB );
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

SQLRTGetConnectionAuthentication

テーブル 207 • SQLRTGetComponentScriptError2 のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szComponent スク リ プ ト に関連付けられている コ ンポーネン ト の名前を指定し

ます。

szMessage データベース サーバーが返し たエラー メ ッ セージを指定し ます。

nvErrorType エラーの種類を指定し ます。 以下は有効な種類です :

• SQL_ERROR_SCRIPT_UNABLE_OPEN_FILE Ñ スク リ プ ト  フ ァ

イルを開 く こ とができませんで し た。

• SQL_ERROR_SCRIPT_CONNECTION_NOT_OPEN Ñ 指定された

接続が開いていません。

• SQL_ERROR_GET_SCHEMA_VERSION Ñ ターゲッ ト  データベー

スからスキーマ バージ ョ ンを取得中に、 エラーが発生し ま し

た。

• SQL_ERROR_SET_SCHEMA_VERSION Ñ ターゲッ ト  データベー

スにスキーマ バージ ョ ンを設定中に、 エラーが発生し ま し

た。

• SQL_ERROR_SCRIPT_COMMAND_ERROR Ñ SQL バッ チの実行

に失敗し ま し た。

nvErrorLine エラーの行番号を指定し ます。

szScriptName スク リ プ ト の名前を指定し ます。

szTechnology データベース サーバー製品の名前を指定し ます (Microsoft SQL 

Server、 Oracle または MySQL)。

szServer ターゲッ ト  データベース サーバーの名前を指定し ます。

szDB ターゲッ ト  データベース カ タ ログの名前を指定し ます。

テーブル 208 • SQLRTGetComponentScriptError の戻り値

戻り値 説明

TRUE 1 つまたは複数のエラーが発生し ま し た。

FALSE エ ラーはあ り ませんで し た。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SQLRTGetConnectionAuthentication 関数は、 デフ ォル ト の SQL Server 接続認証タ イプを取得し ます。

メ モ • OnSQLServerInitialize イベン ト  ハン ド ラー (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) または OnSQLLogin イベン ト  

ハン ド ラー (InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 ) が呼び出される前に SQL 関連のビル ト イ ン関数を呼び出す場

合、 SQLRTInitialize2 関数を先に呼び出し ます。 詳し く は、 「InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で SQL ラ

ン タ イム関数を使用する」 を参照し て く だ さい。

構文

SQLRTGetConnectionAuthentication( szConnection );

パラ メ ーター

戻り値

SQLRTGetConnectionInfo

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SQLRTGetConnectionInfo 関数は、 接続情報 ( デフ ォル ト  サーバー、 データベース、 デフ ォル ト  ユーザー名、 デ

フ ォル ト  パスワー ド ) が含まれた文字列を取得し ます。

テーブル 209 • SQLRTGetConnectionAuthentication のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szConnection SQL Server 接続を指定し ます。

テーブル 210 • SQLRTGetConnectionAuthentication の戻り値

戻り値 説明

TRUE Windows 認証を実行し ます。

FALSE SQL 認証を実行し ます。
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メ モ • SQLRTGetConnectionInfo は SQLRT.dll (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) および ISSQLSRV.dll (InstallScript 

MSI プロジ ェ ク ト の場合 ) を使用し ます。 し たがって、 この関数は、 SQLRTInitialize2 が呼び出されたあとにのみ

呼び出すこ とができます。 詳し く は、 「InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で SQL ラ ン タ イム関数を使用

する」 を参照し て く だ さい。

構文

SQLRTGetConnectionInfo( szConnection, szServer, szDB, szUser, szPassword );

パラ メ ーター

戻り値

SQLRTGetConnections

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SQLRTGetConnections 関数は、 設定フ ァ イルに存在する接続の文字列リ ス ト を取得し ます。

テーブル 211 • SQLRTGetConnectionInfo のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szConnection SQL Server 接続を指定し ます。

szServer SQL Server を指定し ます。

szDB SQL Server データベースを指定し ます。

szUser SQL Server ログイ ン情報を指定し ます。

szPassword ユーザー アカウン ト に関連付けられたパスワー ド を指定し ます。

テーブル 212 • SQLRTGetConnectionInfo の戻り値

戻り値 説明

>=ISERR_SUCCESS この関数は接続を確立できま し た。 

<ISERR_SUCCESS この関数は接続の確立に失敗し ま し た。

SQL_ERROR_NOT_INITIALIZED (-10) SQLRT.dll がロー ド されていません。
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メ モ • SQLRTGetConnections は SQLRT.dll (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) および ISSQLSRV.dll (InstallScript MSI 

プロジ ェ ク ト の場合 ) を使用し ます。 し たがって、 この関数は、 SQLRTInitialize2 が呼び出されたあとにのみ呼び

出すこ とができます。 詳し く は、 「InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で SQL ラ ン タ イム関数を使用す

る」 を参照し て く だ さい。

構文

SQLRTGetConnections( );

パラ メ ーター

SQLRTGetConnections にパラ メ ーターは使用できません。

戻り値

SQLRTGetDatabases

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SQLRTGetDatabases 関数は、 指定されたデータベース サーバーで提供されているデータベース カ タ ログのリ ス ト

を返し ます。

メ モ • OnSQLServerInitialize イベン ト  ハン ド ラー (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) または OnSQLLogin イベン ト  

ハン ド ラー (InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 ) が呼び出される前に SQL 関連のビル ト イ ン関数を呼び出す場

合、 SQLRTInitialize2 関数を先に呼び出し ます。 詳し く は、 「InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で SQL ラ

ン タ イム関数を使用する」 を参照し て く だ さい。

構文

SQLRTGetDatabases( szConnection, szServer, bTrust, szUserName, szPassword );

テーブル 213 • SQLRTGetConnections の戻り値

戻り値 説明

listConnections; 接続名のリ ス ト を戻し ます。
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パラ メ ーター

戻り値

データベース サーバーで提供されているデータベース カ タ ログのリ ス ト を返し ます。

SQLRTGetErrorMessage

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SQLRTGetErrorMessage 関数は、 接続を開いている と きに、 SQL ラ ン タ イムで 後に発生し たエラーについての説

明を返し ます。

メ モ • SQLRTGetErrorMessage は、 SQLRT.dll と SQL 設定フ ァ イルからの設定を使用する SQLRTGetLastError2 を呼

び出し ます。 し たがって、 この関数は SQLRTInitialize2 が呼び出された後にのみ呼び出すこ とができます。 詳し く

は、 「InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で SQL ラ ン タ イム関数を使用する」 を参照し て く だ さい。

構文

SQLRTGetErrorMessage( svMessage );

テーブル 214 • SQLRTGetDatabases のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szConnection [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで作成し た接続の名前を指定し ます。

szServer SQL Server を指定し ます。

bTrust SQL Server 認証情報ではな く 、 Windows 認証情報を使用するログ

イ ンを指定する ラジオボタ ンの初期状態を指定し ます。 これが 

TRUE の場合、 " パスワー ド " フ ィ ールド と " ログイ ン ID" 

フ ィ ールドは無効にな り ます。 FALSE の場合、 SQL Server 認識情

報が使用される とい う メ ッ セージが表示され、 パスワー ド および

ログイ ン フ ィ ールドが有効にされます。

一度関数が戻される と、 このパラ メ ーターには , エン ド ユーザー

が Windows 認証情報ラジオ ボタ ンを選択し た場合 TRUE が含ま

れ、 SQL Server 認証情報ラジオ ボタ ンが代わり に選択された場

合は FALSE が含まれています。

szUserName SQL Server ログイ ン情報を指定し ます。

szPassword ユーザー アカウン ト に関連付けられたパスワー ド を指定し ます。
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戻り値

SQLRTGetLastError

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SQLRTGetLastError2 関数は SQLRTGetLastError 関数に優先し ます。

SQLRTGetLastError 関数は、 SQL ラ ン タ イムで 後に発生し たエラーのテキス ト を戻し ます。 SQLRTGetLastError 

はまた、 適切な SQL エラー メ ッ セージも ロー ド し ます。

メ モ • SQLRTGetLastError は、 SQLRT.dll と SQL 設定フ ァ イルからの設定を使用し ます。 し たがって、 この関数は 

SQLRTInitialize2 が呼び出された後にのみ呼び出すこ とができます。 詳し く は、 「InstallScript と InstallScript MSI プ

ロジ ェ ク ト で SQL ラ ン タ イム関数を使用する」 を参照し て く だ さい。

構文

SQLRTGetLastError( szError );

パラ メ ーター

戻り値

な し

テーブル 215 • SQLRTGetErrorMessage のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

svMessage SQL エラー メ ッ セージを指定し ます。

テーブル 216 • SQLRTGetErrorMessage の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS 関数は正常に実行されま し た。

SQL_ERROR_NOT_INITIALIZED SQLRT.dll がロー ド されていません。

テーブル 217 • SQLRTGetLastError のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szError SQL エラーを指定し ます。
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SQLRTGetLastError2

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SQLRTGetLastError2 関数は、 SQL ラ ン タ イムで 後に発生し たエラーの詳細情報を返し ます。

SQLRTGetLastError2 はまた、 適切な SQL エラー メ ッ セージも ロー ド し ます。

メ モ • SQLRTGetLastError2 は、 SQLRT.dll と SQL 設定フ ァ イルからの設定を使用し ます。 し たがって、 この関数

は SQLRTInitialize2 が呼び出された後にのみ呼び出すこ とができます。 詳し く は、 「InstallScript と InstallScript MSI 

プロジ ェ ク ト で SQL ラ ン タ イム関数を使用する」 を参照し て く だ さい。

構文

SQLRTGetLastError2( nvErrorCode, svMessage, svTechnology, svConnection, svServer, svDBCatalog );

パラ メ ーター

戻り値

な し

SQLRTGetScriptErrorMessage

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SQLRTGetScriptErrorMessage 関数は SQL スク リ プ ト が実行し ている と きに、 SQL ラ ン タ イムで 後に発生し たエ

ラーについての説明を返し ます。

テーブル 218 • SQLRTGetLastError2 のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nvErrorCode SQL エラー コー ド を指定し ます。

svMessage SQL エラー メ ッ セージを指定し ます。

svTechnology 使用されたサーバーの種類を指定し ます (Microsoft SQL Server、

Oracle など )。

svConnection SQL エラー コー ド を指定し ます。

svServer SQL データベース サーバーの名前を指定し ます。

svDBCatalog SQL データベース カ タ ログの名前を指定し ます。
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メ モ • SQLRTGetScriptErrorMessage は、 SQLRT.dll と SQL 設定フ ァ イルからの設定を使用する 

SQLRTGetComponentScriptError2 を呼び出し ます。 し たがって、 この関数は SQLRTInitialize2 が呼び出された後に

のみ呼び出すこ とができます。 詳し く は、 「InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で SQL ラ ン タ イム関数を

使用する」 を参照し て く だ さい。

構文

SQLRTGetScriptErrorMessage( svMessage );

パラ メ ーター

戻り値

SQLRTGetServers

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SQLRTGetServers 関数は、 イ ンス ト ールに含まれているすべてのデータベース テ ク ノ ロジについて、 ネ ッ ト ワー

クで提供されているデータベース サーバーのリ ス ト を返し ます。 bFilter が TRUE のと き、 ローカル データベース 

サーバーのみを返し ます。

メ モ • OnSQLServerInitialize イベン ト  ハン ド ラー (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) または OnSQLLogin イベン ト  

ハン ド ラー (InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 ) が呼び出される前に SQL 関連のビル ト イ ン関数を呼び出す場

合、 SQLRTInitialize2 関数を先に呼び出し ます。 詳し く は、 「InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で SQL ラ

ン タ イム関数を使用する」 を参照し て く だ さい。

構文

SQLRTGetServers( bFilter );

テーブル 219 • SQLRTGetScriptErrorMessage のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

svMessage SQL エラー メ ッ セージを指定し ます。

テーブル 220 • SQLRTGetScriptErrorMessage の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS 関数は正常に実行されま し た。

SQL_ERROR_NOT_INITIALIZED SQLRT.dll がロー ド されていません。
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パラ メ ーター

戻り値

イ ンス ト ールに含まれているすべてのデータベース テ ク ノ ロジについて、 ネ ッ ト ワークで提供されているデータ

ベース サーバーのリ ス ト を返し ます。

SQLRTGetServers2

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SQLRTGetServers2 関数は、 接続に指定されたデータベース テ ク ノ ロジ用のデータベース サーバーのリ ス ト を返

し ます。 szConnection が空のと き、 この関数は SQLRTGetServers のよ う に動作し ます。

メ モ • OnSQLServerInitialize イベン ト  ハン ド ラー (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) または OnSQLLogin イベン ト  

ハン ド ラー (InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 ) が呼び出される前に SQL 関連のビル ト イ ン関数を呼び出す場

合、 SQLRTInitialize2 関数を先に呼び出し ます。 詳し く は、 「InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で SQL ラ

ン タ イム関数を使用する」 を参照し て く だ さい。

構文

SQLRTGetServers2( szConnection, bFilter );

テーブル 221 • SQLRTGetServers のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

bFilter 返されるデータベース サーバーのリ ス ト にローカル データベース 

サーバーのみが含まれるかど うかを指定し ます。

• TRUE Ñ ローカル データベース サーバーのみ返し ます。

• FALSE Ñ すべてのデータベース サーバーを返し ます。
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戻り値

接続に指定されたデータベース テ ク ノ ロジについて、 ネ ッ ト ワークで提供されているデータベース サーバーのリ

ス ト を返し ます。

SQLRTInitialize

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SQLRTInitialize2 関数は SQLRTInitialize 関数に優先し ます。

SQLRTInitialize が使用される場合、 SQLRT で呼び出される 初の関数と し て指定する必要があり ます。

SQLRTInitialize は SQLRT.dll をロー ド し、 設定フ ァ イルを使用し てこれを初期化し ます。

構文

SQLRTInitialize( szSettingsFile );

テーブル 222 • SQLRTGetServers2 のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szConnection 接続を指定し ます。 このパラ メ ーターが空のと き、 関数は、 イ ン

ス ト ールに含まれているすべてのデータベース テ ク ノ ロジについ

て、 ネ ッ ト ワークで提供されているデータベース サーバーのリ ス

ト を返し ます。

bFilter 返されるデータベース サーバーのリ ス ト にローカル データベース 

サーバーのみが含まれるかど うかを指定し ます。

• TRUE Ñ ローカル データベース サーバーのみ返し ます。

• FALSE Ñ すべてのデータベース サーバーを返し ます。
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戻り値

な し

SQLRTInitialize2

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SQLRTInitialize2 は、 SQL ラ ン タ イムで呼び出される 初の関数と し て指定する必要があり ます。 SQLRTInitialize2 

は InstallScript プロジ ェ ク ト では SQLRT.dll フ ァ イルをロー ド し、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では ISSQLSRV.dll 

フ ァ イルをロー ド し ます。 また SQLRTInitialize2 は、 設定フ ァ イルを使用し て .dll フ ァ イルを初期化し ます。

メ モ • OnSQLServerInitialize イベン ト  ハン ド ラー (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) または OnSQLLogin イベン ト  

ハン ド ラー (InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 ) が呼び出される前に SQL 関連のビル ト イ ン関数を呼び出す場

合、 SQLRTInitialize2 関数を先に呼び出し ます。 詳し く は、 「InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で SQL ラ

ン タ イム関数を使用する」 を参照し て く だ さい。

構文

SQLRTInitialize2 ();

パラ メ ーター

SQLRTInitialize2 にパラ メ ーターは使用できません。

戻り値

な し

テーブル 223 • SQLRTInitialize のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szSettingsFile SQLRT.ini フ ァ イルへのパスを指定し ます。 次のパスがこのパラ

メ ーターに指定されています :

SUPPORTDIR ^ "SQLRT.ini"

SQLRT.ini フ ァ イルは変更できません。 これを変更する と、 実行時

に予期し ない動作が発生する可能性があ り ます。 このフ ァ イルは、

[SQL スク リ プ ト ] ビ ューで入力し た SQL の設定に基づいて作成さ

れます。
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SQLRTPutConnectionAuthentication

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

The SQLRTPutConnectionAuthentication 関数は、 デフ ォル ト の SQL Server 接続認証タ イプを設定し ます。

メ モ • OnSQLServerInitialize イベン ト  ハン ド ラー (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) または OnSQLLogin イベン ト  

ハン ド ラー (InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 ) が呼び出される前に SQL 関連のビル ト イ ン関数を呼び出す場

合、 SQLRTInitialize2 関数を先に呼び出し ます。 詳し く は、 「InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で SQL ラ

ン タ イム関数を使用する」 を参照し て く だ さい。

構文

SQLRTPutConnectionAuthentication( szConnection, bWinLogin );

パラ メ ーター

戻り値

な し

SQLRTPutConnectionInfo

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

テーブル 224 • SQLRTPutConnectionAuthentication のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szConnection [SQL スク リ プ ト ] ビ ューで作成し た接続の名前を指定し ます。

bWinLogin SQL Server 認証情報ではな く 、 Windows 認証情報を使用するログ

イ ンを指定する ラジオボタ ンの初期状態を指定し ます。 これが 

TRUE の場合、 " パスワー ド " フ ィ ールド と " ログイ ン ID" 

フ ィ ールドは無効にな り ます。 FALSE の場合、 SQL Server 認識情

報が使用される とい う メ ッ セージが表示され、 パスワー ド および

ログイ ン フ ィ ールドが有効にされます。

一度関数が戻される と、 このパラ メ ーターには , エン ド ユーザー

が Windows 認証情報ラジオ ボタ ンを選択し た場合 TRUE が含ま

れ、 SQL Server 認証情報ラジオ ボタ ンが代わり に選択された場

合は FALSE が含まれています。
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• InstallScript MSI

SQLRTPutConnectionInfo2 関数は SQLRTPutConnectionInfo 関数に優先し ます。

SQLRTPutConnectionInfo 関数は、 接続情報 ( デフ ォル ト  サーバー、 デフ ォル ト  ユーザー名、 デフ ォル ト  パスワー

ド ) を設定し ます。 これは、 [ 戻る ] ボタ ンのよ う に、 エン ド ユーザーが以前に入力し た情報を再び再現する必要

がある場合に便利です。

メ モ • SQLRTPutConnectionInfo は SQLRT.dll (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) および ISSQLSRV.dll (InstallScript 

MSI プロジ ェ ク ト の場合 ) を使用し ます。 し たがって、 この関数は、 SQLRTInitialize2 が呼び出されたあとにのみ

呼び出すこ とができます。 詳し く は、 「InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で SQL ラ ン タ イム関数を使用

する」 を参照し て く だ さい。

構文

SQLRTPutConnectionInfo( szConnection, szServer, szUser, szPassword );

パラ メ ーター

戻り値

SQLRTPutConnectionInfo2

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

テーブル 225 • SQLRTPutConnectionInfo のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szConnection SQL Server 接続を指定し ます。

szServer SQL Server を指定し ます。

szUser SQL Server ログイ ン情報を指定し ます。

szPassword ユーザー アカウン ト に関連付けられたパスワー ド を指定し ます。

テーブル 226 • SQLRTPutConnectionInfo の戻り値

戻り値 説明

>=ISERR_SUCCESS この関数は接続を確立できま し た。

<ISERR_SUCCESS この関数は接続の確立に失敗し ま し た。

SQL_ERROR_NOT_INITIALIZED (-10) SQLRT.dll がロー ド されていません。
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• InstallScript

• InstallScript MSI

SQLRTPutConnectionInfo2 関数は、 接続情報 ( デフ ォル ト  サーバー、 デフ ォル ト  データベース カ タ ログ、 デフ ォ

ル ト  ユーザー名、 デフ ォル ト  パスワー ド ) を設定し ます。 これは、 [ 戻る ] ボタ ンのよ う に、 エン ド ユーザーが

以前に入力し た情報を再び再現する必要がある場合に便利です。

メ モ • SQLRTPutConnectionInfo2 は SQLRT.dll (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) および ISSQLSRV.dll (InstallScript 

MSI プロジ ェ ク ト の場合 ) を使用し ます。 し たがって、 この関数は、 SQLRTInitialize2 が呼び出されたあとにのみ

呼び出すこ とができます。 詳し く は、 「InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で SQL ラ ン タ イム関数を使用

する」 を参照し て く だ さい。

構文

SQLRTPutConnectionInfo2( szConnection, szServer, svDBCatalog, szUser, szPassword );

パラ メ ーター

戻り値

SQLRTServerValidate

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

テーブル 227 • SQLRTPutConnectionInfo2 のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szConnection SQL Server 接続を指定し ます。

szServer SQL Server を指定し ます。

svDBCatalog SQL データベース カ タ ログの名前を指定し ます。

szUser SQL Server ログイ ン情報を指定し ます。

szPassword ユーザー アカウン ト に関連付けられたパスワー ド を指定し ます。

テーブル 228 • SQLRTPutConnectionInfo2 の戻り値

戻り値 説明

>=ISERR_SUCCESS この関数は接続を確立できま し た。

<ISERR_SUCCESS この関数は接続の確立に失敗し ま し た。

SQL_ERROR_NOT_INITIALIZED (-10) SQLRT.dll がロー ド されていません。
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SQLRTServerValidate 関数はイ ンス ト ールで指定された接続をテス ト し ます。

メ モ • OnSQLServerInitialize イベン ト  ハン ド ラー (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) または OnSQLLogin イベン ト  

ハン ド ラー (InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 ) が呼び出される前に SQL 関連のビル ト イ ン関数を呼び出す場

合、 SQLRTInitialize2 関数を先に呼び出し ます。 詳し く は、 「InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で SQL ラ

ン タ イム関数を使用する」 を参照し て く だ さい。

構文

SQLRTServerValidate\( hInstall );

パラ メ ーター

戻り値

追加情報

結果は、 IS_SQLSERVER_STATUS プロパテ ィ の値を設定するために使用されます。 次のテーブルは、 使用可能な

値の一覧です :

テーブル 229 • SQLRTServerValidate のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

hInstall イ ンス ト ールへのハン ドルを指定し ます。

IS_SQLSERVER_CONNECTIONS_TO_VALIDATE が指定されている と き、Windows 

Installer プロパテ ィ の値と し て指定されている接続のみテス ト されます。

テーブル 230 • SQLRTServerValidate の戻り値

戻り値 説明

=ISERR_SUCCESS この関数は接続を確立できま し た。

SQL_ERROR_NOT_INITIALIZED ISSQLSRV.dll がロー ド されていません。

テーブル 231 • IS_SQLSERVER_STATUS プロパテ ィ の値

戻り値 説明

0 関数は 1 つまたは複数の接続を確立する こ とができま し た。

1 関数は接続の確立に失敗し ま し た。

2 関数は接続を確立できま し たが、 ターゲッ ト  データベース サーバーから製品バージ ョ ンを

取得できませんで し た。

3 関数は接続を確立できま し たが、 バージ ョ ン要件が満た されませんで し た。
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SQLRTSetBrowseOption

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SQLRTSetBrowseOption 関数を利用し て、 SQL Server の参照コ ンボ ボ ッ クス と リ ス ト  ボ ッ クス コ ン ト ロールで、

ローカル サーバー、 リ モー ト  サーバー、 サーバーのエイ リ アス、 またはこれらのサーバーの組み合わせを表示す

るかど うかを指定できます。

メ モ • OnSQLServerInitialize イベン ト  ハン ド ラー (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) または OnSQLLogin イベン ト  

ハン ド ラー (InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 ) が呼び出される前に SQL 関連のビル ト イ ン関数を呼び出す場

合、 SQLRTInitialize2 関数を先に呼び出し ます。 詳し く は、 「InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で SQL ラ

ン タ イム関数を使用する」 を参照し て く だ さい。

構文

SQLRTSetBrowseOption( nBrowseOption );

4 関数は接続を確立できま し たが、 MSDE または Express バージ ョ ンは許可されていませんで

し た。

5 関数は接続を確立できま し たが、 ターゲッ ト  データベース カ タ ログからスキーマ バージ ョ

ンを取得できませんで し た。

6  関数は接続を確立できま し たが、 ターゲッ ト  データベース カ タ ログにスキーマ バージ ョ ン

を設定できませんで し た。

7 関数は指定された ODBC ド ラ イバーを見つける こ とができませんで し た。

8 関数はターゲッ ト  データベース カ タ ログへの接続を確立できま し たが、 ([SQL スク リ プ ト ] 

ビ ューにある [ 存在し ない時、 カ タ ログを作成する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されている と

き ) ターゲッ ト  データベース カ タ ログを作成できませんで し た。

9 関数はデフ ォル ト  データベース カ タ ログへの接続を確立できま し たが、 ターゲッ ト  データ

ベース カ タ ログへの接続に失敗し ま し た。

10 関数は ISSQLDBMetaData テーブルで有効なレ コー ド を見つける こ とができませんで し た。

テーブル 231 • IS_SQLSERVER_STATUS プロパテ ィ の値 ( 続き )

戻り値 説明
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パラ メ ーター

戻り値

な し

SQLRTTestConnection

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SQLRTTestConnection2 関数は SQLRTTestConnection 関数に優先し ます。

SQLRTTestConnection 関数は、 指定された認証情報を使ってイ ンス ト ールで指定された接続をすべてテス ト し ま

す。

メ モ • OnSQLServerInitialize イベン ト  ハン ド ラー (InstallScript プロジ ェ ク ト の場合 ) または OnSQLLogin イベン ト  

ハン ド ラー (InstallScript MSI プロジ ェ ク ト の場合 ) が呼び出される前に SQL 関連のビル ト イ ン関数を呼び出す場

合、 SQLRTInitialize2 関数を先に呼び出し ます。 詳し く は、 「InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で SQL ラ

ン タ イム関数を使用する」 を参照し て く だ さい。

構文

SQLRTTestConnection( szServer, szDB, szUserName, szPassword, bTrust );

テーブル 232 • SQLRTSetBrowseOption のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nBrowseOption このパラ メ ーターには、 次の定義済み定数のいずれかを指定し ます :

• SQL_BROWSE_ALL (0) Ñ すべての使用可能な SQL Server を表示し ます。

この定数の指定は、 SQL_BROWSE_LOCAL、 SQL_BROWSE_REMOTE、 およ

び SQL_BROWSE_ALIAS 定数の選択と同じ意味を持ちます。

• SQL_BROWSE_LOCAL (1) Ñ ローカルの SQL Server を表示し ます。

• SQL_BROWSE_REMOTE (2) Ñ リ モー ト  SQL Server を表示し ます。

• SQL_BROWSE_ALIAS (4) Ñ SQL Server のエイ リ アスを表示し ます。

定数と ビ ッ ト 単位 OR 演算子 ( | ) を組み合わせて複数の参照オプシ ョ ンを指定

する こ とができます。
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 1587



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

追加情報

結果は、 IS_SQLSERVER_STATUS プロパテ ィ の値を設定するために使用されます。 次のテーブルは、 使用可能な

値の一覧です :

テーブル 233 • SQLRTTestConnection のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szServer SQL Server を指定し ます。

szDB カ タ ログを指定し ます。

szUserName SQL Server ログイ ン情報を指定し ます。

szPassword ユーザー アカウン ト に関連付けられたパスワー ド を指定し ます。

bTrust SQL Server 認証情報ではな く 、 Windows 認証情報を使用するログイ ンを指定

する ラジオボタ ンの初期状態を指定し ます。 これが TRUE の場合、 " パスワー

ド " フ ィ ールド と " ログイ ン ID" フ ィ ールドは無効にな り ます。 FALSE の場

合、 SQL Server 認識情報が使用される とい う メ ッ セージが表示され、 パス

ワー ド およびログイ ン フ ィ ールドが有効にされます。

一度関数が戻される と、 このパラ メ ーターには , エン ド ユーザーが Windows 認

証情報ラジオ ボタ ンを選択し た場合 TRUE が含まれ、 SQL Server 認証情報ラ

ジオ ボタ ンが代わり に選択された場合は FALSE が含まれています。

テーブル 234 • SQLRTTestConnection の戻り値

戻り値 説明

=ISERR_SUCCESS この関数は接続を確立できま し た。

SQL_ERROR_NOT_INITIALIZED ISSQLSRV.dll がロー ド されていません。

テーブル 235 • IS_SQLSERVER_STATUS プロパテ ィ の値

戻り値 説明

0 関数は 1 つまたは複数の接続を確立する こ とができま し た。

1 関数は接続の確立に失敗し ま し た。

2 関数は接続を確立できま し たが、 ターゲッ ト  データベース サーバーから製品バージ ョ ンを

取得できませんで し た。

3 関数は接続を確立できま し たが、 バージ ョ ン要件が満た されませんで し た。
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SQLRTTestConnection2

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に適用し ます。

SQLRTTestConnection2 関数は接続を確立し ます。

メ モ • SQLRTTestConnection2 は ISSQLSRV.dll を使用し ます。 し たがって、 この関数は、 SQLRTInitialize2 が呼び出

されたあとにのみ呼び出すこ とができます。 詳し く は、 「InstallScript と InstallScript MSI プロジ ェ ク ト で SQL ラ ン

タ イム関数を使用する」 を参照し て く だ さい。

構文

SQLRTTestConnection2( szConnection, szServer, szDB, szUserName, szPassword, bTrust );

4 関数は接続を確立できま し たが、 MSDE または Express バージ ョ ンは許可されていませんで

し た。

5 関数は接続を確立できま し たが、 ターゲッ ト  データベース カ タ ログからスキーマ バージ ョ

ンを取得できませんで し た。

6  関数は接続を確立できま し たが、 ターゲッ ト  データベース カ タ ログにスキーマ バージ ョ ン

を設定できませんで し た。

7 関数は指定された ODBC ド ラ イバーを見つける こ とができませんで し た。

8 関数はターゲッ ト  データベース カ タ ログへの接続を確立できま し たが、 ([SQL スク リ プ ト ] 

ビ ューにある [ 存在し ない時、 カ タ ログを作成する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されている と

き ) ターゲッ ト  データベース カ タ ログを作成できませんで し た。

9 関数はデフ ォル ト  データベース カ タ ログへの接続を確立できま し たが、 ターゲッ ト  データ

ベース カ タ ログへの接続に失敗し ま し た。

10 関数は ISSQLDBMetaData テーブルで有効なレ コー ド を見つける こ とができませんで し た。

テーブル 235 • IS_SQLSERVER_STATUS プロパテ ィ の値 ( 続き )

戻り値 説明
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 1589



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

追加情報

結果は、 IS_SQLSERVER_STATUS プロパテ ィ の値を設定するために使用されます。 次のテーブルは、 使用可能な

値の一覧です :

テーブル 236 • SQLRTTestConnection2 のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szConnection SQL Server 接続を指定し ます。

szServer SQL Server を指定し ます。

svDB カ タ ログを指定し ます。

szUser SQL Server ログイ ン情報を指定し ます。

szPassword ユーザー アカウン ト に関連付けられたパスワー ド を指定し ます。

bTrust SQL Server 認証情報ではな く 、 Windows 認証情報を使用するログイ ンを指定

する ラジオボタ ンの初期状態を指定し ます。 これが TRUE の場合、 " パスワー

ド " フ ィ ールド と " ログイ ン ID" フ ィ ールドは無効にな り ます。 FALSE の場

合、 SQL Server 認識情報が使用される とい う メ ッ セージが表示され、 パス

ワー ド およびログイ ン フ ィ ールドが有効にされます。

一度関数が戻される と、 このパラ メ ーターには , エン ド ユーザーが Windows 認

証情報ラジオ ボタ ンを選択し た場合 TRUE が含まれ、 SQL Server 認証情報ラ

ジオ ボタ ンが代わり に選択された場合は FALSE が含まれています。

テーブル 237 • SQLRTTestConnection2 の戻り値

戻り値 説明

=ISERR_SUCCESS この関数は接続を確立できま し た。

SQL_ERROR_NOT_INITIALIZED ISSQLSRV.dll がロー ド されていません。

テーブル 238 • IS_SQLSERVER_STATUS プロパテ ィ の値

戻り値 説明

0 関数は 1 つまたは複数の接続を確立する こ とができま し た。

1 関数は接続の確立に失敗し ま し た。

2 関数は接続を確立できま し たが、 ターゲッ ト  データベース サーバーから製品バージ ョ ンを

取得できませんで し た。
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SQLServerLogin

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SQLServerLogin 関数は SQL ログイ ン認証情報を指定するスク リ プ ト で使われるダイアログを作成し ます。 情報に

は、 ログイ ン ID とパスワー ドが含まれます。

この関数は、 InstallScript プロジ ェ ク ト では SQLRT.obl フ ァ イルに、 また InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では 

SQLCONV.obl フ ァ イルにあ り ます。 InstallShield の [SQL スク リ プ ト ] ビ ューを使用する場合、 適切なフ ァ イルは

自動的に リ ン カの設定に追加されます。 このビ ューを使用し ていない場合は、 適切なフ ァ イルを次のよ う にリ ン

カの設定に追加し ます : [ ビルド ] メ ニューで、 [ 設定 ] を ク リ ッ ク し て、 関数を ラ イブ ラ リ (.obl) ボ ッ クスに追加

し ます。

構文

SQLServerLogin( szMsg, svUser, svPassword );

3 関数は接続を確立できま し たが、 バージ ョ ン要件が満た されませんで し た。

4 関数は接続を確立できま し たが、 MSDE または Express バージ ョ ンは許可されていませんで

し た。

5 関数は接続を確立できま し たが、 ターゲッ ト  データベース カ タ ログからスキーマ バージ ョ

ンを取得できませんで し た。

6  関数は接続を確立できま し たが、 ターゲッ ト  データベース カ タ ログにスキーマ バージ ョ ン

を設定できませんで し た。

7 関数は指定された ODBC ド ラ イバーを見つける こ とができませんで し た。

8 関数はターゲッ ト  データベース カ タ ログへの接続を確立できま し たが、 ([SQL スク リ プ ト ] 

ビ ューにある [ 存在し ない時、 カ タ ログを作成する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されている と

き ) ターゲッ ト  データベース カ タ ログを作成できませんで し た。

9 関数はデフ ォル ト  データベース カ タ ログへの接続を確立できま し たが、 ターゲッ ト  データ

ベース カ タ ログへの接続に失敗し ま し た。

10 関数は ISSQLDBMetaData テーブルで有効なレ コー ド を見つける こ とができませんで し た。

テーブル 238 • IS_SQLSERVER_STATUS プロパテ ィ の値 ( 続き )

戻り値 説明
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

SQLServerSelect

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SQLServerSelect 関数は、 エン ド ユーザーがデータベース サーバーを選択できるダイアログを作成し ます。

この関数は、 InstallScript プロジ ェ ク ト では SQLRT.obl フ ァ イルに、 また InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では 

SQLCONV.obl フ ァ イルにあ り ます。 InstallShield の [SQL スク リ プ ト ] ビ ューを使用する場合、 適切なフ ァ イルは

自動的に リ ン カの設定に追加されます。 このビ ューを使用し ていない場合は、 適切なフ ァ イルを次のよ う にリ ン

カの設定に追加し ます : [ ビルド ] メ ニューで、 [ 設定 ] を ク リ ッ ク し て、 関数を ラ イブ ラ リ (.obl) ボ ッ クスに追加

し ます。

構文

SQLServerSelect( szMsg, svServer );

テーブル 239 • SQLServerLogin のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szMsg ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 このダイアログにデフ ォル ト の

指示を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

svUser " ログイ ン ID" 編集ボ ッ クスに表示するデフ ォル ト の文字列を指定し ます。 一度

ダイアログ関数が戻される と、 このパラ メ ーターにはエン ド ユーザーが編集ボ ッ

クスで入力し たログイ ン ID が含まれています。 この情報はエン ド ユーザーが 

Windows 認証情報の代わり に SQL ログイ ンの使用を選択し たと きのみ適切です。

svPassword パスワー ド 編集フ ィ ールド に表示するデフ ォル ト の文字列を指定し ます。 一度ダ

イアログ関数が戻される と、 このパラ メ ーターにはエン ド ユーザーが編集フ ィ ー

ルド で入力し たパスワー ドが含まれています。 この情報はエン ド ユーザーが 

Windows 認証情報の代わり に SQL ログイ ンの使用を選択し たと きのみ適切です。

テーブル 240 • SQLServerLogin の戻り値

戻り値 説明

NEXT エン ド ユーザーが、 [ 次へ ] ボタ ンを選択し ま し た。

BACK エン ド ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを選択し ま し た。

< ISERR_SUCCESS ダイアログを表示する こ とができませんで し た。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

SQLServerSelectLogin

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SQLServerSelectLogin2 関数は SQLServerSelectLogin 関数に優先し ます。

SQLServerSelectLogin 関数はデフ ォル ト  スク リ プ ト で使用されるダイアログを作成し ます。 ターゲッ ト  エン ド

ユーザーは、 それを利用し て、 今ある接続に使用する SQL Server およびそのログイ ン情報を指定する こ とができ

ます。 ダイアログが表示される と、 コ ンボボ ッ クスは DSN を通し てアクセス された SQL Server のリ ス ト を表示

し ます。 参照ボタ ンを利用し て、 エン ド ユーザーは、 ネ ッ ト ワーク上で提供されている SQL Server のリ ス ト を表

示する こ と もできますし、 コ ンボ ボ ッ クスにサーバー名を直接入力する こ と もできます。 エン ド ユーザーはまた、

オプシ ョ ンで Windows ログイ ン認証情報を使用し た り、 SQL Server ログイ ン ID とパスワー ド を入力し た りする こ

と もできます。

この関数は、 InstallScript プロジ ェ ク ト では SQLRT.obl フ ァ イルに、 また InstallScript MSI プロジ ェ ク ト では 

SQLCONV.obl フ ァ イルにあ り ます。 InstallShield の [SQL スク リ プ ト ] ビ ューを使用する場合、 適切なフ ァ イルは

自動的に リ ン カの設定に追加されます。 このビ ューを使用し ていない場合は、 適切なフ ァ イルを次のよ う にリ ン

カの設定に追加し ます : [ ビルド ] メ ニューで、 [ 設定 ] を ク リ ッ ク し て、 関数を ラ イブ ラ リ (.obl) ボ ッ クスに追加

し ます。

テーブル 241 • SQLServerSelect のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szMsg ダイアログに表示する メ ッ セージを指定し ます。 このダイアログにデフ ォル ト の指示

を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

szServer Server コ ンボボ ッ クスで初回に表示するデフ ォル ト サーバーを指定し ます。 ダイアロ

グ関数が戻される と、 このパラ メ ーターにはエン ド ユーザーが Server コ ンボ ボ ッ クス

で選択または入力し たサーバー名が含まれています。

テーブル 242 • SQLServerSelect の戻り値

戻り値 説明

NEXT エン ド ユーザーが、 [ 次へ ] ボタ ンを選択し ま し た。

BACK エン ド ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを選択し ま し た。

< ISERR_SUCCESS ダイアログを表示する こ とができませんで し た。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
構文

SQLServerSelectLogin (byref string svServer, byref string svUser, byref string svPassword, byref BOOL bvWindowsLogin );
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

SQLServerSelectLogin2

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

テーブル 243 • SQLServerSelectLogin のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szServer Server コ ンボボ ッ クスで初回に表示するデフ ォル ト サーバーを指定し ます。 ダイア

ログ関数が戻される と、 このパラ メ ーターにはエン ド ユーザーが [ サーバー ] コ ン

ボ ボ ッ クスで選択または入力し たサーバー名が含まれています。

このパラ メ ーターは SQL Server データベース接続でエイ リ アス名をサポー ト し ま

す。

svUser " ログイ ン ID" 編集ボ ッ クスに表示するデフ ォル ト の文字列を指定し ます。 一度ダ

イアログ関数が戻される と、 このパラ メ ーターにはエン ド ユーザーが編集ボ ッ クス

で入力し たログイ ン ID が含まれています。 この情報はエン ド ユーザーが Windows 認

証情報の代わり に SQL ログイ ンの使用を選択し た と きのみ適切です。

svPassword パスワー ド 編集フ ィ ールド に表示するデフ ォル ト の文字列を指定し ます。 一度ダイ

アログ関数が戻される と、 このパラ メ ーターにはエン ド ユーザーが編集フ ィ ールド

で入力し たパスワー ドが含まれています。 この情報はエン ド ユーザーが Windows 認

証情報の代わり に SQL ログイ ンの使用を選択し た と きのみ適切です。

bvWindowsLogin SQL Server 認証情報ではな く 、 Windows 認証情報を使用するログイ ンを指定する ラ

ジオボタ ンの初期状態を指定し ます。 これが TRUE の場合、 " パスワー ド " フ ィ ー

ルド と " ログイ ン ID" フ ィ ールド は無効にな り ます。 FALSE の場合、 SQL Server 認

識情報が使用される とい う メ ッ セージが表示され、 パスワー ド およびログイ ン

フ ィ ールドが有効にされます。

一度関数が戻される と、 このパラ メ ーターには , エン ド ユーザーが Windows 認証情

報ラジオ ボタ ンを選択し た場合 TRUE が含まれ、 SQL Server 認証情報ラジオ ボタ

ンが代わり に選択された場合は FALSE が含まれています。

テーブル 244 • SQLServerSelectLogin の戻り値

戻り値 説明

NEXT エン ド ユーザーが、 [ 次へ ] ボタ ンを選択し ま し た。

BACK エン ド ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを選択し ま し た。

< ISERR_SUCCESS ダイアログを表示する こ とができませんで し た。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
• InstallScript

• InstallScript MSI

SQLServerSelectLogin2 関数はデフ ォル ト  スク リ プ ト で使用されるログイ ン ダイアログを作成し ます。 このダイ

アログで、 ターゲッ ト されたエン ド ユーザーは、 現在の接続に使用する SQL Server と使用するログイ ンの認証情

報を指定できます。 ダイアログでは、 DSN を通し てアクセス された SQL Server のリ ス ト を含むコ ンボ ボ ッ クス

が表示されます。 エン ド ユーザーは、 このコ ンボ ボ ッ クスでサーバー名を入力する こ と もできますし、 [ サー

バー名 ] コ ンボ ボ ッ クスの隣にある [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ クする こ と もできます。 このボタ ンを ク リ ッ クする

と、 イ ン ターネ ッ ト で提供されている SQL Servers がすべて表示されます。 エン ド ユーザーは、 オプシ ョ ンで 

Windows ログイ ン認証情報を使用し た り、 SQL Server ログイ ン ID とパスワー ド を入力し た りする こ と もできま

す。

bShowCxnName が TRUE に設定されている場合、 ダイアログで接続情報に関連付けられている接続名が表示され

ます。 また bShowDBCatalog が TRUE に設定されている場合、 エン ド ユーザーは現在の接続に使用するデータベー

ス カ タ ログを指定する こ とができます。 エン ド ユーザーは編集ボ ッ クスでカ タ ログ名を入力する こ と もできます

し、 [ データベース カ タ ログ名 ] 編集ボ ッ クスの隣にある [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ クする こ と もできます。 [ 参照 ] 

ボタ ンを ク リ ッ クする と、 指定されたデータベース サーバーで提供されているすべてのデータベース カ タ ログの

リ ス ト が表示されます。

構文

SQLServerSelectLogin2(szConnection, svServer, svUser, svPassword, bvWindowsLogin, svCatalog, bShowCxnName, bShowDBCatalog);
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

テーブル 245 • SQLServerSelectLogin2 のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szConnection SQL Server 接続を指定し ます。

szServer Server コ ンボボ ッ クスで初回に表示するデフ ォル ト サーバーを指定し ます。 ダイア

ログ関数が戻される と、 このパラ メ ーターにはエン ド ユーザーが [ サーバー ] コ ン

ボ ボ ッ クスで選択または入力し たサーバー名が含まれています。

このパラ メ ーターは SQL Server データベース接続でエイ リ アス名をサポー ト し ま

す。

svUser " ログイ ン ID" 編集ボ ッ クスに表示するデフ ォル ト の文字列を指定し ます。 一度ダ

イアログ関数が戻される と、 このパラ メ ーターにはエン ド ユーザーが編集ボ ッ クス

で入力し たログイ ン ID が含まれています。 この情報はエン ド ユーザーが Windows 認

証情報の代わり に SQL ログイ ンの使用を選択し た と きのみ適切です。

svPassword パスワー ド 編集フ ィ ールド に表示するデフ ォル ト の文字列を指定し ます。 一度ダイ

アログ関数が戻される と、 このパラ メ ーターにはエン ド ユーザーが編集フ ィ ールド

で入力し たパスワー ドが含まれています。 この情報はエン ド ユーザーが Windows 認

証情報の代わり に SQL ログイ ンの使用を選択し た と きのみ適切です。

bvWindowsLogin SQL Server 認証情報ではな く 、 Windows 認証情報を使用するログイ ンを指定する ラ

ジオボタ ンの初期状態を指定し ます。 これが TRUE の場合、 " パスワー ド " フ ィ ー

ルド と " ログイ ン ID" フ ィ ールド は無効にな り ます。 FALSE の場合、 SQL Server 認

識情報が使用される とい う メ ッ セージが表示され、 パスワー ド およびログイ ン

フ ィ ールドが有効にされます。

一度関数が戻される と、 このパラ メ ーターには , エン ド ユーザーが Windows 認証情

報ラジオ ボタ ンを選択し た場合 TRUE が含まれ、 SQL Server 認証情報ラジオ ボタ

ンが代わり に選択された場合は FALSE が含まれています。

svCatalog データベース カ タ ログの名前を指定し ます。

bShowCxnName ダイアログが接続情報に関連付けられている接続名を表示するかど うかを指定し ま

す。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• TRUE Ñ 接続の名前を表示し ます。

• FALSE Ñ 接続の名前を表示し ません。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
戻り値

SQLServerSelectLoginEx

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

SQLServerSelectLogin2 関数は SQLServerSelectLoginEx 関数に優先し ます。

SQLServerSelectLoginEx 関数はデフ ォル ト  スク リ プ ト で使用されるログイ ン ダイアログを作成し ます。 このダイ

アログで、 ターゲッ ト されたエン ド ユーザーは、 現在の接続に使用する SQL Server と使用するログイ ンの認証情

報を指定できます。 ダイアログには、 接続情報に関連付けられた接続名も表示されます。

ダイアログでは、 DSN を通し てアクセス された SQL Server のリ ス ト を含むコ ンボ ボ ッ クスが表示されます。 エ

ン ド ユーザーは、 このコ ンボ ボ ッ クスでサーバー名を入力する こ と もできますし、 [ サーバー名 ] コ ンボ ボ ッ ク

スの隣にある [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ クする こ と もできます。 このボタ ンを ク リ ッ クする と、 イ ン ターネ ッ ト で提

供されている SQL Servers がすべて表示されます。 エン ド ユーザーは、 オプシ ョ ンで Windows ログイ ン認証情報

を使用し た り、 SQL Server ログイ ン ID とパスワー ド を入力し た りする こ と もできます。

bShowDBCatalog エン ド ユーザーが現在の接続に使用するデータベース カ タ ログを選択できるかど う

かを指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ま

す。

• TRUE Ñ エン ド ユーザーが現在の接続に使用するデータベース カ タ ログを選択

するのを許可し ます。 エン ド ユーザーは編集ボ ッ クスでカ タ ログ名を入力する

こ と もできますし、 [ データベース カ タ ログ名 ] 編集ボッ クスの隣にある [ 参

照 ] ボタ ンを ク リ ッ クする こ と もできます。 [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、

指定されたデータベース サーバーで提供されているすべてのデータベース カ タ

ログのリ ス ト が表示されます。

• FALSE Ñ エン ド ユーザーが現在の接続に使用するデータベース カ タ ログを選択

するのを許可し ません。

テーブル 246 • SQLServerSelectLogin2 の戻り値

戻り値 説明

NEXT エン ド ユーザーが、 [ 次へ ] ボタ ンを選択し ま し た。

BACK エン ド ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを選択し ま し た。

< ISERR_SUCCESS ダイアログを表示する こ とができませんで し た。

テーブル 245 • SQLServerSelectLogin2 のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
構文

SQLServerSelectLoginEx (byval string szConnection, byref string svServer, byref string svUser, 

byref string svPassword, byref BOOL bvWindowsLogin)
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

StatusUpdate
StatusUpdate 関数は、 フ ァ イル転送処理と ステータ スバーの進行状況イ ンジケーターとの間のリ ン ク を有効、 ま

たは無効にし ます。 bLink を ON に設定する と リ ン クが有効にな り、 nFinalPercent を使って、 次のフ ァ イル転送の

テーブル 247 • SQLServerSelectLoginEx のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szConnection SQL Server 接続を指定し ます。

szServer Server コ ンボボ ッ クスで初回に表示するデフ ォル ト サーバーを指定し ます。 ダイア

ログ関数が戻される と、 このパラ メ ーターにはエン ド ユーザーが [ サーバー ] コ ン

ボ ボ ッ クスで選択または入力し たサーバー名が含まれています。

このパラ メ ーターは SQL Server データベース接続でエイ リ アス名をサポー ト し ま

す。

svUser " ログイ ン ID" 編集ボ ッ クスに表示するデフ ォル ト の文字列を指定し ます。 一度ダ

イアログ関数が戻される と、 このパラ メ ーターにはエン ド ユーザーが編集ボ ッ クス

で入力し たログイ ン ID が含まれています。 この情報はエン ド ユーザーが Windows 認

証情報の代わり に SQL ログイ ンの使用を選択し た と きのみ適切です。

svPassword パスワー ド 編集フ ィ ールド に表示するデフ ォル ト の文字列を指定し ます。 一度ダイ

アログ関数が戻される と、 このパラ メ ーターにはエン ド ユーザーが編集フ ィ ールド

で入力し たパスワー ドが含まれています。 この情報はエン ド ユーザーが Windows 認

証情報の代わり に SQL ログイ ンの使用を選択し た と きのみ適切です。

bvWindowsLogin SQL Server 認証情報ではな く 、 Windows 認証情報を使用するログイ ンを指定する ラ

ジオボタ ンの初期状態を指定し ます。 これが TRUE の場合、 " パスワー ド " フ ィ ー

ルド と " ログイ ン ID" フ ィ ールド は無効にな り ます。 FALSE の場合、 SQL Server 認

識情報が使用される とい う メ ッ セージが表示され、 パスワー ド およびログイ ン

フ ィ ールドが有効にされます。

一度関数が戻される と、 このパラ メ ーターには , エン ド ユーザーが Windows 認証情

報ラジオ ボタ ンを選択し た場合 TRUE が含まれ、 SQL Server 認証情報ラジオ ボタ

ンが代わり に選択された場合は FALSE が含まれています。

テーブル 248 • SQLServerSelectLoginEx の戻り値

戻り値 説明

NEXT エン ド ユーザーが、 [ 次へ ] ボタ ンを選択し ま し た。

BACK エン ド ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを選択し ま し た。

< ISERR_SUCCESS ダイアログを表示する こ とができませんで し た。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
後に 終的なパーセンテージを表示するよ う指定できます。 フ ァ イル転送中は、 ステータ スバーが現在の値か

ら nFinalPercent で指定された値まで滑らかに更新されます。 bLink を OFF に設定する と リ ン クは無効にな り、 そ

れ以降、 フ ァ イル転送時にステータ スバーの進行状況イ ンジケーターは自動的に更新されな く な り ます。

この関数は、 フ ァ イル転送関数によ って転送される総バイ ト 数を計算する こ とによ り機能し ます。 続いて、 どの

程度の頻度でプログレスバーを現在の位置から nFinalPercent で指定された 大値まで増加させるかを計算し ま

す。

StatusUpdate 関数を VerUpdateFile 関数や VerSearchAndUpdateFile 関数と併用する こ とはできません。 これらの関

数を呼び出す場合、 ステータ スバーを無効にするか、 または手動で更新する必要があり ます。

ステータ スバーをパーセンテージの初期値に設定するには、 StatusUpdate よ り先に SetStatusWindow を呼び出し

ます。

ヒ ン ト • フ ァ イル転送中にステータ スバーを有効にする場合は、 CopyFile または XCopyFile の呼び出しの前に 

StatusUpdate を呼び出し ます。 FeatureMoveData を呼び出し てフ ァ イルを転送する場合は、 先にパラ メ ーターを 

ON および 100 に設定し て StatusUpdate を呼び出し ます。 これによ り、 セ ッ ト ア ッ プのフ ァ イル転送段階でス

テータ スバーが 100% までスムーズに更新されるよ う設定されます。

構文

StatusUpdate (bLink, nFinalPercent);
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

StatusUpdate の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

テーブル 249 • StatusUpdate のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

bLink フ ァ イル転送操作と ステータ スバーの進行状況イ ンジケーター

との間のリ ン ク を有効、 または無効にし ます。 このパラ メ ー

ターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを渡し ます。

• ON Ñ ステータ スバーの進行状況イ ンジケーターがフ ァ イル

転送操作と リ ン ク されるよ う指定し ます。

• OFF Ñ フ ァ イル転送操作と ステータ スバーの進行状況イ ン

ジケーターとの間のリ ン クが無効になるよ う指定し ます。

bLink を ON に設定し て再び StatusUpdate を呼び出すこ と で

リ ン ク を確立し直すまで、 リ ン クは無効のままです。

メ モ • ステータ スバーは、 SetStatusWindow を呼び出すこ とによ

り手動で更新できます。

nFinalPercent bLink の設定が ON の場合に、 次のフ ァ イル転送操作の 後にス

テータ スバーの進行状況イ ンジケーターが到達する 終的な

パーセンテージの値を指定し ます。 nFinalPercent から渡された

値がステータ スバーの進行状況イ ンジケーターの現在値よ り も

小さい場合、 進行状況イ ンジケーターは変化し ません。 bLink の

設定が OFF の場合、 このパラ メ ーターは無視されます。

テーブル 250 • StatusUpdate の戻り値

戻り値 説明

0 関数が成功し たこ と を示し ます。

< 0 関数の実行に失敗し たこ と を示し ます。
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 * StatusUpdate 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トはソース デ ィ レク ト リから ターゲッ ト デ ィ レク ト リへすべてのフ ァ イルを

 * コピーします。 StatusUpdate が呼び出されてフ ァ イルのコピーと共に

 * 進行状況バーの限界を設定し、 進行状況インジケーターを

 * 統制します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 プ リ プロセッサ定数が参照する

 *     が参照するデ ィ レク ト リ を作成し、 SOURCE_DIR へ 2 つ以上のフ ァ イルを

 *     作成して く ださい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define SOURCE_DIR "C:\\ISExampl\\Source"

#define TARGET_DIR "C:\\ISExampl\\Target";

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_StatusUpdate(HWND);

function ExFn_StatusUpdate(hMSI)

begin

// 進行状況バーを有効にします。

Enable(STATUS);

// 進行状況バーの限界を 99％ 完了に設定します。

StatusUpdate (ON, 99);

// フ ァ イルをコピーします。

if (XCopyFile (SOURCE_DIR ^ "*.*", TARGET_DIR ^ "*.*", COMP_NORMAL) < 0 ) then

MessageBox (" フ ァ イルのコピー中にエラーが発生しました。 .",SEVERE);

endif;

// メ ッセージを表示します ; 進行状況バーは変更しません。

SetStatusWindow (-1, " フ ァ イルコピーが 99% で完了しました。 ");

Delay (3);

// 進行状況バーを 100% に設定して メ ッセージを表示します。

SetStatusWindow (100, "StatusUpdate 例が完了しました。 終了しています ...");

Delay (3);

end;

StrAddLastSlash
StrAddLastSlash 関数は、 パス指定の末尾に円記号がない場合、 それを追加し ます。

構文

StrAddLastSlash ( svPath );
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

StrCompare
StrCompare 関数は 2 つの文字列を比較し ます。 比較は大文字と小文字を区別し ません。

構文

StrCompare ( szStringA, szStringB );

テーブル 251 • StrAddLastSlash のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

svPath 値がパス指定である文字列を指定する と、 行

末に円記号付きでパスが戻り ます。 パスが行

末の円記号を含む場合、 変更されないまま戻

されます。

テーブル 252 • StrAddLastSlash の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数が行末の円記号を追加し たこ と、 または

パスの行末に円記号を含むこ と を示し ます。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

追加情報

StrCompare 関数は、 各文字列の 初の文字、 各文字列の 2 番目の文字、 と続けて相違する文字を検出するまで、

または文字列の終わり に到達するまで続けて 2 つの文字列を比較し ます。

選択し た言語の言語ド ラ イバーはどち らの文字列が大きいか、 または文字列が同じかを判断し ます。 言語ド ラ イ

バーを利用し ない場合、 Windows は内部関数を利用し ます。 Windows のダブルバイ ト 文字セ ッ ト  (DBCS) バージ ョ

ンでは、 この関数は 2 つの DBCS 文字列を比較する こ とができます。 

StrCompare の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * StrCompare 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * StrCompare が呼び出されて 2 つの文字列を比較します。 比較結果が

 * メ ッセージボッ クスに表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "StrCompare の例 "

テーブル 253 • StrCompare のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szStringA 比較する初めの文字列を指定し ます。

szStringB 比較する 2 番目の文字列を指定し ます。

テーブル 254 • StrCompare の戻り値

戻り値 説明

< 0 szStringA の文字列が szStringB の文字列よ り も低い値を持ってい

る こ と を示し ます。

0 2 つの文字列が等しいこ と を示し ます。

> 0 szStringA の文字列が szStringB の文字列よ り も大きい値を持って

いる こ と を示し ます。
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#define MSG_TEXT   " 比較する 2 つの文字列を入力して く ださい :"

#define FIELD_A    " 文字列 A:"

#define FIELD_B    " 文字列 B:"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_StrCompare(HWND);

function ExFn_StrCompare(hMSI)

STRING svStringA, svStringB;

NUMBER nResult;

begin

// ユーザーから 2 つの文字列を取得します。

SdShowDlgEdit2 (TITLE_TEXT, MSG_TEXT, FIELD_A, FIELD_B, svStringA, svStringB);

// 文字列を比較します。

nResult = StrCompare (svStringA, svStringB);

// 結果を表示します。

if (nResult = 0) then

MessageBox (svStringA + " と " +  svStringB + " は同じです。 ", INFORMATION);

elseif (nResult < 0) then

MessageBox (svStringB + " は " + svStringA + " よ り も大きいです ", INFORMATION);

else

MessageBox (svStringA + " の値は " + svStringB  + " よ り も大きいです ", INFORMATION);

endif;

end;

StrConvertSizeUnit
StrConvertSizeUnit 関数は、 指定された InstallScript サイズ単位定数の適切な表示文字列を返し ます。

構文

StrConvertSizeUnit (byval string nUnit);
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

StreamFileFromBinary
StreamFileFromBinary 関数はバイナリキーと フ ァ イルをス ト リームし ます。

構文

StreamFileFromBinary ( hInstall(HWND), svObjectBinaryKey, szFileName );

テーブル 255 • StrConvertSizeUnit のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nUnit UI 文字列に変換する単位定数を指定し ます。 次の定数がサポー ト されていま

す :

• BYTES

• KBYTES

• MBYTES

• GBYTES

• TBYTES

テーブル 256 • StrConvertSizeUnit の戻り値

戻り値 説明

バイ ト BYTES 定数を変換し た関数。

KB KBYTES 定数を変換し た関数。

MB MBYTES 定数を変換し た関数。

GB GBYTES 定数を変換し た関数。

TB TBYTES 定数を変換し た関数。

ヌル ("") 関数が nUnit を変換できませんで し た。
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 1607



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

StrFind
StrFind 関数は、 パラ メ ーター szFindMe で渡された文字列がパラ メ ーター szString で渡された文字列内で検出され

たかど うかを判断し ます。 szFindMe が szString で検出された場合、 StrFind が szString 内での szFindMe の 初の

文字の位置を戻し ます。 ( 注 ： szString の 初の文字位置はゼロです。 ) この関数は大文字と小文字を区別し ませ

ん。 また szString 内で 初に登場する szFindMe を検出するためのみに利用されます。

StrFind は次を呼び出し ます :

StrFindEx(szString, szFindMe, 0);

StrFind のパラ メ ーターと戻り値については、 「StrFindEx」 を参照し て く だ さい。

StrFind の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

テーブル 257 • StreamFileFromBinary のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

hInstall (HWND) 現在実行中のアプ リ ケーシ ョ ンへのハン ドル

を提供し ます。

svObjectBinaryKey バイナ リ テーブルからス ト リームアウ ト する

キーを示し ます。

szFileName 抽出されたフ ァ イルへの完全パスを示し ます。

テーブル 258 • StreamFileFromBinary の戻り値

戻り値 説明

0 関数がフ ァ イルと共にバイナ リキーをス ト

リームし ま し た。

-1 関数がフ ァ イルと共にバイナ リキーをス ト

リームする こ とができませんで し た。
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 * StrFind 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * StrFind が呼び出されて文字列内のサブ文字列を検索します。

 * 成功した場合、 StrFind はサブ文字列の位置を戻します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "StrFind の例 ";

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_StrFind(HWND);

function ExFn_StrFind(hMSI)

STRING szString, szFindMe, szTitle, szMsg;

NUMBER nLocation;

begin

// StrFind を呼び出すパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szString = " これは、 検索される文字列の例です。 ";

szFindMe = " 文字列の例 ";

// szFindMe が指定したサブ文字列を検出します。

nLocation = StrFind (szString, szFindMe);

// 検出された場合に、 そのテキス トの場所を表示します。

if (nLocation < 0) then

MessageBox (szFindMe + " は " + szString + " で検出されませんでした。 ", WARNING);

else

szMsg    = "'%s' は \n'%s' のバイ ト  %d で始ま り ます ";

SprintfBox (INFORMATION, szTitle, szMsg, szFindMe, nLocation, szString);

endif;

end;

StrFindEx
StrFind 関数は、 パラ メ ーター szFindMe で渡された文字列がパラ メ ーター szString で渡された文字列内で検出され

たかど うかを判断し ます。 関数は nStart が指定し た場所で検索を開始し ます。 szFindMe が検出された場合、

StrFind は szFindMe の 初の文字の szString 内の位置を戻し ます。 この関数は大文字と小文字を区別し ません。 ま

た szString 内で 初に登場する szFindMe を検出するためのみに利用されます。

構文

StrFindEx ( szString, szFindMe, nStart );
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

追加情報

下の例では、 StrFind は値 19 を戻し ます。

nStartPos = StrFind("Scripting means having fun","ing",7); 

ある文字列がも う ひとつの文字列を含むか否かを示す TRUE または FALSE 戻り値のみが必要な場合 ( つま り、 サ

ブ文字列の位置が重要でない場合 )、 下の様に 文字列検索演算子 (%) を利用し ます。

 if (szString % szFindMe) then ...

文字列検索演算子 (%) は、 if ステー ト メ ン ト で解決されるブール型の式でのみ利用する こ とができます。 これを 

repeat ステー ト メ ン ト や while ステー ト メ ン ト で利用する こ とはできません。

StrGetTokens
StrGetTokens 関数は、 szString が指定し た文字列の部分文字列 ( ト ーク ン ) を抽出し て、 listID に指定されている リ

ス ト に配置し ます。 szString の部分文字列は、 szDelimiterSet で指定された 1 文字以上の文字を使って区切る必要

があ り ます。

たと えば、 "One;Two;Three;Four;Five" を 2 番目のパラ メ ーター、 ";" を 3 番目のパラ メ ーターと し て StrGetTokens 

を呼び出すと、 listID は 5 つの文字列 ("One"、 "Two"、 "Three"、 "Four"、 および "Five") と共に返されます。 リ ス

ト の各 ト ーク ンにアクセスするには、 ListGetFirstString や ListGetNextString のよ う な リ ス ト 関数を使用し て く ださ

い。

テーブル 259 • StrFindEx のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szString 検索する文字列を指定し ます。

szFindMe szString で検索する文字列を指定し ます。

nStart szFindMe の検索を開始する文字を識別する 

szString へのオフセ ッ ト を指定し ます。

szString の 初の文字の場所はゼロ (0) です。

テーブル 260 • StrFindEx の戻り値

戻り値 説明

X szString が szFindMe を含む場合、 X は 

szFindMe 内の 初の文字の数値位置です。

szString の 初の文字の場所は 0 ( ゼロ ) です。

< 0 szString が szFindMe を含まないこ と を示し ま

す。
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メ モ • szString の 初 ( または 後 ) の文字が szDelimiterSet の文字と一致する と、 ヌル文字列 ("") は、 初 ( また

は 後 ) の要素と し て リ ス ト に挿入されません。 代わり に、 初と 2 番目 ( または 後と 後から 2 番目 ) の区切

り文字の間の文字が 初 ( または 後 ) の要素と し て リ ス ト に挿入されます。

構文

StrGetTokens (listID, szString, szDelimiterSet);

パラ メ ーター

戻り値

StrGetTokens の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

テーブル 261 • StrGetTokens のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

listID ト ーク ンのリ ス ト を返し ます。 listID によ って識別される文字列リ ス ト は、

ListCreate への呼び出しによ って既に初期化されている必要があ り ます。

szString 解析する文字列を指定し ます。

szDelimiterSet 1 つ以上の区切り文字を指定し ます。 各区切り文字は 1 文字 (1 バイ ト ) です。

このパラ メ ーターにヌル文字列を渡すと、 関数はヌル文字 ("") を区切り文字と

し て検索し ます。 これは、 GetProfString 関数を使用し ている場合に便利です。

メ モ • 区切り文字と し て空白文字が指定されている場合、 StrGetTokens は連続

し た空白を 1 つの区切り文字と し て処理し ます。

テーブル 262 • StrGetTokens の戻り値

戻り値 説明

0 関数が正常に文字列を区別し、 指定のリ ス ト に ト ーク ンを挿入し たこ と を示し

ます。

< 0 関数が文字列を区別できず、 指定のリ ス ト に ト ーク ンを挿入できなかったこ と

を示し ます。
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/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * StrGetTokens 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * まず、 キーの値が初期化フ ァ イルから読み出され

 * ます。 戻された値は検索パスです。 Then

 * StrGetTokens が呼び出され、 検索パスで検出されたパスのリス ト を

 * ビルド します。 後に、 パスが表示されます。

 *

 * このスク リ プ ト を適切に実行するため、 初期化 ( テキス ト ) フ ァ イルを作成して

 * そこに次の行を追加しな く てはな り ません :

 *

 *

 * [Test Section]

 * searchpath=C:\Windows;C:\Windows\System;C:\Windows\Command

 *

 * それから、 定数 EXAMPLE_INI をそのフ ァ イルの完全修飾名

 * に設定します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define FILE_NAME "C:\\ISExampl.ini"

#define SECTION_NAME " テス ト セクシ ョ ン "

#define KEY_NAME  "searchpath"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_StrGetTokens(HWND);

function ExFn_StrGetTokens(hMSI)

LIST  listID;

STRING svSearchPath;

STRING szTitle, szMsg;

begin

// 特定のキーの値を初期化フ ァ イルの指定したセクシ ョ ンから

// 取得します。

if GetProfString (FILE_NAME, SECTION_NAME, KEY_NAME, svSearchPath) < 0 then

// エラーを報告します。

MessageBox (" "+ FILE_NAME + " から値を読み出すこ とができませんでした。 ", INFORMATION);

else

// GetProfString が戻した検索パスとなるパスのリス ト を格納する

// リス ト を作成します。

listID = ListCreate (STRINGLIST);

// 検索パスから リス トへ各パスを取得します。

if (StrGetTokens (listID, svSearchPath, ";") < 0) then

// エラーを報告します。

MessageBox ("StrGetTokens が失敗しました。 ", SEVERE);

else

// リ ス ト から読み出した各パスを表示します。

Sprintf (szMsg, " %s %s でパスが見つかり ませんでした ", SECTION_NAME,KEY_NAME);

SdShowInfoList (" 検索パス ", szMsg, listID);

endif;

endif;
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
// メ モ リから リス ト を削除します。

ListDestroy(listID);

end;

StrLength
StrLength は、 指定の文字列変数で 初のヌル文字までの文字数 ( つま り、 UTF-16 エン コー ド文字列のコー ド ユ

ニ ッ ト 数 ) を返し ます。

StrLength および StrLengthChars は、 同じ結果を返し ます。

埋め込まれたヌルを含む文字列の文字数を取得するには、 SizeOf を使用し て く だ さい。

構文

StrLength (szString);

パラ メ ーター

戻り値

StrLength の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * StrLength 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * StrLength が呼び出され、 ユーザーが入力した文字列の 

 * 文字数を取得します。 文字の数は

テーブル 263 • StrLength のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szString サイズを決定する文字列を指定し ます。

テーブル 264 • StrLength の戻り値

戻り値 説明

X Ｘ  は文字列内の文字数です。

< 0 関数が文字列内の文字数を判断できなかったこ と を示し ます。
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 * メ ッセージボッ クスに表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "StrLength の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_StrLength(HWND);

function ExFn_StrLength(hMSI)

STRING svString, szTitle, szMsg;

NUMBER nLength;

begin

// エン ド ユーザーからテキス ト行を取得します。

AskText (" テキス ト行を入力します。 ", "", svString);

// 文字列の文字数を取得します。

nLength = StrLength (svString);

if (nLength < 0) then

MessageBox ("StrLength が失敗しました。 ", SEVERE);

else

// 文字列の長さ を表示します。

szMsg = " 文字列 '%s' の長さは %d 文字です。 ";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, szMsg, svString, nLength);

endif;

end;

StrLengthChars
StrLengthChars は、 指定の文字列変数で 初のヌル文字までの文字数 ( つま り、 UTF-16 エン コー ド文字列のコー

ド ユニ ッ ト 数 ) を返し ます。

StrLengthChars および StrLength は、 同じ結果を返し ます。

埋め込まれたヌルを含む文字列の文字数を取得するには、 SizeOf を使用し て く だ さい。

構文

StrLengthChars ( szString );
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

StrLengthChars の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * StrLengthChars 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * StrLengthChars が呼び出され、 エン ド ユーザーが入力した文字列の

 * 文字数を取得します。 文字の数は

 * メ ッセージボッ クスに表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "StrLengthChars の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_StrLengthChars(HWND);

function ExFn_StrLengthChars(hMSI)

STRING svString, szTitle, szMsg;

NUMBER nLength;

begin

// エン ド ユーザーからテキス ト行を取得します。

AskText (" テキス ト行を入力します。 ", "", svString);

// 文字列の文字数を取得します。

nLength = StrLengthChars (svString);

if (nLength < 0) then

MessageBox ("StrLengthChars が失敗しました。 ", SEVERE);

else

// 文字列のコード単位の数を表示します。

szMsg  = " 文字列 '%s' のコード単位の長さは %d です。 ";

テーブル 265 • StrLengthChars のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szString サイズを決定する文字列を指定し ます。

テーブル 266 • StrLengthChars の戻り値

戻り値 説明

X Ｘ  は文字列内の文字数です。

< 0 関数が文字列内の文字数を判断できなかったこ と を示し ます。
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SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, szMsg, svString, nLength);

endif;

end;

StrPutTokens
StrPutTokens 関数は、 listID で指定された文字列リ ス ト から リ ス ト 項目を抽出し て、 svString で指定された文字列

に配置し ます。 listID から svString に配置されたサブ文字列は、 表示される文字列で szSeparator によ って区切ら

れます。 szSeparator のイ ンス タ ンスは文字列の 初と 後には 配置されません 。 文字列に追加される リ ス ト 要

素の間にのみ配置されます。

たと えば、 初のパラ メ ーターに 「One」、 「Two」、 「Three」、 「Four」 および 「Five」 とい う項目を含み、 3 番目の

パラ メ ーターに 「;」 を含むリ ス ト と一緒に StrPutTokens を呼び出すと、 svString にはその関数が呼び出された後

で 「One;Two;Three;Four;Five」 が含まれます。

bNull の値は、 結果と し て生じ る文字列のサブ文字列を区切るのにヌル文字を使用するかど うかを判断し ます。 

構文

StrPutTokens( listID, svString, szSeparator, bNull );
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

StrRemoveLastSlash
StrRemoveLastSlash 関数は、 パス指定から行末の円記号を削除し ます。 StrRemoveLastSlash の目的は有効なパス

を作成する こ と なので、 ルー ト デ ィ レ ク ト リ指定 "A:\" または "C:\" などから円記号を削除する こ とはあ り ませ

ん。

構文

StrRemoveLastSlash(svPath);

テーブル 267 • StrPutTokens のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

listID 処理する文字列リ ス ト を指定し ます。 listID によ って識別される文字列リ ス ト

は、 ListCreate への呼び出しによ って既に初期化されている必要があり ます。

この関数は番号リ ス ト と一緒には使用できません。

svString 結果の文字列を指定し ます。

szSeparator 結果の文字列で各リ ス ト 項目を区切るのに使用する文字列を指定し ます。

StrGetTokens 関数と違って、 このパラ メ ーターにヌル文字列を渡し ても ヌル区

切りの文字列はできません。 区切り文字な しのサブ文字列が順番に配置される

だけです。 bNULL を TRUE に設定する と ヌル文字で区切られた文字列が作成さ

れます。

bNull bNull が TRUE に設定されている場合、 結果の文字列のサブ文字列を区切るのに

ヌル文字が使われ、 szSeparator は無視されます。 この場合、 結果の文字列は 2 

つのヌル文字で終わり ます。 bNull が FALSE に設定されている場合、 結果の文

字列のサブ文字列は szSeparator によ って区切られます。

テーブル 268 • StrPutTokens の戻り値

戻り値 説明

0 指定の文字列リ ス ト から文字列が正常に作成されたこ と を示し ます。

< 0 指定の文字列リ ス ト から指定の文字列が作成できなかったこ と を示し ます。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

追加情報

StrRemoveLastSlash は、 AskPath や ParsePath が戻し たパスから行末の円記号を削除するのに便利です。

StrRemoveLastSlash の目的は有効なパスを作成する こ と なので、 ルー ト デ ィ レ ク ト リ指定 "A:\" または "C:\" など

から円記号を削除する こ とはあ り ません。 有効なパスがド ラ イブ指定に変更されて し ま うからです。 すべてパス

から行末の円記号を削除する必要がある場合は、 次の部分スク リ プ ト を参考にし て下さい。

AskPath("", "", svPath);

if (StrLength(svPath) = 3)

&& (svPath[1] = ":")

&& (svPath[2] = "\\") then

svTempString = svPath;

StrSub(svPath,svTempString,0,2);

else

 StrRemoveLastSlash(svPath);

endif;

StrRemoveLastSlash の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * StrRemoveLastSlash 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

テーブル 269 • StrRemoveLastSlash のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

svPath 値がパス指定である文字列を指定する と、 行末の円記号無しにパスが戻り ま

す。 パスが行末の円記号を含まない場合、 変更されないまま戻されます。

テーブル 270 • StrRemoveLastSlash の戻り値

戻り値 説明

0 関数が行末の円記号を削除し たこ と、 またはパスの行末に円記号が含まれない

こ と を示し ます。

< 0 関数が行末の円記号をを削除できなかったこ と を示し ます。
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 * AskPath ダイアログが表示され、 ユーザーに対してパスを指定するよ う

 * 要求します。 そして StrRemoveLastSlash  が呼び出されて

 * AskPath が戻すパスから末尾の円記号を削除します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define  TITLE_TEXT "StrRemoveLastSlash の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_StrRemoveLastSlash(HWND);

function ExFn_StrRemoveLastSlash(hMSI)

STRING szDefaultPath, svString, szMsg, szTitle;

begin

// ユーザーからパスを取得します。 AskPath は末尾に

// 円記号をもつパスを戻します。

AskPath (" パスを指定します :", INSTALLDIR, svString);

// パスから末尾の円記号を削除します。

if (StrRemoveLastSlash (svString) < 0) then

// エラーを報告します。

MessageBox ("StrRemoveLastSlash が失敗しました。 ", SEVERE);

else

// 後の円記号が削除された後にフ ォルダー名を

// 表示します。

MessageBox (" 指定のパス h: " + svString, INFORMATION);

endif;

end;

StrReplace
StrReplace 関数は nStart が指定し た場所から svResult を検索し、 見つかった szFind のイ ンス タ ンスすべてを 

szReplace で置換し ます。

構文

StrReplace ( svResult, szFind, szReplace, nStart );
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

StrSub
StrSub  関数は、 nStart が指定する場所から始まる szString が指定する文字列の一部を コ ピーし ます。 パラ メ ー

ター nLength はコ ピーする文字数を指定し ます。

構文

StrSub ( svSubStr, szString, nStart, nLength );

テーブル 271 • StrReplace のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

svResult 検索する文字列を指定し ます。 修正済み文字列を戻し ます。

szFind svResult で検索する文字列を指定し ます。

szReplace 検出された szFind のイ ンス タ ンス と置換する文字列を指定し ます。

nStart szFind の検索を開始する文字を識別する svResult へのオフセ ッ ト を指定し ま

す。 szString の 初の文字の場所はゼロ (0) です。 svResult にある szFind のすべ

てのイ ンス タ ンスを置換する場合、 nStart に 0 を指定し ます。

テーブル 272 • StrReplace の戻り値

戻り値 説明

X szReplace による szFind の置換合計数。

< ISERR_SUCCESS 関数が失敗し たこ と を示し ます。 szFind が ヌル文字列 ("") の場合、 または 

nStart が svResult の長さ よ り も大きい場合には、 ISERR_SUCCESS よ り も小さ

い値が戻されます。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

StrSub の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * StrSub 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トはユーザーから日付を取得し、 StrSub を呼び出して

 * 年を 4 桁で抽出します。 後に、 年が

 * メ ッセージボッ クスに表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "StrSub の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_StrSub(HWND);

テーブル 273 • StrSub のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

svSubStr szString から コ ピーされたサブ文字列を戻し ます。

szString サブ文字列がコ ピーされる元の文字列を指定し ます。

nStart コ ピーする 初の文字を識別する szString へのオフセ ッ ト を指定し ます。

szString の 初の文字の場所はゼロ (0) です。 nStart で渡される値が szString の

長さ を超える、 または等しい場合、 svSubStr にヌル文字列 ("") が戻されます。

nLength szString から コ ピーする文字数を指定し ます。 この値が nStart と szString の終

わり までの間にある文字数よ り も大きい数を指定し た場合、 nStart から文字列

の終わり までにあるすべての文字は svSubStr に戻されます。

テーブル 274 • StrSub の戻り値

戻り値 説明

X こ こで Ｘ  は svSubStr の文字数と同じ です。
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function ExFn_StrSub(hMSI)

STRING svYear, svDate, szQuestion, szTitle, szMsg;

NUMBER nYear;

BOOL bDateOk;

begin

// AskText を呼び出すメ ッセージパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szQuestion = " 日付を MM/DD/YYYY の形式で入力して く ださい :";

repeat

// ユーザーから日付を取得します。

AskText (szQuestion, "09/28/1998", svDate);

// ユーザーが入力した日付のフ ォーマ ッ ト を確認します。

bDateOk = (StrLength(svDate) = 10) &&

(svDate[2] = "/") &&

(svDate[5] = "/");

// 日付の形式が不適切な場合、 エラーを報告します。

if !bDateOk then

MessageBox(svDate + " は指定された形式ではあり ません。 ", WARNING);

endif;

until bDateOk ;

// バイ ト 6 で始まる 4 桁の年を読み出します。

if (StrSub (svYear, svDate, 6, 4) < 0) then

MessageBox ("StrSub が失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

// 年フ ィ ールド を有効にします。

if StrToNum(nYear, svYear) = 0 then

// 編集された文字列を表示します。

szMsg = " %s 年を指定しました ";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, szMsg, svYear);

else

MessageBox(svDate + " は指定された形式ではあり ません。 ", WARNING);

endif;

end;

STRTOCHAR
STRTOCHAR 関数は、 タ イプ CHAR のデータ と し て szString の 初の文字を戻し ます。

構文

STRTOCHAR ( szString );
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

追加情報

STRTOCHAR 関数は文字列リ テラルを関数へ渡すと きに便利です。 InstallScript は単一及び二重引用符を文字列区

切り と し て認識するため、 例えば文字を受け取る関数へ 'a' のよ う な リ テ ラル文字を渡すと コ ンパイ ラエラーの原

因と な り ます。 この問題を回避するため、 文字リ テラルを STRTOCHAR へ渡し、 この関数の呼び出し結果を引数

と し て渡し ます。 例 :

Sprintf( szString, "%c", STRTOCHAR('a') );

StrToLower
StrToLower 関数は、 文字列内のすべての文字を小文字に変換し ます。 この関数は非アルフ ァベ ッ ト 文字には無効

です。

構文

StrToLower ( svTarget, szSource );

テーブル 275 • STRTOCHAR のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szString 初の文字が CHAR 型のデータ と し て戻され

る文字列を指定し ます。

テーブル 276 • STRTOCHAR の戻り値

戻り値 説明

char szString の 初の文字は CHAR 型のデータ と し

て表記されます。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

StrToLower の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * StrToUpper 関数と StrToLower 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * StrToUpper が呼び出され、 szSource にある文字を小文字から

 * 大文字に変換します。

 *

 * そして StrToLower が呼び出され、 大文字から小文字に

 * 変換します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "StrToUpper & StrToLower"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_StrToLower(HWND);

function ExFn_StrToLower(hMSI)

テーブル 277 • StrToLower のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

svTarget szSource の文字列を、 すべての文字を小文字

に変換し て戻し ます。

szSource すべて小文字に変換する文字列を指定し ます。

テーブル 278 • StrToLower の戻り値

戻り値 説明

0 関数が文字列を大文字 / 小文字に変更し たこ

と を示し ます。

< 0 関数が文字列を大文字 / 小文字に変更できな

かったこ と を示し ます。
1624 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (S-T)
STRING szSource, svTarget, szTitle, szMsg;

NUMBER nReturn;

begin

// StrToUpper を呼び出すパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szSource = "aBcDeF";

// すべての文字を大文字に変換します。

nReturn = StrToUpper (svTarget, szSource);

if (nReturn < 0) then

MessageBox ("StrToUpper が失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

szMsg = " 元 : %s\n\n 更新済み : %s";

// 修正済み文字列を表示します。

SprintfBox (INFORMATION, szTitle, szMsg, szSource, svTarget);

// StrToLower を呼び出すパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szSource = "ABC123*&?d";

// すべての文字を小文字に変換します。

nReturn = StrToLower (svTarget, szSource);

if (nReturn < 0) then

MessageBox ("StrToLower が失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

// 修正済み文字列を表示します。

szMsg = " オリ ジナル :%s\n\n 修正済み :%s\n( 注 -- アルフ ァベッ ト以外の文字は " +

" 変更されません )";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, szMsg, szSource, svTarget);

end;

StrToNum
StrToNum 関数は C  関数 atol() とほぼ同様に文字列を数字に変換し ます。 svString について、 文字位置 0 から始

ま って文字列の終わり に到達するまで、 または "0"..."9" に当てはま らない文字を検出するまで調査し ます。 ( 初

の文字にはプラス記号やマイナス記号も可能です。 )

そし て次のう ちのひとつの処理が行われます :

• 文字列内の文字すべてが "0"..."9" に当てはまる場合、 文字列が象徴する数字は nvVar へ割り当てられます。 

• 文字列が "0".."9" に当てはまる １  つまたは複数の文字で始ま り、 １  つまたは複数の数値以外の文字を含む場

合、 初の数値以外の文字の左側にある文字に基づいた番号が nvVar に割り当てられます。 例えば、 szString 

が "-123ABC456" の場合、 nvResult は -123 と な り ます。 

• 文字列の 初の文字が "0".."9" に当てはまらず、 プ ラス記号またはマイナス記号以外の時は関数が失敗し ま

す。 

• 文字列の 初の文字がプラス記号またはマイナス記号で、 2 番目の文字が "0".."9" に当てはま らない場合は関

数が失敗し ます。 
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
構文

StrToNum ( nvVar, szString );

パラ メ ーター

戻り値

StrToNum の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * StrToNum 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * StrToNum が呼び出され、 "1222240" を 1222240 へ、

 * "1222ABC40" を 1222 へ変換します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "StrToNum の例 "

#define MSG_TEXT  " 文字列 : %s\n\n 番号 : %d"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

テーブル 279 • StrToNum のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nvVar szString の文字列から作成された番号を戻し ま

す。

szString 数値へ変換する文字列を指定し ます。 文字列

が、 数値変数に許された値以外の数値に対応

し ている と、 この関数は予期し ない結果を生

み出し ます。

テーブル 280 • StrToNum の戻り値

戻り値 説明

0 関数が文字列を数値に変換し たこ と を示し ま

す。

< 0 関数が文字列を数値に変換できなかったこ と

を示し ます。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_StrToNum(HWND);

function ExFn_StrToNum(hMSI)

STRING szString, szMsg;

NUMBER nVar;

begin

// 数値を含む文字列を数字に変換します。

szString = "1222240";

if (StrToNum (nVar, szString) < 0) then

MessageBox ("StrToNum が失敗しました。 ", SEVERE);

else

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, MSG_TEXT, szString, nVar);

endif;

// 数値以外を含む文字列を数字に変換します。

szString = "1222ABC40";

if (StrToNum (nVar, szString) < 0) then

MessageBox ("StrToNum が失敗しました。 ", SEVERE);

else

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, MSG_TEXT, szString, nVar);

endif;

end;

StrToNumHex
StrToNumHex 関数は文字列を数値へ変換し ます。 szString について、 文字位置 0 から始まって文字列の終わり に

到達するまで、 または "0"..."9"、 "a"..."f"、 "A"..."F" に当てはま らない文字を検出するまで調査し ます。 ( 文字列

の 初の 2 文字には "0x" または "0X" が可能です。 ) そし て次のう ちのひとつの処理が行われます :

• 文字列内の文字すべてが "0"..."9" に当てはまる場合、 文字列が象徴する 16 進数は nvVar へ割り当てられま

す。 

• 文字列が 16 進法に当てはまる単数または複数の文字で始ま り、 ひとつまたは複数の 16 進法以外の文字を含

む場合、 初の 16 進法以外の文字の左側にある文字に基づいた番号が nvVar に割り当てられます。 た と え

ば、 szString が "0x1A2GHI456" の場合、 nvResult は 418 (0x1A2) と な り ます。 

• 文字列の 初の文字が 16 進法に当てはま らない場合、 関数は失敗し ます。 

• 文字列の 初の 2 文字が "0x" または "0X" で、 3 番目の文字が 16 進法に当てはまらない場合、 関数は失敗し

ます。 

構文

StrToNumHex ( nvVar, szString );
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

StrToUpper
StrToUpper 関数は、 文字列内のすべての文字を大文字に変換し ます。 この関数は非アルフ ァベ ッ ト 文字には無効

です。

構文

StrToUpper ( svTarget, szSource );

テーブル 281 • StrToNumHex のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nvVar szString の文字列から作成された番号を戻し ま

す。

szString 数値へ変換する文字列を指定し ます。

テーブル 282 • StrToNumHex の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数が文字列を数値に変換し たこ と を示し ま

す。

< ISERR_SUCCESS 関数が文字列を数値に変換できなかったこ と

を示し ます。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

StrToUpper の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * StrToUpper 関数と StrToLower 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * StrToUpper が呼び出され、 szSource にある文字を小文字から

 * 大文字に変換します。

 *

 * そして StrToLower が呼び出され、 大文字から小文字に

 * 変換します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define TITLE_TEXT "StrToUpper & StrToLower"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_StrToUpper(HWND);

function ExFn_StrToUpper(hMSI)

テーブル 283 • StrToUpper のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

svTarget szSource の文字列を、 すべての文字を大文字

に変換し て戻し ます。

szSource すべて大文字に変換する文字列を指定し ます。

テーブル 284 • StrToUpper の戻り値

戻り値 説明

0 関数が文字列を大文字 / 小文字に変更し たこ

と を示し ます。

< 0 関数が文字列を大文字 / 小文字に変更できな

かったこ と を示し ます。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
STRING szSource, svTarget, szTitle, szMsg;

NUMBER nReturn;

begin

// StrToUpper を呼び出すパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szSource = "aBcDeF";

// すべての文字を大文字に変換します。

nReturn = StrToUpper (svTarget, szSource);

if (nReturn < 0) then

MessageBox ("StrToUpper が失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

szMsg = " 元 : %s\n\n 更新済み : %s";

// 修正済み文字列を表示します。

SprintfBox (INFORMATION, szTitle, szMsg, szSource, svTarget);

// StrToLower を呼び出すパラ メーターをセッ ト ア ッ プ します。

szSource = "ABC123*&?d";

// すべての文字を小文字に変換します。

nReturn = StrToLower (svTarget, szSource);

if (nReturn < 0) then

MessageBox ("StrToLower が失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

// 修正済み文字列を表示します。

szMsg = " オリ ジナル :%s\n\n 修正済み :%s\n( 注 -- アルフ ァベッ ト以外の文字は " +

" 変更されません )";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, szMsg, szSource, svTarget);

end;

StrTrim
StrTrim 関数は、 文字列から先頭と行末の空白およびタ ブを削除し ます。

構文

StrTrim (byref string svString);
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

SuiteFormatString

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

メ モ • この関数は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに InstallScript パッ ケージ と

し て含める可能性がある InstallScript イ ンス ト ールに使用できます。 詳しい情報は、 「InstallScript パッ ケージをア

ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する」 をご覧 く だ さい。

この関数は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI  イ ンス ト ールに含まれている InstallScript アクシ ョ ンでも使用できます。

詳細については、 「スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれる InstallScript コー ド を実行するアクシ ョ ン

での作業について」 を参照し て く だ さい。

この関数は、 次のシナ リ オで、 エラーを返し ます :

• 関数が、 直接起動された （つま り、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールから起

動されなかった） InstallScript イ ンス ト ールで呼び出された と き。

• 関数が、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに実行可能パッ ケージ と し て含め

られている InstallScript イ ンス ト ールで呼び出された と き。

SuiteFormatString 関数は、 プロパテ ィ 名、 環境変数リ フ ァ レンス、 およびその他の特殊な文字列を含む形式化さ

れた式を解決し ます。 実行時、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは、 これらの式

の値を展開し ます。 関数によ って、 文字列変数に、 結果の文字列が格納されます。

構文

SuiteFormatString (string szValue, string svFormattedValue);

テーブル 285 • StrTrim のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

svString 切り詰める文字列を指定し ます。

テーブル 286 • StrTrim の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数が文字列を正し く 切り詰めま し た。

< ISERR_SUCESS 関数は、 文字列の切り詰めに失敗し ま し た。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

SuiteFormatString の例
//---------------------------------------------------------------------------

//

// InstallScript スク リ プ ト例

//

// 次の関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

// *SuiteSetProperty

// *SuiteGetProperty

// *SuiteResolveString

// *SuiteFormatString

// *SuiteLogInfo

//

// このサンプルは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI インス ト ールから

// 起動された InstallScript パッケージで呼び出すこ とができます。 このコードによって、 

// 次のラ インが、 ア ドバンス ト UI またはスイー ト / ア ドバンス ト UI のデバッグ ログに記録されます :

// SetGet: MyPropertyValue; Resolved: English (United States); Formatted: fmt MyPropertyValue;

//

//---------------------------------------------------------------------------

テーブル 287 • SuiteFormatString のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szValue プロパテ ィ 名、 環境変数リ フ ァ レンス、 またはその他の特殊文字列を含む 

1 つ以上の形式化された式を使った文字列を指定し ます。 これらの式で使

用できる構文については、 「ア ドバンス ト  UI およびスイー ト / ア ドバンス

ト  UI イ ンス ト ールが実行時に解決する形式化された式を使用する」 を参

照し て く ださい。

svFormattedValue 形式化された文字列または式を含める文字列変数を指定し ます。 実行時、

イ ンス ト ールは有効な形式化された式の値を展開し ます。 無効な式は、 空

白文字列 ("") に解決し ます。

テーブル 288 • SuiteFormatString の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS 関数が形式化された文字列を正し く 解決し ま し た。

ISERR_ISERVICE_NOT_ENABLED 関数は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール

から起動された InstallScript パッ ケージ、 またはスイー ト / ア ドバンス ト  

UI イ ンス ト ールに含まれる InstallScript アクシ ョ ンから起動された 

InstallScript パッ ケージで呼び出されたものではあ り ません。 関数は、 直

接起動された InstallScript イ ンス ト ール、 または、 ア ドバンス ト  UI または

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに実行可能パッ ケージ と し て含

められている InstallScript イ ンス ト ールから呼び出されま し た。
1632 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (S-T)
function OnBegin()

STRING szValue;

STRING szResolved;

STRING szFormatted;

begin

if SUITE_HOSTED then

SuiteSetProperty ("MyPropertyName", "MyPropertyValue");

SuiteGetProperty ("MyPropertyName", szValue);

SuiteResolveString ("IDS_LANGUAGE_1033", szResolved);

SuiteFormatString ("fmt [MyPropertyName]", szFormatted);

SuiteLogInfo ("SetGet: %s; 解決済み : %s; フ ォーマ ッ ト済み : %s;",

szValue, szResolved, szFormatted);

endif;

end;

SuiteGetProperty

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

メ モ • この関数は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに InstallScript パッ ケージ と

し て含める可能性がある InstallScript イ ンス ト ールに使用できます。 詳しい情報は、 「InstallScript パッ ケージをア

ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する」 をご覧 く だ さい。

この関数は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI  イ ンス ト ールに含まれている InstallScript アクシ ョ ンでも使用できます。

詳細については、 「スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれる InstallScript コー ド を実行するアクシ ョ ン

での作業について」 を参照し て く だ さい。

この関数は、 次のシナ リ オで、 エラーを返し ます :

• 関数が、 直接起動された （つま り、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールから起

動されなかった） InstallScript イ ンス ト ールで呼び出された と き。

• 関数が、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに実行可能パッ ケージ と し て含め

られている InstallScript イ ンス ト ールで呼び出された と き。

SuiteGetProperty 関数は、 InstallScript パッ ケージを実行中のア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ

ンス ト ールからのア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の値、 または InstallScript アク

シ ョ ンを実行中のスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールからの値を取得し ます。 関数によ って、 文字列変数

に、 プロパテ ィ の値が格納されます。

構文

SuiteGetProperty (string szName, string svValue);
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

SuiteGetProperty の例
//---------------------------------------------------------------------------

//

// InstallScript スク リ プ ト例

//

// 次の関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

// *SuiteSetProperty

// *SuiteGetProperty

// *SuiteResolveString

// *SuiteFormatString

// *SuiteLogInfo

//

// このサンプルは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI インス ト ールから

// 起動された InstallScript パッケージで呼び出すこ とができます。 このコードによって、 

// 次のラ インが、 ア ドバンス ト UI またはスイー ト / ア ドバンス ト UI のデバッグ ログに記録されます :

// SetGet: MyPropertyValue; Resolved: English (United States); Formatted: fmt MyPropertyValue;

//

//---------------------------------------------------------------------------

function OnBegin()

STRING szValue;

STRING szResolved;

STRING szFormatted;

テーブル 289 • SuiteGetProperty のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szName 値を取得するア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパ

テ ィ の名前を指定し ます。

svValue ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の値を含め

る文字列変数を指定し ます。

テーブル 290 • SuiteGetProperty 戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS 関数によ って、 プロパテ ィ の値が正し く 取得されま し た。

ISERR_ISERVICE_NOT_ENABLED 関数は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール

から起動された InstallScript パッ ケージ、 またはスイー ト / ア ドバンス ト  

UI イ ンス ト ールに含まれる InstallScript アクシ ョ ンから起動された 

InstallScript パッ ケージで呼び出されたものではあ り ません。 関数は、 直

接起動された InstallScript イ ンス ト ール、 または、 ア ドバンス ト  UI または

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに実行可能パッ ケージ と し て含

められている InstallScript イ ンス ト ールから呼び出されま し た。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
begin

if SUITE_HOSTED then

SuiteSetProperty ("MyPropertyName", "MyPropertyValue");

SuiteGetProperty ("MyPropertyName", szValue);

SuiteResolveString ("IDS_LANGUAGE_1033", szResolved);

SuiteFormatString ("fmt [MyPropertyName]", szFormatted);

SuiteLogInfo ("SetGet: %s; 解決済み : %s; フ ォーマ ッ ト済み : %s;",

szValue, szResolved, szFormatted);

endif;

end;

SuiteLogInfo

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

メ モ • この関数は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに InstallScript パッ ケージ と

し て含める可能性がある InstallScript イ ンス ト ールに使用できます。 詳しい情報は、 「InstallScript パッ ケージをア

ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する」 をご覧 く だ さい。

この関数は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI  イ ンス ト ールに含まれている InstallScript アクシ ョ ンでも使用できます。

詳細については、 「スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれる InstallScript コー ド を実行するアクシ ョ ン

での作業について」 を参照し て く だ さい。

この関数は、 次のシナ リ オで、 エラーを返し ます :

• 関数が、 直接起動された （つま り、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールから起

動されなかった） InstallScript イ ンス ト ールで呼び出された と き。

• 関数が、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに実行可能パッ ケージ と し て含め

られている InstallScript イ ンス ト ールで呼び出された と き。

SuiteLogInfo 関数は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで実行中の InstallScript 

パッ ケージについての情報を、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI デバッ グ ログに記録し ます。

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで実行中の InstallScript アクシ ョ ンについての情報を、 ア ド バンス ト  UI 

またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI デバッ グ ログに記録し ます。

ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI デバッ グ ログの生成については、 「ア ドバンス ト  UI またはス

イー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの ト ラ ブルシューテ ィ ング」 をご覧 く だ さい。

構文

SuiteLogInfo (string szFormat, arglist);
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

SuiteLogInfo の例
//---------------------------------------------------------------------------

//

// InstallScript スク リ プ ト例

//

// 次の関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

// *SuiteSetProperty

// *SuiteGetProperty

// *SuiteResolveString

// *SuiteFormatString

// *SuiteLogInfo

//

// このサンプルは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI インス ト ールから

// 起動された InstallScript パッケージで呼び出すこ とができます。 このコードによって、 

// 次のラ インが、 ア ドバンス ト UI またはスイー ト / ア ドバンス ト UI のデバッグ ログに記録されます :

// SetGet: MyPropertyValue; Resolved: English (United States); Formatted: fmt MyPropertyValue;

//

//---------------------------------------------------------------------------

function OnBegin()

STRING szValue;

STRING szResolved;

STRING szFormatted;

テーブル 291 • SuiteLogInfo のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFormat ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールのデバッ

グ ログで表示および書き込まれる標準 printf 書式の文字列を指定し ます。

arglist szFormat で、 同じ番号の書式指定子に対応する引数を指定し ます （複数

可）。

テーブル 292 • SuiteLogInfo の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS 関数によ って、 情報が正し く ログ記録されま し た。

ISERR_ISERVICE_NOT_ENABLED 関数は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール

から起動された InstallScript パッ ケージ、 またはスイー ト / ア ドバンス ト  

UI イ ンス ト ールに含まれる InstallScript アクシ ョ ンから起動された 

InstallScript パッ ケージで呼び出されたものではあ り ません。 関数は、 直

接起動された InstallScript イ ンス ト ール、 または、 ア ドバンス ト  UI または

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに実行可能パッ ケージ と し て含

められている InstallScript イ ンス ト ールから呼び出されま し た。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
begin

if SUITE_HOSTED then

SuiteSetProperty ("MyPropertyName", "MyPropertyValue");

SuiteGetProperty ("MyPropertyName", szValue);

SuiteResolveString ("IDS_LANGUAGE_1033", szResolved);

SuiteFormatString ("fmt [MyPropertyName]", szFormatted);

SuiteLogInfo ("SetGet: %s; 解決済み : %s; フ ォーマ ッ ト済み : %s;",

szValue, szResolved, szFormatted);

endif;

end;

SuiteReportError

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

メ モ • この関数は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに InstallScript パッ ケージ と

し て含める可能性がある InstallScript イ ンス ト ールに使用できます。 詳しい情報は、 「InstallScript パッ ケージをア

ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する」 をご覧 く だ さい。

この関数は、 次のシナ リ オで、 エラーを返し ます :

• 関数が、 直接起動された （つま り、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールから起

動されなかった） InstallScript イ ンス ト ールで呼び出された と き。

• 関数が、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに実行可能パッ ケージ と し て含め

られている InstallScript イ ンス ト ールで呼び出された と き。

SuiteReportError 関数は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI のユーザー イ ン ターフ ェ イスで、 ア

ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで InstallScript パッ ケージの実行中に発生し たエ

ラーを通知する メ ッ セージ ボ ッ クスを表示し ます。

構文

SuiteReportError (string szMessage, nFlags);
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

SuiteResolveString

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

メ モ • この関数は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに InstallScript パッ ケージ と

し て含める可能性がある InstallScript イ ンス ト ールに使用できます。 詳しい情報は、 「InstallScript パッ ケージをア

ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する」 をご覧 く だ さい。

この関数は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI  イ ンス ト ールに含まれている InstallScript アクシ ョ ンでも使用できます。

詳細については、 「スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれる InstallScript コー ド を実行するアクシ ョ ン

での作業について」 を参照し て く だ さい。

この関数は、 次のシナ リ オで、 エラーを返し ます :

• 関数が、 直接起動された （つま り、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールから起

動されなかった） InstallScript イ ンス ト ールで呼び出された と き。

テーブル 293 • SuiteReportError のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szMessage エン ド ユーザーに表示するエラー メ ッ セージを指定し ます。

nFlags 有効な MessageBox フ ラグを指定し ます。 有効なフ ラグについては、

MSDN の MessageBox Function を参照し て く だ さい。

テーブル 294 • SuiteReportError の戻り値

戻り値 説明

ISERR_ISERVICE_NOT_ENABLED 関数が、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール

から起動された InstallScript パッ ケージで呼び出されませんで し た。 関数

は、 直接起動された InstallScript イ ンス ト ール、 または、 ア ドバンス ト  UI 

またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに実行可能パッ ケージ と

し て含められている InstallScript イ ンス ト ールから呼び出されま し た。

MessageBox の戻り値 使用されている戻り値については、 MSDN の MessageBox Function を参照

し て く ださい。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
• 関数が、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに実行可能パッ ケージ と し て含め

られている InstallScript イ ンス ト ールで呼び出された と き。

SuiteResolveString 関数は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI の文字列 ID を、 ア ドバンス ト  UI 

またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで実行中の InstallScript パッ ケージ内、 またはスイー ト / ア ドバ

ンス ト  UI イ ンス ト ールを実行中の InstallScript アクシ ョ ン内の対応する文字列値で置き換えます。

構文

SuiteResolveString (string szStringID, string svResolvedString);

パラ メ ーター

戻り値

SuiteResolveString の例
//---------------------------------------------------------------------------

//

// InstallScript スク リ プ ト例

//

// 次の関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

// *SuiteSetProperty

// *SuiteGetProperty

// *SuiteResolveString

// *SuiteFormatString

テーブル 295 • SuiteResolveString のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szStringID 置き換えるア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI の文字列 ID 

を指定し ます。

svResolvedString ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI 文字列 ID の値を格納

する文字列変数を指定し ます。 値は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト /

ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールで選択された言語に基づきます。 不明の文

字列 ID は、 空の文字列 ("") を返し ます。

テーブル 296 • SuiteResolveString  の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS 関数によ って、 文字列 ID が、 対応する文字列値で正し く 置換されま し た。

ISERR_ISERVICE_NOT_ENABLED 関数は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール

から起動された InstallScript パッ ケージ、 またはスイー ト / ア ドバンス ト  

UI イ ンス ト ールに含まれる InstallScript アクシ ョ ンから起動された 

InstallScript パッ ケージで呼び出されたものではあ り ません。 関数は、 直

接起動された InstallScript イ ンス ト ール、 または、 ア ドバンス ト  UI または

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに実行可能パッ ケージ と し て含

められている InstallScript イ ンス ト ールから呼び出されま し た。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
// *SuiteLogInfo

//

// このサンプルは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI インス ト ールから

// 起動された InstallScript パッケージで呼び出すこ とができます。 このコードによって、 

// 次のラ インが、 ア ドバンス ト UI またはスイー ト / ア ドバンス ト UI のデバッグ ログに記録されます :

// SetGet: MyPropertyValue; Resolved: English (United States); Formatted: fmt MyPropertyValue;

//

//---------------------------------------------------------------------------

function OnBegin()

STRING szValue;

STRING szResolved;

STRING szFormatted;

begin

if SUITE_HOSTED then

SuiteSetProperty ("MyPropertyName", "MyPropertyValue");

SuiteGetProperty ("MyPropertyName", szValue);

SuiteResolveString ("IDS_LANGUAGE_1033", szResolved);

SuiteFormatString ("fmt [MyPropertyName]", szFormatted);

SuiteLogInfo ("SetGet: %s; 解決済み : %s; フ ォーマ ッ ト済み : %s;",

szValue, szResolved, szFormatted);

endif;

end;

SuiteSetProperty

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI

メ モ • この関数は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに InstallScript パッ ケージ と

し て含める可能性がある InstallScript イ ンス ト ールに使用できます。 詳しい情報は、 「InstallScript パッ ケージをア

ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロジ ェ ク ト に追加する」 をご覧 く だ さい。

この関数は、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI  イ ンス ト ールに含まれている InstallScript アクシ ョ ンでも使用できます。

詳細については、 「スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれる InstallScript コー ド を実行するアクシ ョ ン

での作業について」 を参照し て く だ さい。

この関数は、 次のシナ リ オで、 エラーを返し ます :

• 関数が、 直接起動された （つま り、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールから起

動されなかった） InstallScript イ ンス ト ールで呼び出された と き。

• 関数が、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに実行可能パッ ケージ と し て含め

られている InstallScript イ ンス ト ールで呼び出された と き。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
SuiteSetProperty 関数は、 実行中の InstallScript パッ ケージを起動し たア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバン

ス ト  UI イ ンス ト ールに含まれるア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の値、 または実行

中の InstallScript アクシ ョ ンを起動し たスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに含まれるスイー ト / ア ドバン

ス ト  UI プロパテ ィ の値を設定し ます。

構文

SuiteSetProperty (string szName, string szValue);

パラ メ ーター

戻り値

SuiteSetProperty の例
//---------------------------------------------------------------------------

//

// InstallScript スク リ プ ト例

//

// 次の関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

// *SuiteSetProperty

// *SuiteGetProperty

// *SuiteResolveString

// *SuiteFormatString

// *SuiteLogInfo

//

// このサンプルは、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI インス ト ールから

// 起動された InstallScript パッケージで呼び出すこ とができます。 このコードによって、 

テーブル 297 • SuiteSetProperty のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szName 値を設定するア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパ

テ ィ の名前を指定し ます。

szValue 設定するア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI プロパテ ィ の

値を指定し ます。

テーブル 298 • SuiteSetProperty の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS 関数によ って、 プロパテ ィ の値が正し く 設定されま し た。

ISERR_ISERVICE_NOT_ENABLED 関数は、 ア ドバンス ト  UI またはスイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ール

から起動された InstallScript パッ ケージ、 またはスイー ト / ア ドバンス ト  

UI イ ンス ト ールに含まれる InstallScript アクシ ョ ンから起動された 

InstallScript パッ ケージで呼び出されたものではあ り ません。 関数は、 直

接起動された InstallScript イ ンス ト ール、 または、 ア ドバンス ト  UI または

スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールに実行可能パッ ケージ と し て含

められている InstallScript イ ンス ト ールから呼び出されま し た。
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
// 次のラ インが、 ア ドバンス ト UI またはスイー ト / ア ドバンス ト UI のデバッグ ログに記録されます :

// SetGet: MyPropertyValue; Resolved: English (United States); Formatted: fmt MyPropertyValue;

//

//---------------------------------------------------------------------------

function OnBegin()

STRING szValue;

STRING szResolved;

STRING szFormatted;

begin

if SUITE_HOSTED then

SuiteSetProperty ("MyPropertyName", "MyPropertyValue");

SuiteGetProperty ("MyPropertyName", szValue);

SuiteResolveString ("IDS_LANGUAGE_1033", szResolved);

SuiteFormatString ("fmt [MyPropertyName]", szFormatted);

SuiteLogInfo ("SetGet: %s; 解決済み : %s; フ ォーマ ッ ト済み : %s;",

szValue, szResolved, szFormatted);

endif;

end;

System
System 関数は InstallShield Professional との下位互換性を保つために説明されています。 InstallShield の新しいバー

ジ ョ ンでは、 RebootDialog と SdFinishReboot の方が Windows の再起動やシステムのリ ブー ト には適し ています。

この 2 つの関数のう ち、 SdFinishReboot がほとんどの機能を提供し ます。 それぞれの関数の説明を参照し、 自分

のニーズに合う方をお選び く だ さい。

イ ンス ト ールが完了し た後で、 System 関数を使用し て Windows を再起動する、 またはシステムを リ ブー ト し て く

ださい。 System は中止されたセ ッ ト ア ッ プの処理を行いません。 つま り、 イ ンス ト ール済みのフ ァ イルを削除し

ません。 しかし、 InstallShield はセ ッ ト ア ッ プを実行するためにシステム上に配置し た一時デ ィ レ ク ト リ と一時

フ ァ イルを削除し ます。 System 関数を呼び出し た直後にシステムを再起動する場合は、 System 関数を呼び出し た

直後に exit キーワー ド を使用し て く ださい。

一部のシステムは、 この関数が呼び出された と きに再ス ター ト し ない、 またはハング状態になる こ とがあり ます。

多 く のセ ッ ト ア ッ プルーチン (MS-DOS などのシステムソ フ ト ウ ェ ア用イ ンス ト レーシ ョ ンを含む ) は、 システム

を再ス ター ト する前にユーザーに対し て警告メ ッ セージを表示し ます。 警告メ ッ セージは、 現在の状況を説明し、

コマン ドが失敗し た場合はユーザーに対し て手動によるシステムの再起動を指示し ます。

メ モ • この関数は Windows API ExitWindows を呼び出し ます。 BIOS 型には様々な種類があるので、 この関数にはシ

ステムとの BIOS 対話が大き く 影響し ます。

構文

System (nOp);
1642 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

System の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * System 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トはコンピューターを再起動します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_System(HWND);

function ExFn_System(hMSI)

begin

System (SYS_BOOTMACHINE);

end;

TextSubGetValue
TextSubGetValue 関数は、 svValue から、 szTextSub と関連し たテキス ト 置換文字列を取り出し ます。 bGlobalOnly 

パラ メ ーターは、 関数がローカルテキス ト 置換を検索するかど うかを指定し ます。

構文

TextSubGetValue ( szTextSub, svValue, bGlobalOnly, bResolveEmbedded );

テーブル 299 • System のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nOp セ ッ ト ア ッ プを終了し た後に実行するアクシ ョ ンを指定し ます。 この

パラ メ ーターに、 あらかじめ定義されている次の定数を渡し ます。

• SYS_BOOTMACHINE Ñ システムを再起動し ます。
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戻り値

TextSubGetValue の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

テーブル 300 • TextSubGetValue のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTextSub テキス ト 置換を実行し たと きに svValue によ って置換される

文字列を指定し ます。 オプシ ョ ンで、 "<MYTEXTSUB>" のよ

う に文字列値をかぎ括弧で括る こ と もできます。 文字列値を

かぎ括弧で括った場合、 テキス ト 置換を実行し たと きに自動

的に削除される追加のテキス ト をかぎ括弧の外に含める こ と

ができます ( 例 "additional<MYTEXTSUB>text")。

svValue テキス ト 置換を実行し たと きに szTextSub を置換する文字列

を戻し ます。 この文字列値自体に埋め込みテキス ト 置換を含

める こ と もできます。 詳細については、 「テキス ト 置換」 を

参照し て く ださい。

bGlobalOnly TextSubGetValue でグローバルテキス ト 置換の中だけを検索

する (TRUE) か、 グローバルと ローカルの両方のテキス ト 置

換を検索する (FALSE) かを指定し ます。 詳細については、

「テキス ト 置換」 を参照し て く ださい。

bResolveEmbedded 埋め込みテキス ト 置換を実行するかど うかを指定し ます。 詳

細については、 「テキス ト 置換」 を参照し て く ださい。 詳細

については、 次のコー ド例と コ メ ン ト 行を参照し て く ださ

い。

TextSubSetValue ( "<MYTEXTSUB1>", " 初のテキス トサブ ", FALSE 

);

TextSubSetValue ( "<MYTEXTSUB2>", " ２  番目のテキス トサブ 

MYTEXTSUB1", FALSE );

TextSubGetValue ( "<MYTEXTSUB2>", svValue, FALSE, TRUE );

// svValue は "2 番目のテキス トサブ、 初のテキス トサブ " にな

り ます。

TextSubGetValue ( "<MYTEXTSUB2>", svValue, FALSE, FALSE );

// svValue is "2 番目のテキス トサブ <MYTEXTSUB1>"

テーブル 301 • TextSubGetValue の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS TextSubGetValue は正常に関連文字列を取り出し ま し た。

< ISERR_SUCCESS TextSubGetValue は関連文字列の取り出しに失敗し ま し た。
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 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * TextSub* 関数、 TextSubSetValue、 

 * TextSubSubtitute、 TextSubGetValue および TextSubParseTextSub のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。 

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

function OnBegin()

string svString, svValue;

begin

TextSubSetValue ( "<MYTEXTSUB1>", " 初のテキス トサブ ", FALSE );

svString = " テキス ト <MYTEXTSUB1> 文字列 ";

TextSubSubstitute ( svString, FALSE );

MessageBox (svString, INFORMATION);

// svString は " テキス ト 初のテキス ト  サブ文字列 " にな り ます。

TextSubSetValue ( "<MYTEXTSUB2>", " ２  番目のテキス トサブ MYTEXTSUB1", FALSE );

TextSubGetValue ( "<MYTEXTSUB2>", svValue, FALSE, TRUE );

MessageBox( svValue, INFORMATION );

// svValue は "2 番目のテキス トサブ、 初のテキス トサブ " にな り ます。

TextSubGetValue ( "<MYTEXTSUB2>", svValue, FALSE, FALSE );

MessageBox( svValue, INFORMATION );

// svValue is "2 番目のテキス トサブ <MYTEXTSUB1>"

svString = " テキス ト <MYTEXTSUB1> 文字列 ";

TextSubParseTextSub ( svString );

MessageBox (svString, INFORMATION);

// svString は "MYTEXTSUB1" です。

end;

TextSubParseTextSub
TextSubParseTextSub 関数は、 svTextSub を検索し て、 かぎ括弧で括られているサブ文字列 ( テキス ト 置換文字列

を示す標準的方法 ) を見つけます。 TextSubParseTextSub でそのよ う なサブ文字列が見つかる と、 svTextSub で見

つかった 初のサブ文字列をかぎ括弧で括らずに返し ます。 それ以外に TextSubParseTextSub は svTextSub を変

更し ません。

構文

TextSubParseTextSub ( svTextSub );
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戻り値

TextSubParseTextSub の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * TextSub* 関数、 TextSubSetValue、 

 * TextSubSubtitute、 TextSubGetValue および TextSubParseTextSub のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。 

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

function OnBegin()

string svString, svValue;

begin

TextSubSetValue ( "<MYTEXTSUB1>", " 初のテキス トサブ ", FALSE );

svString = " テキス ト <MYTEXTSUB1> 文字列 ";

TextSubSubstitute ( svString, FALSE );

MessageBox (svString, INFORMATION);

// svString は " テキス ト 初のテキス ト  サブ文字列 " にな り ます。

TextSubSetValue ( "<MYTEXTSUB2>", " ２  番目のテキス トサブ MYTEXTSUB1", FALSE );

TextSubGetValue ( "<MYTEXTSUB2>", svValue, FALSE, TRUE );

MessageBox( svValue, INFORMATION );

// svValue は "2 番目のテキス トサブ、 初のテキス トサブ " にな り ます。

TextSubGetValue ( "<MYTEXTSUB2>", svValue, FALSE, FALSE );

MessageBox( svValue, INFORMATION );

// svValue is "2 番目のテキス トサブ <MYTEXTSUB1>"

svString = " テキス ト <MYTEXTSUB1> 文字列 ";

TextSubParseTextSub ( svString );

MessageBox (svString, INFORMATION);

// svString は "MYTEXTSUB1" です。

end;

テーブル 302 • TextSubParseTextSub のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

svTextSub 検索する文字列を指定し ます。

テーブル 303 • TextSubParseTextSub の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS この関数は常に  ISERR_SUCCESS を戻し ます。
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TextSubSetValue
TextSubSetValue 関数は、 szTextSub および szValue の間のテキス ト 置換関連を作成し ます。 関連がグローバルか

ローカルかは、 bGlobal パラ メ ーターによ って指定されます。

構文

TextSubSetValue ( szTextSub, szValue, bGlobal );
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ビル ト イ ン関数 (S-T)
パラ メ ーター

戻り値

TextSubSetValue の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * TextSub* 関数、 TextSubSetValue、 

 * TextSubSubtitute、 TextSubGetValue および TextSubParseTextSub のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。 

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

function OnBegin()

string svString, svValue;

テーブル 304 • TextSubSetValue のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTextSub テキス ト 置換を実行し た と きに szValue によ って置換される

文字列を指定し ます。 オプシ ョ ンで、 "<MYTEXTSUB>" のよ

う に文字列値をかぎ括弧で括る こ と もできます。 文字列値を

かぎ括弧で括った場合、 テキス ト 置換を実行し た と きに自動

的に削除される追加のテキス ト をかぎ括弧の外に含める こ と

ができます ( 例 "additional<MYTEXTSUB>text")。

メ モ • 内部で作成された既存のテキス ト 置換やイ ンス ト ール

で使用されているオブジ ェ ク ト との競合を回避するために、

TextSubSetValue で指定する szTextSub の値にイ ンス ト ールに

固有のプレ フ ィ ッ クスをお使いになる こ と をお勧めし ます。

szValue テキス ト 置換を実行し た と きに szTextSub を置換する文字列

を指定し ます。 この文字列値自体に埋め込みテキス ト 置換を

含める こ と もできます。 詳細については、 「テキス ト 置換」 を

参照し て く だ さい。

bGlobal szTextSub と szValue の関連がグローバルかローカルかを指定

し ます。 詳細は、 テキス ト 置換を参照し て く だ さい。

テーブル 305 • TextSubSetValue の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS TextSubSetValue は指定し た文字列を正常に関連付けま し た。

< ISERR_SUCCESS TextSubSetValue は指定し た文字列の関連付けに失敗し ま し

た。
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begin

TextSubSetValue ( "<MYTEXTSUB1>", " 初のテキス トサブ ", FALSE );

svString = " テキス ト <MYTEXTSUB1> 文字列 ";

TextSubSubstitute ( svString, FALSE );

MessageBox (svString, INFORMATION);

// svString は " テキス ト 初のテキス ト  サブ文字列 " にな り ます。

TextSubSetValue ( "<MYTEXTSUB2>", " ２  番目のテキス トサブ MYTEXTSUB1", FALSE );

TextSubGetValue ( "<MYTEXTSUB2>", svValue, FALSE, TRUE );

MessageBox( svValue, INFORMATION );

// svValue は "2 番目のテキス トサブ、 初のテキス トサブ " にな り ます。

TextSubGetValue ( "<MYTEXTSUB2>", svValue, FALSE, FALSE );

MessageBox( svValue, INFORMATION );

// svValue is "2 番目のテキス トサブ <MYTEXTSUB1>"

svString = " テキス ト <MYTEXTSUB1> 文字列 ";

TextSubParseTextSub ( svString );

MessageBox (svString, INFORMATION);

// svString は "MYTEXTSUB1" です。

end;

TextSubSubstitute
TextSubSubtitute 関数は、 svString でテキス ト 置換を実行し ます。 bGlobalOnly パラ メ ーターは、 関数がローカルテ

キス ト 置換を実行するかど うかを指定し ます。

構文

TextSubSubtitute ( svString, bGlobalOnly );
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戻り値

TextSubSubstitute の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * TextSub* 関数、 TextSubSetValue、 

 * TextSubSubtitute、 TextSubGetValue および TextSubParseTextSub のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。 

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

function OnBegin()

string svString, svValue;

begin

TextSubSetValue ( "<MYTEXTSUB1>", " 初のテキス トサブ ", FALSE );

svString = " テキス ト <MYTEXTSUB1> 文字列 ";

TextSubSubstitute ( svString, FALSE );

MessageBox (svString, INFORMATION);

// svString は " テキス ト 初のテキス ト  サブ文字列 " にな り ます。

TextSubSetValue ( "<MYTEXTSUB2>", " ２  番目のテキス トサブ MYTEXTSUB1", FALSE );

TextSubGetValue ( "<MYTEXTSUB2>", svValue, FALSE, TRUE );

MessageBox( svValue, INFORMATION );

// svValue は "2 番目のテキス トサブ、 初のテキス トサブ " にな り ます。

TextSubGetValue ( "<MYTEXTSUB2>", svValue, FALSE, FALSE );

MessageBox( svValue, INFORMATION );

// svValue is "2 番目のテキス トサブ <MYTEXTSUB1>"

テーブル 306 • TextSubSubstitute のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

svString テキス ト 置換を実行する文字列を指定し ます。

bGlobalOnly TextSubSubstitute でグローバル テキス ト 置換 

(TRUE) を行うか、 グローバル テキス ト 置換と

ローカル テキス ト 置換 (FALSE) を行うかを指

定し ます。 詳細は、 テキス ト 置換を参照し て

く ださい。

テーブル 307 • TextSubSubstitute の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS TextSubSubstitute は正常にテキス ト 置換を実

行し ま し た。

< ISERR_SUCCESS TextSubSubstitute はテキス ト 置換の実行に失

敗し ま し た。
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svString = " テキス ト <MYTEXTSUB1> 文字列 ";

TextSubParseTextSub ( svString );

MessageBox (svString, INFORMATION);

// svString は "MYTEXTSUB1" です。

end;
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ビル ト イ ン関数 (U-Z)
カテゴ リ別の関数一覧は、 「カテゴ リー別ビル ト イ ン関数」 を参照し て く だ さい。

UninstallApplication

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

UninstallApplication 関数は szUninstallKey が指定し たアン イ ンス ト ールを起動し ます。

構文

UninstallApplication ( szUninstallKey, szAdditionalCmdLine, nOptions );
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 1653



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (U-Z)
パラ メ ーター

戻り値

UnUseDLL

テーブル 1 • UninstallApplication のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szUninstallKey ターゲッ ト レジス ト リの < ルー ト  キー

>\Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\

Uninstall の下のサブキーの名前を指定し ます。

関数はまずルー ト キー HKEY_CURRENT_USER 

の下にあるサブキーを確認し、 そし てサブ

キーがそこで見つからない場合、

HKEY_LOCAL_MACHINE の下を確認し ます。

InstallShield Professional 5.53 またはそれ以降で

作成されたセ ッ ト アプでは、 これは一般的に

アプ リ ケーシ ョ ンの名前です。 InstallShield 

Professional 6.0 またはそれ以降では、 これは括

弧 ({}) を含むアプ リ ケーシ ョ ンの製品 GUID で

す。 現在のセ ッ ト ア ッ プの製品 GUID を入力し

ないで下さい。

szAdditionalCmdLine アン イ ンス ト ールに渡す任意の追加コマン ド

ラ イ ン引数を指定し ます。 szUninstallKey の 

UninstallString 値のデータ で既に指定されてい

る コマン ド ラ イ ン引数を指定する必要はあ り

ません。

nOptions 追加オプシ ョ ンを し ていし ます。

LaunchApplication がサポー ト する任意のオプ

シ ョ ンを指定する こ とができます。

テーブル 2 • UninstallApplication の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数がアン イ ンス ト ールを起動し たこ と を示

し ます。

< ISERR_SUCCESS 関数がアン イ ンス ト ールを起動できなかった

こ と を示し ます。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー

メ ッ セージテキス ト を取得する こ とができま

す。 たと えば、 FormatMessage を呼び出し た場

合の -2147024891 (0x80070005) です。
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UnUseDLL 関数は、 メ モ リから .dll フ ァ イルをアンロー ド し ます。 UnUseDLL は .dll フ ァ イルのロ ッ ク カウン ト を 1 

つ減少させます。 ロ ッ ク カウン ト がゼロ と等し く なった と き、 InstallShield は .dll フ ァ イルをアンロー ド し ます。

.dll フ ァ イルが必要でな く なった時にそれを メ モ リ に残し てシステムリ ソースを利用し ないよ う、 UseDLL への各

呼び出しには対応する UnUseDLL への呼び出しが必要です。 .dll フ ァ イルをアンロー ド し た後、 その .dll フ ァ イル

で関数を呼び出すこ とはできません。

UnUseDLL を使って .dll フ ァ イルを適切にアンロー ド する前にスク リ プ ト が終了、 または中止されたと き、 .dll 

フ ァ イルはメ モ リ にロ ッ ク されます。 再び .dll フ ァ イルへアクセス し た と き、 スク リ プ ト が失敗する可能性があ り

ます。 Windows を再起動し て .dll フ ァ イルを メ モ リから削除し な く てはな り ません。

注意 • User32.dll、 Gdi32.dll、 および Kernel32.dll などの Microsoft Windows システム .dll フ ァ イルは、 Windows によ っ

て自動的にロー ド及びアンロー ド されます。 これらの .dll フ ァ イルのロー ド またはアンロー ドのために、 UseDLL 

及び UnUseDLL を呼び出さ ないで下さい。

構文

UnUseDLL ( szDLLName );

パラ メ ーター

戻り値

UnUseDLL  の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

テーブル 3 • UnUseDLL のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDLLName .dll フ ァ イルの名前を指定し ます。 このパラ メ ーターにパスを含め

ないで く ださい。

テーブル 4 • UnUseDLL の戻り値

戻り値 説明

0 関数が .dll フ ァ イルをロ ッ ク解除し、 メ モ リからアンロー ド し たこ

と を示し ます。

< 0 関数が .dll フ ァ イルのロ ッ ク解除、 またはアンロー ドができなかっ

たこ と を示し ます。
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 *

 * UseDLL 関数と UnUseDLL 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * UseDLL が呼び出され、 .dll フ ァ イル例を メ モリへロード します。 A

 * そしてこの .dll フ ァ イルの 1 つの関数が呼び出され、 インス ト ールでの

 * .dll 関数の利用法をデモンス ト レーシ ョ ン します。 後に、 

 * UnUseDLL を呼び出し、 メ モリから .dll フ ァ イル例をアンロード します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト では、 定数 DLL_FILE が

 * フ ォーマ ッ ト が下のプロ ト タ イプ宣言に一致する Test という名前の

 *  完全修飾名に設定されている必要があり ます。 その関数のフ ォーマ ッ ト は、 次のプロ ト タ イプ宣言と

 *       一致しな く てはなり ません。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

#define DLL_FILE SUPPORTDIR ^ "TheDLL.dll"

// TheDLL.dll 内の TheExportedFunction をプロ ト タ イプ化します。

prototype TheDLL.TheExportedFunction (INT, WPOINTER);

export prototype ExFn_UnUseDLL(HWND);

function ExFn_UnUseDLL(hMSI)

STRING svString;

INT nValue;

WPOINTER psvString;

NUMBER nResult;

BOOL bDone;

begin

// .dll フ ァ イルを メ モリにロード します。

nResult = UseDLL (DLL_FILE);

if (nResult = 0) then

MessageBox ("UseDLL が成功しました \n\n.dll フ ァ イルがロード されました。 ", INFORMATION);

else

MessageBox ("UseDLL が失敗しました。 \n\n .dll フ ァ イルをロード できませんでした。 ", INFORMATION);

abort;

endif;

// bDone が後に続 く  while ループを制御します。

bDone = FALSE;

// ｂ Done が FALSE の間ループ します。

while (bDone = FALSE)

// インス ト ールダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

// ユーザーから文字列を取得します。

AskText (" 例の文字列を入力します。 ", " 文字列例。 ", svString);

// TheExportedFunction へ渡す文字列へのポイン ターを取得します。

psvString = &svString;

// TheExportedFunction へ渡す文字列の長さ を取得します。

nValue = StrLength (svString);
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// TheExportedFunction を呼び出します。

TheExportedFunction (nValue, psvString);

// TheExportedFunction がどのよ うに変更したかを確認するため、 文字列を表示します。

SprintfBox (INFORMATION, "UseDLL", "TheExportedFunction() changed the string " +

 ": %s", svString);

// ユーザーに対して、 別の例を試す機会を提供します。

if (AskYesNo (" 別の例を試しますか ?", YES) = NO) then

bDone = TRUE;

endif;

endwhile;

// メ モ リから .dll フ ァ イルを削除します。

if (UnUseDLL (DLL_FILE) < 0) then

MessageBox ("UnUseDLL が失敗しました。 \n\n.dll がメ モリに残っています。 ", SEVERE);

else

MessageBox ("UnUseDLL が成功しました。 .\n\n.dll フ ァ イルがメ モリから削除されました。 ",

 INFORMATION);

endif;

end;

UpdateServiceCheckForUpdates

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

この関数は現在使用されていません。 この関数を呼び出すと、 ISERR_NOT_IMPLEMENTED が返されます。

FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト を追加する方法については、 ナレ ッ ジベースを参照し て く

ださい。

構文

UpdateServiceCheckForUpdates ( szProductCode, bWait );

UpdateServiceCreateShortcut

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

この関数は現在使用されていません。 この関数を呼び出すと、 ISERR_NOT_IMPLEMENTED が返されます。

FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト を追加する方法については、 ナレ ッ ジベースを参照し て く

ださい。

構文

UpdateServiceCreateShortcut ( szProductCode, szFolder, szItemName );
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UpdateServiceEnableUpdateManagerInstall

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

この関数は現在使用されていません。 この関数を呼び出すと、 ISERR_NOT_IMPLEMENTED が返されます。

FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト を追加する方法については、 ナレ ッ ジベースを参照し て く

ださい。

構文

UpdateServiceEnableUpdateManagerInstall (BOOL bEnable);

UpdateServiceGetAgentTarget

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

この関数は現在使用されていません。 この関数を呼び出すと、 ヌル文字列 ("") が返されます。

FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト を追加する方法については、 ナレ ッ ジベースを参照し て く

ださい。

構文

UpdateServiceGetAgentTarget ( );

UpdateServiceOnEnabledStateChange

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

この関数は現在使用されていません。 この関数を呼び出すと、 ISERR_NOT_IMPLEMENTED が返されます。

FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト を追加する方法については、 ナレ ッ ジベースを参照し て く

ださい。

構文

UpdateServiceOnEnabledStateChange ( );

UpdateServiceRegisterProduct

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

この関数は現在使用されていません。 この関数を呼び出すと、 ISERR_NOT_IMPLEMENTED が返されます。
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FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト を追加する方法については、 ナレ ッ ジベースを参照し て く

ださい。

構文

UpdateServiceRegisterProduct ( szProductCode, szProductVersion, bRegister, nInterval );

UpdateServiceRegisterProductEx

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

この関数は現在使用されていません。 この関数を呼び出すと、 ISERR_NOT_IMPLEMENTED が返されます。

FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト を追加する方法については、 ナレ ッ ジベースを参照し て く

ださい。

構文

UpdateServiceRegisterProductEx (BOOL bRegister);

UpdateServiceSetHost

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

この関数は現在使用されていません。 この関数を呼び出すと、 ISERR_NOT_IMPLEMENTED が返されます。

FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト を追加する方法については、 ナレ ッ ジベースを参照し て く

ださい。

構文

UpdateServiceSetHost (szProductCode, szHostURL);

UpdateServiceSetLanguage

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

この関数は現在使用されていません。 この関数を呼び出すと、 ISERR_NOT_IMPLEMENTED が返されます。

FlexNet Connect のサポー ト を InstallScript プロジ ェ ク ト を追加する方法については、 ナレ ッ ジベースを参照し て く

ださい。

構文

UpdateServiceSetLanguage ( szProductCode, nLanguageID );
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UseDLL
UseDLL 関数は、 .dll フ ァ イルを メ モ リ にロー ド し ます。 .dll フ ァ イルが守り にロー ド された後、 イ ンス ト ールのス

ク リ プ ト は . ｄ ｌ l フ ァ イルから関数を呼び出すこ とができます。 szDLLName が指定し た .dll フ ァ イルが別の .dll 

フ ァ イルを必要とする場合、 これらの別の .dll フ ァ イルは .dll フ ァ イルがロー ド する こ とができる フ ォルダー内に

存在し な く てはな り ません。 通常これは現在のフ ォルダーです。 これらの .dll フ ァ イルが適切に検出されるよ う、

UseDLL を呼び出す前に ChangeDirectory を呼び出し て、 現在のフ ォルダーを これらの .dll フ ァ イルの場所へ変更

し ます。 これに失敗する と、 .dll フ ァ イルが適切にロー ド されない可能性があり ます。

.dll フ ァ イルを メ モ リ にロー ド するたびに、 .dll フ ァ イルのロ ッ ク カウン ト が増加し ます。 ロ ッ ク カウン ト は .dll 

フ ァ イルを利用するアプ リ ケーシ ョ ンの数を識別し ます。 .dll フ ァ イルの処理が終わった直後に UnUseDLL を呼び

出し て DLL をアンロー ド し て く ださい。 .dll フ ァ イルの処理が終わった と きにそれをアンロー ド し なかった場合、

それを必要とするアプ リ ケーシ ョ ンが無いのにも関わらず .dll フ ァ イルがメ モ リ に残った状態にな り、 システムリ

ソースの無駄遣いと な り ます。 UseDLL への各呼び出しはスク リ プ ト の UseDLL への呼び出し と一致し な く てはな

り ません。

注意 • User32.dll、 Gdi32.dll、 および Kernel32.dll などの Microsoft Windows システム .dll フ ァ イルは、 Windows によ っ

て自動的にロー ド及びアンロー ド されます。 これらの .dll フ ァ イルのロー ド またはアンロー ドのために、 UseDLL 

及び UnUseDLL を呼び出さ ないで下さい。

構文

UseDLL ( szDLLName );
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パラ メ ーター

戻り値

テーブル 5 • UseDLL のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDLLName ロー ド する .dll フ ァ イルの名前を指定し ます。 拡張子を指定し なかった場合、 InstallScript 

エンジン はフ ァ イルが .dll または .exe 拡張子を持っている ものと見な し ます。 このパラ

メ ーターにパスを含むこ とが推奨されますが、 これはオプシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルへのパ

スがこのパラ メ ーターで指定されなかった場合、 InstallScript エンジンは Windows API 関数 

LoadLibrary が利用し た検索順と同じ順序で .dll フ ァ イルを検索し ます。 検索順に関する詳

細については、 MSDN に記載されている Windows API 関数の説明を参照し て く ださい。

イ ンス ト ールに .dll フ ァ イル を含むには、 [ サポー ト  フ ァ イル ] ビ ューの [ 言語非依存 ] 

フ ォルダーの適切なサブ フ ォルダーへ追加し ます。 イ ンス ト ールがターゲッ ト  システム上

で実行中、 SUPPORTDIR で指定されている一時デ ィ レ ク ト リ内の .dll フ ァ イルを使用する

こ とができます。 その後、 .dll フ ァ イルを参照するために次のよ う に .dll フ ァ イル名を 

SUPPORTDIR に追加する こ とができます :

szDLLName = SUPPORTDIR ^ "TheDLL.dll"; UseDLL (szDLLName);

.dll フ ァ イルを ([ サポー ト  フ ァ イル ] ビ ューの適切なフ ォルダーへ挿入する方法で ) イ ンス

ト ールに配置し ない場合、 代わり にアプ リ ケーシ ョ ンのフ ァ イルと共にフ ァ イルを配布し、

ターゲッ ト  システムからそれをロー ド する こ とができます。 ただ し、 イ ンス ト ールが参照

できるよ う .dll フ ァ イルのイ ンス ト ール先を指定し な く てはな り ません。 また、 その .dll 

フ ァ イルがターゲッ ト  システムに転送される前にイ ンス ト ールがそれをロー ド し ないよ う

に設定し な く てはな り ません。

メ モ • szDLLName パラ メ ーターは URL (Uniform Resource Locators) をサポー ト し ません。

テーブル 6 • UseDLL の戻り値

戻り値 説明

0 関数が .dll フ ァ イルを メ モ リ にロー ド し たこ と を示し ます。
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UseDLL  の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * UseDLL 関数と UnUseDLL 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * UseDLL が呼び出され、 .dll フ ァ イル例を メ モリへロード します。 A

 * そしてこの .dll フ ァ イルの 1 つの関数が呼び出され、 インス ト ールでの

 * .dll 関数の利用法をデモンス ト レーシ ョ ン します。 後に、 

 * UnUseDLL を呼び出し、 メ モリから .dll フ ァ イル例をアンロード します。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト では、 定数 DLL_FILE が

 * フ ォーマ ッ ト が下のプロ ト タ イプ宣言に一致する Test という名前の

 *  完全修飾名に設定されている必要があり ます。 その関数のフ ォーマ ッ ト は、 次のプロ ト タ イプ宣言と

 *       一致しな く てはなり ません。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

#define DLL_FILE SUPPORTDIR ^ "TheDLL.dll"

// TheDLL.dll 内の TheExportedFunction をプロ ト タ イプ化します。

prototype TheDLL.TheExportedFunction (INT, WPOINTER);

export prototype ExFn_UseDLL(HWND);

< 0 関数が .dll フ ァ イルを メ モ リ にロー ド する こ とができなかったこ と を示し ます。

UseDLL が失敗し た場合、 も一般的に .dll フ ァ イルが見つからないこ とが原因です。 この

エラーが発生し たと き、 パラ メ ーター szDLLName  で指定し たパスが正しいこ と を確認し

て く だ さい。

その他、 .dll フ ァ イルを利用する際に発生するエラーの一般的な原因は、 .dll フ ァ イルの依存

関係 ( ロー ド する .dll フ ァ イルがアクセス し た .dll フ ァ イル ) に関連し ます。 .dll フ ァ イルが

アクセスする .dll フ ァ イルが ロー ド されなかった、 または検出されなかった場合、 .dll フ ァ

イルの呼び出しは失敗し ます。 このエラーが発生し た場合、 別の .dll フ ァ イルがシステムに

存在する こ と、 そし てアクセスが可能である こ と を確認し て く ださい。

UnUseDLL を使って .dll フ ァ イルを適切にアンロー ド する前にスク リ プ ト が終了、 または中

止された と き、 .dll フ ァ イルはメ モ リ にロ ッ ク されます。 再び .dll フ ァ イルへアクセス し た

と き、 スク リ プ ト が失敗する可能性があ り ます。 Windows を再起動し て .dll フ ァ イルを メ モ

リから削除し な く てはな り ません。

テーブル 6 • UseDLL の戻り値 ( 続き )

戻り値 説明
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function ExFn_UseDLL(hMSI)

STRING svString;

INT  nValue;

WPOINTER psvString;

NUMBER nResult;

BOOL bDone;

begin

// .dll フ ァ イルを メ モリにロード します。

nResult = UseDLL (DLL_FILE);

if (nResult = 0) then

MessageBox ("UseDLL が成功しました \n\n.dll フ ァ イルがロード されました。 ", INFORMATION);

else

MessageBox ("UseDLL が失敗しました。 \n\n .dll フ ァ イルをロード できませんでした。 ", INFORMATION);

abort;

endif;

// bDone が後に続 く  while ループを制御します。

bDone = FALSE;

// ｂ Done が FALSE の間ループ します。

while (bDone = FALSE)

// インス ト ールダイアログで [ 戻る ] ボタ ンを無効にします。

Disable(BACKBUTTON);

// ユーザーから文字列を取得します。

AskText (" 例の文字列を入力します。 ", " 文字列例。 ", svString);

// TheExportedFunction へ渡す文字列へのポイン ターを取得します。

psvString = &svString;

// TheExportedFunction へ渡す文字列の長さ を取得します。

nValue = StrLength (svString);

// TheExportedFunction を呼び出します。

TheExportedFunction (nValue, psvString);

// TheExportedFunction がどのよ うに変更したかを確認するため、 文字列を表示します。

SprintfBox (INFORMATION, "UseDLL", "TheExportedFunction() changed the string " +

 ": %s", svString);

// ユーザーに対して、 別の例を試す機会を提供します。

if (AskYesNo (" 別の例を試しますか ?", YES) = NO) then

bDone = TRUE;

endif;

endwhile;

// メ モ リから .dll フ ァ イルを削除します。

if (UnUseDLL (DLL_FILE) < 0) then

MessageBox ("UnUseDLL が失敗しました。 \n\n.dll がメ モリに残っています。 ", SEVERE);

else

MessageBox ("UnUseDLL が成功しました。 .\n\n.dll フ ァ イルがメ モリから削除されました。 ",

 INFORMATION);

endif;

end;
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VarInit
VarInit 関数は、 VarSave と VarRestore 関数で使用する内部リ ス ト を初期化または再初期化し ます。 . この関数を呼

び出すと、 前回 VarSave の呼び出し で保存されているが、 後に続 く  VarRestore 関数によ ってまだ使われていない

情報が実質的にク リ ア されます。

構文

VarInit (nType);
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ビル ト イ ン関数 (U-Z)
パラ メ ーター

戻り値

テーブル 7 • VarInit のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nType リ セ ッ ト する情報を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 あらかじめ定義されて

いる以下の定数のう ちの 1 つを渡し ます。

プロジ ェ ク ト • これらの定数は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用されます。

• VAR_LOGGING— 保存されているアン イ ンス ト ール ログ エン ト リすべてを

リ セ ッ ト し ます。

• VAR_CURRENTDIR— 保存されている現在のデ ィ レ ク ト リ エン ト リすべてを

リ セ ッ ト し ます。

• VAR_ALLSUPPORTED— 保存されているすべてのエン ト リ を リ セ ッ ト し ま

す。

• VAR_HKEYCURRENTROOTKEY— 保存されている現在のルー ト キーエン ト リ

をすべて リ セ ッ ト し ます。

• CURRENTROOTKEY— この定数は現在使用されていません。 代わり に、

VAR_HKEYCURRENTROOTKEY を使用し ます。

プロジ ェ ク ト • この定数は、 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI 

プロジ ェ ク ト に適用し ます :

• VAR_SRCTARGETDIR— TARGETDIR (InstallScript イ ンス ト ールの場合 )、 お

よび INSTALLDIR ( 基本の MSI および InstallScript MSI イ ンス ト ールの場合

)、 および SRCDIR の保存されている現在のエン ト リ をすべて リ セ ッ ト し ま

す。

プロジ ェ ク ト • この定数は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に

適用し ます :

• SRCINSTALLDIR — この定数は現在使用されていません。 代わり に、

VAR_SRCTARGETDIR を使用し ます。

テーブル 8 • VarInit の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS システム変数の現在の値がリ セ ッ ト されたこ と を示し ます。
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VarRestore
VarRestore 関数はシステム変数 TARGETDIR (InstallScript イ ンス ト ールの場合 )、 INSTALLDIR ( 基本の MSI および 

InstallScript MSI イ ンス ト ールの場合 )、 SRCDIR、 または HKEYCURRENTROOTKEY に、 以前に行った VarSave 呼び

出し で保存された値を再び割り当てます。 た と えば、 XCopyFile への呼び出しの前にソース デ ィ レ ク ト リ と ター

ゲッ ト  デ ィ レ ク ト リ を設定する場合など、 これらの変数の値を一時的に変更する必要がある場合は常に VarSave 

を呼び出し ます。 後で VarRestore を呼び出し てこれらの変数を元の値へ戻し ます。

構文

VarRestore ( nType );
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ビル ト イ ン関数 (U-Z)
パラ メ ーター

テーブル 9 • VarRestore のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nType 復元するシステム変数を指定し ます。 このパラ メ ーターには、 次の定義済み定

数のいずれかを指定し ます。 複数の定数を OR 演算子 (||) で区切って渡すこ と

もできます。

プロジ ェ ク ト • これらの定数は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用されます。

• VAR_LOGGING— 保存されているアン イ ンス ト ール ログ エン ト リすべてを

リ セ ッ ト し ます。

• VAR_CURRENTDIR— 保存されている現在のデ ィ レ ク ト リ エン ト リすべてを

リ セ ッ ト し ます。

• VAR_ALLSUPPORTED— 保存されているすべてのエン ト リ を リ セ ッ ト し ま

す。

• VAR_HKEYCURRENTROOTKEY— 保存されている現在のルー ト キーエン ト リ

をすべて リ セ ッ ト し ます。

• VAR_REGOPTIONS — 保存されている現在のレジス ト リ オプシ ョ ンをすべ

てを リ セ ッ ト し ます。

• CURRENTROOTKEY— この定数は現在使用されていません。 代わり に、

VAR_HKEYCURRENTROOTKEY を使用し ます。

プロジ ェ ク ト • この定数は、 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI 

プロジ ェ ク ト に適用し ます :

• VAR_SRCTARGETDIR または SRCTARGETDIR—TARGETDIR (InstallScript イ

ンス ト ールの場合 )、 および INSTALLDIR ( 基本の MSI および InstallScript 

MSI イ ンス ト ールの場合 )、 および SRCDIR の保存されている現在のエン ト

リ をすべて リ セ ッ ト し ます。

プロジ ェ ク ト • この定数は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に

適用し ます :

• SRCINSTALLDIR — この定数は現在使用されていません。 代わり に、

VAR_SRCTARGETDIR を使用し ます。
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ビル ト イ ン関数 (U-Z)
戻り値

追加情報

VarSave を呼び出すたびに、 InstallScript エンジン はシステム変数の現在の値を内部ス タ ッ クに、 後入れ先だし方

式で、 積み重ねます。 この方法を利用する と、 メ モ リ内で一連の値をス タ ッ クする こ とができます。 その後、

VarRestore を呼び出し て、 保存し た と き と逆の順番でこれらの値をス タ ッ クから読み出すこ とができます。

たと えば、 ( 呼び出しの間に VarRestore を呼び出さずに ) SRCINSTALLDIR をその引数と し て VarSave を 3 回呼び

出し た場合、 ス タ ッ ク上には SRCDIR と INSTALLDIR が 3 セ ッ ト 存在し ます。 SRCINSTALLDIR を引数にし た 

VarRestore への 初の呼び出しは、 3 番目の VarSave への呼び出しからの値を復元し ます。 VarRestore への次の

呼び出し では、 VarSave への 2 番目の呼び出しから値を復元し ます。 VarRestore への 3 番目の呼び出しは、

VarSave への 初の呼び出しから値を復元し ます。 この時点で、 ス タ ッ クは空と な り ます。 この処理を具体的に説

明する部分スク リ プ ト を参照するには、 VarSave Stack の例を ク リ ッ ク し て く だ さい。

VarRestore  の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * VarSave 関数と VarRestore 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは、 システム値 SRCDIR と INSTALLDIR の 初の値を

 * 表示する と こ ろから始ま り ます。 そして VarSave を呼び出して

 * これらの値を保存します。 次に、 SRCDIR と INSTALLDIR へ新規値を

 * 割り当て、 これらの値を表示します。 後に、

 * VarRestore を呼び出してオリ ジナルの値を復元し、

 * それを表示します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define NEW_SOURCE_DIR "C:\\Source"

#define NEW_INSTALL_DIR "C:\\Target"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

テーブル 10 • VarRestore の戻り値

戻り値 説明

0 以前に保存されたシステム変数の値が復元されたこ と を示し ます。

< 0 復元する値が保存場所に無いこ と を示し ます。 このエラーは、 VarSave を先に

呼び出さずに VarRestore を呼び出し た と き、 または VarSave の呼び出し回数よ

り も VarRestore を多 く 呼び出し た場合に発生し ます。
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export prototype ExFn_VarRestore(HWND);

function ExFn_VarRestore(hMSI)

begin

// Display the values of SRCDIR and INSTALLDIR.

SprintfBox (INFORMATION, " ソースフ ォルダーと ターゲッ ト フ ォルダーを開始します ",

 " ソース :\n\n%s\n\n ターゲッ ト :\n\n%s ",

 SRCDIR, INSTALLDIR);

// SRCDIR と INSTALLDIR の現在の値を保存します。

VarSave (SRCTARGETDIR);

// SRCDIR と INSTALLDIR に新規値を割り当てます。

SRCDIR = NEW_SOURCE_DIR;

INSTALLDIR = NEW_INSTALL_DIR;

// Display the values of SRCDIR and INSTALLDIR.

SprintfBox (INFORMATION, " 新しいソースフ ォルダーと ターゲッ ト フ ォルダー ",

 " 新規ソース :\n\n%s\n\n 新規ターゲッ ト :\n\n%s",

 SRCDIR, INSTALLDIR);

// 古い値を復元します。

VarRestore (SRCTARGETDIR);

// Display the values of SRCDIR and INSTALLDIR.

SprintfBox (INFORMATION, " ソースフ ォルダーと ターゲッ ト フ ォルダーを復元しました ",

 " ソース :\n\n%s\n\n ターゲッ ト :\n\n%s ",

 SRCDIR, INSTALLDIR);

end;

VarSave
VarSave 関数は、 システム変数 TARGETDIR (InstallScript イ ンス ト ールの場合 )、 INSTALLDIR ( 基本の MSI および 

InstallScript MSI イ ンス ト ールの場合 )、 SRCDIR、 または HKEYCURRENTROOTKEY の現在の値を保存し ます。 これ

らはその他多 く の InstallScript 関数が利用し ます。 た と えば、 XCopyFile への呼び出しの前にソース デ ィ レ ク ト リ

と ターゲッ ト  デ ィ レ ク ト リ を設定する場合など、 これらの変数の値を一時的に変更する必要がある場合は常に 

VarSave を呼び出し ます。 後で VarRestore を呼び出し てこれらの変数を元の値へ戻し ます。

構文

VarSave (nType);
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ビル ト イ ン関数 (U-Z)
パラ メ ーター

テーブル 11 • VarSave のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nType 保存するシステム変数を指定し ます。 このパラ メ ーターには、 次の定義済み定

数のいずれかを指定し ます。 複数の定数を OR 演算子 (||) で区切って渡すこ と

もできます。

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用されます。

• VAR_LOGGING— 保存されているアン イ ンス ト ール ログ エン ト リすべてを

リ セ ッ ト し ます。

• VAR_CURRENTDIR— 保存されている現在のデ ィ レ ク ト リ エン ト リすべてを

リ セ ッ ト し ます。

• VAR_ALLSUPPORTED— 保存されているすべてのエン ト リ を リ セ ッ ト し ま

す。

• VAR_HKEYCURRENTROOTKEY— 保存されている現在のルー ト キーエン ト リ

をすべて リ セ ッ ト し ます。

• VAR_REGOPTIONS— 保存されている現在のレジス ト リ プシ ョ ンをすべてを

リ セ ッ ト し ます。

• CURRENTROOTKEY— この定数は現在使用されていません。 代わり に、

VAR_HKEYCURRENTROOTKEY を使用し ます。

プロジ ェ ク ト • この定数は、 基本の MSI、 InstallScript、 および InstallScript MSI 

プロジ ェ ク ト に適用し ます :

• VAR_SRCTARGETDIR または SRCTARGETDIR—TARGETDIR (InstallScript イ

ンス ト ールの場合 )、 および INSTALLDIR ( 基本の MSI および InstallScript 

MSI イ ンス ト ールの場合 )、 および SRCDIR の保存されている現在のエン ト

リ をすべて リ セ ッ ト し ます。

プロジ ェ ク ト • この定数は、 基本の MSI および InstallScript MSI プロジ ェ ク ト に

適用し ます :

• SRCINSTALLDIR — この定数は現在使用されていません。 代わり に、

VAR_SRCTARGETDIR を使用し ます。
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ビル ト イ ン関数 (U-Z)
戻り値

追加情報

VarSave を呼び出すたびに、 InstallScript エンジン はシステム変数の現在の値を内部ス タ ッ クに、 後入れ先だし方

式で、 積み重ねます。 この方法を利用する と、 メ モ リ内で一連の値をス タ ッ クする こ とができます。 その後、

VarRestore を呼び出し て、 保存し た と き と逆の順番でこれらの値をス タ ッ クから読み出すこ とができます。

たと えば、 ( 呼び出しの間に VarRestore を呼び出さずに ) SRCINSTALLDIR をその引数と し て VarSave を 3 回呼び

出し た場合、 ス タ ッ ク上には SRCDIR と INSTALLDIR が 3 セ ッ ト 存在し ます。 SRCINSTALLDIR を引数にし た 

VarRestore への 初の呼び出しは、 3 番目の VarSave への呼び出しからの値を復元し ます。 VarRestore への次の

呼び出し では、 VarSave への 2 番目の呼び出しから値を復元し ます。 VarRestore への 3 番目の呼び出しは、

VarSave への 初の呼び出しから値を復元し ます。 この時点で、 ス タ ッ クは空と な り ます。 この処理を具体的に説

明する部分スク リ プ ト を参照するには、 VarSave Stack の例を ク リ ッ ク し て く だ さい。

VarSave  の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * VarSave 関数と VarRestore 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは、 システム値 SRCDIR と INSTALLDIR の 初の値を

 * 表示する と こ ろから始ま り ます。 そして VarSave を呼び出して

 * これらの値を保存します。 次に、 SRCDIR と INSTALLDIR へ新規値を

 * 割り当て、 これらの値を表示します。 後に、

 * VarRestore を呼び出してオリ ジナルの値を復元し、

 * それを表示します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define NEW_SOURCE_DIR "C:\\Source"

#define NEW_INSTALL_DIR "C:\\Target"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_VarSave(HWND);

テーブル 12 • VarSave の戻り値

戻り値 説明

0 システム変数の現在の値が保存されたこ と を示し ます。

< 0 内部エラーのため値が保存されなかったこ と を示し ます。 このエラーはシステ

ムの有効メ モ リが足り ない場合のみ発生し ます。
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function ExFn_VarSave(hMSI)

begin

// Display the values of SRCDIR and INSTALLDIR.

SprintfBox (INFORMATION, " ソースフ ォルダーと ターゲッ ト フ ォルダーを開始します ",

 " ソース :\n\n%s\n\n ターゲッ ト :\n\n%s ",

 SRCDIR, INSTALLDIR);

// SRCDIR と INSTALLDIR の現在の値を保存します。

VarSave (SRCTARGETDIR);

// SRCDIR と INSTALLDIR に新規値を割り当てます。

SRCDIR = NEW_SOURCE_DIR;

INSTALLDIR = NEW_INSTALL_DIR;

// Display the values of SRCDIR and INSTALLDIR.

SprintfBox (INFORMATION, " 新しいソースフ ォルダーと ターゲッ ト フ ォルダー ",

 " 新規ソース :\n\n%s\n\n 新規ターゲッ ト :\n\n%s",

 SRCDIR, INSTALLDIR);

// 古い値を復元します。

VarRestore (SRCTARGETDIR);

// Display the values of SRCDIR and INSTALLDIR.

SprintfBox (INFORMATION, " ソースフ ォルダーと ターゲッ ト フ ォルダーを復元しました ",

 " ソース :\n\n%s\n\n ターゲッ ト :\n\n%s ",

 SRCDIR, INSTALLDIR);

end;

VarSave Stack  の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

// この部分スク リ プ ト は SRCDIR と INSTALLDIR に割り当てられた

// 値を保存したり読み出したりするのに、 内部スタ ッ ク と共に

//  VarSave と VarRestore がどのよ うに動作するのかを

// 具体的に説明します。

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_VarSave Stack(HWND);

function ExFn_VarSave Stack(hMSI)

begin

// SRCDIR と INSTALLDIR の 初の値を保存します。

VarSave(SRCTARGETDIR);

// SRCDIR と INSTALLDIR に新規値を割り当てます。

SRCDIR    = "E:\\";
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INSTALLDIR = "C:\\Program Files";

// を参照して く ださい。 を参照して く ださい。

// これらの 値 ("E:\\" と "C:\\Program Files") を保存します

VarSave(SRCTARGETDIR);

// SRCDIR と INSTALLDIR に新規値を割り当てます。

SRCDIR = "A:\\";

INSTALLDIR = "C:\\Windows";

// を参照して く ださい。 を参照して く ださい。

// これらの 値 ("A:\\" and "C:\\Windows") を保存します

VarSave(SRCTARGETDIR);

// を参照して く ださい。 を参照して く ださい。

// VarSave への 3 番目の呼び出しから値を復元します。

VarRestore (SRCTARGETDIR);

 

// SRCDIR is now "A:\\

// INSTALLDIR is now "C:\\Windows"

// を参照して く ださい。 を参照して く ださい。

// VarSave への 2 番目の呼び出しから値を復元します。

VarRestore (SRCTARGETDIR);

// SRCDIR は現在 "E:\\" です

// INSTALLDIR は現在 "C:\\Program Files" です

// を参照して く ださい。 を参照して く ださい。

// VarSave への 初の呼び出しから値を復元します。

VarRestore (SRCTARGETDIR);

// SRCDIR と INSTALLDIR は現在 初の値です。

end;

VerCompare
VerCompare 関数はバージ ョ ン情報を含む 2 つの文字列を比較し て、 初の文字列が 2 番目の文字列よ り も小さい

か、 大きいか、 または等しいかを返し ます。

重要 • szVersionInfo1 および szVersionInfo2 パラ メ ーターを使って渡すバージ ョ ンのフ ォーマ ッ ト は w.x.y.z の形式

です。 こ こで w、 x、 y、 および z は数値を表し ます。 4 つのすべてのフ ィ ールドが存在し な く てはな り ません。 そ

う でない場合、 VerCompare は正し く  2 つのバージ ョ ン文字列を比較する こ とができません。

たと えば、 有効な zVersionInfo1 および szVersionInfo2 パラ メ ーターのエン ト リは次のとお り です :

• "1.0.0.0"

• "10.10.20.10"
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• "3.21.01.2"

次のエン ト リは無効なパラ メ ーターです :

• "1.20"

• "1.12.3"

• "2"

バージ ョ ン 文字列の 1 つが 4 フ ィ ールド以下である場合、 必要に応じ て連結文字列演算子 (+) を使用し て、 少数

点と数値 0 を追加し て く だ さい。

構文

VerCompare (szVersionInfo1, szVersionInfo2, nCompareFlag);

パラ メ ーター

戻り値

VerCompare  の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

テーブル 13 • VerCompare のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szVersionInfo1 初のバージ ョ ン文字列を w.x.y.z の形式で指定し ます。 こ こで w、 x、 y、 お

よび z は数値を表し ます。

szVersionInfo2 2 番目のバージ ョ ン文字列を w.x.y.z の形式で指定し ます。 こ こで w、 x、 y、 お

よび z は数値を表し ます。

nCompareFlag 定義済み定数 VERSION を指定し て、 バージ ョ ン番号の比較を示し ます。 この

パラ メ ーターで他の値を使用する こ とはできません。

テーブル 14 • VerCompare の戻り値

戻り値 説明

EQUALS (2) 2 つの文字列の値が等しいこ と を示し ます。

LESS_THAN (1) 初の文字列に 2 番目の文字列よ り小さい値がある こ と を示し ます。

GREATER_THAN (0) 初の文字列に 2 番目の文字列よ り大きい値がある こ と を示し ます。

ISERR_GEN_FAILURE (-1) 関数が 2 つの文字列を比較できなかったこ と を示し ます。
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/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * VerFindFileVersion 関数と VerCompare 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは VerFindFileVersion を呼び出してターゲッ ト フ ァ イルを検出し、

 * バージ ョ ン情報を読み出します。 指定したフ ォルダーが存在しない

 * 検出されなかった場合、 ソースフ ァ イルが INSTALLDIR へ

 * コピーされます。 検出された場合、 VerCompare が呼び出され、

 * ターゲッ ト システム ( ターゲッ ト フ ァ イル ) で検出された EXAMPLE フ ァ イルの

 * バージ ョ ン番号と、 SRCDIR ( ソースフ ァ イル ) にあるフ ァ イルのバージ ョ ン番号を

 * 比較します。 ソースフ ァ イルバージ ョ ン番号が

 * ターゲッ ト フ ァ イルよ り も新しい場合、 ターゲッ ト フ ァ イルが

 * ソースフ ァ イルで上書き されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define EXAMPLE "Stirinfc.dll"

#define SOURCE_VER "2.0.1.0"

#define TITLE      "VerCompare と VerFindFileVersion"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_VerFindFileVersion(HWND);

function ExFn_VerFindFileVersion(hMSI)

STRING szFileName, svPath, svVersionNumber, szExistingVersion, szUpdateVersion;

STRING szTitle, szMsg;

NUMBER nResult, nCompareFlag;

begin

// ア ッ プデー ト するフ ァ イルを設定します。

szFileName = EXAMPLE;

// ターゲッ ト システムの szFileName を検出し、 バージ ョ ン番号を読み出します。

nResult = VerFindFileVersion(szFileName, svPath, svVersionNumber);

if (nResult = FILE_NOT_FOUND) then

// szFileName が検出されなかった場合、 ソースフ ァ イルを INSTALLDIR へコピーします。

szMsg = "%s が見つかり ません。 %s を %s へコピーしています。 ";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, szMsg, szFileName, szFileName,

 INSTALLDIR);

CopyFile (szFileName, szFileName);

abort;

elseif (nResult = FILE_NO_VERSION) then

// バージ ョ ン番号が検出されなかった場合、 ソースフ ァ イルが svPath へコピーして終了します。

szMsg = "%s バージ ョ ン番号が検出されませんでした。 %s を %s へコピーしています。 ";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, szMsg, szFileName, szFileName,

 INSTALLDIR);

CopyFile (szFileName, szFileName);

abort;

elseif (nResult < 0) then

MessageBox ("VerFindFileVersion が失敗しました。 ", SEVERE);

abort;
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endif;

// 2 つのフ ァ イルのバージ ョ ンを比較します。 ソースバージ ョ ン番号が

// 分かっているものと見なします。

szExistingVersion = svVersionNumber;

MessageBox (szExistingVersion, INFORMATION);

szUpdateVersion = SOURCE_VER;

MessageBox (szUpdateVersion, INFORMATION);

nCompareFlag = VERSION;

nResult = VerCompare (szUpdateVersion, szExistingVersion, nCompareFlag);

// ソースフ ァ イルの方が新しい場合、 インス ト ールします。

if (nResult = GREATER_THAN) then

szMsg      = "%s が %s デ ィ レク ト リにア ッ プデー ト されました。 ";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, szMsg, szFileName, INSTALLDIR);

CopyFile (szFileName, szFileName);

// ターゲッ ト フ ァ イルの方が新しい場合、 インス ト ールしません。

elseif (nResult = LESS_THAN) then

szMsg = " ア ッ プグレードする必要はあり ません。 %s の 新バージ ョ ンは " +

" インス ト ール済みです。 ";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, szMsg, szFileName);

// ターゲッ ト と ソースのバージ ョ ンが等しい場合、 インス ト ールしません。

elseif (nResult = EQUALS) then

MessageBox (" バージ ョ ンが同じです。 ア ッ プデー ト は不要です。 .", INFORMATION);

endif;

end;

VerFindFileVersion
VerFindFileVersion 関数は指定されたフ ァ イルを検索し、 フ ァ イルのバージ ョ ン と場所を読み出し ます。 

VerFindFileVersion は、 次の検索アルゴ リズムを利用し てフ ァ イルを検出し ます ( 次の順番でフ ォルダーを検索し

ます ):

1. Windows フ ォルダー 

2. Windows システム フ ォルダ 

3. TARGETDIR システム変数 (InstallScript イ ンス ト ール ) または INSTALLDIR システム変数 ( 基本の MSI および 

InstallScript MSI イ ンス ト ール ) が指定し たフ ォルダー

4. PATH 環境変数が指定し たフ ォルダー

5. Setup.exe が実行される フ ォルダー

Windows システムフ ォルダーの詳細については、 InstallScript システム変数 WINSYSDIR の説明を参照し て く だ さ

い。
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メ モ • VerFindFileVersion を使用する と き、InstallScript エンジンによ って自動的に設定される値の他に TARGETDIR 

(InstallScript イ ンス ト ールの場合 ) または INSTALLDIR ( 基本の MSI および InstallScript イ ンス ト ールの場合 ) 値の

設定が必要な場合があ り ます。 関数は、 TARGETDIR または INSTALLDIR フ ォルダーでフ ァ イルを検索するため、

VerFindFileVersion でフ ァ イルを確実に検索するためには、 一時的にシステム変数の値を リ セ ッ ト し な く てはなら

ない場合もあ り ます。 リ セ ッ ト が必要な場合は、 VarSave を使用し て TARGETDIR または INSTALLDIR の値を保存

し、 別のフ ォルダーにそれを一時的に設定し ます。 VerFindFileVersion 関数を呼び出し た後、 VarRestore を使用し

て TARGETDIR または INSTALLDIR を リ セ ッ ト し ます。

構文

VerFindFileVersion ( szFileName, svPath, svVersionNumber );
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パラ メ ーター

戻り値

VerFindFileVersion  の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * VerFindFileVersion 関数と VerCompare 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは VerFindFileVersion を呼び出してターゲッ ト フ ァ イルを検出し、

 * バージ ョ ン情報を読み出します。 指定したフ ォルダーが存在しない

 * 検出されなかった場合、 ソースフ ァ イルが INSTALLDIR へ

 * コピーされます。 検出された場合、 VerCompare が呼び出され、

 * ターゲッ ト システム ( ターゲッ ト フ ァ イル ) で検出された EXAMPLE フ ァ イルの

 * バージ ョ ン番号と、 SRCDIR ( ソースフ ァ イル ) にあるフ ァ イルのバージ ョ ン番号を

 * 比較します。 ソースフ ァ イルバージ ョ ン番号が

 * ターゲッ ト フ ァ イルよ り も新しい場合、 ターゲッ ト フ ァ イルが

 * ソースフ ァ イルで上書き されます。

テーブル 15 • VerFindFileVersion のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFileName バージ ョ ンを取得する フ ァ イルの非完全修飾名を指定し ます。 このパラ メ ー

ターではド ラ イブ指定またはパスを指定し ないで下さい。

svPath フ ァ イルが存在する フ ォルダーへの完全パス ( ド ラ イブ指定を含む ) を戻し ま

す。

svVersionNumber フ ァ イルのバージ ョ ン番号を次の形式で戻し ます ：

 < メ ジャー バージ ョ ン >.< マイナー バージ ョ ン >

例えば、 svVersionNumber が 2.1.2.0 を戻す場合、 メ ジャーバージ ョ ン番号は 2.1 

でマイナーバージ ョ ン番号は 2.0 です。

テーブル 16 • VerFindFileVersion の戻り値

戻り値 説明

0 関数がバージ ョ ン情報を戻し たこ と を示し ます。

FILE_NO_VERSION (-8) フ ァ イルが検出されま し たが、 バージ ョ ン情報を含まないこ と を示し ます。

FILE_NOT_FOUND (-2) フ ァ イルが検出されなかったこ と を示し ます。
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 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define EXAMPLE "Stirinfc.dll"

#define SOURCE_VER "2.0.1.0"

#define TITLE      "VerCompare と VerFindFileVersion"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_VerFindFileVersion(HWND);

function ExFn_VerFindFileVersion(hMSI)

STRING szFileName, svPath, svVersionNumber, szExistingVersion, szUpdateVersion;

STRING szTitle, szMsg;

NUMBER nResult, nCompareFlag;

begin

// ア ッ プデー ト するフ ァ イルを設定します。

szFileName = EXAMPLE;

// ターゲッ ト システムの szFileName を検出し、 バージ ョ ン番号を読み出します。

nResult = VerFindFileVersion(szFileName, svPath, svVersionNumber);

if (nResult = FILE_NOT_FOUND) then

// szFileName が検出されなかった場合、 ソースフ ァ イルを INSTALLDIR へコピーします。

szMsg = "%s が見つかり ません。 %s を %s へコピーしています。 ";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, szMsg, szFileName, szFileName,

 INSTALLDIR);

CopyFile (szFileName, szFileName);

abort;

elseif (nResult = FILE_NO_VERSION) then

// バージ ョ ン番号が検出されなかった場合、 ソースフ ァ イルが svPath へコピーして終了します。

szMsg = "%s バージ ョ ン番号が検出されませんでした。 %s を %s へコピーしています。 ";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, szMsg, szFileName, szFileName,

 INSTALLDIR);

CopyFile (szFileName, szFileName);

abort;

elseif (nResult < 0) then

MessageBox ("VerFindFileVersion が失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// 2 つのフ ァ イルのバージ ョ ンを比較します。 ソースバージ ョ ン番号が

// 分かっているものと見なします。

szExistingVersion = svVersionNumber;

MessageBox (szExistingVersion, INFORMATION);

szUpdateVersion = SOURCE_VER;

MessageBox (szUpdateVersion, INFORMATION);

nCompareFlag = VERSION;

nResult = VerCompare (szUpdateVersion, szExistingVersion, nCompareFlag);

// ソースフ ァ イルの方が新しい場合、 インス ト ールします。
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if (nResult = GREATER_THAN) then

szMsg      = "%s が %s デ ィ レク ト リにア ッ プデー ト されました。 ";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, szMsg, szFileName, INSTALLDIR);

CopyFile (szFileName, szFileName);

// ターゲッ ト フ ァ イルの方が新しい場合、 インス ト ールしません。

elseif (nResult = LESS_THAN) then

szMsg = " ア ッ プグレードする必要はあり ません。 %s の 新バージ ョ ンは " +

" インス ト ール済みです。 ";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, szMsg, szFileName);

// ターゲッ ト と ソースのバージ ョ ンが等しい場合、 インス ト ールしません。

elseif (nResult = EQUALS) then

MessageBox (" バージ ョ ンが同じです。 ア ッ プデー ト は不要です。 .", INFORMATION);

endif;

end;

VerGetFileLanguages
VerGetFileLanguages 関数は、 szFile が指定する フ ァ イルによ ってサポー ト されている言語リ ス ト を読み出し ます。

構文

VerGetFileLanguages ( szFileName, listLanguages );
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パラ メ ーター

戻り値

VerGetFileLanguages の例
/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * VerGetFileLanguages 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

function OnBegin()

number nListGetItem, nvLanguageInfo, nLanguageCode, nCodePage;

string szFileName;

LIST listLanguages, listLanguageCodes, listCodePages;

begin

// フ ァ イル言語情報を取得します。

szFileName = "C:\\Program Files\\Internet Explorer\\Iexplore.exe";

listLanguages = ListCreate( NUMBERLIST );

VerGetFileLanguages ( szFileName, listLanguages );

テーブル 17 • VerGetFileLanguages のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFileName サポー ト されている言語のリ ス ト を読み出す

フ ァ イルの完全修飾名を指定し ます。

listLanguages サポー ト し ている言語の数値言語コー ド、 お

よびコー ド ページ ID のリ ス ト を戻し ます。 各

リ ス ト の要素は低位ワー ド にサポー ト されて

いる言語コー ド を含み、 高位ワー ド に対応す

る コー ド ページ ID を含む 32-bit 整数で、

LOWORD 関数および HIWORD 関数を使って抽

出する こ とができます。

listLanguages が識別する数値リ ス ト は、

ListCreate(NUMBERLIST)  への呼び出しによ っ

て既に初期化済みでな く てはな り ません。

テーブル 18 • VerGetFileLanguages の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数がサポー ト されている言語のリ ス ト を読

み出し ま し た。

< ISERR_SUCCESS 関数がサポー ト されている言語のリ ス ト を読

み出しに失敗し ま し た。
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// 言語コードおよびコードページ ID を

// リス ト アイテムから抽出し、 新しいリス ト へ追加します。

listLanguageCodes = ListCreate( NUMBERLIST );

listCodePages = ListCreate( NUMBERLIST );

nListGetItem = ListGetFirstItem( listLanguages ,nvLanguageInfo);

while nListGetItem=0

nLanguageCode = LOWORD( nvLanguageInfo );

ListAddItem( listLanguageCodes, nLanguageCode, AFTER );

nCodePage = HIWORD( nvLanguageInfo );

ListAddItem( listCodePages, nCodePage, AFTER );

nListGetItem = ListGetNextItem( listLanguages ,nvLanguageInfo);

endwhile;

end;

VerGetFileVersion
VerGetFileVersion 関数は、 指定し たフ ァ イルの数値バージ ョ ン情報を読み出し ます。

メ モ • InstallScript フ ァ イルバージ ョ ン関数はバージ ョ ン情報を文字列形式で取り出し ますが、 関数がフ ァ イル内

で参照するバージ ョ ン情報は数値バージ ョ ン情報です。 InstallScript 関数はフ ァ イルの文字列バージ ョ ン情報の調

査を行わず、 戻し ません。 さ らに、 Windows Explorer がフ ァ イルのプロパテ ィ を表示する と き、 フ ァ イルの数値

バージ ョ ン情報と必ずし も対応し ない文字列バージ ョ ン情報を表示し ます。 この理由から、 VerGetFileVersion が 

svVersionNumber で戻す値は、 Windows Express が表示するバージ ョ ン情報と一致し ない可能性があ り ます。

フ ァ イル バージ ョ ン情報についての詳細は、 Windows マニュアルを参照し て く ださい。

構文

VerGetFileVersion ( szFileName, svVersionNumber );
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パラ メ ーター

戻り値

VerGetFileVersion  の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * VerGetFileVersion 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * 下のスク リ プ トは、 VerGetFileVersion を呼び出して Windows Notepad の

 * バージ ョ ン番号を読み出します。 情報は

 * メ ッセージボッ クスに表示されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define EXAMPLE_FILE WINDIR ^ "NotePad.exe"

#define TITLE_TEXT "VerGetFileVersion の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

テーブル 19 • VerGetFileVersion のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFileName 数値バージ ョ ン情報を読み出すフ ァ イルの完全修飾名を指定

し ます。

svVersionNumber 数値バージ ョ ン情報を次の形式で文字列と し て戻し ます :

< メ ジャー バージ ョ ン >.< マイナー バージ ョ ン >

例えば、 svVersionNumber が 2.1.2.0 を戻す場合、 メ ジャーバー

ジ ョ ン番号は 2.1 でマイナーバージ ョ ン番号は 2.0 です。

テーブル 20 • VerGetFileVersion の戻り値

戻り値 説明

0 関数がバージ ョ ン情報を戻し たこ と を示し ます。

FILE_NOT_FOUND (-2) 指定されたフ ァ イルが検出されなかったこ と を示し ます。

FILE_NO_VERSION (-8) フ ァ イルが検出されま し たが、 バージ ョ ン情報を含まないこ

と を示し ます。
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export prototype ExFn_VerGetFileVersion(HWND);

function ExFn_VerGetFileVersion(hMSI)

NUMBER nResult;

STRING szFile, szPath, szMsg, svVersionNumber;

begin

// 指定したフ ァ イルのバージ ョ ン番号を取得します。

nResult = VerGetFileVersion(EXAMPLE_FILE, svVersionNumber);

// VerGetFileVersion の結果をレポー ト します。

if (nResult = FILE_NO_VERSION) then

szMsg = EXAMPLE_FILE + " はバージ ョ ン情報を含みません。 ";

MessageBox (szMsg, INFORMATION);

elseif (nResult = FILE_NOT_FOUND) then

szMsg = EXAMPLE_FILE + " 検索されませんでした。 ";

MessageBox (szMsg, INFORMATION);

else

szMsg    = " %s のバージ ョ ン番号は %s です ";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE_TEXT, szMsg,

 EXAMPLE_FILE, svVersionNumber);

endif;

end;

VerProductCompareVersions

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

VerProductCompareVersions 関数はバージ ョ ン情報を比較し て、 その結果を示す値を戻し ます。 

構文

VerProductCompareVersions ( );

パラ メ ーター

な し。
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戻り値

Comments

この関数はシステム変数 IFX_INSTALLED_VERSION および IFX_PRODUCT_VERSION を比較し て、 現在ターゲッ ト  

システムにイ ンス ト ールされているバージ ョ ンがア ッ プデー ト  セ ッ ト ア ッ プのバージ ョ ンよ り も古いかど うかを

判断し ます。 古い場合、 この関数はシステム変数 IFX_INSTALLED_VERSION と IFX_SUPPORTED_VERSIONS を比較

し て、 ア ッ プデー ト  セ ッ ト ア ッ プを現在イ ンス ト ールされているバージ ョ ンに適用するかど うかを決定し ます。

VerProductCompareVersions が、 OnSetUpdateMode と OnUpdateUIBefore イベン ト  ハン ド ラー関数のデフ ォル ト

コー ド によ って呼び出されま し た。

VerProductGetInstalledVersion

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

テーブル 21 • VerProductCompareVersions の戻り値

戻り値 説明

VERSION_COMPARE_RESULT_NOT_INSTALLED 製品のバージ ョ ンがイ ンス ト ールされてい

ない、 またはイ ンス ト ールされているバー

ジ ョ ンが検出されませんで し た 

(IFX_INSTALLED_VERSION がヌル文字列 )。

VERSION_COMPARE_RESULT_SAME ア ッ プデー ト セ ッ ト ア ッ プのバージ ョ ンが

現在ターゲッ ト システムにイ ンス ト ールさ

れているバージ ョ ン と同じ です。

VERSION_COMPARE_RESULT_OLDER ア ッ プデー ト セ ッ ト ア ッ プのバージ ョ ン

は、 現在ターゲッ ト システムにイ ンス ト ー

ルされているバージ ョ ンよ り も古いです。

VERSION_COMPARE_RESULT_NEWER_NOT_SU

PPORTED

ア ッ プデー ト セ ッ ト ア ッ プバージ ョ ンは現

在ターゲッ ト システムにイ ンス ト ールされ

ているバージ ョ ンよ り も新しいが、 現在イ

ンス ト ールされているバージ ョ ンはア ッ プ

デー ト セ ッ ト ア ッ プでサポー ト されていま

せん。

VERSION_COMPARE_RESULT_NEWER ア ッ プデー ト セ ッ ト ア ッ プバージ ョ ンは現

在ターゲッ ト システムにイ ンス ト ールされ

ているバージ ョ ンよ り も新し く 、 現在イ ン

ス ト ールされているバージ ョ ンはア ッ プ

デー ト セ ッ ト ア ッ プでサポー ト されていま

す。

< ISERR_SUCCESS 関数が失敗し ま し た。
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VerProductGetInstalledVersion 関数は、 アプ リ ケーシ ョ ンアン イ ンス ト ール レジス ト リキーの Version 値がパッ ク

された DWORD の場合、 そのデータに対応する文字列を svVersionInstalled に戻し ます。

構文

VerProductGetInstalledVersion ( svVersionInstalled );

パラ メ ーター

戻り値

VerProductIsVersionSupported

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

VerProductIsVersionSupported 関数は szVersionCheck の バージ ョ ン文字列が szVersionSupported のバージ ョ ンの 1 

つかど うかを確認し ます。

構文

VerProductIsVersionSupported ( szVersionCheck, szVersionSupported );

テーブル 22 • VerProductGetInstalledVersion のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

svVersionInstalled アプ リ ケーシ ョ ンアン イ ンス ト ールレジス ト

リキーの Version の値に等しい文字列を戻し ま

す。 関数が失敗し たと き、 svVersionInstalled の

値は変更されません。

テーブル 23 • VerProductGetInstalledVersion の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数がイ ンス ト ールされたバージ ョ ン情報を

読み出し ま し た。

< ISERR_SUCCESS 関数がイ ンス ト ールされたバージ ョ ン情報の

読み出しに失敗し ま し た。 レジス ト リキーま

たは値が存在し ない、 あるいはデータがパッ

ク された DWORD ではあ り ません。
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パラ メ ーター

戻り値

VerProductNumToStr

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

VerProductNumToStr 関数は、 nVersion で指定されたパッ ク された DWORD に対応するバージ ョ ン文字列 を 

svVersion に戻し ます。

構文

VerProductNumToStr ( svVersion, nVersion );

テーブル 24 • VerProductIsVersionSupported のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szVersionCheck パッ ク された DWORD 形式でバージ ョ ン文字列

を指定し ます ( 例えば、 システム変数 

IFX_PRODUCT_VERSION の初期値。

szVersionSupported パッ ク された DWORD 形式で、 バージ ョ ン文字

列の垂直線 (|) 区切り リ ス ト を指定し ます ( 例

えば、 システム変数 

IFX_SUPPORTED_VERSIONS の初期値 )。

テーブル 25 • VerProductIsVersionSupported の戻り値

戻り値 説明

TRUE szVersionCheck は、 szVersionSupported、 また

は szVersionSupported のバージ ョ ンのひとつが

ヌル文字列 ("") です。

FALSE szVersionCheck は、 szVersionSupported のバー

ジ ョ ンのひとつではあ り ません。
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戻り値

VerProductStrToNum

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

VerProductStrToNum 関数は、 svVersion が指定し た文字列に対応する パッ ク された DWORD バージ ョ ン情報を 

nvVersionResult に戻し ます。

構文

VerProductStrToNum ( nvVersionResult, szVersion );

テーブル 26 • VerProductNumToStr のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

svVersion nVersion に対応する文字列を、 パッ ク された 

DWORD 形式で戻し ます。

nVersion バージ ョ ン情報を 4 バイ ト 値と し て指定し ま

す。 つま り、 0 から 4294967295 の範囲内の数

値です。

テーブル 27 • VerProductNumToStr の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数が成功し ま し た。

< ISERR_SUCCESS 関数が失敗し ま し た。
1688 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference
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パラ メ ーター

戻り値

VerProductVerFromVerParts

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

VerProductVerFromVerParts 関数は、 nVersionMajor、 nVersionMinor、 そ し て nVersionBuild が指定し たバージ ョ ン部

分に対応するパッ ク された DWORD を読み出し ます。

構文

VerProductVerFromVerParts ( nvVersion, nVersionMajor, nVersionMinor, nVersionBuild );

テーブル 28 • VerProductStrToNum のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nvVersionResult パッ ク された DWORD バージ ョ ン情報を戻し ま

す。

szVersion バージ ョ ン情報を文字列の形式で指定し ます。

szVersion が次の条件のすべてに一致し ない場

合、 関数が失敗し ます :

• szVersion は major.minor.build または 

major.minor.build.release (nvVersionResult を

判断する場合はリ リースは無視されます ) 

の形式です。 

• メ ジャーと マイナーは 0 から 255 の範囲

内の数値に相応する文字列です。 

• ビルドは 0 から 65535 の範囲内の数値に

相応する文字列です。 

テーブル 29 • VerProductStrToNum の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数が成功し ま し た。

< ISERR_SUCCESS 関数が失敗し ま し た。
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 1689



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (U-Z)
パラ メ ーター

戻り値

VerProductVerPartsFromVer

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

VerProductVerPartsFromVer 関数は、 nVersion が指定し たパッ ク された DWORD のバージ ョ ン部分を別の数値と し

て読み出し ます。

構文

VerProductVerPartsFromVer ( nVersion, nvVersionMajor, nvVersionMinor, nvVersionBuild );

テーブル 30 • VerProductVerFromVerParts のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nvVersion nVersionMajor、 nVersionMinor、 そ し て 

nVersionBuild が指定し たバージ ョ ン部分へ対

応する 4 バイ ト 値を戻し ます。

nVersionMajor バージ ョ ン情報の 初のバイ ト を指定し ます。

この値が (0) 未満、 または 255 よ り大きい場

合、 VerProductVerFromVerParts は失敗し ます。

nVersionMinor バージ ョ ン情報の 2 番目のバイ ト を指定し ま

す。 この値が (0) 未満、 または 255 よ り大きい

場合、 VerProductVerFromVerParts は失敗し ま

す。

nVersionBuild バージ ョ ン情報の 後の 2 のバイ ト を指定し

ます。 この値が (0) 未満、 または 65535 よ り大

きい場合、 VerProductVerFromVerParts は失敗

し ます。

テーブル 31 • VerProductVerFromVerParts の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS 関数が成功し たこ と を示し ます。

< ISERR_SUCCESS 関数が失敗し たこ と を示し ます。
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パラ メ ーター

戻り値

VerSearchAndUpdateFile
VerSearchAndUpdateFile 関数は、 指定し たフ ァ イルを検索し、 必要に応じ てよ り新しいバージ ョ ンを イ ンス ト ール

し ます。 関数がフ ァ イルを検出する と、 既存フ ァ イルのバージ ョ ン番号と新しいフ ァ イルのバージ ョ ン番号を比

較し ます。 既存フ ァ イルの方が古い場合、 新しいフ ァ イルと置換されます。 新しいフ ァ イルはシステム変数 

SRCDIR が指定するデ ィ レ ク ト リ に存在し な く てはな り ません。 関数が既存フ ァ イルを検出できない場合、 新規

フ ァ イルを ターゲッ ト システムへコ ピーし ます。 Windows はフ ァ イルのイ ンス ト ール場所を フ ァ イルの種類に

よ って判断し ます。 た と えば、 DLL と システム ド ラ イブは Windows システムフ ォルダーにイ ンス ト ールされます。

Windows システムフ ォルダーの詳細については、 InstallScript システム変数 WINSYSDIR の説明を参照し て く だ さ

い。

VerFindFileVersion は、 次の検索アルゴ リズムを利用し てフ ァ イルを検出し ます ( 次の順番でフ ォルダーを検索し

ます ):

1. Windows フ ォルダー

2. Windows システム フ ォルダ

3. TARGETDIR システム変数 (InstallScript イ ンス ト ールの場合 ) または INSTALLDIR システム変数 ( 基本の MSI 

または InstallScript MSI イ ンス ト ールの場合 ) が指定し たフ ォルダー

4. PATH 環境変数が指定し たフ ォルダー

5. Setup.exe が実行される フ ォルダー

メ モ • XCopyFile は VerSearchAndUpdateFile の代替と なる フ ァ イル転送方法です。 XCopyFile はバージ ョ ンチ ェ ッ ク

を行い、 システム再起動の後にア ッ プデー ト できるよ う にロ ッ ク された .dll や .exe フ ァ イルをマーク し、 共有 .dll 

と .exe フ ァ イルのレジス ト リ参照カウン ターを増加させる こ とがます。

テーブル 32 • VerProductVerPartsFromVer のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nVersion バージ ョ ン情報を 4 バイ ト 値と し て指定し ます。 つま り、 0 から 4294967295 の

範囲内の数値です。

nvVersionMajor nVersion の 初のバイ ト を戻し ます。

nvVersionMinor nVersion の 2 番目のバイ ト を戻し ます。

nvVersionBuild nVersion の 後の 2 バイ ト を戻し ます。

テーブル 33 • VerProductVerPartsFromVer の戻り値

戻り値 説明

ISERR_SUCCESS この関数は常に  ISERR_SUCCESS を戻し ます。
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構文

VerSearchAndUpdateFile ( szFileName, nUpdateFlag, svInstalledFile );
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パラ メ ーター

戻り値

テーブル 34 • VerSearchAndUpdateFile のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFileName イ ンス ト ールする フ ァ イルの非完全修飾名を指定し ます。 このパラ メ ーターで

はド ラ イブ指定またはパスを指定し ないで下さい。

nUpdateFlag フ ァ イルを無条件に更新するか､ターゲッ ト  システムで検出されたフ ァ イルの

バージ ョ ンが送ったフ ァ イルのバージ ョ ンよ り も古い場合にのみ更新するかど

うかを指定し ます。 このパラ メ ーターに、 以下の定義済み定数のう ちの 1 つを

渡し ます。

• VER_UPDATE_COND— フ ァ イルが古いバージ ョ ンの場合のみ既存フ ァ イル

を更新し ます。

• VER_UPDATE_ALWAYS— フ ァ イルが新しいバージ ョ ンの場合でも既存フ ァ

イルを更新し ます。

svInstalledFile 関数がイ ンス ト ールし たフ ァ イルの完全修飾名を戻し ます。 置換する フ ァ イル

が使用中の場合、 フ ァ イルは同じデ ィ レ ク ト リ に若干異なる名前でイ ンス ト ー

ルされます。 拡張子の 初の文字にチルダ文字 (~) を付けてフ ァ イル名が変更

されます。 例えば、 Shell.dll を イ ンス ト ールする と きにフ ァ イルがロ ッ ク され

ている場合、 そのフ ァ イルは Shell.~ll と し てコ ピーされます。 名前はこの変数

に戻されます。

テーブル 35 • VerSearchAndUpdateFile の戻り値

戻り値 説明

FILE_INSTALLED (0) 関数がフ ァ イルを イ ンス ト ールに成功し ま し た。

FILE_IS_LOCKED (-4) フ ァ イルは Windows が使用中で置換できないこ と を示し ます。 新規フ ァ イルが

同じデ ィ レ ク ト リ に新しい名前と共にコ ピーされます。

FILE_NO_VERSION (-8) フ ァ イルが検出されま し たが、 バージ ョ ン情報を含まないこ と を示し ます。

フ ァ イルの更新は実行されません。

FILE_RD_ONLY (-5) 既存フ ァ イルが書き込み禁止である こ と を示し ます。 セ ッ ト ア ッ プを続行する

前に、 スク リ プ ト がイ ンス ト ール先フ ァ イルの読み取り専用フ ラグを リ セ ッ ト

し てから フ ァ イルのイ ンス ト ールを再度行わな く てはな り ません。

FILE_SRC_OLD (-7) イ ンス ト ールする フ ァ イルが同じ日付、 または既存フ ァ イルの方が古いこ と を

示し ます。

OUT_OF_DISK_SPACE (-6) イ ンス ト ール先ド ラ イブに充分な空き容量が無いため、 関数がフ ァ イルを作成

できないこ と を示し ます。 フ ァ イルの更新は実行されません。

VER_DLL_NOT_FOUND (-3) Ver.dll が検出されなかったこ と を示し ます。 フ ァ イルの更新は実行されません。
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 1693



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (U-Z)
VerSearchAndUpdateFile  の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * VerSearchAndUpdateFile 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * VerSearchAndUpdateFile への 初の呼出しで、 ターゲッ ト システムの

 * バージ ョ ンに関わりな く 、 定数 UPDATE_FILE1 が指定したフ ァ イルを

 * 置換します。

 *

 * VerSearchAndUpdateFile への 2 番目の呼出しで、 ソースデ ィ レク ト リの

 * バージ ョ ンがターゲッ ト デ ィ レク ト リ よ り も新しい場合のみ

 * 定数 UPDATE_FILE2 が指定したフ ァ イルを置換

 * コピーします。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define UPDATE_FILE1  "Example.txt"

#define UPDATE_FILE2  "Readme.txt"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_VerSearchAndUpdateFile(HWND);

function ExFn_VerSearchAndUpdateFile(hMSI)

STRING szFileName, svInstalledFile, szTitle, szMsg;

NUMBER nUpdateFlag, nResult;

BOOL   bDone;

begin

// VerSearchAndUpdateFile を呼び出すタ イ トルと メ ッセージパラ メーターを

// セッ ト ア ッ プ します。

szTitle = "VerSearchAndUpdateFile の例 ";

szMsg   = " 正常にア ッ プデー ト しました。 ";

// バージ ョ ン番号に関わらず、 UPDATE_FILE1 を更新します。

if (VerSearchAndUpdateFile (UPDATE_FILE1, VER_UPDATE_ALWAYS,

 svInstalledFile) = 0) then

SprintfBox (INFORMATION, szTitle, UPDATE_FILE1 + szMsg);

endif;

OTHER_FAILURE (-1) 不特定エラーが発生し たこ と を示し ます。 フ ァ イルの更新は実行されません。

テーブル 35 • VerSearchAndUpdateFile の戻り値 ( 続き )

戻り値 説明
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// ループ終了を制御するインジケーターを設定します。

bDone = FALSE;

// while ループを始めます。

while (bDone = FALSE)

// 既存フ ァ イルの方が古い場合のみ UPDATE_FILE2 を更新します。

nResult = VerSearchAndUpdateFile (UPDATE_FILE2, VER_UPDATE_COND,

svInstalledFile);

switch (nResult)

case 0:

// VerSearchAndUpdate が成功しました。

SprintfBox (INFORMATION, szTitle, UPDATE_FILE2 + szMsg);

bDone = TRUE;

// ターゲッ ト フ ァ イルにはバージ ョ ン番号があり ません。

case FILE_NO_VERSION:

// フ ァ イルを更新すべきかど うかをユーザーに問い合わせます。

if (AskYesNo (" バージ ョ ン番号が検出されませんでした。 \n " +

 "" + UPDATE_FILE2 + " を更新しますか ?", YES) = YES) then

// バージ ョ ン番号に関わらず、 UPDATE_FILE2 を更新します。

VerSearchAndUpdateFile (UPDATE_FILE2, VER_UPDATE_ALWAYS,

 svInstalledFile);

bDone = TRUE;

else

bDone = TRUE;

endif;

// ターゲッ ト フ ァ イルがロ ッ ク されています。

case FILE_IS_LOCKED:

MessageBox (" ターゲッ ト フ ァ イルはロ ッ ク されています。 \n\n すべての " +

 " プログラムを閉じてセ ッ ト ア ッ プを再度実行して く ださい。 ", INFORMATION);

bDone = TRUE;

// ターゲッ ト フ ァ イルは読み取り専用です。

case FILE_RD_ONLY:

// Setup が読み取り専用属性を削除すべきかど うかをユーザーに問い合わせます。

if (AskYesNo (" フ ァ イルは読み取り専用です。 \n セッ ト ア ッ プで " +

 UPDATE_FILE2 + " の書き込み保護を削除しますか ?", YES) = YES) then

// ターゲッ ト フ ァ イルの属性を標準に変更します。

SetFileInfo (svInstalledFile, FILE_ATTRIBUTE, FILE_ATTR_NORMAL, "");

bDone = FALSE;

else

bDone = TRUE;

endif;

// ターゲッ ト デ ィ スクに充分な容量があり ません。

case OUT_OF_DISK_SPACE:

MessageBox (" この更新を行うにはよ り多 く の空き容量が必要です。 ", SEVERE);

bDone = TRUE;

// 必要な VER.DLL フ ァ イルが検出されませんでした。

case VER_DLL_NOT_FOUND:

MessageBox ("VER.DLL が検出されませんでした。 .", SEVERE);

bDone = TRUE;

// その他のエラーが発生しました。

case OTHER_FAILURE:

MessageBox (" 更新が失敗しました。 ", SEVERE);

bDone = TRUE;

デフ ォルト :

bDone = TRUE;

endswitch;

endwhile;
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end;

VerUpdateFile
VerUpdateFile 関数は、 指定されたフ ァ イルのバージ ョ ン情報を使って、 そのフ ァ イルを ターゲッ ト デ ィ レ ク ト リ

にイ ンス ト ールするかど うかを決定し ます。 VerUpdateFile は szFileName で指定されたフ ァ イル名を取得し ます。

VerFindFileVersion は、 次の検索アルゴ リズムを利用し てフ ァ イルを検出し ます ( 次の順番でフ ォルダーを検索し

ます ):

1. Windows フ ォルダー

2. Windows システム フ ォルダ

3. TARGETDIR システム変数 (InstallScript イ ンス ト ールの場合 ) または INSTALLDIR システム変数 ( 基本の MSI 

または InstallScript MSI イ ンス ト ールの場合 ) が指定し たフ ォルダー

4. PATH 環境変数が指定し たフ ォルダー

5. Setup.exe が実行される フ ォルダー

そし て VerUpdateFile は、 ターゲッ ト フ ァ イルが存在する場合に SRCDIR ( ソースフ ァ イル ) にある同じ名前のフ ァ

イルのバージ ョ ンを このターゲッ ト フ ァ イルのバージ ョ ン と比較し ます。 ソースフ ァ イルのバージ ョ ンがター

ゲッ ト フ ァ イルのバージ ョ ンよ り も新しい場合は、 ターゲッ ト フ ァ イルはソースフ ァ イルで置き換えられます。

ターゲッ ト フ ァ イルが存在し ない場合には、 InstallShield によ ってソースフ ァ イルがターゲッ ト 位置にコ ピーされ

ます。

パラ メ ーター nUpdateFlag で SHAREDFILE または LOCKEDFILE オプシ ョ ンが利用される時に、 更新される .dll また

は .exe フ ァ イルがシステムで使用中の場合には、 ソースフ ァ イルの名前を変更し たコ ピーがターゲッ ト システム

に転送され、 システム変数 BATCH_INSTALL が TRUE に設定されます。 そ し てセ ッ ト ア ッ プの 後に RebootDialog 

または SdFinishReboot が呼び出されてシステムが再起動される と き、 ロ ッ ク されたフ ァ イルが更新されます。

ロ ッ ク されたフ ァ イルの更新についての詳細は、 RebootDialog と SdFinishReboot を参照し て く だ さい。 システム

変数 BATCH_INSTALL をテス ト する と、 ロ ッ ク された .dll または .exe フ ァ イルが存在し たかど うかを調べる こ とが

できます。 SHAREDFILE と LOCKEDFILE オプシ ョ ンは同時に利用する こ とはできません。 どち らかひとつのみを

利用し な く てはな り ません。

XCopyFile は VerUpdateFile よ り も好ま しいフ ァ イル転送方法です。 XCopyFile はバージ ョ ンチ ェ ッ ク を行い、 シス

テム再起動の後にア ッ プデー ト できるよ う にロ ッ ク された .dll や .exe フ ァ イルをマーク し、共有 .dll と .exe フ ァ イ

ルのレジス ト リ参照カウン ターを増加させます。

構文

VerUpdateFile (szFileName, nUpdateFlag, svInstalledFilePath);
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テーブル 36 • VerUpdateFile のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFileName 更新する フ ァ イルの完全修飾名または非完全修飾名を指定し ます。 名前が非完

全修飾の場合 ( つま り、 ド ラ イブ指定またはパスを含まない )、 InstallShield は 

Windows または Win95 デ ィ レ ク ト リ、 システム デ ィ レ ク ト リ、 PATH 環境変数

が指定し たデ ィ レ ク ト リ、 そ し て InstallShield 実行可能フ ァ イルのパスで一致

する フ ァ イルを検索し ます。 VerUpdateFile は szFileName のフ ァ イル名部分を

取り出し、 ソースフ ァ イルと し て利用される SRCDIR のフ ァ イルを識別するの

に利用し ます。

nUpdateFlag フ ァ イルを無条件で更新するか、 またはターゲッ ト アフ ィ ルのバージ ョ ンが

ソースフ ァ イルのバージ ョ ンよ り古い場合にのみ更新するかを指定し ます。 こ

のパラ メ ーターに、 あらかじめ定義されている以下の定数のう ちの 1 つを渡し

ます。 定数 SHAREDFILE は、 ビ ッ ト 単位 OR 演算子 ( | ) を使って、 その他の定

数の 1 つと組み合わせる こ とができます。 しかし、 SHAREDFILE と 

LOCKEDFILE を組み合わせる こ とはできません。

• LOCKEDFILE—Windows またはシステムを再起動し た と きに、 更新するロ ッ

ク された .dll および .exe フ ァ イルが VerUpdateFile 関数によ って記録されま

す。 ロ ッ ク されたフ ァ イルとは、 InstallShield によ ってフ ァ イルのアクセス

または更新が試行された と きに、 アプ リ ケーシ ョ ンまたはシステムで使用

されている フ ァ イルのこ と です。 LOCKEDFILE オプシ ョ ンは、

SHAREDFILE と同じ よ う に機能し ます。 ただ し、 LOCKEDFILE ではレジス

ト リ エン ト リ を作成し た り レジス ト リ参照カウン ターを変更する こ とはで

きません。 SHAREDFILE オプシ ョ ンを使用し ている時に LOCKEDFILE オプ

シ ョ ンを使用する こ とはできません。 スク リ プ ト の作成者がレジス ト リ エ

ン ト リ および参照カウン ターを必要と し ない非共有フ ァ イル ( シ ェル拡張

子など ) もい く つかあり ます。 これらのフ ァ イルはアプ リ ケーシ ョ ンに

よ ってアン イ ンス ト ールされないかぎ り、 絶対にアン イ ンス ト ールし ない

で く だ さい。 LOCKEDFILE を使用する と、 ロ ッ ク された非共有フ ァ イルを 

VerUpdateFile で処理する こ とができます。

• SHAREDFILE—VerUpdateFile がすべてのフ ァ イルを共有フ ァ イルと し て扱

う よ う にし、 Windows またはシステムが再起動された と きに更新するロ ッ

ク された .dll および .exe フ ァ イルを記録する こ と で、 ロ ッ ク されたフ ァ イ

ルと共有フ ァ イルの処理を組み合わせます。 RebootDialog と 

SdFinishReboot を参照し て く ださい。

SHAREDFILE オプシ ョ ンを使う と、 VerUpdateFile はすべてのフ ァ イルを共

有フ ァ イルと し て処理し、 フ ァ イルがターゲッ ト  デ ィ レ ク ト リ に存在し

て、 0 よ り大きい参照カウン ターを持つ場合、 レジス ト リ参照カウン ト を 

1 増やし ます。 共有フ ァ イルがターゲッ ト デ ィ レ ク ト リ に存在せず、 参照

カウン ターがない場合、 InstallShield はカウン ターを作成し て 1 に設定し ま

す。 共有フ ァ イルがターゲッ ト  デ ィ レ ク ト リ に存在するが、 参照カウン

ターがない場合、 InstallShield はカウン ターを作成し て、 アン イ ンス ト ール

中に誤って削除されないよ う に、 これを 2 に初期化し ます。
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nUpdateFlag ( 続き ) • SELFREGISTER— 「非バッ チ メ ソ ッ ド」 で自己登録フ ァ イルを イ ンス ト ー

ルし た と きに、 自己登録処理をただちに実行し ます。

Enable (SELFREGISTERBATCH) を呼び出すと、 自己登録フ ァ イルは登録

キューに配置されます。 「バッ チ メ ソ ッ ド」 で自己登録フ ァ イルを イ ンス

ト ールし た場合には、 Do (SELFREGISTRATIONPROCESS) を呼び出し た と

きにフ ァ イルは登録されます。

SELFREGISTER オプシ ョ ン と定数 SHAREDFILE は、 常にビ ッ ト 単位 OR 演

算子 ( | ) でつなげて一緒に使用し ます。

• VER_UPDATE_ALWAYS— バージ ョ ン番号にかかわらず、 フ ァ イルを更新し

ます。

• VER_UPDATE_COND— 置換する フ ァ イルがその古いバージ ョ ンの場合のみ、

フ ァ イルを更新し ます。

svInstalledFilePath イ ンス ト ールされたフ ァ イルの完全修飾名を戻し ます。 置換する フ ァ イルが使

用中の場合、 フ ァ イルは同じデ ィ レ ク ト リ に修正された名前でイ ンス ト ールさ

れます。 InstallShield はチルダ文字 (~) を使って、 フ ァ イル拡張子の 初の文字

を置換し ます。

た と えば、 フ ァ イル Shell.dll をア ッ プデー ト する時にターゲッ ト がロ ッ ク され

ている場合、 ソースフ ァ イルはターゲッ ト デ ィ レ ク ト リ に Shell.~ll と し てコ

ピーされます。 この名前がパラ メ ーター svInstalledFilePath に戻されます。

SHAREDFILE オプシ ョ ンがパラ メ ーター nUpdateFlag で利用され、 Windows ま

たはシステムが再起動し た場合のア ッ プデー ト 用にロ ッ ク されたフ ァ イルが適

切に送られた場合、 ア ッ プデー ト が実行された時にフ ァ イルの  ~  変更済み名

は削除されます。

テーブル 36 • VerUpdateFile のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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戻り値

VerUpdateFile  の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * VerUpdateFile 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは、 VerUpdateFile を 2 回呼び出して Windows

 * アクセサリ を更新します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

テーブル 37 • VerUpdateFile の戻り値

戻り値 説明

FILE_INSTALLED (0) 関数がフ ァ イルを イ ンス ト ールし たこ と を示し ます。 この定数は 0 ( ゼロ ) に

等しいです。 その他のすべての戻り値は ゼロ以下 (0) です。

FILE_IS_LOCKED (-4) 既存フ ァ イルは Windows が使用中で置換できないこ と を示し ます。 新規フ ァ イ

ルが前述の通り、 同じデ ィ レ ク ト リ に新しい名前と共にコ ピーされます。

FILE_NO_VERSION (-8) フ ァ イルが検出されま し たが、 バージ ョ ン情報を含まないこ と を示し ます。

フ ァ イルの更新は実行されません。

FILE_RD_ONLY (-5) 既存フ ァ イルが書き込み禁止である こ と を示し ます。 セ ッ ト ア ッ プを続行する

前に、 イ ンス ト ール先フ ァ イルの読み取り専用部分を リ セ ッ ト し てから フ ァ イ

ルのイ ンス ト ールを再度行わな く てはな り ません。

FILE_SRC_EQUAL (-9) イ ンス ト ールする フ ァ イルが既存フ ァ イルと同じバージ ョ ンを持っている事を

示し ます。 VER_UPDATE_COND フ ラグが設定されている場合、 フ ァ イルの更新

は実行されません。

FILE_SRC_OLD (-7) イ ンス ト ールする フ ァ イルが、 既存フ ァ イルよ り も古いバージ ョ ンである こ と

を示し ます。 VER_UPDATE_COND フ ラグが設定されている場合、 フ ァ イルの更

新は実行されません。

OUT_OF_DISK_SPACE (-6) イ ンス ト ール先ド ラ イブに充分な空き容量が無いため、 関数がフ ァ イルを作成

できないこ と を示し ます。 フ ァ イルの更新は実行されません。

-51 自動登録フ ァ イルが登録されませんで し た。

OTHER_FAILURE (-1) 不特定エラーが発生し たこ と を示し ます。 フ ァ イルの更新は実行されません。
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#define APPFILE "Notepad.exe"

#define TITLE   "VerUpdateFile の例 "

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_VerUpdateFile(HWND);

function ExFn_VerUpdateFile(hMSI)

STRING svInstalledFilePath, szTitle, szMsg;

NUMBER nResult;

BOOL   bDone;

begin

// フ ァ イルバージ ョ ンにかかわらず、 フ ァ イルを更新します。

nResult = VerUpdateFile (APPFILE, VER_UPDATE_ALWAYS, svInstalledFilePath);

if (nResult < 0) then

MessageBox ("VerUpdateFile への 初の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

else

szMsg = "%s がア ッ プデー ト されました。 ";

SprintfBox (INFORMATION, TITLE, szMsg, APPFILE);

endif;

// ターゲッ ト フ ァ イルの方が新しい場合にのみフ ァ イルを更新します。

nResult = VerUpdateFile (APPFILE, VER_UPDATE_COND, svInstalledFilePath);

if (nResult < 0) then

MessageBox ("VerUpdateFile への 2 番目の呼び出しに失敗しました。 ", SEVERE);

endif;

end;

WaitForApplication
WaitForApplication 関数は、 実行中のアプ リ ケーシ ョ ンが終了するのを待機し てから、 戻されます。

関数が、 戻る前に、 実行中のアプ リ ケーシ ョ ンが終了するのを待機し なかった場合、 アプ リ ケーシ ョ ンが起動し

たサブアプ リ ケーシ ョ ンが終了するまで終了し ないこ と を検証し ます。 WaitForApplication 関数は、 指定されたア

プ リ ケーシ ョ ンのプロセス ハン ドルを監視し ます。 アプ リ ケーシ ョ ンがセカ ンダ リ アプ リ ケーシ ョ ンまたはプロ

セスに制御を渡し てから、 終了し た場合、 関数はすぐに終了し ます。

構文

WaitForApplication( byval number hProcess, byval number dwProcessId, byval number nTimeOut, byval number nOptions );
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パラ メ ーター

テーブル 38 • WaitForApplication のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

hProcess 待機する実行中のプロセスのプロセス ハン ドルを指定し ます。 ( アプ リ

ケーシ ョ ンが LaunchAppAndWait または LaunchApp で起動された場合、 ハ

ン ドルは LAAW_PROCESS_INFORMATION.hProcess メ ンバーで返されます。

)

dwProcessId 待機する実行中のプロセスのプロセス ID を指定し ます。 nOptions で 

LAAW_OPTION_WAIT_INCL_CHILD を指定し た場合のみ。 このパラ メ ーターに

ゼロ以外の値を指定する必要があり ます。

アプ リ ケーシ ョ ンが LaunchAppAndWait または LaunchApp で起動され、 プ

ロセス ID が判別可能な場合 (LAAW_OPTION_WAIT_INCL_CHILD の説明を参照

し て く だ さい )、 このハン ドルは 

LAAW_PROCESS_INFORMATION.dwProcessId メ ンバーで返されます。

nTimeOut 戻る前に、 アプ リ ケーシ ョ ンが完了するのを待機する 長時間 ( ミ リ秒 ) を

指定し ます。 アプ リ ケーシ ョ ンが終了するまえに、 指定された時間が経過

し た場合、 関数は待機を終了し て、 失敗を返し ます。 関数が無期限に待機

する こ と を示す場合、 INFINITE を指定し ます。

(LAAW_PARAMTERS.nTimeOut 値を渡し て、 LaunchAppAndWait 関数の動作を

模倣する こ と もできます。 )
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nOptions このパラ メ ーターに、 あらかじめ定義されている以下の定数のう ちの 1 つ

を渡し ます。 LAAW_OPTION_NOWAIT を LAAW_OPTION_WAIT の組み合わせ

を例外と し て、 ビ ッ ト ご との OR 演算子 ( | ) を利用し て、 これらの定数を

組み合わせる こ とができます。

• LAAW_OPTION_WAIT— 数が使用されたアプ リ ケーシ ョ ンが終了するま

で待機する こ と を指定し ます。

メ モ • 指定されたアプ リ ケーシ ョ ンが終了に失敗し た と きに、 nOptions が 

LAAW_OPTION_WAIT に設定されている と き ( および nTimeOut が INFINITE 

に設定されている と き）、 イ ンス ト ールは起動されたアプ リ ケーシ ョ ンが終

了するまで無期限に待機し ます。

• LAAW_OPTION_NOWAIT— 数がすぐに戻る こ と を指定し ます。

• LAAW_OPTION_USE_CALLBACK— 果と し て関数が 

OnLaunchAppAndWaitCallback イベン ト を毎秒、 またはアプ リ ケーシ ョ

ンが終了するまで待機する間に LAAW_PARAMETERS.nCallbackInterval 

メ ンバーに設定された間隔で呼び出し ます。

• LAAW_OPTION_WAIT_INCL_CHILD— 関数が起動されるアプ リ ケーシ ョ ン

と その直属の子プロセスを待機する こ と を示し ます。

LAAW_OPTION_WAIT_INCL_CHILD が使用された と き、 関数は、 起動され

たプロセスの直接の子プロセスのみ検出し待機し ます。 初回で起動さ

れたプロセスの子プロセスによ って起動されたその他の子プロセスは

検出 / 待機されません。

LAAW_OPTION_WAIT_INCL_CHILD を使って子プロセスを検出および待機

する と き、 関数が起動されたプロセスのプロセス ID を受け取って、 そ

れを判別できる必要があり ます。 し たがって、 このオプシ ョ ンが動作

するために、 dwProcessId が指定されていない場合、 関数がプロセス ID 

を判別できるよ う に Windows API GetProcessId がシステムで使用可能

である必要があり ます。 Windows API のド キュ メ ン ト による と、

GetProcessId は Windows XP SP1 以降および Windows Server 2003 以降

で使用可能です。 この API が使用できない場合、

LAAW_OPTION_WAIT_INCL_CHILD は LAAW_OPTION_WAIT と同じ動作を

し ます。

LaunchApplication オプシ ョ ンはどれでも指定可能ですが、 前記のオプシ ョ

ンのみ効果があり ます。

テーブル 38 • WaitForApplication のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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戻り値

WaitOnDialog
WaitOnDialog 関数はカス タム ダイアログを表示し ます。 この関数からの戻り値に基づいてユーザーからの様々な

返答を処理するスク リ プ ト を書 く こ とができます。

構文

WaitOnDialog ( szDlgName );

テーブル 39 • WaitForApplication の戻り値

戻り値 説明

>= ISERR_SUCCESS アプ リ ケーシ ョ ンが終了し た結果、 関数が戻り ま し た。

< ISERR_SUCCESS アプ リ ケーシ ョ ン以外のものが終了し た結果、 関数が戻り ま し た。

LAAW_PARAMETERS.nWaitResult の値を確認し て、 追加の情報を判

別する こ とができます :

• WAIT_OBJECT_0— アプ リ ケーシ ョ ンが終了し たこ と を示し ま

す。

• WAIT_OBJECT_0 + 1— イ ンス ト ールが終了のメ ッ セージを受け

取ったこ と を示し ます。

• WAIT_TIMEOUT— タ イムアウ ト 間隔が経過し たか、 またはコー

ルバッ ク関数が LAAW_CALLBACK_RETURN_END_WAIT を返し

たこ と を示し ます。 LAAW_PARAMETERS.bCallbackEndedWait 

の値を確認し て、 どち らが待機を終了し たかを判別し ます。
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パラ メ ーター

戻り値

追加情報

エン ド ユーザーが InstallScript ダイアログの右上にある閉じ るボタ ンを ク リ ッ ク し てイ ンス ト ールをキャ ンセルで

きるよ う にするには、 ダイアログにコ ン ト ロール ID プロパテ ィ が 2 に設定されているボタ ン コ ン ト ロールを含ま

な く てはな り ません。 詳細については、 「InstallScript を使用し てカス タム ダイアログを実装する」 を参照し て く

ださい。

WaitOnDialog  の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * DefineDialog 関数、 WaitOnDialog 関数、 EndDialog 関数、 そして ReleaseDialog 関数の 

 * デモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは ビ ッ ト マ ッ プを表示するシンプルなカスタムダイアログを

 * 開きます。 ダイアログは次の 3 つのボタ ンで閉じ るこ とが

 * [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ]。

 *

 * このスク リ プ ト で利用される [ カスタム ] ダイアログは、

 * 実際、 ビルト イン関数 SdAskOptions が表示する

 * InstallShield 標準ダイアログです。 このダイアログは

 * インス ト ールで既に圧縮済みのフ ァ イル _isres.dll に保存されているため、

 * カスタム ダイアログと してスク リ プ ト で利用するこ とが 

テーブル 40 • WaitOnDialog のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szDlgName 表示するダイアログの ID を指定し ます。

テーブル 41 • WaitOnDialog の戻り値

戻り値 説明

ダイアログ コ ン ト ロール ID WM_COMMAND メ ッ セージを受け取ったダイアログコ ン ト ロールの ID 。

IDCANCEL (2) このメ ッ セージはダイアログが閉じ る前の合図と し て受け取られます。

DLG_ERR (-1) このメ ッ セージはエラーが発生し た と きに受け取られます。

DLG_INIT (-100) このメ ッ セージはダイアログが表示される直前に受け取られます。
1704 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (U-Z)
 * 表示されます。

 *

 * このダイアログをカスタムダイアログと して利用するためには、

 * DefineDialog を呼び出してそれをスク リ プ ト で定義します。 その後

 * WaitOnDialog を呼び出してダイアログを表示します。 イベン トが

 * ダイアログの処理を終了する と き、 それを閉じ るために EndDialog  が

 * 表示されます。 次いで、 ReleaseDialog への呼び出しによって、

 * メ モリからダイアログがリ リースされます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// ダイアログ ID と コン ト ロール ID。

#define RES_DIALOG_ID  12027  // ダイアログ自身の ID

#define RES_PBUT_NEXT  1  //  [ 次へ ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_CANCEL  9  //  [ キャンセル ] ボタ ンの ID

#define RES_PBUT_BACK 12  //[ 戻る ] ボタ ンの ID

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_WaitOnDialog(HWND);

function ExFn_WaitOnDialog(hMSI)

STRING szDialogName, szDLLName, szDialog;

NUMBER nDialog, nResult, nCmdValue;

BOOL bDone;

HWND hInstance, hwndParent, hwndDlg;

begin

// DefineDialog への 初のパラ メーターと して渡すダイアログの

// 名前を定義します。

szDialogName = "ExampleDialog";

// DefineDialog の 2 番目のパラ メーターは 0 となり ます。

// ｄ ｌ ｌ  が _isres.dll の中にあるためです。

hInstance = 0;

// DefineDialog の 3 番目のパラ メーターは ヌルとなり ます。 インス ト ールは

// _isuser.dll と _isres.dll にあるダイアログを検索します。

szDLLName = "";

// DefineDialog の 5 番目のパラ メーターは 0 となり ます。 なぜなら、

// 4 番目のパラ メーターにある ID によってダイアログが認識されるためです。

szDialog = "";

// この値は保存され、 0 でな く てはな り ません。

hwndParent = 0;

// ダイアログを定義します。 インス ト ールのメ イン ウ ィ ン ドウがダイアログを所有します

// ( パラ メーター 7 内の HWND_INSTALL で表示されます )。

nResult = DefineDialog (szDialogName, hInstance, szDLLName,

RES_DIALOG_ID, szDialog, hwndParent,

HWND_INSTALL, DLG_MSG_STANDARD|DLG_CENTERED);

// エラーをチェ ッ ク します。

if (nResult < 0) then

MessageBox (" ダイアログを定義中にエラーが発生しました。 ", SEVERE);

bDone = TRUE;

abort;
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endif;

 // while ループを制御するのに使われるインジケーターを初期化します。

 bDone = FALSE;

 // 完了するまでループ します。

 repeat

// ダイアログを表示して次のダイアログ イベン ト を戻します。

nCmdValue = WaitOnDialog(szDialogName);

// イベン ト に応答します。

switch (nCmdValue)

case DLG_CLOSE:

// ユーザーがウ ィ ン ドウの [ 閉じ る ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case DLG_ERR:

MessageBox (" ダイアログを表示できませんでした。 セ ッ ト ア ッ プがキャンセルされました。 ", SEVERE);

abort;

case DLG_INIT:

// このダイアログの [ 戻る ]、 [ 次へ ]、 および [ キャンセル ] ボタ ン と有効 / 無効状態を初期化して、 

// 初期化して、 コン ト ロール ID 700-724 および 202 上で %P、 %VS、 %VI を 

// それぞれ IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME、 IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION、 および

// IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION で 置換します。 

//

hwndDlg = CmdGetHwndDlg (szDialogName);

SdGeneralInit(szDialogName, hwndDlg, 0, "");

case RES_PBUT_CANCEL:

// ユーザーが [ キャンセル ] ボタ ンをク リ ッ ク しました。

Do (EXIT);

case RES_PBUT_NEXT:

bDone = TRUE;

case RES_PBUT_BACK:

bDone = TRUE;

endswitch;

until bDone;

// ダイアログを閉じます

EndDialog (szDialogName);

// メ モ リからダイアログを解放します。

ReleaseDialog (szDialogName);

end;

Welcome

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

Welcome 関数は、 エン ド ユーザーへの [ よ う こそ ] メ ッ セージを含むダイアログを表示し ます。
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手続き型スク リ プ ト の場合、 InstallShield によ って Welcome ダイアログのメ ッ セージ テキス ト の 初の段落に製品

名が挿入されるよ う、 Welcome よ り先に SdProductName を呼び出す必要があ り ますイベン ト ベースのスク リ プ ト

の場合は、 SdProductName が、 PRODUCT_NAME 文字列エン ト リ を引数と し て Begin イベン ト よ り先に自動的に呼

び出されます。 SdProductName を使用し て製品名を渡さ ない場合、 InstallShield によ って製品名の代わり にスペー

スが挿入されます。

構文

Welcome (szTitle, nReserved);

パラ メ ーター

戻り値

追加情報

イ ンス ト ール内のこのダイアログまたはその他のダイアログの例を参照するには、 ダイアログサンプ ラーを利用

し ます。 InstallShield の [ ツール ] メ ニューで [InstallScript] をポイ ン ト し て、 [ 標準ダイアログサンプ ラー ] または 

[ スキン適用のダイアログ サンプ ラー ] を ク リ ッ ク し ます。

Welcome  の例

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• InstallScript

• InstallScript MSI

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

テーブル 42 • Welcome のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szTitle このダイアログのタ イ ト ルを指定し ます。 デフ ォル ト のタ イ ト ル ([ よ う こそ ]) 

を表示するには、 このパラ メ ーターでヌル文字列 ("") を渡し ます。

nReserved このパラ メ ーターで 0 ( ゼロ ) を渡し ます。

テーブル 43 • Welcome の戻り値

戻り値 説明

NEXT (1) エン ド ユーザーが、 [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。

BACK (12) エン ド ユーザーが、 [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し たこ と を示し ます。

< 0 Welcome がダイアログを表示できなかったこ と を示し ます。
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 * Welcome 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは、 installation Welcome ダイアログを表示します。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define PRODUCT "ExampleProduct"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_Welcome(HWND);

function ExFn_Welcome(hMSI)

STRING svLogFile;

begin

SdProductName ( PRODUCT );

// よ う こそダイアログを表示します。

if (Welcome ("Welcome ダイアログ ボッ クスの例 ", 0)  0 then

MessageBox ("Welcome ダイアログが失敗しました。 ", SEVERE);

 endif;

end;

WizardDirection

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

WizardDirection 関数は、 オブジ ェ ク ト スク リ プ ト で呼び出され、 メ イ ンのセ ッ ト ア ッ プ ( または親オブジ ェ ク ト ) 

スク リ プ ト で ShowObjWizardPages 関数またはオブジ ェ ク ト の ShowxxxxxUIyyyyy メ ソ ッ ド に対する 後の呼び出

しに渡された引数を報告し ます。

構文

WizardDirection ( );

パラ メ ーター

な し。
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戻り値

追加情報

WizardDirection は、 メ イ ンのセ ッ ト ア ッ プ ( または親オブジ ェ ク ト ) のダイアログ シーケンスからオブジ ェ ク ト の

ダイアログシーケンスに 後に移行し た時点で、 エン ド ユーザーがダイアログ シーケンスで移動し た方向を報告

する こ と を目的と し ています。 詳細は、 「オブジ ェ ク ト のラ ン タ イム UI を作成する」 を参照し て く だ さい。

WriteArrayProperty

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

WriteArrayProperty 関数は、 値が配列の指定プロパテ ィ に値を入力するため、 オブジ ェ ク ト スク リ プ ト で呼び出し

ます。

構文

WriteArrayProperty ( nPropertyBag, szPropertyName, ArrayPointer );

テーブル 44 • WizardDirection の戻り値

戻り値 説明

NEXT メ イ ンのセ ッ ト ア ッ プ ( または親オブジ ェ ク ト ) スク リ プ ト での 

ShowObjWizardPages 関数またはオブジ ェ ク ト の ShowxxxxxUIyyyyy メ ソ ッ ドの

ひとつに対する 後の呼び出し で、 引数と し て NEXT が渡されたこ と を示し ま

す。

BACK メ イ ンのセ ッ ト ア ッ プ ( または親オブジ ェ ク ト ) スク リ プ ト での 

ShowObjWizardPages 関数またはオブジ ェ ク ト の ShowxxxxxUIyyyyy メ ソ ッ ドの

ひとつに対する 後の呼び出し で、 引数と し て BACK が渡されたこ と を示し ま

す。
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パラ メ ーター

戻り値

WriteBoolProperty

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

WriteBoolProperty 関数は、 値がブール値の指定プロパテ ィ に値を入力するため、 オブジ ェ ク ト スク リ プ ト で呼び

出し ます。

構文

WriteBoolProperty ( nPropertyBag, szPropertyName, bPropertyValue );

テーブル 45 • WriteArrayProperty のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nPropertyBag プロパテ ィ の値が保存される、 オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ バッ グオブジ ェ ク ト

への参照を指定し ます

szPropertyName 値を入力するプロパテ ィ の名前を指定し ます。

ArrayPointer 配列プロパテ ィ へのポイ ン ターを指定し ます。

テーブル 46 • WriteArrayProperty の戻り値

戻り値 説明

0 この関数は常にゼロ (0) を返し ます。
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パラ メ ーター

戻り値

WriteBytes
WriteBytes 関数はバイナリ モー ド で開かれたフ ァ イルへ特定のバイ ト 数を書き込みます。 この関数は 現在のフ ァ

イルポイ ン ター位置でバイ ト の書き込みを開始し ます。

メ モ • WriteBytes を呼び出す前に、 OpenFileMode(FILE_MODE_BINARY) を呼び出し てフ ァ イルを開いてから 

OpenFile を呼び出し ます。

パラ メ ーター nIndex は svString へのイ ンデッ クスです。 nBytes はフ ァ イルへ書き込む nIndex の値を超過するバイ

ト 数を指定し ます。 nIndex と nBytes を足し た長さが svString を超える場合、 InstallShield は文字列へのイ ンデッ ク

スから文字列の 後へのバイ ト 数のみを書き込みます。 例えば、 svString  の長さが 100 バイ ト で、 nIndex が 50、

nBytes が 75 の場合、 51 と 100  の間 (75 バイ ト ではな く  50 バイ ト ) のバイ ト のみがフ ァ イルに書き込まれます。

構文

WriteBytes (nFile, svString, nIndex, nBytes);

テーブル 47 • WriteBoolProperty のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nPropertyBag プロパテ ィ の値が保存される、 オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ バッ グオブジ ェ ク ト

への参照を指定し ます 

szPropertyName 値を入力するプロパテ ィ の名前を指定し ます。

bPropertyValue プロパテ ィ の値を指定し ます。

テーブル 48 • WriteBoolProperty の戻り値

戻り値 説明

0 この関数は常にゼロ (0) を返し ます。
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パラ メ ーター

戻り値

WriteBytes  の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * WriteBytes 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * WriteBytes が 呼び出されて会社名をバイナリ フ ァ イルへ書き込みます。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 プ リ プロセッサ定数が、

 *       ターゲッ ト システム上の既存デ ィ レク ト リ を参照するよ う

 *       にします。 スク リ プ トがこのフ ァ イルに

 *      書き込むため、 つま り既存データ をすべて上書きするため、

 *       フ ァ イルを作成するか、 この例で使用する既存の

 *       フ ァ イルのコピーを作成して く ださい。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define EXAMPLE_DIR  "C:\\"

#define EXAMPLE_FILE "ISExampl.bin"

テーブル 49 • WriteBytes のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nFile バイナリ モー ド で開いたフ ァ イルへのフ ァ イルハン ドルを指定し ます。

svString 出力フ ァ イルへ書き込むバイ ト を含む文字列変数を指定し ます。

nIndex svString へのイ ンデッ クスを指定し ます。 この位置で始まるバイ ト は出力フ ァ

イルに書き込まれます。 初めのバイ ト はイ ンデッ クス位置 0 です。

nBytes 出力フ ァ イルに書き込むバイ ト 数を指定し ます。

テーブル 50 • WriteBytes の戻り値

戻り値 説明

X Ｘ  は実際に書き込まれたバイ ト 数を表し ます。

< 0 関数がバイ ト を書き込むこ とができなかったこ と を示し ます。
1712 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (U-Z)
// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_WriteBytes(HWND);

function ExFn_WriteBytes(hMSI)

STRING  szQuestion, svCompany[28];

NUMBER  nFileHandle, nOffset, nIndex, nBytes;

begin

// フ ァ イルのオープン モード を設定します。

OpenFileMode (FILE_MODE_BINARY);

// フ ァ イルを開いてフ ァ イル ハン ドルを取得します。

if (OpenFile (nFileHandle, EXAMPLE_DIR, EXAMPLE_FILE)  0) then

MessageBox(" フ ァ イルを開 く こ とができません。 ", SEVERE);

abort;

endif;

// ユーザーに対して会社名を問い合わせます。

szQuestion = " 会社名を入力して く ださい。 ; 入力できる 大文字数は " +

 "27 文字です。 ";

AskText (szQuestion, "My Software Company", svCompany);

// フ ァ イルポイン ターをフ ァ イルの 初から 15 バイ ト移動させます。

nOffset = 15;

SeekBytes (nFileHandle, nOffset, FILE_BIN_START);

// 会社名をフ ァ イルに書き込みます。

nIndex = 0;

nBytes = 27;

if (WriteBytes (nFileHandle, svCompany, nIndex, nBytes)  0) then

MessageBox ("WriteBytes が失敗しました。 ", SEVERE);

else

MessageBox (" バイ ト がフ ァ イルに書き込まれました。 ", INFORMATION);

endif;

// フ ァ イルを閉じます。

CloseFile (nFileHandle);

end;

WriteLine
WriteLine は追加モー ド で開いたテキス ト フ ァ イルへテキス ト の行を書き込みます。 初に OpenFileMode を利用し

てフ ァ イル モー ド を追加モー ド に設定し な く てはな り ません。 そし て WriteLine を呼び出す前に CreateFile を使っ

てフ ァ イルを作成するか、 OpenFile を使ってフ ァ イルを開きます。 この関数はフ ァ イルの 後に行を配置し ます。

WriteLine は、 末尾に改行文字や復帰改行文字を もつ行を作成し ます。 バイナ リ フ ァ イルへ書き込むには、

WriteBytes を利用し ます。

注意 • この関数は読み取り専用モー ド で開いたフ ァ イルでは利用できません。
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構文

WriteLine ( nvFileHandle, szLine );

パラ メ ーター

戻り値

WriteLine  の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

テーブル 51 • WriteLine のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nvFileHandle 開いたフ ァ イルのフ ァ イルハン ドルを指定し ます。ハン ドルは OpenFile または 

CreateFile から取得し ます。

szLine フ ァ イルへ書き込むテキス ト を含む文字列を指定し ます。

メ モ • 単一引用符を使って文字列を区切る こ と で、 二重引用符を文字列の内部

に埋め込むこ とができます。 た と えば、 文字列 “ この文字列は二重 “ 引用符 ” 

を含みます。 ” を書き込むには、 次のコー ド を利用する こ とができます。

WriteLine(nvFileHandle, ' この文字列は二重 “ 引用符 ” を含みます。 ');

注意 • szLine で渡す文字列に newline 文字を埋め込んで複数行を書き込まないで

下さい。 次のコー ドは、 印刷不可能な文字を "one" および "This" の間に利用し

て文字列をひとつの行と し て書き込みます。

szString = " これは第 1 行 \n これは第 2 行 ";    WriteLine(nvFileHandle, szString);

WriteLine への一度の呼び出し で 2 行書き込むには、 改行と newline を ( この順

序で ) 埋め込まな く てはな り ません。

szString = " これは第 1 行 \r\n これは第 2 行 ";

テーブル 52 • WriteLine の戻り値

戻り値 説明

0 関数がフ ァ イルへ行を書き込んだこ と示し ます。

< 0 関数がフ ァ イルへ行を書き込むこ とができなかったこ と を示し ます。
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/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * CreateFile 関数と WriteLine 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * 文字列を保存するフ ァ イルを作成するため Createfile が呼び出されます。 その後

 * 文字列は WriteLine 関数によってフ ァ イルに書き込まれます。

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を実行する前に、 プ リ プロセッサ定数が、

 *       EXAMPLE_DIR を設定して、 ターゲッ ト システム上の既存の

 *       デ ィ レク ト リ を参照するよ うにします。 EXAMPLE_FILE で、

 *       指定したフ ァ イルが既に存在する場合

 *       それが上書き されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define EXAMPLE_DIR  "C:\\"

#define EXAMPLE_FILE "ISExampl.txt"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_WriteLine(HWND);

function ExFn_WriteLine(hMSI)

STRING szTitle, szMsg;

NUMBER nvFileHandle;

begin

// フ ァ イル モード を追加に設定します。

OpenFileMode (FILE_MODE_APPEND);

// 新規フ ァ イルを作成して開いた状態にします。

if (CreateFile (nvFileHandle, EXAMPLE_DIR, EXAMPLE_FILE)  0) then

// エラーを報告します。

MessageBox ("CreateFile が失敗しました。 ", SEVERE);

abort;

else

// フ ァ イルへ書き込むメ ッセージを設定します。

szMsg = " この行は、 サンプル InstallShield スク リ プ ト によって追加されました。 ";

// フ ァ イルへメ ッセージを追加します。

if (WriteLine(nvFileHandle, szMsg) < 0) then

// エラーを報告します。

MessageBox ("WriteLine が失敗しました。 ", SEVERE);

else

// 成功を報告します。

szTitle = "CreateFile & WriteLine";

szMsg = " 作成に成功し、 %s へ書き込みました。 ";

SprintfBox (INFORMATION, szTitle, szMsg, EXAMPLE_FILE);

endif;

endif;

// フ ァ イルを閉じます。

CloseFile (nvFileHandle);

end;
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WriteNumberProperty

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

WriteNumberProperty 関数は、 値が数値の指定プロパテ ィ に値を入力するため、 オブジ ェ ク ト スク リ プ ト で呼び出

し ます。

構文

WriteNumberProperty ( nPropertyBag, szPropertyName, nPropertyValue );

パラ メ ーター

戻り値

WriteProfInt

ヒ ン ト • すべての INI フ ァ イルへの変更は、 IDE の [INI フ ァ イル ] ビ ューで行います。 この方法ですべての INI フ ァ

イルの変更を処理する と、 Windows Installer サービスを通し たク リーンアン イ ンス ト ールが可能と な り ます。

WriteProfInt 関数は、 整数値をキーに割り当てるプロ フ ァ イル文字列を挿入または更新し て .ini フ ァ イルを修正し

ます。 次の重要な点があ り ます。

• Windows による フ ァ イル変更点のキャ ッ シュ方法の為、 WriteProfString への呼出の後にキャ ッ シュバッ フ ァー

を フ ラ ッ シュする必要があ り ます。

• .ini フ ァ イルに加えた変更は、 アン イ ンス ト ール用にログ記録する こ とができます。

• 文字列値を .ini フ ァ イルへ書き込むには、 代わり に WriteProfString を呼び出し ます。

• System.ini フ ァ イルを修正する場合には AddProfString 関数と ReplaceProfString 関数を利用し ます。

テーブル 53 • WriteNumberProperty のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nPropertyBag プロパテ ィ の値が保存される、 オブジ ェ ク ト

のプロパテ ィ バッ グオブジ ェ ク ト への参照を

指定し ます

szPropertyName 値を入力するプロパテ ィ の名前を指定し ます。

nPropertyValue プロパテ ィ の値を指定し ます。

テーブル 54 • WriteNumberProperty の戻り値

戻り値 説明

0 この関数は常にゼロ (0) を返し ます。
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構文

WriteProfInt ( szFileName, szSectionName, szKeyName, iValue );

パラ メ ーター

戻り値

追加情報

• WriteProfInt 関数は、 Windows API WritePrivateProfileString を利用し て .ini フ ァ イルにアクセス し ます。 し た

がって、 その機能は Windows API が提供する機能に制限されます。 .ini フ ァ イルに関する さ らに詳しい情報は 

Microsoft マニュアルを参照し て く だ さい。 

テーブル 55 • WriteProfInt のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFileName .ini フ ァ イルの名前を指定し ます。 フ ァ イル名が非完全修飾名 ( ド ラ

イブ指定とパスが含まれていない ) の場合、 InstallShield は Windows 

フ ォルダーのフ ァ イルを検索し ます。 フ ァ イルが存在し ないと、 指

定のフ ォルダーに作成されます。 パスがフ ァ イル名に含まれていな

い場合、 フ ァ イルは Windows フ ォルダーに作成されます。 フ ァ イル

名が、 存在し ないパス名で修飾されている と、 WriteProfInt は失敗し

ます。

szSectionName szKeyName が挿入されるまたは変更される .ini フ ァ イルセクシ ョ ン

の名前を指定し ます。 こ こ で指定するセクシ ョ ン名は、角括弧 ( [ ] ) 

で囲まないで く だ さい。 この名前の検索は大文字と小文字を区別し

ません。

szKeyName 更新する固有キーを指定し ます。 更新するキーが指定されたセク

シ ョ ンに存在し ない場合は、 それが作成されます。

メ モ • .ini フ ァ イルからセクシ ョ ン全体を削除するには、 szKeyName 

にヌル文字列 ("") を渡し ます。 .ini フ ァ イルのセクシ ョ ンから単数

または複数のキーを削除するには、 WriteProfString を利用し ます。

iValue szKeyName が認識し た固有のキーへ割り当てる整数値を指定し ま

す。

テーブル 56 • WriteProfInt の戻り値

戻り値 説明

0 関数が指定し た .ini フ ァ イルを更新し たこ と を示し ます。

< 0 関数が指定し た .ini フ ァ イルを更新できなかったこ と を示し ます。
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• Windows 95 またはそれ以降は、 指定し たフ ァ イルへの変更の書き込みを遅らせる .ini フ ァ イルをキャ ッ シュ し

ます。 この結果、 CopyFile や XCopyFile への呼出など、 後に続 く フ ァ イル操作に影響する場合があり ます。 し

たがって、 直後にフ ァ イル操作を行う場合、 WriteProfInt を利用し た後はキャ ッ シュバッ フ ァーを フ ラ ッ シュ

する必要があ り ます。 単純に、 ヌルパラ メ ーターと一緒に WriteProfInt を呼び出し て、 次に示すよ う に 

Windows 95 またはそれ以降でデータ を .ini フ ァ イルへ直接書き込むよ う強制し ます : 

WriteProfInt ("c:\\Test.ini", "Windows", "KeyboardDelay", 100);    WriteProfInt ("", "", "", 0); // 初の 3 つのパラ メーターのヌル文字

列    //CopyFile はこれで更新フ ァ イルにアクセスできます。 .CopyFile ("c:\\test.ini", "d:\\test.ini");

WriteProfInt  の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * WriteProfInt 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは Windows デ ィ レク ト リの初期化フ ァ イルにある

 * 整数値を更新します。 フ ァ イルが存在しない場合は、

 * 作成されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// 初期化フ ァ イル名を定義します。

#define EXAMPLE_INI WINDIR^"ISExampl.ini"

// 初期化アイテムと、 その新規値を定義します。

#define    SECTION  "Windows"

#define    KEYNAME  "OurAppVal"

#define    KEYVAL   0

 

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_WriteProfInt(HWND);

function ExFn_WriteProfInt(hMSI)

begin

// 初期化フ ァ イルのフ ィ ールド を更新します。

if (WriteProfInt (EXAMPLE_INI, SECTION, KEYNAME, KEYVAL) 0 ) then

// エラーを報告します。

SprintfBox (SEVERE, "WriteProfString",

 "%s は更新できませんでした ", EXAMPLE_INI);

else

// 成功を報告します。

SprintfBox (INFORMATION, "WriteProfString",

 "%s が修正されました。 ", EXAMPLE_INI);

endif;
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end;

WriteProfString
WriteProfString 関数は、 .ini フ ァ イルのプロ フ ァ イル文字列を書き込みます。 WriteProfString へ渡される値に従い、

セクシ ョ ンの作成、 セクシ ョ ン全体の削除、 固有の KEY=VALUE エン ト リの作成、 KEY=VALUE エン ト リの削除、

またはキーの値の更新を行う こ とができます。

次の重要な点があ り ます。

• 整数値を .ini フ ァ イルへ書き込むには、 代わり に WriteProfInt を呼び出し ます。 

• System.ini フ ァ イルを修正する場合には AddProfString 関数と ReplaceProfString 関数を利用し ます。 

• .ini フ ァ イルに加えた変更は、 アン イ ンス ト ール用にログ記録する こ とができます。 ただ し、 い く つかの重要

な制限事項があ り ます。 詳細は、 「 初期設定 (.ini) フ ァ イルエン ト リのアン イ ンス ト ール」 を参照し て く ださ

い。

• WriteProfString は Windows API WritePrivateProfileString を利用し て .ini フ ァ イルにアクセス し ます。 し たがっ

て、 その機能は Windows API が提供する機能に制限されます。 .ini フ ァ イルに関する さ らに詳しい情報は 

Windows プログラムマニュアルを参照し て く ださい。 

• Windows は指定し たフ ァ イルへの変更の書き込みを遅らせる .ini フ ァ イルをキャ ッ シュ し ます。 この結果、

CopyFile や XCopyFile への呼出など、 後に続 く フ ァ イル操作に影響する場合があり ます。 し たがって、 直後に

フ ァ イル操作を行う場合、 WriteProfString を利用し た後はキャ ッ シュバッ フ ァーを フ ラ ッ シュする必要があり

ます。 単純に、 ヌルパラ メ ーターで WriteProfString を呼び出し て、 Windows が即座に .ini フ ァ イルへデータの

書き込みを行う様に強制ます。 

WriteProfString ("C:\\Test.ini", "Windows", "KeyboardDelay", "100");

WriteProfString ("", "", "", ""); // 全 4 つのパラ メーター用のヌル文字列

// CopyFile はこれで更新されたフ ァ イルにアクセスできます。 CopyFile ("C:\\Test.ini", "C:\\Temp\\Test.ini");

構文

WriteProfString ( szFileName, szSectionName, szKeyName, szValue );
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パラ メ ーター

戻り値

WriteProfString  の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

テーブル 57 • WriteProfString のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szFileName .ini フ ァ イルの名前を指定し ます。 フ ァ イル名が非完全修飾名 (

ド ラ イブ指定とパスが含まれていない ) の場合、 InstallShield は

Windows フ ォルダーのフ ァ イルを検索し ます。 フ ァ イルが存在し

ないと、 指定のフ ォルダーに作成されます。 パスがフ ァ イル名

に含まれていない場合、 フ ァ イルは Windows フ ォルダーに作成

されます。 フ ァ イル名が、 存在し ないパス名で修飾されている

と、 WriteProfString は失敗し ます。

szSectionName szKeyName を検索する、 .ini フ ァ イルセク シ ョ ン名を指定し ま

す。 こ こ で指定するセクシ ョ ン名は、 角括弧 ( [ ] ) で囲まないで

く だ さい。 この名前の検索は大文字と小文字を区別し ません。

szKeyName 更新するまたは削除する固有キーを指定し ます。 更新するキー

が存在し ない場合は、 それが作成されます。 こ こ で指定された

キーを削除するには、 szValue にヌル文字列 ("") を渡し ます。

szSectionName が指定するセクシ ョ ン全体並びにそこに含まれる

すべてのエン ト リ を削除するには、 このパラ メ ーターでヌル文

字列 ("") を渡し ます。

szValue szKeyName が認識し た固有のキーへ割り当てる値を指定し ます。

キーを削除するには、 このパラ メ ーターにヌル文字列 ("") を渡

し ます。 キーそのものは保持し てキーの値のみを削除するには、

このパラ メ ーターで空白スペースを渡し ます。

テーブル 58 • WriteProfString の戻り値

戻り値 説明

0 関数が指定し た .ini フ ァ イルへ文字列を書き込んだこ と示し ま

す。

< 0 関数が指定し た .ini フ ァ イルへ文字列を書き込むこ とができな

かったこ と を示し ます。
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/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * WriteProfString 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * このスク リ プ トは Windows デ ィ レク ト リの初期化フ ァ イルのフ ィ ールド を

 * 更新します。 フ ァ イルが存在しない場合は、 作成されます。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

// 初期化フ ァ イル名を定義します。

#define EXAMPLE_INI WINDIR ^ "ISExampl.ini"

// 初期化アイテムと、 その新規値を定義します。

#define    SECTION  "Windows"

#define    KEYNAME  "Keyboard"

#define    KEYVALUE "English"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_WriteProfString(HWND);

function ExFn_WriteProfString(hMSI)

begin

// 初期化フ ァ イルのフ ィ ールド を更新します。

if (WriteProfString (EXAMPLE_INI, SECTION, KEYNAME, KEYVALUE)  0) then

// エラーを報告します。

SprintfBox (SEVERE, "WriteProfString",

 "%s は更新できませんでした ", EXAMPLE_INI);

else

// 成功を報告します。

SprintfBox (INFORMATION, "WriteProfString", "%s が修正されました。 ", EXAMPLE_INI);

endif;

end;

WriteStringProperty

プロジ ェ ク ト • この情報は、 InstallScript プロジ ェ ク ト に適用し ます。

WriteStringProperty 関数は、 値が文字列の指定プロパテ ィ に値を入力するため、 オブジ ェ ク ト スク リ プ ト で呼び出

し ます。

構文

WriteStringProperty ( nPropertyBag, szPropertyName, szPropertyValue );
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戻り値

XCopyFile
XCopyFile 関数は、 1 つまたは複数のフ ァ イルを ソースデ ィ レ ク ト リから ターゲッ ト デ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます。

この関数は、 必要な場合にターゲッ ト  デ ィ レ ク ト リ を作成およびログ記録し ます。 この関数は、 フ ァ イルだけで

な く 、 サブデ ィ レ ク ト リ も コ ピーできます。 INCLUDE_SUBDIR 定数が nOp パラ メ ーターに渡された場合、

XCopyFile は必要に応じ て ターゲッ ト  デ ィ レ ク ト リ上にサブデ ィ レ ク ト リ を作成し ます。

この関数を使って、 フ ァ イルを WINSYSDIR64 に転送する場合、 まず WOW64FSREDIRECTION を使用し てフ ァ イル 

システムのリ ダイ レ ク ト を無効にする必要があ り ます。 無効化を し ない場合、 WINSYSDIR64 に転送される フ ァ イ

ルは不適切に 32 ビ ッ ト  SysWOW64 システムフ ォルダーにリ ダイ レ ク ト されます。 イ ンス ト ールが利用する可能

性のある Windows 機能にはフ ァ イル システム リ ダイ レ ク ト を有効にし てお く 必要があるため、 Windows ド キュ メ

ンテーシ ョ ンではリ ダイ レ ク ト を無効にするのはそれが必要な場合のみにと どめる こ とが推奨されています。 必

要なフ ァ イルを WINSYSDIR64 へ転送し終わったら、 直ちにシステム フ ァ イルのリ ダイ レ ク ト を有効にする こ と を

お勧めし ます。 詳し く は、 「64 ビ ッ ト  オペレーテ ィ ング システムを InstallScript イ ンス ト ールで ターゲッ ト にす

る」 を参照し て く だ さい。

XCopyFile を使ってフ ァ イルの名前を変更する こ とはできません。 フ ァ イルコ ピー中にフ ァ イル名を変更するに

は、 CopyFile 関数を使用し て く ださい。

ヒ ン ト • コ ピーの 中にステータ スダイアログが表示される場合は、 XCopyFile 関数を呼び出す前に Disable 関数を

利用し て [ キャ ンセル ] ボタ ンを無効にする こ とが、 強 く 推奨されます。 [ キャ ンセル ] ボタ ンを無効にし なかっ

た場合で、 エン ド ユーザーがフ ァ イルのコ ピー操作を途中でキャ ンセルし た場合、 OnCancelling イベン ト ハン ド

ラーは呼び出されません。 その代わり、 フ ァ イルのコ ピー操作はエラー コー ド を戻し ます。 この場合、 スク リ プ

ト によ って適切なイベン ト を呼び出し てから フ ァ イルのコ ピー操作を再開する必要があり ます。 Enable と Disable 

関数を利用し て [ キャ ンセル ] ボタ ンを有効および無効にする こ とができます。

テーブル 59 • WriteStringProperty のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

nPropertyBag プロパテ ィ の値が保存される、 オブジ ェ ク ト

のプロパテ ィ バッ グオブジ ェ ク ト への参照を

指定し ます 

szPropertyName 値を入力するプロパテ ィ の名前を指定し ます。

szPropertyValue プロパテ ィ の値を指定し ます。

テーブル 60 • WriteStringProperty の戻り値

戻り値 説明

0 この関数は常にゼロ (0) を返し ます。
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メ モ • 完全修飾でないフ ァ イル名を使用し て、 XcopyFile を使用中に SRCDIR と TARGETDIR の値を設定する場合、

XCopyFile を呼び出す前に VarSave を使って現在の値を保存し、 それから VarRestore を使って復元し て く だ さい。

構文

XCopyFile ( szSrcFile, szTargetPath, nOp );
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 1723



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (U-Z)
パラ メ ーター

テーブル 61 • XCopyFile のパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

szSrcFile コ ピーする フ ァ イルを指定し ます。 指定のフ ァ イルが完全修飾名、 つま りパス

が含まれる場合、 XCopyFile はフ ァ イルを指定の場所から コ ピーし ます。

szSrcFile に完全修飾名ではないフ ァ イル名が含まれ、 パス情報がない場合、

XCopyFile は SRCDIR システム変数によ って識別されたデ ィ レ ク ト リから コ

ピーし ます。 複数のフ ァ イルを コ ピーするには、 このパラ メ ーターでワイルド

カー ド文字を使って く だ さい。

このパラ メ ーターでは、 有効な URL を指定できます。 CGI または ASP 要求 (

た と えば、 "http://www.mydomain.net/login.asp?name=Me&pwd=wow") を渡す場

合、 その応答は szTargetPath パラ メ ーターで指定されたフ ァ イルへ送られま

す。 URL を渡すと き、 ワイルド カー ド文字を含まないで下さい。 URL が有効か

ど うかを確認するには、 次を呼び出し ます :

Is (VALID_PATH, szURL);

szTargetPath szSrcFile で指定されたフ ァ イルのコ ピー先デ ィ レ ク ト リ を指定し ます。 このパ

ラ メ ーターにヌル文字列 ("") が含まれる場合、 フ ァ イルはシステム変数 

TARGETDIR (InstallScript イ ンス ト ールの場合 ) または INSTALLDIR ( 基本の MSI 

および InstallScript MSI イ ンス ト ールの場合 ) が指定するデ ィ レ ク ト リ にコ ピー

されます。

このパラ メ ーターで URL は指定できません。 こ こで指定し ても、 関数が失敗し

て ISERR_INVALID_ARG を戻し ます。
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nOp 実行する コ ピー操作の種類を指定し ます。 このパラ メ ーターに、 あらかじめ定

義されている以下の定数のう ちの 1 つを渡し ます。 複数のオプシ ョ ンを指定す

るには、 定数と OR (|) 演算子を組み合わせます。

• COMP_NORMAL— フ ァ イルを ターゲッ ト システムにコ ピーし、 既に存在す

る同じ名前のフ ァ イルをその日付、 時間、 バージ ョ ン情報にかかわらず、

更新し ます。

• COMP_UPDATE_SAME— ソースフ ァ イルの日付、 時間、 バージ ョ ンが、

ターゲッ ト フ ァ イルと同じ であっても更新し ます。 この定数と一緒に、

COMP_UPDATE_DATE か COMP_UPDATE_VERSION を指定する必要があ り ま

す。 怠った場合、 この定数は無視されます。

• COMP_UPDATE_DATE— フ ァ イルの日時に基づいてフ ァ イルを更新し ます。

この定数は、 ソースフ ァ イルがターゲッ ト フ ァ イルよ り新しい場合にフ ァ

イルを更新し ます。

• COMP_UPDATE_VERSION— フ ァ イル バージ ョ ンに基づいてフ ァ イルを更新

し ます。 この定数は、 ソースフ ァ イルがターゲッ ト フ ァ イルよ り新しい場

合にフ ァ イルを更新し ます。 ソースフ ァ イルにも ターゲッ ト フ ァ イルにも

フ ァ イルバージ ョ ンが存在し ない場合には、 その日付と時間を比較し ま

す。 どち らか 1 つのフ ァ イルのバージ ョ ンが存在し ない場合、 InstallShield 

はバージ ョ ン情報を含むフ ァ イルが新しいフ ァ イルとみな されます。

• SELFREGISTER— 「非バッ チ メ ソ ッ ド」 で自己登録フ ァ イルを イ ンス ト ー

ルし た と きに、 自己登録処理をただちに実行し ます。

Enable (SELFREGISTERBATCH) を呼び出すと、 自己登録フ ァ イルは登録

キューに配置されます。 「バッ チ メ ソ ッ ド」 で自動登録フ ァ イルを イ ンス

ト ールし た場合には、 Do (SELFREGISTRATIONPROCESS) を呼び出し た と

きにフ ァ イルは登録されます。

SELFREGISTER オプシ ョ ン と SHAREDFILE オプシ ョ ンは、常にビ ッ ト 単位 

OR 演算子 ( | ) でつなげて一緒に使用し ます。

• SHAREDFILE—XCopyFile がすべてのフ ァ イルを共有フ ァ イルと し て扱う よ

う にし、 Windows またはシステムが再起動された と きに更新するロ ッ ク さ

れた .dll および .exe フ ァ イルを記録する こ と で、 ロ ッ ク されたフ ァ イルと

共有フ ァ イルの処理を組み合わせます。 詳細については、 「RebootDialog」

および 「SdFinishReboot」 を参照し て く だ さい。

SHAREDFILE オプシ ョ ンを使う と、 XCopyFile はすべてのフ ァ イルを共有

フ ァ イルと し て処理し、 フ ァ イルがターゲッ ト  デ ィ レ ク ト リ に存在し て、

0 よ り大きい参照カウン ターを持つ場合、 レジス ト リ参照カウン ト を 1 増

やし ます。 共有フ ァ イルがターゲッ ト デ ィ レ ク ト リ に存在せず、 参照カウ

ン ターがない場合、 イ ンス ト ール はカウン ターを作成し て 1 に設定し ま

す。 共有フ ァ イルがターゲッ ト  デ ィ レ ク ト リ に存在するが、 参照カウン

ターがない場合、 イ ンス ト ール はカウン ターを作成し て、 アン イ ンス ト ー

ル中に誤って削除されないよ う に、 これを 2 に初期化し ます。

テーブル 61 • XCopyFile のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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• LOCKEDFILE—Windows またはシステムを再起動し た と きに、 更新するロ ッ

ク された .dll および .exe フ ァ イルが XCopyFile 関数によ って記録されます。

ロ ッ ク されたフ ァ イルとは、 イ ンス ト ールによ ってフ ァ イルのアクセスま

たは更新が試行された と きに、 アプ リ ケーシ ョ ンまたはシステムで使用さ

れている フ ァ イルのこ と です。 LOCKEDFILE オプシ ョ ンは、 SHAREDFILE 

と同じ よ う に機能し ます。 ただ し、 LOCKEDFILE ではレジス ト リ エン ト リ

を作成し た り レジス ト リ参照カウン ターを変更する こ とはできません。

SHAREDFILE オプシ ョ ンを使用し ている時に LOCKEDFILE オプシ ョ ンを使

用する こ とはできません。 スク リ プ ト の作成者がレジス ト リ エン ト リ およ

び参照カウン ターを必要と し ない非共有フ ァ イル ( シ ェル拡張子など ) も

い く つかあり ます。 これらのフ ァ イルはアプ リ ケーシ ョ ンによ ってアン イ

ンス ト ールされないかぎ り、 絶対にアンイ ンス ト ールし ないで く だ さい。

LOCKEDFILE を使用する と、 ロ ッ ク された非共有フ ァ イルを XCopyFile で

処理する こ とができます。

• EXCLUDE_SUBDIR— ソースパスに含まれるサブデ ィ レ ク ト リ を除外し ます。

空のサブデ ィ レ ク ト リはコ ピーされません。

• INCLUDE_SUBDIR— ソースパスのサブデ ィ レ ク ト リ も コ ピーされなければ

ならないよ う に指定し ます。

• CLEAR_FILE_ATTR— コ ピーされたフ ァ イルの属性を ク リ アするよ う に指定

し ます。 このパラ メ ーターを使用する と、 ターゲッ ト  フ ォルダーのフ ァ イ

ルには、 デフ ォル ト で設定されたフ ァ イルの属性がどれも適用されませ

ん。 このパラ メ ーターを使用し ない場合、 XCopyFile はコ ピーされたフ ァ

イルに対し て元のフ ァ イルの属性を使用し ます。

テーブル 61 • XCopyFile のパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
1726 社外秘 ISP-2300-RG00 InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド



InstallScript Language Reference

ビル ト イ ン関数 (U-Z)
戻り値

追加情報

WriteProfString で .ini フ ァ イルを変更後、 XCopyFile を利用する前にキャ ッ シュのバッ フ ァーを フ ラ ッ シュ し な く

てはな り ません。 すべての .ini フ ァ イルはキャ ッ シュ されます。 この動作の結果、 指定されたフ ァ イルへの変更の

書き込みが遅れる こ とがあ り ます。 これは、 後続のフ ァ イル操作を妨げる こ とがあり ます。 単純にヌルパラ メ ー

ターで WriteProfString を呼び出し て、 以下の通り Windows が即座に .ini フ ァ イルへデータの書き込みを行う様に強

制し ます。

WriteProfString ("C:\\Test.ini", "Windows", "KeyboardDelay", "100");

// 全 4 つのパラ メーター用のヌル文字列 ("")

WriteProfString ("", "", "", "");

// XCopyFile はこれで更新されたフ ァ イルにアクセスできます。

XCopyFile ("C:\\Test.ini", "C:\\Temp", EXCLUDE_SUBDIR);

XCopyFile  の例

メ モ • 基本の MSI セ ッ ト ア ッ プでこの関数を呼び出すには、 まずエン ト リーポイ ン ト 関数用のカス タムアクシ ョ

ンを作成し、 シーケンスで、 またはダイアログのコ ン ト ロールイベン ト の結果と し てカス タムアクシ ョ ンを実行

し てから、 リ リースをビルド し ます。

/*--------------------------------------------------------------*\

 *

 * InstallShield スク リ プ トの例

 *

 * XCopyFile 関数のデモンス ト レーシ ョ ンを行います。

 *

 * XCopyFile への 初の呼出は、 日付、 時刻、 バージ ョ ンに関わらず

 * すべてのテキス ト フ ァ イルをコピーします。

 *

 * 2 番目の呼出ではプログラムフ ァ イルをコピーし、 これらのフ ァ イルを配置するための

 * サブデ ィ レク ト リ を作成します。

 *

 * 3 番目の呼び出しでは、 日付に基づいてテンプレー ト フ ァ イルをコピーし、

 * ソースフ ァ イルと同じまたは以前の日付を持つターゲッ ト フ ァ イルを

 * 上書き します。

 *

 * 4 番目の呼び出しでは、 バージ ョ ン番号に基づいてサンプルフ ァ イルをコピーし、

テーブル 62 • XCopyFile の戻り値

戻り値 説明

0 関数の実行によ ってフ ァ イルが無事コ ピーされたこ と を示し ます。

ISERR_INVALID_ARG 無効な引数が関数へ渡されたこ と を示し ます。

その他すべての負の値 関数がフ ァ イルを コ ピーできなかったこ と を示し ます。

大きな負の戻り値と関連付けられたエラー メ ッ セージテキス ト を取得する こ と

ができます。 た と えば、 FormatMessage を呼び出し た場合の -2147024891 

(0x80070005) です。
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 * 古いバージ ョ ン番号を持つターゲッ ト フ ァ イルを上書き します。

 *

 *

 * メ モ : このスク リ プ ト を適切に実行するため、

 *       プ リ プロセッサ定数を ターゲッ ト システムの有効なフ ァ イル名

 *       とパスへ設定しな く てはなり ません。

 *

\*--------------------------------------------------------------*/

#define SDIR "C:\\ISExampl\\Source\\"

#define SDIR_PROGRAM "C:\\ISExampl\\Source\\Program\\"

#define SDIR_TEMPLATE "C:\\ISExampl\\Source\\Template\\"

#define SDIR_SAMPLES "C:\\ISExampl\\Source\\Samples\\"

#define TDIR "C:\\ISExampl\\Target\\"

// ビル ト イン InstallScript 関数プロ ト タ イプに Ifx.h を含みます。

#include "Ifx.h"

export prototype ExFn_XCopyFile(HWND);

function ExFn_XCopyFile(hMSI)

STRING szSrcFile;

NUMBER nResult;

begin

// ソースフ ァ イルのフ ァ イル指定へ変数を設定します。

szSrcFile = "*.txt";

// ソースデ ィ レク ト リのすべてのテキス ト フ ァ イルを

// ターゲッ ト デ ィ レク ト リへコピーします。

if (XCopyFile (SDIR ^ szSrcFile, TDIR ^ "*.*", COMP_NORMAL) < 0) then

MessageBox ("XCopyFile が失敗しました ", SEVERE);

else

MessageBox (" テキス ト フ ァ イルがコピーされました。 ", INFORMATION);

endif;

// 新しい変数を設定します。

szSrcFile = "*.*";

// ソースサブデ ィ レク ト リにあるすべてのプログラムフ ァ イルを

// ターゲッ ト デ ィ レク ト リのサブデ ィ レク ト リへコピーします。

if (XCopyFile (SDIR_PROGRAM ^ szSrcFile, TDIR ^ "PROGRAM" ^ "*.*", 

INCLUDE_SUBDIR) < 0) then

MessageBox ("XCopyFile が失敗しました ", SEVERE);

else

MessageBox (" プログラムフ ァ イルがコピーされました。 ", INFORMATION);

endif;

// ソースサブデ ィ レク ト リにあるすべてのテンプレー ト を

// ターゲッ ト デ ィ レク ト リのサブデ ィ レク ト リへコピーします。

if (XCopyFile (SDIR_TEMPLATE ^ szSrcFile, TDIR ^ "TEMPLATE" ^ "*.*",

COMP_UPDATE_SAME | COMP_UPDATE_DATE)  0) then

MessageBox ("XCopyFile が失敗しました ", SEVERE);

else

MessageBox (" テンプレー ト フ ァ イルがコピーされました。 ", INFORMATION);

endif;

// ソース サブデ ィ レク ト リ内のすべてのサンプルフ ァ イルを
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ビル ト イ ン関数 (U-Z)
// ターゲッ ト デ ィ レク ト リのサブデ ィ レク ト リへコピーします。

if (XCopyFile (SDIR_SAMPLES ^ szSrcFile, TDIR ^ "SAMPLES" ^ "*.*",

COMP_UPDATE_VERSION) < 0) then

MessageBox ("XCopyFile が失敗しました ", SEVERE);

else

MessageBox (" サンプルフ ァ イルがコピーされました。 ", INFORMATION);

endif;

end;
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記号
< 演算子 515

<= 演算子 515

^ 演算子 508, 511, 518

__FILE__ 279

__LINE__ 279

_FONTFILEINFO 289

_isres.dll 337

_isuser.dll 822

_MAX_PATH 278

! 演算子 514

!= 演算子 515

. 演算子 515

.swf 1193

フ ァ イル

削除 738

@ 演算子 294, 518

* 演算子 508, 514

/ 演算子 508

& 演算子 299, 511

&& 演算子 514

#define 368

#elif 369

#error 369

#if...#else...#endif 369

#ifdef 370

#ifndef 370

#include 371

#undef 372

#warning 372

% 演算子 518

% 記号 62

+ 演算子 508, 513, 518

- 演算子 508

= 演算子 515

-> 演算子 519

> 演算子 515

>= 演算子 515

>> 演算子 511

| 演算子 511

|| 演算子 514

~ 演算子 511

数字
16 進値 62

2 次シ ェル 1046

A
abort 65

AddFolderIcon 529

AddFolderIcon の例 532, 533, 534, 535

AddProfString 537

AddProfString の例 539

ADDREMOVE 312

ADDREMOVE_COMBINEDBUTTON 313

ADDREMOVE_HIDECHANGEOPTION 313

ADDREMOVE_HIDEREMOVEOPTION 313

ADDREMOVE_STRING_REMOVEONLY 313

ADDREMOVE_SYSTEMCOMPONENT 314

AdminAskPath 540

AdminAskPath の例 541

ADMINUSER、 InstallScript 変数 320

AFTER 79, 1064

After Data Move ハン ド ラー 404

ALLCONTENTS 80, 736

ALLCONTROLS 80, 704

ALLUSERS
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InstallScript 変数 314

AND 演算子 514

APPEND 80, 941

Arrays 306

ASCII 文字

エスケープ シーケンスを使って表示 60

ASKDESTPATH 80

AskDestPath 542

AskDestPath の例 544

ASKOPTIONS 80

AskOptions 544

AskOptions の例 547

ASKPATH 81

AskPath 549

AskPath の例 551

ASKTEXT 81

AskText 552

AskText の例 553

AskYesNo 554

AskYesNo の例 556

Attributes 142

Autoexec.bat 802

AVI フ ァ イル 1193

B
BACK 81, 542

BACKBUTTON 82, 769

BACKGROUND 82, 769

BACKGROUNDCAPTION 83, 1514

BASEMEMORY 83

BASICMSI スク リ プ ト 変数 280

BATCH_INSTALL

テス ト  1696

BatchAdd 557

BatchAdd の例 560

BatchDeleteEx 563

BatchDeleteEx の例 564

BatchFileLoad 566

BatchFileLoad の例 567

BatchFileSave 335

BatchFileSave の例 571

BatchFind 572

BatchFind の例 575

BatchGetFileName 576

BatchGetFileName の例 577

BatchMoveEx 578

BatchMoveEx の例 580

BatchSetFileName 581

BatchSetFileName の例 582

Beep 1147

BEFORE 83, 1064

Before Data Move ハン ド ラー 384

BIF_BROWSEFORCOMPUTER 84

BIF_BROWSEFORPRINTER 84

BIF_DONTGOBELOWDOMAIN 84

BIF_EDITBOX 84

BIF_RETURNFSANCESTORS 85

BIF_RETURNONLYFSDIRS 85

BIF_STATUSTEXT 85

BILLBOARD 85, 1189

BINARY データ型 289

BITMAPICON 86, 1183

BK_BLUE 86, 1477

BK_GREEN 86, 1477

BK_MAGENTA 86, 1477

BK_ORANGE 86, 1477

BK_PINK 87, 1477

BK_RED 87, 1477

BK_SMOOTH 87, 1477

BK_SOLIDBLACK 87, 1477

BK_SOLIDBLUE 87, 1477

BK_SOLIDGREEN 88, 1477

BK_SOLIDMAGENTA 88, 1477

BK_SOLIDORANGE 88, 1477

BK_SOLIDPINK 88, 1477

BK_SOLIDRED 88, 1477

BK_SOLIDWHITE 89, 1477

BK_SOLIDYELLOW 89, 1477

BK_YELLOW 89, 1477

BLACK 89, 1514

BLUE 89, 1514

BOOL 65

データ型 289

BOOTUPDRIVE 90, 1008

BUTTON_CHECKED 90, 681

BUTTON_UNCHECKED 90, 681

BYREF 演算子 512

BYTES 90, 972

BYTES、 KBYTES、 MBYTES 1008

BYVAL 演算子 513

C
CalculateAndAddFileCost 583

CallDLLFx 584

CallDLLFx の例 585

CANCEL 91, 1458

CANCELBUTTON 91

case 73

cdecl キーワー ド 65

CD-ROM 1157

CDROM 91, 1008

CDROM_DRIVE 91, 1021

CENTERED 91, 1183

ChangeDirectory 586

ChangeDirectory の例 587

char データ型 289
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CharReplace 588

CharReplace の例 589

CHECKBOX 92, 750, 756

CHECKBOX95 92, 756

CD-ROM 1008

CPU 1008

機能選択 885

言語 1008

デ ィ スク ド ラ イブ 800

ド ラ イブの種類 1008

日付 1008

フ ォルダー 799

CHECKBOX95 ダイアログ ス タ イル 757

CHECKLINE 92, 756

CHECKLINE ダイアログ ス タ イル 758

CHECKMARK 92, 756

Windows のバージ ョ ン 1008

オペレーテ ィ ング システム 1008

時刻 1008

ビデオ 1008

ポー ト  1008

メ モ リ 1008

CHECKMARK ダイアログ ス タ イル 757

CLEAR_FILE_ATTR 92

CloseFile 590

CloseFile の例 591

CmdGetHwndDlg 592

CmdGetHwndDlg の例 593

CMDLINE 321

CoCreateObject 595

CoCreateObjectDotNet 596

CoGetObject 596

CoGetObject の例 597

COLORS 93, 1008

カス タム色の設定 1297

背景と ステータ スバーの設定 1477

COM オブジ ェ ク ト  595, 596, 781

アプ リ ケーシ ョ ンのド メ イ ンをア ッ プロー ド 783

COMMAND 93, 563

Comments 57

COMMON 93, 1198

COMMONFILES 321

COMMONFILES64 322

COMP_NORMAL 94

COMP_UPDATE_DATE 94, 1722

COMP_UPDATE_SAME 95, 1722

COMP_UPDATE_VERSION 95, 1722

COMPACT 93, 1418

COMPARE_DATE 93, 931

COMPARE_MD5_SIGNATURE 94

COMPARE_SIZE 94, 931

COMPARE_VERSION 94, 931

ComponentAddItem 442

ComponentCompareSizeRequired 442

ComponentDialog 442

ComponentError 442

ComponentErrorInfo 442

ComponentFileEnum 442

ComponentFileInfo 442

ComponentFilterLanguage 442

ComponentFilterOS 442

ComponentGetData 442

ComponentGetItemSize 442

ComponentGetTotalCost 442

ComponentInitialize 442

ComponentIsItemSelected 442

ComponentListItems 442

ComponentLoadTarget 442

ComponentMoveData 442

ComponentReinstall 442

ComponentRemoveAll 442

ComponentRemoveAllInLogOnly 442

ComponentRemoveAllInMedia 442

ComponentRemoveAllInMediaAndLog 442

ComponentSaveTarget 442

ComponentSelectItem 442

ComponentSelectNew 442

ComponentSetData 442

ComponentSetTarget 442

ComponentSetupTypeEnum 442

ComponentSetupTypeGetData 442

ComponentSetupTypeSet 442

ComponentTotalSize 442

ComponentTransferData 442

ComponentUpdate 442

ComponentValidate 442

Config.sys 614

ConfigAdd 598

ConfigAdd の例 600

ConfigDelete 601

ConfigDelete の例 602

ConfigFileLoad 603

ConfigFileLoad の例 604

ConfigFileSave 606

ConfigFileSave の例 607

ConfigFind 609

ConfigFind の例 611

ConfigGetFileName 612

ConfigGetFileName の例 613

ConfigGetInt 614

ConfigGetInt の例 615

ConfigMove 617

ConfigMove の例 618

ConfigSetFileName 620

ConfigSetFileName の例 621

ConfigSetInt 622

ConfigSetInt の例 623

CONTINUE 95, 1173
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ConvertSizeToUnits 625

ConvertWinHighLowSizeToISHighLowSize 627

COPY_ERR_CREATEDIR 95, 631

COPY_ERR_MEMORY 96, 1722

COPY_ERR_NODISKSPACE 96, 631

COPY_ERR_OPENINPUT 96, 631

COPY_ERR_OPENOUTPUT 96, 631

COPY_ERR_TARGETREADONLY 96, 1722

CopyBytes 628

CopyBytes の例 629

CopyCHARArrayToISStringArray 630

CopyFile 631

CopyFile の例 634

CPU 97, 1008

CreateDir 635

CreateDir の例 636

CreateFile 637

CreateFile の例 639

CreateInstallationInfo 641

CreateObject 642

CreateProgramFolder 643

CreateProgramFolder の例 644

CreateRegistrySet 645

CreateRegistrySet の例 646

CreateShellObjects 647

CreateShellObjects の例 648

CreateShortcut 649

例 2 657

例 3 658

サンプル シナ リ オ 655

例 1 656

CreateShortcutFolder 660

例 660

CS_OPTION_FLAG_NO_NEW_INSTALL_HIGHLIGHT 97

CS_OPTION_FLAG_NO_STARTSCREEN_PIN 97

CS_OPTION_FLAG_PREVENT_PINNING 97

CS_OPTION_FLAG_REPLACE_EXISTING 98

CS_OPTION_FLAG_RUN_MAXIMIZED 98

CS_OPTION_FLAG_RUN_MINIMIZED 98

CtrlClear 661

CtrlClear の例 662

CtrlDir 665

CtrlDir の例 666

CtrlGetCurSel 669

CtrlGetCurSel の例 669

CtrlGetDlgItem 672

CtrlGetMLEText 673

CtrlGetMLEText の例 674

CtrlGetMultCurSel 677

CtrlGetMultCurSel の例 678

CtrlGetState 681

CtrlGetState の例 682

CtrlGetSubCommand 685

CtrlGetSubCommand の例 686

CtrlGetText 689

CtrlGetText の例 689

CtrlGetUrlForLinkClicked 692

CtrlGetUrlForLinkClicked の例 692

CtrlPGroups 694

CtrlPGroups の例 695

CtrlSelectText 697

CtrlSelectText の例 698

CtrlSetCurSel 700

CtrlSetCurSel の例 701

CtrlSetFont 704

CtrlSetFont の例 705

CtrlSetList 708

CtrlSetList の例 709

CtrlSetMLEText 713

CtrlSetMLEText の例 714

CtrlSetMultCurSel 717

CtrlSetMultCurSel の例 718

CtrlSetState 721

CtrlSetState の例 722

CtrlSetText 725

CtrlSetText の例 726

CURRENTROOTKEY 98

CUSTOM 98, 1418

D
DATA_COMPONENT 99, 1538

DATA_LIST 99, 1538

DATA_NUMBER 99, 1532

DATA_STRING 99, 1532

宣言 56

DATE 100, 1008

DEFAULT 100

DefineDialog 728

DefineDialog の例 732

DEFWINDOWMODE 100, 785

DeinstallSetReference 734

DeinstallStart 734

Delay の例 735

DELETE 100

DELETE_EOF 100, 935

DeleteCharArray 736

DeleteDir 736

DeleteDir の例 737

DeleteFile 738

DeleteFile の例 740

DeleteFolderIcon 741

DeleteFolderIcon の例 742

DeleteProgramFolder 743

DeleteProgramFolder の例 744

DeleteShortcut 745

例 746

DeleteShortcutFolder 747
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例 748

DeleteWCharArray 749

DIALOGCACHE 101, 785

DialogSetFont 749

DialogSetInfo 750

DialogSetInfo の例 755

DIFXAPI_ERROR 101

DIFXAPI_INFO 101

DIFXAPI_SUCCESS 101

DIFXAPI_WARNING 101

DIFxDriverPackageGetPath 758

DIFxDriverPackageInstall 759

DIFxDriverPackagePreinstall 763

DIFxDriverPackageUninstall 766

DIR_WRITEABLE 102, 1032

DIRECTORY 102, 1161

InstallScript 関数 465

検索 944, 946

削除 736

作成 635

チ ェ ッ ク 799

変更 586

Directory 465

Disable 769

Disable の例 773

DISABLE_ALLUSERBTN 102

DISABLE_PERUSERBTN 102

DISK 103, 1161

Disk 969

DISK_INFO_QUERY_ALL 103

DISK_INFO_QUERY_BYTES_PER_CLUSTER 104

DISK_INFO_QUERY_DISK_FREE_SPACE 104

DISK_INFO_QUERY_DISK_TOTAL_SPACE 104

DISK_INFO_QUERY_DRIVE_TYPE 104

DISK_TOTALSPACE 104, 1008

DISK_TOTALSPACE_EX 105, 1008

DISK1COMPONENT 103

DISK1SETUPEXENAME 322

DISK1TARGET 322

空き容量 972

起動ド ラ イブ 1008

総容量 1008

ド ラ イブ 800

ド ラ イブ指定 964

ド ラ イブの種類 1008

ボ リ ューム ラベル 1008

有効な ド ラ イブ リ ス ト  1021

DLG_ASK_OPTIONS 105, 1481

DLG_ASK_PATH 105, 1481

DLG_ASK_TEXT 105, 1481

DLG_ASK_YESNO 105, 1481

DLG_CENTERED 106, 728

DLG_CLOSE 106, 790

DLG_DIR_DIRECTORY 106, 665

DLG_DIR_DRIVE 106, 665

DLG_DIR_FILE 106, 665

DLG_ENTER_DISK 107, 1481

DLG_ERR 107, 1703

DLG_ERR_ALREADY_EXISTS 107, 728

DLG_ERR_ENDDLG 107, 1279

DLG_INFO_ALTIMAGE 107, 750

DLG_INFO_ALTIMAGE_HIDPI 108

DLG_INFO_ALTIMAGE_REVERT_IMAGE 108, 750

DLG_INFO_ALTIMAGE_VERIFY_BMP 108, 750

DLG_INFO_CHECKSELECTION 108, 750

DLG_INFO_KUNITS 108, 750

DLG_INFO_USEDECIMAL 109, 750

DLG_INIT 109, 704

DLG_INIT ルーチン 592

DLG_MSG_ALL 109, 728

DLG_MSG_INFORMATION 109, 1481

DLG_MSG_SEVERE 109, 1481

DLG_MSG_STANDARD 110, 728

DLG_MSG_WARNING 110, 1481

DLG_STATUS 110, 1481

DLG_USER_CAPTION 110, 1481

DLL 728

InstallScript 関数 458

カス タム ダイアログ 728

関数の呼び出し 584

メ モ リからのアンロー ド 1654

メ モ リへのロー ド 1660

Do 774

Do の例 775

DoInstall 776

DoInstall の例 780

DOINSTALL_OPTION_NOHIDEPROGRESS 110

DOINSTALL_OPTION_NOHIDESPLASH 111

DOINSTALL_OPTION_NOLANGSWITCH 111

DOINSTALL_OPTION_NOSETBATCHINSTALL 111

DotNetCoCreateObject 781

DOTNETFRAMEWORKINSTALLED 111

DOTNETSERVICEPACKINSTALLED 111

DotNetUnloadAppDomain 783

downto 66

DRIVE 112, 1008

DRIVE_CDROM 112

DRIVE_FIXED 112

DRIVE_NO_ROOT_DIR 112

DRIVE_RAMDISK 112

DRIVE_REMOTE 113

DRIVE_REMOVABLE 113

DRIVE_UNKNOWN 113

DRIVER_PACKAGE_DELETE_FILES 113

DRIVER_PACKAGE_FORCE 113

DRIVER_PACKAGE_LEGACY_MODE 114

DRIVER_PACKAGE_ONLY_IF_DEVICE_PRESENT 114

DRIVER_PACKAGE_REPAIR 114
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DRIVER_PACKAGE_SILENT 114

E
EDITBOX_CHANGE 114, 685

EFF_BOXSTRIPE 115, 1483

EFF_FADE 115, 1483

EFF_HORZREVEAL 115, 1483

EFF_HORZSTRIPE 115, 1483

EFF_NONE 115, 1483

EFF_REVEAL 116, 1483

EFF_VERTSTRIPE 116, 1483

else 69

elseif 70

Enable 785

Enable の例 788

ENABLED_ISERVICES 323

END_OF_FILE 116, 938

END_OF_LIST 116, 1109

EndCurrentDialog 789

EndDialog 790

EndDialog の例 791

endfor 66

endif 70

endprogram 56

endswitch 73

endwhile 75

ENGINECOMMONDIR 323

ENGINEDIR 323

ENTERDISK 117

EnterDisk 793

EnterDisk の例 794

EnterDiskError 795

EnterLoginInfo 796

EnterPassword 798

EQUALS 117, 1673

Err オブジ ェ ク ト  521

ERR_ABORT 123

ERR_BOX_BADPATH 124, 1487

ERR_BOX_BADTAGFILE 124, 1487

ERR_BOX_DISKID 124, 1487

ERR_BOX_DRIVEOPEN 124, 1487

ERR_IGNORE 124

ERR_NO 125

ERR_PERFORM_AFTER_REBOOT 125

ERR_RETRY 125

ERR_YES 125

ERROR_ACCESS_DENIED 117

ERROR_CIRCULAR_DEPENDENCY 118

ERROR_DATABASE_DOES_NOT_EXIST 118

ERROR_DEPENDENT_SERVICES_RUNNING 118

ERROR_DUP_NAME 118

ERROR_FILE_NOT_FOUND 119

ERROR_INVALID_HANDLE 119

ERROR_INVALID_PARAMETER 119

ERROR_INVALID_SERVICE_ACCOUNT 119

ERROR_INVALID_SERVICE_CONTROL 120

ERROR_PATH_NOT_FOUND 120

ERROR_SERVICE_ALREADY_RUNNING 120

ERROR_SERVICE_CANNOT_ACCEPT_CTRL 120

ERROR_SERVICE_DATABASE_LOCKED 121

ERROR_SERVICE_DEPENDENCY_DELETED 121

ERROR_SERVICE_DEPENDENCY_FAIL 121

ERROR_SERVICE_DISABLED 121

ERROR_SERVICE_DOES_NOT_EXIST 122

ERROR_SERVICE_EXISTS 122

ERROR_SERVICE_LOGON_FAILED 122

ERROR_SERVICE_NO_THREAD 123

ERROR_SERVICE_NOT_ACTIVE 122

ERROR_SERVICE_REQUEST_TIMEOUT 123

ERROR_TIMEOUT 123

ERRORFILENAME 323

ErrorInfo.Feature 417

ErrorInfo.Feature.Description 417

ErrorInfo.Feature.DisplayName 417

ErrorInfo.Feature.Name 417

ErrorInfo.FileError.Description 417

ErrorInfo.FileError.File 417

ErrorInfo.FileGroup 417

ErrorInfo.LastError 417

EXCLUDE_SUBDIR 125, 944

EXCLUSIVE 126, 1304

EXISTS 126, 800

ExistsDir 799

ExistsDir の例 799

ExistsDisk 800

フ ァ イル 1032

プログラム サブフ ォルダ ― 1199

プログラム項目 1199

レジス ト リ キー 1251

ExistsDisk の例 801

EXIT 126, 1027

EXTENDEDMEMORY 126, 1008

EXTENSION_ONLY 127, 1161

Ez 構成フ ァ イル関数 443

EzBatchAddPath 802

EzBatchAddPath の例 803

EzBatchAddString 805

EzBatchAddString の例 807

EzBatchReplace 809

EzBatchReplace の例 810

EzConfigAddDriver 811

EzConfigAddDriver の例 813

EzConfigAddString 815

EzConfigAddString の例 816

EzConfigGetValue 818

EzConfigGetValue の例 819

EzConfigSetValue 820
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EzConfigSetValue の例 821

EzDefineDialog 822

EzDefineDialog の例 824

F
FALSE 127, 1136

FEATURE_FIELD_CDROM_FOLDER 128

FEATURE_FIELD_DESCRIPTION 128

FEATURE_FIELD_DISPLAYNAME 128

FEATURE_FIELD_ENCRYPT 129

FEATURE_FIELD_FILENEED 129

FEATURE_FIELD_FTPLOCATION 129

FEATURE_FIELD_GUID 130

FEATURE_FIELD_HANDLER_ONINSTALLED 130

FEATURE_FIELD_HANDLER_ONINSTALLING 130

FEATURE_FIELD_HANDLER_ONUNINSTALLED 131

FEATURE_FIELD_HANDLER_ONUNINSTALLING 131

FEATURE_FIELD_HTTPLOCATION 131

FEATURE_FIELD_IMAGE 132

FEATURE_FIELD_MISC 132

FEATURE_FIELD_PASSWORD 132

FEATURE_FIELD_SELECTED 133

FEATURE_FIELD_SIZE 133

FEATURE_FIELD_STATUS 133

FEATURE_FIELD_VISIBLE 134

FEATURE_INFO_ATTRIBUTE 134

FEATURE_INFO_COMPONENT_FLAGS 134

FEATURE_INFO_COMPSIZE_HIGH 134

FEATURE_INFO_COMPSIZE_LOW 135

FEATURE_INFO_DATE 135

FEATURE_INFO_DATE_EX 135

FEATURE_INFO_DESTINATION 136

FEATURE_INFO_HTTPLOCATION 136

FEATURE_INFO_LANGUAGE 137

FEATURE_INFO_MD5_SIGNATURE 137

FEATURE_INFO_MISC 137

FEATURE_INFO_ORIGSIZE_HIGH 138

FEATURE_INFO_ORIGSIZE_LOW 138

FEATURE_INFO_OS 138

FEATURE_INFO_OVERWRITE 138

FEATURE_INFO_PLATFORM_SUITE 139

FEATURE_INFO_TIME 139

FEATURE_INFO_VERSIONLS 139

FEATURE_INFO_VERSIONMS 140

FEATURE_INFO_VERSIONSTR 140

FEATURE_OPCOST_UNINSTALL_FILE 140

FEATURE_OPCOST_UNINSTALL_REGORINI 141

FEATURE_OPCOST_UNINSTALL_UNREGFILE 141

FEATURE_VALUE_CRITICAL 141

FEATURE_VALUE_HIGHLYRECOMMENDED 141

FEATURE_VALUE_STANDARD 142

FeatureAddCost 826

FeatureAddItem 827

FeatureAddItem の例 830

FeatureAddUninstallCost 831

FeatureCompareSizeRequired 832

FeatureCompareSizeRequired の例 834

FeatureConfigureFeaturesFromSuite 836

FeatureDialog 837

FeatureDialog の例 840

FeatureError 841

FeatureError の例 844

FeatureErrorInfo 845

FeatureErrorInfo の例 846

FeatureFileEnum 848

FeatureFileEnum の例 850

FeatureFileInfo 852

FeatureFileInfo の例 858

FeatureFilterLanguage 861

FeatureFilterLanguage の例 863

FeatureFilterOS 864

FeatureFilterOS の例 868

FeatureGetCost 870

FeatureGetCostEx 872

FeatureGetData 873

FeatureGetData の例 877

FeatureGetItemSize 878

FeatureGetItemSize の例 879

FeatureGetTotalCost 880

FeatureInitialize 882

FeatureInitialize の例 884

FeatureIsItemSelected 885

FeatureIsItemSelected の例 886

FeatureListItems 887

FeatureListItems の例 888

FeatureLoadTarget 889

FeatureMoveData 890

FeatureMoveData の例 891

FeaturePatch 895

FeatureReinstall 896

FeatureRemoveAll 897

FeatureRemoveAllInLogOnly 898

FeatureRemoveAllInMedia 899

FeatureRemoveAllInMediaAndLog 900

FeatureSaveTarget 901

イ ンス ト ール先 837

ダイアログ 837

FeatureSelectItem 902

FeatureSelectItem の例 903

FeatureSelectNew 904

エラー 841

セ ッ ト ア ッ プの種類の列挙 911

FeatureSetData 905

FeatureSetData の例 908

FeatureSetTarget 909

FeatureSetTarget の例 910

FeatureSetupTypeEnum 911
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FeatureSetupTypeEnum の例 911

FeatureSetupTypeGetData 912

FeatureSetupTypeGetData の例 914

FeatureSetupTypeSet 917

機能情報の取得 873

検証 928

項目の列挙 887

セ ッ ト ア ッ プの種類データの取得 912

セ ッ ト ア ッ プの種類の設定 917

選択 837

選択状態 885

データの設定 905

フ ィ ールド 905

フ ィ ルター 861

FeatureSetupTypeSet の例 918

FeatureSpendCost 919

FeatureSpendUninstallCost 920

FeatureStandardSetupTypeSet 921

FeatureTotalSize 923

FeatureTotalSize の例 924

FeatureTransferData 926

FeatureUpdate 927

FeatureValidate 928

FeatureValidate の例 929

FF_FLAGS 129

FI_FTPLOCATION 136

FILE_ADD_FILE 142

FILE_ADD_SUBDIRECTORY 142

FILE_ALL_ACCESS 143

FILE_APPEND_DATA 143

FILE_ATTR_ARCHIVED 143, 1492

FILE_ATTR_HIDDEN 143, 1492

FILE_ATTR_NORMAL 143, 1492

FILE_ATTR_READONLY 144, 1492

FILE_ATTR_SYSTEM 144, 1492

FILE_ATTRIBUTE 144, 1492

FILE_BIN_CUR 144, 1454

FILE_BIN_END 144, 1454

FILE_BIN_START 145, 1454

FILE_DATE 145, 978

FILE_DELETE_CHILD 145

FILE_EXECUTE 145

FILE_EXISTS 145, 1032

FILE_INSTALLED 146, 1691

FILE_IS_LOCKED 146, 1696

FILE_LINE_LENGTH 146, 941

FILE_LIST_DIRECTORY 146

FILE_LOCKED 146, 1032

FILE_MD5_SIGNATURE 147

FILE_MODE_APPEND 147, 637

FILE_MODE_APPEND_UNICODE 147

FILE_MODE_BINARY 147, 1157

FILE_MODE_BINARYREADONLY 147, 1157

FILE_MODE_NORMAL 148, 1157

FILE_NO_VERSION 148, 1682

FILE_NOT_FOUND 148, 1682

FILE_RD_ONLY 148, 935

FILE_READ_ATTRIBUTES 149

FILE_READ_DATA 149

FILE_READ_EA 149

FILE_SHARED_COUNT 149

FILE_SIZE 150, 978

FILE_SIZE_HIGH 150

FILE_SIZE_LOW 150

FILE_SRC_OLD 150, 1691

FILE_TIME 150, 978

FILE_TRAVERSE 151

FILE_WRITE_ATTRIBUTES 151

FILE_WRITE_DATA 151

FILE_WRITE_EA 151

FILE_WRITEABLE 151, 1032

FileCompare 931

FileCompare の例 933

FileDeleteLine 935

FileDeleteLine の例 936

FileGrep 938

FileGrep の例 939

FileInsertLine 941

FileInsertLine の例 942

FILENAME 152, 1161

FILENAME_ONLY 152, 1161

FindAllDirs 944

FindAllDirs の例 945

FindAllFiles 946

FindAllFiles の例 948

FindFile 950

FindFile の例 951

FindWindow 952

FindWindow の例 953

FIXED_DRIVE 152, 1021

FlexNet Connect 467

GetUpdateStatus 1020, 1021

SdFinishUpdate 1361

SdFinishUpdateEx 1361

SdFinishUpdateReboot 1363

SetUpdateStatus 1518

SetUpdateStatusReboot 1519

UPDATE_SERVICE_INSTALL 定数 270

UpdateServiceCheckForUpdates 1657

UPDATESERVICECOMPONENT 定数 270

UpdateServiceCreateShortcut 1657

UpdateServiceEnableUpdateManagerInstall 1658

UpdateServiceGetAgentTarget 1658

UpdateServiceOnEnabledStateChange 1658

UpdateServiceRegisterProduct 1658

UpdateServiceRegisterProductEx 1659

UpdateServiceSetHost 1659

UpdateServiceSetLanguage 1659
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FOLDER_APPDATA 323

FOLDER_APPLICATIONS 324

FOLDER_APPLICATIONS64 324

FOLDER_COMMON_APPDATA 324

FOLDER_DESKTOP 983

FOLDER_DOTNET_10 325

FOLDER_DOTNET_11 325

FOLDER_DOTNET_20 325

FOLDER_DOTNET_30 326

FOLDER_DOTNET_35 326

FOLDER_DOTNET_40 326

FOLDER_FONTS 326

FOLDER_LOCAL_APPDATA 326

FOLDER_PERSONAL 327

FOLDER_PROGRAMS 983

FOLDER_STARTMENU 983

FOLDER_STARTUP 328

FOLDER_TEMP 328

FONT_AVAILABLE 152

for 66

FormatMessage 954

FormatMessage Example 955

FTP ロケーシ ョ ン 873

FULL 152, 1173

FULLSCREEN 153, 1183

FULLSCREENSIZE 153, 1183

FULLWINDOWMODE 153, 785

FUNCTION_EXPORTED 153

G
GBYTES 154, 972

GENERIC_ALL 154

GENERIC_EXECUTE 154

GENERIC_READ 154

GENERIC_WRITE 154

GetAndAddAllFilesCost 956

GetAndAddFileCost 957

GetCArrayFromISArray 958

GetCHARArrayFromISStringArray 959

GetCurrentDialogName 960

GetCurrentDir 961

GetDir 962

GetDir の例 963

GetDisk 964

GetDisk の例 965

GetDiskInfo 966

GetDiskInfo の例 968

GetDiskSpace 969

GetDiskSpace の例 970

GetDiskSpaceEx 972

GetDiskSpaceEx の例 973

GetEnvVar 974

GetEnvVar の例 974

GetExtendedErrInfo 975

GetExtents 976

GetExtents の例 977

GetFileInfo 978

GetFileInfo の例 981

GetFolderNameList 983

GetFolderNameList の例 985

GetFont 986

GetFont の例 987

GetLine 990

GetLine の例 991

GetMemFree 992

GetObject 992

GetObjectByIndex 993

GetObjectCount 994

GetProfInt 995

GetProfInt の例 996

GetProfSectionKeyCount 997

GetProfString 997

GetProfString の例 1000, 1002

GetProfStringList 1001

GetShortcutInfo 1004

例 1006

GetStatus 1008

GetSystemInfo 1008

GetSystemInfo の例 1014

GetTempFileNameIS 1017

GetTrueTypeFontFileInfo 1019

GetUpdateStatus 1020

GetUpdateStatusReboot 1021

GetValidDrivesList 1021

GetValidDrivesList の例 1023

GetWCHARArrayFromISStringArray 1024

GetWindowHandle 1024

GetWindowHandle の例 1025

goto 68

GREATER_THAN 155, 1673

GREEN 155, 1477

Grep 938

GTFIS_OPTION_DELETE_TEMP_FILE 155

GTFIS_OPTION_DONT_CREATE_DIR 155

GTFIS_OPTION_DONT_RESOLVE_TEXTSUBS 155

GTFIS_OPTION_NONE 156

H
HandlerEx の例 1029

HELP 1027

HELP (InstallScript 定数 ) 156

HIBYTE 1031

HIDE_DISABLED_BTNS 156

HIWORD 1031

HIWORD の例 1032

HKEY_CLASSES_ROOT 156, 1229
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HKEY_CURRENT_USER 157, 1263

HKEY_LOCAL_MACHINE 157, 1213

HKEY_USER_SELECTABLE 158

HKEY_USER_SELECTABLE_AUTO 329

HKEY_USERS 157, 1213

HKEYCURRENTROOTKEY 328

HOURGLASS 158, 769

HTTP ロケーシ ョ ン 873

HWND データ型 289

HWND_DESKTOP 158, 1024

HWND_INSTALL 158, 1024

I
IDCANCEL 158

IDOK 159

IDS_IFX_ERROR_INVALID_MEDIA_PASSWORD 159

if 67

IFX_COMPANY_NAME 329

IFX_DISK1INSTALLED 329

IFX_INITIALIZED 329

IFX_INSTALLED_DISPLAY_VERSION 330

IFX_INSTALLED_VERSION 330

IFX_KEYPATH_PRODUCT_INFO 330

IFX_MULTI_INSTANCE_SUFFIX 330

IFX_ONNEXTDISK_PACKAGE_CAPTION 159

IFX_ONNEXTDISK_PACKAGE_MSG 160

IFX_PRODUCT_COMMENTS 330

IFX_PRODUCT_DISPLAY_NAME 331

IFX_PRODUCT_DISPLAY_VERSION 331

IFX_PRODUCT_ICON 331

IFX_PRODUCT_KEY 331

IFX_PRODUCT_NAME 332

IFX_PRODUCT_README 332

IFX_PRODUCT_REGISTEREDCOMPANY 332

IFX_PRODUCT_REGISTEREDOWNER 332

IFX_PRODUCT_REGISTEREDSERIALNUM 333

IFX_PRODUCT_SUPPORT_CONTACT 333

IFX_PRODUCT_SUPPORT_PHONE 333

IFX_PRODUCT_SUPPORT_URL 333

IFX_PRODUCT_UPDATE_URL 334

IFX_PRODUCT_URL 334

IFX_PRODUCT_VERSION 334

IFX_SETUP_TITLE 334

IFX_SUPPORTED_VERSIONS 335

INCLUDE_SUBDIR 160, 1722

INDVFILESTATUS 160

INFOFILENAME 569

INFORMATION 160, 1548

Initialization ハン ド ラー 380

InitProperties 525

INSTALL_GUID 335

InstallationInfo 1706

INSTALLDIR 335

InstallScript 言語リ フ ァ レンス 51

INSTALLSCRIPTMSI スク リ プ ト 変数 280

INSTALLSCRIPTMSIEEUI スク リ プ ト 変数 280

InstallShield Silent 1390

InstallShield サイ レン ト

SdMakeName 1390

int データ型 289

Is 1032

Is の例 1041

IS_386 190, 1008

IS_486 190, 1008

IS_ALPHA 190, 1008

IS_CDROM 190, 1008

IS_EGA 190, 1008

IS_FIXED 191, 1008

IS_FOLDER 191, 1286

IS_ITEM 191, 1286

IS_NULLSTR_PTR 336

IS_PENTIUM 191, 1008

IS_PERMISSIONS_OPTION_64BIT_OBJECT 161

IS_PERMISSIONS_OPTION_ALLOW_ACCESS 161

IS_PERMISSIONS_OPTION_DENY_ACCESS 161

IS_PERMISSIONS_OPTION_NO_APPLYDOWN 161

IS_PERMISSIONS_TYPE_FILE 161

IS_PERMISSIONS_TYPE_FOLDER 162

IS_PERMISSIONS_TYPE_REGISTRY 162

IS_REMOTE 191, 1008

IS_REMOVABLE 192, 1008

IS_SVGA 192, 1008

IS_UNKNOWN 192, 1008

IS_UVGA 192, 1008

IS_VGA 192, 1008

IS_WINDOWS 193, 1008

IS_WINDOWS9X 193, 1008

IS_WINDOWSNT 193, 1008

IS_XVGA 193, 1008

ISCompareServicePack 1042

ISCompareServicePack の例 1043

ISDeterminePlatform 1044

ISDIFX_OPTION_DONT_ASSOCIATE 162

ISDIFX_OPTION_DONT_RESOVE_TEXTSUBS 162

ISDIFX_OPTION_LOG_IN_DRIVER_PACKAGE_PATH 162

ISDIFX_OPTION_NO_REPAIR 163

ISDIFXAPPID 336

IsEmpty 1044

IsEmpty の例 1045

ISERR_GEN_FAILURE 163

ISERR_SUCCESS 163

ISLANG 定数 298

ISLANG_AFRIKAANS 163

ISLANG_AFRIKAANS_STANDARD 163

ISLANG_ALBANIAN 164

ISLANG_ALBANIAN_STANDARD 164

ISLANG_ALL 164
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ISLANG_ARABIC 164

ISLANG_ARABIC_ALGERIA 164

ISLANG_ARABIC_BAHRAIN 164

ISLANG_ARABIC_EGYPT 164

ISLANG_ARABIC_IRAQ 164

ISLANG_ARABIC_JORDAN 165

ISLANG_ARABIC_KUWAIT 165

ISLANG_ARABIC_LEBANON 165

ISLANG_ARABIC_LIBYA 165

ISLANG_ARABIC_MOROCCO 165

ISLANG_ARABIC_OMAN 165

ISLANG_ARABIC_QATAR 165

ISLANG_ARABIC_SAUDIARABIA 165

ISLANG_ARABIC_SYRIA 166

ISLANG_ARABIC_TUNISIA 166

ISLANG_ARABIC_UAE 166

ISLANG_ARABIC_YEMEN 166

ISLANG_BASQUE 166

ISLANG_BASQUE_STANDARD 166

ISLANG_BELARUSIAN 166

ISLANG_BELARUSIAN_STANDARD 166

ISLANG_BULGARIAN 167

ISLANG_BULGARIAN_STANDARD 167

ISLANG_CATALAN 167

ISLANG_CATALAN_STANDARD 167

ISLANG_CHINESE 167

ISLANG_CHINESE_HONGKONG 167

ISLANG_CHINESE_PRC 167

ISLANG_CHINESE_SINGAPORE 167

ISLANG_CHINESE_TAIWAN 168

ISLANG_CROATIAN 168

ISLANG_CROATIAN_STANDARD 168

ISLANG_CZECH 168

ISLANG_CZECH_STANDARD 168

ISLANG_DANISH 168

ISLANG_DANISH_STANDARD 168

ISLANG_DUTCH 168

ISLANG_DUTCH_BELGIAN 169

ISLANG_DUTCH_STANDARD 169

ISLANG_ENGLISH 169

ISLANG_ENGLISH_AUSTRALIAN 169

ISLANG_ENGLISH_BELIZE 169

ISLANG_ENGLISH_CANADIAN 169

ISLANG_ENGLISH_CARIBBEAN 169

ISLANG_ENGLISH_IRELAND 169

ISLANG_ENGLISH_JAMAICA 170

ISLANG_ENGLISH_NEWZEALAND 170

ISLANG_ENGLISH_SOUTHAFRICA 170

ISLANG_ENGLISH_TRINIDAD 170

ISLANG_ENGLISH_UNITEDKINGDOM 170

ISLANG_ENGLISH_UNITEDSTATES 170

ISLANG_ESTONIAN 170

ISLANG_ESTONIAN_STANDARD 170

ISLANG_FAEROESE 171

ISLANG_FAEROESE_STANDARD 171

ISLANG_FARSI 171

ISLANG_FARSI_STANDARD 171

ISLANG_FINNISH 171

ISLANG_FINNISH_STANDARD 171

ISLANG_FRENCH 171

ISLANG_FRENCH_BELGIAN 171

ISLANG_FRENCH_CANADIAN 172

ISLANG_FRENCH_LUXEMBOURG 172

ISLANG_FRENCH_STANDARD 172

ISLANG_FRENCH_SWISS 172

ISLANG_GERMAN 172

ISLANG_GERMAN_AUSTRIAN 172

ISLANG_GERMAN_LIECHTENSTEIN 172

ISLANG_GERMAN_LUXEMBOURG 172

ISLANG_GERMAN_STANDARD 173

ISLANG_GERMAN_SWISS 173

ISLANG_GREEK 173

ISLANG_GREEK_STANDARD 173

ISLANG_HEBREW 173

ISLANG_HEBREW_STANDARD 173

ISLANG_HUNGARIAN 173

ISLANG_HUNGARIAN_STANDARD 173

ISLANG_ICELANDIC 174

ISLANG_ICELANDIC_STANDARD 174

ISLANG_INDONESIAN 174

ISLANG_INDONESIAN_STANDARD 174

ISLANG_ITALIAN 174

ISLANG_ITALIAN_STANDARD 174

ISLANG_ITALIAN_SWISS 174

ISLANG_JAPANESE 174

ISLANG_JAPANESE_STANDARD 175

ISLANG_KOREAN 175

ISLANG_KOREAN_JOHAB 175

ISLANG_KOREAN_STANDARD 175

ISLANG_LATVIAN 175

ISLANG_LATVIAN_STANDARD 175

ISLANG_LITHUANIAN 175

ISLANG_LITHUANIAN_STANDARD 175

ISLANG_NORWEGIAN 176

ISLANG_NORWEGIAN_BOKMAL 176

ISLANG_NORWEGIAN_NYNORSK 176

ISLANG_POLISH 176

ISLANG_POLISH_STANDARD 176

ISLANG_PORTUGUESE 176

ISLANG_PORTUGUESE_BRAZILIAN 176

ISLANG_PORTUGUESE_STANDARD 176

ISLANG_ROMANIAN 177

ISLANG_ROMANIAN_STANDARD 177

ISLANG_RUSSIAN 177

ISLANG_RUSSIAN_STANDARD 177

ISLANG_SERBIAN_CYRILLIC 177

ISLANG_SERBIAN_LATIN 177

ISLANG_SLOVAK 177
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ISLANG_SLOVENIAN 178

ISLANG_SLOVENIAN_STANDARD 178

ISLANG_SPANISH 178

ISLANG_SPANISH_ARGENTINA 178

ISLANG_SPANISH_BOLIVIA 178

ISLANG_SPANISH_CHILE 178

ISLANG_SPANISH_COLOMBIA 178

ISLANG_SPANISH_COSTARICA 178

ISLANG_SPANISH_DOMINICANREPUBLIC 179

ISLANG_SPANISH_ECUADOR 179

ISLANG_SPANISH_ELSALVADOR 179

ISLANG_SPANISH_GUATEMALA 179

ISLANG_SPANISH_HONDURAS 179

ISLANG_SPANISH_MEXICAN 179

ISLANG_SPANISH_MODERNSORT 179

ISLANG_SPANISH_NICARAGUA 179

ISLANG_SPANISH_PANAMA 180

ISLANG_SPANISH_PARAGUAY 180

ISLANG_SPANISH_PERU 180

ISLANG_SPANISH_PUERTORICO 180

ISLANG_SPANISH_TRADITIONALSORT 180

ISLANG_SPANISH_URUGUAY 180

ISLANG_SPANISH_VENEZUELA 180

ISLANG_SW 181

ISLANG_SWEDISH 180

ISLANG_SWEDISH_STANDARD 181

ISLANG_THAI 181

ISLANG_THAI_STANDARD 181

ISLANG_TURKISH 181

ISLANG_TURKISH_STANDARD 181

ISLANG_UKRAINIAN 181

ISLANG_UKRAINIAN_STANDARD 181

ISLANG_VIETNAMESE 182

ISLANG_VIETNAMESE_STANDARD 182

ISMSI_HANDLE 336

IsObject 1046

ISOS_ST_ALL 184

ISOS_ST_BACKOFFICE 184

ISOS_ST_DATACENTER 184

ISOS_ST_ENTERPRISE 185

ISOS_ST_PROC_ARCH_32 185

ISOS_ST_PROC_ARCH_AMD64 185

ISOS_ST_PROC_ARCH_IA64 185

ISOS_ST_SERVER 186

ISOS_ST_SERVER2003_R2 186

ISOS_ST_SMALLBUSINESS 186

ISOS_ST_SMALLBUSINESS_RESTRICTED 187

ISOS_ST_TERMINAL 187

ISOS_ST_WORKSTATION 187

ISOS_ST_XP_HOME 187

ISOS_ST_XP_PRO 188

ISOSL_ALL 182, 864

ISOSL_NT40 864

ISOSL_NT40_ALPHA 864

ISOSL_SUPPORTED 182

ISOSL_WIN10 183

ISOSL_WIN2000 864

ISOSL_WIN2000_ALPHA 864

ISOSL_WIN7_SERVER2008R2 182

ISOSL_WIN8 182

ISOSL_WIN81 183

ISOSL_WIN95 864

ISOSL_WIN98 864

ISOSL_WINSERVER2003 183

ISOSL_WINVISTA 183

ISOSL_WINVISTA_SERVER2008 183

ISOSL_WINXP 184

ISRES 337

ISURL_COMPONENTS 289

ISUS_AGENT_FEATURE 188

ISUS_MAIN_FEATURE 188

ISUS_PRODUCT_CODE 281

ISUS_TEXTSUB_HOST 188

ISUS_TEXTSUB_INTERVAL 188

ISUS_TEXTSUB_LANGUAGE 189

ISUS_TEXTSUB_LOGO 189

ISUS_TEXTSUB_MANAGER 189

ISUS_TEXTSUB_VERSION 189

ISUS_UPDATEMANAGER_FEATURE 189

ISUSER 337

ISVERSION 337

K
KBYTES 193, 972

KEY_CREATE_LINK 194

KEY_CREATE_SUB_KEY 194

KEY_ENUMERATE_SUB_KEYS 194

KEY_NOTIFY 194

KEY_QUERY_VALUE 194

KEY_SET_VALUE 195

L
LAAW_OPTION_CHANGEDIRECTORY 195

LAAW_OPTION_FIXUP_PROGRAM 195

LAAW_OPTION_HIDDEN 195

LAAW_OPTION_MAXIMIZED 195

LAAW_OPTION_MINIMIZED 196

LAAW_OPTION_NO_CHANGEDIRECTORY 196

LAAW_OPTION_NOWAIT 196

LAAW_OPTION_SET_BATCH_INSTALL 196

LAAW_OPTION_SHOW_HOURGLASS 197

LAAW_OPTION_USE_CALLBACK 197

LAAW_OPTION_USE_SHELLEXECUTE 197

LAAW_OPTION_WAIT 198

LAAW_OPTION_WAIT_INCL_CHILD 198
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LAAW_PARAMETERS 337

LAAW_PROCESS_INFORMATION 340

LAAW_SHELLEXECUTEINFO 340

LAAW_SHELLEXECUTEVERB 341

LAAW_STARTUPINFO 341

Label 67

LANGUAGE 198

LANGUAGE_SUPPORTED 定数 198

LaunchApp 1046

LaunchApp の例 1047

LaunchAppAndWait 1047

LaunchAppAndWait の例 1048

LaunchAppAndWaitInitStartupInfo 1049

LaunchApplication 1051

LaunchApplicationInit 1057

LESS_THAN 199, 931

LINE_NUMBER 199, 935

LIST

データ型 289

LIST_NULL 200, 1072

要素を追加 1064

ListAddItem 1060

ListAddItem の例 1061

ListAddList 1063

ListAddString 1064

ListAddString の例 1065

ListAppendFromArray 1067

ListAppendToArray 1067

LISTBOX_ENTER 199, 685

LISTBOX_SELECT 199, 685

コ ンポーネン ト  887

ListConvertNumToStr 1068

ListConvertStrToNum 1069

ListCount 1070

要素のカウン ト  1070

ListCount の例 1071

ListCreate 1072

作成 1072

ListCreate の例 1073

ListCurrentItem 1074

ListCurrentItem の例 1075

ListCurrentString 1076

ListCurrentString の例 1077

ListDeleteAll 1078

ListDeleteItem 1079

ListDeleteItem の例 1080

ListDeleteString 1082

ListDeleteString の例 1083

ListDestroy 1085

破棄 1085

要素の検出 1091

ListDestroy の例 1085

ListFindItem 1086

ListFindItem の例 1087

ListFindKeyValueString 1089

ListFindString 1091

ListFindString の例 1091

LISTFIRST 199, 1111

ListGetFirstItem 1093

ListGetFirstItem の例 1094

ListGetFirstString 1095

ListGetFirstString の例 1096

ListGetIndex 1097

ListGetNextItem 1098

ListGetNextItem の例 1099

ListGetNextString 1100

InstallScript 関数 472

要素の取得 1076

ListGetNextString の例 1101

ListGetType 1103

ListGetType の例 1103

LISTLAST 200, 1111

LISTNEXT 200, 1111

LISTPREV 200, 1111

ListProcessing 1119

ListReadFromFile 1104

ListReadFromFile の例 1105

ListSetCurrentItem 1106

ListSetCurrentItem の例 1107

ListSetCurrentString 1109

ListSetCurrentString の例 1110

ListSetIndex 1111

ListSetIndex の例 1113

ListValid 1115

ListValidType 1117

ListWriteToFile 1119

ListWriteToFile の例 1120

ListWriteToFileEx 1121

LoadStringFromStringTable 1123

LOBYTE 1125

LOCKEDFILE 200, 1032

LOGGING 201, 1032

LogReadCustomNumber 1125

LogReadCustomNumber の例 1126

LogReadCustomString 1127

LogReadCustomString の例 1129

LogWriteCustomNumber 1130

LogWriteCustomNumber の例 1131

LogWriteCustomString 1132

LogWriteCustomString の例 1133

LONG データ型 289

LongPathFromShortPath 1134

LongPathFromShortPath の例 1135

LongPathToQuote 1136

LongPathToQuote の例 1137

LongPathToShortPath 1138

LongPathToShortPath の例 1139

LOWER_LEFT 201, 1183
InstallShield 2016 InstallScript リ フ ァ レンス ガイ ド ISP-2300-RG00 社外秘 1743



索引
LOWER_RIGHT 201, 1189

LOWORD 1140

LOWORD の例 1141

LPSTR データ型 289

LPWSTR データ型 289

LWFT_OPTION_WRITE_AS_ANSI 202

LWFT_OPTION_WRITE_AS_UNICODE 202

LWTF_OPTION_APPEND_TO_FILE 201

LWTF_OPTION_WRITE_AS_UNICODE 202

M
MAGENTA 202, 1477

MAINT_OPTION 345

MAINT_OPTION_MULTI_INSTANCE 345

MAINT_OPTION_NONE 345

MAINT_OPTION_STANDARD 345

MAINTENANCE 345

MaintenanceStart 1142

MATH_COPROCESSOR 202, 1032

MB_STYLE 1548

MBYTES 203, 972

MEDIA 346

MEDIA_FIELD_COMPANY_NAME 203

MEDIA_FIELD_MEDIA_FLAGS 204

MEDIA_FIELD_PREVIOUS_VERSIONS 204

MEDIA_FIELD_PRODUCT_COMMENTS 204

MEDIA_FIELD_PRODUCT_EXE 205

MEDIA_FIELD_PRODUCT_ICON 205

MEDIA_FIELD_PRODUCT_NAME 205

MEDIA_FIELD_PRODUCT_NOMODIFY 203

MEDIA_FIELD_PRODUCT_NOREMOVE 203

MEDIA_FIELD_PRODUCT_README 205

MEDIA_FIELD_PRODUCT_SUPPORT_CONTACT 206

MEDIA_FIELD_PRODUCT_SUPPORT_PHONE 206

MEDIA_FIELD_PRODUCT_SUPPORT_URL 206

MEDIA_FIELD_PRODUCT_UPDATE_URL 207

MEDIA_FIELD_PRODUCT_URL 207

MEDIA_FIELD_PRODUCT_VERSION 207

MEDIA_FIELD_TARGETDIR 207

MEDIA_FLAG_FORMAT_DIFFERENTIAL 208

MEDIA_FLAG_FORMAT_PATCH 208

MEDIA_FLAG_UPDATEMODE_SUPPORTED 208

MEDIA_PASSWORD_KEY 209

MediaGetData 1145

MediaGetDataEx 1145

MessageBeep 1147

MessageBeep の例 1148

MessageBox 1149

MessageBox の例 1150

MessageBoxEx 1151

ウ ィ ン ド ウに送る 1467

METAFILE 209, 1544

Metafiles

method 70

MIDI フ ァ イル 1193

MMEDIA_AVI 209, 1193

MMEDIA_MIDI 209, 1193

MMEDIA_PLAYASYNCH 210, 1193

MMEDIA_PLAYCONTINUOUS 210, 1193

MMEDIA_PLAYSYNCH 210, 1193

MMEDIA_STOP 210, 1193

MMEDIA_SWF 210, 1193

MMEDIA_WAVE 211, 1193

MODE 346

MODIFY 211

Move Data ハン ド ラー 393

MSI_TARGETDIR 346

MULTI_INSTANCE_COUNT 347

N
Nested while の例 75

NEXT 211, 1330

NEXTBUTTON 212, 769

NO 212, 554

NO_SUBDIR 214

NONEXCLUSIVE 213, 1304

NORMAL_PRIORITY_CLASS 213

NORMALMODE 213, 346

NOSET 213, 805

NOT 演算子 514

NOTEXISTS 213, 799

NOTHING 72

NOWAIT 776

NULL 214, 529

NUMBER データ型 289

NUMBERLIST 214, 1072

NumToStr 1153

NumToStr の例 1154

O
Objects オブジ ェ ク ト

ステータ スの設定 1510

OK 215

ON 215, 1600

OnAbort 415

OnAdminInstallUIAfter 415

OnAdminInstallUIBefore 416

OnAdminPatchUIAfter 416

OnAdminPatchUIBefore 416

OnAdvertisementAfter 416

OnAdvertisementBefore 417

OnAppSearch 387

OnBegin 388

OnCanceling 417

OnCCPSearch 389
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OnCheckMediaPassword 381

OnComponentError 417

OnCustomizeUninstInfo 395

OnDIFxLogCallback 418

OnEnd 406

OnError 419

OnException 419

OnFileError 420

OnFileLocked 421

OnFileReadOnly 422

OnFilesInUse 423

OnFilterComponents 382

OnFirstUIAfter 406

OnFirstUIBefore 389

OnGeneratedMSIScript 395

OnGeneratingMSIScript 395

OnHelp 424

OnIISComponentInstalled 396

OnIISInitialize 390

OnIISUninitialize 406

OnIISVRootUninstalling 396

OnInstalled 410

OnInstalledFile 396

OnInstalledFontFile 397

OnInstallFilesActionAfter 397

OnInstallFilesActionBefore 397

OnInstalling 410

OnInstallingFile 398

OnInternetError 424

OnLaunchAppAndWaitCallback 425

OnLogonUserSetMsiProperties 426

ONLYDIR 215, 736

OnMaintUIAfter 407

OnMaintUIBefore 390

OnMD5Error 426

OnMoved 398

OnMoveData 398

OnMoving 399

OnMsiSilentInstall 428

OnNetApiCreateUserAccount 399

OnNextDisk 428

OnOutOfDiskSpace 428

OnPatchUIAfter 428

OnPatchUIBefore 429

OnRebooted 429

OnRemovingSharedFile 429

OnResumeUIAfter 430

OnResumeUIBefore 431

OnRMFilesInUse 431

OnSelfRegistrationError 432

OnSetTARGETDIR 382

OnSetUpdateMode 383

OnShowUI 434

OnSQLBatchScripts 400

OnSQLComponentInstalled 400

OnSQLComponentUninstalled 400

OnSQLLogin 390

OnSQLServerInitialize 390

OnSQLServerInitializeMaint 391

OnSuiteInstallAfter 407

OnSuiteInstallBefore 391

OnSuiteMaintAfter 407

OnSuiteMaintBefore 391

OnSuiteShowUI 436

OnSuiteUpdateAfter 407

OnSuiteUpdateBefore 392

OnUninstall (InstallScript) 436

OnUnInstalled 411

OnUninstalledFile 400

OnUnInstalling 411

OnUninstallingDIFxDriverFile 401

OnUninstallingFile 401

OnUninstallingFontFile 402

OnUpdateUIAfter 408

OnUpdateUIBefore 392

OnWarning 433

OnXMLComponentInstalled 403

OnXMLComponentUninstalling 403

OnXMLInitialize 392

OnXMLUninitialize 408

OpenFile 1155

OpenFile の例 1156

OpenFileMode 1157

OpenFileMode の例 1160

OR 演算子 514

OTHER_FAILURE 215, 931
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